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本 システムの使 用 に起 因 し て、逸 失 利 益 、投 資 損 失 、業 務 の中 断 、
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本 書 に記 載 されたソフト ウェア製 品 は、該 当 するライセンス契 約 書 に従
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A rc se rve 製 品 リファレンス

このマニュアルが参 照 している A rcse rve 製 品 は以 下 のとおりで

す。

A rcse rve® Ba cku p

A rcse rve® U n ified Da ta Pro tect io n

A rcse rve® U n ified Da ta Pro tect io n A gen t fo r W in d ow s

A rcse rve® U n ified Da ta Pro tect io n A gen t fo r Lin u x

A rcse rve® Rep lica t io n および High A va ila b il ity



A rc se rve B a c ku p マニュアル

A rcse rve Ba cku pド キュメント には、すべてのメジャー リリースおよび

サービス パックについての特 定 のガイド とリリース ノート が含 まれて

います。ド キュメント にアクセスするには、以 下 のリンクをクリックし

ます。

A rcse rve Ba cku p r17 .5 SP1 リリース ノート

A rcse rve Ba cku p r17 .5 マニュアル選 択 メニュー

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/r17.5/JPN/Bookshelf_Files/HTML/Relnotessp1/default.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/Available/R17.5/JPN/Bookshelf.html


A rc se rve サポート への問 い合 わせ

A rcse rve サポート チームは、技 術 的 な 問 題 の解 決 に役 立 つ豊

富 な リソ ースを提 供 します。重 要 な 製 品 情 報 に簡 単 にアクセス

できます。

テクニカル サポート への問 い合 わせ

A rcse rve のサポート ：

A rcse rve サポート の専 門 家 が社 内 で共 有 しているのと同 じ情

報 ライブラリに直 接 アクセスできます。このサイト から、弊 社 の

ナレッジ ベース ( KB ) ド キュメント にアクセスできます。ここから、

重 要 な 問 題 やよくあるト ラブルについて、製 品 関 連 KB 技 術

情 報 を簡 単 に検 索 し、検 証 済 みのソ リューションを見 つけるこ

とができます。

弊 社 のライブ チャット リンクを使 用 して、A rcse rve サポート

チームとすぐにリアルタイムで会 話 を始 めることができます。ライ

ブ チャット では、製 品 にアクセスしたまま、懸 念 事 項 や質 問 に

対 する回 答 を即 座 に得 ることができます。

A rcse rve グローバル ユーザ コミュニティに参 加 して、質 疑 応

答 、ヒント の共 有 、ベスト プラクティスに関 する議 論 、他 のユー

ザとの会 話 を行 うことができます。

サポート チケット を開 くことができます。オンラインでサポート チ

ケット を開 くと、質 問 の対 象 製 品 を専 門 とする担 当 者 から直

接 、コールバックを受 けられます。

また、使 用 している A rcse rve 製 品 に適 したその他 の有 用 な リ

ソ ースにアクセスできます。

https://arcserve.zendesk.com/hc/ja
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ミット 1244

UDP データが含 まれる静 的 バックアップ ジ ョブのサブミット 1247

D2D/U DP データが含 まれる動 的 バックアップ ジ ョブのサブミット 1250

RPS ( Reco very Po in t Server、復 旧 ポイント サーバ ) を使 用 し た
A rcserve U DP データスト アのバックアップ ジ ョブのサブミット 1252

ファイル レベルでの D2D/U DP データの回 復 1254

アプリケーション レベルでの D2D/U DP データの回 復 1257

D2D/U DP 復 旧 ポイント からのファイルとフォルダの回 復 1264

raw セッションからの D2D/U DP データの回 復 1266

A rcserve Backu p メディアからの A rcserve U DP データスト アの回
復 1269

D2D/U DP カタログ ファイルを生 成 するための A rcserve Backu p の
設 定 1271

第 1 5章 : 復 旧 ポイント サーバ からの A rc se rv e
U D P ノード のバックアップおよび回 復 1 2 7 3
復 旧 ポイント サーバ を使 用 し た、A rcserve U DP ノード のバック
アップ ジ ョブのサブミット 1274

A rcserve U DP データが含 まれる静 的 バックアップ ジ ョブのサブ
ミット 1277

A rcserve U DP データが含 まれる動 的 バックアップ ジ ョブのサブ
ミット 1280

ファイル レベルでの A rcserve U DP データの回 復 1282

アプリケーション レベルでの A rcserve U DP データの回 復 1285

raw セッションからの A rcserve U DP データの回 復 1292

第 1 6章 : 合 成 フル バックアップの使 用 1 2 9 5
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合 成 フル バックアップの概 要 1296

合 成 フル バックアップの仕 組 み 1298

合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット 1302

合 成 フル バックアップの合 成 スケジ ュールの指 定 1305

ローテーション スキーマを使 用 し た D2D2T 合 成 フル バックアップ
ジ ョブのサブミット 1306

G FS スキーマを使 用 し た D2D2T 合 成 フル バックアップジ ョブのサ
ブミット 1312

カスタム スケジ ュールを使 用 し た D2D2T 合 成 フル バックアップ
ジ ョブのサブミット 1319

次 のフル バックアップ実 行 日 にリアル フル バックアップを実 行 1326

オンデマンド の合 成 フル バックアップのサブミット 1327

合 成 フル バックアップ セッションのみのスキャン 1328

合 成 フル バックアップでパージ ポリシーとデータベース廃 棄 ジ ョ
ブが機 能 する仕 組 み 1329

合 成 フル バックアップでメークアップ ジ ョブが機 能 する仕 組 み 1330

Po in t- in -T im e リスト ア 1331

合 成 フル バックアップに関 する考 慮 事 項 1335

合 成 フル バックアップの使 用 1337

第 1 7章 : S to ra g e A re a N e tw o rk での A rc se rv e
B a c ku p の使 用 1 3 4 1
Sto rag e A rea N etw o rk ( SA N ) Op tio n のライセンスを登 録 する
方 法 1342

SAN 環 境 1344

SAN 環 境 での A rcserv e Backup の動 作 1345

SAN でのサーバ管 理 1347

バックアップ計 画 1348

オプションを使 用 する利 点 1349

用 語 集 1350

SAN Op tio n のインスト ール 1351

オペレーティング システムの互 換 性 1352

インスト ールの前 提 条 件 1353

SAN Op t io n のインスト ール 1355

S to rage A rea N etw o rk O p t io n の環 境 設 定 1357

SAN Op tio n の使 用 法 1358

S to rage A rea N etw o rk ( SA N ) 環 境 設 定 1359

共 有 デバイス グループの作 成 1360

SAN 環 境 でのデータのバックアップとリスト ア 1361
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デバイス管 理 1362

メ ディア管 理 1363

ジョブの実 行 時 の制 御 1365

レポート とログ 1366

A rcserv e 仮 想 ライブラリ 1367

第 1 8章 : ト ラブルシューティング 1 3 6 9
ログイン関 連 1370

ca roo t パスワード の変 更 後 ログインできな い 1371

メ ディアがフルの場 合 のメ ークアップ ジ ョブの作 成 1373

コンピュータ名 の変 更 後 に A rcserv e Backup にログインできな い 1374

A rcserv e Backup サーバの IP アド レスが変 更 された後 、A rcserv e
Backup で通 信 上 の問 題 が発 生 する 1375

認 証 関 連 1380

認 証 セキュリティ設 定 1381

制 限 されたユーザがアクティビティ ログと監 査 ログにアクセスできな い 1384

CA po rtm apper サービスの停 止 および開 始 時 に認 証 エラーが発 生
する 1387

クラウド 接 続 での認 証 情 報 に関 する問 題 1388

レポート ライタを開 くことができな い 1389

レポート マネージャからレポート を作 成 できな い 1391

ca_jo b secm gr を使 用 したパスワード の更 新 が成 功 しな い 1392

バックアップおよびリスト ア関 連 1393

ジョブが、スケジュール通 りに開 始 されな い 1394

オープン ファイルをバックアップできな い 1395

C it r ix サーバのリスト ア ジ ョブが失 敗 する 1397

圧 縮 または暗 号 化 を使 用 してバックアップされたデータのローカル リ
スト アに失 敗 する 1398

A rcserv e Backup がファイル アクセス時 刻 に基 づいてデータを回 復 し
な い 1399

A ct iv e D irecto ry のリスト ア モード で G U I がフリーズする 1400

エージェント コンピュータのログイン認 証 情 報 を変 更 した後 、スケ
ジュールされたバックアップ ジ ョブが失 敗 する 1401

SFB ジョブで以 前 にバックアップされたソースに対 してフル バックアップ
( アーカイブ ビット をクリア ) または増 分 バックアップを実 行 すると、
データの損 失 が発 生 する 1403

オンデマンド の合 成 フル バックアップを実 行 できな い 1404

リスト ア ジ ョブのアクティビティ ログ エラー 1406

A rcserv e D2D バックアップ ジ ョブがバックアップ マネージャからサブミッ
ト されるとバックアップ ジ ョブが失 敗 する 1407
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移 動 または名 前 変 更 されたファイルが A rcserv e Backup によってバッ
クアップされな い 1408

A rcserv e Backup で、SM B 共 有 上 にあるデータを含 む Hyper-V バッ
クアップ ジ ョブを実 行 できな い 1410

A rcserv e Backup で、SM B 共 有 上 にあるデータを含 む Hyper-V
W riter または SQ L VSS W riter バックアップ ジ ョブを実 行 できな い 1411

W indow s 2008 SP 2 および W indow s 2008 R2 サーバ上 のリモート
F SD からのデータ リスト ア時 にメ モリ使 用 率 が増 加 する 1412

M AC エージェント のリスト ア ジ ョブの失 敗 1413

メディア関 連 1414

データのバックアップまたはリスト ア中 にテープ エラーが発 生 する 1415

A rcserv e Backup が x64 プラット フォーム上 で RSM 制 御 デバイスを
検 出 できな い 1419

A rcserv e Backup がクリーニング テープを検 出 しな い 1420

ハード ウェアが予 期 したように機 能 しな い 1422

オート ローダとチェンジャがオフラインであるかのように表 示 される 1424

カタログ データベースのログ ファイルが大 量 のディスク容 量 を消 費 す
る 1425

認 識 できな いボールト がメ ディア管 理 マネージャ内 に表 示 される 1427

SAN 環 境 設 定 関 連 1428

デバイスを共 有 できな い 1429

デバイスを共 有 できな いが、テープエンジンは動 作 している 1430

共 有 デバイスが使 用 不 可 またはオフラインとマークされる 1432

共 有 IBM デバイスが使 用 不 可 またはオフラインとマークされる 1433

バックアップ ジ ョブに失 敗 する 1434

クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連 1436

ジョブのエラー防 止 1437

リモート マシンでの MSCS ノード のバックアップ 1438

クラスタ環 境 での A rcserv e Backup データベースのバックアップ 1440

ジョブの失 敗 ：メ ディアがマウント されていな い 1441

その他 1442

ディスカバリ サービスが正 しく機 能 しな い 1443

A rcserv e Backup サーバとエージェント サーバが互 いに通 信 できな い 1444

SRM PK I アラート がデフォルト で有 効 にな る 1445

ジョブ キューのログ ファイルが大 量 のディスク容 量 を消 費 する 1448

データベースのパージ後 にローテーション バックアップのすべてのジョ
ブ ログを表 示 できな い 1450

第 1 9章 : クラスタ対 応 環 境 での A rc se rv e B a c ku p
の使 用 1 4 5 3
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ション 1518

A rcserve Backu p における J IS2004 U n ico d e 文 字 の使 用 に関 す
る制 限 1520
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クラウド 接 続 環 境 設 定 1539
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第 1章 : の紹 介 A rc se rve B a c ku p
このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

概 要 28

A rcserve B ackup D isaster R ecovery O ption の機 能 29

A rcserve B ackup ユーティリティ 38

A rcserve B ackup コマンド ライン ユーティリティ 51

A rcserve B ackup セキュリティ 52

64 ビット の W indow s プラット フォームでのバックアップとリスト アの方
法 57

仮 想 マシン環 境 を保 護 する方 法 58

A rcserve B ackup Enterprise M odule 60

エンタープライズ レベルのパスワード 管 理 ユーティリティ 61

A rcserve B ackup のマニュアルの使 用 62
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概 要

概 要

A rcse rve Ba cku pは、さまざまな プラット フォームを使 用 している環

境 下 でバックアップおよびリスト アを可 能 にする、包 括 的 かつ分

散 的 な 管 理 ソ リューションです。このアプリケーションは、オプション

のクライアント エージェント を使 用 して、W in d ow s、UN IX、および

Lin u x が稼 働 しているマシンを含 め、ネット ワーク上 のすべてのマ

シンのデータをバックアップおよびリスト アできます。A rcse rve
Ba cku pまた、には、メディア管 理 およびデバイス管 理 に使 用 する

各 種 ユーティリティも 用 意 されています。

A rcse rve Ba cku pでは、1つの管 理 コンソ ールから制 御 することがで

きます。さまざまな プラット フォームおよび構 成 にまたがって、1台 ま

たは複 数 のマシンで構 成 された小 規 模 および大 規 模 の企 業 環

境 をサポート することができます。
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A rc se rve Bac kup D isa s te r Re c o ve ry O p tio n の機 能

A rc se rve B a c ku p D isa ste r R e c o ve ry O p tio n
の機 能

A rcse rve Ba cku pは、ネット ワーク管 理 者 がネット ワーク上 のデータ

のバックアップと管 理 に使 用 するコンポーネント 、機 能 、および

ユーティリティを備 えています。

A rcse rve Ba cku p マネージャを起 動 するには、プログラム グループ

から［マネージャ］アイコンを選 択 します。マネージャを初 めて起 動

すると、［チュート リアル］ウィンド ウが表 示 されます。次 回 からは

CA A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 が表 示 されますが、［ヘルプ］メ

ニューからチュート リアルにアクセスできます。Hom e Pageから、以

下 のナビゲーション機 能 を使 用 してA rcse rve Ba cku pのすべての機

能 にアクセスできます。

ホーム画 面 -- 使 用 しているコンピュータの問 題 解 決 支 援 ツー

ルにリンクするニュースおよびサポート へのリンクが表 示 されま

す。また、クイック スタート 、環 境 設 定 、ウィザード 、およびユー

ティリティへのリンクも 表 示 されます。

ナビゲーション バー -- マネージャ、ウィザード 、ユーティリティ、最

後 に使 用 した画 面 、A rcse rve サポート 、G et Sa t is fa ct io n に

別 々 にアクセスできます。これはページの左 端 にあります。内

容 、履 歴 、サポート のボタンから構 成 されています。［履 歴 ］の

内 容 は、セッシ ョンごとに保 存 されます。無 効 にな っていな い

限 り、ナビゲーション バーはすべてのマネージャ ページに表 示

されます。A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［表 示 ］メニューから

［ナビゲーション バー］を選 択 することによって、ナビゲーション

バーを簡 単 に表 示 または非 表 示 にすることができます。この機

能 を無 効 にするには、［ビュー］を選 択 し、［ナビゲーション

バー］の選 択 を解 除 します。ナビゲーション バーは固 定 できま

す。固 定 されていな い場 合 は自 動 的 に非 表 示 にすることがで

きます。

クイック スタート -- A rcse rve Ba cku p マネージャの各 機 能 にアク

セスできます。

環 境 設 定 -- サーバおよび SAN 設 定 上 のバックアップ デバイス

をすばやく設 定 できるデバイス環 境 設 定 にアクセスできます。

［環 境 設 定 ］メニューから、［デバイス グループの環 境 設 定 ］に

アクセスし、デバイスのグループやステージング グループを設 定

することも できます。
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A rc se rve Bac kup D isa s te r Re c o ve ry O p tio n の機 能

ウィザード -- A rcse rve Ba cku p の主 要 な 機 能 を簡 略 化 します。

デバイス ウィザード 、ブート キット ウィザード 、ジョブ スケジューラ

ウィザード 、および診 断 ウィザード にアクセスできます。

ユーティリティ -- データベースおよびメディアを管 理 するための

各 種 ユーティリティが用 意 されています。ユーティリティとして、

マージ、スキャン、比 較 、カウント 、コピー、パージ、ユーザ プロ

ファイル、およびレポート ライタがあります。
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A rc se rve Bac kup D isa s te r Re c o ve ry O p tio n の機 能

A rc se rve B a c ku p マネージ ャ、ウィザード 、お

よびユーティリティにアクセスする方 法

A rcse rve Ba cku p のマネージャ、ウィザード 、およびユーティリティ

は、データ保 護 に必 要 な すべての機 能 の実 行 に使 用 するフロン

ト エンド インターフェースを提 供 します。これらのコンポーネント に

はマネージャ コンソ ールのナビゲーション バーからアクセスできま

す。

コンポーネント 、コンポーネント にアクセスできるメニュー、および実

行 される機 能 を以 下 に示 します。

［クイック スタート ］メニュー

ジョブ ステータス マネージャ -- このウィンド ウから、ホールド 、完

了 、実 行 中 のジョブをモニタします。ホールド または完 了 ジョブ

のスケジュール、新 規 ジョブのサブミット 、ジョブの削 除 、および

実 行 中 のジョブの停 止 を実 行 できます。ログ情 報 は、完 了 し

たジョブごとに提 供 されます。
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A rc se rve Bac kup D isa s te r Re c o ve ry O p tio n の機 能

バックアップ マネージャ -- データをメディアにバックアップします。

コンピュータおよびサーバのバックアップのスケジュール設 定 およ

び環 境 設 定 を行 うことができます。ファイルへのパス、ファイル

名 、使 用 するメディアな ど、それぞれのバックアップ ジ ョブについ

ての情 報 は、A rcse rve Ba cku p データベースに記 録 されます。

バックアップ マネージャでは、以 下 の操 作 を行 うことができま

す。

バックアップ ジ ョブのソ ース ( バック アップ元 のデータ ) およ

びデスティネーション ( メディア ) を指 定 します。

UN IX、Lin u x、W in d ow s な どの他 のオペレーティング シス

テムを実 行 しているコンピュータ上 のデータをバックアップ

するバックアップ ジ ョブを定 義 します。

サーバ上 で実 行 されているデータベース エージェント を使

用 します。

リスト ア マネージャ -- A rcse rveバックアップ でバックアップされた

データをリスト アします。リスト ア マネージャでは、以 下 の操 作

を行 うことができます。

バックアップされたファイルのすべてのバージョンを検 索 しま

す。

リスト ア ジ ョブのソ ースおよびフィード バックを指 定 します。

バックアップ方 法 を定 義 し、バックアップのスケジュールを

指 定 します。

データの全 体 または一 部 のリスト アを実 行 します。

サーバ管 理 -- A rcse rve Ba cku p システム アカウント の変 更 と、

ジョブ エンジン、テープ エンジン、データベース エンジンな どの

A rcse rve Ba cku p のコア サービスの管 理 を行 うことができます。

［環 境 設 定 ］アイコンを使 用 すると、A le rt の生 成 やメッセージ

ログの定 義 といったサービスの環 境 設 定 が行 えます。［データ

ベース エンジン］タブでは、データベースの廃 棄 ジョブを設 定 で

きます。

D a sh b o a rd -- バックアップ インフラスト ラクチャと SRM ( Sto ra ge
Reso u rce M an agem en t) 環 境 のスナップシ ョット 概 要 を提 供 し

ます。詳 細 については、「 Dashboard ユーザ ガイド 」を参 照 して

ください。
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In fra stru ctu re V isu a liza tio n -- A rcse rve Ba cku p 環 境 が視 覚 的

に表 現 され、バックアップ ステータスや、サーバ、ノード 、デバイ

ス間 の関 係 をすばやく確 認 できます。

［モニタとレポート ］メニュー

ジョブ ステータス マネージャ -- このウィンド ウから、ホールド 、完

了 、実 行 中 のジョブをモニタします。ホールド または完 了 ジョブ

のスケジュール、新 規 ジョブのサブミット 、ジョブの削 除 、および

実 行 中 のジョブの停 止 を実 行 できます。ログ情 報 は、完 了 し

たジョブごとに提 供 されます。

レポート マネージャ -- A rcse rve Ba cku p データベースのデータか

らレポート を生 成 します。バックアップ スケジュール、メディア エ

ラー、バックアップ デバイス、メディア プール、メディア ステータ

ス、メディア ポリシーな どに関 する情 報 のレポート を生 成 するこ

とができます。

レポート ライタ -- カスタム レポート の作 成 、または指 定 された

期 間 のバックアップ アクティビティに基 づく事 前 定 義 されたレ

ポート の生 成 を行 います。

D a sh b o a rd -- バックアップ インフラスト ラクチャと SRM ( Sto ra ge
Reso u rce M an agem en t) 環 境 のスナップシ ョット 概 要 を提 供 し

ます。詳 細 については、「 Dashboard ユーザ ガイド 」を参 照 して

ください。

In fra stru ctu re V isu a liza tio n -- ご使 用 の A rcse rve Ba cku p 環 境

を視 覚 的 に表 現 する機 能 を提 供 します。In fra stru ctu re
V isu a liza t io n では、組 織 図 に似 た階 層 形 式 で各 A rcse rve
Ba cku p サーバが表 示 されます。ミニマップ機 能 は、現 在 の

ビューの縮 小 版 として機 能 し、ユーザがズーム、パン、部 分 的

な 強 調 表 示 な どを行 うことができます。

［保 護 と回 復 ］メニュー

バックアップ マネージャ -- データをメディアにバックアップします。

コンピュータおよびサーバのバックアップのスケジュール設 定 およ

び環 境 設 定 を行 うことができます。ファイルへのパス、ファイル

名 、使 用 するメディアな ど、それぞれのバックアップ ジ ョブについ

ての情 報 は、A rcse rve Ba cku p データベースに記 録 されます。

アーカイブ マネージャ -- 選 択 された W in d ow s、UN IX、Lin u x お

よび MAC ファイル システム データ用 のアーカイブ スケジュール

およびポリシーを指 定 します。
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リスト ア マネージャ -- A rcse rve Ba cku p でバックアップされたデー

タをリスト アします。

A rcse rve R e p lica tio n -- A rcse rve Rep lica t io n は、非 同 期 リア

ルタイム レプリケーションを使 用 して惨 事 復 旧 機 能 を提 供 す

るデータ保 護 ソ リューションです。このリンクは、A rcse rve
Rep lica t io n をインスト ールするとアクティブにな ります。

A rcse rve D 2 D --A rcse rve D2D は、別 売 の軽 量 ソ リューション

で、ローカル コンピュータ上 の変 更 をブロック レベルでト ラッキン

グし、変 更 されたブロックのみを増 分 バックアップ方 式 でバック

アップします。これにより、A rcse rve D2D を使 用 して、バックアッ

プの実 行 頻 度 を増 やす ( 15 分 ごと ) ことができ、増 分 バックアッ

プのサイズが削 減 されるため、これまでよりも 最 新 のバックアッ

プを利 用 できるようにな ります。また、A rcse rve D2D を使 用 し

て、ファイル /フォルダやアプリケーションのリスト ア、および単 一

のバックアップからのベア メタル復 旧 を実 行 することも できま

す。このリンクは、A rcse rve D2D をインスト ールするとアクティブ

にな ります。

［管 理 ］メニュー

サーバ管 理 -- A rcse rve Ba cku p システム アカウント の変 更 と、

ジョブ エンジン、テープ エンジン、データベース エンジンな どの

A rcse rve Ba cku p のコア サービスの管 理 を行 うことができます。

［環 境 設 定 ］アイコンを使 用 すると、A le rt の生 成 やメッセージ

ログの定 義 といったサービスの環 境 設 定 が行 えます。［データ

ベース エンジン］タブでは、データベースの廃 棄 ジョブを設 定 で

きます。

デバイス管 理 マネージャ -- スト レージ デバイスとメディアに関 す

る情 報 を表 示 します。また、ド ライブの圧 縮 モード を変 更 し、

メディア保 守 機 能 ( 圧 縮 、フォーマット 、消 去 、イジェクト 、リテ

ンシ ョンな ど ) を実 行 できます。A rcse rve Ba cku p は、広 範 な 種

類 のメディア ( 4 mm、8 mm、DLT、Q IC、Iom ega Zip および Ja zz
メディア、PD、MO、W ORM な ど ) をサポート しています。

デバイス環 境 設 定 -- テープ ライブラリ、RA ID デバイス、仮 想 ラ

イブラリ、ディスク ベースのデバイス ( ファイル システム デバイス

な ど ) 、デデュプリケーション デバイス ( DDD ) な どのバックアップ

デバイスを簡 単 に設 定 できるツールです。またここでは、リムー

バブル記 憶 域 マネージャ ( R SM ) を有 効 または無 効 にしたり、プ

ライマリ サーバで UN IX/Lin u x Da ta M o ver サーバを登 録 または

登 録 解 除 したりすることができます。
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サポート されているデバイスの最 大 数 ：255( 物 理 デバイ

ス、FSD、DDD を含 む )

サポート されている FSD および D D D の最 大 数 ：255( 接
続 された物 理 デバイスが 0 の場 合 )

デバイス ウィザード -- プライマリまたはスタンド アロン サーバに

設 置 されているデバイスを表 示 して、スト レージ メディアを簡

単 にフォーマット 、消 去 、圧 縮 、およびイジェクト できます。

デバイス グループ環 境 設 定 -- A rcse rve Ba cku p 環 境 でデバイ

スのグループを簡 単 に設 定 し、データのステージング用 に使 用

するグループを選 択 できるツールです。

サポート されているデバイス グループの最 大 数 ：128

メディア プール マネージャ -- バックアップを簡 単 に識 別 できるよ

うに、メディアの論 理 グループを作 成 して管 理 します。メディア

プール マネージャを使 用 すると、メディアの管 理 および再 利 用

を効 率 的 にスケジュールすることができます。また、管 理 者

は、特 定 の環 境 に適 したメディア ローテーション スキーマを作

成 することができます。

メディア管 理 マネージャ -- オフサイト の保 管 場 所 へのテープの

移 動 の管 理 、およびメディア リソ ースを保 護 、制 御 、管 理 す

る上 で必 要 な ツールを提 供 します。

注 ：メディア管 理 マネージャを使 用 するには、En te rp rise
M od u le をインスト ールする必 要 があります。

データベース マネージャ -- A rcse rve Ba cku p で処 理 されたジョ

ブ、A rcse rve Ba cku p で使 用 したメディア、A rcse rve Ba cku p で

使 用 中 のデバイスな ど、A rcse rve Ba cku p データベースからの

情 報 を表 示 します。

A le rt マネージャ -- さまざまな 通 信 媒 体 を使 用 して、A rcse rve
Ba cku p の動 作 中 に発 生 したイベント に関 するメッセージを組

織 内 の特 定 のユーザに送 信 できます。

ユーザ プロファイル マネージャ -- A rcse rve Ba cku p ユーザ アカウ

ント に役 割 権 限 を割 り当 てることができます。

A ge n t D e p lo ym e n t-- 複 数 のリモート ホスト に A rcse rve Ba cku p
エージェント の集 合 を同 時 にインスト ールおよびアップグレード

できます。

セント ラル エージェント 管 理 -- エージェント ログおよびイベント

ログの表 示 、エージェント オプシ ョンおよびセキュリティ情 報 の
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設 定 、エージェント レジスト リ値 のデバッグ レベルの指 定 、ノー

ド 層 の設 定 、A gen t Dep lo ym en t の実 行 が可 能 です。

［ユーティリティ］メニュー

ジョブ スケジューラ ウィザード -- 通 常 はコマンド プロンプト ウィ

ンド ウからサブミット するジ ョブを、すばやく簡 単 にパッケージ化

してサブミット できます。このウィザード を使 用 すると、A rcse rve
Ba cku pで実 行 可 能 な コマンド に加 えて、実 質 的 にあらゆる実

行 可 能 ファイルを実 行 できます。

ブート キット ウィザード -- 惨 事 が発 生 した場 合 のデータ回 復 を

可 能 にする、そのマシン専 用 のブート キット を作 成 して保 守 で

きます。

注 ：A rcse rve Ba cku pブート キット ウィザード は、システムに

D isa ste r R eco ve ryオプションがインスト ールされている場 合 にの

み使 用 できます。A rcse rve Ba cku p D isa ste r R eco ve ry Op t io n
は、別 売 りオプションです。

診 断 ウィザード -- A rcse rve Ba cku p のさまざまな システム ログを

収 集 しパッケージ化 します。これはト ラブルシューティングで使

用 される場 合 があります。

注 ：診 断 ウィザード は、診 断 ユーティリティをインスト ールした場

合 にのみ表 示 されます。

マージ ユーティリティ -- 1 つ以 上 のバックアップ セッシ ョンを含 む

メディアを指 定 して、そのメディアの情 報 を A rcse rve Ba cku p
データベースにマージできます。

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ -- メディア バックアップ

セッシ ョンについての情 報 を収 集 し、メディア上 のセッシ ョンがリ

スト ア可 能 かどうかを確 認 するのに役 立 ちます。

比 較 ユーティリティ -- メディア セッシ ョンの内 容 をコンピュータ上

のファイルと比 較 できます。

カウント ユーティリティ -- コンピュータ上 のファイルおよびディレク

ト リの数 をカウント できます。

コピー ユーティリティ -- あるロケーションから別 のロケーションへ

ファイルをコピーできます

パージ ユーティリティ -- コンピュータからファイルやディレクト リを

削 除 できます。

テクニカル サポート
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A rcse rve B a ck u p W e b ページ -- 製 品 情 報 のある W eb サイト

へ直 接 アクセスできます。

サポート の紹 介 --A rcse rve サポート にアクセスし、利 用 可 能 な

サポート プログラムに関 する情 報 を入 手 することができます。

サポート への登 録 --A rcse rve サポート の登 録 フォームに直 接 ア

クセスします。

テクニカル サポート へのアクセス -- リリース固 有 の情 報 にアクセ

スできます。ここでは、ソ フト ウェアをダウンロード したり、最 新 の

マニュアルを入 手 したり、サポート 対 象 の製 品 マト リクスを参

照 したりすることができます。

注 ：ナビゲーション バーの［サポート ］ボタンからも ここにアクセス

できます。

クイック リファレンス

R e a d m e -- マニュアルおよびヘルプに関 する更 新 と補 足 が含 ま

れています。

リリース サマリ -- 新 機 能 と製 品 の拡 張 機 能 に関 するサマリが

含 まれています。

製 品 ニュースおよび情 報

最 新 の製 品 ニュースおよび情 報 については、ホーム ページの下 に

ある Tw itte r または Fa ceb o o k のリンクをクリックし、表 示 される

A rcse rve Ba cku p オンラインに従 います。

R SS

画 面 の下 部 の RSS では、最 新 の A rcse rve Ba cku p ニュースがスク

ロールできます。見 出 しをクリックして、A rcse rve .com に直 接 アク

セスすると、すべての情 報 を参 照 することができます。

RSS ニュースを表 示 するには、インターネット に接 続 している必 要

があります。A rcse rve Ba cku p ド メイン アカウント を使 用 してログオ

ンしな かった場 合 、認 証 情 報 を手 動 で提 供 できます。RSS バーの

右 隅 にある［更 新 ］ボタンをクリックし、認 証 情 報 のダイアログ ボッ

クスにアクセスし、ニュース フィード を更 新 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p のインスト ール後 、RSS バーは A rcse rve .com
と通 信 します ( デフォルト ) 。RSS バーが A rcse rve .com と通 信 しな

いようにするには、RSS バーを閉 じて通 信 を停 止 します。RSS バー

を閉 じるには、任 意 の A rcse rve Ba cku p マネージャで［表 示 ］メ

ニューをクリックして、［ニュース バー］をクリックします。

第 1章 : の紹 介 A rc se rve Bac kup 37



A rc se rve Bac kup ユーティリティ

A rc se rve B a c ku p ユーティリティ

A rcse rve Ba cku p には、ファイルの管 理 に使 用 できる各 種 ユーティ

リティが用 意 されています。これらのユーティリティには、ホーム画

面 のナビゲーション バーからアクセスできます。これらのユーティリ

ティについては、以 降 の各 セクションで説 明 します。

マージ ユーティリティ

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ

比 較 ユーティリティ

カウント ユーティリティ

コピー ユーティリティ

パージ ユーティリティ

レポート ライタ ユーティリティ

cab a tch コマンド を使 用 してジョブを管 理 する方 法

ユーザ プロファイル ユーティリティ

A rcse rve Ba cku p コマンド ライン ユーティリティ
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マージ ユーティリティ

バックアップの作 成 に使 用 しな かった A rcse rve Ba cku p サーバに

ファイルをリスト アする必 要 がある場 合 、または A rcse rve Ba cku p
データベースから削 除 した情 報 が後 にな って必 要 にな った場 合

は、マージ ユーティリティを使 用 します。

マージ ユーティリティでは、1 つ以 上 のバックアップ セッシ ョンを含 む

メディアを指 定 して、そのメディアの情 報 を A rcse rve Ba cku p データ

ベースにマージできます。このとき、メディアに収 められているデータ

ベース情 報 は既 存 のデータベースに追 加 されます。

バックアップ ジ ョブを実 行 するたびに、バックアップしたコンピュー

タ、ディレクト リ、ファイルの情 報 およびそのジョブに使 用 したメディ

アに関 する情 報 が A rcse rve Ba cku p データベースに記 録 されま

す。ファイルをリスト アする必 要 がある場 合 は、この情 報 を使 用 し

て A rcse rve Ba cku p で目 的 のファイルを探 し出 します。このデータ

ベース情 報 は、A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リがバックアップ

されるときにバックアップされます。

メディアに収 められたバックアップ セッシ ョンが A rcse rve Ba cku p
データベースに記 録 されていな い場 合 ( たとえば A rcse rve Ba cku p
を使 用 して別 のバックアップ サーバで実 行 したバックアップな ど ) 、
［メディアのマージ］オプションを使 用 してそのメディアの情 報 を

A rcse rve Ba cku p のホーム ディレクト リにあるデータベースにマージ

できます。

マージ ユーティリティの使 用 法

バックアップに使 用 したサーバとは異 な る A rcse rve Ba cku p サーバ

にファイルをリスト アする場 合 に、マージ ユーティリティを使 用 でき

ます。また、A rcse rve Ba cku p データベースから削 除 した情 報 が再

度 必 要 にな った場 合 にも マージ ユーティリティが使 用 できます。

詳 細 情 報 ：

マージ ユーティリティ オプシ ョン

マージ ユーティリティ用 のグローバル オプション

マージ ユーティリティ - データベース グーロバル オプション
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

マージ ユーティリティ オプシ ョン

マージ ユーティリティを使 用 して、メディアの情 報 をデータベースに

マージすることができます。

マージ ユーティリティでは、以 下 をマージすることができます。

すべてのセッシ ョン

単 一 セッシ ョン

以 下 のいずれかの範 囲 のタイプを使 用 した、セッシ ョン範 囲 。

特 定 の開 始 セッシ ョンから特 定 の終 了 セッシ ョンまで

特 定 の開 始 セッシ ョンからメディアの終 わりまで

マージ オプション

すべてのセッシ ョンをマージするように選 択 した場 合 、この操 作 が

正 常 終 了 するにはシーケンス番 号 1 を含 むテープが必 要 です。

シーケンス番 号 1 を含 むテープがな い場 合 、メディアが見 つからな

かったとのメッセージが表 示 され、適 切 な テープを挿 入 して操 作 を

続 行 するか、操 作 をキャンセルするかが確 認 されます。

シーケンス番 号 1 を含 むテープとは異 な るテープからセッシ ョンを

マージする場 合 、マージを正 常 に行 うには、すべてのセッシ ョンを

マージするオプションを選 択 しな いで、その代 わりに含 めるセッシ ョ

ン番 号 またはセッシ ョン番 号 の範 囲 を指 定 します。

複 数 のテープにまたがるセッシ ョンをマージする場 合 、セッシ ョン

ヘッダ情 報 が存 在 するテープが必 要 です。

40 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup ユーティリティ

マージ ユーティリティ用 のグローバル オプショ

ン

A rcse rve Ba cku pでは、以 下 のような 最 新 のマージ オプションが用

意 されています。詳 細 な セッシ ョン情 報 を A rcse rve Ba cku p データ

ベースにリスト アする際 は、マージ ユーティリティ オプシ ョンを使 用

します。

たとえば、別 のサーバ上 で A rcse rve Ba cku pを使 用 してバックアップ

を実 行 していた場 合 、このユーティリティを使 用 すると、メディア情

報 を A rcse rve Ba cku pホーム ディレクト リ内 のデータベースに追 加

で組 み入 れることができます。これにより、バックアップされている

メディアを、別 のサーバからファイル レベルでリスト アできるようにな

ります。これは、詳 細 情 報 がデータベースからすでに削 除 されてい

る場 合 に便 利 です。デフォルト では、ジョブの詳 細 情 報 は、データ

ベース容 量 を節 約 するためにバックアップの 30 日 後 に削 除 される

ように設 定 されています。この設 定 はサーバ管 理 マネージャで変

更 できます。

注 ：A rcse rve Ba cku pデフォルト では、新 し くマージされたセッシ ョン

の詳 細 は、廃 棄 までの保 存 期 間 を超 過 している場 合 でも 、すべ

て データベースに 1 週 間 ( 7 日 間 ) 保 存 されます。

利 用 可 能 な グローバル マージ オプションは以 下 のとおりです。

バックアップ メディア -- メディアのタイムアウト 時 間 な ど、ジョブ

のメディア オプションを指 定 します。

実 行 前 /後 の処 理 -- ジョブの実 行 前 または実 行 後 に、コマン

ド またはバッチ ファイルを実 行 できます。

ジョブ ログ -- ジョブ キュー ログに記 録 する情 報 の詳 細 レベルを

設 定 します。

データベース -- ジョブに関 する詳 細 情 報 を記 録 するか、ジョブ

やセッシ ョン レベルの詳 細 のみを記 録 するかを指 定 します。

A le rt -- 操 作 中 のイベント に関 するメッセージを通 知 します。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

マージ ユーティリティ - データベース グーロバ

ル オプション

マージ ユーティリティの［グローバル オプション］ダイアログ ボックスに

ある［データベース］タブを使 用 すると、マージする詳 細 のレベルを

指 定 できます。

［詳 細 情 報 をマージする］-- ジョブおよびセッシ ョンの情 報 を含

む、すべての詳 細 をマージできます。

［セッシ ョン ヘッダのみマージする］-- ジョブおよびセッシ ョンの

データな ど、ヘッダ情 報 のみをマージできます。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ

メディア検 証 とスキャン ユーティリティを使 用 すると、メディア バック

アップ セッシ ョンに関 する情 報 を収 集 できます。バックアップするよ

うに指 定 したソ ースは、メディア上 にソ ースごとに個 別 のセッシ ョン

として保 存 されています。メディア検 証 とスキャン ユーティリティを

使 用 して、以 下 のタイプのセッシ ョンをスキャンできます。

セッシ ョン単 位 またはメディア全 体 。

以 下 のような 、特 定 の範 囲 のセッシ ョン。

特 定 の開 始 セッシ ョンから特 定 の終 了 セッシ ョンまで

特 定 の開 始 セッシ ョンからメディアの終 わりまで

スキャン ジ ョブの結 果 は、ジョブ キューに表 示 されます。このオプ

ションは、A rcse rve Ba cku p サーバを復 旧 する場 合 に、A rcse rve
Ba cku p データベースの最 新 のバックアップを識 別 するときに役 立

ちます。

スキャン ジ ョブでメディア内 容 の詳 細 な リスト を生 成 するには、ス

キャン オプション タブの［全 アクティビティ］機 能 を使 用 します。過

去 にバックアップされたファイルのリスト が必 要 な 場 合 にも 、このメ

ディア検 証 とスキャン ユーティリティを使 用 できます。

A rcse rve Ba cku p には、いくつかの拡 張 スキャン オプションが用 意 さ

れています。

バックアップ メディア -- ジョブのメディア オプションを指 定 しま

す。

操 作 -- C RC 検 証 によるファイルのスキャンやデータベースの

記 録 機 能 の有 効 化 な ど、ジョブ用 の一 般 的 な オプションを

指 定 します。

実 行 前 /後 の処 理 -- ジョブの実 行 前 または実 行 後 にコマン

ド またはバッチ ファイルを実 行 します。

ジョブ ログ -- ジョブ キュー ログに記 録 する情 報 の詳 細 レベル

を設 定 します。

A le rt -- 操 作 中 のイベント に関 するメッセージを通 知 します。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

比 較 ユーティリティ

メディアの内 容 とマシン上 のファイルを比 較 します。比 較 ジョブの

結 果 は、ジョブ キューに表 示 できます。バックアップ終 了 後 にこの

ユーティリティを使 用 すると、すべてのファイルがエラーな くメディアに

コピーされたかどうかを検 証 できます。

A rcse rveバックアップでは、以 下 のような 最 新 の比 較 オプションが

用 意 されています。

バックアップ メディア -- ジョブのメディア オプションを指 定 しま

す。

操 作 -- データベースの記 録 を有 効 にするかどうかを指 定 しま

す。

実 行 前 /後 の処 理 -- ジョブの実 行 前 または実 行 後 に実 行 す

るコマンド またはバッチ ファイルを指 定 します。

ジョブ ログ -- ジョブ キュー ログに記 録 する情 報 の詳 細 レベルを

設 定 します。

A le rt -- 操 作 中 のイベント に関 するメッセージを通 知 します。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

カウント ユーティリティ

カウント ユーティリティは、マシン上 のファイルおよびディレクト リの

数 をカウント します。カウント ジ ョブの結 果 は、ジョブ キューで参 照

できます。コピー ジョブの完 了 後 にこのオプションを使 用 すると、

ディスク内 のすべてのファイルがエラーな しで別 のディスクにコピーさ

れたかどうかを確 認 できます。

A rcse rve Ba cku pでは、以 下 のような 最 新 のカウント オプシ ョンが

用 意 されています。

操 作 -- データベースの記 録 を有 効 にするかどうかを指 定 しま

す。

実 行 前 /後 の処 理 -- ジョブの実 行 前 または実 行 後 にコマンド

またはバッチ ファイルを実 行 します。

ジョブ ログ -- ジョブ キュー ログに記 録 する情 報 の詳 細 レベルを

設 定 します。

A le rt -- 操 作 中 のイベント に関 するメッセージを通 知 します。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

コピー ユーティリティ

コピー ユーティリティを使 用 すると、ローカルまたはリモート のマシン

にファイルをコピーできます。たとえば、メディアへのバックアップを行

う別 のマシンにファイルおよびディレクト リを保 存 するために、ローカ

ル マシンでコピー ジョブを実 行 することができます。

以 下 の各 コピー オプションによって、コピー中 またはコピー終 了 後

に発 生 する関 連 アクシ ョンが決 まります。

再 試 行 -- オープン ファイルに対 する再 試 行 およびファイル共

有 のオプションを指 定 します。

操 作 -- 操 作 オプションを指 定 し、データベースの記 録 機 能 を

有 効 にするかどうかを指 定 します。

デスティネーション -- ディレクト リ構 造 、同 名 のファイルに対 する

処 理 、および VM S ファイル バージョンに関 するオプションを指

定 します。

実 行 前 /後 の処 理 -- ジョブの実 行 前 または実 行 後 に実 行 す

るコマンド またはバッチ ファイルを指 定 します。

ログ -- ジョブ キュー ログに記 録 する情 報 の詳 細 レベルを設 定

します。

A le rt -- 操 作 中 のイベント に関 するメッセージを通 知 します。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

パージ ユーティリティ

パージ ユーティリティを使 用 すると、マシンからファイルやディレクト

リを削 除 できます。結 果 は、ジョブ キューから表 示 できます。

A rcse rve Ba cku pでは、以 下 のような 最 新 のパージ オプションが用

意 されています。

操 作 -- ディレクト リの削 除 やデータベースの記 録 機 能 の有 効

化 な ど、一 般 的 な オプションを指 定 します。

実 行 前 /後 の処 理 -- ジョブの実 行 前 または実 行 後 に実 行 す

るコマンド またはバッチ ファイルを指 定 します。

ログ -- ジョブ キュー ログに記 録 する情 報 の詳 細 レベルを設 定

します。

A le rt -- 操 作 中 のイベント に関 するメッセージを通 知 します。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

レポート ライタ ユーティリティ

カスタム レポート 、または指 定 された期 間 のバックアップ アクティビ

ティに基 づく定 義 済 みのレポート が作 成 されます。レポート データ

にはレポート クエリまたは選 択 基 準 を指 定 できます。生 成 された

レポート は、プレビュー、印 刷 、および指 定 したファイルの種 類

( XM Lまたは C SV) での保 存 が可 能 です。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

c a b a tc h コマンド を使 用 してジ ョブを管 理 す

る方 法

cab a tch ユーティリティは、以 下 のような タスクを実 行 するための

ジョブ管 理 ツールです。

コマンド ラインから、ローカルまたはリモート の A rcse rve Ba cku p
ジョブ キュー内 のジョブのサブミット や削 除 を行 います。

ジョブ キュー内 のジョブの実 行 時 間 を変 更 します。

A rcse rve Ba cku p マネージャで作 成 したジョブ スクリプト 、または

A rcse rve Ba cku p のホーム ディレクト リにある cab a tch ジョブ情

報 テンプレート を利 用 して作 成 したテキスト ファイルのジョブ ス

クリプト を使 用 します。

cab a tch ユーティリティの詳 細 については、「コマンド ライン リファレ

ンス ガイド 」を参 照 してください。
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A rc se rve Bac kup ユーティリティ

ユーザ プロファイル ユーティリティ

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 すると、管 理 者 がユーザ

プロファイルを管 理 し、A rcse rve Ba cku p へのアクセスを提 供 できる

ようにな ります。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールすると、ca ro o t ユーザ プロファイル

が設 定 され、デフォルト で管 理 者 グループに割 り当 てられます。

管 理 者 グループは、特 定 の A rcse rve Ba cku p ド メインで実 行 され

るすべての A rcse rve Ba cku p の機 能 を制 御 します。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p
サーバ管 理 者 は以 下 のことを実 行 できます。

ユーザの追 加

ユーザの削 除

ユーザ パスワード の変 更

ユーザのグループへの割 り当 て
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A rc se rve Bac kup コマンド ライン ユーティリティ

A rc se rve B a c ku p コマンド ライン ユーティリ

ティ

A rcse rve Ba cku p には、コマンド ライン ユーティリティが用 意 されて

います。これは、DOS プロンプト を使 用 して A rcse rve Ba cku p サー

バで実 行 可 能 な ほぼすべての操 作 を直 接 制 御 できます。コマン

ド ライン ユーティリティは、A rcse rve Ba cku pマネージャから実 行 で

きるほとんどのオペレーションを実 行 するも う1つの方 法 です。

これらのコマンド ライン ユーティリティの説 明 および使 用 方 法 につ

いては、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。
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A rc se rve Bac kup セ キュリティ

A rc se rve B a c ku p セキュリティ

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku p のセキュリティ機 能 につい

て説 明 します。

A rcse rve Ba cku p 管 理 者 プロファイル

A rcse rve Ba cku p と同 等 の権 限 の仕 組 み

システム アカウント

同 等 の権 限 およびシステム アカウント
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A rc se rve Bac kup セ キュリティ

A rc se rve B a c ku p 管 理 者 プロファイル

A rcse rve Ba cku p には、A rcse rve Ba cku p 機 能 をすべて制 御 できる

ルート レベルのシステム管 理 者 ( ro o t ユーザ ) プロファイルが含 ま

れています。

このプロファイルは「 ca ro o t」と呼 ばれ、A rcse rve Ba cku p を初 めてイ

ンスト ールするときに設 定 されます。ca ro o t のパスワード はインス

ト ール時 に設 定 できますが、後 から ca _au th および au th se tu p の

コマンド ライン ユーティリティを使 用 して設 定 することも できます。

これらのユーティリティの詳 細 については、「コマンド ライン リファレ

ンス ガイド 」を参 照 してください。

ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合 わせて

指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。合 計 15
バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。

重 要 ：ca ro o t のパスワード は、空 のままにしな いでください。

ca ro o t ユーザ プロファイルは、バックアップ、リスト アな どの、

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールおよびバックアップ関 連 の

機 能 に対 するアクセス権 のみを制 御 します。
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A rc se rve Bac kup セ キュリティ

A rc se rve B a c ku p と同 等 の権 限 の動 作

ユーザ プロファイル マネージャでは、ca ro o t アカウント の同 等 の権

限 を任 意 の W in d ow s アカウント に対 して作 成 することができま

す。この機 能 を使 用 すると、W in d ow s アカウント を持 ったユーザに

は、A rcse rve Ba cku p にログインし、A rcse rve Ba cku p マネージャと

ユーティリティにアクセスする権 限 が与 えられます。ただし、

W in d ow s アカウント を持 ったユーザが A rcse rve Ba cku p コマンド ラ

イン ユーティリテイ ( たとえば ca _b a cku p や ca _ re sto re ) を実 行 する

のを許 可 するためには、ca _au th コマンド ライン ユーティリティを使

用 して、その W in d ow s アカウント 用 に ca ro o t と同 等 の権 限 を作

成 する必 要 があります。

注 ：ca _au th コマンド ライン ユーティリティを使 用 して、ca ro o t と同

等 の権 限 を付 与 されたユーザは、すべてのコマンド ライン ユーティ

リテイを実 行 できますが、A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールに

ログインすることはできません。

同 等 の権 限 を作 成 すると、以 下 の利 点 があります。

コマンド ライン使 用 の簡 易 化 -- W in d ow s ユーザに対 して同 等

の権 限 を作 成 すると、コマンド ライン機 能 で認 証 が必 要 な 場

合 、同 等 の権 限 によりログイン ユーザの代 わりに暗 黙 的 な ロ

グインが行 われます。そのため、コマンド をサブミット するたびに

ユーザにユーザ名 およびパスワード の入 力 を要 求 することな く、

コマンド ライン ユーティリティが実 行 されます。

アクセス制 限 -- ca ro o t と同 等 の権 限 を持 つ W in d ow s ユーザ

アカウント は、すべての A rcse rve Ba cku p コマンド ライン ユーティ

リテイを実 行 できますが、W in d ow s ユーザ アカウント が

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールおよびド メインにログイン

することはできません。ただし、ユーザ プロファイル マネージャを

使 用 して、W in d ow s ユーザが W in d ow s ユーザ アカウント のロ

グイン情 報 で A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールおよびド メ

インにログインできるようにすることができます。

注 ：ユーザ プロファイル マネージャ以 外 にも 、ca _au th コマンド

ライン ユーティリティを使 用 して、A rcse rve Ba cku p ユーザ アカウ

ント を追 加 できます。ca _au th u t i l ity ユーティリティの詳 細 につ

いては、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してくださ

い。
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A rc se rve Bac kup セ キュリティ

システム アカウント

A rcse rve Ba cku p サービスには、ローカル マシンで管 理 者 権 限 お

よびバックアップ オペレータ権 限 がある有 効 な W in d ow s システム

アカウント が必 要 です。サービスはこのアカウント を使 用 して、ハー

ド ディスク ド ライブやローカル ネット ワークな どのローカル リソ ース

にアクセスします。

A rcse rve Ba cku p を初 めてインスト ールするときに、W in d ow s シス

テム アカウント を入 力 するオプションがあります。インスト ール時 に

W in d ow sアカウント を入 力 すると、A rcse rve Ba cku pによって、この

アカウント に対 して管 理 者 権 限 とバックアップ オペレータ権 限 が自

動 的 に付 与 されます。インスト ール時 にアカウント の入 力 をスキッ

プした場 合 は、A rcse rve Ba cku p 管 理 者 を使 用 して有 効 な

W in d ow s システム アカウント を入 力 し、必 要 な 権 限 を手 動 で付

与 する必 要 があります。

注 ：バックアップ オペレータ グループに属 するユーザには、

A rcse rve Ba cku p データベースにアクセスする権 限 がありません。そ

のため、バックアップ マネージャでメンバ サーバはユーザに表 示 さ

れません。

システム アカウント 情 報 は、A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 または

サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 していつでも 変 更 できます。
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A rc se rve Bac kup セ キュリティ

同 等 の権 限 およびシステム アカウント

のca ro o tユーザ プロファイルとA rcse rve Ba cku pシステム アカウント

を混 同 しな いでください。ca ro o tユーザ プロファイルは、A rcse rve
Ba cku pマネージャおよびその関 連 バックアップ機 能 へのアクセスを

制 御 するために使 用 し、システム アカウント は、A rcse rve Ba cku p
サービスがローカル マシンに対 して操 作 を行 う際 に必 要 な セキュリ

ティ権 限 を付 与 するために使 用 します。

システム アカウント および ca ro o tユーザ プロファイルの役 割 は異 な

りますが、A rcse rve Ba cku pがジョブをすべて正 常 に実 行 するに

は、システム アカウント と同 等 の権 限 を ca ro o tに与 える必 要 があ

ります。たとえば、システム アカウント の名 前 が「 Ba cku pA dm in 」
で、ローカル マシン名 が「 BA B01」である場 合 、以 下 のca _au thコ
マンド を使 用 してこのアカウント にca ro o tと同 等 の権 限 を与 えま

す。

ローカル システム アカウント

ca _ a u th -e q u iv a d d B A B 0 1 \B a cku p A d m in B A B 0 1 ca ro o t ca ro o t
ca ro o t_ p a ssw o rd

ド メイン システム アカウント

ca _ a u th -e q u iv a d d D o m a in N a m e \B a cku p A d m in B A B 0 1 ca ro o t
ca ro o t ca ro o t_ p a ssw o rd

注 ：ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合

わせて指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。

合 計 15 バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 しま

す。

セキュリティの詳 細 については、「バックアップ サーバの管 理 」また

は「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。
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64 ビット の W indow s プラット フォームで のバックアップとリスト アの方 法

6 4 ビット の W in d o w s プラット フォームでの

バックアップとリスト アの方 法

64 ビット と 32 ビット W in d o dw s プラット フォームのアーキテクチャの

違 いにより、64 ビット オペレーティング システムのエレメント は、32
ビット アプリケーションからはアクセスできな いも のがあります。これ

らのエレメント には、W in d ow s システム レジスト リ、システム状 態

バックアップに含 まれるシステム設 定 ファイル、ボリューム シャド ウ

コピー サービス ライタが含 まれます。

これらの制 約 を克 服 し、A rcse rve Ba cku p サーバが W in d ow s の

64 ビット バージョンで実 行 されている場 合 でも バックアップおよびリ

スト ア操 作 を成 功 させるには、A rcse rve Ba cku p サーバに、64 ビッ

ト バージョンの A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t をインスト ールする

必 要 があります。

この設 定 により、64 ビット の C lien t A gen t がローカルの A rcse rve
Ba cku p サーバ上 でネイティブ プロセスとして動 作 するようにな り、

ローカル ファイル システム、システム状 態 、システム レジスト リ、ボ

リューム シャド ウ コピー サービス ライタ上 での参 照 、バックアップ、

リスト ア処 理 を、32 ビット の C lien t A gen t fo r W in d ow s を使 用 し

たリモート の参 照 、バックアップ、リスト アと同 じ方 法 で実 行 する

機 能 が提 供 されるようにな ります。

64 ビット W in d ow s プラット フォームでサポート されている A rcse rve
Ba cku p エージェント とオプシ ョンの詳 細 については、リンクを参 照 し

てください。
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仮 想 マシ ン環 境 を保 護 する方 法

仮 想 マシン環 境 を保 護 する方 法

A rcse rve Ba cku p を使 用 して仮 想 マシン環 境 を保 護 するには、以

下 の方 法 を使 用 します。

A rcse rve B a ck u p A ge n t fo r V irtu a l M a ch in e s -- A gen t fo r
V irtu a l M a ch in es を使 用 すると、W in d ow s Se rve r Hyp e r-V シス

テム、VMwa re ESX/ESXi ホスト システム、および VMwa re
vC en te r Se rve r システムに常 駐 する VM ( v irtu a l m a ch in e、仮

想 マシン ) に依 存 している環 境 を保 護 できます。

VMwa re ベースのシステムの場 合 、VMwa re が提 供 する

V irtu a l D isk Deve lo pm en t Kit ( VDDK) と呼 ばれるメカニズムに

よって、VMwa re ESX ホスト システムおよび VMwa re vC en te r
Se rve r システム内 の VM に保 存 されているファイルとデータを保

護 できます。A rcse rve Ba cku p を VMwa re VDDK および

W in d ow s Se rve r Hyp e r-V システムと統 合 するには、A gen t fo r
V irtu a l M a ch in es をインスト ールして、ライセンスを設 定 しま

す。

注 ：システム要 件 およびサポート されるプラット フォームの詳 細

については、「 リリース ノート 」を参 照 してください。エージェント

のインスト ールおよび設 定 の詳 細 については、「 A gent for
V irtua l M ach ine s ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

V M w a re E SX / E SX i ホスト システム用 のスクリプト ソ リューション

-- VM および Vmwa re ESX ホスト システムを保 護 するには、

A gen t fo r V irtu a l M a ch in es をインスト ールするのが最 善 の方

法 です。一 方 、スクリプト ソ リューションを使 用 して、A gen t fo r
V irtu a l M a ch in es をインスト ールすることな く A rcse rve Ba cku p
を VMwa re ESX/ESXi と統 合 することも できます。スクリプト ソ

リューションを使 用 すれば、VM および Vmwa re ESX ホスト シス

テムを環 境 内 のほかのサーバと同 じように安 全 に保 護 できま

す。

注 ：スクリプト ソ リューションを使 用 するには、A rcse rve Ba cku p
C lien t A gen t fo r W in d ow s をインスト ールして、ライセンスを設

定 する必 要 があります。

スクリプト ソ リューションを使 用 して VMwa re ESX/ESXi ホスト シ

ステムを保 護 する方 法 の詳 細 については、「 Be st Pract ice s
G uide for VM ware ESX Se rve r Backup ( VM ware ESX Se rve r バッ

クアップ実 践 ガイド ) 」 ( A rcse rve テクニカル サポート W eb サイ

ト ) を参 照 してください。このマニュアルには、VM 上 のデータを
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仮 想 マシ ン環 境 を保 護 する方 法

バックアップするために使 用 できる一 般 的 な 方 法 と、それぞれ

の方 法 に関 連 した考 慮 事 項 が説 明 されています。

V M に A rcse rve B a ck u p エージェント をインスト ールする -- VM
内 にあるデータをバックアップおよびリスト アするには、VM で動

作 しているゲスト オペレーティング システムおよびアプリケーショ

ンに対 応 する A rcse rve Ba cku p エージェント をインスト ールする

ことも できます。
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A rc se rve Bac kup En te rp rise Modu le

A rc se rve B a c ku p E n te rp r ise M o d u le

A rcse rve Ba cku p En te rp rise M od u le は単 体 でインスト ールするコ

ンポーネント で、以 下 の機 能 を含 む、さまざまな 拡 張 機 能 を活

用 できます。

マルチ スト リーミング。

マルチスト リーミングおよび 2 つ以 上 ( 最 大 32 まで ) のバック

アップ データ スト リームの送 信 が可 能 な ディスク ステージング

バックアップおよびテープ ステージング バックアップ。

注 ：En te rp rise M od u le のライセンスを取 得 していな い場 合 、

A rcse rve Ba cku p では、ディスク ステージングおよびテープ ス

テージング バックアップ ジ ョブについて、2 スト リームでのバック

アップ データの転 送 が可 能 です。詳 細 については、「 Ba cku p
to D isk to Tap e の動 作 」、および「テープ ステージング バック

アップの仕 組 み 」を参 照 してください。

メディア管 理 機 能 。

raw ディスク バックアップ /リスト ア。

A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s En te rp rise Op t io n fo r VSS
Ha rdwa re Sn ap -Sh o t

注 ：詳 細 については、「M icrosoft Vo lum e Shadow Copy Se rv ice
ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

さらに、A rcse rve Ba cku p En te rp rise M od u le が Im a ge Op t io n の前

提 条 件 コンポーネント とな ります。

注 ：上 記 のオプションの詳 細 については、「 Ente rpr ise M odule
ユーザ ガイド 」を参 照 してください。
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エンタープライズ レベルのパスワード 管 理 ユーティリティ

エンタープライズ レベルのパスワード 管 理

ユーティリティ

ユーザのパスワード が変 わった場 合 、ジョブ キュー内 のすべての

ジョブにその変 更 を反 映 する必 要 があります。ca _ jo b secm gr ユー

ティリティを使 用 すると、ジョブ キュー内 のすべてのジョブに対 して

グローバルにユーザ パスワード を変 更 できます。デフォルト では、

A rcse rve Ba cku p ローカル サーバが対 象 とな ります。

構 文

ca _ jo b se cm g r [se rve r a rg u m e n ts ] < cu rre n t se cu rity> < n e w
se cu rity>

オプション

このコマンド のオプションの詳 細 については、「コマンド ライン リファ

レンス ガイド 」を参 照 してください。
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A rc se rve Bac kup のマニュアルの使 用

A rc se rve B a c ku p のマニュアルの使 用

A rcse rve Ba cku p のこのリリースにはオンライン マニュアル選 択 メ

ニューが含 まれます。これは、インターネット を通 じてアクセスする

ヘルプ システムおよび PDF ファイルから構 成 されます。W eb ベース

のオンライン ヘルプでは、A rcse rve Ba cku p 製 品 の更 新 をインス

ト ールしな くても 、A rcse rve Ba cku p のマニュアルの最 新 バージョン

にアクセスできます。マニュアル選 択 メニューは、オンライン バー

ジョンがデフォルト です。

しかし、ローカル ソ ースのヘルプを使 用 するように［マニュアル環 境

設 定 ］ダイアログ ボックスで設 定 を行 うことで、マニュアル選 択 メ

ニューをダウンロード してインスト ールし、オンライン ヘルプと PDF
ファイルをローカル デスティネーションから参 照 するようにすることも

できます。

62 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup のマニュアルの使 用

マニュアル選 択 メニューのダウンロード

デフォルト では、マニュアル選 択 メニューは A rcse rve サポート サイ

ト からオンラインでアクセスされます。しかし、A rcse rve Ba cku p マ

ニュアル選 択 メニューの最 新 版 をローカルにダウンロード /インス

ト ールすることも できます。

マニュアル選 択 メニューをローカルにインスト ールする方 法

1 . ［スタート ］- ［プログラム］- ［A rcse rve Ba cku p］- ［A rcse rve ］- ［マ
ニュアル］を選 択 して A rcse rve Su p p o rt On lin e マニュアル選 択 メ

ニューを開 きます。

A rcse rve サポート のマニュアル選 択 メニューが開 きます。

2 . 「このマニュアル選 択 メニューをダウンロード 」リンクをクリックして

A rcse rve Ba cku p サーバにマニュアル選 択 メニューをダウンロード し

ます。

注 ：［マニュアル環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスで 「ヘルプのダウン

ロード 」リンクをクリックしてダウンロード することも できます。

［ファイルのダウンロード ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

例 ：A rcse rve Ba cku p Ba cku p r16 5-JPN .z ip

3 . ［保 存 ］をクリックします。

［名 前 を付 けて保 存 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . 以 下 のフィールド を指 定 または確 認 し、［保 存 ］をクリックします。

保 存 する場 所 -- z ip ファイルを保 存 するフォルダを入 力 しま

す。

ファイル名 -- 保 存 するファイル名 が正 しいことを確 認 します。

例 ：A rcse rve Ba cku p r17 -JPN .z ip

保 存 する形 式 -- 種 類 が W in Zip ファイルまたは 7-z ip である

ことを確 認 します。

ダウンロード の完 了 を示 すダイアログ ボックスが表 示 され、z ip ファ

イルが保 存 されます。

5 . 「開 く」、「フォルダを開 く」、または「閉 じる」をクリックします。

選 択 に応 じて、z ip ファイルが開 くか、z ip ファイルを含 むフォルダが

開 くか、またはダイアログ ボックスが閉 じます。

6 . z ip ファイルの内 容 を、先 ほど指 定 した z ip ファイルの保 存 先 に抽

出 します。
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A rc se rve Bac kup のマニュアルの使 用

注 ：抽 出 ユーティリティに既 存 ファイルを上 書 きするオプションが含

まれる場 合 は、そのオプションを有 効 にします。ただし、抽 出 先

ディレクト リにあるファイルを上 書 きするかどうか確 認 するメッセー

ジが表 示 された場 合 は、すべて上 書 きするオプションを選 択 してく

ださい。

マニュアル選 択 メニューがダウンロード され、ローカル ディレクト リに

インスト ールされて、最 新 バージョンに更 新 されました。

7 . マニュアル選 択 メニューをローカルで参 照 したい場 合 は、ローカル

のヘルプがソ ースとして使 用 されるように、［マニュアル環 境 設 定 ］

ダイアログ ボックスでマニュアルの設 定 を行 う必 要 があります。詳

細 については、「マニュアルの場 所 の設 定 」を参 照 してください。
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A rc se rve Bac kup のマニュアルの使 用

マニュアルの場 所 の設 定

マニュアルについては、オンライン ヘルプおよび PDF をオンラインで

参 照 するかローカル マシンで参 照 するかを設 定 することができま

す。デフォルト では、マニュアルはオンラインでアクセスされます。

マニュアルの場 所 を設 定 する方 法

1 . ［スタート ］- ［プログラム］- ［A rcse rve Ba cku p］- ［A rcse rve ］- ［マ
ニュアル環 境 設 定 ］を順 にクリックします。

［マニュアル環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . 以 下 のオプションから 1 つを選 択 します。

オンライン ヘルプをソ ースとして使 用 する A rcse rve -- サポート

からマニュアルにアクセスし、最 新 のマニュアル更 新 情 報 を受

信 するには、このオプションを選 択 します。

ローカル ヘルプをソ ースとして使 用 する -- ダウンロード したマ

ニュアルのローカル バージョンを使 用 する場 合 、またはイン

ターネット に接 続 されていな い場 合 は、このオプションを選 択

します。

重 要 ：このオプションを選 択 するには、先 にローカル ディレク

ト リにマニュアル選 択 メニューをダウンロード する必 要 がありま

す。その後 、有 効 な ヘルプの場 所 を入 力 するか、［参 照 ］を

クリックして［ヘルプの場 所 ］フィールド で有 効 な 場 所 を選 択

します。この場 所 にはファイル Bo o ksh e lf.h tm l が含 まれてい

る必 要 があります。

3 . ［ヘルプを開 く］をクリックして、ヘルプの場 所 をテスト します。

［オンライン ヘルプをソ ースとして使 用 する］オプションを選 択 して

いる場 合 は、A rcse rve サポート のマニュアル選 択 メニューが開 きま

す。

［ローカル ヘルプをソ ースとして使 用 する］オプションを選 択 してい

る場 合 は、指 定 したローカル ヘルプの場 所 からマニュアル選 択 メ

ニューが開 きます。

4 . ［OK］をクリックします。

マニュアルの場 所 の設 定 は、これで完 了 です。
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第 2章 : A rc se rve B a c ku p を使 用 したデータ

の保 護

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcserve B ackup コンポーネント 68

一 元 管 理 69

パスワード 管 理 の仕 組 み 116

ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み 120

A rcserve B ackup でのマルチスト リーミングによるバックアップ データ
の処 理 方 法 159

A rcserve B ackup でのマルチプレキシングによるバックアップ データ
の処 理 方 法 164

A rcserve B ackup でのデータの保 護 方 法 168

効 率 的 な メディア管 理 177

データのバックアップおよびリスト ア 182

A rcserve D 2D の開 始 195

A rcserve R eplication の開 始 197
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A rc se rve Bac kup コンポーネント

A rc se rve B a c ku p コンポーネント

A rcse rve Ba cku pは、容 易 に環 境 全 体 を管 理 および保 護 できる

よう、柔 軟 に設 計 されています。また、強 力 な 各 コンポーネント が

連 携 して動 作 することで、重 要 な 管 理 作 業 がシームレスに処 理

されます。

68 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



一 元 管 理

一 元 管 理

Cen tra l M an agem en t Op t io n を使 用 すると、同 一 の中 央 管 理 シ

ステムを介 して複 数 の A rcse rve サーバを管 理 できます。A rcse rve
ド メイン内 では、この中 央 管 理 システムはプライマリ サーバと呼 ば

れ、その他 の ( 従 属 ) サーバはメンバ サーバと呼 ばれます。

プライマリ サーバ

プライマリ サーバには、A rcse rve ド メインでプラマリ サーバおよ

び 1 つ以 上 のメンバ サーバを管 理 するための、シングル ポイン

ト が用 意 されています。プライマリ サーバから、そのプライマリ

サーバでローカルに実 行 されるジョブ、およびそのド メイン内 の

1 つ以 上 のメンバ サーバでリモート に実 行 されるジョブを一 元

的 に管 理 、モニタすることができます。A rcse rve ド メイン内 には

プライマリ サーバは 1 つのみ存 在 できます。

注 ：プライマリ サーバとして、任 意 の A rcse rve Ba cku p サーバを

指 定 できます。ただし、プライマリ サーバは共 有 のメンバ サー

バを管 理 および初 期 化 する役 目 を担 っているため、最 も 信 頼

性 の高 いサーバをプライマリ サーバとして使 用 する必 要 があり

ます。

メンバ サーバ

メンバ サーバは、プライマリ サーバから割 り当 てられるジョブを

実 行 します。A rcse rve ド メイン内 では、メンバ サーバは 1 つの

プライマリ サーバにのみ属 することができます。

A rcse rve ド メイン

A rcse rve データベース ( A SDB ) はプライマリ サーバまたは環 境

内 のあらゆるリモート システムにインスト ールできます。リモート
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一 元 管 理

システムに A SDB をインスト ールするには、M icro so ft SQL Se rve r
を使 用 して A SDB インスタンスをホスト する必 要 がある点 に注

意 してください。

プライマリ サーバおよびメンバ サーバには、Sto ra ge A rea
N etwo rk ( SA N ) 経 由 で接 続 できる場 合 とできな い場 合 があり

ます。メンバ サーバが SAN 上 にある場 合 は、プライマリ サーバ

も SAN 上 にある必 要 があります。

注 ：A rcse rve ド メイン内 の SAN 環 境 は、複 数 の サーバが 1 つ

以 上 のデバイス ( 例 えばテープ ライブラリ) を共 有 できる環 境

です。A rcse rve

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

セント ラル ジョブ管 理

セント ラル ジョブ モニタ

セント ラル データベース管 理

セント ラル ログ

セント ラル レポート

セント ラル A le rt 管 理

セント ラル A rcse rve サーバ管 理

セント ラル デバイス管 理

セント ラル ライセンス管 理
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一 元 管 理

セント ラル ジョブ履 歴

クイック検 索 を使 用 した情 報 の特 定
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一 元 管 理

セント ラル ジ ョブ管 理

ド メイン内 の任 意 の A rcse rve Ba cku p サーバで実 行 するようにスケ

ジュールされているすべてのジョブは、セント ラル ジョブ キューにサ

ブミット されます。これにより、プライマリ サーバから、ド メイン内 の

すべてのジョブのジョブ ステータスをモニタできます。

プライマリ サーバから実 行 中 のジョブを表 示 するには、プライマリ

サーバを選 択 します。メンバ サーバまたは Da ta M o ver サーバから

実 行 中 のジョブを表 示 するには、メンバ サーバまたは Da ta M o ver
サーバを選 択 します。

詳 細 情 報 ：

ジョブ ステータス マネージャを使 用 して実 行 できるタスク
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一 元 管 理

セント ラル ジ ョブ モニタ

セント ラル ジョブ モニタでは、プライマリ サーバからド メイン内 の任

意 の A rcse rve サーバで実 行 されているすべてのジョブの進 行 状

況 をモニタすることができます。プライマリ サーバのジョブ キューか

ら、ド メイン内 でアクティブな ジ ョブのリアルタイム ステータスを参 照

できます。

注 ：ジョブのモニタは、ド メイン内 の有 効 な ( 実 行 中 の ) ジョブに対

してのみ利 用 可 能 です。ジョブが完 了 すると、ド メイン内 で実 行

されたすべてのジョブの最 終 ステータスはジョブ ステータス マネー

ジャに表 示 されます。

詳 細 情 報 ：

ジョブ ステータス マネージャを使 用 して実 行 できるタスク
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一 元 管 理

セント ラル データベース管 理

ド メイン内 のすべての A rcse rve Ba cku p サーバからの情 報 は、プラ

イマリ サーバで管 理 可 能 な 単 一 のセント ラル データベースに保

存 されます。セント ラル データベースはプライマリ サーバから設 定

され、関 連 するメンバ サーバはセント ラル データベースに関 連 情

報 を書 き込 みます。

A rcse rve Ba cku p がバックアップを実 行 するときはいつでも 、

A rcse rve Ba cku p サーバからのすべてのジョブ、セッシ ョン、およびメ

ディア情 報 がセント ラル データベースに保 存 されます。データベー

スに加 え、各 セッシ ョンの説 明 を含 むセント ラル カタログ ファイルも

作 成 されます。セント ラル カタログ ファイルがあれば、データベース

を照 会 せずに、リスト アする特 定 のファイルやディレクト リを選 択 で

きます。カタログ ファイルは再 構 成 されるため、これらをデータベー

スにマージして、効 率 的 に検 索 できるようにする必 要 はありませ

ん。データをリスト アする必 要 がある場 合 、A rcse rve Ba cku p は、

単 一 のセント ラル ロケーションからカタログ ファイルの各 セッシ ョンの

内 容 を素 早 く参 照 し、情 報 を検 索 することができます。

詳 細 情 報 ：

データベース マネージャ

データベース ビュー

カタログ データベースの動 作

74 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



一 元 管 理

セント ラル ログ

セント ラル ログにより、ド メイン内 のすべての A rcse rve Ba cku p サー

バ ( プライマリおよびメンバ ) 用 のアクティビティ ログとジ ョブ ログは、

セント ラル データベースに保 存 されるため、1 つのセント ラル ロケー

ションですべてのログを参 照 できます。

セント ラル ログは、ト ラブルシューティングの実 行 にも 役 立 ちます。

さまざまな フィルタ ( キーワード 、ジョブ ID、ジョブ ステータス、メ ッ

セージ タイプな ど ) を使 用 して、ログ情 報 を特 定 し、ある条 件 下

で発 生 するすべての項 目 を表 示 することができます。たとえば、

失 敗 したジョブのログだけを表 示 するよう指 定 したり、メ ッセージま

たはジョブ名 に特 定 のキーワード を含 むログのみ、または特 定 の

ジョブ名 のログのみを表 示 するよう指 定 することも できます。セン

ト ラル ログを使 用 すると、1 つのセント ラル ロケーションから、ド メイ

ン内 のすべての A rcse rve Ba cku p サーバに対 してこれらの機 能 を

実 行 できるようにな ります。

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p ログおよびレポート
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一 元 管 理

セント ラル レポート

セント ラル レポート では、ド メインのすべての A rcse rve Ba cku p サー

バについて、プライマリ サーバからスケジュールされたレポート を起

動 および作 成 できます。A rcse rve Ba cku p データベースに保 存 さ

れたバックアップ アクティビティに基 づいて、異 な るレポート が生 成

されます。セント ラル レポート には、レポート のプレビューまたは印

刷 、電 子 メールの送 信 、およびプライマリ サーバからド メイン内 の

全 サーバのレポート を生 成 するタイミングのスケジューリングを行 う

機 能 が用 意 されています。

たとえば、プライマリ サーバから、連 続 して失 敗 した回 数 が最 も 多

かったエージェント 、バックアップの失 敗 回 数 が最 も 多 かったエー

ジェント 、または部 分 バックアップの回 数 が最 も 多 かったエージェン

ト を特 定 するレポート を作 成 できます。完 了 、未 完 了 、または失

敗 したバックアップ試 行 の割 合 を確 認 することができます。各 エー

ジェント のバックアップ ジ ョブに対 して生 成 されたエラーと警 告 の回

数 も 確 認 でき、エラー回 数 が最 も 多 いエージェント を特 定 するの

に役 立 ちます。

詳 細 情 報 ：

レポート カテゴリ
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一 元 管 理

セント ラル A le rt 管 理

セント ラル A le rt では、ド メインのすべての A rcse rve Ba cku p サーバ

からプライマリ サーバに A le rt が通 知 されます。ジョブ レベルの

A le rt は、プライマリ サーバで設 定 され、プライマリ サーバ、または

ド メイン内 の任 意 の関 連 メンバ サーバのいずれかで実 行 されるす

べてのジョブに適 用 されます。

詳 細 情 報 ：

A le rt マネージャの使 い方

セント ラル アラート
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一 元 管 理

セント ラル アラート

A rcse rve Ba cku p は、A le rt サービスと統 合 し、電 子 メール、ブロー

ド キャスト 、イベント 、ポケット ベル、プリンタな どを通 じてアラート を

提 供 します。これは、セント ラル アラート 機 能 によって実 現 しま

す。セント ラル アラート は、ド メイン内 のすべてのサーバからすべて

のアラート を収 集 するためのメカニズムです。

ド メイン内 の任 意 のサーバ上 でジョブを実 行 すると、イベント が

A rcse rve データベースに記 録 されます。ジョブ レベルのアラート

は、プライマリ サーバ上 の A le rt サービスにフ転 送 されます。A le rt
サービスは、以 前 に確 立 された環 境 設 定 に従 ってシステム規 模

のアラート を生 成 します。サービス アカウント 環 境 設 定 の確 立 の

詳 細 については、「 A le rt マネージャの環 境 設 定 」を参 照 してくださ

い。
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一 元 管 理

セント ラル A rc se rve サーバ管 理

ド メインのすべての A rcse rve Ba cku p サーバ向 けのサーバ管 理 タス

クは、プライマリ サーバから一 元 的 に実 行 されます。プライマリ

サーバから、ド メイン内 のすべての A rcse rve Ba cku p サーバの

A rcse rve Ba cku p エンジン ( ジョブ エンジン、テープ エンジン、および

データベース エンジン ) の状 態 をモニタできます。さらに、個 々 の

サーバを選 択 し、そのサーバのエンジンおよびサービスの状 態 をモ

ニタして管 理 することができます。

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p エンジンの仕 組 み
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一 元 管 理

セント ラル デバイス管 理

セント ラル デバイス管 理 では、デバイス マネージャを使 用 して、プ

ライマリ サーバからド メインのすべての A rcse rve Ba cku p サーバ向

けのデバイスを管 理 できます。デバイス管 理 マネージャは、サーバ

に接 続 されているスト レージ デバイス、それらのデバイスのメディ

ア、および各 デバイスのステータスの情 報 を提 供 します。さらに、

デバイス管 理 マネージャでは、メディアのフォーマット 、消 去 、イン

ベント リ、インポート 、およびエクスポート も 可 能 です。セント ラル

デバイス管 理 により、プライマリ サーバまたは任 意 の関 連 メンバ

サーバに接 続 されているデバイスに対 し、これらすべての機 能 をプ

ライマリ サーバから実 行 できます。

テープ ライブラリ自 動 環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p は、テープ ライブラリの有 無 を自 動 的 に検 出

して設 定 するようにな りました。したがって、Tap e Lib ra ry
Op t io n セット アップ ユーティリティを別 々 に実 行 する必 要 も 、

不 良 ド ライブの交 換 または新 しいド ライブ追 加 後 にライブラリを

再 設 定 する必 要 も ありません。さらに、テープのクリーニング、

またはクリーニング設 定 の指 定 な どのタスクのために、テープ エ

ンジンを停 止 する必 要 はな く、すぐにライブラリ設 定 を変 更 で

きます。

SA N 自 動 環 境 設 定

SAN 環 境 設 定 は、A rcse rve Ba cku p のド メイン環 境 設 定 に関

連 付 けられ、SAN 環 境 設 定 を実 行 する必 要 がな くな りまし

た。ライブラリは、A rcse rve Ba cku p ド メイン プライマリ サーバで

すぐに「共 有 」として自 動 的 に検 出 されます。ド メイン プライマ

リ サーバは、SAN と非 SAN の双 方 のド メイン メンバ サーバを

持 つことができます。

FSD 自 動 環 境 設 定

プライマリ サーバのセント ラル ロケーションから、テープ エンジン

の停 止 および開 始 を行 う必 要 な く、任 意 のメンバ サーバで

FSD を作 成 できます。
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一 元 管 理

詳 細 情 報 ：

デバイス管 理 ツール
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一 元 管 理

セント ラル ライセンス管 理

A rcse rve Ba cku p のライセンスはカウント ベースで管 理 され、ド メイ

ン内 のほとんどの A rcse rve サーバのライセンスはプライマリ サーバ

にまとめて適 用 されます。カウント ベースのライセンス管 理 では、1
つの包 括 的 な ライセンスが付 与 され、ライセンス プール内 でアク

ティブな ライセンス権 限 の数 が事 前 に定 義 されます。

アプリケーション ( メンバ サーバ ) の各 新 規 ユーザには、使 用 可 能

な ライセンス数 の上 限 に達 するまで、先 着 順 にプールからアクティ

ブ ライセンスが供 与 されます。すべてのアクティブ ライセンスが適

用 された後 で、ライセンスを別 のメンバ サーバに追 加 する必 要 が

ある場 合 は、いずれかのメンバ サーバから手 動 でライセンスを削

除 してカウント を減 らし、新 しいメンバ サーバにそのライセンス ( カ
ウント ) を適 用 します。

セント ラル ライセンス管 理 では、サーバ ベースでライセンスが割 り

当 てられます。つまり、ライセンスがサーバに割 り当 てられると、セ

ント ラル ライセンス管 理 ではこの割 り当 てが記 録 されます。このラ

イセンスは、そのサーバで排 他 的 に使 用 されます。その後 、同 じ

サーバからのライセンス要 求 は受 け入 れられ、他 のサーバからライ

センス要 求 があった場 合 は、新 しいライセンスがそのサーバに割 り

当 てられます。使 用 可 能 な ライセンスがすべて割 り当 てられると、

ライセンス確 認 機 能 により、A rcse rve メンバ サーバから実 行 して

いるジョブがホールド 状 態 にな り、A rcse rve エージェント を実 行 し

ているサーバに割 り当 てられたジョブは失 敗 します。いずれの場

合 でも 、使 用 可 能 な ライセンスがな くな ると、アクティビティ ログ

メッセージが表 示 され、ライセンス不 足 の問 題 が発 生 していること

を警 告 します。

セント ラル ライセンス管 理 では、他 のメンバ サーバがライセンス権

限 を取 得 する必 要 がある場 合 、現 在 のライセンス権 限 の割 り当

てを簡 単 に削 除 できます。プライマリサーバのサーバ管 理 マネー

ジャ画 面 から、［ライセンス管 理 ］ダイアログ ボックスにアクセスし

て、各 コンポーネント のアクティブ ライセンス カウント を表 示 し、ど

のライセンスがどのサーバに適 用 されているかを管 理 できます。
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A rcse rve Ba cku p ライセンスは、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ

にインスト ールされ一 括 で管 理 されます。ただし、以 下 のエージェ

ント には、そのエージェント をインスト ールしたサーバでライセンスが

供 与 される必 要 があります。

A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s A gen t fo r Syb a se

A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s A gen t fo r In fo rm ix

A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s En te rp rise Op t io n fo r SA P R /3
fo r O ra cle

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p コンポーネント ライセンスの管 理

サーバからのライセンスの解 放
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セント ラル ジ ョブ履 歴

セント ラル ジョブ履 歴 では、ド メイン内 のすべての A rcse rve
Ba cku p サーバのバックアップ ジ ョブ履 歴 をプライマリ サーバから参

照 できます。該 当 するホスト 、ソ ース グループ、またはジョブ自 体

のいずれかに基 づいて、履 歴 を表 示 します。

セント ラル ジョブ履 歴 では、バックアップされた A rcse rve Ba cku p
サーバのステータス、各 サーバのインスタンス ( またはジョブ ) 、およ

び各 インスタンスのボリューム ( またはセッシ ョン ) を検 索 してレ

ビューできます。

バックアップ ジ ョブのために使 用 されたデバイスおよびメディアの情

報 も 表 示 することができます。さらに、セント ラル ジョブ履 歴 はト ラ

ブルシューティングにも 役 立 ちます。任 意 のサーバ ( プライマリまた

はメンバ ) の各 ジョブが行 われている間 に生 成 されたエラーや警 告

はすべて 1 つのセント ラル ロケーションから参 照 できます。

注 ：［ジョブ履 歴 ］タブの［MB/分 ］フィールド には、ジョブ全 体 の値

( 1 分 あたりの MB) が表 示 されます。ジョブには、ソ ース領 域 から

デスティネーション スト レージ エリアへのデータ転 送 のほか、メディ

ア管 理 アクティビティ、実 行 前 /実 行 後 スクリプト 、な どがありま

す。その結 果 、［MB/ 分 ］フィールド に表 示 される値 が、実 際 のス

ループット と異 な ることがあります。ジョブの実 際 のスループット を

表 示 するには、［アクティビティ ログ］タブをクリックし、そのジョブを

探 します。次 に［マスタ ジ ョブのログ］を展 開 して、［平 均 スルー
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プット ］のログ エント リを参 照 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ジョブの表 示

ホスト の表 示

ソ ース グループ ビュー

ジョブ キューのフィルタ

ジ ョブ履 歴 のフィルタリング

ジョブ履 歴 の表 示
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ジ ョブの表 示

［ジョブの表 示 ］では、ジョブのすべての実 行 が表 示 されます。そ

れぞれの実 行 では、バックアップされたホスト をすべて表 示 しま

す。ホスト 上 でド リルダウンすることも 、バックアップされたセッシ ョン

を参 照 することも できます。

各 ジョブのエント リでは、以 下 のような サマリ情 報 を参 照 できま

す。

ジョブ実 行 の回 数 -- ジョブによりホスト がバックアップされた、ま

たはバックアップされているべき回 数 が示 されます。

終 了 したジョブ数 -- ホスト のバックアップが成 功 した回 数 。

未 完 了 のジョブ数 -- ホスト が完 全 にバックアップされな かった回

数 。

失 敗 したジョブ数 -- ホスト のバックアップが失 敗 した回 数 。

キャンセルされたジョブ数 -- ホスト のバックアップがキャンセルさ

れた回 数 。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

選 択 したジョブのバックアップ実 行 の詳 細

選 択 したジョブのノード レベルの詳 細

選 択 したノード のセッシ ョン レベルの詳 細
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選 択 したジ ョブのバックアップ実 行 の詳 細

特 定 のジョブ実 行 を選 択 すると、以 下 の情 報 が表 示 されます。

一 番 上 のペインに、以 下 の情 報 が表 示 されます。

ジョブの実 行 時 刻

ジョブが開 始 した時 刻

ジョブ名

ジョブの名 前

注 ：A rcserve Backu p の本 リリースでは、ジ ョブ ステータス マネージ ャには

空 のジ ョブ名 は表 示 されません。以 前 の A rcserve リリースからアップグ

レード し て、ジ ョブ履 歴 データのマイグレーションを行 い、ジ ョブに空 のジ ョ

ブ名 が含 まれていた場 合 、ジ ョブ ステータス マネージ ャの［ジ ョブ名 ］

フィールド には、以 下 の形 式 でジ ョブ名 が表 示 されます。

[< <マシン名 > > ] < <ジ ョブ番 号 > >

最 終 結 果

最 終 結 果 は以 下 を基 準 にして決 定 されます。

ジョブのセッシ ョンのいずれかが失 敗 するとステータスは失 敗 とし

てマークされます。

セッシ ョンのいずれかが未 完 了 である場 合 、一 部 が成 功 して

も 、ステータスは未 完 了 としてマークされます。
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すべてのセッシ ョンが成 功 した場 合 のみ、ステータスは成 功 とし

てマークされます。

M B

ジョブでバックアップされたデータ量

ファイル

ジョブでバックアップされたファイル数

失 敗

バックアップ中 に失 ったファイル数

注 ：A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s を使 用 して、バックアッ

プ中 にファイルを失 わな いようにオープンファイルをバックアップしま

す。

M B /分

ジョブ レベルでは、［MB/分 ］は、ジョブ全 体 に対 するメガ バイト

と経 過 時 間 との比 率 を表 します。これには、実 行 前 後 のスクリ

プト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが含 まれます。

平 均 的 な マスタ ジ ョブのスループット に関 しては、アクティビティ

ログを参 照 してください。

ホスト レベルでは、［MB/分 ］は、単 一 のホスト に関 して、ジョブ

全 体 に対 するメガ バイト と経 過 時 間 との比 率 を表 します。こ

れには、実 行 前 後 のスクリプト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管

理 操 作 な どが含 まれます。

セッシ ョン レベルでは、［MB/分 ］は、単 一 のセッシ ョンを構 成 す

る特 定 のボリュームおよびそのフォルダに対 する、メガ バイト と

経 過 時 間 との比 率 を表 します。

注 ：バックアップ ジ ョブによってバックアップされるデータがな い

場 合 またはわずかである場 合 、N /A という値 が［MB/分 ］フィー

ルド に表 示 されます。

使 用 された時 間

ジョブ レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、ジョブ全 体 に関 する

経 過 時 間 を表 します。これには、実 行 前 後 のスクリプト ( 存 在

する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが含 まれます。

ホスト レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、単 一 のホスト に関 し

て、ジョブ全 体 に関 する経 過 時 間 を表 します。これには、実 行

前 後 のスクリプト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが
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含 まれます。

セッシ ョン レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、単 一 のセッシ ョン

を構 成 する特 定 のボリュームおよびそのフォルダのバックアップに

関 する経 過 時 間 を表 します。

ジョブ ID

ジョブの固 有 の実 行 を識 別 します。

ジョブ番 号

ジョブを識 別 します。

セッシ ョン番 号

バックアップ データを含 むセッシ ョンのセッシ ョン番 号 を識 別 しま

す。

サブセッシ ョン番 号

バックアップ データを含 むセッシ ョンのサブセッシ ョン番 号 を識 別

します。

圧 縮 率

保 存 対 象 の実 際 のデータ量 を、デデュプリケーション後 に保 存

されたデータ量 で割 った結 果 を比 率 またはパーセント で表 した

も のです。

一 番 下 のペインに、以 下 の情 報 が表 示 されます。

サマリ

実 行 時 間

選 択 したジョブの開 始 時 刻 と終 了 時 刻

合 計 ソ ース ホスト

ジ ョブがバックアップしようとしたホスト の総 数

セッシ ョン総 数

選 択 したジョブ実 行 によってバックアップされたセッシ ョン数

マイグレーション総 数

ディスクまたはテープ ステージング ジョブでマイグレーションさ

れたセッシ ョン数

デバイスとメディア

デバイス

バックアップ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたはファイル シ

ステム デバイス。複 数 のテープ ド ライブは、ジョブがマルチ ス
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ト リーミング ジョブである場 合 、単 一 のジョブ実 行 の同 じホス

ト に対 して使 用 することも できます。

使 用 されたメディア

ホスト のバックアップ中 に使 用 されたメディア複 数 のメディア

は、ジョブがマルチ スト リーミング ジョブである場 合 、単 一 の

ジョブ実 行 の同 じホスト に対 して使 用 することも できます。

エラーと警 告

ホスト のバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 されま

す。
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選 択 したジ ョブのノード レベルの詳 細

実 行 したジョブのノード を選 択 すると、以 下 の情 報 が表 示 されま

す。

サマリ

実 行 時 間

選 択 したノード の開 始 時 刻 と終 了 時 刻

セッシ ョン総 数

ホスト 用 にバックアップされたセッシ ョン数

マイグレーション総 数

ディスクまたはテープ ステージング ジョブでマイグレーションさ

れたセッシ ョン数

デバイスとメディア

デバイス

バックアップジ ョブ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたはファイ

ル システム デバイス複 数 のテープ ド ライブは、ジョブがマルチ

スト リーミング ジョブである場 合 、単 一 のジョブ実 行 の同 じホ

スト に対 して使 用 することも できます。

使 用 されたメディア
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ホスト のバックアップ中 に使 用 されたメディア複 数 のメディア

は、ジョブがマルチ スト リーミング ジョブである場 合 、単 一 の

ジョブ実 行 の同 じホスト に対 して使 用 することも できます。

エラーと警 告

ホスト のバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 されま

す。
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選 択 したノード のセッシ ョン レベルの詳 細

セッシ ョン選 択 時 にさらにド リルダウンすると、以 下 のような セッシ ョ

ンの詳 細 が表 示 されます。

セッシ ョン詳 細

実 行 時 間

選 択 したセッシ ョンの開 始 時 刻 と終 了 時 刻 を示 します。

番 号

セッシ ョン番 号 を示 します。

種 類

バックアップされるセッシ ョンの種 類 を示 します。

パス

セッシ ョンのルート パスを示 します。

ステータス

バックアップ セッシ ョンの結 果 を示 します。

開 始 時 刻

セッシ ョンの開 始 時 刻 を示 します。

終 了 時 刻

セッシ ョンの終 了 時 刻 を示 します。

方 法
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セッシ ョンで使 用 されたバックアップ方 法 の種 類 を示 します。

フラグ

セッシ ョンを識 別 するために A rcse rve Ba cku p が作 成 した内

部 フラグを示 します。

M B

セッシ ョンでバックアップされたデータ量 を示 します。

ファイル

セッシ ョンでバックアップされたファイル数 を示 します。

失 敗

セッシ ョンでバックアップされな かったファイル数 を示 します。

デバイスとメディア

デバイス

セッシ ョンのバックアップ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたは

ファイル システム デバイスを示 します。

使 用 されたメディア

セッシ ョンのバックアップ中 に使 用 されたメディアを示 します。

エラーと警 告

セッシ ョンのバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 されま

す。
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ホスト の表 示

［ホスト の表 示 ］では、バックアップされたすべてのホスト 、および

ジョブがホスト をバックアップした時 のそれぞれのステータスを表 示

します。ホスト 上 でド リルダウンすることも 、バックアップされたセッ

シ ョンを参 照 することも できます。各 ホスト のエント リでは、以 下 の

ような サマリ情 報 を参 照 できます。

ジョブ実 行 の回 数

ホスト がバックアップを試 みられた、またはジョブによりバックアッ

プされた回 数 が示 されます。

終 了 したジョブ数

ホスト のバックアップが成 功 した回 数

未 完 了 のジョブ数

ホスト が完 全 にバックアップされな かった回 数

注 ：バックアップが未 完 了 にな らな いようにするには、A rcse rve
Ba cku p A gen t fo r Op en File s を使 用 して、オープン ファイルを

バックアップします。

失 敗 したジョブ数

ホスト のバックアップが失 敗 した回 数

キャンセルされたジョブ数

ホスト のバックアップがキャンセルされた回 数

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

選 択 したホスト のバックアップ実 行 の詳 細

選 択 したホスト のセッシ ョンレベルの詳 細
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選 択 したホスト のバックアップ実 行 の詳 細

特 定 のジョブ実 行 を選 択 すると、以 下 の情 報 が表 示 されます。

一 番 上 のペインに、以 下 の情 報 が表 示 されます。

ジョブ名

ホスト をバックアップしたジ ョブ名

注 ：A rcse rve Ba cku p の本 リリースでは、ジョブ ステータス マ

ネージャには空 のジョブ名 は表 示 されません。以 前 の A rcse rve
リリースからアップグレード して、ジョブ履 歴 データのマイグレー

ションを行 い、ジョブに空 のジョブ名 が含 まれていた場 合 、ジョ

ブ ステータス マネージャの［ジョブ名 ］フィールド には、以 下 の形

式 でジョブ名 が表 示 されます。

[< <マシン名 > > ] < <ジョブ番 号 > >

最 終 結 果

最 終 結 果 は以 下 を基 準 にして決 定 されます。

ホスト のセッシ ョンのいずれかが失 敗 するとステータスは失 敗 と

してマークされます。

セッシ ョンのいずれかが未 完 了 である場 合 、一 部 が成 功 して

も 、ステータスは未 完 了 としてマークされます。

すべてのセッシ ョンが成 功 した場 合 のみ、ステータスは成 功 とし

てマークされます。

M B
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ホスト でバックアップされたデータ量

ファイル

ホスト でバックアップされたファイル数

失 敗

バックアップ ジ ョブ中 に失 ったファイル数

注 ：A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s を使 用 して、バックアッ

プ ジ ョブ中 にファイルを失 わな いようにします。

M B /分

ジョブ レベルでは、［MB/分 ］は、ジョブ全 体 に対 するメガ バイト

と経 過 時 間 との比 率 を表 します。これには、実 行 前 後 のスクリ

プト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが含 まれます。

平 均 的 な マスタ ジ ョブのスループット に関 しては、アクティビティ

ログを参 照 してください。

セッシ ョン レベルでは、［MB/分 ］は、単 一 のセッシ ョンを構 成 す

る特 定 のボリュームおよびそのフォルダに対 する、メガ バイト と

経 過 時 間 との比 率 を表 します。

使 用 された時 間

ジョブ レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、ジョブ全 体 に関 する

経 過 時 間 を表 します。これには、実 行 前 後 のスクリプト ( 存 在

する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが含 まれます。

セッシ ョン レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、単 一 のセッシ ョン

を構 成 する特 定 のボリュームおよびそのフォルダのバックアップに

関 する経 過 時 間 を表 します。

ジョブ ID

ジョブの固 有 の実 行 を識 別 します。

ジョブ番 号

ジョブを識 別 します。

セッシ ョン番 号

メディア上 のセッシ ョンのシリアル番 号 を識 別 します。たとえば、

セッシ ョン番 号 が 4 な ら、これはメディア上 の 4 番 目 のセッシ ョ

ンです。

バックアップ データを含 むセッシ ョンのセッシ ョン番 号 を識 別 しま

す。

サブセッシ ョン番 号
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仮 想 マシン ( VM ) が A gen t fo r V irtu a l M a ch in es によってバック

アップされた場 合 の、物 理 セッシ ョン内 の論 理 セッシ ョンのシリ

アル番 号 を識 別 します。A rcse rve Ba cku p が A gen t fo r V irtu a l
M a ch in es を使 用 して VM をバックアップする場 合 、A rcse rve
Ba cku p はすべてのボリュームおよびコンポーネント を単 一 のセッ

シ ョンにバックアップします。各 ボリュームまたはコンポーネント

は、1 つの論 理 セッシ ョンにバックアップされます。この論 理 セッ

シ ョンにはシリアル番 号 が含 まれ、それがサブセッシ ョン番 号 で

す。

圧 縮 率

保 存 対 象 の実 際 のデータ量 を、デデュプリケーション後 に保 存

されたデータ量 で割 った結 果 を比 率 またはパーセント で表 した

も のです。

一 番 下 のペインに、以 下 の情 報 が表 示 されます。

サマリ

セッシ ョン総 数

ホスト 用 にバックアップされたセッシ ョン数

マイグレーション総 数

ディスクまたはテープ ステージング ジョブでマイグレーションさ

れたセッシ ョン数

デバイスとメディア

デバイス

バックアップジ ョブ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたはファイ

ル システム デバイス複 数 のテープ ド ライブは、ジョブがマルチ

スト リーミング ジョブである場 合 、単 一 のジョブ実 行 の同 じホ

スト に対 して使 用 することも できます。

使 用 されたメディア

ホスト のバックアップ中 に使 用 されたメディア複 数 のメディア

は、ジョブがマルチ スト リーミング ジョブである場 合 、単 一 の

ジョブ実 行 の同 じホスト に対 して使 用 することも できます。

エラーと警 告

ホスト のバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 され

ます。

詳 細 情 報 ：

デデュプリケーション後 の圧 縮 結 果 の表 示
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選 択 したホスト のセッシ ョンレベルの詳 細

セッシ ョン選 択 時 にさらにド リルダウンすると、以 下 のような セッシ ョ

ンの詳 細 が表 示 されます。

セッシ ョン詳 細

実 行 時 間

選 択 したセッシ ョンの開 始 時 刻 と終 了 時 刻 を示 します。

番 号

セッシ ョン番 号 を示 します。

種 類

バックアップされるセッシ ョンの種 類 を示 します。

パス

セッシ ョンのルート パスを示 します。

ステータス

バックアップ セッシ ョンの結 果 を示 します。

開 始 時 刻

セッシ ョンの開 始 時 刻 を示 します。

終 了 時 刻

セッシ ョンの終 了 時 刻 を示 します。

方 法
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セッシ ョンで使 用 されたバックアップ方 法 の種 類 を示 します。

フラグ

セッシ ョンを識 別 するために A rcse rve Ba cku p が作 成 した内

部 フラグを示 します。

M B

セッシ ョンでバックアップされたデータ量 を示 します。

ファイル

セッシ ョンでバックアップされたファイル数 を示 します。

失 敗

セッシ ョンでバックアップされな かったファイル数 を示 します。

デバイスとメディア

デバイス

セッシ ョンのバックアップ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたは

ファイル システム デバイスを示 します。

使 用 されたメディア

セッシ ョンのバックアップ中 に使 用 されたメディアを示 します。

エラーと警 告

セッシ ョンのバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 さ

れます。
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ソース グループ ビュー

ソ ース グループ ビューでは、アプリケーション グループとカスタマイ

ズされたソ ース グループの両 方 の実 行 が表 示 されます。各 実 行

では、バックアップされたソ ース グループに含 まれるすべてのサーバ

が表 示 されます。サーバ上 でのド リルダウンおよびバックアップされ

たセッシ ョンの詳 細 が可 能 です。

各 ソ ース グループでは、以 下 のような サマリ情 報 を参 照 できま

す。

ジョブ実 行 の回 数

ソ ース グループがバックアップされたとみな されている、または

ジョブによりバックアップされた回 数 が示 されます。

終 了 したジョブ数

ソ ース グループのバックアップが成 功 した回 数 が示 されます。

未 完 了 のジョブ数

ソ ース グループが完 全 にバックアップされな かった回 数 が示 さ

れます。

失 敗 したジョブ数

ソ ース グループのバックアップが失 敗 した回 数 が示 されます。

キャンセルされたジョブ数

ソ ース グループのバックアップがキャンセルされた回 数 が示 され

ます。

アクティブな ジ ョブ数

まだ実 行 中 のバックアップ ジ ョブの数 が示 されます。

試 行 されていな いジョブ数

まだ実 行 されていな いバックアップ ジ ョブの数 が示 されます。
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このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

選 択 したホスト のジョブ レベルの詳 細

選 択 したグループのセッシ ョン レベルの詳 細
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選 択 したホスト のジ ョブ レベルの詳 細

特 定 のジョブを選 択 すると、以 下 の詳 細 が表 示 されます。

上 部 ペインに以 下 の情 報 が表 示 されます。

ジョブの実 行 時 刻

ジョブの実 行 が開 始 された時 刻 を示 します。

ジョブ名

ジョブの名 前 を示 します。

最 終 結 果

最 終 結 果 は以 下 を基 準 にして決 定 されます。

ジョブのセッシ ョンのいずれかが失 敗 するとステータスは失 敗 とし

てマークされます。

セッシ ョンのいずれかが未 完 了 である場 合 、一 部 が成 功 して

も 、ステータスは未 完 了 としてマークされます。

すべてのセッシ ョンが成 功 した場 合 のみ、ステータスは成 功 とし

てマークされます。

M B

ジョブでバックアップされたデータ量 を示 します。

ファイル

ジョブでバックアップされたファイル数 を示 します。
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失 敗

バックアップ中 に失 われたファイル数 を示 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s を使 用 して、バック

アップ中 にファイルを失 わな いようにオープン ファイルをバックアッ

プします。

M B /分

ジョブ レベルでは、［MB/分 ］は、ジョブ全 体 に対 するメガ バイト

と経 過 時 間 との比 率 を表 します。これには、実 行 前 後 のスクリ

プト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが含 まれます。

平 均 的 な マスタ ジ ョブのスループット に関 しては、アクティビティ

ログを参 照 してください。

ホスト レベルでは、［MB/分 ］は、単 一 のホスト に関 して、ジョブ

全 体 に対 するメガ バイト と経 過 時 間 との比 率 を表 します。こ

れには、実 行 前 後 のスクリプト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管

理 操 作 な どが含 まれます。

セッシ ョン レベルでは、［MB/分 ］は、単 一 のセッシ ョンを構 成 す

る特 定 のボリュームおよびそのフォルダに対 する、メガ バイト と

経 過 時 間 との比 率 を表 します。

注 ：バックアップ ジ ョブによってバックアップされるデータがな い

場 合 またはわずかである場 合 、N /A という値 が［MB/分 ］フィー

ルド に表 示 されます。

使 用 された時 間

ジョブ レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、ジョブ全 体 に関 する

経 過 時 間 を表 します。これには、実 行 前 後 のスクリプト ( 存 在

する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが含 まれます。

ホスト レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、単 一 のホスト に関 し

て、ジョブ全 体 に関 する経 過 時 間 を表 します。これには、実 行

前 後 のスクリプト ( 存 在 する場 合 ) やメディア管 理 操 作 な どが

含 まれます。

セッシ ョン レベルでは、［使 用 された時 間 ］は、単 一 のセッシ ョン

を構 成 する特 定 のボリュームおよびそのフォルダのバックアップに

関 する経 過 時 間 を表 します。

ジョブ ID

ジョブの固 有 の実 行 を識 別 します。

ジョブ番 号

ジョブを識 別 します。
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圧 縮 率

保 存 対 象 の実 際 のデータ量 を、デデュプリケーション後 に保 存

されたデータ量 で割 った結 果 を比 率 またはパーセント で表 した

も のです。

一 番 下 のペインに、以 下 の情 報 が表 示 されます。

サマリ

セッシ ョン総 数

選 択 したジョブによってバックアップされたセッシ ョン数 を示 しま

す。

マイグレーション総 数

ディスクまたはテープ ステージング ジョブでマイグレーションさ

れたセッシ ョン数 を示 します。

デバイスとメディア

デバイス

バックアップ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたはファイル シ

ステム デバイスを示 します。複 数 のテープ ド ライブは、ジョブ

がマルチ スト リーミング ジョブである場 合 、単 一 のジョブ実 行

で同 じホスト に対 して使 用 することも できます。

使 用 されたメディア

ホスト のバックアップ中 に使 用 されたメディアを示 します。複

数 のメディアは、ジョブがマルチ スト リーミング ジョブである場

合 、単 一 のジョブ実 行 の同 じホスト に対 して使 用 することも

できます。

エラーと警 告

ホスト のバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 され

ます。
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選 択 したグループのセッシ ョン レベルの詳 細

特 定 のセッシ ョンを選 択 すると、以 下 の詳 細 が表 示 されます。

セッシ ョン詳 細

実 行 時 間

選 択 したセッシ ョンの開 始 時 刻 と終 了 時 刻 を示 します。

番 号

セッシ ョン番 号 を示 します。

種 類

バックアップされるセッシ ョンの種 類 を識 別 します。

パス

セッシ ョンのルート パスを示 します。

ステータス

バックアップ セッシ ョンの結 果 を示 します。

開 始 時 刻

セッシ ョンの開 始 時 刻 を示 します。

終 了 時 刻

セッシ ョンの終 了 時 刻 を示 します。

方 法
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セッシ ョンで使 用 されたバックアップ方 法 を示 します。

フラグ

セッシ ョンを識 別 するために A rcse rve Ba cku p が作 成 した内

部 フラグを示 します。

M B

セッシ ョンでバックアップされたデータ量 を示 します。

ファイル

セッシ ョンでバックアップされたファイル数 を示 します。

失 敗

セッシ ョンでバックアップされな かったファイル数 を示 します。

デバイスとメディア

デバイス

セッシ ョンのバックアップ中 に使 用 されたテープ ド ライブまたは

ファイル システム デバイスを示 します。

使 用 されたメディア

セッシ ョンのバックアップ中 に使 用 されたメディアを示 します。

エラーと警 告

セッシ ョンのバックアップ中 に生 成 されるエラーと警 告 が表 示 さ

れます。
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ジ ョブ キューのフィルタ

フィルタ オプションを使 用 して、ジョブ キューの検 索 内 容 を絞 り込

むことができます。

ジョブ キューをフィルタする方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［ジョブ キュー］タブを選 択 します。

3 . をクリックして、ヘッダ バーを展 開 します。

以 下 のフィルタ オプションから選 択 します。

表 示 するジョブのステータス -- ジョブ ステータスに基 づいて

ジョブをフィルタします。

表 示 する処 理 済 みジョブの結 果 -- ジョブの結 果 に基 づいて

処 理 済 みジョブをフィルタします。

キーワード -- 指 定 したキーワード を含 むジョブをフィルタしま

す。

検 索 先 -- キーワード と組 み合 わせて使 用 します。指 定 した

キーワード がバックアップ サーバ名 に含 まれるかジョブ名 に含

まれるかを指 定 します。

他 のユーザのジョブを表 示 -- すべてのジョブを表 示 するか自

分 のジョブのみを表 示 するか指 定 します。

選 択 した種 類 のジョブを表 示 -- 選 択 したジョブの種 類 に基

づいてジョブを表 示 します。バックアップ ジ ョブ、リスト ア ジ ョ

ブ、マイグレーション ジ ョブな どを選 択 できます。表 示 するジョ

ブの種 類 を指 定 するには、［種 類 の選 択 ］をクリックします。

4 . ［更 新 ］をクリックします。

フィルタ オプションが適 用 されます。
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ジ ョブ履 歴 のフィルタリング

フィルタ オプションを使 用 して、ジョブ履 歴 検 索 を絞 り込 むことがで

きます。

ジョブ履 歴 をフィルタリングする方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［ジョブ履 歴 ］タブを選 択 します。

3 . をクリックしてヘッダ バーを展 開 します。

以 下 のフィルタ オプションから選 択 します。

次 でグループ化 -- グループの種 類 を指 定 して順 番 に並 べ替

えます。オプションには、ジョブ、ホスト 、またはソ ース グループ

があります。

履 歴 を表 示 : 過 去 -- 必 要 とするジョブ履 歴 の日 数 を指 定 し

ます。1 ～ 100 日 の範 囲 で選 択 できます。

表 示 するグループの最 新 の結 果 -- 表 示 する結 果 履 歴 の種

類 を指 定 します。オプションの 1 つ、すべて、またはあらゆる

組 合 せを指 定 できます。オプションには、アクティブ、完 了 、

未 完 了 、失 敗 、およびキャンセルがあります。

注 ：参 照 する結 果 履 歴 の種 類 に対 して変 更 した場 合 、

ヘッダ バーは黄 色 にな り、詳 細 までフィルタリングされているこ

とが示 されます。

キーワード -- ジョブ名 またはホスト 名 によってジョブ履 歴 の並

べ替 えをする際 に使 用 するキーワード を指 定 します。

検 索 先 -- ジョブ名 またはホスト 名 を指 定 します。キーワード

を使 用 して、選 択 したカテゴリでジ ョブを特 定 します。

4 . ［更 新 ］をクリックします。

フィルタ オプションが適 用 されます。
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ジ ョブ履 歴 の表 示

［ジョブ履 歴 ］ダイアログ ボックスを使 用 して、繰 り返 し発 生 するエ

ラーのパターンまたは領 域 を特 定 します。

ジョブ履 歴 を表 示 する方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［ジョブ履 歴 ］タブを選 択 します。

3 . ［次 でグループ化 ］ド ロップダウン リスト で、以 下 のいずれかを選

択 します。

Ho st

ジョブ

ソ ース グループ

選 択 に応 じて、ジョブ履 歴 がホスト ビューまたはジョブ ビューに表

示 されます。

4 . ［更 新 ］をクリックします。

［プロパティ］パネルにジョブ履 歴 が表 示 されます。

110 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



一 元 管 理

クイック検 索 を使 用 した情 報 の特 定

システム内 のジョブ、ノード 、テープな どの数 が多 い場 合 には、

ユーザ インターフェース上 で情 報 をひとつひとつ確 認 することは、

時 間 がかかり、面 倒 にな ることがあります。クイック検 索 機 能 を使

用 すると、ユーザ インターフェース上 で必 要 な 情 報 をすばやく簡

単 に見 つけることができます。クイック検 索 は、A rcse rve Ba cku p マ

ネージャ内 の任 意 のツリーまたはリスト 上 の項 目 を見 つける機 能

です。たとえば、クイック検 索 を使 用 して、以 下 の種 類 の情 報 を

特 定 できます。

アクティビティ ログ内 のジョブまたはログ

ジョブ履 歴 内 のジョブ

ツリー単 位 のリスト アを使 用 している場 合 のノード

セッシ ョン単 位 のリスト アを使 用 している場 合 のテープまたは

セッシ ョン

メディア プール マネージャからのメディア プール

重 要 ：クイック検 索 はユーザ インターフェース上 に表 示 される項 目

のみを検 索 します。テープ上 に保 管 されている特 定 のデータを検

索 することはありません。

注 ：クイック検 索 のパフォーマンスを向 上 させるために、検 索 を実

行 する前 に、アクティビティ ログをフィルタリングし、表 示 および照

会 される項 目 の数 を減 らすことができます。アクティビティ ログの

フィルタリングの詳 細 については、「アクティビティ ログ クエリの設

定 」を参 照 してください。

クイック検 索 機 能 を使 用 して情 報 を特 定 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p ユーザ インターフェース上 のツリー ビューまたはリ

スト ビューのいずれかで C trl + F キーを押 して、［クイック検 索 ］ダ

イアログ ボックスを開 きます。

ユーザ インターフェースから C trl + F キーを使 用 してクイック検 索 機

能 にアクセスすることができる場 所 とその方 法 の一 覧 、および検

索 できる項 目 の種 類 の例 については、「クイック検 索 の使 用 法 」

を参 照 してください。

注 ：クイック検 索 は、ツリーまたはリスト 表 示 で右 クリックし、コンテ

キスト メニューから［クイック検 索 ］を選 択 することによって開 始 す

ることも できます。
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2 . 検 索 するキーワード を入 力 するか、ド ロップダウン リスト から選 択

します。

検 索 するキーワード を入 力 する場 合 、入 力 時 にキーワード 履 歴

に基 づくヒント が表 示 され、入 力 をサポート します。たとえば、以

前 に「 Jo b 1943」および「 Jo b 2048」を入 力 したことがあった場 合 、

「 jo b 」と入 力 すると、入 力 している領 域 の下 のテキスト ボックスに

「 Jo b 1943」および「 Jo b 2048」の両 方 が表 示 されます。

注 ：検 索 では、ワイルド カード 文 字 はサポート されていません。

ド ロップダウンの矢 印 をクリックすると、キーワード 履 歴 が表 示 され

ます。デフォルト では記 憶 されるキーワード の最 大 数 は 50 です

が、この限 度 はローカル レジスト リに設 定 できます。

3 . ( オプション ) プラス記 号 のアイコンをクリックし、検 索 オプションの

フィールド を展 開 し、該 当 するオプションを選 択 します。

大 文 字 と小 文 字 を区 別

大 文 字 と小 文 字 を区 別 して検 索 します。

単 語 単 位 で探 す

単 語 の一 部 ではな く、単 語 全 体 を使 用 して検 索 します。

4 . En te r キーを押 すか、［検 索 ］ボタンをクリックします。

検 索 結 果 一 覧 に、一 致 したすべての項 目 、見 つかった項 目 の

数 、および検 索 された項 目 の総 数 が表 示 されます。

重 要 ：クイック検 索 機 能 は展 開 されたレベルの項 目 のみを検 索

します。折 りたたまれたノード の下 の項 目 は検 索 されません。した

がって、項 目 がユーザ インターフェース上 で表 示 されているか、ス

クロールして表 示 できる場 合 、クイック検 索 はそれを見 つけること

ができます。

注 ：この検 索 機 能 はバックグラウンド で動 作 するため、検 索 時 間

が長 い場 合 でも ダイアログ ボックスを閉 じずに作 業 を続 行 できま

す。任 意 の時 点 で検 索 を中 止 するには、［検 索 ］ボタンをクリック

します。

5 . ( オプション ) 検 索 結 果 の一 覧 から項 目 を選 択 またはダブルクリッ

クします。

検 索 がまだアクティブな 場 合 は停 止 し、ユーザ インターフェースの

バックグラウンド で、ツリーまたはリスト 上 の項 目 が選 択 されます。

6 . ( オプション ) 結 果 から別 の項 目 をダブルクリックします。
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［クイック検 索 ］ダイアログ ボックスは表 示 されたままです。

注 ：必 要 な 項 目 が見 つからな かった場 合 、キーワード を調 整 し

て、別 の検 索 を実 行 できます。

7 . ［クイック検 索 ］ダイアログ ボックスを閉 じるには、E sc キーを押 す

か、［X］ボタンをクリックします。

詳 細 情 報 ：

クイック検 索 の使 用 法
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クイック検 索 の使 用 法

以 下 では、ユーザ インターフェースから C trl + F キーを使 用 してク

イック検 索 機 能 にアクセスすることができる場 所 とその方 法 、およ

び検 索 できる項 目 の種 類 の例 を説 明 します。

マネージャ
ロケー

ション

ツリー

/リス

ト

ビュー

検 索 可 能 な 項 目

ジョブ ステータス

A rcse rve
ド メイン

ツリー

ツリー ド メイン、サーバ

［ジョブ

キュー］

タブ

リスト ジ ョブ

［ジョブ

履 歴 ］タ

ブ

リスト
ジ ョブ、ホスト 、ジョ

ブ実 行 、セッシ ョン

［アクティ

ビティ ロ

グ］タブ

リスト

ジ ョブ、ログ、メ ッ

セージ番 号 、メ ッ

セージ

バックアップ マネージャ
［ソ ー

ス］タブ
ツリー マシン、フォルダ

リスト
マシン、フォルダ、

ファイル

［ステー

ジングの

場 所 ］タ

ブ

ツリー サーバ、グループ

リスト
サーバ、グループ、

メディア

［デス

ティネー

ション］タ

ブ

ツリー サーバ、グループ

リスト
サーバ、グループ、

メディア

リスト ア マネージャ ( ［ツリー単

位 ］、［セッシ ョン単 位 ］、［イ

メージ単 位 ］、［メディア単

［ソ ー

ス］タブ
ツリー

マシン、セッシ ョ

ン、フォルダ、グ

ループ
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位 ］)

リスト

マシン、セッシ ョ

ン、フォルダ、グ

ループ、ファイル、

メディア

［デス

ティネー

ション］タ

ブ

ツリー マシン、フォルダ

リスト マシン、フォルダ

デバイス マネージャ ツリー サーバ、デバイス

リスト
サーバ、デバイス、

メディア

メディア プール マネージャ ツリー メディア プール

リスト
メディア プール、メ

ディア

データベース マネージャ

ツリー

/リス

ト

ジ ョブ、メディア、

セッシ ョン、フォル

ダ、ファイル、デバ

イス

マージ、メディア検 証 とスキャ

ン、比 較 、コピー、カウント 、

パージ

ツリー

/リス

ト

バックアップ マネー

ジャおよびリスト ア

マネージャと同 じ

詳 細 情 報 ：

クイック検 索 を使 用 した情 報 の特 定
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パスワード 管 理 の仕 組 み

パスワード 管 理 には、バックアップ中 にセッシ ョン パスワード を暗 号

化 するオプションが用 意 されており、繰 り返 しパスワード を入 力 す

る必 要 がありません。この機 能 によって、A rcse rve Ba cku p データ

ベースにセッシ ョン パスワード を格 納 できます。バックアップ ジ ョブ

のサブミット 時 に、パスワード は暗 号 化 された形 式 で格 納 され、リ

スト ア時 に自 動 的 に使 用 されます。パスワード を変 更 する時 期

に関 する情 報 も セッシ ョン パスワード と共 に格 納 されます。セッ

シ ョン パスワード の変 更 を忘 れた場 合 は、アクティビティ ログを介

してリマインダが表 示 されます。また、機 能 強 化 の一 環 として、

暗 号 化 パスワード を必 要 とせずに暗 号 化 されたテープをオンサイ

ト でリスト アできるようにな っています。 この機 能 によって、他 のオ

ペレータはパスワード を入 力 せずに複 数 のタスクを実 行 できます。

注 ：A rcse rve Ba cku p の以 前 のバージョンまたは別 の A rcse rve
Ba cku p ド メインの暗 号 化 されたテープで作 成 されたセッシ ョンのリ

スト ア、マージ、または比 較 のジョブを実 行 する場 合 、またはバッ

クアップ ジ ョブで［パスワード 管 理 ］を有 効 にしていな かった場 合

は、セッシ ョン /暗 号 化 のパスワード を手 動 で指 定 する必 要 があり

ます。

バックアップ セッシ ョンが送 信 されるとき、ランダム キーを使 用 して

セッシ ョン暗 号 化 パスワード が暗 号 化 された形 式 で A rcse rve
Ba cku p データベースに保 存 され、GU ID ( G lo b a lly U n iq u e
Id en t ifie r) がバイナリ値 として保 存 されます。リスト ア セッシ ョンで

は、暗 号 化 されたパスワード が A rcse rve Ba cku p データベースから

抽 出 されて復 号 化 されます。暗 号 化 されたパスワード を抽 出 す

るには、セッシ ョン GU ID を把 握 しておく必 要 があります。セッシ ョン

GU ID を識 別 するには以 下 の 2 つの方 法 があり、サーバ側 暗 号

化 またはエージェント 側 暗 号 化 のどちらのデータ暗 号 化 を使 用 す

るかによって異 な ります。

サーバ側 暗 号 化 の場 合

リスト ア セッシ ョンはテープ エンジンからダミー セッシ ョン ヘッダを

読 み取 り、サーバ側 暗 号 化 が使 用 されている場 合 は、

A rcse rve Ba cku p データベースからセッシ ョン GU ID を抽 出 しま

す。

エージェント 側 暗 号 化 の場 合
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リスト ア セッシ ョンはテープ エンジンからセッシ ョン ヘッダを読 み

取 り、A rcse rve Ba cku p データベースからセッシ ョン GU ID を抽 出

します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード の変 更

パスワード 管 理 の有 効 化
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セッシ ョン /暗 号 化 パスワード の変 更

ジョブ セッシ ョン パスワード の有 効 期 限 が切 れる 7 日 前 に、アク

ティビティ ログ警 告 メッセージが生 成 されます。

注 ：この手 順 を使 用 すれば、グローバル オプションのパスワード の

みを変 更 できます。

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード の変 更 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 いて［ジョブ キュー］タブを選 択 し

ます。

2 . ジョブを選 択 して右 クリックします。

3 . 右 クリックで表 示 されるメニューから、［暗 号 化 パスワード の変 更 ］

を選 択 します。

［暗 号 化 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を入 力 します。

5 . ［セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を保 存 する］オプションを選 択 しま

す。

6 . ( オプション ) 次 にパスワード の変 更 が必 要 にな るまでの経 過 日 数

を入 力 します。
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パスワード 管 理 の有 効 化

バックアップ ジ ョブをサブミット する際 、セッシ ョン暗 号 化 パスワード

設 定 のためのオプションを選 択 することができます。

パスワード 管 理 を有 効 化 する方 法

1 . バックアップ マネージャで、ツールバーの［オプション］ボタンをクリッ

クします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［暗 号 化 /圧 縮 ］タブで、セッシ ョン暗 号 化 /圧 縮 パスワード を入

力 します。

3 . ［セッシ ョン暗 号 化 パスワード をデータベースに保 存 する］オプショ

ンを選 択 します。

4 . ( オプション ) 次 にパスワード の変 更 が必 要 にな るまでの経 過 日 数

を入 力 します。

5 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックして、バックアップ ジ ョブを

サブミット し、セッシ ョン暗 号 化 パスワード を A rcse rve Ba cku p デー

タベースに保 存 します。

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p でのエージェント サーバにおけるデータの暗 号 化

方 法

A rcse rve Ba cku p によるバックアップ中 のデータ暗 号 化 方 法

A rcse rve Ba cku p によるデータ マイグレーション中 のデータの暗 号

化 方 法
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

ユーザ プロファイル管 理 では、異 な るユーザが異 な る権 限 で

A rcse rve Ba cku p にアクセスできるようにすることができます。ユー

ザ プロファイル マネージャを使 用 して、個 々 のユーザに対 し、固

有 の権 限 を付 与 した役 割 を複 数 割 り当 てることができます。たと

えば、3 人 のユーザに対 して、1 人 には A dm in is tra to r の役 割 を、

も う 1 人 には Ba cku p Op era to r の役 割 を、最 後 の 1 人 には

Resto re Op era to r の役 割 を割 り当 てることができます。役 割 に基

づいた権 限 を割 り当 てる機 能 により、権 限 のな いユーザが

A rcse rve Ba cku p ド メインにアクセスする可 能 性 を減 らすことができ

ます。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールすると、ca ro o t ユーザ プロファイル

が設 定 され、デフォルト で管 理 者 グループが割 り当 てられます。

管 理 者 グループは、特 定 の A rcse rve Ba cku p ド メインで実 行 され

るすべての A rcse rve Ba cku p の機 能 を制 御 します。

ユーザ プロファイル マネージャを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p で

ユーザと役 割 に以 下 の管 理 機 能 を実 行 できます。

ユーザの追 加

ユーザの削 除

ユーザ パスワード の変 更

ユーザの役 割 への割 り当 て

役 割 からのユーザの削 除

ユーザへの役 割 の割 り当 て

ユーザからの役 割 の削 除

ユーザに複 数 の役 割 を割 り当 てて、ユーザに各 種 の権 限 を付 与

できます。以 下 の図 に、複 数 の役 割 が割 り当 てられたユーザを

示 します。
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このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

役 割 と権 限

W in d ow s ユーザ認 証 の仕 組 み

W in d ow s セキュリティ設 定 オプションの設 定

マネージャまたはマネージャ コンソ ールを開 く

A rcse rve Ba cku p へのログイン

W in d ow s ユーザの追 加

A rcse rve Ba cku p ユーザの追 加

ホーム画 面 からのパスワード 変 更

W in d ow s ユーザ プロパティの変 更

A rcse rve Ba cku p ユーザ プロパティの変 更

ユーザの削 除

役 割 へのユーザの追 加

役 割 からのユーザの削 除

監 査 ログの使 用 法

監 査 ログ レポート の作 成

第 2章 : A rc se rve Bac kup を使 用 したデータの保 護 121



ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

役 割 と権 限

ユーザには複 数 の役 割 を割 り当 てることができ、各 役 割 は特 定

の権 限 セット から構 成 されます。すべてのユーザに少 な くとも 役 割

が 1 つ割 り当 てられている必 要 があります。権 限 が非 常 に限 られ

ている役 割 も あります。たとえば、Rep o rt Op era to r はレポート の

表 示 と作 成 しかできませんが、A rcse rve Ba cku p A dm in is tra to r は

すべての操 作 を実 行 できます。

注 ：ユーザを追 加 および削 除 する権 限 があるのは A dm in is tra to r
の役 割 のみです。

権 限

役 割

管 理

者

バック

アップ

リスト

ア

デバイ

ス

モニ

タ

レポー

ト
種 類

ジョブのサブミッ

ト
X X X

テープおよびデ

バイス
X X X X X X

ジョブ X X X X X X
ログ X X X X X X

レポート X X X X
サービス X X X X X X

メディア プール X X X X X
データベース X X X
Da sh b o a rd X X X

MMO X X
その他 X X X X X X X

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ジョブのサブミット オプシ ョンの権 限 の詳 細

テープおよびデバイスの操 作 の権 限 の詳 細

ジョブ操 作 の権 限 の詳 細

ログ操 作 の権 限 の詳 細

レポート 操 作 の権 限 の詳 細

サービス操 作 の権 限 の詳 細

メディア プール操 作 の権 限 の詳 細

データベース操 作 の権 限 の詳 細
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

MMO 操 作 の権 限 の詳 細

その他 操 作 の権 限 の詳 細

拡 張 権 限
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

ジ ョブのサブミット オプシ ョンの権 限 の詳 細

以 下 の表 は、ジョブのサブミット オプシ ョンの権 限 の詳 細 を示 し、

対 応 する役 割 を特 定 したも のです。

ジョブのサブミット

オプシ ョン

役 割

管 理 者

バッ

ク

アッ

プ

リスト ア

バックアップ X X
リスト ア X X
比 較 X X X

スキャン X X X
マージ X X X
一 般 * X
カウント X
パージ X
コピー X

* 注 ：これは、ジョブ スケジューラ ウィザード を使 用 して作 成 され

たジョブです。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

テープおよびデバイスの操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、テープおよびデバイスの操 作 の権 限 の詳 細 を示

し、対 応 する役 割 を特 定 したも のです。

テープおよびデバ

イスの操 作

役 割

管 理 者
バック

アップ
リスト ア

デバ

イス

モ

ニ

タ

テープ

表 示 X X X X X X
フォーマット /消 去 X X X
FSD の環 境 設 定 X X X
グループの環 境 設

定
X X X

ステージング グルー

プの環 境 設 定
X X X

DDD の環 境 設 定 X X X
DDD グループ X X X

保 存 X X X
圧 縮 X X X

イジェクト X X X
リビルド X X X
マウント X X X

インポート /エクス

ポート
X X X

クリーニング X X X
再 スキャン X X X

プロパティの表 示 X X X
自 動 クリーニングの

設 定
X X X
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

ジ ョブ操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、ジョブ操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する役 割 を

特 定 したも のです。

注 ：Ba cku p Op era to r ( バックアップ ) および Resto re Op era to r ( リ
スト ア ) は、自 分 がサブミット したジ ョブのみ、変 更 、再 スケジュー

ル、実 行 、停 止 、削 除 を行 うことができます。［所 有 者 確 認 の除

外 権 限 ］がオンにな っている場 合 、Ba cku p Op era to r および

Resto re Op era to r は、どのオペレータによってサブミット されたジョブ

も 操 作 できます。

ジョブ操 作

役 割

管 理

者

バック

アップ

リスト

ア

デバイ

ス

モニ

タ
テープ

すべてのステータスの表

示
X X X X X X

追 加 X X X
変 更 X X X

再 スケジュール X X X
実 行 /停 止 X X X

削 除 X X X
ユーザ名 の変 更 X X X

PFC の実 行 X X
現 在 のジョブ ステータス

の表 示
X X X

パスワード の変 更 X X
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ログ操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、ログ操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する役 割 を

特 定 したも のです。

テープおよびデバイスの

操 作

役 割

管 理

者

バックアッ

プ

リスト

ア

デバイ

ス

モニ

タ

テー

プ

ジョブ履 歴 の表 示 X X X X X X
アクティビティ ログの参 照 X X X X X X
アクティビティ ログの削 除 X

テープ ログの参 照 X X X X X X
テープ ログの削 除 X
監 査 ログの参 照 X X X X X X
監 査 ログの削 除 X
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

レポート 操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、役 割 操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する役 割 を

特 定 したも のです。

レポート 操

作

役 割

管 理

者

バックアッ

プ

レポー

ト

テー

プ

参 照 /作 成 X X X X
設 計 X X X X
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サービス操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、サービス操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する役

割 を特 定 したも のです。

サービス操 作

役 割

管 理

者

バック

アップ

リスト

ア

デバ

イス

モニ

タ

テー

プ

サービス ステータスの参 照 X X X X X X
自 動 起 動 の設 定 X

Arc se rve B a ckup システム アカ

ウント の調 整
X

システム エンジンの環 境 設 定 X
すべてのサービスの開 始 /停 止 X
指 定 したサービスの開 始 /停
止

X

ド メ イン内 のすべてのサービス

の開 始 /停 止
X

ライセンスの追 加 /参 照 X
ライセンスの管 理 X

サービス ステータスの参 照 X
オプションのインスト ール/アンイ

ンスト ール
X
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

メディア プール操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、メディア プール操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 す

る役 割 を特 定 したも のです。

メディア プール操 作

役 割

管

理

者

バッ

ク

アッ

プ

リ

ス

ト

ア

デバ

イス
モニタ

テー

プ

メ ディア プールの表 示 X X X X X X
新 規 メ ディア プールの作 成 X X

メ ディア プールの削 除 X X
再 利 用 セット と保 存 セット 間 のメ ディア

の移 動
X X

再 利 用 セット と保 存 セット へのメ ディアの

割 り当 て
X X

再 利 用 セット と保 存 セット からのメ ディア

の削 除
X x
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

データベース操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、データベース操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する

役 割 を特 定 したも のです。

データベース操 作

役 割

管 理

者

バック

アップ

リス

ト ア

モニ

タ

データベースのメ ディア /セッ

ションの表 示
X X X X

データベースのジョブの表

示
X X X X

データベースのデバイスの

表 示
X X X X

データベースのメ ディア /セッ

ションの削 除
X

データベースのジョブの削

除
X

データベースのデバイスの

削 除
X
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

M M O 操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、MMO 操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する役 割

を特 定 したも のです。

M M O 操 作

役 割

管 理 者
バック

アップ

すべての MMO
操 作

X X
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

その他 操 作 の権 限 の詳 細

以 下 の表 は、その他 操 作 の権 限 の詳 細 を示 し、対 応 する役 割

を特 定 したも のです。

その他 の操 作

役 割

管 理

者

バック

アップ

リスト

ア

デバイ

ス

モニ

タ

レポー

ト

テー

プ

Ale rt マネージャの

設 定
X X X X X X X

Ale rt マネージャの

表 示
X X X X X X X

診 断 マネージャの

使 用
X X X X X X X
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

拡 張 権 限

ユーザ プロファイル マネージャには、以 下 の拡 張 権 限 が含 まれて

います。

セキュリティ管 理 者 -- セキュリティ管 理 者 の権 限 は、A rcse rve
Ba cku p 管 理 者 の役 割 を選 択 した場 合 にのみ選 択 できます。

ユーザ管 理 タスクを実 行 するには、セキュリティ管 理 者 が選 択

されている必 要 があります。

所 有 者 確 認 の除 外 権 限 -- 所 有 者 確 認 の除 外 権 限 は、

Ba cku p Op era to r または Resto re Op era to r の役 割 がユーザに

割 り当 てられている場 合 にのみ選 択 可 能 です。［所 有 者 確

認 の除 外 権 限 ］がオンにな っている場 合 、Ba cku p Op era to r お

よび Resto re Op era to r は、どのオペレータによってサブミット さ

れたジョブも 操 作 できます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

W in d o w s ユーザ認 証 の仕 組 み

A rcse rve Ba cku p W in d ow s ユーザ認 証 により A rcse rve Ba cku p で

のユーザ管 理 が簡 略 化 されます。これにより、W in d ow s ユーザは

W in d ow s ユーザ アカウント のログイン情 報 で A rcse rve Ba cku p ド メ

インにログインできます。

A rcse rve Ba cku p 管 理 者 がユーザを A rcse rve Ba cku pデータベース

に追 加 すると、そのユーザは A rcse rve Ba cku p にログインできるよう

にな ります。有 効 な W in d ow s ユーザであれば、ユーザ プロファイ

ル マネージャからユーザとして追 加 できます。

W in d ow ユーザ認 証 には、2 段 階 の処 理 があります。処 理 は、

以 下 のとおりです。

W in d ow s ド メインでユーザが認 証 される。

A rcse rve Ba cku p データベースでユーザが認 証 される。

注 ：空 のパスワード を設 定 している W in d ow s ユーザ アカウント で

A rcse rve Ba cku p に確 実 にログインできるようにするには、

W in d ow s セキュリティ設 定 オプションを設 定 する必 要 があります。

A rcse rve Ba cku p の管 理 者 権 限 がある W in d ow s ユーザ アカウン

ト で A rcse rve Ba cku p にログインしているユーザが、データベース関

連 アクティビティ ( アクティビティ ログや監 査 ログの表 示 、ジョブのモ

ニタな ど ) に確 実 にアクセスできるようにするには、W in d ow s ユーザ

アカウント を以 下 のように設 定 する必 要 があります。

W in d ow s ユーザ アカウント で M icro so ft SQL Se rve r または

M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss のデータベースにログインできる。

W in d ow s ユーザ アカウント に M icro so ft SQL Se rve r または

M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss の SysA dm in ロールが割 り当 てら

れている。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

W in d o w s セキュリティ設 定 オプションの設 定

空 のパスワード を設 定 している W in d ow s ユーザが A rcse rve
Ba cku p にログインできな いようにするには、W in d ow s セキュリティ

設 定 オプションを設 定 する必 要 があります。

W in d o w s セキュリティ設 定 オプションの設 定 方 法

1 . ［スタート ］メニューから、［コント ロール パネル］を選 択 します。

［コント ロール パネル］が表 示 されます。

2 . ［管 理 ツール］を選 択 します。

［管 理 ツール］のダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［ローカル セキュリティ ポリシー］を選 択 します。

［ローカル セキュリティ ポリシー］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

4 . ［アカウント : ローカル アカウント の空 のパスワード の使 用 をコンソ ー

ル ログオンのみに制 限 する］をダブルクリックします。

5 . ［無 効 ］を選 択 し、［OK］ボタンをクリックします。

W in d ow s セキュリティ設 定 オプションが、空 のパスワード を受 け入

れるように設 定 されます。
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マネージ ャまたはマネージ ャ コンソールを開

く

マネージャ コンソ ールは、ご使 用 の環 境 におけるバックアップ管

理 、およびオペレーションのリスト アを可 能 にするインターフェース

です。マネージャ コンソ ールを使 用 すると、ローカルとリモート の

A rcse rve Ba cku p サーバとド メインへのログイン、および管 理 が可

能 です。

この A rcse rve Ba cku p のリリースには、再 設 計 されたマネージャ コ

ンソ ールが用 意 されています。ご使 用 の環 境 で古 いリリースの

A rcse rve Ba cku p を起 動 している場 合 、前 のバージョンのマネー

ジャを使 用 して、旧 リリースを起 動 中 のシステムにログインする必

要 があります。

マネージャまたはマネージャ コンソ ールを開 く方 法

1 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

このリリースの A rcse rve Ba cku p を実 行 中 のサーバにアクセス

するには、W in d ow s の［スタート ］ボタンから［プログラム］-
［A rcse rve］- ［A rcse rve Ba cku p］を選 択 し、［マネージャ］をク

リックします。

前 のリリースを実 行 中 の A rcse rve サーバにアクセスするに

は、以 下 のファイルを参 照 します。

C :\P ro g ra m s F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \A R C se rve M g r.e xe

A RC se rveM gr.exe をダブルクリックします。

A rcse rve Ba cku p の以 前 のリリースがデフォルト のインスト ール

ディレクト リにインスト ールしてあり、インスト ールのプロセスを

使 用 して A rcse rve Ba cku p をアップグレード した場 合 は、

W in d ow s の［スタート ］ボタンから［プログラム］- ［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］を選 択 し、［マネージャ］をクリックすると、

マネージャを開 くことができます。

［デフォルト サーバ情 報 ］が表 示 されます。

2 . デフォルト サーバを変 更 したり、別 のサーバを指 定 したりするに

は、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバのリスト からサーバを選 択 し

ます。目 的 のサーバがド ロップダウン リスト に表 示 されな い場 合

は、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバのリスト でサーバのホスト 名

や IP アド レスを直 接 入 力 することができます。
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3 . ユーザを変 更 するには、A rcse rve Ba cku p 認 証 または W in d ow s
認 証 を選 択 し、ユーザ名 とパスワード を指 定 します。

デフォルト では、A rcse rve Ba cku p にセキュリティ情 報 は保 存 されま

せん。このサーバ用 に入 力 したユーザ名 およびパスワード 情 報 を

保 存 する場 合 は、明 示 的 に［この情 報 を保 存 する］を選 択 する

必 要 があります。この情 報 を保 存 しな い場 合 は、マネージャや

ウィザード な どを最 初 に開 くときに、A rcse rve Ba cku p によって

A rcse rve Ba cku p セキュリティ認 証 情 報 の入 力 を促 すプロンプト が

表 示 され、A rcse rve Ba cku p のユーザ名 とパスワード を入 力 する

必 要 があります。

4 . ［ユーザ名 ］フィールド に「 ca ro o t」、［パスワード ］フィールド にパス

ワード を入 力 し、［OK］ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p に初 めてログオンすると、［チュート リアル］という

チュート リアルが表 示 されます。このチュート リアルでは、画 面 の指

示 に従 って操 作 を進 めることで、基 本 的 な データのバックアップお

よびリスト ア方 法 を習 得 できます。このチュート リアルは、初 回 ロ

グイン時 のみ表 示 されますが、［ヘルプ］メニューから［チュート リア

ル］にアクセスすることも できます。

138 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

A rc se rve B a c ku p にログイン

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 くとき、A rcse rve
Ba cku p にログインする必 要 があります。A rcse rve Ba cku p に初 めて

ログインするときは、管 理 者 権 限 を持 つ ca ro o t としてログインし、

パスワード フィールド に適 切 な パスワード を入 力 する必 要 がありま

す。または、A rcse rve Ba cku p をインスト ールしたときに指 定 した

W in d ow s アカウント を使 用 して A rcse rve Ba cku p にログインする方

法 、あるいはログインするコンピュータに関 連 付 けられた W in d ow s
管 理 者 アカウント を使 用 してログインする方 法 があります。

ログインした後 は、ca ro o t ユーザのパスワード を変 更 し、新 しい

ユーザを追 加 できます。コマンド ライン ユーティリティ ca _au th .exe
を使 用 して、新 しいユーザを追 加 することも できます。ca _
au th .exe の詳 細 については、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」

を参 照 してください。

注 ：ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合 わ

せて指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。合

計 15 バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。

A rcse rve B a ck u p にログインする方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

［デフォルト サーバ情 報 ］が表 示 されます。

2 . デフォルト サーバを変 更 したり、別 のサーバを指 定 したりするに

は、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバのリスト からサーバを選 択 し

ます。ターゲット サーバがド ロップダウン リスト に表 示 されな い場

合 は、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバのリスト でサーバのホスト

名 や IP アド レスを直 接 入 力 することができます。
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-

3 . ユーザを変 更 するには、A rcse rve Ba cku p 認 証 または W in d ow s
認 証 を選 択 し、ユーザ名 とパスワード を指 定 します。

デフォルト では、A rcse rve Ba cku p にセキュリティ情 報 は保 存 されま

せん。このサーバ用 に入 力 したユーザ名 およびパスワード 情 報 を

保 存 する場 合 は、明 示 的 に［この情 報 を保 存 する］を選 択 する

必 要 があります。この情 報 を保 存 しな い場 合 は、マネージャや

ウィザード な どを最 初 に開 くときに、A rcse rve Ba cku p によって

A rcse rve Ba cku p セキュリティ認 証 情 報 の入 力 を促 すプロンプト が

表 示 され、A rcse rve Ba cku p のユーザ名 とパスワード を入 力 する

必 要 があります。

4 . ［ユーザ名 ］フィールド に「 ca ro o t」、［パスワード ］フィールド にパス

ワード を入 力 し、［OK］ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p に初 めてログオンすると、［チュート リアル］という

チュート リアルが表 示 されます。このチュート リアルでは、画 面 の指

示 に従 って操 作 を進 めることで、基 本 的 な データのバックアップお

よびリスト ア方 法 を習 得 できます。このチュート リアルは、初 回 ロ

グイン時 のみ表 示 されますが、［ヘルプ］メニューから［チュート リア

ル］にアクセスすることも できます。
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W in d o w s ユーザの追 加

ユーザに役 割 を割 り当 てる前 に、そのユーザを A rcse rve Ba cku p
データベースに追 加 する必 要 があります。W in d ow s ユーザは標

準 の W in d ow s ログインを使 用 してログインできます。

W in d o w s ユーザを追 加 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］を

選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . ツールバーの［ユーザの追 加 ］ボタンをクリックします。

［ユーザの追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［一 般 ］タブで、［W in d ow s 認 証 ］を選 択 し、以 下 の情 報 を入 力

します。

ユーザ名 -- 新 しいユーザ名 を「ド メイン \ユーザ名 」という形 式

で入 力 します。または、［検 索 ］ボタンをクリックして有 効 な

ユーザのリスト を表 示 します。

詳 細 -- ( オプション ) ［詳 細 ］ボックスにユーザ アカウント につい

ての情 報 を入 力 します。

4 . ［役 割 ］タブを選 択 し、ユーザの役 割 を割 り当 てます。

注 ：ユーザの作 成 時 に役 割 を少 な くとも 1 つ割 り当 てる必 要 が

あります。

5 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p データベースに W in d ow s ユーザが追 加 されま

す。

以 下 の点 に注 意 してください。

有 効 な W in d ow s ユーザであれば誰 でも ユーザ プロファイル マ

ネージャから A rcse rve Ba cku p に追 加 できます。

ユーザを追 加 できるのは、セキュリティ管 理 者 役 割 を持 つ

A rcse rve Ba cku p 管 理 者 のみです。

注 ：空 のパスワード を設 定 している W in d ow s ユーザが

A rcse rve Ba cku p にログインできな いようにするには、W in d ow s
セキュリティ設 定 オプションを設 定 する必 要 があります。
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A rc se rve B a c ku p ユーザの追 加

ユーザに役 割 を割 り当 てる前 に、そのユーザを A rcse rve Ba cku p
データベースに追 加 する必 要 があります。

A rcse rve B a ck u p ユーザを追 加 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイ

ル］を選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . ツールバーの［ユーザの追 加 ］ボタンをクリックします。

［ユーザの追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［一 般 ］タブで、［A rcse rve Ba cku p 認 証 ］を選 択 し、以 下 の

情 報 を入 力 します。

ユーザ名 -- 新 しいユーザ名 を入 力 します。「 \」は使 用

できません。

パスワード -- パスワード を入 力 し、確 認 する必 要 があり

ます。

詳 細 -- ( オプション ) ［詳 細 ］ボックスにユーザ アカウント

についての情 報 を入 力 します。

4 . ［役 割 ］タブを選 択 し、ユーザの役 割 を割 り当 てます。

注 ：ユーザの作 成 時 に役 割 を少 な くとも 1 つ割 り当 てる必

要 があります。

5 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p データベースに W in d ow s ユーザが追 加 され

ます。

以 下 の点 に注 意 してください。

有 効 な W in d ow s ユーザであれば誰 でも ユーザ プロファイル

マネージャから A rcse rve Ba cku p に追 加 できます。

ユーザを追 加 できるのは、セキュリティ管 理 者 役 割 を持 つ

A rcse rve Ba cku p 管 理 者 のみです。

142 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

ホーム画 面 からのパスワード 変 更

すべてのユーザは、A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 またはユーザ プロ

ファイル マネージャからパスワード を変 更 できます。

ホーム画 面 からのパスワード の変 更 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャを開 きます。

A rcse rve Ba cku p ホーム ページ GU I が表 示 されます。

2 . メニューから、［ファイル］-［パスワード の変 更 ］を選 択 します。

［ユーザ パスワード の変 更 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 表 示 されているフィールド にパスワード を入 力 し、［OK］ボタンをク

リックします。

パスワード 認 証 情 報 が一 致 したら、パスワード は正 常 に変 更 さ

れ、メ ッセージ ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . メ ッセージ ダイアログ ボックス上 の［OK］ボタンをクリックし、サーバ

に接 続 しているすべての A rcse rve Ba cku p マネージャを再 起 動 し

ます。
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W in d o w s ユーザ プロパティの変 更

必 要 に応 じて、ユーザに割 り当 てられた役 割 の変 更 、およびユー

ザ アカウント の停 止 や有 効 化 を実 行 できます。

W in d o w s ユーザ プロパティの変 更 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］を

選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザ プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［一 般 ］タブで、以 下 のプロパティの中 からいずれかを選 択 しま

す。

詳 細 -- ［詳 細 ］フィールド にユーザに関 する情 報 を入 力 しま

す。

ステータス -- ユーザ アカウント をアクティブにするか停 止 する

かを選 択 します。

4 . ［役 割 ］タブで、ユーザに割 り当 てた役 割 を追 加 または削 除 しま

す。
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A rc se rve B a c ku p ユーザ プロパティの変 更

必 要 に応 じて、ユーザに割 り当 てられた役 割 の変 更 、およびユー

ザ アカウント の停 止 や有 効 化 を実 行 できます。

A rcse rve B a ck u p ユーザ プロパティの変 更 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］を

選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザ プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［一 般 ］タブで、以 下 のプロパティの中 からいずれかを選 択 しま

す。

詳 細 -- ［詳 細 ］フィールド にユーザに関 する情 報 を入 力 しま

す。

ステータス -- ユーザ アカウント をアクティブにするか停 止 する

かを選 択 します。

パスワード -- 新 しいパスワード を指 定 します。

パスワード の確 認 -- 新 しいパスワード を再 度 入 力 します。

4 . ［役 割 ］タブで、ユーザに割 り当 てた役 割 を追 加 または削 除 しま

す。
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ユーザの削 除

A rcse rve Ba cku p からユーザを削 除 するときは、以 下 の手 順 に従

います。

ユーザを削 除 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］を

選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . 削 除 するユーザを選 択 し、ツールバーの［削 除 ］ボタンをクリックし

ます。

削 除 を確 認 するボックスが表 示 されます。

3 . ［はい］をクリックします。

ユーザが削 除 されます。

以 下 の点 に注 意 してください。

ユーザを削 除 できるのは、セキュリティ管 理 者 役 割 を持 つ

A rcse rve Ba cku p 管 理 者 のみです。

A rcse rve Ba cku p ユーザ ca ro o t は削 除 できません。

現 在 のユーザは削 除 できません。
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役 割 へのユーザの追 加

ユーザを特 定 の役 割 に追 加 できます。

注 ：ユーザをロールに割 り当 てる前 に、そのユーザを A rcse rve
Ba cku p ド メインに追 加 する必 要 があります。

役 割 へのユーザの追 加 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］を

選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . ［セキュリティ］ツリーから、［役 割 ］を選 択 します。

3 . 役 割 を選 択 して、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックしま

す。

［役 割 プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［ユーザ］タブを選 択 して［追 加 ］をクリックします。

［ユーザの選 択 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ユーザを選 択 し、［OK］をクリックします。または、ユーザをダブル ク

リックします。

［役 割 プロパティ］ダイアログ ボックスが再 び表 示 されます。

6 . ［OK］をクリックします。

ユーザが役 割 に追 加 されます。
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役 割 からのユーザの削 除

ユーザを特 定 の役 割 から削 除 できます。

役 割 からのユーザの削 除 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャから、［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］を

選 択 します。

ユーザ プロファイル マネージャが開 きます。

2 . ［セキュリティ］ツリーから、［役 割 ］を選 択 します。

3 . 役 割 を選 択 して、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックしま

す。

［役 割 プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［ユーザ］タブを選 択 します。

［ユーザの選 択 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ユーザを選 択 し、［削 除 ］をクリックします。

6 . ［OK］をクリックします。

ユーザが役 割 から削 除 されます。

以 下 の点 に注 意 してください。

割 り当 てられた役 割 が 1 つしかな いユーザを削 除 することはで

きません。

ca ro o t ユーザをユーザ一 覧 から削 除 することはできません。

148 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログの使 用 法

監 査 ログは、重 要 な A rcse rve Ba cku p 操 作 のログを保 守 します。

たとえば、ユーザのログインとログアウト の情 報 、ジョブの追 加 、削

除 な どです。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

監 査 ログのフィルタ

監 査 ログの表 示

監 査 ログ レコード の表 示

監 査 ログのコピー

監 査 ログのエクスポート

監 査 ログの印 刷

監 査 ログの削 除

システム イベント ログの設 定
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監 査 ログのフィルタ

A rcse rve Ba cku p では、フィルタ オプションを使 用 して、監 査 ログの

検 索 を絞 り込 みます。

監 査 ログのフィルタ方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

3 . をクリックして、ヘッダ バーを展 開 します。

以 下 のフィルタ オプションから選 択 します。

イベント の種 類 -- イベント の種 類 を指 定 して順 番 に並 べ替

えます。選 択 できるオプションは、「監 査 成 功 」および「監 査

失 敗 」です。

ソ ース マシン -- 監 査 するマシンを指 定 します。デフォルト で

は「すべて」にな っています。

イベント -- 表 示 するイベント を指 定 します。特 定 のユーザの

タスクまたはすべてのユーザのタスクを選 択 します。

注 ：表 示 するイベント の種 類 を変 更 すると、ヘッダ バーが黄

色 にな り、高 度 な フィルタが使 用 されたことを示 します。

ユーザ -- 表 示 する監 査 ログを持 つユーザを指 定 します。デ

フォルト では「すべて」にな っています。

注 ：特 定 のユーザを指 定 すると、ヘッダ バーが黄 色 にな り、

高 度 な フィルタが使 用 されたことを示 します。

ソ ース プロセス -- 特 定 の A rcse rve Ba cku p プロセスを指 定 し

ます。デフォルト では「すべて」にな っています。

開 始 日 時 -- イベント の開 始 日 時 を指 定 します。選 択 でき

るオプションは、「最 初 のイベント 」および「イベント 実 行 日

時 」です。

終 了 日 時 -- イベント の終 了 日 時 を指 定 します。選 択 でき

るオプションは、「最 初 のイベント 」および「イベント 実 行 日

時 」です。

4 . ［更 新 ］をクリックします。

フィルタ結 果 が、［プロパティ］パネルに表 示 されます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログの表 示

A rcse rve Ba cku p では、監 査 ログを使 用 して、繰 り返 し行 われる

タスクのパターンまたは領 域 を特 定 できます。

監 査 ログの表 示 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

［プロパティ］パネルに監 査 ログが表 示 されます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログ レコード の表 示

A rcse rve Ba cku p では、特 定 の監 査 ログの詳 細 を表 示 できます。

監 査 ログ レコード の表 示 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

3 . 表 示 する監 査 レコード を選 択 します。

4 . 右 クリックして、［プロパティ］を選 択 します。または、レコード をダブ

ル クリックします。

［監 査 レコード プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［監 査 レコード プロパティ］ダイアログ ボックスで、以 下 のオプション

を選 択 できます。

前 へ戻 る -- 前 の監 査 レコード に移 動 します。

次 へ -- 次 の監 査 レコード に移 動 します。

コピー -- すべての監 査 レコード プロパティをクリップボード にコ

ピーします。

6 . ［OK］をクリックします。

［監 査 レコード プロパティ］ダイアログ ボックスが閉 じます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログのコピー

A rcse rve Ba cku p では、監 査 ログ レコード をリスト 形 式 でクリップ

ボード にコピーできます。

監 査 ログのコピー方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

［プロパティ］パネルに監 査 ログが表 示 されます。

3 . コピー元 の監 査 ログ レコード を選 択 します。

4 . C trl + C を押 して、レコード をクリップボード にコピーします。

5 . テキスト 編 集 アプリケーションを起 動 して、クリップボード のレコード

を貼 り付 けます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログのエクスポート

A rcse rve Ba cku p では、監 査 レコード のすべてまたは一 部 をテキス

ト ファイルへエクスポート できます。

監 査 ログのエクスポート 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ド メイン ディレクト リ ツリーから、エクスポート する監 査 ログが含 ま

れる A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバをクリックします。

［ジョブ キュー］、［ジョブ履 歴 ］、［アクティビティ ログ］および［監 査

ログ］タブが表 示 されます。

3 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

［プロパティ］パネルに監 査 ログが表 示 されます。

4 . エクスポート する監 査 ログ レコード を選 択 します。

5 . エクスポート する監 査 ログを右 クリックし、コンテキスト メニューの

［ファイルにエクスポート ］をクリックします。

［名 前 を付 けて保 存 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

6 . ［名 前 を付 けて保 存 ］ダイアログ ボックスで、ファイルの場 所 と名

前 を指 定 します。

7 . ［保 存 ］をクリックします。

監 査 ログがテキスト ファイルとしてエクスポート されます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログの印 刷

A rcse rve Ba cku p では、監 査 ログをローカル プリンタで印 刷 できま

す。

監 査 ログの印 刷 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ド メイン ディレクト リ ツリーから、印 刷 する監 査 ログが含 まれる

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバをクリックします。

［ジョブ キュー］、［ジョブ履 歴 ］、［アクティビティ ログ］および［監 査

ログ］タブが表 示 されます。

3 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

［プロパティ］パネルに監 査 ログが表 示 されます。

4 . 印 刷 する監 査 ログを選 択 します。

5 . 印 刷 する監 査 ログを右 クリックし、コンテキスト メニューの［印 刷 ］

をクリックします。

［印 刷 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

6 . ［OK］をクリックします。

監 査 ログが印 刷 されます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログの削 除

A rcse rve Ba cku p では、監 査 ログを削 除 できます。

監 査 ログの削 除 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

2 . ［監 査 ログ］タブを選 択 します。

［プロパティ］パネルに監 査 ログが表 示 されます。

3 . ツールバーの［削 除 ］ボタンをクリックします。

［監 査 ログの削 除 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます ｡

4 . 削 除 オプションを選 択 します。

以 下 の削 除 オプションから選 択 します。

全 ログ テーブル -- 監 査 ログ内 のすべてのレコード を削 除 しま

す。

ログの一 部 -- 指 定 した期 間 内 のレコード を削 除 します。

次 の期 間 よりも 古 い -- 次 の基 準 に基 づいて、指 定 期 間 を

入 力 します：日 数 1～ 365、週 数 1 ～ 54、年 数 1～ 10。

5 . ［OK］をクリックします。

監 査 ログ レコード が削 除 されます。
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

システム イベント ログの設 定

A rcse rve Ba cku p では、システム イベント ログに監 査 ログ情 報 を

追 加 できます。

システム イベント ログの設 定 方 法

1 . サーバ管 理 で、ツールバーの［環 境 設 定 ］ボタンをクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［ログ］タブを選 択 します。

3 . ［W in d ow s イベント ログでメッセージ ログを有 効 にする］チェック

ボックスをオンにします。

監 査 ログ情 報 が W in d ow s イベント ログに含 まれるようにな りま

す。

詳 細 情 報 ：

イベント ログの環 境 設 定 ( W in d ow s サーバ )
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ユーザ プロファイル管 理 の仕 組 み

監 査 ログ レポート の作 成

A rcse rve Ba cku p では、レポート マネージャから、監 査 ログ レポー

ト を生 成 できます。

詳 細 情 報 ：

レポート マネージャを使 用 したレポート の生 成
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A rc se rve Bac kup で のマルチスト リーミングによるバックアップ データの処 理 方 法

A rc se rve B a c ku p でのマルチスト リーミングに

よるバックアップ データの処 理 方 法

注 ：マルチ スト リーミングを使 用 して 2 つ以 上 のバックアップ デー

タ スト リームを処 理 するには、A rcse rve Ba cku p En te rp rise
M od u le のライセンスを取 得 する必 要 があります。

マルチ スト リーミングは、同 時 に実 行 する複 数 のサブジョブ ( スト

リーム ) にバックアップ ジ ョブを分 割 し、デスティネーション メディア

( テープ デバイスまたはファイル システム デバイス ) にデータを送 信

するプロセスです。マルチ スト リーミングを使 用 して、バックアップと

リカバリの操 作 中 に、クライアント マシンを最 大 限 に効 果 的 に利

用 できるようにします。マルチ スト リーミングは、複 数 のジョブを複

数 のバックアップ デバイス間 で分 割 することがより効 率 的 であるた

め、大 規 模 な バックアップ ジ ョブを実 行 する場 合 に役 に立 ちま

す。

マルチスト リーミングでは、利 用 可 能 な すべてのテープ デバイスを

使 用 してバックアップ ジ ョブを複 数 のジョブに分 割 することにより、

システムで利 用 可 能 な すべてのテープ デバイスを使 用 できるよう

にします。その結 果 、順 番 に処 理 したときと比 較 して、バックアッ

プ全 体 のスループット が向 上 します。

デバイスはすべて使 用 することも 、単 一 のグループを指 定 すること

も できます。A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n がインスト ール

され、ライブラリのあるグループが選 択 されている場 合 、マルチ ス

ト リーミングではすべてのライブラリ デバイスを使 用 します。
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A rc se rve Bac kup で のマルチスト リーミングによるバックアップ データの処 理 方 法

A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n がインスト ールされていな い

場 合 は、デバイスを別 のグループに配 置 できます。チェンジャで

は、作 成 される合 計 スト リーム数 ( 子 のジョブ ) はテープ デバイス

の数 によって異 な ります。単 一 テープ ド ライブのデバイスでは、合

計 スト リーム数 はデバイス グループの数 によって異 な ります。

マルチ スト リーミングは、通 常 のファイルに対 してはボリューム レベ

ルで実 行 され、ローカル データベース サーバに対 してはデータベー

ス レベルで実 行 されます。ボリューム レベルで実 行 する場 合 、2
つのデバイスを使 用 して 2つのボリュームを同 時 に処 理 できます。

マルチ スト リーミングは、優 先 共 有 フォルダ、リモート データベース

サーバ、および W in d ow s C lien t A gen t 向 けに、ノード レベルで実

行 されます。

同 時 に実 行 できるジョブ数 の上 限 は、システム上 のデバイスまた

はグループ数 と同 じです。マルチ スト リーミングでは、1 つの親 ジョ

ブが作 成 されると、その親 ジョブにより、ボリュームと同 じ数 の子

ジョブがト リガされます。1つのデバイスでジョブが完 了 すると、実

行 するジョブがな くな るまで、他 のジョブがデバイスで実 行 されま

す。

マルチ スト リーミングの特 性 および要 件 の一 部 は以 下 のとおりで

す。

各 クライアント マシンは、バックアップするエージェント の数 に

よって、複 数 のソ ース スト リームを持 つことができます。

エージェント ごとに、別 々 のスト リームを持 つことができます

( エージェント ごとに 1 スト リーム ) 。

マルチ スト リーミングでは、テープが上 書 きされな いようにメディ

ア プールを選 択 する必 要 があります。

複 数 のテープ デバイスは、通 常 のド ライブとして別 々 のグルー

プに設 定 する必 要 があります。ただし、チェンジャの場 合 は、

同 一 のグループに設 定 できます。

親 のジョブをキャンセルすると、すべての子 ジョブが取 り消 され

ます。W in d ow s では、パフォーマンスの観 点 から、ジョブごとに

キャンセルとモニタリングがチェックされます。

ジョブが子 ジョブを生 成 した場 合 、生 成 された子 ジョブの数

は、そのジョブに対 して指 定 されたスト リームの数 を超 えること

はありません。ただし、ジョブが子 ジョブを生 成 し、使 用 するス

ト リームの数 が指 定 されていな い場 合 、連 続 した 1 つのスト

リームで子 ジョブが作 成 されバックアップされます。
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A rc se rve Bac kup で のマルチスト リーミングによるバックアップ データの処 理 方 法

ジョブ ステータス マネージャでは、それぞれの子 ジョブについ

て、デフォルト のジョブの説 明 が以 下 の形 式 で表 示 されていま

す。

JO B [ID ][S e rve rn a m e ](M u ltis tre a m su b jo b [S ID ])[S ta tu s ][S ta rt tim e
- E n d tim e ][JO B N o .]

注 ：SID はサブ ジョブ ( 子 ) ID を示 します。

選 択 したグループにデバイスが1つしかな い場 合 、または 1つの

オブジェクト ( ボリューム、データベース、またはリモート ノード )
のみのバックアップがサブミット された場 合 は、マルチ スト リーミ

ング オプションは無 視 されます。

以 下 の点 に注 意 してください。

マルチ スト リーミングを使 用 したデータ デデュプリケーション デ

バイスへのデータ バックアップは、テープ エンジンのパフォーマン

スに悪 影 響 をおよぼす場 合 があります。この問 題 の解 決 方 法

については、「テープ エンジンのパフォーマンス向 上 のための仮

想 メモリ割 り当 ての増 加 」を参 照 してください。

マルチ スト リーミング ジョブでは、同 じ種 類 のテープ デバイスを

使 用 する必 要 があります。マルチ スト リーミング ジョブを最 大

転 送 速 度 でアーカイブするには、マルチ プロセッサでプロセッサ

あたり 256 M B 以 上 の RAM を搭 載 したハイエンド のサーバ マ

シンを使 用 する必 要 があります。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

マルチスト リーミングでサポート されるタスク

ローカル バックアップ ジ ョブのマルチスト リーミングのサポート
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A rc se rve Bac kup で のマルチスト リーミングによるバックアップ データの処 理 方 法

マルチスト リーミングでサポート されるタスク

以 下 の表 は、マルチスト リーミングでサポート されているタスクとさ

れていな いタスクを示 しています。

サポート 対 象 サポート 対 象 外

n マルチスト リーミングを使 用 した

ローテーション ジ ョブと G FS のジョ

ブのサブミット 。

n 実 行 前 /後 の処 理 とコメント を

使 用 したデータとバックアップは、

親 のジョブ レベルでサポート され

ます。

n M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft
E x ch an ge Se rve r、および Ora cle
RM AN のデータのライブラリへの

バックアップ。

注 ：ローカル SQL Se rve r データ

はデータベース レベルでバック

アップされ、リモート SQL Se rve r
データはインスタンス レベルで

バックアップされます。

n Im a ge Op t io n に

よるデータのライ

ブラリへのバック

アップ。

n 実 行 前 /後 の処

理 を使 用 した

データのバックアッ

プは、子 ジョブで

は実 行 されませ

ん。

n Lo tu s Dom in o
データのライブラリ

へのバックアップ。
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A rc se rve Bac kup で のマルチスト リーミングによるバックアップ データの処 理 方 法

ローカル バックアップ ジ ョブのマルチスト リーミ

ングのサポート

ローカル バックアップ ジ ョブのマルチスト リーミングのサポート には、

以 下 の注 意 事 項 が適 用 されます。

ローカル バックアップに VSS ライタが含 まれていな い場 合 、その

ジョブはマルチスト リーミング ジョブにな る可 能 性 があります。

ローカル バックアップに VSS ライタが含 まれていて、以 下 の両

方 のグローバル オプションが選 択 されていな い場 合 、そのジョ

ブはマルチスト リーミング ジョブにな る可 能 性 があります。

［ライタおよびコンポーネント ］-［ライタに組 み込 まれたファ

イルを、ファイル システム バックアップで除 外 する］

［ライタおよびコンポーネント ］-［ライタで除 外 されたファイル

を、ファイル システム バックアップで除 外 する］

ローカル バックアップに VSS ライタが含 まれていて、以 下 のグ

ローバルオプションのいずれかが選 択 されている場 合 、そのジョ

ブはマルチスト リーミング ジョブにすることはできません。

［ライタおよびコンポーネント ］-［ライタに組 み込 まれたファ

イルを、ファイル システム バックアップで除 外 する］

［ライタおよびコンポーネント ］-［ライタで除 外 されたファイル

を、ファイル システム バックアップで除 外 する］。また、次

のメッセージがアクティビティ ログに表 示 されている：「ロー

カル ノード に VSS ライタが含 まれています、ディスク レベル

マルチスト リーミングは無 効 にな ります。」

ローカル VSS バックアップでマルチスト リーミングを有 効 にす

るには、［ライタおよびコンポーネント ］のデフォルト グロー

バル オプションをオフにします。

ローカル バックアップに VSS ライタが含 まれていて、レジスト リ

キー HKEY_LOCA L_
M ACHIN E¥SOFTW ARE¥Com pu te rA sso cia te s¥CA A RC Se rve
Ba cku p ¥Ba se¥Ta sk¥Ba cku p ¥Fo rcib lyM U SFo rLo ca lVSSBa cku p
が 1 に設 定 されている場 合 、［ライタおよびコンポーネント ］のグ

ローバル オプションは無 視 されます。そのジョブはマルチスト リー

ミング ジョブにな る可 能 性 があります。
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A rc se rve B a c ku p でのマルチプレキシングに

よるバックアップ データの処 理 方 法

マルチプレキシングとは、複 数 のソ ースからのデータが、同 じメディ

ア ( テープ ) に同 時 に書 き込 まれるプロセスのことです。マルチプレ

キシングは、バックアップとリカバリの操 作 中 に、テープ ド ライブおよ

びライブラリを最 大 限 効 果 的 に利 用 できるように使 用 され、テー

プ ド ライブがバックアップ ソ ースよりも 速 い時 に役 に立 ちます。マ

ルチプレキシングは、バックアップ処 理 全 体 でバックアップ ハード

ウェアが最 大 の処 理 能 力 で起 動 するよう維 持 します。マルチプレ

キシング バックアップに含 まれるセッシ ョンに、マルチプレキシングさ

れるほかのセッシ ョンが悪 影 響 を与 えな いようにする必 要 がありま

す。バックアップ セッシ ョンの速 度 を制 限 できる要 因 は、ハード ウェ

ア デバイスの速 度 のみです。

マルチプレキシング可 能 な 最 大 ジョブ数 は、使 用 可 能 な メモリの

量 により制 限 されます。マルチプレキシング可 能 な デフォルト の

ジョブ数 は 4、最 小 は 2、最 大 は 32 です。

複 数 のソ ースが指 定 されたジョブを、マルチプレキシング オプション

を有 効 にした状 態 でサブミット した場 合 、このジョブは複 数 の子

ジョブに分 割 されます ( 各 ソ ースにつき 1 つの子 ジョブ ) 。これらの

子 ジョブにより、データが同 じメディアに同 時 に書 き込 まれます。

生 成 された子 ジョブの数 は、最 大 で、マルチプレキシングに対 して

指 定 されたスト リーム数 に等 し くな ります。ただし、1 つのジョブに

よって複 数 の子 ジョブが生 成 され、マルチプレキシングの最 大 スト

リーム数 のオプションで指 定 された値 が 1 の場 合 、子 ジョブは連

続 した 1 つのスト リームで作 成 およびバックアップされます ( デフォ
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ルト の最 大 スト リーム数 は 4) 。

注 ：マルチプレキシングを使 用 する場 合 は、テープに同 時 に書 き

込 み可 能 な 最 大 スト リーム数 を選 択 することができます。詳 細 に

ついては、「マルチプレキシング オプションの指 定 」を参 照 してくだ

さい。

マルチプレキシングは、データをソ ースから取 り出 せる速 度 より、

テープ ド ライブのスループット の方 が高 速 である場 合 に便 利 で

す。以 下 に、バックアップのスループット を左 右 する可 能 性 のある

要 因 を示 します。

バックアップ対 象 データの種 類 。たとえば、小 さいファイルを大

量 にバックアップする場 合 は、ファイル システムの操 作 ( ファイル

のオープンおよびクローズ ) が何 度 も 繰 り返 されるため、バック

アップ スループット が低 下 します。

一 部 のデータベースからのデータ取 り出 しは、本 質 的 に低 速

である場 合 があります。

バックアップ対 象 のサーバのネット ワーク スループット 。

データが格 納 されているディスクのパフォーマンス。

CPU 速 度 、メモリ サイズ、ページ ファイル サイズ、ネット ワーク

カード な どのサーバ リソ ース、およびサーバ上 の他 のアクティビ

ティの量 。

何 百 台 も のサーバを対 象 にしたネット ワーク バックアップ。
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データをネット ワーク経 由 で複 数 のソ ースからバックアップする場

合 は、上 記 のほとんどの要 因 が含 まれるため、スループット が低

下 し、バックアップの所 要 時 間 が増 大 します。また、テープ ド ライ

ブが一 貫 してスト リーム化 されていな い場 合 は、「靴 磨 き 」現 象 に

よりテープ ド ライブの寿 命 が大 幅 に短 縮 されます。つまり、データ

が断 続 的 に書 き込 まれると、そのつどド ライブは停 止 する必 要 が

あり、再 び書 き込 みを開 始 する場 所 へと位 置 を調 整 するため

に、メディア上 を行 き来 することにな ります。マルチプレキシング機

能 を使 用 した場 合 は、データは連 続 的 に書 き込 まれ、テープ ド

ライブは絶 え間 な くスト リーミングされます。これにより、バックアッ

プの所 要 時 間 が短 縮 されると共 に、ハード ウェアの耐 用 年 数 が

増 加 します。

マルチプレキシングは、通 常 のファイルに対 してはボリューム レベル

で実 行 されます。2 つのボリュームは 2 つの別 々 の子 ジョブとして

同 時 に実 行 でき、ローカル データベース サーバに対 してはデータ

ベース レベルで実 行 されます。マルチプレキシングは、優 先 共 有

フォルダ、リモート データベース サーバ、および W in d ow s C lien t
A gen t に対 しては、ノード レベルで実 行 されます。

ジョブ ステータス マネージャでは、それぞれの子 ジョブについて、デ

フォルト のジョブの説 明 が以 下 の形 式 で表 示 されています。

JO B [ID ][S e rve rN a m e ](M u ltip le x in g su b jo b [S ID ])[S ta tu s ][S ta rt tim e -
E n d tim e ][JO B N o .]

注 ：SID はサブ ジョブ ( 子 ) ID を示 します。

詳 細 情 報 ：

マルチプレキシングでサポート されるタスク
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マルチプレキシングでサポート されるタスク

以 下 の表 は、マルチプレキシングでサポート されているタスクとサ

ポート されていな いタスクを示 しています。

サポート 対 象 サポート 対 象 外

n M icro so ft SQL Se rve r、
M icro so ft E x ch an ge Se rve r、
および Ora cle RM AN のデータ

のライブラリへのバックアップ。

注 ：ローカル SQL Se rve r デー

タはデータベース レベルでバッ

クアップされ、リモート SQL
Se rve r データはインスタンス レ

ベルでバックアップされます。

n 複 数 のバックアップ ジ ョブを同

じテープ ド ライブに同 時 に書

き込 む。

n マルチプレキシング テープか

ら、単 一 のセッシ ョンをだけをリ

スト アする。

n マルチプレキシング テープから

のQFA ( Qu ick F ile A ccess ) リス

ト ア。

n マルチプレキシング テープから

のマージ。

n 惨 事 復 旧 。

n 単 一 のマルチプレキシング

テープから単 一 の非 マルチプ

レキシング テープへのセッシ ョ

ン統 合 。

n マルチプレキシング テープでの

スキャンおよび比 較 。

n Lo tu s Dom in o データの

ライブラリへのバックアッ

プ。

n Im a ge Op t io n による

データのライブラリへの

バックアップ。

n 単 一 のマルチプレキシ

ング テープを使 用 して、

複 数 のリスト ア ジ ョブを

同 時 に実 行 する。

n 単 一 のマルチプレキシ

ング テープから複 数 の

セッシ ョンを複 数 の非 マ

ルチプレキシング テープ

へ統 合 する。

n バックアップ完 了 後 の

［検 証 ］オプション。

n マルチプレキシングによ

るディスク ステージン

グ。

n NA Sデバイス、ファイル

システム デバイス、

Tap e RA IDデバイス、お

よびW ORMメディアを使

用 したマルチプレキシン

グ。

n 非 マルチプレキシング メ

ディアを使 用 したマルチ

プレキシング。

n NA S ソ ースについては、

マルチプレキシングがサ

ポート されていません。
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A rc se rve B a c ku p でのデータの保 護 方 法

データ セキュリティは、不 正 アクセスまたは不 正 使 用 から機 密 情

報 を保 護 するためのプロセスです。データ セキュリティを使 用 する

と、プライバシーを確 保 して個 人 データを保 護 できます。A rcse rve
Ba cku p では、コンピュータまたはリムーバブル メディアに保 存 され

ているすべての機 密 データが正 式 な 権 限 のな い個 人 によって読

み取 られたり、危 険 にさらされることのな いように保 護 します。

これらのリムーバブル メディアには、機 密 情 報 が含 まれていて、そ

れらは会 社 のデータ センターからオフサイト のスト レージ ボールト

サービス設 備 に移 動 させる間 に喪 失 する場 合 があります。これら

のメディアにあるデータは、移 動 中 であっても 安 全 が保 持 される

必 要 があります。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

暗 号 化 と復 号 化

現 在 の暗 号 化 アルゴリズムの変 更

A rcse rve Ba cku p データ暗 号 化
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暗 号 化 と復 号 化

多 くのセキュリティ手 段 では、データの暗 号 化 とパスワード が必 要

です。データの暗 号 化 とは、解 読 メカニズムがな ければ理 解 でき

な い形 式 にデータを変 換 することです。復 号 化 とは、暗 号 化 され

たデータをプレーン テキスト に解 読 または変 換 して、暗 号 化 処 理

を逆 行 することです。

A rcse rve Ba cku p データ保 護 ソ リューションでは、さまざまな コン

ポーネント に、業 界 標 準 の安 全 な 暗 号 化 アルゴリズムを使 用

し、最 高 レベルのセキュリティとプライバシーで顧 客 データを保 護

します。A rcse rve Ba cku p r12 をはじめとして、W in d ow s クライアン

ト エージェント は、すべての暗 号 化 において、RSA BSA FE 暗 号 化

ライブラリで提 供 された 256 ビット A ES アルゴリズムを使 用 します。

A rcse rve Ba cku p エージェント の初 期 のバージョンで収 集 された

データは、168 ビット 3DES または独 自 の A rcse rve 暗 号 化 アルゴリ

ズムのいずれかを使 用 します。さらに、W in d ow s ベース製 品 も 同

じ 256 ビット A ES アルゴリズムを使 用 して秘 密 情 報 を A rcse rve
Ba cku p サーバに保 存 します。

A ES( A d van ced En cryp t io n Sta n d a rd ) 機 能 は、DES( Da ta
En cryp t io n Sta n d a rd ) の後 継 として開 発 され、DES よりも 安 全 に

設 計 されています。A ES は、FIPS 認 定 暗 号 化 アルゴリズムで、こ

れを使 用 すると、電 子 データを保 護 することができます。A ES アル

ゴリズムは情 報 を暗 号 化 および復 号 化 できる対 称 のブロック暗

号 です。

注 ：暗 号 化 および圧 縮 は、デデュプリケーション デバイス上 では

サポート されていません。
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現 在 の暗 号 化 アルゴリズムの変 更

現 在 A rcse rve Ba cku p に使 用 されている暗 号 化 アルゴリズム

( A ES256) は、C ryp to C o n fig.cfg ファイルを書 き換 えることで変 更 で

きます。このファイルには、ご使 用 のマシンにインスト ールされてい

る A rcse rve Ba cku p 製 品 用 でサポート されるすべての暗 号 化 アル

ゴリズムの一 覧 が含 まれます。現 在 の暗 号 化 アルゴリズムは、一

覧 に含 まれるほかのアルゴリズムに変 更 することが可 能 です。この

変 更 は、そのマシンにインスト ールされているすべての A rcse rve
Ba cku p 製 品 ( ベース、エージェント 、オプション ) に影 響 します。

現 在 の暗 号 化 アルゴリズムを変 更 する方 法

1 . 変 更 を行 う前 に、csto p .b a t スクリプト を実 行 してすべてのサービ

スを停 止 します。

P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \cs to p .b a t

2 . 現 在 の暗 号 化 アルゴリズムの値 を別 の値 に変 更 します。

P ro g ra m F ile s \C A \S h a re d C o m p o n e n ts \A R C se rve
B a cku p \C ryp to C o n fig .c fg

3 . C o n figen cr.e xe を実 行 し、暗 号 化 されたリポジト リを転 送 して新

しい暗 号 化 アルゴリズムを使 用 可 能 にします。

P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \C o n fig e n cr.e xe

4 . 変 更 後 に、csta rt .b a t スクリプト を実 行 してすべてのサービスを開

始 します。

P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \cs ta rt.b a t
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A rc se rve B a c ku p データ暗 号 化

A rcse rve Ba cku p では柔 軟 に暗 号 化 を使 用 して、バックアップ処

理 のさまざまな 段 階 で機 密 データを保 護 します。一 般 的 に、バッ

クアップ処 理 中 にデータが早 く暗 号 化 されるほど、情 報 の安 全 性

が高 まります。しかしな がら、速 度 、パフォーマンス、およびスケ

ジュールの制 限 も 、データを安 全 に保 護 するための最 適 な アプ

ローチを選 択 する場 合 に考 慮 すべき要 素 です。

バックアップ ジ ョブでデータを暗 号 化 するための 3 つの異 な る方 法

を以 下 に示 します。

バックアップ処 理 の前 にエージェント サーバ ( またはソ ース ) で
暗 号 化 する

バックアップ処 理 中 に A rcse rve Ba cku p サーバで暗 号 化 する

マイグレーション処 理 中 に A rcse rve Ba cku p サーバで暗 号 化 す

る ( ステージング ジョブ用 )

これらの暗 号 化 オプションは、バックアップ マネージャの［グローバ

ル オプション］ダイアログ ボックスにある［暗 号 化 /圧 縮 ］タブからア

クセスできます。このダイアログ ボックスから、エージェント 、バック

アップ サーバ ( バックアップ中 ) 、またはバックアップ サーバ ( マイグ

レーション中 ) でデータを暗 号 化 するように選 択 できます。

A rcse rve Ba cku p データベースに保 存 されるセッシ ョン暗 号 化 パス

ワード を作 成 することも できます。このパスワード は、セッシ ョン

データを暗 号 化 する際 に使 用 します。パスワード の詳 細 について

は、「パスワード 管 理 の仕 組 み 」を参 照 してください。

注 ：A rcse rve B a ck u p では、暗 号 化 されていな いデータのみを暗

号 化 します。処 理 のどの段 階 でも 、データがすでに暗 号 化 されて

いることが A rcse rve Ba cku p によって検 出 されると、再 度 暗 号 化

することはありません。また、データ デデュプリケーションは暗 号 化

されたフォームのため、デデュプリケーション デバイスに保 存 された

データは暗 号 化 できません。

また、データの暗 号 化 にはハード ウェア暗 号 化 とソ フト ウェア暗 号

化 の 2 つの基 本 的 な 方 法 があります。ハード ウェア暗 号 化 の利

点 は、速 度 と CPU のパフォーマンスが向 上 することです。ソ フト

ウェアを使 用 する暗 号 化 では、ハード ウェアを使 用 する暗 号 化 よ

りも 遅 いため、結 果 としてバックアップに必 要 な 時 間 枠 が大 きくな

ります。ハード ウェア暗 号 化 を使 用 することによって、エージェント

サーバまたはバックアップ サーバのいずれかで不 要 な CPU サイク
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ルを回 避 することも 可 能 です。また、 ド ライブで暗 号 化 の前 に

データを圧 縮 することができます。

バックアップまたはマイグレーションの処 理 中 にデータを暗 号 化 す

るように選 択 した場 合 、A rcse rve Ba cku p には、最 終 的 な デスティ

ネーション メディア ( テープ ) でハード ウェア暗 号 化 が可 能 かどうか

を検 出 できる機 能 があり、可 能 な 場 合 はデフォルト で自 動 的 に

そのハード ウェア方 法 を選 択 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcse rve Ba cku p でのエージェント サーバにおけるデータの暗

号 化 方 法

A rcse rve Ba cku p によるバックアップ中 のデータ暗 号 化 方 法

A rcse rve Ba cku p によるデータ マイグレーション中 のデータの

暗 号 化 方 法
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A rc se rve B a c ku p でのエージ ェント サーバに

おけるデータの暗 号 化 方 法

実 際 のバックアップ処 理 の前 に、データを A rcse rve Ba cku p エー

ジェント サーバ ( エージェント サーバ ) で暗 号 化 することができま

す。この方 法 の利 点 は、暗 号 化 されていな いデータが決 して別 の

場 所 に転 送 されな いことです。ただし、この方 法 では、データの暗

号 化 用 に CPU サイクルがエージェント サーバに追 加 されます。

注 ：すべての A rcse rve Ba cku p エージェント が A rcse rve Ba cku p
サーバに転 送 する前 にデータを暗 号 化 できるわけではありませ

ん。

以 下 の A rcse rve Ba cku p エージェント は、エージェント サーバでの

データ暗 号 化 をサポート しています。

すべての A rcse rve Ba cku p ファイル システム エージェント

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge Se rve r

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

以 下 の A rcse rve Ba cku p エージェント は、エージェント サーバでの

データ暗 号 化 をサポート しません。

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r In fo rm ix

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Lo tu s Dom in o

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r
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A rcse rve Ba cku p A gen t fo r O ra cle

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r SA P R3 fo r O ra cle
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A rc se rve B a c ku p でのバックアップ中 のデータ

の暗 号 化 方 法

データは、バックアップ処 理 中 に A rcse rve Ba cku p サーバで暗 号

化 することができます。この方 法 を使 用 して、暗 号 化 されていな

いデータはエージェント サーバから A rcse rve Ba cku p サーバに転 送

されます。A rcse rve Ba cku p は次 に、最 終 的 な デスティネーション

メディアでハード ウェア暗 号 化 が可 能 かどうかを検 出 します。ハー

ド ウェア暗 号 化 が可 能 である場 合 、暗 号 化 されていな いデータは

最 終 的 な デスティネーション メディアに転 送 され、そこで暗 号 化 さ

れます。これが優 先 されるデフォルト の方 法 で、より早 く暗 号 化 で

きてバックアップ時 間 を妨 げません。

最 終 的 な デスティネーション メディアでハード ウェア暗 号 化 が不 可

能 な ことを A rcse rve Ba cku p が検 出 した場 合 、A rcse rve Ba cku p
は最 終 的 な デスティネーション メディアに転 送 する前 にソ フト ウェ

ア暗 号 化 を利 用 してデータを暗 号 化 します。
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A rc se rve B a c ku p によるデータ マイグレーショ

ン中 のデータの暗 号 化 方 法

ステージング ジョブのマイグレーション処 理 の間 にデータを

A rcse rve Ba cku p サーバで暗 号 化 することができます。

この方 法 を使 用 して、暗 号 化 されていな いデータは、ステージン

グ ジョブのバックアップ処 理 中 にエージェント サーバから A rcse rve
Ba cku p サーバを介 してステージング デバイスに転 送 されます。ス

テージング デバイスは、ディスク、テープ、または仮 想 テープ ライブ

ラリ( VT L) のいずれかにできます。データをマイグレーション処 理 す

る準 備 ができると、A rcse rve Ba cku p は最 終 的 な デスティネーショ

ン メディアでハード ウェア暗 号 化 が可 能 であるかどうかを検 出 しま

す。ハード ウェア暗 号 化 が可 能 である場 合 、暗 号 化 されていな

いデータはステージング デバイスから最 終 的 な デスティネーション

メディアに転 送 され、そこで暗 号 化 されます。これが優 先 されるデ

フォルト の方 法 で、より早 く暗 号 化 できてマイグレーション時 間 を

妨 げません。

最 終 的 な デスティネーション メディアでハード ウェア暗 号 化 が不 可

能 な ことを A rcse rve Ba cku p が検 出 した場 合 は、最 終 的 な デス

ティネーション メディアにマイグレーションする前 にデータのソ フト ウェ

ア暗 号 化 を実 行 します。
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効 率 的 な メディア管 理

バックアップとリカバリの信 頼 性 とパフォーマンスを高 めるためには、

効 率 的 な メディア管 理 が不 可 欠 です。メディアには、SC SI 接 続 ま

たはファイバ チャネル接 続 の、ほとんどのタイプのリムーバブル メ

ディアを使 用 できます。

特 定 のファイルがどのスト レージ メディアに保 存 されているのかを

ト ラッキングできる処 理 は、日 常 業 務 を遂 行 するうえで非 常 に重

要 とな ります。そのため、メディアを効 率 的 に管 理 するためには、

磁 気 テープな ど、すべてのリムーバブル メディアの内 容 と保 管 場

所 を把 握 しておく必 要 があります。A rcse rve Ba cku p では、デバイ

ス ウィザード とデバイス マネージャを使 用 してメディアをト ラッキング

できます。デバイス管 理 マネージャおよびデバイス ウィザード で

は、メディアを簡 単 に管 理 およびト ラッキングできます。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

デバイス ウィザード を使 用 したデバイスの設 定

デバイス グループの環 境 設 定
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デバイス ウィザード を使 用 したデバイスの設

定

デバイス ウィザード は［ウィザード ］メニューから起 動 できます。デバ

イス ウィザード を使 用 すると、マシンに接 続 されているすべてのデ

バイスを確 認 できます。

デバイス ウィザード を使 用 してデバイスを設 定 する方 法

1 . ホーム画 面 にあるナビゲーション バーの［管 理 ］メニューから、［デ

バイス ウィザード ］をクリックします。

［デバイス ウィザード へようこそ］画 面 が表 示 されます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

［ログイン］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . デバイスが接 続 されているサーバ名 を入 力 または選 択 し、ユーザ

名 とパスワード を入 力 して［次 へ］ボタンをクリックします。

4 . 使 用 するデバイスを選 択 します。［デバイス /メディア情 報 ］をクリッ

クし、デバイスの詳 細 情 報 を表 示 します。

5 . ［OK］をクリックして［次 へ］をクリックします。

6 . デバイスの操 作 を選 択 し、［次 へ］ボタンをクリックします。

例 ：フォーマット を選 択 します。

7 . A rcse rve Ba cku pでフォーマット しようとしているメディアの新 しいメ

ディア名 と有 効 期 限 を入 力 し、［次 へ］ボタンをクリックします。

8 . スケジュール画 面 が表 示 されます。この画 面 で、デバイス コマンド

を今 すぐ実 行 するか、または日 時 を設 定 して後 で実 行 するかを

選 択 できます。ジョブを今 すぐ実 行 する場 合 は［即 実 行 ］を選 択

し、［次 へ］ボタンをクリックします。

ジョブをスケジュールして後 で実 行 する場 合 は、［スケジュール］オ

プションを選 択 し、ジョブを実 行 する日 時 を入 力 します。

9 . ［完 了 ］ボタンをクリックしてジ ョブを実 行 します。

10 . 操 作 を続 行 するかどうかを確 認 するメッセージが表 示 されます。

［OK］ボタンをクリックするとデバイスの操 作 が開 始 され、そのス

テータスが表 示 されます。

11 . A rcse rve Ba cku pでデバイスの操 作 が完 了 すると、終 了 を通 知 す

るメッセージが表 示 されます。続 けて別 のデバイスを操 作 する場
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合 は［次 へ］ボタンをクリックし、デバイス ウィザード を閉 じる場 合

は［終 了 ］をクリックします。

注 ：

物 理 テープ ライブラリ/仮 想 テープ ライブラリ( VT L) をチェン

ジャで設 定 した場 合 、デバイス ウィザード にデバイスの詳 細

は表 示 されません。デバイス ウィザード では、チェンジャ デバ

イスが考 慮 されません。

物 理 テープ ライブラリ/仮 想 テープ ライブラリ( VT L) をチェン

ジャな しで設 定 する場 合 、デバイス ウィザード にはデバイスの

詳 細 が表 示 され、消 去 、フォーマット 、保 持 、圧 縮 、イジェク

ト な どの操 作 が実 行 されます。
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デバイス グループの環 境 設 定

デバイス マネージャでは、ウィンド ウの右 部 分 に、スタンド アロンの

テープ ド ライブに関 する情 報 が表 示 されます。

マシンに複 数 のスト レージ デバイスを接 続 している場 合 は、

A rcse rve Ba cku p でデバイスをグループ化 できます。これにより、あ

るグループに対 してバックアップを実 行 しつつ、別 のグループに対 し

てリスト アを実 行 することができます。これを、マルチ スト リーミング

と呼 びます。

1 つのグループに複 数 のデバイスが含 まれていて、ジョブが複 数 の

メディアにスパンする ( またがる ) 場 合 は、デバイス管 理 マネージャ

によってメディアを自 動 的 にスパンできます。そして、大 規 模 な バッ

クアップ ジ ョブを A rcse rve Ba cku p にサブミット し、ジョブが完 了 する

まで自 動 的 に複 数 のメディアにスパンさせることができます。

たとえば、G ROUP1( スト レージ デバイスが1台 ) とG ROUP2( スト

レージ デバイスが2台 ) という2つのメディア グループがあると仮 定 し

ます。この状 態 で、複 数 のメディアを必 要 とする大 きな バックアッ

プ ジ ョブを実 行 する場 合 には、G ROUP2の各 ド ライブにブランク メ

ディア ( フォーマット 済 み ) をセット しておくと、A rcse rve Ba cku p で自

動 的 にメディア スパンが実 行 されます。メディア スパンを実 行 しな

い場 合 は、手 動 でメディアを変 更 する必 要 があります。

注 ：デデュプリケーションの場 合 、デバイス グループには、デデュプ

リケーション デバイスを 1 つしか含 むことができません。
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デバイス グループの設 定 方 法

1 . デバイス管 理 マネージャで［グループ設 定 ］ボタンをクリックし、［デ

バイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスを表 示 します。

2 . デバイスを新 しいグループに割 り当 てるには、目 的 のデバイスを選

択 して［削 除 ］をクリックします。

3 . ［新 規 ］をクリックして新 しいグループを作 成 します。

4 . 新 しいグループの名 前 を入 力 し、［OK］ボタンをクリックします。新

しいグループが［グループ］リスト に表 示 されます。

5 . デバイスと新 しいグループの両 方 を選 択 し、［割 り当 て］をクリック

して新 しいグループにデバイスを割 り当 てます。

6 . ［OK］をクリックします。
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データのバックアップおよびリスト ア

ビジネスの成 功 には、データのバックアップおよびリスト アが不 可 欠

です。A rcse rve Ba cku pは、ファイルの保 護 と回 復 を効 率 的 で信

頼 性 の高 い方 法 で行 うことで、ビジネスにおいて最 も 価 値 のある

資 産 であるデータを確 実 に保 護 します。

このセクシ ョンでは、以 下 の A rcse rve Ba cku p の中 核 とな るデータ

のバックアップおよびリスト アの機 能 について説 明 します。

バックアップの要 件 プラン

バックアップ メディアのローテーションおよびスケジュールの設

定

バックアップのプレフライト チェック
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バックアップの要 件 プラン

A rcse rve Ba cku pを初 めて使 用 する場 合 には、あらかじめバック

アップに関 する計 画 を立 案 することをお勧 めします。以 下 の点 を

考 慮 する必 要 があります。

バックアップが必 要 な データの量 。

現 在 の総 ディスク容 量 。

来 年 度 に見 込 まれているサーバとデータの増 加 量 。

バックアップに使 用 するメディアの管 理 方 法 。

データの保 存 方 法 。磁 気 テープを使 用 するか、信 頼 性 の高

い W ORM メディアを使 用 するか。
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バックアップ メディアのローテーションおよびス

ケジ ュールの設 定

通 常 、バックアップをスケジュールする最 適 な 時 間 帯 は、バック

アップ処 理 によって貴 重 な ネット ワーク帯 域 幅 に負 荷 を与 える心

配 のな い、営 業 時 間 の終 了 後 です。A rcse rve Ba cku p には、バッ

クアップを自 動 的 に実 行 するためのツールが用 意 されています。

A rcse rve Ba cku pでは、バックアップのスケジュールを設 定 して、バッ

クアップを一 定 間 隔 で自 動 的 に繰 り返 すように設 定 することで、

任 意 のタイミングで定 期 的 かつ確 実 にデータをバックアップできま

す。バックアップ マネージャを使 用 すると、スケジュール オプション

やローテーション スキーマを使 用 して、自 動 バックアップの計 画 を

立 てることができます。

注 ： W ORMメディアを使 用 している場 合 、ローテーション スキーマ

は使 用 できません。メディアの性 質 上 、W ORM メディアは上 書 き

禁 止 な ので、ローテーション スキーマまたはメディア プールでは、

W ORM メディアを再 利 用 することはできません。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ローテーション スキーマの種 類

メディア プールの仕 組 み

G FS ローテーションの使 い方
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ローテーション スキーマの種 類

A rcse rve Ba cku pに用 意 されている事 前 定 義 済 みのローテーショ

ン スキーマを使 用 するか、または独 自 のローテーション ( スケ

ジュールをカスタマイズしたバックアップ ジ ョブ ) を設 定 できます。

ローテーション スキーマでは、繰 り返 しの方 法 や、以 下 の 3 つの

バックアップ方 式 を選 択 できます。

フル バックアップ - すべてのファイルをバックアップします。この

バックアップ方 式 は、増 分 バックアップまたは差 分 バックアップよ

りも 時 間 がかかります。ただし、すべてのデータをバックアップす

るため、最 後 のバックアップ メディアだけでデータをリスト アでき

ます。

増 分 バックアップ - 最 後 のフル バックアップまたは増 分 バック

アップ以 後 に変 更 があったファイルのみをバックアップします。こ

の方 法 では、新 規 または変 更 されたファイルのみをバックアップ

するため、短 時 間 で実 行 できます。ただしこの方 法 では、惨

事 が発 生 した場 合 にデータを完 全 にリスト アするためには、フ

ル バックアップ メディア セット と、すべての増 分 バックアップ セッ

ト ( 最 新 のセット を含 む ) が必 要 とな ります。

差 分 バックアップ - 最 後 のフル バックアップ以 後 に変 更 があっ

たファイルのみをバックアップします。最 後 のフル バックアップ以

後 に変 更 された差 分 バックアップ ファイルを再 びバックアップす

るため、差 分 バックアップは増 分 バックアップよりも 時 間 がかか

ります。ただしこの方 法 では、2 つのメディア セット ( フル バック

アップ メディア セット と差 分 バックアップ メディア セット ) だけで、

データをリスト アできます。

注 ：どのローテーション スキーマでも 、毎 週 少 な くとも 1 回 のフル

バックアップが必 要 です。
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メディア プールの仕 組 み

A rcse rve Ba cku pでは、メディア プール内 のローテーション スキーマ

用 メディアを管 理 し、必 要 な データを誤 って上 書 きしてしまうアク

シデント を防 止 します。メディア プールは、書 き換 え可 能 な リムー

バブル スト レージ メディアの論 理 的 な 集 合 であり、単 一 のユニッ

ト として管 理 されます。

重 要 ：デデュプリケーション デバイスとクラウド デバイスは、メディア

プールに割 り当 てできません。

メディア プールは、特 定 のジョブ用 に設 けられたバックアップおよび

アーカイブ メディア ( テープ ) の集 合 体 で、1 つのユニット として管

理 されます。メディア プールは、論 理 的 にグループ化 された一 式

のテープで、繰 り返 し実 行 される特 定 のバックアップおよびアーカ

イブ ジ ョブ専 用 に使 用 されます。A rcse rve Ba cku p 内 の各 メディア

プールは、再 利 用 セット と保 存 セット に自 動 的 に分 割 されます。

保 存 セット のどのメディアも 、ユーザが指 定 した特 定 の基 準 が満

たされるまで、上 書 きできません。これにより、適 切 な バックアップ

またはアーカイブが保 持 される前 に、不 注 意 でテープを上 書 きし

てしまう可 能 性 を防 止 できます。ユーザが指 定 した基 準 が満 たさ

れたら、保 存 セット は再 利 用 セット とな り、再 び使 用 ( 上 書 き ) さ
れるようにリサイクルされます。

指 定 した基 準 ( 保 存 セット 内 の最 小 メディア数 、および最 小 保

存 期 間 な ど ) をメディアが超 えた場 合 、そのメディアは再 利 用 セッ

ト に移 動 されます。保 存 期 間 とは、メディアがメディア プールの保

存 セット に保 持 される日 数 です。この期 間 が満 了 すると、メディア

は保 存 セット から再 利 用 セット に移 動 され、再 利 用 できるように

な ります。

メディア プール マネージャにより、A rcse rve Ba cku p メディア プール

の作 成 と保 守 が可 能 にな ります。各 メディア プールには名 前 が割

り当 てられ、シリアル番 号 に従 って構 成 されます。割 り当 てられて

いるシリアル番 号 は、半 永 久 的 な も のです。バーコード リーダー

付 きのデバイスを使 用 している場 合 、メディアのシリアル番 号 用 に

バーコード ラベルが使 用 されます。メディア プールは、含 まれるメ

ディアのシリアル番 号 の範 囲 別 に構 成 されます。選 択 されたバッ

クアップまたはアーカイブのタイプと方 法 に関 係 な く、すべてのメ

ディアはメディア プールに割 り当 てられます。
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G F S ローテーションの使 い方

G FS ( G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ) ローテーションとは、あらかじめ設

定 されているローテーションのサイクルに合 わせて、日 、週 、月 の

単 位 でバックアップを実 行 する方 法 のことです。G FS バックアップ

スキーマは、任 意 の曜 日 から開 始 する週 7 日 単 位 のスケジュー

ルを基 準 にしています。G FS ローテーション スキーマの主 な 目 的

は、メディアのローテーションおよび再 利 用 が一 貫 した間 隔 で実

行 され、最 低 限 の基 準 を維 持 できるようにすることです。このス

キーマでは、常 に最 も 古 いメディアが最 初 に使 用 されます。

少 な くとも 1 週 間 に 1 回 はフル バックアップを実 行 する必 要 があ

ります。しかしそれ以 外 の日 は、フル バックアップや差 分 バックアッ

プを実 行 しても しな くても かまいません。G FS ローテーション スキー

マを設 定 する利 点 は、いったん G FS の環 境 設 定 を行 うと、その後

に必 要 とな る作 業 は、正 しいメディアがド ライブに入 っているかどう

かを確 認 するだけにな る点 です。

その後 は、使 用 するメディアの通 知 およびメディアの管 理 が、G FS
によって行 われます。

日 単 位 のバックアップを 「 So n 」 メディアと呼 びます。

フル バックアップは最 低 でも 週 に 1 度 実 行 されます。週 の最

後 のフル バックアップを 「 Fa th e r」 メディアと呼 びます。

その月 の最 後 に実 行 されたフル バックアップが月 単 位 のバック

アップとな り、それを「G ran d fa th e r」 メディアと呼 びます。

注 ： 月 単 位 のバックアップは、1 年 間 保 存 してください。また、こ

のバックアップを保 存 したメディアは、惨 事 が発 生 した場 合 に備 え

て、別 の安 全 な 場 所 に保 管 してください。これらのメディアは、メ

ディア管 理 マネージャを使 用 して追 跡 できます。

重 要 ：G FS ローテーションでは、日 単 位 、週 単 位 、および月 単 位

の 3 つのメディア プールを作 成 します。G FS ローテーションは部 分

的 にカスタマイズ可 能 であり、メディア名 は自 動 的 に指 定 されま

す。カスタム ローテーション スキーマでは、使 用 するプール、バック

アップの日 程 な どのプロパティをユーザが設 定 できます。デデュプリ

ケーション デバイスは例 外 です。デデュプリケーション デバイスは、

メディア プールに割 り当 てできません。ただし、G FS ローテーション

をセット アップできます。詳 細 については、「デデュプリケーション デ

バイス上 での G FS ローテーション」を参 照 してください。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。
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G FS ローテーションの動 作 方 法

G FS ローテーション スキーマ メディアの例
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G F S ローテーションの動 作 方 法

通 常 使 用 されるメディア ローテーションのスケジュールは、G FS
( G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ) ローテーションです。このスケジュールの

ポリシーでは、日 次 ( So n ) 、週 次 ( Fa th e r) 、および月 次

( G ra n d fa th e r) のバックアップ メディア セット ( テープ ) を使 用 しま

す。G FS ローテーション スケジュールにより、年 間 のデータのバック

アップを、最 小 限 のメディア ( テープ ) を使 用 して実 行 できます。

G FS ローテーションに使 用 するテープの数 は、バックアップ ポリシー

に指 定 する稼 働 日 数 に基 づきます。

G FS ローテーションの方 法 は以 下 のように機 能 します。

注 ：混 乱 を避 けるため、テープへの命 名 は明 確 かつ適 切 に行 う

ことが重 要 です。

データは各 稼 働 日 ごとに別 々 のテープにバックアップします。

日 次 のバックアップには、毎 日 異 な るテープを使 用 する必 要

があります。たとえば、バックアップの周 期 が週 5 日 制 に基 づい

ている場 合 、週 次 のテープを使 用 する前 に、4 つの「日 次 」用

テープが必 要 です ( 日 次 のテープを、月 曜 、火 曜 、水 曜 、お

よび木 曜 のように命 名 する、または日 次 1 から日 次 4、な どの

ように命 名 することができます ) 。日 次 のバックアップには、フ

ル、増 分 、または差 分 バックアップを実 行 できます。第 4 日 目

以 降 は、最 初 に使 用 した日 次 のテープをリサイクルして、次 回

にスケジュールされている日 次 のバックアップで上 書 きすること

ができます。

日 次 のテープは週 次 /月 次 のテープよりも 頻 繁 に使 用 される

ため、これらのテープは頻 繁 に交 換 する必 要 があります。

第 5 日 目 には、別 の日 次 のテープを使 用 する代 わりに、「週

次 」用 テープを使 用 します。週 次 のバックアップには、常 にフル

バックアップを実 行 する必 要 があります。また、月 次 のテープを

使 用 する前 に、5 つの週 次 のテープを使 用 する必 要 がありま

す ( 週 次 のテープは、第 1 週 から第 5 週 と命 名 できます ) 。第

5 週 以 降 は、最 初 に使 用 した週 次 のテープをリサイクルして、

次 回 にスケジュールされている週 次 のバックアップで上 書 きす

ることができます。

第 3 週 の最 後 に、別 の週 次 のテープを使 用 する代 わりに、

「月 次 」用 テープを使 用 します。月 次 のバックアップには、フル

バックアップを実 行 する必 要 も あります。年 間 のすべてのデー

タを安 全 にバックアップするには、12 の月 次 テープが必 要 にな
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ります ( 月 次 のテープは、1 月 から 12 月 、または第 1 月 から

第 12 月 な どのように命 名 できます ) 。第 12 月 以 降 は、最 初

に使 用 した月 次 のテープをリサイクルして、次 回 の月 次 バック

アップで上 書 きすることができます。

以 下 の図 は、典 型 的 な 5 日 間 の G FS ローテーション ポリシーの

導 入 例 を示 しています。これにより、最 小 限 のバックアップ メディ

アを使 用 しな がら、安 全 かつ信 頼 性 の高 い方 法 で年 間 のデータ

バックアップを実 行 できます。

注 ：5 日 間 の G FS ローテーション ポリシーには、年 間 で約 21 の

テープが必 要 ですが、7 日 間 のポリシーには、年 間 で約 23 の

テープが必 要 とな ります ( 2 つの日 次 テープを追 加 ) 。どちらのスケ

ジュールの場 合 も 、必 要 な メディアの量 は、指 定 した保 存 基 準 、

およびバックアップするデータの量 により異 な ります。さらに、各 ス

ケジュールで必 要 な メディアの量 は、マルチスト リーミングを使 用 す

るかどうか、およびバックアップ セッシ ョンをメディアに追 加 するかど

うかによって変 わります。
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G F S ローテーション スキーマ メディアの例

G FS ローテーション スキーマに必 要 な メディア数 を決 定 する方 法

の例 を、以 下 に示 します。

会 社 の営 業 日 が、月 曜 日 から金 曜 日 だと仮 定 します。月 曜 日

から木 曜 日 まで増 分 バックアップを毎 日 実 行 し、金 曜 日 にフル

バックアップを実 行 します。月 単 位 のフル バックアップ データを再

利 用 するまでの期 間 を半 年 とし、月 単 位 のバックアップ テープ 6
本 以 上 を、メディア プールの保 存 セット に保 管 するように指 定 し

ます。また、週 単 位 のバックアップ テープ 4 本 以 上 を、保 存 セット

に保 管 するように指 定 します。

注 ：メディア プール、保 存 セット 、および再 利 用 セット の詳 細 につ

いては、「デバイスとメディアの管 理 」を参 照 してください。

選 択 した G FS ローテーション スキーマでは、増 分 バックアップが

「 So n 」、週 単 位 のフル バックアップが「 Fa th e r」、月 単 位 のフル

バックアップが「G ran d fa th e r」にな ります。

このローテーション スキーマでは、日 単 位 の増 分 バックアップが週

に 4 回 必 要 で、1 日 に 1 本 のテープを使 用 します。日 単 位 の

テープに保 存 されるデータは週 単 位 のフル バックアップにも 保 存 さ

れるので、日 単 位 のテープは毎 週 再 利 用 されます。このため、こ

のスキーマには、日 単 位 ( 「 So n 」 ) のテープが 4 本 必 要 にな りま

す。

毎 週 金 曜 日 に実 行 するバックアップは週 単 位 のフル バックアップ

で、1 週 間 に 1 本 のテープが必 要 です。この週 単 位 のテープは 1
か月 間 保 管 されてから再 利 用 されます。そのため、メディア プー

ルの保 存 セット に保 管 するテープは最 低 で 4 本 にな ります。した

がって、週 単 位 のバックアップ ( 「 Fa th e r」 ) 用 のテープが 5 本 以 上

必 要 にな ります。

月 の最 後 に実 行 したフル バックアップが、月 単 位 のバックアップに

な ります。このテープは半 年 間 保 管 するように指 定 し、メディア

プールの保 存 セット に保 管 するテープは 6 本 にな ります。メディア

を再 利 用 する前 に最 低 限 必 要 な 月 単 位 のバックアップのテープ

は 6 本 です。そのため、月 単 位 のバックアップ ( 「G ran d fa th e r」 ) 用
のテープは 7 本 必 要 にな ります。

結 果 として、このローテーション スキーマに必 要 な メディアは合 計

16本 にな ります。
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バックアップのプレフライト チェック

PFC ( Pre fl igh t C h eck、プレフライト チェック ) ユーティリティを使 用 す

ると、A rcse rve Ba cku p サーバおよびエージェント の状 態 を確 認

し、バックアップ ジ ョブが失 敗 する原 因 とな る問 題 がな いかどうか

を確 認 できます。PFC で実 行 されるチェックは、以 下 のように分 類

できます。

システム チェック - サーバのシステム要 件 、データベースの空 き

ディスク容 量 、RPC サービス登 録 のチェックが含 まれます。

A rcse rve B a ck u p チェック -- A rcse rve Ba cku p のシステム アカウ

ント とその権 限 、A rcse rve Ba cku p エンジンのステータス、SAN
サーバの接 続 ( A rcse rve Ba cku p SAN Op t io n がインスト ールさ

れている場 合 ) 、サーバに接 続 されているテープ デバイスの状

態 のチェックが含 まれます。

エージェント チェック - ジョブに必 要 な すべてのクライアント およ

びデータベース エージェント に関 する、接 続 とクレデンシャルの

チェックが含 まれます。

注 ：プレフライト チェック ユーティリティでは、以 下 のデータベー

ス エージェント に対 するログイン認 証 情 報 は検 証 しません。

A gen t fo r In fo rm ix

A gen t fo r Lo tu s Dom in o

A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r

A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge Se rve r

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

A gen t fo r O ra cle

A gen t fo r Syb a se

En te rp rise Op t io n fo r SA P R /3 fo r O ra cle

メディア チェック -- 再 利 用 セット のメディアの可 用 性 ( メディア

プールが指 定 されているジョブの場 合 ) 、メディアの有 効 期 限 、

ファイル システム デバイスのソ ースおよびデスティネーションの

競 合 のチェックが含 まれます。

このコマンド は、ジョブの予 定 時 刻 の数 時 間 前 に実 行 するのが最

適 です。PFCレポート で問 題 が見 つかった場 合 でも 、修 正 に充 分

な 時 間 をかけることができます。PFC ユーティリティおよび関 連 オプ
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ションの詳 細 については、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参

照 してください。

ジョブをサブミット する前 に、［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックス

の［プレフライト チェック］ボタンをクリックして、プレフライト チェックを

実 行 できます。

PFC ユーティリティの例

ジョブをサブミット し、PFCユーティリティを実 行 します。バックアップ

ジ ョブに使 用 するデバイスグループに割 り当 てられていな いデバイ

スを検 出 すると、PFC ユーティリティはジ ョブの失 敗 を報 告 します。

問 題 を修 正 するには、デバイスが割 り当 てられたデバイス グルー

プを使 用 するか、デバイスをジョブで使 用 するデバイス グループに

割 り当 てます。修 正 しな いと、ジョブは失 敗 します。

この機 能 は、PFCコマンド ライン ユーティリティを実 行 する場 合 も サ

ポート されます。詳 細 については、「コマンド ライン リファレンス ガ

イド 」を参 照 してください。
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A rc se rve D 2 D の開 始

A rcse rve D2D は、ブロック レベルのデータ変 更 を追 跡 し、変 更 さ

れたブロックのみをバックアップするバックアップ ソ リューションです。

A rcse rve D2D では、増 分 バックアップを頻 繁 に実 行 できます。ま

た、バックアップのサイズが削 減 され、バックアップ データを最 新 の

状 態 に保 つことができます。

ご使 用 のバックアップ環 境 で A rcse rve D2D がローカルにインスト ー

ルされていな い場 合 、サーバ名 とポート 番 号 を指 定 してリモート

の A rcse rve D2D サーバに接 続 できます。または、A rcse rve D2D を

ダウンロード した後 、インスト ールできます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

次 のいずれかが実 行 されます。

A rcse rve D2D がバックアップ サーバにインスト ールされていな

い場 合 、A rcse rve D2D サーバ情 報 ダイアログ ボックスが表 示

されます。A rcse rve D2D サーバ情 報 ダイアログ ボックスからリ

モート の A rcse rve D2D サーバにログインするか、または

A rcse rve D2D をダウンロード した後 、インスト ールできます。

A rcse rve D2D がバックアップ サーバにインスト ールされている

場 合 、［A rcse rve D2D へのログイン］画 面 が表 示 されます。

2 . ［A rcse rve D2D へのログイン］画 面 で、以 下 のフィールド に入 力 し

ます。
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ド メイン -- A rcse rve D2D ド メインの名 前 を指 定 します。

ユーザ名 -- A rcse rve D2D ド メインへのログインに必 要 な ユー

ザ名 を指 定 します。

パスワード ：A rcse rve D2D のユーザ名 に対 するパスワード を

指 定 します。

3 . ［ログイン］をクリックします。

A rcse rve D2D が開 きます。

注 ：A rcse rve D2D の使 用 方 法 の詳 細 については、「 A rcse rve D2D
オンライン ヘルプ」または「 A rcse rve D2D ユーザ ガイド 」 を参 照 し

てください。
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A rc se rve R e p lic a tio n の開 始

A rcse rve Rep lica t io n は、非 同 期 リアルタイム レプリケーションを使

用 して惨 事 復 旧 機 能 を提 供 するデータ保 護 ソ リューションです。

このホスト ベースのソ フト ウェアは、継 続 的 な データ レプリケーショ

ンを提 供 し、アプリケーション データへの変 更 を発 生 と同 時 に、

ローカルまたは W AN ( W id e A rea N etwo rk , ワイド エリア ネット ワー

ク ) にあるスタンバイ レプリカ サーバに転 送 します。

ご使 用 のバックアップ環 境 で A rcse rve Rep lica t io n がローカルにイ

ンスト ールされていな い場 合 、サーバ名 とポート 番 号 を指 定 してリ

モート の A rcse rve Rep lica t io n サーバに接 続 できます。または、

A rcse rve Rep lica t io n をダウンロード した後 、インスト ールできま

す。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

次 のいずれかが実 行 されます。

A rcse rve Rep lica t io n がバックアップ サーバにインスト ールされ

ていな い場 合 、A rcse rve Rep lica t io n サーバ情 報 ダイアログ

ボックスが表 示 されます。A rcse rve Rep lica t io n サーバ情 報 ダ

イアログ ボックスからリモート の A rcse rve Rep lica t io n サーバに

ログインするか、または A rcse rve Rep lica t io n をダウンロード し

た後 、インスト ールできます。

A rcse rve Rep lica t io n がバックアップ サーバにインスト ールされ

ている場 合 、［A rcse rve Rep lica t io n へのログイン］画 面 が表
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示 されます。

2 . ［A rcse rve Rep lica t io n へのログイン］画 面 で、以 下 のフィールド に

入 力 します。

ド メイン -- A rcse rve Rep lica t io n ド メインの名 前 を指 定 しま

す。

ユーザ名 -- A rcse rve Rep lica t io n ド メインへのログインに必 要

な ユーザ名 を指 定 します。

パスワード -- A rcse rve Rep lica t io n のユーザ名 に対 するパス

ワード を指 定 します。

3 . ［ログイン］をクリックします。

A rcse rve Rep lica t io n が開 きます。

注 ：A rcse rve Rep lica t io n の使 用 方 法 の詳 細 については、

A rcse rve Rep lica t io n のマニュアルを参 照 してください。
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このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcserve B ackup によるデータのバックアップ方 法 200

バックアップ ジ ョブのサブミット 204
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A rc se rve Bac kup によるデータのバックアップ方 法

A rc se rve B a c ku p によるデータのバックアップ

方 法

A rcse rve Ba cku pを使 用 すると、以 下 のソ ースのいずれかを使 用

して、W in d ow sネット ワークに接 続 されているマシンすべてをバック

アップできます。

管 理 共 有 ド ライブ

ユーザ共 有 ファイル、ディレクト リ、およびド ライブ

A rcse rve Ba cku p は、W in d ow s マシンを、そのマシンが所 属 するド

メインまたはワークグループ別 に分 類 して一 覧 表 示 するので、ド メ

イン名 またはワークグループ名 を選 択 するだけで、そのド メインまた

はワークグループに所 属 するすべてのマシンを簡 単 にバックアップ

できます。

オプションのA rcse rve Ba cku p C lien t A gen tを使 用 すると、さまざま

な 環 境 のリモート ワークステーションと通 信 できます。これによっ

て、W in d ow s 以 外 のシステム ( U N IX な ど ) のシステム情 報 も 含 め

た、完 全 な システム バックアップが可 能 にな ります。

同 様 に、オプションのほかのバックアップ エージェント を使 用 する

と、A rcse rve Ba cku p でオンライン データベース ( M icro so ft
E x ch an ge Se rve r、Lo tu s Dom in o、M icro so ft SQL Se rve r、Ora cle、
IBM In fom ix な ど ) のバックアップおよびリスト アを行 うことができま

す。
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ローカル バックアップ オプションの指 定

A rcse rve Ba cku pでは、バックアップする特 定 のド ライブのローカル

オプションを柔 軟 にカスタマイズできます。

ローカル バックアップ オプションを指 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ド ライブ ディレクト リの隣 にあるチェック ボックスをクリックします。

3 . ド ライブを右 クリックし、ポップアップ メニューから［ローカル オプショ

ン］オプションを選 択 し、［ローカル オプション］ダイアログ ボックスを

開 きます。

重 要 ：ローカル オプションを設 定 する際 は、サーバ全 体 をバック

アップする場 合 でも 、ド ライブをソ ースとして個 別 に選 択 する必 要

があります。サーバ名 の横 にある緑 色 のボックスをクリックしてか

ら、個 々 のド ライブのローカル バックアップ オプションをカスタマイズ

することはできません。

4 . 適 切 な オプションを指 定 します。

バックアップ検 証 オプション

バックアップ検 証 のオプションを使 用 すると、データが正 し く

バックアップされたかどうかを検 証 できます。以 下 のオプション

を選 択 できます。
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な し -- これを選 択 した場 合 、バックアップするデータの

検 証 を行 いません。

バックアップ メディア内 容 のスキャン -- これを選 択 した場

合 、A rcse rve Ba cku p によってメディアがスキャンされ、

バックアップする各 ファイルのヘッダが読 み取 り可 能 であ

ることが確 認 されます。

バックアップ メディアをディスクと比 較 する -- これを選 択

した場 合 、A rcse rve Ba cku p によってメディア上 のブロック

が読 み取 られ、メディア上 のデータとディスク上 のファイル

が 1 バイト ずつ比 較 されます。

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード オプション

このオプションを使 用 して、データを保 護 するためのパスワー

ド を指 定 します。

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード -- バックアップ ジ ョブに対 す

るパスワード を入 力 します。

重 要 ：このセッシ ョンをリスト アするには、セッシ ョン /暗 号

化 パスワード を記 憶 していることが重 要 にな ります。この

パスワード をリセット する方 法 はありません。

圧 縮 および暗 号 化 のオプション

これらのオプションを使 用 して、ファイルをバックアップする前 に

圧 縮 または暗 号 化 すべきかどうかを指 定 します。これらのオ

プションは、デデュプリケーション デバイス上 ではサポート され

ていません。バックアップ先 またはステージング先 としてデデュ

プリケーション デバイス グループを指 定 した場 合 、圧 縮 およ

び暗 号 化 は検 出 されるとスキップされます。

ソ フト ウェアの圧 縮 を使 用 してバックアップ前 にファイルを

圧 縮 -- バックアップ ジ ョブを実 行 する前 に、ファイルを圧

縮 できます。このオプションを使 用 すると、A rcse rve
Ba cku p で、バックアップの前 にソ フト ウェア圧 縮 アルゴリ

ズムを使 用 してファイルを圧 縮 するように指 定 されま

す。ほとんどのテープ デバイスにはハード ウェア ベースの

圧 縮 メカニズムが備 わっているため、ハード ウェアおよび

ソ フト ウェアの両 方 の圧 縮 を使 用 することは必 要 な く、

バックアップ ジ ョブが遅 くな り、適 切 な 圧 縮 結 果 が得 ら

れな いことにな ります。そのため、このオプションは、テー

プ ド ライブにハード ウェア圧 縮 メカニズムが備 わっていな
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い場 合 にのみ選 択 する必 要 があります。

バックアップの前 にファイルを暗 号 化 -- バックアップ ジ ョブ

を実 行 する前 に、ファイルを暗 号 化 できます。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p は、ローカルの圧 縮 および暗 号

化 をエージェント システムで実 行 します。ローカルの圧

縮 と暗 号 化 および A rcse rve サーバ ベースの圧 縮 と暗

号 化 ( グローバル オプション ) を指 定 すると、A rcse rve
Ba cku p はエージェント システムで圧 縮 と暗 号 化 を実 行

します。

注 ：A rcse rve サーバ ベースの圧 縮 および暗 号 化 に関

する詳 細 については、「バックアップ マネージャのバック

アップ メディア オプション」を参 照 してください。

N T FS データ デデュプリケーション

このオプションでは、最 適 化 されたフル バックアップを実 行 し

ます。NTFS データ デデュプリケーションが有 効 な ボリュームに

対 してのみ行 うことができます。このオプションは、W in d ow s
Se rve r 2012 オペレーティング システムを実 行 しているコン

ピュータで使 用 できます。

デフォルト 値 ：無 効 。

注 ：NTFS データ デデュプリケーションの詳 細 については、

「NTFS デデュプリケーションの動 作 」または M icro so ft
W in d ow s Deve lo pm en t C en te r の W eb サイト を参 照 してくだ

さい。

3 . ［OK］をクリックし、指 定 したボリュームにローカル設 定 を適 用

します。

詳 細 情 報 ：

UN IX/Lin u x エージェント のローカル バックアップ オプション
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バックアップ ジ ョブのサブミット

このセクシ ョンでは、バックアップ ジ ョブのサブミット 方 法 を説 明 しま

す。

ディスク ステージング ( D2D2T ) およびテープ ステージング ( D2T2T )
を使 用 してバックアップ操 作 を管 理 する方 法 については、「ディス

ク経 由 のテープへのバックアップの仕 組 み 」を参 照 してください。

バックアップ ジ ョブをサブミット する方 法

1 . バックアップ マネージャで、［スタート ］、［ソ ース］、［デスティネー

ション］、および［スケジュール］タブを選 択 し、ジョブに必 要 な オプ

ションを指 定 します。

2 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な グロー

バル オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

3 . ［サブミット ］ツールバー ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

4 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。

5 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。［即 実 行 ］を

選 択 して今 すぐジョブを実 行 するか、［実 行 日 時 指 定 ］を選 択 し

てジョブを実 行 する日 時 を選 択 します。

注 ：［即 実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タ

ブ」を参 照 してください。

6 . ジョブに対 して、ジョブ名 を入 力 します。

7 . 複 数 のソ ースのバックアップを選 択 した場 合 に、ジョブ セッシ ョンの

開 始 順 序 を設 定 するには、［ソ ース優 先 度 ］をクリックします。

［一 番 上 へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用

して、ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。優 先 順 位 付 けが

終 わったら、［OK］をクリックします。

8 . ジョブを A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト として保 存 するには、

［ジョブの保 存 ］ボタンをクリックします。
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9 . ジョブ テンプレート を保 存 するには、［テンプレート の保 存 ］ボタン

をクリックします。

10 . ジョブのプレフライト チェックを実 行 するには、［プレフライト チェッ

ク］ボタンをクリックします。プレフライト チェックが失 敗 した場 合

は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブの設 定 を変 更 してくださ

い。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

詳 細 情 報 ：

［ジョブ キュー］タブを使 用 したジョブの管 理 方 法
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バックアップ マネージ ャ

バックアップ マネージャのフィルタ、オプション、およびスケジューリン

グを使 用 して、バックアップをカスタマイズできます。

バックアップ マネージャは、以 下 の目 的 で使 用 できます。

バックアップ ソ ースのグループを作 成 します。

さまざまな メディアにバックアップしたり、カスタマイズされたバック

アップ スキーマを作 成 できます。

フィルタ を使 用 して、バックアップ ジ ョブからディレクト リやファイ

ルを選 択 して除 外 したり、あるいはバックアップ ジ ョブに組 み込

んだりできます。

G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ( G FS) ローテーション スキーマを使 用 し

て、バックアップを自 動 化 します。

フィルタをローカルのソ ース ( ボリュームおよびノード な ど ) にのみ

適 用 したり、バックアップ ジ ョブ全 体 にグローバルに適 用 するこ

とができます。また、その両 方 を同 時 に行 うことも 可 能 です。

A rcse rve Ba cku pは、W in d ow sのシステム状 態 だけでな くレジスト リ

も バックアップできます。各 バックアップ ジ ョブには、少 な くとも 1つの

ソ ースおよび 1つのデスティネーション ( バックアップ メディア ) が必 要

です。［バックアップ マネージャ］画 面 には、バックアップ ジ ョブをカ

スタマイズするための以 下 の 4 つのタブが表 示 されます。

開 始 -- バックアップのタイプを、標 準 、デデュプリケーション、ま

たは UN IX/Lin u x Da ta M o ver の中 から指 定 します。また、各

バックアップ タイプについてステージングを有 効 にすることができ

ます。標 準 またはデデュプリケーションのバックアップについて

は、合 成 フル バックアップを有 効 にすることができます。

ソ ース -- バックアップするデータを指 定 します。

スケジュール -- ジョブのスケジュール、繰 り返 し方 法 、または

ローテーション スキーマを指 定 します。

デスティネーション -- バックアップ データを保 存 する場 所 を指

定 します。

以 下 のト ピックでは、各 タブで使 用 可 能 な オプションについて詳 細

に説 明 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。
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バックアップ マネージャの［スタート ］タブのオプション

クラシック ビューとグループ ビューを使 用 してソ ース データを

指 定 する方 法

バックアップ マネージャのデスティネーション オプション

バックアップ ジ ョブのスケジュールとローテーション
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バックアップ マネージ ャの［スタート ］タブのオ

プション

バックアップ マネージャの［スタート ］タブでは、以 下 のバックアップ

タイプを選 択 できます。

標 準 バックアップ -- 標 準 バックアップは、カスタム スケジュー

ル、繰 り返 し方 法 、またはローテーション スキーマを使 用 して、

データ ソ ースをデスティネーションにバックアップします。

注 ：1 つの Da ta M o ver サーバへバックアップ ジ ョブをサブミット

する場 合 は、標 準 バックアップを使 用 します。

デデュプリケーション バックアップ -- デデュプリケーション バック

アップは、一 意 のデータ チャンクのみをディスクに保 存 します。

こうすることで、より多 くのバックアップ セッシ ョンをメディアに収 め

ることができ、バックアップを長 期 間 保 持 し、データ回 復 の速

度 を速 めることが可 能 にな ります。デデュプリケーション バック

アップ ジ ョブのサブミット の詳 細 については、「デデュプリケーショ

ンを使 用 したデータのバックアップ」を参 照 してください。

U N IX / Lin u x D a ta M o ve r バックアップ - U N IX/Lin u x Da ta M o ver
バックアップは、1 つのライブラリを共 有 している複 数 の Da ta
M o ver を 1 つのバックアップ ジ ョブに統 合 します。

選 択 した各 バックアップ タイプについて、［ソ ース］、［スケジュー

ル］、［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブの

設 定 を完 了 する必 要 があります。

また、ステージングを有 効 化 することも できます。ステージングを有

効 にすると、データをステージング デバイスにバックアップしてから、

バックアップしたデータを最 終 のデスティネーション ( 通 常 はテープ )
にマイグレート することができます。標 準 、デデュプリケーション、ま

たは Da ta M o ver バックアップ ジ ョブに対 してステージングの有 効

化 を選 択 できます。

また、［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択 することも できます。

合 成 フル バックアップでは、以 前 のフル セッシ ョンとその後 の増 分

セッシ ョンを、1 つのフル セッシ ョンに合 成 できます。ステージング オ

プションを使 った標 準 バックアップ、ステージング オプションを使 った

デデュプリケーション バックアップ、またはデデュプリケーション バック

アップの各 ジョブに対 して、合 成 フル バックアップを有 効 にすること

も できます。［ソ ース］、［スケジュール］、および［デスティネーショ

ン］の各 タブにバックアップ ジ ョブ情 報 を入 力 することに加 えて、
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［ステージングの場 所 ］タブに情 報 を入 力 し、［スケジュール］タブ

で合 成 スケジュールを定 義 してください。
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クラシック ビューとグループ ビューを使 用 して

ソース データを指 定 する方 法

ソ ースは、バックアップするデータのパスです。バックアップ マネー

ジャ ディレクト リを参 照 して、ユーザ共 有 ド ライブおよびディレクト リ

を選 択 し、バックアップするファイルを簡 単 に探 すことができます。

A rcse rve Ba cku p で、以 下 のビューを使 用 して、ソ ース データを参

照 および指 定 します。

クラシック ビュー -- 従 来 のソ ース ビューです。マシンが最 初 にリ

スト 表 示 され、ユーザはマシンを展 開 して特 定 のデータ ソ ース

を選 択 できます。クラシック ビューでは、A rcse rve Ba cku p は、コ

ンピュータで実 行 されているプラット フォームに基 づいてソ ース

コンピュータを分 類 します。例 ：W in d ow s システム、

UN IX/Lin u x システムおよび Hyp er-V システム

グループ ビュー -- このビューでは、コンピュータにインスト ールさ

れている A rcse rve Ba cku p エージェント に基 づいてソ ース コン

ピュータが分 類 されます。エージェント は、ソ ース ツリーのブラン

チとしてリスト されます。各 ブランチ内 には、指 定 されたエージェ

ント を含 むマシンがリスト されます。

また、カスタマイズされたグループを作 成 し、独 自 の基 準 に基

づいてマシンをグループ化 することも できます。たとえば、多 数

のマシン上 に存 在 するデータベース ファイル ( M icro so ft SQL
Se rve r、M icro so ft E x ch an ge Se rve r、M icro so ft Sh a rePo in t
Se rve r データな ど ) をバックアップする場 合 、グループ ビューを

使 用 してソ ースを指 定 すれば、マシンごとに展 開 して各 データ

ベース ノード を選 択 する手 間 が省 けます。

注 ：A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2010/2013 は

Exch an ge の組 織 オブジェクト にのみ表 示 されます。A gen t fo r
M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2010/2013 システムを M icro so ft
E x ch an ge Se rve r グループに追 加 することはできません。

ソ ースを選 択 する際 は、以 下 のバックアップ対 象 を選 択 できま

す。

アプリケーション全 体

カスタマイズされたソ ース グループ

サーバ全 体

個 別 のド ライブ、ディレクト リ、およびファイル
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個 々 のド ライブ、ディレクト リ、およびファイルを指 定 してバック

アップするには、サーバ名 を展 開 し、各 ド ライブ、ディレクト リ、

およびファイルの横 にある緑 色 のボックスをクリックします。

ソ ース グループ全 体 を選 択 するには、グループ名 の横 にある緑

色 のボックスをクリックします。その場 合 、そのソ ース グループに含

まれているすべてのサーバ、ノード 、ボリューム、ド ライブ、ディレク

ト リ、およびファイルが自 動 的 に選 択 されます。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

ジョブをサブミット する場 合 に指 定 したビューは、変 更 できませ

ん。

たとえば、クラシック ビューを使 用 してジョブをサブミット し、その

後 、そのジョブのソ ース選 択 を変 更 する場 合 に、ジョブを変 更

してバックアップ マネージャの［ソ ース］タブをクリックすると、

ビュー ド ロップダウン メニューは無 効 にな ります。以 下 の画 面

でその例 を示 します。

ローカル バックアップ オプションのカスタマイズ

個 々 のド ライブを右 クリックすると、ローカル バックアップ オプション

をカスタマイズできます。データベース エージェント がインスト ールさ

れている場 合 、バックアップ対 象 を右 クリックして、ローカル バック

アップ エージェント オプシ ョンをカスタマイズすることも できます。

ローカル バックアップまたはエージェント オプシ ョンをカスタマイズす

る場 合 は、ソ ースを個 別 に選 択 しておく必 要 があります。つまり、

サーバ全 体 をバックアップする場 合 でも 、ド ライブ、ディレクト リ、

ファイル、またはデータベース エージェント をそれぞれソ ースとして

選 択 する必 要 があります。サーバ名 の横 にある緑 色 のボックスを

クリックしてから、個 々 のド ライブ、ディレクト リ、ファイル、または

データベース エージェント のローカル バックアップ オプションをカスタ

マイズすることはできません。詳 細 については、「動 的 な ジョブの
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パッケージ 」および「静 的 な ジョブのパッケージ 」を参 照 してくださ

い。
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バックアップ マネージ ャのボックス

［バックアップ マネージャ］ウィンド ウに表 示 される各 オブジェクト の

左 には、緑 色 または灰 色 のボックスが表 示 されます。

緑 色 のボックス - オブジェクト のバックアップ範 囲 を直 接 制 御 で

きます。ボックスをクリックすると、バックアップ対 象 からオブジェ

クト を除 外 したり、バックアップ対 象 をオブジェクト の全 体 また

は一 部 にするかを指 定 できます。ボックスをクリックし、ボックス

内 の色 を付 けたり消 したりすることで、バックアップの範 囲 を指

定 します。

灰 色 のボックス - 実 在 しな いオブジェクト に関 連 付 けられてお

り、それらのオブジェクト はバックアップ /リスト アできません。通

常 、このような 項 目 はプレースホルダとして存 在 し、この下 に他

のオブジェクト がグループ化 されて表 示 されます。灰 色 のボック

スの下 にある緑 色 のボックスをクリックすると、バックアップの対

象 として選 択 したファイルの割 合 に応 じて、自 動 的 に灰 色 の

ボックスが部 分 的 または全 体 的 に塗 りつぶされます。

ボックスの設 定 とそれに対 応 するバックアップ レベルを、以 下 の表

に示 します。

ボックス 説 明

フル バックアップ

部 分 バックアップ

バックアップしな い

注  ：灰 色 のボックスの設 定 は、緑 色 のボックスの設 定 と同 じパ

ターンに従 っており、バックアップ対 象 として選 択 したファイルの割

合 が反 映 されます。

ディレクト リ ツリーで上 位 階 層 にあるボックスの塗 りつぶしの割 合

は、下 位 階 層 にあるオブジェクト のボックスの塗 りつぶしの割 合 に

よって決 まります。

上 位 階 層 のボックスをクリックして完 全 に塗 りつぶすと、すべて

の下 位 階 層 のボックスも 自 動 的 に完 全 に塗 りつぶされます。

下 位 階 層 のすべてのボックスをクリックして完 全 に塗 りつぶす

と、その上 位 階 層 のボックスも 自 動 的 に完 全 に塗 りつぶされま

す。
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下 位 階 層 のボックスに完 全 に塗 りつぶされたも のと部 分 的 に

塗 りつぶされたも のが混 じっている場 合 、上 位 階 層 のボックス

は部 分 的 に塗 りつぶされた状 態 にな ります。
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A rc se rve B a c ku p のバックアップ マネージ ャで

多 数 の項 目 を参 照 する方 法

A rcse rve Ba cku p では、多 数 のディレクト リやファイルな どを参 照 す

る際 、バックアップ マネージャに項 目 をロード するプロセスを一 時

停 止 できます。以 下 の手 順 は、A rcse rve Ba cku p の［バックアップ

マネージャ］ウィンド ウで多 数 の項 目 を参 照 する方 法 について示 し

ます。

1 . バックアップ マネージャのソ ース ツリーでディレクト リを選 択 すると、

A rcse rve Ba cku p に［ロード 中 ］ダイアログ ボックスが表 示 され、多

数 の項 目 を取 得 して［バックアップ マネージャ］ウィンド ウにロード

する必 要 があることが通 知 されます。A rcse rve Ba cku p で［バック

アップ マネージャ］ウィンド ウに表 示 する項 目 のリスト が取 得 されて

いる間 は［キャンセル］をクリックできません。

2 . A rcse rve Ba cku p で［バックアップ マネージャ］ウィンド ウに表 示 する

項 目 のリスト が取 得 されると、バックアップ マネージャへの項 目 の

ロード 進 捗 状 況 が［ロード 中 ］ダイアログ ボックスに表 示 されま

す。表 示 する項 目 の数 が多 数 ある場 合 は、［キャンセル］をクリッ
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クしてロード プロセスを一 時 停 止 できます。

3 . 一 時 停 止 したロード プロセスは、ターゲット ディレクト リを右 クリッ

クし、コンテキスト メニューから ［さらに表 示 ］を選 択 すると継 続 で

きます。

4 . ロード プロセスを一 時 停 止 すると、ターゲット ディレクト リに以 下

のアイコンが表 示 されます。

5 . ロード プロセスは、必 要 に応 じて一 時 停 止 と継 続 が可 能 です。

さらに項 目 をロード するには、コンテキスト メニューから［さらに表

示 ］をクリックします。

6 . ロード プロセスが完 了 すると、ターゲット ディレクト リのアイコンが

以 下 のように表 示 されます。
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バックアップ マネージ ャでの多 数 のファイルの

参 照

バックアップ マネージャに多 数 の項 目 を含 むディレクト リを参 照 す

る必 要 がある場 合 は、以 下 の手 順 に従 います。

注 ：バックアップ マネージャが表 示 できるファイル名 パスの長 さは

512 文 字 までです。これにはド ライブ文 字 、またはネット ワーク

サーバ名 およびネット ワーク共 有 名 も 含 まれます。NTFS および

FA T32 のファイル システムでは、ファイル名 の最 大 長 は 255 文 字

に制 限 されます。

バックアップ マネージャでの多 数 の項 目 の参 照 方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて、［ソ ース］ツリーからターゲット ディ

レクト リを指 定 します。

［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスが表 示 され、A rcse rve Ba cku p は

［バックアップ マネージャ］ウィンド ウに表 示 する項 目 のリスト を取

得 し、次 に A rcse rve Ba cku p が［バックアップ マネージャ］ウィンド ウ

にファイルをロード します。

2 . ［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスから、［キャンセル］をクリックして、

ロード プロセスを停 止 します。

A rcse rve Ba cku p がすべての項 目 をロード しな かった場 合 、警 告

メッセージが表 示 されます。

注 ：このメッセージは、［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスで初 めて

［キャンセル］をクリックしたときにのみ表 示 されます。

3 . ［ソ ース］ツリーからターゲット ディレクト リを右 クリックして、コンテキ

スト メニューから［さらに表 示 ］をクリックします。

［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスが表 示 され、A rcse rve Ba cku p が項

目 のロード を続 けます。

4 . A rcse rve Ba cku p がターゲット ディレクト リにすべての項 目 をロード

するまで、必 要 に応 じて何 度 でも ロード プロセスを一 時 停 止 し、

続 行 することができます。

ロード プロセスを一 時 停 止 すると、ターゲット ディレクト リのアイコ

ンが以 下 のように表 示 されます。
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ロード プロセスが完 了 すると、ターゲット ディレクト リのアイコンが

以 下 のように表 示 されます。
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エージ ェント の種 類 によるコンピュータの参

照

デフォルト では、バックアップ マネージャ ビューはバックアップソ ース

をグループ ビューで表 示 します。グループ ビューでは、コンピュータ

にインスト ールされている A rcse rve Ba cku p エージェント に基 づいて

コンピュータを参 照 することができます。さらに必 要 に応 じて、独

自 のグループを設 定 できます。

バックアップ マネージャを閉 じると、次 にバックアップ マネージャを

開 くときに選 択 したビューが表 示 されます。たとえば、クラシック

ビューを選 択 した後 にバックアップ マネージャを閉 じると、次 にバッ

クアップ マネージャを開 いたときはクラシック ビューで表 示 されま

す。

コンピュータは複 数 のソ ース グループに属 している可 能 性 がある

ため、同 じバックアップソ ースを 2 回 以 上 指 定 することがありま

す。A rcse rve Ba cku p で複 数 のジョブで同 じソ ースが指 定 されてい

ることが検 出 されると、警 告 メッセージが表 示 され、同 じデータを

複 数 回 バックアップするかどうかを指 定 することができます。

エージェント の種 類 によりコンピュータを参 照 する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 きます。

2 . ［ソ ース］タブをクリックします。

グループ ビューに［ソ ース］ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

注 ：コンピュータに複 数 のエージェント ( たとえば A gen t fo r
M icro so ft E x ch an ge Se rve r、A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t
Se rve r) がインスト ールされている場 合 、コンピュータは複 数 のグ

ループの下 に表 示 されます。

3 . ソ ース ツリーでコンピュータを展 開 します。メ ッセージが表 示 される

場 合 、必 要 な セキュリティ情 報 を指 定 する必 要 があります。

以 下 の図 では、C lien t A gen t fo r W in d ow s のグループ ビューに使

用 可 能 な コンピュータが表 示 されています。
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注 ：ソ ース ツリーに表 示 されるグループをカスタマイズする場 合

は、［グループのカスタマイズ］をクリックします。詳 細 については、

「グループ ビュー用 カスタム グループの設 定 」を参 照 してください。

4 . ソ ース ツリーで使 用 するエージェント の種 類 を検 索 した後 、それ

を展 開 してコンピュータのリスト を表 示 します。

5 . ( オプション ) グローバル フィルタを使 用 してコンピュータを検 索 しま

す。グローバル フィルタは、バックアップ マネージャの終 了 時 に保

存 され、設 定 を変 更 するまで保 持 されます。

サーバ名 -- 入 力 した文 字 列 でソ ース コンピュータをフィルタし

ます。

サブネット -- IP アド レスでコンピュータをフィルタします。

エージェント の種 類 -- エージェント の種 類 でコンピュータをフィ

ルタします。グループ ビューおよびクラシック ビューで［エージェ

ント の種 類 ］フィルタを使 用 すると、選 択 したエージェント に対

応 するエージェント グループのみを表 示 できます。詳 細 につ

いては、「 ノード のフィルタ」を参 照 してください。

また、［ジョブ履 歴 ］ではソ ース グループで結 果 を表 示 できます。

詳 細 については、「グループ ビューを使 用 したジョブの分 析 方 法 」

を参 照 してください。
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グループ ビュー用 カスタム グループの設 定

規 模 の大 きい環 境 を効 率 よく管 理 できるように、カスタム グルー

プを作 成 し、それらのグループに条 件 を指 定 してマシンを追 加 す

ることができます。

例 ：グループ ビューのカスタム グループ

営 業 部 門 で、100 台 のコンピュータに分 散 して配 置 された SQL
データ ベース ファイルがあるとします。バックアップ対 象 のセールス

データを含 むすべてのマシンを、「セールス データ」と名 付 けたカス

タム グループに追 加 することができます。カスタム グループは、

ソ ース ツリー上 でメインの階 層 として表 示 されます。これにより、

バックアップ ジ ョブを指 定 する際 、グループを素 早 く見 つけて選 択

できます。

グループ ビュー用 カスタム グループの設 定 方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて、［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ マネージャが、デフォルト のグループ ビューで開 きま

す。

ソ ース ツリーに、A rcse rve Ba cku p エージェント がメインの階 層 とし

て表 示 されます。ビューのド ロップダウン リスト の横 に［グループの

カスタマイズ］ボタンが表 示 されます。

2 . ［グループのカスタマイズ］をクリックします。

［カスタム グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

［カスタム グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックス内 の左 側 に、既

存 グループが名 前 別 に表 示 され、各 グループに含 まれるサーバが

右 側 に表 示 されます。

3 . ［新 規 ］をクリックして新 しいグループを作 成 します。

a . ［名 前 ］フィールド に、グループの名 前 を入 力 します。

b . 必 要 に応 じて、グループを説 明 するコメント を入 力 します。

4 . ［OK］をクリックします。

新 規 グループが左 側 のグループのリスト に追 加 されます。

5 . 作 成 したグループが選 択 されていな い場 合 は、選 択 します。

6 . 右 側 に表 示 されているサーバのリスト から、グループに追 加 する

サーバをクリックし、［割 り当 て］をクリックします。

グループの下 にサーバが表 示 されます。
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グループにさらにサーバを追 加 する場 合 は、この手 順 を繰 り返 し

ます。

7 . ［OK］をクリックして、設 定 を保 存 し、カスタム グループ環 境 設 定

を終 了 します。
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カスタム グループの管 理

A rcse rve Ba cku p では、必 要 に応 じて、カスタム グループの名 前

変 更 、削 除 、およびグループに含 まれるサーバの変 更 が可 能 で

す。

カスタム グループの管 理 方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて、［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ マネージャが、デフォルト のグループ ビューで開 きま

す。

注 ：ソ ース ツリーがクラシック ビューで表 示 された場 合 は、ツリー

の上 のド ロップダウン リスト をクリックし、［グループ ビュー］を選 択

してください。

2 . ［カスタム グループ］をクリックします。

［カスタム グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

3 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

グループを削 除 するには、グループを選 択 し、［削 除 ］をクリッ

クします。

グループの名 前 を変 更 するには、グループを選 択 し、［変

更 ］をクリックして、新 しい名 前 を入 力 し、［OK］をクリックしま

す。
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サーバの再 割 り当 てを行 うには、ダイアログ ボックスの左 側 で

削 除 するサーバを選 択 し、［削 除 ］をクリックします。

サーバが、右 側 の利 用 可 能 な サーバのリスト に追 加 されま

す。利 用 可 能 な サーバのリスト から、追 加 するサーバを選 択

します。［割 り当 て］ボタンをクリックします。グループにサーバ

が追 加 されます。

4 . カスタム グループの管 理 が終 了 したら［OK］をクリックして、設 定 を

保 存 し、カスタム グループ環 境 設 定 を終 了 します。
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バックアップ マネージ ャのデスティネーション

オプション

デスティネーションは、バックアップ メディア デバイスまたはディスク

のことを指 します。バックアップ マネージャの［デスティネーション］タ

ブを使 用 して、グループとデバイスを参 照 し、選 択 できます。

注 ：クラウド に直 接 バックアップ ジ ョブをサブミット するすることがで

きます。詳 細 については、リンクを参 照 してください。

バックアップ マネージャの［デスティネーション］タブには、以 下 の

バックアップ オプションがあります。

マルチプレキシング

以 下 のオプションは、A rcse rve Ba cku p がマルチプレキシングを制

御 する方 法 を指 定 します。

［最 大 スト リーム数 ］-- 1 つのテープに同 時 に書 き込 み可 能 な

最 大 スト リーム数 を設 定 します。デフォルト のスト リーム数 は 4
であり、サポート されている範 囲 は 2 ～ 32 です。

注 ：マルチプレキシングは、UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップ

ジ ョブではサポート されていません。

マルチ スト リーミング

マルチ スト リーミング オプションでは、単 一 のバックアップ ジ ョブを

複 数 のジョブに分 割 して、システムにある使 用 可 能 な テープ デバ

イスをすべて利 用 しな がらバックアップを完 了 できます。詳 細 につ

いては、「マルチ スト リーミング」を参 照 してください。

［グループ］および［メディア］フィールド

［グループ］および［メディア］フィールド を使 用 して、バックアップ

ジ ョブに使 用 するデバイス グループを指 定 します。

［グループ］または［メディア］フィールド にアスタリスクを入 力 する

と、グループ内 の使 用 可 能 な 最 初 のド ライブとメディアが使 用 さ

れます。

利 用 可 能 な 任 意 のグループを使 用 する場 合 は、［任 意 のグ

ループを使 用 ］オプションをオンにします。

メディア プール

バックアップ ジ ョブに使 用 する具 体 的 な メディア プールを指 定

する場 合 に、このオプションを選 択 します。

以 下 の点 に注 意 してください。
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メディア プールを選 択 すると、選 択 したデスティネーションおよび

バックアップ オプションでジ ョブの実 行 時 に制 限 や競 合 が発 生

しな いかどうかが、A rcse rve Ba cku p によって自 動 的 に確 認 され

ます。A rcse rve Ba cku p で競 合 が検 出 された場 合 は、警 告 ダイ

アログ ボックスが表 示 されます。

クラウド デバイスはメディア プールに割 り当 てることができませ

ん。

サーバ

このフィールド には、A rcse rve Ba cku p ド メインにあるプライマリ

サーバおよびメンバ サーバの名 前 が表 示 されます。

注 ：C en tra l M an agem en t Op t io n をインスト ールしな かった場 合

は、現 在 のサーバの名 前 が表 示 されます。

［ステージング有 効 化 ］がオンにな っている場 合 は以 下 のとおりで

す。

デデュプリケーション ポリシー

このボタンをクリックして、［デデュプリケーション パージ ポリシー］

ダイアログ ボックスを開 きます。このダイアログ ボックスを使 用 し

て、フル バックアップおよび、差 分 /増 分 バックアップについての

パージ ポリシーを設 定 できます。

インラインで複 製 を作 成

このチェック ボックスをオンにして、［グループ］、［重 複 したメディ

ア プレフィックス］、および［重 複 したメディア プール プレフィック

ス］フィールド を有 効 にします。これらのフィールド を使 用 して、

ダブル テープ コピーを実 行 できます。ダブル テープ コピーで

は、2 つの最 終 的 な デスティネーションにデータを同 時 にマイグ

レート できます。デバイスの 1 つが使 用 不 可 能 にな っても マイ

グレーション ジ ョブを続 行 できるように、タイムアウト 値 を設 定

して、追 加 のバックアップ メディアが別 のデバイスでマイグレー

ション ジ ョブを続 行 できるようにすることができます。タイムアウ

ト 値 を設 定 しな い場 合 、最 初 のバックアップ メディア タイムア

ウト が完 了 すると、データ マイグレーション ジ ョブは失 敗 しま

す。タイムアウト 値 設 定 の詳 細 については、「バックアップ の

バックアップ メディア オプション」を参 照 してください。

注 ：ダブル テープ コピーを実 行 するには、ご使 用 の環 境 で、必 ず

ディスク ステージング デバイスを設 定 してください。

グループ
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ド ロップダウンからデバイス グループを選 択 して、重 複 の作 成

位 置 を決 めます。

注 ：使 用 可 能 な デバイス グループは、テープ /チェンジャ グループ

およびファイル システム デバイス ( FSD ) グループのみです。バック

アップ ジ ョブがサブミット され、同 じデバイス グループが最 終 的 な

デスティネーションおよび重 複 したデスティネーションの両 方 で選 択

されると、アプリケーションは 2 つ以 上 のド ライブがあることを確 認

します。

重 複 したメディア プレフィックス

このフィールド では、重 複 させるメディア名 のプレフィックスを指

定 できます。たとえば「 CPY_<メディア名 >」と名 付 けることができ

ます。

重 複 したメディア プール プレフィックス

このフィールド では、重 複 させるメディア プール名 のプレフィック

スを指 定 できます。たとえば「 TEST_<メディア プール名 >」と名

付 けることができます。

注 ：ディスク ステージングを使 用 してデータをバックアップするに

は、デバイス環 境 設 定 とデバイス グループ環 境 設 定 を使 用 し

て、ステージング デバイスを設 定 します。詳 細 については、「バック

アップ ステージング方 式 」を参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p でのマルチスト リーミングによるバックアップ データ

の処 理 方 法
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テープ ライブラリ グループでのワイルド カード

の使 用 方 法

［グループ］フィールド では、ワイルド カード 文 字 である「 *」と「 ?」が
サポート されています。ワイルド カード 文 字 を使 用 してグループ名

を指 定 すると、グループ名 が選 択 基 準 と一 致 し、使 用 可 能 な メ

ディアが 1 つ以 上 存 在 するグループが、ジョブに使 用 されます。こ

の場 合 、別 のジョブによって使 用 されていな いメディアが使 用 され

ます ( 注 ：たとえば、メディア プールな どのジョブ スキーマによって

適 合 性 が決 定 されるメディアには、特 別 な 配 慮 は行 われませ

ん ) 。ワイルド カード を使 用 するジョブが複 数 あり、該 当 する選 択

基 準 に一 致 するグループが複 数 ある場 合 でも 、使 用 可 能 な メ

ディアがある先 頭 のグループが、すべてのジョブに使 用 されます。

［メディア］フィールド に名 前 を入 力 すると、指 定 した名 前 のメディ

アが存 在 するグループのうち、ワイルド カード の選 択 基 準 を満 た

すグループが使 用 されます。それは、目 的 のメディアが使 用 中 の

場 合 でも 同 じです。また、指 定 したメディアがどのグループにも 存

在 しな い場 合 は、ブランク メディアが指 定 した名 前 にフォーマット

されて使 用 されます。ブランク メディアが存 在 しな い場 合 は、挿

入 するよう指 示 されます。

注 ： ［メディア］フィールド では、ワイルド カード 文 字 はサポート され

ていません。

メディア プールを指 定 した場 合 は、一 致 する先 頭 グループ内 に

利 用 可 能 な メディアが存 在 していても 、指 定 プール内 のメディア

が使 用 されます。グループ内 に該 当 するメディアがな くても ブランク

メディアが存 在 していると、そのブランク メディアが名 前 を変 更 さ

れ、指 定 プールに追 加 されます。ブランク メディアが存 在 しな い

場 合 は、挿 入 するよう指 示 されます。

第 3章 : データのバックアップ 229



バックアップ マネージ ャ

バックアップ ジ ョブのスケジ ュールとローテー

ション

バックアップ ジ ョブでカスタム スケジュール、合 成 スケジュール、ま

たはローテーション スキーマが使 用 されるように設 定 するには、

A rcse rve Ba cku p のテンプレート スキーマを使 用 するか、独 自 の

ローテーション パラメータを指 定 します。繰 り返 し方 式 、または以

下 のバックアップ方 式 を指 定 して、バックアップを行 うことも できま

す。

［フル - アーカイブ ビット を維 持 ］-- ジョブが繰 り返 されるたびに

フル バックアップが実 行 され、アーカイブ ビット は維 持 されま

す。

［フル - アーカイブ ビット をクリア］-- ジョブが繰 り返 されるたびに

フル バックアップが実 行 され、アーカイブ ビット はクリアされま

す。

［増 分 ］-- 最 後 のフル バックアップまたは増 分 バックアップの実

行 後 にアーカイブ ビット が設 定 されたファイルのみをバックアッ

プします。各 バックアップ後 に、アーカイブ ビット は次 の増 分

バックアップ ジ ョブ中 にバックアップされな いよう再 設 定 されま

す。

［差 分 ］-- 最 後 のフル バックアップの実 行 後 にアーカイブ ビット

が設 定 されたファイルのみをバックアップします。差 分 バックアッ

プ ジ ョブはファイルのアーカイブ ビット をクリアしな いので、前 回

の差 分 ジョブにおいてバックアップされたファイルも 再 びバック

アップされます。この方 法 を使 用 したバックアップ ジ ョブの処 理

には通 常 より時 間 がかかります。差 分 バックアップの場 合 、リス

ト ア時 に必 要 な メディア セット は、差 分 バックアップ、フル メディ

ア セット および最 新 の差 分 メディア セット の2セット のメディアの

みです。増 分 バックアップの場 合 、リスト ア時 に必 要 な メディア

セット は、フル メディア セット および最 新 セット までのすべての

増 分 セット です。合 成 フル バックアップ ジ ョブの場 合 、エージェ

ント が合 成 フル バックアップをサポート していると、差 分 バック

アップ ジ ョブは増 分 バックアップ ジ ョブに変 換 されます。

注 ：上 で説 明 したバックアップ方 式 は、Lin u x C lien t A gen tでは

使 用 できません。

ジョブ スケジューリング機 能 の詳 細 については、「ジ ョブのカスタマ

イズ」を参 照 してください。
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U N IX /L in u x エージ ェント のローカル バック

アップ オプション

C lien t A gen t fo r UN IX または C lien t A gen t fo r Lin u x を使 用 して、

UN IX または Lin u x のコンピュータをバックアップする場 合 、以 下 の

ローカル オプションが使 用 できます。

追 加 オプション

［シンボリック リンク ファイルをト ラバース］- A rcse rve Ba cku p は

シンボリック リンクをたどり、リンク先 のファイルをバックアップしま

す。

［N FS のト ラバース］- N FSマウント ド ライブをバックアップしま

す。

［ファイル システムをト ラバース］- A rcse rve Ba cku p はローカル

にマウント された UN IX ファイル システムをバックアップに自 動 的

に含 めます。

［ファイル サイズを推 定 しな い］- バックアップ ジ ョブの初 めに、

バックアップするファイル数 とデータの容 量 が推 定 されますが、

この機 能 を無 効 にします。このオプションを選 択 すると、バック

アップの実 行 時 間 が短 縮 されます。

［ファイル アクセス日 時 を保 存 する］A rcse rve B a ck u p -- このオ

プションは、に前 回 バックアップが実 行 されたときのアクセス時

刻 を保 存 するように指 示 します。

注 ：ファイルのアクセス時 刻 は、ファイルがアクセス ( 読 み取 りま

たは書 き込 み ) されると常 にオペレーティング システムにより更

新 されます。ただし、比 較 が実 行 されると、すべてのバックアッ

プされたファイルのアクセス時 刻 も 更 新 されます。そのため、ファ

イルが実 際 に ( 比 較 以 外 で ) アクセスされたかどうかを追 跡 した

い場 合 は、元 のアクセス時 刻 を保 存 しておく必 要 があります。

このオプションを選 択 する ( チェック ボックスをオンにする )
と、A rcse rve Ba cku p によって、バックアップが実 行 される

前 の時 点 における、バックアップされるすべてのファイルの

最 後 のファイル アクセス時 刻 が、オリジナルの値 として保

存 されます ( 変 更 時 刻 は更 新 されます ) 。これはデフォル

ト の設 定 です。
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このオプションを選 択 しな い ( チェック ボックスをオフにする )
と、バックアップされるすべてのファイルの最 終 ファイル アク

セス時 刻 は、バックアップ完 了 時 の新 しい値 に更 新 され

ます ( 変 更 時 刻 は更 新 されません ) 。

注 : W in d ow s ベースのエージェント の場 合 、このオプションをグ

ローバルに適 用 する必 要 があります。詳 細 については、「グ

ローバル バックアップ オプション」を参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

グローバル バックアップ オプション
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グローバル バックアップ オプション

ここでは、バックアップ ジ ョブをサブミット する際 に選 択 することがで

きるグローバル バックアップ オプションについて説 明 します。グロー

バル オプションのダイアログ ボックスにアクセスするには、バックアッ

プ マネージャで［オプション］ツールバー ボタンをクリックします。

グローバル オプション ( ジョブ全 体 にわたるオプション ) で定 義 する

手 順 とルールは、A rcse rve Ba cku p ですべてのノード ( サーバ、ワー

クステーション、およびアプリケーション ) をバックアップする際 に使

用 されます。このオプションは特 定 のバックアップ ジ ョブ用 に定 義

できます。1 つのバックアップ ジ ョブ用 に定 義 するグローバル オプ

ションは、他 のバックアップ ジ ョブ用 に定 義 するグローバル オプショ

ンには影 響 しません。

その他 のバックアップ ジ ョブ オプションとフィルタ機 能 の詳 細 につい

ては、「ジ ョブのカスタマイズ」を参 照 してください。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

バックアップ マネージャの警 告 オプション

バックアップ マネージャのメディアのエクスポート オプシ ョン

バックアップ マネージャの拡 張 オプション

バックアップ マネージャの圧 縮 /暗 号 化 オプション

バックアップ マネージャのボリューム シャド ウ コピー サービス オ

プション

バックアップ マネージャのバックアップ メディア オプション

バックアップ マネージャの検 証 オプション

バックアップ マネージャの再 試 行 オプション

バックアップ マネージャの操 作 オプション

バックアップ マネージャのジョブ実 行 前 /後 の処 理 オプション

バックアップ マネージャのエージェント オプシ ョン

バックアップ マネージャのジョブ ログ オプション
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バックアップ マネージ ャの警 告 オプション

A le rt 通 知 システムを使 用 すると、バックアップ処 理 中 にアクティビ

ティ ログに表 示 されるイベント に関 するメッセージを通 知 できま

す。通 知 するイベント を以 下 の中 から 1 つ以 上 選 択 します。

［ジョブが完 了 した時 ］-- すべてのノード 、およびド ライブ /共 有

リソ ースが処 理 されたとき。

［ジョブが未 完 了 の時 ］-- 一 部 のノード 、ド ライブ、または共 有

リソ ースが失 われたとき。

［ジョブがキャンセルされた時 ］-- ユーザがジョブをキャンセルし

たとき。

［ジョブが失 敗 した時 ］-- ジョブを開 始 しても 完 了 できな かった

とき。

［メディア使 用 不 可 ］-- ジョブの実 行 中 にメディアが使 用 でき

な かったとき。

注 ：バックアップ メディアはテープ メディアである必 要 がありま

す。

［ブランク テープのフォーマット ］-- ジョブの実 行 中 にテープが

フォーマット されたとき。

［カスタマイズされたイベント ］-- カスタマイズされたイベント が発

生 したとき。このイベント を指 定 する場 合 は、［イベント ］ド ロッ

プダウン リスト の下 部 にあるフィールド に、エラー /警 告 /通 知

コード を入 力 します。

定 義 済 みの A le rt 環 境 設 定 を 1 つ以 上 選 択 します。デフォルト

の場 合 は、A le rtマネージャで設 定 した内 容 をすべて使 用 すること

にな ります。詳 細 な オプションを設 定 するには、［環 境 設 定 ］ボタ

ンをクリックします。A rcse rve Ba cku pには、以 下 の定 義 済 みの

A le rt設 定 があります。

ブロード キャスト

ポケット ベル

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語 バー

ジョンでサポート されていません。

SM TP

SNM P

イベント
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プリンタ

電 子 メール

Lo tu s N o tes

U n icen te r TNG

その他 オプションの指 定

ジョブ ログを添 付 する -- A le rt メ ッセージにジョブ ログ情 報 が含

まれるようにな ります。( このオプションは、ト ラブル チケット と電

子 メールにのみ適 用 されます ) 。

注 ：A le rtオプションを使 用 して作 成 したリスト は、［環 境 設 定 ］

ボタンを使 用 して定 義 した環 境 設 定 およびジョブ スクリプト と

一 緒 に保 存 されます。

マスタ ジ ョブに対 してのみ A le rt メ ッセージを送 信 する --
A rcse rve Ba cku p によって送 信 される A le rt メ ッセージに、マスタ

ジ ョブ数 のみが参 照 されるようにな ります。子 ジョブおよびサブ

ジョブの数 は、A le rt メ ッセージで参 照 されません。このオプショ

ンは、マルチプレキシングやマルチ スト リーミングを含 むすべて

のジョブに対 して指 定 することができます。
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バックアップ マネージ ャのメディアのエクス

ポート オプシ ョン

バックアップ ジ ョブの完 了 時 に、メディアをライブラリからエクスポー

ト して、エクスポート されたメディアを移 動 し、安 全 な オフサイト に

保 管 できます。A rcse rve Ba cku p には、以 下 のような メディア エク

スポート オプシ ョンがあります。

［な し］-- バックアップ ジ ョブの最 後 にメディアのエクスポート は

行 われません。

［ジョブ終 了 後 、R A ID 1 で複 製 されたテープをエクスポート す

る］-- ジョブが複 数 のメディアにスパン ( 継 続 ) する場 合 、この

ジョブで使 用 されるすべての複 製 メディアがエクスポート されま

す。

注 ：このオプションは、複 数 のド ライブとメール スロット を備 えて

いるライブラリでのみサポート されます。

［ジョブ終 了 後 、すべてのテープをエクスポート する］--
A rcse rve Ba cku p により、関 連 するバックアップのすべてのメディ

アがエクスポート されます。ジョブが複 数 のメディアにスパン ( 継
続 ) している場 合 、このジョブに使 用 されているすべてのメディ

アがエクスポート されます。すべてのメディアをエクスポート する

だけのメール スロット がな い場 合 、エクスポート できな いメディ

アは元 のホーム スロット に戻 されます。シングル メール スロット

のライブラリでは、次 のメディアをメール スロット に移 動 するため

にメール スロット が空 いているかどうかチェックされます。

A rcse rve Ba cku pはチェックの再 試 行 を数 回 行 います。オペレー

タがメディアを移 動 していな い場 合 、A rcse rve Ba cku pはこの情

報 をアクティビティ ログに書 き込 みます。

注 ：このオプションは、複 数 のド ライブとメール スロット を備 えて

いるライブラリでのみサポート されます。

メディア エクスポート の制 限 事 項

次 のメディアのエクスポート に関 する制 限 事 項 に注 意 してくださ

い。

ステージング バックアップ ジ ョブに関 しては、メディアのエクス

ポート オプシ ョンはジョブのマイグレーション中 のみ有 効 です。
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メディアのエクスポート オプシ ョンは、一 般 的 な ローテーションの

ジョブ用 にのみ有 効 であり、メディア ライブラリおよび Tap e RA ID
でサポート されます。

メディアのエクスポート オプシ ョンは、テープ ステージング

( B 2T2T ) バックアップを実 行 中 で、ステージング デバイスまたは

最 終 のデスティネーション デバイスが RA ID デバイスである場

合 、サポート されません。

検 証 オプションを設 定 した場 合 、エクスポート はジョブの最 後

に実 行 されます。
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バックアップ マネージ ャの拡 張 オプション

拡 張 オプションでは、バックアップ中 に、A rcse rve Ba cku p がファイル

システムの拡 張 を処 理 する方 法 を決 定 します。

詳 細 情 報 ：

W in d ow s システム オプション

惨 事 復 旧 のオプション

M icro so ft SQL Se rve r のバックアップ オプション

NTFS データ デデュプリケーション

Po in t-in -T im e リスト ア オプション

A rcse rve UDP/D2D セッシ ョンのファイル システム カタログ
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W in d o w s システム オプション

以 下 の W in d ow s システム オプションがあります。

［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボリューム マウント ポイント を

ト ラバースする］-- このオプションを選 択 すると、バックアップ

ジ ョブにボリュームを通 過 させる、または指 定 先 のディレクト リを

ト ラバースさせて、バックアップすることができます。このセッシ ョ

ンのリスト ア時 には、参 照 先 のボリュームやディレクト リに格 納

されているファイルやディレクト リをリスト アできます。このオプ

ションを選 択 しな かった場 合 、バックアップ ジ ョブでは、ボリュー

ム マウント ポイント が参 照 するボリュームまたはディレクト リ

ジャンクシ ョンが参 照 するディレクト リがバックアップされません。

そのため、リスト ア時 には、参 照 先 のボリュームやディレクト リに

格 納 されているファイルやディレクト リはリスト アできません。

［マウント されたボリュームの一 部 としてマウント ポイント をバック

アップする］-- このオプションを選 択 すると、ボリューム マウント

ポイント が参 照 するボリュームを、ボリューム マウント ポイント と

同 じセッシ ョンの一 部 としてバックアップできます。このオプション

を選 択 しな い場 合 、ボリューム マウント ポイント が参 照 するボ

リュームを、別 のセッシ ョンとしてバックアップできます。このオプ

ションは、前 述 の［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボリューム マ

ウント ポイント をト ラバースする］が選 択 されている場 合 にのみ

使 用 可 能 です。

［ファイルのハード リンクを保 存 する］-- このオプションを有 効 に

すると、A rcse rve Ba cku p はリスト ア時 にハード リンクを保 存 し

ます。

注 ：［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボリューム マウント ポイント

をト ラバースする］および［マウント されたボリュームの一 部 としてマ

ウント ポイント をバックアップする］オプションを、VHD ( v irtu a l h a rd
d isk、仮 想 ハード ディスク ) を含 む、名 前 の指 定 されたマウント ボ

リュームに適 用 すると、A rcse rve Ba cku p は、VHD を含 むマウント

ボリューム用 に別 途 バックアップ セッシ ョンを作 成 します。

例 ：VHD を含 むマウント ボリューム

サーバの物 理 ディスク ( C :\ ) に仮 想 ディスク D :\ および E :\ が含 ま

れています。VHD ファイル ( D .vh d および E .vh d ) は C :\ ド ライブにあ

り、D :\ ド ライブおよび E :\ ド ライブとしてマウント されています。ま

た、D :\ ド ライブは C :\M ou n tD にマウント され、E :\ ド ライブは

C :\M ou n tE にマウント されています。
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C :\M ou n tD のバックアップで［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボ

リューム マウント ポイント をト ラバースする］オプションを有 効 にした

場 合 、［マウント ポイント がマウント されたボリュームの一 部 として

マウント ポイント をバックアップする］オプションが有 効 または無 効

のいずれに指 定 されていても 、A rcse rve Ba cku p は D :\ ド ライブお

よび C :\M ou n tD に対 して個 別 のバックアップ セッシ ョンを作 成 しま

す。

240 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



グローバル バックアップ オプシ ョン

惨 事 復 旧 のオプション

以 下 の惨 事 復 旧 オプションを使 用 できます。

［一 部 が選 択 されたノード の D R 情 報 を作 成 する］-- 惨 事 復

旧 情 報 は、通 常 、マシンのフル バックアップの実 行 時 に生 成

されます。ただし、マシンのフル バックアップを頻 繁 に実 行 でき

な い環 境 ( SA N共 有 ディスク環 境 な ど ) でも 、惨 事 復 旧 情 報

を最 新 の情 報 に更 新 する必 要 がある特 殊 な ケースも ありま

す。このオプションを有 効 にすることで、マシンにあるすべての情

報 をバックアップすることな く、マシンの惨 事 復 旧 情 報 を作 成

または更 新 できます。

［リスト ア セッシ ョン情 報 の生 成 時 にフィルタされたセッシ ョンを

含 める］-- A rcse rve Ba cku p サーバでは、惨 事 復 旧 情 報 の生

成 時 に、フィルタされていな いマシン関 連 の最 新 バックアップ

セッシ ョンのみが追 跡 されます。デフォルト の場 合 、フィルタを

使 用 してマシンをバックアップすると、フィルタされたバックアップ

セッシ ョンは、システムの復 旧 時 に、惨 事 復 旧 処 理 に使 用 さ

れません。このオプションを有 効 にすると、デフォルト の動 作 が

変 更 され、システムの復 旧 時 に、フィルタされたバックアップ

セッシ ョンを惨 事 復 旧 処 理 に使 用 することができます。

重 要 ：特 に、システム ボリュームの場 合 、このオプションを有 効

にすることは非 常 に危 険 です。システム ファイルが失 われ、完

全 には復 旧 できな くな る可 能 性 があります。

このオプションは、デフォルト で無 効 にな っています。このオプ

ションを有 効 にすると、ジョブ単 位 でオプションが適 用 されま

す。ジョブに複 数 のマシンのバックアップが含 まれている場 合 、

これらのオプションはすべてのマシンに適 用 されます。
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M ic ro so ft SQ L Se rve r のバックアップ オプショ

ン

M icro so ft SQL Se rve r に対 しては、A rcse rve Ba cku p は以 下 のグ

ローバル オプションをサポート します。

スケジュールされたジョブ方 式 またはローテーション フェーズを

M icro so ft SQ L Se rve r データベースに適 用 しな いでください。こ

れによって、バックアップ マネージャの［スケジュール］タブで指

定 されたバックアップ方 式 を除 外 することができます。このオプ

ションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p は以 下 のように動 作 しま

す。

A rcse rve Ba cku p は、ジョブに指 定 されたカスタム スケ

ジュール、ローテーション、および G FS ローテーション方 式

を無 視 します。

データベース レベル バックアップおよびグローバル バック

アップ オプションのロジックで、［スケジュール］タブで指 定 さ

れたバックアップ方 式 が必 要 な 場 合 にのみ、A rcse rve
Ba cku p は［スケジュール］タブで指 定 されたバックアップ方

式 をフル バックアップに変 換 します。

注 ：M icro so ft SQL Se rve r データベースのバックアップとリスト ア

の詳 細 については、「 A gent for M icrosoft SQ L ユーザ ガイド 」を

参 照 してください。
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N T F S データ デデュプリケーション

このオプションでは、最 適 化 されたフル バックアップを実 行 します。

NTFS データ デデュプリケーションが有 効 な ボリュームに対 してのみ

行 うことができます。このオプションは、W in d ow s Se rve r 2012 を実

行 しているコンピュータでのみ使 用 できます。

デフォルト 値 ：有 効

注 ：NTFS データ デデュプリケーションの詳 細 については、「NTFS デ

デュプリケーションの動 作 」または M icro so ft W in d ow s
Deve lo pm en t C en te r の W eb サイト を参 照 してください。
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P o in t-in -T im e リスト ア オプション

A rcse rve Ba cku p では、合 成 バックアップ セッシ ョン内 に保 存 され

るデータからの Po in t-in -T im e リスト アを実 行 することができます。

注 ：このオプションを表 示 するには、［バックアップ マネージャ］の

［開 始 ］タブで［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］オプションを有 効 に

します。詳 細 については、「合 成 フル バックアップの合 成 スケ

ジュールの指 定 」を参 照 してください。

P IT ( P o in t in T im e ) リスト アを有 効 にする -- このオプションを指

定 すると、A rcse rve Ba cku p では、Po in t-in -T im e 増 分 バックアッ

プをすべての日 単 位 バックアップにおいて実 行 しますが、フル

バックアップがスケジュールされている日 を除 きます。A rcse rve
Ba cku p ファイル システム エージェント に適 用 されるすべてのス

ケジュール ジョブに対 して Po in t-in -T im e リスト ア オプションを指

定 できます。

このオプションが指 定 されたジョブについては、アクティビティ ログの

［バックアップ方 式 ］、および［セッシ ョン単 位 ］ウィンド ウの［セッシ ョ

ン方 式 ］として、［Po in t-in -T im e 増 分 ］が表 示 されます。ただし、

［バックアップ マネージャ］ウィンド ウでは、［バックアップ方 式 ］が増

分 として表 示 されます。

重 要 ：［Po in t-in -T im e リスト アを有 効 にする］オプションは合 成 フ

ル バックアップ ジ ョブのみに適 用 されます。
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A rc se rve U D P /D 2 D セッシ ョンのファイル シス

テム カタログ

［A rcse rve U D P / D 2 D セッシ ョンのファイル システム カタログ］オプ

ションは、デフォルト で有 効 化 されています。このオプションを指 定

すると、A rcse rve Ba cku p は A rcse rve UDP/D2D のファイル レベル /
アプリケーション レベル リスト アを有 効 化 します。
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バックアップ マネージ ャの圧 縮 /暗 号 化 オプ

ション

A rcse rve Ba cku p を使 用 すると、バックアップ データの暗 号 化 、圧

縮 、および暗 号 化 して圧 縮 を実 行 できます。

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p では、デデュプリケーション デバイス グループ

上 でのデータの圧 縮 および暗 号 化 をサポート しません。

注 ：詳 細 については、「デデュプリケーションによる圧 縮 および

暗 号 化 」を参 照 してください。

圧 縮 および暗 号 化 のオプションを指 定 した際 に、バックアップ

先 が圧 縮 をサポート していな いド ライブの場 合 は、A rcse rve
Ba cku p はバックアップ データを暗 号 化 しますが、圧 縮 しませ

ん。

以 下 のオプションは、バックアップ ジ ョブおよびステージング バック

アップ ジ ョブのマイグレーション フェーズ中 に、A rcse rve Ba cku p が

バックアップ データを処 理 する方 法 を定 義 します。

セッシ ョン パスワード

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード -- このデータをメディアからリスト ア

するためのセッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 します。

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 する場 合 、以 下 の操 作 を

実 行 するためのパスワード を指 定 する必 要 があります。

暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 が、エー

ジェント またはバックアップ サーバで行 われた場 合 のリスト

ア操 作 。

暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 が、エー

ジェント またはバックアップ サーバで行 われた場 合 の比 較

処 理 。

暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 が、バック

アップ サーバで行 われた場 合 のマージおよびスキャン処

理 ( 暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 がエー

ジェント で行 われた場 合 、マージまたはスキャンするための

パスワード を指 定 する必 要 はありません ) 。

注 ：セッシ ョン /暗 号 化 パスワード はセッシ ョン ヘッダのみを

マージまたはスキャンする場 合 には必 要 ありません。
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セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を A rcse rve B a ck u p データベース

に保 存 する -- パスワード を A rcse rve Ba cku p データベースに保

存 して、パスワード 管 理 を有 効 にするには、このオプションを使

用 します。デフォルト では、このオプションが選 択 されています。

このオプションは、ローカル オプションのパスワード とグローバル

オプションのパスワード の両 方 に使 用 できます。

注 ：［セッシ ョン /暗 号 化 パスワード ］ダイアログ ボックスでは、グ

ローバル オプション パスワード のみ変 更 可 能 です。ジョブ

キューにあるジョブを右 クリックして変 更 します。

パスワード の変 更 を求 める、n 日 後 ( パスワード の指 定 から ) --
パスワード の有 効 日 数 を指 定 します。指 定 した日 数 の 7 日

前 にな ると、パスワード の変 更 を促 すメッセージがアクティビティ

ログに記 録 されます。

例 :

1 月 1 日 に、n を 30 日 に設 定 します。1 月 24 日 に「バックアッ

プ ジ ョブのパスワード の有 効 期 限 が 7 日 後 に切 れます。」とい

うメッセージがアクティビティ ログに表 示 されます。1 月 31 日 に

「バックアップ ジ ョブのパスワード の有 効 期 限 が切 れています。

直 ちに変 更 してください。」というメッセージがアクティビティ ログ

に表 示 されます。

暗 号 化 /圧 縮 方 式

［データの暗 号 化 ］-- このオプションを使 用 してバックアップ

データを暗 号 化 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定 で

きます。

［エージェント で処 理 ］-- 実 際 のバックアップ処 理 の前 に

バックアップ データを暗 号 化 します。このオプションの詳 細

については、「エージェント サーバでのデータの暗 号 化 」を

参 照 してください。

［バックアップ中 にバックアップ サーバで処 理 ］-- バックアッ

プ処 理 中 にバックアップ サーバでバックアップ データを暗

号 化 します。詳 細 については、「バックアップ中 のデータ暗

号 化 」を参 照 してください。

［マイグレーション中 にバックアップ サーバで処 理 ］-- ス
テージング バックアップ ジ ョブのマイグレーション フェーズ中

にバックアップ データを暗 号 化 します。詳 細 については、

「マイグレーション中 のデータ暗 号 化 」を参 照 してください。
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注 ：このオプションは、圧 縮 が有 効 であるかどうかにかか

わらず、クラウド デバイスへのマイグレーション ジ ョブをサブ

ミット するときに有 効 にすることができます。

バックアップ フェーズでデータを暗 号 化 した場 合 、A rcse rve
Ba cku p はステージング バックアップ処 理 のマイグレーション

フェーズでデータを再 度 暗 号 化 しません。

［データの圧 縮 ］-- このオプションを使 用 してバックアップ データ

を圧 縮 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定 できます。

［エージェント で処 理 ］-- エージェント がインスト ールされ、

実 行 されているシステムでバックアップ データを圧 縮 しま

す。

注 ：A rcse rve B a ck u pバックアップ ソ ースが U N IX、O ra cle
R M A N データから構 成 されている場 合 、はエージェント シ

ステムでデータの圧 縮 をサポート しません。

［バックアップ サーバで処 理 ］-- バックアップ処 理 中 に

A rcse rve Ba cku p サーバでバックアップ データを圧 縮 しま

す。このオプションを使 用 すると、バックアップの前 にソ フト

ウェア圧 縮 アルゴリズムを使 用 してファイルを圧 縮 できま

す。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

バックアップ サーバ側 での圧 縮 を有 効 にするには、［バッ

クアップ中 にバックアップ サーバで処 理 ］か［マイグレー

ション中 にバックアップ サーバで処 理 ］のいずれかを指 定

する必 要 があります。

［データの圧 縮 ］オプションおよび［バックアップ サーバで

処 理 ］オプションを指 定 し、［バックアップ中 にバックアップ

サーバで処 理 ］オプションまたは［マイグレーション中 に

バックアップ サーバで処 理 ］オプションを指 定 すると、

A rcse rve Ba cku p ではバックアップ サーバでデータが暗 号

化 される前 に、そのサーバでソ フト ウェア圧 縮 を使 用 し

てデータが圧 縮 されます。

ジョブと関 連 付 けられたスト レージ デバイスがハード ウェ

ア圧 縮 をサポート しな い場 合 、A rcse rve Ba cku p によっ

て［データの圧 縮 ］および［バックアップ サーバで処 理 ］の

設 定 が無 視 されます。
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クラウド デバイスへのジ ョブのマイグレート に

よる暗 号 化 および圧 縮 オプションの指 定

クラウド スト レージにジョブをマイグレート して暗 号 化 および圧 縮

オプションを指 定 する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 き、［オプション］をクリックします。

2 . ［暗 号 化 /圧 縮 ］タブをクリックします。

a . セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を入 力 します。

b . ［データの暗 号 化 ］をオンにし、［マイグレーション中 にバック

アップ サーバで処 理 ］オプションを選 択 します。

c. ［データの圧 縮 ］をオンにし、［バックアップ サーバで処 理 ］オプ

ションを選 択 します。

注 ：クラウド ベース デバイスに対 して圧 縮 が無 効 にな ってい

るとき、［データの圧 縮 ］オプションは無 効 にな ります。

3 . ［OK］をクリックします。

暗 号 化 および圧 縮 オプションが適 用 されます。
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バックアップ マネージ ャのボリューム シャド ウ

コピー サービス オプション

ボリューム シャド ウ コピー サービス ( VSS) を使 用 するためのグロー

バル オプションを指 定 することができます。これらのオプションは、

VSS バックアップのすべてのライタに影 響 しますが、転 送 可 能 な

VSS バックアップには適 用 されません。

注 ： VSS の詳 細 については、「M icrosoft Vo lum e Shadow Copy
Se rv ice ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

［ボリューム シャド ウ コピー サービス］タブの［ファイル システム バッ

クアップ］グループ ボックスでは、ファイル システム バックアップ時 の

A rcse rve Ba cku pによるオープン ファイル処 理 方 法 を指 定 します。

これらのオプションは、ライタにも コンポーネント にも 適 用 されませ

ん。

［V SS を使 用 する］-- A rcse rve Ba cku p に、VSS を使 用 してオー

プン ファイルのバックアップを処 理 するよう指 示 します。

このチェック ボックスがオフの場 合 、オープン ファイルの処 理 には

VSSサポート ではな く、A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s
( 使 用 可 能 な 場 合 ) が使 用 されます。A rcse rve Ba cku p A gen t
fo r Op en File s が使 用 できずに［VSS を使 用 する］も オフの場 合

は、従 来 のバックアップが実 行 されます。ただし、バックアップで

きな いオープン ファイルがある場 合 は、バックアップは完 了 しま

せん。

［V SS 失 敗 時 、標 準 バックアップに戻 る］-- VSS バックアップの

作 成 に失 敗 した場 合 は、A rcse rve Ba cku p で通 常 のバックアッ

プを実 行 するよう指 定 します。

注 ：このオプションを使 用 するには、ソ ース コンピュータへの

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s のインスト ールおよびライ

センス取 得 が必 要 です。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

ソ ース コンピュータに A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en
File s がインスト ールされ、ライセンス取 得 されている場 合

は、このオプションが指 定 されており、かつ VSS バックアップ

が失 敗 したときに、このエージェント を使 用 してオープン

ファイルが処 理 されます。
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ソ ース コンピュータに A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en
File s がインスト ールされていな いか、ライセンスが取 得 さ

れていな い場 合 は、このオプションが指 定 されているかどう

かにかかわらず、従 来 のバックアップ方 式 として VSS バック

アップ処 理 を実 行 します。

［ライタおよびコンポーネント ］グループ ボックスを使 用 すると、

A rcse rve Ba cku pでのライタおよびコンポーネント の処 理 方 法 を指

定 できます。ライタ固 有 のオプションが指 定 されている場 合 を除

き、これらのグローバル オプションはすべてのライタに影 響 します。

ライタ固 有 オプションの設 定 の詳 細 については、「M icrosoft
Vo lum e Shadow Copy Se rv ice ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

［ライタに組 み込 まれたファイルを、ファイル システム バックアッ

プで除 外 する］-- コンポーネント に属 しているファイルを、従 来

のファイル システムのバックアップから除 外 します。このオプショ

ンには以 下 の利 点 があります。

VSS によってすでにバックアップされているファイルのバック

アップを回 避 できます。

従 来 のバックアップから一 部 のファイルが除 外 されるため、

従 来 のバックアップで処 理 されるファイル数 が減 り、処 理

時 間 を短 縮 できます。

グループとして処 理 するファイル ( ライタまたはデータベース

アプリケーションと関 連 付 けられたファイルな ど ) に関 する

問 題 が発 生 しな いので、バックアップの成 功 率 が向 上 し

ます。従 来 のバックアップには、ファイルをまとめて処 理 す

るメカニズムはありません。

［ライタで除 外 されたファイルを、ファイル システム バックアップで

除 外 する］-- コンポーネント によるバックアップから除 外 したファ

イルを、従 来 のファイル システムによるバックアップからも 除 外

します。

アプリケーションに関 連 付 けられているファイルの中 には、バック

アップしてはな らな いファイルがあります ( W in d ow sページ ファイ

ルな ど ) 。各 ライタは、関 連 付 けられているアプリケーションにこ

のような ファイルが存 在 するかどうかを認 識 しています。このオ

プションを選 択 すると、A rcse rve Ba cku pが従 来 のバックアップを

実 行 する際 に、この情 報 を利 用 できます。

［コンポーネント ファイルのバックアップ失 敗 時 、ライタ バックアッ

プを中 止 する］-- いずれかのコンポーネント のバックアップが失

敗 した場 合 は、ライタのバックアップをキャンセルします。コン
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ポーネント のバックアップは、そのコンポーネント に含 まれるファ

イルが 1 つでも 正 常 にバックアップされな かった場 合 に失 敗 し

ます。

このオプションを選 択 すると、バックアップの整 合 性 が保 たれ、

ライタに関 連 付 けられているコンポーネント の数 に関 係 な く、ラ

イタに関 連 付 けられているすべてのファイルがバックアップされて

初 めてバックアップが成 功 したとみな されます。
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バックアップ マネージ ャのバックアップ メディア

オプション

ジョブの環 境 設 定 中 に、バックアップ ジ ョブに使 用 するメディアの

上 書 き /追 加 ルールを指 定 できます。このセクシ ョンでは、バック

アップを実 行 するにあたって最 も 目 的 に合 った方 法 が選 択 できる

よう、上 書 き /追 加 ルールについて説 明 します。

A rcse rve Ba cku p では、単 一 のテープに 20 ,000 までのセッシ ョンを

バックアップでき、101 シーケンスまでの一 連 のスパン テープにバッ

クアップできます。バックアップを計 画 する際 にはこれらの制 限 を

把 握 しておいてください。セッシ ョンが小 さいと、すぐに 20000 セッ

シ ョンに到 達 してしまう可 能 性 があります。バックアップの対 象 とな

るデータが大 量 にあると、各 テープの容 量 次 第 ではすぐに 101
シーケンスを超 えてしまうことも あります。［上 書 き - 同 名 のメディ

ア、ブランク メディアのみ］オプションまたは［上 書 き - 同 名 のメディ

ア、ブランク メディア、その他 のメディア］オプションを選 択 しておけ

ば、シーケンス番 号 が最 大 値 の制 限 に達 したとき、テープへの

データの追 加 が停 止 され、新 しいテープ セット が開 始 されます。

ファイル システム デバイス ( FSD ) の場 合 は、1 つの FSD に最 大

4 ,294 ,967 ,295 セッシ ョンまでバックアップできます。

65 ,535 を超 えるセッシ ョンを含 む FSD に、古 いバージョンの

A rcse rve Ba cku p データベース エージェント やアプリケーション エー

ジェント をバックアップすると、ジョブが失 敗 する可 能 性 がありま

す。したがって、このような デバイスでのジョブの失 敗 を回 避 するた

めには、古 いバージョンの A rcse rve Ba cku p データベース エージェ

ント やアプリケーション エージェント を本 リリースにアップグレード す

る必 要 があります。

最 初 のバックアップ メディア

最 初 のバックアップ メディアとは、バックアップ ジ ョブを開 始 したとき

に使 用 するメディアのことです。これらのオプションは、最 初 のメ

ディアに対 する上 書 きルールを定 めます。

注 ：［スケジュール］タブで［ローテーション スキーマを使 用 ］オプ

ションを選 択 すると、これらのオプションよりローテーションの規 則 が

優 先 されます。

［メディアへの追 加 ］- ジョブ セッシ ョンは、選 択 したメディアの

末 尾 に追 加 されます。
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［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディアのみ］- ド ライブ内

のメディアが、ジョブに使 用 するよう指 定 したテープである場

合 、またはブランク メディアである場 合 にのみ上 書 きします。ど

ちらでも な い場 合 、A rcse rve Ba cku p は特 定 のメディア名 を指

定 するよう要 求 します。

［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディア、その他 のメディ

ア］- ド ライブ内 のどのメディアでも 上 書 きします。このメディア

オプションを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p により、ド ライブ内 の

メディアがジョブ設 定 の際 に指 定 したも のであるかどうかが確 認

されます。指 定 したメディアでな い場 合 、A rcse rve Ba cku p によ

りブランク メディアであるかどうかが確 認 されます。ブランク メ

ディアでも な い場 合 、A rcse rve Ba cku p は、デバイスにセット さ

れているメディアを再 フォーマット し、そのメディアの先 頭 からファ

イルのバックアップを開 始 します。

［初 回 メディアのタイムアウト ］- A rcse rve Ba cku p が、ジョブを

キャンセルまたは別 のメディアを選 択 する前 にメディアに書 き込

みを試 みる時 間 ( 分 ) です。

以 下 の点 に注 意 してください。

デデュプリケーション デバイスは同 名 のメディアへの上 書 きをサ

ポート しません。バックアップ ジ ョブは、［上 書 き - 同 名 メディ

ア、ブランク メディアのみ］または［上 書 き - 同 名 のメディア、ブ

ランク メディア、その他 のメディア］が選 択 されている場 合 で

も 、常 にデデュプリケーション デバイスに追 加 されます。

デデュプリケーション デバイスをフォーマット する場 合 は、

A rcse rve Ba cku p マネージャを使 用 して手 動 でフォーマット しま

す。

［追 加 ］日 数 オプションがカスタム ジョブ オプションとして指 定 さ

れているとき、A rcse rve Ba cku p は指 定 した［最 初 のバックアッ

プ メディア］オプションを無 視 します。

追 加 のバックアップ メディア

複 数 のメディアが必 要 な ジョブに対 して指 定 するオプションで、最

初 以 降 のメディアに対 する上 書 きルールを指 定 します。ジョブが

別 のメディアに継 続 して実 行 される場 合 は、A rcse rve Ba cku pが
使 用 するメディアを指 定 する必 要 があります。

注 ：［スケジュール］タブで［ローテーション スキーマを使 用 ］オプ

ションを選 択 すると、ローテーションの規 則 がこれらのオプションで

上 書 きされます。
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［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディアのみ］- デバイス内

のメディアが同 じメディア名 である場 合 ( ただし メディア ID は異

な る ) 、またはブランク メディアである場 合 のみ、上 書 きしま

す。A rcse rve Ba cku pは、ジョブの最 初 のメディアの名 前 と ID を

記 憶 しています。ジョブに継 続 用 のメディアが必 要 にな ると、

A rcse rve Ba cku p は新 しいメディアが同 じ名 前 ( ただし メディア

ID は異 な る ) か、またはブランク メディアであるかをチェックしま

す。メディア IDが違 っている場 合 、A rcse rve Ba cku pによって最

初 のメディアと同 じ名 前 および IDで、そのメディアが再 フォーマッ

ト されます。シーケンス番 号 が変 更 されます。

注 ：名 前 だけに基 づいてメディアを上 書 きするには、［名 前 の

みを使 用 してメディアを識 別 する］オプションを選 択 します。

［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディア、その他 のメディ

ア］- デバイス内 のどのメディアでも 上 書 きします ( ただし、メディ

ア ID が最 初 のメディアの ID と異 な っている場 合 ) 。同 じ名 前

のメディアではな く、またブランクのメディアでも な い場 合 、

A rcse rve Ba cku p はド ライブにセット されているメディアを再

フォーマット し、その先 頭 からバックアップを開 始 します。これ以

降 のメディアは、すべて最 初 のメディアと同 じ名 前 と ID を使 用

して、再 フォーマット されます。シーケンス番 号 のみが変 更 され

ます。

注 ：名 前 だけに基 づいてメディアを上 書 きするには、［名 前 の

みを使 用 してメディアを識 別 する］オプションを選 択 します。

［追 加 メディアのタイムアウト ］-- A rcse rve Ba cku p は、ここで指

定 した時 間 ( 分 ) 、同 じメディアまたは別 のメディアへのバック

アップ データの書 き込 みを試 行 、またはジョブのキャンセルを待

機 し、時 間 に達 すると処 理 を停 止 します。

名 前 のみを使 用 してメディアを識 別 する

A rcse rve Ba cku pでは、メディアの IDまたはシーケンス番 号 に関 係

な く、［デスティネーション］タブの［メディア］テキスト ボックスで名 前

を指 定 した任 意 のメディアに書 き込 むことができます。このオプショ

ンは、特 定 のメディアで上 書 きジョブを繰 り返 し実 行 し、そのジョブ

について毎 回 同 じメディアが使 用 されるようにする場 合 に役 立 ち

ます。

このオプションが有 効 でな い場 合 、バックアップ ジ ョブが 2 回 目 に

実 行 されたときに、一 部 の識 別 情 報 が変 更 されていて、A rcse rve
Ba cku p が元 のテープを見 つけられな い場 合 があります。しかし、

このオプションを有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p はメディアのその
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他 の識 別 情 報 に関 係 な く、単 純 に［メディア］テキスト ボックスに

指 定 された名 前 を持 つメディアを探 して使 用 します。

注 ：テープ ライブラリ内 の複 数 のメディアが同 じ名 前 を持 つ場

合 、A rcse rve Ba cku p は、指 定 された名 前 と一 致 するデバイス グ

ループ内 の最 初 のメディアを使 用 します。そのため、1 回 だけの上

書 きを実 行 するためにこのオプションを使 用 することはお勧 めしま

せん。
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バックアップ マネージ ャの検 証 オプション

A rcse rve Ba cku pを使 用 すると、データがメディアに正 確 にバック

アップされたかどうかを検 証 できます。データの検 証 は、バックアッ

プ ジ ョブ全 体 についても 、バックアップ ジ ョブの選 択 したド ライブに

ついても 行 うことができます。( ジョブ全 体 に適 用 される ) グローバ

ル検 証 オプションは、ド ライブに対 して選 択 したオプションによって

変 更 されます。A rcse rve Ba cku p検 証 には、以 下 のオプションを使

用 できます。

［な し］-- バックアップは検 証 されません。

［バックアップ メディア内 容 のスキャン］-- バックアップ メディア上

での各 ファイルの固 有 の A rcse rve Ba cku p データ領 域 ( ヘッダ)
がチェックされます。ヘッダが読 み取 り可 能 である場 合 、

A rcse rve Ba cku pはデータを信 頼 できるも のと見 な します。ヘッ

ダの読 み取 りが不 可 能 であれば、アクティビティ ログにこの情

報 が記 録 されます。最 も 迅 速 な 検 証 方 法 です。

［操 作 ］タブの［CRC値 を計 算 してバックアップ メディアに保 存 ］

を選 択 すると、A rcse rve Ba cku pは自 動 的 にCRC検 証 を実 行 し

ます。この方 法 では、メディアにコピーしたデータに値 を割 り当

て、その値 とバックアップしたデータに割 り当 てられた値 とを比

較 します。この方 法 で、バックアップしたデータ パケット を個 別

に識 別 できます。

［バックアップ メディアとディスクの比 較 ］-- バックアップ メディア

からのデータは、ソ ース ファイルに対 して 1 バイト 単 位 で読 み

込 みと比 較 が行 われます。このオプションの実 行 には時 間 が

かかりますが、バックアップ メディア上 のデータとディスク上 の

データが一 致 していることを厳 密 に確 認 できます。A rcse rve
Ba cku p により不 一 致 が検 出 された場 合 には、アクティビティ ロ

グにエラーが記 録 されます。
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バックアップ マネージ ャの再 試 行 オプション

バックアップ ジ ョブでオープン ファイルが検 出 されると、A rcse rve
Ba cku p では、以 下 のオプションが提 供 されます。

オープン ファイル -- A rcse rve Ba cku p がオープン ファイルのバック

アップを試 行 する頻 度 を決 定 します。

即 再 試 行 -- 最 初 の試 行 が失 敗 した後 すぐにファイルを

再 度 バックアップします。ファイルがそれでも 使 用 できな い

場 合 、A rcse rve Ba cku p はその情 報 をアクティビティ ログに

記 録 し、ジョブの結 果 は［未 完 了 ］とな ります。

最 大 再 試 行 回 数 -- ファイルのバックアップを試 行 する回

数 を指 定 します。

再 試 行 間 隔 -- 次 の試 行 まで待 機 する期 間 です。

ファイル共 有 -- ファイルをバックアップする際 に A rcse rve Ba cku p
で他 のアプリケーションとファイルを共 有 する方 法 を指 定 しま

す。

書 き込 み禁 止 モード で失 敗 した場 合 、非 禁 止 モード を

使 用 --( デフォルト ) ファイルを 「書 き込 み禁 止 モード 」にし

ようとします。これが可 能 でな い場 合 ( ファイルがすでに開

いているため ) 、ファイルは「非 禁 止 」モード にな ります。

書 き込 み禁 止 モード で失 敗 した場 合 、ロック モード を使

用 -- ファイルを 「書 き込 み禁 止 モード 」にしようとします。

これが可 能 でな い場 合 ( ファイルがすでに開 いているた

め ) 、フィルは完 全 にロックされます ( どのユーザも ファイルを

開 いたり書 き込 みしたりすることができません ) 。このオプ

ションは、ファイルの最 新 のバージョンが確 実 にバックアップ

またはコピーされるようにします。

［書 き込 み禁 止 モード ］- A rcse rve Ba cku p がファイルを

オープンしている間 、別 のプロセスがそのファイルに書 き込

めな いようにします。A rcse rve Ba cku p より前 にほかのプロ

セスによってファイルがオープンされている場 合 、A rcse rve
Ba cku p はファイルをバックアップしません ( ただし、［オープ

ン ファイルの再 試 行 ］を指 定 している場 合 を除 く ) 。

非 禁 止 モード -- A rcse rve Ba cku p がファイルを開 いている

かどうかに関 係 な く、別 のプロセスによるファイルの読 み取

りまたは書 き込 みを許 可 します。このオプションを使 用 す

ると、バックアップされたファイルは最 新 のバージョンではな
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い可 能 性 がありませんが、ファイルが最 新 の状 態 であるこ

とが保 証 されます。

注 ： 電 子 メールな ど、24 時 間 常 に稼 働 しているアプリケーション

の場 合 は、「非 禁 止 モード 」のいずれかを選 択 することをお勧 めし

ます。他 のプロセスがこれらのプロセスに書 き込 みをしていな い限

り、バックアップまたはコピーは整 合 性 のとれたも のにな ります。す

べてのファイルの最 新 バージョンのみがバックアップされるようにする

には、「書 き込 み禁 止 」または「ロック モード 」オプシ ョンを選 択 す

る必 要 があります。
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バックアップ マネージ ャの操 作 オプション

バックアップの操 作 オプションは、バックアップの実 行 中 または実 行

後 に行 われる動 作 と、データベースに記 録 される情 報 のレベルを

決 定 します。A rcse rve Ba cku p には、以 下 のオプションがあります。

［ジョブ終 了 時 に追 加 する A rcse rve B a ck u p のデータのバックアッ

プ］

以 下 のオプションは、A rcse rve Ba cku p の基 礎 をな すデータベース

について A rcse rve Ba cku p データベースに記 録 される情 報 のレベ

ルを指 定 します。

［A rcse rve B a ck u p データベース］-- このオプションでは、すべて

のバックアップ ジ ョブで、バックアップ マネージャ、ソ ース ディレク

ト リ ツリーから A rcse rve Ba cku p データベースまたはインスタンス

を明 示 的 に選 択 できます。

［カタログ ファイル］-- このオプションでは、バックアップ ジ ョブが

完 了 するときに、関 連 する A rcse rve Ba cku p データベース カタ

ログ ファイルをバックアップできます。

［ジョブ スクリプト ］-- このオプションでは、バックアップ ジ ョブが

完 了 するときに、関 連 するジョブ スクリプト をバックアップできま

す。

［A rcse rve B a ck u p データベース用 SQ L Se rve r 惨 事 復 旧 エレメ

ント ］-- このオプションでは、SQL サーバ データベースの惨 事 復

旧 に必 要 な 要 素 が、ジョブが完 了 後 にバックアップされることを

保 証 します。

操 作 オプション

以 下 のオプションは、バックアップ操 作 にのみ影 響 します。

［ファイル サイズを推 定 しな い］-- デフォルト では、ファイル サイ

ズの推 定 は無 効 化 されています。ファイル サイズの推 定 を有

効 にするには、このオプションを選 択 解 除 します。これによって

ファイルがメディアにバックアップされる前 に、A rcse rve Ba cku p に

よってジョブの所 要 時 間 の推 定 が実 行 されます。

以 下 の点 に注 意 してください。

ファイルの推 定 処 理 がデフォルト で選 択 されることはな くな

りました。
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No ve ll サーバ環 境 で、［グローバル オプション］ダイアログ

ボックスの［操 作 ］タブから［ファイル サイズを推 定 しな い］

を選 択 している場 合 は、バックエンド で表 示 した［ジョブモ

ニタ］ウィンド ウの下 部 にはステータス バーが表 示 されませ

ん。

［C R C 値 を計 算 してバックアップ メディアに保 存 ］-- CRC 値 を

計 算 し、バックアップ メディアに保 存 することで、バックアップ

ジ ョブの実 行 中 に A rcse rve Ba cku p は CRC 検 証 を実 行 できる

ようにな ります。メディアに保 存 されたCRC値 を検 証 で使 用 す

るようA rcse rve Ba cku pに指 示 する方 法 については、バックアッ

プ オプションの［検 証 ］タブを参 照 してください。

［メディアへのバックアップ後 にソ ース ファイルを削 除 ( 使 用 には

注 意 が必 要 ) ］-- この引 数 は、ファイル バックアップの完 了

後 、ハード ディスクからファイルを削 除 します。メディアへのバッ

クアップ後 、ソ ース マシンからソ ース ファイルを削 除 する場 合

に、このオプションを選 択 します。このオプションでは、保 護 され

ていな い指 定 フォルダのファイルのみが削 除 されます。空 のフォ

ルダ自 体 は削 除 されません。

このオプションはディスクのグルーミングを実 行 するために使 用 し

ます。たとえば、バックアップ ジ ョブにフィルタを設 定 して、ある

一 定 の期 間 アクセスのな かったファイルをバックアップした場

合 、その後 このオプションを使 用 してこれらのファイルをソ ース

ディスクから削 除 できます。

以 下 の点 に注 意 してください。

W in d ow s マシンの場 合 、保 護 されているシステム ファイル

および他 のフィルタによってバックアップから除 外 されている

ファイルは削 除 されません。リモート バックアップ ジ ョブ、64
ビット オペレーティング システム ローカル バックアップ ジ ョ

ブ、または W in d ow s Se rve r 2008 ローカル バックアップで

は、W in d ow s C lien t A gen t がファイルをバックアップしま

す。バックアップ後 に、このオプションは指 定 の保 護 されて

いな いフォルダのファイルのみを削 除 します。空 のフォルダ

自 体 は削 除 されません。ただし、ブート ファイルは保 護 さ

れていな いので削 除 できます。

UN IX/Lin u x および M ac マシンの場 合 、バックアップされる

すべてのファイルが削 除 されますが、例 外 は /b in、/e tc、
および / l ib な どの保 護 されているディレクト リ内 のファイル
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です。保 護 されるディレクト リを追 加 指 定 するには、クライ

アント エージェント マシンの gro om .cn t l ファイルに追 加 し

ます。

注 ：最 善 の方 法 としては、［メディアへのバックアップ後 にソ ース

ファイルを削 除 ］を使 用 する場 合 は、［検 証 ］オプションを指 定

します。検 証 オプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p により

ソ ース ファイルとバックアップ データが比 較 されるので、バック

アップ データがソ ース データに一 致 しているかどうかを確 認 でき

ます。詳 細 については、「バックアップ マネージャの検 証 オプショ

ン」を参 照 してください。

［ファイル アクセス日 時 を保 存 する ( W in d o w s ファイル システム

でのみ使 用 ) ］- 前 回 バックアップが行 われた時 のアクセス時

刻 を保 存 するよう A rcse rve Ba cku p に指 示 します。

注 ：ファイルのアクセス時 刻 は、ファイルがアクセス ( 読 み取 りま

たは書 き込 み ) されると常 にオペレーティング システムにより更

新 されます。ただし、比 較 が実 行 されると、すべてのバックアッ

プされたファイルのアクセス時 刻 も 更 新 されます。そのため、ファ

イルが実 際 に ( 比 較 以 外 で ) アクセスされたかどうかを追 跡 した

い場 合 は、元 のアクセス時 刻 を保 存 しておく必 要 があります。

このオプションを選 択 しな い ( ボックスをオフにする ) と、バッ

クアップされるすべてのファイルで、前 回 のファイル アクセス

時 刻 がバックアップ完 了 時 の新 しい値 に更 新 されます。

これはデフォルト の設 定 です。

このオプションを選 択 ( ボックスをオン ) すると、A rcse rve
Ba cku p は、すべてのファイルで、バックアップが実 行 される

前 のファイル アクセス時 刻 を元 の値 として保 持 します。

注 ：UN IX ベースのエージェント の場 合 、このオプションは、ロー

カルで適 用 する必 要 があります。詳 細 については、「UN IX
A gen t のローカル バックアップ オプション」を参 照 してください。

［デデュプリケーション デバイスへのバックアップ用 にアーカイブ

ビット をリセット する］-- このオプションを選 択 すると、最 適 化 を

有 効 にしているカスタム バックアップ ジ ョブにおいて、ジョブに含

まれるすべてのファイルのアーカイブ ビット がジ ョブの完 了 後 にリ

セット されます。最 適 化 では、前 回 のバックアップ ジ ョブ以 降 に

変 更 されたファイルのみを対 象 にデデュプリケーションが実 行 さ

れます。アーカイブ ビット の値 が 1 であればファイルが変 更 され

ていることを示 します。その後 のバックアップ ジ ョブでも 、最 適
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化 の有 効 時 に、変 更 されたファイルのみにデデュプリケーション

が実 行 されるように、このアーカイブ ビット をリセット によって 0
に戻 す必 要 があります。最 適 化 を有 効 にしたジョブでこのオプ

ションを選 択 していな い場 合 、前 回 のバックアップ以 降 に変 更

されていな いファイルがその後 のジョブに含 まれてしまい、パ

フォーマンスの著 しい低 下 を招 くおそれがあります。

デデュプリケーション デバイス データ / U D P R P S データ スト ア

データをバックアップ -- テープへの A rcse rve Ba cku p デデュプリ

ケーション デバイス データまたは UDP RPS データ スト ア データ

を保 護 する場 合 は、このオプションを選 択 します。このオプショ

ンを選 択 した場 合 は、［VSS を使 用 する］オプションを有 効 に

し、［VSS 失 敗 時 、標 準 バックアップに戻 る］オプションを無 効 に

する必 要 があります。両 方 とも ［ボリューム シャド ウ コピー サー

ビス］タブにあります。［VSS を使 用 する］オプションを有 効 にす

る操 作 、および［VSS 失 敗 時 、標 準 バックアップに戻 る］オプ

ションを無 効 にする操 作 を忘 れて行 わな くても 、このオプション

は、バックアップ ジ ョブの実 行 時 にバックアップ ジ ョブにより自 動

的 に有 効 にな ります。

［バックアップ終 了 後 のメディアのイジェクト ］-- 以 下 のいずれか

のオプションを選 択 します。

［デバイスのデフォルト 設 定 を使 用 する］-- ライブラリの環

境 設 定 で選 択 した設 定 を使 用 する場 合 に選 択 します。

［メディアをイジェクト する］-- ジョブの終 了 後 、ド ライブか

らメディアをイジェクト する場 合 に選 択 します。このオプショ

ンを使 用 すると、他 のジョブによってメディアの情 報 に上 書

きされるのを防 ぐことができます。このオプションは、ライブ

ラリの環 境 設 定 で選 択 した設 定 より優 先 されます。

［メディアをイジェクト しな い］-- ジョブの終 了 後 、ド ライブ

からメディアをイジェクト しな い場 合 に選 択 します。このオ

プションは、ライブラリの環 境 設 定 で選 択 した設 定 より優

先 されます。

注 ：ライブラリの環 境 設 定 の詳 細 については、「テープ ラ

イブラリ オプシ ョン ガイド 」を参 照 してください。

［失 敗 ターゲット の再 試 行 ］オプション

［失 敗 ターゲット の再 試 行 ］- バックアップ ジ ョブでバックアップ

に失 敗 したワークステーション、ファイル システム、データベース

な どのバックアップを再 スケジュールします。
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バックアップ ジ ョブに、以 下 のいずれかの再 スケジュール オプ

ションを指 定 できます。

［ジョブの終 了 後 ］

元 のジョブが終 了 してからメークアップ ジ ョブを開 始 するまで

の間 隔 を分 単 位 で指 定 します。

デフォルト ：5 分

最 大 ：1439 分

［時 刻 ］

メークアップを実 行 する時 刻 を指 定 します。

［最 大 数 ］- メークアップ ジ ョブを反 復 する最 大 回 数 を指 定 し

ます。

デフォルト ：1 回

最 大 ：12 回

［失 敗 したターゲット の再 試 行 ］オプションに関 して、以 下 の点

に注 意 してください。

デフォルト では、［失 敗 ターゲット の再 試 行 ］が有 効 で、

「ジ ョブの終 了 後 ］が選 択 され、［最 大 数 ］の値 が 1 に設

定 されています。

ファイル システムのバックアップ - メークアップ ジ ョブを必 要

とするバックアップ ジ ョブがファイル システムをバックアップ

するジョブであり、対 象 のファイル システムが、さまざまな

ボリュームに配 置 されたディレクト リを含 む場 合 、メーク

アップ ジ ョブは、失 敗 したボリュームまたはディレクト リのみ

をバックアップします。正 常 に終 了 したボリュームまたは

ディレクト リのバックアップが含 まれている場 合 、メークアッ

プ ジ ョブでは、ファイル システム全 体 をバックアップしませ

ん。

子 ジョブ - 子 メークアップ ジ ョブ ( メークアップ ジ ョブのメーク

アップ ) は、［ジョブの終 了 後 ］で指 定 された値 に基 づいて

実 行 されます。

M icro so ft SQ L Se rve r バックアップ - メークアップ ジ ョブを必

要 とするバックアップ ジ ョブが M icro so ft SQL Se rve r インス

タンスをバックアップするジョブである場 合 、メークアップ

ジ ョブは、失 敗 したデータベースのみをバックアップします。

正 常 に終 了 したデータベース バックアップが含 まれる場
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合 、メークアップ ジ ョブは、インスタンスの一 部 のみをバック

アップします。

M icro so ft E xch a n ge Se rve r バックアップ - メークアップ ジ ョ

ブを必 要 とするバックアップ ジ ョブが M icro so ft E x ch an ge
Se rve r のデータベース レベルのバックアップを行 うジ ョブで

ある場 合 、メークアップ ジ ョブは、失 敗 したスト レージ グ

ループまたはメールボックス データベースのみをバックアップ

します。正 常 に終 了 したスト レージ グループ バックアップ

が含 まれる場 合 、メークアップ ジ ョブは、データベースの一

部 のみをバックアップします。バックアップ ジ ョブが

( M icro so ft E x ch an ge Se rve rの ) ド キュメント レベルのバック

アップを行 うジ ョブである場 合 、メークアップ ジ ョブは、失

敗 したメールボックス スト アとデータベースのみをバックアッ

プします。選 択 された項 目 が、正 常 に終 了 したメールボッ

クス スト アおよびデータベース バックアップを含 む場 合 、

メークアップ ジ ョブは、一 部 の項 目 のみをバックアップしま

す。

エージェント ベースのバックアップ - メークアップ ジ ョブを必

要 とするバックアップ ジ ョブが、Syb a se、In fo rm ix、Ora cle
な どのエージェント ベースのバックアップを行 うジ ョブである

場 合 、メークアップ ジ ョブは、バックアップ対 象 として指 定

されたすべてのソ ース ( インスタンス、データベース、テーブ

ルな ど ) のバックアップを試 みます。試 行 の 1 つが失 敗 し

て、メークアップ ジ ョブに失 敗 すると、A rcse rve Ba cku p は、

元 のジョブ用 に選 択 されたすべてのソ ースから構 成 される

別 のメークアップ ジ ョブを作 成 し、ステータスを［ホールド ］

としてサブミット します。
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バックアップ マネージ ャのジ ョブ実 行 前 /後 の

処 理 オプション

これらのオプションを使 用 すると、ジョブの実 行 前 または実 行 後 に

コマンド を実 行 できます。

以 下 の一 覧 に、実 行 前 /後 の処 理 オプションを使 用 して実 行 で

きるコマンド を挙 げます。

バックアップ対 象 のデータを保 持 しているアプリケーションを

［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプションを使 用 して停

止 し、バックアップの完 了 後 に［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマ

ンド ］オプションで、そのアプリケーションを再 開 できます。

［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプションを使 用 して、

バックアップ ジ ョブの開 始 前 にディスクの最 適 化 を実 行 できま

す。

［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］オプションを使 用 して、

バックアップ ジ ョブの完 了 後 にディスクからファイルを削 除 できま

す。

ジョブ実 行 前 /後 の処 理 オプションを使 用 する場 合 は、以 下 の動

作 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p は、リモート システム上 の実 行 可 能 ファイル

に対 するコマンド の実 行 をサポート していません。

［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプションの使 用 時 に、

終 了 コード を指 定 すると、［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマン

ド ］オプションの処 理 が終 了 するまで、バックアップ処 理 は開 始

されません。

［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプションの使 用 時 に、

終 了 コード および［ジョブの実 行 をスキップ］オプションを指 定 す

ると、A rcse rve Ba cku p によるバックアップ処 理 はスキップされ、

［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］オプションを指 定 してい

た場 合 、その処 理 は開 始 されません。

［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］オプションは、以 下 の条

件 が存 在 しな い限 り、開 始 されます。

終 了 コード が指 定 され、［処 理 終 了 後 のアプリケーション

の実 行 をスキップ］オプションがオンにな っており、結 果 の

終 了 コード が、指 定 した終 了 コード と一 致 していること。
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バックアップ処 理 の結 果 が、［以 下 の場 合 は、コマンド を

実 行 しな い］オプションで指 定 した値 と一 致 していること。

実 行 前 /後 の処 理 オプションがグローバル オプションとして指 定

されている場 合 は、ジョブの開 始 前 または終 了 後 にコマンド を

実 行 します。実 行 前 /後 の処 理 オプションがノード レベル ( ロー

カル ) オプションとして指 定 されている場 合 は、ノード のバック

アップ前 またはバックアップ後 にコマンド を実 行 します。

たとえば、ユーザがノード A および B で構 成 されるバックアップ

ジ ョブをサブミット し、実 行 前 オプションがグローバル オプション

として指 定 され、実 行 前 オプションがノード B に指 定 されてい

るとすると、ジョブが実 行 される直 前 に、グローバル実 行 前 オ

プションが実 行 されます。ジョブの実 行 中 に、ノード B に対 して

指 定 した［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプションが

ノード B のバックアップ前 に実 行 されます。

［操 作 の開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプション

ジ ョブを開 始 する前 にマシン上 で実 行 するファイルの名 前 およ

びパスを入 力 します。

［終 了 コード ］-- A rcse rve Ba cku p は、他 のプログラムの終 了

コード を検 出 します。特 定 の終 了 コード に対 して以 下 のオプ

ションを指 定 できます。

［ジョブを即 実 行 ］-- 指 定 した終 了 コード が返 された場

合 、ジョブが即 実 行 されます。

［ジョブをスキップ］-- 適 切 な 終 了 コード が検 出 された場

合 、ジョブを実 行 しません。

［処 理 終 了 後 のアプリケーションの実 行 をスキップ］-- 適

切 な コード が検 出 された場 合 、ジョブの後 に実 行 するよう

に指 定 されたコマンド をスキップします。

［ジョブ開 始 までの待 機 時 間 ］-- 該 当 する終 了 コード が検 出 さ

れたときに、A rcse rve Ba cku p がジョブを実 行 するまでに待 機 す

る時 間 ( 分 単 位 ) を指 定 します。

［操 作 の終 了 後 に実 行 するコマンド ］オプション

ジ ョブの実 行 後 にローカル上 で実 行 するファイルのパスと名 前

を入 力 します。

［以 下 の場 合 コマンド を実 行 しな い］オプション

A rcse rve Ba cku p でジョブ実 行 の失 敗 、未 完 了 、または完 了

が検 出 された場 合 に、コマンド を実 行 しな いよう指 定 します。
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注 ：A rcse rve Ba cku pを使 用 してUN IXサーバまたは Lin u xサーバ

を管 理 している場 合 は、このオプションは使 用 できません。

［前 処 理 /後 処 理 を実 行 するユーザ］オプション

ユーザ名 とパスワード は選 択 したホスト サーバのシステムに対

応 します。サーバのシステム権 限 を有 している必 要 がありま

す。

このフィールド に入 力 するユーザ名 とパスワード は、A rcse rve
Ba cku pのユーザ名 およびパスワード とは異 な ります。

例 ：実 行 前 /後 の処 理 コマンド によるジ ョブのサブミット

ユーザがローカル ボリューム C をバックアップするジョブをサブミット

します。ユーザはローカル ボリューム C をバックアップする前 に、

ローカル ボリューム C で ch kd sk .exe を使 用 して、エラーをチェック

および修 正 していと考 えています。ジョブの終 了 後 には、

CA A d vRep o rts .e xe を実 行 し、エラー レポート を生 成 したいとしま

す。

ノード に対 する実 行 前 の処 理 コマンド ：

以 下 のコマンド で、バックアップ ジ ョブの開 始 前 に、ローカル ボ

リューム C 上 のエラーをチェックして修 正 します。

ch kd sk .e xe C : /F ", O n E x it C o d e = 0 , ジョブを即 実 行

ジョブに対 する実 行 後 の処 理 コマンド ：

以 下 のコマンド で、エラー レポート を生 成 して、指 定 の場 所 に

保 存 します。

C A A d vR e p o rts .e xe -re p o rttyp e 5 -m a xS ize 5 -S e rve r D U V D O 0 1 -
o u tfile "C :\P ro g ra m F ile s (x8 6 )\C A \A R C se rve
B a cku p \R e p o rts \B a cku p E rro r R e p o rt_ d a ta .xm l" -P a s tD a ys 1 -
A u to N a m e
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バックアップ マネージ ャのエージ ェント オプ

シ ョン

バックアップ オプションについて、データベースごとに設 定 するか、

バックアップ ジ ョブ内 のすべてのデータベースにデフォルト オプシ ョン

のセット を定 義 するかを選 択 できるようにな りました。エージェント

は、各 データベースに対 してオプションを適 切 に適 用 します。

エージェント オプシ ョン /データベース レベル オプション -- エー

ジェント バックアップ オプションで、選 択 したデータベースにのみ

適 用 されます。グローバル エージェント オプシ ョンを拡 張 した

り、それに優 先 して使 用 されます。データベース レベル オプショ

ンにアクセスするには、データベース オブジェクト を右 クリックし

て表 示 されるショート カット メニューで［エージェント オプシ ョン］

を選 択 します。

グローバル オプション /エージェント オプシ ョン -- これらのオプショ

ンを使 用 すると、選 択 したエージェント タイプのオブジェクト す

べてに対 してデフォルト のジョブ オプションを指 定 できます。グ

ローバル エージェント オプシ ョンは r12 .5 より前 のエージェント の

リリースではサポート されていません。［グローバル オプション］ダ

イアログ ボックスの［エージェント オプシ ョン］からグローバル エー

ジェント オプシ ョンにアクセスします。

グローバル レベルで適 用 されるグローバル エージェント オプシ ョン

では、選 択 したエージェント のすべてのデータベースに対 してデフォ

ルト のジョブ オプションを指 定 できます。データベース レベルで特

定 のオブジェクト に対 して選 択 されたオプションは、グローバル エー

ジェント オプシ ョンとして指 定 した内 容 を拡 張 したり、それに優 先

することにな ります。一 般 に、グローバル レベルで適 用 されたオプ

ションは、［ジョブ スケジューラ］タブで指 定 したオプションを拡 張 し

たり、それに優 先 することにな ります。

1 つの［エージェント オプシ ョン］ダイアログのみからしか利 用 できな

いオプションも あります。このような オプションについては、その旨 が

明 記 されています。

注 ：エージェント は、特 定 のデータベースにデータベース レベルで

指 定 したオプションと、適 切 な グローバル エージェント オプシ ョンを

組 み合 わせます。

以 下 の A rcse rve Ba cku p コンポーネント に対 して、グローバル エー

ジェント オプシ ョンを指 定 できます。
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A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r -- A rcse rve Ba cku p A gen t fo r
M icro so ft SQL Se rve r r12 .5 以 降 でサポート される A gen t fo r
A rcse rve Ba cku p Da tab a se を含 みます。

A gen t fo r V irtu a l M a ch in es -- A rcse rve Ba cku p A gen t fo r
V irtu a l M a ch in es r12 .5 以 降 でサポート されます。

A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge Se rve r -- M icro so ft E x ch an ge
Se rve r のデータベース レベルおよびド キュメント レベルのオプ

ションを含 みます。

上 記 のエージェント を使 用 してジョブをパッケージングする場 合 、

以 下 の動 作 を考 慮 してください。

A rcse rve Ba cku p r12 .5 より前 のリリースの上 記 エージェント で

は、グローバル エージェント オプシ ョンはサポート されていませ

ん。また、上 記 以 外 のエージェント を使 用 して M icro so ft SQL
Se rve r または M icro so ft E x ch an ge Se rve r データベースをバック

アップした場 合 にも 、グローバル エージェント オプシ ョンは無 効

です。

古 いリリースのエージェント を A rcse rve Ba cku p r12 .5 以 降 にアッ

プグレード した場 合 、アップグレード したエージェント は既 存 の

ローカル オプションと、適 合 するすべてのグローバル オプション

の両 方 に対 して有 効 にな り、データベース レベル ( ローカル ) オ
プションとは競 合 しません。

古 いエージェント を使 用 してジョブをパッケージングした場 合 、

ローカル オプションはそのまま保 持 されます。
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A ge n t fo r M ic ro so ft SQ L Se rve r オプション

このセクシ ョンで説 明 するオプションは、M icro so ft SQL Se rve r デー

タベースと A rcse rve Ba cku p データベースを含 んでいるすべての

バックアップにジョブ レベルで影 響 します。

注 ：データベース レベルのエージェント オプシ ョンは、［グローバル

エージェント オプシ ョン］タブで設 定 した内 容 よりも 優 先 されます。
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［バックアップ方 式 ］オプション

［エージェント オプシ ョン］( データベース レベル ) ダイアログ ボックス

および［エージェント オプシ ョン］( グローバル オプション ) ダイアログ

ボックスの両 方 で以 下 のバックアップ方 式 が提 供 されます。

［グローバルまたはローテーション オプションを使 用 する］-- ［グ
ローバルまたはローテーション オプションを使 用 する］はデフォル

ト の設 定 です。

A rcse rve Ba cku p は、M icro so ft SQL Se rve r データベースのバッ

クアップ時 に、ジョブ スケジューラから増 分 および差 分 グローバ

ル バックアップ方 式 を適 用 できます。これにより、ローテーショ

ン スキーマを使 用 して、M icro so ft SQL Se rve r データベースの

差 分 バックアップとト ランザクシ ョン ログのバックアップを実 行 し、

各 データベースの制 限 に基 づいて動 的 に調 整 することができ

ます。

A rcse rve Ba cku p r12 より前 のリリースのエージェント では、ジョブ

スケジューラからグローバル バックアップ方 式 またはローテーショ

ン スキーマ オプションを選 択 すると、ローカル データベース オプ

ションより優 先 して適 用 されます。本 リリースでは、グローバル

バックアップ方 式 またはローテーション スキーマが適 用 されるの

は、データベースのデータベース レベル オプションおよび SQL
Se rve r のグローバル エージェント オプシ ョンで［グローバルまた

はローテーション オプションを使 用 する］を選 択 した場 合 のみで

す。

このオプションを使 用 すると、選 択 したデータベースが、ジョブ

スケジュールのバックアップ方 式 に従 ってバックアップされます。

ジョブ方 式 は、以 下 の論 理 を使 用 して分 類 されます。

フル ジョブ方 式 は、データベースのフル バックアップにな り

ます。

差 分 ジョブ方 式 は、このデータベースでフル バックアップを

行 っていな い限 り、データベースの差 分 バックアップにな り

ます。

増 分 ジョブ方 式 は、データベースがまだフル バックアップさ

れていな い場 合 を除 き、完 全 または一 括 ログ復 旧 モデル

を使 用 しているデータベースではト ランザクシ ョン ログ バッ

クアップ ( 切 り捨 てあり ) を、単 純 復 旧 モデルを使 用 してい

るデータベースでは差 分 バックアップを実 行 します。
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3 つのメイン システム データベース ( m a ste r、m ode l、また

は m sdb ) は、グローバル エージェント オプシ ョンのジョブ方

式 およびバックアップ方 式 の対 象 としては除 外 されます。

このオプションを上 記 のデータベースに対 して選 択 すると、

フル バックアップが実 行 されます。

［フル］-- フル バックアップが実 行 されます。選 択 したデータ

ベース サブセット に含 まれているファイルはすべて、ファイル全

体 がバックアップされます。

［差 分 ］-- 前 回 のフル バックアップ以 降 に変 更 されたデータの

みをバックアップします。たとえば、日 曜 日 の夜 にデータベース

全 体 のバックアップを行 った場 合 、月 曜 日 の夜 に差 分 バック

アップを行 い、月 曜 日 に変 更 されたデータのみをバックアップし

ます。

注 ：グローバル エージェント オプシ ョンで選 択 した場 合 、このオ

プションはシステム データベースでは無 視 されます。これまでに

フル バックアップされたことがな いデータベースでは、［フル］に戻

ります。

［データベースの後 にト ランザクシ ョン ログをバックアップする］--
ト ランザクシ ョン ログのみをバックアップします。このオプション

は、フルおよび一 括 ログ復 旧 モデルを使 用 したデータベースの

みで使 用 できます。単 純 復 旧 モデルを使 用 したデータベース

の場 合 は、［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］

タブで［ト ランザクシ ョン ログ］を選 択 すると、A rcse rve Ba cku p
は差 分 バックアップを実 行 します。

注 ：このオプションをグローバル エージェント オプシ ョンで選 択

した場 合 、システム データベースでは無 視 されます。これまで

にフル バックアップされたことがな いデータベースでは、［フル］に

戻 ります。

［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タブで選 択 した

バックアップ方 式 は、ジョブ スケジューラでジョブに設 定 したグロー

バル バックアップ方 式 またはローテーション フェーズの選 択 より優

先 されます。［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タ

ブを使 用 してバックアップ方 式 を選 択 する場 合 は、以 下 の点 に

注 意 してください。

3 つのシステム データベース ( m a ste r、m ode l、および m sdb )
は、グローバル エージェント オプシ ョンのバックアップ方 式 からは

除 外 されます。
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これまでにフル バックアップされたことがな いデータベースの場

合 、A rcse rve Ba cku p はグローバル エージェント オプシ ョンで設

定 されたバックアップ方 式 を無 視 し、デフォルト でフル バックアッ

プを実 行 します。

単 純 復 旧 モデルを使 用 したデータベースの場 合 、グローバル

エージェント オプシ ョンで［ト ランザクシ ョン ログ］を選 択 すると、

A rcse rve Ba cku p は差 分 バックアップを実 行 します。

データベースに対 して［グローバルまたはローテーション オプションを

使 用 する］以 外 を選 択 した場 合 、それは［グローバル オプション］

の［エージェント オプシ ョン］タブで選 択 した内 容 よりも 優 先 される

ため、データベースの［エージェント バックアップ オプション］( データ

ベース レベル ) ダイアログ ボックスの［グローバル オプションより優

先 させる］オプションの設 定 によってバックアップ方 式 が影 響 を受

けることはありません。
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データベース サブセット

データベース サブセット オプシ ョンを使 用 すると、バックアップする

データベース コンポーネント の種 類 を定 義 できます。このオプショ

ンを使 用 して、データベース全 体 のバックアップまたはデータベース

内 に含 まれる一 部 のファイルやファイル グループのバックアップを

選 択 します。データベースのサイズやパフォーマンスの制 約 により、

データベース全 体 をバックアップできな い場 合 は、特 定 のファイル

やファイル グループのみを選 択 できます。

［データベース サブセット ］オプションは、データベースの［バックアッ

プ方 式 ］で［ト ランザクシ ョン ログ］が選 択 されている場 合 は無 効

にな ります。

重 要 ：以 下 のデータベース サブセット オプシ ョンのうち、［グローバ

ル オプション］ダイアログ ボックスの［エージェント オプシ ョン］タブで

利 用 できるのは、［データベースの後 にト ランザクシ ョン ログをバッ

クアップする］オプションのみです。

［データベース全 体 ］-- データベース全 体 をバックアップします。

［ファイルとファイル グループ］-- 選 択 したファイルをデータベース

にバックアップします。データベースのサイズやパフォーマンス要

件 によっては、データベースのフル バックアップを行 うのが現 実

的 でな い場 合 があります。このような 場 合 は、このオプションで

ファイルまたはファイル グループを選 択 し、バックアップを行 いま

す。このオプションは、フルおよび一 括 ログ復 旧 モデルを使 用 し

たデータベースのみで使 用 できます。

注 ：M icro so ft SQL Se rve r 7 .0 データベースの場 合 、［グローバ

ル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タブで、データベース

サブセット を［ファイルとファイル グループ］に、バックアップ方 式

を［差 分 ］に設 定 すると、A rcse rve Ba cku p はファイルとファイル

グループのフル バックアップを実 行 します。

［データベースの一 部 ］-- プライマリ ファイル グループ、およびそ

の他 の任 意 の読 み取 り /書 き込 みファイル グループがバックアッ

プされます。読 み取 り専 用 データベースの場 合 、プライマリ ファ

イル グループのみがバックアップされます。このオプションを使 用

するには、SQL Se rve r 2005 以 降 のバージョンが必 要 です。

［データベースの後 にト ランザクシ ョン ログをバックアップする］--
データベース、データベースの一 部 、または選 択 した一 連 の

データ ファイルがバックアップされた後 で、ト ランザクシ ョン ログが
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バックアップされます。これにより、同 じジョブで、フルまたは差

分 バックアップ、およびト ランザクシ ョン ログ バックアップを実 行

できます。このオプションは、フルおよび一 括 ログ復 旧 モデルを

使 用 するデータベースに対 してのみ利 用 できます。グローバル

エージェント オプシ ョンで設 定 されても 単 純 復 旧 モデルを使 用

するデータベースでは無 視 されます。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タブでこのオ

プションを選 択 し、ジョブ スケジューラを使 用 して増 分 バックアッ

プを指 定 した場 合 、A rcse rve Ba cku p は、データベースでト ラン

ザクシ ョン ログのバックアップを 1 回 だけ実 行 します。このとき、

増 分 バックアップのデフォルト の動 作 ( ト ランザクシ ョン ログを切

り捨 て ) ではな く、グローバル エージェント オプシ ョンで選 択 され

た［ログ切 り捨 てオプション］が使 用 されます。

データベース レベルのエージェント オプシ ョンでこのオプションを

選 択 し、データベース レベルのバックアップ方 式 を［グローバル

またはローテーション オプションを使 用 する］に指 定 し、グローバ

ル エージェント オプシ ョンのバックアップ方 式 を［ト ランザクシ ョン

ログ］に設 定 した場 合 、A rcse rve Ba cku p は、データベースでト ラ

ンザクシ ョン ログ バックアップを 1 回 だけ実 行 します。このとき、

データベース レベルで設 定 された［ログ切 り捨 てオプション］を使

用 します。

［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タブでこのオ

プションを選 択 し、データベース レベル オプションで［ト ランザク

シ ョン ログ］を選 択 した場 合 、データベースでは、このオプション

および付 随 する［ログ切 り捨 てオプション］のグローバル設 定 は

無 視 されます。
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ログ切 り捨 てオプション

［ログ切 り捨 てオプション］は、［データベース レベル］ダイアログ ボッ

クスの［エージェント オプシ ョン］タブおよび［グローバル オプション］

ダイアログ ボックスの［エージェント オプシ ョン］タブで使 用 できま

す。

［バックアップ後 に、アクティブでな いエント リをト ランザクシ ョン ロ

グから削 除 する］--( 切 り捨 て ) ト ランザクシ ョン ログ ファイルを

切 り捨 て、バックアップに含 まれるエント リを削 除 し、ファイルの

スペースを再 利 用 します。デフォルト では、このオプションが選

択 されています。

［バックアップ後 に、アクティブでな いエント リをト ランザクシ ョン ロ

グから削 除 しな い］--( 切 り捨 てな し ) バックアップ後 、バックアッ

プしたログ エント リをそのまま維 持 します。これらのエント リは、

次 回 のト ランザクシ ョン ログのバックアップに含 まれます。

［ログの末 尾 をバックアップし、データベースは復 元 中 の状 態 に

する］-- ( 回 復 な し ) ログがバックアップされ、データベースは復

元 中 のままにな ります。このオプションは、M icro so ft SQL Se rve r
2000 以 降 で使 用 できます。リスト アまたは回 復 に先 立 って、

前 回 のバックアップ以 降 のアクティビティをキャプチャし、データ

ベースをオフラインにするには、このオプションを使 用 します。

ログ切 り捨 てオプションは、バックアップ方 式 として［ト ランザク

シ ョン ログ］を選 択 している場 合 、または［データベースの後 に

ト ランザクシ ョン ログをバックアップする］をオンにしている場 合 に

のみ利 用 できます。

重 要 ：A rcse rve データベースのバックアップの際 に、ログ切 り捨

てオプションの［ログの末 尾 をバックアップし、データベースは復

元 中 の状 態 にする］を使 用 しな いでください。このオプションを

使 用 してバックアップを実 行 すると、データベースがオフラインの

状 態 にな り、リスト アを行 い、データベースをオンラインに戻 す

ための A rcse rve データベースのバックアップを検 索 できな くな り

ます。このオプションを使 用 して、A rcse rve データベースのバック

アップを実 行 する場 合 、A rcse rve データベース回 復 ウィザード

を使 用 して A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 し、オンライン

に戻 すことができます。

［ログ切 り捨 てオプション］は、［データベース レベル］ダイアログ ボッ

クスの［エージェント オプシ ョン］タブの［グローバル オプションより優

先 させる］設 定 の影 響 を受 けません。［ト ランザクシ ョン ログ］また
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は［データベースの後 にト ランザクシ ョン ログをバックアップする］が

選 択 されているデータベースでは、データベースの［ログ切 り捨 てオ

プション］が使 用 されます。
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データベースの整 合 性 チェック ( D B C C ) オプ

ション

データベースの整 合 性 チェック ( DBCC ) では、データベースの物 理

的 および論 理 的 な 整 合 性 がテスト されます。DBCC には、以 下 の

オプションがあります。

［バックアップ前 ］-- データベースのバックアップ前 に DBCC を行

います。

［バックアップ後 ］-- データベースのバックアップ後 に DBCC を行

います。

［D B C C が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 する］-- バックアッ

プ前 の DBCC でエラーが報 告 されても 、データベースのバック

アップを実 行 します。

［インデックスをチェックしな い］-- ユーザ定 義 のテーブル用 イン

デックスをチェックせずに、DBCC を行 います。

注 ：システム テーブルのインデックスは、このオプションの選 択

に関 係 な くチェックされます。

［データベースの物 理 的 な 整 合 性 のみをチェックする］-- 破 損

ページおよび一 般 的 な ハード ウェア障 害 を検 出 しますが、デー

タベース スキーマの規 則 に違 反 するデータの検 証 は行 いませ

ん。ただし、ページとレコード ヘッダの物 理 構 造 の整 合 性 、お

よびページのオブジェクト ID とインデックス ID 間 の整 合 性 の

チェックは行 われます。このオプションは、M icro so ft SQL Se rve r
2000 以 降 で使 用 できます。SQL Se rve r 7 .0 のデータベースで

は、このオプションを［グローバル エージェント オプシ ョン］タブか

ら選 択 した場 合 は無 視 されます。

DBCC 中 に生 成 されたすべてのエラー メッセージは、A gen t fo r
M icro so ft SQL Se rve r のログ ファイル sq lp a gw .lo g に記 録 されま

す。このログ ファイルはバックアップ エージェント のディレクト リに格

納 されています。

例 ：DBCC オプションの仕 組 み

以 下 の例 は、DBCC オプションが［エージェント バックアップ オプショ

ン］ダイアログ ボックスの［グローバル オプションより優 先 させる］と

の組 み合 わせで、どのように動 作 するのかを示 しています。
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［グローバル オプションより優 先 させる］を指 定 した場 合 、デー

タベース レベルで選 択 する DBCC オプションが、適 用 される唯

一 の DBCC オプションにな ります。

［グローバル オプションより優 先 させる］を指 定 しな かった場

合 、データベースに対 して指 定 したすべての DBCC オプションと

グローバル オプションで選 択 したすべての DBCC オプションが共

に適 用 されます。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスの［エージェント オプシ ョ

ン］タブで、以 下 のデータベースの整 合 性 チェック オプションを指 定

します。

バックアップ後

インデックスをチェックしな い

［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスで、［グ

ローバル オプションより優 先 させる］を選 択 せず、以 下 のデータ

ベースの整 合 性 チェック オプションを指 定 します。

バックアップ前

DBCC が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 する

注 ：［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスを開 く

には、バックアップ マネージャを開 いて［ソ ース］タブをクリックし、

A rcse rve Ba cku p サーバを参 照 して展 開 します。A rcse rve Ba cku p
データベースを右 クリックして、コンテキスト メニューから［エージェン

ト オプシ ョン］を選 択 します。

バックアップ ジ ョブをサブミット すると、A rcse rve Ba cku p によって、

指 定 した DBCC オプションが論 理 的 な 順 序 で適 用 されます。つま

り、バックアップを開 始 する前 に、DBCC を実 行 します。DBCC が失

敗 した場 合 でも 、バックアップを実 行 します。バックアップの完 了

後 は、インデックスをチェックしません。
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その他 のオプション

［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タブでは、以 下

の追 加 オプションを指 定 できます。

［SQ L Se rve r によって生 成 されたチェックサムを含 める］-
M icro so ft SQL Se rve r からのエラー確 認 情 報 を含 めます。この

情 報 を使 用 して、バックアップされたデータの整 合 性 をリスト ア

の際 に検 証 できます。このオプションは、SQL Se rve r 2005 また

はそれ以 降 で利 用 でき、SQL Se rve r 7 .0 または 2000 のデータ

ベースの［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョン］タブ

で設 定 した場 合 は無 視 されます。

［SQ L Se rve r によるバックアップ圧 縮 ］-- このオプションは SQL
Se rve r 2014 ( En te rp rise ) 以 降 のバージョンにのみ適 用 しま

す。このオプションを有 効 にすると、SQL Se rve r データベース

バックアップ圧 縮 設 定 を使 用 するように A rcse rve Ba cku p に指

示 し、より少 な いセッシ ョン数 での速 いバックアップが可 能 にな

ります。

ローカルの［エージェント オプシ ョン］ダイアログ ボックスから、［グ

ローバル オプションより優 先 させる］を選 択 できます。この設 定 で

は、このジョブで選 択 したデータベースにのみ適 用 されるバックアッ

プ方 式 とデータベースの整 合 性 チェックを選 択 できます。
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A ge n t fo r V irtu a l M a c h in e s オプション

以 下 のオプションは、お使 いの環 境 にある VM のすべてのバック

アップにジョブ レベルで影 響 を与 えます。

バックアップ モード オプション

以 下 のオプションによって、バックアップに使 用 するバックアップ

方 式 を決 定 します。

ファイル モード -- ファイルとディレクト リを個 別 に保 護 します。

ファイル モード バックアップを使 用 すると、以 下 のタスクを実

行 できます。

VM に含 まれるファイル レベルの単 位 でファイルとディレ

クト リをバックアップする。

フル バックアップ、増 分 バックアップ、および差 分 バック

アップを実 行 する。

ファイル レベルの単 位 でデータをリスト アする。

マルチ スト リーミング オプションを使 用 して複 数 のデータ

スト リームを同 時 に処 理 する。

［フィルタ］オプションを使 用 してデータをフィルタする。

注 ：フル VM のファイル レベルのバックアップを実 行 するのに

必 要 な 時 間 は、同 じボリュームの raw ( フル VM ) レベルの

バックアップに必 要 な 時 間 よりも 長 くな ります。

ra w モード -- 惨 事 復 旧 に備 えてシステム全 体 を保 護 しま

す。raw モード バックアップを使 用 すると、以 下 のタスクを実

行 できます。

フル VM イメージのみのフル バックアップを実 行 する。

マルチ スト リーミング オプションを使 用 して複 数 のデータ

スト リームを同 時 に処 理 する。

注 ：raw モード では、ファイル レベルの単 位 でリスト アするこ

と、または raw ( フル VM ) データをフィルタすることはできませ

ん。raw モード ( フル VM ) に適 用 されているフィルタは実 行

時 に無 視 されます。

混 在 モード -- 混 在 モード はデフォルト のバックアップ モード で

す。混 在 モード を使 用 すると、以 下 のタスクを実 行 できま

す。
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フル VM ( raw ) モード での週 単 位 のフル バックアップと

ファイル モード での日 単 位 の増 分 および差 分 バックアッ

プで構 成 される G FS およびローテーション バックアップ

ジ ョブを 1 つのバックアップ ジ ョブとして実 行 する。

注 ：ローテーションおよび G FS ローテーション ジ ョブは、1 つの

バックアップ ジ ョブでありな がら、日 単 位 の保 護 ( ファイル レ

ベルのバックアップ ) と惨 事 復 旧 保 護 ( raw、フル VM バック

アップ ) を提 供 するバックアップ データが含 まれている点 で便

利 です。

ファイル レベル リスト アを許 可 する -- raw モード の効 率 性 で

データをバックアップし、ファイル レベルの単 位 でデータをリス

ト アします。raw ( フル VM ) バックアップから細 かいファイル レ

ベル リスト アを実 行 するには、VM 上 で A rcse rve Ba cku p
サーバ名 を指 定 する必 要 があります。詳 細 については、

「 A rcse rve Ba cku p サーバ名 の指 定 」を参 照 してください。

［ファイル レベル リスト アを許 可 する］を使 用 すると、以 下 の

タスクを実 行 できます。

raw モード ( フル VM ) のバックアップ データを、ファイル レ

ベルの単 位 でリスト アする。

混 在 モード のバックアップ データを、ファイル レベルの単

位 でリスト アする。

［ファイル レベル リスト アを許 可 する］オプションを使 用 する

と、A rcse rve Ba cku p は以 下 のような 動 作 をします。

［ファイル レベル リスト アを許 可 する］オプションは、カスタム

バックアップ、ローテーション バックアップ、G FS ローテーション

( フル、増 分 、および差 分 バックアップから構 成 される ) な ど、

すべての種 類 のバックアップで使 用 できます。フル バックアッ

プは raw ( フル VM ) モード で取 り込 まれ、増 分 および差 分

バックアップはファイルレベルのバックアップ モード で取 り込 ま

れます。［ファイル レベル リスト アを許 可 する］を指 定 しな

かった場 合 は、ファイル レベルのモード で取 り込 まれた増 分

および差 分 バックアップのみが、A rcse rve Ba cku p によってリス

ト アされます。raw モード で取 得 されたフル バックアップは、

ここでのリスト アには含 められません。

V M w a re V M のト ランスポート モード オプション

以 下 のオプションによって、VMwa re 仮 想 マシンのバックアップに

使 用 するト ランスポート 方 式 を決 定 します。
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動 的 -- ( デフォルト ) このオプションでは、使 用 可 能 な ト ランス

ポート モード が VMwa re V irtu a l D isk Deve lo pm en t Kit ( VDDK)
によって選 択 されます。

SA N -- ( Sto ra ge A rea N etwo rk) このオプションでは、ファイバ チャ

ネル通 信 を使 用 して、SAN に接 続 されたプロキシ システムから

スト レージ デバイスにバックアップ データを転 送 できます。

H O T A D D -- このオプションでは、SC SI ディスクで設 定 された仮 想

マシンをバックアップできます。

N B D SSL -- ( N e two rk B lo ck Dev ice Secu re So cke ts La ye r) このオ

プションでは、通 信 に N FC ( N e two rk F ile C o p y) プロト コルを使

用 します。NBDSSL は TC P/ IP 通 信 ネット ワークを使 用 して、暗

号 化 されたデータを転 送 します。

N B D -- ( N e two rk B lo ck Dev ice。別 名 、LA N ト ランスポート モー

ド ) このオプションでは、通 信 に N FC ( N e two rk F ile C o p y) プロト

コルを使 用 します。各 種 の VDDK および VCB 操 作 は、NBD を

使 用 するときに、各 ESX/ESXi Se rve r ホスト でアクセスする仮 想

ディスクごとに 1 つの接 続 を使 用 します。

注 ：指 定 されたト ランスポート モード が使 用 可 能 でな い場 合 、ト

ランスポート モード はデフォルト の［動 的 ］オプションに戻 ります。

V M w a re V M の増 分 /差 分 バックアップ オプション

A rcse rve Ba cku p が VMwa re VM の増 分 および差 分 バックアッ

プ データをバックアップ プロキシ システムに転 送 するときに使

用 する通 信 方 式 を指 定 できます。

V D D K を使 用 する -- A rcse rve Ba cku p は、VMwa re V irtu a l D isk
Deve lo pm en t Kit を使 用 して、増 分 および差 分 バックアップ

データをバックアップ プロキシ システムに転 送 します。ネット ワー

クの負 荷 を軽 減 する場 合 に、このオプションを使 用 します。

注 ：［VDDK を使 用 する］はデフォルト 設 定 です。

C lie n t A ge n t fo r W in d o w s を使 用 する -- A rcse rve Ba cku p は、

C lien t A gen t fo r W in d ow s 通 信 を使 用 して、増 分 および差 分

バックアップ データをバックアップ プロキシ システムに転 送 しま

す。このオプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p はご使 用 の

ネット ワーク経 由 でデータを転 送 します。
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A ge n t fo r M ic ro so ft E x c h a n ge Se rve r オプ

ション

グローバル エージェント オプシ ョンは、データベース レベルおよびド

キュメント レベルで使 用 可 能 です。

データベース レベル オプション

バックアップ方 式 ：

［グローバル スケジュールされた、カスタムまたはローテーション

バックアップ方 式 を使 用 する］- このオプションはデフォルト で有

効 にな っています。［バックアップ方 式 ］オプションをアクティブに

する場 合 は、このオプションをオフにします。このオプションを有

効 にした場 合 、ジョブの設 定 時 に、バックアップ マネージャの

［スケジュール］タブでバックアップ方 式 を指 定 する必 要 があり

ます。これは、バックアップ対 象 として選 択 されたすべてのデー

タベースに適 用 されます。

［フル バックアップ］- このオプションはデータベース全 体 をバック

アップします。

［コピー バックアップ］- このオプションも データベース全 体 をバッ

クアップしますが、ログ ファイルはパージしません。

［増 分 バックアップ］- このオプションは、バックアップ方 式 にかか

わらず、前 回 のバックアップ後 に発 生 した変 更 のみをバックアッ

プします。

［差 分 バックアップ］- このオプションは、前 回 のフル バックアップ

後 に発 生 した変 更 のみをバックアップします。

メールボックス データベースのバックアップ ソ ース：

E xch a n ge Se rve r オプション

Exch an ge Se rve r データベースのバックアップでは、レプリカまたはア

クティブな データベースからバックアップできます。このレプリカは、

Exch an ge Se rve r データベースのコピー優 先 順 位 に基 づいて選 択

されます。

［レプリカからバックアップする］- これはデフォルト の設 定 で、

［データベース可 用 性 グループ オプション］がアクティブにな りま

す。レプリカからのバックアップを選 択 した場 合 、［利 用 可 能 な

正 常 な レプリカがな い場 合 、アクティブ データベースからバック
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アップする］オプションを有 効 にできます。

データベース可 用 性 グループ オプション :

最 初 を優 先 する

最 後 を優 先 する

アクティブ データベースからバックアップする

ド キュメント レベル オプション

［グローバル スケジュールされた、カスタムまたはローテーション

バックアップ方 式 を使 用 する］- このオプションはデフォルト で有

効 にな っています。［バックアップ方 式 ］オプションをアクティブに

する場 合 は、このオプションをオフにします。このオプションを有

効 にした場 合 、ジョブの設 定 時 に、バックアップ マネージャの

［スケジュール］タブでバックアップ方 式 を指 定 する必 要 があり

ます。これは、バックアップ対 象 として選 択 されたすべてのデー

タベースに適 用 されます。

［フル バックアップ］- このオプションはデータベース全 体 をバック

アップします。

［増 分 バックアップ］- このオプションは、バックアップ方 式 にかか

わらず、前 回 のバックアップ後 に発 生 した変 更 のみをバックアッ

プします。

［差 分 バックアップ］- このオプションは、前 回 のフル バックアップ

後 に発 生 した変 更 のみをバックアップします。

［日 付 単 位 のバックアップ］- 指 定 した日 付 より前 または指 定

した日 付 以 降 のメールボックスの内 容 をバックアップしたり、ジョ

ブが実 行 される何 日 間 前 のデータをバックアップするかを指 定

できます。また［バックアップ後 にド キュメント をパージする］オプ

ションを有 効 にすると、ド キュメント がバックアップ後 に削 除 され

ます。
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グローバル バックアップ オプシ ョン

バックアップ マネージ ャのジ ョブ ログ オプショ

ン

ログ オプションでは、アクティビティ ログに記 録 される情 報 の詳 細

レベルを指 定 できます。ログ オプションは、［バックアップ］、［リスト

ア］、［比 較 ］、［メディア検 証 とスキャン］、［コピー］、［カウント ］、

［パージ］ウィンド ウで設 定 できます。A rcse rve Ba cku pは、以 下 の

ログ オプションを提 供 します。

［全 アクティビティ］-- ジョブの実 行 中 に発 生 するすべてのアク

ティビティがジョブ ログに記 録 されます。

注 ：［全 アクティビティ］を指 定 すると、A rcse rve Ba cku p によっ

て、Jo b Lo g_< Jo b ID>_< Jo b N am e> .Lo g という名 のログ ファイル

が作 成 されます。このログ ファイルに、ジョブに関 する詳 細 な ロ

グ情 報 が表 示 されます。A rcse rve Ba cku p では、以 下 のディレ

クト リにログ ファイルが保 存 されます。

C \P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \L O G

［サマリのみ］-- ジョブのサマリ情 報 ( ソ ース、デスティネーショ

ン、セッシ ョン番 号 、ファイルの総 数 な ど ) およびエラーが記 録 さ

れます。

［ログ停 止 ］-- このジョブに関 する情 報 をジョブ ログに記 録 しま

せん。
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A rc se rve B a c ku p によってバックアップされな

いファイルとオブジ ェクト

A rcse rve Ba cku p は、バックアップ ジ ョブの処 理 時 に、以 下 のファイ

ルをバックアップしません。

DOS システム ファイル

以 下 の W in d ow s ファイル：

386SPA RT .PA R

386SPA RT .TM P

SPA RT .PA R

W IN 386 .SW P

Dou b leSp a ce ファイル ( あらゆる拡 張 子 の DBLSPA C E )

D riveSp a ce ファイル ( あらゆる拡 張 子 の DriveSp a ce )

Sta cke r ファイル ( STA CVOL.DSK)

B T rieve d e lta ファイル

以 下 の W in 32System ファイル

PAG EFILE .SY S

N ETLOGON .CHG

N TU SER .DA T .LOG

CPL.C FG

EA DA TA .SF

以 下 の A rcse rve Ba cku p ファイル：

RDS.BA K

RDS.LOG

以 下 のレジスト リ キー

\\H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S Y S T E M \C L O N E

\\H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \H A R D W A R E

\\H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S Y S T E M \C u rre n tC o n tro lS e t\C o n tro l\B a cku p R e s to re \-
F ile sN o tT o B a cku p ( および指 定 されているすべてのファイル )

上 記 のレジスト リ キーは、 A rcse rve U n ive rsa l A gen t によって

管 理 されます。A rcse rve U n ive rsa l A gen t サービスは、ローカル
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システム アカウント で実 行 されます。その結 果 、A rcse rve
Ba cku p は F ile sN o tTo Ba cku p で指 定 されたファイルを W in d ow s
の A dm in is tra to r アカウント でバックアップします。W in d ow s の

A dm in is tra to r アカウント で指 定 したファイルをバックアップしな

い場 合 は、それらのファイルを上 記 のレジスト リ キーで明 示 的

に除 外 する必 要 があります。または、 A rcse rve U n ive rsa l
A gen t サービスを特 定 の W in d ow s の A dm in is tra to r アカウント

として実 行 するように変 更 することも できます。A rcse rve
U n ive rsa l A gen t サービスを特 定 の W in d ow s A dm in is tra to r ア

カウント で実 行 できるようにするには、以 下 の手 順 を実 行 しま

す。

1 . ［コント ロール パネル］の［管 理 ツール］- ［サービス］

を選 択 します。

2 . ［サービス］リスト で A rcse rve U n ive rsa l A gen t サービ

スをクリックします。

3 . ［操 作 ］- ［停 止 ］をクリックして稼 働 中 のサービスを

停 止 します。

4 . CA A rcse rve U n ive rsa l A gen t サービスを右 クリックし

て、［プロパティ］を選 択 します。

5 . ［プロパティ］ダイアログ ボックスの［ログ オン］タブで

［アカウント ］をクリックし、適 切 な 認 証 情 報 を入 力 し

ます。

6 . ［OK］をクリックします。

7 . A rcse rve U n ive rsa l A gen t サービスを再 起 動 します。

* .A LT および * .LOG の拡 張 子 を持 つファイルが以 下 のレジスト

リ キーにリスト されているパスに存 在 します。

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S Y S T E M \C u rre n tC o n tro lS e t\C o n tro l\h ive lis t

クラスタ インスト ール ディレクト リ ファイル (普 通 は

W INN T\clu ste r フォルダ)、拡 張 子 のな いファイル、拡 張 子 が

* .LOG のファイル

\R EC YC LER フォルダ

\Do cum en t an d Se tt in gs\A dm in is tra to r\Lo ca l Se tt in gs\Tem p
フォルダ

%system ro o t% \Tem p ( フォルダ内 のすべてのファイルおよびサブ

フォルダ)
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ファイル システム デバイスのフォルダ

データベース エージェント がインスト ールされている場 合 、エー

ジェント でバックアップされたすべてのファイルはスキップされま

す。

A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リ内 のデータベース フォルダ

は、通 常 のファイル バックアップ処 理 中 はスキップされます。
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バックアップ時 のデータベース ファイルのス

キップまたは組 み込 み

A rcse rve Ba cku p r12 から、特 定 のデータベース ファイルをバック

アップ ジ ョブの実 行 時 に組 み込 んだりスキップしたりするのに使 用

するレジスト リ キーが 2 つにな りました。これらのキーの使 用 は、

利 用 しているデータベース エージェント の種 類 によって決 まりま

す。

Sk ip D SA File s レジスト リ キー

以 下 のエージェント が Sk ip DSA File s レジスト リ キーを使 用 します。

A gen t fo r O ra cle、A gen t fo r SA P R /3 ( r12 .1 および前 のバー

ジョン )

* .d b f

コント ロール* .*

Red * .lo g

A rc* .001

A gen t fo r Dom in o

* .n s f

* .n t f

M a il.b o x

A gen t fo r Syb a se

マスタ デバイスの物 理 ファイル

マスタ デバイス以 外 の物 理 ファイル

ミラー デバイスの物 理 ファイル

A gen t fo r In fo rm ix

* .000

Sk ip D SA File s レジスト リ キーを使 用 する方 法

1 . エージェント バックアップを実 行 する場 合 ：

HKEY_LOCA L_M ACHIN E \SOFTW ARE\C om pu te rA sso cia te s\CA
A RC se rve Ba cku p \C lien tA gen t\Pa ram ete rs

2 . レジスト リ キーを次 のように設 定 します。値 の名 前 ：Sk ip DSA File s

第 3章 : データのバックアップ 291



A rc se rve Bac kup によってバックアップされな いファイルとオブジ ェクト

タイプ：DW ORD

値 ：バックアップする場 合 は「 0」、スキップする場 合 は「 1」

B a ck u p D B File s レジスト リ キー

以 下 のエージェント が Ba cku pDBFile s レジスト リ キーを使 用 しま

す。

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

オンライン データベースの一 部 であるデータおよびト ランザクシ ョ

ン ログ ファイルのリスト は、ファイル バックアップの開 始 時 に

M icro so ft SQL Se rve r から取 得 されます。通 常 は以 下 のファイ

ルが含 まれますが、他 のファイルも 含 まれる場 合 があります。

* .ld f

* .m d f

* .n d f

d is tm d l.m d f、d is tm d l.ld f、m ssq lsystem reso u rce .m d f、
m ssq lsystem reso u rce .ld f は除 きます。これらのファイルはスキッ

プできません。また、SQL Se rve r インスタンスがシャット ダウンさ

れた場 合 は、データベース ファイルはスキップされません。

Exch an ge データベース レベル エージェント /E x ch an ge ド キュメン

ト レベル エージェント

* .ch k

* .ログ

Res1 .lo g

Res2 .lo g

* .ed b

* .s tm

A gen t fo r O ra cle ( r12 .5 以 降 )

* .d b f

コント ロール* .*

Red * .lo g

A rc* .001

B a ck u p D B File s レジスト リ キーを使 用 する方 法
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1 . エージェント バックアップを実 行 する場 合 ：

HKEY_LOCA L_M ACHIN E \SOFTW ARE\C om pu te rA sso cia te s\CA
A RC se rveBa cku p \C lien tA gen t\Pa ram ete rs

2 . レジスト リ キーを次 のように設 定 します。値 の名 前 ：

Ba cku pDBFile s

タイプ：DW ORD

値 ：スキップする場 合 は「 0」 ( デフォルト ) 、バックアップする場 合

は「 1」
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A rc se rve B a c ku p による、リモート コンピュー

タにあるオープン ファイルの管 理 の有 効 化

ご使 用 のコンピュータのいずれかにA rcse rve Ba cku p A gen t fo r
Op en File s ( O FA ) をインスト ールすると、バックアップ マネージャから

OFAエンジンを設 定 できます。

A rcse rve B a ck u p でリモート コンピュータにあるオープン ファイルを

管 理 できるようにする方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ［ソ ース］ディレクト リ ツリーから、リモート 管 理 するシステムを選 択

します。

3 . このサーバに BAOF エンジンがインスト ールされている場 合 は、コン

ピュータを右 クリックして以 下 のメニュー項 目 を選 択 するか、ウィン

ド ウの右 下 隅 にある［追 加 情 報 ］ペインで各 項 目 をクリックしま

す。

［O p e n File A ge n t の設 定 ］- BAOF 環 境 設 定 画 面 が表 示 さ

れます。ここから、選 択 したコンピュータに BAOF のさまざまな

設 定 ができます。

注 ：［一 般 ］、［ファイル /グループ］、および［クライアント ］オプ

ションの詳 細 については、「 A gent for O pen File s ユーザ ガイ

ド 」を参 照 してください。

［O p e n File A ge n t ステータスの表 示 ］-- A gen t fo r Op en File s
の［ステータス］画 面 が表 示 されます。ここでは、BAOF が選

択 したコンピュータ上 で現 在 処 理 中 の、ファイルおよびファイ

ル グループを表 示 します。

［O p e n File A ge n t ログ ファイルの表 示 ］-- ［ログ ファイル

ビューア］画 面 が表 示 されます。ここでは、選 択 したコン

ピュータのログ ファイルを表 示 します。

4 . ［OK］をクリックします。

オープン ファイルの設 定 が正 常 に適 用 されます。
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マルチプレキシ ング ジ ョブ オプシ ョン

マルチプレキシング ジ ョブ オプション

マルチプレキシング ジョブをサブミット するには、バックアップ マネー

ジャの［デスティネーション］タブで、マルチプレキシング機 能 を有 効

にする必 要 があります。また、以 下 の任 意 の項 目 を選 択 できま

す。

マルチプレキシング メディア ( マルチプレキシング メディアは、横

に青 丸 の付 いた「M 」という文 字 で表 示 されます )

ブランク メディア

メディア プール

注 ： W ORM メディアが含 まれたテープ ライブラリにマルチプレキシ

ング ジョブをサブミット するには、仮 想 ライブラリ オプシ ョンを使 用

して、このテープ ライブラリを W ORM メディアが含 まれるグループと

含 まれな いグループに分 割 する必 要 があります。これにより、

W ORM メディアが含 まれな い方 のグループにマルチプレキシング

ジョブをサブミット できるようにな ります。仮 想 ライブラリ オプシ ョンの

詳 細 については、「仮 想 ライブラリの設 定 」を参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

仮 想 ライブラリの設 定
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マルチプレキシング オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p では、マルチプレキシングを使 用 してバックアップ

データを処 理 できます。詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p での

マルチスト リーミングによるバックアップ データの処 理 方 法 」を参 照

してください。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

マルチプレキシングを持 つバックアップ ジ ョブが子 ジョブを生 成 した

場 合 、生 成 された実 際 のスト リーム数 がジョブに指 定 したスト リー

ム数 を超 えることはありません。ただし、1 つのジョブが複 数 の子

ジョブを生 成 し、マルチプレキシングの最 大 スト リーム数 のオプショ

ンで指 定 された値 が 1 の場 合 は、子 ジョブは、1 つの継 続 スト

リームで作 成 およびバックアップされます ( デフォルト の最 大 スト

リーム数 は 4) 。

マルチプレキシング オプションを指 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 き、［デスティネーション］タ

ブを選 択 します。

注 ：ジョブがステージング バックアップである場 合 は、［ステージン

グの場 所 ］タブをクリックします。

2 . マルチプレキシングを使 用 するには、［マルチプレキシング］チェック

ボックスをオンにします。

3 . スト リームの最 大 数 を指 定 します。

［スト リームの最 大 数 ］オプションは、1 つのメディアに同 時 に書 き

込 めるスト リームの最 大 数 を定 義 します。

デフォルト ：4

範 囲 ：1 ～ 32
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ジ ョブ ステータス マネージ ャがマルチプレキ

シング ジ ョブをモニタする方 法

マルチプレキシング ジョブをサブミット した後 で、ジョブ ステータス マ

ネージャを使 用 して、ジョブをモニタすることができます。ジョブ

キューでは、マルチプレキシング ジョブは親 ジョブに関 連 する子 ジョ

ブのステータスがわかるように階 層 別 で表 示 されます。

子 ジョブを参 照 するには、ジョブ ステータス マネージャを開 き、

［ジョブ キュー］タブを選 択 して、以 下 の画 面 のように親 ジョブをダ

ブルクリックします。

親 ジョブをダブルクリックすると、以 下 の画 面 に示 されているように

［ジョブ モニタ］画 面 に子 ジョブが表 示 されます。

また、親 ジョブのステータスは、最 も 重 大 度 の高 い子 ジョブのス

テータスとな ります。たとえば、子 ジョブ 1 が正 常 に実 行 され、子

ジョブ 2 が未 完 了 であり、子 ジョブ 3 が失 敗 した場 合 、親 ジョブの

ステータスは失 敗 のステータスを示 します。
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マルチプレキシング データの整 合 性 の検 証

マルチプレキシング ジョブの完 了 後 にデータの整 合 性 を検 証 する

場 合 は、メディア検 証 とスキャン ユーティリティを使 用 して、CRC 検

証 付 きのファイルのスキャン グローバル オプションを有 効 にして、ス

キャン メディア ジ ョブを実 行 します。

詳 細 については、「 メディア検 証 とスキャン ユーティリティ」を参 照 し

てください。
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M ic ro so ft E x c h a n ge バックアップ ジ ョブでの

マルチプレキシングの使 用

マルチプレキシングを使 用 する場 合 に A rcse rve Ba cku p が

Exch an ge データをバックアップする方 法 を制 御 するには、以 下 の

レジスト リ キーを使 用 します。同 じサーバ上 の Exch an ge スト レー

ジ グループまたはメールボックス データベースは、1 つのサブジョブ

を使 用 して順 次 バックアップするか、または同 時 にバックアップする

ことができます。このレジスト リ値 は、マルチプレキシング ジョブを

実 行 するバックアップ サーバ上 に設 定 する必 要 があります。

注 ：A rcse rve Ba cku p の前 のバージョンでは、マルチプレキシングが

有 効 な 場 合 、同 じサーバ上 のスト レージ グループはすべて同 時

にバックアップされました。

レジスト リ キー

S in g le S tre a m E xch a n g e A g e n t

ロケーション

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S o ftw a re \C o m p u te r A sso c ia te s \A rcse rve
B a cku p \B a se \ta sk \b a cku p

値

0 ( デフォルト ) ：A rcse rve Ba cku p のスト レージ グループ レベル

でマルチプレキシング ジョブが実 行 されます。

1：A rcse rve Ba cku p の Exch an ge サーバ レベルでマルチプレキ

シング ジョブが実 行 されます。その場 合 、すべてのスト レージ グ

ループが 1 つのサブジョブで順 次 バックアップされます。
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マルチ スト リーミング オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p では、マルチスト リーミングを使 用 してバックアップ

ジ ョブを処 理 できます。詳 細 については、「マルチスト リーミング プ

ロセスによるデータのバック アップ方 法 」を参 照 してください。

マルチ スト リーミング オプションを指 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 き、［デスティネーション］タ

ブを選 択 します。

2 . ［マルチスト リーミング］チェック ボックスをオンにします。

3 . 使 用 する最 大 スト リーム数 を指 定 します。デフォルト のスト リーム

数 は 4 です。En te rp rise M od u le をインスト ールしていれば、サ

ポート される範 囲 は 2～ 32 です。

注 ：マルチ スト リーミングを持 つバックアップ ジ ョブが子 ジョブを生

成 した場 合 、生 成 された実 際 のスト リーム数 は、ジョブに指 定 し

たスト リーム数 を超 えることがありません。ただし、ジョブが子 ジョブ

を生 成 し、使 用 するスト リームの数 が指 定 されていな い場 合 、連

続 した 1 つのスト リームで子 ジョブが作 成 されバックアップされま

す。
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ノード 全 体 のバックアップ

A rcse rve Ba cku p では、指 定 したノード のすべてのファイル システ

ムとデータベースをバックアップできるため、ノード 全 体 をバックアッ

プすることが可 能 です。ノード 全 体 をバックアップする利 点 は、以

下 のとおりです。

A rcse rve Ba cku p では、バックアップ マネージャのディレクト リ ツ

リーで 1 回 クリックするだけで、選 択 したノード とそのすべての内

容 をバックアップすることができます。ノード を指 定 した場 合

は、A rcse rve Ba cku p によって、そのディレクト リ ツリーに含 まれ

るすべてのファイル システム、データベース、およびド ライブが

バックアップされます。

ノード 全 体 に対 して、単 一 のバックアップ ジ ョブを作 成 すること

ができます。単 一 のノード で、いくつかの、または多 くのバック

アップ ジ ョブをト ラッキングすることは、困 難 で、時 間 のかかるタ

スクとな る場 合 があります。

あらかじめ設 定 したバックアップ ジ ョブを変 更 することな く、ノー

ド を変 更 することができます。たとえば、ド ライブをノード に追 加

した場 合 にバックアップ ジ ョブを実 行 すると、A rcse rve Ba cku p
によって新 しいド ライブが自 動 的 に検 出 され、ノード 全 体 が

バックアップされます。

注 ：この機 能 は、一 元 化 されたクロス プラット フォーム管 理 をサ

ポート します。
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データベース ファイルを含 むノード 全 体 の

バックアップ

データベース ファイルを含 むノード をバックアップする場 合 、バック

アップ ジ ョブの作 成 時 に、すべてのデータベースにアクセスできる

適 切 な 認 証 を入 力 する必 要 があります。適 切 な 認 証 情 報 に

は、該 当 するデータベースのユーザ名 とパスワード が含 まれます。

バックアップ ジ ョブを実 行 するときは、この認 証 情 報 を指 定 する

必 要 はありません。

A rcse rve Ba cku p では、ノード 全 体 のバックアップ ジ ョブを作 成 す

る際 に、［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックス

を提 供 し、データベース認 証 を簡 単 に行 えるようにします。［セ

キュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスは、ツール

バーの［サブミット ］ボタンをクリックするか、バックアップ マネージャ

ウィンド ウの［ファイル］メニューで［保 存 ］または［名 前 を付 けて保

存 ］を選 択 すると表 示 されます。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスは、以 下

の 2 つの目 的 で使 用 されます。

ノード にあるすべてのデータベース ファイルのリスト を表 示 す

る。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで選

択 したデータベース項 目 のユーザ名 およびパスワード を設 定 ま

たは変 更 する。

データベース ファイルを含 むノード 全 体 のバックアップ方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ［ソ ース］ディレクト リ ツリーから、バックアップするノード を選 択 し、

ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

ノード にデータベース ファイルが含 まれる場 合 は、［セキュリティお

よびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが開 き、そのノード に含

まれるすべてのデータベース、ユーザ名 、およびパスワード のリスト

が表 示 されます。

重 要 ：クライアント エージェント のパスワード セキュリティは、A gen t
fo r Op en File s、VSS W rite r な どの C lien t A gen t fo r W in d ow s での

み使 用 できます。パスワード セキュリティが有 効 に設 定 されてい

て、クライアント エージェント と同 じマシンにデータベース エージェン
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ト 、アプリケーション エージェント 、またはメッセージング エージェン

ト がインスト ールされている場 合 、ノード 全 体 のバックアップはでき

ません。システム セキュリティがデフォルト の設 定 です。プライマリ

サーバまたはスタンド アロン サーバのパスワード セキュリティを有 効

にしている場 合 、ジョブ キューおよびカタログ データベースに対 して

自 動 作 成 されたデータベース保 護 ジョブは失 敗 します。データ

ベース、アプリケーション、またはメッセージング エージェント を実 行

しているマシン上 では、ジョブをサブミット する前 にエージェント の

環 境 設 定 においてパスワード セキュリティを有 効 にしな いでくださ

い。

3 . ユーザ名 またはパスワード を必 要 に応 じて設 定 /変 更 する場 合

は、［セキュリティ］ボタンをクリックします。

適 切 な ユーザ名 とパスワード を入 力 し、［OK］ボタンをクリックしま

す。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスには、該 当 するマシンのバックアッ

プ権 限 を持 つユーザ名 とパスワード を指 定 する必 要 があります。

たとえば、A dm in is tra to r または ro o t な どです。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、23 文 字 を超 えるパスワード でのシス

テムへのログインをサポート していません。ログインしようとしている

システムのパスワード が 23 文 字 を超 える場 合 は、エージェント シ

ステムにおいてパスワード が 23 文 字 以 下 にな るように修 正 する

と、エージェント システムにログインできます。

4 . ［OK］をクリックします。

［サブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。

5 . ジョブに必 要 な フィールド に入 力 して、［OK］をクリックします。

ノード 全 体 を対 象 とするバックアップ ジ ョブがサブミット されます。
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繰 り返 しバックアップ ジ ョブの作 成

繰 り返 しバックアップ ジ ョブによって、ご使 用 の環 境 でシステムを

保 護 する処 理 を自 動 化 できます。ローテーション スキームまたは

カスタム ローテーション スキームを作 成 します。

フル、合 成 フル、増 分 、差 分 、および G FS ( G ran d fa th e r-Fa th e r-
So n ) バックアップを実 行 できます。

以 下 の手 順 は、標 準 バックアップのスケジュールを設 定 する方 法

を示 しています。これには、1 つの Da ta M o ver サーバへのバック

アップが含 まれます。ステージング バックアップの実 行 については、

「ディスク ステージングを使 用 したデータのバックアップ」および

「テープ ステージングを使 用 したデータのバックアップ」を参 照 してく

ださい。

繰 り返 しバックアップ ジ ョブを作 成 する方 法

1 . ［クイック スタート ］メニューから［バックアップ］を選 択 して、バック

アップ マネージャを開 きます。

［バックアップ マネージャ］ウィンド ウが開 き、［スタート ］、［ソ ー

ス］、［スケジュール］、［デスティネーション］の各 タブが表 示 されま

す。

2 . ［スタート ］タブが選 択 されていな い場 合 は、クリックします。

3 . バックアップ ジ ョブの種 類 として［標 準 ］を選 択 します。

4 . ［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

5 . ［ソ ース］タブで、バックアップするファイルを参 照 して選 択 します。

6 . ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

7 . 事 前 定 義 済 みのバックアップ スキーマを使 用 する場 合 は［ロー

テーション スキーマ］を選 択 します。

増 分 、差 分 、またはフル バックアップの 5 日 または 1 週 間 の

スケジュールを選 択 することができます。

ローテーション スキーマを変 更 するには、変 更 する曜 日 を選

択 してから［変 更 ］ボタンをクリックします。

たとえば、土 曜 日 にフル バックアップを実 行 するようにスケ

ジュールを変 更 します。
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必 要 な スケジュール変 更 を行 い、［OK］ボタンをクリックしま

す。

カレンダを使 用 して、選 択 したバックアップ計 画 を確 認 しま

す。［カレンダ表 示 ］タブをクリックして、ローテーション スキー

マのカレンダ表 示 を参 照 します。

また、［例 外 ］タブをクリックして、スケジュールの変 更 および

変 更 の確 認 を行 うことができます。さらに別 の例 外 をスケ

ジュールに設 定 するには、［追 加 ］ボタンをクリックして［例 外 ］

ダイアログ ボックスを表 示 します。［日 付 ］ド ロップダウン リスト

をクリックしてカレンダを表 示 し、変 更 する日 付 を選 択 しま

す。

8 . 必 要 に応 じて、［開 始 日 ］と［実 行 時 間 ］を選 択 します。

( オプション ) G FS( G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ) バックアップを実 行 する

場 合 は、［G FS を有 効 化 ］をクリックします。

注 ：詳 細 については、「G FS ローテーションの使 い方 」を参 照 してく

ださい。

( オプション ) ［日 単 位 バックアップ方 式 ］を指 定 します。このオプ

ションでは、日 次 のバックアップとして、フル、増 分 、または差 分

バックアップを指 定 できます。

( オプション ) データを W ORM ( W rite On ce Read M an y) バックアップ

メディアにバックアップする場 合 は、［W ORM メディアを使 用 ］を指

定 します。

注 ：詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p での W ORM ( W rite
On ce Read M an y) メディアのサポート 」を参 照 してください。

9 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションがディレクト リ ツリーに表 示 されます。

10 . ［デスティネーション］タブで、データのバックアップに使 用 する ( メ
ディア ) グループを指 定 します。

( オプション ) ［使 用 メディア プール］フィールド に、ローテーションに

使 用 するメディア プールの名 前 を入 力 します。

11 . 終 了 したら、ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブを

サブミット します。
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ジ ョブをまたがる重 複 したソースの確 認

G FS バックアップ ジ ョブの繰 り返 しまたはローテーションをサブミット

した場 合 、A rcse rve Ba cku p は、既 存 の繰 り返 しバックアップ ジ ョ

ブの一 部 であるソ ースがな いか確 認 します。重 複 したソ ースが見

つかった場 合 、そのまま処 理 を続 行 するかどうかを確 認 するメッ

セージが表 示 されます。［はい］をクリックすると、ジョブがサブミット

され、A rcse rve Ba cku p は重 複 したソ ースを複 数 回 バックアップし

ます。［いいえ］をクリックすると、バックアップ ジ ョブはサブミット され

ず、重 複 したソ ースを削 除 して再 度 ジョブをサブミット できます。

たとえば、すべての地 域 の営 業 部 門 のサーバと、特 定 地 域 のす

べてのサーバ用 に 2 つのカスタム ソ ース グループを作 成 したとしま

す。また、毎 週 金 曜 にすべての営 業 部 門 のサーバをバックアップ

するジョブと、毎 週 金 曜 に特 定 地 域 のすべてのサーバをバックアッ

プする 2 つの繰 り返 しバックアップ ジ ョブを作 成 したとします。営

業 部 門 のサーバの一 部 は両 方 のバックアップ ジ ョブに含 まれま

す。2 番 目 のジョブをサブミット する際 、営 業 部 門 のサーバは 2 つ

のバックアップ ジ ョブに含 まれ、2 番 目 のジョブを作 成 するかどうか

を尋 ねるメッセージが A rcse rve Ba cku p によって表 示 されます。

［はい］をクリックすると、営 業 部 門 のサーバは 2 回 バックアップさ

れます。［いいえ］をクリックすると、ジョブはサブミット されず、［ソ ー

ス］タブが表 示 され、2 番 目 のジョブから営 業 部 門 のサーバを除

外 し、再 度 サブミット することができます。
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リモート サーバのバックアップ

リモート サーバをバックアップする前 に、使 用 しているサーバ上 に

A rcse rve Ba cku p をインスト ールして起 動 しておく必 要 があります。

また、適 切 な エージェント ( この場 合 は C lien t A gen t fo r
W in d ow s) を、対 象 とな るリモート サーバにインスト ールする必 要

があります。

リモート サーバをバックアップする方 法

注 ：以 下 のシナリオでは、W in d ow s Se rve r が動 作 しているサーバ

のバックアップ方 法 を説 明 します。

1 . バックアップ マネージャで W in d ow s システム オブジェクト を選 択 し

ます。右 クリックし、コンテキスト メニューから［マシン /オブジェクト の

追 加 ］を選 択 します。

［エージェント の追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

注 ：または、「 ノード の追 加 /インポート /エクスポート 」方 式 を使 用

してサーバを追 加 できます。詳 細 については、「ユーザ インター

フェースを使 用 したノード の追 加 、インポート 、エクスポート 」を参

照 してください。

2 . ［ホスト 名 ］フィールド にリモート サーバのホスト 名 を入 力 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p サーバ名 と A rcse rve Ba cku p ド メイン名 は、

15 バイト 以 内 である必 要 があります。合 計 15 バイト の名 前 は、

およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。

［コンピュータ名 の解 決 を使 用 ］チェック ボックスをオンにするか、コ

ンピュータの IP アド レスを指 定 します。［追 加 ］ボタンをクリックして

バックアップするリモート サーバを追 加 し、［閉 じる］をクリックしま

す。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、複 数 のサーバのバックアップを 1 つの

ジョブとして処 理 できます。この場 合 、A rcse rve Ba cku p によって、
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各 サーバのバックアップ ジ ョブが1つのジョブとしてジ ョブ キューに自

動 的 にサブミット され、複 数 のサーバが連 続 してバックアップされ

ます。または、［スケジュール］タブを選 択 し、各 ジョブを実 行 する

時 間 を指 定 して、A rcse rve Ba cku p が各 マシンのバックアップを個

別 のジョブとして実 行 するようにすることも 可 能 です。

3 . リモート マシンを選 択 し、マシンの左 の + をクリックしてツリーを展

開 します。［セキュリティ］ダイアログ ボックスが表 示 され、セキュリ

ティ情 報 の入 力 が要 求 されます。

ユーザ名 とパスワード を入 力 します。これらの情 報 は、マシンのブ

ラウズやバックアップを実 行 する権 限 があることを証 明 するために

入 力 する必 要 があります。［OK］をクリックします。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、23 文 字 を超 えるパスワード でのシス

テムへのログインをサポート していません。ログインしようとしている

システムのパスワード が 23 文 字 を超 える場 合 は、エージェント シ

ステムにおいてパスワード が 23 文 字 以 下 にな るように修 正 する

と、エージェント システムにログインできます。

4 . 追 加 する各 マシンに対 して、手 順 1 ～ 3 を繰 り返 します。

5 . バックアップの対 象 とな る各 マシンのソ ースとデスティネーションを

選 択 します。

［サブミット ］ボタンをクリックしてバックアップ ジ ョブをサブミット する

前 に A le rt を設 定 すると、ジョブ実 行 後 に通 知 を受 信 できます。
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静 的 バックアップ ジ ョブのサブミット

［静 的 バックアップを有 効 にする］オプションを使 用 すると、ソ ース

グループおよびコンピュータのスケジュールされたバックアップをサブ

ミット し、ソ ース ボリュームの静 的 な セット を保 持 することができま

す。静 的 バックアップでは、フル 、増 分 、差 分 の各 バックアップか

ら構 成 されるステージングとデデュプリケーションのバックアップをサ

ブミット できます。

静 的 バックアップは、ジョブをサブミット したときに指 定 されたソ ース

グループまたはコンピュータの直 下 にあるオブジェクト のみに影 響 し

ます。これ以 降 のバックアップには、バックアップをサブミット した後

にソ ース グループまたはコンピュータに追 加 されたオブジェクト およ

びボリュームは含 まれません。A rcse rve Ba cku p では、オリジナル

ソ ース ボリュームを動 的 にバックアップします。これ以 降 に実 行 す

るジョブには、オリジナル ソ ース ボリューム内 に含 まれているファイ

ルおよびフォルダへの変 更 が含 まれます。

注 ：詳 細 については、「静 的 な ジョブのパッケージ 」および「動 的 な

ジョブのパッケージ 」を参 照 してください。

静 的 バックアップ ジ ョブをサブミット する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

バックアップ タイプが表 示 されます。

2 . 標 準 バックアップを選 択 します。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

4 . ド ロップダウン リスト から［クラシック ビュー］を選 択 します。

5 . バックアップするコンピュータを参 照 します。

a . コンピュータ名 の横 のチェック ボックスをクリックします。

b . コンピュータを右 クリックし、コンテキスト メニューで［静 的 バッ

クアップを有 効 にする］をクリックします。
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以 下 に示 すように、静 的 バックアップ オプションがコンピュータに適

用 されます。

注 ：このオプションを無 効 にするまで、静 的 バックアップ オプション

は指 定 したコンピュータに継 続 して適 用 されます。静 的 バックアッ

プを無 効 にするには、この手 順 を繰 り返 します。

6 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

7 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループ ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

8 . バックアップ データの保 存 に使 用 するグループを指 定 します。
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スト レージ グループが適 用 されます。

9 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

10 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル バックアップ オプション」を参 照

してください。

11 . ［OK］をクリックします。

バックアップ オプションが適 用 されます。

12 . ( オプション ) コンピュータのコンテンツを展 開 します。

コンピュータに含 まれるド ライブまたはボリュームを選 択 します。

指 定 のド ライブまたはボリュームにオプションを適 用 するには、前 の

2 つの手 順 を繰 り返 します。

( オプション ) コンピュータのすべてのド ライブまたはボリュームに対 し

て、この手 順 を繰 り返 します。

13 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

14 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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バックアップ ステージ ング方 式

A rcse rve Ba cku p では、ステージング領 域 へデータをバックアップ

し、そのデータを最 終 的 な デスティネーション ( 通 常 はテープ ) へマ

イグレート ( またはコピー ) する方 法 が 2 つ提 供 されています。

ディスク ステージング方 式 は、ディスクをステージング領 域 とし

て使 用 し、一 般 的 に「 Ba cku p to D isk to Tap e」 ( D2D2T ) と呼 ば

れます。

テープ ステージング方 式 は、テープ ライブラリまたは仮 想 テー

プ ライブラリをステージング領 域 として使 用 し、一 般 的 に

「 Ba cku p to Tap e to Tap e」 ( D2T2T ) と呼 ばれます。

各 ステージング方 式 には、バックアップ処 理 時 に A rcse rve Ba cku p
の動 作 を制 御 する特 定 のオプションがあります。
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B a c ku p to D isk to T a p e の動 作

Ba cku p to D isk to Tap e とは、データを一 時 記 憶 場 所 ( ステージン

グ エリア ) にバックアップし、その後 、選 択 したポリシー オプションに

基 づいて、最 終 コピー先 ( テープまたはディスク ) にマイグレート ( コ
ピー ) するか、指 定 時 間 経 過 した後 にステージング エリアからパー

ジしてデータを保 護 する方 式 です。必 要 な 場 合 、A rcse rve
Ba cku p ではステージング領 域 からデータを直 接 リスト アできます。

Ba cku p to D isk to Tap e ( B2D2T ) は 2 段 階 のバックアップ処 理 で

す。

バックアップ プロセス -- A rcse rve Ba cku p によって、ソ ースからス

テージング場 所 にデータがバックアップされます。ステージング

場 所 とは、ファイル システム デバイス ( FSD ) です。

コピー プロセス -- A rcse rve Ba cku p によって、バックアップ データ

がステージング場 所 から最 終 デスティネーション メディアにコ

ピーまたはマイグレート されます。最 終 デスティネーションは、一

般 的 にはテープ メディアですが、別 の FSD を指 定 することも で

きます。
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注 ：ディスク ステージング場 所 から最 終 的 な デスティネーションに

データをバックアップする際 に、ダブル テープ コピーを実 行 できま

す。ダブル テープ コピーでは、2 つのデスティネーションにデータを

同 時 にマイグレート ( コピー ) できます。この機 能 を使 用 すると、デ

スティネーションへの書 き込 みが並 行 して行 われるため時 間 が節

約 されます。

デバイスの 1 つが使 用 不 可 能 にな っても マイグレーション ジ ョブを

続 行 できるように、タイムアウト 値 を設 定 して、追 加 のバックアップ

メディアが別 のデバイスでマイグレーション ジ ョブを続 行 できるよう

にすることができます。タイムアウト 値 を設 定 しな い場 合 、最 初 の

バックアップ メディア タイムアウト が完 了 すると、データ マイグレー

ション ジ ョブは失 敗 します。タイムアウト 値 設 定 の詳 細 について

は、「バックアップ のバックアップ メディア オプション」を参 照 してくだ

さい。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、マルチ スト リーミングを使 用 して、最

大 32 個 のデータ スト リームを転 送 することができます。複 数 のス

ト リームを使 用 してデータをバックアップし、3 つ以 上 のバックアップ

データ スト リームを転 送 するには、A rcse rve Ba cku p En te rp rise
M od u le のライセンスを登 録 する必 要 があります。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

テープ ステージングを使 用 したバックアップ データの管 理 方

法

ディスク ステージング機 能
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ステージングを使 用 したバックアップ データの管 理 方 法

ディスク ステージング ローテーションの無 効 化

ディスク ステージング バックアップを実 行 するように A rcse rve
Ba cku p を設 定 する方 法

ディスク ステージングを使 用 したデータのバックアップ

ステージング ローテーション スキームの修 正

データ マイグレーションの一 時 停 止

ディスク ステージング ローテーションの無 効 化

ステージングの無 効 化

データベースの障 害 時 のステージングされたデータの管 理 方

法

ディスク容 量 を再 利 用 する方 法
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テープ ステージ ングを使 用 したバックアップ

データの管 理 方 法

以 下 のリスト では、ステージングを使 用 したバックアップ データの

管 理 方 法 について説 明 します。

ディスク ステージングを使 用 すると、一 時 ステージング領 域 とし

て使 用 するファイル システム デバイス ( FSD ) にデータをバック

アップできます。ステージング ジョブでは、バックアップ ジ ョブを、

同 時 に実 行 される複 数 のサブジョブに分 割 できます。ディスク

ステージングでは、同 時 スト リーミングを使 用 して複 数 のデータ

スト リームを FSD に送 信 できます。複 数 の異 な るスト リームに

データが分 割 されるので、同 時 スト リーミングを使 用 したバック

アップ ジ ョブは通 常 のバックアップ ジ ョブよりも かな り短 い時 間

で完 了 できます。

その後 、FSD から最 終 スト レージ メディア ( ディスクまたはテー

プ ) にデータをマイグレート ( コピー ) できます。この結 果 、靴 磨

き効 果 ( テープの開 始 、停 止 、入 れ替 え ) を最 小 限 に抑 え、

テープ ド ライブの寿 命 と効 率 を引 き上 げることで、テープ ド ラ

イブのスト リーミングを維 持 できます。バックアップ イメージが

FSD 上 にある場 合 、FSD から直 接 データをリスト アできます。一

般 に、ディスクからデータをリスト アするのはテープからリスト ア

するより速 いため、リスト ア時 間 は大 幅 に短 縮 されました ( テー

プ ロード および検 索 待 ち時 間 による遅 延 はありません ) 。

注 ：ディスク ステージング場 所 から最 終 的 な デスティネーション

にデータをバックアップする際 に、ダブル テープ コピーを実 行 で

きます。ダブル テープ コピーでは、2 つのデスティネーションに

データを同 時 にマイグレート ( コピー ) できます。この機 能 では、

デスティネーションへの書 き込 みが並 行 して行 われるため時 間

が節 約 されます。この機 能 を使 用 するには、ご使 用 の環 境 で

ディスク ステージング デバイスを設 定 する必 要 があります。詳

細 については、「デバイス環 境 設 定 」を参 照 してください。

デバイスの 1 つが使 用 不 可 能 にな っても マイグレーション ジ ョブ

を続 行 できるように、タイムアウト 値 を設 定 して、追 加 のバック

アップ メディアが別 のデバイスでマイグレーション ジ ョブを続 行

できるようにすることができます。タイムアウト 値 を設 定 しな い

場 合 、最 初 のバックアップ メディア タイムアウト が完 了 すると、

データ マイグレーション ジ ョブは失 敗 します。タイムアウト 値 設
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定 の詳 細 については、「バックアップ のバックアップ メディア オプ

ション」を参 照 してください。

FSD へのバックアップ プロセスを実 行 中 、FSD がいっぱいにな っ

たり、指 定 した最 大 しきい値 に達 した場 合 、A rcse rve Ba cku p
でメークアップ ジ ョブを作 成 できます。メークアップジ ョブでは、

ステージング バックアップ ジ ョブが失 敗 した後 、データを直 接 最

終 デスティネーションにバックアップします。これにより、バック

アップの成 功 率 が向 上 します。また、最 終 デスティネーションへ

のコピー プロセス中 にエラーが発 生 した場 合 、A rcse rve Ba cku p
でメークアップ ジ ョブを作 成 することができます。

注 ：ディスクがいっぱいにな った状 態 では、テープにデータをバッ

クアップするために作 成 されるメークアップ ジ ョブは、常 にブラン

ク テープまたは再 利 用 セット からのメディアを使 おうとします。

既 存 メディアへの追 加 が試 みられることはありません。

バックアップ イメージは、指 定 されたパージ ポリシーに設 定 され

た保 存 期 限 が切 れるまで FSD に保 存 されます。その場 合 、

A rcse rve Ba cku p は FSD からデータを自 動 的 にパージし、バック

アップを続 行 するために必 要 な ディスク空 き容 量 を取 得 しま

す。

ローテーション ジ ョブまたは G FS ローテーション ジ ョブの場 合 、

A rcse rve Ba cku p で特 定 の日 にステージングを無 効 にするポリ

シーを指 定 することができます。この機 能 は、FSD がいっぱいの

場 合 や、メンテナンスがスケジュールされている場 合 、または、

問 題 がある場 合 に役 に立 ちます。

詳 細 情 報 ：

テープ ステージングを使 用 してバックアップ処 理 を管 理 する方 法
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ディスク ステージ ング機 能

バックアップ データを保 存 するためにディスク ステージングを使 用

すると、以 下 の機 能 が使 用 できます。

ファイル システム デバイスの容 量 を管 理 する -- A rcse rve
Ba cku p では、ファイル システム デバイスの最 小 容 量 および最

大 容 量 のしきい値 を指 定 することができます。最 大 しきい値

は、ボリュームの絶 対 値 またはその容 量 の割 合 として表 現 でき

ます。

A rcse rve B a ck u p がディスクの全 容 量 を使 用 しな いようにする --
合 計 ディスク容 量 が最 大 しきい値 を超 えた場 合 、バックアップ

ジ ョブがファイル システム デバイスへの書 き込 みを行 うと、その

ジョブは失 敗 します。

重 要 ：ステージング グループの一 部 であるファイル システム デ

バイス ( FSD ) は、デバイス マネージャ ウィンド ウから該 当 する

ユーティリティを使 用 して、消 去 またはフォーマット することはで

きません。ステージングされたデータを最 終 デスティネーション メ

ディアにマイグレート する前 に誤 って FSD を消 去 またはフォー

マット してしまわな いように、［デバイス マネージャ］ウィンド ウの

［消 去 ］および［フォーマット ］ツールバー ボタンは無 効 にな って

います。FSD を消 去 またはフォーマット したいときは、コマンド ラ

イン ca _d evm gr) を使 用 するか、選 択 した FSD のステージング

オプションを無 効 にします。

全 体 のバックアップ成 功 率 を上 げる -- ステージング ポリシーを

定 義 することによって、最 大 しきい値 を超 過 した場 合 にテープ

に直 接 バックアップするメークアップ ジ ョブを作 成 したり、データ

のマイグレーションに失 敗 した場 合 に保 留 状 態 のメークアップ

ジ ョブを作 成 したりできます。

データ マイグレーションを一 時 停 止 する -- A rcse rve Ba cku p で

は、［データ マイグレーションを一 時 停 止 する］オプションを有

効 にすることにより、FSD から最 終 デスティネーション ( テープ ) へ
のデータ マイグレーションを一 時 停 止 することができます。テー

プ ライブラリのメンテナンスがスケジュールされている場 合 、また

はハード ウェアに問 題 がある場 合 、FSD へのバックアップは継 続

しますが、FSD から最 終 デスティネーションへのマイグレーション

を停 止 することができます。

同 時 スト リーミング -- 同 時 スト リーミングとは、バックアップ ジ ョ

ブを、同 時 に実 行 される複 数 のサブジョブに分 割 する処 理 の
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ことです。ディスク ステージングを使 用 すると、同 時 スト リーミン

グ機 能 を使 用 し、複 数 のデータ スト リームを一 時 ステージング

デバイス ( FSD ) に同 時 に送 信 することができます。複 数 の異 な

るスト リーム ( FSD への同 時 書 き込 み ) に処 理 が分 割 されるの

で、同 時 スト リーミングを使 用 したバックアップ ジ ョブは通 常 の

バックアップ ジ ョブよりも かな り短 い時 間 で完 了 できます。同

時 スト リーミングを使 用 すると、バックアップ ジ ョブを実 行 しな が

らデータのリスト アができます。

Sn a p Lo ck のサポート -- Sn ap Lo ck™ は Netwo rk A p p lia n ce 社 の

技 術 で、消 去 および再 書 き込 み不 可 である W ORM ( W rite
On ce Read M an y) データ保 護 を提 供 します。A rcse rve Ba cku p
では、バックアップ操 作 で Sn ap Lo ck 保 護 を使 用 することができ

ます。Sn ap Lo ck 保 護 を有 効 にしてデータをバックアップすると、

指 定 された保 存 期 間 を過 ぎるまで、バックアップされたデータ

のパージまたは上 書 きができません。このことで、FSD 上 のデー

タがユーザによって削 除 されることを防 ぎ、保 存 期 間 を過 ぎる

までディスクにおける W ORM サポート が可 能 にな ります。

Sn ap Lo ck 保 護 が有 効 とな る保 存 期 間 は、ステージング パー

ジ ポリシーに指 定 された設 定 によって決 まります。

注 ：デバイスは Sn ap Lo ck 技 術 をサポート している必 要 があり

ます。Sn ap Lo ck W ORM 保 護 をサポート しな いデバイス上 で

Sn ap Lo ck を有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p はデータの書 き込

みはできな くな りますが、データの削 除 はできます。

コピー イメージの追 跡 -- A rcse rve Ba cku p は、異 な るメディア

上 にコピーされたイメージを追 跡 できます。この結 果 、カタログ

のマージは 1 度 で済 み、それぞれがお互 いのコピーであるセッ

シ ョンはすべて、同 じカタログを指 すことにな ります。

柔 軟 な リスト ア オプション -- バックアップ データが最 終 コピー先

メディア ( テープ ) と FSD ( パージ前 ) の両 方 に存 在 する間 、

A rcse rve Ba cku p ではデータをリスト アするソ ースを選 択 するこ

とができます。バックアップ イメージが FSD および最 終 デスティ

ネーションの両 方 に存 在 する場 合 、リスト ア元 を選 択 すること

ができます。

スマート リスト ア -- A rcse rve Ba cku p では、透 過 的 な スマート

リスト ア機 能 を使 用 し、複 数 の場 所 からバックアップ データをリ

スト アできます。FSD または最 終 デスティネーションからリスト ア

プロセスを実 行 中 にメディアまたはド ライブのエラーが発 生 した

場 合 、A rcse rve Ba cku p は内 部 で別 のメディアを探 して、その
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代 替 メディアからデータのリスト アを開 始 します。スマート リスト

アを使 用 すると、ジョブの実 行 中 にハード ウェアに問 題 が発 生

した場 合 でも 、リスト アの成 功 率 を高 めることができます。

リスト アの最 適 化 オプション -- テープ メディアに 1 つのセッシ ョン

が存 在 し、FSD に別 のセッシ ョンが存 在 する場 合 な ど A rcse rve
Ba cku p で複 数 のバックアップ セッシ ョンが検 出 された場 合 、［リ

スト アの最 適 化 ］オプションを使 用 すると FSD に存 在 するセッ

シ ョンからデータをリスト アできます。

コマンド ラインのサポート -- A rcse rve Ba cku pを使 用 すると、GU I
( グラフィック ユーザ インターフェース ) またはコマンド ライン ユー

ティリティのいずれかを使 用 して、FSD にバックアップを作 成 でき

ます。テープへのコピー操 作 が失 敗 した場 合 、照 会 ツールを

使 用 して FSD 上 のファイルおよびセッシ ョン内 容 を分 析 できま

す。FSDsからのセッシ ョンをパージする必 要 がある場 合 は、パー

ジ ツールを使 用 して、データを削 除 し、FSDsで空 き容 量 を増

やすことができます。

ディスク ステージングのレポート -- A rcse rve Ba cku p では、ディ

スク ステージング バックアップ専 用 のレポート を生 成 することが

できます。このレポート を使 用 すると、バックアップ セッシ ョンの

ステータスがわかります。たとえば、セッシ ョンがコピーされたかど

うか、いつどこにコピーされたか、Sn ap Lo ck されているか、いつ

FSD からパージされるかな どの重 要 な 情 報 がわかります。
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ステージ ングを使 用 したバックアップ データ

の管 理 方 法

以 下 のセクションでは、ディスク ステージング ( B 2D2T ) およびテー

プ ステージング ( B 2T2T ) 操 作 でデータを保 護 する方 法 について説

明 します。

詳 細 情 報 ：

テープ ステージングを使 用 したバックアップ データの管 理 方 法

第 3章 : データのバックアップ 321



バックアップ ステージ ング方 式

ディスク ステージ ングを使 用 して実 行 できる

タスク

ステージングに関 連 付 けられている操 作 およびタスクには、以 下

があります。

ファイル システム デバイス、テープ ライブラリ、および仮 想 テー

プ ライブラリを指 定 および設 定 します。

デバイスをステージング グループとして設 定 し、ステージング グ

ループ ポリシーを指 定 します。

バックアップ ジ ョブをステージング グループにサブミット します。

バックアップ、データ マイグレーション、データ セキュリティ、デー

タ パージ、アラート メッセージ、および実 行 後 スクリプト 処 理 の

管 理 ポリシーを定 義 します。

ステージング グループのデバイスへの同 時 バックアップ操 作 を

実 行 します。

指 定 された曜 日 において、ローテーションおよび G FS ローテー

ションによるバックアップ ジ ョブのステージングを無 効 にします。

ジョブ ステータス マネージャで、マスター ジョブおよび子 ジョブの

ステータスを表 示 します。ジョブ ステータス マネージャには、

バックアップおよび移 行 操 作 のすべてのマスター ジョブおよびそ

の対 応 する子 ジョブが、ツリー ビューで表 示 されます。

すべての子 ジョブとマイグレーションジ ョブの記 録 を示 すアクティ

ビティ ログ ( W in d ow s) と、マスタ ジ ョブのパージ アクティビティを

示 すツリーを表 示 します。

ステージング デバイスからデータをリスト アします。バックアップ

ジ ョブのデータが 2 つの場 所 に存 在 する場 合 ( ファイル システ

ム デバイスと最 終 的 デスティネーション メディア ) 、データのリス

ト ア元 としてどちらの場 所 でも 指 定 できます。

ステージング グループ内 の FSD 上 に格 納 されているデータの分

析 およびパージが可 能 な コマンド ライン ツールを実 行 します。

レポート マネージャを使 用 してレポート にアクセスし、FSD の

パージとマイグレーションに関 する情 報 を取 得 します。

ディスク ステージング場 所 から 2 つの最 終 デスティネーションに

同 時 にダブル テープ コピー マイグレーション ジ ョブを実 行 しま

す。
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デバイスの 1 つが使 用 不 可 能 にな っても マイグレーション ジ ョブ

を続 行 できるように、タイムアウト 値 を設 定 して、追 加 のバック

アップ メディアが別 のデバイスでマイグレーション ジ ョブを続 行

できるようにすることができます。タイムアウト 値 を設 定 しな い

場 合 、最 初 のバックアップ メディア タイムアウト が完 了 すると、

データ マイグレーション ジ ョブは失 敗 します。タイムアウト 値 設

定 の詳 細 については、「バックアップ のバックアップ メディア オプ

ション」を参 照 してください。
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スト リームの最 大 数 オプションのバックアップ

とリスト ア処 理 への影 響

A rcse rve Ba cku p では、複 数 のジョブを同 時 に FSD にスト リーミン

グすることができます。同 時 スト リーミングとは、バックアップ ジ ョブ

を、同 時 に実 行 される複 数 のサブジョブに分 割 する処 理 のことで

す。A rcse rve Ba cku p では、同 時 スト リーミングを使 用 し、複 数 の

データ スト リームをステージング グループのデバイスに同 時 に送 信

することができます。データは複 数 の異 な るスト リームに分 割 され

るので、同 時 スト リーミングを使 用 したバックアップ ジ ョブは通 常 の

バックアップ ジ ョブよりも 短 い時 間 で完 了 できます。

ディスク ステージングを使 用 してデータをバックアップする場 合 、

バックアップ ジ ョブは子 ジョブを生 成 します。各 子 ジョブは、1 つの

データ スト リームを持 っています。実 際 に親 ジョブが生 成 できる子

ジョブの数 は、バックアップ ジ ョブがノード レベルであるかボリューム

レベルであるかによって異 な ります。ただし、子 ジョブの数 が、ス

テージングに指 定 されているスト リーム数 を超 えることはありませ

ん。

注 ：ジョブが子 ジョブを生 成 し、使 用 するスト リームの数 が指 定 さ

れていな い場 合 は、連 続 した 1 つのスト リームで子 ジョブが生 成

されバックアップされます。

ノード レベルのバックアップ ジ ョブの場 合 、作 成 される子 ジョブの

数 は、バックアップ ジ ョブに指 定 されているエージェント の数 に基 づ

いて決 まります。同 様 に、ボリューム レベルのバックアップ ジ ョブで

は、バックアップ ジ ョブで指 定 されるボリュームの数 によって、生 成

される子 ジョブの数 が異 な ります。

例 ：複 数 のスト リームを使 用 したステージング バックアップ ジ ョブ

バックアップ ジ ョブが 4 つのノード からな り、バックアップ レベルが

ノード レベルの場 合 、親 ジョブから少 な くとも 4 つの子 ジョブが生

成 されます。この場 合 、3つのスト リームを指 定 すると、マスタ ジ ョ

ブが3つの子 ジョブを同 時 に送 信 でき、4番 目 の子 ジョブは先 に実

行 された子 ジョブの1つが終 了 した時 点 で開 始 されます。すべて

の子 ジョブが完 了 して初 めて、親 ジョブが完 了 済 みと見 な されま

す。
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［ステージ ングの場 所 ］タブ

［ステージングの場 所 ］タブの情 報 およびオプションにアクセスする

には、バックアップ マネージャを起 動 し、［ステージングの場 所 ］タ

ブを選 択 します。

［ステージングの場 所 ］タブには、以 下 のオプションおよび情 報

フィールド が含 まれています。

［グループ］フィールド

このジョブに対 して選 択 されたグループの名 前 を表 示 します。

注 ：ステージング グループは、ステージング ジョブから選 択 する

必 要 があります。ステージングにおいては、「 *」グループを指 定

することはできません。

スト リームの最 大 数

ステージング グループ内 の FSD への書 き込 み時 に、ジョブで使

用 が許 可 されるデータ スト リームの最 大 数 を指 定 します。たと

えば、スト リームの最 大 数 が 4 に指 定 されている場 合 、このス

テージング ジョブはどの時 点 においても 、同 時 に FSD に書 き込

みを行 う子 ジョブを 5 以 上 持 つことはできな い、ということにな り

ます。3 つ以 上 のスト リームを指 定 するには、En te rp rise
M od u le のライセンスを取 得 する必 要 があります。

ステージング グループのディレクト リ ツリー

ステージング グループとして設 定 されているグループの名 前 を

表 示 します。
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プロパティ ビュー

バックアップ マネージャのプロパティビューから、以 下 の作 業 を

実 行 できます。

ディスク ベース デバイスの作 成 -- W in d ow s ファイル システム デ

バイスおよびデデュプリケーション デバイスを設 定 できるように、

ディスク ベース デバイス環 境 設 定 を開 きます。

デバイス グループの環 境 設 定 -- デバイス グループを設 定 でき

るように、デバイス グループ環 境 設 定 を開 きます。

ディスク ベース デバイス グループ プロパティの設 定 -- ステージ

ング グループ プロパティを設 定 できるように、ファイル システムの

デバイス グループ環 境 設 定 を開 きます。
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ディスク ステージ ング ローテーションの無 効

化

標 準 または G FS のローテーション ルールを使 用 してバックアップを

実 行 する際 は、A rcse rve Ba cku p で指 定 した曜 日 にバックアップ

ジ ョブのステージングを保 留 または無 効 にする機 能 が提 供 され、

FSD をバイパスして、データを直 接 最 終 的 な デスティネーション メ

ディアにバックアップすることができます。

例 : ステージング バックアップ ジ ョブを無 効 にする必 要 がある場 合

たとえば、ステージング グループの FSD がスト レージ容 量 のしきい

値 を超 えそうである、または超 えてしまい、バックアップ ジ ョブが失

敗 しそうであることがわかったとします。データが直 接 最 終 的 デス

ティネーションにバックアップされるように、ステージング ジョブを変

更 し、その日 のステージングを無 効 に設 定 できます。

ローテーションまたはG FSローテーションのステージングが有 効 、無

効 のどちらに設 定 されているかを確 認 するには、バックアップ マ

ネージャを開 き、［スケジュール］タブを選 択 して［ローテーション

ルール］タブを選 択 します。ローテーション ルールのスケジュールの

［ステージング］列 に、すべてのローテーションとG FSローテーションの

現 在 のステータスが表 示 されます。ローテーションを変 更 するに

は、スケジュールの下 の［変 更 ］ボタンをクリックします。
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ディスク ステージ ング バックアップを実 行 す

るように A rc se rve B a c ku p を設 定 する方 法

ディスクにデータをバックアップすることを計 画 している場 合 、ファイ

ル システム デバイス ( FSD ) にデータをバックアップするのではな く、

ディスク ステージングを使 用 することをお勧 めします。ディスク ス

テージングでは、以 下 の手 順 を実 行 することができます。

ディスクにバックアップして、2 つの最 終 的 な デスティネーションに

データを同 時 にコピーします ( ダブル テープ コピー ) 。次 に、ス

テージング グループを作 成 して、ステージング デバイスのデータ

を削 除 します。

デバイスの 1 つが使 用 不 可 能 にな っても マイグレーション ジ ョブ

を続 行 できるように、タイムアウト 値 を設 定 して、追 加 のバック

アップ メディアが別 のデバイスでマイグレーション ジ ョブを続 行

できるようにすることができます。タイムアウト 値 を設 定 しな い

場 合 、最 初 のバックアップ メディア タイムアウト が完 了 すると、

データ マイグレーション ジ ョブは失 敗 します。タイムアウト 値 設

定 の詳 細 については、「バックアップ のバックアップ メディア オプ

ション」を参 照 してください。

データをコピーおよび削 除 する条 件 を決 める柔 軟 な ポリシーを

作 成 します。

ディスク ステージング領 域 に書 き込 むときに、1 つのジョブを複

数 の同 時 スト リームに分 割 すると、バックアップ ウィンド ウを縮

小 できます。同 時 スト リーム数 は、ディスク ネット ワーク スルー

プット に応 じて制 御 できます。

ディスク ステージングを使 用 してデータをバックアップする前 に、以

下 のタスクを実 行 する必 要 があります。

ステージング デバイスを作 成 します。最 初 に、ステージング処

理 に使 用 するデバイスを指 定 します。

重 要 ：ステージング バックアップ操 作 では、FSD 上 の空 きディス

ク容 量 が大 量 に使 用 されることがあります。FA T 16 および FA T
32 ファイル システムには最 大 ファイル サイズの制 限 があるた

め、ステージング操 作 を行 う FSD 上 ではこれらのファイル システ

ムは使 用 しな いでください。
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ステージング グループを設 定 します。デバイスを指 定 した後 、

そのデバイス グループをステージング グループとして設 定 する

必 要 があります。

ステージング ポリシーを設 定 します。ステージングを使 用 して

バックアップ動 作 を行 うには、A rcse rve Ba cku p が、ステージング

デバイス上 に保 存 されたデータの管 理 に使 用 するコピーおよび

パージ ポリシーを定 義 する必 要 があります。

以 下 のセクションでは、ステージング バックアップを実 行 するための

A rcse rve Ba cku p の設 定 方 法 について説 明 します。

詳 細 情 報 ：

ステージングを使 用 するデバイス グループの設 定

ステージング グループ設 定 を変 更 する方 法

ディスク ステージング バックアップのコピーおよびパージ ポリシーの

指 定

ディスク ステージング バックアップのその他 オプションの指 定

ディスクおよびテープ ステージング バックアップの A le rt オプションの

指 定

ディスクおよびテープ ステージング バックアップの実 行 後 スクリプト

オプシ ョンの指 定
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ステージ ングを使 用 するデバイス グループの

設 定

このセクシ ョンでは、ステージングを使 用 するデバイス グループを

設 定 する方 法 について説 明 します。

注 ：デバイス グループを設 定 するには、ステージング処 理 に使 用

するデバイスを指 定 する必 要 があります。詳 細 については、「ファ

イル システム デバイスを作 成 する方 法 」を参 照 してください。

ステージングを使 用 するデバイス グループを設 定 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p > マネージャ コンソ ールのナビゲーション バーにあ

る［管 理 ］メニューから［デバイス グループの環 境 設 定 ］を選 択 し

ます。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］が開 きます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

ログイン ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ログイン ダイアログ ボックスで必 要 な フィールド に入 力 して、［次

へ］をクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ［オプション］ダイアログ ボックスで、設 定 するサーバを選 択 し、

［ディスク ベース グループの環 境 設 定 ］を選 択 し、［次 へ］をクリッ

クします。

5 . ［グループ］リスト から、設 定 したいグループを選 択 します。選 択 さ

れたグループのステージングを有 効 にするには、［ステージングを

有 効 にする］オプションをオンにし、必 要 に応 じて以 下 のオプション

を変 更 します。

［最 大 しきい値 ］-- A rcse rve Ba cku p でステージング バックアッ

プに使 用 するディスク使 用 容 量 の最 大 値 を指 定 します。

ディスクの使 用 容 量 が［最 大 しきい値 ］を超 えたことが

A rcse rve Ba cku p によって検 出 されると、A rcse rve Ba cku p に

よってバックアップ ジ ョブが一 時 停 止 され、マイグレート 済 み

の最 も 古 いセッシ ョンは FSD からパージされます。これは、ディ

スクの使 用 容 量 が、［パージしきい値 ］以 下 にな るまで行 わ

れます。

デフォルト 値 ：% が指 定 された場 合 は 80%、G B が指 定 され

た場 合 は 8 G B、MB が指 定 された場 合 は 4000 M B。
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［最 大 しきい値 ］は、使 用 されている MB または G B の合 計 と

して、または FSD で使 用 されている総 容 量 のパーセンテージ

として表 されます。［最 大 しきい値 ］の値 が FSD の容 量 の

パーセンテージに設 定 されている場 合 は、［最 大 しきい値 ］

の値 は 100% 以 下 で、［パージしきい値 ］の値 は 0% 以 上 で

ある必 要 があります。

注 ：［最 大 しきい値 ］は、［パージしきい値 ］より大 きい数 字

である必 要 があります。絶 対 値 ( たとえば、MB または G B ) を
指 定 する場 合 は、この値 は 1 M B 以 上 である必 要 がありま

す。

［使 用 ディスク容 量 が最 大 しきい値 を超 えたらデータをパー

ジする］-- ディスクの使 用 容 量 が［最 大 しきい値 ］を超 えた

場 合 に、マイグレート されたセッシ ョンを A rcse rve Ba cku p に

よって FSD からパージします。

注 ：パージ処 理 を適 切 な タイミングで開 始 するには、最 大 し

きい値 を 100 M B 以 上 、合 計 ディスク容 量 未 満 に指 定 してく

ださい。

［パージしきい値 ］-- A rcse rve Ba cku p が、最 も 古 いマイグ

レート 済 みセッシ ョンのディスクからのパージを停 止 する、ディ

スクの使 用 容 量 を指 定 します。

デフォルト 値 ：% が指 定 された場 合 は 60%、G B が指 定 され

た場 合 は 6 G B、MB が指 定 された場 合 は 3000 M B。

最 大 しきい値 の指 定 単 位 は、A rcse rve Ba cku p によって自

動 的 に指 定 されます ( たとえば、%、MB または G B ) 。［パージ

しきい値 ］の値 は、［最 大 しきい値 ］の値 より小 さくする必 要

があります。絶 対 値 ( たとえば、MB または G B ) を指 定 する

場 合 は、この値 は 1 M B 以 上 である必 要 があります。

例 ：FSD の容 量 は 100 G B です。使 用 されているディスク容

量 は 75% ( 75 G B ) です。［最 大 しきい値 ］は 80% ( 80 G B ) で
あり、［パージしきい値 ］は 50% ( 50 G B ) です。管 理 者 は合

計 10 G B のジョブをサブミット します。A rcse rve Ba cku p では、

ジョブの完 了 時 に、［最 大 しきい値 ］より大 き くな ることが検

出 されます。ディスクの使 用 容 量 が［パージしきい値 ］( この

例 では、50% または 50 G B ) 以 下 にな るまで、A rcse rve
Ba cku p はジョブを一 時 停 止 し、マイグレート 済 みの最 も 古

いセッシ ョンを FSD からパージします。A rcse rve Ba cku pその

後 、はバックアップ ジ ョブを続 行 します。

第 3章 : データのバックアップ 331



バックアップ ステージ ング方 式

注 ：マイグレート 済 みのすべてのセッシ ョンが A rcse rve
Ba cku p によってディスクからパージされた後 も 、使 用 容 量 が

［パージしきい値 ］を超 え続 ける場 合 、A rcse rve Ba cku p は

ジョブを再 起 動 し、使 用 可 能 な ディスク容 量 を使 用 してジョ

ブの完 了 を試 みます。

［最 大 スト リーム数 ］-- 選 択 したファイル システム デバイス グ

ループに対 する最 大 同 時 スト リーム数 を指 定 します。

En te rp rise M od u le のランセンスを取 得 している場 合 、最 大

32 スト リームまで指 定 できます。取 得 していな い場 合 、2 ス

ト リームまで指 定 できます。

注 ：ジョブが子 ジョブを生 成 する場 合 、生 成 される子 ジョブ

の数 が、そのジョブに対 して指 定 されたスト リームの数 を超 え

ることはありません。ただし、ジョブが子 ジョブを生 成 し、使 用

するスト リームの数 が指 定 されていな い場 合 、連 続 した 1 つ

のスト リームで子 ジョブが作 成 されバックアップされます。

［このグループのSn a p Lo ckを有 効 にする］-- ファイル システム

デバイスの Sn ap Lo ck W ORM 保 護 を有 効 にします。

注 ： このオプションは、ライブラリでは使 用 できません。このオ

プションを使 用 するには、ファイル システム デバイスで

Sn ap Lo ck 技 術 がサポート されている必 要 があります。

Sn ap Lo ck W ORM 保 護 をサポート しな いデバイス上 で

Sn ap Lo ck を有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p はデータの書 き

込 みはできな くな りますが、データの削 除 はできます。

［データ マイグレーションを一 時 停 止 する］-- データのマイグ

レーション処 理 を一 時 的 に停 止 します。

6 . 必 要 な 回 数 だけこの手 順 を繰 り返 して、他 のグループを設 定 し

ます。

7 . ［次 へ］をクリックし、［完 了 ］をクリックします。

このオプションは、ジョブに適 用 されます。
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ステージ ング グループ設 定 を変 更 する方 法

以 下 の手 順 に従 い、ステージング グループ設 定 を変 更 します。

ステージング グループ設 定 を変 更 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウで、［ステージングの場 所 ］タブ

をクリックします。

2 . グループ リスト から、グループを右 クリックして、コンテキスト メ

ニューから［ディスク ベース デバイス グループ プロパティの設 定 ］を

選 択 します。

［ディスク ベース グループ プロパティの環 境 設 定 ］ダイアログ ボック

スが表 示 されます。

3 . 設 定 するグループを選 択 し、［ステージングを有 効 にする］をクリッ

クします。

4 . ［最 大 しきい値 ］フィールド で、最 大 ファイル システム デバイスしき

い値 を指 定 します。ド ロップダウン リスト から、MB、G B、または %
を選 択 します。

5 . ディスクの使 用 容 量 が［最 大 しきい値 ］より大 きい場 合 に、マイグ

レート されたセッシ ョンを A rcse rve Ba cku p によって FSD から自 動

的 にマージするには、［使 用 ディスク容 量 が最 大 しきい値 を超 え

たらデータをパージする］オプションをオンにします。

［パージしきい値 ］フィールド には、A rcse rve Ba cku p でマイグレート

済 みの最 も 古 いセッシ ョンをディスクからパージするのを停 止 する

ときの、ディスクの使 用 容 量 を指 定 します。

6 . ディスクのステージングを有 効 にすると、デフォルト で複 数 スト リー

ミングが有 効 にな ります。たとえば、以 下 が可 能 にな ります。

En te rp rise M od u le のライセンスを取 得 していな い場 合 は、

同 時 スト リームを最 大 2 個 指 定 できます。

En te rp rise M od u le のライセンスを取 得 すると、32 個 までのス

ト リームを同 時 に指 定 できます。

7 . ファイル システムが Sn ap Lo ck 対 応 で、バックアップ データを

W ORM 保 護 したい場 合 は、［このグループの Sn ap Lo ck を有 効 に

する］オプションをオンにします。

8 . ［OK］をクリックします。
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これらの手 順 を完 了 した後 、新 し く作 成 されたファイル システム

デバイス グループが［ステージングの場 所 ］タブの［グループ］ディレ

クト リ ツリーに表 示 されます。

注 ：ステージング デバイス グループとして識 別 されるデバイス グ

ループは、バックアップ マネージャの［デスティネーション］タブには

表 示 されません。

詳 細 情 報 ：

ステージングを使 用 するデバイス グループの設 定
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ディスク ステージ ング バックアップのコピーお

よびパージ ポリシーの指 定

A rcse rve Ba cku p では、ディスク ステージング バックアップのコピー

( マイグレーション ) およびパージ ポリシーを指 定 できます。コピー

ポリシーでは、A rcse rve Ba cku p でディスク ステージング デバイスへ

のバックアップを完 了 した後 、いつバックアップ データを最 終 デス

ティネーション メディアにマイグレート するかを定 義 できます。パー

ジ ポリシーでは、デバイスがディスク容 量 を再 利 用 するために、

バックアップ セッシ ョンを削 除 するタイミングを定 義 します。

以 下 では、ファイル システム デバイスまたはデデュプリケーション デ

バイスへのフルおよび差 分 /増 分 バックアップ ( B 2D2T ) のポリシーを

定 義 する方 法 について説 明 します。ライブラリまたは仮 想 ライブラ

リへのフルおよび増 分 /差 分 バックアップ ポリシーの設 定 方 法 につ

いては、「テープ ステージング バックアップを実 行 するように

A rcse rve Ba cku p を設 定 する方 法 」を参 照 してください。

注 ：ディスク ステージング バックアップに指 定 したコピーおよびパー

ジ ポリシーは、ファイル システム デバイスおよびデデュプリケーショ

ン デバイスに適 用 されます。

ディスク ステージング バックアップのコピーおよびパージ ポリシーを

指 定 する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて［スタート ］タブを選 択 します。

［スタート ］タブで、［標 準 バックアップ］および［ステージング有 効

化 ］をクリックします。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

2 . ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーとパージのオプションが表 示 されます。

3 . 必 要 に応 じて、ジョブに以 下 のコピー ポリシーを指 定 します。

［フル バックアップ］をクリックしてフル バックアップ ジ ョブのポリ

シーを指 定 し、［差 分 /増 分 バックアップ］を選 択 して差 分 お

よび増 分 バックアップ ジ ョブのポリシーを指 定 します。

データをコピーしな い -- バックアップ セッシ ョンを最 終 デスティ

ネーション メディアにマイグレート しな い場 合 に、このオプショ

ンを選 択 します。たとえば、増 分 および差 分 バックアップ処 理

を実 行 すると仮 定 します。この種 類 の処 理 は、保 存 期 間 が
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短 く、全 体 的 サイズも 小 さくな る傾 向 にあります。最 終 デス

ティネーション メディアに増 分 /差 分 バックアップをコピーしな い

場 合 、テープにバックアップを保 管 する必 要 性 が低 下 しま

す。

指 定 日 より後 -- 指 定 した時 間 が経 過 した後 にマイグレー

ション ジ ョブを開 始 します。

注 ：物 理 ディスクと物 理 ボリュームが差 分 および増 分 バック

アップをサポート していな いことに注 意 してください。そのため、

A rcse rve Ba cku p は物 理 ディスクと物 理 ボリュームの差 分 およ

び増 分 バックアップにフル バックアップ ポリシーを適 用 します。

唯 一 例 外 的 な 動 作 として、コピーが実 行 されます。ステージ

ング バックアップでは、A rcse rve Ba cku p は物 理 ディスクと物

理 ボリュームの差 分 および増 分 バックアップを、差 分 および

増 分 バックアップのコピー ポリシーに基 づいて最 終 デスティ

ネーション メディアにコピーします。

A rcse rve Ba cku p は、以 下 のいずれかのイベント の発 生 を基

準 として、最 終 デスティネーション メディアへのコピー処 理 を

開 始 します。

ジョブの開 始 後 -- ディスクへのバックアップ処 理 の開 始

後 、ある特 定 の時 点 でマイグレーション処 理 を開 始 しま

す。

ジョブの終 了 後 -- ディスクへのバックアップ処 理 の終 了

後 、マイグレーション処 理 を開 始 します。

各 バックアップ ジ ョブの全 体 的 な サイズやディスクへの

バックアップの所 要 時 間 が異 な るため、ディスク ステージ

ング デバイスの読 み取 りと書 き込 み処 理 が同 時 に行 わ

れる場 合 があります。このオプションを選 択 すると、ディ

スク ステージング デバイスの読 み取 りと書 き込 み処 理

が同 時 に実 行 されな くな ります。

各 セッシ ョンの終 了 後 -- 各 セッシ ョンのディスクへのバック

アップ処 理 の終 了 直 後 にメディアへのコピー処 理 を開

始 する場 合 に、このオプションを選 択 します。

通 常 のバックアップ ジ ョブは複 数 のセッシ ョンから構 成 さ

れます。このオプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p
で、バックアップ ジ ョブの終 了 直 後 に、最 終 的 な デスティ

ネーションにバックアップ セッシ ョンをコピーするよう指 定

できます。このオプションでは、バックアップとコピーの同
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時 処 理 が実 行 されます。バックアップとコピーを同 時 に

行 うことで、全 体 的 な バックアップ時 間 とコピー時 間 を

短 縮 できます。

このオプションは、FSD上 での読 み取 りと書 き込 みの同

時 処 理 を許 可 するため、大 量 の読 み取 りと書 き込 みを

同 時 に処 理 できる高 速 デバイスを使 用 している場 合 に

限 って選 択 してください。

注 ：［指 定 日 より後 ］のどのオプションを指 定 した場 合 でも 、

A rcse rve Ba cku p は各 セッシ ョンのバックアップ ジ ョブが完 了 す

るまでは、最 終 的 な デスティネーション メディアへのセッシ ョン

のマイグレーションは実 行 しません。これは、バックアップ処 理

の完 了 前 にコピーの保 存 期 間 が終 了 してしまう場 合 も 対 象

とします。

時 刻 -- 指 定 した時 刻 にマイグレーション処 理 を開 始 しま

す。このオプションを使 用 すると、毎 日 一 定 の時 刻 に

A rcse rve Ba cku p がマイグレーション プロセスを開 始 するよう

指 定 できます。

l ディスクへのバックアップ処 理 が、最 終 デスティネーション

へのコピー処 理 の指 定 の開 始 時 刻 の後 に終 了 すること

が予 測 される場 合 は、［またはその後 のジョブの終 了

後 ］オプションを選 択 してください。このオプションにより、

A rcse rve Ba cku p で、バックアップ処 理 の実 行 中 にディス

クからテープにセッシ ョンがコピーされることがな くな りま

す。

指 定 されたバックアップのデータのみをコピーする -- ローテー

ション ジ ョブに関 連 する月 単 位 または週 単 位 のバックアップ

のみをマイグレート します。

注 ：［指 定 されたバックアップのデータのみをコピーする］オプ

ションは、増 分 バックアップまたは差 分 バックアップには適 用 さ

れません。

デフォルト 値 ：無 効

このオプションを有 効 にすると、以 下 のマイグレーション オプ

ションのいずれかを指 定 できます。

月 単 位 バックアップのデータのみをコピーする -- 月 単 位

のフル バックアップ セッシ ョンのみをマイグレート します。

ローテーション ジ ョブに関 連 する週 単 位 のフル バックアッ

プ ジ ョブはマイグレート しません。
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注 ：このオプションは G FS ローテーション ジ ョブにのみ適

用 できます。

週 単 位 バックアップのデータをコピーする -- 週 単 位 のフ

ル バックアップ セッシ ョンのみをマイグレート します。ロー

テーション ジ ョブに関 連 する日 単 位 のフル バックアップ

セッシ ョンはマイグレート しません。

7 日 単 位 のローテーション -- 以 下 のシナリオでデータを

マイグレート できます。7 日 単 位 の週 のフル バックアップ

では、A rcse rve Ba cku p は土 曜 日 の ( フル ) バックアップ

セッシ ョンをマイグレート します。7 日 単 位 の週 の増 分 /
差 分 バックアップでは、日 曜 日 にフル バックアップを行

い、A rcse rve Ba cku p は日 曜 日 の ( フル ) バックアップ セッ

シ ョンをマイグレート します。

5 日 単 位 のローテーション -- A rcse rve Ba cku p は金 曜 日

の ( フル ) バックアップ セッシ ョンのみをマイグレート しま

す。

注 ：このオプションはローテーション ジ ョブおよび G FS ロー

テーション ジ ョブにのみ適 用 できます。詳 細 については、

「ローテーション スキーム」を参 照 してください。

4 . 必 要 に応 じて、ジョブに以 下 のパージ ポリシーを指 定 します。

指 定 期 間 後 -- 指 定 した時 間 が経 過 した後 にパージ処 理 を

開 始 します。A rcse rve Ba cku p は、以 下 のいずれかのイベン

ト の発 生 を基 準 として、パージ処 理 を開 始 します。

ジョブの開 始 後 -- ステージング デバイスへのバックアップ

処 理 の開 始 後 、指 定 した時 間 が経 過 した後 にパージ

処 理 を開 始 します。

ジョブの終 了 後 -- ステージング デバイスへのバックアップ

処 理 の終 了 後 、指 定 した時 間 が経 過 した後 にパージ

処 理 を開 始 します。

時 刻 -- 指 定 した時 刻 にパージ処 理 を開 始 します。スピン

ボックスを使 用 して、コピーを開 始 する時 刻 を指 定 します。

5 . Sn ap Lo ck 保 護 を有 効 にする場 合 は、［Sn ap Lo ck を有 効 にする］

チェック ボックスをオンにします。

注 ：デバイスで Sn ap Lo ck 保 護 がサポート されている必 要 がありま

す。Sn ap Lo ck W ORM 保 護 をサポート しな いデバイス上 で
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［Sn ap Lo ck の有 効 化 ］を指 定 すると、A rcse rve Ba cku p はデータの

書 き込 みはできな くな りますが、データの削 除 はできます。
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ディスク ステージ ング バックアップのその他 オ

プションの指 定

ディスク ステージング ( B 2D2T ) バックアップを実 行 する際 は、

A rcse rve Ba cku p によるバックアップ データの処 理 方 法 を制 御 する

ためのポリシーを任 意 で指 定 できます。

注 ：ディスク ステージング バックアップに指 定 したその他 オプション

は、ファイル システム デバイスおよびデデュプリケーション デバイス

に適 用 されます。

ディスク ステージング バックアップのその他 のオプションを指 定 する

方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて［ポリシー］タブを選 択 します。

2 . ポリシー リスト で［その他 ］をクリックします。

3 . ジョブに必 要 な オプションを選 択 します。

キャンセルされたセッシ ョンをディスクからパージ -- このオプション

では、ステージング デバイスへのバックアップがキャンセルされた

場 合 に、A rcse rve Ba cku p ですぐにセッシ ョンをステージング デバ

イスから削 除 するよう指 定 します。

このオプションを使 うと、ステージング デバイスの空 きディスク容

量 を速 やかに再 利 用 できます。

失 敗 したセッシ ョンをディスクからパージ -- このオプションでは、ス

テージング デバイスへのバックアップに失 敗 した場 合 、A rcse rve
Ba cku p ですぐにセッシ ョンをディスクから削 除 するよう指 定 しま

す。

このオプションを使 うと、ステージング デバイスの空 きディスク容

量 を速 やかに再 利 用 できます。

［ディスクがいっぱいの場 合 、メークアップ ジ ョブを作 成 して、最

終 的 な バックアップ先 にデータを直 接 バックアップ］-- このオプ

ションでは、ステージング グループ内 のファイル システム デバイ

スに十 分 な 空 き容 量 がな い場 合 に、A rcse rve Ba cku p でデータ

を直 接 最 終 的 な デスティネーション メディアにバックアップするよ

う指 定 します。

ステージング デバイス上 のディスク領 域 が不 足 している場 合 、

バックアップ操 作 は失 敗 します。このような 状 況 に対 処 するた

め、A rcse rve Ba cku p では、バックアップ先 を、ステージング グ
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ループのファイル システム デバイスから、直 接 最 終 的 な デスティ

ネーション メディアへと切 り替 えることができます。メークアップ

ジ ョブは、空 のメディアおよび再 利 用 セット 内 のメディアを検 索

します。そのため、このオプションを指 定 することで、「ディスクが

一 杯 」の状 態 にな った場 合 の、バックアップ処 理 の全 体 的 成

功 率 を高 めることができます。

データ マイグレーションに失 敗 した場 合 、ホールド 状 態 のメーク

アップ ジ ョブを作 成 -- このオプションは、データのマイグレーショ

ン ( テープへのコピー ) ジョブが失 敗 したとき、A rcse rve Ba cku p に

保 留 状 態 のメークアップ ジ ョブを作 成 させる場 合 に使 用 しま

す。

テープへのコピー中 にメディアまたはテープ ド ライブのエラーが発

生 した場 合 、データ マイグレーション ジ ョブは失 敗 する場 合 が

あります。このオプションを使 用 して、ホールド 状 態 のメークアッ

プ ジ ョブを作 成 しておくと、エラーが修 正 された後 で、このジョブ

をレディ状 態 に変 更 できます。エラーが発 生 している場 合 、こ

のオプションにより、テープ コピー ジョブを作 成 する必 要 性 が最

小 限 に抑 えられます。

［コピー中 にジョブをまたがるデータを統 合 する］オプション

マイグレーション処 理 中 にバックアップ データを統 合 できます。

［コピー方 法 ］-- 統 合 処 理 に使 用 するコピー方 法 ( ［追 加 ］ま

たは［上 書 き］) を指 定 します。指 定 する方 法 は、統 合 するす

べてのジョブで同 一 である必 要 があります。

複 数 のジョブのデータを統 合 して日 単 位 でテープを送 る必

要 がある場 合 は、［上 書 き］オプションを選 択 してください。

複 数 のジョブの 1 週 間 分 のデータ ( 日 単 位 バックアップ ) を
単 一 テープに統 合 して週 単 位 でテープを送 る必 要 がある

場 合 は、［追 加 ］オプションを選 択 してください。

制 限 事 項 および考 慮 事 項

対 象 バックアップがローテーション バックアップまたは G FS
バックアップの場 合 、統 合 に使 用 するターゲット メディアの

プレフィックスおよびメディア プールのプレフィックスを［デス

ティネーション］タブで入 力 する必 要 があります。
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注 ：統 合 オプションおよび例 の詳 細 については、「マイグレーション

時 の統 合 」を参 照 してください。
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ディスクおよびテープ ステージ ング バックアッ

プの A le rt オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p では、アラート 通 知 システムを使 用 して、ステー

ジング処 理 時 に発 生 するマイグレーション イベント についてのメッ

セージを送 信 できます。アラート のセット アップの詳 細 については、

「 A le rt マネージャの使 用 」を参 照 してください。

注 ：ディスク ステージング バックアップに指 定 した A le rt オプション

は、ファイル システム デバイスおよびデデュプリケーション デバイス

に適 用 されます。

ディスクおよびテープのステージング バックアップに対 して A le rt オプ

ションを指 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［スタート ］タブから、［標 準 バックアップ］または［デデュプリケーショ

ン バックアップ］をクリックした後 、［ステージング有 効 化 ］をクリック

します。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

3 . ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーのオプションが表 示 されます。

4 . ポリシー リスト の［A le rt］をクリックします。

A le rt オプションが表 示 されます。

5 . ［イベント ］リスト から、アラート 通 知 の送 信 対 象 として以 下 のいず

れかのマイグレーション ジ ョブを選 択 します。

ジョブが完 了 した時 -- マイグレーション ジ ョブが正 常 に完 了 し

ました。

ジョブが未 完 了 の時 -- マイグレーション ジ ョブは正 常 に完 了

しませんでした。

ジョブがユーザによってキャンセルされた時 -- マイグレーション

ジ ョブはユーザによってキャンセルされました。

ジョブが失 敗 した時 -- マイグレーション ジ ョブが失 敗 しまし

た。

メディア使 用 不 可 -- マイグレーション ジ ョブの実 行 中 にメディ

アが利 用 できませんでした。
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注 ：マイグレーション メディア ( 最 終 デスティネーション メディ

ア ) はテープ メディアである必 要 があります。

ブランク テープのフォーマット -- マイグレーション ジ ョブの実 行

中 にテープがフォーマット されました。

カスタム イベント -- マイグレーション ジ ョブの実 行 中 にエラー

メッセージ、警 告 メッセージおよびクリティカル エラー メッセー

ジのような ユーザ定 義 イベント が発 生 しました。また、メ ッセー

ジがアクティビティ ログに表 示 されました。

イベント コード ：

注 ：カスタム イベント 選 択 する場 合 のみ、イベント コード を指 定

できます。

E * -- エラーが発 生 しました。また、エラー メッセージがアクティ

ビティ ログに表 示 されました。

W * -- 警 告 が発 生 しました。また、警 告 メッセージがアクティ

ビティ ログに表 示 されました。

N * -- 通 知 メッセージが発 生 しました。また、通 知 メッセージ

がアクティビティ ログに表 示 されました。

C * -- クリティカル メッセージが発 生 しました。また、クリティカル

メッセージがアクティビティ ログに表 示 されました。

A E * -- エージェント エラー メッセージが発 生 しました。また、

エージェント エラー メッセージがアクティビティ ログに表 示 され

ました。

A W * -- エージェント 警 告 メッセージが発 生 しました。また、

エージェント 警 告 メッセージがアクティビティ ログに表 示 されま

した。

例 :

［イベント コード ］フィールド に A E* を指 定 しました。エージェン

ト エラー メッセージが発 生 し、そのエージェント エラー メッ

セージがアクティビティ ログに表 示 された場 合 にアラート が送

信 されます。

［イベント コード ］フィールド に A E0006 を指 定 しました。

A E0006 が発 生 し、エラー メッセージがアクティビティ ログに表

示 された場 合 にのみ、アラート が送 信 されます。

［イベント コード ］フィールド に E* ;A E0006 を指 定 しました。何

らかのエラーが発 生 してエラーメッセージがアクティビティ ログ
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に表 示 された場 合 、また A E0006 が発 生 してエラーメッセージ

がアクティビティ ログに表 示 された場 合 、またはその両 方 が発

生 した場 合 にアラート が送 信 されます。

注 ：イベント コード はセミコロン「 ;」で区 切 る必 要 があります。

6 . ［受 信 方 式 と受 信 者 ］フィールド から、デフォルト オプシ ョンを使 用

するか、イベント のカスタム アラート を作 成 できます。<デフォルト >
環 境 設 定 では、A le rt マネージャを使 用 して設 定 されたアラート

オプシ ョンを使 用 することにな ります。

カスタム アラート を作 成 するには、［環 境 設 定 ］ボタンをクリックし

ます。

［受 信 者 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。定 義 済

みのアラート 設 定 を 1 つまたは複 数 指 定 できます。A rcse rve
Ba cku p では、以 下 の定 義 済 みアラート 設 定 が提 供 されていま

す。

ブロード キャスト

ポケット ベル

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語

バージョンでサポート されていません。

SM TP

SNM P

イベント

プリンタ

電 子 メール

Lo tu s N o tes

U n icen te r N SM

7. 新 しい受 信 方 式 と受 信 者 の環 境 設 定 を追 加 するには、［新 規 ］

ボタンをクリックします。

［環 境 設 定 名 ］ダイアログ ボックスが開 きます。環 境 設 定 の名 前

を指 定 し、［OK］をクリックします。

新 しい環 境 設 定 ツリーが、ダイアログ ボックスの左 にあるブラウザ

に表 示 されます。新 しい環 境 設 定 ツリーには、利 用 可 能 な すべ

ての通 知 方 法 を含 むブランチが 1 つあります。この時 点 で、ツリー

の各 ブランチに受 信 者 を追 加 する必 要 があります。たとえば、［プ
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リンタ］通 知 方 法 を使 用 する場 合 、利 用 可 能 な プリンタをツリー

に追 加 する必 要 があります。

8 . 受 信 者 を環 境 設 定 に追 加 するには、環 境 設 定 ツリーから方 式

( たとえば［ブロード キャスト ］) を選 択 して、［追 加 ］ボタンをクリック

する必 要 があります。

選 択 した受 信 者 に対 応 する［受 信 者 の追 加 ］ダイアログ ボックス

が表 示 されます。このダイアログ ボックスで新 しい受 信 者 の環 境

設 定 を行 います。上 記 以 外 の受 信 者 ダイアログ ボックスの詳 細

については、［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。

新 しい受 信 者 の環 境 設 定 が済 むと、受 信 者 がツリーに追 加 され

ます。

注 ：Un icen te r TNG アラート に受 信 者 を追 加 することはできませ

ん。［変 更 ］ボタンをクリックすると、［Un icen te r TNG イベント マッ

プ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。これにより、アラート が生

成 されるときに、Un icen te r コンソ ール、またはワールド ビュー リポ

ジト リにメッセージを送 信 することができます。

9 . 受 信 方 式 と受 信 者 環 境 設 定 を変 更 するには、［環 境 設 定 ］ド

ロップダウン リスト から環 境 設 定 を選 択 します。

選 択 した環 境 設 定 ツリーがブラウザに表 示 されます。［追 加 ］、

［変 更 ］、または［削 除 ］ボタンをクリックすることで、環 境 設 定 ツ

リーから受 信 者 を追 加 、変 更 、または削 除 できます。

環 境 設 定 を削 除 するには、［環 境 設 定 ］ド ロップダウン リスト から

該 当 する設 定 を選 択 して、［削 除 ］ボタンをクリックします。

環 境 設 定 の名 前 を変 更 するには、［環 境 設 定 ］ド ロップダウン リ

スト から該 当 する設 定 を選 択 して、［名 前 の変 更 ］ボタンをクリッ

クします。
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ディスクおよびテープ ステージ ング バックアッ

プの実 行 後 スクリプト オプシ ョンの指 定

A rcse rve Ba cku p では、ステージング処 理 中 に発 生 する特 定 のマ

イグレーション イベント に基 づいて実 行 する実 行 後 スクリプト を指

定 できます。

スクリプト とは、ユーザ定 義 ファイルに保 存 される命 令 セット

で、.b a t や .e xe な どの任 意 のフォーマット で作 成 できます。スクリ

プト は、イベント の発 生 前 または発 生 後 に実 行 できます。実 行

後 スクリプト とは、マイグレーション イベント な ど、イベント の発 生

後 に実 行 できる命 令 セット のことです。実 行 後 スクリプト は、

A rcse rve Ba cku p ベースのスクリプト に限 定 されません。

注 ：ディスク ステージング バックアップに指 定 した実 行 後 スクリプト

オプシ ョンは、ファイル システム デバイスおよびデデュプリケーション

デバイスに適 用 されます。

ディスクおよびテープ ステージング バックアップに対 して実 行 後 スク

リプト オプシ ョンを指 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［スタート ］タブから、［標 準 バックアップ］または［デデュプリケーショ

ン バックアップ］をクリックした後 、［ステージング有 効 化 ］をクリック

します。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

3 . ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーのオプションが表 示 されます。

4 . ポリシー リスト で［実 行 後 スクリプト ］をクリックします。

ジョブに必 要 な オプションを選 択 します。

5 . ［イベント ］リスト から、実 行 後 スクリプト を実 行 する以 下 のいずれ

かのマイグレーション イベント を選 択 します。

マイグレーション ジ ョブが完 了 した -- 現 在 のマイグレーション

ジ ョブのすべてのセッシ ョンが正 常 にマイグレート されました。

例 :

バックアップ ジ ョブは、1 つまたは複 数 のマイグレーション ジ ョ

ブで構 成 できます。このイベント は、個 々 のマイグレーション

ジ ョブが完 了 すると発 生 します。
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マイグレーション ジ ョブが未 完 了 にな った -- マイグレーション

ジ ョブの 1 つ以 上 のセッシ ョンが正 常 に完 了 しませんでした。

たとえば、マイグレーション ジ ョブ中 にセッシ ョンがスキップされ

ました。

マイグレーション ジ ョブがキャンセルされた -- マイグレーション

ジ ョブが、アクティブ、レディ、またはホールド 状 態 のときに、

ユーザによりキャンセルされました。メークアップ ジ ョブは作 成

されませんでした。

マイグレーション ジ ョブが失 敗 した -- マイグレーション ジ ョブの

1 つ以 上 のセッシ ョンが失 敗 しました。

マイグレーションのメークアップ ジ ョブが作 成 された -- マイグ

レーション ジ ョブが失 敗 し、A rcse rve Ba cku p はメークアップ

ジ ョブを作 成 しました。

すべてのセッシ ョンがマイグレート された -- ステージング ジョブ

に対 応 するすべてのセッシ ョンが正 常 にマイグレート されまし

た。

例 :

バックアップ ジ ョブは、複 数 のマイグレーション ジ ョブで構 成 で

きます。マイグレーション ジ ョブは、それぞれいくつかのセッシ ョ

ンで構 成 されます。このイベント は、バックアップ ジ ョブを構 成

するすべてのマイグレーション ジ ョブのすべてのセッシ ョンが正

常 にマイグレート されたときに発 生 します。

6 . 選 択 したイベント に隣 接 する［実 行 後 スクリプト ］フィールド をクリッ

クして、以 下 のいずれかを選 択 します。

イベント 発 生 後 に実 行 するスクリプト へのパスを入 力 しま

す。

省 略 記 号 ボタン をクリックして、イベント 発 生 後 に実 行 す

るスクリプト を参 照 します。

注 ：マイグレーション イベント ごとに指 定 できる実 行 後 スクリプト

は 1 つです。

7 . ［実 行 ユーザ］セクシ ョンの以 下 のフィールド に入 力 します。

ユーザ名

パスワード

パスワード の確 認
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注 ：実 行 後 スクリプト を実 行 するには、W in d ow s 認 証 情 報 を提

供 する必 要 があります。

8 . 他 のマイグレーション イベント に対 して、手 順 3、4、および 5 を繰

り返 して実 行 後 スクリプト を指 定 します。
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ディスク ステージ ングを使 用 したデータの

バックアップ

テープ ステージング ( B 2D2T ) を使 用 してバックアップを実 行 する前

に、そのステージング グループをあらかじめ設 定 しておく必 要 があ

ります。ディスク ステージングを使 用 するように A rcse rve Ba cku p を

設 定 していな い場 合 、「ディスク ステージング バックアップを実 行

するように A rcse rve Ba cku p を設 定 する方 法 」を参 照 してくださ

い。

A rcse rve Ba cku pでは、バックアップ マネージャまたはコマンド ライン

ユーティリティを使 用 してバックアップ ジ ョブをサブミット できます。こ

こでは、バックアップ マネージャを使 用 してディスク ステージング

バックアップ ジ ョブを実 行 する方 法 について説 明 しています。コマ

ンド ラインを使 用 してステージング バックアップ ジ ョブをサブミット す

る方 法 の詳 細 については、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を

参 照 してください。

注 ：ディスク ステージングを使 用 してデータをバックアップするに

は、すべての事 前 設 定 タスクを完 了 し、ライセンス要 件 を満 たし

ている必 要 があります。詳 細 については、「ステージング バックアッ

プのライセンスの要 件 」を参 照 してください。

ディスク ステージングを使 用 したデータのバックアップ

1 . バックアップ マネージャを開 きます。

2 . ［スタート ］タブをクリックし、［標 準 ］、［デデュプリケーション］または

［UN IX/Lin u x Da ta M o ver］を選 択 し、次 に、［ステージング有 効

化 ］チェック ボックスをクリックします。

［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タブが表 示 されます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップするソ ース オブジェクト を参

照 して選 択 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

5 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックして、ステージング サーバ オブ

ジェクト を展 開 します。
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バックアップ ジ ョブに使 用 するステージング グループを参 照 および

選 択 します。［スタート ］タブで［デデュプリケーション］を選 択 した

場 合 は、［ステージングの場 所 ］タブでデデュプリケーション デバイ

ス グループを選 択 します。

6 . ［ポリシー］タブをクリックします。ジョブに必 要 な 以 下 のステージン

グ ポリシーを指 定 します。

［フル バックアップ］-- ジョブに必 要 な フル バックアップのコピー

およびパージ ポリシーを指 定 します。

( オプション ) -- ［Sn ap Lo ck を有 効 にする］をクリックします。

［増 分 /差 分 バックアップ］-- ジョブに必 要 な 増 分 /差 分 バック

アップのコピーおよびパージ ポリシーを指 定 します。

( オプション ) -- ［Sn ap Lo ck を有 効 にする］をクリックします。

注 ：詳 細 については、「ディスク ステージング バックアップのコ

ピーおよびパージ ポリシーの指 定 」を参 照 してください。

［その他 ］-- バックアップ ジ ョブに必 要 な その他 のポリシーを指

定 します。

注 ：詳 細 については、「ディスク ステージング バックアップのそ

の他 オプションの指 定 」を参 照 してください。

［A le rt］-- バックアップ ジ ョブに必 要 な A le rt ポリシーを指 定 し

ます。

注 ：詳 細 については、「ディスクおよびテープ ステージング

バックアップの A le rt オプションの指 定 」を参 照 してください。

［実 行 後 スクリプト ］-- ジョブに必 要 な 実 行 後 スクリプト ポリ

シーを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ディスクおよびテープ ステージング

バックアップの実 行 後 スクリプト オプシ ョンの指 定 」を参 照 し

てください。

7 . ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバ オブジェクト を展 開

します。

8 . マイグレーション ジ ョブに使 用 するデスティネーション デバイスを参

照 して選 択 します。場 合 によっては、ステージング グループとして

選 択 したデデュプリケーション デバイス グループと異 な るのであれ

ば、デデュプリケーション デバイス グループを最 終 的 な デスティ

ネーションとして選 択 することも できます。
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注 ：また、ダブル テープ コピーを実 行 することも できます。ダブル

テープ コピーでは、2 つのデスティネーションにデータを同 時 にマイ

グレート ( コピー ) できます。この機 能 を使 用 すると、デスティネー

ションへの書 き込 みが並 行 して行 われるため時 間 が節 約 されま

す。そのためには、［デスティネーション］タブの［インラインで複 製 を

作 成 ］チェック ボックスをオンにします。詳 細 については、「バック

アップ マネージャのデスティネーション オプション」を参 照 してくださ

い。

9 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

10 . ［暗 号 化 /圧 縮 ］タブを選 択 して、バックアップ ジ ョブ用 に以 下 の

フィールド を指 定 します。ただし、デデュプリケーション デバイスを

使 用 している場 合 は指 定 できません。

［セッシ ョン /暗 号 化 パスワード ］-- このデータをメディアからリ

スト アするためのセッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 します。

重 要 ：セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 する場 合 、セッ

シ ョンをリスト アするときにこのパスワード を提 供 する必 要 があ

ります。

［データの暗 号 化 ］-- このオプションを使 用 してバックアップ

データを暗 号 化 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定

できます。

［エージェント で処 理 ］-- 実 際 のバックアップ処 理 の前 に

バックアップ データを暗 号 化 します。このオプションの詳

細 については、「エージェント サーバでのデータの暗 号

化 」を参 照 してください。

［バックアップ中 にバックアップ サーバで処 理 ］-- バック

アップ処 理 中 にバックアップ サーバでバックアップ データ

を暗 号 化 します。詳 細 については、「バックアップ中 の

データ暗 号 化 」を参 照 してください。

［マイグレーション中 にバックアップ サーバで処 理 ］-- ス
テージング バックアップ ジ ョブのマイグレーション フェーズ

中 にバックアップ データを暗 号 化 します。詳 細 について

は、「マイグレーション中 のデータ暗 号 化 」を参 照 してくだ

さい。

［データの圧 縮 ］-- このオプションを使 用 してバックアップ デー

タを圧 縮 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定 できま
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す。

［エージェント で処 理 ］-- エージェント がインスト ールさ

れ、実 行 されているシステムでバックアップ データを圧 縮

します。

［バックアップ サーバで処 理 ］-- バックアップ処 理 中 に

A rcse rve Ba cku p サーバでバックアップ データを圧 縮 しま

す。このオプションを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p で、

バックアップの前 にソ フト ウェア圧 縮 アルゴリズムを使 用

してファイルを圧 縮 するように指 定 されます。

注 ：データ暗 号 化 の前 にバックアップ サーバでデータ圧

縮 を使 用 する場 合 、ステージング デバイスにデータを保

存 するために必 要 な 容 量 が、ソ ース ファイルのサイズの

2 倍 にな ります。そのため、ディスクにバックアップする場

合 、暗 号 化 の前 に圧 縮 を使 用 することはお勧 めできま

せん。

暗 号 化 と圧 縮 に関 して、以 下 の考 慮 点 に注 意 してください。

マイグレーション ジ ョブに影 響 するその他 のオプションを適 用

する場 合 は、この時 点 で実 行 してください。たとえば、マイグ

レーション ジ ョブ完 了 後 にテープをライブラリからイジェクト す

るには、［グローバル オプション］ダイアログ ボックスの［操 作 ］

タブをクリックして、［メディアのイジェクト ］オプションを選 択 し

ます。

圧 縮 /暗 号 化 オプションを指 定 しても 、バックアップ先 が圧 縮

をサポート していな いド ライブであるか、FSD ( F ile System
Dev ice、ファイル システム デバイス ) である場 合 は、A rcse rve
Ba cku p はバックアップ データを暗 号 化 しますが、圧 縮 は行 い

ません。

暗 号 化 と圧 縮 は、デデュプリケーション デバイス上 ではサ

ポート されていません。ただし、ステージング デスティネーショ

ンまたは最 終 的 な デスティネーション用 に通 常 の FSD を選 択

した場 合 は、必 要 に応 じて、暗 号 化 または圧 縮 を有 効 にで

きます。詳 細 については、「デデュプリケーションによる圧 縮 お

よび暗 号 化 」を参 照 してください。

11 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、バックアップ ジ ョブをサ

ブミット します。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。
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12 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

詳 細 情 報 ：

バックアップ ジ ョブのサブミット
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ステージ ング ローテーション スキームの修 正

ローテーションまたは G FS ローテーションのディスク ステージング ジョ

ブを使 用 する場 合 、A rcse rve Ba cku p では、曜 日 を指 定 してス

テージングを無 効 にすることができます。

ローテーション スキーマを使 用 している場 合 にステージングを変 更

する方 法 。

1 . バックアップ マネージャを開 いて［スケジュール］タブを選 択 します。

2 . ［ローテーション スキーマの使 用 ］オプションを選 択 し、［スキーマ

名 ］ド ロップダウン リスト からスキーマの名 前 を選 択 します。

3 . ［ローテーション ルール］タブをクリックします。

［ステージング］列 に、ローテーション スキーマに適 用 されるステー

ジングの現 在 のステータスが表 示 されます。

4 . ステージングを変 更 する曜 日 を選 択 し、［修 正 ］ボタンをクリックし

ます。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［ステージング］ド ロップダウン リスト から、［有 効 ］または［無 効 ］の

いずれかを選 択 します。

6 . ［OK］をクリックします。

注 ：任 意 のステージング グループに対 するステージングを無 効 に

するには、「ステージングの無 効 化 」を参 照 してください。
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データ マイグレーションの一 時 停 止

データ マイグレーションの一 時 停 止 オプションでは、FSD から最 終

的 な デスティネーション メディアへのデータ マイグレーションのプロセ

スを一 時 的 に停 止 できます。

例 ：データ マイグレーションの一 時 停 止 が必 要 とな る場 合

ライブラリでメンテナンスを実 行 するには、テープ ライブラリをオフラ

インにする必 要 があります。データ マイグレーション プロセスを一

時 停 止 して、メンテナンス タスクを完 了 します。次 に、ライブラリを

オンラインにして、マイグレーション プロセスを再 開 します。

データ マイグレーションを一 時 停 止 する方 法

1 . ［ステージングの場 所 ］タブの［ステージング グループ］ツリーで、一

時 停 止 したいグループを選 択 します。

2 . グループ名 を右 クリックし、ポップアップ メニューで［ディスク ベース

グループの環 境 設 定 ］を選 択 します。

［ディスク ベース グループ プロパティの環 境 設 定 ］ダイアログ ボック

スが表 示 されます。

3 . グループ リスト でグループを選 択 します。

4 . ［データ マイグレーションを一 時 停 止 する］をクリックします。

5 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p がマイグレーションを一 時 停 止 します。

注 ：データ マイグレーションの処 理 を再 開 するには、上 記 の手 順

を繰 り返 し、［データ マイグレーションを一 時 停 止 する］をオフにし

ます。

356 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



バックアップ ステージ ング方 式

ディスク ステージ ング ローテーションの無 効

化

標 準 または G FS のローテーション ルールを使 用 してバックアップを

実 行 する際 は、A rcse rve Ba cku p で指 定 した曜 日 にバックアップ

ジ ョブのステージングを保 留 または無 効 にする機 能 が提 供 され、

FSD をバイパスして、データを直 接 最 終 的 な デスティネーション メ

ディアにバックアップすることができます。

例 : ステージング バックアップ ジ ョブを無 効 にする必 要 がある場 合

たとえば、ステージング グループの FSD がスト レージ容 量 のしきい

値 を超 えそうである、または超 えてしまい、バックアップ ジ ョブが失

敗 しそうであることがわかったとします。データが直 接 最 終 的 デス

ティネーションにバックアップされるように、ステージング ジョブを変

更 し、その日 のステージングを無 効 に設 定 できます。

ローテーションまたはG FSローテーションのステージングが有 効 、無

効 のどちらに設 定 されているかを確 認 するには、バックアップ マ

ネージャを開 き、［スケジュール］タブを選 択 して［ローテーション

ルール］タブを選 択 します。ローテーション ルールのスケジュールの

［ステージング］列 に、すべてのローテーションとG FSローテーションの

現 在 のステータスが表 示 されます。ローテーションを変 更 するに

は、スケジュールの下 の［変 更 ］ボタンをクリックします。
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ステージ ングの無 効 化

A rcse rve Ba cku pを使 用 すると、FSD へのバックアップ操 作 を無 効

に ( バイパス ) することができます。このオプションを使 用 した場 合 、

データは FSD にバックアップされず、最 終 的 な デスティネーション メ

ディアに直 接 バックアップされます。

この作 業 の実 行 には、2 通 りの方 法 があります。

バックアップ マネージャの［スケジュール］タブ上 の［ローテーショ

ン ルール］タブを使 用 する。

ファイル システムのデバイス グループ環 境 設 定 ダイアログ ボッ

クスを使 用 する。

バックアップ マネージャ - ［スケジュール］タブ

バックアップ マネージャからステージング デバイスへのバックアップ

操 作 を無 効 にするには、以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 き、［スケジュール］タブを

選 択 します。

2 . ［スキーマ名 ］ド ロップダウン リスト からスキーマを選 択 します。

3 . ［ローテーション ルール］タブをクリックし、無 効 にするローテーション

を選 択 します。

4 . ［変 更 ］ボタンをクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの［ステージング］ド ロップダウン リ

スト から、［無 効 ］を選 択 します。

6 . ［OK］をクリックします。

ファイル システムのデバイス グループ環 境 設 定 ダイアログ ボックス

［デバイス グループ環 境 設 定 ］を使 用 して、標 準 のデバイス グ

ループ操 作 のアックアップを無 効 にするには、以 下 の手 順 に従 い

ます。

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 き、［ステージングの場 所 ］

タブを選 択 します。

2 . 無 効 にするグループを右 クリックし、［ディスク ベース デバイス グ

ループ プロパティの設 定 ］を選 択 します。

358 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



バックアップ ステージ ング方 式

ファイル システムの［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボック

スが開 いて、ご使 用 の環 境 内 でファイル システム デバイス グルー

プとして指 定 されているすべてのグループが表 示 されます。

注 ：ステージングが有 効 にな っているグループは、対 応 する濃 紺

のフラグと共 に表 示 されます。ステージングが有 効 にされたグルー

プの横 には水 色 のフラグが表 示 されます。

3 . 無 効 にするグループを選 択 します。

4 . ［ステージングを有 効 化 にする］チェック ボックスをオフにします。

5 . ［OK］をクリックします。
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データベースの障 害 時 のステージ ングされた

データの管 理 方 法

ディスク ステージングを使 用 してデータをバックアップすると、バック

アップ ジ ョブ、セッシ ョン、ステージング ポリシーな どに関 する情 報

は A rcse rve Ba cku p データベースに保 管 されます。データベースに

障 害 が発 生 し、A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 する必 要 が

ある場 合 、ステージング デバイス ( ファイル システム デバイスまた

はライブラリな ど ) 上 のデータに関 するステージング ポリシーは使 用

できな くな ります。このポリシーには、最 終 的 な デスティネーション

メディアにいつデータをコピーするか、または FSD ( fi le system
d ev ice、ファイル システム デバイス ) の場 合 はステージング デバイ

スからデータをいつパージするかが指 定 されています。

そのような 場 合 、以 下 のような 状 況 が生 じます。

A rcse rve Ba cku p で、ステージング デバイス上 のデータを最 終

的 な デスティネーション メディアにコピー ( マイグレート ) できな く

な ります。

A rcse rve Ba cku p で、FSD ( fi le system d ev ice、ファイル システム

デバイス ) からデータをパージして、ディスク容 量 を再 利 用 でき

な くな ります。その結 果 、ステージング デバイス上 の空 き容 量

の不 足 が原 因 とな り、その後 のバックアップ ジ ョブは正 常 に実

行 できな くな ります。

このような 状 況 に対 処 し、ステージング デバイスに保 存 されるす

べてのバックアップ データを保 持 するには、ta p eco p y コマンド ライ

ン ユーティリティを使 用 して、ステージング デバイスから最 終 的 な

デスティネーション メディアにすべてのバックアップ データをコピーし

ます ( この方 法 を使 用 する場 合 、金 曜 日 または月 曜 日 のテープ

な どのメディア ローテーション ルールは忠 実 には守 られな いことが

あります ) 。次 に、デバイス マネージャ コマンド ライン ユーティリティ

( ca _d evm gr) の -p u rge オプションを使 用 して FSD からデータを削

除 し、ディスク空 き容 量 を解 放 できます。
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ディスク容 量 を再 利 用 する方 法

このセクシ ョンでは、［時 刻 ］および［指 定 日 より後 ］オプションを使

用 して、ディスク容 量 を素 早 く再 利 用 する方 法 について説 明 しま

す。

例 1

空 きディスク容 量 が制 限 された高 性 能 ディスクを使 用 していると

します。［指 定 日 より後 ］オプションに短 い時 間 を指 定 し、［ジョブ

の開 始 後 ］オプションを選 択 することで、ディスク容 量 を素 早 く再

利 用 できます。この場 合 、最 終 的 な デスティネーション メディアへ

のコピー処 理 の開 始 直 後 にパージ処 理 が開 始 されるため、コピー

処 理 の終 了 後 にパージ処 理 が開 始 される［ジョブの終 了 後 ］を

指 定 した場 合 よりも 、短 時 間 でディスク容 量 が解 放 されます。

例 2

毎 日 同 じ時 刻 に開 始 されるバックアップ ジ ョブのローテーションま

たは G FS ローテーションのスキーマが設 定 されていて、高 性 能 ディ

スクは限 られた大 きさの空 き容 量 を維 持 しているとします。［時

刻 ］オプションを使 用 することで、次 のバックアップ処 理 の開 始 前

にパージ処 理 が開 始 されるようにスケジュールを設 定 できます。そ

れにより、十 分 な 空 き容 量 を解 放 することができ、容 量 不 足 で

バックアップ ジ ョブに失 敗 するような 状 況 を回 避 できます。

重 要 ：データが最 終 的 な デスティネーション メディアにコピーされる

ように指 定 すると、A rcse rve Ba cku p は、最 終 的 な デスティネーショ

ン メディアへのコピー処 理 が終 了 するまで、パージ処 理 を開 始 し

ません。
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テープ ステージ ングを使 用 したバックアップ

データの管 理 方 法

以 下 のセクションでは、テープ経 由 のテープへのバックアップ操 作

を使 用 してデータを保 護 する方 法 について説 明 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

テープ ステージング バックアップの仕 組 み

テープ ステージングを使 用 してバックアップ処 理 を管 理 する

方 法

テープ ステージング バックアップを実 行 するように A rcse rve
Ba cku p を設 定 する方 法

テープ ステージング バックアップ ジ ョブをサブミット する方 法

アーカイブ ステージング方 式
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テープ ステージ ング バックアップの仕 組 み

Ba cku p to Tap e to Tap e とは、テープ ライブラリまたは仮 想 テープ

ライブラリへのデータをバックアップし、別 のテープ ライブラリまたは

他 の種 類 のデバイスにデータをコピーできるデータ保 護 ソ リューショ

ンです。マイグレーションとも 呼 ばれるコピー処 理 は、ユーザが指

定 したコピー ポリシーにより制 御 されます。

Ba cku p to Tap e to Tap e ( B2T2T ) は 2 段 階 のバックアップ処 理 で

す。

バックアップ プロセス -- A rcse rve Ba cku p によって、ソ ースからス

テージング場 所 にデータがバックアップされます。ステージング

場 所 は、テープ ライブラリまたは仮 想 テープ ライブラリ( VT L) で
す。

コピー プロセス -- A rcse rve Ba cku p によって、バックアップ データ

がステージング場 所 から最 終 デスティネーション メディアにコ

ピーまたはマイグレート されます。最 終 デスティネーションはテー

プ メディアです。

以 下 の図 は、ソ ースから最 初 の段 階 であるテープ ライブラリ( また

は仮 想 テープ ライブラリ) および最 終 デスティネーションへのデータ

の流 れを示 します。
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注 ：A rcse rve Ba cku p では、マルチ スト リーミングを使 用 して、最

大 32 個 のデータ スト リームを転 送 することができます。複 数 のス

ト リームを使 用 してデータをバックアップし、3 つ以 上 のバックアップ

データ スト リームを転 送 するには、A rcse rve Ba cku p En te rp rise
M od u le のライセンスを登 録 する必 要 があります。

Ba cku p to Tap e to Tap e ( B2T2T ) を使 用 してデータを保 護 する場

合 、テープ経 由 のテープへのバックアップ処 理 は以 下 の 2 つの

フェーズで構 成 されます。

バックアップ フェーズ

A rcse rve Ba cku p では、ユーザが指 定 したポリシーに基 づいて、最

初 の段 階 でデータをソ ースからテープにバックアップします。

バックアップ ジ ョブには、フル バックアップ、増 分 バックアップ、差

分 バックアップがあります。

バックアップ ジ ョブ中 、グローバル オプション、メディア選 択 の

ルール、メディア プールの使 用 効 率 、ローテーション ルール、

G FS ローテーション ルール、アラート メッセージ、エクスポート オ

プシ ョンな どは、テープに直 接 バックアップする手 順 と同 一 で

す。

注 ：さまざまな グローバル バックアップ オプションは、バックアッ

プ フェーズ操 作 には適 用 しません。

マルチプレキシングおよびマルチ スト リーミングを使 用 してデー

タを最 初 の段 階 のメディアに転 送 して保 存 することができま

す。

注 ：［マルチプレキング］オプションは、ファイル システム デバイ

スを除 く、すべてのテープ デバイスへのバックアップ処 理 に使 用

できます。［マルチプレキング］オプションは、複 数 のド ライブを

含 むテープ ライブラリへのバックアップ処 理 に使 用 できます。

コピー フェーズ

A rcse rve Ba cku p は、ユーザが指 定 したポリシーに基 づいて、最 初

の段 階 から最 終 デスティネーションにデータをコピーします。

A rcse rve Ba cku p では、1 度 に 1 つのセッシ ョンのデータを最 初

の段 階 のメディアから最 終 デスディネーション メディアにコピーし

ます。複 数 のセッシ ョンを同 時 に 1 つのテープにコピーすること

はできません。

データを複 数 の最 初 の段 階 のメディアから 1 つの最 終 デスティ

ネーション メディアにコピーする必 要 がある場 合 は、A rcse rve
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Ba cku p はすべてのセッシ ョンが最 終 デスティネーション メディア

にコピーされるまで各 セッシ ョンを連 続 してコピーします。

別 々 のジョブに関 連 付 けられている A rcse rve Ba cku p セッシ ョン

は、マイグレーション中 に統 合 することができます。この機 能 を

有 効 にするには、統 合 オプションを使 用 します。

データを最 終 デスティネーションにコピーする処 理 中 にハード

ウェア エラーが発 生 した場 合 は、ジョブが停 止 して A rcse rve
Ba cku p はホールド 状 態 のメークアップ ジ ョブを作 成 します。

ハード ウェアのエラーを修 正 した後 で、ジョブのステータスをレ

ディにすると、ジョブが再 開 されます。

詳 細 情 報 ：

テープ ステージングを使 用 してバックアップ処 理 を管 理 する方 法

テープ ステージング バックアップを実 行 するように設 定 する方 法

テープ ステージング バックアップ ジ ョブをサブミット する方 法
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テープ ステージ ングを使 用 してバックアップ

処 理 を管 理 する方 法

Ba cku p to Tap e to Tap e ( B2T2T ) を使 用 してバックアップ操 作 を

管 理 する方 法 について、以 下 に一 般 的 な 手 順 を示 します。

オンサイト およびオフサイト のスト レージの場 所 にバックアップ

データのコピーを 2 つ保 存 する必 要 がある場 合 、B2T2T を使

用 すると、データを直 接 テープにバックアップできます。バック

アップ ジ ョブが完 了 したら、A rcse rve Ba cku p コピー ユーティリ

ティを使 用 してバックアップ テープのコピーを自 動 化 して作 成

し、それらのテープをオフサイト のスト レージの場 所 に送 ること

ができます。

B2T2T を使 用 すると、最 終 デスティネーション メディアにデータ

をコピーするときにバックアップ データを暗 号 化 することができま

す。この機 能 は、仮 想 テープ ライブラリまたは暗 号 化 をサポー

ト しな いライブラリから暗 号 化 をサポート するライブラリにデータ

をコピーする場 合 に役 立 ちます。この機 能 では、バックアップを

最 速 で実 行 し、オフサイト スト レージの場 所 に発 送 するテー

プを確 実 に暗 号 化 します。

バックアップ処 理 の進 行 中 に、多 数 のジョブが別 々 のテープに

バックアップする場 合 があります。その結 果 、メディアの全 容 量

が使 用 されな い場 合 があります。B2T2T では、バックアップを

統 合 することにより、最 終 デスティネーションにデータをコピーす

る際 にメディアの容 量 が確 実 に最 大 限 使 用 されるようにするこ

とができます。この機 能 によって最 終 デスティネーション メディ

ア、オフサイト スト レージ、またはその両 方 で使 用 するテープが

少 な くな るため、メディアのコスト を削 減 することができます。

データをバックアップしてそのデータをステージング領 域 から最

終 デスティネーションにコピーするのに必 要 な 時 間 を減 らす必

要 がある場 合 は、仮 想 テープ ライブラリ( VT L) を使 用 してバッ

クアップ操 作 を管 理 することができます。

VTL は、ディスク ド ライブのような 一 時 的 な スト レージ場 所 で、

ライブラリと同 じように動 作 するように設 定 されています。ほとん

どのバックアップ データはネット ワーク経 由 で転 送 されるため、

A rcse rve Ba cku p ではマルチプレキシングを使 用 することによっ

てバックアップに必 要 な 時 間 枠 が削 減 されます。VTL を使 用 し

てバックアップ データを保 存 すると、操 作 でテープの位 置 付 け

によるオーバーヘッド が発 生 しな いため、VTL のマルチプレキシ
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ングにフォーマット されたデータからデータを瞬 時 に読 み取 ること

ができます。その結 果 、VTL へのデータのバックアップ、VTL( ディ

スク ) からの読 み取 り、および最 終 デスティネーション メディアに

データをコピーする処 理 が速 くな ります。A rcse rve Ba cku p で

は、VTL を使 用 してバックアップ データをステージングする場 合

に最 終 デスティネーション メディアへのコピー処 理 を自 動 化 す

ることができます。
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テープ ステージ ング バックアップを実 行 する

ように A rc se rve B a c ku p を設 定 する方 法

テープ ステージングを使 用 してデータをバックアップする前 に、以

下 のタスクを実 行 する必 要 があります。

ステージング デバイスを作 成 します。

仮 想 ライブラリの使 用 を計 画 している場 合 は、デバイス マネー

ジャを開 いて、ライブラリが適 切 に設 定 されていることを確 認 し

ます。テープ エンジンを停 止 して再 起 動 すると、A rcse rve
Ba cku p が自 動 的 にライブラリを設 定 します。ライブラリが適 切

に設 定 されていな い場 合 は、デバイス環 境 設 定 を実 行 して、

ライブラリと仮 想 ライブラリをステージング操 作 用 に手 動 でセッ

ト アップできます。

注 ：デバイス環 境 設 定 を使 用 したライブラリおよび仮 想 ライブ

ラリの設 定 の詳 細 については、「テープ ライブラリの設 定 」を参

照 してください。

デバイス グループをステージング グループとして指 定 します。

ステージング ポリシーを設 定 します。

注 ：ステージングを使 用 してバックアップ動 作 を行 うには、

A rcse rve Ba cku p が、ステージング デバイス上 に保 存 された

データを管 理 するのに使 用 するマイグレーション ポリシーを定

義 する必 要 があります。詳 細 については、「テープ ステージン

グを使 用 したデータのバックアップ」を参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

ディスクおよびテープ ステージング バックアップの実 行 後 スクリプト

オプシ ョンの指 定

テープ ステージング バックアップのマイグレーション オプションの指

定

テープ コピー ポリシーの指 定 - その他 オプション
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テープ ステージ ング バックアップのマイグレー

ション オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p では、テープ ステージング バックアップのマイグ

レーション ( コピー ) ポリシーを指 定 できます。マイグレーションを使

用 すると、A rcse rve Ba cku p によるテープ ステージング デバイス ( た
とえば、ライブラリ、仮 想 ライブラリ、テープ ド ライブ、FSD な ど ) への

バックアップ処 理 の完 了 後 に、そのバックアップ データを最 終 的 な

デスティネーション メディアにいつマイグレート するかを定 義 できま

す。

テープ ステージング バックアップのマイグレーション オプションを指

定 する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて［スタート ］タブを選 択 します。

2 . ［スタート ］タブで、［標 準 バックアップ］および［ステージング有 効

化 ］をクリックします。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

3 . ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーのオプションが表 示 されます。

4 . 必 要 に応 じて、ジョブに以 下 のコピー ポリシーを指 定 します。

注 ：［フル バックアップ］をクリックしてフル バックアップ ジ ョブの

ポリシーを指 定 し、［差 分 /増 分 バックアップ］をクリックして差

分 および増 分 バックアップ ジ ョブのポリシーを指 定 します。

データをコピーしな い -- バックアップ セッシ ョンを最 終 デスティ

ネーション メディアにマイグレート しな い場 合 に、このオプショ

ンを選 択 します。たとえば、増 分 および差 分 バックアップ処 理

を実 行 すると仮 定 します。この種 類 の処 理 は、保 存 期 間 が

短 く、全 体 的 サイズも 小 さくな る傾 向 にあります。最 終 デス

ティネーション メディアに増 分 /差 分 バックアップをコピーしな い

場 合 、テープにバックアップを保 管 する必 要 性 が低 下 しま

す。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

物 理 ディスクと物 理 ボリュームでは、差 分 および増 分

バックアップがサポート されな いことに注 意 してください。

そのため、A rcse rve Ba cku p は物 理 ディスクと物 理 ボ
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リュームの差 分 および増 分 バックアップにフル バックアッ

プ ポリシーを適 用 します。唯 一 例 外 的 な 動 作 として、

コピーが実 行 されます。ステージング バックアップでは、

A rcse rve Ba cku p は物 理 ディスクと物 理 ボリュームの差

分 および増 分 バックアップを、差 分 および増 分 バックアッ

プのコピー ポリシーに基 づいて最 終 デスティネーション メ

ディアにコピーします。

指 定 されたバックアップのデータのみをコピーする -- ローテー

ション ジ ョブに関 連 する月 単 位 または週 単 位 のバックアップ

のみをマイグレート します。

注 ：［指 定 されたバックアップのデータのみをコピーする］オプ

ションは、増 分 バックアップまたは差 分 バックアップには適 用 さ

れません。

デフォルト 値 ：無 効

このオプションを有 効 にすると、以 下 のマイグレーション オプ

ションのいずれかを指 定 できます。

月 単 位 バックアップのデータのみをコピーする -- 月 単 位

のフル バックアップ セッシ ョンのみをマイグレート します。

ローテーション ジ ョブに関 連 する週 単 位 のフル バックアッ

プ ジ ョブはマイグレート しません。

注 ：このオプションは G FS ローテーション ジ ョブにのみ適

用 できます。

週 単 位 バックアップのデータをコピーする -- 週 単 位 のフ

ル バックアップ セッシ ョンのみをマイグレート します。ロー

テーション ジ ョブに関 連 する日 単 位 のフル バックアップ

セッシ ョンはマイグレート しません。

7 日 単 位 のローテーション -- 以 下 のシナリオでデータを

マイグレート できます。7 日 単 位 の週 のフル バックアップ

では、A rcse rve Ba cku p は土 曜 日 の ( フル ) バックアップ

セッシ ョンをマイグレート します。7 日 単 位 の週 の増 分 /
差 分 バックアップでは、日 曜 日 にフル バックアップを行

い、A rcse rve Ba cku p は日 曜 日 の ( フル ) バックアップ セッ

シ ョンをマイグレート します。

5 日 単 位 のローテーション -- A rcse rve Ba cku p は金 曜 日

の ( フル ) バックアップ セッシ ョンのみをマイグレート しま

す。

370 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



バックアップ ステージ ング方 式

注 ：このオプションはローテーション ジ ョブおよび G FS ロー

テーション ジ ョブにのみ適 用 できます。詳 細 については、

「ローテーション スキーム」を参 照 してください。
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テープ ステージ ング バックアップのその他 オ

プションの指 定

テープ ステージング バックアップを実 行 するには、必 要 に応 じて

A rcse rve Ba cku p がバックアップ ジ ョブ データを処 理 する方 法 を制

御 するポリシーを指 定 できます。

テープ ステージング バックアップのその他 オプションの指 定 方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて［ポリシー］タブを選 択 します。

2 . ポリシー リスト で［その他 ］をクリックします。

ジョブに必 要 な オプションを選 択 します。

［データ マイグレーション ジ ョブに失 敗 した場 合 、ホールド 状

態 のメークアップ ジ ョブを作 成 ］-- このオプションでは、データ

のマイグレーション ( テープへのコピー ) ジョブが失 敗 したとき、

A rcse rve Ba cku p がホールド 状 態 のメークアップ ジ ョブを作 成

するように指 定 します。

テープへのコピー中 にメディアまたはテープ ド ライブのエラーが

発 生 した場 合 、データ マイグレーション ジ ョブは失 敗 する場

合 があります。このオプションを使 用 して、ホールド 状 態 の

メークアップ ジ ョブを作 成 しておくと、エラーが修 正 された後

で、このジョブをレディ状 態 に変 更 できます。エラー条 件 があ

る場 合 、このオプションによって、テープ コピー ジョブを作 成 す

る必 要 性 を最 小 限 にします。

［ソ ース グループまたはテープが使 用 できな いのが原 因 で

データ マイグレーション ジ ョブが続 行 できな い場 合 、メーク

アップ ジ ョブをスケジュールする］-- このオプションでは、ソ ース

グループまたはテープが利 用 できな い場 合 、A rcse rve Ba cku p
がメークアップ ジ ョブをスケジュールするように指 定 できます。

さまざまな 理 由 から、ソ ースを利 用 できな い場 合 がありま

す。たとえば、ジョブのバックアップ フェーズが終 了 していな

い、テープ ライブラリまたは仮 想 テープ ライブラリにハード ウェ

アの問 題 が発 生 している場 合 な どです。

［指 定 時 間 後 に再 スケジュールする］-- メークアップが再

スケジュールされるまでの経 過 時 間 ( 分 ) を指 定 しま

す。

372 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



バックアップ ステージ ング方 式

3 . マイグレーション処 理 でバックアップ データを統 合 するには、［コ

ピー中 にジョブをまたがるデータを統 合 する］オプションをオンにして

以 下 のフィールド に入 力 します。

注 ：複 数 のジョブ間 でデータを同 じテープに統 合 するには、バック

アップ ジ ョブが同 じマシン上 で実 行 される必 要 があります。

［コピー方 法 ］-- 統 合 処 理 に使 用 するコピー方 法 ( ［追 加 ］

または［上 書 き］) を指 定 します。

指 定 する方 法 は、統 合 するすべてのジョブで同 一 である必

要 があります。

複 数 のジョブのデータを統 合 して日 単 位 でテープを送 る

必 要 がある場 合 は、［上 書 き］オプションを選 択 する必

要 があります。

複 数 のジョブの一 週 間 分 のデータ ( 日 単 位 でバックアッ

プ ) を単 一 テープに統 合 して週 単 位 でテープを送 る必

要 がある場 合 は、［追 加 ］オプションを選 択 する必 要 が

あります。

注 ：統 合 オプションおよび例 の詳 細 については、「マイグレー

ション時 の統 合 」を参 照 してください。
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テープ ステージ ング バックアップ ジ ョブをサブ

ミット する方 法

以 下 のセクションでは、テープ ステージング バックアップ ジ ョブのサ

ブミット 方 法 について説 明 します。

テープ ステージング バックアップのライセンスの要 件

テープ ステージングを使 用 したデータのバックアップ

ローテーション スキーマを使 用 したテープ ステージング バック

アップ ジ ョブのサブミット
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テープ ステージ ング バックアップのライセンス

の要 件

B2T2T ( B a cku p to Tap e to Tap e ) のバックアップを正 常 に実 行 す

るには、ライセンスに関 する以 下 の要 件 を満 たしていることを確 認

します。

複 数 のスト リームを使 用 してデータをバックアップし、バックアッ

プ データの 3 つ以 上 のスト リームを転 送 するには、A rcse rve
Ba cku p En te rp rise M od u le のライセンスを登 録 する必 要 があり

ます。

複 数 のテープ ド ライブを含 むテープ ライブラリにデータをバック

アップするには、A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n のライセ

ンスを登 録 する必 要 があります。

第 3章 : データのバックアップ 375



バックアップ ステージ ング方 式

テープ ステージ ングを使 用 したデータのバッ

クアップ

テープ ステージング ( B 2T2T ) を使 用 してバックアップを実 行 する前

に、そのステージング グループをあらかじめ設 定 しておく必 要 があ

ります。詳 細 については、「テープ ステージング バックアップを実 行

するように A rcse rve Ba cku p を設 定 する方 法 」を参 照 してくださ

い。

A rcse rve Ba cku pでは、バックアップ マネージャまたはコマンド ライン

ユーティリティを使 用 してバックアップ ジ ョブをサブミット できます。こ

こでは、バックアップ マネージャを使 用 してテープ ステージング バッ

クアップ ジ ョブを実 行 する方 法 について説 明 しています。コマンド

ラインを使 用 してステージング バックアップ ジ ョブをサブミット する

方 法 の詳 細 については、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参

照 してください。

注 ：テープ ステージングを使 用 してデータをバックアップするには、

すべての事 前 環 境 設 定 タスクを完 了 し、ライセンス要 件 を満 たし

ている必 要 があります。詳 細 については、「ステージング バックアッ

プのライセンスの要 件 」を参 照 してください。

テープ ステージングを使 用 してデータをバックアップする方 法

1 . バックアップ マネージャを開 きます。

2 . ［スタート ］タブをクリックして、［ステージングを有 効 にする］チェック

ボックスをオンにします。

［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タブが表 示 されます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップするソ ース オブジェクト を参

照 して選 択 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

5 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックして、ステージング サーバ オブ

ジェクト を展 開 します。

バックアップ ジ ョブに使 用 するステージング グループを参 照 および

選 択 します。デデュプリケーションを有 効 にするには、［ステージン
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グの場 所 ］タブからデデュプリケーション デバイス グループを選 択 し

ます。

6 . ［ポリシー］タブをクリックします。ジョブに必 要 な 以 下 のマイグレー

ション ポリシーを指 定 します。

［フル バックアップ］および［差 分 /増 分 バックアップ］タブ -- フ

ル バックアップ、および増 分 /差 分 バックアップのために必 要

な マイグレーション ポリシーを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「テープ ステージング バックアップのマ

イグレーション オプションの指 定 」を参 照 してください。

［その他 ］-- バックアップ ジ ョブに必 要 な その他 のポリシーを指

定 します。

注 ：詳 細 については、「テープ ステージング バックアップのそ

の他 オプションの指 定 」を参 照 してください。

［A le rt］-- バックアップ ジ ョブに必 要 な A le rt ポリシーを指 定 し

ます。

注 ：詳 細 については、「ディスクおよびテープ ステージング

バックアップの A le rt オプションの指 定 」を参 照 してください。

［実 行 後 スクリプト ］-- ジョブに必 要 な 実 行 後 スクリプト ポリ

シーを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ディスクおよびテープ ステージング

バックアップの実 行 後 スクリプト オプシ ョンの指 定 」を参 照 し

てください。

7 . ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバ オブジェクト を展 開

します。

以 下 のいずれかを実 行 して、ジョブの最 終 的 な デスティネーション

デバイス グループを指 定 します。

ステージング デバイスに複 数 のド ライブが含 まれている場

合 、［デスティネーション］タブで任 意 のデバイス グループを選

択 できます。

例 ：バックアップ データを仮 想 テープ ライブラリに保 存 して、

最 終 メディアをオフサイト スト レージ ファシリティに送 るとしま

す。このタイプのバックアップを管 理 するには、［ステージング

の場 所 ］タブで仮 想 ライブラリに対 応 するグループを指 定 し、

［デスティネーション］タブでテープ ライブラリに対 応 するグルー

プを指 定 できます。
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最 終 的 な デスティネーション デバイスに含 まれるド ライブが 1
つの場 合 ( たとえば、FSD やシングル ド ライブ ライブラリ) 、［ス

テージングの場 所 ］タブで指 定 されているデバイス グループと

は異 な るデバイス グループを［デスティネーション］タブで選 択

する必 要 があります。

8 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

9 . ［暗 号 化 /圧 縮 ］タブを選 択 し、必 要 に応 じてバックアップ ジ ョブの

以 下 のフィールド に入 力 します。

［セッシ ョン /暗 号 化 パスワード ］-- このデータをメディアからリ

スト アするためのセッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 します。

重 要 ：セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 する場 合 、セッ

シ ョンをリスト アするときにこのパスワード を提 供 する必 要 があ

ります。

［データの暗 号 化 ］-- このオプションを使 用 してバックアップ

データを暗 号 化 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定

できます。

［エージェント で処 理 ］-- 実 際 のバックアップ処 理 の前 に

バックアップ データを暗 号 化 します。このオプションの詳

細 については、「エージェント サーバでのデータの暗 号

化 」を参 照 してください。

［バックアップ中 にバックアップ サーバで処 理 ］-- バック

アップ処 理 中 にバックアップ サーバでバックアップ データ

を暗 号 化 します。詳 細 については、「バックアップ中 の

データ暗 号 化 」を参 照 してください。

［マイグレーション中 にバックアップ サーバで処 理 ］-- ス
テージング バックアップ ジ ョブのマイグレーション フェーズ

中 にバックアップ データを暗 号 化 します。詳 細 について

は、「マイグレーション中 のデータ暗 号 化 」を参 照 してくだ

さい。

［データの圧 縮 ］-- このオプションを使 用 してバックアップ デー

タを圧 縮 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定 できま

す。

［エージェント で処 理 ］-- エージェント がインスト ールさ

れ、実 行 されているシステムでバックアップ データを圧 縮

します。
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［バックアップ サーバで処 理 ］-- バックアップ処 理 中 に

A rcse rve Ba cku p サーバでバックアップ データを圧 縮 しま

す。このオプションを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p で、

バックアップの前 にソ フト ウェア圧 縮 アルゴリズムを使 用

してファイルを圧 縮 するように指 定 されます。

注 ：［データの圧 縮 ］オプションは UN IX/Lin u x の Da ta M o ver
サーバへのバックアップには適 用 されません。

［OK］をクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが閉 じ、指 定 した暗 号 化 および圧

縮 オプションが適 用 されます。

以 下 の点 に注 意 してください。

マイグレーション ジ ョブに影 響 するその他 のオプションを適 用

する場 合 は、この時 点 で実 行 してください。たとえば、マイグ

レーション ジ ョブ完 了 後 にテープをライブラリからイジェクト す

るには、［グローバル オプション］ダイアログ ボックスの［操 作 ］

タブをクリックして、［メディアのイジェクト ］オプションを選 択 し

ます。

圧 縮 /暗 号 化 オプションを指 定 しても 、バックアップ先 が圧 縮

をサポート していな いド ライブであるか、FSD ( F ile System
Dev ice、ファイル システム デバイス ) である場 合 は、A rcse rve
Ba cku p はバックアップ データを暗 号 化 しますが、圧 縮 は行 い

ません。

10 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、バックアップ ジ ョブをサ

ブミット します。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

詳 細 情 報 ：

バックアップ ジ ョブのサブミット
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ローテーション スキーマを使 用 したテープ ス

テージ ング バックアップ ジ ョブのサブミット

このセクシ ョンでは、ローテーションまたは G FS ローテーション スキー

マを使 用 して、テープ ステージング ( D2T2T ) バックアップ ジ ョブを設

定 する方 法 について説 明 します。ローテーション スキーマを使 用

すると、バックアップのタイプ ( フル、差 分 、増 分 ) 、バックアップ ジ ョ

ブを実 行 する時 間 、およびバックアップ データを保 存 する場 所 ( メ
ディア ) を指 定 できます。

ローテーション スキーマを使 用 してテープ ステージング バックアップ

ジ ョブをサブミット する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 きます。

2 . ［スタート ］タブをクリックして、［ステージングを有 効 にする］チェック

ボックスをオンにします。

［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タブが表 示 されます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップするソ ース オブジェクト を参

照 して選 択 します。

4 . ［ステージングの場 所 ］タブおよび［デスティネーション］タブをクリック

して、メディア プールとグループを設 定 します。

以 下 のフィールド で、バックアップ ジ ョブをサブミット するのに必 要

な 値 を指 定 します。

メディア プールまたはメディア プール プレフィックス

注 ：このフィールド で指 定 するメディア プール名 またはメディア

プール プレフィックス名 は、テープ ステージング ジョブで使 用

するメディア プールの名 前 ( またはプレフィックス ) です。

グループ

5 . ［スケジュール］タブを選 択 し、［ローテーション スキーマ］オプション

を選 択 します。

使 用 可 能 な スキーマのリスト は、［スキーマ名 ］ド ロップダウン リス

ト に表 示 されます。

6 . ［スキーマ名 ］ド ロップダウン リスト で、バックアップに必 要 な スキー

マを選 択 します。

7 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。
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8 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。
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アーカイブ ステージ ング方 式

A rcse rve Ba cku p >では、ステージング領 域 へデータをアーカイブ

し、そのデータを最 終 的 な デスティネーション ( 通 常 はテープ ) へマ

イグレート ( またはコピー ) する方 法 を 2 つ提 供 します。

ディスク ステージング方 式 は、ディスクをステージング領 域 とし

て使 用 し、一 般 的 に「 A rch ive to D isk to Tap e」と呼 ばれます。

テープ ステージング方 式 は、テープ ライブラリまたは仮 想 テー

プ ライブラリをステージング領 域 として使 用 し、一 般 的 に

「 A rch ive to Tap e to Tap e」と呼 ばれます。

それぞれのステージング方 式 には、アーカイブ プロセス時 に

A rcse rve Ba cku p の動 作 を制 御 する特 定 のオプションが含 まれて

います。

注 ：アーカイブ ステージング方 式 の動 作 はバックアップ ステージン

グ方 式 と同 様 です。詳 細 については、「バックアップ ステージング

方 式 」を参 照 してください。
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アーカイブ ディスク ステージ ング

アーカイブ ディスク ステージング方 式 は、ディスクをステージング領

域 として使 用 し、一 般 的 に「 A rch ive to D isk to Tap e」と呼 ばれま

す。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rch ive to D isk to Tap e の動 作

ディスク ステージングを使 用 したアーカイブ データの管 理 方 法
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A rc h ive to D isk to T a p e の動 作

A rch ive to D isk to Tap e とは、データを一 時 記 憶 場 所 ( ステージン

グ領 域 ) にアーカイブし、その後 、選 択 したポリシー オプションに基

づいて、最 終 コピー先 ( テープまたはディスク ) にマイグレート ( コ
ピー ) するか、指 定 時 間 経 過 した後 にステージング エリアからパー

ジしてデータを保 護 する方 式 です。必 要 な 場 合 、A rcse rve
Ba cku p ではステージング領 域 からデータを直 接 リスト アできます。

A rch ive to D isk to Tap e は 2 段 階 のアーカイブ処 理 です。

アーカイブ プロセス -- A rcse rve Ba cku p によって、ソ ースからス

テージングの場 所 にデータがアーカイブされます。ステージング

の場 所 はディスク ステージング デバイスです。

コピー プロセス -- A rcse rve Ba cku pによって、アーカイブ データが

ステージングの場 所 から最 終 デスティネーション メディアにコ

ピーまたはマイグレート されます。最 終 デスティネーションは、一

般 的 にはテープ メディアですが、別 のディスク ステージング デ

バイスを指 定 することも できます。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、マルチ スト リーミングを使 用 して、最

大 32 個 のデータ スト リームを転 送 することができます。複 数 のス

ト リームを使 用 してデータをアーカイブし、3 つ以 上 のアーカイブ
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データ スト リームを転 送 するには、A rcse rve Ba cku p En te rp rise
M od u le のライセンスを登 録 する必 要 があります。
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ディスク ステージ ングを使 用 したアーカイブ

データの管 理 方 法

以 下 のリスト では、ステージングを使 用 したアーカイブ データの管

理 方 法 について説 明 します。

ディスク ステージングを使 用 すると、一 時 ステージング領 域 とし

て使 用 するディスク ステージング デバイスにデータをアーカイブ

できます。ステージング ジョブでは、アーカイブ ジ ョブを、同 時

に実 行 される複 数 のサブジョブに分 割 できます。ディスク ス

テージングでは、同 時 スト リーミングを使 用 して複 数 のデータ

スト リームをディスク ステージング デバイスに送 信 できます。複

数 の異 な るスト リームにデータが分 割 されるので、同 時 スト

リーミングを使 用 したアーカイブ ジ ョブは通 常 のアーカイブ ジ ョ

ブよりも かな り短 い時 間 で完 了 できます。

その後 、ディスク ステージング デバイスから最 終 スト レージ メ

ディア ( ディスクまたはテープ ) にデータをマイグレート ( コピー ) で
きます。この結 果 、靴 磨 き効 果 ( テープの開 始 、停 止 、入 れ

替 え ) を最 小 限 に抑 え、テープ ド ライブの寿 命 と効 率 を引 き

上 げることで、テープ ド ライブのスト リーミングを維 持 できます。

アーカイブ イメージがディスク ステージング デバイスにある間

は、ディスク ステージング デバイスからデータを直 接 リスト アで

きます。一 般 に、ディスクからデータをリスト アするのはテープか

らリスト アするより速 いため、リスト ア時 間 は大 幅 に短 縮 されま

した ( テープ ロード および検 索 待 ち時 間 による遅 延 はありませ

ん ) 。

ディスク ステージング デバイスへのアーカイブ プロセスを実 行

中 、ディスク ステージング デバイスがいっぱいにな ったり、指 定

した最 大 しきい値 に達 した場 合 、A rcse rve Ba cku p でメークアッ

プ ジ ョブを作 成 できます。メークアップジ ョブでは、ステージング

アーカイブ ジ ョブが失 敗 した後 、データを直 接 最 終 デスティ

ネーションにアーカイブします。これにより、アーカイブの成 功 率

が向 上 します。また、最 終 デスティネーションへのコピー プロセ

ス中 にエラーが発 生 した場 合 、A rcse rve Ba cku p でメークアップ

ジ ョブを作 成 することができます。

注 ：ディスクがいっぱいにな った状 態 では、テープにデータを

アーカイブするために作 成 されるメークアップ ジ ョブは、常 にブラ

ンク テープまたは再 利 用 セット からのメディアを使 おうとします。

既 存 メディアへの追 加 が試 みられることはありません。
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アーカイブ イメージは、指 定 されたパージ ポリシーに設 定 され

た保 存 期 限 が切 れるまでディスク ステージング デバイスに保

存 されます。その際 A rcse rve Ba cku p では、アーカイブを続 行

できるように、ディスク ステージング デバイスからデータを自 動

的 にパージしてディスク領 域 を再 利 用 します。

第 3章 : データのバックアップ 387



アーカイブ ステージ ング方 式

アーカイブ テープ ステージ ング

アーカイブ テープ ステージング方 式 は、テープ ライブラリまたは仮

想 テープ ライブラリをステージング領 域 として使 用 し、一 般 的 に

「 A rch ive to Tap e to Tap e」と呼 ばれます。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rch ive to Tap e to Tap e の動 作

テープ ステージングを使 用 したアーカイブ操 作 の管 理 方 法
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A rc h ive to T a p e to T a p e の動 作

A rch ive to Tap e to Tap e とは、テープ ライブラリまたは仮 想 テープ

ライブラリへデータをアーカイブし、別 のテープ ライブラリまたは他 の

種 類 のデバイスにデータをコピーできるデータ保 護 ソ リューションで

す。マイグレーションとも 呼 ばれるコピー処 理 は、ユーザが指 定 し

たコピー ポリシーにより制 御 されます。

A rch ive to Tap e to Tap e は 2 段 階 のアーカイブ処 理 です。

アーカイブ プロセス -- A rcse rve Ba cku p によって、ソ ースからス

テージングの場 所 にデータがアーカイブされます。ステージング

場 所 は、テープ ライブラリまたは仮 想 テープ ライブラリ( VT L) で
す。

コピー プロセス -- A rcse rve Ba cku pによって、バックアップ データ

がステージングの場 所 から最 終 デスティネーション メディアにコ

ピーまたはマイグレート されます。最 終 デスティネーションはテー

プ メディアです。

以 下 の図 は、ソ ースから最 初 の段 階 であるテープ ライブラリ( また

は仮 想 テープ ライブラリ) および最 終 デスティネーションへのデータ

の流 れを示 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、マルチ スト リーミングを使 用 して、最

大 32 個 のデータ スト リームを転 送 することができます。複 数 のス
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ト リームを使 用 してデータをアーカイブし、3 つ以 上 のアーカイブ

データ スト リームを転 送 するには、A rcse rve Ba cku p En te rp rise
M od u le のライセンスを登 録 する必 要 があります。

A rch ive to Tap e to Tap e を使 用 してデータを保 護 する場 合 、テー

プ経 由 のテープへのアーカイブ処 理 は以 下 の 2 つのフェーズで構

成 されます。

アーカイブ フェーズ

A rcse rve Ba cku p では、ユーザが指 定 したポリシーに基 づいて、最

初 の段 階 でデータをソ ースからテープにアーカイブします。

アーカイブ ジ ョブには、フル バックアップ方 式 のみが含 まれま

す。

アーカイブ ジ ョブ中 、グローバル オプション、メディア選 択 のルー

ル、メディア プールの使 用 効 率 、ローテーション ルール、 G FS
ローテーション ルール、アラート メッセージ、エクスポート オプ

シ ョンな どは、テープに直 接 アーカイブする手 順 と同 一 です。

注 ：さまざまな グローバル アーカイブ オプションは、アーカイブ

フェーズ操 作 には適 用 されません。

マルチプレキシングおよびマルチ スト リーミングを使 用 してデー

タを最 初 の段 階 のメディアに転 送 して保 存 することができま

す。

注 ：［マルチプレキング］オプションは、ファイル システム デバイ

スを除 く、すべてのテープ デバイスへのアーカイブ処 理 に使 用

できます。［マルチプレキング］オプションは、複 数 のド ライブを

含 むテープ ライブラリへのアーカイブ処 理 に使 用 できます。

コピー フェーズ

A rcse rve Ba cku p は、ユーザが指 定 したポリシーに基 づいて、最 初

の段 階 から最 終 デスティネーションにデータをコピーします。

A rcse rve Ba cku p では、1 度 に 1 つのセッシ ョンのデータを最 初

の段 階 のメディアから最 終 デスディネーション メディアにコピーし

ます。複 数 のセッシ ョンを同 時 に 1 つのテープにコピーすること

はできません。

データを複 数 の最 初 の段 階 のメディアから 1 つの最 終 デスティ

ネーション メディアにコピーする必 要 がある場 合 は、A rcse rve
Ba cku p はすべてのセッシ ョンが最 終 デスティネーション メディア

にコピーされるまで各 セッシ ョンを連 続 してコピーします。
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別 々 のジョブに関 連 付 けられている A rcse rve Ba cku p セッシ ョン

は、マイグレーション中 に統 合 することができます。この機 能 を

有 効 にするには、統 合 オプションを使 用 します。

データを最 終 デスティネーションにコピーする処 理 中 にハード

ウェア エラーが発 生 した場 合 は、ジョブが停 止 して A rcse rve
Ba cku p はホールド 状 態 のメークアップ ジ ョブを作 成 します。

ハード ウェアのエラーを修 正 した後 で、ジョブのステータスをレ

ディにすると、ジョブが再 開 されます。
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テープ ステージ ングを使 用 したアーカイブ操

作 の管 理 方 法

A rch ive to Tap e to Tap e を使 用 してアーカイブ操 作 を管 理 する

方 法 について、以 下 に一 般 的 な 手 順 を示 します。

オンサイト およびオフサイト のスト レージの場 所 にアーカイブ

データのコピーを 2 つ保 存 する必 要 がある場 合 、A rch ive to
Tap e to Tap e を使 用 すると、データを直 接 テープにバックアップ

できます。アーカイブ ジ ョブが完 了 したら、A rcse rve Ba cku p コ

ピー ユーティリティを使 用 してアーカイブ テープのコピーを自 動

化 して作 成 し、それらのテープをオフサイト のスト レージの場 所

に送 ることができます。

A rch ive to Tap e to Tap e では、データを最 終 のデスティネーショ

ン メディアにコピーする際 、アーカイブ データを暗 号 化 すること

ができます。この機 能 は、仮 想 テープ ライブラリまたは暗 号 化

をサポート しな いライブラリから暗 号 化 をサポート するライブラリ

にデータをコピーする場 合 に役 立 ちます。この機 能 では、アー

カイブを最 速 で実 行 し、オフサイト スト レージの場 所 に発 送 す

るテープを確 実 に暗 号 化 します。

アーカイブ処 理 の進 行 中 に、複 数 のジョブが複 数 のテープに

データをアーカイブしている場 合 があります。その結 果 、メディ

アの全 容 量 が使 用 されな い場 合 があります。A rch ive to Tap e
to Tap e では、アーカイブを統 合 することにより、最 終 デスティ

ネーションにデータをコピーする際 にメディアの容 量 が確 実 に最

大 限 使 用 されるようにすることができます。この機 能 によって

最 終 デスティネーション メディア、オフサイト スト レージ、または

その両 方 で使 用 するテープが少 な くな るため、メディアのコスト

を削 減 することができます。

データをアーカイブしてそのデータをステージング領 域 から最 終

デスティネーションにコピーするのに必 要 な 時 間 を減 らす必 要

がある場 合 は、仮 想 テープ ライブラリ( VT L) を使 用 してアーカ

イブ操 作 を管 理 することができます。

VTL は、ディスク ド ライブのような 一 時 的 な スト レージ場 所 で、

ライブラリと同 じように動 作 するように設 定 されています。ほとん

どのアーカイブ データはネット ワーク経 由 で転 送 されるため、

A rcse rve Ba cku p ではマルチプレキシングを使 用 することによっ

てアーカイブに必 要 な 時 間 枠 が削 減 されます。VTL を使 用 し

てアーカイブ データを保 存 すると、操 作 でテープの位 置 付 けに
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アーカイブ ステージ ング方 式

よるオーバーヘッド が発 生 しな いため、VTL のマルチプレキシン

グにフォーマット されたデータからデータを瞬 時 に読 み取 ること

ができます。その結 果 、VTL へのデータのアーカイブ、VTL から

の読 み取 り、および最 終 デスティネーション メディアにデータを

コピーする処 理 が速 くな ります。A rcse rve Ba cku p では、VTL を

使 用 してアーカイブ データをステージングする場 合 に最 終 デス

ティネーション メディアへのコピー処 理 を自 動 化 することができ

ます。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

1 つのジ ョブで複 数 の D a ta M o ve r サーバを

バックアップする

A rcse rve Ba cku p では、共 通 テープ ライブラリへの複 数 の Da ta
M o ver サーバから構 成 されるバックアップを 1 つのジョブでサブミッ

ト することができます。この機 能 では、バックアップの管 理 を容 易

にし、バックアップ データの保 存 に使 用 するメディアの使 用 量 を最

小 に抑 えることができます。

サポート されるバックアップの種 類 -- A rcse rve Ba cku p では、通

常 の UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップおよびテープ ステー

ジングの UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップをサブミット するこ

とができます。

サポート されるスト レージ デバイス -- A rcse rve Ba cku p では、1
つのジョブにある複 数 の UN IX/Lin u x Da ta M o ver サーバ バック

アップを共 有 テープ ライブラリにサブミット することができます。

ライセンス要 件 -- A rcse rve Ba cku p では、以 下 のライセンスを

使 用 する場 合 、UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップをサブミッ

ト できます。

A rcse rve Ba cku p UN IX/Lin u x Da ta M o ver を Da ta M o ver サー

バにインスト ールする必 要 があります。UN IX/Lin u x Da ta M o ver
のライセンスをプライマリ サーバに登 録 する必 要 があります。

注 ：UN IX/Lin u x Da ta M o ver のライセンス要 件 の詳 細 について

は、「UN IX/Linux Data M ove r ユーザ ガイド 」を参 照 してくださ

い。

バックアップの考 慮 事 項 -- U N IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップ

では、以 下 の A rcse rve Ba cku p 機 能 はサポート されません。

A rcse rve Ba cku p データ デデュプリケーション デバイス、ファ

イル システム デバイスおよび A rcse rve Ba cku p Tap e RA ID
デバイスへのデータのバックアップ。

マルチプレキシング、A rcse rve Ba cku p サーバ側 暗 号 化 、

A rcse rve Ba cku p サーバ側 圧 縮 、および LTO 暗 号 化 を使

用 したデータのバックアップ。

Ora cle のオブジェクト レベル単 位 での Ora cle データベース

データの保 護 。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

注 ：UN IX/Lin u x Da ta M o ver のインスト ールするおよび使 用 方 法

の詳 細 については、「UN IX/Linux Data M ove r ユーザ ガイド 」を参

照 してください。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

複 数 の Da ta M o ver サーバを単 一 ジョブでバックアップ

ステージングを使 用 して複 数 の Da ta M o ver サーバを単 一

ジョブでバックアップ
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

複 数 の D a ta M o ve r サーバを単 一 ジ ョブで

バックアップ

A rcse rve Ba cku p では、単 一 ジョブをサブミット して複 数 の Da ta
M o ver サーバからな るバックアップを共 有 テープ ライブラリに行 うこ

とができます。

以 下 の図 は、A rcse rve Ba cku p が単 一 ジョブで Da ta M o ver サー

バのバックアップを処 理 する様 子 を説 明 します。この種 のジョブ

は、テープのステージング処 理 を使 用 しな いことに注 意 してくださ

い。

前 提 条 件 タスク

少 な くとも ライブラリを 1 つ設 定 してください。ライブラリを設 定

する方 法 の詳 細 については、「ライブラリの設 定 」を参 照 してく

ださい。

単 一 ジョブで複 数 の D a ta M o ve r サーバをバックアップする方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューから、［バックアップ］を選 択 します。

バックアップ マネージャが開 き、［スタート ］タブが表 示 されます。

3 . ［スタート ］タブから、［UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップ］をクリッ

クします。

このバックアップの種 類 がジョブに適 用 されます。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

重 要 ：UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップ用 のステージング デバ

イスとして、ファイル システム デバイスを指 定 することはできませ

ん。Da ta M o ver バックアップ用 のステージング デバイスとしてファイ

ル システム デバイスを使 用 するには、標 準 バックアップを指 定 し

てください。

4 . ［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

5 . UN IX/Lin u x Da ta M o vers オブジェクト を展 開 します。

Da ta M o ver サーバが表 示 されます。

6 . 以 下 の画 面 が示 すように、バックアップするソ ースを指 定 します。

7 . ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

8 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

注 ：ジョブのスケジュールの詳 細 については、「ジ ョブのカスタマイズ

方 法 」を参 照 してください。

9 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション グループのディレクト リ ツリーが表 示 されます。

10 . SA N オブジェクト および共 有 グループ オブジェクト を展 開 します。

バックアップ データを保 存 するデバイス グループを指 定 します。

注 ：以 下 の画 面 が示 すように、グループに関 連 付 けられたライブ

ラリを確 認 するには、デバイス グループをクリックします。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

重 要 ：A rcse rve Ba cku p は、［ソ ース］タブ上 で指 定 された Da ta
M o ver サーバが［デスティネーション］タブで指 定 されたデバイス グ

ループを共 有 しな い場 合 は、バックアップ ジ ョブをサブミット できな

いようにします。

11 . ( オプション ) ［デスティネーション］タブ上 で［マルチ スト リーミング］

チェック ボックスをオンにすると、ユーザのデータがマルチ スト リーミ

ングを使 用 してバックアップされます。マルチ スト リーミングを使 用

しな いと、A rcse rve Ba cku p はバックアップ セッシ ョンを順 次 処 理 し

ます。マルチ スト リーミングを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p は複

数 のスト リームにバックアップ セッシ ョンを振 り分 けます。これによ

り、バックアップを完 了 するのに必 要 な 全 体 的 な 時 間 の長 さを短

縮 できます。

注 ：詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p でのマルチスト リーミング

によるバックアップ データの処 理 方 法 」を参 照 してください。

12 . ( オプション ) ツールバーの［オプション］をクリックし、バックアップに

必 要 な 追 加 のオプションを指 定 します。

注 ：バックアップ ジ ョブ オプションの詳 細 については、「グローバル

バックアップ オプション」を参 照 してください。

13 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

14 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

15 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

ステージ ングを使 用 して複 数 の D a ta M o ve r
サーバを単 一 ジ ョブでバックアップ

A rcse rve Ba cku p では、ステージング ( D2T2T ) を使 用 し、単 一 ジョ

ブをサブミット して複 数 の Da ta M o ver サーバからな るバックアップ

を共 有 テープ ライブラリに行 うことができます。

以 下 の図 は、A rcse rve Ba cku p がステージングを使 用 して、単 一

ジョブで Da ta M o ver サーバのバックアップを処 理 する様 子 を説 明

します。

前 提 条 件 タスク

少 な くとも ライブラリを 1 つ設 定 してください。ライブラリを設 定

する方 法 の詳 細 については、「ライブラリの設 定 」を参 照 してく

ださい。

ステージングを使 用 して複 数 の D a ta M o ve r サーバを単 一 ジョブ

でバックアップする方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューから、［バックアップ］を選 択 します。

3 . バックアップ マネージャが開 き、［スタート ］タブが表 示 されます。

［スタート ］タブから、以 下 をクリックします。

UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップ

ステージングを有 効 にする

このバックアップの種 類 がジョブに適 用 されます。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

重 要 ：UN IX/Lin u x Da ta M o ver バックアップ用 のステージング デバ

イスとして、ファイル システム デバイスを指 定 することはできませ

ん。Da ta M o ver バックアップ用 のステージング デバイスとしてファイ

ル システム デバイスを使 用 するには、標 準 バックアップを指 定 し

てください。

4 . ［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

5 . UN IX/Lin u x Da ta M o vers オブジェクト を展 開 します。

Da ta M o ver サーバが表 示 されます。

6 . 以 下 の画 面 が示 すように、バックアップするソ ースを指 定 します。

7 . ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

8 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

注 ：ジョブのスケジュールの詳 細 については、「ジ ョブのカスタマイズ

方 法 」を参 照 してください。

9 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックします。

ステージングの場 所 とグループのディレクト リ ツリーが表 示 されま

す。

10 . SA N オブジェクト および共 有 グループ オブジェクト を展 開 します。

11 . バックアップ データをステージングするデバイス グループを指 定 しま

す。

注 ：以 下 の画 面 が示 すように、グループに関 連 付 けられたライブ

ラリを確 認 するには、デバイス グループをクリックします。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

重 要 ：A rcse rve Ba cku p は、［ソ ース］タブ上 で指 定 された Da ta
M o ver サーバが［ステージングの場 所 ］タブで指 定 されたデバイス

グループを共 有 しな い場 合 は、バックアップ ジ ョブをサブミット でき

な いようにします。

12 . ( オプション ) ［ステージングの場 所 ］タブ上 で［マルチ スト リーミン

グ］チェック ボックスをオンにすると、ユーザのデータがマルチ スト

リーミングを使 用 してバックアップされます。マルチ スト リーミングを

使 用 しな いと、A rcse rve Ba cku p はバックアップ セッシ ョンを順 次 処

理 します。マルチ スト リーミングを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p は

複 数 のスト リームにバックアップ セッシ ョンを振 り分 けます。これに

より、バックアップを完 了 するのに必 要 な 全 体 的 な 時 間 の長 さを

短 縮 できます。

注 ：詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p でのマルチスト リーミング

によるバックアップ データの処 理 方 法 」を参 照 してください。

13 . ［ポリシー］タブをクリックします。

マイグレーション ポリシーのオプションが表 示 されます。

14 . ジョブに必 要 な 以 下 のマイグレーション ポリシーを指 定 します。

［フル バックアップ］および［差 分 /増 分 バックアップ］タブ -- フ

ル バックアップ、および増 分 /差 分 バックアップのために必 要

な マイグレーション ポリシーを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「テープ ステージング バックアップのマ

イグレーション オプションの指 定 」を参 照 してください。
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

［その他 ］-- バックアップ ジ ョブに必 要 な その他 のポリシーを指

定 します。

注 ：詳 細 については、「テープ ステージング バックアップのそ

の他 オプションの指 定 」を参 照 してください。

［A le rt］-- バックアップ ジ ョブに必 要 な A le rt ポリシーを指 定 し

ます。

注 ：詳 細 については、「ディスクおよびテープ ステージング

バックアップの A le rt オプションの指 定 」を参 照 してください。

［実 行 後 スクリプト ］-- ジョブに必 要 な 実 行 後 スクリプト ポリ

シーを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ディスクおよびテープ ステージング

バックアップの実 行 後 スクリプト オプシ ョンの指 定 」を参 照 し

てください。

15 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

16 . ［デスティネーション］タブ上 でサーバ オブジェクト を展 開 します。

データを保 存 するデバイス グループを指 定 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、プライマリ サーバまたは Da ta M o ver
サーバを介 してマイグレーション ジ ョブを実 行 することができます。

以 下 の画 面 が示 すように、マイグレーション ジ ョブは、最 終 バック

アップ先 メディアの指 定 方 法 に従 い、プライマリ サーバまたは Da ta
M o ver サーバから実 行 されます。

17 . ( オプション ) ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な

オプションを指 定 します。

この時 点 で、マイグレーション ジ ョブに影 響 する他 のオプションを

適 用 することを推 奨 します。たとえば、マイグレーション ジ ョブ完 了

後 にテープをライブラリからイジェクト するには、［グローバル オプ
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1 つのジ ョブで 複 数 の D a ta Mo ve r サーバをバックアップする

ション］ダイアログ ボックスの［操 作 ］タブをクリックして、［メディアの

イジェクト ］オプションを選 択 します。

注 ：バックアップ オプションの詳 細 については、「グローバル バック

アップ オプション」を参 照 してください。

18 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

19 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

20 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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惨 事 復 旧

惨 事 復 旧

データの損 失 を防 ぐには、すべてのサーバおよびワークステーション

のバックアップ ファイルを常 に最 新 にしておく必 要 があります。バッ

クアップしたデータが最 新 でな い場 合 、A rcse rve Ba cku pで回 復 で

きるデータが制 限 されることにな ります。スケジューリング ジョブの

設 定 やメディア ローテーション スキーマを使 用 して、バックアップを

常 に最 新 の状 態 に保 つようにします。

デフォルト では、サーバは、D isa ste r R eco ve ry Op t io nがインスト ー

ルされていな くても 、すべてのフル バックアップ システムに対 して惨

事 復 旧 情 報 の生 成 または更 新 を行 います。A rcse rve
Ba cku pA rcse rve Ba cku pこれにより、後 から A rcse rve Ba cku p
D isa ste r R eco ve ry Op t io n をインスト ールした場 合 でも 、常 に最 新

のバックアップ情 報 を利 用 できます。

注 ： A rcse rve Ba cku p サーバで惨 事 復 旧 情 報 が生 成 および更 新

されな いようにするには、サーバ マシンで以 下 のレジスト リ キー

値 を作 成 して 1 に設 定 します。A rcse rve Ba cku p

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve B a cku p \B a se \T a sk \b a cku p \S k ip D R S e ss io n

詳 細 については、「 D isaste r R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」を参

照 してください。
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N T F S デデュプリケーションの動 作

NTFS データ デデュプリケーションは W in d ow s Se rve r 2012 オペレー

ティング システムに実 装 されている機 能 です。NTFS データ デデュ

プリケーションは、重 複 したデータをボリュームから削 除 します。こ

れにより、ボリューム上 により多 くのデータを保 存 することができま

す。

NTFS データ デデュプリケーションと A rcse rve Ba cku p データ デデュ

プリケーションとを混 同 しな いようにしてください。NTFS データ デ

デュプリケーションは、ボリューム上 のデータを扱 う、W in d ow s に実

装 されている機 能 です。A rcse rve Ba cku p によって、NTFS データ

デデュプリケーションが有 効 化 されたボリューム上 のデータをバック

アップおよびリスト アできます。A rcse rve Ba cku p データ デデュプリ

ケーションは、バックアップ データのスト レージ メディアへの保 存 方

法 に関 する機 能 です。A rcse rve Ba cku p のデータ デデュプリケー

ション機 能 の詳 細 については、「デデュプリケーションの使 用 」を参

照 してください。NTFS データ デデュプリケーションの詳 細 について

は、M icro so ft W in d ow s Deve lo pm en t C en te r の W eb サイト を参

照 してください。

NTFS データ デデュプリケーションは、ローカル バックアップ オプショ

ンまたはグローバル バックアップ オプションのいずれかとして定 義 し

ます。

NTFS データ デデュプリケーション データをバックアップするプロセス

は、ディスクまたはテープ メディアへの他 の標 準 的 な バックアップの

プロセスと同 じです。また、これは、NTFS データ デデュプリケーショ

ンによって最 適 化 されたデータのリスト アにも 該 当 します。ただし、

最 適 化 された NTFS データ デデュプリケーションを使 用 してバック

アップしたデータをリスト アする場 合 、デスティネーション ボリューム

上 に、リスト アするファイルの論 理 サイズ以 上 の十 分 な ディスク空

き容 量 が必 要 です。

例 ：ファイル A は 100 M B、ファイル B も 100 M B です。両 方 のファ

イルにはまったく同 じデータが含 まれます。最 適 化 された NTFS
データ デデュプリケーション バックアップに必 要 な スト レージ容 量 は

100 M B です。ただし、両 方 のファイルを復 旧 する場 合 、デスティ

ネーション ボリューム上 には、200 M B のディスク空 き容 量 が必 要

とな ります。

注 ：この例 は、A rcse rve Ba cku p 惨 事 復 旧 処 理 を使 用 してデータ

を回 復 する場 合 は該 当 しません。
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バックアップ対 象 のボリューム上 で NTFS データ デデュプリケーショ

ンが有 効 な 場 合 、NTFS データ デデュプリケーションを使 用 して、

最 適 化 されたバックアップおよび最 適 化 されていな いバックアップ

を行 うことができます。最 適 化 されたバックアップでは、A rcse rve
Ba cku p は、最 適 化 されたファイル、最 適 化 されていな いファイル、

およびチャンク スト アをバックアップします。NTFS データ デデュプリ

ケーションがボリューム上 で有 効 ではな い状 態 で、最 適 化 された

NTFS データ デデュプリケーション バックアップを実 行 しようとする

と、A rcse rve Ba cku p は最 適 化 されたバックアップを実 行 します。

NTFS データ デデュプリケーション バックアップには、以 下 の制 限 事

項 があります。

最 適 化 された NTFS データ デデュプリケーション オプションは、

デフォルト では、グローバル バックアップ オプションとしては有 効

に、ローカル バックアップ オプションとしては無 効 に設 定 されて

います。この環 境 設 定 で A rcse rve Ba cku p は、NTFS デデュプリ

ケーションが有 効 化 されたすべてのボリューム上 で、最 適 化 さ

れたバックアップを実 行 します。

特 定 のボリュームのバックアップ ジ ョブに対 してこのオプションを

有 効 化 または無 効 化 するには、グローバル バックアップ オプ

ションとしてこのオプションを無 効 にし、次 に、ローカル バックアッ

プ オプションとしてこれを適 宜 有 効 または無 効 にします。

A rcse rve Ba cku p による、最 適 化 されたバックアップ セッシ ョンか

らのデータ復 旧 は、W in d ow s Se rve r 2012 を実 行 しているコン

ピュータに対 してのみ可 能 です。

A rcse rve Ba cku p は、NTFS データ デデュプリケーション ( 最 適

化 ) オプションを使 用 して、バックアップされたデータに対 して比

較 ジョブを実 行 することはできません。このような ジ ョブをサブ

ミット すると、ジョブは失 敗 し、比 較 ジョブがサポート されていな

いことを示 す内 容 のエラーがアクティビティ ログに表 示 されま

す。

最 適 化 された NTFS データ デデュプリケーション バックアップを

実 行 し、［バックアップ メディアとディスクの比 較 ］オプションを指

定 すると、A rcse rve Ba cku p はボリューム全 体 ではな く、リパー

スされたファイルのみを比 較 します。
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第 4章 : データのリスト ア

A rcse rve Ba cku p には、データのリスト アに使 用 できるさまざまな

ツールやオプションが提 供 されています。このセクシ ョンでは、デー

タを安 全 かつ効 率 的 にリスト アするための方 法 について説 明 しま

す。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

リスト ア マネージ ャ 410

リスト アするファイルの検 索 方 法 411

リスト ア マネージ ャのボックス 427

リスト ア マネージ ャの場 所 オプション 428

リスト ア ジ ョブのスケジ ュール 429

W indow s Server 2008 および 2012 システムで管 理 者 とし ての実
行 を指 定 する 430

グローバル リスト ア オプション 431

システム状 態 リスト ア オプション 443

データのリスト ア シナリオ 446

クラウド スト レージ からデータをリスト アする方 法 471
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リスト ア マネージ ャ

リスト ア マネージ ャ

リスト ア ジ ョブを正 し く実 行 するには、必 要 な データを迅 速 に識

別 し、適 切 な バックアップおよびアーカイブ メディアからそのデータ

を取 り出 すことが重 要 な ポイント とな ります。

A rcse rve Ba cku pでは、ネット ワークに接 続 されているコンピュータに

データをリスト アできます。リスト ア ジ ョブではソ ースとデスティネー

ションを指 定 する必 要 があります。ソ ースは、A rcse rve Ba cku p に

よって作 成 されたメディアにバックアップまたはアーカイブされている

ファイルである必 要 があり、デスティネーションはハード ディスク ド ラ

イブである必 要 があります。リスト ア マネージャには、リスト ア ジ ョ

ブをカスタマイズするために、以 下 の3つのタブが用 意 されていま

す。

ソ ース

デスティネーション

スケジュール

オプションの A rcse rve Ba cku p クライアント エージェント を使 用 する

と、さまざまな 環 境 のリモート ワークステーションと通 信 し、

W in d ow s 以 外 のシステム ( U N IX な ど ) にデータをリスト アできま

す。

同 様 に、オプションのほかのバックアップ エージェント を使 用 する

と、A rcse rve Ba cku p でオンライン データベースおよびアプリケーショ

ン ( M icro so ft E x ch an ge Se rve r、M icro so ft Sh a rePo in t、M icro so ft
SQL Se rve r、Lo tu s Dom in o、Ora cle、IBM In fo rm ix な ど ) をリスト ア

できます。
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リスト アするファイルの検 索 方 法

リスト アするファイルの検 索 方 法

A rcse rve Ba cku pを使 用 すると、リスト アしたいファイルを簡 単 に検

索 できます。さまざまな システム要 件 および環 境 が考 えられるた

め、A rcse rve Ba cku pには、リスト アするデータ ( つまりソ ース ) を選

択 する以 下 の方 法 が用 意 されています。

ツリー単 位 -- この方 式 では、A rcse rve Ba cku p でバックアップま

たはアーカイブした表 示 されているディレクト リおよびファイル、

特 定 のディレクト リまたはド ライブをリスト アできます。必 要 な

データがどのメディアに入 っているかわからな いが、どのコン

ピュータからそのデータがバックアップまたはアーカイブされたかが

わかっている場 合 は、この方 法 を使 用 します。

［ツリー単 位 ］では、バックアップまたはアーカイブの最 後 のイン

スタンスのみが表 示 されます。それ以 外 のインスタンスをすべて

表 示 し、アクセスするには、リスト アするオブジェクト を選 択 して

［復 旧 ポイント ］ボタンをクリックします。同 じド ライブの部 分 バッ

クアップ /アーカイブが複 数 回 行 われた場 合 、［ツリー単 位 ］で

は、最 後 のバックアップ /アーカイブのみが表 示 されます。ただ

し、ド ライブのフル ボリューム バックアップ /アーカイブがある場

合 は、最 後 の部 分 バックアップ /アーカイブではな く、最 後 のフ

ル バックアップ /アーカイブが表 示 されます。

［マシン名 ］フィールド では、名 前 の一 部 でフィルタした検 索 が

可 能 です。名 前 の任 意 の一 部 を入 力 すると、関 連 する項 目

の一 覧 が表 示 されます。たとえば、名 前 が「 BB」を含 むマシン

が複 数 ある場 合 、［マシン名 ］フィールド に「 BB」と入 力 し、［更

新 ］ボタンをクリックします。関 連 するマシンが表 示 されます。

［マシン名 ］フィールド では、完 全 一 致 検 索 およびワイルド カー

ド 検 索 も サポート されています。

注 ：リスト ア マネージャは、512 バイト を超 えるパスを表 示 でき

ません。これにはド ライブ文 字 、またはネット ワーク サーバ名 お

よびネット ワーク共 有 名 も 含 まれます。1 バイト 言 語 では、こ

れはおよそ 500 文 字 に相 当 します。1 バイト 文 字 、マルチバイ

ト 文 字 、およびそれらの組 み合 わせを含 むマルチバイト 言 語

では、512 バイト は 250 ～ 500 文 字 に相 当 します。マルチバイ

ト 文 字 のみを含 むマルチバイト 言 語 では、512 バイト はおよそ

250 文 字 に相 当 します。ファイル パスが 512 バイト を超 える場

合 、切 り捨 てが発 生 します。切 り捨 てが行 われたディレクト リ

からデータをリスト アするには、名 前 が切 り捨 てられていな いパ
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スの最 後 のディレクト リからリスト ア ジ ョブをサブミット する必 要

があります。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、［リスト ア マネージャ］ツリーからテ

キスト ファイルに結 果 をエクスポート できます。セッシ ョン、メディ

ア、ディレクト リ、またはサーバ ノード を右 クリックし、［データの

エクスポート ］をクリックします。ローカル ド ライブにファイルを保

存 します。

検 索 -- ［検 索 ］ボタンをクリックして、特 定 のファイルまたは似 た

ような 名 前 を持 つファイルのグループのバックアップまたはアーカ

イブを検 索 します。A rcse rve Ba cku p では、［検 索 ］フィールド

に、ファイル拡 張 子 を含 め最 大 255 文 字 のファイル名 を指 定

できます。完 全 な ファイル名 がわからな い場 合 、ワイルド カード

文 字 「 *」や「 ?」を［検 索 ］フィールド に指 定 して、検 索 の結 果

を簡 単 にすることができます。

注 ：この検 索 を利 用 したリスト ア方 式 は、データベース エンジ

ンが停 止 している場 合 は機 能 しません。

例 :

1 . ド ライブ D :\ には、1 週 間 単 位 でバックアップ /アーカ

イブされる 2 つのディレクト リ、D :\Tem p および

D :\Do cum en ts が含 まれます。D :\Tem p と

D :\Do cum en ts は両 方 とも 、4 月 21 日 と 4 月 28 日

にバックアップ /アーカイブされました。ド ライブ D :\ のフ

ル バックアップ /アーカイブは 4 月 1 日 に実 行 されま

した。

2 . リスト ア マネージャには、4 月 1 日 に実 行 されたド ラ

イブ D :\ のフル バックアップ /アーカイブに関 連 するイ

ンスタンスが表 示 されます。

3 . D :\Do cum en ts の 4 月 28 日 のインスタンスをリスト ア

するには、［ツリー単 位 ］のリスト アで D :\Do cum en ts
ディレクト リを選 択 し、［復 旧 ポイント ］をクリックしま

す。［復 旧 ポイント ］ダイアログ ボックスで、4 月 28
日 のインスタンスを選 択 し、［選 択 ］ボタンをクリックし

ます。

セッシ ョン単 位 -- セッシ ョンを選 択 し、リスト アするファイルとディ

レクト リを選 択 できます。メディアの名 前 はわかっているが、リス

ト アしたいセッシ ョンが不 明 な 場 合 は、この方 法 を使 用 しま

す。
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このリスト ア方 式 は、データベース エンジンが停 止 している場

合 は機 能 しません。

デデュプリケーション デバイスはセッシ ョン単 位 をサポート します

が、多 くの場 合 、数 千 のセッシ ョンが含 まれます。ボリュームを

管 理 するための表 示 方 法 を指 定 するよう求 められます。

［メディア名 ］フィールド では、名 前 の一 部 でフィルタした検 索 が

可 能 です。名 前 の任 意 の一 部 を入 力 すると、関 連 する項 目

の一 覧 が表 示 されます。たとえば、名 前 が「 BB」を含 むセッシ ョ

ンが複 数 ある場 合 、［メディア名 ］フィールド に「 BB」と入 力 し、

［更 新 ］ボタンをクリックします。関 連 するセッシ ョンが表 示 され

ます。［メディア名 ］フィールド は、完 全 一 致 検 索 およびワイル

ド カード 検 索 も サポート しています。

注 ：リスト ア マネージャは、512 バイト を超 えるパスを表 示 でき

ません。1 バイト 言 語 では、これはおよそ 500 文 字 に相 当 しま

す。1 バイト 文 字 、マルチバイト 文 字 、およびそれらの組 み合

わせを含 むマルチバイト 言 語 では、512 バイト は 250 ～ 500
文 字 に相 当 します。マルチバイト 文 字 のみを含 むマルチバイト

言 語 では、512 バイト はおよそ 250 文 字 に相 当 します。ファイ

ル パスが 512 バイト を超 える場 合 、切 り捨 てが発 生 します。

切 り捨 てが行 われたディレクト リからデータをリスト アするには、

名 前 が切 り捨 てられていな いパスの最 後 のディレクト リからリス

ト ア ジ ョブをサブミット する必 要 があります。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、［リスト ア マネージャ］ツリーからテ

キスト ファイルに結 果 をエクスポート できます。セッシ ョン、メディ

ア、ディレクト リ、またはサーバ ノード を右 クリックし、［データの

エクスポート ］をクリックします。ローカル ド ライブにファイルを保

存 します。

照 会 単 位 -- ファイルまたはディレクト リの名 前 を見 つけ出 すた

めの検 索 パターンに基 づいて、ファイルをリスト アします。リスト

アするための照 会 の種 類 ( たとえば、［すべて］( デフォルト ) 、
［バックアップ セッシ ョン］、または［アーカイブ］) を指 定 できま

す。リスト アするファイルまたはディレクト リの名 前 はわかってい

るが、バックアップまたはアーカイブ元 のコンピュータ、あるいは

バックアップまたはアーカイブ先 のメディアがわからな い場 合 は、

この方 法 を使 用 します。

照 会 単 位 のリスト ア処 理 では、大 文 字 と小 文 字 は区 別 され

ません。
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A rcse rve Ba cku p では、［ファイル名 ］フィールド に、ファイル拡 張

子 を含 め最 大 255 文 字 のファイル名 を指 定 できます。完 全 な

ファイル名 がわからな い場 合 、ワイルド カード 文 字 「 *」や「 ?」を
［ファイル名 ］フィールド に指 定 して、照 会 結 果 を簡 単 にするこ

とができます。

注 ：このリスト ア方 式 は、データベース エンジンが停 止 している

場 合 は機 能 しません。

メディア単 位 -- スト レージ デバイス内 の指 定 メディアから、バッ

クアップ セッシ ョン一 式 をリスト アします。リスト ア ジ ョブにフィル

タが追 加 されていな い限 り、セッシ ョン内 のすべてのファイルを

デスティネーションにリスト アします。A rcse rve Ba cku p の別 の

バージョンで作 成 されたメディアである場 合 、またはデータベー

スがメディアを認 識 できな い場 合 は、この方 法 を使 用 します。

重 要 ：リスト アする項 目 が見 つからな い場 合 は、対 応 するレ

コード がデータベースから廃 棄 された可 能 性 があります。マー

ジ ユーティリティを実 行 して、リスト ア ソ ースの選 択 を再 設 定

できます。マージ ユーティリティの詳 細 については、「マージ

ユーティリティ」を参 照 してください。

仮 想 マシンの復 旧 -- 仮 想 マシンを復 旧 するためのオプション

が 2 つあります。

V M ホスト 名 または V M タイプで仮 想 マシンを検 索 -- VM
名 または VM タイプで仮 想 マシンを復 旧 できます。VM タ

イプで検 索 する場 合 、プロキシに VMwa re Co n ve rte r
3 .0 .2 がインスト ールされている必 要 があります。そうしな け

れば、復 旧 ジョブは失 敗 します。このリスト ア方 式 を使 用

すると、［グローバル オプション］の［操 作 ］タブで追 加 のオ

プションが有 効 にな ります。

V M w a re V M のト ランスポート モード -- 特 定 のト ランス

ポート 方 式 を選 択 することにより仮 想 マシンを復 旧 しま

す。

動 的 -- ( デフォルト ) このオプションでは、使 用 可 能

な ト ランスポート モード が VMwa re V irtu a l D isk
Deve lo pm en t Kit ( VDDK) によって選 択 されます。

SA N -- ( Sto ra ge A rea N etwo rk) このオプションでは、

ファイバ チャネル通 信 を使 用 して、SAN に接 続 され

たプロキシ システムからスト レージ デバイスにバック

アップ データを転 送 できます。
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H O T A D D -- このオプションでは、SC SI ディスクで設 定 さ

れた仮 想 マシンをバックアップできます。

N B D SSL -- ( N e two rk B lo ck Dev ice Secu re So cke ts
La ye r) このオプションでは、通 信 に N FC ( N e two rk F ile
C o p y) プロト コルを使 用 します。NBDSSL は TC P/ IP 通

信 ネット ワークを使 用 して、暗 号 化 されたデータを転

送 します。

N B D -- ( N e two rk B lo ck Dev ice。別 名 、LA N ト ランス

ポート モード ) このオプションでは、通 信 に N FC
( N e two rk F ile C o p y) プロト コルを使 用 します。各 種

の VDDK および VCB 操 作 は、NBD を使 用 するとき

に、各 ESX/ESXi Se rve r ホスト でアクセスする仮 想 ディ

スクごとに 1 つの接 続 を使 用 します。

注 ：指 定 されたト ランスポート モード が使 用 可 能 でな い

場 合 、ト ランスポート モード はデフォルト の［動 的 ］オプショ

ンに戻 ります。

［仮 想 マシンの復 旧 ］を使 用 すると、回 復 ジョブの実 行

中 、指 定 した VM を使 用 できな くな ります。

A rcse rve Ba cku p En te rp rise M od u le をインスト ールしている場

合 、［イメージ単 位 でリスト ア］も 使 用 できます。ファイル システム

を介 さずに、ブロック単 位 で高 速 にデータを読 み取 ってリスト アす

る必 要 がある場 合 には、この方 法 を選 択 してください。
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リスト ア マネージ ャで A rc se rve B a c ku p に多

数 の項 目 を参 照 させる方 法

A rcse rve Ba cku p では、多 数 のディレクト リやファイルな どを参 照 す

る際 、リスト ア マネージャに項 目 をロード するプロセスを一 時 停 止

できます。［デスティネーション］タブをクリックし、［ファイルを元 の場

所 にリスト ア］オプションをオフにし、［デスティネーション］タブで項

目 を参 照 すると、ロード プロセスを一 時 停 止 することができます。

以 下 の手 順 は、A rcse rve Ba cku p の［リスト ア マネージャ］ウィンド

ウで多 数 の項 目 を参 照 する方 法 について示 します。

1 . ［デスティネーション］タブでリスト ア マネージャのディレクト リ ツリー

から項 目 を選 択 すると、A rcse rve Ba cku p で［ロード 中 ］ダイアログ

ボックスが表 示 され、多 数 の項 目 を取 得 して［リスト ア マネー

ジャ］ウィンド ウにロード する必 要 があることが通 知 されます。

A rcse rve Ba cku p で［リスト ア マネージャ］ウィンド ウに表 示 する項

目 のリスト が取 得 されている間 は［キャンセル］をクリックできませ

ん。

2 . A rcse rve Ba cku p で［リスト ア マネージャ］ウィンド ウに表 示 する項

目 のリスト が取 得 されると、リスト ア マネージャへの項 目 のロード

進 捗 状 況 が［ロード 中 ］ダイアログ ボックスに表 示 されます。［キャ

ンセル］をクリックすると、操 作 を一 時 停 止 することができます。

416 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



リスト アするファイルの検 索 方 法

3 . ロード 操 作 を一 時 停 止 した後 で、ターゲット ディレクト リを右 クリッ

クし、コンテキスト メニューから［さらに表 示 ］を選 択 することによっ

て、ロード 操 作 を続 行 できます。

4 . ロード プロセスを一 時 停 止 すると、ターゲット ディレクト リのアイコ

ンが以 下 のように表 示 されます。

5 . ロード プロセスは、必 要 に応 じて一 時 停 止 と継 続 が可 能 です。

さらに項 目 をロード するには、コンテキスト メニューから［さらに表

示 ］をクリックします。
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6 . ロード プロセスが完 了 すると、ターゲット ディレクト リのアイコンが

以 下 のように表 示 されます。

418 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



リスト アするファイルの検 索 方 法

リスト ア マネージ ャでの多 数 のファイルの参

照

リスト ア マネージャに多 数 の項 目 を含 むディレクト リを参 照 する必

要 がある場 合 は、以 下 の手 順 に従 います。

注 ：リスト ア マネージャが表 示 できるファイル名 パスの長 さは 512
文 字 までです。これにはド ライブ文 字 、またはネット ワーク サーバ

名 およびネット ワーク共 有 名 も 含 まれます。NTFS および FA T32 の

ファイル システムでは、ファイル名 の最 大 長 は 255 文 字 に制 限 さ

れます。

リスト ア マネージャで多 数 のファイルを参 照 する方 法

1 . リスト ア マネージャを開 いて［デスティネーション］タブをクリックしま

す。

2 . ［デスティネーション］タブで［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］オプショ

ンをオフにし、次 にディレクト リ ツリーからターゲット ディレクト リを参

照 して、指 定 します。

［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスが表 示 されます。

3 . ［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスから、［キャンセル］をクリックして、

ロード プロセスを停 止 します。

A rcse rve Ba cku p がすべての項 目 をロード しな かった場 合 、警 告

メッセージが表 示 されます。

注 ：このメッセージは、［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスで初 めて

［キャンセル］をクリックしたときにのみ表 示 されます。

4 . ディレクト リ ツリーからターゲット ディレクト リを右 クリックし、コンテキ

スト メニューから［さらに表 示 ］をクリックします。

［ロード 中 ］メ ッセージ ボックスが表 示 され、A rcse rve Ba cku p が項

目 のロード を続 けます。

5 . A rcse rve Ba cku p がターゲット ディレクト リにすべての項 目 をロード

するまで、必 要 に応 じて何 度 でも ロード プロセスを一 時 停 止 し、

続 行 することができます。

ロード プロセスを一 時 停 止 すると、ターゲット ディレクト リのアイコ

ンが以 下 のように表 示 されます。
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ロード プロセスが完 了 すると、ターゲット ディレクト リのアイコンが

以 下 のように表 示 されます。
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バックアップ セッシ ョンの複 製

ディスク ステージングを使 用 してデータをバックアップしたり、

ta p eco p y コマンド ライン ユーティリティを使 用 してメディアをコピー

する場 合 、バックアップ セッシ ョンの複 製 を複 数 のロケーションに

存 在 させることができます。たとえば、ステージング コピーとパージ

のポリシーを定 義 して、最 終 的 な デスティネーション メディアへのコ

ピー操 作 が行 われた後 、バックアップ セッシ ョンがステージングに

使 用 されたファイル システム デバイスに一 定 期 間 残 るようにする

ことができます。バックアップ セッシ ョンがファイル システム デバイス

からパージされていな い場 合 は、データはファイル システム デバイ

スと最 終 的 な デスティネーション メディアの両 方 にあることにな りま

す。このような 場 合 、ファイル システム デバイスにあるデータを使 っ

て、セッシ ョンをリスト アすることができます。

メディアをコピーすれば、複 製 されたバックアップ セクシ ョンは複 数

のメディア上 に存 在 することにな ります。1 つのメディアがサイト に

残 り、他 のメディアがボールト された場 合 、A rcse rve Ba cku p では、

サイト 上 のメディアを使 用 して、リスト ア処 理 をしやすくすることが

できます。
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スマート リスト ア

A rcse rve Ba cku pは、リスト ア動 作 の全 体 的 な 成 功 率 を向 上 させ

る透 過 的 な スマート リスト ア機 能 を提 供 します。リスト ア ジ ョブの

実 行 中 にメディアの読 み取 りエラーやハード ウェア エラーが生 じる

と、A rcse rve Ba cku p がリスト ア ジ ョブを完 了 するために使 用 する

代 替 メディアを探 します。

例 ：スマート リスト ア

リスト ア ジ ョブの実 行 中 にソ ース メディアが動 かな くな り、ライブラ

リが使 えな くな ったとします。A rcse rve Ba cku pそうすると、では自

動 的 にそのバックアップ セッシ ョンの重 複 が検 索 されます。セッシ ョ

ンの重 複 が存 在 する場 合 は、その場 所 がファイル システム デバイ

スかそれ以 外 のメディアかということとは無 関 係 に、ユーザの操 作

を介 さずにリスト アを継 続 します。

注 ：リスト ア ジ ョブの実 行 中 に再 びメディア エラーが発 生 した場

合 は、そのジョブは失 敗 します。

422 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



リスト アするファイルの検 索 方 法

照 会 単 位 でリスト アの結 果 のエクスポート

およびスプレッド シート での参 照

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p データベースに照 会 した

結 果 をテキスト ファイルにエクスポート できます。A rcse rve Ba cku p
は、値 をタブ区 切 り形 式 でエクスポート します。タブ区 切 り形 式 を

使 用 すると、データをスプレッド シート アプリケーション ( M icro so ft
E x ce l な ど ) にインポート して結 果 を分 析 できます。

例 ：照 会 単 位 でリスト アの結 果 のエクスポート およびスプレッド シート での参 照

複 数 のユーザから、環 境 内 の異 な るコンピュータに存 在 する複 数

のファイルをリスト アして欲 しいとの依 頼 がありました。依 頼 してき

たユーザは、正 確 な ファイル名 を知 りません。これらのコンピュータ

には、対 象 ファイルによく似 た名 前 のファイルが存 在 します。このよ

うな 場 合 、ワイルド カード を使 用 して A rcse rve Ba cku p データベー

スに照 会 し、ホスト 名 、ファイル パス、ファイル名 、およびファイル

変 更 日 時 を取 得 できます。次 に、Exce l スプレッド シート を使 用 し

て結 果 をソ ート して、ユーザに対 して、リスト アが必 要 な ファイルを

知 らせて欲 しいと依 頼 できます。

照 会 単 位 でリスト アの結 果 をエクスポート してスプレッド シート で

参 照 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［クイックスタート ］メニューから［リス

ト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ド ロップダウン リスト から、［照 会 単 位 ］をクリックします。

照 会 オプション フィールド が表 示 されます。

3 . 必 要 な 値 を指 定 して、［照 会 ］をクリックします。

照 会 の結 果 が照 会 フィールド の下 に表 示 されます。

4 . ［照 会 結 果 のエクスポート ］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p によって照 会 結 果 が収 集 され、［名 前 を付 けて

保 存 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

5 . 保 存 場 所 とファイル名 を指 定 して、［保 存 ］をクリックします。

照 会 結 果 がテキスト ファイルに保 存 されます。

6 . スプレッド シート アプリケーションを開 きます。

作 成 したテキスト ファイルをインポート します。
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注 ：テキスト ファイルをインポート する方 法 の詳 細 については、ご

使 用 のスプレッド シート アプリケーションのマニュアルを参 照 してく

ださい。

照 会 の結 果 が照 会 フィールド に表 示 されます。
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U N IX および L in u x プラット フォームでの照 会

単 位 でのリスト ア

データを照 会 単 位 でリスト アする方 法 では、バックアップ データに

保 存 されているファイルまたはディレクト リの名 前 を検 索 する条 件

に基 づいてファイルを検 索 およびリスト アできます。UN IX と Lin u x
プラット フォームでは、［ディレクト リ名 ］( ファイルの場 所 ) のオプショ

ンに基 づく A rcse rve データベースの照 会 に使 用 する構 文 は、

W in d ow s プラット フォームのそれとは異 な ります。以 下 の手 順 で

は、UN IX および Lin u x プラット フォーム上 で照 会 単 位 でリスト アす

るために使 用 する構 文 について説 明 します。

U N IX および Lin u x プラット フォームでデータを照 会 単 位 でリスト ア

する方 法

1 . リスト ア マネージャから、ソ ース表 示 のド ロップダウン リスト から［照

会 単 位 ］を選 択 します。

［照 会 単 位 ］フィールド が表 示 されます。

2 . 検 索 条 件 を指 定 するには、以 下 のすべてのフィールド に入 力 しま

す。

［コンピュータ名 ］- 検 索 するコンピュータの名 前 を指 定 しま

す。特 定 のコンピュータ名 を指 定 するか、ド ロップダウン リスト

から <<AN Y>> を選 択 して A rcse rve 環 境 のすべてのコン

ピュータを検 索 します。

［ファイル名 ］- ワイルド カード または特 定 のファイル名 の検 索

を指 定 します。UN IX プラット フォームと Lin u x プラット フォーム

では、A rcse rve Ba cku p は標 準 的 な 8 .3 ファイル命 名 規 則 を

使 用 します。たとえば、* .tx t を指 定 すると、.tx t ファイル拡 張

子 が付 いたファイルがすべて照 会 結 果 に表 示 されます。

注 ：このフィールド では前 後 にスペースを入 れることはできま

せん。

［ディレクト リ参 照 ］- 検 索 するディレクト リを指 定 します。こ

のフィールド では、ド ライブ文 字 から開 始 して正 確 に一 致 す

るパスを入 力 する必 要 があります。

UN IX および Lin u x プラット フォームでは、バックスラッシュ ( \ )
は区 切 り文 字 とみな されます。たとえば、\ ro o t\d ir1\ tex t .tx t
です。

例 ：ディレクト リ名
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リスト アするファイルの検 索 方 法

マウント ポイント が「 /」の場 合 は、次 の検 索 文 字 列 を使 用

してください。

/\ro o t\d ir1 \te x t1

マウント ポイント が「 / ro o t」の場 合 は、次 の検 索 文 字 列 を使

用 してください。

\/ro o t\d ir1 \

注 ：このフィールド では前 後 にスペースを入 れることはできま

せん。

［サブディレクト リを含 める］- ［ディレクト リ名 ］フィールド に指

定 したディレクト リのサブディレクト リを検 索 できます。

3 . ［照 会 ］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p によってデータベースが照 会 され、検 索 条 件 を

満 たすファイルが返 されます。

4 . リスト アするファイルまたはディレクト リの名 前 をダブルクリックして

選 択 します。

ファイルやディレクト リを選 択 すると、緑 色 のライト が点 灯 します。
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リスト ア マネージ ャのボックス

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウに表 示 される各 オブジェクト の左 に

は、緑 色 または灰 色 のボックスが表 示 されます。

緑 色 のボックス - オブジェクト のリスト ア範 囲 を直 接 制 御 できま

す。ボックスをクリックすると、リスト ア対 象 からオブジェクト を除

外 したり、リスト ア対 象 をオブジェクト の全 体 または一 部 にする

かを指 定 できます。ボックスをクリックし、ボックス内 の色 を付 け

たり消 したりすることで、リスト アの範 囲 を指 定 します。

灰 色 のボックス - 実 在 しな いオブジェクト に関 連 付 けられてお

り、それらのオブジェクト はリスト アできません。通 常 、このよう

な 項 目 はプレースホルダとして存 在 し、この下 に他 のオブジェク

ト がグループ化 されて表 示 されます。灰 色 のボックスの下 にあ

る緑 色 のボックスをクリックすると、リスト アの対 象 として選 択 し

たファイルの割 合 に応 じて、自 動 的 に灰 色 のボックスが部 分

的 にまたは全 体 的 に塗 りつぶされます。

ボックスの設 定 とそれに対 応 するリスト ア レベルを、以 下 の表 に

示 します。

ボックス 環 境 設 定 説 明

全 体 が塗 りつぶされ ている フル リスト ア

部 分 的 に塗 りつぶされている 部 分 的 にリスト ア

塗 りつぶされ ていな い リスト アしな い

注 ：灰 色 のボックスの設 定 は、緑 色 のボックスの設 定 と同 じパ

ターンに従 っており、リスト ア対 象 として選 択 したファイルの割 合 が

反 映 されます。

ディレクト リ ツリーで上 位 階 層 にあるボックスの塗 りつぶしの割 合

は、下 位 階 層 にあるオブジェクト のボックスの塗 りつぶしの割 合 に

よって決 まります。

上 位 階 層 のボックスをクリックして完 全 に塗 りつぶすと、すべて

の下 位 階 層 のボックスも 自 動 的 に完 全 に塗 りつぶされます。

下 位 階 層 のすべてのボックスをクリックして完 全 に塗 りつぶす

と、その上 位 階 層 のボックスも 自 動 的 に完 全 に塗 りつぶされま

す。

下 位 階 層 のボックスに完 全 に塗 りつぶされたも のと部 分 的 に

塗 りつぶされたも のが混 じっている場 合 、上 位 階 層 のボックス

は部 分 的 に塗 りつぶされた状 態 にな ります。
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リスト ア マネージ ャの場 所 オプション

A rcse rve Ba cku p には、データのリスト ア先 である場 所 を選 択 する

方 法 として、以 下 の 2 つがあります。

ファイルを元 の場 所 にリスト ア

ユーザ共 有 ディレクト リおよびド ライブにリスト ア

注 ：デフォルト では、［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］チェック ボッ

クスがオンにな っています。［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］チェック

ボックスをオフにした場 合 、A rcse rve Ba cku p では、マシン、ディレク

ト リ、ファイルのリスト が表 示 され、ユーザがデータのリスト ア先 を

指 定 できます。
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リスト ア ジ ョブのスケジ ュール

ジョブをサブミット し、以 下 の方 式 でジョブを繰 り返 すことができま

す。

［1 度 だけ］-- このジョブを 1 度 だけ実 行 して繰 り返 し実 行 しま

せん。

［一 定 間 隔 ］-- 指 定 した間 隔 ( 分 、時 間 、日 、週 、または

月 ) でジョブを繰 り返 します。

［曜 日 ］-- 指 定 した 1 つまたは複 数 の曜 日 にジョブを繰 り返 し

ます。

［週 ］-- 指 定 した 1 つまたは複 数 の週 の指 定 した曜 日 にジョブ

を繰 り返 します。

［日 ］-- 毎 月 、指 定 した日 にジョブを繰 り返 します。

［カスタム］-- 指 定 した月 、日 、時 間 、または分 に、指 定 した

曜 日 を除 外 したジョブを繰 り返 します。

注 ：スト レージ デバイスが使 用 中 であるときに［ジョブを即 実 行 ］

でサブミット すると、A rcse rve Ba cku p は、スト レージ デバイスが使

用 中 であるためジョブはジョブ キューにサブミット されな いと通 知 し

ます。その場 合 、現 在 の日 付 と時 刻 を指 定 して、ジョブのスケ

ジューリングを行 います。これにより、A rcse rve Ba cku pでスト レージ

デバイスが使 用 中 の場 合 、ド ライブの使 用 が終 了 するまで、ジョ

ブの再 試 行 が自 動 的 に行 われます。

ジョブ スケジューリング機 能 の詳 細 については、「ジ ョブのカスタマ

イズ」を参 照 してください。
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W indow s Se rve r 2008 および 2012 シ ステムで 管 理 者 としての実 行 を指 定 する

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 および 2 0 1 2 システム

で管 理 者 としての実 行 を指 定 する

W in d ow s V is ta、W in d ow s Se rve r 2008、および W in d ow s Se rve r
2012 オペレーティング システムでは、セキュリティ機 能 として、実

行 可 能 ファイルまたはアプリケーションを起 動 するたびに、管 理 者

認 証 情 報 ( ユーザ名 およびパスワード ) を入 力 するか確 認 するよ

うに求 められます。このメッセージが毎 回 表 示 されな いようにする

ためには、実 行 可 能 ファイルまたはアプリケーションを管 理 者 とし

て実 行 するように指 定 します。

たとえば、W in d ow s のコマンド プロンプト を実 行 する場 合 、［コマ

ンド プロンプト ］アイコンを表 示 し ( ［スタート ］メニューから ) 、右 ク

リックして表 示 されるコンテキスト メニューの［管 理 者 として実 行 ］

を選 択 します。コマンド プロンプト コンソ ールに対 して管 理 者 権

限 が確 立 されると、コマンド プロンプト コンソ ールを閉 じるまで、そ

れ以 降 のコマンド プロンプト の呼 び出 しでさらにプロンプト が表 示

されることはありません。

注 ：このタスクはすべての A rcse rve Ba cku p 実 行 可 能 ファイルとア

プリケーションに対 して実 行 する必 要 があります。たとえば、ca _
au th、ca _b a cku p、ca _ re sto re、cab a tch な どがあります。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . W in d ow s エクスプローラで、［管 理 者 として実 行 ］を指 定 する実

行 可 能 ファイルまたはアプリケーションを表 示 します。

2 . 実 行 可 能 ファイルまたはアプリケーションを右 クリックし、コンテキス

ト メニューから［管 理 者 として実 行 ］を選 択 します。

W in d ow s プロンプト が表 示 され、管 理 者 認 証 情 報 ( ユーザ名 お

よびパスワード ) の入 力 が求 められます。

3 . 管 理 者 認 証 情 報 の入 力 を求 められたら、以 下 のいずれかの手

順 を実 行 します。

管 理 者 としてログインしていな い場 合 は、管 理 者 ユーザ名 お

よびパスワード を入 力 します。

管 理 者 としてログインしている場 合 は、［続 行 ］をクリックしま

す。

4 . プロンプト に従 い、必 要 な フィールド を入 力 してこのタスクを完 了

します。
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グローバル リスト ア オプション

ここでは、リスト ア ジ ョブをサブミット する際 に選 択 することができる

グローバル リスト ア オプションについて説 明 します。［グローバル オ

プション］ダイアログ ボックスにアクセスするには、リスト ア マネー

ジャで［オプション］ボタンをクリックします。

グローバル オプション ( ジョブ全 体 にわたるオプション ) で定 義 する

手 順 とルールは、A rcse rve Ba cku p ですべてのノード ( サーバ、ワー

クステーション、およびアプリケーション ) をリスト アする際 に使 用 さ

れます。このオプションは特 定 のリスト ア ジ ョブ用 に定 義 できま

す。1 つのリスト ア ジ ョブ用 に定 義 するグローバル オプションは、他

のリスト ア ジ ョブ用 に定 義 するグローバル オプションには影 響 しま

せん。

利 用 できるオプションは以 下 のとおりです。

バックアップ メディア オプション

デスティネーション オプション

操 作 オプション

ジ ョブ実 行 前 /後 の処 理 オプション

ジ ョブ ログ オプション

A le rt オプション
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グローバル リスト ア オプシ ョン

リスト ア マネージ ャのバックアップ メディア オ

プション

リスト ア マネージャは、以 下 のバックアップ メディア オプションをサ

ポート しています。

タイムアウト オプシ ョン -- データのリスト アに必 要 な メディアを準

備 するまでに、A rcse rve Ba cku p が待 機 するタイムアウト 時 間

を指 定 できます。使 用 可 能 な メディア オプションは、以 下 のと

おりです。

［最 初 のバックアップ メディアのタイムアウト ］-- リスト ア

ジ ョブに必 要 な 最 初 のメディアが挿 入 されるまで、

A rcse rve Ba cku p が待 機 する時 間 。時 間 切 れにな ると、

ジョブの実 行 は中 止 されます。

［追 加 バックアップ メディアのタイムアウト ］-- 追 加 メディア

が使 用 可 能 にな るまで、A rcse rve Ba cku p が待 機 する時

間 。

リスト アの最 適 化 オプション -- リスト ア処 理 中 に A rcse rve
Ba cku p で重 複 するバックアップ セッシ ョンが検 出 され、1 つの

セッシ ョンがテープ メディア上 にあり、も う 1 つのセッシ ョンがファ

イル システム デバイス上 にある場 合 、リスト アの最 適 化 オプ

ションでは A rcse rve Ba cku p に対 し、ファイル システム デバイス

上 のセッシ ョンからデータをリスト アするよう指 示 を出 します。

［リスト アの最 適 化 ］オプションはすべてのリスト ア操 作 に適 用

されるグローバル設 定 で、デフォルト で有 効 にな っています。

ほとんどの場 合 、ファイル システム デバイスからデータをリスト

アする方 が、テープ メディアからリスト アするより高 速 です。し

かし、高 速 読 み取 りが可 能 な テープ メディアやライブラリを使

用 している場 合 や、ファイル システム デバイスに既 知 の問 題

がある場 合 な どは、［リスト アの最 適 化 ］オプションを無 効 にし

た方 がいい場 合 も あります。

［リスト アの最 適 化 ］オプションを無 効 にするには、［リスト アの

最 適 化 ］チェック ボックスのチェックを外 します。
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グローバル リスト ア オプシ ョン

リスト ア マネージ ャの［デスティネーション］オ

プション

デスティネーション オプションでは、ファイルをコピーまたはリスト アす

るときのデスティネーションでのディレクト リ構 造 を決 定 できます。

また、( も しあれば ) どのファイルを上 書 き可 能 にするかを決 定 で

きます。

ディレクト リ構 造 オプション

デスティネーション上 にディレクト リを作 成 するために A rcse rve
Ba cku p で使 用 する方 法 を以 下 から選 択 します。

［ベース ディレクト リを作 成 しな い］--( デフォルト ) デスティネー

ション パスにベース ディレクト リを作 成 せず、ソ ース ベース ディ

レクト リの下 のすべてのサブディレクト リを作 成 します。ベース

ディレクト リとは、ソ ース パス内 で選 択 されている最 初 のディレ

クト リのことです。

［ベースからディレクト リを作 成 する］--ベース ディレクト リから始

まるデスティネーション パスを作 成 します。

［ルート から全 体 のパスを作 成 する］--ソ ース パス全 体 ( ルート

のド ライブとボリューム名 を除 く ) をデスティネーション上 に作 成 し

ます。親 ディレクト リ上 のどのファイルも リスト アされません。ベー

ス ディレクト リまでのディレクト リ パスのみがデスティネーション上

に作 成 されます。

同 名 のファイルに対 する処 理 オプション

ソ ースからコピーするファイルと同 名 のファイルがデスティネーショ

ン ディスクに存 在 する場 合 に、 A rcse rve Ba cku p が使 用 する

方 法 を選 択 します。デフォルト では ［すべてのファイルを上 書 き

する］が選 択 されています。

［すべてのファイルを上 書 きする］--ファイル名 の重 複 に関 係 な

く、すべてのソ ース ファイルをデスティネーションにリスト アしま

す。同 じ名 前 のファイルがある場 合 、ソ ースからコピーされるファ

イルでデスティネーション上 の既 存 ファイルは上 書 きされます。

［ファイル名 を変 更 する］--ソ ース ファイルの拡 張 子 を変 更 し

て、デスティネーションにコピーします。拡 張 子 の名 前 変 更 形

式 は、ターゲット パーティシ ョンにあるファイル システムにより異

な ります。
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グローバル リスト ア オプシ ョン

名 前 の長 さが 251 文 字 を超 えると、最 初 のリスト ア後 に、

A rcse rve Ba cku p によって、ファイル名 の 251 文 字 目 が切 り

捨 てられ、ファイル名 に「 .__0」が追 加 されます。後 続 のす

べてのリスト アでは、A rcse rve Ba cku p によって、切 り捨 てら

れたファイル名 に「 .__1」、「 .__2」な どが追 加 されます。

ファイル名 の長 さが 251 文 字 以 下 でファイル拡 張 子 がある

場 合 、A rcse rve Ba cku p により、ファイル拡 張 子 の最 後 の

文 字 が 1 に置 き換 えられます ( 例 ：fi len am e .tx1 ) 。後 続

のリスト アの場 合 、A rcse rve Ba cku p によって、ファイル拡 張

子 の最 後 の文 字 が 2、3、な どに置 き換 えます。10 番 目

のリスト ア後 、A rcse rve Ba cku p によって、ファイル拡 張 子 の

最 後 の 2 文 字 が 10、11、12 な どに置 き換 えられます

( 例 ：fi len am e .t10 ) 。100 番 目 のリスト ア後 、A rcse rve
Ba cku p によって、ファイル拡 張 子 の最 後 の 3 文 字 が 100、
101、102 な どに置 き換 えられます ( 例 ：fi len am e .100) 。
999 番 目 以 降 のリスト アでは、A rcse rve Ba cku p がファイル

拡 張 子 の名 前 を変 更 することができな いので、リスト アが

失 敗 します。ファイル名 の長 さが 251 文 字 以 下 であり、

ファイル拡 張 子 がな い場 合 は、A rcse rve Ba cku p によって、

ファイル名 の最 後 に「 .__0」が追 加 されます。最 初 のリスト

ア後 に、A rcse rve Ba cku p がファイル名 に「 .__0」を追 加 する

場 合 、10 回 目 のリスト ア以 降 、残 りのプロセスで 2 文 字

が追 加 ( fi len am e ._10 な ど ) され、100 回 目 のリスト ア以

降 は、残 りのプロセスでファイル名 に 3 文 字 が追 加 されま

す ( fi len am e .100 な ど ) 。999 番 目 以 降 のリスト アでは、

A rcse rve Ba cku p がファイル名 を変 更 することができな いの

で、リスト アが失 敗 します。

［既 存 ファイルをスキップする］--デスティネーションに同 名 のファ

イルが存 在 する場 合 、ソ ース ファイルをリスト アしません。

［新 しいファイルのみ上 書 きする］--デスティネーション上 の同 名

ファイルより修 正 日 が新 しいソ ース ファイルだけがリスト アされま

す。デスティネーションのファイルより修 正 日 が古 いソ ース ファイ

ルは上 書 きされません。

V M S ファイル バージョン オプション

以 下 のオプションは、ターゲット リスト ア ディレクト リ内 のファイ

ルと同 じ名 前 およびバージョン番 号 を持 つ VM S ファイルをリス

ト アするときに、A rcse rve Ba cku p がどのように動 作 するかを指

定 します。
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［新 しいファイル バージョンを作 成 する］--A rcse rve Ba cku p は、

すべてのファイルを元 のファイルの新 しいバージョンとしてリスト ア

します。ターゲット ディレクト リ内 のファイルは影 響 を受 けませ

ん。

［現 在 のファイル バージョンを置 き換 える］--ターゲット ディレクト

リ内 のファイルがリスト ア データ内 のファイルと同 じ名 前 および

バージョン番 号 を持 つ場 合 、A rcse rve Ba cku p はファイルを上 書

きします。

［ファイル バージョンをリスト アする］--ターゲット ディレクト リ内 の

ファイルがリスト ア データ内 のファイルと同 じ名 前 およびバージョ

ン番 号 を持 つ場 合 、A rcse rve Ba cku p はファイルをリスト アしま

せん。その他 のすべてのファイルは、元 の名 前 およびバージョン

番 号 でリスト アされます。
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リスト ア マネージ ャ操 作 オプション

操 作 オプションを使 用 して、ジョブの処 理 中 または実 行 後 に実 行

するアクシ ョン、および A rcse rve Ba cku p データベースに記 録 する

情 報 のレベルを決 定 します。

以 下 のオプションが、A rcse rve Ba cku p データベースに影 響 しま

す。

［ジョブ情 報 のみ記 録 する］-- ジョブ情 報 を記 録 します。

［データベースに記 録 しな い］-- ジョブ情 報 を記 録 しません。

［ディレクト リの属 性 とセキュリティ情 報 をリスト ア］-- 既 存 の

ディレクト リ属 性 ( 読 み取 り専 用 、アーカイブ、隠 しファイルな

ど ) およびセキュリティ情 報 をマシンにリスト アします。

［ファイルの属 性 とセキュリティ情 報 をリスト ア］-- 既 存 のファイ

ル属 性 ( 読 み取 り専 用 、アーカイブ、隠 しファイルな ど ) 属 性 と

セキュリティ データをマシンにリスト アします。

［レジスト リ ファイルおよびイベント ログをリスト ア］-- リスト ア対

象 に選 択 されたセッシ ョンがレジスト リ ファイルおよびイベント ロ

グ ファイルを持 つ場 合 は、レジスト リ ファイルとイベント ログをリ

スト ア ターゲット マシンにリスト アします。

以 下 のオプションは、仮 想 マシンのリスト アにのみ適 用 されます。

これらのオプションは、リスト ア マネージャで指 定 されている復 旧

方 式 が［VM の復 旧 ］である場 合 にのみ、［操 作 ］タブに表 示 され

ます。

［リスト ア後 に V M w a re または H yp e r-V V M の電 源 をオンにす

る］-- リスト ア ジ ョブが完 了 した後 に VM の電 源 がオンにな りま

す。

デフォルト 値 ：有 効

存 在 する場 合 、V M w a re V M を上 書 きする -- VM が存 在 する

場 合 、VM を上 書 きします。

VMwa re VM をリスト アする際 に、A rcse rve Ba cku p によってホス

ト システムに存 在 する VM が検 出 されます。ホスト システムに

VM が存 在 する場 合 は、このオプションを有 効 にしていれば、

VM の既 存 の UU ID を使 用 して VM が上 書 きされます。

デフォルト 値 ：無 効 。
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注 ：Hyp er-V の VM の場 合 、Hyp er-V ホスト に VM が存 在 す

ればエージェント によって常 に上 書 きされます。

以 下 のオプションは、A rcse rve Rep lica t io n シナリオに影 響 します。

［シナリオを停 止 できな い場 合 でも リスト アジ ョブを継 続 する］-
- シナリオのバックアップ中 に A rcse rve Rep lica t io n シナリオをリ

スト アします。

シナリオのバックアップ中 に A rcse rve Rep lica t io n シナリオをリス

ト アしようとすると、デフォルト では、リスト ア ジ ョブは失 敗 しま

す。このオプションを設 定 すれば、A rcse rve Ba cku p によって、

バックアップが実 行 中 でも リスト ア ジ ョブを完 了 することができ

ます。

注 ：A rcse rve Ba cku p を A rcse rve Rep lica t io n と統 合 している

場 合 にかぎり、このオプションは［グローバル オプション］ダイアロ

グ ボックスに表 示 されます。
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リスト ア マネージ ャのジ ョブ実 行 前 /後 の処

理 オプション

実 行 前 /後 の処 理 オプションを使 用 して、ジョブの実 行 の前 後

に、システム上 でコマンド を実 行 させることができます。

たとえば、バックアップしようとしているデータを保 持 しているアプリ

ケーションを［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプションを使

用 して停 止 し、バックアップの完 了 後 に［ジョブの終 了 後 に実 行

するコマンド ］オプションで、そのアプリケーションを再 始 動 すること

ができます。

注 ： リモート システム上 の実 行 モジュールに対 するコマンド 発 行

はサポート されていません。

［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］-- 以 下 のオプションを選

択 して、ジョブの開 始 前 にマシンでコマンド を実 行 します。

ジョブを開 始 する前 に、マシン上 で実 行 するファイルのパ

スと名 前 を入 力 します。

［終 了 コード ］-- A rcse rve Ba cku p は、他 のプログラムの終

了 コード を検 出 します。特 定 の終 了 コード に対 して、ジョ

ブをただちに実 行 するか、ジョブの実 行 をスキップするか、

または［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］をスキップす

るように指 定 できます。

［遅 延 ］-- A rcse rve Ba cku p が、指 定 された終 了 コード を

検 出 してからジ ョブを実 行 するまで待 機 する時 間 を分 単

位 で指 定 します。

［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］- ジョブの完 了 後 に、マ

シン上 で実 行 するファイルへのパスと名 前 を入 力 します。

［以 下 の場 合 は、コマンド を実 行 しな い］-- A rcse rve Ba cku p
が以 下 のような イベント の発 生 を検 出 した場 合 に、コマンド を

実 行 しな いように指 定 します。

［ジョブが失 敗 ］-- ジョブが失 敗 した場 合 、コマンド を実 行

しません。

［ジョブが未 完 了 ］-- ジョブが未 完 了 の場 合 、コマンド を

実 行 しません。

［ジョブが完 了 ］-- ジョブが完 了 した場 合 、コマンド を実 行

します。
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［前 処 理 /後 処 理 を実 行 するユーザ］-- 選 択 したローカル ホ

スト サーバでのユーザ名 とパスワード に該 当 する値 を指 定 しま

す。これは、そのサーバでのシステム権 限 を確 認 するために必

要 です。このフィールド に入 力 するユーザ名 とパスワード は、

A rcse rve Ba cku pのユーザ名 およびパスワード とは異 な ります。
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リスト ア マネージ ャのジ ョブ ログ オプション

このオプションでは、ログ レポート に含 まれる情 報 の詳 細 レベルを

指 定 します。ログ レポート は、［ジョブ キュー］ウィンド ウまたは

［データベース マネージャ］ウィンド ウ( ［ジョブ ログ］) に表 示 されま

す。以 下 のログ オプションがあります。

［全 アクティビティ］-- ジョブの実 行 中 に発 生 するすべてのアク

ティビティがジョブ ログに記 録 されます。

注 ：［全 アクティビティ］を指 定 すると、A rcserve Backu p によって、

Jo b Lo g_<Jo b ID>_<Jo b N am e>.Lo g という名 のログ ファイルが作 成 さ

れます。このログ ファイルに、ジ ョブに関 する詳 細 な ログ情 報 が表 示

されます。A rcserve Backu p では、以 下 のディレクト リにログ ファイルが

保 存 されます。

C \P rogram F iles\C A \A R C serve B ackup \LO G

［サマリのみ］-- ジョブのサマリ情 報 ( ソ ース、デスティネーショ

ン、セッシ ョン番 号 、ファイルの総 数 な ど ) およびエラーが記 録 さ

れます。

［ログ停 止 ］-- このジョブに関 する情 報 をジョブ ログに記 録 しま

せん。
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リスト ア マネージ ャの警 告 オプション

A le rt システムを使 用 すると、リスト ア処 理 中 にアクティビティ ログ

に表 示 されるイベント に関 するメッセージを通 知 できます。通 知

するイベント を以 下 の中 から 1 つ以 上 選 択 します。

［ジョブが完 了 した時 ］-- すべてのノード 、およびド ライブ /共 有

リソ ースが処 理 されたとき。

［ジョブが未 完 了 の時 ］-- 一 部 のノード 、ド ライブ、または共 有

リソ ースが失 われたとき。

［ジョブがキャンセルされた時 ］-- ユーザがジョブをキャンセルし

たとき。

［ジョブが失 敗 した時 ］-- ジョブを開 始 しても 完 了 できな かった

とき。

［カスタマイズされたイベント ］-- カスタマイズされたイベント が発

生 したとき。このイベント を指 定 する場 合 は、［イベント ］ド ロッ

プダウン リスト の下 部 にあるフィールド に、エラー /警 告 /通 知

コード を入 力 します。

定 義 済 みの A le rt 環 境 設 定 を 1 つ以 上 選 択 します。デフォルト

の場 合 は、A le rtマネージャで設 定 した内 容 をすべて使 用 すること

にな ります。詳 細 な オプションを設 定 するには、［環 境 設 定 ］ボタ

ンをクリックします。A rcse rve Ba cku pには、以 下 の定 義 済 みの

A le rt設 定 があります。

ブロード キャスト

ポケット ベル

SM TP

SNM P

イベント

プリンタ

電 子 メール

Lo tu s N o tes

［ジョブ ログを添 付 する］オプションを選 択 すると、A le rt メ ッセージ

にジョブ ログ情 報 が含 まれるようにな ります。( このオプションは、ト

ラブル チケット と電 子 メールにのみ適 用 されます ) 。
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注 ： A le rtオプションを使 用 して作 成 したリスト は、［環 境 設 定 ］ボ

タンを使 用 して定 義 した環 境 設 定 およびジョブ スクリプト と一 緒

に保 存 されます。
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システム状 態 リスト ア オプション

システム状 態 セッシ ョンを右 クリックし、システム状 態 リスト ア オプ

ションのコンテキスト メニューを表 示 します。以 下 のオプションを選

択 できます。

［A ctive D ire cto ry のリスト アを A u th o rita tive モード で実 行 す

る］- リスト アしたコピーがシステム上 で強 制 的 に A ct ive
D ire cto ry の「権 限 付 き 」バージョンにな ります。つまり、リスト ア

されるレプリカ セット が現 在 のレプリカより古 い場 合 でも 、古 い

データがすべてのレプリケーション パート ナーにレプリケート され

ます。権 限 付 きのリスト アは、通 常 、以 前 の既 知 の状 態 にシ

ステムをリスト アするために使 用 されます。

注 ：W in d ow s Se rve r 2008、W in d ow s Se rve r 2008 R2、または

W in d ow s Se rve r 2012 を実 行 するサーバは、A ct ive D ire cto ry
の A u th o rita t ive モード での使 用 をサポート していません。

［レプリケート されたデータ セット のリスト ア時 に、すべてのレプリ

カのプライマリ データとしてマークする］- F i le R ep lica t io n サービ

スのリスト ア データが、強 制 的 にほかのサーバにレプリケート さ

れるようにします。このオプションが有 効 にな っていな い場 合 、

レプリケート されるデータ セット は、ほかのサーバにレプリケート

できな い場 合 があります。これは、リスト アされるデータがほか

のサーバにあるデータよりも 古 いと思 われるからです。

［クラスタ データベースのリスト アに必 要 な 場 合 はクラスタを停

止 する］- クラスタ データベースをリスト アするためにクラスタ

サービスを停 止 する権 限 を付 与 します。これは、クラスタ マシ

ンに対 してのみ適 用 されます。このオプションが有 効 にな ってお

らず、クラスタ サービスが実 行 中 である場 合 、A rcse rve Ba cku p
は、クラスタ データベース ファイルを

%SYSTEM ROOT% \\clu sb ku p フォルダにダンプし、これらをロード

しません。A rcse rve Ba cku p には、都 合 の良 いときにクラスタ

データベース ファイルをロード できる、ca clu rs t .e xe というユーティ

リティ プログラムがあります。

［クォーラム ロケーションが変 更 された場 合 にクォーラム ド ライブ

の選 択 を有 効 にする ( W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 クラスタより以

前 ) ］- クラスタが現 在 使 用 しているクォーラム リソ ースのド ライ

ブを設 定 できるようにします。最 後 にシステム状 態 をバックアッ

プした後 で、別 のクォーラム ド ライブを使 用 するように、クラスタ

システムの設 定 を変 更 した場 合 、このオプションを使 用 して、
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新 しいクォーラム ド ライブを指 定 します。それ以 外 の場 合 、

クォーラム ド ライブのバックアプ コピーが使 用 され、クラスタ デー

タベースのリスト アは失 敗 します。

［このバックアップ以 降 にクォーラム ロケーションが変 更 され

た場 合 、ド ライブ文 字 を選 択 する］- バックアップの実 行

後 にクォーラムの場 所 が変 更 された場 合 、データをリスト

アする先 のド ライブ文 字 を指 定 できるようにします。

［A u th o rita tive R e sto re クラスタ データベース ( W in d o w s Se rve r
2 0 0 8 クラスタ以 降 ) ］- W in d ow s Se rve r 2008 以 降 のクラスタで

A u th o rita t ive Resto re を実 行 できます。権 限 付 きリスト アで

は、すべてのノード 間 でクラスタ データベースをリスト アできま

す。クラスタ設 定 を前 のバージョンにロールバックする場 合 は、

このオプションを有 効 にする必 要 があります。

以 下 のガイド ラインを使 用 して、A u th o rita t ive Resto re または

Non -au th o rita t ive Resto re をいつ処 理 するか決 定 します。

A u th o rita tive R e sto re -- A u th o rita t ive Resto re では、ノー

ド を回 復 するために現 在 のクラスタ ノード 環 境 設 定 では

な くバックアップ データ内 に保 存 されるクラスタ環 境 設 定

を使 用 することができます。A u th o rita t ive Resto re では、

リスト アされた環 境 設 定 を最 新 の環 境 設 定 としてクラスタ

に使 用 させることができます。A u th o rita t ive Resto re を使

用 してノード を回 復 する場 合 、現 在 のクラスタ環 境 設 定

はクラスタ内 のすべてのノード にレプリケート されます。

N o n -A u th o rita tive R e sto re -- N o n -A u th o rita tive R e sto re
では、無 効 な ノード を回 復 するためにバックアップ データ

を使 用 することができます。Non -A u th o rita t ive Resto re で

は、回 復 したノード が有 効 にな ってクラスタに加 わると、最

新 のクラスタ環 境 設 定 がそのノード にレプリケート されま

す。

以 下 の動 作 および考 慮 事 項 に注 意 してください。

［A u th o rita t ive Resto re クラスタ データベース ( W in d ow s
Se rve r 2008 クラスタ以 降 ) ］オプションは、ノード レベルで

適 用 できます。

リスト アするノード が破 損 していたり、無 効 な 場 合 、

A u th o rita t ive Resto re を実 行 する前 にノード のリスト アを

実 行 する必 要 があります。ノード のリスト アを実 行 する場

合 は、このオプションを有 効 にしな いでください。
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A u th o rita t ive Resto re または Non -A u th o rita t ive Resto re
を実 行 したら、ノード を再 起 動 する必 要 があります。

注 ：クラスタの惨 事 復 旧 の詳 細 については、「 D isaste r
R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」の「クラスタの復 旧 」を参 照 して

ください。

［W W W サービスを停 止 しな い］- 認 証 サーバのリスト ア中 で

も 、www サービスを継 続 して使 用 できるようにします。IIS 発

行 サービスでは、認 証 サーバのリスト ア時 に証 明 書 サービスの

ダイナミック ファイルが使 用 中 である場 合 があります。したがっ

て、デフォルト では、認 証 サーバのリスト ア時 に WWW サービス

が停 止 されます。停 止 しな いようにする場 合 は、このオプション

を使 用 してください。
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データのリスト ア シ ナリオ

データのリスト ア シナリオ

以 下 のセクションでは、特 定 のシナリオでデータをリスト アする方

法 について説 明 します。

ステージングを使 用 した、バックアップされたデータのリスト ア

D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 しな いシステム上 でのリモー

ト エージェント のリスト ア

D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 しな い A rcse rve Ba cku p メン

バ サーバのリスト ア

ベスト プラクティス - D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 してスタ

ンド アロン サーバを惨 事 から復 旧 する方 法

ベスト プラクティス - D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 せずに

A rcse rve Ba cku p サーバを惨 事 復 旧 する方 法 .
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ステージ ングを使 用 してバックアップしたデー

タをリスト アする

ステージングを使 用 してバックアップされたデータのリスト ア手 順

は、他 のタイプのスト レージ メディアにバックアップされたデータのリ

スト ア手 順 と同 じです。ステージングによって、ユーザのニーズに

も っとも 適 した場 所 からデータをリスト アするオプションが提 供 され

ます。

ステージングを使 用 してバックアップ操 作 を実 行 した後 、バックアッ

プしたデータが最 終 的 な デスティネーション メディアにコピーされた

場 合 、データを 2 つの場 所 ( ステージング デバイスと最 終 デスティ

ネーション メディア ) に置 くことができます。リスト ア操 作 を実 行 す

る必 要 があり、データが 2 つの場 所 に存 在 する場 合 、データをス

テージング デバイスから直 接 リスト アすることができます。一 般

に、ステージング デバイスからのリスト ア操 作 は、テープを使 用 し

たリスト アより迅 速 です。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . リスト ア マネージャを開 き、［ツリー単 位 ］を選 択 します。

2 . リスト ア マネージャの左 ペインで、リスト アするボリューム、ド ライ

ブ、ディレクト リ、またはファイルを選 択 します。

A rcse rve Ba cku p でデータベースが検 索 され、このファイル、ディレ

クト リ、ド ライブ、またはボリュームの全 バックアップ バージョンのリス

ト が取 得 されます。

注 ：ディスクまたはテープのステージングを使 用 する際 は、ステー

ジング テープがオフラインでな く、ステージング テープをフォーマット

または消 去 していな いことを確 認 します。これによって、デスティ

ネーション ( マイグレーション ) テープからセッシ ョン詳 細 を表 示 でき

ます。

3 . 復 旧 ポイント ド ロップダウン リスト をクリックして、リスト ア ジ ョブに

使 用 する復 旧 ポイント の日 付 を指 定 します。

4 . 次 に、以 下 の例 に従 って、リスト ア ジ ョブに使 用 する正 確 な 復 旧

ポイント を指 定 します。
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5 . このリスト から、リスト アするバージョンを選 択 することができます。

注 ：ステージング バックアップ ジ ョブまたはテープのコピーのため、

セッシ ョンのクローンが複 数 のメディア上 に存 在 する場 合 、重 複 す

るバックアップ セッシ ョンが存 在 することがあります。メディア名 が

ファイル システム デバイス ( FSD ) またはデータ デデュプリケーション

デバイス ( DDD ) の場 合 、データをディスクからリスト アする方 がテー

プからリスト アするより一 般 的 に高 速 です。ディスクからデータをリ

スト アした場 合 、テープのロード とシークによる遅 延 はありません。

2 箇 所 ( ディスクおよびテープ ) にあるデータをリスト アする場 合 、

テープからではな く、ディスクから直 接 リスト アすることで時 間 を節

約 できます。

6 . ［デスティネーション］タブをクリックして、データをリスト アする場 所

を指 定 します。

7 . ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブのスケジュールを指 定 しま

す。

8 . ( オプション ) ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに適 用 す

るその他 のオプションを指 定 します。

9 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

10 . ［サブミット ］ダイアログ ボックスで必 要 な フィールド に入 力 し、

［OK］をクリックしてリスト ア プロセスを開 始 します。
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D isa ste r R e c o ve ry O p tio n を使 用 しな いシス

テム上 でのリモート エージ ェント のリスト ア

このセクシ ョンでは、A rcse rve Ba cku p D isa ste r R eco ve ry Op t io n を

使 用 しな いシステム上 でリモート エージェント をリスト アする方 法

を説 明 します。

手 順 を実 行 する前 に、以 下 の必 須 タスクが完 了 していることを

確 認 します。

リモート エージェント マシンのフルバック アップが 1 つ存 在 し、そ

のバックアップ メディアが利 用 可 能 であることを確 認 します。

システム稼 働 時 のディスク パーティシ ョン /ボリューム環 境 設 定

を記 録 します。これには、すべてのボリュームのド ライブ文 字 お

よびマウント ポイント が含 まれます。

システム稼 動 時 のネット ワーク環 境 設 定 を記 録 します。

オペレーティング システムの CD、デバイス ド ライバ、および

A rcse rve Ba cku p インスト ール メディアが利 用 できることを確 認

します。

D isa ste r R e co ve ry O p tio n を使 用 しな いシステム上 でリモート エー

ジェント をリスト アする方 法

1 . W in d ow s オペレーティング システムの CD を使 用 して、復 元 するコ

ンピュータを起 動 します。

2 . オペレーティング システムをインスト ールするのに必 要 な パーティ

シ ョンを作 成 します。その他 のディスク パーティシ ョン /ボリューム

は、オペレーティング システムのインスト ール後 に手 動 でリスト アで

きます。ダイナミック ディスクの環 境 設 定 は、オペレーティング シス

テムのインスト ール後 にリスト アする必 要 があります。

3 . オペレーティング システムをインスト ールし、ホスト 名 が元 のシステ

ムと同 じことを確 認 します。

4 . 残 りのディスク /ボリュームの環 境 設 定 、ディスク パーティシ ョン レイ

アウト 、ダイナミック ディスク ボリュームな どをリスト アします。

注 ：ボリュームのド ライブ文 字 は、元 のシステムと同 じである必 要

があります。

5 . オペレーティング システムの CD に含 まれていな いデバイス ド ライ

バをインスト ールします。これには、SC SI/RA ID /FC ド ライバおよび

ネット ワーク アダプタ ド ライバが含 まれます。
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6 . ネット ワークを設 定 し、すべての環 境 設 定 が元 のシステムと同 じ

であることを確 認 します。

7 . オペレーティング システムのパッチを適 用 します。システムがネット

ワークに接 続 されるためにパッチの適 用 は必 須 とな ります。

8 . バックアップ時 と同 じアンチウイルス ソ フト ウェアをインスト ールし、

最 新 のパッチに更 新 します。システムがネット ワークに接 続 される

ためにパッチの適 用 は必 須 とな ります。

9 . A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t のインスト ール

10 . このマシンが既 存 のノード リスト に含 まれていな い場 合 は、

A rcse rve Ba cku p サーバのソ ース ノード リスト に追 加 します。

11 . A rcse rve Ba cku p リスト ア マネージャで［ツリー単 位 ］を選 択 し、リ

スト ア ジ ョブをサブミット します。
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データのリスト ア シ ナリオ

D isa ste r R e c o ve ry O p tio n を使 用 しな い

A rc se rve B a c ku p メ ンバ サーバのリスト ア

このセクシ ョンでは、D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 せずに

A rcse rve Ba cku p メンバ サーバをリスト アする方 法 について説 明 し

ます。

重 要 ：この手 順 は、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバおよびスタ

ンド アロン サーバのリスト アには適 用 されません。

前 提 条 件 タスク :

手 順 を実 行 する前 に、以 下 の必 須 タスクが完 了 していること

を確 認 します。

システムの少 な くとも 1 つのフル バックアップが存 在 し、バック

アップ メディアが利 用 可 能 であることを確 認 します。

システム稼 働 時 のディスク パーティシ ョン /ボリューム環 境 設 定

を記 録 します。これには、すべてのボリュームのド ライブ文 字 お

よびマウント ポイント が含 まれます。

システム稼 動 時 のネット ワーク環 境 設 定 を記 録 します。

オペレーティング システムの CD、デバイス ド ライバ、および

A rcse rve Ba cku p インスト ール メディアが利 用 できることを確 認

します。

D isa ste r R e co ve ry O p tio n を使 用 せずに A rcse rve B a ck u p メンバ

サーバをリスト アする方 法

1 . W in d ow s オペレーティング システムの CD を使 用 して、復 元 するコ

ンピュータを起 動 します。

2 . オペレーティング システムをインスト ールするのに必 要 な パーティ

シ ョンを作 成 します。その他 のディスク パーティシ ョン /ボリューム

は、オペレーティング システムのインスト ール後 に手 動 でリスト アで

きます。ダイナミック ディスクの環 境 設 定 は、オペレーティング シス

テムのインスト ール後 にリスト アする必 要 があります。

3 . オペレーティング システムをインスト ールし、ホスト 名 が元 のシステ

ムと同 じことを確 認 します。

4 . 残 りのディスク /ボリュームの環 境 設 定 、ディスク パーティシ ョン レイ

アウト 、ダイナミック ディスク ボリュームな どをリスト アします。

注 ：ボリュームのド ライブ文 字 は、元 のシステムと同 じである必 要

があります。
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5 . オペレーティング システムの CD に含 まれていな いデバイス ド ライ

バをインスト ールします。これには、SC SI/RA ID /FC ド ライバおよび

ネット ワーク アダプタ ド ライバが含 まれます。

6 . ネット ワークを設 定 し、すべての環 境 設 定 が元 のシステムと同 じ

であることを確 認 します。

7 . オペレーティング システムのパッチを適 用 します。

注 ：システムがネット ワークに接 続 されるためにパッチの適 用 は必

須 とな ります。

8 . 最 後 のバックアップが完 了 したときに実 行 されていたのと同 じアン

チウイルス ソ フト ウェアをインスト ールし、最 新 のパッチに更 新 しま

す。

注 ：システムがネット ワークに接 続 されるためにパッチの適 用 は必

須 とな ります。

9 . 元 のシステムと同 じすべてのアプリケーションをインスト ールしま

す。

10 . A rcse rve Ba cku p、エージェント 、およびオプションを、元 のインス

ト ール場 所 と同 じディレクト リにインスト ールします。

11 . リスト ア マネージャを開 き、［オプション］ツールバー ボタンをクリック

します。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

12 . ［操 作 ］タブをクリックし、［レジスト リ ファイルおよびイベント ログを

リスト ア］オプションをクリックして［OK］をクリックします。

リスト ア オプションが適 用 されます。

13 . リスト ア マネージャから、ツリー単 位 のリスト ア方 式 を指 定 し、リス

ト ア ジ ョブをサブミット してシステムをリスト アします。

14 . リスト ア ジ ョブが完 了 したら、システムを再 起 動 します。

システムがド メイン コント ローラでな い場 合 は、手 順 17 に移 動 し

ます。

15 . プロンプト が表 示 されたら、「ディレクト リ サービス復 元 モード 」を

選 択 し、システムをリスト ア モード で起 動 します。

16 . 以 下 のオプションを使 用 して、システム状 態 をリスト アします。

システム状 態 をソ ースとして指 定 します。

A rcse rve サーバから、データのリスト アに対 してグローバル オ

プションを指 定 します ( 手 順 10 を参 照 ) 。
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17 . システムをリスト アします。

18 . ジョブの完 了 後 、システムを再 起 動 します。

19 . 以 下 のいずれかのシナリオに基 づいて、システムの再 起 動 後 にシ

ステムが正 常 にリスト アされていることを確 認 します。

オペレーティング システムによって、バックアップされたレジスト

リ情 報 に、現 在 使 用 されているハード ディスク デバイスが反

映 されていな いことが検 出 された場 合 、ド ライブ文 字 の割 り

当 てを変 更 する必 要 がある可 能 性 があります。これが発 生

した場 合 は、適 切 な ド ライブ文 字 を再 度 割 り当 てます。

ファイルがシステムに必 要 な 場 合 、システム ド ライブだけでな

く、ド ライブ文 字 の再 割 り当 て後 にシステムを再 起 動 する必

要 がある可 能 性 があります。他 のド ライブがデータのみの場

合 、システムを再 起 動 する必 要 はありません。他 のド ライブ

上 に存 在 するデータの種 類 がわからな い場 合 は、ド ライブ文

字 の再 割 り当 て後 にシステムを再 起 動 してください。
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ベスト プラクティス - D isa ste r R e c o ve ry
O p tio n を使 用 してスタンド アロン サーバを

惨 事 から復 旧 する方 法

以 下 のシナリオでは、D isa ste r R eco ve ry Op t io n を利 用 して、SQL
Se rve r データベースをホスト している A rcse rve Ba cku p サーバを保

護 する方 法 について説 明 します。

サーバの仕 様

A rcse rve Ba cku p サーバは以 下 のように設 定 されます。

A rcse rve スタンド アロン サーバのインスト ール オプションがサーバ

にインスト ールされます。

A rcse rve データベースは M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss
Ed it io n を使 用 してホスト されます。

スタンド アロン サーバはさまざまな M icro so ft SQL Se rve r データ

ベースをホスト しています。

ソ フト ウェアの仕 様

A rcse rve Ba cku p サーバには以 下 のアプリケーションがインス

ト ールされます。

M icro so ft W in d ow s Se rve r

M icro so ft SQL Se rve r

A rcse rve Ba cku p データベースとしての M icro so ft SQL Se rve r
2014 Exp re ss Ed it io n

A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s

A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r W in d ow s

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

A rcse rve Ba cku p D isa ste r R eco ve ry Op t io n

注 ：M icro so ft SQL Se rve r および M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss は同 じノード に存 在 します。M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss アプリケーションは、A rcse rve Ba cku p インスト ール ルー

チンがインスト ールしました。

以 下 のガイド ラインに従 って、SQ L Se rve r データベースをホスト して

いる A rcse rve B a ck u p サーバを惨 事 から復 旧 させます。
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1 . バックアップ操 作 時 には、SQL Se rve r インスタンスおよび SQL Se rve r
2014 Exp re ss インスタンスのステータスをオフラインにしな いでくださ

い。

2 . マシンのフル バックアップを実 行 します。バックアップが正 常 に完

了 します。

3 . D isa ste r R eco ve ry ブート キット を作 成 します。

注 ：D isa ste r R eco ve ry ブート キット の作 成 の詳 細 については、

「 D isaste r R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

4 . D isa ste r R eco ve ry リスト アを実 行 します。リスト アが正 常 に完 了 し

ます。

リスト ア操 作 時 に、D isa ste r R eco ve ry Op t io n は A rcse rve Ba cku p
データベース ( M icro so ft SQL 2014 Exp re ss ) のマスタ データベース

およびモデル データベースを回 復 させます。

5 . プロンプト が表 示 されたら、A rcse rve Ba cku p サーバを再 起 動 しま

す。

A rcse rve Ba cku p サーバの再 起 動 後 、惨 事 復 旧 処 理 は A rcse rve
Ba cku p データベースの復 旧 を続 行 します。A rcse rve Ba cku p デー

タベースの回 復 後 、A rcse rve Ba cku p を通 常 どおり起 動 できま

す。

6 . SQL Se rve r データベース インスタンスの惨 事 復 旧 エレメント セッ

シ ョンをリスト アさせます。

注 ：詳 細 については、「 A gent for M icrosoft SQ L Se rve r ユーザ ガ

イド 」を参 照 してください。

7 . SQL インスタンスを再 起 動 します。

8 . データを各 SQL インスタンスにリスト アします。
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ベスト プラクティス - D isa ste r R e c o ve ry
O p tio n を使 用 せずに A rc se rve B a c ku p サー

バを惨 事 復 旧 する方 法

A rcse rve Ba cku p では、D isa ste r R eco ve ry Op t io n をインスト ールせ

ずに A rcse rve Ba cku p サーバに対 して完 全 な 惨 事 復 旧 を実 行 で

きます。この機 能 を有 効 にするには、後 述 の「 A rcse rve Ba cku p
サーバの復 旧 」に記 載 されている手 順 を完 了 する必 要 がありま

す。復 旧 する A rcse rve Ba cku p サーバがプライマリ サーバまたはス

タンド アロン サーバである場 合 は、後 述 の「 A rcse rve Ba cku p デー

タベースの回 復 」の手 順 も 完 了 する必 要 があります。

この手 順 は、以 下 の作 業 から構 成 されます。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバのフル バックアップとリスト アの実 行

2 . A rcse rve Ba cku p サーバの復 旧

3 . A rcse rve Ba cku p データベースをリカバリします。

4 . 既 存 の A rcse rve Ba cku p データベースの再 アクティブ化 ( オプショ

ン )

5 . ジョブ キュー セッシ ョンの回 復

重 要 ：ジョブ キューは、のプライマリ サーバまたはスタンド アロン

サーバにリスト アする必 要 があります。A rcse rveジョブ キューを

A rcse rve ド メインに含 まれるメンバ サーバにリスト アしな いでくださ

い。

6 . A ct ive D ire cto ry の回 復

注 ：このタスクは、ド メイン コント ローラとして機 能 する A rcse rve
Ba cku p サーバにのみ適 用 されます。

7 . A rcse rve Ba cku p ライセンスの確 認 ( 必 要 な 場 合 )

以 下 の動 作 に注 意 してください。

復 旧 中 または復 旧 後 に、システム ログおよび A rcse rve Ba cku p
ログにエラー メッセージが書 き込 まれます。これらのメッセージ

は、復 旧 の際 に通 常 発 生 するも ので、データの損 失 や機 能

上 の問 題 を示 すも のではありません。

D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 せずに A rcse rve Ba cku p サー

バを同 じサーバ上 にリスト アする場 合 は、システム予 約 済 みボ

リューム上 に十 分 な 空 き容 量 があることを確 認 します。システ
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ム予 約 済 みボリュームは、W in d ow s Se rve r 2012 のインスト ー

ル時 に、350 M B のデフォルト サイズで割 り当 てられます。この

デフォルト サイズを約 490 M B に変 更 することをお勧 めします

( 500 M B 未 満 を維 持 するようにしてください ) 。システム予 約

済 みボリュームを増 やすことができな い場 合 は、D isa ste r
R eco ve ry Op t io n を使 用 して A rcse rve Ba cku p サーバを復 旧 す

るか、またはシステム予 約 済 みボリュームを新 し く作 成 します。

システム予 約 済 みボリュームを新 し く作 成 するときは、MBR
( マスタ ブート レコード ) ディスクのプライマリ パーティシ ョンにの

み、システム予 約 済 みボリュームを作 成 できることに注 意 して

ください。システム ボリュームとブート ボリュームを組 み合 わせ

ると、B itLo cke r 機 能 を使 用 してコンピュータ上 のボリュームを

暗 号 化 することはできません。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . 新 規 ボリュームを作 成 します。たとえば、ブート パーティ

シ ョンを含 むディスク上 に約 490 M B のサイズで F: を作

成 します ( ボリュームのサイズが 500 M B 未 満 であること

を確 認 します ) 。

2 . W in d ow s Se rve r 2012 が C :\ ド ライブにインスト ールされ

ている場 合 は、DOS コマンド プロンプト を開 いて ( 管 理

者 として実 行 ) 、以 下 のコマンド を入 力 します。
b cd b o o t.e xe C :\W in d o w s /s F :

3 . D ISKPA RT と入 力 します。

4 . D ISKPA RT コマンド プロンプト から、以 下 を入 力 します。
D IS K P A R T > se le c t vo lu m e F
D IS K P A R T > a c tive

5 . マシンを再 起 動 すると、新 しいシステム予 約 済 みボ

リュームが F: に作 成 されます。

注 ：以 前 の設 定 に戻 すには、元 のシステム ボリュームを使

用 してこれらと同 じ手 順 を繰 り返 して、ド ライブ文 字 ( たとえ

ば D :) を割 り当 てます。

A rcse rve B a ck u p サーバを復 旧 する方 法

重 要 ：A rcse rve Ba cku p サーバを復 旧 する前 に、A rcse rve Ba cku p
サーバのフル バックアップを最 低 1 回 は実 行 しておく必 要 がありま

す。
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1 . A rcse rve Ba cku p サーバ上 にオペレーティング システムを再 インス

ト ールします。

ハード ディスクのパーティシ ョン、ハード ウェア、およびオペレーティン

グ システム ( バージョン、エディシ ョン、およびサービスパック ) の構

成 が、バックアップした構 成 と同 一 であることを確 認 します。

2 . A rcse rve Ba cku p、エージェント 、およびオプションを、元 のインス

ト ール場 所 と同 じディレクト リに再 インスト ールします。

3 . A rcse rve Ba cku p のインスト ール後 、マージ ユーティリティを開 き、

最 後 のフル バックアップに使 用 したメディアをマージします。

4 . マージの完 了 後 、リスト ア マネージャを開 き、［ファイルを元 の場

所 にリスト ア］オプションがオンにな っていることを確 認 します。

5 . フル バックアップ セッシ ョンを指 定 します。

マシンのバックアップ セッシ ョンを選 択 します。その際 、以 下 の

A rcse rve Ba cku p 固 有 のセッシ ョンはすべて除 外 します。

惨 事 復 旧 セッシ ョン

A rcse rve ジョブ キュー セッシ ョン

A rcse rve データベース セッシ ョン

SQL Se rve r 惨 事 復 旧 エレメント セッシ ョン

注 ：リスト アの際 に A rcse rve Ba cku p カタログ データベース

セッシ ョンを選 択 した場 合 、リスト ア ジ ョブをサブミット した後

に、A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを閉 じる必 要 があ

ります ( A rcse rve Ba cku p では、デフォルト でカタログ データ

ベースが有 効 です ) 。これにより、リスト ア プロセスによってカ

タログ データベースを上 書 きできるようにな ります。ジョブ ス

テータス マネージャまたはジョブ モニタを再 度 開 いてジョブ ス

テータスを監 視 することはできますが、ジョブが完 了 するま

で、リスト ア マネージャまたはデータベース マネージャを開 か

な いでください。

6 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

リスト ア マネージャのオプション ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

7 . ［操 作 ］タブをクリックし、［レジスト リ ファイルおよびイベント ログを

リスト ア］オプションをクリックして［OK］をクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが閉 じます。
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8 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、リスト ア ジ ョブをサブ

ミット します。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

9 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、必 要

に応 じて以 下 のフィールド に入 力 し、［OK］をクリックします。

［ユーザ名 ］-- ターゲット A rcse rve Ba cku p サーバのユーザ名

を指 定 します。

［パスワード ］-- ターゲット A rcse rve Ba cku p サーバのパスワー

ド を指 定 します。

［セッシ ョン パスワード ］-- 暗 号 化 されたバックアップ セッシ ョン

のパスワード を指 定 します。

［IP アド レス］-- ターゲット A rcse rve Ba cku p サーバの IP アド レ

スを指 定 します。

10 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、［編

集 ］をクリックし、選 択 したセッシ ョンのユーザ名 、パスワード 、およ

び IP アド レスを変 更 します。

［ユーザ情 報 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

11 . ［ユーザ情 報 ］ダイアログ ボックスで、A rcse rve Ba cku p サーバの

ユーザ名 とパスワード を指 定 します。さらに、そのユーザ名 とパス

ワード をすべてのセッシ ョンに適 用 するために［ユーザ名 とパスワー

ド をすべてのセッシ ョンに適 用 する］チェック ボックスをクリックしま

す。

注 ：IP アド レスとパスワード を編 集 するときは、個 々 の IP アド レス

と個 々 のセッシ ョンのセッシ ョン パスワード を編 集 する必 要 がありま

す。

12 . ［OK］をクリックします。

［ユーザ情 報 ］ダイアログ ボックスが閉 じます。

13 . ［OK］ボタンをクリックして［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダ

イアログ ボックスを閉 じます。

注 ：［OK］をクリックした後 で、A rcse rve Ba cku p というメッセージ

ボックスが開 く場 合 があります。このメッセージ ボックスに表 示 され

るメッセージにより、リスト ア ジ ョブのサブミット に認 証 を必 要 とする

セッシ ョンに対 して IP アド レスを指 定 するよう指 示 されます。

A rcse rve Ba cku p ダイアログ ボックスが開 いた場 合 は、すべての
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セッシ ョンがジョブをサブミット するようにすべての IP アド レスを指 定

し、［OK］をクリックします。

リスト ア ジ ョブがサブミット されました。

14 . リスト ア ジ ョブの完 了 後 、コンピュータを再 起 動 します。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

W in d ow s Se rve r 2012 システムを再 起 動 した後 、スタート アッ

プ メニューにマウス カーソ ルを置 いたときに、スタート アップ メ

ニューが表 示 されな い場 合 があります。この動 作 が発 生 した

場 合 、スタート アップ メニューを表 示 するには、いったんコン

ピュータをログオフしてからログインしてください。

オペレーティング システムにログインすると、エラー メッセージ

が表 示 され、コンピュータの予 期 しな いシャット ダウンの理 由

が表 示 される場 合 があります。これは、システム状 態 の回 復

を行 うと通 常 発 生 するも のです。必 要 に応 じて、ド ロップダウ

ン リスト から適 切 な 答 えを選 択 して続 行 してください。

また、次 のような メッセージが表 示 される場 合 も あります。「 1
つ以 上 のサービスまたはド ライバがシステム起 動 時 にエラーに

な りました。詳 細 については、イベント ビューアを使 用 してイ

ベント を確 認 してください。」さらに、SQL Se rve r サービス

( A RC SERVE_DB ) を開 始 できな いため、エラーにな ります。こ

の段 階 では SQL Se rve r サービスは復 旧 していな いため、この

エラーが発 生 しても 問 題 ありません。「 A rcse rve Ba cku p デー

タベースの回 復 」に記 載 されている手 順 を完 了 すれば、サー

ビスのエラーは解 決 します。

15 . コンピュータ再 起 動 後 に、以 下 のいずれかを実 行 します。

 SQ L Se rve r サービスが開 始 し、A rcse rve Ba cku p データベース

が M icro so ft SQL Se rve r 2014 でな い場 合 は、次 のタスクに

「 A rcse rve B a ck u p データベースを回 復 する方 法 」に進 みま

す。

 SQ L Se rve r サービスが開 始 し、A rcse rve Ba cku p データベース

が M icro so ft SQL Se rve r 2014 である場 合 は、以 下 の手 順 を

実 行 します。

a .  W in d ow s サービス マネージャを開 きます。

b . A rcse rve Da tab a se En gin e サービスおよび SQL Se rve r サービ

スを停 止 します。
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c. sq lse rvr.e xe -m を使 用 して、シングル ユーザ モード で SQL
Se rve r サービスを開 始 します。

d . SQL Se rve r M an agem en t Stu d io を使 用 して、ローカルの SQL
Se rve r にログインします。

e . ［オブジェクト エクスプローラ ペイン］で、<ホスト 名 > -［セキュリ

ティ］-［ログイン］とド リルダウンします。

f. 元 の W in d ow s アカウント を削 除 します。

例 ：<ホスト 名 >\A dm in is tra to r

注 ：このアカウント の削 除 に関 して警 告 メッセージが表 示 さ

れた場 合 は、警 告 メッセージを無 視 して問 題 ありません。

SQL Se rve r へのログインに使 用 する W in d ow s アカウント を追

加 します。

例 ：<ホスト 名 >\A dm in is tra to r

g. データベースのデフォルト の言 語 を指 定 します。

h . このアカウント の [p u b lic] および [sysa dm in ] 権 限 を指 定 しま

す。

i . SQ L Se rve r サービスのシングル ユーザ モード を停 止 します。

j. W in d ow s サービス マネージャを開 き、SQL Se rve r サービスを

開 始 します。

k . 次 のタスク「 A rcse rve B a ck u p データベースを回 復 する方 法 」

に進 みます。

SQL Se rve r サービスが開 始 されな かった場 合 は、次 の手 順 に

進 みます。

16 . Da ta フォルダを右 クリックし、コンテキスト メニューから［プロパティ］

を選 択 します。

［プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

17 . ［セキュリティ］タブをクリックし、［詳 細 設 定 ］をクリックします。

［Da ta のセキュリティの詳 細 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

注 ： W in d ow s Se rve r 2008 システムでは、［Da ta のセキュリティの

詳 細 設 定 ］画 面 の［詳 細 ］をクリックします。

18 . ［アクセス許 可 ］タブをクリックし、［子 オブジェクト すべてのアクセス

許 可 エント リを、ここに表 示 されているエント リで子 オブジェクト に
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適 用 するも ので置 換 する］オプションをオンにして、［OK］をクリック

します。

注 ：W in d ow s Se rve r 2008 システムでは、［すべての子 孫 の既 存

の継 承 可 能 な アクセス許 可 を、このオブジェクト からの継 承 可 能

な アクセス許 可 で置 き換 える］オプションをクリックします。

A rcse rve Ba cku p データベースがデータベース データ ファイルを別

のディレクト リに格 納 するように設 定 されている場 合 は、このフォル

ダに対 して手 順 16 ,17、および 18 を繰 り返 してセキュリティ属 性 を

変 更 します。

19 . W in d ow s サービス マネージャを開 き、SQL Se rve r サービス

( A RC SERVE_DB ) を開 始 します。

20 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

SQL Se rve r サービスが開 始 されたら、次 のタスク「 A rcse rve
B a ck u p データベースを回 復 する方 法 」へ進 みます。

SQL Se rve r サービスが開 始 されず、SQL Se rve r サービスを開

始 できな い場 合 は、次 の手 順 に進 みます。

21 . W in d ow s の［コンピュータの管 理 ］ダイアログ ボックスを開 き、

［ローカルユーザー］、［グループ］の順 にクリックします。

次 のグループ名 が表 示 されます。

S Q L S e rve r2 0 0 8 M S S Q L U se r$ M A C H IN E N A M E $ A R C S E R V E _ D B

注 ：MACHIN ENAM E の値 は、使 用 しているコンピュータ名 である

必 要 があります。

22 . このグループ名 を控 えておきます。

Da ta フォルダに戻 ります ( 手 順 16 を参 照 ) 。

23 . Da ta フォルダを右 クリックし、コンテキスト メニューから［プロパティ］

を選 択 します。

［プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

24 . ［セキュリティ］タブをクリックし、［追 加 ］をクリックします。

［ユーザ、コンピュータ、またはグループの選 択 ］ダイアログ ボックス

が開 きます。

25 . ［場 所 ］、［ローカル コンピュータ］の順 にクリックします。

手 順 18 で控 えたグループを追 加 し、［OK］をクリックします。

462 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



データのリスト ア シ ナリオ

［ユーザ、コンピュータ、またはグループの選 択 ］ダイアログ ボックス

が閉 じます。

26 . ［詳 細 設 定 ］タブ、［アクセス許 可 ］タブの順 にクリックします。

27 . ［子 オブジェクト すべてのアクセス許 可 エント リを、ここに表 示 され

ているエント リで子 オブジェクト に適 用 するも ので置 換 する］オプ

ションをオンにして、［OK］をクリックします。

注 ：A rcse rve Ba cku p データベースの設 定 で、データベース データ

ファイルが別 のディレクト リに格 納 するよう指 定 されている場 合 、こ

のフォルダに対 しても 手 順 16 ～ 27 を繰 り返 してセキュリティ属 性

を変 更 します。

28 . W in d ow s サービス マネージャを開 き、SQL Se rve r サービス

( A RC SERVE_DB ) を開 始 します。

A rcse rve B a ck u p データベースをリカバリする方 法

重 要 ：A rcse rve Ba cku p は、データベースを回 復 するまで使 用 で

きません。エラー メッセージが A rcse rve Ba cku p アクティビティ ログ

に示 されることがありますが、無 視 してかまいません。

1 . W in d ow s サービス マネージャを開 き、A rcse rve Da tab a se En gin e
サービスを開 始 します。

2 . リスト ア マネージャを開 きます。

3 . ［リスト ア方 式 ］ド ロップ ダウン リスト から、［セッシ ョン単 位 ］を選

択 します。

リスト ア ソ ースとして A rcse rve Ba cku p データベース セッシ ョンを選

択 します。

4 . ［デスティネーション］タブをクリックし、［ファイルを元 の場 所 にリスト

ア］オプションが選 択 されていることを確 認 します。

注 ：回 復 する A rcse rve Ba cku p データベースが、ローカルの SQL
Se rve r インスタンスに格 納 されている場 合 、A rcse rve Ba cku p
( a sd b ) をリスト アする前 に、マスタ ( m a ste r) データベースをリスト ア

する必 要 があります。

5 . ツールバーの［オプション］をクリックして、リスト ア オプションを開 き

ます。

6 . ［操 作 ］タブをクリックし、［データベースに記 録 しな い］オプションを

選 択 して、［OK］をクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが閉 じます。
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7 . A rcse rve データベース セッシ ョンを右 クリックし、コンテキスト メ

ニューから［エージェント オプシ ョン］を選 択 します。

8 . ［リスト ア オプション］タブをクリックし、［リスト アで強 制 的 に既 存

ファイルまたはデータベースに上 書 きする］オプションを選 択 して、

［OK］をクリックします。

注 ：このオプションを選 択 しな いと、リスト ア ジ ョブに失 敗 する可

能 性 があり、その場 合 はデータベース エンジンを起 動 できませ

ん。ト ラブルシューティングの詳 細 については、「既 存 の A rcse rve
Ba cku p データベースを再 度 アクティブ化 する方 法 」の手 順 を参 照

してください。

9 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、リスト ア ジ ョブをサブ

ミット します。

注 ：ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックしてリスト ア ジ ョブを

サブミット した後 で、［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイア

ログ ボックスの［DBA gen t］タブでユーザ名 とパスワード を指 定 する

必 要 があります。

リスト ア処 理 の間 は、データベース エンジン サービスが停 止 また

は一 時 停 止 し、マネージャ コンソ ールの反 応 も 遅 くな る可 能 性 が

あります。回 復 が行 われている間 はデータベース エンジンが使 用

できな いので、クライアント はエンジンに接 続 することができませ

ん。そのため、アクティビティ ログに、エラー E1516 ［Sta gin g］「デー

タベースを照 会 できません ( E rro r=4294967293) 」が書 き込 まれる

ことがあります。データベースの回 復 において、これは正 常 な 動 作

です。

リスト ア ジ ョブが正 常 に完 了 したら、データベース エンジンが自 動

的 に再 開 され、A rcse rve Ba cku p も 通 常 のパフォーマンスに戻 りま

す。

既 存 の A rcse rve B a ck u p データベースを再 度 アクティブ化 する方

法

このタスクは省 略 可 能 です。これまでの手 順 で正 しいオプションが

選 択 されな かった等 の理 由 でリスト ア ジ ョブに失 敗 した場 合 、リ

スト ア ジ ョブの実 行 中 にデータベースがオフライン状 態 に設 定 され

ている可 能 性 があります。その結 果 、データベース エンジンがリス

ト ア時 に A rcse rve Ba cku p データベースにアクセスできな くな ること

があります。その場 合 は、以 下 の手 順 を実 行 して、既 存 の

A rcse rve Ba cku p データベースを再 度 アクティブにします。
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1 . A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リを開 き、a sd b e_sta rt .b a t を選

択 します。

2 . a sd b e_sta rt .b a t を実 行 します。

注 ：このスクリプト は M icro so ft SQL C LI ユーティリティである

「 sq lcm d 」を使 用 し、一 連 のコマンド を実 行 して A rcse rve Ba cku p
データベースをオンラインに戻 します。

スクリプト の実 行 後 、データベース エンジン サービスは再 開 しま

す。

3 . 「 A rcse rve Ba cku p データベースの回 復 」に示 す手 順 を繰 り返 しま

す。

注 ：ジョブを開 始 する前 に、［データベースに記 録 しな い］および

［リスト アで強 制 的 に既 存 ファイルまたはデータベースに上 書 きす

る］オプションが選 択 されていることを必 ず確 認 してください。

ジョブ キュー セッシ ョンを回 復 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p サーバの開 始 後 、リスト ア マネージャを開 き、

ジョブ キュー セッシ ョンを選 択 します。

注 ：ジョブ キュー セッシ ョンを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p では、

ジョブ キュー セッシ ョンのマージが必 要 にな る場 合 があります。

［はい］をクリックして、ジョブ キュー セッシ ョンの回 復 を続 行 しま

す。

2 . ［デスティネーション］タブで、ジョブ キュー セッシ ョンをリスト アする

別 の場 所 を指 定 します。

3 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット し、

ジョブ キュー セッシ ョンを別 の場 所 にリスト アします。

注 ：リスト ア先 に指 定 した別 の場 所 は空 であることを確 認 してく

ださい。

4 . ジョブ キュー セッシ ョンを別 の場 所 にリスト アした後 、サーバ管 理

を開 き、以 下 の手 順 を実 行 します。

a . A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ

を見 つけます。

b . A rcse rve Ba cku p サーバを右 クリックし、コンテキスト メニュー

から［すべてのサービスを停 止 ］を選 択 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが停 止 します。
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5 . 別 の場 所 にアクセスし、フォルダ内 にあるリスト アしたすべてのジョ

ブ キュー ファイルを次 のフォルダにコピーします：A RC SERVE_
HOM E\00000001 .q sd

6 . サーバ管 理 から、以 下 の手 順 により、すべての A rcse rve Ba cku p
サービスを再 起 動 します。

a . A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ

を見 つけます。

b . A rcse rve Ba cku p サーバを右 クリックし、コンテキスト メニュー

から［すべてのサービスを開 始 ］を選 択 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 します。

注 ：リスト アに使 用 したバックアップ ジ ョブの状 態 は、「クラッシュ」

にな ります。ジョブ キューがバックアップされると、そのジョブの状 態

は「アクティブ」ですが、対 応 するプロセスはこの時 点 で実 行 され

ていません。そのため、ジョブの状 態 が「クラッシュ」にな ります。こ

れにより、エラー メッセージ E1311 「ジ ョブはクラッシュしています 」

がアクティブ ログに書 き込 まれます。これはジョブ キュー セッシ ョン

の回 復 において珍 しいエラーではありません。

7 . A rcse rve Ba cku p がド メイン コント ローラでな い場 合 は、「 A rcse rve
B a ck u p 製 品 ライセンスの確 認 」に進 んでください。<ca ab > がド メイ

ン コント ローラである場 合 は、「 A ctive D ire cto ry の回 復 」に進 んで

ください。

A ctive D ire cto ry の回 復

1 . システムを再 起 動 します。

2 . システムの再 起 動 後 、F8 キーを押 します。

［詳 細 オプション］メニューが表 示 されます。

3 . 「ディレクト リ サービス復 元 モード 」を選 択 し、リスト ア モード でシ

ステムを開 始 します。

開 始 A rcse rve Ba cku p .

以 下 に示 すエラー メッセージ E3073 が表 示 されます。

「ユーザとしてログオンできません。( ユーザ= A d m in is tra to r, エラー

= L O G O N F A IL U R E ) 」または「 W 3 0 7 3 ユーザとしてログオンできません。

( ユーザ= A d m in is tra to r, エラー= L O G O N F A IL U R E ) 」

4 . リスト ア マネージャを開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

5 . ［リスト ア方 式 ］ド ロップ ダウン リスト から、［セッシ ョン単 位 ］を選

択 します。
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6 . 「システム状 態 」セッシ ョンを検 索 し、選 択 します。

7 . 以 下 のいずれかのオプションを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 以 降 のシステムの場 合

手 順 9 に移 動 します。

8 . ［システム状 態 リスト ア オプション］ダイアログ ボックスで、［A ct ive
D ire cto ry のリスト アを A u th o rita t ive モード で実 行 する］をクリック

し、［OK］をクリックします。

9 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

10 . ［操 作 ］タブをクリックします。

［レジスト リ ファイルおよびイベント ログをリスト ア］をクリックし、

［OK］をクリックします。

［グローバル オプション］が適 用 されます。

11 . 以 下 のいずれかのオプションを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム以 降 -- 「 A ct ive D ire cto ry オブ

ジェクト のリスト ア」に説 明 されている手 順 を完 了 します。

W in d ow s Se rve r 2008 以 降 のシステムの A u th o rita t ive
A ct ive D ire cto ry を回 復 するには、以 下 の手 順 に従 います。

a . ［システム状 態 ］リスト ア ジ ョブの完 了 後 に、ディレクト リ サー

ビス復 元 モード で A ct ive D ire cto ry サーバを再 起 動 します。

b . コマンド ライン ウィンド ウを開 き、以 下 のコマンド を実 行 しま

す：n td su t i l

c. "a ct iva te in sta n ce n td s" を実 行 します。

d . "a u th o rita t ive re sto re " を実 行 します。

e . "re sto re su b tree d c=Dom a in _N am e , d c=xxx " を実 行 します。

A ct ive D ire cto ry がリスト アされます。

リスト ア ジ ョブの完 了 後 、システムを再 起 動 します。

A rcse rve B a ck u p 製 品 ライセンスの確 認

フル リスト アの完 了 後 、製 品 ライセンスを確 認 する必 要 がありま

す。現 在 の A rcse rve Ba cku p ライセンスは、フル バックアップを実

行 した際 の状 態 にリスト アされています。フル バックアップ後 に新

規 ライセンスを適 用 している場 合 、または他 のサーバに動 的 にラ

イセンスを割 り当 てている場 合 、ライセンス エラーが発 生 する可
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能 性 があります。その場 合 は、製 品 ライセンスを登 録 または調 整

してください。

エラー メッセージ

A rcse rve Ba cku p サーバを復 旧 した場 合 、システム構 成 に応 じ

て、以 下 のような エラー、警 告 、失 敗 の監 査 のメッセージがシステ

ム イベント ログに記 録 される場 合 があります。これらのメッセージ

は、復 旧 の過 程 で発 生 するも ので、A rcse rve Ba cku p サービスお

よび SQL Se rve r サービスの開 始 順 序 に関 連 しています。

復 旧 中 に以 下 のエラーが、A rcse rve Ba cku p から報 告 されることが

あります。

エラー 8 3 5 5

このエラー メッセージは、復 旧 された M SDB で 「サービス ブロー

カ」が無 効 に設 定 されているために発 生 します。これは SQL
Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n に限 定 されたシステム データベー

スの回 復 におけるデフォルト の動 作 で、このエラーは無 視 でき

ます。SQL Se rve r 2000 および SQL Se rve r 2005 では、この現 象

は見 られません。

このエラーは、以 下 を行 うことにより回 避 できます。

1 . W in d ow s コマンド プロンプト を開 きます。

2 . 以 下 の sq lcm d を実 行 して、A rcse rve Ba cku p データ

ベース ( A RC SERVE_DB ) に接 続 します。
S Q L cm d -S <マシン名 > \<インスタンス名 >
例 ：

C :\U se rs \A d m in is tra to r> sq lcm d -S
lo ca lh o s t\A R C S E R V E _ D B

3 . m sd b の se rv ice_b ro ke r の値 が 0 であることを確 認 しま

す。

se le c t n a m e ,is_ b ro ke r_ e n a b le d fro m sys .d a ta b a se s
g o

4 . 以 下 の引 数 を使 用 してコマンド を実 行 します。

a lte r d a ta b a se m sd b se t e n a b le _ b ro ke r
g o

5 . m sd b の se rv ice_b ro ke r の値 が 1 であることを確 認 しま

す。

se le c t n a m e ,is_ b ro ke r_ e n a b le d fro m sys .d a ta b a se s
g o
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Q u it

6 . コマンド プロンプト を閉 じます。

A rcse rve Ba cku p は、復 旧 処 理 の終 了 後 に以 下 のエラー状 態 の

修 正 を行 います。

E rro r 6 1 5

このエラー メッセージは、SQL Se rve r が単 一 の A rcse rve Ba cku p
データベースを構 成 している場 合 、A rcse rve Ba cku p D isa ste r
R eco ve ry Op t io n を使 用 せずに m aste r のリスト アが実 行 され

ると発 生 します。SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n が A rcse rve
Ba cku p データベースをホスト する場 合 は発 生 しな い可 能 性 が

あります。

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r では、インスタ

ンス全 体 が選 択 された場 合 でも 、tem pd b データベースはバッ

クアップされません。A rcse rve Ba cku p サーバおよび F ile System
A gen t の通 常 のファイル システム バックアップでも tem pd b は

除 外 されます。しかし、tem pd b は SQL Se rve r マスタ データ

ベースの既 存 データベースとして記 録 されています。そのため、

マスタがリスト アされると、SQL Se rve r サービスで tem pd b が見

つからな いというエラーが報 告 されます。

E rro r 1 5 4 6 6

このエラー メッセージは、A rcse rve Ba cku p D isa ste r R eco ve ry
Op t io n を使 用 しな いでシステム状 態 のリスト アが実 行 された

場 合 、復 旧 処 理 の間 に発 生 します。SQL Se rve r 2014 Exp re ss
Ed it io n または SQL Se rve r を使 用 して A rcse rve Ba cku p データ

ベースをホスト することも できます。

D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 しな いで A rcse rve Ba cku p
サーバを復 旧 すると、W in d ow s オペレーティング システムおよ

び SQL Se rve r が再 インスト ールされ、SQL Se rve r の SM K
( Se rv ice M a ste r Key、サービス マスタ キー ) が作 成 されます。

サービス マスタ キー ( SM K) は、すべてのデータベース マスタ

キーおよびサーバ レベルの機 密 データ ( 認 証 情 報 または接 続

先 サーバのログイン パスワード な ど ) を暗 号 化 するために使 用

されます。

このキーは 128 ビット の 3DES キーです。SM K は DPA PI および

サービス アカウント 認 証 情 報 を使 用 して暗 号 化 されます。シ

ステム状 態 がリスト アされ、SQL Se rve r セッシ ョンがまだリスト ア

されていな い場 合 、システム状 態 はリスト ア処 理 によって上 書
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きされます。一 方 、SQL Se rve r インスタンスはまだ上 書 きされて

いません。SM K はシステム状 態 にあるため、元 のキーに回 復 さ

れます。これにより、SQL Se rve r インスタンスとの間 で不 一 致 が

生 じます。この時 点 で、復 旧 処 理 ではオペレーティング システ

ムの再 起 動 が必 要 にな ります。

再 起 動 の際 、SQL Se rve r では SM K を読 み取 り、SQL データ

ベースと照 合 します。SM K と SQL Se rve r データベースが一 致 し

な いため、エラーが発 生 します。

E rro r 1 7 1 1 3

このエラー メッセージは、ファイルまたはファイルが含 まれるフォ

ルダに対 するユーザのアクセス権 限 が正 し く設 定 されていな い

ために発 生 します。このト ピックに示 す手 順 を使 用 して、このア

クセス権 限 の設 定 を調 整 します。アクセス権 限 を調 整 すれ

ば、このエラーは発 生 しな くな ります。

復 旧 プロセスに関 係 のな いエラー

A rcse rve Ba cku p サービスおよび SQL Se rve r サービスが適 切 な

順 序 で開 始 しな い場 合 、システム ログに SQL Se rve r エラー

メッセージが表 示 されることがあります。これは既 知 の問 題 で

す。詳 細 については、リンクを参 照 してください。
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クラウド スト レージ からデータをリスト アする

方 法

A rcse rve Ba cku p では、クラウド デバイスのデータを、W in d ow s ネッ

ト ワークに接 続 されているほとんどのコンピュータにリスト アできま

す。

クラウド デバイスのデータをリスト アするには、以 下 のリスト ア方 式

を使 用 します。

セッシ ョン単 位 でリスト ア

このビュー内 では、選 択 したセッシ ョンを手 動 で削 除 できます。

ツリー単 位 でリスト ア

メディア単 位

注 ：データのリスト アの詳 細 については、「データのリスト ア」を参

照 してください。
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第 5章 : ジ ョブのカスタマイズ

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ジ ョブのカスタマイズ方 法 474

ローテーション スキーマ 486

ジ ョブ フィルタの動 作 497
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ジ ョブ スケジ ューラ ウィザード を使 用 し たジ ョブのスケジ ュール方 法 548
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A rcserve B ackup でクラウド スト レージ からデータをパージ する方
法 558
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ジ ョブのカスタマイズ方 法

A rcse rve Ba cku pには、ニーズに合 わせてジョブをカスタマイズする

さまざまな 方 法 が用 意 されています。このセクシ ョンでは、以 下 の

カスタマイズ方 法 について詳 し く説 明 します。

ローテーション スケジュールを使 用 すると、標 準 的 で一 貫 性 の

ある、バックアップ メディアのローテーションおよび有 効 期 限 を

定 義 できます。

フィルタを使 用 すると、さまざまな 条 件 に基 づいて、バックアップ

ジ ョブおよびリスト ア ジ ョブの対 象 または対 象 外 とな るファイル

およびディレクト リを選 択 できます。

スケジュール オプションには、ジョブを即 時 、後 で、または定 期

的 に実 行 するようにスケジュールする機 能 があります。

ジョブ スケジューラ ウィザード は、コマンド ラインで入 力 可 能 な

ジョブを簡 単 にスケジュールおよび実 行 できる強 力 な ツールで

す。

ジョブ ステータス マネージャは、全 社 的 に A rcse rve Ba cku p
サーバを集 中 管 理 するために役 立 つグラフィカルな ツールで

す。

ジョブ スクリプト を使 用 すると、ジョブで定 義 したオプション、フィ

ルタ、およびスケジュール情 報 をファイルとして保 存 できるた

め、これらの設 定 を再 利 用 したり、コピーしたり、ジョブを効 率

的 に再 サブミット できます。

ジョブ テンプレート を使 用 すると、各 ジョブのタスクの詳 細 を繰

り返 し設 定 することな く、構 成 済 みの設 定 をを実 行 している

任 意 のマシン上 で使 用 してジョブを実 行 できます。A rcse rve
Ba cku pジョブ テンプレート では、構 成 済 みのバックアップ スケ

ジュール設 定 がコピーされるため、任 意 のマシン上 でこの設 定

を繰 り返 し使 用 できます。
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動 的 な ジ ョブのパッケージ

アイテムの横 にあるボックスをクリックし、ボックス全 体 が緑 色 に

な ったら、そのアイテムは動 的 にパッケージされています。「アイテ

ムが動 的 にパッケージされる」とは、選 択 内 容 がジョブの実 行 時 に

決 定 されるという意 味 です。たとえば、ソ ース グループまたはサー

バのバックアップを選 択 し、そのソ ース グループまたはサーバにリス

ト されているノード またはボリュームが、ジョブをスケジュールして実

際 にジョブを実 行 するまでの間 に変 更 された場 合 、ジョブ実 行 時

の、変 更 後 のノード およびボリュームがバックアップされます。

親 アイテムを動 的 に選 択 すると、関 連 する ( 子 ) アイテムも すべて

動 的 にバックアップされます。
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ジ ョブのカスタマイズ方 法

動 的 にパッケージ されるジ ョブからのオブジ ェ

クト の除 外

データのバックアップ ジ ョブを動 的 にパッケージする場 合 、バック

アップしたくな いノード またはディスクを除 外 できます。たとえば、カ

スタマイズされたソ ース グループを動 的 にバックアップすることを選

択 した場 合 、あるサーバがカスタマイズされた別 のソ ース グループ

の一 部 であるときには、カスタマイズされたソ ース グループのいず

れかで、サーバをバックアップから除 外 できます。

A rcse rve Ba cku p では、［この項 目 を除 外 する］オプションを使 用

すると、マシンとディスクだけを除 外 できます。動 的 にパッケージさ

れるジョブから個 々 のフォルダを選 択 して除 外 することはできませ

ん。

動 的 にパッケージにされるジョブからマシンまたはディスクを除 外 し

た場 合 、A rcse rve Ba cku p は、除 外 されたオブジェクト 上 に存 在 す

るデータをバックアップしません。ただし、A rcse rve Ba cku p は除 外

されたオブジェクト を惨 事 から復 旧 するために必 要 な 情 報 をキャ

プチャします。

［この項 目 を除 外 する］オプションは、ソ ース ツリーに表 示 されるす

べてのサーバ オブジェクト に適 用 できます。たとえば、以 下 の画 面

に示 すように、VMwa re システム オブジェクト や A rcse rve D2D サー

バ オブジェクト な どの下 に表 示 されるサーバのオブジェクト を除 外

できます。

注 ：詳 細 については、「動 的 な ジョブのパッケージ 」を参 照 してくだ

さい。

動 的 にパッケージされるジョブから項 目 を除 外 する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 き、バックアップ ジ ョブを動 的 にパッケー

ジします。例 ：
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2 . バックアップの対 象 としな いマシンまたはディスクを右 クリックし、コ

ンテキスト メニューの［この項 目 を除 外 する］をクリックします。

マシンまたはディスク名 の隣 に「 ( 除 外 済 み ) 」と表 示 されます。

3 . 他 のタブに移 動 して、バックアップ ジ ョブの作 成 を完 了 します。

バックアップ ジ ョブの実 行 時 に、A rcse rve Ba cku p はマークされた項

目 をバックアップしません。
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ジ ョブのカスタマイズ方 法

バックアップ ジ ョブからの A rc se rve B a c ku p
データベースの除 外

プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバのフル ノード バック

アップをサブミット する場 合 、A rcse rve Ba cku p は A rcse rve Ba cku p
データベースをバックアップします。このデフォルト の動 作 により、プ

ライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバをバックアップするときに

A rcse rve Ba cku p データベース内 の最 新 データが保 護 されます。

必 要 に応 じて、以 下 の手 順 に従 ってバックアップ ジ ョブから

A rcse rve Ba cku p データベースを除 外 することができます。

バックアップ ジ ョブから A rcse rve B a ck u p データベースを除 外 する

方 法

1 . バックアップ マネージャを開 きます。

2 . ［スタート ］タブをクリックして、ジョブで必 要 な バックアップ タイプを

選 択 します。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

表 示 のド ロップダウン リスト から、［グループ ビュー］を選 択 します。

バックアップ マネージャは、A rcse rve Ba cku p 環 境 内 にインスト ール

されているエージェント をグループ化 します。

4 . M icro so ft SQL Se rve r オブジェクト を展 開 します。

プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバを見 つけます。

プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバの隣 のチェック ボック

スをクリックします。

バックアップ マネージャは、バックアップ サーバ内 のすべてのコンテ

ンツを選 択 します。

5 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

M icro so ft SQ L Se rve r E xp re ss E d it io n データベース --
A rcse rve Ba cku p データベースの隣 のチェック ボックスをオフに

します。
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M icro so ft SQ L Se rve r データベース -- A SDB の隣 のチェック ボッ

クスをオフにします。

A rcse rve Ba cku p データベースがバックアップ ジ ョブのソ ースから除

外 されます。

6 . ［スケジュール］タブをクリックし、ジョブで必 要 な スケジュールを定

義 します。

7 . ［デスティネーション］タブをクリックし、バックアップ データの保 存 先

を定 義 します。
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ジ ョブのカスタマイズ方 法

8 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブで必 要 な その他 のオ

プションを指 定 します。

9 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

A rcse rve Ba cku p はバックアップ サーバ全 体 をバックアップし、

A rcse rve Ba cku p データベースをバックアップしません。
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静 的 な ジ ョブのパッケージ

子 アイテムの横 にあるボックスをクリックし、親 アイテムの半 分 が緑

色 に変 わると、親 アイテムが静 的 にパッケージされています。「静

的 な ジョブのパッケージ 」とは、親 オブジェクト 内 で、特 定 の子 アイ

テムのみをジョブに含 めるという意 味 です。それによって、ジョブの

実 行 時 ではな くジ ョブのスケジュール時 に、パッケージされる親 アイ

テムの内 容 が決 定 されます。

親 アイテムの明 示 的 な 選 択 は、その子 アイテム ( 直 下 のレベルの

アイテム ) にのみ継 承 されます。子 アイテムで行 った選 択 ( たとえ

ば、子 アイテム内 の特 定 のファイルのみをバックアップする指 定 な

ど ) は適 用 されません。

例 ：静 的 バックアップの仕 組 み

ジョブをサブミット したときに、コンピュータにはド ライブ c:\ およびド

ライブ d :\ が含 まれています。

ジョブが完 了 した後 、ド ライブ e :\ がコンピュータに追 加 されまし

た。次 回 のジョブの実 行 時 、A rcse rve Ba cku p はド ライブ c:\ お

よびド ライブ d :\ をバックアップします。ド ライブ e :\ はバックアッ

プされません。

ジョブが完 了 した後 、ド ライブ c:\ にディレクト リ c:\d o cum en ts
追 加 されました。次 回 のジョブの実 行 時 、A rcse rve Ba cku p は

c:\d o cum en ts を含 むド ライブ c:\ およびド ライブ d :\ をすべて

バックアップします。

ジョブが完 了 した後 、ド ライブ d :\ がコンピュータから削 除 されま

した。次 回 のジョブの実 行 時 、A rcse rve Ba cku p はド ライブ c:\
をバックアップし、ド ライブ d :\ のバックアップが失 敗 したことをレ

ポート します。

ジョブをサブミット したときに、ソ ース グループにはコンピュータ A、

B、C および D が含 まれています。コンピュータ A にはド ライブ c:\
が含 まれています。

ジョブが完 了 した後 、コンピュータ E がソ ース グループに追 加 さ

れました。次 回 のジョブの実 行 時 、A rcse rve Ba cku p はコン

ピュータ A、B、C、および D をバックアップしますが、元 のソ ース

グループに含 まれていな かったため、A rcse rve Ba cku p はコン

ピュータ E をバックアップしません。

ジョブが完 了 した後 、ド ライブ d :\ がコンピュータ A に追 加 され

ました。次 回 のジョブの実 行 時 、A rcse rve Ba cku p はコンピュー
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タ A、B、C、D、およびコンピュータ A のド ライブ d :\ をバックアッ

プします。コンピュータ A は元 のバックアップ ソ ース グループに

含 まれていたため、A rcse rve Ba cku p はこのように動 作 し、

A rcse rve Ba cku p はソ ース グループのボリュームを動 的 にバック

アップします。

注 ：詳 細 については、「静 的 バックアップ ジ ョブのサブミット 」を参

照 してください。
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静 的 バックアップ ジ ョブの作 成

静 的 バックアップ ジ ョブでは、ジョブの作 成 時 に選 択 したソ ース グ

ループまたはサーバ内 のノード 、ボリューム、またはサーバのみが

バックアップされます。静 的 バックアップ ジ ョブの作 成 後 にソ ース グ

ループにサーバを、またはサーバにノード またはボリュームを追 加 し

た場 合 、それらはジョブを実 行 しても バックアップされません。

静 的 バックアップ ジ ョブを作 成 する方 法

1 . バックアップ マネージャを開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . 静 的 にバックアップするソ ース グループまたはサーバを右 クリック

し、コンテキスト メニューの［静 的 バックアップを有 効 にする］をク

リックします。

グループまたはマシン名 の隣 りに「 ( 静 的 バックアップ ) 」と表 示 され

ます。

3 . 他 のタブに移 動 して、バックアップ ジ ョブの作 成 を完 了 します。

ジョブを実 行 すると、そのジョブの作 成 時 に選 択 したノード および

ボリュームのみがバックアップされます。
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ジ ョブのカスタマイズ方 法

クラシック ビューを使 用 してサブミット された

ジ ョブのグループ ビューへの変 換

A rcse rve Ba cku p では、ソ ース データの参 照 やジョブのサブミット を

2 つのビュー形 式 で実 行 できます。

クラシック ビュー -- ソ ース コンピュータで実 行 されているオペ

レーティング システムに基 づいて、ソ ース データの参 照 やジョブ

のサブミット を実 行 します。たとえば W in d ow s、UN IX/Lin u x な

どです。

グループ ビュー -- ソ ース コンピュータで実 行 されている

A rcse rve Ba cku p エージェント に基 づいて、ソ ース データの参 照

やジョブのサブミット を実 行 します。たとえば A gen t fo r
M icro so ft E x ch an ge、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r な どで

す。

ジョブをサブミット する際 、グループ ビューを使 用 してジョブをサブ

ミット する方 法 を使 用 すると便 利 です。グループ ビューでは、特

定 のエージェント を含 むバックアップ ジ ョブをサブミット することがで

きます。ただし、ジョブをサブミット した後 、ジョブのサブミット 時 に指

定 したビューを変 更 することはできません ( クラシック ビューからグ

ループ ビューへの変 更 、およびその逆 の変 更 ) 。

このリリースにアップグレード した場 合 、以 前 のリリースを使 用 して

サブミット したジ ョブはすべてクラシック ビューにパッケージされま

す。以 下 の手 順 では、クラシック ビューを使 用 してサブミット した

ジ ョブをグループ ビューを使 用 してサブミット したジ ョブに変 換 する

方 法 について説 明 します。

クラシック ビューを使 用 してサブミット したジ ョブをグループ ビューに

変 換 する方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 き、［ジョブ キュー］タブをクリックし

ます。

ジョブがジョブ キューに表 示 されます。

2 . 変 換 するジョブを特 定 します。

ジョブを右 クリックし、ポップアップ メニューで［グループ ビューへの

ジョブの変 換 ］をクリックします。

［グループ ビューへのジョブの変 換 ］ダイアログ ボックスが表 示 され

ます。
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3 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

( 推 奨 ) ［グループ名 ］フィールド で、表 示 されるデフォルト 名

を使 用 するか、新 しいグループ名 を指 定 します。

［OK］をクリックします。

［グループ名 ］ド ロップダウン リスト からグループの名 前 を選 択

し、［OK］をクリックします。

以 下 の状 況 が両 方 とも 発 生 する場 合 のみ、［重 複 したソ ー

スの通 知 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

変 換 対 象 のジョブにある 1 つまたは複 数 のノード が、ス

ケジュール ジョブ、繰 り返 しジ ョブまたは G FS ローテーショ

ン ジ ョブとして設 定 されたフル バックアップ ジ ョブに含 ま

れている場 合 。

指 定 したグループ名 が既 存 のグループ名 であり、スケ

ジュール ジョブ、繰 り返 しジ ョブまたは G FS ローテーション

ジ ョブとして設 定 されたフル バックアップ ジ ョブに含 まれて

いる場 合 。

指 定 したグループ名 を使 用 する場 合 は、［はい］をクリックし

ます。

ジョブが変 換 されます。
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ローテーシ ョン スキーマ

ローテーション スキーマ

ここでは、A rcse rve Ba cku pのデフォルト の方 式 を使 用 する場 合

と、管 理 者 が独 自 でローテーション パラメータを指 定 する場 合

の、バックアップ ジ ョブ ローテーション スキーマの設 定 方 法 につい

て説 明 します。ローテーション スキーマを設 定 するためのパラメー

タにアクセスするには、A rcse rve Ba cku pマネージャで［スケジュー

ル］タブを選 択 します。使 用 できるパラメータの詳 細 については、

後 のセクションで説 明 します。

［スキーマ名 ］- 5 日 または 7 日 のローテーション スキーマと、

増 分 、差 分 、またはフル バックアップのいずれかを選 択 しま

す。これらの標 準 スキーマの詳 細 については、ローテーション ス

キーマをカスタマイズする場 合 の［カレンダ表 示 ］タブを参 照 し

てください。

［開 始 日 ］- バックアップを開 始 する日

［実 行 時 刻 ］- バックアップを開 始 する時 間

［G FS を有 効 化 ］-- A rcse rve Ba cku p では、日 単 位 の増 分 ジョ

ブまたは差 分 ジョブと、週 単 位 のフル バックアップ ジ ョブを組 み

合 わせた、事 前 定 義 済 みの G FS ( G ran d fa th e r-Fa th e r-So n )
ローテーション スキーマの中 からスキーマを選 択 できます。G FS
スキーマは、日 、週 、月 の単 位 でバックアップを管 理 する方 法

です。

G FSローテーション スキーマの主 な 目 的 は、メディアのローテー

ションと有 効 期 限 を、標 準 的 で一 貫 性 のある最 小 限 の間 隔

で指 定 することです。毎 日 のバックアップが「 So n 」にな ります。

その週 に行 った最 新 のフル バックアップ ( 週 単 位 のバックアッ

プ ) が「 Fa th e r」です。その月 に行 った最 新 のフル バックアップ

( 月 単 位 のバックアップ ) が「G ran d fa th e r」にな ります。G FSロー

テーション スキーマにより、年 間 のサーバのバックアップを、最

小 限 のメディアで実 行 できます。

G FSローテーション スキーマは、任 意 の曜 日 から始 まる週 単 位

( 5日 または 7日 単 位 ) のスケジュールを基 準 にしています。フル

バックアップは最 低 でも 週 に 1 度 実 行 されます。その他 の日

は、フル バックアップか部 分 バックアップのいずれかを実 行 する

か、またはバックアップを実 行 しません。毎 週 のフル バックアッ

プに毎 日 の増 分 バックアップまたは差 分 バックアップを組 み合

わせたG FSローテーションを使 用 すると、いつのデータでも 信 頼

性 の高 いリスト アを実 行 できます。
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注 ：週 5 日 単 位 の G FS ローテーション スキーマでは年 間 で 21
のメディアが必 要 にな ります。週 7 日 単 位 の G FS ローテーショ

ン スキーマでは年 間 で 23 のメディアが必 要 にな ります。

G FSローテーション スキーマが事 前 に定 義 されていても 、管 理

者 は個 々 の必 要 に応 じてこれらのスキーマを変 更 できます。

標 準 のローテーション スキーマから例 外 的 な バックアップ ジ ョブ

を実 行 することも できます ( たとえば、通 常 のバックアップ曜 日

である水 曜 日 が休 日 にあたる場 合 に、ジョブ実 行 日 を変 更 し

たいとき ) 。

［メディアへ追 加 ］-- ［G FS を有 効 化 ］オプションを指 定 す

ると、A rcse rve Ba cku p でデータを G FS ローテーションからメ

ディア上 の既 存 のジョブに追 加 できるようにな ります。

［日 単 位 バックアップ方 式 ］- このオプションでは、日 単 位 の

バックアップ ジ ョブの方 法 として、以 下 のいずれかを指 定 できま

す。

［フル］- すべてのソ ース ファイルがバックアップされます。こ

のバックアップ方 式 では、アーカイブ ビット はクリアされま

す。

［差 分 - アーカイブ ビット ］- 前 回 のフル バックアップ以 降

に変 更 されたファイルのみがバックアップされます。このバッ

クアップでは、アーカイブ ビット は変 更 されません。

［増 分 ］- 前 回 バックアップ以 降 に変 更 されたファイルのみ

がバックアップされます。このバックアップ方 式 では、アーカ

イブ ビット はクリアされます。

［W O R M メディアを使 用 ］--このオプションでは、A rcse rve
Ba cku p ですべてのローテーション ルールに対 して W ORM メディ

アを使 用 するよう指 定 できます。このオプションを有 効 にする

と、W ORM メディアを毎 日 、毎 週 、毎 月 の G FS バックアップジ ョ

ブで使 用 できるようにな ります。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p は、マルチプレキシングおよびマルチ ス

ト リーミングのバックアップ ジ ョブにおいて W ORM メディアの使 用

をサポート していません。このため、バックアップ マネージャの

［デスティネーション］タブで［マルチプレキシング］または［マルチ

スト リーミング］を有 効 にすると、［W ORM メディアを使 用 ］オプ

ションが無 効 にな ります。
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ファイル システム デバイス上 での G F S ロー

テーション ジ ョブの管 理 方 法

A rcse rve Ba cku pでは、ファイル システム デバイス上 でのG FSロー

テーション スキーマの使 用 がサポート されています。G FS ローテー

ション スキーマで使 用 するメディアの保 存 日 数 は、ローテーション

が 1 週 間 ( 7 日 ) の場 合 、以 下 のデフォルト の保 存 サイクルを見

るとわかります。

周 期 メディアの数

毎 日 6
毎 週 5
毎 月 12
合 計 23

上 記 のようにローテーション ジ ョブを 1 年 以 上 実 行 する場 合 、

G FS ローテーション スキーマではファイル システム デバイスを 23 個

作 成 する必 要 があります。これらの設 定 値 は、ニーズに合 わせて

変 更 できます。G FS ローテーションのデフォルト 値 を変 更 すると、

必 要 な ファイル システム デバイスの個 数 が変 わる場 合 がありま

す。

注 ：以 前 は、ローカル ディスクのみがファイル システム デバイスと

考 えられていました。このリリースでは、UNC ( U n ive rsa l N am in g
Co n ven t io n ) パスを使 用 し、ネット ワーク共 有 を介 してファイル シ

ステム デバイスを作 成 できるようにな りました。

G FS ローテーション ジ ョブがローカルのディスク ド ライブおよびド ライ

ブ アレイを使 用 している場 合 があるため、ユーザはまず、バック

アップ対 象 の全 データのバックアップ データを保 存 日 数 の全 体 に

渡 って格 納 できるような 充 分 な 空 き領 域 がファイル システムにあ

ることを確 認 する必 要 があります。ファイル システム デバイスは、

ブート パーティシ ョンに作 成 しな いでください。ブート ディスクの空

き領 域 が少 な くな ると、オペレーティング システムの動 作 が不 安

定 にな る場 合 があります。

注 ：すべてのファイル システム デバイスを同 一 のデバイス グルー

プに割 り当 てる必 要 があります。

設 定 が完 了 したG FSローテーション ジ ョブは、指 定 した時 刻 に日

単 位 で実 行 できます。A rcse rve Ba cku pは、物 理 テープおよびファ

イル システム デバイスを利 用 します。日 単 位 で必 要 に応 じ、

A rcse rve Ba cku pはメディア プール内 の保 存 セット と再 利 用 セット
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間 で一 連 のテープを移 動 したり、ブランク メディアをフォーマット し

たりします。また、期 限 切 れにな ったメディアに対 する上 書 きや

データベース内 の全 処 理 のト ラッキングも 実 行 します。

ファイル システム デバイスに格 納 されているバックアップ データを、

物 理 テープ メディアに複 製 できます。ジョブ スケジューラ ウィザー

ド および Tap eco p y ユーティリティを使 用 して、複 製 イメージを自

動 作 成 できます。

以 下 のセクションでは、ローテーション ジ ョブをカスタマイズする際

に使 用 するタブについて説 明 します。

G FS ローテーション スキーマのセット アップ

［ローテーション ルール］タブ

［カレンダ表 示 ］タブ

［例 外 ］タブ

［メディア］タブ
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G F S ローテーション スキーマのセット アップ

このセクシ ョンでは、バックアップ マネージャを使 用 して、G FS ロー

テーション スキーマをセット アップする方 法 を説 明 します。バック

アップ マネージャを使 用 して実 行 できる機 能 、オプション、および

タスクの詳 細 については、「データのバックアップ」を参 照 してくださ

い。

G FS ローテーション スキーマをセット アップする方 法

1 . バックアップ マネージャでソ ースとデスティネーションを選 択 し、［ス

ケジュール］タブをクリックします。

2 . ［ローテーション スキーマ］オプションを有 効 にします。［スキーマ

名 ］ド ロップダウン リスト で、いずれかのバックアップ スキーマを選

択 します。

注 ：G FSスキーマを選 択 すると、［G FS を有 効 化 ］が自 動 的 にオン

にな ります。

3 . 増 分 バックアップまたは差 分 バックアップ セッシ ョンのデータを、前

回 のバックアップに使 用 したメディアに追 加 するには、［メディアへ

追 加 ］オプションをオンにします。

4 . ［メディア プール名 プレフィックス］フィールド に、すべてのメディア名

のプレフィックスを入 力 します。

A rcse rve Ba cku pでは、指 定 したメディア プール名 プレフィックスを

使 用 して、バックアップ メディアが自 動 的 に作 成 され、名 前 が付

けられます。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、メディア プール名 の指 定 に、アンダー

スコア ( _ ) とハイフン ( -) は使 用 できません。

5 . 必 要 に応 じて、［開 始 日 ］と［実 行 時 間 ］を選 択 します。

6 . ［サブミット ］をクリックして、ジョブをサブミット します。

これで、指 定 したとおりにバックアップ ジ ョブが実 行 され、メディアが

再 利 用 されます。
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［ローテーション ルール］タブ

曜 日 ごとにバックアップ方 法 または実 行 時 刻 を修 正 できます。

第 5章 : ジ ョブのカスタマイズ 491



ローテーシ ョン スキーマ

［カレンダ表 示 ］タブ

個 々 の日 をカスタマイズできます。G FSローテーションが有 効 でも

無 効 でも 、カレンダ表 示 機 能 を使 用 するとカレンダに従 って特 定

の曜 日 または特 定 の日 に指 定 したバックアップ タイプが実 行 され

るように、ローテーション スキーマをカスタマイズできます。

注 ：この機 能 により、使 用 中 の標 準 ローテーション スキーマに、

例 外 にする日 を指 定 できます。
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［例 外 ］タブ

バックアップ方 式 、実 行 時 刻 、または曜 日 が既 存 のスキーマとは

異 な る場 合 があれば、その日 を定 義 します。
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［メディア］タブ

プール名 、基 本 シリアル番 号 、次 のシリアル番 号 、シリアル番 号

の範 囲 、必 須 メディア数 、保 存 日 数 、データベース保 存 期 間 、

廃 棄 までの保 存 期 間 な どを含 む、ユーザによって選 択 されたメ

ディア プールの情 報 を表 示 します。［日 単 位 ］、［週 単 位 ］、また

は［月 単 位 ］をクリックして、1年 間 に必 要 な メディア数 を変 更 する

ことも できます。
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メディア プールの指 定

ローテーション スキーマに対 するメディア プール ( 非 共 有 ) を指 定

します。必 要 である場 合 、メディアにデータを追 加 してからメディア

名 を変 更 できます。
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［バックアップ方 式 ］オプション

フル バックアップ、差 分 バックアップ、および増 分 バックアップの 3
種 類 のバックアップ方 式 を組 み合 わせて使 用 できます。これらの

方 式 の詳 細 については、「カスタム スケジュール」を参 照 してくださ

い。
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ジ ョブ フィルタの動 作

フィルタ機 能 を使 用 すると、ファイルおよびディレクト リをバックアッ

プ /リスト ア ジ ョブの実 行 対 象 に組 み込 んだり、あるいは実 行 対

象 から除 外 できます。コピー、カウント 、およびパージな どの各

ユーティリティの場 合 も 、同 様 の設 定 が可 能 です。

バックアップ ジ ョブでは、ノード ごとにフィルタリングを実 行 できま

す。そのため、あるノード のディレクト リを組 み込 んだり、別 のノード

で同 じディレクト リを除 外 したりすることができます。また、バック

アップ ジ ョブには、同 じジョブに対 して、ノード レベル ( ローカル )
フィルタおよびジョブ レベル ( グローバル ) フィルタを設 定 できます。

ノード レベル フィルタは、ジョブ全 体 ではな く特 定 のノード に適 用

されます。ジョブ全 体 に適 用 するフィルタを追 加 する場 合 は、ジョ

ブ レベル フィルタ、つまり、グローバル フィルタを使 用 してください。

バックアップ ジ ョブに対 しローカル ( ノード レベル ) フィルタとグローバ

ル ( ジョブレベル ) フィルタを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p では、

ローカル フィルタが適 用 され、グローバル フィルタは無 視 されま

す。

以 下 の基 準 に基 づいて、ファイルを組 み込 んだり、除 外 したりで

きます。

特 定 のファイル名 、パターン、属 性 およびサイズ

特 定 のディレクト リ名 またはディレクト リ パターン

特 定 の日 付 の前 または後 、あるいは特 定 の期 間 内 にアクセ

ス、変 更 、作 製 されたファイル

絶 対 パスが指 定 されていることが検 出 された場 合 を除 き、

A rcse rve Ba cku p はワイルド カード または代 入 文 字 が使 用 されま

す。絶 対 パスが指 定 されている場 合 、A rcse rve Ba cku p は、正 規

表 現 の場 合 のように複 数 のディレクト リを除 外 する ( または組 み

込 まれる ) のではな く、指 定 されている絶 対 パスを除 外 する ( また

は組 み込 まれる ) だけです。

ファイル名 またはディレクト リ名 に基 づいてジョブ フィルタでサポート

されているワイルド カード 文 字 を以 下 に示 します。

"*" -- アスタリスクは、ファイル名 またはディレクト リ名 の 0 個 以

上 の文 字 を表 します。

"?"-- 疑 問 符 は、ファイル名 またはディレクト リ名 の 1 個 の文 字

を表 します。
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重 要 ：バックアップまたはリスト ア操 作 用 のフィルタを指 定 する場

合 、十 分 に注 意 してください。フィルタの適 用 を間 違 えると、必 要

な データがバックアップまたはリスト アされず、データが失 われ、時

間 を無 駄 にする可 能 性 があります。

例 ：ワイルド カード を使 用 したデータのバックアップ

以 下 の表 では、ワイルド カード をフィルタと共 に使 用 してデータを

バックアップする方 法 について説 明 します。

注 ：以 下 の例 では、ソ ース データがド ライブ C :\ にあると仮 定 しま

す。

フ -
ィ

ル

タ

タイプおよび基 準 結 果

File * .doc の組 み 込 み

Arc se rve B a ckup では、ド ライブ C :\ にある

ファイルで、.doc 拡 張 子 が含 まれたすべ

てのファイルをバックアップします。

File * .doc の除 外

Arc se rve B a ckup> では、ド ライブ C :\ にあ

るファイルで、.doc 拡 張 子 が含 まれてい

な いすべてのファイルをバックアップしま

す。

File ?.doc の組 み 込 み

Arc se rve B a ckup では、1 文 字 のファイル

名 および .doc 拡 張 子 が含 まれたファイル

をバックアップします。例 ：a .doc、b.doc、
1 .doc、2 .doc な ど。

File

組 み 込 み

C :\m yFolde r\Arc se rve* .exe
の組 み 込 み および

C :\te st\m s* .dll の組 み 込

み

Arc se rve B a ckup では、以 下 のすべての

ファイルをバックアップします。

n C :\m yFo ld e r にあり、A rcse rve で

開 始 して .e xe ファイル拡 張 子 が

含 まれているファイル。

n C :\ te st にあり、m s で開 始 して .d l l
ファイル拡 張 子 が含 まれている

ファイル。

File
除 外 /組 み 込 み

C :\DO C \C *

Arc se rve B a ckup は、C :\DO C \ フォルダに

バックアップされている、C で始 まるファイ

ルを除 くすべてのファイルをリスト アしま

す。

ディ

レ

クト

リ

m*t の組 み 込 み

Arc se rve B a ckup では、ド ライブ C :\ にあ

り、m で開 始 して t で終 了 するディレクト

リ名 を持 つすべてのディレクト リをバック

アップします。
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ディ

レ

クト

リ

w in* の除 外

Arc se rve B a ckup では、w in で開 始 する

ディレクト リを除 いたド ライブ C :\ にあるす

べてのディレクト リをバックアップします。

ディ

レ

クト

リ

C :\te st\m * の除 外 および

C :\te st\m edia \* .gif の組 み

込 み

Arc se rve B a ckup では、データをバックアッ

プしません。

この例 では、除 外 フィルタ条 件 によって、

C :\te st 内 の m で始 まるすべてのディレク

ト リを除 外 するように Arc se rve B a ckup に

指 示 します。たとえば、C :\te st\m edia が

バックアップから除 外 されます。組 み込 み

フィルタは .gif ファイル拡 張 子 が含 まれた

C :\te st\m edia にあるすべてのファイルを

バックアップするように Arc se rve B a ckup に

指 示 しますが、C :\te st\m edia がバックアッ

プから除 外 されたため、Arc se rve B a ckup
はどのファイルもバックアップしません。

注 ：組 み込 みフィルタと除 外 フィルタを組

み合 わせて使 用 すると、Arc se rve B a ckup
は、最 初 に除 外 基 準 に基 づいてデータ

をフィルタリングしてから組 み込 み基 準 に

基 づいてフィルタリングします。
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フィルタ オプション

［フィルタ］オプションへのアクセスは、バックアップ マネージャ、リスト

ア マネージャ、コピー、カウント 、スキャン、比 較 、およびパージ

ユーティリティの各 ウィンド ウから行 います。

［除 外 ］フィルタ -- 除 外 するフィルタは、組 み込 みフィルタより常

に優 先 されます。たとえば、フィルタを追 加 して、拡 張 子 が .E XE
のファイルだけをジョブの対 象 として組 み込 み、さらにも う1つフィ

ルタを追 加 して、\SY STEMディレクト リを対 象 から除 外 するよう

設 定 すると、\SY STEMディレクト リに保 存 されている拡 張

子 .E XEのファイルは、すべてジョブの実 行 対 象 から除 外 されま

す。

［組 み込 み］フィルタ -- 結 果 には、フィルタの条 件 に一 致 する

ファイルだけが含 まれます。たとえば、ローカル ハード ディスク

ド ライブ全 体 のバックアップを選 択 して、\SY STEMディレクト リ内

のファイルを組 み込 むようフィルタを設 定 した場 合 を考 えてみま

す。この場 合 、\SY STEM ディレクト リ内 のファイルのみが

A rcse rve Ba cku p によってバックアップされます。それ以 外 のディ

レクト リにあるファイルはバックアップされません。
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フィルタの種 類

フィルタを使 用 すると、ニーズに合 わせてファイルを含 めたり除 外 し

たりできます。以 下 のリスト では、データのフィルタリングに使 用 で

きるフィルタの種 類 について説 明 します。

ファイル パターン フィルタ - ファイル パターン フィルタを使 用 し

て、ファイルをジョブの対 象 に含 めたり、除 外 したりします。ファ

イル パターンを指 定 するために、ファイル名 を指 定 することも で

きますが、ワイルド カード を使 用 することも できます。

注 ：ワイルド カード の「 *」 ( アスタリスク ) および「 ?」 ( 疑 問 符 ) を
ファイル パターン フィルタで使 用 できます。

ディレクト リ パターン フィルタ - 特 定 のディレクト リをジ ョブの対

象 として組 み込 んだり、除 外 したりする場 合 に使 用 します。

ディレクト リ名 全 体 を入 力 するか、ワイルド カード を使 用 して、

ディレクト リ パターンを指 定 することができます。

注 ：ワイルド カード の「 *」 ( アスタリスク ) および「 ?」 ( 疑 問 符 ) を
ファイル パターン フィルタで使 用 できます。

ファイル属 性 フィルタ - ファイル属 性 フィルタを使 用 して、特 定

のタイプのファイルをジョブの対 象 に含 めたり、除 外 したりしま

す。選 択 できるファイル属 性 は、以 下 のとおりです。

［隠 しファイル］-- ディレクト リの一 覧 に表 示 されな いファイ

ル。たとえば、IO .SY S は隠 しファイルです。

［システム］-- 使 用 しているマシンに固 有 のファイル。

［アーカイブ］- アーカイブ ビット が設 定 されたファイル。

［読 み取 り専 用 ］- 変 更 不 可 能 な ファイル。

ファイル更 新 日 フィルタ -- ファイルの最 終 更 新 日 の属 性 を使

用 して、ファイルが最 後 に変 更 された日 付 を基 準 に、ファイル

をジョブの対 象 に含 めたり除 外 したりします。フィルタリング処

理 には以 下 の 4 つの基 準 があります。

指 定 日 以 前 に更 新 されたファイル -- 指 定 された日 付 以

前 に更 新 されたファイルを組 み込 むか、除 外 します ( 指
定 日 を含 む ) 。

指 定 日 以 降 に更 新 されたファイル -- 指 定 された日 付 以

降 に更 新 されたファイルを組 み込 むか、除 外 します ( 指
定 日 を含 む ) 。
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指 定 の期 間 内 にアクセスされたファイル -- 2 つの日 付 で

指 定 された範 囲 内 の日 付 を持 つファイルがジョブに組 み

込 まれるか、ジョブから除 外 されます。このオプションを選

択 する場 合 、2 つの日 付 を指 定 する必 要 があります。

過 去 の指 定 期 間 内 にアクセスされたファイル -- 過 去 の指

定 期 間 内 の日 付 を持 つファイルがジョブに組 み込 まれる

か、ジョブから除 外 されます。日 数 、月 数 、年 数 を指 定

する必 要 があります。

ファイル作 成 日 フィルタ -- ファイルの最 終 作 成 日 の属 性 を使

用 して、ファイルが作 成 された日 付 を基 準 に、ファイルをジョブ

の対 象 に含 めたり除 外 したりします。フィルタリング処 理 には以

下 の 4 つの基 準 があります。

指 定 日 以 前 にアクセスされたファイル -- 指 定 された日 付

以 前 にアクセスされたファイルを組 み込 むか、除 外 します

( 指 定 日 を含 む ) 。

指 定 日 以 降 にアクセスされたファイル -- 指 定 された日 付

以 降 にアクセスされたファイルを組 み込 むか、除 外 します

( 指 定 日 を含 む ) 。

指 定 の期 間 内 にアクセスされたファイル -- 2 つの日 付 で

指 定 された範 囲 内 の日 付 を持 つファイルがジョブに組 み

込 まれるか、ジョブから除 外 されます。このオプションを選

択 する場 合 、2 つの日 付 を指 定 する必 要 があります。

過 去 の指 定 期 間 内 にアクセスされたファイル -- 過 去 の指

定 期 間 内 の日 付 を持 つファイルがジョブに組 み込 まれる

か、ジョブから除 外 されます。日 数 、月 数 、年 数 を指 定

する必 要 があります。

ファイル アクセス フィルタ -- ファイルの最 終 アクセス日 の属 性 を

使 用 して、ファイルが最 後 にアクセスされた日 付 を基 準 に、ファ

イルをジョブの対 象 に含 めたり除 外 したりします。フィルタリング

処 理 には以 下 の 4 つの基 準 があります。

指 定 日 以 前 にアクセスされたファイル -- 指 定 された日 付

以 前 にアクセスされたファイルを組 み込 むか、除 外 します

( 指 定 日 を含 む ) 。

指 定 日 以 降 にアクセスされたファイル -- 指 定 された日 付

以 降 にアクセスされたファイルを組 み込 むか、除 外 します

( 指 定 日 を含 む ) 。
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指 定 の期 間 内 にアクセスされたファイル -- 2 つの日 付 で

指 定 された範 囲 内 の日 付 を持 つファイルがジョブに組 み

込 まれるか、ジョブから除 外 されます。このオプションを選

択 する場 合 、2 つの日 付 を指 定 する必 要 があります。

過 去 の指 定 期 間 内 にアクセスされたファイル -- 過 去 の指

定 期 間 内 の日 付 を持 つファイルがジョブに組 み込 まれる

か、ジョブから除 外 されます。日 数 、月 数 、年 数 を指 定

する必 要 があります。

ファイル サイズ フィルタ -- ファイルのサイズ属 性 を使 用 して、

ファイルの具 体 的 な サイズを基 準 に、ファイルをジョブの対 象 に

含 めたり除 外 したりします。サイズは 0～ 99999999999( 単 位

はバイト 、KB、MB、または G B ) の範 囲 で指 定 できます。フィル

タリング処 理 には以 下 の 4 つの基 準 があります。

［サイズ ( 等 しい ) ］-- 範 囲 に一 致 するサイズのファイル

が、ジョブに組 み込 まれるか、除 外 されます。

［サイズ ( 大 きい ) ］-- 範 囲 以 上 のサイズのファイルが、ジョ

ブに組 み込 まれるか、除 外 されます。

［サイズ ( 小 さい ) ］-- 範 囲 以 下 のサイズのファイルが、ジョ

ブに組 み込 まれるか、除 外 されます。

［サイズ ( 指 定 内 ) ］-- 2 つのサイズの範 囲 内 にあるファイ

ルが、ジョブに組 み込 まれるか、除 外 されます。

本 リリースから、以 下 の 2 つの新 しいフィルタ タイプが追 加 されま

した。

ノード 名 パターン -- 指 定 したパターンに名 前 が一 致 するノード

のみがバックアップに含 まれます。ワイルド カード を使 用 して、

検 索 文 字 列 のすべてまたは一 部 を指 定 できます。

ノード サブネット パターン -- 指 定 したサブネット に IP アド レスが

含 まれるノード のみがバックアップされます。
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カスタム ジ ョブのスケジ ュール

ジョブはすべて、各 マネージャのスケジュール オプションを使 用 して

スケジューリングできます。ジョブは繰 り返 し方 法 を指 定 してサブ

ミット できます。繰 り返 し方 法 の詳 細 については、「ローテーション

スキーマ」または「カスタム スケジュール」を参 照 してください。

スト レージ デバイスが使 用 中 であるときに［ジョブを即 実 行 ］でサ

ブミット すると、A rcse rve Ba cku p によって、スト レージ デバイスが

使 用 中 であるためジョブはジョブ キューにサブミット されな いと通 知

されます。その場 合 、現 在 の日 付 と時 刻 を指 定 して、ジョブのス

ケジューリングを行 います。これにより、A rcse rve Ba cku pでスト レー

ジ デバイスが使 用 中 の場 合 、ド ライブの使 用 が終 了 するまで、

ジョブの再 試 行 が自 動 的 に行 われます。

以 下 の場 合 に、［即 実 行 ］オプションを選 択 します。

サブミット するジ ョブが、すぐ実 行 したい 1 回 だけのジョブである

場 合 。

ジョブを実 行 しな がらモニタする場 合 。

以 下 の場 合 は、ジョブをスケジューリングします。

サブミット するジ ョブが 1 回 だけのジョブだが、指 定 した時 間 に

実 行 したい場 合 。

サブミット するジ ョブが 1 回 だけのジョブだが、すぐには実 行 する

必 要 がな い場 合 。サブミット するジ ョブがホールド 中 であり、後

で手 動 でジョブを開 始 したい場 合 。

定 期 的 に実 行 するジョブをサブミット する場 合 。ネット ワーク

バックアップ用 のメディア ローテーション スキーマを設 定 する際

は特 に便 利 です。

サブミット するジ ョブが、比 較 的 少 な いボリュームの毎 日 のフル

バックアップである場 合 。カスタム スケジュールの場 合 、

A rcse rve Ba cku p では［追 加 ］日 数 オプションを指 定 できます。

［追 加 ］日 数 オプションを使 用 すると、1 つのジョブに関 連 し

て、テープに保 存 するデータの量 を最 大 化 し、保 管 する必 要

のあるテープの数 を最 小 限 に抑 えるのに役 立 ちます。

スト レージ デバイスは使 用 中 であるが、ド ライブが使 用 可 能 に

な り次 第 すぐにジョブを実 行 したい場 合 。これを実 行 するに

は、現 在 の日 付 と時 刻 を指 定 して、バックアップ ジ ョブのスケ

ジューリングをします。
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重 要 ：のジョブの時 刻 は、サーバの所 在 地 のタイム ゾーンに基 づ

いてスケジュール設 定 されます。A rcse rve Ba cku pA rcse rve Ba cku p
エージェント マシンが A rcse rve Ba cku pサーバとは異 な るタイム

ゾーンにある場 合 、ジョブを開 始 する現 地 時 間 を計 算 する必 要

があります。
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カスタム スケジ ュール

バックアップ マネージャの［スケジュール］タブでカスタム スケジュー

ルを選 択 できます。［カスタム スケジュール］では、バックアップ ジ ョ

ブを 1回 だけ実 行 するか、繰 り返 し実 行 するかを指 定 できます。

以 下 のパラメータを、バックアップ ジ ョブとリスト ア ジ ョブに指 定 でき

ます。

繰 り返 し方 法 -- 各 マネージャにある［スケジュール］オプション

を使 用 してすべてのジョブをスケジュールできます。以 下 の繰 り

返 し方 法 を使 用 してジョブをサブミット できます。

［1 度 だけ］-- このジョブを 1 度 だけ実 行 して繰 り返 し実

行 しません。

注 ：このオプションは合 成 フル バックアップ ジ ョブには使 用

できません。

［一 定 間 隔 ］-- 指 定 した間 隔 ( 分 、時 間 、日 、週 、また

は月 ) でジョブを繰 り返 します。

注 ：このオプションは合 成 フル バックアップ ジ ョブには使 用

できません。

［曜 日 ］-- 指 定 した 1 つまたは複 数 の曜 日 にジョブを繰 り

返 します。

［週 ］-- 指 定 した 1 つまたは複 数 の週 の指 定 した曜 日 に

ジョブを繰 り返 します。

注 ：この方 式 は合 成 フル バックアップ ジ ョブには使 用 でき

ません。

［日 ］-- 毎 月 、指 定 した日 にジョブを繰 り返 します。

注 ：この方 式 は合 成 フル バックアップ ジ ョブには使 用 でき

ません。

［カスタム］-- チェックされた曜 日 を除 いて、指 定 した間 隔

で繰 り返 します。

注 ：この方 式 は合 成 フル バックアップ ジ ョブには使 用 でき

ません。

［追 加 ］日 数 オプション - ［追 加 ］日 数 オプションを使 用 する

と、指 定 した日 数 分 のバックアップを 1 つのテープに追 加 でき

ます。このオプションは、テープに保 存 するデータの量 を最 大 に

し、1 つのジョブに関 して保 存 する必 要 があるテープの数 を最
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小 限 に抑 えるのに役 立 ちます。ベスト プラクティスとして、比 較

的 少 量 の日 単 位 フル バックアップを実 行 するときにこのオプ

ションを使 用 することをお勧 めします。しかし、［1 度 だけ実 行 ］

バックアップ ジ ョブと gra n d fa th e r-fa th e r-so n ローテーション ジ ョ

ブを除 くすべてのカスタム バックアップ スケジュールにこのオプ

ションを適 用 できます。

デフォルト 値 ：6 日 間

範 囲 ：1 ～ 3650 日 間

注 ：デスティネーション デバイスがデータ デデュプリケーション デ

バイスまたはクラウド デバイスの場 合 、［追 加 ］日 数 オプション

をジ ョブに適 用 することはできません。また、［追 加 ］日 数 オプ

ションをバックアップに適 用 している場 合 、A rcse rve Ba cku p で

は、ジョブに適 用 された［最 初 のバックアップ メディア］( グローバ

ル オプション ) を無 視 します。［最 初 のバックアップ メディア］オ

プションの詳 細 については、「バックアップ マネージャのバックアッ

プ メディア オプション」を参 照 してください。

以 下 のパラメータをバックアップ ジ ョブに指 定 できます。

バックアップ方 式 -- バックアップ データを指 定 します。以 下 の

バックアップ方 式 でジョブをサブミット できます。

［フル - アーカイブ ビット を維 持 ］-- ジョブが繰 り返 されるた

びにフル バックアップが実 行 され、アーカイブ ビット は維 持

されます。

［フル - アーカイブ ビット をクリア］-- ジョブが繰 り返 される

たびにフル バックアップが実 行 され、アーカイブ ビット はクリ

アされます。

［増 分 ］-- 最 後 のフル バックアップまたは増 分 バックアップ

の実 行 後 にアーカイブ ビット が設 定 されたファイルのみを

バックアップします。各 バックアップ後 に、アーカイブ ビット

は次 の増 分 バックアップ ジ ョブ中 にバックアップされな いよ

う再 設 定 されます。

［差 分 ］-- 最 後 のフル バックアップの実 行 後 にアーカイブ

ビット が設 定 されたファイルのみをバックアップします。差

分 バックアップ ジ ョブはファイルのアーカイブ ビット をクリアし

な いので、前 回 の差 分 ジョブにおいてバックアップされた

ファイルも 再 びバックアップされます。このバックアップ方 式

を使 用 した場 合 、増 分 バックアップよりも バックアップの処

理 に多 くの時 間 がかかります。しかし、マシンをリスト アす

第 5章 : ジ ョブのカスタマイズ 507



カスタム スケジ ュール

るために必 要 な メディアの数 が少 な くてすむため、サーバ

やワークステーションをリスト アするにはこちらの方 が適 して

います。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブの場 合 、エージェント が

合 成 フル バックアップをサポート していると、差 分 バック

アップ ジ ョブは増 分 バックアップ ジ ョブに変 換 されます。

W O R M メディアを使 用 -- バックアップ ジ ョブを実 行 する際 に、

A rcse rve Ba cku p で W ORM メディアを使 用 するように指 定 しま

す。
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ジ ョブ ステータス マネージ ャを使 用 して実 行

できるタスク

ジョブ ステータス マネージャは、大 規 模 な A rcse rve Ba cku pサーバ

を集 中 管 理 するグラフィカルな ツールです。

ジョブ ステータス マネージャでは、以 下 の操 作 を実 行 できます。

利 用 可 能 な すべての A rcse rve Ba cku p サーバ、ジョブ履 歴 、

ジョブ キュー、アクティビティ ログを表 示 する。

ジョブの管 理 - ジョブを停 止 、追 加 、実 行 、削 除 、変 更 、再

スケジュールしたり、ジョブ ステータスをホールド にする。

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバおよびメンバ サーバ上 で実

行 されているアクティブ ジ ョブの進 捗 状 況 をモニタする。キュー

にあるアクティブ ジ ョブのリアルタイム ステータスを表 示 すること

ができます。

実 行 が完 了 したすべてのジョブの、ジョブ詳 細 とジ ョブ ログ情

報 を表 示 する。

アクティビティ ログおよびテープ ログを表 示 する。

アクティブな ジ ョブを停 止 する。

ジョブに関 連 付 けられているユーザ名 とパスワード を変 更 す

る。

ジョブのプレフライト チェックを実 行 する。

ポップアップ メニューから、ジョブ ステータス マネージャのさまざまな

操 作 を実 行 できます。これらのメニューは、左 側 のパネル ( サーバ

ブラウザ ) と右 側 のパネル ( ジョブ キュー ) の両 方 に表 示 されます。

メニューにアクセスするには、選 択 した項 目 を右 クリックします。ブ

ラウザのコンテキスト メニューにアクセスする場 合 、ポインタは選 択

したグループ、サーバ、オブジェクト のいずれかに置 く必 要 がありま

す。ジョブ キューにあるコンテキスト メニューを表 示 する場 合 は、

ジョブが選 択 されている必 要 があります。

注 ：子 ジョブを生 成 したジョブをサブミット すると、［ジョブ キュー］タ

ブにはマスタ ジ ョブの詳 細 のみが表 示 されます。［アクティビティ ロ

グ］タブにはマスタ ジ ョブと子 ジョブの詳 細 が表 示 されます。［アク

ティビティ ログ］には、ジョブの詳 細 についても 表 示 されます。

重 要 ：マルチ スト リーミング、マルチプレキシング、またはディスク ス

テージング ジョブを実 行 する場 合 、マスタ ジ ョブに関 連 付 けられ
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た子 ジョブの数 がジョブに指 定 されたスト リームの数 を超 えることは

ありません。ただし、1 つのジョブによって複 数 の子 ジョブが生 成 さ

れ、マルチプレキシングの最 大 スト リーム数 のオプションで指 定 さ

れた値 が 1 の場 合 、子 ジョブは連 続 した 1 つのスト リームで作 成

およびバックアップされます ( デフォルト の最 大 スト リーム数 は 4) 。

詳 細 情 報 ：

バックアップのプレフライト チェック
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保 留 データ マイグレーション ジ ョブの変 更

マイグレーションは、バックアップ データを一 時 的 ステージング場 所

( デバイスまたはメディア ) から最 終 的 な デスティネーション メディア

に移 動 させる処 理 です。

注 ：ディスク ステージング デバイスをステージングの場 所 として使

用 して、ダブル テープ コピーを実 行 できます。ダブル テープ コピー

では、2 つの最 終 デスティネーションにデータを同 時 にマイグレート

できます。詳 細 については、「バックアップ マネージャのデスティ

ネーション オプション」を参 照 してください。

マイグレーション ジ ョブは、ステージング場 所 から最 終 的 な デスティ

ネーション メディアへのデータのマイグレーション ( コピー ) に関 連 す

る A rcse rve Ba cku p のタスクです。スケジュール、コピー ポリシーな

どのマイグレーション ジ ョブ用 パラメータは、ジョブをサブミット する

際 に指 定 するステージング ポリシーによって定 義 されます。

保 留 のマイグレーション ジ ョブを管 理 しやすくするために、A rcse rve
Ba cku p には、［マイグレーション ジ ョブ ステータス］ダイアログ ボック

スというツールが用 意 されています。［マイグレーション ジ ョブ ス

テータス］ダイアログ ボックスには、ジョブ キュー内 でデータ マイグ

レーションを保 留 しているジョブのバックアップ セッシ ョンがすべて一

覧 表 示 されます。マイグレーション ジ ョブ ステータスのツールを使

用 して、マイグレーション ジ ョブやパージ ジョブの再 スケジュール、

マイグレーション ジ ョブのキャンセル、および最 終 的 な デスティネー

ション メディアが含 まれるデバイス グループの変 更 を行 うことがで

きます。

保 留 データ マイグレーション ジ ョブの変 更 方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 いて［ジョブ キュー］タブを選 択 し

ます。
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2 . 保 留 のデータ マイグレーション ジ ョブのあるジョブを見 つけ、［デー

タ マイグレーション ステータス］をクリックします。

以 下 に示 す画 面 例 のような ［マイグレーション ジ ョブ ステータス <
バックアップ サーバ名 >］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 変 更 するセッシ ョンを見 つけてクリックし、［変 更 ］ボタンをクリックし

ます。
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［マイグレーション ジ ョブ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 され

ます。

4 . 以 下 のオプションを指 定 します。

コピー時 刻 -- マイグレーション ジ ョブを開 始 する日 時 を指 定

します。

注 ：バックアップ データを最 終 的 な デスティネーション メディア

にマイグレート しな い場 合 には、［データをコピーしな い］の横

のチェック ボックスをオンにします。

パージ時 刻 -- ステージング デバイスからバックアップ データを

パージする日 時 を指 定 します。

ターゲット -- 最 終 的 な デスティネーション メディアを含 むグ

ループを指 定 します。

選 択 された行 に適 用 する -- ［マイグレーション ジ ョブ ステータ

ス］ダイアログ ボックスで複 数 のセッシ ョンを選 択 している場

合 、このオプションを使 用 すると、指 定 した［コピー時 刻 ］、

［パージ時 刻 ］および［ターゲット ］オプションは、［マイグレー

ション ジ ョブ ステータス］ダイアログ ボックスで選 択 したセッシ ョ

ンすべてに適 用 されます。

5 . ［OK］をクリックします。

注 ：また、以 下 の手 順 に従 うことで、ステージングの場 所 に関 連

付 けられた保 留 中 のマイグレーション ジ ョブを表 示 させることがで

きます。

a . バックアップ マネージャを開 いて［スタート ］タブで［ステージング有

効 化 ］を選 択 します。

b . ［ステージングの場 所 ］タブを選 択 します。

c. デデュプリケーション グループまたはデバイス、あるいは、ディスク ス

テージング グループまたはデバイスを右 クリックします。

d . コンテキスト メニュー上 の［データ マイグレーション ステータス］をク

リックして、［マイグレーション ジ ョブ ステータス］ダイアログ ボックス

を開 きます。

ダイアログ ボックスには、選 択 されたステージング グループまたは

デバイスに関 連 付 けられたすべての保 留 のマイグレーション ジ ョブ

がリスト 表 示 されます。たとえば、選 択 されたステージング グルー

プまたはデバイスからデータをマイグレート する保 留 のマイグレー

ション ジ ョブがリスト 表 示 されます。

詳 細 情 報 ：
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テープ ステージングを使 用 したデータのバックアップ

ディスク容 量 を再 利 用 する方 法

514 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



ジ ョブ ステータス マネージ ャを使 用 して実 行 で きるタスク

複 数 ジ ョブの更 新

A rcse rve Ba cku p 環 境 では、複 数 のジョブをジ ョブ キューに表 示 で

きます。複 数 ジョブでステータスを 「レディ」から「ホールド 」に変 える

必 要 が生 じた場 合 、複 数 ジョブを同 時 に更 新 できます。同 時 に

実 行 できる更 新 には、「ホールド 」から「レディ」、および「レディ」か

ら「ホールド 」へのジョブ ステータスの変 更 とジョブの削 除 がありま

す。

注 ：子 ジョブを持 つジョブを選 択 した場 合 は、A rcse rve Ba cku p は

更 新 を親 ジョブとすべての子 ジョブに適 用 します。

複 数 ジョブを更 新 するには

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 いて［ジョブ キュー］タブを選 択 し

ます。

2 . 更 新 するジョブを選 択 します。

複 数 の連 続 ジョブを選 択 するには、Sh ift キーを押 しな がらそ

の範 囲 の最 初 と最 後 のジョブを選 択 します。

複 数 の非 連 続 ジョブを選 択 するには、C trl キーを押 しな がら

ジ ョブを選 択 します。

3 . 選 択 したジョブを右 クリックします。

4 . 表 示 されるポップアップ メニューで、［ホールド ］、［レディ］、または

［ジョブの削 除 ］を選 択 します。
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［ジ ョブ キュー］タブを使 用 したジ ョブの管 理

方 法

右 ペインの［ジョブ キュー］タブには、すべてのジョブの情 報 が表 示

されます。A rcse rve Ba cku p マネージャでジョブを実 行 またはスケ

ジュールするたびに、ジョブ キューにジョブがサブミット されます。

A rcse rve Ba cku p は、ジョブ キューを常 時 スキャンし、実 行 待 ちの

ジョブを検 索 します。ジョブを選 択 して右 クリックすると、以 下 のオ

プションが表 示 されます。

［レディ /ホールド ］-- ジョブのステータスを［ホールド ］または［レ

ディ］に変 更 します ( 現 在 ［ホールド ］である場 合 ) 。［ホールド ］

は、ジョブの実 行 スケジュールに入 っていな いことを表 します。

［レディ］は、ジョブが実 行 待 ちであることを表 します。

［ジョブの追 加 ］-- あらかじめ保 存 されているスクリプト を使 用

して、ジョブをただちにキューにサブミット できます。( スクリプト

は、ファイルに保 存 済 みのジョブです。スクリプト には、ジョブで

使 用 するソ ース、デスティネーション、オプション、およびスケ

ジュール情 報 が含 まれます ) 。

［ジョブの修 正 ］-- ジョブを修 正 します。新 しいジョブを作 成 せ

ずに、既 存 のジョブにオプションや別 のソ ースを追 加 できます。

［ジョブの再 スケジュール］-- ジョブの実 行 日 、時 間 、またはス

テータスをただちに変 更 します。また、ジョブ キューにとどまって

いる終 了 ジョブを再 サブミット することも できます。これは、ジョ

ブの実 行 に失 敗 した場 合 に行 うことをお勧 めします。

［即 実 行 ］-- ［レディ］または［終 了 ］のステータスにあるジョブに

のみ使 用 できます。このオプションは以 下 の場 合 に便 利 です。

ジョブをスケジュール済 みの実 行 時 刻 以 前 に実 行 する場

合 .

ハード ウェアの問 題 により実 行 されな かったスケジュール

ジョブを、問 題 の解 決 後 にすぐに実 行 する場 合 .

デバイス グループが使 用 可 能 な 場 合 に、ジョブが即 座 に実 行

されます。［即 実 行 ］を選 択 したときにデバイス グループが使

用 できな い場 合 、ジョブはキューに入 ったままとな り、デバイス

グループが使 用 可 能 にな るまで待 機 します。
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繰 り返 しジ ョブ、ローテーション ジ ョブ、または G FS ローテーショ

ン ジ ョブに対 して［即 実 行 ］オプションを選 択 した場 合 は、以

下 の条 件 が適 用 されます。

ジョブは即 座 に実 行 されますが、通 常 、既 存 のスケ

ジュールには影 響 しません。ただし、ジョブの実 行 に要 す

る時 間 が次 にスケジュールされている実 行 と重 複 する場

合 は、影 響 します。この場 合 、その日 にスケジュールされ

ている実 行 はスキップされます。たとえば、月 曜 日 ～ 金

曜 日 の午 後 9 :00 に実 行 するようスケジュールされている

ジョブがあるとします。このとき、午 後 6 :00 に［即 実 行 ］を

選 択 し、午 後 10 :00 までジョブが完 了 しな かった場 合 、そ

の日 の午 後 9 :00 にスケジュールされていたジョブの実 行

がスキップされます。

対 象 ジョブで使 用 されるバックアップ方 式 は、その日 にス

ケジュールされている実 行 で使 用 されるバックアップ方 式

と同 じです。たとえば、午 後 9 :00 にスケジュールされてい

る増 分 バックアップ ジ ョブがある場 合 に、午 後 6 :00 に［即

実 行 ］を選 択 すると、午 後 6 :00 に実 行 されたそのジョブ

は増 分 バックアップにな ります。スケジュールされている実

行 がな い日 に［即 実 行 ］を選 択 した場 合 は、次 にスケ

ジュールされているジョブのバックアップ方 式 が使 用 されま

す。たとえば、月 曜 日 に実 行 するようスケジュールされて

いる増 分 バックアップがある場 合 、土 曜 日 に［即 実 行 ］を

選 択 すると、土 曜 日 に実 行 されたそのジョブは増 分 バック

アップにな ります。

［ジョブの停 止 ］-- A rcse rve Ba cku p のキューからアクティブ ジ ョブ

を取 り消 し、次 回 の通 常 の間 隔 に合 わせて再 スケジュールし

ます。

注 ：ジョブを停 止 すると、［前 回 の結 果 ］フィールド に「キャンセ

ル」と表 示 されます。

［ジョブの削 除 ］-- ジョブをキャンセルし、A rcse rve Ba cku p の

キューからそのジョブを完 全 に削 除 します。

アクティブな ジ ョブに対 して、［ジョブの削 除 ］オプションを実 行 す

ることはできません。一 定 の繰 り返 し間 隔 で実 行 する ( ジョブ

作 成 時 に設 定 ) アクティブ ジ ョブを削 除 する場 合 は、［ジョブの

停 止 ］オプションを使 用 します。［ジョブの削 除 ］を選 択 すると、

ジョブが中 断 されて、キューから完 全 に削 除 されます。再 スケ

ジュールされることはありません。そのため、ジョブをスクリプト
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ファイルに保 存 していな い場 合 は、ジョブを再 度 作 成 する必

要 があります。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p データベース保

護 ジョブおよびデータベース廃 棄 ジョブが意 図 的 に、または

誤 って削 除 された場 合 でも それらを再 作 成 できます。詳 細 に

ついては、「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの再 作

成 」および「 A rcse rve Ba cku p データベース廃 棄 ジョブの再 作

成 」を参 照 してください。

［ユーザ名 の変 更 ］-- サーバとソ ースの各 ノード のユーザ名 とパ

スワード を変 更 します。

［暗 号 化 パスワード の変 更 ］-- 以 前 ジョブに指 定 された暗 号

化 パスワード を変 更 します。

［プレフライト チェック］-- A rcse rve Ba cku p サーバおよびエージェ

ント に対 して重 要 な チェックを事 前 に実 行 することで、バック

アップ ジ ョブが失 敗 する原 因 とな る問 題 を検 出 します。

［並 べ替 え順 ］-- キュー内 のジョブは、実 行 時 刻 順 に表 示 さ

れます。このオプションは、キュー内 でのジョブの表 示 順 序 を変

更 します。ジョブの表 示 順 序 変 更 は、表 示 上 だけのも ので

す。ジョブが処 理 される順 序 には影 響 しません。次 のいずれか

のフィールド をクリックすると、ジョブの表 示 順 序 が変 更 されま

す。［ステータス］、［実 行 時 刻 ］、［ジョブの種 類 ］、［サーバ］、

［前 回 の結 果 ］、［所 有 者 ］、［ファイル総 数 ］、または［詳

細 ］。

注 ：マウスでド ラッグ アンド ド ロップの操 作 をするだけで、これら

の欄 の表 示 サイズを変 更 できます。欄 と欄 との境 界 線 にカー

ソ ルを合 わせ、マウスの右 ボタンをクリックしたまま左 ボタンをク

リックしてマウスを動 かすと、どの方 向 にも どの大 きさにも 、欄 の

表 示 サイズを変 更 できます。

［プロパティ］-- ダブルクリックすると、ジョブの実 行 時 に［ジョブ

プロパティ］ダイアログ ボックスが呼 び出 されます。
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ジ ョブ ステータスの種 類

A rcse rve Ba cku p キュー内 にジョブがあると、ステータスも 一 緒 に表

示 されます。表 示 されるステータスは、以 下 のいずれかです。

終 了 -- 実 行 と完 了 が成 功 した繰 り返 しジ ョブのな い状 態 。

レディ -- 実 行 待 ちの新 しい 1 回 限 りのジョブ、または繰 り返 し

ジ ョブ ( たとえば、毎 週 金 曜 日 に実 行 するバックアップ ジ ョブ ) 。

アクティブ -- 現 在 実 行 中 のジョブ。

ホールド -- キューに入 っており、ホールド のステータスにあるジョ

ブ。

注 ：ステータスがホールド であるジョブは、ホールド ステータスを

削 除 するまで、実 行 しません。

ターゲット の待 機 中 -- 実 行 準 備 ができていて、ターゲット デバ

イスかターゲット メディア、またはその両 方 が使 用 可 能 にな る

のを待 機 しているジョブ。デバイスやメディアは、ほかのジョブに

よって使 用 されている場 合 な どには、使 用 可 能 でな くな りま

す。ジョブがデバイスを待 機 している具 体 的 な 理 由 を特 定 す

るには、［ターゲット の待 機 中 ］ハイバーリンクをクリックし、［ター

ゲット グループ ステータス］ダイアログ ボックスを開 きます。

［ターゲット グループ ステータス］ダイアログ ボックスではスト リー

ムベースのバックアップまたはデバイスベースのバックアップが示
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されます。

［ターゲット グループ ステータス］ダイアログ ボックスには、以 下

の情 報 が表 示 されます。

タイト ル バー -- ジョブ ステータス マネージャで選 択 したジョ

ブのバックアップ サーバ名 、ジョブ番 号 、およびジョブ ID が

表 示 されます。

ジョブが ( デバイスまたはメディアを ) 待 機 している理 由

バックアップ サーバ -- 選 択 されたデバイスを使 用 するバッ

クアップ サーバの名 前 。

ジョブ番 号 -- 選 択 されたデバイスを使 用 するジョブの番

号 ( 存 在 する場 合 ) 。

ジョブ ID -- 選 択 されたデバイスを使 用 するジョブの ID ( 存
在 する場 合 ) 。

メディア名 -- 選 択 されたデバイスにあるメディアの名 前

( 存 在 する場 合 ) 。

ド ライブ シリアル番 号 -- 選 択 されたデバイスのシリアル番

号 。
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ステータス -- 選 択 されたデバイスを使 用 しているジョブの

ステータス。

ソ ース グループの待 機 -- マイグレーション ジ ョブは、ソ ース グ

ループが利 用 可 能 にな るのを待 機 中 です。

ソ ース テープの待 機 --マイグレーション ジ ョブは、ソ ース テープ

が利 用 可 能 にな るのを待 機 中 です。

ターゲット テープの待 機 -- ターゲット デバイスまたはメディアを

待 機 中 であるため、本 来 アクティブであるべきジョブがアクティ

ブにな っていません。

ソ ース テープの位 置 決 め -- マイグレーション ジ ョブは、ソ ース

テープがド ライブに位 置 決 めされるのを待 機 中 です。

ターゲット テープの位 置 決 め -- マイグレーション ジ ョブは、ター

ゲット テープがド ライブに位 置 決 めされるのを待 機 中 です。

コピー -- マイグレーション ジ ョブ ( 最 終 デスティネーションのメディ

アへのコピー ) が進 行 中 です。

注 ：終 了 したジョブは、指 定 した期 間 にわたってジョブ キュー内 に

表 示 され続 けます。この期 間 は、A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 機

能 を使 用 して設 定 します。詳 細 については、「ジ ョブ エンジンの環

境 設 定 」を参 照 してください。
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［前 回 の結 果 ］フィールド を使 用 したジ ョブ

の分 析 方 法

［ジョブ履 歴 ］タブの［前 回 の結 果 ］フィールド には、実 行 したジョブ

が成 功 したかどうかが表 示 されます。正 常 に完 了 しな かった場

合 、このフィールド 内 の情 報 を参 照 して原 因 を確 認 できます。

［前 回 の結 果 ］フィールド のステータスは、以 下 のいずれかにな る

場 合 があります。

［完 了 ］-- すべてのノード 、ド ライブ、および共 有 の処 理 が完

了 したことを示 します。

［未 完 了 ］- 一 部 のジョブを完 了 できませんでした。アクティビ

ティ ログ情 報 から、ジョブが正 常 に終 了 しな かった原 因 を確 認

します。

［キャンセル］-- ジョブは強 制 終 了 されました。以 下 の処 理 が

行 われた可 能 性 があります。

ユーザがジョブ キューからジョブをキャンセルした。

コンソ ール プロンプト に［いいえ］または［キャンセル］と応

答 したユーザがいる。

ジョブに対 し［OK］ボタンのクリックによる確 認 を行 わな かっ

たか、タイムアウト にな る前 にメディアを挿 入 しな かった ( タ
イムアウト の時 間 設 定 は、［バックアップ マネージャ］のグ

ローバル オプションの［バックアップ メディア］タブで行 いま

す ) 。

［失 敗 ］-- ジョブは指 定 されたタスクの実 行 に失 敗 しました。こ

れは通 常 、A rcse rve Ba cku p がジョブのいずれかのソ ース ノー

ド をバックアップできな かった場 合 ( たとえば、エージェント がロー

ド されな い、または無 効 な パスワード が入 力 された場 合 ) 、ま

たはハード ウェア エラーが発 生 した場 合 に起 こります。ジョブを

開 始 したが、マネージャがジョブを完 了 できな かった場 合 、「実

行 失 敗 」ステータスが返 されます。アクティビティ ログ情 報 か

ら、ジョブが正 常 に終 了 しな かった原 因 を確 認 します。

［実 行 失 敗 ］-- ジョブは開 始 されたが、ジョブを実 行 するため

のメモリが十 分 にな い、または DLL ファイルが見 つからな かった

ために、ジョブを実 行 するプログラムが失 敗 したことを示 しま

す。
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［クラッシュ］-- ジョブは開 始 されましたが、A rcse rve Ba cku p ま

たはオペレーティング システムがシャット ダウンするような メモリ

違 反 な ど、A rcse rve Ba cku p のタスクの完 了 を妨 げるような シ

ステム エラーが発 生 しました。ジョブのステータスが［クラッシュ］

の場 合 、ジョブ エンジンの再 起 動 後 、ジョブを再 試 行 できま

す。これは、［ジョブ エンジン環 境 設 定 ］タブの A rcse rve
Ba cku p サーバ管 理 から設 定 できます。
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グループ ビューを使 用 したジ ョブの分 析 方

法

［ジョブ履 歴 ］タブでは、ソ ース グループ別 に結 果 をグループ化 で

きます。［ソ ース グループ］ビューでは、グループ ビュー機 能 を使

用 して、ジョブのバックアップ結 果 を表 示 できます。

デフォルト ビュー：ジョブ ビュー

ソ ース グループ別 にジョブを表 示 するには、ジョブ マネージャを開

いて［ジョブ履 歴 ］タブをクリックし、［次 でグループ化 ］ド ロップダウ

ン リスト で［ソ ース グループ］を選 択 します。［更 新 ］ボタンをクリッ

クして、表 示 を更 新 します。

結 果 がグループ別 に表 示 され、グループ内 の特 定 のマシン、デバ

イス、およびセッシ ョン詳 細 の結 果 を展 開 できます。
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A rc se rve B a c ku p データベース廃 棄 ジ ョブの

再 作 成

A rcse rve Ba cku p では、意 図 的 に、または誤 って削 除 された

A rcse rve Ba cku p データベース廃 棄 ジョブを再 作 成 できます。

A rcse rve B a ck u p データベース廃 棄 ジョブを再 作 成 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 を起 動 して、ツールバーの［環 境 設

定 ］ボタンをクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［データベース エンジン］タブを選 択 します。

3 . ［廃 棄 ジョブのサブミット ］オプションを選 択 します

注 ：［廃 棄 ジョブのサブミット ］オプションは、データベース廃 棄 ジョ

ブが削 除 された場 合 のみアクティブにな ります。

4 . ［OK］をクリックします。

データベース廃 棄 ジョブはジョブ キューにサブミット され、指 定 した

時 間 に実 行 します。
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アクティビティ ログを使 用 したジ ョブの詳 細

表 示

右 ペインの［アクティビティ ログ］タブには、A rcse rve Ba cku pによって

実 行 されたすべての処 理 情 報 が全 般 的 に記 録 されます。

このログは、実 行 されたすべてのジョブの監 査 記 録 にな ります。こ

のログには、それぞれのジョブについて、以 下 の情 報 が含 まれま

す。

ジョブの開 始 日 時 と終 了 日 時

ジョブの種 類

データの平 均 スループット

処 理 された ( つまりバックアップ、リスト ア、またはコピーされた )
ディレクト リとファイルの総 数

ジョブのセッシ ョン番 号 とジ ョブ ID

ジョブの結 果

ジョブの実 行 中 に発 生 したエラーと警 告

Cen tra l M an agem en t Op t io n をインスト ールすると、現 状 どおりド

メイン プライマリ サーバ、ド メイン メンバ サーバ、またはその両 方

に関 係 するアクティビティ ログ データを表 示 できます。

以 下 の図 は、Cen tra l M an agem en t Op t io n のインスト ール、ド メイ

ン メンバ サーバ M EM BER01 の選 択 、および M EM BER01 のアク

ティビティ ログ詳 細 の表 示 について説 明 しています。
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週 別 グループ ( チェックされている場 合 ) は、常 に最 初 のレベル グ

ループです。データは、オペレーティング システムの設 定 から取 得

されます。

週 ノード のフォーマット は以 下 のとおりです。

W e e k[s ta rt d a te - e n d d a te ]

ジョブ ノード のフォーマット は以 下 のとおりです。

Jo b ID [S e rve r N a m e ](Jo b N a m e )[Jo b S ta tu s ][S ta rt tim e - E n d tim e ]
[Jo b N o .]

一 般 的 な ログは、マスタ ジ ョブ リスト の最 後 に表 示 されます。ど

のジョブにも 属 していな いログが含 まれています。

注 ：C en tra l M an agem en t Op t io n をインスト ールしな い場 合 は、

アクティビティ ログには、現 在 ログインしている A rcse rve Ba cku p
サーバに関 係 のあるデータが表 示 されます。

このログを毎 日 チェックして、エラーが発 生 したかどうかを調 べるこ

とができます。また、ある特 定 のセッシ ョンをリスト アする必 要 があ

る場 合 は、このログでセッシ ョンの番 号 を調 べることも できます。ア
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クティビティ ログの表 示 の構 成 を変 えたり、ファイルに出 力 したりす

ることも できます。
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アクティビティ ログ ファイルの削 除

ファイル容 量 を節 約 するには、すべてのアクティビティ ログ ファイ

ル、または指 定 した期 限 を過 ぎて不 要 にな ったログ レコード を削

除 します。

アクティビティ ログでファイルを削 除 する方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 いて［アクティビティ ログ］タブを選

択 します。［削 除 ］ツールバー ボタンをクリックします。

［削 除 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . ［削 除 ］ダイアログ ボックスで、適 用 する基 準 を選 択 します。以 下

のオプションから 1 つを選 択 します。

ログ全 体 - ログ ファイルのレコード をすべて削 除 します。

一 部 — 時 間 に基 づいて特 定 のログを選 択 できます。以 下 の

基 準 から選 択 できます。

日 数 ：1 ～ 365 の範 囲

週 数 ：1 ～ 54 の範 囲

月 数 ：1 ～ 12 の範 囲

年 数 ：1 ～ 10 の範 囲

3 . ［OK］をクリックします。

注 意 のダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［OK］をクリックします。

アクティビティ ログ ファイルが削 除 されます。

また、コマンド ライン インターフェースを使 用 してアクティビティ ログ

からジ ョブ ファイル ( またはその他 のログ ファイル ) を削 除 することも

できます。ログ ファイルから、指 定 した期 限 を過 ぎているログを削

除 するには、ca _ lo g -p u rge コマンド を使 用 します。また、期 限 を

指 定 せずに、ログ ファイルからログ データをすべて削 除 する場 合

は、ca _ lo g -clea r コマンド を使 用 します。

注 ： ca _ lo g コマンド の詳 細 については「コマンド ライン リファレンス

ガイド 」を参 照 してください。
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アクティビティ ログの破 棄

ファイルの容 量 を制 御 するには、ログを破 棄 するようスケジュール

できます。
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アクティビティ ログ クエリの設 定

A rcse rve Ba cku pでは、アクティビティ ログに表 示 される情 報 のタイ

プと、その表 示 方 法 をカスタマイズする機 能 が適 用 されます。

デフォルト のアクティビティ ログ クエリの値 を以 下 に示 します。

表 示 ：週 別 グループおよびジョブ別 グループ

ジョブ ステータス：すべてのメッセージ

タイプ：すべて

日 付 ：すべて

ジョブ ID：ブランク

セッシ ョン：ブランク

キーワード ：メ ッセージ

注 ：［リセット ］をクリックすると、いつでも デフォルト の設 定 に戻 るこ

とができます。

アクティビティ ログ クエリを設 定 する方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 いて［アクティビティ ログ］タブを選

択 します。

2 . ［Lo g Qu ery Ba r］を展 開 します。デフォルト では［Lo g Qu ery Ba r］は
折 りたたまれています。

［Lo g Qu ery Ba r］が開 きます。

3 . 適 切 な オプションを指 定 します。

表 示 -- アクティビティ ログ メッセージをグループ化 する方 法 を

指 定 します。週 、種 類 、およびジョブ別 にグループ化 すること

ができます。

［週 別 グループ］を使 用 すると、アクティビティ ログ メッ

セージを週 別 にグループ化 ( デフォルト ) することができま

す。

［ジョブ別 グループ］オプションを使 用 すると、アクティビ

ティ ログで親 ジョブとそのすべての子 ジョブをまとめて表

示 できます。アクティビティ ログには、各 親 ジョブとその子

ジョブに対 する、ジョブの詳 細 も 表 示 されます ( デフォル

ト ) 。
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［種 類 別 グループ］オプションを使 用 すると、エラー メッ

セージ、警 告 メッセージ、情 報 メッセージをグループ化 で

きます。

ジョブ ステータス -- アクティビティ ログに表 示 するジョブの種

類 を指 定 します。［すべて］、［完 了 ］、［すべて失 敗 ］、［キャ

ンセル］、［失 敗 ］、［未 完 了 ］、［クラッシュ］、および［不 明 ］

を表 示 できます。

メ ッセージの種 類 -- アクティビティ ログに表 示 するメッセージ

の種 類 を指 定 します。

期 間 -- アクティビティ ログに表 示 するメッセージの日 付 または

期 間 を指 定 します。

［すべて］、［エラー］、［警 告 ］、［エラーと警 告 ］、［情 報 ］、

［エラーと情 報 ］、および［警 告 と情 報 ］を表 示 できます。

すべてのメッセージを表 示 する、指 定 した日 付 以 前 または

以 降 のメッセージのみを表 示 する、または特 定 の期 間 のメッ

セージを表 示 することができます。

ジョブ ID -- 既 知 のジョブ ID を指 定 します。

セッシ ョン -- 既 知 のセッシ ョンを指 定 します。

キーワード -- アクティビティ ログをキーワード で並 べ替 えます。

ジョブ名 またはメッセージを指 定 することができます。

4 . ［更 新 ］をクリックします。

指 定 したクエリに応 じてアクティビティ ログに結 果 が表 示 されま

す。

注 ：既 存 のフィルタを使 用 して最 新 のジョブを表 示 するには、ツー

ルバーの［更 新 ］または F5 キーをクリックします。
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［テープ ログ］タブ

テープ エンジンの設 定 で［ジョブ ステータス マネージャにテープ ロ

グを表 示 する］オプションを有 効 にすると、ジョブ ステータス マネー

ジャに［テープ ログ］タブが表 示 されます。詳 細 については、「テー

プ エンジンの環 境 設 定 」を参 照 してください。

注 ：［ジョブ ステータス マネージャにテープ ログを表 示 する］オプ

ションを有 効 にした後 、ジョブ ステータス マネージャに変 更 を反 映

させるには、［更 新 ］をクリックします。

詳 細 情 報 ：

テープ エンジンの環 境 設 定
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［ジ ョブ詳 細 ］タブ

右 下 のパネルの［ジョブ詳 細 ］タブには、キュー内 のジョブに関 する

詳 細 ( ソ ース ターゲット 、デスティネーション ターゲット 、およびジョ

ブのスケジュールな ど ) が表 示 されます。実 行 前 /後 のバックアップ

要 求 な どのカスタマイズ オプションを選 択 した場 合 も 、ここに情 報

が表 示 されます。ジョブが開 始 されると、ジョブの順 番 とセッシ ョン

番 号 が表 示 されます。
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［ジ ョブ ログ］タブ

右 下 ペインの［ジョブ ログ］タブには、すでに実 行 された特 定 のジョ

ブに関 する情 報 が表 示 されます。ジョブ ログは、A rcse rve Ba cku p
の実 行 するジョブごとに生 成 されます。ジョブをサブミット する前 に

ログ オプションを選 択 すると、ログの詳 細 レベルを指 定 できます。

A rcse rve Ba cku pは、以 下 のログ オプションを提 供 します。

［全 アクティビティ］-- ジョブの実 行 中 に発 生 するすべてのアク

ティビティがジョブ ログに記 録 されます。

注 ：［全 アクティビティ］を指 定 すると、A rcserve Backu p によって、

Jo b Lo g_<Jo b ID>_<Jo b N am e>.Lo g という名 のログ ファイルが作 成 さ

れます。このログ ファイルに、ジ ョブに関 する詳 細 な ログ情 報 が表 示

されます。A rcserve Backu p では、以 下 のディレクト リにログ ファイルが

保 存 されます。

C \P rogram F iles\C A \A R C serve B ackup \LO G

［サマリのみ］( デフォルト ) -- ジョブのサマリ情 報 ( ソ ース、デス

ティネーション、セッシ ョン番 号 、ファイルの総 数 な ど ) およびエ

ラーが記 録 されます。

［ログ停 止 ］-- このジョブの情 報 を記 録 しません。
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エージ ェント 情 報 およびノード 情 報 の保 存

の仕 組 み

A rcse rve Ba cku p データベースにエージェント またはノード を保 存 す

ると、同 じド メインのすべてのユーザがアクセスできるようにな りま

す。A rcse rve Ba cku p では、プライマリ サーバ、メンバ サーバ、およ

びド メインのすべてのエージェント をノード として表 示 します。

エージェント /ノード 情 報 の保 存 機 能 によって、以 下 のタスクを実

行 できます。

A rcse rve Ba cku p データベースに新 しいノード を保 存 する

ユーザ アカウント 情 報 を A rcse rve Ba cku p データベースに保 存

する

エージェント の種 類 によってノード をフィルタする

エージェント の種 類 によってエージェント をグループ化 する
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ソース ツリーを使 用 した、コンピュータの追

加 、インポート 、およびエクスポート

追 加 /インポート /エクスポート 機 能 を使 用 すると、コンピュータが

バックアップされるかどうかにかかわらず、複 数 のコンピュータ ( ノー

ド 、エージェント 、A rcse rve UDP サーバな ど ) をバックアップ マネー

ジャ ソ ース ツリーに追 加 できます。

この機 能 は、多 数 のコンピュータが含 まれるバックアップ環 境 で役

立 ちます。バックアップ マネージャでは、クラシック ビューおよびグ

ループ ビューから、コンピュータの追 加 、インポート 、およびエクス

ポート を実 行 できます。

ソ ース ツリーを使 用 して、コンピュータを追 加 、インポート 、および

エクスポート する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ビューのド ロップダウン リスト から、以 下 のいずれかを選 択 します。

グループ ビュー

注 ：デフォルト のビューはグループ ビューです。

クラシック ビュー

選 択 したビュー オプションが適 用 されます。

3 . 指 定 したビュー オプションに基 づいて、以 下 のいずれかを実 行 し

ます。

グループ ビュー -- ブラウザでグループ オブジェクト の 1 つ ( たと

えば M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft E x ch an ge Se rve r、
Ora cle サーバのオブジェクト ) を右 クリックし、コンテキスト メ

ニューから［エージェント の追 加 /インポート /エクスポート ］を選

択 します。

注 ：指 定 したグループが A rcse rve UDP サーバである場 合

は、コンテキスト メニューの［UDP サーバの追 加 /インポート /エ
クスポート ］をクリックします。

クラシック ビュー -- ブラウザでクラシック オブジェクト の 1 つ ( た
とえば W in d ow s システム オブジェクト ) を右 クリックし、コンテ

キスト メニューから［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］を

選 択 します。
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注 ：指 定 したクラシック オブジェクト が A rcse rve UDP サーバで

ある場 合 は、コンテキスト メニューの［UDP サーバの追 加 /イ
ンポート /エクスポート ］をクリックします。

［追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。右 側 のペインに表 示 される、ソ ース ツリーに追 加 するコン

ピュータのリスト では、既 存 の任 意 のコンピュータを選 択 します。

4 . 右 側 のペインのリスト にコンピュータを追 加 します。これらはソ ース

ツリーに追 加 されます。この処 理 は以 下 の方 法 で実 行 できます。

追 加 するコンピュータのホスト 名 またはホスト 名 ( IP アド レス )
をテキスト ボックスに指 定 し、［追 加 ］をクリックします。

ターゲット システムのホスト 名 と IP アド レスの両 方 を指 定 す

ることをお勧 めします。両 方 を指 定 することで、A rcse rve
Ba cku p がターゲット システムを IP アド レスに基 づいて正 確 に

検 出 し、W in d ow s システム オブジェクト の下 にシステムが表

示 されるようにな ります。

注 ：ホスト 名 のみを入 力 した場 合 、A rcse rve Ba cku p は IP ア

ド レス値 を 0 .0 .0 .0 に設 定 します。

左 側 のペインに表 示 される、オート ディスカバリで見 つかった

コンピュータのリスト から選 択 し、［追 加 ］または［すべて追

加 ］をクリックします。

C trl キーを押 しな がらクリックまたは Sh ift キーを押 しな がらク

リックのキーボード シ ョート カット を使 用 すると、複 数 のコン

ピュータとエージェント を選 択 できます。

注 ：右 側 のペインのリスト に追 加 されたコンピュータは、左 側

のペインのリスト から削 除 されます。

［インポート ］をクリックし、.csv ファイルまたは .tx t ファイルを使

用 してコンピュータのリスト を追 加 します。

例 ：.txt ファイル

H o stn a m e 1 (IP )

H o s tn a m e 2 (IP )

H o s tn a m e 3 (IP )

H o s tn a m e 4 (IP )

例 ：.csv ファイル

H o stn a m e 1 (IP ), H o s tn a m e 2 (IP ), H o s tn a m e 3 (IP ), H o s tn a m e 4
(IP ), ...
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注 ：詳 細 については、「 .csv および .tx t ファイルを使 用 した複

数 のノード やエージェント の追 加 」を参 照 してください。

バックアップ マネージャ ソ ース ツリーに追 加 されるコンピュータは、

右 側 のペインのリスト に表 示 されます。

5 . ( オプション ) 必 要 があれば、［削 除 ］または［すべて削 除 ］をクリッ

クし、右 側 のペインのリスト から項 目 を削 除 します。

［削 除 ］ボタンと［すべて削 除 ］ボタンは、右 側 のペインのリスト で 1
つまたは複 数 のノード を選 択 した場 合 のみ有 効 にな ります。テキ

スト ボックスに直 接 入 力 したコンピュータや .csv ファイルまたは .tx t
ファイルからインポート したコンピュータの場 合 、［削 除 ］ボタンをク

リックすると、右 側 のペインのリスト から削 除 されます。オート ディス

カバリで検 出 されたコンピュータの場 合 、［削 除 ］をクリックすると、

左 側 のペインにあるオート ディスカバリで検 出 されたコンピュータの

リスト に表 示 されます。

6 . 右 側 のペインのリスト で、ユーザ名 とパスワード を入 力 するコン

ピュータを選 択 し、［セキュリティ］をクリックします。

( オプション ) ［ソ ース］ディレクト リ ツリーに追 加 されるコンピュータの

リスト で、ターゲット システムのホスト 名 またはアド レス値 をダブル

クリックします。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが開 き、一 度 に複 数 のノード や

エージェント のユーザ名 とパスワード を追 加 できます。［セキュリ

ティ］ダイアログ ボックスに表 示 されているノード やエージェント は、

［追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスの右 側 のペイ

ンのリスト から選 択 されたも のです。

7 . ユーザ名 とパスワード を入 力 して［OK］ボタンをクリックします。

［追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスに戻 ります。

ユーザ名 とパスワード が右 側 のペインのリスト に追 加 されます。

8 . ( オプション ) 左 側 のペインのリスト でノード またはエージェント を選

択 し、［プロパティ］をクリックします。

［サーバのプロパティ］ダイアログ ボックスが開 き、ド メイン名 、サー

バ名 、IP アド レス、最 終 応 答 時 間 、およびインスト ール済 み製 品

が表 示 されます。これらのプロパティは、オート ディスカバリ サービ

スによって検 出 されるも のであるため、［プロパティ］ボタンは、左 側

のペインのリスト でノード やエージェント を選 択 して［プロパティ］をク

リックした場 合 にのみ有 効 です。

9 . ［OK］をクリックします。
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新 し く追 加 したコンピュータに A rcse rve Ba cku p がアクセスできな い

場 合 は、［エージェント 追 加 の結 果 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

以 下 の点 に注 意 してください。

ノード または A rcse rve UDP サーバを追 加 するときは、［ノード

追 加 の結 果 ］または［UDP サーバ追 加 の結 果 ］ダイアログ

ボックスが開 きます。

結 果 ダイアログ ボックスには、A rcse rve Ba cku p がアクセスで

きな いコンピュータのリスト と、各 コンピュータに対 応 する理 由

( ステータス ) が表 示 されます。失 敗 した理 由 がセキュリティ

認 証 情 報 に関 係 している場 合 、結 果 ダイアログ ボックスで

は、コンピュータにログインする際 A rcse rve Ba cku p によって要

求 されるユーザ名 およびパスワード を変 更 することができま

す。結 果 ダイアログ ボックスの画 面 上 の指 示 に従 ってコン

ピュータを追 加 したら、［OK］をクリックします。

コンピュータがバックアップ マネージャ ソ ース ツリーに追 加 されま

す。既 存 のコンピュータを削 除 した場 合 は、バックアップ マネー

ジャ ソ ース ツリーから削 除 されます。コンピュータ名 が重 複 してい

る場 合 は、この名 前 が重 複 していることと、コンピュータがソ ース

ツリーに追 加 されな いことを示 す警 告 メッセージが表 示 されます。

また、A rcse rve Ba cku p では、同 じ IP アド レスを持 つ複 数 のホスト

名 を追 加 できます。
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.c sv および .tx t ファイルを使 用 した複 数 の

ノード やエージ ェント の追 加

インポート 機 能 では、A rcse rve D2D ユーザ インターフェースで .csv
ファイルまたは .tx t ファイルからインポート することにより、複 数 のコ

ンピュータ ( ノード 、エージェント 、A rcse rve Ba cku p な ど ) を追 加 で

きます。

注 ：.csv ファイルは、カンマ区 切 り形 式 のファイルです。

.csv および .txt ファイルを使 用 してコンピュータを追 加 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ビューのド ロップダウン リスト から、以 下 のいずれかを選 択 します。

グループ ビュー

注 ：デフォルト のビューはグループ ビューです。

クラシック ビュー

選 択 したビュー オプションが適 用 されます。

3 . 指 定 されたビュー オプションに基 づいて、以 下 のいずれかを実 行

します。

グループ ビュー -- ブラウザでグループ オブジェクト の 1 つ ( たと

えば M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft E x ch an ge Se rve r、
Ora cle サーバのオブジェクト ) を右 クリックし、コンテキスト メ

ニューから［エージェント の追 加 /インポート /エクスポート ］を選

択 します。

注 ：指 定 したグループ オブジェクト が A rcse rve D2D サーバで

ある場 合 は、コンテキスト メニューの［D2D サーバの追 加 /イ
ンポート /エクスポート ］をクリックします。

クラシック ビュー -- ブラウザでクラシック オブジェクト の 1 つ ( た
とえば W in d ow s システム オブジェクト ) を右 クリックし、コンテ

キスト メニューから［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］を

選 択 します。

注 ：指 定 したクラシック オブジェクト が A rcse rve D2D サーバで

ある場 合 は、コンテキスト メニューの［D2D サーバの追 加 /イ
ンポート /エクスポート ］をクリックします。

［追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

4 . ［インポート ］をクリックします。
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W in d ow s の［開 く］ダイアログ ボックスが開 きます。

5 . インポート するコンピュータのリスト が含 まれるファイルを参 照 し、

［開 く］をクリックします。

［追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスの右 側 のペイ

ンのリスト にコンピュータが追 加 されます。

6 . 右 側 のペインのリスト で、ユーザ名 とパスワード を指 定 するコン

ピュータを選 択 し、［セキュリティ］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが開 きます。［セキュリティ］ダイア

ログ ボックスでは、コンピュータのユーザ名 とパスワード を一 度 に追

加 できます。［セキュリティ］ダイアログ ボックスに表 示 されているコ

ンピュータは、［追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックス

の右 側 のペインのリスト から選 択 されたも のです。

7 . ［OK］をクリックします。

コンピュータがバックアップ マネージャ ソ ース ツリーに追 加 されま

す。
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エージ ェント 情 報 およびノード 情 報 の保 存 の仕 組 み

テキスト ファイルへの複 数 のエージ ェント お

よびノード のエクスポート

バックアップ マネージャの［ソ ース］タブにすでに入 力 されているノー

ド およびエージェント は、.tx t ファイルにエクスポート できるため、

ノード やエージェント のリスト を別 の A rcse rve Ba cku p サーバに簡

単 にインポート することができます。

テキスト ファイルに複 数 のエージェント およびノード をエクスポート

する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ビューのド ロップダウン リスト から、以 下 のいずれかを選 択 します。

グループ ビュー

注 ：デフォルト のビューはグループ ビューです。

クラシック ビュー

選 択 したビュー オプションが適 用 されます。

3 . 指 定 されたビュー オプションに基 づいて、以 下 のいずれかを実 行

します。

グループ ビュー -- ブラウザでグループ オブジェクト の 1 つ ( たと

えば M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft E x ch an ge Se rve r、
Ora cle サーバのオブジェクト ) を右 クリックし、コンテキスト メ

ニューから［エージェント の追 加 /インポート /エクスポート ］を選

択 します。

［エージェント の追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログが表

示 されます。

クラシック ビュー -- ブラウザでクラシック オブジェクト の 1 つ ( た
とえば W in d ow s システム オブジェクト ) を右 クリックし、コンテ

キスト メニューから［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］を

選 択 します。

［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが

表 示 されます。

4 . ［エクスポート ］をクリックします。

［エクスポート ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . テキスト ファイルにエクスポート するエージェント またはノード を選

択 します。
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エージ ェント 情 報 およびノード 情 報 の保 存 の仕 組 み

注 ：デフォルト では、すべてのノード とエージェント が選 択 されてい

ます。

6 . ( オプション ) ［すべて選 択 ］または［すべてクリア］をクリックし、エク

スポート するリスト 内 のノード およびエージェント をすべて選 択 また

はクリアします。

7 . ［OK］をクリックします。

W in d ow s の［名 前 を付 けて保 存 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

8 . ファイルが作 成 および保 存 されるパスを選 択 します。

選 択 されたエージェント またはノード が .tx t ファイルにエクスポート

されます。

注 ：ユーザ名 とパスワード はエクスポート されません。
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エージ ェント 情 報 およびノード 情 報 の保 存 の仕 組 み

エージ ェント の種 類 によるノード のフィルタ

ド メイン内 のどのコンピュータに同 一 エージェント がインスト ールされ

ているかを特 定 できます。A rcse rve Ba cku p では、バックアップ マ

ネージャのソ ース ツリー、リスト ア マネージャのソ ース ツリーおよび

デスティネーション ツリーからノード をフィルタすることができます。

注 ：クラシック ビューでは、W in d ow s システム オブジェクト および

UN IX/Lin u x システム オブジェクト のみをフィルタできます。

エージェント の種 類 によってノード をフィルタする方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ビューのド ロップダウン リスト から、以 下 のいずれかを選 択 します。

グループ ビュー

注 ：デフォルト のビューはグループ ビューです。

クラシック ビュー

選 択 したビュー オプションが適 用 されます。

3 . ［ソ ース］ツールバーの［エージェント の種 類 ］をクリックします。

［エージェント の種 類 別 フィルタ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。デフォルト の値 は、「すべてのノード を表 示 する」です。

4 . ［エージェント の種 類 別 にフィルタする］をクリックします。

5 . A rcse rve Ba cku p エージェント のリスト から、ソ ース ツリーに表 示 す

るエージェント を指 定 します。

6 . ［OK］をクリックします。

ノード がフィルタされ、指 定 したエージェント を含 むノード のみが表

示 されます。

注 ：すべてのノード を表 示 するためにフィルタを解 除 するには、

ソ ース ツールバーで［リセット ］をクリックします。
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エージ ェント 情 報 およびノード 情 報 の保 存 の仕 組 み

エージ ェント とノード の IP アド レスまたはホス

ト 名 の変 更

A rcse rve Ba cku p では、エージェント およびノード の IP アド レス、ホ

スト 名 、またはその両 方 を変 更 できます。

エージェント とノード の IP アド レスまたはホスト 名 を変 更 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

2 . ビューのド ロップダウン リスト から、［クラシック ビュー］を選 択 しま

す。

選 択 したビュー オプションが適 用 されます。

3 . 変 更 するエージェント またはノード を見 つけます。

4 . 変 更 するエージェント を選 択 して右 クリックします。

5 . コンテキスト メニューから、［エージェント の修 正 ］をクリックします。

［エージェント オプシ ョン］ダイアログ ボックスが開 きます。

6 . ［エージェント オプシ ョン］ダイアログ ボックスで、［コンピュータ名 の

解 決 を使 用 ］チェック ボックスをオフにします。

7 . ホスト 名 と IP アド レスを入 力 します。

8 . ［OK］をクリックします。

新 しい IP アド レス、ホスト 名 、またはその両 方 がエージェント また

はノード に適 用 されます。
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エージ ェント 情 報 およびノード 情 報 の保 存 の仕 組 み

ソース ツリーからのエージ ェント およびノード

の削 除

A rcse rve Ba cku p では、バックアップ マネージャのソ ース ツリーから

エージェント とノード を削 除 することができます。エージェント とノー

ド の情 報 、エージェント とノード に関 連 付 けられたすべてのアカウン

ト が A rcse rve Ba cku p データベースから削 除 されます。

ソ ース ツリーからエージェント とノード を削 除 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 いて［ソ ース］タブを選 択 します。

ビューのド ロップダウン リスト から、以 下 のいずれかを選 択 します。

グループ ビュー

注 ：デフォルト のビューはグループ ビューです。

クラシック ビュー

選 択 したビュー オプションが適 用 されます。

2 . 削 除 するエージェント またはノード を見 つけます。

指 定 したビューに基 づいて、以 下 のいずれかを実 行 します。

グループ ビュー -- 削 除 するエージェント を選 択 して右 クリック

します。

クラシック ビュー -- 削 除 するノード を選 択 して右 クリックしま

す。

コンテキスト メニューの［マシン /オブジェクト の削 除 ］をクリックしま

す。

削 除 確 認 のダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［はい］をクリックします。

エージェント またはノード が削 除 されます。
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ジ ョブ スケジ ューラ ウィザード を使 用 したジ ョブのスケジ ュール方 法

ジ ョブ スケジ ューラ ウィザード を使 用 したジ ョ

ブのスケジ ュール方 法

A rcse rve Ba cku p のコマンド ラインでは、A rcse rve Ba cku p サーバで

実 行 可 能 な すべての操 作 を直 接 制 御 できます。コマンド プロン

プト にジ ョブ スケジューリング コマンド を入 力 する代 わりに、ジョブ

スケジューラ ウィザード を使 用 できます。

コマンド ラインではな くウィザード を使 用 する場 合 の利 点 は以 下

のとおりです。

ジョブをスケジュールして繰 り返 し実 行 することができる。

ジョブが、ジョブ キューおよびアクティビティ ログに表 示 される。

ジョブ キューからジョブを停 止 できる。

入 力 可 能 な コマンド が、A rcse rve Ba cku pのコマンド に限 定 され

な い。このウィザード は、No tep ad .exe な ど、ほぼすべての実 行

可 能 ファイルに使 用 できます。

ジョブを簡 単 にパッケージ化 してサブミット できる。

重 要 ：のジョブの時 刻 は、サーバの所 在 地 のタイム ゾーンに基 づ

いてスケジュール設 定 されます。A rcse rve Ba cku pA rcse rve Ba cku p
エージェント マシンが A rcse rve Ba cku p サーバとは異 な るタイム

ゾーンにある場 合 、ジョブを実 行 する現 地 時 間 を計 算 する必 要

があります。

ジョブ スケジューラ ウィザード を使 用 してジョブをサブミット すると、

ジョブ キューおよびアクティビティ ログにおいて、一 般 ジョブというラ

ベルが付 きます。一 般 ジョブは、ジョブ キューで変 更 できますが、

再 スケジュールおよび停 止 のみが可 能 です。

注 ： ジョブ スケジューラ ウィザード を使 用 してジョブをサブミット す

るには、ローカルの W in d ow s マシンで管 理 者 権 限 を持 っている

必 要 があります。
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ジ ョブ スクリプト

ジ ョブ スクリプト

スクリプト ファイルとは、ファイルとして保 存 されたジョブのことです。

スクリプト には、ジョブで使 用 するソ ース、デスティネーション、オプ

ション、およびスケジュール情 報 が格 納 されています。また、ファイ

ルおよびディレクト リを組 み込 んだり除 外 するために作 成 したフィ

ルタも 含 まれます。

スクリプト を作 成 すると、以 下 のような 利 点 があります。

同 じ設 定 を後 で再 利 用 できます。

A rcse rve Ba cku p を実 行 している別 の W in d ow s マシンに、設

定 をコピーできます。

ジョブがな んらかの事 情 で削 除 されてしまった後 に、定 期 的 に

実 行 されるジョブを迅 速 に再 サブミット できます。
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ジ ョブ スクリプト

ジ ョブ スクリプト の作 成

すべての種 類 のジョブはスクリプト として保 存 できます。スクリプト

は、ジョブを実 行 するための A rcse rve Ba cku p の指 示 セット です。

ジョブ スクリプト を作 成 する方 法

1 . ジョブを作 成 し、ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［保 存 ］ボタンをクリックして、スクリプト にジ ョブの条 件 を保 存 しま

す。

［ジョブ スクリプト の保 存 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . スクリプト の名 前 を入 力 し、［保 存 ］をクリックします。

ジョブ スクリプト が保 存 されます。

4 . ［OK］をクリックして、ジョブをキューにサブミット します。

ジョブがサブミット され、ジョブ スクリプト が 1 つ作 成 されます。
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ジ ョブ スクリプト

スクリプト を使 用 したジ ョブの実 行

スクリプト を使 用 して、ほぼすべての種 類 のジョブを実 行 できま

す。スクリプト は、ジョブを実 行 するための A rcse rve Ba cku p の指

示 セット です。

スクリプト を使 用 してジョブを実 行 する方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 いて［ジョブ キュー］タブを選 択 し

ます。

2 . ツールバーの［ロード ］をクリックします。

［ジョブの追 加 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 実 行 するジョブのスクリプト を参 照 して選 択 します。

4 . ［開 く］をクリックします。

［サーバの選 択 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

5 . ド ロップダウン リスト から、ジョブを実 行 するサーバを選 択 します。

6 . ［ジョブをホールド 状 態 でサブミット ］オプションをクリックして、ジョブ

をホールド 状 態 でサブミット します。

注 ：［ジョブをホールド 状 態 でサブミット ］オプションはデフォルト で

選 択 された状 態 にな っています。

7 . ［OK］をクリックします。

過 去 に保 存 したスクリプト のジ ョブ情 報 が、新 しいジョブとしてジ ョ

ブ キューに表 示 されます。
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ジ ョブ テンプレート

ジ ョブ テンプレート

ジョブ テンプレート には、ジョブのデスティネーション、オプション、ス

ケジュール情 報 をはじめとする一 連 の設 定 が保 持 されています。

テンプレート には、ジョブ スクリプト と同 様 に、ファイルやディレクト リ

の組 み込 みや除 外 を行 うために作 成 したフィルタを含 めることがで

きます。

ただし、ジョブ テンプレート は特 性 が異 な り、カスタム バックアップ

スケジュール設 定 を他 の A rcse rve Ba cku p マシンで繰 り返 し使 用

できるという柔 軟 性 を備 えています。また、ジョブ スクリプト では

バックアップ ソ ース情 報 が保 持 されますが、ジョブ テンプレート で

は保 持 しな いため、テンプレート ファイルを A rcse rve Ba cku p が実

行 されている任 意 の新 しいサーバ ソ ースにコピーして適 用 できま

す。一 方 、ジョブ スクリプト は、新 しいサーバ ソ ースに合 わせて変

更 することができません。

7 種 類 のデフォルト ジ ョブ テンプレート からジ ョブ テンプレート を選

択 したり、バックアップ要 件 を満 足 するようにカスタム テンプレート

を作 成 することも できます。デフォルト ジ ョブ テンプレート は、ロー

テーション スキーマ、バックアップ方 式 、G FS オプションな どの特 定

のバックアップ タスクに合 わせて作 成 されています。デフォルト ジ ョ

ブ テンプレート を開 くには、［ファイル］メニューから［テンプレート か

ら開 く］を選 択 します。
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ジ ョブ テンプレート

カスタム ジ ョブ テンプレート の作 成

カスタム ジョブ テンプレート を作 成 し、保 存 して、後 で任 意 の

A rcse rve Ba cku p システムでジョブを実 行 するときに使 用 できま

す。

ジョブ テンプレート を作 成 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ ウィンド ウで、［クイック スタート ］メ

ニューから［バックアップ］を選 択 します。

バックアップ マネージャ ウィンド ウが開 きます。

2 . ［スタート ］、［ソ ース］、［デスティネーション］、［スケジュール］の各

タブで、バックアップ ジ ョブに関 する各 種 事 項 を選 択 します。

3 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［テンプレート の保 存 ］をクリックします。

［ジョブ テンプレート の保 存 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

5 . ［ファイル名 ］フィールド に、ジョブ テンプレート の名 前 を指 定 し、

［保 存 ］をクリックします。

ファイル名 拡 張 子 が .a s t であるジョブ テンプレート として、ジョブが

保 存 されます。

注 ： A rcse rve Ba cku pデフォルト のジョブ テンプレート は、ディレクト

リのTem p la te s\ Jo b sディレクト リに保 存 されていますが、作 成 した

テンプレート は任 意 のディレクト リに保 存 できます。カスタム ジョブ

テンプレート をローカル マシンまたはリモート サーバから開 くには、

［ファイル］メニューから［テンプレート から開 く］を選 択 します。ジョブ

テンプレート を開 いた後 、ソ ース データを指 定 します。その後 、

ジョブをサブミット できます。
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ジ ョブ テンプレート

ジ ョブ テンプレート の保 存

カスタム ジョブ テンプレート を作 成 し、任 意 の A rcse rve Ba cku p マ

シンで後 ほど実 行 するジョブのために保 存 できます。［ジョブ テン

プレート の保 存 ］ダイアログ ボックスを使 用 して、カスタム ジョブ テ

ンプレート に「 .a s t」というファイル拡 張 子 を付 けて保 存 します。

ジョブ テンプレート を保 存 する方 法

1 . ［クイック スタート ］メニューから［バックアップ マネージャ］を選 択 し

て、バックアップ マネージャを開 きます。

バックアップ マネージャ ウィンド ウが開 きます。

2 . ［ソ ース］、［デスティネーション］、および［スケジュール］タブにアク

セスして、バックアップ ジ ョブの設 定 を行 います。

3 . ［サブミット ］ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット します。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

4 . ジョブについてのセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または

確 認 して、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［テンプレート の保 存 ］

をクリックし、新 しいジョブ テンプレート に .a s tファイル拡 張 子 を指

定 して保 存 します。

［ジョブ テンプレート の保 存 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

6 . 以 下 のフィールド に入 力 して、［保 存 ］をクリックします。

［保 存 する場 所 ］-- ジョブ テンプレート ファイルのパスを指 定

します。デフォルト のジョブ テンプレート は、 A rcse rve Ba cku p
ディレクト リの Tem p la te s/ Jo b s フォルダに保 存 されています

が、作 成 したテンプレート は任 意 のディレクト リに保 存 するこ

とができます。

［ファイル名 ］-- ジョブ テンプレート の名 前 を入 力 します。デ

フォルト では、「 .a s t」という拡 張 子 を付 けて保 存 されます。

［保 存 する形 式 ］-- ジョブ テンプレート を別 のフォーマット で

保 存 する場 合 は、ファイル フォーマット を選 択 します。

［ジョブ情 報 ］-- ジョブの簡 単 な 説 明 を入 力 します。

ジョブ テンプレート が保 存 されます。
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ジ ョブ テンプレート

ジ ョブ テンプレート を開 く

［ジョブ スクリプト を開 く］ダイアログ ボックスを使 用 して、以 前 に保

存 した既 存 のジョブ テンプレート を開 いたり、デフォルト のジョブ テ

ンプレート から選 択 したりすることができます。

ジョブ テンプレート を開 く方 法

1 . メイン メニューから［ファイル］-［テンプレート から開 く］を選 択 しま

す。

［ジョブ テンプレート を開 く］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . 以 下 のフィールド に入 力 し、［開 く］をクリックします。

［探 す場 所 ］-- ジョブ テンプレート ファイルのパスを指 定 しま

す。デフォルト のジョブ テンプレート は、 A rcse rve Ba cku p ディ

レクト リの Tem p la te s/ Jo b s フォルダに保 存 されていますが、

作 成 したテンプレート は任 意 のディレクト リに保 存 することが

できます。

［ファイル名 ］-- 開 きたいジョブ テンプレート の名 前 を入 力 しま

す。

［ファイルの形 式 ］-- ジョブ テンプレート を別 のフォーマット で

保 存 している場 合 は、開 きたいファイル フォーマット を選 択 し

ます。デフォルト では、ジョブ テンプレート は「 .a s t」という拡 張

子 を付 けて保 存 されています。

ジョブ テンプレート を開 いた後 に、ジョブをサブミット することができ

ます。

注 ：7 種 類 のデフォルト ジ ョブ テンプレート からジ ョブ テンプレート

を選 択 したり、個 々 のバックアップ要 件 を満 たすようにカスタム テ

ンプレート を作 成 することも できます。デフォルト ジ ョブ テンプレー

ト は、ローテーション スキーマ、バックアップ方 式 、G FS オプションな

どの特 定 のバックアップ タスクに合 わせて作 成 されています。デ

フォルト ジ ョブ テンプレート を開 くには、［ファイル］メニューから［テ

ンプレート から開 く］を選 択 します。
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クラウド スト レージ のスキャン ジ ョブ

クラウド スト レージ のスキャン ジ ョブ

クラウド スト レージに対 するスキャン ジ ョブの実 行 プロセスは、通

常 のスキャン ジ ョブと同 じです。必 要 に応 じて、［メディア検 証 ］ボ

タンをクリックして［メディア検 証 オプション］にアクセスし、［メディア

検 証 を有 効 にする］オプションをクリックして選 択 します。

メディア検 証 オプションは、あらゆる種 類 のメディアで機 能 します。

クラウド スト レージの場 合 、メディア検 証 では、データを回 復 でき

るように、基 準 を満 たす大 量 のセッシ ョンをランダムにサンプリング

する必 要 があります。また、クラウド スト レージへのアクセス速 度

は遅 くな る可 能 性 があります。そのため、クラウド スト レージに関

連 付 けられたスキャン ジ ョブは、完 了 までに時 間 がかかる場 合 が

あります。

特 定 のセッシ ョンまたはクラウド スト レージ全 体 のスキャンと同 時

に、フィルタ オプションの設 定 も できます。1 つのノード を指 定 する

ことも 、複 数 のノード を指 定 することも できます。複 数 のノード を

指 定 する場 合 は、所 定 のフィールド でカンマを使 用 して名 前 を区

切 ります。クラウド スト レージのメディア検 証 スキャン ジ ョブでは、*
グループを指 定 することはできませんが、特 定 のグループの * テー

プを指 定 したり、特 定 のテープを選 択 したりすることはできます。

このジョブは、選 択 基 準 を満 たすセッシ ョンをスキャンし、削 除 され

るまで定 期 的 に繰 り返 します。

注 ：メディア検 証 は、1 つのグループのみのスキャンをサポート して

おり、同 じメディアを対 象 とする他 のジョブによって中 断 されます。

中 断 されると、「 E3708 グループ <グループ名 > を <分 > 分 内 に予

約 できません。」というエラー メッセージが表 示 されます。

詳 細 情 報 ：

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ
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クラウド スト レージ へのマージ ジ ョブ

クラウド スト レージ へのマージ ジ ョブ

クラウド スト レージに関 連 付 けられたマージ ジョブの実 行 プロセス

は、通 常 のマージ ジョブと同 じです。たとえば、特 定 セッシ ョンの

詳 細 やクラウド デバイス全 体 をデータベースにマージできます。詳

細 については、「マージ ユーティリティ」を参 照 してください。

注 ：クラウド スト レージへのアクセス速 度 は遅 くな る可 能 性 があり

ます。そのため、クラウド スト レージに関 連 付 けられたマージ ジョブ

は、完 了 までに時 間 がかかる場 合 があります。
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A rc se rve Bac kup で クラウド スト レージ からデータをパージ する方 法

A rc se rve B a c ku p でクラウド スト レージ から

データをパージ する方 法

クラウド セッシ ョンをパージする方 法 はいくつかあります。

バックアップ マネージャ コンソ ールの［デスティネーション］タブ

で、マイグレーション ジ ョブをサブミット するときのクラウド パー

ジ ポリシーを通 して保 持 期 間 を設 定 します。パージ ポリシー

が期 限 切 れにな ると、領 域 を解 放 し、コスト を抑 えるため、

クラウド セッシ ョンは削 除 されます。

デバイス マネージャ コンソ ールで、ツールバーの［クラウド フォ

ルダの参 照 ］をクリックし、フォルダを選 択 し、右 クリックして削

除 します。

リスト ア マネージャ コンソ ールの場 合

1 . ［ソ ース］タブで［セッシ ョン単 位 ］方 式 を選 択 します。

2 . 削 除 するクラウド セッシ ョンを［セッシ ョン］ディレクト リ ツリーで

選 択 します。

3 . セッシ ョンを右 クリックし、［選 択 したセッシ ョンの削 除 ］をクリッ

クします。

クラウド スト レージからセッシ ョンがただちに削 除 されます。
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第 6章 : データのアーカイブ

A rcse rve Ba cku p を使 用 すると、W in d ow s、UN IX/Lin u x、および

MAC ファイル システム上 で、スケジュールとポリシーを設 定 し、

ソ ースとデスティネーションを選 択 して、ファイルをアーカイブできま

す。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcserve B ackup によるデータ アーカイブの概 要 560

アーカイブ ジ ョブのサブミット 561

アーカイブ マネージ ャ 563

アーカイブ用 のグローバル オプション 574
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A rc se rve Bac kup によるデータ アーカイブの概 要

A rc se rve B a c ku p によるデータ アーカイブの

概 要

A rcse rve Ba cku p では、W in d ow s、UN IX/Lin u x および MAC ファイ

ル システムに存 在 するデータを、テープ メディアまたはクラウド スト

レージ デバイスにアーカイブすることができます。A rcse rve Ba cku p
でデータをアーカイブするには、アーカイブ マネージャを使 用 しま

す。A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 からアーカイブ マネージャを開 き

ます。古 いファイルは、事 前 定 義 された期 間 だけ保 持 できるメ

ディアにアーカイブできます。アーカイブされたファイルは、リスト ア

マネージャを使 っていつでも 取 得 できます。

また A rcse rve Ba cku p では、スケジュールとポリシーを設 定 し、ファ

イルのソ ースとデスティネーションを選 択 して、アーカイブ ジ ョブをサ

ブミット できます。
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アーカイブ ジ ョブのサブミット

アーカイブ ジ ョブのサブミット

このセクシ ョンでは、アーカイブ ジ ョブをサブミット する方 法 について

説 明 します。

アーカイブ ジ ョブをサブミット する方 法

1 . アーカイブ マネージャで、［ソ ース］、［スケジュール］、［ポリシー］、

および［デスティネーション］の各 タブを選 択 し、ジョブに必 要 な オプ

ションを指 定 します。

2 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な グロー

バル オプションを指 定 します。詳 細 については、「アーカイブ用 の

グローバル オプション」を参 照 してください。

3 . ［サブミット ］ツールバー ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

4 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。

5 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。［即 実 行 ］を

選 択 して今 すぐジョブを実 行 するか、［実 行 日 時 指 定 ］を選 択 し

てジョブを実 行 する日 時 を選 択 します。

注 ：［即 実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タ

ブ」を参 照 してください。

6 . ジョブの説 明 を入 力 します。

7 . 複 数 のソ ースのアーカイブを選 択 した場 合 に、ジョブ セッシ ョンの

開 始 順 序 を設 定 するには、［ソ ース優 先 度 ］をクリックします。

［一 番 上 へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用

して、ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。優 先 順 位 付 けが

終 わったら、［OK］をクリックします。

8 . ジョブを A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト として保 存 するには、

［ジョブの保 存 ］ボタンをクリックします。

9 . ジョブ テンプレート を保 存 するには、［テンプレート の保 存 ］ボタン

をクリックします。

10 . ジョブのプレフライト チェックを実 行 するには、［プレフライト チェッ

ク］ボタンをクリックします。プレフライト チェックが失 敗 した場 合
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アーカイブ ジ ョブのサブミット

は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブの設 定 を変 更 してくださ

い。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

アーカイブ ジ ョブのステータスを表 示 する場 合 は、ジョブ ステータ

ス マネージャにアクセスします。

詳 細 情 報 ：

［ジョブ キュー］タブを使 用 したジョブの管 理 方 法
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アーカイブ マネージ ャ

アーカイブ マネージ ャ

アーカイブ マネージャでは、フィルタを使 用 し、オプションを指 定

し、スケジュールを設 定 して、アーカイブ ジ ョブをカスタマイズでき

ます。

アーカイブ マネージャは、以 下 の目 的 で使 用 できます。

選 択 した W in d ow s、UN IX/Lin u x、および MAC ファイル システ

ム データに対 して、アーカイブのスケジュールとポリシーを設

定 する。

アーカイブ ジ ョブをサブミット する。

アーカイブおよびバックアップの対 象 とな るデータを探 し、アー

カイブ データを元 の場 所 からただちに削 除 する。

フィルタを使 用 して、アーカイブ ジ ョブで使 用 するディレクト リ

やファイルを選 択 して追 加 または除 外 する。

アーカイブ ジ ョブのファイル サイズとファイル年 数 を指 定 する。

アーカイブ データのアーカイブ メディアへの保 持 期 間 を設 定

する。

リスト ア ジ ョブでアーカイブ メディアからアーカイブ データを取

得 する。

Da sh b o a rd レポート を通 してアーカイブ ステータスを表 示 す

る。レポート の詳 細 については、「 Da sh b o a rd ユーザ ガイド 」

を参 照 してください。

アーカイブされたファイルのリスト を表 示 する。A rcse rve
Ba cku p では、ファイルのリスト を C SV ファイル形 式 で記 録 し、

その C SV ファイルを以 下 のディレクト リに保 存 します。

BA B_HOM E\A rch ived File s

C SV ファイルは A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブ

でバックアップされます。

C SV ファイルは、ジョブのグローバル オプションで指 定 され

たように、カタログ データベースを含 むバックアップ ジ ョブ

でバックアップされます。

C SV ファイルは、NTFS ファイル システムでは圧 縮 されま

す。
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アーカイブ マネージ ャ

アーカイブ マネージャの以 下 のタブを使 用 すると、アーカイブ ジ ョ

ブをカスタマイズできます。

スタート -- アーカイブの種 類 を、通 常 、デデュプリケーション、

またはクラウド から指 定 します。また、各 アーカイブ タイプにつ

いてステージングを有 効 にすることができます。［クラウド アー

カイブ］オプションについては、［ステージングを有 効 にする］オ

プションが自 動 的 に選 択 されています。

ソ ース -- アーカイブするデータを指 定 します。

スケジュール -- ジョブの繰 り返 し方 法 を指 定 します。

ポリシー -- ファイルの種 類 、ファイル サイズ、ファイルが最 後 に

アクセス /変 更 /作 成 された時 間 、およびデータ検 証 を指 定

します。

デスティネーション -- アーカイブ ファイルの保 存 場 所 を指 定 し

ます。

以 下 のト ピックでは、各 タブで使 用 可 能 な オプションについて詳 細

に説 明 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

アーカイブ マネージャの［スタート ］タブのオプション

クラシック ビューとグループ ビューを使 用 してアーカイブ対 象 のソ ー

ス データを指 定 する方 法

アーカイブ ジ ョブのスケジュール

アーカイブ マネージャの［ポリシー］タブのオプション

アーカイブ マネージャの［デスティネーション］タブのオプション
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アーカイブ マネージ ャ

アーカイブ マネージ ャの［スタート ］タブのオプ

ション

アーカイブ マネージャの［スタート ］タブでは、以 下 に示 すアーカイ

ブの種 類 のうち、いずれか 1 つを選 択 できます。

標 準 アーカイブ -- 繰 り返 し方 法 のスケジュールを使 用 して、

データ ソ ースをターゲット デスティネーションにアーカイブできま

す。

デデュプリケーション アーカイブ -- デデュプリケーション アーカイ

ブは、一 意 のデータ チャンクのみをディスクに保 存 します。こう

することで、より多 くのアーカイブ データをメディアに収 めること

ができ、ファイルを長 期 間 保 持 することが可 能 にな ります。

クラウド アーカイブ -- クラウド アーカイブでは、クラウド デバイス

デスティネーションのみへデータをアーカイブすることができま

す。

注 ：このオプションを選 択 すると、［ステージング有 効 化 ］が自 動

的 に選 択 されます。

各 種 類 のアーカイブでは、［ソ ース］、［スケジュール］、［ポリ

シー］、および［デスティネーション］の各 タブをクリックして、アーカイ

ブ ジ ョブの設 定 を完 了 する必 要 があります。

また、ステージングを有 効 化 することも できます。ステージングを有

効 にすると、データをステージング デバイスにアーカイブしてから、

アーカイブしたデータを最 終 的 な デスティネーション ( 通 常 はテー

プ ) にマイグレート することができます。ステージングの有 効 化 は、

標 準 アーカイブまたはデデュプリケーション アーカイブのジョブに対

して選 択 できます。
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クラシック ビューとグループ ビューを使 用 して

アーカイブ対 象 のソース データを指 定 する

方 法

ソ ースは、アーカイブするデータのパスです。アーカイブ マネージャ

ディレクト リを参 照 してユーザ共 有 ド ライブおよびディレクト リを選

択 することで、アーカイブするファイルを簡 単 に探 すことができま

す。

A rcse rve Ba cku p で、以 下 のビューを使 用 して、ソ ース データを参

照 および指 定 します。

クラシック ビュー -- 従 来 のソ ース ビューです。マシンが最 初 にリ

スト 表 示 され、ユーザはマシンを展 開 して特 定 のデータ ソ ース

を選 択 できます。クラシック ビューでは、A rcse rve Ba cku p は、コ

ンピュータで実 行 されているプラット フォームに基 づいてソ ース

コンピュータを分 類 します。たとえば W in d ow s システムや

UN IX/Lin u x システムです。

グループ ビュー -- このビューでは、コンピュータにインスト ールさ

れている A rcse rve Ba cku p エージェント に基 づいてソ ース コン

ピュータが分 類 されます。エージェント は、ソ ース ツリーのブラン

チとしてリスト されます。各 ブランチ内 には、指 定 されたエージェ

ント を含 むマシンがリスト されます。

また、カスタマイズされたグループを作 成 し、独 自 の基 準 に基 づい

てマシンをグループ化 することも できます。たとえば、グループ

ビューを使 用 すると、特 定 のファイル サーバ用 のグループを作 成

するときにソ ースを効 率 良 く指 定 できます。

ソ ースを選 択 するときは、個 々 のド ライブ、ディレクト リ、およびファ

イルをアーカイブ対 象 として選 択 できます。

個 々 のド ライブ、ディレクト リ、およびファイルを指 定 してアーカイブ

するには、サーバ名 を展 開 し、各 ド ライブ、ディレクト リ、およびファ

イルの横 にある緑 色 のボックスをクリックします。

ソ ース グループ全 体 を選 択 するには、グループ名 の横 にある緑

色 のボックスをクリックします。その場 合 、そのソ ース グループに含

まれているすべてのサーバ、ノード 、ボリューム、ド ライブ、ディレク

ト リ、およびファイルが自 動 的 に選 択 されます。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

ジョブをサブミット する場 合 に指 定 したビューは、変 更 できません。
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たとえば、クラシック ビューを使 用 してジョブをサブミット し、その

後 、そのジョブのソ ース選 択 を変 更 する場 合 に、ジョブを変 更 して

アーカイブ マネージャの［ソ ース］タブをクリックすると、ビュー ド ロッ

プダウン メニューが無 効 にな ります。
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アーカイブ ジ ョブのスケジ ュール

アーカイブ ジ ョブのスケジュールでは、アーカイブ マネージャの［ス

ケジュール］タブにある［繰 り返 し方 法 ］を使 用 して、アーカイブ

ジ ョブを設 定 できます。スケジュールによって、アーカイブ ジ ョブを

繰 り返 し実 行 できます。以 下 のパラメータをアーカイブ ジ ョブに指

定 できます。

繰 り返 し方 法 -- 各 マネージャにある［スケジュール］オプション

を使 用 してすべてのジョブをスケジュールできます。以 下 の繰

り返 し方 法 を使 用 してジョブをサブミット できます。

［曜 日 ］-- 指 定 した 1 つまたは複 数 の曜 日 にジョブを繰

り返 します。( デフォルト )

金 曜 日 はデフォルト の曜 日 です。

［週 ］-- 指 定 した 1 つまたは複 数 の週 にジョブを繰 り返

します。

［日 ］-- 毎 月 、指 定 した日 にジョブを繰 り返 します。

［カスタム］-- チェックされた曜 日 を除 いて、指 定 した間

隔 で繰 り返 します。

［追 加 ］-- スケジュールされたアーカイブ ジ ョブに日 数 を追 加

するには、このオプションを選 択 します。

［W ORM メディアを使 用 ］-- バックアップ ジ ョブの実 行 時 に

W ORM ( W rite On ce Read M an y) メディアにデータをバック

アップする場 合 は、このオプションを選 択 します。
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アーカイブ マネージ ャの［ポリシー］タブのオ

プション

アーカイブ マネージャの［ポリシー］タブを使 用 すると、選 択 した

W in d ow s、UN IX/Lin u x、および MAC ファイル システム データの

アーカイブ ポリシーを設 定 できます。アーカイブ マネージャの［ポリ

シー］タブには、以 下 のフィルタが含 まれます。

ファイル フィルタ -- ファイル フィルタのオプションを使 用 すると、

アーカイブ ジ ョブに対 し、ファイル、ディレクト リ、あるいはその両

方 を追 加 または除 外 できます。

このセクシ ョンで紹 介 するフィルタの種 類 は以 下 のとおりです。

ファイル パターン -- ジョブに対 してファイルを追 加 または除

外 するときに使 用 します。ファイル パターンを指 定 するた

めに、ファイル名 を指 定 することも できますが、ワイルド

カード を使 用 することも できます。

注 ：ワイルド カード の「 *」 ( アスタリスク ) および「 ?」 ( 疑 問

符 ) をファイル パターン フィルタで使 用 できます。

ディレクト リ パターン -- ジョブに対 して特 定 のディレクト リを

追 加 または除 外 するときに使 用 します。ディレクト リ名 全

体 を入 力 するか、ワイルド カード を使 用 して、ディレクト リ

パターンを指 定 することができます。

注 ：ワイルド カード の「 *」 ( アスタリスク ) および「 ?」 ( 疑 問

符 ) をファイル パターン フィルタで使 用 できます。

ファイル属 性 -- ジョブに対 して特 定 の種 類 のファイルを追

加 または除 外 するときに使 用 します。選 択 できるファイル

属 性 は、以 下 のとおりです。

［アーカイブ］- アーカイブ ビット が設 定 されたファイ

ル。

［読 み取 り専 用 ］- 変 更 不 可 能 な ファイル。

ホスト 名 パターン -- ジョブに対 して特 定 のコンピュータ シス

テムを追 加 または除 外 するときに使 用 します。

ファイル サイズ -- ファイル サイズのオプションを使 用 すると、ファ

イルを追 加 するためのファイル サイズ属 性 を指 定 できます。サ

イズは 0～ 999999( 単 位 はバイト 、KB、MB、または G B ) の範

囲 で指 定 できます。指 定 できるファイル サイズ オプションには

3 つあります。
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次 より大 きい -- ここで指 定 する範 囲 以 上 のサイズを持 つ

ファイルを、ジョブに対 して追 加 または除 外 します。

次 より小 さい -- ここで指 定 する範 囲 以 下 のサイズを持 つ

ファイルを、ジョブに対 して追 加 または除 外 します。

指 定 の範 囲 内 -- ここで指 定 する範 囲 内 のサイズを持 つ

ファイルを、ジョブに対 して追 加 または除 外 します。

経 過 期 間 -- ファイル年 数 のオプションでは、ファイル年 数 属 性

を使 用 して、ファイルが最 後 にアクセス、変 更 、または作 成 さ

れた日 付 ( 日 、月 、年 で指 定 ) を基 準 にファイルを除 外 しま

す。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、ファイルの最 終 アクセス時 刻 が保

存 されます。

検 証 -- 検 証 のオプションを使 用 すると、データが正 し くアーカイ

ブされたかどうかを検 証 できます。以 下 のオプションを選 択 でき

ます。

な し -- バックアップするデータの検 証 を行 いません。

アーカイブ メディア内 容 のスキャン -- A rcse rve
Ba cku pA rcse rve Ba cku p によってメディアがスキャンされ、

アーカイブする各 ファイルのヘッダが読 み取 り可 能 であるこ

とが確 認 されます。

( デフォルト ) アーカイブ メディアをディスクと比 較 する -- メ

ディア上 のデータとディスク上 のファイルが 1 バイト ずつ比

較 されます。

注 ：このオプションを指 定 すると、ジョブのスループット が遅

くな る場 合 があります。
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アーカイブ マネージ ャの［デスティネーション］

タブのオプション

標 準 アーカイブ ジ ョブのデスティネーションには、ファイル システム

デバイス ( FSD ) やテープ ( スタンド アロン、テープ ライブラリ、仮 想

テープ ライブラリな ど ) があります。

デデュプリケーション アーカイブ ジ ョブのデスティネーションは、デ

デュプリケーション デバイスだけです。

アーカイブ マネージャの［デスティネーション］タブを使 用 すると、グ

ループとデバイスを参 照 して選 択 できます。アーカイブ マネージャ

の［デスティネーション］タブには、以 下 のアーカイブ オプションがあ

ります。

マルチプレキシング

以 下 のオプションは、A rcse rve Ba cku p がマルチプレキシングを制

御 する方 法 を指 定 します。

［最 大 スト リーム数 ］-- 1 つのテープに同 時 に書 き込 み可 能 な

最 大 スト リーム数 を設 定 します。デフォルト のスト リーム数 は 4
であり、サポート されている範 囲 は 2 ～ 32 です。

マルチ スト リーミング

マルチ スト リーミング オプションでは、単 一 のアーカイブ ジ ョブを

複 数 のジョブに分 割 して、システムにある使 用 可 能 な テープ

デバイスをすべて利 用 しな がらアーカイブを完 了 できます。

［グループ］および［メディア］フィールド

アーカイブ ジ ョブに使 用 するデバイス グループを指 定 します。

［グループ］または［メディア］フィールド にアスタリスクを入 力 する

と、グループ内 の使 用 可 能 な 最 初 のド ライブとメディアが使 用 さ

れます。

利 用 可 能 な 任 意 のグループを使 用 する場 合 は、［任 意 のグ

ループを使 用 ］オプションをオンにします。

メディア プール

アーカイブ ジ ョブ用 のメディア プールを指 定 する必 要 がありま

す。メディア プールが必 要 な のは、テープ メディアまたはグルー

プ メディアを指 定 できるようにするためです。

以 下 の点 に注 意 してください。
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メディア プール マネージャを使 用 して作 成 されたアクティブでな

いメディア プールをアーカイブ ジ ョブ用 に使 用 することはできま

せん。この種 類 のメディア プールを使 用 する場 合 は、メディア

プール マネージャを使 用 してメディア プールを削 除 し、次 に、

削 除 されたメディア プールの名 前 を使 用 してアーカイブ ジ ョブを

サブミット します。

メディア プールを指 定 するとき、A rcse rve Ba cku p は、選 択 した

デスティネーションおよびアーカイブ オプションでジ ョブの実 行 時

に制 限 や競 合 が発 生 しな いかどうかを自 動 的 に確 認 します。

A rcse rve Ba cku p で競 合 が検 出 された場 合 は、警 告 ダイアログ

ボックスが表 示 されます。メディア プールの詳 細 については、「 メ

ディア プールの仕 組 み 」を参 照 してください。

最 終 デスティネーションがデデュプリケーション デバイスまたはデ

デュプリケーション デバイス グループである場 合 に限 り、メディア

プールを指 定 する必 要 がありません。

保 存 期 間

このボタンをクリックして、アーカイブ メディアを再 利 用 セット

( テープ メディア ) に移 動 する前 またはパージする前 ( デデュプリ

ケーション デバイスからクラウド デバイスへのバックアップ ) の、

アーカイブ メディアを使 用 しな い時 間 の長 さを定 義 します。

例 :

デバイスがライブラリで、保 持 期 間 が 30 日 の場 合 ：メディアは

30 日 の期 間 内 に使 用 されている限 り、保 存 セット 内 に保 持 さ

れます。メディアが 30 日 間 にわたって使 用 されな かった場 合

は、A rcse rve Ba cku p はメディアを保 存 セット から再 利 用 セット

に移 動 します。

デバイスがデデュプリケーション デバイスで、保 持 期 間 が 30 日

の場 合 ：30 日 の保 持 期 間 が終 了 すると、A rcse rve Ba cku p に

よって、デデュプリケーション デバイスからデータがパージされま

す。

サーバ

このフィールド には、A rcse rve Ba cku p ド メインにあるプライマリ

サーバおよびメンバ サーバの名 前 が表 示 されます。

注 ：Cen tra l M an agem en t Op t io n がインスト ールされていな い

場 合 は、現 在 のバックアップ サーバの名 前 が表 示 されます。

詳 細 情 報 ：
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A rcse rve Ba cku p でのマルチスト リーミングによるバックアップ データ

の処 理 方 法
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アーカイブ用 のグローバル オプション

このセクシ ョンでは、アーカイブ ジ ョブをサブミット する際 のアーカイ

ブ用 のグローバル オプションについて説 明 します。その他 のジョブ

オプションとフィルタ機 能 の詳 細 については、「ジ ョブのカスタマイ

ズ」を参 照 してください。

グローバル オプションのダイアログ ボックスにアクセスするには、

アーカイブ マネージャの［オプション］ツールバー ボタンをクリックしま

す。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

アーカイブ マネージャのメディア オプション

アーカイブ マネージャの操 作 オプション

アーカイブ マネージャの実 行 前 /後 の処 理 オプション

アーカイブ マネージャのジョブ ログ オプション

アーカイブ マネージャの A le rt オプション

アーカイブ マネージャの拡 張 オプション

アーカイブ マネージャの暗 号 化 /圧 縮 オプション
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アーカイブ マネージ ャのメディア オプション

アーカイブ ジ ョブの設 定 時 、ジョブに使 用 するメディアの上 書 き /
追 加 ルールを指 定 できます。このセクシ ョンでは、バックアップを実

行 するにあたって最 も 目 的 に合 った方 法 が選 択 できるよう、上 書

き /追 加 ルールについて説 明 します。

A rcse rve Ba cku pでは、テープ 1本 に20 ,000までのセッシ ョンをバック

アップでき、一 連 のスパン テープに101までのシーケンスをバック

アップできます。アーカイブを計 画 する際 にはこれらの制 限 を把 握

しておいてください。セッシ ョンが小 さいと、すぐに 20 ,000 セッシ ョン

に到 達 してしまう可 能 性 があります。アーカイブの対 象 とな るデー

タが大 量 にあると、各 テープの容 量 次 第 ではすぐに 101 シーケン

スを超 えてしまうことも あります。［上 書 き - 同 名 のメディア、ブラン

ク メディアのみ］オプションまたは［上 書 き - 同 名 のメディア、ブラン

ク メディア、その他 のメディア］オプションを選 択 しておけば、シーケ

ンス番 号 が最 大 値 の制 限 に達 したとき、テープへのデータの追 加

が停 止 され、新 しいテープ セット が開 始 されます。

最 初 のアーカイブ メディア

最 初 のアーカイブ メディアとは、アーカイブ ジ ョブを開 始 するときに

使 用 するメディアのことです。これらのオプションは、アーカイブ ジ ョ

ブに使 用 する最 初 のメディアに対 する上 書 きルールを定 めます。

［メディアへの追 加 ］- ジョブ セッシ ョンは、選 択 したメディアの

末 尾 に追 加 されます。

［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディアのみ］- ド ライブ内

のメディアが、ジョブに使 用 するよう指 定 したテープである場

合 、またはブランク メディアである場 合 にのみ上 書 きします。ど

ちらでも な い場 合 、A rcse rve Ba cku p は特 定 のメディア名 を指

定 するよう要 求 します。

［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディア、その他 のメディ

ア］- ド ライブ内 のどのメディアでも 上 書 きします。このメディア

オプションを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p により、ド ライブ内 の

メディアがジョブ設 定 の際 に指 定 したも のであるかどうかが確 認

されます。指 定 したメディアでな い場 合 、A rcse rve Ba cku p によ

りブランク メディアであるかどうかが確 認 されます。ブランク メ

ディアでも な い場 合 、A rcse rve Ba cku p は、デバイスにセット さ

れているメディアを再 フォーマット し、そのメディアの先 頭 からファ

イルのアーカイブを開 始 します。
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［初 回 メディアのタイムアウト ］- A rcse rve Ba cku p が、ジョブを

キャンセルまたは別 のメディアを選 択 する前 にメディアに書 き込

みを試 みる時 間 ( 分 ) です。

以 下 の点 に注 意 してください。

デデュプリケーション デバイスは、同 名 のメディアの上 書 きオプ

ションをサポート していません。アーカイブ ジ ョブは、［上 書 き -
同 名 のメディア、ブランク メディアのみ］または［上 書 き - 同 名

のメディア、ブランク メディア、その他 のメディア］が選 択 されて

いる場 合 でも 、常 にデデュプリケーション デバイスに追 加 されま

す。

デデュプリケーション デバイスをフォーマット する場 合 は、

A rcse rve Ba cku p マネージャを使 用 して手 動 でフォーマット しま

す。

追 加 のアーカイブ メディア

［追 加 のアーカイブ メディア］オプションは、複 数 のメディアが必 要

な ジョブに対 して適 用 され、最 初 以 降 のメディアに対 する上 書 き

ルールを指 定 します。ジョブが別 のメディアに継 続 して実 行 される

場 合 は、A rcse rve Ba cku pが使 用 するメディアを指 定 する必 要 が

あります。

［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディアのみ］- デバイス内

のメディアが同 じメディア名 である場 合 ( ただし メディア ID は異

な る ) 、またはブランク メディアである場 合 のみ、上 書 きしま

す。A rcse rve Ba cku pは、ジョブの最 初 のメディアの名 前 と ID を

記 憶 しています。ジョブに継 続 用 のメディアが必 要 にな ると、

A rcse rve Ba cku p は新 しいメディアが同 じ名 前 ( ただし メディア

ID は異 な る ) か、またはブランク メディアであるかをチェックしま

す。メディア IDが違 っている場 合 、A rcse rve Ba cku pによって最

初 のメディアと同 じ名 前 および IDで、そのメディアが再 フォーマッ

ト されます。シーケンス番 号 が変 更 されます。

注 ：名 前 だけに基 づいてメディアを上 書 きするには、［名 前 の

みを使 用 してメディアを識 別 する］オプションを選 択 します。

［上 書 き - 同 名 のメディア、ブランク メディア、その他 のメディ

ア］- デバイス内 のどのメディアでも 上 書 きします ( ただし、メディ

ア ID が最 初 のメディアの ID と異 な っている場 合 ) 。同 じ名 前

のメディアではな く、またブランクのメディアでも な い場 合 は、

A rcse rve Ba cku p はド ライブにセット されているメディアを再

フォーマット し、その先 頭 からアーカイブを開 始 します。これ以
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降 のメディアは、すべて最 初 のメディアと同 じ名 前 と ID を使 用

して、再 フォーマット されます。シーケンス番 号 のみが変 更 され

ます。

注 ：名 前 だけに基 づいてメディアを上 書 きするには、［名 前 の

みを使 用 してメディアを識 別 する］オプションを選 択 します。

追 加 メディアのタイムアウト -- A rcse rve Ba cku p が同 じメディア

へのアーカイブ データの書 き込 み、別 のメディアへのアーカイブ

データの書 き込 み、またはジョブのキャンセルを試 みる前 に、一

時 停 止 する時 間 ( 分 単 位 ) です。

名 前 のみを使 用 してメディアを識 別 する

A rcse rve Ba cku pでは、メディアの IDまたはシーケンス番 号 に関 係

な く、［デスティネーション］タブの［メディア］テキスト ボックスで名 前

を指 定 した任 意 のメディアに書 き込 むことができます。このオプショ

ンは、特 定 のメディアで上 書 きジョブを繰 り返 し実 行 し、そのジョブ

について毎 回 同 じメディアが使 用 されるようにする場 合 に役 立 ち

ます。

このオプションが有 効 でな い場 合 、アーカイブ ジ ョブが 2 回 目 に実

行 されたときに、一 部 の識 別 情 報 が変 更 されていて、A rcse rve
Ba cku p が元 のテープを見 つけられな い場 合 があります。しかし、

このオプションを有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p はメディアのその

他 の識 別 情 報 に関 係 な く、単 純 に［メディア］テキスト ボックスに

指 定 された名 前 を持 つメディアを探 して使 用 します。

注 ：テープ ライブラリ内 の複 数 のメディアが同 じ名 前 を持 つ場

合 、A rcse rve Ba cku p は、指 定 された名 前 と一 致 するデバイス グ

ループ内 の最 初 のメディアを使 用 します。そのため、1 回 だけの上

書 きを実 行 するためにこのオプションを使 用 することはお勧 めしま

せん。
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アーカイブ マネージ ャの操 作 オプション

アーカイブ用 の操 作 オプションは、アーカイブの実 行 中 または実

行 後 に行 われる動 作 と、データベースに記 録 される情 報 のレベル

を決 定 します。A rcse rve Ba cku p には、以 下 のオプションがありま

す。

操 作 オプション

以 下 のオプションは、アーカイブ操 作 にのみ影 響 します。

［ファイル サイズを推 定 しな い］-- デフォルト では、ファイル サイ

ズの推 定 は無 効 化 されています。ファイル サイズの推 定 を有

効 にするには、このオプションを選 択 解 除 します。これによって

ファイルがメディアにアーカイブされる前 に、A rcse rve Ba cku p は

ジョブの所 要 時 間 の推 定 を実 行 されます。

以 下 の考 慮 事 項 に注 意 してください。

ファイルの推 定 処 理 がデフォルト で選 択 されることはな くな

りました。

［C R C 値 を計 算 してアーカイブ メディアに保 存 ］-- C RC 値 を計

算 し、アーカイブ メディアに保 存 することで、A rcse rve Ba cku p
はアーカイブ ジ ョブの実 行 中 に CRC 検 証 を実 行 できるように

な ります。メディアに保 存 された CRC 値 を使 用 するよう

A rcse rve Ba cku p に指 示 する方 法 については、［ポリシー］タブ

の［検 証 ］セクシ ョンを参 照 してください。

［アーカイブ終 了 後 のメディアのイジェクト ］-- 以 下 のいずれか

のオプションを選 択 します。

［デバイスのデフォルト 設 定 を使 用 する］-- ライブラリの環

境 設 定 で選 択 した設 定 を使 用 する場 合 に選 択 します。

［メディアをイジェクト する］-- ジョブの終 了 後 、ド ライブか

らメディアをイジェクト する場 合 に選 択 します。このオプショ

ンを使 用 すると、他 のジョブによってメディアの情 報 に上 書

きされるのを防 ぐことができます。このオプションは、ライブ

ラリの環 境 設 定 で選 択 した設 定 より優 先 されます。

［メディアをイジェクト しな い］-- ジョブの終 了 後 、ド ライブ

からメディアをイジェクト しな い場 合 に選 択 します。このオ

プションは、ライブラリの環 境 設 定 で選 択 した設 定 より優

先 されます。
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注 ：ライブラリの環 境 設 定 の詳 細 については、「デバイス

とメディアの管 理 」を参 照 してください。

失 敗 したターゲット の再 試 行 -- アーカイブ ジ ョブでアーカイブに

失 敗 したワークステーション、ファイル システム、データベースな

どのアーカイブを再 スケジュールします。

アーカイブ ジ ョブには、以 下 のいずれかの再 スケジュール オプ

ションを指 定 できます。

［ジョブの終 了 後 ］

元 のジョブが終 了 してからメークアップ ジ ョブを開 始 するま

での間 隔 を分 単 位 で指 定 します。

デフォルト ：5 分

最 大 ：1439 分 ( 24*60 分 より短 い時 間 です )

［時 刻 ］

メークアップを実 行 する時 刻 を指 定 します。

［最 大 数 ］- メークアップ ジ ョブを反 復 する最 大 回 数 を指 定 し

ます。

デフォルト ：1 回

最 大 ：12 回

以 下 の点 に注 意 してください。

デフォルト では、［失 敗 ターゲット の再 試 行 ］が有 効 で、「ジ ョブ

の終 了 後 ］が選 択 され、［最 大 数 ］の値 が 1 に設 定 されていま

す。

ファイル システムのアーカイブ -- メークアップ ジ ョブを必 要 とする

アーカイブ ジ ョブがファイル システムをアーカイブするジョブであ

り、対 象 のファイル システムが、さまざまな ボリュームに配 置 され

たディレクト リを含 む場 合 、メークアップ ジ ョブは、失 敗 したボ

リュームまたはディレクト リのみをアーカイブします。正 常 に終 了

したボリュームまたはディレクト リのアーカイブが含 まれている場

合 、メークアップ ジ ョブでは、ファイル システム全 体 をアーカイブ

しません。

子 ジョブ - 子 メークアップ ジ ョブ ( メークアップ ジ ョブのメークアッ

プ ) は、［ジョブの終 了 後 ］で指 定 された値 に基 づいて実 行 され

ます。
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エージェント ベースのアーカイブ -- メークアップ ジ ョブを必 要 とす

るアーカイブ ジ ョブが、エージェント ベースのアーカイブを行 うジ ョ

ブである場 合 、メークアップ ジ ョブはアーカイブ対 象 として選 択

されたすべてのソ ースのアーカイブを試 みます。試 行 の 1 つが

失 敗 して、メークアップ ジ ョブに失 敗 すると、A rcse rve Ba cku p
は、元 のジョブ用 に選 択 されたすべてのソ ースから構 成 される

別 のメークアップ ジ ョブを作 成 し、ステータスを［ホールド ］として

サブミット します。

詳 細 情 報 ：

UN IX/Lin u x エージェント のローカル バックアップ オプション
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アーカイブ マネージ ャの実 行 前 /後 の処 理

オプション

これらのオプションを使 用 すると、ジョブの実 行 前 または実 行 後 に

コマンド を実 行 できます。

以 下 では、実 行 前 /後 の処 理 オプションを使 用 して実 行 できるコ

マンド について説 明 します。

実 行 前 の処 理 オプションを使 用 すると、アーカイブ ジ ョブの開

始 前 にディスクを最 適 化 できます。

ジョブ実 行 前 /後 の処 理 オプションを使 用 する場 合 は、以 下 の動

作 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p は、リモート システム上 の実 行 可 能 ファイル

に対 するコマンド の実 行 をサポート していません。

実 行 前 の処 理 オプションの使 用 時 に、終 了 コード を指 定 する

と、実 行 前 の処 理 オプションの処 理 が終 了 するまで、アーカイ

ブ処 理 は開 始 されません。

実 行 前 の処 理 オプションの使 用 時 に、終 了 コード および［ジョ

ブをスキップ］オプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p はアー

カイブ処 理 をスキップし、実 行 後 の処 理 オプションを指 定 して

いた場 合 、その処 理 は開 始 されません。

［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］オプションは、以 下 の条

件 が存 在 しな い限 り、開 始 されます。

終 了 コード が指 定 され、［処 理 終 了 後 のアプリケーション

の実 行 をスキップ］オプションがオンにな っており、結 果 の

終 了 コード が、指 定 した終 了 コード と一 致 していること。

アーカイブ処 理 の結 果 が、［以 下 の場 合 コマンド を実 行

しな い］オプションで指 定 した値 と一 致 していること。

実 行 前 /後 の処 理 オプションがグローバル オプションとして指 定

されている場 合 は、ジョブの開 始 前 または終 了 後 にコマンド を

実 行 します。実 行 前 /後 の処 理 オプションがノード レベル ( ロー

カル ) オプションとして指 定 されている場 合 は、ノード のアーカイ

ブ前 またはアーカイブ後 にコマンド を実 行 します。

たとえば、ユーザがノード A および B で構 成 されるアーカイブ

ジ ョブをサブミット し、実 行 前 オプションがグローバル オプション

として指 定 され、実 行 前 オプションがノード B に指 定 されてい
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るとすると、ジョブが実 行 される直 前 に、グローバル実 行 前 オ

プションが実 行 されます。ジョブの実 行 中 に、ノード B に対 して

指 定 した実 行 前 の処 理 オプションがノード B のアーカイブ前 に

実 行 されます。

［ジョブの開 始 前 に実 行 するコマンド ］オプション

ジ ョブを開 始 する前 に、マシン上 で実 行 するファイルの名 前 を

入 力 します。

［終 了 コード ］-- A rcse rve Ba cku p は、他 のプログラムの終 了

コード を検 出 します。特 定 の終 了 コード に対 して以 下 のオプ

ションを指 定 できます。

［ジョブを即 実 行 ］-- 指 定 した終 了 コード が返 された場

合 、ジョブが即 実 行 されます。

［ジョブをスキップ］-- 適 切 な 終 了 コード が検 出 された場

合 、ジョブを実 行 しません。

［処 理 終 了 後 のアプリケーションの実 行 をスキップ］-- 適

切 な コード が検 出 された場 合 、ジョブの後 に実 行 するよう

に指 定 されたコマンド をスキップします。

［ジョブ開 始 までの待 機 時 間 ］-- 該 当 する終 了 コード が検 出 さ

れたときに、A rcse rve Ba cku p がジョブを実 行 するまでに待 機 す

る時 間 ( 分 単 位 ) を指 定 します。

［ジョブの終 了 後 に実 行 するコマンド ］オプション

ジ ョブを終 了 した後 に実 行 するファイルの名 前 を入 力 します。

［以 下 の場 合 コマンド を実 行 しな い］オプション

A rcse rve Ba cku p でジョブ実 行 の失 敗 、未 完 了 、または完 了

が検 出 された場 合 に、コマンド を実 行 しな いよう指 定 します。

注 ：A rcse rve Ba cku pを使 用 してUN IXサーバまたは Lin u xサーバ

を管 理 している場 合 は、このオプションは使 用 できません。

［前 処 理 /後 処 理 を実 行 するユーザ］オプション

ユーザ名 とパスワード は選 択 したホスト サーバのシステムに対

応 します。サーバのシステム権 限 を有 している必 要 がありま

す。

このフィールド に入 力 するユーザ名 とパスワード は、A rcse rve
Ba cku pのユーザ名 およびパスワード とは異 な ります。

例 ：実 行 前 /後 の処 理 コマンド によるジ ョブのサブミット
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ユーザがローカル ボリューム D をアーカイブするジョブをサブミット し

ます。ユーザはローカル ボリューム D をアーカイブする前 に、ローカ

ル ボリューム D で ch kd sk .exe を使 用 して、エラーをチェックおよび

修 正 していと考 えています。ジョブの終 了 後 には、

CA A d vRep o rts .e xe を実 行 し、エラー レポート を生 成 したいとしま

す。

ノード に対 する実 行 前 の処 理 コマンド ：

以 下 のコマンド で、アーカイブ ジ ョブの開 始 前 に、ローカル ボ

リューム D 上 のエラーをチェックして修 正 します。

ch kd sk .e xe D : /F ”, O n E x it C o d e = 0 , R u n o p e ra tio n im m e d ia te ly

ジョブに対 する実 行 後 の処 理 コマンド ：

以 下 のコマンド で、エラー レポート を生 成 して、指 定 の場 所 に保

存 します。

C A A d vR e p o rts .e xe -re p o rttyp e 5 -m a xS ize 5 -S e rve r D U V D O 0 1 -
o u tfile "C :\P ro g ra m F ile s (x8 6 )\C A \A R C se rve
B a cku p \R e p o rts \B a cku p E rro r R e p o rt_ d a ta .xm l" -P a s tD a ys 1 -
A u to N a m e
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アーカイブ マネージ ャのジ ョブ ログ オプション

ログ オプションでは、アクティビティ ログに記 録 される情 報 の詳 細

レベルを指 定 できます。ログ オプションは、以 下 の A rcse rve
Ba cku p マネージャ内 で設 定 できます。

バックアップ

アーカイブ ファイル

リスト ア

比 較

メディア検 証 とスキャン

コピー

カウント

パージ

A rcse rve Ba cku pは、以 下 のログ オプションを提 供 します。

［全 アクティビティ］-- ジョブの実 行 中 に発 生 するすべてのアク

ティビティがジョブ ログに記 録 されます。

注 ：［全 アクティビティ］を指 定 すると、A rcserve Backu p によって、

Jo b Lo g_<Jo b ID>_<Jo b N am e>.Lo g という名 のログ ファイルが作 成 さ

れます。このログ ファイルに、ジ ョブに関 する詳 細 な ログ情 報 が表 示

されます。A rcserve Backu p では、以 下 のディレクト リにログ ファイルが

保 存 されます。

C \P rogram F iles\C A \A R C serve B ackup \LO G

［サマリのみ］-- ジョブのサマリ情 報 ( ソ ース、デスティネーショ

ン、セッシ ョン番 号 、ファイルの総 数 な ど ) およびエラーが記 録 さ

れます。

［ログ停 止 ］-- このジョブに関 する情 報 をジョブ ログに記 録 しま

せん。
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アーカイブ マネージ ャの A le rt オプション

A le rt 通 知 システムを使 用 すると、アーカイブ処 理 中 にアクティビ

ティ ログに表 示 されるイベント に関 するメッセージを送 信 できま

す。通 知 されるイベント を以 下 の中 から 1 つ以 上 選 択 できます。

［ジョブが完 了 した時 ］-- すべてのノード 、およびド ライブ /共 有

リソ ースが処 理 されたとき。

［ジョブが未 完 了 の時 ］-- 一 部 のノード 、ド ライブ、または共 有

リソ ースが失 われたとき。

［ジョブがキャンセルされた時 ］-- ユーザがジョブをキャンセルし

たとき。

［ジョブが失 敗 した時 ］-- ジョブを開 始 しても 完 了 できな かった

とき。

［メディア使 用 不 可 ］-- ジョブの実 行 中 にメディアが使 用 でき

な かったとき。

注 ：アーカイブ メディアはテープ メディアである必 要 がありま

す。

［ブランク テープのフォーマット ］-- ジョブの実 行 中 にテープが

フォーマット されたとき。

［カスタマイズされたイベント ］-- カスタマイズされたイベント が発

生 したとき。このイベント を指 定 する場 合 は、［イベント ］ド ロッ

プダウン リスト の下 部 にあるフィールド に、エラー /警 告 /通 知

コード を入 力 します。

定 義 済 みの A le rt 環 境 設 定 を 1 つ以 上 選 択 します。デフォルト

の環 境 設 定 は、A le rt マネージャで設 定 されたも のをすべて使 用

することを意 味 します。詳 細 な オプションを設 定 するには、［環 境

設 定 ］ボタンをクリックします。A rcse rve Ba cku pには、以 下 の定 義

済 みのA le rt設 定 があります。

ブロード キャスト

ポケット ベル

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語 バー

ジョンでサポート されていません。

SM TP

SNM P

イベント
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プリンタ

電 子 メール

Lo tu s N o tes

U n icen te r TNG

その他 オプションの指 定

ジョブ ログを添 付 する -- A le rt メ ッセージにジョブ ログ情 報 が含

まれるようにな ります。( このオプションは、ト ラブル チケット と電

子 メールにのみ適 用 されます ) 。

注 ：A le rtオプションを使 用 して作 成 したリスト は、［環 境 設 定 ］

ボタンを使 用 して定 義 した環 境 設 定 およびジョブ スクリプト と

一 緒 に保 存 されます。

添 付 ファイルとして C SV を送 信 する -- C SV ファイルにアーカイブ

ファイル名 を保 存 し、それが A le rt メ ッセージで送 信 されます。

C SV ファイルには以 下 のフィールド が含 まれます。

A rch iveDa te ( アーカイブ日 付 )

Ho stN am e ( ホスト 名 )

T a p eN am e ( テープ名 )

T a p e Id ( テープ ID )

T ap eSe ria lN o ( テープのシリアル番 号 )

Se ss io nN um ber ( セッシ ョン番 号 )

Pa thN am e ( パス名 )

F i leN am e ( ファイル名 )

F i leM od ified T im e ( ファイルの更 新 時 刻 )

F i le S ize ( ファイル サイズ )

マスタ ジ ョブに対 してのみ A le rt メ ッセージを送 信 する --
A rcse rve Ba cku p によって送 信 される A le rt メ ッセージに、マスタ

ジ ョブ数 のみが参 照 されるようにな ります。子 ジョブおよびサブ

ジョブの数 は、A le rt メ ッセージで参 照 されません。このオプショ

ンは、マルチプレキシングやマルチ スト リーミングを含 むすべて

のジョブに対 して指 定 することができます。
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アーカイブ マネージ ャの拡 張 オプション

アーカイブ用 の拡 張 オプションによって、アーカイブ ジ ョブの実 行

中 に A rcse rve Ba cku p がファイル システムの拡 張 機 能 をどのように

処 理 するかが決 まります。

以 下 の W in d ow s システム オプションがあります。

注 ：以 下 のオプションは、W in d ow s XP より古 い W in d ow s オペ

レーティング システム上 ではサポート されていません。

ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボリューム マウント ポイント をト

ラバースする -- このオプションを選 択 すると、アーカイブ ジ ョブに

ボリュームをト ラバースさせる、または指 定 先 のディレクト リを通

過 させて、アーカイブすることができます。このセッシ ョンのリスト

ア時 には、参 照 先 のボリュームやディレクト リに格 納 されている

ファイルやディレクト リをリスト アできます。このオプションを選 択

しな かった場 合 、そのアーカイブ ジ ョブでは、ボリューム マウント

ポイント やディレクト リ ジャンクシ ョンがそれぞれ参 照 先 とするボ

リュームも ディレクト リも アーカイブされません。そのため、リスト

ア時 には、参 照 先 のボリュームやディレクト リに格 納 されている

ファイルやディレクト リはリスト アできません。

マウント ポイント がマウント されたボリュームの一 部 としてマウン

ト ポイント をアーカイブする -- このオプションを選 択 すると、ボ

リューム マウント ポイント が参 照 するボリュームを、ボリューム

マウント ポイント と同 じセッシ ョンの一 部 としてアーカイブできま

す。このオプションを選 択 しな い場 合 、ボリューム マウント ポイ

ント が参 照 するボリュームは別 のセッシ ョンとしてアーカイブされ

ます。このオプションは、前 述 の［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよ

びボリューム マウント ポイント をト ラバースする］が選 択 されて

いる場 合 にのみ使 用 可 能 です。

注 ：［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボリューム マウント ポイント

をト ラバースする］および［マウント ポイント がマウント されたボ

リュームの一 部 としてマウント ポイント をアーカイブする］オプション

を、VHD ( v irtu a l h a rd d isk、仮 想 ハード ディスク ) を含 む、名 前 の

指 定 されたマウント ボリュームに適 用 すると、A rcse rve Ba cku p は

VHD を含 むマウント ボリューム用 に別 途 アーカイブ セッシ ョンを作

成 します。

例 ：VHD を含 むマウント ボリューム

サーバの物 理 ディスク ( C :\ ) に仮 想 ディスク D :\ および E :\ が含 ま

れています。VHD ファイル ( D .vh d および E .vh d ) は C :\ ド ライブにあ
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り、D :\ ド ライブおよび E :\ ド ライブとしてマウント されています。ま

た、D :\ ド ライブは C :\M ou n tD にマウント され、E :\ ド ライブは

C :\M ou n tE にマウント されています。

C :\M ou n tD のアーカイブで［ディレクト リ ジャンクシ ョンおよびボ

リューム マウント ポイント をト ラバースする］オプションを有 効 にした

場 合 、［マウント ポイント がマウント されたボリュームの一 部 として

マウント ポイント をアーカイブする］オプションが有 効 または無 効 の

いずれに指 定 されていても 、A rcse rve Ba cku p は D :\ ド ライブおよ

び C :\M ou n tD に対 して個 別 のアーカイブ セッシ ョンを作 成 しま

す。
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アーカイブ マネージ ャの暗 号 化 /圧 縮 オプ

ション

A rcse rve Ba cku p では、アーカイブ データの暗 号 化 、圧 縮 、または

その両 方 を実 行 できます。

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p では、デデュプリケーション デバイス グループ

上 でのデータの圧 縮 および暗 号 化 をサポート しません。

注 ：詳 細 については、「デデュプリケーションによる圧 縮 および

暗 号 化 」を参 照 してください。

暗 号 化 および圧 縮 のオプションを指 定 する際 に、アーカイブ先

が圧 縮 をサポート していな いド ライブの場 合 、A rcse rve Ba cku p
はアーカイブ データを暗 号 化 しますが、圧 縮 しません。

以 下 のオプションは、A rcse rve Ba cku p がアーカイブ ジ ョブ中 にアー

カイブ データをどのように処 理 するかを定 義 します。

セッシ ョン パスワード

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード -- このデータをメディアからリスト ア

するためのセッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 します。

セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を指 定 する場 合 、以 下 の操

作 を実 行 するためのパスワード を指 定 する必 要 がありま

す。

暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 が、エー

ジェント またはアーカイブ サーバで行 われた場 合 のリスト

ア処 理 。

暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 が、エー

ジェント またはアーカイブ サーバで行 われた場 合 の比 較

処 理 。

暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 が、アーカ

イブ サーバで行 われた場 合 のマージおよびスキャン処 理

( 暗 号 化 または圧 縮 のいずれか、あるいは両 方 がエー

ジェント で行 われた場 合 、マージまたはスキャンするための

パスワード を指 定 する必 要 はありません ) 。

注 ：セッシ ョン /暗 号 化 パスワード はセッシ ョン ヘッダのみを

マージまたはスキャンする場 合 には必 要 ありません。
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セッシ ョン /暗 号 化 パスワード を A rcse rve B a ck u p データベース

に保 存 する -- パスワード を A rcse rve Ba cku p データベースに保

存 して、パスワード 管 理 を有 効 にするには、このオプションを使

用 します。デフォルト では、このオプションが選 択 されています。

このオプションは、ローカル オプションのパスワード とグローバル

オプションのパスワード の両 方 に使 用 できます。

注 ：［セッシ ョン /暗 号 化 パスワード ］ダイアログ ボックスでは、グ

ローバル オプション パスワード のみ変 更 可 能 です。ジョブ

キューにあるジョブを右 クリックして変 更 します。

パスワード の変 更 を求 める、n 日 後 ( パスワード の指 定 から ) --
パスワード の有 効 日 数 を指 定 します。指 定 した日 数 の 7 日

前 にな ると、パスワード の変 更 を促 すメッセージがアクティビティ

ログに記 録 されます。

例 :

1 月 1 日 に、n を 30 日 に設 定 します。1 月 24 日 に「アーカイ

ブ ジ ョブのパスワード の有 効 期 限 が 7 日 後 に切 れます。」とい

うメッセージがアクティビティ ログに表 示 されます。1 月 31 日 に

「アーカイブ ジ ョブのパスワード の有 効 期 限 が切 れています。

直 ちに変 更 してください。」というメッセージがアクティビティ ログ

に表 示 されます。

暗 号 化 /圧 縮 方 式

データの暗 号 化 -- このオプションを使 用 してアーカイブ データ

を暗 号 化 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定 できま

す。

エージェント で処 理 -- 実 際 のアーカイブ処 理 の前 にアー

カイブ データを暗 号 化 します。このオプションの詳 細 につ

いては、「エージェント サーバでのデータの暗 号 化 」を参

照 してください。

アーカイブ中 にバックアップ サーバで処 理 -- アーカイブ処

理 中 にバックアップ サーバでアーカイブ データを暗 号 化 し

ます。

データの圧 縮 -- このオプションを使 用 してアーカイブ データを

圧 縮 します。以 下 のオプションのいずれかを指 定 できます。

エージェント で処 理 -- エージェント がインスト ールされ、実

行 されているシステムでアーカイブ データを圧 縮 します。
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注 ：アーカイブ ソ ースが UN IX で構 成 されている場 合 、

A rcse rve Ba cku p はエージェント システムでのデータの圧

縮 をサポート しません。

バックアップ サーバで処 理 -- アーカイブ処 理 中 に

A rcse rve Ba cku p サーバでアーカイブ データを圧 縮 しま

す。このオプションを使 用 すると、アーカイブの前 にソ フト

ウェア圧 縮 アルゴリズムを使 用 してファイルを圧 縮 できま

す。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

バックアップ サーバ側 での圧 縮 を有 効 にするには、

［データの暗 号 化 ］セクシ ョンの［アーカイブ中 にバック

アップ サーバで処 理 する］を指 定 する必 要 がありま

す。

［データの圧 縮 ］セクシ ョンの［バックアップ サーバで処

理 ］オプションおよび［データの暗 号 化 ］セクシ ョンの

［アーカイブ中 にバックアップ サーバで処 理 する］オプ

ションを指 定 すると、データが暗 号 化 される前 に、

A rcse rve Ba cku p はバックアップ サーバでソ フト ウェア

圧 縮 を使 用 してデータを圧 縮 します。

ジョブに関 連 付 けられたスト レージ デバイスがハード

ウェア圧 縮 をサポート していな い場 合 、A rcse rve
Ba cku pは、［データの圧 縮 ］セクシ ョンで選 択 された

［バックアップ サーバで処 理 ］オプションを無 視 しま

す。
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第 7章 : デバイスとメディアの管 理

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

デバイス管 理 ツール 594

デバイス マネージ ャ 636

メディア プールの仕 組 み 720

メディア管 理 マネージ ャ( MM Adm in) 740

メディア管 理 マネージ ャのインターフェース 744

メディア管 理 プロセスの動 作 756

クラウド スト レージ を管 理 する方 法 784
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デバイス管 理 ツール

A rcse rve Ba cku pには、デバイスおよびメディアの管 理 、モニタ、お

よびメンテナンスのための管 理 ツール群 が用 意 されています。

デバイス マネージャには、システムに接 続 されているデバイス、

それらのデバイス内 のメディア、それらのデバイスのステータスな

ど、スト レージ デバイスに関 する情 報 が表 示 されます。デバイ

ス マネージャは、メディアおよびデバイスのモニタリングおよびメ

ンテナンス操 作 の出 発 点 とな ります。

メディア プール マネージャを使 用 して、メディア プール ( メディア

の編 成 および保 護 を容 易 にするために1つの単 位 として管 理

される、メディアの集 合 体 ) の作 成 、変 更 、削 除 、および管 理

を行 うことができます。

メディア管 理 マネージャ ( MM O )には、メディア リソ ースの保 護 、

制 御 、および管 理 に必 要 な ツールがあります。
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テープ ライブラリの設 定

テープ ライブラリの設 定 オプションを使 用 すると、W in d ow s 環 境

内 でシングル ド ライブのテープ ライブラリを設 定 することができま

す。

以 下 のセクションでは、ライブラリを完 全 に設 定 するために実 行 で

きるタスクについて説 明 します。

注 ：複 数 ド ライブのテープ ライブラリおよびテープ RA ID ライブラリを

操 作 、設 定 する方 法 の詳 細 については、「 Tap e Lib ra ry Op t io n
ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

デバイスの割 り当 て

ライブラリの設 定

テープ ド ライブへのバックアップ用 のブロック サイズの指 定
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デバイスの割 り当 て

ド ライブをライブラリに割 り当 てることにより、A rcse rve Ba cku p がラ

イブラリ内 のド ライブを適 切 に認 識 できるようにな ります。

通 常 は、メーカーの設 定 により、最 初 のライブラリ ド ライブに最 も

小 さい SC SI ID、最 後 のライブラリ ド ライブに最 も 大 きい SC SI ID が

それぞれ割 り当 てられています。

注 ： しかし、例 外 も あるので注 意 してください。ライブラリのド ライ

ブ構 成 については、ライブラリに付 属 するマニュアルやヘルプを参

照 してください。

ド ライブを手 動 でライブラリに割 り当 てるには、割 り当 てるド ライブ

を［利 用 可 能 な デバイス］リスト で強 調 表 示 して、ド ライブが存 在

するライブラリを［ライブラリ デバイス］リスト で強 調 表 示 し、［割 り

当 て］ボタンをクリックしてド ライブをライブラリに移 動 します。ド ライ

ブのライブラリへの割 り当 てを解 除 するには、［ライブラリ デバイス］

リスト でそのド ライブを選 択 し、［削 除 ］ボタンをクリックします。

注 ： A rcse rve Ba cku pがテープ ド ライブの設 定 を完 了 するには、す

べてのテープ ド ライブが空 にな っている必 要 があります。この処 理

は、ライブラリのド ライブ数 によっては数 分 かかることがあります。
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ライブラリの設 定

A rcse rve Ba cku p はテープ エンジンの起 動 時 にライブラリを自 動 的

に検 出 して設 定 します。A rcse rve Ba cku p がライブラリを検 出 でき

るようにするのに、ウィザード や他 の外 部 アプリケーションを実 行 す

る必 要 はありません。

注 ：A rcse rve Ba cku p によって自 動 的 にライブラリの設 定 が実 行 さ

れな い場 合 は、デバイス環 境 設 定 を使 用 して、手 動 でライブラリ

を設 定 します。

ライブラリを設 定 するには、以 下 の必 須 タスクが完 了 していること

を確 認 します。

1 . A rcse rve Ba cku p ベース製 品 をインスト ールします。

2 . ご使 用 の環 境 に必 要 な A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n の

ライセンスをインスト ールします。

3 . テープ エンジンを開 始 します。

A rcse rve Ba cku p が自 動 的 にライブラリを検 出 し、設 定 します。

4 . A rcse rve Ba cku p がテープ上 のデータを読 み取 るようにしたい場 合

は、以 下 を実 行 します。

a . A rcse rve Ba cku p デバイス マネージャを起 動 します。

b . ライブラリを参 照 して選 択 します。

c. ツールバーの［インベント リ］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p がテープの内 容 を読 み込 みます。

ライブラリを設 定 する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 いて、ライブラリを参 照 しま

す。

2 . ライブラリを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリ プロ

パティ］を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［一 般 ］タブをクリックします。

次 の一 般 的 な オプションを、ライブラリに合 うように変 更 します。

バーコード リーダ搭 載 済 み -- ライブラリがバーコード リーダを

備 えている場 合 、このオプションを選 択 すると、デバイスの

バーコード リーダを使 用 して、ライブラリ内 のテープのインベン
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ト リを実 行 できます。

不 明 な バーコード メディアは初 期 化 中 にインベント リ処

理 を実 行 しな いように設 定 -- このオプションを有 効 にす

るには、［バーコード リーダ搭 載 済 み］オプションを選 択

します。

このオプションにより、A rcse rve Ba cku p データベースに「イ

ンベント リ未 実 行 」として記 録 されていな いバーコード を

持 つメディアを指 定 することで、A rcse rve Ba cku p を高 速

に初 期 化 することができます。このオプションによって、

テープ エンジンの開 始 時 に、A rcse rve Ba cku p が「インベ

ント リ未 実 行 」スロット をインベント リできな くな ります。イ

ンベント リ未 実 行 として指 定 されているメディアは、必 要

にな るまで、スロット 内 に残 すことができます。「インベン

ト リ未 実 行 」として指 定 されるメディアを使 用 するには、

［デバイス マネージャ］ウィンド ウから［手 動 インベント リ］

オプションを使 用 してメディアのインベント リを実 行 する

必 要 があります。

バーコード リーダ非 搭 載 -- ライブラリにバーコード リーダが含

まれていな い場 合 は、このオプションを指 定 します。

ライブラリのクイック初 期 化 -- このオプションを有 効 にす

るには、［バーコード リーダ非 搭 載 ］オプションを選 択 す

る必 要 があります。

これは、バーコード の読 み取 りができな いライブラリのた

めのオプションです。このオプションを有 効 にすると、

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p データベース内

のライブラリのスロット に関 する情 報 を保 持 します。その

結 果 、テープ エンジンが再 起 動 されても 、A rcse rve
Ba cku p はインベント リ処 理 を繰 り返 さな いようにな りま

す。バーコード リーダを備 えたライブラリでは、A rcse rve
Ba cku p はこのオプションを無 視 します。

注 ：ライブラリがバーコード をサポート しておらず、このオ

プションが無 効 にな っている場 合 、A rcse rve Ba cku p は、

A rcse rve Ba cku p の起 動 時 にライブラリ全 体 のインベント

リを実 行 します。

このオプションを選 択 すると、テープ エンジン起 動 時 に、

スロット のインベント リ プロセスをバイパスすることにより、
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A rcse rve Ba cku p が高 速 に初 期 化 できるようにな りま

す。このオプションを使 用 するとき、A rcse rve Ba cku p は、

スロット 内 のメディアが、最 後 のシャット ダウン以 降 、追

加 、削 除 、移 動 、または交 換 されていな いと仮 定 しま

す。メディアを追 加 、削 除 、移 動 、または交 換 した場

合 、手 動 で、ライブラリ全 体 のインベント リを実 行 する

か、変 更 されたスロット のインベント リを実 行 する必 要 が

あります。

注 ：A rcse rve Ba cku p はライブラリの設 定 後 、ライブラリ

のインベント リを実 行 する必 要 があります。クイック初 期

化 オプションは、ライブラリの最 初 のフル インベント リ完

了 後 に、有 効 にな ります。

バックアップ ジ ョブの完 了 時 にメディアをイジェクト -- このオプ

ションを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p は、バックアップ ジ ョブ

完 了 後 に、ド ライブ内 にテープを残 さずに元 のスロット に戻 し

ます。

注 ：バックアップ マネージャのグローバル オプションで［メディア

をイジェクト しな い］を選 択 すると、［バックアップ ジ ョブの完 了

時 にメディアをイジェクト ］オプションをジ ョブ単 位 で無 効 にで

きます。また、［バックアップ ジ ョブの完 了 時 にメディアをイジェ

クト ］チェック ボックスをオフにした状 態 で、特 定 のバックアップ

ジ ョブの完 了 後 にメディアをイジェクト したい場 合 は、バック

アップ マネージャのグローバル オプションで［メディアをイジェク

ト する］を選 択 します。

ライブラリは V T L である -- このオプションを使 用 すると、ライブ

ラリを設 定 して仮 想 テープ ライブラリ( VT L) として機 能 させる

ことができます。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

このオプションを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p はメディア

の有 効 期 限 を無 視 します。

ライブラリを VTL として識 別 すると、読 み取 りのパフォー

マンスが向 上 します。この機 能 を使 用 すると、A rcse rve
Ba cku p で、ド ライブ効 率 および VTL バックアップおよび

データ マイグレーションの全 体 的 な パフォーマンスを最

大 化 できます。
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物 理 ライブラリを VTL として指 定 しな いでください。物 理

ライブラリを VTL として指 定 すると、ライブラリのバックアッ

プおよびデータ マイグレーションのパフォーマンスに悪 影

響 が出 る可 能 性 があります。

ブランク テープのモニタ -- ライブラリで利 用 できるブランク テー

プの数 が指 定 の値 未 満 であるときに、アクティビティ ログに警

告 メッセージを記 録 できます。このオプションは単 一 または複

数 のド ライブ ライブラリに適 用 できます。

デフォルト 値 -- 1

範 囲 -- 1 ～ 65535

4 . ［クリーニング］タブをクリックします。

以 下 のクリーニング オプションを、ライブラリに合 うように変 更 しま

す。

クリーニング ( スロット ) -- 特 定 のスロット をクリーニング スロット

として指 定 することができます。1 つまたは複 数 のクリーニング

スロット を指 定 できます。連 続 した番 号 のも のである必 要 は

ありません。

クリーニング ( バーコード ) -- 特 定 のバー コード 、またはプレ

フィックスとワイルド カード 文 字 を使 用 したバー コード の範 囲

に基 づいてライブラリのクリーニング スロット を指 定 できます。

［クリーニング対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に、

バーコード 化 されたクリーニング テープのプレフィックスを入 力

します。

［クリーニング対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に、

バーコード プレフィックスを指 定 します。

注 ：アスタリスクはワイルド カード 文 字 です。

5 . ［OK］をクリックします。

クリーニング スロット はそれぞれのバーコード プレフィックスに基 づい

て設 定 されます。
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例 :

クリーニング テープ上 のバーコード は C LN 123 です。［クリーニ

ング対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に C LN 123 と入

力 します。

ライブラリには複 数 のクリーニング対 象 テープがあります。ク

リーニング テープのバーコード のプレフィックスは A BC です。

［クリーニング対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に

A BC* と入 力 します。

ライブラリには複 数 のクリーニング対 象 テープがあります。ク

リーニングテープのバーコード のプレフィックスは A BC、C LN 1、
および M X です。［クリーニング対 象 バーコード のプレフィック

ス］フィールド に A BC* ; C LN 1* ; M X* と入 力 します。

自 動 テープ クリーニング -- 自 動 的 にテープ クリーニング タスク

を管 理 するように A rcse rve Ba cku p に指 示 できます。このオプ

ションを有 効 にする場 合 は、クリーニング タスクの実 行 間 隔

を指 定 する必 要 があります。

6 . ［OK］をクリックします。

ライブラリの環 境 設 定 は、これで完 了 です。
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テープ ド ライブへのバックアップ用 のブロック

サイズの指 定

A rcse rve Ba cku p では、テープ バックアップ用 のブロック サイズを指

定 することができます。この機 能 により、A rcse rve Ba cku p がデバイ

スに転 送 できるブロックごとのデータ量 を増 加 させることができま

す。テープのより大 きな ブロック サイズを指 定 する前 に、以 下 の

状 況 を考 慮 してください。

A rcse rve Ba cku p が転 送 できる最 大 のデフォルト テープ ブロッ

クは 64 KB です。バックアップ環 境 内 テープ ド ライブがより大 き

な テープ ブロックをサポート している場 合 は、テープのブロック

サイズを 128 KB、256 KB または 512 KB に増 加 させることができ

ます。

注 ：デバイスがより大 きな データ転 送 をサポート するかどうかに

ついては、デバイスおよびホスト バス アダプタ ( HBA ) のメーカの

ド キュメント を参 照 してください。

大 きな ブロックのバックアップには、大 きな 転 送 サイズをサポー

ト する HBA が必 要 です。A rcse rve Ba cku p によって、より大 き

な ブロック サイズに必 要 な データ転 送 サイズが HBA でサポート

されな いことが検 出 された場 合 、A rcse rve Ba cku p では、より

大 きな ブロック サイズを無 効 にし、テープ エンジン ログ ファイル

にエラー メッセージを記 録 します。

A rcse rve Ba cku p がブランク テープを上 書 きまたは使 用 すると

き、A rcse rve Ba cku p は新 し く定 義 されたテープ ブロック サイズ

を使 用 してメディアをフォーマット します。

A rcse rve Ba cku p がデータをメディアに追 加 するとき、A rcse rve
Ba cku p は、も とも とメディアに適 用 されていたブロック サイズを

使 用 して、追 加 されたデータをメディアに書 き込 みます。

SAN 接 続 のライブラリについて、すべての SAN メンバ サーバ用

の HBA がテープのブロック サイズに必 要 な 転 送 サイズをサポー

ト していることを確 認 します。通 常 、大 きな 転 送 サイズをサ

ポート していな い SAN メンバ サーバへのバックアップは失 敗 し

ます。

テープ ド ライブ用 のテープのブロック サイズを指 定 する方 法

1 . 設 定 するバックアップ サーバ上 の A rcse rve Ba cku p テープ エンジン

サービスを停 止 します。
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2 . W in d ow s レジスト リ エディタ を開 き、以 下 を確 認 します。

x8 6 プラット フォーム：

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A A R C S e rve
B a cku p \B a se \T a p e E n g in e

x6 4 プラット フォーム：

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \W o w 6 4 3 2 N o d e \C o m p u te rA sso c ia te s \-
C A A R C S e rve B a cku p \B a se \T a p e E n g in e

3 . 設 定 するテープ ド ライブ用 の DEVIC E# キーを見 つけます。

4 . DEV IC E# キーの下 に、Fo rceB lo ckS ize という名 前 の DW o rd レジス

ト リ キーを作 成 します。

5 . 以 下 のいずれかの DW ORD 値 を指 定 します。

128 KB：0x80

256 KB：0x100

512 KB：0x200

6 . ［DW ORD 値 の編 集 ］ダイアログ ボックスを閉 じ、W in d ow s レジス

ト リ エディタを閉 じます。

7 . A rcse rve Ba cku p テープ エンジン サービスを再 起 動 します。

テープのブロック サイズがテープ ド ライブに適 用 されます。
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R A IDデバイスの設 定 オプション

RA ID デバイスの設 定 オプションを使 えば、W in d ow s 環 境 内 の

RA ID デバイスを設 定 することができます。

RA IDデバイスを設 定 するには、テープ エンジンを停 止 しておく必

要 があります。テープ エンジンが実 行 中 のときは、表 示 されるポッ

プアップ ウィンド ウでエンジンを停 止 できます。

注 ：テープ RA ID デバイスを設 定 する方 法 の詳 細 については、

「 Tape Library O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

以 下 のセクションでは、RA IDデバイスを設 定 する手 順 について説

明 します。

RA ID 設 定 のレベル

RA ID グループの環 境 設 定
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R A ID 設 定 のレベル

［デバイス環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスで［RA IDデバイス］を選 択

します。

［次 へ］をクリックすると、［Tap e RA ID Op t io n］ダイアログ ボックスが

開 きます。ここでは、以 下 のことができます。

新 しい RA ID デバイスの作 成

RA ID レベルの割 り当 て

既 存 の RA ID の削 除

RA ID レベルの変 更

各 RA ID レベルの属 性 、RA ID レベルの選 択 、および RA ID デバイ

スへのド ライブの割 り当 ての詳 細 については、「 Tap e Lib ra ry
Op t io n ユーザ ガイド 」を参 照 してください。
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R A ID グループの環 境 設 定

RA ID デバイスを使 用 してバックアップ、リスト ア、およびコピーを行

うには、デバイス管 理 マネージャでデバイス グループに RA ID デバ

イスを割 り当 てる必 要 があります。通 常 、テープ エンジンの起 動

時 にデバイス グループに割 り当 てられていな い RA IDデバイスがあ

ると、そのRA IDデバイスは A rcse rve Ba cku pによって自 動 的 にデバ

イス グループに割 り当 てられます。

RA ID デバイスを手 動 で RA ID グループに割 り当 てる方 法 について

は、「 Tape Library O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してください。
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仮 想 ライブラリの設 定

仮 想 ライブラリの設 定 オプションを使 用 すれば、W in d ow s 環 境 内

の仮 想 ライブラリの設 定 、および設 定 の変 更 を行 うことができま

す。

仮 想 ライブラリを設 定 するには、テープ エンジンを停 止 しておく必

要 があります。テープ エンジンが実 行 中 のときは、表 示 されるポッ

プアップ ウィンド ウでエンジンを停 止 できます。

［仮 想 ライブラリ］オプションを使 用 すると、すべての仮 想 ライブラリ

の設 定 ができます。このオプションで、仮 想 ライブラリとそのパラメー

タ ( スロット 数 、ライブラリ用 のド ライブな ど ) を定 義 します。スロット

およびド ライブ共 に少 な くとも 1 つを、仮 想 ライブラリに関 連 づけて

設 定 する必 要 があります。

仮 想 ライブラリ機 能 は、既 存 の設 定 済 みのライブラリで動 作 する

ため、仮 想 ライブラリを設 定 する前 に、A rcse rve Ba cku p Tap e
Lib ra ry Op t io n をインスト ールし、物 理 ライブラリを設 定 しておいて

ください。

注 ：同 じライブラリ内 にある W ORM ( W rite On ce Read M an y) メ
ディアとそれ以 外 のメディアは、仮 想 ライブラリ環 境 設 定 オプション

を使 って分 離 しておく必 要 があります。W ORM メディアと通 常 のメ

ディアを分 けな いと、ジョブ マネージャはすべてのメディアを W ORM
メディアとして扱 います。ただし、デバイス管 理 マネージャはこれら

のメディアを正 し く管 理 できます。

詳 細 については、「ライブラリが VTL として機 能 するように設 定 する

方 法 」を参 照 してください。
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リムーバブル記 憶 域 管 理 を使 用 したデバイ

スの制 御

［デバイスの有 効 /無 効 ( R SM 対 応 ) ］設 定 オプションを使 用 し

て、W in d ow s Se rve r 2003 環 境 で、リムーバブル記 憶 域 の管 理

( R SM ) 対 応 のデバイスを有 効 または無 効 にすることができます。

以 下 の考 慮 事 項 および予 想 される動 作 に注 意 してください。

デバイスのRSMを有 効 または無 効 にするには、テープ エンジン

を停 止 しておく必 要 があります。テープ エンジンが実 行 中 の場

合 、ポップアップ ウィンド ウが表 示 されて、エンジンを停 止 する

よう促 されます。

リムーバブル記 憶 域 サービスが有 効 にな っている場 合 、

W in d ow s Se rve r 2003 では接 続 されているすべてのデバイスが

管 理 されます。このサービスでは、リムーバブル メディア、ド ライ

ブ、およびライブラリを管 理 します。これらのデバイスを管 理 す

るには、A rcse rve Ba cku pがそれらのデバイスに対 し排 他 アクセ

スできる必 要 があります。

デフォルト では、RSM は、すべてのデバイスを排 他 的 に制 御 し

ます。テープ エンジンが開 始 されると、A rcse rve Ba cku p は

RSM が制 御 するすべてのデバイスを検 出 し、RSM 内 のデバイ

スを無 効 化 することによって、デバイスの排 他 制 御 を取 得 する

ように試 みます。ただし、A rcse rve Ba cku p が RSM から排 他 制

御 を取 得 できるのは、デバイスが他 のアプリケーションによって

使 用 されていな い場 合 に限 ります。テープ エンジンの開 始 時

に RSM が実 行 されていな い場 合 、A rcse rve Ba cku p はデバイ

スを検 出 することはできますが、A rcse rve Ba cku p はデバイスの

RSM の制 御 を無 効 にすることはできません。その結 果 、次 に

RSM が開 始 した時 に、RSM は、デバイスの排 他 制 御 を取 得

します。A rcse rve Ba cku p が排 他 制 御 または RSM デバイスを

確 実 に取 得 できるようにするために、［デバイスの有 効 /無 効

( R SM 対 応 ) ］オプションを指 定 して、デバイスを無 効 にする必

要 があります。［デバイスの有 効 /無 効 ( R SM対 応 ) ］オプション

は、デバイス環 境 設 定 からアクセスできます。以 下 の画 面 を

参 照 してください。
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RSM によってデバイスが排 他 制 御 されている場 合 、A rcse rve
Ba cku p は SC SI コマンド をデバイスへ直 接 送 信 できません。し

かし、A rcse rve Ba cku p によってデバイスが排 他 制 御 されている

場 合 、デバイスへ直 接 ( 入 出 力 コマンド を ) 通 信 することがで

きます。

［デバイスの有 効 /無 効 (R SM対 応 )］を選 択 すると、システム内

で現 在 使 用 可 能 な すべてのデバイスが表 示 されます。現 在

選 択 されているデバイスは、A rcse rve Ba cku pにより管 理 されま

す。他 のアプリケーションからデバイスを管 理 するには、そのデ

バイスの選 択 を解 除 します。

デバイス ド ライバが A rcse rve Ba cku p サーバにインスト ールされ

ていな い場 合 は、RSM でデバイスを無 効 にする必 要 はありま

せん。これは、デバイス ド ライバがな い場 合 、RSM ではデバイ

スが検 出 されな いためです。A rcse rve Ba cku pデバイス ド ライバ

がな い場 合 でも 、によってデバイスが検 出 されます。
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E n te rp r ise M o d u le 環 境 設 定 を使 用 したデ

バイスの設 定

En te rp rise M od u le 環 境 設 定 は、以 下 のデバイスを設 定 するた

めに使 用 できるウィザード 形 式 のアプリケーションです。

Im a ge O p tio n -- Im a ge Op t io n 環 境 設 定 オプションは、Im a ge
Op t io n 機 能 を有 効 にするためにターゲット システム上 にド ライ

バをインスト ールします。このオプションでは、ファイル システム

をバイパスし、ド ライブのスナップシ ョット イメージを作 成 して、

ディスクからデータ ブロックを読 み取 ることにより、高 速 のバック

アップを実 行 できます。

Im a ge Op t io n を使 用 したデータのバックアップおよびリスト アの

詳 細 については、「 Ente rpr ise M odule ガイド 」を参 照 してくださ

い。

E n te rp rise M o d u le 環 境 設 定 を使 用 してデバイスを設 定 する方

法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［プログラム］( または［すべてのプログラ

ム］) -［A rcse rve］-［A rcse rve Ba cku p］-［En te rp rise M od u le 環 境

設 定 ］の順 に選 択 します。

［En te rp rise M od u le 環 境 設 定 ］の［オプション］ダイアログ ボックス

が表 示 されます。

2 . 設 定 するデバイスに対 するボタンをクリックし、続 くダイアログ ボック

スでプロンプト に従 って必 要 な すべての情 報 を入 力 します。
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デバイスの環 境 設 定

デバイス環 境 設 定 では、ウィザード アプリケーションを使 用 してファ

イル システム デバイス、Da ta M o ver ファイル システム デバイス、

およびデデュプリケーション デバイスを作 成 したり、W in d ow s 環 境

内 の既 存 のデバイスの設 定 を変 更 したりすることができます。デ

バイスは、特 定 の共 有 ド ライブ上 のフォルダに設 定 されます。デバ

イスをバックアップ先 として指 定 すると、各 セッシ ョンはフォルダ内 に

個 別 ファイルとして保 管 されます。

A rcse rve Ba cku p では、テープ エンジンを停 止 せずにディスク ベー

ス デバイスを設 定 することができます。デバイスを設 定 する際 、リ

モート アクセスに使 用 されるデバイスの認 証 情 報 を変 更 するに

は、ディスク ベース デバイスの環 境 設 定 ダイアログ ボックスで［セ

キュリティ］をクリックします。

［デバイス環 境 設 定 ］では、1 つ以 上 のデバイスを追 加 できます。

［次 へ］をクリックすると、A rcse rve Ba cku p では、すべてのデバイス

に対 して指 定 された情 報 の有 効 性 を検 証 し、結 果 をツール チッ

プとして表 示 します。マウスで［デバイス名 ］列 のアイコンを指 してく

ださい。デバイス ステータスはアイコンで示 されます。説 明 は以 下

の表 をご覧 ください。

アイ

コン

説

明
機 能

保 留 デバイスは作 成 中 または編 集 中 です。

検 証

中
デバイスは検 証 中 です。

適 格 デバイスは検 証 で適 格 と判 断 されました。

失 敗 デバイスで検 証 エラーが発 生 しました。

警 告
デバイスは検 証 で適 格 と判 断 されましたが、

修 正 が必 要 です。

レディ
デバイスは変 更 されず、使 用 の準 備 ができて

います。

表 示 されたステータスが［失 敗 ］である場 合 、以 下 の確 認 を行 い

ます。

［場 所 ］に指 定 されているパスが各 デバイスに固 有 のパスであ

ることを確 認 します。
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セキュリティ認 証 情 報 が正 確 であることを確 認 します。

ボリュームが共 有 されていることを確 認 します。

［場 所 ］に指 定 されているパスが有 効 であることを確 認 しま

す。

バックアップのステージング処 理 では、ファイル システム デバイス上

の空 きディスク容 量 が大 量 に使 用 されることがあります。FA T 16
および FA T 32 ファイル システムには最 大 ファイル サイズの制 限 が

あるため、ステージング動 作 を行 うファイル システム デバイス上 で

はこれらのファイル システムは使 用 しな いでください。

FSD の場 所 は、以 下 のいずれかの方 法 で指 定 できます。

ローカル フォルダへのパスを指 定 するには、以 下 のフォーマット

を使 用 します。

c :\fs_ d rive

マップされたド ライブ上 のフォルダへのパスを指 定 するには、以

下 のフォーマット を使 用 します。

k :\fs_ d rive

A rcse rve Ba cku p ではパスを変 換 し、編 集 を終 了 するときに認

証 情 報 の入 力 を促 すメッセージが表 示 されます。

ネット ワーク上 の共 有 フォルダをファイル システム デバイスとし

て使 用 するには、そのフォルダの UNC パス ( 例 ：\SERVER \FS_
d rive ) を指 定 します。UNC パスについては、正 しい認 証 情 報

をセキュリティ ウィンド ウに常 に入 力 しておくことをお勧 めしま

す。認 証 情 報 が正 し くな いと、W in d ow s 2008、W in d ow s V is ta
を含 むいくつかのプラット フォーム上 で、予 期 しな い結 果 を生 じ

る場 合 があります。

マップしたド ライブを FSD として使 用 する場 合

A rcse rve Ba cku p はマップしたド ライブを使 用 できますが、マップ

したド ライブにあらかじめログオンしておく必 要 があります。

FSD に対 してマップしたド ライブを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p
では、マップしたド ライブが UNC ( U n ive rsa l N am in g
Co n ven t io n、汎 用 名 前 付 け規 則 ) パスに変 換 され、［終 了 ］

をクリックすると、ログイン認 証 情 報 を提 供 するよう促 されま

す。

このログイン認 証 情 報 は、マップしたド ライブにフル アクセ

スできる必 要 があります。
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デフォルト では、A rcse rve Ba cku pは A rcse rve Ba cku pシステ

ム アカウント を使 用 して各 リモート FSDにアクセスします。

［セキュリティ］を使 用 して、選 択 したファイル システム デ

バイスに使 用 する認 証 情 報 を変 更 できます。

ローカル ディスクを使 用 して FSD を作 成 する場 合 は、認

証 情 報 を提 供 する必 要 はありません。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p は、複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバとの

FSD の共 有 をサポート しません。FSD を共 有 する場 合 、FSD を使

用 する A rcse rve サーバは、他 のサーバのバックアップ データを上

書 きできます。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、総 計 255 の FSD および DDD の設 定

をサポート します ( 接 続 された物 理 デバイスが 0 の場 合 ) 。
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ファイル システム デバイスの作 成

ファイル システム デバイス ( FSD ) は、通 常 のジョブまたはステージン

グ ジョブにおけるバックアップ先 として使 用 できます。デデュプリ

ケーション デバイスを作 成 する場 合 は、「デデュプリケーション デバ

イスの作 成 」を参 照 してください。

注 ：NTFS 圧 縮 が有 効 にされた NTFS ボリューム上 に FSD を作 成

する場 合 、A rcse rve Ba cku p は FSD フォルダに対 する圧 縮 をオフに

します。A rcse rve Ba cku p はこのように動 作 によって、NTFS 圧 縮 に

関 する問 題 や、データのバックアップ時 に作 成 される大 規 模 な

ファイルに関 する問 題 を回 避 しやすくしています。

ファイル システム デバイスを作 成 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーから、［管 理 ］を展 開 し、［デバイス環 境 設 定 ］

をクリックします。

［デバイス環 境 設 定 ］が開 きます。

3 . ［デバイス グループ環 境 設 定 へようこそ］ダイアログ ボックスで、

［ディスク ベース デバイス］オプションを選 択 し、［次 へ］をクリックし

ます。

4 . ［ログオン サーバ］ダイアログ ボックスで、プライマリ サーバに必 要

な セキュリティ認 証 情 報 を入 力 し、［次 へ］をクリックします。

5 . 2 番 目 の［ログオン サーバ］ダイアログ ボックスで、該 当 するサーバ

を選 択 し、［次 へ］をクリックします。

ディスク ベース デバイスの環 境 設 定 ダイアログ ボックスが開 き、ツ

リーに W in d ow s ファイル システム デバイスとデデュプリケーション

デバイスが別 々 のブランチとして表 示 されます。

6 . 作 成 するデバイスのタイプ ( たとえば、W in d ow s ファイル システム

デバイス ) のブランチをクリックし、［追 加 ］をクリックします。

新 しい空 のデバイスが、ツリーの該 当 ブランチに追 加 されます。
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7 . 以 下 の操 作 を実 行 して、デバイス環 境 設 定 を完 了 します。

a . ［デバイス名 ］フィールド に、名 前 を入 力 するか、デフォルト の

ままにします。

b . ［説 明 ］フィールド に、説 明 を入 力 するか、デフォルト のままに

します。

c. ［データ ファイルの場 所 ］フィールド に、場 所 を入 力 するか、

［参 照 ］ボタンをクリックして場 所 を選 択 します。

d . ［グループ名 ］フィールド に名 前 を入 力 します。

注 ：［インデックス ファイルの場 所 ］フィールド はデデュプリケーション

デバイスにのみ該 当 し、FSD を作 成 する場 合 は使 用 できません。

［テープ名 ］フィールド および［ボリューム サイズ］フィールド は、検

証 が正 常 に完 了 すると自 動 入 力 されます。
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複 数 のファイル システム デバイスのグループ

への追 加

複 数 のファイル システム デバイスを同 じデバイス グループに追 加

するには、ファイル システム デバイス環 境 設 定 で指 定 するファイ

ル システム デバイスのタイプが、グループに含 めるすべてのデバイ

スについて同 一 である必 要 があります。また、ファイル システム デ

バイスの作 成 後 、［デバイス グループ環 境 設 定 ］を使 用 して複 数

のファイル システム デバイスを同 じグループに追 加 することも でき

ます。

注 ：デデュプリケーション デバイス グループには 1 つのデデュプリ

ケーション デバイスしか追 加 できません。
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ファイル システム デバイスのデバイス コマン

ド

ファイル システム デバイスに対 して、以 下 のデバイス コマンド を使

用 できます。

［フォーマット ］-- フォルダからすべてのセッシ ョンを削 除 します。

［消 去 ］-- フォルダからセッシ ョンを削 除 し、空 のヘッダ ファイルを

書 き込 みます。

ファイル システム デバイスに対 して、以 下 のデバイス コマンド は使

用 できません。

リテンシ ョン (R )

圧 縮

イジェクト

ロング消 去
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デデュプリケーション デバイスを作 成 する方

法

デデュプリケーション デバイス ( DDD ) は、通 常 のジョブまたはステー

ジング ジョブにおけるバックアップ先 として使 用 できます。詳 細 につ

いては、「デデュプリケーション デバイスの作 成 」を参 照 してくださ

い。

注 ：ファイル システム デバイスを作 成 する場 合 は、「ファイル シス

テム デバイスの作 成 」を参 照 してください。
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ディスク ベース デバイスの削 除

ファイル システム デバイスまたはデデュプリケーション デバイスが故

障 したり、デバイスを使 用 しな くな った場 合 には、デバイスを

A rcse rve Ba cku p から削 除 できます。

注 ：以 下 の手 順 は、ファイル システムおよびデデュプリケーション

デバイスに適 用 されます。

ディスク ベース デバイスを削 除 する方 法

1 . ［デバイス環 境 設 定 ］を起 動 し、［ディスク ベース デバイス］を選

択 します。

2 . ［次 へ］をクリックします。

［ログオン サーバ］画 面 が表 示 されます。

3 . ド メイン名 、プライマリ サーバ名 、および認 証 の種 類 を指 定 しま

す。

4 . ユーザ名 とパスワード を入 力 し、［次 へ］ボタンをクリックします。

5 . ディスク ベース デバイスを削 除 するサーバを指 定 し、［次 へ］ボタ

ンをクリックします。

ディスク ベース デバイスの環 境 設 定 画 面 が表 示 されます。

6 . ツリーで、削 除 対 象 ( ファイル システムまたはデデュプリケーション

デバイス ) をクリックします。

7 . ［削 除 ］ボタンをクリックします。

選 択 したデバイスに、削 除 用 のフラグが付 けられます。も しここ

で、デバイスの削 除 をやめて保 持 することにした場 合 は、［削 除

のキャンセル］をクリックしてください。

8 . ［次 へ］をクリックし、結 果 を確 認 します。削 除 したデバイスは、レ

ポート 列 に［削 除 - 成 功 ］と表 示 されます。

9 . さらにデバイスを削 除 する場 合 は［次 へ］、デバイス環 境 設 定 を

終 了 する場 合 は［終 了 ］をクリックします。

これで、ディスク ベースのデバイスは削 除 されました。
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ディスク ベース デバイスの変 更

A rcse rve Ba cku p では、ディスク ベース デバイスの名 前 、説 明 、

データまたはインデックス ファイルの場 所 ( デデュプリケーション デバ

イスのみ ) を変 更 することができます。ただし以 下 では、デバイス

のグループやテープ名 は変 更 できません。

注 ：以 下 の手 順 は、ファイル システムおよびデデュプリケーション

デバイスに適 用 されます。

ディスク ベース デバイスを変 更 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールからデバイス環 境 設 定 を

起 動 します。

［デバイス環 境 設 定 ］画 面 が表 示 されます。

2 . ［ディスク ベース デバイス］を選 択 し、［次 へ］をクリックします。

［ログオン サーバ］画 面 が表 示 されます。

3 . ド メイン名 、プライマリ サーバ名 、および認 証 の種 類 を指 定 しま

す。

4 . ユーザ名 とパスワード を入 力 し、［次 へ］ボタンをクリックします。

5 . 変 更 するディスク ベース デバイスが接 続 されているサーバを指 定

し、［次 へ］をクリックします。

ディスク ベース デバイスの環 境 設 定 画 面 が表 示 されます。

6 . ツリーの該 当 ブランチで、変 更 するデバイスをクリックします。

ファイル システム デバイスについては、［デバイス名 ］、［説 明 ］、

［データ ファイルの場 所 ］を変 更 できます。

デデュプリケーション デバイスについては、［デバイス名 ］、［説

明 ］、［データ ファイルの場 所 ］または［インデックス ファイルの場

所 ］を変 更 できます。

注 ：［グループ名 ］および［テープ名 ］の値 をこの画 面 で変 更 する

ことはできません。［グループ名 ］は［デバイス グループ環 境 設 定 ］
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を使 用 して変 更 します。

7 . 新 しいセキュリティ設 定 を指 定 します。［データ ファイルの場 所 ］ま

たは［インデックス ファイルの場 所 ］のリモート の場 所 を変 更 した場

合 は、［セキュリティ］をクリックし、必 要 な ［ユーザ名 ］、［ド メイ

ン］、［パスワード ］を入 力 します。確 認 のために、同 じパスワード

を再 度 入 力 します。

8 . ［次 へ］をクリックします。

9 . デバイスの変 更 が完 了 したら、［終 了 ］をクリックしてデバイス環 境

設 定 を終 了 します。
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デバイス グループの環 境 設 定

デバイス マネージャでは、ウィンド ウの右 部 分 に、スタンド アロンの

テープ ド ライブに関 する情 報 が表 示 されます。

マシンに複 数 のスト レージ デバイスを接 続 している場 合 は、

A rcse rve Ba cku p でデバイスをグループ化 できます。これにより、あ

るグループに対 してバックアップを実 行 しつつ、別 のグループに対 し

てリスト アを実 行 することができます。これを、マルチ スト リーミング

と呼 びます。

1 つのグループに複 数 のデバイスが含 まれていて、ジョブが複 数 の

メディアにスパンする ( またがる ) 場 合 は、デバイス管 理 マネージャ

によってメディアを自 動 的 にスパンできます。そして、大 規 模 な バッ

クアップ ジ ョブを A rcse rve Ba cku p にサブミット し、ジョブが完 了 する

まで自 動 的 に複 数 のメディアにスパンさせることができます。

たとえば、G ROUP1( スト レージ デバイスが1台 ) とG ROUP2( スト

レージ デバイスが2台 ) という2つのメディア グループがあると仮 定 し

ます。この状 態 で、複 数 のメディアを必 要 とする大 きな バックアッ

プ ジ ョブを実 行 する場 合 には、G ROUP2の各 ド ライブにブランク メ

ディア ( フォーマット 済 み ) をセット しておくと、A rcse rve Ba cku p で自

動 的 にメディア スパンが実 行 されます。メディア スパンを実 行 しな

い場 合 は、手 動 でメディアを変 更 する必 要 があります。

注 ：デデュプリケーションの場 合 、デバイス グループには、デデュプ

リケーション デバイスを 1 つしか含 むことができません。
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デバイス グループの設 定 方 法

1 . デバイス管 理 マネージャで［グループ設 定 ］ボタンをクリックし、［デ

バイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスを表 示 します。

2 . デバイスを新 しいグループに割 り当 てるには、目 的 のデバイスを選

択 して［削 除 ］をクリックします。

3 . ［新 規 ］をクリックして新 しいグループを作 成 します。

4 . 新 しいグループの名 前 を入 力 し、［OK］ボタンをクリックします。新

しいグループが［グループ］リスト に表 示 されます。

5 . デバイスと新 しいグループの両 方 を選 択 し、［割 り当 て］をクリック

して新 しいグループにデバイスを割 り当 てます。

6 . ［OK］をクリックします。
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グループの環 境 設 定

デバイス グループ環 境 設 定 ウィザード の［グループの環 境 設 定 ］

オプションを使 用 すると、グループの作 成 /名 前 変 更 /削 除 、グ

ループに対 するデバイスの割 り当 て /削 除 が可 能 です。

ディスク ベース デバイスが作 成 されると、それらは自 動 的 にグルー

プに追 加 されます。しかし、ハード ウェアのメンテナンスや入 れ替 え

な どのためにデバイスの再 割 り当 てが必 要 な 場 合 は、新 しい ( 空
の ) グループを追 加 して、後 からそのグループにデバイスを割 り当

てるか、または既 存 グループ同 士 でデバイスを交 換 することができ

ます。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

新 しい ( 空 の ) ディスク ベース デバイス グループの追 加

ディスク ベース デバイスのグループへの割 り当 て

ディスク ベース デバイスのグループからの削 除

ディスク ベース デバイス グループの削 除

ディスク ベース デバイス グループの名 前 変 更
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新 しい ( 空 の ) ディスク ベース デバイス グ

ループの追 加

新 しい通 常 グループを作 成 し、それにディスク ベース デバイスを

割 り当 て、通 常 グループをデデュプリケーション デバイス グループ

またはファイル システム デバイス グループにすることができます。

既 存 のデバイスが使 用 中 であったり破 損 しているにも 関 わらず、

そのグループが複 数 のバックアップ ジ ョブで指 定 されているような

場 合 、そのデバイスを特 定 のグループから削 除 して、代 わりに新

しいデバイスを割 り当 てることができます。

注 ：複 数 のファイル システム デバイスを 1 つのグループに割 り当

てることはできますが、デデュプリケーション デバイスは 1 つのグ

ループに対 して 1 つしか割 り当 てることができません。

新 しい空 のグループの追 加 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールからデバイス グループ環 境

設 定 を起 動 します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］が表 示 されます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

3 . ログイン ページで、認 証 情 報 を入 力 して、［次 へ］をクリックしま

す。

4 . ［オプション］ダイアログ ボックスで以 下 を実 行 します。

a . 設 定 するサーバを選 択 します。

b . ［グループの設 定 ］を選 択 します。

c. ［次 へ］をクリックします。

5 . ［デバイス グループ環 境 設 定 ］で、［新 規 ］をクリックします。

［新 しいグループ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

6 . ［新 規 グループ］ダイアログ ボックスで以 下 を実 行 します。

a . 新 規 グループの［名 前 ］を入 力 します。

b . ［OK］をクリックします。

新 しい通 常 グループが［空 のグループ］一 覧 に表 示 されますが、

まだデバイスは何 も 含 まれていません。利 用 可 能 な ディスク ベー

ス デバイスをこのグループに追 加 します。

第 7章 : デバイスとメディアの管 理 625



デバイス管 理 ツール

ディスク ベース デバイスのグループへの割 り

当 て

［デバイス グループ環 境 設 定 ］を使 用 して、デバイスをグループに

割 り当 てることができます。デデュプリケーション デバイスをグルー

プに割 り当 てる場 合 は、そのグループは空 である必 要 がありま

す。グループに割 り当 てることができるデデュプリケーション デバイ

スは 1 つだけです。

デバイス グループ環 境 設 定 がまだ実 行 されていな い場 合 は、

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールから起 動 します。

ディスク ベース デバイスのグループへの割 り当 て方 法

1 . ［デバイス グループ環 境 設 定 ］の左 ペインにある利 用 可 能 な グ

ループ一 覧 から、グループを選 択 します。

2 . 右 ペインの［利 用 可 能 な デバイス］一 覧 から、デバイスを選 択 しま

す。

注 ：選 択 できる利 用 可 能 な デバイスがな い場 合 は、別 のグルー

プからデバイスを削 除 するか、既 存 のデバイス グループを削 除 し

ます。削 除 したグループのデバイスが、［利 用 可 能 な デバイス］一

覧 に移 動 されます。

3 . ［割 り当 て］ボタンをクリックします。

デバイスが、選 択 したグループに追 加 されます。

4 . デバイスの割 り当 てが終 了 したら、［完 了 ］ボタンをクリックします。

5 . ［終 了 ］をクリックして、デバイス グループの設 定 を終 了 します。

既 存 のファイル システム デバイス グループをデデュプリケーション

グループに変 換 するには、FSD デバイスを削 除 してデデュプリケー

ション デバイスを追 加 します。同 じようにして、デデュプリケーション

グループを通 常 の FSD グループに変 換 することも 可 能 です。
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ディスク ベース デバイスのグループからの削

除

ファイル システム デバイスまたはデデュプリケーション デバイスをグ

ループから削 除 して、別 の場 所 に再 割 り当 てすることができます。

ディスク ベース デバイスのグループからの削 除 方 法

1 . ［デバイス グループ環 境 設 定 ］の左 ペインにある利 用 可 能 な グ

ループ一 覧 から、グループを選 択 します。

2 . グループ内 のデバイスを選 択 します。

3 . ［削 除 ］ボタンをクリックします。

デバイスがグループから削 除 され、［利 用 可 能 な デバイス］一 覧 に

移 動 されます。

4 . デバイスの削 除 が終 了 したら、［OK］をクリックします。

削 除 したデバイスをほかのデバイス グループに際 割 り当 てできま

す。
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ディスク ベース デバイス グループの削 除

ファイル システム デバイスまたはデデュプリケーション デバイスのグ

ループを削 除 することができます。削 除 されたグループに割 り当 て

られていたデバイスは、再 割 り当 て可 能 デバイスのリスト に移 動 さ

れます。

ディスク ベース デバイス グループの削 除 方 法

1 . デバイス グループ環 境 設 定 を起 動 します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］が表 示 されます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

3 . ログイン ページで、必 要 な フィールド に入 力 して、［次 へ］をクリック

します。

4 . ［オプション］ダイアログ ボックスで、設 定 するサーバを選 択 し、［グ

ループの設 定 ］を選 択 して、［次 へ］ボタンをクリックします。

5 . ［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの［グループ］一

覧 から、グループをクリックして選 択 します。

6 . ［削 除 ］をクリックします。

確 認 メッセージが表 示 されます。

7 . ［OK］ボタンをクリックして続 行 します。

選 択 したグループが削 除 されます。削 除 したグループに割 り当 て

られていたデバイスは、［利 用 可 能 な デバイス］一 覧 に移 動 され

ます。

8 . グループの削 除 が終 了 したら、［完 了 ］ボタンをクリックします。

9 . ［終 了 ］をクリックして、デバイス グループの設 定 を終 了 します。

10 . 情 報 メッセージをクリアするには、［はい］をクリックします。
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ディスク ベース デバイス グループの名 前 変

更

既 存 のファイル システム デバイス グループまたはデデュプリケー

ション デバイス グループの名 前 の変 更 は、［デバイス グループ環

境 設 定 ］から行 います。

ディスク ベース デバイス グループの名 前 変 更 方 法

1 . デバイス グループ環 境 設 定 を起 動 します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］が表 示 されます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

3 . ログイン ページで、必 要 な フィールド に入 力 して、［次 へ］をクリック

します。

4 . ［オプション］ダイアログ ボックスで、設 定 するサーバを選 択 し、［グ

ループの設 定 ］を選 択 して、［次 へ］ボタンをクリックします。

5 . ［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの［グループ］一

覧 から、グループをクリックして選 択 します。

6 . ［名 前 の変 更 ］ボタンをクリックします。

［グループ名 の変 更 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

7 . ［グループ名 の変 更 ］画 面 から、デバイス グループの新 しい名 前

を指 定 します。

8 . ［OK］をクリックします。

グループ名 は変 更 されますが、グループに割 り当 てられているデバ

イスは変 わりません。
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デバイス グループ プロパティの設 定

グループのプロパティを設 定 するには、［デバイス グループ プロパ

ティを設 定 する］オプションを使 用 します。ファイル システム デバイ

スに対 してはステージング プロパティを、デデュプリケーション デバ

イスに対 してはデデュプリケーション プロパティを設 定 できます。

ディスク ベース グループのプロパティ設 定 方 法

1 . デバイス グループ環 境 設 定 を起 動 し、［次 へ］をクリックします。

2 . プライマリ サーバおよび認 証 の種 類 を指 定 し、必 要 な セキュリティ

認 証 情 報 を入 力 してから［次 へ］をクリックします。

3 . ［デバイス グループ プロパティを設 定 する］オプションを選 択 し、

［次 へ］をクリックします。

4 . ファイル システム デバイス グループの場 合 は、［ステージング有 効

化 ］オプションをクリックしてステージング プロパティを設 定 します。

デデュプリケーション デバイス グループの場 合 は、デデュプリケー

ション デバイス プロパティを設 定 します。

5 . ［完 了 ］ボタンをクリックします。
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ディスク ベース デバイス グループのプロパ

ティ

表 示 される［グループ］のリスト から、設 定 するデバイス グループを

選 択 し、以 下 のフィールド に入 力 します。

選 択 したグループに応 じて、設 定 できる複 数 の種 類 のプロパティ

があります。

デデュプリケーション グループのプロパティ

以 下 のオプションは、デデュプリケーション デバイスとして設 定 され

たデバイスに適 用 されます。

最 大 しきい値 -- ジョブが失 敗 する前 にディスク上 で使 用 可 能

な 最 大 ディスク容 量 を指 定 します。最 大 しきい値 に達 すると、

A rcse rve Ba cku p でジョブが失 敗 します。

デフォルト 値 ：80%

最 大 しきい値 は、ディスク上 で使 用 される合 計 容 量 のパーセ

ント 、または使 用 される G B 数 または MB 数 で表 されます。

最 大 スト リーム数 -- デバイスに対 する同 時 スト リームの最 大

数 を指 定 します。

デフォルト 値 ：4

データ マイグレーションを一 時 停 止 する -- A rcse rve Ba cku p に

データ マイグレーション処 理 を停 止 するように指 示 が出 されま

す。このオプションは、ステージング処 理 で使 用 されるデデュプ

リケーション グループにのみ適 用 されます。

デフォルト 設 定 ：無 効

デデュプリケーション バックアップでの最 適 化 を許 可 する --
A rcse rve Ba cku p で、最 初 にファイル ヘッダのパラメータを調 べ

るよう指 定 します。自 然 境 界 を特 定 してハッシュ計 算 を実 行

する処 理 は、前 回 のバックアップからヘッダ詳 細 が変 更 された

ファイルでのみ実 行 されるため、バックアップ スループット が大

幅 に向 上 します。

デフォルト 値 ：有 効

注 ：スト リームベースのデータ ( M S SQL や Ora cle な ど ) は最 適

化 できません。最 適 化 を使 用 する場 合 は、［グローバル オプ

ション］の［操 作 ］タブで、［デデュプリケーション デバイスへの
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バックアップ時 にアーカイブ ビット をリセット する］オプションが有

効 にな っていることを確 認 してください。バックアップ ジ ョブの実

行 後 にアーカイブ ビット をリセット しな かった場 合 は、実 際 には

変 更 が行 われていな くても 、最 適 化 処 理 ではすべてのファイル

が変 更 されるも のと認 識 されてしまいます。マシンで実 行 中 の

アプリケーションが、バックアップ中 にファイル アーカイブ ビット や

変 更 時 刻 な どのファイル属 性 をリセット するというまれな 状 況

では、最 適 化 を無 効 にすることをお勧 めします。

グローバル デデュプリケーションを有 効 にする -- 異 な るマシンの

C :\ ド ライブでデデュプリケーションを実 行 できるようにします。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、Ora cle RM AN セッシ ョンに対 してグ

ローバル デデュプリケーション操 作 を実 行 することができます。

遅 延 ディスク再 利 用 -- デデュプリケーション プロセスによって作

成 されたディスク容 量 を再 利 用 できるようにします。遅 延 ディ

スクの再 利 用 により、ディスク断 片 化 のリスクが軽 減 されます。

即 時 ディスク再 利 用 -- デデュプリケーションプロセスによって作

成 されたディスク容 量 をすぐに再 利 用 できるようにします。即

時 ディスク再 利 用 によってディスク再 利 用 のパフォーマンスは向

上 しますが、デバイスにディスク断 片 化 が生 じる可 能 性 があり

ます。このオプションは、ディスク再 利 用 のパフォーマンスを向

上 させるためにデフォルト で有 効 にな っています。

ステージング デバイス グループ オプション

以 下 のオプションは、［ステージング有 効 化 ］オプションが選 択 され

ている場 合 に使 用 可 能 です。

最 大 しきい値 -- ジョブが失 敗 する前 にディスク上 で使 用 可 能

な 最 大 ディスク容 量 を指 定 します。最 大 しきい値 に達 すると、

A rcse rve Ba cku p でジョブが失 敗 します。

デフォルト 値 ：80%

最 大 しきい値 は、ディスク上 で使 用 される合 計 容 量 のパーセ

ント 、または使 用 される G B 数 または MB 数 で表 されます。

使 用 ディスク容 量 が最 大 しきい値 を超 えたらデータをパージす

る -- バックアップに使 用 するディスク容 量 が最 大 しきい値 を超

えた場 合 に、A rcse rve Ba cku p は古 いセッシ ョンを削 除 します。

パージしきい値 -- ［使 用 ディスク容 量 が最 大 しきい値 を超 えた

らデータをパージする］オプションが有 効 にな っている場 合 に使

用 可 能 です。
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最 大 スト リーム数 -- デバイスに対 する同 時 スト リームの最 大

数 を指 定 します。

デフォルト 値 ：2

このグループの Sn a p Lo ck を有 効 にする -- Sn ap Lo ck テクノロジ

をサポート するデバイス上 でのみ使 用 でき、指 定 した保 存 期

間 が経 過 するまで、データのパージや上 書 きを防 ぎます。

データ マイグレーションを一 時 停 止 する -- A rcse rve Ba cku p に

データ マイグレーション処 理 を停 止 するように指 示 が出 されま

す。このオプションは、ステージング処 理 で使 用 されるデデュプ

リケーション グループにのみ適 用 されます。

デフォルト 値 ：無 効

クラウド グループのプロパティ

以 下 のオプションは、クラウド ベース デバイスに適 用 されます。

最 大 スト リーム数 -- クラウド デバイスに対 する同 時 スト リーム

の最 大 数 を指 定 します。

デフォルト 値 ：4

詳 細 情 報 ：

グローバル デデュプリケーションを使 用 したデータのバックアップ
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デデュプリケーション デバイス管 理

データ デデュプリケーション デバイスの作 成 、既 存 のデデュプリ

ケーション デバイスの削 除 、既 存 デバイスのプロパティの変 更 を行

うには、［デバイス環 境 設 定 ］を使 用 します。リモート サーバ上 に

データ デデュプリケーション デバイスを作 成 するには、適 切 な セ

キュリティ アクセス権 限 が必 要 です。

注 ：デバイス マネージャからの［ディスクベース デバイスの作 成 ］オ

プションを使 用 して、デデュプリケーション デバイスを作 成 すること

も できます。

詳 細 情 報 ：

ディスク ベース デバイスの削 除

ディスク ベース デバイスの変 更

A rcse rve Rep lica t io n によるデデュプリケーション デバイスの保 護

ディスク ベース デバイス グループのプロパティ

データ デデュプリケーション デバイスの作 成
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A rc se rve R e p lic a tio n によるデデュプリケー

ション デバイスの保 護

デデュプリケーション デバイスがローカルにインスト ールされている

場 合 、デデュプリケーション データ ファイルは A rcse rve Ba cku p ジョ

ブから除 外 されます。デデュプリケーション デバイス自 体 を保 護 す

るには、A rcse rve Rep lica t io n を使 用 します。

A rcse rve Rep lica t io n を使 用 すると、デデュプリケーション デバイス

用 のインデックスとデータ ファイルのパスをレプリケート するシナリオ

を作 成 できます。詳 細 については、「デデュプリケーション デバイス

用 の A rcse rve Rep lica t io n シナリオの作 成 」を参 照 してください。
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デバイス マネージ ャ

デバイス管 理 マネージャは、システムに接 続 されているスト レージ

デバイス、それらのデバイスにセット されているメディア、および各 デ

バイスの状 態 に関 する情 報 を提 供 します。スト レージ デバイス、

またはスト レージ デバイスに実 装 されているアダプタ カード を選 択

すると、アダプタ カード またはスト レージ デバイスに関 するサマリ情

報 ( メーカー名 、モデル名 、ボード 構 成 な ど ) が表 示 されます。

マシンに複 数 のスト レージ デバイスが接 続 されている場 合 、

A rcse rve Ba cku pではそれらをグループ化 できます。デバイスのグ

ループ化 機 能 は、A rcse rve Ba cku pの柔 軟 性 と効 率 性 に不 可 欠

です。

デフォルト では、A rcse rve Ba cku pがインスト ールされると、各 スト

レージ デバイスは独 自 のグループに割 り当 てられます。同 一 のス

ト レージ デバイス ( 同 一 製 造 元 、同 一 モデル ) が検 出 されると、

それらのデバイスは自 動 的 に同 じグループ内 にまとめられます。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］を使 用 すると、以 下 の操 作 を行 う

ことができます。

新 しいデバイス グループの作 成

デバイス グループへのデバイスの割 り当 て ( RA IDグループを含

む )

デバイス グループからのスト レージ デバイスの削 除

デバイス グループの名 前 の変 更 または削 除

RA IDセット を 1つのユニット として使 用
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メ ンテナンス作 業

デバイス管 理 マネージャを使 用 すると、メディア上 で以 下 のメンテ

ナンス作 業 を実 行 できます。

メディアのフォーマット

データの消 去

テープのリテンシ ョン

データの圧 縮

メディアのイジェクト

ド ライブのオンライン /オフライン設 定

メディアのリビルド - RA ID Op t io n のみ

デバイスのスキャン

重 要 ： これらのオプションを使 用 する前 ( 特 に、フォーマット または

消 去 オプションを使 用 する前 ) に、正 しいメディアが選 択 されてい

ることを確 認 してください。
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メディアをフォーマット

A rcse rve Ba cku p ではバックアップ ジ ョブでブランク メディアを自 動

的 にフォーマット しますが、このオプションを使 用 してメディアを手

動 でフォーマット することができます。メディアをフォーマット すると、

メディアの先 頭 に新 しいラベルが書 き込 まれ、メディアに保 存 され

ている既 存 のデータを簡 単 に消 去 できます。

注 ：このオプションは慎 重 に使 用 してください。メディアをフォーマッ

ト した後 は、A rcse rve Ba cku p で、そのメディアのデータや関 連 する

ジョブ セッシ ョンをリスト アすることはできな くな ります。

大 半 のハード ド ライブおよび一 部 のミニ カート リッジ デバイス ド ラ

イブで必 要 とされるロー レベルのフォーマット は、A rcse rve Ba cku p
がサポート しているド ライブでは必 要 ありません。

メディアをフォーマット する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウの［フォーマット ］ツールバー ボタン

をクリックします。

［フォーマット ］ダイアログ ボックスが開 きます。このダイアログ ボック

スには、ライブラリ スロット 内 のメディアに関 する詳 細 情 報 が表 示

されます。たとえば、未 フォーマット のメディアは <ブランク メディア >
として表 示 されます。また、クリーニング メディア用 に予 約 されてい

るスロット は表 示 されません。

重 要 ：ステージング グループの一 部 であるファイル システム デバイ

ス ( FSD ) は、ツールバーの［フォーマット ］ボタンを使 用 してフォー

マット することができません。データを最 終 的 な デスティネーション

メディアにマイグレート する前 に誤 って FSD をフォーマット してしまわ

な いように、A rcse rve Ba cku p は［デバイス マネージャ］ウィンド ウの

［フォーマット ］ツールバー ボタンを無 効 化 しています。FSD をフォー

マット する場 合 は、コマンド ラインを使 用 するか ( ca _d evm gr) 選
択 された FSD のステージング オプションを無 効 にします。

2 . フォーマット するメディアを格 納 しているスロット を選 択 します。

フォーマット するメディアの新 しいメディア名 と有 効 期 限 を指 定 し

ます。

注 ：新 しいメディア名 をスロット に割 り当 てると、選 択 したスロット

の横 にあるアイコンが緑 色 にな ります。書 き込 み禁 止 のメディアが

あるスロット は赤 で表 示 されます。これらのメディアはフォーマット

できません。新 しいメディア名 を指 定 してから、メディアをフォーマッ

ト する必 要 があります。
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必 要 に応 じて、この手 順 を繰 り返 して追 加 のメディアを指 定 しま

す。

3 . メディア プールにあるメディアを使 用 する場 合 は、アイコンが緑 色

のスロット を選 択 して、［ローテーションを使 用 ］オプションをオンに

します。次 に、［メディア プール］ド ロップダウン リスト から、新 し く

フォーマット されたメディアを使 用 するメディア プールを選 択 しま

す。［シリアル番 号 ］フィールド で、デフォルト のシリアル番 号 を受 け

入 れるか、ユーザ定 義 のシリアル番 号 を指 定 することができま

す。( メディア プール名 が定 義 されておらず、メディアにバーコード

のシリアル番 号 が割 り当 てられている場 合 、A rcse rve Ba cku p はそ

のシリアル番 号 をフォーマット 処 理 中 に上 書 きしません ) 。

注 ：メディア プール内 のフォーマット されたすべてのメディアを使 用

し、すべてのメディアを同 じ メディア プールに割 り当 てる場 合 は、

［すべてに適 用 ］ボタンをクリックします。

4 . フォーマット するメディアの名 前 と有 効 期 限 を指 定 します。新 しい

メディア名 を指 定 してから、メディアをフォーマット する必 要 があり

ます。詳 細 については、「有 効 期 限 の選 択 方 法 」を参 照 してくだ

さい。

5 . ［OK］をクリックします。

［フォーマット ］ダイアログ ボックスが閉 じ、以 下 のメッセージが表 示

されます。

「フォーマット すると、メ ディアからすべてのデータが消 去 されます。メ ディア

をフォーマット しますか?」

6 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

フォーマット 処 理 を開 始 するには、［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p によりメディアがフォーマット されます。

フォーマット 処 理 をキャンセルするには、［キャンセル］をクリッ

クします。

A rcse rve Ba cku p はメディアをフォーマット しません。
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メディアの消 去

このオプションを使 用 して、単 一 または複 数 のメディアからすべて

のデータを消 去 できます。A rcse rve Ba cku pさらに、は、このメディ

アの内 容 を参 照 するデータも すべてデータベースから消 去 しま

す。このメディアを再 フォーマット する場 合 は、物 理 的 な 履 歴 ( 読
み取 りパスと書 き込 みパス ) が保 持 されます。

メディアを消 去 する前 に、正 しいメディアが選 択 されていることを

確 認 する必 要 があります。いったん消 去 したデータは復 元 できま

せん。メディアを消 去 する場 合 に選 択 できるオプションは、以 下 の

とおりです。

クイック消 去 -- クイック消 去 を使 えば、メディアを簡 単 に消 去

できます。メディアのヘッダ情 報 のみを消 去 するので、場 合 に

よっては数 時 間 を要 するロング消 去 と比 較 して、非 常 に短 時

間 で終 了 します。●クイック消 去 では、厳 密 に言 えばメディア

上 にデータが残 されていますが、A rcse rve Ba cku pメディアのヘッ

ダ情 報 が消 去 されるので、データを読 み取 ることができな くな り

ます。メディアを再 利 用 する必 要 があるも のの、ロング消 去 を

実 行 する時 間 がな いという場 合 には、クイック消 去 が役 立 ちま

す。●

クイック消 去 プラス -- このオプションでは、クイック消 去 と同 じ処

理 が行 われ、バーコード とシリアル番 号 も 消 去 されます。バー

コード ラベルとシリアル番 号 の詳 細 については、この章 の「マガ

ジンのマウント とマウント 解 除 」を参 照 してください。

注 ：消 去 対 象 のメディアにシリアル番 号 またはバーコード が設

定 されていな い場 合 は、このオプションはクイック消 去 オプショ

ンと同 様 に動 作 します。

クイック消 去 プラスで消 去 したメディアは、A rcse rve Ba cku pでト

ラッキングできな くな り、有 効 期 限 な どの情 報 も 保 持 されませ

ん。

ロング消 去 -- ロング消 去 は、すべてのデータをメディアから完

全 に削 除 します。クイック消 去 より時 間 がかかりますが、メディ

アはブランクにな ります。セキュリティ上 の理 由 から、メディアの

データを完 全 に消 去 する必 要 がある場 合 は、ロング消 去 を使

用 します。

注 ：ロング消 去 では、クイック消 去 よりも 長 い時 間 がかかりま

す。この差 は、容 量 の大 きな ライブラリを消 去 すると、顕 著 に
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な ります。容 量 の大 きな ライブラリでこのオプションを使 用 する

場 合 には、注 意 を払 う必 要 があります。

クイック消 去 して W O R M メディアに変 換 -- このオプションは、す

べてのデータをメディアから迅 速 に消 去 します。さらに、

A rcse rve Ba cku p により、メディアが W ORM ( W rite On ce - R ead
M an y) メディアに変 換 されます。

このオプションを使 用 するには、A rcse rve Ba cku p により、ライブラリ

またはスタンド アロン ド ライブ内 に DLTW ORM 対 応 メディアが検 出

される必 要 があります。

メディアを消 去 する方 法

1 . ［消 去 ］ツールバー ボタンをクリックします。

［消 去 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：クリーニング メディア用 に予 約 されているスロット は、［消 去 ］

ダイアログ ボックスに表 示 されません。

2 . 消 去 するメディアを選 択 します。メディアを選 択 すると、メディアの

横 にあるアイコンは緑 色 にな ります。

Sh ift キーを押 して、連 続 した複 数 のメディアを選 択 することがで

きます。C trlキーを押 しな がらクリックすると、隣 接 していな い複 数

のメディアを選 択 できます。アイコンをクリックしてド ラッグすること

で、隣 接 した複 数 のメディアを選 択 することも できます。

3 . 消 去 方 式 を選 択 し、［OK］ボタンをクリックし、確 認 メッセージの
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［OK］ボタンをクリックして処 理 を実 行 します。

A rcse rve Ba cku p はメディアを消 去 します。
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テープのリテンシ ョン

［リテンシ ョン］オプションは、テープの正 しいテンション ( 張 力 ) を維

持 し、エラー、詰 まり、または切 断 を避 けるのに役 立 ちます。メ

ディアへの書 き込 みまたはメディアからの読 み取 りに問 題 がある場

合 は、この機 能 を使 用 することをお勧 めします。

注 ：リテンシ ョン機 能 を使 用 できるのは、Q IC ( クォータ インチ カー

ト リッジ ) テープだけです。

テープのリテンシ ョン方 法

1 . スト レージ デバイスにテープをセット します。

2 . テープを選 択 します。

3 . デバイス マネージャの左 側 のペインで、選 択 したテープが入 ってい

るスト レージ デバイスの下 にあるツリーを展 開 します。

4 . 次 に、テープを選 択 します。

5 . ツールバーで［リテンシ ョン］をクリックします。

6 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p はテープのリテンシ ョンを行 います。
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メディアの圧 縮

A rcse rve Ba cku p では、メディアに保 存 されたバックアップ データを

圧 縮 できます。［圧 縮 ］オプションは、スト レージ デバイスでテープ

の圧 縮 がサポート されている場 合 にのみ使 用 できます。サポート

されていな い場 合 、ツールバーの［圧 縮 ］ボタンは無 効 です。

注 ：圧 縮 がサポート されていな い別 のド ライブのメディアを使 用 す

る場 合 のみ、［圧 縮 ］オプションをオフにしてください。この場 合 、

圧 縮 がサポート されていな いド ライブでは、メディア上 の圧 縮 デー

タを読 み込 むことができません。

圧 縮 のオン /オフを切 り替 える方 法

1 . デバイス マネージャを開 いて、設 定 するライブラリを参 照 します。

2 . デバイス管 理 ツリーでデバイス ド ライブを選 択 します。

デバイス ド ライブで圧 縮 がサポート されていれば、A rcse rve
Ba cku p の［圧 縮 ］ツールバー ボタンが有 効 にな ります。デバイスで

圧 縮 がサポート されているかどうかを確 認 するには、デバイスを選

択 した状 態 で［詳 細 ］タブを選 択 します。

3 . ツールバーの［圧 縮 ］をクリックします。

4 . ［OK］ボタンをクリックし ､［圧 縮 モード ］が［オン］にな っている場 合

は［オフ］に、［オフ］にな っている場 合 は［オン］に切 り替 えます ｡
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メディアのイジ ェクト (M )

このオプションを使 用 すると、メディアをライブラリ内 のスト レージ ド

ライブからイジェクト し、ホーム スロット に戻 すことができます ( メディ

アのホーム スロット とは、インベント リで関 連 付 けられたスロット の

ことです ) 。

ライブラリのすべてのド ライブまたは単 一 のド ライブからメディアをイ

ジェクト する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 きます。

2 . ［デバイス マネージャ］のデバイス ディレクト リ ツリーから、以 下 の

いずれかの操 作 を実 行 します。

ライブラリのすべてのド ライブからメディアをイジェクト するに

は、ライブラリを選 択 します。

単 一 のド ライブからメディアをイジェクト するには、ド ライブを

選 択 します。

3 . メディアをイジェクト するには、以 下 のいずれかの操 作 を実 行 しま

す。

マウスの右 ボタンでライブラリまたはド ライブをクリックし、ポップ

アップ メニューから［イジェクト ］を選 択 します。

［イジェクト ］ツールバー ボタンをクリックします。

4 . 確 認 のために［OK］ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p はメディアをイジェクト します。
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ド ライブのオンライン /オフライン設 定

デバイス管 理 マネージャでライブラリ ド ライブを右 クリックして、その

ド ライブの現 在 の状 態 に応 じて［オフライン］または［オンライン］を

選 択 することで、そのド ライブをオフラインまたはオンライン状 態 に

することができます。

この機 能 を活 用 して、ライブラリ内 の障 害 発 生 ド ライブをオフライ

ンに設 定 すれば、障 害 発 生 ド ライブが修 復 されてオンライン状 態

にな るまで、A rcse rve Ba cku p で使 用 されな いようにすることができ

ます。

注 ：オンラインまたはオフラインとして設 定 するド ライブ内 にメディア

が入 っている場 合 は、ド ライブをオフラインに設 定 する前 にメディア

を取 り出 してください。A rcse rve Ba cku pは、オフラインのド ライブに

あるメディアにはアクセスできません。

ド ライブをオンラインまたはオフラインにする方 法

1 . デバイス マネージャを開 き、オンラインまたはオフラインの状 態 にす

るド ライブを含 むライブラリに接 続 しているサーバを参 照 します。

2 . ライブラリを展 開 し、ド ライブを右 クリックして、コンテキスト メニュー

から［オンライン］または［オフライン］を選 択 します。

ド ライブの状 態 がオフラインまたはオンラインに変 わります。

注 ：オフライン状 態 のド ライブは無 効 モード で表 示 されます。
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メディアのリビルド

A rcse rve Ba cku p では、RA ID 5 環 境 で、バックアップ データを含 ん

だ、見 つからな いか使 用 できな いテープを 1 本 リビルド することが

できます。RA ID 5 のアーキテクチャ ( パリティ付 きスト ライピング ) の
ため、見 つからな いテープや欠 陥 のあるテープが複 数 の場 合 に

は、リビルド することはできません。

R A ID テープ ド ライブのリビルド 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p デバイス マネージャの［イジェクト ］オプションを使

用 し、テープが一 部 挿 入 されていな い RA ID セット のテープをイ

ジェクト します ( RA ID を選 択 しな がら［イジェクト ］を選 択 すると、

RA ID に挿 入 されているすべてのテープがイジェクト されます ) 。

2 . テープが挿 入 されていな いド ライブにテープを挿 入 します。

3 . デバイス マネージャで［消 去 ］を選 択 します。

A rcse rve Ba cku pによってテープが消 去 されます。

4 . 不 完 全 な RA ID セット を他 のテープ ド ライブに挿 入 し、［リビルド ］

ツールバー ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p はメディアをリビルド します。

R A ID テープ ライブラリのリビルド 方 法

1 . ライブラリにブランク テープがな い場 合 は、テープを用 意 するか、ラ

イブラリの不 要 な テープを消 去 します。

2 . リビルド する RA ID セット を選 択 して、［リビルド ］ツールバー ボタン

をクリックします。

A rcse rve Ba cku p はメディアをリビルド します。
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デバイスのスキャン

［デバイスのスキャン］オプションを使 用 して、A rcse rve Ba cku p サー

バに直 接 接 続 されている U SB スト レージ デバイスを表 示 します。

注 ：このオプションは U SB スト レージ デバイスにのみ適 用 されま

す。

［デバイスのスキャン］オプションを使 用 して U SB スト レージ デバイ

スをスキャンする方 法

1 . デバイス マネージャを表 示 します。

2 . U SB スト レージ デバイスを A rcse rve Ba cku p サーバに接 続 します。

3 . デバイスのディレクト リ ツリーで、U SB コント ローラ アイコンを選 択

し、［デバイスのスキャン］ツールバー ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p は、デバイス マネージャのデバイス ディレクト リ ツ

リーでデバイスを検 出 して列 挙 します。

重 要 ：U SB スト レージ デバイスのド ライバがプラグ アンド プレイ

( Pn P) 互 換 でな い場 合 、ではスト レージ デバイスの検 出 および

表 示 ができな いことがあります。A rcse rve Ba cku pこれを解 決 する

には、テープ エンジンを停 止 および再 起 動 して、U SB スト レージ

デバイスを設 定 する必 要 があります。

テープ エンジンを停 止 および開 始 して U SB スト レージ デバイスを

スキャンする方 法

1 . 以 下 を実 行 してテープ エンジンを停 止 します。

a . ［クイック スタート ］メニューから、［サーバ管 理 ］を選 択 しま

す。

サーバ管 理 マネージャ ウィンド ウが表 示 されます。

b . サーバ ツリーで、プライマリ サーバを特 定 して選 択 します。

ウィンド ウの右 側 に、A rcse rve Ba cku p サービスが表 示 されま

す。

c. A rcse rve Tap e En gin e を右 クリックし、コンテキスト メニューか

ら［停 止 ］を選 択 します。
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テープ エンジンが停 止 します。

注 ：サーバ管 理 マネージャは閉 じな いでください。

2 . U SB スト レージ デバイスを A rcse rve サーバに直 接 接 続 します。

3 . 以 下 を実 行 してテープ エンジンを再 起 動 します。

a . サーバ ツリーで、プライマリ サーバを特 定 して選 択 します。

ウィンド ウの右 側 に、A rcse rve Ba cku p サービスが表 示 されま

す。

b . A rcse rve Tap e En gin e を右 クリックし、コンテキスト メニューか

ら［開 始 ］をクリックします。

テープ エンジンが開 始 します。

テープ エンジンが開 始 したら、A rcse rve Ba cku p はデバイス マネー

ジャのデバイス ディレクト リ ツリーでデバイスを検 出 および列 挙 し

ます。

l 詳 細 情 報 ：

l U SB スト レージ デバイスの環 境 設 定
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デバイス管 理 ジ ョブのスケジ ュール

［デバイス管 理 ］ウィンド ウで、スケジュール済 みのフォーマット ジ ョ

ブや消 去 ジョブをサブミット できます。［フォーマット ］または［消 去 ］

ダイアログ ボックスで［今 すぐ実 行 ］を選 択 すると、デバイス コマン

ド がサブミット され、ただちに実 行 されます。また、［スケジュール］

を選 択 すると、デバイス コマンド ジ ョブがA rcse rve Ba cku pジョブ

キューにサブミット され、指 定 した日 時 に実 行 されます。デバイス

コマンド を実 行 する日 付 と時 刻 を指 定 します。

［今 すぐ実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タブ

を使 用 してジョブを管 理 する方 法 」を参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

［ジョブ キュー］タブを使 用 したジョブの管 理 方 法
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デバイス管 理 機 能 ( ライブラリ用 )

［デバイス管 理 マネージャ］を使 用 すると、ライブラリ デバイス上 で

以 下 のメンテナンス作 業 を実 行 できます。

スロット のインベント リ/オフライン

マガジンのマウント /マウント 解 除

メディアのインポート /エクスポート

メディアのクリーニング

リムーバブル ド ライブのオフライン /オンライン設 定

ライブラリ デバイス グループの設 定
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A rc se rve B a c ku p によるメディアのバーコード

またはシリアル番 号 の設 定 方 法

メディアにバーコード ラベルを付 けると、ライブラリで各 メディアを迅

速 に識 別 できるようにな ります。バーコード 認 識 はライブラリに固

有 の機 能 です。各 メディアのカート リッジには、製 造 元 によって

バーコード ラベルが付 けられています。バーコード ラベルは、文 字

と数 字 による、事 前 定 義 されたシリアル番 号 をバーコード 化 した

も のであり、バーコード リーダを備 えているライブラリでのみ使 用 で

きます。

メディア プールを選 択 した際 に、メディアにバーコード ラベルのシリ

アル番 号 が割 り当 てられていた場 合 は、そのシリアル番 号 が保 持

され、メディア プール範 囲 は無 視 されます。

注 ：メディア上 にシリアル番 号 またはバーコード が存 在 しな い場

合 、A rcse rve Ba cku p はデバイス マネージャのメディアの説 明 に

「該 当 な し 」と表 示 します。
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有 効 期 限 の選 択 方 法

有 効 期 限 を確 認 することによって、メディアの使 用 時 間 を判 断 す

ることができます。通 常 、メディアの寿 命 はパスの回 数 によって決

まります。「パス」とは、スト レージ ド ライブのヘッド がメディアの特

定 の位 置 を「パス ( 通 過 ) 」することを指 します。たとえば、検 証 な

しのバックアップではパスが 1 回 であり、検 証 を行 う場 合 はパスが

2 回 です。

一 般 的 な テープの製 造 元 では、テープの有 効 寿 命 を 500 ～

1500 パスとしています。このパス数 を超 えたからといって、ただちに

テープが使 用 不 可 にな るわけではありませんが、エラーの発 生 率

が高 くな る可 能 性 があります。

有 効 期 限 は、テープの使 用 方 法 や使 用 計 画 に基 づいて決 定 す

る必 要 があります。テープを頻 繁 に使 用 する場 合 ( たとえば、週

に 2、3 回 ) は、フォーマット の日 付 から 1 年 以 下 を有 効 期 限 に

設 定 してください。逆 にテープの使 用 頻 度 が低 い場 合 ( 月 に 1、2
回 程 度 な ど ) 、有 効 期 限 はフォーマット 日 の 2 ～ 3 年 後 に設 定

することをお勧 めします。

メディアが有 効 期 限 に達 すると、A rcse rve Ba cku p は、期 限 の切

れたメディアに上 書 きができな い旨 を通 知 します。この状 況 を改

善 するには、以 下 を行 って期 限 の切 れたメディアにバックアップ

データを追 加 するように指 定 できます。

1 . バックアップ マネージャを開 き、ツールバーの［オプション］ボタンをク

リックします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［バックアップ メディア］タブを選 択 します。

［最 初 のバックアップ メディア］セクシ ョンでは、［追 加 ］、［OK］の順

にクリックし、ジョブを再 サブミット します。
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バックアップ マネージ ャおよびデバイス マネー

ジ ャでの期 限 切 れメディアの表 示

A rcse rve Ba cku p では期 限 切 れメディアを検 出 できます。

期 限 切 れメディアは、バックアップ マネージャの［デスティネーショ

ン］タブに以 下 のように表 示 されます。

期 限 切 れメディアは、デバイス マネージャに以 下 のように表 示 さ

れます。
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新 しいメディアの有 効 期 限

以 下 のガイド ラインを使 用 して、A rcse rve Ba cku p はメディアを

フォーマット します。

新 しいブランク メディアをフォーマット すると、デフォルト の有 効

期 限 は、現 在 の日 付 から 3 年 後 に設 定 されます。

テープを再 フォーマット する場 合 は、最 初 にテープをフォーマッ

ト したときに指 定 した有 効 期 限 が表 示 されます。
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A rc se rve B a c ku p による有 効 期 限 が切 れた

メディアのログ方 法

A rcse rve Ba cku p では、有 効 期 限 が切 れたメディア、または一 定

の日 数 後 に有 効 期 限 が切 れるメディアに関 連 するアクティビティ

ログのメッセージのログを記 録 します。

バックアップ ジ ョブがバックアップ データに有 効 期 限 が切 れたメ

ディアを追 加 すると、警 告 メッセージが以 下 に示 すように表 示

されます。

このジョブは有 効 期 限 が切 れたメ ディアに追 加 されます。( メ ディア

= m e d ia _ n a m e ［S /N：se ria l_ n u m b e r］, ID = m e d ia _ id , シーケンス

= se q u e n ce _ n u m b e r)

バックアップ ジ ョブがメディアを上 書 きまたはバックアップ データ

に追 加 するように選 択 した場 合 は、メディアの有 効 期 限 の

A le rt 期 間 を確 認 して以 下 のメッセージを表 示 します。

このジョブは <日 数 > 後 に有 効 期 限 が切 れるメ ディアを使 用 していま

す ( メ ディア= m e d ia _ n a m e [S /N :se ria l_ n u m b e r], ID = m e d ia _ id , シー

ケンス= se q u e n ce _ n u m b e r) 。

ここで、<日 数 > は特 定 の日 数 ( 3、5 な ど ) を示 し、M ed ia _
n am e はメディアの名 前 ( テープ 1 な ど ) を示 し、M ed ia _ id はメ

ディア ID ( 3d 3c な ど ) を示 し、Seq u en ce_n um ber はシーケンス

番 号 を示 します。

注 ：この操 作 は最 初 のテープおよびスパン テープの両 方 に適

用 されます。

メディアの有 効 期 限 のアラート 期 間 はデフォルト で 30 日 です。

これを変 更 するには、DW ORD A le rtPe rio d Fo rTap eExp ira t io n
を以 下 のレジスト リ キーに追 加 してアラート 期 間 ( 日 数 ) を設

定 します。

\\H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \C o m p u te rA sso c ia te s \A rcse rve
B a cku p \B a se \T a sk \B a cku p \A le rtP e rio d F o rT a p e E xp ira tio n

注 ：この方 法 は、テープ メディアにのみ適 用 され、有 効 期 限

が切 れたメディアを上 書 きすることはできません。
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スロット のインベント リ

［スロット のインベント リ］オプションでは、ライブラリ スロット がチェッ

クされ、メディア ヘッダが読 み取 られます。そしてそのメディア ヘッダ

を、そのメディアが見 つかったスロット に関 連 付 けます。このスロット

を、メディアのホーム スロット と呼 びます。これによって、テープ エン

ジンがライブラリ内 のメディアに加 えられた変 更 ( メディアをマガジン

に追 加 したり、メディアをマガジンから取 り出 したり、メディアを別 の

スロット に移 動 するな ど ) を把 握 できるようにな ります。

スロット のインベント リ オプシ ョンを使 用 してメディアのインベント リ

処 理 を行 う場 合 は以 下 の点 に注 意 してください。

ライブラリ内 のスト レージ ド ライブにロード する各 メディアに、一

意 のシリアル バーコード が付 けられている必 要 があります。

メディアの追 加 や取 り出 しは、テープ エンジンが実 行 された状

態 で行 う必 要 があります。これにより、スロット のインベント リを

ただちに実 行 できます。

A rcse rve の以 前 のリリースで作 成 されたメディアの場 合 、このリ

リースは、以 前 の A rcse rve リリースのメディア プールでインベン

ト リされ、使 用 されていたメディアと同 じ名 前 で、新 しいメディア

プールを自 動 的 に作 成 します。

スロット のインベント リを行 う方 法

1 . スロット を右 クリックし、コンテキスト メニューから、［スロット のインベ

ント リ/オフライン化 ］を選 択 します。

［スロット のインベント リ/オフライン化 ］ダイアログボックスが表 示 さ

れます。
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2 . インベント リを実 行 するスロット を選 択 します。Sh iftキーを押 しな

がらクリックすると、隣 接 した複 数 のメディアを選 択 できます。C trl
キーを押 しな がらクリックすると、隣 接 していな い複 数 のメディアを

選 択 できます。選 択 したメディアの横 にあるアイコンは緑 色 にな り

ます。

注 ：アイコンをクリックしてド ラッグすることで、隣 接 した複 数 のメ

ディアを選 択 することも できます。

3 . インベント リの方 法 を選 択 します。

［クイック インベント リ］-- ライブラリがバーコード をサポート し、

バーコード オプションが有 効 な 場 合 、テープ エンジンはバー

コード 番 号 とメディアのシリアル番 号 を照 合 します。この方 法

は、バーコード リーダ オプションを選 択 している場 合 にのみ

使 用 できます。

［通 常 インベント リ］-- テープ エンジンはメディアからすべてのメ

ディア情 報 を読 み取 ります。

注 ：この方 法 は手 動 インベント リとも 呼 ばれます。

［オフライン］-- 選 択 したスロット のマウント を解 除 します。

4 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p はスロット のインベント リを行 います。
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マガジ ンのマウント とマウント 解 除

このオプションを使 用 して、マガジンをライブラリにマウント ( ロード )
したり、ライブラリからマウント 解 除 ( 取 り出 し ) したりします。マガジ

ンをマウント すると、そのマガジン内 のスロット のインベント リが開 始

されます。マガジンをマウント 解 除 すると、すべてのメディアがホー

ム スロット に戻 り、マガジンを取 り出 すことができるようにな りま

す。この処 理 に要 する時 間 は、マウント またはマウント 解 除 するマ

ガジン内 のメディア数 により異 な ります。また、マウント またはマウ

ント 解 除 に要 する時 間 は、ベンダーによっても 異 な ります。

このオプションでは、ライブラリ スロット がチェックされ、メディア ヘッ

ダが読 み取 られます。読 み取 られたメディア ヘッダは、検 出 された

スロット ( ホーム スロット ) に関 連 付 けられます。これによりテープ

エンジンは、ライブラリ内 のメディアに関 するすべての変 更 の記 録

( マガジンへの追 加 、マガジンからの削 除 、別 のスロット への移

動 ) を保 持 することができます。

バーコード を使 用 している場 合 は、ライブラリのスト レージ ド ライブ

にロード するそれぞれのメディアに、一 意 のシリアル バーコード 番

号 を付 ける必 要 があります。同 一 のシリアル番 号 を持 つメディア

を 2 つ購 入 した場 合 は、一 方 のメディアを別 のバックアップ セッ

シ ョンで使 用 する必 要 があります。

メディアの追 加 や取 り出 しは、テープ エンジン サーバが実 行 され

た状 態 で行 う必 要 があります。これにより、スロット のインベント リ

をただちに実 行 できます。

マガジンをマウント およびマウント 解 除 する方 法

1 . ［マウント ］ツールバー ボタンをクリックします。

［マガジンのマウント /マウント 解 除 ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

2 . ［マガジン］ド ロップダウン リスト から、マウント またはマウント 解 除

するマガジンを選 択 します。
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3 . 実 行 する操 作 に応 じて、以 下 のいずれかをクリックしてください。

マウント

マウント 解 除

A rcse rve Ba cku p はマガジンのマウント またはマウント 解 除 を行 い

ます。
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メディアのインポート /エクスポート

A rcse rve Ba cku p では、メディアまたは A rcse rve Ba cku p データベー

スからメディアをインポート し、メディア情 報 を取 得 できます。ま

た、ライブラリ スロット で複 数 のメディアのインポート またはエクス

ポート を行 うことも できます。

ライブラリにメール スロット がある場 合 、A rcse rve Ba cku p を使 用 し

てテープをライブラリに挿 入 したり、ライブラリから取 り出 すことがで

きます。可 能 な 操 作 は以 下 のとおりです。

1 つまたは複 数 のメディアをメール スロット からライブラリ スロッ

ト にインポート する

1 つまたは複 数 のメディアをライブラリ スロット からメール スロッ

ト にエクスポート する

メディアのインポート 時 には、以 下 のいずれかの方 法 を選 択 でき

ます。

［簡 易 モード ］-- A rcse rve Ba cku p でメディアがインポート され、

メディアのバーコード 情 報 を使 用 して、A rcse rve Ba cku p データ

ベースから対 応 する情 報 を取 得 します。

注 ：この方 法 は、バーコード リーダ オプションを選 択 している場

合 にのみ使 用 できます。

［通 常 モード ］-- メディアからすべてのメディア情 報 を読 み込 み

ます。

メディアをライブラリにインポート する方 法

1 . デバイス マネージャを開 いて、設 定 するライブラリを参 照 します。

デバイス管 理 ツリーでライブラリを選 択 します。

2 . ツールバーの［スロット のインポート /エクスポート ］リンクをクリックし

ます。

［インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが開 きます。
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3 . ［インポート ］を選 択 すると、ライブラリ内 の使 用 可 能 な 空 のスロッ

ト がすべて表 示 されます。

注 ：ライブラリがバーコード リーダを備 えている場 合 、［シリアル番

号 ］フィールド にテープのバーコード 番 号 が表 示 されます。［シリア

ル番 号 ］フィールド は、特 定 のメール スロット 内 にあるテープを識

別 する際 に使 用 できます。

ライブラリに割 り当 てるメディアが挿 入 されているメール スロット を

選 択 します。

メディアを割 り当 てる空 のスロット を選 択 し、［割 り当 て］ボタンをク

リックします。

A rcse rve Ba cku p はメディアをライブラリにインポート します。

注 ：クリーニング用 のスロット として割 り当 てているスロット にクリー

ニング テープをインポート するか、バーコード をクリーニング テープ

プレフィックスとして設 定 することをお勧 めします。これは、デバイス

マネージャの［ライブラリ プロパティ］ウィンド ウから実 行 できます。

別 のスロット にインポート すると、メディアを認 識 できな いというエ

ラーが発 生 する可 能 性 があります。

4 . インポート するメディアごとに、前 の手 順 を繰 り返 します。

5 . インポート 方 式 を選 択 して、［OK］をクリックします。

メディアがライブラリへインポート されます。

ライブラリからメディアへエクスポート する方 法
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1 . デバイス マネージャを開 いて、設 定 するライブラリを参 照 します。

2 . デバイス管 理 ツリーでライブラリを選 択 します。

3 . ツールバーの［スロット のインポート /エクスポート ］リンクをクリックし

ます。

［インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ［エクスポート ］オプションを選 択 して、ライブラリで使 用 されている

スロット をすべて表 示 します。

エクスポート するメディアを選 択 します。

エクスポート するメール スロット を選 択 して、［割 り当 て］をクリック

します。

A rcse rve Ba cku p はライブラリからメディアをエクスポート します。

5 . エクスポート するメディアごとに、前 の手 順 を繰 り返 します。

6 . ［OK］をクリックします。

ライブラリからメディアがエクスポート されます。
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メディアのクリーニング

このオプションは、ライブラリ内 のメディア ド ライブのテープ ヘッド を

クリーニングするときに使 用 します。

注 ：このオプションを使 用 するには、ライブラリ内 に少 な くとも 1 本

のクリーニング テープが設 定 されている必 要 があります。

メディア ( テープ ヘッド ) のクリーニング方 法

1 . ［クリーニング］ツールバー ボタンをクリックします。

［テープ ヘッド クリーニング］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：オフラインのド ライブは［デバイス名 ］および［詳 細 ］リスト に表

示 されません。

2 . ［クリーニング テープ スロット を選 択 してください］ド ロップダウン リス

ト から、使 用 するクリーニング スロット を選 択 します。

3 . ［テープ デバイス内 のテープ ヘッド をクリーニングします］リスト か

ら、ヘッド をクリーニングするド ライブを選 択 します。

4 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p はテープ ヘッド をクリーニングします。

詳 細 情 報 ：

ライブラリの設 定
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クリーニング スロット の設 定 方 法

このセクシ ョンでは、複 数 のクリーニング スロット の設 定 方 法 につい

て説 明 します。

ライブラリがサポート している場 合 には、A rcse rve Ba cku p を使 用 し

て、複 数 のクリーニング スロット を指 定 することができます。スロッ

ト は、以 下 に基 づいて指 定 できます。

スロット 番 号 -- このオプションでは、特 定 のスロット をクリーニン

グ スロット として指 定 することができます。1 つまたは複 数 のク

リーニング スロット を指 定 できます。連 続 した番 号 のも のであ

る必 要 はありません。

バーコード のプレフィックス -- このオプションでは、バーコード のプ

レフィックスに基 づいてスロット を指 定 することができます。

例 1：クリーニング テープのバーコード 番 号 が C LN 123 の場 合

には、バーコード プレフィックスとして「 C LN *」と指 定 します。

例 2：複 数 のクリーニング テープを使 用 しており、それらのバー

コード が A BC で始 まっている場 合 には、バーコード プレフィック

スとして、「 A BC*」と指 定 します。

詳 細 情 報 ：

スロット 番 号 に基 づくクリーニング スロット の追 加

スロット 番 号 に基 づくクリーニング スロット の削 除

バーコード プレフィックスに基 づくクリーニング スロット の設 定
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スロット 番 号 に基 づくクリーニング スロット の

追 加

A rcse rve Ba cku p では、スロット 番 号 に基 づいて、クリーニング ス

ロット を追 加 できます。

スロット 番 号 に基 づいてクリーニング スロット を追 加 する方 法

1 . デバイス マネージャを開 いて、設 定 するライブラリを参 照 します。

2 . ライブラリを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリ プロ

パティ］を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［クリーニング］タブを選 択 します。

クリーニング オプションが表 示 されます。

4 . ［スロット 別 クリーニング］オプションを選 択 します。

［利 用 可 能 な スロット ］リスト から、クリーニング スロット として指 定

するスロット を選 択 し、［追 加 ］ボタンをクリックします。

利 用 可 能 な スロット が［クリーニング対 象 スロット ］リスト に追 加 さ

れます。

5 . 他 のクリーニング スロット を追 加 するには、前 の手 順 を繰 り返 しま

す。

6 . ［OK］をクリックします。

これで、スロット 番 号 に基 づいてクリーニング スロット が追 加 されま

す。

詳 細 情 報 ：

クリーニング スロット の設 定 方 法
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スロット 番 号 に基 づくクリーニング スロット の

削 除

A rcse rve Ba cku p では、スロット 番 号 に基 づいて、クリーニング ス

ロット を削 除 できます。

スロット 番 号 に基 づいてクリーニング スロット を削 除 する方 法

1 . デバイス マネージャを開 いて、設 定 するライブラリを参 照 します。

2 . ライブラリを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリ プロ

パティ］を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［クリーニング］タブを選 択 します。

クリーニング オプションが表 示 されます。

4 . ［スロット 別 クリーニング］オプションを選 択 します。

5 . ［利 用 可 能 な スロット ］リスト から、削 除 するスロット を選 択 しま

す。

6 . ［削 除 ］ボタンをクリックして、スロット をクリーニング スロット から除

外 します。

選 択 したスロット が［クリーニング対 象 スロット ］リスト から削 除 され

ます。

7 . 他 のクリーニング スロット を設 定 するには、前 の手 順 を繰 り返 しま

す。

8 . ［OK］をクリックします。

クリーニング スロット はそれぞれのスロット 番 号 に基 づいて削 除 さ

れます。

詳 細 情 報 ：

クリーニング スロット の設 定 方 法
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バーコード プレフィックスに基 づくクリーニング

スロット の設 定

［クリーニング ( バーコード ) ］機 能 では、特 定 のバー コード 、または

プレフィックスとワイルド カード 文 字 を使 用 したバー コード の範 囲 に

基 づいてライブラリのクリーニング スロット を指 定 できます。

バーコード プレフィックスに基 づいてクリーニング スロット を設 定 す

る方 法

1 . デバイス マネージャを開 いて、設 定 するライブラリを参 照 します。

2 . ライブラリを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリ プロ

パティ］を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［クリーニング］タブを選 択 します。

クリーニング オプションが表 示 されます。

4 . ［クリーニング ( バーコード ) ］オプションを選 択 します。

［クリーニング対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に、バー

コード プレフィックスを指 定 します。

注 ：アスタリスクはワイルド カード 文 字 です。

5 . ［OK］をクリックします。

クリーニング スロット はそれぞれのバーコード プレフィックスに基 づい

て設 定 されます。

例 ：クリーニング対 象 バーコード のプレフィックス

クリーニング テープ上 のバーコード は C LN 123 です。［クリーニング

対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に C LN 123 と入 力 しま

す。

ライブラリには複 数 のクリーニング対 象 テープがあります。クリーニン

グ テープのバーコード のプレフィックスは A BC です。［クリーニング対

象 バーコード のプレフィックス］フィールド に A BC* と入 力 します。

668 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



デバイス マネージ ャ

ライブラリには複 数 のクリーニング対 象 テープがあります。クリーニン

グテープのバーコード のプレフィックスは A BC、C LN 1、および M X で

す。［クリーニング対 象 バーコード のプレフィックス］フィールド に

A BC* ; C LN 1* ; M X* と入 力 します。

詳 細 情 報 ：

クリーニング スロット の設 定 方 法
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リムーバブル ド ライブのオフライン /オンライン

設 定

A rcse rve Ba cku p は自 動 的 に U SB ( U n ive rsa l Se ria l B u s) または

SA TA ( Se ria l A d van ced Tech n o lo gy A tta chm en t) 経 由 で A rcse rve
Ba cku p プライマリ サーバまたはメンバ サーバに接 続 しているリムー

バブル ド ライブを検 出 します。リムーバブル ド ライブにデータをバッ

クアップする前 に、1 回 限 りの設 定 を実 行 してからリムーバブル ド

ライブをオンラインにする必 要 があります。

1 回 限 りの設 定 を実 行 した後 で、リムーバブル ド ライブをデバイス

マネージャからオンラインまたはオフラインに指 定 することができま

す。それには、ド ライブを右 クリックし、コンテキスト メニューからオン

ラインまたはオフラインを選 択 ( ド ライブの現 在 の状 態 に応 じて ) し
ます。

注 ：オンラインまたはオフラインとして設 定 するド ライブ内 にメディア

が入 っている場 合 は、ド ライブをオフラインに設 定 する前 にメディア

をイジェクト してください。A rcse rve Ba cku p はオフライン状 態 にある

ド ライブ内 のメディアにアクセスできません。

A rcse rve Ba cku p は、U SB または SA TA 経 由 で A rcse rve Ba cku p プ

ライマリ サーバまたはメンバ サーバに接 続 しているリムーバブル ド

ライブを自 動 的 に検 出 して設 定 します。リムーバブル ド ライブに

データをバックアップする前 に、リムーバブル ド ライブを設 定 してか

らリムーバブル ド ライブをオンラインにする必 要 があります。

リムーバブル ド ライブをオンラインに指 定 する方 法

1 . リムーバブル ド ライブが A rcse rve Ba cku p ド メイン プライマリまたは

メンバ サーバに接 続 していることを確 認 します。

2 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 いて、［サーバ］オブジェクト を

開 きます。

3 . リムーバブル ド ライブが接 続 しているサーバを参 照 して選 択 しま

す。

A rcse rve Ba cku p は、選 択 したサーバに接 続 しているデバイスのリ

スト を表 示 します。

4 . サーバに接 続 しているデバイスのリスト から、オンラインに設 定 する

リムーバブル ド ライブを右 クリックします。

5 . コンテキスト メニューから、［オンライン］を選 択 します。
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A rcse rve Ba cku p によって、デバイスを設 定 するかどうかを確 認 す

るメッセージが表 示 されます。

注 ：このメッセージは、最 初 にリムーバブル ド ライブをオンラインに

設 定 するときにのみ表 示 されます。

6 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p によって、デバイスをオンラインに設 定 するかどう

かを確 認 するメッセージが表 示 されます。

7 . ［OK］をクリックします。

リムーバブル ド ライブは設 定 されてオンラインの状 態 にな ります。

メンテナンスを実 行 したり、修 理 、または A rcse rve Ba cku p 環 境 か

らド ライブを切 断 する場 合 には、オフライン のリムーバブル ド ライブ

を使 用 してください。例 ：

一 定 の期 間 リムーバブル ド ライブを使 用 しな い場 合 、および

ド ライブのメディアを上 書 きしな い場 合 。

A rcse rve Ba cku p サーバからリムーバブル ド ライブを切 断 して同

一 のリムーバブル ド ライブに置 き換 える場 合 、または A rcse rve
Ba cku p 環 境 から完 全 に削 除 する場 合 。

重 要 ：リムーバブル ド ライブがオフラインの場 合 、リムーバブル ド ラ

イブに関 連 付 けられているジョブは失 敗 する可 能 性 があります。

リムーバブル ド ライブをオフラインに指 定 する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 いてサーバ オブジェクト を展

開 します。

2 . リムーバブル ド ライブが接 続 しているサーバを参 照 して選 択 しま

す。

A rcse rve Ba cku p は、選 択 したサーバに接 続 しているデバイスのリ

スト を表 示 します。

3 . サーバに接 続 しているデバイスのリスト から、オフラインに設 定 する

リムーバブル ド ライブを右 クリックします。

コンテキスト メニューから、［オフライン］を選 択 します。

A rcse rve Ba cku p によって、リムーバブル ド ライブをオフラインに設

定 するかどうかを確 認 するメッセージが表 示 されます。

4 . ［OK］をクリックします。

リムーバブル ド ライブは［デバイス マネージャ］ウィンド ウでオフライ

ンの状 態 にな ります。
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注 ：リムーバブル ド ライブをオフラインとしてマークを付 けると、［デ

バイス マネージャ］ウィンド ウに <オフライン> と表 示 されます。
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デバイスの交 換 の働 き

A rcse rve Ba cku p サーバに直 接 接 続 されたデバイス ( 単 一 ド ライブ

ライブラリ、テープ ド ライブ、CD -ROM な ど ) を修 理 または交 換 する

ことが必 要 にな る場 合 があります。

デバイスを交 換 すると、A rcse rve Ba cku p は以 下 のような 動 作 をし

ます。

元 のデバイスとは異 な るデバイスに交 換 して、テープ エンジン

を開 始 すると、A rcse rve Ba cku p は、デバイスが新 しいデバイス

であると想 定 して、そのデバイス用 に新 しいデバイス グループ

を作 成 します。交 換 されたデバイスは元 のデバイス グループと

は関 連 付 けられていな いので、元 のデバイス グループと関 連

付 けられたジョブを実 行 しても 失 敗 します。

失 敗 したジョブを回 復 するには、元 のデバイス グループと関 連

付 けられているジョブを設 定 しな おして、ジョブを再 度 サブミット

する必 要 があります。

元 のデバイスと同 じデバイスに交 換 して、テープ エンジンを開

始 すると、A rcse rve Ba cku p は、そのデバイスを元 のデバイスが

割 り当 てられていたデバイス グループに割 り当 てます。

そのため、元 のデバイス グループに関 連 付 けられているジョブ

が失 敗 することはありません。

制 限 事 項 :

交 換 するデバイスは、元 のデバイスと同 じ メーカーの製 品

である必 要 があります。

交 換 するデバイスは、元 のデバイスと同 じタイプ ( 単 一 ド

ライブ ライブラリ、テープ ド ライブな ど ) のデバイスである必

要 があります。

交 換 するデバイスは、元 のデバイスと同 じアダプタおよび

チャネルに接 続 する必 要 があります。

元 のデバイスを、RA ID デバイス グループに割 り当 てな いで

ください。

元 のデバイスが接 続 されていた A rcse rve Ba cku p サーバ

は、SAN ド メインのメンバではな い必 要 があります。
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V T L を A rc se rve B a c ku p V T L として機 能 させ

るための設 定

仮 想 テープ ライブラリ( VT L) は、物 理 テープ ライブラリと同 じように

動 作 するように設 計 されたディスク ベース デバイスです。A rcse rve
Ba cku p で VTL にデータをバックアップするためには、A rcse rve
Ba cku p VTL として機 能 するように VTL を設 定 する必 要 がありま

す。

重 要 ：標 準 的 な 物 理 ライブラリを A rcse rve Ba cku p VTL として機

能 するように設 定 しな いでください。VTL として設 定 すると、ライブ

ラリのバックアップおよびデータ マイグレーションのパフォーマンスに

悪 影 響 を及 ぼす可 能 性 があります。

前 提 条 件 タスク

デバイスが VTL として機 能 するように設 定 する前 に、以 下 の必 要

な タスクが完 了 していることを確 認 してください。

Tap e Lib ra ry Op t io n のライセンスを取 得 済 みである。

デバイス環 境 設 定 で VTL が適 切 に設 定 されている。

A rcse rve Ba cku p によって VTL が検 出 される。

V T L が A rcse rve B a ck u p V T L として機 能 するように設 定 する方 法

1 . ホーム画 面 にあるナビゲーション バーの［管 理 ］メニューから［デバ

イス］をクリックします。

デバイス マネージャ ウィンド ウが開 きます。

2 . サーバ ディレクト リ ツリーから、VTL を検 索 します。

3 . VT L を右 クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリ プロパティ］

を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ［一 般 ］タブを選 択 します。

VTL ( 仮 想 テープ ライブラリ) セクシ ョンで、［ライブラリは VTL であ

る］チェック ボックスをオンにし、［OK］をクリックします。このオプショ

ンを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p は指 定 されたメディアの有 効 期

限 を無 視 します。
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ライブラリは、バックアップ マネージャの［デスティネーション］タブで

VTL として識 別 されます。

注 ：ライブラリを VTL として指 定 したくな い場 合 は、上 記 の手 順 を

繰 り返 し、［ライブラリは VTL である］チェック ボックスをオフにしま

す。
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メディアの移 動

メディアをマガジン スロット に挿 入 したり、スロット から取 り出 したり

するときは、対 象 とな るスロット のインベント リを実 行 するか、マガ

ジンの再 マウント を行 う必 要 があります。

重 要 ：メディアをライブラリに手 動 で挿 入 する場 合 は、必 ずスロッ

ト に挿 入 するように注 意 してください。ライブラリ ド ライブには決 し

てメディアを直 接 挿 入 しな いでください。
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デバイス マネージ ャによるデバイス グループ

環 境 設 定

A rcse rve Ba cku pでは、ライブラリ内 のスロット を複 数 のグループに

分 割 できます。スロット をグループに分 割 すると、パラレル スト リー

ミング機 能 を使 用 できるようにな ります。また、1つのグループに複

数 のスロット が割 り当 てられている場 合 、ライブラリ内 の同 一 グ

ループに属 するメディアでスパン機 能 を使 用 できます。

デフォルト では、テープ エンジンを初 めて起 動 したとき、マシンに接

続 されている各 ライブラリ内 のすべてのスロット が、自 動 的 にその

グループに割 り当 てられます。

A rcse rve Ba cku p を起 動 すると、デバイス マネージャを使 用 して以

下 の操 作 を行 うことができます。

新 しいグループの作 成

グループへのスロット の割 り当 て

グループからのスロット の削 除

グループの削 除

グループ名 を変 更

例 ：デバイス マネージャによるライブラリの設 定

たとえば、マシンに 2 台 のライブラリが接 続 されていると、2 つのグ

ループが作 成 されます。1 台 目 のライブラリのスロット はすべて

G ROUP0 に割 り当 てられ、2 台 目 のライブラリのスロット はすべて

G ROUP1 に割 り当 てられます。これらのグループ名 をそのまま使 用

することも できますが、グループの分 割 方 法 を変 更 して各 グルー

プに別 の名 前 を付 けることも できます。ライブラリ内 の各 スロット は

仮 想 スト レージ ド ライブとして認 識 されるので、各 スロット を独 自

のグループに割 り当 てることも できます。
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新 しいライブラリ グループの作 成

新 しいライブラリ グループを作 成 するには、まず［デバイス グルー

プ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスを表 示 します。以 下 の方 法 で、

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスを表 示 できま

す。

デバイス マネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバ

イス グループの管 理 ］をクリックします。

［デバイス マネージャ］ウィンド ウまたは［バックアップ マネージャ］

ウィンド ウの［ステージングの場 所 ］タブで、デバイス プロパティの

プレビュー ペインにある［デバイス グループの管 理 ］オプションを

クリックします。

注 ：ウィザード 形 式 のアプリケーションを使 って［デバイス グルー

プ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスにアクセスするには、任 意 のマ

ネージャのウィンド ウから、［環 境 設 定 ］メニューをクリックし、［デ

バイス グループ環 境 設 定 ］を選 択 します。

新 しいライブラリ グループを作 成 する方 法

1 . デバイス マネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイス

グループの管 理 ］を選 択 します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。既 存 のグループと、各 グループに割 り当 てられたスロット のリス

ト が表 示 されます。クリーニング メディア用 に予 約 されたスロット は

グループに割 り当 てることができな いので、このダイアログ ボックス

には表 示 されません。

2 . ［新 規 ］をクリックします。

［新 しいグループ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ライブラリ グループの名 前 を入 力 し、［OK］ボタンをクリックします。
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新 しいライブラリ グループが［グループ］フィールド に表 示 されます。

これで、新 しいグループにスロット を割 り当 てることができます。
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ライブラリ グループへのスロット の割 り当 て

A rcse rve Ba cku p では、ライブラリ グループに特 定 のスロット を割 り

当 てることができます。

ライブラリ グループへスロット を割 り当 てる方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールのナビゲーション バーにある

［管 理 ］メニューから［デバイス グループの環 境 設 定 ］を選 択 しま

す。

［デバイス グループ環 境 設 定 へようこそ］ダイアログ ボックスが表

示 されます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

ログイン ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ログイン ダイアログ ボックスで必 要 な フィールド に入 力 して、［次

へ］をクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . 設 定 するサーバを選 択 し、［デバイス グループ環 境 設 定 ］オプショ

ンをクリックしてから、［次 へ］をクリックします。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。ライブラリ デバイスと対 応 するスロット ( 割 り当 てに利 用 可 能 )
は［利 用 可 能 な デバイス］リスト に表 示 されます。

5 . ［利 用 可 能 な デバイス］リスト から、グループに割 り当 てるスロット

を選 択 します。利 用 可 能 な スロット は一 度 に 1 つ選 択 できます。
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または、グループに利 用 可 能 な スロット のすべてを割 り当 てるライ

ブラリを選 択 できます。

6 . ［グループ］リスト から、スロット を割 り当 てるグループを選 択 しま

す。

7 . ［割 り当 て］ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p［利 用 可 能 な デバイス］リスト からスロット が削 除

され、［グループ］リスト の割 り当 てられたグループの下 に表 示 され

ます。

8 . グループに他 のスロット も 割 り当 てる場 合 は、手 順 5 ～ 7 の操 作

を繰 り返 します。

注 ：利 用 可 能 な スロット がな い場 合 は、現 在 割 り当 てられてい

るグループからスロット を削 除 することで、そのスロット が他 のグ

ループによって利 用 可 能 にな ります。そのためには、他 のグループ

により利 用 可 能 にするスロット を［グループ］リスト から選 択 し、

［削 除 ］をクリックします。そのスロット が、他 のグループにより利 用

可 能 にな ります。スロット を別 のグループに割 り当 てるには、手 順

5～ 7を繰 り返 します。

9 . ［完 了 ］をクリックし、次 に［終 了 ］をクリックして［デバイス グループ

環 境 設 定 ］を閉 じます。

スロット がライブラリ グループに割 り当 てられます。
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ライブラリ グループからのスロット の削 除

A rcse rve Ba cku p では、ライブラリ グループから特 定 のスロット を削

除 ( 割 り当 て解 除 ) することができます。

ライブラリ グループからスロット を削 除 する方 法

1 . デバイス マネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイス

グループの環 境 設 定 ］を選 択 します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

2 . 削 除 するスロット を選 択 します。［グループ］リスト のグループ名 の

下 に、そのグループに割 り当 てられているスロット が表 示 されま

す。

3 . ［削 除 ］ボタンをクリックします。

［グループ］リスト のグループからスロット が削 除 され、［利 用 可 能

な デバイス］リスト に移 動 します。

4 . グループから他 のスロット も 削 除 する場 合 は、手 順 2 から 3 の操

作 を繰 り返 します。

5 . ［OK］をクリックします。

スロット がライブラリ グループから削 除 されます。
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ライブラリ グループの削 除

A rcse rve Ba cku p では、必 要 でな くな ったライブラリ グループを削

除 できます。

ライブラリ グループを削 除 する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウで、［デバイスグループの環 境 設

定 ］( 機 能 のリスト から ) をクリックするか、［グループ］ツールバー ボ

タンをクリックします。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

2 . 削 除 するグループを選 択 します。

3 . ［削 除 ］ボタンをクリックし、［OK］ボタンをクリックして確 定 します。

グループが［グループ］リスト から削 除 されます。削 除 したグループ

に割 り当 てられていたスロット は、すべて［利 用 可 能 な デバイス］リ

スト に表 示 されます。
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ライブラリ グループの名 前 の変 更

A rcse rve Ba cku p では、ライブラリ グループの名 前 を変 更 できま

す。

ライブラリ グループの名 前 を変 更 する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウで、［デバイスグループの環 境 設

定 ］( 機 能 のリスト から ) をクリックするか、［グループ］ツールバー ボ

タンをクリックします。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

2 . 名 前 を変 更 するグループを選 択 して、［グループ名 の変 更 ］をク

リックします。

［グループ名 の変 更 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . グループの新 しい名 前 を指 定 して［OK］ボタンをクリックします。

新 しいグループ名 が［グループ］リスト に表 示 されます。
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U n ive rsa l Se r ia l B u s ( U SB ) スト レージ デバ

イス

A rcse rve Ba cku p では、サーバに接 続 されている以 下 のタイプの

Un ive rsa l Se ria l B u s ( U SB ) スト レージ デバイスを検 出 できます。

A rcse rve Ba cku p

テープ ド ライブ

メディア チェンジャ

U SB リムーバブル ド ライブ

A rcse rve Ba cku p サーバに U SB スト レージ デバイスを接 続 したら、

すべてのバックアップおよびリスト ア操 作 に使 用 することができま

す。

注 ：U SB デバイスを A rcse rve Ba cku p から接 続 解 除 し、その後

テープ エンジンを再 起 動 しな かった場 合 は、接 続 解 除 したデバイ

スを手 動 で新 規 グループに割 り当 てることができます。この割 り当

ては、デバイスをサーバに再 接 続 し、テープ エンジンを再 起 動 す

ると有 効 にな ります。U SB デバイスを A rcse rve Ba cku p サーバから

接 続 解 除 した後 にテープ エンジンを再 起 動 した場 合 は、接 続 解

除 したデバイスを新 規 グループに手 動 で割 り当 てることはできま

せん。
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U SB スト レージ デバイスの環 境 設 定

U SB スト レージ デバイスを検 出 して表 示 するために A rcse rve
Ba cku p を有 効 にするには、デバイスのスキャン オプションを使 用 し

ます。［デバイス管 理 マネージャ］ツールバーの［デバイスのスキャ

ン］ボタンをクリックすると、デバイスのスキャン オプションが起 動 し

ます。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p がデバイスを検 出 したりデバイスと通 信 し

たりするためには、A rcse rve Ba cku p サーバに U SB スト レージ デバ

イス ド ライバがインスト ールされている必 要 があります。

注 ：U SB スト レージ デバイスの設 定 方 法 の詳 細 については、「ス

キャン デバイス オプション」を参 照 してください。
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リムーバブル ド ライブへのバックアップの前 提

条 件

リムーバブル ド ライブにデータをバックアップする前 に以 下 のことを

行 う必 要 があります。

メディアが NTFS または FA T32 ファイル システムにフォーマット さ

れていることを確 認 する。

注 ：メディアをフォーマット または再 フォーマット する必 要 がある

場 合 は、製 造 元 のマニュアルでフォーマット のガイド ラインを参

照 するか、または W in d ow s ベースのアプリケーションを使 用 し

てメディアをフォーマット してください。

リムーバブル ド ライブを A rcse rve Ba cku p ド メインまたはメンバ

サーバに接 続 する。

リムーバブル ド ライブをオンラインの状 態 にする。
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リムーバブル メディアのフォーマット

A rcse rve Ba cku p によりド ライブが検 出 されたら、リムーバブル スト

レージ メディアを A rcse rve Ba cku p スト レージ メディアとしてフォー

マット する必 要 があります。A rcse rve Ba cku p のグラフィカル ユーザ

インターフェースでは、リムーバブル メディアはテープ メディアとして

表 示 されますが、これはエラーではありません。A rcse rve Ba cku p
は、リムーバブル メディアをテープ メディアと同 じ方 法 で処 理 しま

す。

注 ： さまざまな メーカーが、使 用 前 に手 動 でフォーマット する必

要 がある未 フォーマット のメディアを提 供 しています。ご使 用 のド ラ

イブ用 にメディアをフォーマット する方 法 についての詳 細 は、メー

カーのマニュアルを参 照 してください。

リムーバブル メディアのフォーマット 方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 いて、［サーバ］オブジェクト を

開 きます。

2 . リムーバブル ド ライブが接 続 されているサーバをブラウズします。

3 . リムーバブル ド ライブを選 択 し、右 クリックします。

4 . コンテキスト メニューから、［メディアをフォーマット ］を選 択 します。

A rcse rve Ba cku p によりメディアがフォーマット されます。
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リムーバブル デバイス グループの設 定 方 法

デバイス管 理 機 能 によって、リムーバブル ド ライブ グループを設

定 します。この機 能 を使 用 して、以 下 のタスクを実 行 することが

できます。

新 しいリムーバブル デバイス グループの作 成 または削 除

リムーバブル デバイス グループの名 前 の変 更

デバイス グループの個 々 のデバイスの割 り当 てまたは削 除

注 ：メディア ド ライブのグループにリムーバブル ド ライブを割 り

当 てることはできません。この場 合 は、リムーバブル デバイス用

のグループを新 規 作 成 してください。
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ライブラリでのフィルタの使 用

A rcse rve Ba cku p では、ライブラリ フィルタを使 用 して、必 要 な 情

報 のみを表 示 するようにデバイス マネージャを設 定 できます。こ

れにより、データの管 理 が容 易 にな り、アプリケーションのパフォー

マンスを向 上 させることができます。

ライブラリでフィルタを使 用 する方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 き、［表 示 ］メニューから［環

境 設 定 ］を選 択 します。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . ［ライブラリ フィルタ］タブを選 択 し、必 要 に合 わせて以 下 のフィル

タ オプションを指 定 します。

［フォーマット /消 去 画 面 で、書 き込 み禁 止 メディアを表 示 ］-
- すべての［フォーマット ］および［消 去 ］ダイアログ ボックスで、

書 き込 み禁 止 メディアに関 する情 報 を表 示 します。

［デバイス名 をベンダ ID とシリアル番 号 で表 示 する］-- デバ

イス名 を、ベンダ ID とシリアル番 号 で表 示 します。

［空 スロット を表 示 ］-- ライブラリ内 の空 のスロット を表 示 させ

るには、このオプションを選 択 します。

［次 の間 のスロット を表 示 ］-- 現 在 のマネージャ内 に表 示 す

るスロット の範 囲 を指 定 します。範 囲 を定 義 するには、許 可

されるスロット 値 の最 小 値 と最 大 値 を入 力 します。

［ブランク メディアのみを表 示 する］-- ライブラリ内 のブランク

メディアを表 示 するには、このオプションを選 択 します。

［メディア プール間 のテープの表 示 ］-- 特 定 のメディア プール

内 のテープを表 示 するには、このオプションを選 択 します。メ

ディア プールではワイルド カード ( 「 *」と「 ?」 ) の使 用 が可 能 で

す。

［任 意 のシリアル番 号 範 囲 のみを表 示 する］-- 特 定 のシリア

ル番 号 に合 致 するテープを表 示 するには、このオプションを

選 択 します。シリアル番 号 ではワイルド カード ( 「 *」と「 ?」 ) の
使 用 が可 能 です。

マネージャにフィルタが適 用 されている場 合 は、ステータスバーの 2
番 目 のパネルに「フィルタ」と表 示 され、右 側 のパネルに詳 細 が表

示 されます。

690 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



デバイス マネージ ャ

注 ：［クリア］をクリックすると、すべてのフィールド の情 報 が削 除 さ

れて、すべてのライブラリ フィルタ基 準 が削 除 されます。

3 . オプションとして、ライブラリ フィルタの基 準 を入 力 した後 で［デフォ

ルト として保 存 ］ボタンをクリックすると、フィルタリングの基 準 がす

べてのデバイス マネージャ ビューに適 用 されます。

4 . ［適 用 ］をクリックします。

フィルタリングの基 準 が現 在 のビューに適 用 されます。

注 ：フィルタリング オプションへの変 更 を破 棄 するには、［キャンセ

ル］ボタンをクリックします。
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リムーバブル ド ライブのサポート

A rcse rve Ba cku p では、SC SI 接 続 および U SB 接 続 のリムーバブル

ド ライブがサポート されています。これにより、データのバックアップ

やリスト ア、セッシ ョンのスキャン、リムーバブル セッシ ョンのマージ、

リムーバブル デバイス上 のリムーバブル メディアの管 理 な どを実

行 できます。バックアップ マネージャは、リムーバブル メディアを

テープ メディアとして処 理 します。

注 ： 認 定 デバイスの最 新 リスト にアクセスするには、ホーム画 面

の［テクニカル サポート ］リンクをクリックしてください。A rcse rve
Ba cku p
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A rc se rve B a c ku p での W O R M ( W rite O n c e
R e a d M a n y) メディアのサポート

A rcse rve Ba cku pで、書 き換 え可 能 な メディアだけでな く、W ORMメ

ディアにも データをバックアップできるようにな りました。W ORMメディ

アは磁 気 メディアよりも はるかに寿 命 が長 いため、重 要 な データを

長 期 間 保 管 するのに適 しています。

A rcse rve Ba cku pを使 用 すると、W ORMとW ORM以 外 のメディアを

ライブラリで混 合 して使 用 できます。デバイス管 理 マネージャか

ら、赤 い丸 に「W 」の文 字 が付 いたアイコンにより、W ORM メディア

を識 別 できます。さらに、A rcse rve Ba cku p を使 用 すると、カスタム

バックアップ ジ ョブ用 に W ORM メディアを指 定 できます。

バックアップ マネージャには、G FS ローテーションを使 用 する場 合

に、日 単 位 、週 単 位 、月 単 位 の W ORM メディア ローテーションと

いう 3 つのオプションが含 まれています。これらのオプションは、

［ローテーション スキーマを使 用 ］オプションを指 定 した場 合 に、

バックアップ マネージャの［スケジュール］タブで利 用 できます。

サポート されている W O R M メディア

A rcse rve Ba cku pは、以 下 のW ORMメディアへのデータのバック

アップをサポート しています。

DLT W ORM ( DLT Ice )

STK Vo lsa fe

IBM 3592 W ORM

LTO3 W ORM

SA IT W ORM

W O R M メディアの考 慮 点

以 下 に、DLT W ORM メディアと共 に DLT W ORM デバイスを使

用 した場 合 に発 生 する可 能 性 のある状 態 と、その場 合 の

A rcse rve Ba cku p の対 処 方 法 について説 明 します。

バックアップ ジ ョブがテープにスパンされ、メディアが W ORM
メディアである場 合 は、ジョブを完 了 するためには、

A rcse rve Ba cku p は W ORM メディアを必 要 とします。

空 の W ORM メディアが利 用 できず、空 の DLT
W ORM 対 応 メディアが利 用 できる場 合 、A rcse rve
Ba cku p は、自 動 的 に空 の DLT メディアを DLT
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W ORM メディアに変 換 し、バックアップ ジ ョブを完 了 さ

せます。

W ORM メディアが W ORM ジョブの続 行 に利 用 できな

い場 合 でも 、A rcse rve Ba cku p は、空 でな いメディア

を W ORM メディアに変 換 することはありません。

［W ORM メディアを使 用 ］を指 定 したバックアップ ジ ョブを

実 行 しているときに、利 用 できる W ORM メディアがな い場

合 は、A rcse rve Ba cku p はジョブの実 行 のために空 の

W ORM 対 応 メディアを W ORM メディアに変 換 する場 合 が

あります。

注 ：このような 場 合 、利 用 可 能 な W ORM メディアは、

DLT SDLT II 以 上 である必 要 があります。

W O R M メディアの制 限

W ORM メディアを使 用 する場 合 は、メディアの性 質 上 、

A rcse rve Ba cku p の特 定 の機 能 ( メディア プール、再 フォーマッ

ト 、メディアの上 書 き /再 利 用 な どに関 する機 能 ) が無 効 にな

ります。たとえば、次 のような 制 限 があります。

W ORM メディアを消 去 することはできません。

W ORM メディアに上 書 きジョブをサブミット することはでき

ません。

W ORM メディアは、ブランクの場 合 にのみフォーマット でき

ます。

マルチプレキシング ジョブに W ORM メディアを使 用 するこ

とはできません。

A rcse rve Ba cku pは、W ORMメディアをメディア プールのスク

ラッチ セット に自 動 的 に割 り当 てることはありません。

W ORM メディアは、再 利 用 できな いため、常 に、メディア

プールの保 存 セット に割 り当 てられます。

A rcse rve Ba cku p は、ファイル システム デバイスおよび

A rcse rve Ba cku p テープ RA ID デバイスで W ORM メディアを

使 用 できません。

クロス プラット フォームの SAN 環 境 では、UN IX は W ORM
メディアをサポート しません。
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D L T Sa geエラー処 理

DLTSa ge は、Qu an tum が Su p e rDLT テープ ド ライブ用 に開 発 した

エラー監 視 、報 告 、および変 更 テクノロジです。テープ ド ライブの

アラート を受 信 するには、DLTSa ge ファームウェアと共 に Su p e rDLT
テープ ド ライブを使 用 する必 要 があります。

A rcse rve Ba cku pは Su p e rDLTテープ ド ライブのファームウェアとやり

取 りして、ト ラック、セグメント 、磁 気 抵 抗 ( M R ) チャネル、および

光 学 帯 域 ごとに収 集 されたテープ ド ライブおよびメディアの重 要

な パフォーマンス パラメータを分 析 します。A rcse rve Ba cku pは収

集 された情 報 を使 用 して、以 下 の処 理 を行 います。

しきい値 やテープ ド ライブ履 歴 な どの情 報 の診 断

寿 命 に近 づいている、または寿 命 に達 したリスクの高 いテープ

ド ライブおよびメディアの識 別

テープ ド ライブのクリーニングの必 要 性 の予 測

テープ ド ライブの環 境 条 件 の分 析

メディアおよびハード ウェア エラー メッセージの生 成

注 ：詳 細 については、「 DLTSa ge エラー処 理 の動 作 」を参 照 してく

ださい。

D LT Sa ge エラーの解 決

DLTSa ge エラーの解 決 方 法 の詳 細 については、以 下 を参 照 してく

ださい。

Tap e Lib ra ry Op t io n を使 用 した DLTSa ge エラーの解 決

Tap e Lib ra ry Op t io n を使 用 しな い DLTSa ge エラーの解 決
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D L T Sa geエラー処 理 の動 作

A rcse rve Ba cku pは、SC SI検 証 ログを使 用 してDLTSa geに照 会 しま

す。バックアップ ジ ョブの開 始 時 、バックアップ ジ ョブの実 行 中 、ま

たはバックアップ ジ ョブの終 了 後 にハード ウェアまたはメディア エ

ラーが発 生 した場 合 、A rcse rve Ba cku pは、SC SI検 証 ログから取 得

した情 報 を使 用 して、テープ ログおよびアクティビティ ログに表 示

されるテープ ド ライブ エラー メッセージを生 成 します。

エラー メッセージは、以 下 の場 合 に表 示 されます。

テープ ド ライブでテープからの読 み取 りやテープへの書 き込 み

に問 題 が発 生 している場 合 。

テープ ド ライブでテープの読 み取 り /書 き込 みができな いか、メ

ディアのパフォーマンスが極 端 に低 下 している場 合 。

メディアの寿 命 または想 定 された最 大 パス数 を超 えている場

合 。

テープ ド ライブのヘッド が詰 まったか、クリーニングの必 要 がある

場 合 。

テープ ド ライブの冷 却 に問 題 がある場 合 。

テープ ド ライブにハード ウェア障 害 の可 能 性 がある場 合 。

エラー状 態 が検 出 された場 合 、A rcse rve Ba cku pでは自 動 的 に問

題 が修 正 され、ジョブを完 了 します。ただし、連 続 インライン ク

リーニング、ド ライブの均 等 使 用 、およびエラー防 止 ド ライブ選 択

の機 能 を使 用 するには、A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n を

インスト ールする必 要 があります。エラーの自 動 解 決 の詳 細 につ

いては、「 Tape Library O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n がインスト ールされていな い

場 合 は、エラー状 態 または問 題 点 を手 動 で修 復 する必 要 があり

ます。必 要 に応 じて、製 造 元 のマニュアルを参 照 してください。
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T a p e L ib ra ry O p tio n を使 用 した D L T Sa ge エ

ラーの解 決

A rcse rve Ba cku p でテープ ド ライブの問 題 が検 出 された場 合 、

A rcse rve Ba cku p では、テープ ド ライブ エラーの修 復 に 3 つのメカ

ニズムが使 用 されます。

ド ライブのエラー防 止

バックアップ ジ ョブの実 行 前 、A rcse rve Ba cku p ではテープ ド ライブ

の状 態 が評 価 されます。DLTSa geによってテープ ド ライブの問 題 が

検 出 された場 合 、A rcse rve Ba cku pでは以 下 の分 析 と処 理 が実

行 されます。

別 のテープ ド ライブが使 用 可 能 ( 空 ) な 場 合 、A rcse rve
Ba cku p は、使 用 可 能 な 次 のテープ ド ライブにテープを移 動 し

て、バックアップ ジ ョブを実 行 します。

使 用 可 能 な ド ライブがな い場 合 、A rcse rve Ba cku p は、ロックさ

れていな いテープ ド ライブにテープを移 動 して、バックアップ ジ ョ

ブを実 行 します。

他 のド ライブがすべてロックされている場 合 は、A rcse rve
Ba cku p では現 在 のテープ ド ライブでバックアップ ジ ョブを実 行

します。

ド ライブの均 等 使 用

A rcse rve Ba cku pでは、ライブラリの全 テープ ド ライブ間 でテープの

使 用 を均 等 にローテーションさせて、テープ ド ライブの使 用 率 を

分 散 させます。A rcse rve Ba cku p はバックアップ ジ ョブの開 始 時

に、最 後 に使 用 したド ライブを検 出 して、ライブラリで次 に使 用 可

能 な ド ライブを使 用 します。

テープ ド ライブ間 でのテープの移 動 を最 小 限 にするため、

A rcse rve Ba cku pでは以 下 の分 析 と処 理 が実 行 されます。

ジョブのターゲット とな るメディアがロード されている場 合 、現 在

のド ライブにそのまま残 し、バックアップ ジ ョブを実 行 します。

ジョブのターゲット とな るメディアがロード されていな い場 合 、最

後 に使 用 されたド ライブを識 別 し、次 に使 用 可 能 な 空 のド ラ

イブにテープをロード して、バックアップ ジ ョブを実 行 します。

ド ライブの連 続 クリーニング
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バックアップ ジ ョブの実 行 中 にテープ ド ライブの汚 れが検 出 される

ことがあります。テープ ド ライブのクリーニングにより、多 数 のテープ

ド ライブおよびメディア エラーを解 決 できます。

A rcse rve Ba cku p でド ライブの連 続 クリーニングを行 うには、セット

アップ中 に指 定 したテープ クリーニング スロット にクリーニング テー

プを装 填 し、クリーニング スケジュールを指 定 しておく必 要 があり

ます。クリーニング スケジュールを指 定 しな かった場 合 、A rcse rve
Ba cku p はデフォルト の 100 時 間 おきに、テープのクリーニング操 作

を実 行 します。

バックアップ ジ ョブ中 に A rcse rve Ba cku p でテープ ド ライブの汚 れ

が検 出 され、クリーニング スロット が設 定 されている場 合 は、

A rcse rve Ba cku p によって以 下 の分 析 と処 理 が自 動 的 に実 行 さ

れます。

A rcse rve Ba cku p でバックアップ中 に書 き込 みエラーが検 出 さ

れ、テープ ド ライブやメディアの汚 れがその原 因 である場 合

は、A rcse rve Ba cku p はテープ ド ライブへの書 き込 みを再 試 行

します。

2 回 目 の書 き込 みにも 失 敗 し、以 下 の条 件 に 1 つでも 該 当

する場 合 、A rcse rve Ba cku p はテープ ド ライブのクリーニングを

行 います。

テープ ド ライブが 1 度 も クリーニングされたことがな い場

合 。

DLTSa ge がテープ ド ライブのクリーニングが必 要 であること

を検 出 し、ド ライブの使 用 がスケジュールされたクリーニン

グの 4 分 の 1 を超 えている場 合 。

テープ ド ライブの使 用 が、クリーニングの 3 分 の 1 を超 え

た場 合 。

ユーザがテープ ド ライブの Fo rceC lean を指 定 した場 合 。

A rcse rve Ba cku p で、ジョブを継 続 するためにテープ ド ライブのク

リーニングが必 要 と判 断 された場 合 は、以 下 の処 理 が行 われま

す。

A rcse rve Ba cku pジョブが停 止 されます。

ライブラリはテープをホーム スロット に戻 し、テープ ド ライブを

ロックします。

A rcse rve Ba cku pからクリーニング処 理 が指 示 されます。

698 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



デバイス マネージ ャ

ライブラリはテープをクリーニング済 みのド ライブに戻 し、テープと

バッファの位 置 を調 整 します。

A rcse rve Ba cku pジョブが再 開 されます。

注 ：エラーが検 出 されると、これらのメカニズムが自 動 的 に実 行 さ

れます。ユーザが操 作 する必 要 はありません。A rcse rve Ba cku p
でエラーが修 復 されると、バックアップ ジ ョブが継 続 されます。エ

ラーの自 動 解 決 の詳 細 については、「 Tape Library O pt ion ユーザ

ガイド 」を参 照 してください。
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T a p e L ib ra ry O p tio n を使 用 しな い D L T Sa ge
エラーの解 決

DLTSa ge ファームウェアと共 にスタンド アロンの Qu an tum Su p erDLT
テープ ド ライブを 1 台 以 上 使 用 している場 合 、Tap e Lib ra ry
Op t io n がインスト ールされていな くても 、A rcse rve Ba cku p により、

これらのデバイスについて DLTSa ge から報 告 された読 み取 りエラー

および書 き込 みエラーが診 断 されます。ただし、このオプションがイ

ンスト ールされていな い場 合 、エラー状 態 や問 題 のある領 域 を手

動 で訂 正 する必 要 があります。マルチド ライブ テープ ライブラリに

関 する DLTSa ge エラー報 告 を受 け取 るには、このオプションをイン

スト ールする必 要 があります。

エラー状 態 が発 生 すると、A rcse rve Ba cku p はジョブの完 了 を再

度 試 行 します。エラーが持 続 する場 合 は、A rcse rve Ba cku pバック

アップ ジ ョブを停 止 して、エラー状 態 に関 する情 報 をテープ ド ライ

ブからA rcse rve Ba cku pに中 継 します。アクティビティ ログでエラー

状 態 の詳 細 を表 示 できます。

エラー状 態 の原 因 を特 定 し、問 題 を解 決 した後 で、ジョブを再 サ

ブミット する必 要 があります。

詳 細 情 報 ：

DLTSa geエラー処 理
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A rc se rve B a c ku p によるテープ ド ライブ エ

ラーの修 復 方 法

エラー状 態 が発 生 すると、A rcse rve Ba cku p はジョブの完 了 を再

試 行 します。エラーが解 決 されな い場 合 は、A rcse rve Ba cku p に

よりバックアップ ジ ョブが停 止 されます。テープ ド ライブから

A rcse rve Ba cku p にエラー状 態 に関 する情 報 が中 継 されます。ア

クティビティ ログでエラー状 態 の詳 細 を表 示 できます。

エラー状 態 の原 因 を特 定 し、問 題 を解 決 した後 で、ジョブを再 サ

ブミット する必 要 があります。
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A rc se rve B a c ku p と Se c u re K e y M a n a ge r の

統 合

Secu re Key M an age r ( SKM ) は、HP および Qu an tum な どのハード

ウェア ベンダが、スト レージ デバイスに格 納 されたデータの安 全 を

確 保 するために使 用 できる暗 号 化 テクノロジです。これらのベン

ダーによる暗 号 化 キー管 理 をサポート するために、A rcse rve
Ba cku p は SKM テクノロジと統 合 します。

SKM をサポート するデバイスにデータをバックアップしている場 合 、

ベスト プラクティスとして、A rcse rve Ba cku p によって提 供 される暗

号 化 機 能 ではな く、そのデバイスによって提 供 される暗 号 化 機 能

を使 用 することを強 くお勧 めします。これは、ハード ウェア ベースの

暗 号 化 の方 が、ソ フト ウェア ベースの暗 号 化 より高 レベルのセ

キュリティを提 供 するためです。

SKM テクノロジとの統 合 により、A rcse rve Ba cku p はユーザに対 し

て透 過 的 な 方 法 で動 作 します。

一 部 のインスタンスでは、メディアが認 識 されな いか、暗 号 化 キー

が使 用 できな いために、デバイスがメディアからデータを読 み取 れ

な い場 合 があります。そのような 場 合 、そのデバイスは、オフライン

であるか機 能 していな いかのように表 示 されます。デバイスがオフ

ラインであるか機 能 していな いかのように表 示 された場 合 、

A rcse rve Ba cku p は以 下 のように動 作 します。

注 ：以 下 の動 作 は、シングルド ライブ ライブラリおよびマルチド ライ

ブ ライブラリに適 用 されます。

デバイス マネージャ

SKM がデバイスにインスト ールされ、SKM アプリケーションがオフラ

インであるか機 能 していな いことが A rcse rve Ba cku p で検 出 される

と、デバイス マネージャは以 下 のように動 作 します。

暗 号 化 の種 類 -- SKM によって制 御 されるデバイスの場 合 、デ

バイス マネージャに「不 明 な 暗 号 化 」が表 示 されます。
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フォーマット および消 去 処 理 -- SKM によって制 御 されるデバイ

スの場 合 、デバイス マネージャに「不 明 な 暗 号 化 」が表 示 さ

れます。

メ ッセージ

SKM がデバイスにインスト ールされ、SKM アプリケーションがオフラ

インであるか機 能 していな いことが A rcse rve Ba cku p で検 出 される

と、以 下 のメッセージが表 示 されます。

失 敗 したフォーマット および消 去 処 理 -- SKM によって制 御 され

るデバイスに対 してフォーマット および消 去 操 作 が失 敗 する

と、以 下 のメッセージが表 示 されます。
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アクティビティ ログ メッセージ -- SKM によって制 御 されるデバイ

スでフォーマット および消 去 処 理 が失 敗 した場 合 、A rcse rve
Ba cku p は以 下 の画 面 に示 すような メッセージを生 成 します。

SKM によって制 御 されるメディアで検 出 された暗 号 を A rcse rve
Ba cku p が復 号 化 できな い場 合 、以 下 のアクティビティ ログ メッ

セージが表 示 されます。
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A rc se rve B a c ku p がシングル ド ライブ オート

ローダのメディアをスパンできるようにする方

法

A rcse rve Ba cku p がデータをシングル ド ライブ オート ローダにバック

アップし、スパン時 にブランク メディアがな いことを検 出 すると、

A rcse rve Ba cku p はスパン時 にジョブを一 時 停 止 してブランク テー

プをド ライブに挿 入 できるようにします。この動 作 は、バックアップ

データがメディアを適 切 にスパンできるようにすることを目 的 として

います。

A rcse rve Ba cku p がメディアをスパンし、ブランク メディアを検 出 し

な かったときは、以 下 のイベント が発 生 します。

1 . A rcse rve Ba cku p はジョブを一 時 停 止 し、ブランク メディアをオート

ローダに挿 入 するよう指 示 するメッセージが表 示 されます。

注 ：空 のスロット がな い場 合 は、古 いメディアをブランク メディアと

交 換 できます。ただし、最 近 スパンされたスロット からメディアを交

換 したり取 り出 したりしな いでください。テープをスパンする間 、

A rcse rve Ba cku p ではインベント リ処 理 中 に影 響 を受 けるスロット

をロックします。そのため、スパン テープを取 り出 すか交 換 すると、

A rcse rve Ba cku p でスロット 情 報 を適 切 に更 新 できな くな ります。

ブランクではな いメディアを挿 入 する場 合 は、デバイス マネージャ

を使 用 して誤 ってメディアからデータを消 去 してしまう可 能 性 があ

ります。

2 . オート ローダのド アを閉 じると、A rcse rve Ba cku p はこのスロット のす

べてのメディアのインベント リ処 理 を実 行 します。

インベント リ処 理 が自 動 的 に開 始 されな い場 合 は、デバイス マ

ネージャを使 用 して手 動 でメディアのインベント リ処 理 を実 行 でき

ます。

注 ：インベント リ処 理 が完 了 するまで、待 つ必 要 があります。完

了 には数 分 かかります。

インベント リ処 理 が完 了 すると、ブランク メディアを使 用 してバック

アップ ジ ョブが再 開 されます。メ ッセージ ボックスにメディアを交 換

するよう指 示 するメッセージが表 示 されたら、［OK］をクリックしま

す。

A rcse rve B a ck u p がシングル ド ライブ オート ローダのメディアをスパ

ンできるようにする方 法
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1 . ［デバイス マネージャ］を開 いて、オート ローダをブラウズします。

デバイスを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリ プロパ

ティ］を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . ［一 般 ］タブをクリックします。

［不 明 な バーコード メディアは初 期 化 中 にインベント リ処 理 を実

行 しな いように設 定 ］チェック ボックスをオフにします。

3 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p は、スパンが要 求 されると、自 動 的 にブランク メ

ディアのインベント リ処 理 を実 行 します。

重 要 ：これらの手 順 を実 行 しな い場 合 は、デバイス マネージャを

使 用 して手 動 でメディアのインベント リを実 行 する必 要 がありま

す。
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メディア検 証

メディア検 証 とスキャン ユーティリティから［メディア検 証 ］ボタンをク

リックすると、［メディア検 証 オプション］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。このダイアログ ボックスでは、メディア検 証 操 作 を有 効 に

できます。メディア検 証 を有 効 にすると、メディア上 のセッシ ョンがリ

スト ア可 能 であることを確 認 するのに役 立 ちます。メディア検 証

ジョブは、指 定 した基 準 に基 づいてランダムにセッシ ョンをスキャン

します。

メディア検 証 およびスキャン ジ ョブが完 了 したら、エラーがな いかど

うか、ジョブ ステータス マネージャのアクティビティ ログを確 認 しま

す。エラーの性 質 に基 づいて、必 要 な 修 正 を行 ってエラーを解 決

します。

注 ：メディア検 証 機 能 は、A rcse rve Ba cku p データベースのセッシ ョ

ン レコード に依 存 します。したがって、データベースにメディアのレ

コード がな い場 合 やこのメディアのセッシ ョン レコード が破 棄 されて

いる場 合 、メディア検 証 はどのセッシ ョンも スキャンしません。

メディア検 証 を有 効 にする -- 一 部 のセッシ ョンを選 択 してラン

ダムにスキャンするメディア検 証 スキャン ジ ョブを有 効 にするに

は、このオプションをオンにします。オフにすると、通 常 のスキャ

ン ジ ョブにな ります。

セッシ ョン内 のすべてのデータをスキャンする -- すべてのセッシ ョ

ン詳 細 をスキャンするには、このオプションを選 択 します。

各 セッシ ョンのセッシ ョン ヘッダのみをスキャンする -- セッシ ョン

ヘッダのみをスキャンし、セッシ ョン詳 細 はスキャンしな いように

するには、このオプションを選 択 します。これは、セッシ ョンのす

べてのデータをスキャンするよりも 高 速 ですが、問 題 を発 見 し

にくくな る場 合 も あります。

以 下 の条 件 に一 致 するセッシ ョンのみをスキャンします

次 の期 間 にバックアップされたセッシ ョン：過 去 -- メディア

検 証 操 作 に含 めるセッシ ョンがバックアップされた日 数 を

指 定 します。デフォルト は 7 日 です。その場 合 、過 去 7
日 間 にバックアップされたすべてのセッシ ョンがスキャンされ

ます。

選 択 するセッシ ョンの上 限 -- スキャン条 件 に該 当 するセッ

シ ョン数 が多 すぎる場 合 に、スキャンするセッシ ョン数 を制
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限 します。デフォルト 値 は 20% です。パーセント または数

値 を選 択 できます。

セッシ ョンのスキャン対 象 ノード を指 定 してください ( 複 数

指 定 する場 合 は、カンマ ' ,' を使 用 して区 切 ります ) -- 指

定 したノード でスキャンするセッシ ョンを示 します。これには

ワイルド カード を使 用 できます。たとえば、ノード 名 A RC*
を指 定 した場 合 、セッシ ョンはノード 名 A RC001 およびノー

ド 名 A RC002 から選 択 されます。ノード 名 を指 定 しな かっ

た場 合 は、すべてのノード のすべてのセッシ ョンが選 択 され

ます。デフォルト では、すべてのノード のすべてのセッシ ョン

が選 択 されます。
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ド ライブの連 続 クリーニングの動 作

バックアップ ジ ョブの実 行 中 にテープ ド ライブの汚 れが検 出 される

ことがあります。テープ ド ライブのクリーニングにより、多 数 のテープ

ド ライブおよびメディア エラーを解 決 できます。

A rcse rve Ba cku p でド ライブの連 続 クリーニングを行 うには、セット

アップ中 に指 定 したテープ クリーニング スロット にクリーニング テー

プを装 填 し、クリーニング スケジュールを指 定 しておく必 要 があり

ます。クリーニング スケジュールを指 定 しな かった場 合 、A rcse rve
Ba cku p はデフォルト の 100 時 間 おきに、テープのクリーニング操 作

を実 行 します。

バックアップ ジ ョブ中 に A rcse rve Ba cku p でテープ ド ライブの汚 れ

が検 出 され、クリーニング スロット が設 定 されている場 合 は、

A rcse rve Ba cku p によって以 下 の分 析 と処 理 が自 動 的 に実 行 さ

れます。

A rcse rve Ba cku p でバックアップ中 に書 き込 みエラーが検 出 さ

れ、テープ ド ライブやメディアの汚 れがその原 因 である場 合

は、A rcse rve Ba cku p はテープ ド ライブへの書 き込 みを再 試 行

します。

2 回 目 の書 き込 みにも 失 敗 し、以 下 の条 件 に 1 つでも 該 当

する場 合 、A rcse rve Ba cku p はテープ ド ライブのクリーニングを

行 います。

テープ ド ライブが 1 度 も クリーニングされたことがな い場

合 。

DLTSa ge がテープ ド ライブのクリーニングが必 要 であること

を検 出 し、ド ライブの使 用 がスケジュールされたクリーニン

グの 4 分 の 1 を超 えている場 合 。

テープ ド ライブの使 用 が、クリーニングの 3 分 の 1 を超 え

た場 合 。

ユーザがテープ ド ライブの Fo rceC lean を指 定 した場 合 。

A rcse rve Ba cku p で、ジョブを継 続 するためにテープ ド ライブのク

リーニングが必 要 と判 断 された場 合 は、以 下 の処 理 が行 われま

す。

1 . A rcse rve Ba cku pジョブが停 止 されます。

2 . ライブラリはテープをホーム スロット に戻 し、テープ ド ライブをロック

します。

第 7章 : デバイスとメディアの管 理 709



デバイス マネージ ャ

3 . A rcse rve Ba cku pからクリーニング処 理 が指 示 されます。

4 . ライブラリはテープをクリーニング済 みのド ライブに戻 し、テープと

バッファの位 置 を調 整 します。

5 . A rcse rve Ba cku pジョブが再 開 されます。
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論 理 ブロック保 護 の実 装

LBP ( Lo gica l B lo ck Pro tect io n、論 理 ブロック保 護 ) は、IBM や HP
な どの、スタンド アロンのテープ ド ライバの製 造 元 が提 供 する機

能 です。A rcse rve Ba cku p はこの機 能 を利 用 して、以 下 の状 況 で

発 生 したド ライブの読 み取 り /書 き込 みエラーを検 出 できます。

バックアップ データをメディアに書 き込 む過 程 でエラーが発 生 し

た場 合 。たとえば、データの破 損 な どです。

バックアップ データがネット ワークまたは記 憶 域 ネット ワークを

通 して転 送 されたときにバックアップ データが変 更 された場

合 。

エラーが発 生 した場 合 、ド ライブは SC SI エラーをテープ エンジン ロ

グ ファイルにレポート し、バックアップは失 敗 します。

A rcse rve Ba cku p での LBP の実 装 では、以 下 のバックアップはサ

ポート されません。

読 み取 り操 作 での LBP

A rcse rve Tap e RA ID のバックアップ

NA S ( ネット ワーク接 続 スト レージ ) のバックアップ

A rcse rve Ba cku p UN IX/Lin u x Da ta M o ver のバックアップ

ファイル システム デバイスのバックアップ

例 ：データ デデュプリケーションとステージングのバックアップ

LBP を実 装 するには、以 下 の手 順 に従 って、レジスト リ キーを作

成 します。スタンド アロン テープ ド ライブのレジスト リの DEVIC E<#>
キー下 にレジスト リ エント リを作 成 できます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバにログインします。

2 . 以 下 のレジスト リ キーを開 きます。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \T a p e E n g in e \D E V IC E < # >

注 ：DEVIC E<#> は、LBP を実 装 するデバイスの数 を表 します。

3 . 以 下 の DW ORD を作 成 します。

L B P

4 . LBP の DW ORD 値 を 1 に設 定 し、変 更 を保 存 します。
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注 ：LBP を無 効 にするには、LBP の DW ORD 値 を 0 に設 定 しま

す。
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テープ使 用 率 の最 適 化 手 順

たとえば、複 数 のディスク ステージング バックアップ ジ ョブまたは複

数 の G FS ローテーション バックアップ ジ ョブを行 うとすると、各 ジョブ

でそれぞれ、増 分 バックアップまたは差 分 バックアップ用 にテープを

フォーマット することにな ります。データの増 分 サイズまたは差 分 サ

イズがテープの容 量 よりも 少 な い場 合 は、テープの使 用 率 は最

適 化 されずにテープの容 量 は無 駄 にな ります。さらに、多 数 の

テープを使 用 することによって、テープ ライブラリ内 の必 要 な スロッ

ト の数 が増 加 し、その結 果 、多 数 のテープをオフサイト に送 る必

要 が生 じる場 合 も あります。

この問 題 を解 決 する方 法 には、M ed ia M ax im iza t io n ( メディアの

有 効 利 用 ) 機 能 とマイグレーション中 の統 合 の 2 つの方 法 があり

ます。

詳 細 情 報 ：

M ed ia M ax im iza t io n 機 能

マイグレーション中 の統 合
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M e d ia M a x im iza tio n 機 能

M ed ia M ax im iza t io n 機 能 は、G FS ジョブおよびローテーション ジ ョ

ブでディスクおよびテープの使 用 率 を最 適 化 するのに役 立 つ処 理

です。G FS ジョブやローテーション ジ ョブでは、スケジュール ベース

でデータが同 じメディア プールにバックアップされた場 合 、A rcse rve
Ba cku p は、毎 回 新 しいテープをフォーマット する代 わりに、一 部

入 力 済 みのテープ上 に自 動 的 に新 し くバックアップしたデータを追

加 します。M ed ia M ax im iza t io n 機 能 を使 用 して、テープの容 量

を最 適 化 するだけでな く、G FS ローテーション ジ ョブ データの保 存

に必 要 な ディスクやテープの数 も 削 減 することができます。

M ed ia M ax im iza t io n 機 能 は、以 下 の種 類 のジョブに使 用 できま

す。

G FS ジョブ

ディスク ステージング G FS ジョブ

ディスク ステージング ローテーション ジ ョブ

メディア プールを使 用 してバックアップ データを追 加 するカスタ

ム ディスク ステージング ジョブ

注 ：A rcse rve Ba cku p では、指 定 されたメディア プール プレフィック

スが、M ed ia M ax im iza t io n 機 能 を使 用 する一 連 のジョブと同 じ

である場 合 にのみ、G FS ローテーション ジ ョブに M ed ia
M ax im iza t io n 機 能 を適 用 します。たとえば、データをジ ョブ 1 から

メディア プール A の同 じテープにあるジョブ 2 に統 合 することも 、

データをジ ョブ 3 からメディア プール B の別 のテープにあるジョブ 4
に統 合 することも できます。

ただし、M ed ia M ax im iza t io n 処 理 では、A rcse rve Ba cku p は、アク

ティブな バックアップ ジ ョブによってすでに使 用 されているメディアに

はデータをバックアップしません。そのため、データのバックアップや

マイグレーションが連 続 するように、( ステージング ジョブ内 の ) バッ

クアップ ジ ョブまたはマイグレーションのスケジュールが設 定 されて

いることを確 認 する必 要 があります。A rcse rve Ba cku p で、メディア

が現 在 使 用 中 であることを検 出 した場 合 は、1 番 目 のジョブが完

了 するまで待 機 せずに戻 って、2 番 目 のジョブ用 に新 しいテープ

をフォーマット します。
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例 ：M ed ia M axim izat ion 機 能 の動 作

G FS ローテーション -- 複 数 のバックアップ サーバが G FS バック

アップ ジ ョブを処 理 します。すべてのジョブに同 じメディア プール

プレフィックスを指 定 した場 合 のみ、A rcse rve Ba cku p はバック

アップ データを同 じ メディアに保 存 します。

ステージング バックアップ -- 複 数 のバックアップ サーバ ( サーバ

A および サーバ B ) がバックアップ ジ ョブまたはマイグレーション

ジ ョブを処 理 します。サーバ A でジョブが進 行 している間 に、

サーバ B のジョブが開 始 されます。A rcse rve Ba cku p は、サーバ

B のジョブのデータをサーバ A のジョブとは異 な るテープに書 き

込 みます。複 数 のバックアップ サーバが同 じメディアにデータを

同 時 に書 き込 むことはできな いため、A rcse rve Ba cku p はこの

ように動 作 します。ただし、サーバ A のジョブが完 了 した後 に

サーバ B のジョブが開 始 された場 合 は、A rcse rve Ba cku p は

サーバ A が書 き込 んだテープにデータを書 き込 みます。

注 ：別 のテープにバックアップ データが保 存 されな いように、

［初 回 メディアのタイムアウト ］の値 を増 やし、ジョブの待 機 時

間 を増 やしてみることをお勧 めします。詳 細 については、「バッ

クアップ マネージャのバックアップ メディア オプション」を参 照 し

てください。

詳 細 情 報 ：

テープ使 用 率 の最 適 化 手 順

マイグレーション中 の統 合
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マイグレーション中 の統 合

マイグレーション中 の統 合 は、ステージング ジョブのテープ使 用 率

を最 適 化 する場 合 に役 立 ちます。マイグレーション中 の統 合 は、

カスタム ジョブ、ローテーション ジ ョブ、または G FS ローテーション

ジ ョブで使 用 することができます。

ステージング ジョブでは、データがステージング領 域 から同 じメディ

ア デスティネーション ( 同 じメディア プール プレフィックス ) にマイグ

レート ( またはコピー ) された場 合 に、マイグレーション中 の統 合 オ

プションを使 用 すると、毎 回 新 しいテープをフォーマット する代 わり

に、一 部 入 力 済 みのテープにマイグレート されたデータを追 加 す

ることができます。マイグレーション中 の統 合 オプションを使 用 する

ことによって、テープの容 量 を最 適 化 するだけでな く、マイグレー

ション データの保 存 に必 要 な テープの数 も 削 減 することができま

す。

マイグレーション中 の統 合 オプションは、M ed ia M ax im iza t io n 機

能 と同 様 で、データはアクティブな マイグレーション ジ ョブによって

使 用 されているメディアにはマイグレート されません。しかし、この

オプションを使 用 すると、次 のマイグレーション ジ ョブを前 のマイグ

レーション ジ ョブが完 了 するまで開 始 されな いように、各 ジョブをス

ケジューリングする必 要 がな くな ります。このオプションを選 択 する

と、A rcse rve Ba cku p はメディアが現 在 使 用 中 であるかどうかを自

動 的 に検 出 し、使 用 中 である場 合 は、現 在 のマイグレーション

ジ ョブが完 了 するまで待 機 してから次 のマイグレーション ジ ョブを

開 始 します。マイグレーション中 にデータを統 合 するには、別 の

ジョブに属 しているデータを同 じテープに統 合 できるように、同 一

のターゲット メディア プレフィックスおよびターゲット メディア プール

プレフィックスを指 定 する必 要 があります。

［コピー中 にジョブをまたがるデータを統 合 する］オプション ( ［ポリ

シー］タブに表 示 される［その他 ］のオプション ) を使 用 すると、マイ

グレーション中 にさまざまな ジョブのデータを単 一 のテープに統 合

するように指 定 できます。

例 ：マイグレーション作 業 中 のデータの統 合 方 法

データをジ ョブ 1 から同 じテープにあるジョブ 2 に統 合 することも 、

データをジ ョブ 3 から別 のテープにあるジョブ 4 に統 合 することも で

きます。このシナリオでは、以 下 の手 順 を実 行 する必 要 がありま

す。
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ジョブ 1 のバックアップをサブミット するときに、統 合 を選 択 しま

す。メディア プレフィックスを AAA、メディア プールを M P1 と指

定 します。

ジョブ 2 のバックアップをサブミット するときに、統 合 を選 択 しま

す。メディア プレフィックスを AAA、メディア プールを M P1 と指

定 します。

ジョブ 3 のバックアップをサブミット するときに、統 合 を選 択 しま

す。メディア プレフィックスを BBB、メディア プールを M P2 と指 定

します。

ジョブ 4 のバックアップをサブミット するときに、統 合 を選 択 しま

す。メディア プレフィックスを BBB、メディア プールを M P2 と指 定

します。

ジョブ 1 と 2、およびジョブ 3 と 4 からのデータを統 合 する場 合 、サ

ブミット されるジ ョブごとに同 一 のメディア プレフィックスとメディア

プールを指 定 する必 要 があります。統 合 は同 じテープ セット に行

う必 要 があるので、ターゲット デスティネーション内 の同 じテープ ラ

イブラリ グループを選 択 する必 要 も あります。さらに、統 合 される

予 定 のジョブは同 じバックアップ サーバ上 で実 行 される必 要 があ

ります。

重 要 ：これらの 4 つのパラメータ ( メディア プレフィックス、メディア

プール、ターゲット デスティネーション、およびバックアップ サーバ )
のうちのいずれかが異 な る場 合 、データは同 じテープ セット に統

合 されません。

また、データをテープに上 書 きするか、既 存 のテープに追 加 するか

のいずれかのコピー方 法 を指 定 することも できます。

上 書 き -- 複 数 のジョブのデータを統 合 して日 単 位 でテープを

送 る必 要 がある場 合 は、［上 書 き］オプションを選 択 する必 要

があります。これにより、確 実 にテープを日 単 位 でフォーマット

し、その日 にバックアップしたすべてのデータを単 一 テープにマイ

グレート することができます。

たとえば、ジョブが 2 つ ( ジョブ 1 および ジョブ 2) あり、日 単 位

でテープをオフサイト に送 る必 要 があるとします。このシナリオ

では、［上 書 き］を選 択 します。月 曜 日 のバックアップ ジ ョブが

終 了 すると、A rcse rve Ba cku p は月 曜 用 の最 終 テープをフォー

マット し、ジョブ 1 および 2 のデータをステージング テープから最

終 テープにコピーします。そして、火 曜 日 のバックアップ ジ ョブが

終 了 すると、A rcse rve Ba cku p は火 曜 用 の最 終 テープをフォー
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マット し、ジョブ 1 および 2 のデータをステージング テープから最

終 テープにコピーします。このようにして、テープが毎 日 フォー

マット されることで、日 単 位 でテープをオフサイト に送 ることがで

きます。

追 加 -- 複 数 のジョブの一 週 間 分 のデータ ( 日 単 位 でバック

アップ ) を単 一 テープに統 合 して週 単 位 でテープを送 る必 要 が

ある場 合 は、［追 加 ］オプションを選 択 する必 要 があります。こ

れにより、たとえば 5 日 間 の G FS ローテーション ジ ョブで、月 曜

日 、火 曜 日 、水 曜 日 、および木 曜 日 にバックアップされたすべ

ての増 分 データまたは差 分 データ ( 別 々 のジョブに属 している )
は 1 つのテープ セット に統 合 されます。別 のジョブで金 曜 日 に

行 われたフル バックアップは別 のテープ セット に統 合 されま

す。

たとえば、ジョブが 2 つ ( ジョブ 1 および ジョブ 2) あり、日 単 位

ではテープをオフサイト に送 らな いとします。このシナリオでは、

［追 加 ］を選 択 します。月 曜 日 のバックアップ ジ ョブが終 了 す

ると、A rcse rve Ba cku p は月 曜 用 の最 終 テープをフォーマット

し、ジョブ 1 および 2 のデータをステージング テープから最 終

テープにコピーします。そして、火 曜 日 のバックアップ ジ ョブが終

了 すると、A rcse rve Ba cku p は、ジョブ 1 および 2 のデータをス

テージング テープからコピーし、月 曜 の最 終 テープに対 して追

加 を行 います。新 しいテープが毎 日 フォーマット されることはな

く、日 単 位 のバックアップ用 に 1 週 間 全 体 で 1 本 のテープのみ

がフォーマット されます。これにより、テープをより効 率 的 に利

用 できます。
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以 下 の図 に、マイグレーション時 に統 合 するオプションを有 効 にし

な かった場 合 のテープの使 用 要 件 を示 します。

以 下 の図 に、マイグレーション時 に統 合 するオプションを有 効 にし

た場 合 のテープの使 用 要 件 を示 します。

詳 細 情 報 ：

テープ使 用 率 の最 適 化 手 順

M ed ia M ax im iza t io n 機 能
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メディア プールの仕 組 み

各 メディア プールは、保 存 セット と再 利 用 セット に分 けられていま

す。これらのセット は、指 定 した基 準 が満 たされるまでテープ上 の

バックアップ データの保 存 を管 理 するために互 いに組 み合 わせて

使 用 されます。基 準 が満 たされると、これらのテープを再 利 用 し

てリサイクルできます。ユーザが定 義 する保 存 基 準 は以 下 の 2 つ

です。

保 存 セット に保 存 する必 要 のある最 小 メディア数

保 存 期 間 ( 日 数 )

ローテーションでのメ ディア プールの使 用 例

週 5 日 の営 業 日 のうち、月 曜 日 、火 曜 日 、水 曜 日 、および木

曜 日 に日 単 位 のバックアップが実 行 されます。これらの日 単 位 の

バックアップごとに、独 自 のバックアップ メディアのセット ( 日 単 位 保

存 セット ) があり、それらは 4 日 間 ( ユーザ定 義 の保 存 期 間 ) 保
存 されます。5 日 目 ( 金 曜 日 ) には、週 単 位 保 存 セット が 1 つ作

成 され、前 の月 曜 日 の日 単 位 保 存 セット が再 利 用 セット に組 み

込 まれて、再 利 用 ( 上 書 き ) できるようにな ります。つまり、次 の

月 曜 日 には、前 の月 曜 日 の日 単 位 メディア プールが再 利 用 セッ

ト に組 み込 まれていることにな り、その月 曜 日 のバックアップに再

利 用 できます。次 の月 曜 日 のバックアップが完 了 すると、その日

の再 利 用 セット が「月 曜 日 の保 存 セット 」にな り、その週 の間 保

存 されます。

以 下 の図 は、一 般 的 な メディア プールでのバックアップ ジ ョブの処

理 方 法 およびメディア プール内 での保 存 セット と再 利 用 セット の

動 作 を示 しています。
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保 存 セット

メディア プールの保 存 セット とは、メディア プールに指 定 した保 存

要 件 が満 たされるまで上 書 きできな いメディア セット です。カスタ

ム バックアップ ジ ョブすべてについて、保 存 セット 情 報 の変 更 、保

存 セット から再 利 用 セット へのメディアの移 動 、あるメディア プール

の保 存 セット から別 のメディア プールの保 存 セット へのメディアの

移 動 が可 能 です。

保 存 セット に保 存 する必 要 のある最 小 メディア数 と、メディアを保

存 しておく日 数 は定 義 できます。これらの設 定 により、メディアが

保 持 される期 間 が決 まります。これらの基 準 が両 方 満 たされる

と、A rcse rve Ba cku p によって、保 存 セット にある最 も 古 いメディア

が再 利 用 セット に解 放 され、リサイクルして再 利 用 ( 上 書 き ) でき

るようにな ります。
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保 存 セット 内 のメディアは、特 定 の期 間 使 用 ( 書 き込 み ) され

な いと再 利 用 セット に移 されますが、その移 動 までの未 使 用

期 間 を保 存 期 間 といいます。たとえば、保 存 期 間 を 14日 と指

定 した場 合 、メディアは、指 定 した日 数 の間 は保 存 セット 内

に保 持 されます。しかし、使 用 されな いまま 14日 間 が経 過 す

ると、再 利 用 セット に移 されます。

保 存 セット に保 存 する最 小 メディア数 は、最 も 古 いメディアを

再 利 用 セット にリサイクルする際 、保 存 セット に残 しておく必 要

のあるメディアの数 です。これを指 定 しておくと、バックアップを

長 期 間 行 わな くても 、データが失 われるのを防 ぐことができま

す。

注 ：保 存 セット にあるメディアをフォーマット または消 去 しようとす

ると、警 告 が表 示 されます。

再 利 用 セット

メディア プールの再 利 用 セット とは、指 定 した保 存 日 数 の基 準 を

満 たした後 に保 存 セット からリサイクルされたメディアのセット で

す。保 存 セット 内 のメディアで、指 定 の基 準 ( 保 存 する必 須 メ

ディア数 および保 存 期 間 ) を満 たし、再 利 用 または上 書 きが可

能 にな ったメディアは、再 利 用 セット に移 されます。再 利 用 セット

にある最 も 古 いメディア、つまり使 用 されていな い期 間 がも っとも

長 いメディアから順 に使 用 されます。

再 利 用 セット 内 のメディアは、上 書 きされるたびに保 存 セット に移

動 されます。指 定 の保 存 日 数 を超 過 したメディアは、再 び再 利

用 セット に移 動 します。これらの保 存 基 準 が満 たされた場 合 、

A rcse rve Ba cku p はブランク テープを要 求 するメッセージを表 示 す

るか、再 利 用 セット からメディアを受 け入 れます。

A rcse rve Ba cku p では、ジョブの開 始 時 にメディア プールのメンテナ

ンスが実 行 されます。以 下 の 2 つの保 存 条 件 が満 たされるまで、

保 存 セット 内 のメディアを再 利 用 セット に移 動 することはできませ

ん。メディア プール マネージャの左 パネルでメディア プールの再 利

用 セット を選 択 すると、右 パネルにメディア プール名 、セット 名 、

所 有 者 名 、再 利 用 セット 作 成 日 が表 示 されます。
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保 存 セット と再 利 用 セット

上 書 きできな い重 要 な データが入 っているメディアのセット を、保

存 セット と呼 びます。あるメディア プールの保 存 セット のメディアを

別 のメディア プールの保 存 セット に移 動 できます。フォーマット され

ていな い期 間 が最 も 長 いメディアが、最 初 に使 用 されます。

注 ：保 存 セット にあるメディアをフォーマット または消 去 しようとす

ると、警 告 が表 示 されます。

保 存 セット 内 のメディアは一 定 の基 準 ( 保 存 セット 内 の必 須 メ

ディア数 や保 存 期 間 ) を満 たすと、再 利 用 セット に移 されます。

再 利 用 セット 内 のメディアに書 き込 みが行 われるたびに、そのメ

ディアは保 存 セット に移 されます。また、A rcse rve Ba cku p がスク

ラッチ セット で空 でな いメディアを検 出 すると、メディア プール マ

ネージャは、データが入 っている W ORM メディアが使 用 されな いよ

うに、メディアの使 用 を制 御 します。

保 存 セット 内 のメディアは、特 定 の期 間 使 用 されな いと再 利 用

セット に移 されますが、その移 動 までの未 使 用 期 間 を保 存 期 間

といいます。たとえば、保 存 期 間 を 14日 と指 定 した場 合 、メディア

は、指 定 した日 数 の間 は保 存 セット 内 に保 持 されます。しかし、

使 用 されな いまま 14日 間 が経 過 すると、再 利 用 セット に移 されま

す。

保 存 セット の必 須 メディア数 を指 定 します。これは、古 いメディア

が再 利 用 セット に移 される際 に、保 存 セット に最 低 保 持 されてい

る必 要 のあるメディアの数 です。これを指 定 しておくと、バックアッ

プを長 期 間 行 わな くても 、データが失 われるのを防 ぐことができま

す。

メディア プールは、バックアップの種 類 や方 法 に関 係 な く、すべて

のメディアに適 用 されます。A rcse rve Ba cku pは、ジョブの始 めにメ

ディア プールのメンテナンスを実 行 しますが、その際 に以 下 の2つ
の条 件 が満 たされるまで、保 存 セット 内 のメディアが再 利 用 セット

に移 されな いようにします。

保 存 セット 内 の最 も 古 いテープが保 存 期 間 を超 過 している。

保 存 セット 内 にメディアが必 須 の数 だけある。

これらの条 件 が満 たされた場 合 、A rcse rve Ba cku pはブランク テー

プを要 求 するメッセージを表 示 するか、再 利 用 セット からメディア

を受 け入 れます。
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シリアル番 号

メディア プール内 のメディアを分 類 する手 段 の1つにシリアル番 号

があります。メディアのシリアル番 号 は変 更 できませんが、以 下 の

いずれかの方 法 でメディアのシリアル番 号 を作 成 できます。

バーコード -- ラベルから読 み取 られた番 号 がシリアル番 号 にな

ります。バーコード リーダが付 いているライブラリではこの方 法

を使 用 する必 要 があります。この方 法 は、以 前 に定 義 済 みの

メディア プールの設 定 よりも 優 先 されます。

自 動 -- プールの作 成 時 に設 定 された［基 本 シリアル番 号 ］お

よび［シリアル番 号 の範 囲 ］に基 づいて、A rcse rve Ba cku p によ

りメディアのシリアル番 号 が自 動 的 に割 り当 てられます。

［基 本 シリアル番 号 ］-- 基 本 とな るシリアル番 号 で、

A rcse rve Ba cku p が自 動 的 にシリアル番 号 を割 り当 てると

きに使 用 します。最 初 にフォーマット されるメディアには、

この基 本 シリアル番 号 と同 じシリアル番 号 が割 り当 てられ

ます。それ以 降 、各 メディアのシリアル番 号 は、1ずつ増 え

ます。

［シリアル番 号 の範 囲 ］-- メディア プールのシリアル番 号 を

分 類 する範 囲 ( 最 大 31 桁 ) を指 定 できます。
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G F S メディア プール

G FS( G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ) ローテーション メディア プールは、

基 本 のメディア プールのアーキテクチャをベースにしています。

G FS ローテーション ジ ョブでは、日 単 位 、週 単 位 、および月 単 位

の 3 種 類 のメディア プールが使 用 されます。ジョブをサブミット する

ときに［メディア プール名 プレフィックス］フィールド に入 力 された情

報 に基 づいて名 前 が付 けられます。

G FSローテーション ジ ョブを実 行 すると、A rcse rve Ba cku pはメディア

を自 動 的 にフォーマット し、バックアップの種 類 、メディア プール、

および日 付 に基 づく以 下 の構 文 に従 って名 前 を割 り当 てます。

( バックアップの種 類 ) -( ユーザ定 義 のメ ディア プール プレフィックス ) -( 曜

日 ) -( 日 付 )

構 文

要 素
値

バック

アップの

種 類

F - フル バックアップ

I - 増 分 バックアップ

D - 差 分 バックアップ

W - 週 単 位 バックアップ

M - 月 単 位 バックアップ

A - すべての日 単 位 のバックアップ ( フル、増 分 、差 分 )
( デフォルト で有 効 にな っている［Media M ax im iza tion］機
能 を使 用 し、［メ ディアへ追 加 ］オプションが有 効 にな って

いる場 合 ) 。Media M ax im iza tion 機 能 の詳 細 について

は、「 G FS ローテーション ジ ョブでのメディア最 大 化 」を参

照 してください。

ユーザ

定 義 の

メ ディア

プール

プレ

フィック

ス

GFS ローテーション スキーマのメ ディア プールに割 り当 てた

名 前

曜 日 ジョブが実 行 され た曜 日 ( アルファベット で省 略 表 示 )
D a te バックアップを実 行 した日 付 (mm /dd/yy 形 式 )。

メディアの命 名 規 則 から、簡 単 にバックアップ メディアを見 つけるこ

とができます。たとえば、ローテーション スキーマが最 初 のフル バッ

クアップに使 用 するメディアには、F TP M ON 11/1/05 という名 前 が

付 けられます。
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注 ：A rcse rve Ba cku p では、メディア プール名 の指 定 に、アンダー

スコア ( _ ) とハイフン ( -) は使 用 できません。

週 5日 のローテーション スキーマの場 合 、各 メディア プールの保 存

期 間 は以 下 のとおりです。

［日 単 位 ］( _ D LY) --6 日 間 ( 7 日 のローテーション スキーマの

保 存 期 間 は 8 日 )

［週 単 位 ］( _ W LY) --5 週 間

［月 単 位 ］( _ M LY) --343 日 間

保 存 セット 内 のメディア数 とG FSメディア プールの保 存 期 間 は、以

下 の式 で算 出 されます。

日 単 位 プール -- 日 単 位 のバックアップ ジ ョブに使 用 するメディ

アを保 持 します。デフォルト の保 存 期 間 は 6 日 です。保 存

セット 内 のメディア数 は、G FSローテーション内 の日 単 位 のメディ

ア数 から1を引 いた数 ( 日 単 位 のメディア数 － 1) です。

週 単 位 プール -- このプールは、週 単 位 のメディアを保 持 しま

す。保 存 期 間 は、週 単 位 のメディア数 に7を掛 けて、1を引 い

た数 ( 週 単 位 メディア数 *7－ 1) です。保 存 メディア数 は、G FS
セット アップ内 の週 単 位 のメディア数 から 1 を引 いたも のに基

づきます［週 単 位 のメディア数 - 1］。

月 単 位 プール -- このプールは、月 単 位 のメディアを保 持 しま

す。保 存 期 間 は、月 単 位 のメディア数 に29を掛 けて 5を引 いた

数 ( 月 単 位 メディア数 *29－ 5) です。保 存 メディア数 は、G FS
セット アップ内 の月 単 位 のメディア数 から 1 を引 いたも のに基

づきます ( 月 単 位 のメディア数 - 1 ) 。

詳 細 情 報 ：

G FS ローテーション ジ ョブでのM ed ia M ax im iza t io n
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G F S ローテーション ジ ョブでのM e d ia
M a x im iza tio n

A rcse rve Ba cku p では、M ed ia M ax im iza t io n 機 能 はデフォルト で

有 効 にな っています。このオプションを使 用 すると、同 じメディア

プールを使 用 して複 数 の G FS バックアップ ジ ョブをサブミット できま

す。同 じメディア プールを共 有 すると、ジョブごとに新 しいテープ

セット を作 成 する代 わりに、複 数 のジョブを同 じテープ セット に追

加 することができます。これにより、G FS ローテーション ジ ョブの実

行 時 に使 用 するメディアの量 が減 少 します。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p が G FS ローテーション バックアップ データを

確 実 に同 じテープに書 き込 むようにするため、［バックアップ マネー

ジャ］画 面 では、指 定 されたジョブに対 して同 じメディア プール プ

レフィックスを指 定 する必 要 があります。

注 ： M ed ia M ax im iza t io n 機 能 を無 効 にするには、NT レジスト リ

の DW ORD 値 En ab leM ed iaM ax im iza t io n を 0 に設 定 します。こ

のレジスト リ キーは次 のとおりです。

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \A rcse rve
B a cku p \B a se \T a sk \B a cku p

詳 細 情 報 ：

G FS メディア プール
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メディアの使 用 率 を最 大 化 する方 法

M ed ia M ax im iza t io n機 能 を有 効 に活 用 するには、同 じメディア

プールを使 用 する G FSバックアップ ジ ョブをサブミット する際 に、以

下 のガイド ラインに従 います。

同 じローテーション スキーマを使 用 する -- 別 々 のローテーショ

ン スキーマを使 用 した G FS ジョブでは、異 な るテープ名 が必 要

にな る場 合 があります。複 数 のG FSジョブで同 じ メディアを共 有

するには、同 じローテーション スキーマを使 用 します。

各 G FS ジョブを同 じ日 に開 始 する -- G FS ジョブの初 日 にはフル

バックアップが実 行 されます。異 な る日 付 に開 始 されるジョブ

では、第 1 週 にメディアを共 有 できな い場 合 があります。複 数

の G FS ジョブで第 1 週 にメディアを確 実 に共 有 させるには、各

G FS ジョブを同 じ日 に開 始 します。そうしな い場 合 、メディアの

共 有 は第 2 週 以 降 に開 始 されます。

複 数 の G FS バックアップ ジ ョブを変 更 して新 しいメディア プール

を使 用 する場 合 は、同 じ日 に変 更 する -- これにより、すべて

のジョブでメディアがただちに共 有 されます。そうしな い場 合 、メ

ディアの共 有 は第 2 週 以 降 に開 始 されます。

既 存 の G FS ジョブを変 更 して、他 の G FS ジョブと同 じ メディア

プールを使 用 する -- 同 じローテーション スキーマを使 用 する複

数 の既 存 G FS ジョブを変 更 した場 合 、メディアの共 有 はただち

に開 始 されます。ただし、いずれかのジョブの実 行 期 間 が 1 週

間 未 満 の場 合 は、メディアの共 有 は第 2 週 に開 始 される場

合 があります。

728 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



メディア プールの仕 組 み

M e d ia M a x im iza tio n の方 法

メディア使 用 量 を最 大 化 するには、2 種 類 の方 法 があります。使

用 する方 法 は、G FS バックアップ ジ ョブのサブミット 時 に［メディアへ

の追 加 ］機 能 を有 効 にするかどうかによって異 な ります。どちらの

方 法 でも 、必 要 な メディア量 が大 幅 に削 減 されます。以 下 に、

各 方 法 の詳 細 について説 明 します。

［メディアへの追 加 ］オプションをオフにして G FS ローテーション

ジ ョブをサブミット する

［メディアへの追 加 ］オプションを有 効 にして G FS ローテーショ

ン ジ ョブをサブミット する
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［メディアへの追 加 ］オプションをオフにして

G F S ローテーション ジ ョブをサブミット する

［メディアへの追 加 ］オプションをオフにして G FS ローテーション ジ ョ

ブをサブミット する場 合 は、同 じメディア プールを使 用 して複 数 の

ジョブをサブミット することで、メディアの使 用 率 を最 大 化 できま

す。

たとえば、同 じメディア プールおよび 5日 間 のローテーション スキー

マを使 用 している 3つのG FSローテーション ジ ョブをサブミット する場

合 、これらのすべてのジョブは同 じセット を共 有 します。ローテー

ション スキーマの各 曜 日 に、この3つのジョブは同 じテープに追 加 さ

れます。

月 曜 日 = ジョブ 1( 1日 目 ) 、ジョブ 2( 1日 目 ) 、およびジョブ 3( 1
日 目 ) のフル バックアップを含 む1本 のテープ。

火 曜 日 = ジョブ 1( 2日 目 ) 、ジョブ 2( 2日 目 ) 、およびジョブ 3( 1
日 目 ) の増 分 バックアップを含 む1本 のテープ。

水 曜 日 = ジョブ 1( 3日 目 ) 、ジョブ 2( 3日 目 ) 、およびジョブ 3( 3
日 目 ) の増 分 バックアップを含 む1本 のテープ。

木 曜 日 = ジョブ 1( 4日 目 ) 、ジョブ 2( 4日 目 ) 、およびジョブ 3( 4
日 目 ) の増 分 バックアップを含 む1本 のテープ。

金 曜 日 = ジョブ 1( 5日 目 ) 、ジョブ 2( 5日 目 ) 、およびジョブ 3( 5
日 目 ) の週 単 位 のバックアップを含 む1本 のテープ。

この場 合 、1週 間 で 5本 のテープが必 要 です。

M ed ia M ax im iza t io n機 能 を無 効 にする場 合 、各 ジョブに専 用 の

テープが必 要 にな ります。

月 曜 日 = 3本 のフル バックアップ テープ。ジョブ 1( 1日 目 ) に1
本 のテープ、ジョブ 2( 1日 目 ) に1本 のテープ、およびジョブ 3( 1
日 目 ) に1本 のテープ。

火 曜 日 = 3本 の増 分 バックアップ テープ。ジョブ 1 ( 2 日 目 ) に
1 本 のテープ、ジョブ 2 ( 2 日 目 ) に 1 本 のテープ、およびジョブ

3 ( 2 日 目 ) に 1 本 のテープ。

水 曜 日 = 3本 の増 分 バックアップ テープ。ジョブ 1 ( 3 日 目 ) に
1 本 のテープ、ジョブ 2 ( 3 日 目 ) に 1 本 のテープ、およびジョブ

3 ( 3 日 目 ) に 1 本 のテープ。
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木 曜 日 = 3本 の増 分 バックアップ テープ。ジョブ 1( 4日 目 ) に1
本 のテープ、ジョブ 2( 4日 目 ) に1本 のテープ、およびジョブ 3( 4
日 目 ) に1本 のテープ。

金 曜 日 = 3本 の週 単 位 のバックアップ テープ。ジョブ 1 ( 5 日

目 ) に 1 本 のテープ、ジョブ 2 ( 5 日 目 ) に 1 本 のテープ、およ

びジョブ 3 ( 5 日 目 ) に 1 本 のテープ。

M ed ia M ax im iza t io n機 能 を無 効 にする場 合 、1週 間 で 15本
のテープが必 要 です。

注 ：［メディアへ追 加 ］を有 効 にせずに、同 じメディア プールを使

用 して複 数 の G FS ローテーション ジ ョブをサブミット する場 合 、同

じバックアップ方 式 を使 用 している場 合 のみテープを共 有 すること

ができます。たとえば、フル バックアップ ジ ョブのデータが記 録 され

ているテープは、別 のフル バックアップ ジ ョブのデータ以 外 は記 録

できません。増 分 、差 分 、週 単 位 、月 単 位 のバックアップ ジ ョブ

のデータとは共 有 できません。
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［メディアへの追 加 ］オプションを有 効 にして

G F S ローテーション ジ ョブをサブミット する

［メディアへの追 加 ］機 能 を有 効 にせずに G FS ローテーション ジ ョ

ブをサブミット する場 合 と同 様 に、［メディアへの追 加 ］を有 効 にす

ると、同 じメディア プールを使 って複 数 のジョブをサブミット し、メ

ディアを最 大 限 に使 用 できます。また、［メディアへの追 加 ］オプ

ションを有 効 にすると、使 用 されているバックアップ方 法 に関 係 な

く異 な るジョブ間 でテープを共 有 することができるため、メディアの

使 用 率 を最 大 化 できます ( 週 単 位 および月 単 位 のバックアップ

ジ ョブは例 外 です。週 単 位 および月 単 位 のバックアップ ジ ョブが、

フル、増 分 、差 分 バックアップ ジ ョブとテープを共 有 することはでき

ません ) 。

たとえば、［メディアへの追 加 ］オプションを無 効 にして、同 じメディ

ア プールを使 用 する複 数 の G FS ローテーション ジ ョブをサブミット

する場 合 、フル バックアップのデータを含 むテープは、他 のフル

バックアップ ジ ョブのデータとのみ共 有 できます。［メディアへの追

加 ］オプションを有 効 にすると、フル バックアップ データを含 むテー

プは、フル、増 分 、および差 分 データを共 有 できます。

異 な るバックアップ方 式 を使 用 するジョブ間 でテープを共 有 する

際 に、A rcse rve Ba cku pでは同 じ G FSローテーション ネーミング構 文

が使 用 されますが、［メディアへ追 加 ］オプションが有 効 にな ってい

る場 合 は、バックアップの種 類 ごとに異 な る命 名 規 則 が使 用 され

ます。

( バックアップの種 類 ) -( ユーザ定 義 のメ ディア プール プレフィックス ) -( 曜

日 ) -( 日 付 )

［メディアへの追 加 ］が

有 効 でな い場 合

［メディアへの追 加 ］が

有 効 である場 合

F - フル バックアップ

I - 増 分 バックアップ

D - 差 分 バックアップ

W - 週 単 位 バックアップ

M - 月 単 位 バックアップ

A - フル バックアップ

A - 増 分 バックアップ

A - 差 分 バックアップ

W - 週 単 位 バックアップ

M - 月 単 位 バックアップ

［メディアへの追 加 ］オプションを有 効 にして G FS ローテーション ジ ョ

ブをサブミット すると、同 じメディア プールを使 用 して複 数 のジョブ

をサブミット することでメディアの使 用 率 を最 大 化 し、同 じ週 の前

日 のテープを使 用 できます。
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たとえば、同 じメディア プールおよび 5日 間 のローテーション スキー

マを使 用 している 3つのG FSローテーション ジ ョブをサブミット する場

合 、これらのすべてのジョブは同 じセット を共 有 します。さらに、数

日 間 にわたって同 じテープを共 有 することも できるので、使 用 する

テープの数 を大 幅 に減 らすことができます。

月 曜 日 、火 曜 日 、水 曜 日 、木 曜 日 = ジョブ 1( 1日 目 ) 、ジョ

ブ 2( 1日 目 ) 、およびジョブ 3( 1日 目 ) のフル バックアップとジ ョブ

1( 2、3、4日 目 ) 、ジョブ 2( 2、3、4日 目 ) 、ジョブ 3( 2、3、4日
目 ) の増 分 バックアップ データを含 む1本 のテープ。

金 曜 日 = ジョブ 1( 5日 目 ) 、ジョブ 2( 5日 目 ) 、およびジョブ 3( 5
日 目 ) の週 単 位 のバックアップを含 む1本 のテープ。

この場 合 、1週 間 で 2本 のテープが必 要 です。

M ed ia M ax im iza t io n機 能 を無 効 にする場 合 は、ジョブごとに専

用 のセット が必 要 にな ります。これらのテープのうち、同 じバック

アップ方 法 で保 存 されたデータを含 むテープだけが共 有 できま

す。

月 曜 日 = 3本 のフル バックアップ テープ。ジョブ 1( 1日 目 ) に1
本 のテープ、ジョブ 2( 1日 目 ) に1本 のテープ、およびジョブ 3( 1
日 目 ) に1本 のテープ。

火 曜 日 、水 曜 日 、木 曜 日 = 3本 の増 分 バックアップ テープ。

ジョブ 1( 2、3、4日 目 ) に1本 のテープ、ジョブ 2( 2、3、4日 目 ) に
1本 のテープ、およびジョブ 3( 2、3、4日 目 ) に1本 のテープ。

金 曜 日 = 3本 の週 単 位 のバックアップ テープ。ジョブ 1 ( 5 日

目 ) に 1 本 のテープ、ジョブ 2 ( 5 日 目 ) に 1 本 のテープ、およ

びジョブ 3 ( 5 日 目 ) に 1 本 のテープ。

この場 合 、1週 間 で 9本 のテープが必 要 です。

注 ： A rcse rve Ba cku p［メディアへ追 加 ］オプションをオンにしてG FS
ローテーション ジ ョブをサブミット する際 に、何 らかの理 由 で前 日

のメディアをで使 用 できな い場 合 、「［メディアへ追 加 ］オプションを

使 用 する場 合 」の命 名 規 則 を使 用 して、再 利 用 セット のメディア

またはブランク メディアをフォーマット します。このような 状 況 が発

生 する可 能 性 を低 減 する方 法 については、この章 の「メディアの

最 大 化 ルール」を参 照 してください。
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重 複 メディアのルール

M ed ia M ax im iza t io n機 能 を有 効 にすると、同 じメディア プールを

使 用 する複 数 のG FSジョブでテープを共 有 できるため、他 のG FS
ジョブでメディアが使 用 中 であるという状 況 が発 生 する可 能 性 が

あります。［メディアへの追 加 ］を有 効 にしていな い状 態 で G FS
バックアップ ジ ョブをサブミット したときにこの状 況 が発 生 した場

合 、ジョブは待 機 状 態 にな り、テープが使 用 可 能 にな ってからメ

ディアへの追 加 が行 われます。デフォルト の待 機 時 間 は 10 分 で

す。10 分 後 も 引 き続 きメディアが使 用 中 の場 合 は、別 のテープ

が使 用 されます。

［メディアへ追 加 ］オプションを有 効 にしてG FSバックアップ ジ ョブを

サブミット した際 にこのような 状 況 が発 生 した場 合 は、A rcse rve
Ba cku pは前 日 に使 用 したメディアに追 加 しようとします。このメディ

アも 使 用 中 の場 合 は、10 分 間 待 機 します。10 分 後 も 引 き続 き

メディアが使 用 中 の場 合 、ジョブは現 在 の日 付 に基 づいて別 のメ

ディアを生 成 し、このメディアの使 用 を試 行 します。この新 しいメ

ディアも 使 用 中 の場 合 は、ジョブは 10 分 間 待 機 します。このメ

ディアが 10 分 後 も 引 き続 き使 用 中 の場 合 、ジョブは新 しい名 前

で別 のメディアをフォーマット します。

注 ：レジスト リ キーG FSwa itt im eに新 しい値 を入 力 することで、待

機 時 間 を変 更 できます。この値 は以 下 のレジスト リ キーの下 に

あります。

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \A rcse rve
B a cku p \B a se \T a sk \B a cku p
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メディア プール マネージ ャ

メディア プール マネージャでは、メディア プールの作 成 およびメン

テナンスを実 行 できます。A rcse rve Ba cku pはメディア上 にカタログ

ファイルを作 成 し、マージ ジョブとデータベース バックアップ ジ ョブの

パフォーマンスを向 上 させます。メディア プール マネージャは、以

下 の作 業 を実 行 する際 に役 立 ちます。

新 しいメディア プールの作 成 -- メディアをメディア プールに割 り

当 てるには、最 初 にメディア プールを作 成 します。メディア プー

ルに付 ける名 前 は、15バイト 以 内 で入 力 します。

既 存 のメディア プールの削 除 -- メディア プールを削 除 するに

は、まず対 象 メディア プールに含 まれるメディアを別 のメディア

プールに割 り当 てる必 要 があります。

プール内 でのメディアの移 動 -- セット 間 でメディアを移 動 でき

ます。また、［メディアの割 り当 て］または［メディアの削 除 ］オプ

ションを使 用 し、再 利 用 セット から保 存 セット ( またはその逆 )
への移 動 も 可 能 です。

ロケーション メンテナンスの実 行 -- 新 しいロケーション情 報 の

入 力 、既 存 のロケーション情 報 の修 正 、メディアの特 定 のロ

ケーションへの割 り当 てが可 能 です。

メディア プールへのメディアの割 り当 て -- メディアをフォーマット

する際 、メディアをメディア プールに割 り当 てます。デバイス管

理 を使 用 してメディアをフォーマット するときには、対 象 メディア

に関 連 付 けられる特 定 のメディア プール情 報 を定 義 します。

メディア プールからのメディアの削 除 -- メディア プールからメディ

アを削 除 できます。

注 ： W ORM ( W rite On ce Read M an y) メディアは、メディアへの上

書 きオプションが設 定 されたジョブに使 用 したり、メディアを消 去 し

たり、メディア プールに追 加 することはできません。これらの操 作

は、W ORM サポート のアップデート によってブロックまたは無 効 化 さ

れます。
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メディア プールの作 成

自 動 ローテーション スキーマを使 用 すると、バックアップ時 に使 用

されるメディアを制 御 できます。ただし、自 動 ローテーション スキー

マを使 用 しな い場 合 でも 、メディア プール マネージャは、メディア

のメンテナンスおよび再 利 用 を効 率 的 にスケジュールするうえで不

可 欠 な ツールです。メディア プール マネージャは、ローテーション

スキーマで使 用 するメディアと同 様 に、メディアをメディア プールと

して管 理 する場 合 に役 立 ちます。ローテーション スキーマの場 合

と同 様 に、メディア プールは書 き換 え可 能 な スト レージ メディアの

集 合 であり、単 一 のユニット として管 理 されます。

注 ： W ORMメディアを使 用 している場 合 、メディア プール オプショ

ンは使 用 できません。メディアの性 質 上 、W ORM メディアは上 書

き禁 止 な ので、ローテーション スキーマまたはメディア プールでは、

W ORM メディアを再 利 用 することはできません。

メディア プールの詳 細 については「デバイスとメディアの管 理 」を参

照 してください。

メディア プールを作 成 する方 法

1 . ホーム画 面 のナビゲーション バーにある［管 理 ］メニューから、［メ

ディア プール］をクリックします。

メディア プール マネージャが開 きます。

2 . メディア プール マネージャで［新 規 ］ボタンをクリックします。

［メディア プール環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：A rcse rve Ba cku p は、フォーマット されて特 定 のメディア プール

に配 置 されたメディアに対 して、シリアル番 号 を検 出 して割 り当 て

ます。

3 . ［プール名 ］フィールド にメディア プールの名 前 を入 力 します。その

他 のフィールド にも 、それぞれ適 切 な 情 報 を入 力 します。

［保 存 セット 内 の必 須 メディア数 ］、［保 存 期 間 ］、［データベース

保 存 期 間 ］、［基 本 シリアル番 号 ］、［シリアル番 号 の範 囲 ］の各

フィールド には、デフォルト 値 が含 まれ、必 要 に応 じて変 更 できま

す。

注 ：［次 のシリアル番 号 ］フィールド は設 定 できません。

4 . 終 了 したら、［OK］をクリックします。
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新 し く作 成 したメディア プールがメディア プール マネージャに表 示

されます。その後 、このメディア プールの保 存 セット および再 利 用

セット にメディアを割 り当 てることができます。
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ローテーションの作 成 方 法

ローテーションを作 成 するには、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド

ウの左 側 ペインで［スケジュール］オブジェクト を選 択 してダブルク

リックし、リスト からスケジュールを選 択 します。スケジュールをダブ

ルクリックすると、［ローテーション］オブジェクト が表 示 されます。

［ローテーション］オブジェクト を右 クリックして、［作 成 ］を選 択 しま

す。［ローテーションの作 成 ］ダイアログ ボックスが表 示 され、以 下

の設 定 を行 います。

［シーケンス番 号 ］-- ローテーションのシーケンス番 号 が、メディ

ア管 理 マネージャで自 動 的 に生 成 されるようにします。最 も 小

さいシーケンス番 号 からボールト サイクルが開 始 されます。新

規 ローテーションのデフォルト 値 は 10 で、次 の新 規 ローテー

ションは 20 にな ります。特 定 のシーケンス番 号 を割 り当 てる場

合 は、［シーケンス番 号 ］オプションをオンにして番 号 を選 択 し

ます。

［ボールト 名 ］-- ボールト 名 は、ローテーションごとに指 定 する

必 要 があります。ボールト のド ロップダウン リスト からボールト の

名 前 を選 択 できます。

［保 持 ］セクシ ョンでは、以 下 のいずれかの条 件 を設 定 しま

す。

［ホールド 日 数 ］-- テープ ボリュームを保 持 する日 数 で

す。

［キープするサイクル数 ］-- このローテーションでテープ ボ

リュームが保 持 されるボールト サイクル数 です。

［初 回 フォーマット からの経 過 日 数 ］-- テープ ボリュームが

初 めてフォーマット された日 を基 準 に、このローテーション

でテープ ボリュームを保 持 する日 数 を入 力 します。

［日 付 ］-- テープ ボリュームは、ここに入 力 した日 までこの

ローテーションで保 持 されます。

［テープの有 効 期 限 ］-- テープ ボリュームは、テープの有

効 期 限 が経 過 するまでこのローテーションに保 持 されま

す。

［パーマネント ］-- すべてのテープ ボリュームが、このロー

テーションで永 久 に保 持 されます。
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テープ ボリュームがこれらの条 件 のいずれかに一 致 する場 合 は、

同 じローテーションに残 ります。これらの条 件 に優 先 順 位 はな い

ため、いずれかの条 件 が真 であれば、条 件 が矛 盾 するように見 え

る場 合 でも 、メディアはボールト に残 ります。たとえば、［ホールド

日 数 ］フィールド で 60 を選 択 し、［日 付 ］フィールド に 30 日 後 の

日 付 を入 力 した場 合 、テープ ボリュームは 60 日 間 保 持 されま

す。

［追 加 ］ボタンをクリックすると、新 規 ローテーションが保 存 され、

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの［ローテーション］階 層 に追

加 されます。

テープ ボリュームの保 存 期 間 が経 過 すると、テープ ボリュームは

アンボールト され、テープ サービスに戻 り再 利 用 されます。
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メディア管 理 マネージ ャ ( M M A d m in )

注 ： メディア管 理 マネージャを使 用 するには、En te rp rise M od u le
をインスト ールする必 要 があります。

メディア管 理 マネージャでは、メディア リソ ースを保 護 、制 御 、お

よび管 理 することができます。メディア管 理 マネージャを使 用 する

と、テープをオフサイト の保 管 場 所 に移 動 したり、テープが上 書 き

されな いようにテープを保 護 するための保 存 ポリシーを定 義 するこ

とができます。また、テープ内 のファイルに安 全 にアクセスしたり、

テープ ライブラリ リソ ースの包 括 的 な インベント リを保 持 することも

できます。

メディア管 理 マネージャのアクティビティは、アクティビティ ログに記

録 されます。このログには、情 報 、警 告 、エラーが記 録 されます。

この重 要 な 機 能 により、メディア管 理 のすべての操 作 を集 中 ト

ラッキングできます。

メディア管 理 マネージャを使 用 してメディアを管 理 するには、ボー

ルト の作 成 、スケジュールの作 成 、ボールト 基 準 記 述 子 の選

択 、およびローテーションの定 義 を行 う必 要 があります。以 下 のセ

クションでは、これらの作 業 、およびメディア管 理 マネージャを使 用

したメディア管 理 に関 するすべてのト ピックについて説 明 します。
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メディア管 理 およびテープ サービス

オフサイト の保 管 場 所 を持 つデータ センタでは、テープ ボリューム

は通 常 セント ラル テープ ライブラリから安 全 性 の高 いスト レージ

エリア ( ボールト ) にサイクルされ、セント ラル ライブラリへと戻 されま

す。テープ サービスと共 に機 能 するメディア管 理 マネージャでは、

追 加 メディアの制 御 、ローテーション、スロット 番 号 の割 り当 て、お

よびボールト テープ ボリュームに関 するレポート の作 成 が行 われ

ます。これらのテープ ボリュームを必 要 に応 じてオフサイト の保 管

場 所 へ物 理 的 に送 り、データ センタに戻 すことができます。

ボールト 基 準 は、メディア管 理 マネージャを使 用 して定 義 できま

す。テープ ボリュームをボールト に保 持 する基 準 は、スケジュール

およびボールト ごとに異 な ります。ボールト 基 準 を満 たしたテープ

ボリュームは、テープ サービスによってボールト コード がチェックさ

れ、現 在 の位 置 およびテープ ボリュームの移 動 先 であるデスティ

ネーションを示 すレポート が生 成 されます。
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メディア管 理 マネージ ャの用 語

メディア管 理 に関 連 する重 要 な 用 語 を以 下 に示 します。

ボールト -- ユーザが定 義 する識 別 可 能 な スト レージ領 域 また

は場 所 。

スロット -- テープ ボリュームがボールト に保 管 されると、ボール

ト 内 の仮 想 スロット が割 り当 てられます。1 つのテープ ボリュー

ムの保 存 に、1 つのスロット が使 用 されます。デフォルト では

ボールト 内 のスロット の数 は 32000ですが、ボールト の作 成 時

に、異 な る最 大 数 を指 定 できます。

スケジュール -- テープ ボリュームをいつボールト に保 存 し、ボー

ルト から削 除 するかを指 定 します。

ローテーション -- テープ ボリュームをいつ移 動 するかを指 定 しま

す。スケジュールと関 連 付 けられます。ボールト ごとに 1 つの

ローテーションを定 義 します。

ボールト 基 準 ( V C D ) -- 選 択 したテープ ボリュームに使 用 する

制 御 データ セット を定 義 します。制 御 データ セット は、メディア

名 またはファイル名 で選 択 できます。個 々 のメディアを制 御

データ セット として選 択 することも できます。

ボールト サイクル - テープ ボリュームの実 際 の移 動 を示 しま

す。メディア管 理 機 能 でボールト 基 準 ( VCD ) レコード を作 成 す

ることで、ボールト 、テープ ボリューム、およびテープ ボリューム

が移 動 するためのルールを指 定 する必 要 があります。メディア

管 理 機 能 では、この指 定 情 報 を使 用 して、移 動 がスケジュー

ルされているときにボールト サイクルが実 行 されます。

レポート -- ボールト サイクルまたは予 測 されるボールト サイク

ルを実 行 するたびに、A rcse rve Ba cku p はいくつかのレポート を

生 成 し、その後 別 のボールト サイクルが開 始 します。ボールト

選 択 レポート には、VCD によるボールト への移 動 対 象 として選

択 されるテープ ボリュームのリスト が含 まれます。ボールト 元 レ

ポート とボールト 先 レポート では、ボールト サイクルの結 果 と、

テープ ボリュームの現 在 の場 所 で構 成 される信 頼 性 の高 い

記 録 が生 成 されます。

ボールト 元 内 容 レポート とボールト 先 内 容 レポート は、ボール

ト 元 レポート およびボールト 先 レポート に含 まれる情 報 に加

え、セッシ ョン番 号 、ソ ース パス、開 始 日 、サイズ、ファイル数

な ど、セッシ ョンの基 本 的 な 詳 細 情 報 が含 まれています。
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インベント リ レポート も 使 用 可 能 です。このレポート は、いつで

も 生 成 できます。
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メディア管 理 マネージ ャのインターフェース

メディア管 理 マネージャのインターフェースは、ボールト の作 成 、ス

ケジューリング、VCDの作 成 、ローテーション、レポート の生 成 を簡

単 に実 行 できるように設 計 されています。メディア管 理 マネージャ

のツールを使 用 すると、完 全 な メディア管 理 に必 要 な ボールト ポ

リシーを作 成 できます。

メディア管 理 マネージャのワークスペースには、メニュー バー、メイ

ンのメディア管 理 マネージャ ツールバー、［メディア管 理 マネー

ジャ］ウィンド ウがあります。［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの

左 側 ペインには、メディア管 理 プライマリ サーバがツリー構 造 で表

示 され、ナビゲーションしやすいようにな っています。右 側 ペインに

は、左 側 ペインで選 択 したオブジェクト に関 連 する情 報 が表 示 さ

れます。また、メディア管 理 マネージャのセッシ ョン中 に生 成 された

出 力 メッセージおよびレポート が表 示 されます。
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メディア管 理 マネージ ャ ツールバー

以 下 の表 で、メディア管 理 マネージャ ( MM Adm in ) を使 用 して実

行 できるタスクを説 明 します。タスクを開 始 するには、対 応 する

ツールバー ボタンをクリックします。

ボタン タスク

メ ディア管

理 データ

ベースの初

期 化

メ ディア管 理 データベースを初 期 化 します。

データの取

得 (R )
データベースがダウンした場 合 に、データを取 得 し

て最 新 の情 報 を表 示 します。

更 新
［メ ディア管 理 マネージャ］ウィンド ウに表 示 される

情 報 を更 新 します。

ボールト サ

イクルを開

始

ボールト サイクル処 理 を開 始 します。

ボールト サ

イクルのシ

ミュレート

ボールト 選 択 レポート を作 成 します。このレポート

は、ロケーション情 報 を実 際 に更 新 することな く、

移 動 するテープ ボリュームの数 を予 測 します。

ボールト 内

のメ ディアを

検 索

テープ名 またはシリアル番 号 でメ ディアを検 索 しま

す。

プロパティ サーバのプロパティを表 示 します。

印 刷
［メ ディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 ペインに

表 示 され ている内 容 を印 刷 します。

印 刷 プレ

ビュー
印 刷 する前 に印 刷 イメ ージをプレビューします。
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［メディア管 理 マネージ ャ］ウィンド ウ

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 のペインにあるオブジェ

クト は、展 開 可 能 な ツリー形 式 で表 示 されます。関 連 情 報 を表

示 するには、対 象 のブランチをダブルクリックします。階 層 にアクセ

スすると、ポップアップ メニューからツリーのオブジェクト を追 加 、修

正 、または削 除 できます。オブジェクト を右 クリックすると、ポップ

アップ メニューが表 示 されます。

［メディア管 理 マネージャ］を起 動 すると、ツリーの最 上 位 にはメ

ディア管 理 プライマリ サーバが表 示 されます。オブジェクト をダブル

クリックして展 開 すると、以 下 のオブジェクト にアクセスできます。

［現 在 のサーバ］-- 現 在 使 用 しているサーバに関 する情 報 が

表 示 されます。

［ボールト ］-- 以 前 に作 成 したボールト に関 する情 報 が表 示 さ

れます。

［スケジュール］-- 以 前 に作 成 したスケジュールの名 前 が表 示

され、［ボールト 基 準 ］および［ローテーション］オブジェクト にア

クセスできます。

［レポート ］--7 つの使 用 可 能 な レポート にアクセスできます。

［ステータス］-- 直 近 の処 理 のステータスを表 示 できます。

［ボールト 内 のメディアを検 索 ］-- ［メディアの検 索 ］ダイアログ

ボックスにアクセスして、特 定 のメディアを検 索 できます。
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[スケジ ュール ]オブジ ェクト

［スケジュール］オブジェクト では、以 前 に定 義 したスケジュール情

報 の表 示 、および新 規 スケジュールの作 成 を実 行 できます。ボー

ルト 基 準 記 述 子 とローテーションを定 義 する前 に、スケジュールを

作 成 する必 要 があります。ボールト 基 準 記 述 子 とローテーション

は、ボールト の選 択 および保 存 のポリシーを指 定 します。

［スケジュール］オブジェクト を選 択 すると、［メディア管 理 マネー

ジャ］ウィンド ウの右 側 ペインに、以 前 定 義 したスケジュールの名

前 が表 示 されます。これらのスケジュールは、左 側 ペインの［スケ

ジュール］オブジェクト の下 にも 表 示 されています。新 規 のスケ

ジュールを作 成 するには、［スケジュール］オブジェクト を右 クリック

します。特 定 のスケジュールを削 除 するには、スケジュールを右 ク

リックします。スケジュールの作 成 または削 除 の詳 細 については、

「テープ ボリューム移 動 のスケジュール」のセクシ ョンを参 照 してくだ

さい。

スケジュールに名 前 を付 けて作 成 すると、［メディア管 理 マネー

ジャ］ウィンド ウの左 側 ペインに、［ボールト 基 準 ］および［ローテー

ション］オブジェクト が表 示 されます。
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[ボールト 基 準 ]オブジ ェクト

ボールト 基 準 記 述 子 ( VCD ) を使 用 して、ボールト に割 り当 てる

テープ ボリュームを管 理 するソ ース情 報 を設 定 できます。制 御

データ セット としてメディア プール名 またはファイル名 を選 択 しま

す。1 つのテープのみを割 り当 てる場 合 は、制 御 データ セット とし

て［ユーザによる割 り当 て］オプションを選 択 します。このオプション

を使 用 する場 合 、コマンド ライン情 報 を入 力 する必 要 がありま

す。このデータ セット がボールト 保 管 されると、テープ ボリュームが

ボールト のスロット に割 り当 てられます。

［ボールト 基 準 ］オブジェクト を選 択 すると、［メディア管 理 マネー

ジャ］ウィンド ウの右 側 のペインに既 存 の VCD に関 する以 下 の情

報 が表 示 されます。

［V C D 名 ］-- ボールト 基 準 の名 前 です。

［V C D の種 類 ］-- 制 御 データセット が、メディア プール、ファイル

名 、またはユーザ別 のどれであるかを示 します。

［メディア プール］-- 制 御 データ セット がメディア プールの場

合 、メディア プールの名 前 が表 示 されます。

［ホスト 名 ］-- 制 御 データ セット がファイル名 の場 合 、この列 に

はファイルが保 存 されているホスト が表 示 されます。

［ファイル名 ］-- 制 御 データ セット がファイル名 の場 合 、この列

には完 全 パスとファイル名 が表 示 されます。

［作 成 日 ］--VCD の作 成 日 です。

既 存 のVCDを更 新 または削 除 するには、［メディア管 理 マネー

ジャ］ウィンド ウの右 側 ペインで VCDを右 クリックします。新 規 の

VCD を作 成 するには、左 側 ペインで［ボールト 基 準 ］オブジェクト

を右 クリックします。VCD の作 成 、更 新 または削 除 の詳 細 につい

ては、「テープ ボリュームおよび VCD を管 理 する方 法 」を参 照 して

ください。
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［ローテーション］オブジ ェクト

メディア管 理 は、ユーザ定 義 のローテーション ポリシーを使 用 し

て、テープ ボリュームの移 動 先 および移 動 日 時 を決 定 します。

［ローテーション］オブジェクト を使 用 して、リテンシ ョン ポリシーを設

定 または更 新 します。このポリシーでは、テープを移 動 する日

時 、またはボールト からテープ サービスにテープを戻 す日 時 を指

定 します。

［ローテーション］オブジェクト を選 択 すると、［メディア管 理 マネー

ジャ］インターフェースの右 側 ペインに、以 前 に定 義 されたローテー

ションに関 する以 下 の情 報 が表 示 されます。

［ローテーション名 ］-- ローテーションの名 前 です。

［ボールト 名 ］-- ローテーションが関 連 付 けられているボールト

の名 前 です。

［保 存 ］-［ホールド 日 数 ］-- テープ ボリュームをこのローテーショ

ンに保 持 する日 数 を、最 終 書 き込 み日 ( メディアが最 後 に書

き込 まれた日 ) からの日 数 で示 します。

注 ：最 終 書 き込 み日 を表 示 するには、［ボールト ］オブジェク

ト を展 開 し、右 側 ペインの上 でメディア名 を選 択 します。右 側

ペインの下 に、最 終 書 き込 み日 が表 示 されます。

［保 存 ］-［キープするサイクル数 ］-- このローテーションで保 持 さ

れるボールト サイクルおよびテープ ボリュームの数 を示 します。

［保 存 ］-［初 回 フォーマット からの経 過 日 数 ］-- テープ ボリュー

ムが、最 初 のフォーマット 日 から指 定 された日 数 が経 過 するま

でこのローテーションに保 持 されることを示 します。

［保 存 ］-［パーマネント ］-- テープ ボリュームがこのローテーション

に永 久 に保 持 されることを示 します。

［保 存 ］-［テープの有 効 期 限 ］-- テープ ボリュームが、テープの

有 効 期 限 までこのローテーションに残 ることを示 します。

［保 存 ］-［日 付 ］-- テープ ボリュームが指 定 された日 付 が経 過

するまでこのローテーションに残 ることを示 します。

［作 成 日 ］-- ローテーション の作 成 日 です。

［詳 細 ］-- ユーザが定 義 した、ローテーションの説 明 です。

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 ペインの［ローテーショ

ン］オブジェクト の下 に、既 存 のローテーションが表 示 されます。
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既 存 のローテーションを更 新 するには、ローテーション名 を右 ク

リックし、ポップアップ メニューから［更 新 ］を選 択 します。

新 規 のローテーションを作 成 するには、［ローテーション］オブ

ジェクト を右 クリックして［作 成 ］を選 択 します。
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［レポート ］オブジ ェクト

ボールト サイクルを開 始 すると、データベース内 のテープ ボリュー

ムの場 所 に関 する情 報 は更 新 されますが、テープ ボリュームの実

際 の移 動 は手 動 で行 われます。メディア管 理 マネージャで生 成

されるレポート には、テープ ボリュームの現 在 の位 置 および移 動

先 のデスティネーションが示 されるため、必 要 に応 じて、テープ ボ

リュームを他 のスト レージ ロケーションへ移 動 させたり、データ セン

タへ戻 したりできます。

［レポート ］オブジェクト では、ボールト サイクル プロセスで生 成 さ

れるレポート 、およびいつでも 生 成 可 能 な インベント リ レポート に

アクセスできます。［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 のペ

インにある［レポート ］オブジェクト を展 開 して、以 下 のレポート タ

イプを表 示 します。

［ボールト 選 択 レポート ］-- ボールト 基 準 ( VCD ) によってボール

ト への移 動 対 象 として選 択 されたテープ ボリュームのリスト が

含 まれます。

［ボールト 元 レポート ］-- 各 ボールト から取 り出 されるテープ ボ

リュームのリスト が含 まれます。

［ボールト 元 内 容 レポート ］-- 各 ボールト から取 り出 されるテー

プ ボリュームと各 テープ ボリューム内 のセッシ ョンのリスト が含 ま

れています。

［ボールト 先 レポート ］-- ボールト に配 布 されるテープ ボリュー

ムのリスト が含 まれます。

［ボールト 先 内 容 レポート ］-- ボールト に配 布 されるテープ ボ

リュームおよび各 テープ ボリューム内 のセッシ ョンのリスト が含 ま

れます。

［ボールト 別 インベント リ レポート ］-- テープ ボリュームが、保

存 先 のボールト 別 に一 覧 表 示 されます。

［メディア別 インベント リ レポート ］-- テープ ボリュームがボール

ト 別 に一 覧 表 示 されます。先 頭 にはメディア名 が示 されます。

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 のペインでレポート タイ

プを選 択 すると、右 側 のペインに使 用 可 能 な レポート が日 付 別

に一 覧 表 示 されます。レポート をクリックすると、右 下 のペインにそ

のレポート が表 示 されます。［メディア管 理 マネージャ］ツールバー

の［印 刷 ］ボタンをクリックして、これらのレポート を印 刷 できます。

A le rt通 知 システムをM icro so ft E x ch an geを使 うように設 定 してあ
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る場 合 、レポート の作 成 時 に、電 子 メールでレポート を送 信 する

ことも できます。電 子 メールを使 ったレポート 送 信 の詳 細 について

は、「 メディア管 理 プロセスの動 作 の仕 組 み 」を参 照 してください。

A le rt の使 用 の詳 細 については、「 A le rt マネージャの使 い方 」を

参 照 してください。

インベント リ レポート は、スロット テーブルの情 報 に基 づいており、

いつでも 生 成 できます。［ボールト 元 レポート ］および［ボールト 先

レポート ］は、ボールト サイクル中 に生 成 される移 動 レコード に基

づいており、各 ボールト サイクル処 理 の完 了 後 に更 新 されます。

［ボールト サイクルの開 始 ］コマンド を実 行 するたびに、ボールト

選 択 リスト が生 成 されます。このリスト には、処 理 された各 VCD
ごとに、テープ ボリューム セット 内 の最 初 のテープ ボリュームと制

御 データ セット が示 されます。ボールト サイクルに対 して選 択 され

たすべてのテープ ボリューム セット について、この情 報 が提 供 され

ます。
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[ボールト 内 のメディアを検 索 ]オブジ ェクト

［ボールト 内 のメディアを検 索 ］オブジェクト により、たとえばリスト ア

ジ ョブを実 行 するのに特 定 のメディアが必 要 な 場 合 、ボールト から

最 も 短 時 間 でそのメディアを検 索 できます。メディアは、テープ名

またはシリアル番 号 で検 索 できます ( 大 文 字 と小 文 字 が区 別 さ

れます ) 。

［ボールト 内 のメディアを検 索 ］ダイアログ ボックスを開 くには、

［ボールト 内 のメディアを検 索 ］オブジェクト を右 クリックし、コンテキ

スト メニューから［検 索 ］を選 択 します。このダイアログ ボックスを

使 用 して、メディア検 索 の基 準 を設 定 できます。
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［ステータス］オブジ ェクト

メディア管 理 マネージャで一 度 に実 行 できるボールト サイクルは 1
つだけです。ボールト サイクルの進 行 状 況 を監 視 する場 合 、また

は現 在 のオンライン ステータスを取 得 するには、メディア管 理 マ

ネージャのインターフェースの左 側 のペインで［ステータス］オブジェ

クト をダブルクリックして、以 下 の情 報 を表 示 します。

［現 在 のステータス］-- 現 在 の操 作 のステータスとして［アクティ

ブ］または［終 了 ］が表 示 されます。

［前 回 の操 作 者 ］-- 最 後 の操 作 を実 行 した所 有 者 です。

［前 回 の操 作 タイプ］-- 操 作 のタイプは、［レディ］、［ボールト

サイクル］、［コミット ］、［参 照 ］、［更 新 ］、および［リセット ］で

す。

［前 回 の操 作 の開 始 時 点 ］-- 前 回 の操 作 が開 始 した日 付 と

時 刻 です。

［前 回 の操 作 の終 了 時 点 ］-- 前 回 の操 作 が終 了 した日 付 と

時 刻 です。
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処 理 中 のボールト のステータスをリセット

メディア管 理 マネージャを使 用 すると、ボールト サイクルの処 理 中

にメディア管 理 データベースの破 損 な どの障 害 が発 生 した場 合 、

処 理 中 のボールト のステータスを手 動 でリセット できます。

ca _mm o コマンド ライン ユーティリティを使 用 して、ステータスをリ

セット できます。ステータスをリセット 後 、別 のボールト サイクルを

再 起 動 できます。

注 ：ca _mm o コマンド ライン ユーティリティの詳 細 については、「コ

マンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。
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メディア管 理 プロセスの動 作

メディア管 理 プロセスには、ボールト ポリシーの設 定 、テープ ボ

リュームの移 動 のスケジューリング、テープ ボリュームの選 択 、保

存 ポリシーの定 義 、ボールト サイクルの実 行 、および適 切 な ロ

ケーションへのメディアの移 動 が含 まれます。

ボールト ポリシーおよび保 存 ポリシーを設 定 すると、ボールト ロー

テーション プロセスが開 始 されます。バックアップ処 理 と同 じ頻 度

で、ボールト サイクルを実 行 してください。たとえば、データを毎 日

バックアップする場 合 、ボールト サイクルも 毎 日 実 行 してください。

データを 1 週 間 に 1 回 バックアップする場 合 は、1 週 間 に 1 回 、

バックアップ操 作 の後 にボールト サイクルを実 行 します。

ボールト サイクル プロセスでは、テープ ボリューム セット のロケー

ション情 報 が更 新 されます。この情 報 には、ボールト への移 動 ま

たはテープ サービスへの移 動 が示 されています。プロセスを開 始

するには、メディア管 理 マネージャのツールバーの［ボールト サイク

ル］メニューから［開 始 ］を選 択 します。ボールト サイクルは、DOS
プロンプト から ca _mm o -sta rt または -s ta rtA ll コマンド を実 行 して

開 始 することも できます。

N o te s:

メディア管 理 マネージャを使 用 する場 合 、ボールト サイクルは

プライマリ サーバとすべてのメンバ サーバのテープを処 理 しま

す。

メディアのメディア管 理 ロケーションの現 在 の情 報 を取 得 する

場 合 は、必 ず［ボールト サイクルの開 始 ］ボタンをクリックする

必 要 があります。

テープ ボリュームの移 動 およびロケーション情 報 の詳 細 な レポート

を生 成 するには、［ボールト サイクルの開 始 ］プロセスを実 行 しま

す。すでにテープ ボリュームが含 まれているスロット と、ボールト さ

れる新 しいスロット が、共 通 のスケジュールで一 緒 のグループにま

とめられます。スケジュールの最 初 のローテーションが開 始 すると、

有 効 期 限 条 件 に基 づいて、テープ ボリューム セット がボールト お

よびスロット に割 り当 てられます。この処 理 中 にスロット は自 動 的

に作 成 され、テープ ボリュームは自 動 的 にボールト されます。

最 初 のローテーションが完 了 すると、スケジュールの次 のローテー

ションが処 理 され、すべてのローテーションが完 了 するまでスケ

ジュール全 体 が処 理 されます。さらに、メディア管 理 で生 成 される
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レポート には、テープ ボリュームの現 在 の位 置 および移 動 先 のデ

スティネーションが示 されます。これらのテープを手 動 で取 り外 した

くな い場 合 は、DOS プロンプト で ca _mm o -exp o rt コマンド を実 行

して、自 動 的 にエクスポート することができます。メディア管 理 用

のコマンド ライン ユーティリティの詳 細 については、「デバイス マ

ネージャ」を参 照 してください。

［ボールト サイクルのシミュレート ］コマンド を使 用 して、ボールト 選

択 レポート を生 成 できます。このコマンド を使 用 すると、実 際 にロ

ケーション情 報 を更 新 せずに移 動 できるテープ ボリュームの数 を

常 に予 測 できます。ボールト 選 択 レポート を電 子 メールで送 信 す

る場 合 は、システムがM icro so ft E x ch an geを使 用 してA le rtを送 信

するように設 定 されていることを確 認 して、［設 定 ］メニューの［レ

ポート をメールで送 信 する］オプションを有 効 にします。A le rt の設

定 の詳 細 については、「 A le rt マネージャの使 い方 」を参 照 してくだ

さい。

ボールト サイクルで生 成 されるボールト 元 /先 レポート には、テー

プ ボリューム セット の新 /旧 ロケーションが示 されます。この情 報 を

基 にメディアの管 理 を行 うことができます。これらのレポート には、

以 下 の情 報 が含 まれます。

［ボールト 元 レポート ］-- 手 動 で取 り出 すメディアおよびその送

り先 が表 示 されます。

［ボールト 元 内 容 レポート ］-- 各 ボールト から取 り出 されるすべ

てのテープ ボリューム、および各 テープ ボリューム内 のセッシ ョン

が一 覧 表 示 されます。

［ボールト 先 レポート ］-- 各 ボールト に保 管 されるメディアが表

示 されます。

［ボールト 先 内 容 レポート ］-- ボールト に送 られるすべてのテー

プ ボリュームおよび各 テープ ボリューム内 のセッシ ョンが一 覧 表

示 されます。

［ボールト 元 レポート ］や［ボールト 先 レポート ］を電 子 メールで送

信 する場 合 は、システムがM icro so ft E x ch an geを使 用 してA le rtを
送 信 するように設 定 されていることを確 認 して、［設 定 ］メニューの

［レポート をメールで送 信 する］オプションを有 効 にします。A le rt の

設 定 の詳 細 については、「 A le rt マネージャの使 い方 」を参 照 して

ください。

テープ ボリュームをメディア管 理 で管 理 している場 合 は、テープ

サービスによって、テープ ボリュームのロケーション ステータスが

OFF_SIT E に更 新 されます。メディア管 理 で管 理 中 のテープ ボ
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リュームが使 用 されな いように、テープ ボリュームは自 動 的 にチェッ

ク アウト され、それを反 映 するために場 所 も 更 新 されます。ボー

ルト されたすべてのテープ ボリュームのステータスはチェックアウト に

な るため、テープ ボリュームを取 得 するには、テープ ボリュームを

使 用 する前 にテープ サービスにチェックインする必 要 があります。
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ボールト 管 理

ボールト ポリシーを設 定 するには、まずボールト を作 成 します。メ

ディア管 理 マネージャを使 用 して、ボールト を作 成 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ボールト の作 成

ボールト の変 更

ボールト の削 除
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ボールト の作 成

ボールト を作 成 すると、ロケーション情 報 が自 動 的 に更 新 され、

A rcse rve Ba cku pのロケーション メンテナンス機 能 と統 合 されます。

A rcse rve Ba cku p でボールト されたテープを選 択 すると、ボールト

のロケーション情 報 が表 示 されます。ロケーション情 報 は、メディア

プール マネージャでも 更 新 されます。リスト ア用 にボールト 保 管 さ

れたテープを選 択 すると、テープのステータスがOFF_SIT Eであること

を示 すメッセージが表 示 されます。

ボールト を作 成 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p のホーム画 面 から、［メディア管 理 マネージャ］

ウィンド ウを開 きます。

2 . ［ボールト ］オブジェクト を右 クリックして、ポップアップ メニューから

［作 成 ］を選 択 します。

［ボールト の作 成 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 新 しいボールト の名 前 と説 明 を入 力 します。

4 . このボールト を別 のロケーションへ移 動 しな い場 合 は、［ローカル

での使 用 ］オプションをオンにします。このボールト のテープ ボ

リュームをオフサイト で管 理 する場 合 は、このオプションをオフにし

ます。

5 . ［追 加 ］をクリックすると、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの

［ボールト ］階 層 にボールト が追 加 されます。

ボールト が作 成 されます。
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ボールト の変 更

ボールト 名 、ボールト の説 明 、または［ローカルで使 用 ］オプション

を変 更 するには、以 下 の手 順 に従 います。

ボールト を変 更 する方 法

1 . ホーム画 面 にあるナビゲーション バーの［管 理 ］メニューから、［メ

ディア管 理 マネージャ］をクリックします。

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで、ボールト オブ

ジェクト を参 照 してダブルクリックします。

既 存 のボールト コンテンツのリスト が表 示 されます。

3 . 変 更 するボールト をリスト から選 択 して右 クリックし、ポップアップ

メニューから［変 更 ］を選 択 します。

［ボールト の編 集 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . 変 更 を加 えて［OK］をクリックします。

ボールト の設 定 の変 更 が保 存 されます。
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メディア管 理 プロセ スの動 作

ボールト の削 除

メディア管 理 マネージャからボールト を削 除 するには、以 下 の手

順 に従 います。

注 ：ボールト を削 除 する前 に、ボールト からすべてのメディアを削

除 し、ボールト に関 連 付 けられているローテーションがな いかどうか

を確 認 してください。

ボールト を削 除 する方 法

1 . メディア管 理 マネージャを開 いて、削 除 するボールト を表 示 しま

す。

2 . ボールト 名 を右 クリックして、コンテキスト メニューから［削 除 ］を選

択 します。

削 除 を確 認 するメッセージ ボックスが表 示 されます。

3 . 削 除 するボールト が正 しければ、［はい］をクリックします。

ボールト が削 除 されます。
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スケジ ュールの作 成

メディア管 理 は、ユーザ定 義 のスケジュールを使 用 して、移 動 す

るテープ ボリューム、テープ ボリュームの移 動 先 、および移 動 日

時 を決 定 します。［スケジュール］オブジェクト を選 択 すると、［メ

ディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 ペインに既 存 のスケジュー

ルを表 示 したり、新 規 のローテーション ポリシーおよびボールト 基

準 を定 義 したりできます。

スケジュールを作 成 する方 法

1 . メディア管 理 マネージャを開 いて、［メディア管 理 マネージャ］ウィン

ド ウの左 側 ペインで［スケジュール］オブジェクト を右 クリックし、コン

テキスト メニューから［作 成 ］を選 択 します。

［スケジュールの作 成 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［スケジュールの作 成 ］ダイアログ ボックスで、スケジュールの名 前

を入 力 し、［追 加 ］ボタンをクリックします。

新 しいスケジュールが保 存 され、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド

ウの［スケジュール］ブランチに追 加 されます。

スケジュールを作 成 すると、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの

左 側 ペインに、［ボールト 基 準 ］および［ローテーション］オブジェク

ト が表 示 されます。これらのオブジェクト を使 用 して、メディアおよ

びリテンシ ョン ポリシーを選 択 できます。
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スケジ ュールの変 更

スケジュールが作 成 され、対 応 する VCD およびローテーションが

設 定 された後 、これらの下 位 の各 設 定 を変 更 することができま

す。詳 細 については、「ボールト 基 準 ( VCD ) の変 更 」および「ロー

テーションの変 更 」を参 照 してください。
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メディア管 理 プロセ スの動 作

テープ ボリューム移 動 スケジ ュールの削 除

スケジュールを削 除 するには、スケジュールの VCD およびローテー

ションがすべて削 除 されている必 要 があります。

スケジュールの削 除 方 法

1 . ［スケジュール］オブジェクト の下 にあるスケジュール リスト を展 開 し

ます。

2 . 削 除 する［スケジュール］オブジェクト を右 クリックし、ポップアップ メ

ニューから［削 除 ］を選 択 します。

確 認 ウィンド ウが表 示 されます。

3 . 削 除 するスケジュールを正 し く選 択 していることを確 認 し、［はい］

をクリックします。

スケジュールが削 除 されます。
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テープ ボリュームおよび V C D の管 理 方 法

メディアをボールト に割 り当 てるには、VCDおよびローテーションを

指 定 する必 要 があります。メディア プール、ファイル名 、または

個 々 のメディアを制 御 データ セット として選 択 できます。このデー

タ セット がボールト されると、テープ ボリューム セット がボールト 内

のスロット に配 置 されます。定 義 したローテーション レコード に基

づいて、スロット 番 号 が割 り当 てられます。

詳 細 情 報 ：

[ボールト 基 準 ]オブジェクト

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ボールト 基 準 記 述 子 ( VCD ) の作 成

ボールト 基 準 ( VCD ) の変 更

ボールト 基 準 記 述 子 ( VCD ) の削 除
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ボールト 基 準 記 述 子 ( V C D ) の作 成

スケジュールを作 成 したら、ボールト 基 準 ( VCD ) を作 成 することで

メディア選 択 ルールを指 定 する必 要 があります。

ボールト 基 準 を作 成 する方 法

1 . ホーム画 面 にあるナビゲーション バーの［管 理 ］メニューから、［メ

ディア管 理 マネージャ］をクリックします。

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ［スケジュール］オブジェクト を展 開 し、スケジュールを展 開 します。

［ボールト 基 準 ］オブジェクト を右 クリックし、コンテキスト メニューか

ら［作 成 ］を選 択 します。

［ボールト 基 準 の作 成 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 以 下 のいずれかの方 法 を選 択 します。

［メディア プール名 ］- 制 御 データ セット としてメディア プール

名 を使 用 するには、メディア プール名 を入 力 するか、ド ロップ

ダウン リスト からメディア プール名 を選 択 します。ボールト 可

能 な のは、メディア プールの保 存 セット にあるメディアのみで

す。再 利 用 セット のメディアはボールト できません。

［ファイル名 ］- 制 御 データ セット にファイル名 を使 用 するに

は、［ファイル名 ］オプションをオンにし、ホスト 名 およびバック

アップからのフル パスとファイル名 をフィールド に入 力 します

( 例 ：C :\DOC \Readm e .tx t ) 。パスまたはファイルの情 報 は、

データベース マネージャまたはリスト ア マネージャで参 照 して

取 得 できます。メディア管 理 マネージャで、このディレクト リま

たはファイルのバックアップに使 用 したすべてのテープが検 索 さ

れます。

［ユーザによる割 り当 て］- 個 別 のメディアを制 御 データ セッ

ト として使 用 する場 合 は、［ユーザによる割 り当 て］オプション

を選 択 します。これは、特 定 のテープを使 用 する必 要 がある

緊 急 時 に役 に立 ちます。メディア管 理 マネージャでは、ロー

カル メディアでのみボールト サイクルを開 始 できるため、ボー

ルト されたメディアがローカル メディアではな く、リモート ホスト

の場 合 、メディア アイコンは黄 色 で表 示 されます。リモート メ

ディアおよびメンバ サーバを使 用 してボールト サイクルを開

始 する場 合 は、-s ta rta l l 引 数 を指 定 して、ca _mm o -sta rta l l
コマンド ライン ユーティリティを使 用 してください。
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注 ：メディア管 理 のコマンド ライン ユーティリティの詳 細 につい

ては、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してくださ

い。

4 . ［追 加 ］をクリックします。

VCD が追 加 され、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの［ボールト

基 準 ］ブランチに追 加 されます。
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ボールト 基 準 ( V C D ) の変 更

ボールト 基 準 ( VCD ) に関 連 する［メディア プール名 ］、［ファイル

名 ］、［ユーザによる割 り当 て］の各 オプションを変 更 するには、以

下 の手 順 に従 います。

ボールト 基 準 を変 更 する方 法

1 . メディア管 理 マネージャを開 いて、［スケジュール］オブジェクト にあ

るスケジュールの一 覧 を展 開 し、一 覧 からスケジュールを選 択 し

ます。

2 . スケジュールを展 開 して、［ボールト 基 準 ］オブジェクト と［ローテー

ション］オブジェクト を表 示 します。

3 . ［ボールト 基 準 ］オブジェクト を右 クリックし、コンテキスト メニューか

ら［変 更 ］を選 択 します。

［ボールト 基 準 の編 集 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ボールト 基 準 ( VCD ) に関 連 付 けた［メディア プール名 ］、［ファイル

名 ］、［ユーザによる割 り当 て］のオプションを変 更 し、［OK］をクリッ

クします。

変 更 した値 が適 用 されます。
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ボールト 基 準 記 述 子 ( V C D ) の削 除

スケジュールを削 除 するには、関 連 付 けられているローテーション

およびボールト 基 準 ( VCD ) を削 除 しておく必 要 があります。

ボールト 基 準 を削 除 する方 法

1 . ［スケジュール］オブジェクト の下 で、ボールト 基 準 の下 のリスト から

削 除 する VCD を選 択 します。

2 . 右 クリックし、コンテキスト メニューから［削 除 ］を選 択 します。

3 . ［OK］をクリックします。
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テープ ボリュームの保 存 ポリシー

スケジュールを作 成 したら、ボールト のボリューム保 存 を管 理 する

ポリシーを設 定 します。ポリシーを設 定 するには、［ローテーショ

ン］オブジェクト を使 用 します。

注 ：スケジュールを作 成 すると、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド

ウの左 側 ペインに［ローテーション］オブジェクト が表 示 されます。
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特 定 のテープ ボリュームの移 動

特 殊 な 状 況 では、特 定 のテープ ボリュームを移 動 させる場 合 が

あります。このような 状 況 では、一 時 的 チェックイン、手 動 チェック

イン、手 動 チェックインおよび回 収 の3つのオプションのいずれかを

使 用 します。ボリュームがテープ サービスに戻 らな いように、ボ

リュームを永 久 にボールト しておくオプシ ョンも あります。これらのオ

プションについて、以 下 のセクションで説 明 します。

一 時 的 チェックイン

保 存 ( パーマネント )
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一 時 的 チェックイン

リスト ア ジ ョブ用 に一 時 的 にテープ ボリュームをボールト から移 動

して、ジョブが完 了 したらボールト から戻 す場 合 、一 時 的 チェック

イン オプションを使 用 すると、メディアの移 動 を追 跡 するのに便 利

です。

ボールト されたすべてのテープ ボリュームのステータスは、チェックア

ウト にな ります。一 時 的 チェックイン オプションを使 用 して、ボ

リュームのステータスをチェックインにすることで、リスト ア ジ ョブで一

時 的 に使 用 しているテープ ボリュームを追 跡 できます。テープ ボ

リュームの使 用 が完 了 すると、次 のボールト サイクルでテープ ボ

リュームがボールト に戻 され、ステータスがチェックアウト に変 更 さ

れます。

注 ：一 時 的 チェックイン オプションは、ボールト から一 時 的 に戻 さ

れるテープの追 跡 にのみ使 用 し、実 際 にテープを移 動 させる場

合 には必 要 ありません。このオプションを使 用 しな くても 、手 動 で

テープ ボリュームをボールト から移 動 し、ジョブが完 了 したら戻 す

ことができます。ただし、このオプションを使 用 せずにテープ ボ

リュームを移 動 すると、メディア管 理 マネージャに表 示 されるテー

プ ボリュームのステータスと実 際 のテープのロケーションとの間 に矛

盾 が生 じるため、必 ずこのオプションを使 用 してください。

一 時 的 チェックイン オプションを使 用 するには、［メディア管 理 マ

ネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで［ボールト ］オブジェクト をダブル

クリックして、既 存 のボールト のリスト を表 示 します。ボールト を選

択 すると、右 側 ペインに情 報 が表 示 されます。移 動 するメディア

の名 前 を選 択 して右 クリックし、［一 時 的 チェックイン］を選 択 しま

す。

例 ：一 時 的 チェック イン

たとえば、ボールト の1つのテープ ボリュームを使 用 して緊 急 のリス

ト ア処 理 を実 行 するには、一 時 的 チェックイン機 能 を使 用 して、

テープ ボリュームをテープ サービスに一 時 的 にチェックインします。

リスト ア処 理 を実 行 した後 、ボールト サイクルを実 行 してテープ

ボリュームをボールト に戻 します。
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テープ ボリュームの手 動 チェックイン

チェックインのスケジュールよりも 前 にテープ ボリュームをテープ

サービスにチェックインする場 合 は、［手 動 チェックイン］オプションを

使 用 します。テープ ボリュームをテープ サービスに手 動 でチェック

インすると、ボールト には戻 りません。

テープ ボリュームを手 動 でチェックインする方 法

1 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで、ボールト オブ

ジェクト をダブルクリックします。

既 存 のボールト コンテンツのリスト が表 示 されます。

2 . ボールト を選 択 すると、右 側 ペインに情 報 が表 示 されます。

3 . 移 動 するメディアの名 前 を選 択 して右 クリックし、ポップアップ メ

ニューから［手 動 チェック イン］を選 択 します。

テープ ボリュームがチェック インされます。
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手 動 チェックインおよびリタイア

手 動 チェックイン /回 収 オプションを使 用 すると、チェックインされる

スケジュール前 にテープ ボリュームをテープ サービスにチェックイン

して、以 後 使 用 されな いよう回 収 することができます。

手 動 チェックイン /回 収 オプションを使 用 するには、［メディア管 理

マネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで［ボールト ］オブジェクト をダブ

ルクリックして、既 存 のボールト のリスト を表 示 します。ボールト を

選 択 すると、右 側 ペインに情 報 が表 示 されます。移 動 するメディ

アの名 前 を選 択 して右 クリックし、［手 動 チェックインおよび回 収 ］

を選 択 します。
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保 存 ( パーマネント )

スロット およびその中 のテープ ボリュームを永 久 にボールト するに

は、［パーマネント ］オプションを使 用 します。このオプションを使 用

する場 合 は、テープ ボリュームがボールト されても 、テープ ボ

リュームはテープ サービスに戻 されません。テープ ボリュームに戻

すには、ボールト ステータスをデフォルト に戻 す必 要 があります。

テープ ボリュームをテープ サービスから永 久 的 にチェックアウト する

には、［ローテーションの作 成 ］ダイアログ ボックスで［パーマネント ］

オプションをオンにします。
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ローテーションの作 成

メディア管 理 では、ローテーション ポリシーによって、テープ ボリュー

ムをいつ、どこに移 動 するかが決 まります。ローテーション ポリシー

は、メディア管 理 マネージャのインターフェースを使 用 して定 義 でき

ます。

ローテーションを定 義 する前 に、スケジュールを作 成 する必 要 があ

ります。スケジュールが作 成 されていな いと、［ローテーション］オブ

ジェクト にアクセスできません。

ローテーションを作 成 するには、以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウで、［スケジュール］オブジェクト

をダブルクリックします。

2 . リスト からスケジュールを選 択 し、ダブルクリックします。

3 . ［ローテーション］オブジェクト を右 クリックします。

4 . ポップアップ メニューから［作 成 ］を選 択 します。

［ローテーションの作 成 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ( オプション ) シーケンス番 号 を入 力 します。

6 . ローテーションのボールト 名 を入 力 します。リスト からボールト 名 を

選 択 できます。

7 . 保 存 条 件 を入 力 します。

テープ ボリュームがこれらの条 件 のいずれかに一 致 する場 合 は、

同 じローテーションに残 ります。以 下 の保 存 条 件 があります。

［ホールド 日 数 ］-- テープ ボリュームを保 持 する日 数 です。

［キープするサイクル数 ］-- このローテーションでテープ ボ

リュームが保 持 されるボールト サイクル数 です。

［初 回 フォーマット からの経 過 日 数 ］-- テープ ボリュームが初

めてフォーマット された日 を基 準 に、このローテーションでテー

プ ボリュームを保 持 する日 数 を入 力 します。

［日 付 ］-- テープ ボリュームは、ここに入 力 した日 までこの

ローテーションで保 持 されます。

［テープの有 効 期 限 ］-- テープ ボリュームは、テープの有 効

期 限 が経 過 するまでこのローテーションに保 持 されます。

［パーマネント ］-- すべてのテープ ボリュームが、このローテー

ションで永 久 に保 持 されます。
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メディア管 理 プロセ スの動 作

8 . ［追 加 ］をクリックします。

新 しいローテーションが保 存 され、［メディア管 理 マネージャ］ウィン

ド ウの［ローテーション］ブランチに追 加 されます。
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メディア管 理 プロセ スの動 作

ローテーションの変 更

スケジュールに関 連 付 けられたテープ ボリュームの移 動 を変 更 す

るには、以 下 の手 順 に従 います。

ローテーションを変 更 する方 法

1 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで［スケジュール］

オブジェクト を展 開 し、ツリーからスケジュールを選 択 します。

2 . スケジュールをダブルクリックすると、［ローテーション］オブジェクト が

表 示 されます。

3 . ［ローテーション］オブジェクト をダブルクリックし、右 側 ペインでロー

テーションを選 択 します。

4 . ローテーションを右 クリックして［修 正 ］を選 択 します。

［ローテーションの編 集 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . 変 更 を適 用 して［OK］をクリックします。

新 しい設 定 が保 存 されます。
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ローテーションの削 除

スケジュールを削 除 する前 に、関 連 付 けられたローテーションおよ

びVCDを削 除 しておく必 要 があります。

ローテーションを削 除 する方 法

1 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで［スケジュール］

オブジェクト を展 開 し、削 除 するローテーションのスケジュールを展

開 します。

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 ペインにローテーション

が表 示 されます。

2 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 ペインでリスト からロー

テーションを選 択 します。

3 . 削 除 するローテーションを右 クリックし、ポップアップ メニューから

［削 除 ］を選 択 します。

確 認 メッセージが表 示 されます。

4 . ［はい］をクリックします。

ローテーションが削 除 されます。
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メディア管 理 プロセ スの動 作

スロット の詳 細 およびステータス情 報

テープ ボリュームがボールト のスロット に割 り当 てられると、メディア

管 理 マネージャでボールト のスロット 情 報 が表 示 されます。［メ

ディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの左 側 ペインで［ボールト ］オブ

ジェクト を選 択 し、展 開 します。リスト から特 定 のボールト を選 択

すると、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 のペインにボー

ルト およびそのスロット のビューが表 示 されます。

このビューには、以 下 の情 報 が表 示 されます。

［メディア名 ］-- メディア名 、ID、シーケンス番 号 、シリアル番 号

が表 示 されます。

［スロット ステータス］-- ［アクティブ］、［ボールト 解 除 ］、［一 時

的 チェック イン］、［手 動 チェック イン］、または［手 動 チェック イ

ンおよび回 収 ］のいずれかです。

［アクティブ］-- メディアはこのボールト に送 信 されました。

［ボールト 解 除 ］-- メディアはまだこのボールト に送 信 され

ていません。

［一 時 的 チェック イン］-- このメディアは次 のボールト サイク

ル中 に一 時 的 にチェック インされます。

［手 動 チェック イン］-- このメディアは次 のボールト サイクル

中 にチェック インされます。

［手 動 チェック インおよび回 収 ］-- このメディアは次 のボー

ルト サイクル中 にチェック インおよび回 収 されます。

［スロット 名 ］-- ボールト 名 とスロット 番 号 が表 示 されます。

［メディアのエクスポート ステータス］--［レディ］、［成 功 ］、また

は［失 敗 ］です。

［レディ］-- デフォルト のステータスです。メディアはボールト

に割 り当 てられたが、まだテープ ライブラリからメール スロッ

ト にエクスポート されていません。

［成 功 ］-- メディアがメール スロット に正 し くエクスポート さ

れました。

［失 敗 ］-- メディア管 理 マネージャでメディアをメール スロッ

ト にエクスポート できな かった場 合 に表 示 されます。
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［ローカル］- ［はい］または［いいえ］。［はい］の場 合 、メディア

はローカル マシンにあります。［いいえ］の場 合 、メディアはリ

モート マシンにあります。

［作 成 日 ］-- スロット の作 成 日 です。

メディア名 を選 択 すると、ページの右 下 の［プロパティ］画 面 に詳

細 が表 示 されます。この情 報 には、メディア名 、シリアル番 号 、ラ

ンダム ID、ホスト 名 、スロット ステータス、スロット 名 、メディア エク

スポート ステータス、メディアの種 類 、メディア クラス、最 終 書 き

込 み日 、最 終 読 み込 み日 、およびスロット の作 成 日 があります。

メディア管 理 マネージャでは、ローカル メディアでのみボールト サイ

クルを開 始 できるため、ボールト されたメディアがローカル メディア

ではな く、リモート ホスト の場 合 、メディア アイコンは黄 色 で表 示

されます。リモート メディアおよびメンバ サーバを使 用 してボールト

サイクルを開 始 する場 合 は、ca _mm o -sta rta l l コマンド ライン ユー

ティリティを使 用 してください。

注 ：メディア管 理 のコマンド ライン ユーティリティの詳 細 について

は、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。

テープ ボリュームがボールト されるとスロット は自 動 的 に作 成 され

るので、通 常 はスロット 情 報 を更 新 する必 要 はありません。
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ボールト 内 の特 定 のメディアの検 索

ボールト 内 のメディアを検 索 する場 合 は、メディア管 理 マネージャ

の［ボールト 内 のメディアを検 索 ］機 能 を使 用 します。検 索 する

テープ ボリュームのテープ名 またはシリアル番 号 がわかっている場

合 は、この機 能 を使 用 すると最 も 早 く検 索 できます。この情 報 が

わからな い場 合 は、データベース マネージャを使 用 してメディアを

検 索 します。

ボールト 内 の特 定 のメディアを検 索 する方 法

1 . ホーム画 面 にあるナビゲーション バーの［管 理 ］メニューから、［メ

ディア管 理 マネージャ］をクリックします。

［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウから、［ボールト 内 のメディアを

検 索 ］オブジェクト を選 択 し、ポップアップ メニューから［検 索 ］を選

択 します。

［ボールト 内 のメディアを検 索 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

3 . 以 下 のメディア検 索 方 法 から 1 つを選 択 します。

［テープ名 で検 索 ］-- A rcse rve Ba cku p で検 索 するテープを識

別 するためのテープ名 、ランダム ID、およびシーケンス番 号 を

入 力 します。

［シリアル番 号 で検 索 ］-- 対 象 のメディアのシリアル番 号 を入

力 します。

A rcse rve Ba cku pでは、値 の大 文 字 と小 文 字 を区 別 して、

［シリアル番 号 で検 索 ］タスクを完 了 します。たとえば、

「 A BC123」と「 ab c123」は異 な るシリアル番 号 です。

4 . ［検 索 ］をクリックします。

検 索 が完 了 すると、［メディア管 理 マネージャ］ウィンド ウの右 側 ペ

インにボールト およびスロット の情 報 が表 示 されます。
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クラウド スト レージ を管 理 する方 法

クラウド スト レージ を管 理 する方 法

A rcse rve Ba cku p には、クラウド スト レージの管 理 に使 用 できるさ

まざまな ツールやオプションが用 意 されています。このセクシ ョンで

は、クラウド 接 続 とクラウド デバイスの作 成 方 法 、およびクラウド

ベース デバイスの管 理 について説 明 します。

注 ：クラウド スト レージへのデータのバックアップに関 するレポート

については、「 Da sh b o a rd ユーザ ガイド 」内 の以 下 の Da sh b o a rd
レポート を参 照 してください。

バックアップ データの場 所 レポート

メディアのデータ分 布 レポート

RPO ( Reco ve ry Po in t Ob ject ive、目 標 復 旧 ポイント ) レポート

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

クラウド スト レージの制 限 事 項

クラウド 接 続 の設 定

クラウド ベース デバイスの作 成

クラウド フォルダの参 照

クラウド ベース デバイスのフォーマット

クラウド ベース デバイスの消 去

クラウド ベース デバイスのオンラインおよびオフライン

クラウド ベース デバイスでの圧 縮 の指 定

ステージング バックアップ ジ ョブでのクラウド スト レージへのデータ

のマイグレート

Eu ca lyp tu s ベース クラウド メディアへのスループット の設 定
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クラウド スト レージ を管 理 する方 法

クラウド スト レージ の制 限 事 項

クラウド スト レージにデータをバックアップするときは、以 下 の制 限

事 項 を考 慮 してください。

A rcse rve Ba cku p では、クラウド ベース デバイス機 能 を使 用 し

てテープのコピーを行 うことはできません。

A rcse rve Ba cku p では、複 数 のクラウド ベース デバイスが 1 つ

のクラウド フォルダまたはグループを同 時 に参 照 することはでき

ません。データの破 損 を引 き起 こす場 合 があります。
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クラウド 接 続 の設 定

クラウド 接 続 は、指 定 されたクラウド ベンダーと通 信 するために

A rcse rve Ba cku p が使 用 する情 報 を含 むユーザ定 義 の設 定 で

す。クラウド 接 続 では、現 在 のサーバ上 にあるアプリケーションを

通 して、クラウド スト レージ サービスにアクセスできるようにな りま

す。クラウド 接 続 によって、クラウド ベンダに作 成 したアカウント を

使 ってバックアップ データが保 存 されます。

たとえば、A rcse rve Ba cku p で 1 つのクラウド ベース デバイスを作

成 するときは、クラウド 接 続 名 を指 定 するだけで済 みます。この

情 報 を指 定 することにより、すべてのクラウド 関 連 項 目 が

A rcse rve Ba cku p ユーザにとって透 過 的 にな ります。

注 ：クラウド への接 続 時 にクロック スキュー エラーが起 こる可 能 性

を排 除 するには、コンピュータに正 しいタイム ゾーンが設 定 されて

おり、クロックがグローバル時 間 と同 期 されていることを確 認 しま

す。お使 いのコンピュータの時 間 は常 に GM T 時 間 と照 合 しておく

ことをお勧 めします。コンピュータの時 間 がグローバル クロック時 間

と同 期 ( 5 分 から 10 分 以 内 ) されていな い場 合 、クラウド 接 続 は

機 能 しません。必 要 に応 じて、コンピュータの時 間 をリセット し、

アーカイブ ジ ョブを再 サブミット します。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーから［管 理 ］を展 開 し、［デバイス マネージャ］

をクリックします。

デバイス マネージャ ウィンド ウが開 きます。

3 . ［サーバ］ディレクト リ ツリーで、設 定 対 象 のサーバを特 定 します。

4 . ツールバーの［クラウド 接 続 の管 理 ］を選 択 して、クラウド 接 続 を

設 定 します。

注 ：［サーバ］ディレクト リ ツリーで特 定 のサーバを右 クリックして

［クラウド 接 続 の管 理 ］を選 択 するか、サーバの詳 細 セクション内

の［クラウド 接 続 の管 理 ］リンクをクリックする方 法 も あります。

［クラウド 接 続 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . 希 望 のクラウド ベンダをクリックし、［追 加 ］をクリックします。

［接 続 の追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

6 . ［接 続 の追 加 ］ダイアログ ボックスの必 須 フィールド に入 力 して、

［OK］をクリックします。
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注 ：［接 続 の追 加 ］ダイアログ ボックスに表 示 されるフィールド は、

使 用 するクラウド ベンダーによって異 な ります。

［接 続 の追 加 ］ダイアログには、以 下 のフィールド があります。

接 続 名 -- クラウド 接 続 の名 前 を指 定 します。

アクセス キー ID または照 会 ID -- クラウド 接 続 用 のアカウント

名 を指 定 します。

シークレット アクセス キーまたはシークレット キー -- クラウド

接 続 用 のパスワード を指 定 します。

ベンダ U R L -- ベンダの URL を指 定 します。通 常 、このフィール

ド のデフォルト は、選 択 したパブリック ベンダの URL にな りま

す。プライベート ベンダが選 択 されている場 合 は、URL の入

力 が必 要 にな ります。

説 明

プロキシを使 用 しな い -- クラウド ベンダ接 続 で［プロキシ設

定 ］ダイアログ ボックスの設 定 を省 略 する場 合 は、このオプ

ションを選 択 します。A rcse rve Ba cku p で、プロキシを経 由 す

る代 わりに直 接 クラウド ベンダーに接 続 します。

拡 張

バケット 名 -- データを保 存 するための一 意 のバケット 名

を指 定 します。

注 ：バケット 名 の長 さは 3 文 字 ～ 63 文 字 とする必 要

があり、以 下 を含 めることはできません。

-- アンダースコア。例 ：_

-- 英 語 の大 文 字 。例 ：A B

-- 連 続 するピリオド 。例 ：..

-- ハイフンで終 了 するも の。例 ：n am e-

-- 連 続 するハイフンとピリオド 。例 ：m y-.b u cke t .com

-- 英 語 以 外 のすべての文 字

-- ピリオド で終 了 するも の。例 ：n am e .

バケット の地 域 -- バケット が存 在 する地 域 を指 定 しま

す。

低 冗 長 化 スト レージを有 効 にする -- このオプションを選

択 すると、クリティカルでな い再 生 可 能 な データを標 準
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スト レージより低 いレベルの冗 長 性 で保 存 することによ

りコスト を削 減 することができます。

7 . ［OK］をクリックして［接 続 の追 加 ］ダイアログ ボックスを閉 じます。

環 境 設 定 が保 存 され、［クラウド 接 続 環 境 設 定 ］ダイアログ ボッ

クスに戻 ります。

8 . ( オプション ) ［クラウド 接 続 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスで、［プロ

キシ設 定 ］をクリックして、すべてのクラウド ベンダ接 続 用 のプロキ

シを設 定 します。自 動 検 出 、スクリプト の自 動 設 定 、またはプロ

キシ サーバの手 動 設 定 ができます。

9 . ［クラウド 接 続 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスで、さらにクラウド 接

続 を追 加 する場 合 は［追 加 ］を、環 境 設 定 を適 用 する場 合 は

［閉 じる］をクリックします。

788 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



クラウド スト レージ を管 理 する方 法

クラウド ベース デバイスの作 成

クラウド ベース デバイスは、仮 想 の A rcse rve Ba cku p デバイスであ

り、A rcse rve Ba cku p クラウド 接 続 に関 連 して作 成 できます。クラ

ウド ベース デバイスを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p は A rcse rve
Ba cku p クラウド 接 続 によって指 定 されるクラウド ベンダーにデータ

を保 存 できます。

A rcse rve Ba cku p では、クラウド フォルダにリンクするクラウド ベース

デバイスを作 成 できます。クラウド ベース デバイスは、新 規 または

既 存 のクラウド フォルダにリンクさせることができます。クラウド フォ

ルダにパスワード 保 護 が設 定 されている場 合 は、パスワード を指

定 する必 要 があります。パスワード を指 定 しな いと、クラウド ベー

ス デバイスをクラウド フォルダにリンクさせることができません。

注 ：Am azo n S3 の互 換 性 のために HG ST クラウド をサポート するに

は、以 下 の Am azo n Plu gin プロパティを変 更 する必 要 がありま

す。

SET_STORAGECLASS_HEADER=fa lse

Am azo n Plu gin プロパティ ファイルは、以 下 の場 所 にあります。

C :\P rog ram F ile s (x86 ) \CA \ARCserve Backup \CC I\Conf ig

注 ：クラウド フォルダは、クラウド アカウント またはクラウド 接 続 の

ルート パス下 のサブディレクト リ内 に配 置 する必 要 があります。た

とえば、クラウド フォルダとして「 d ire cto ryA 」と入 力 できます。「 \」
文 字 が含 まれるクラウド フォルダを入 力 することはできません。

A rcse rve Ba cku p では、クラウド フォルダの作 成 時 、以 下 の文 字

を使 用 できません。

アスタリスク ( * )

クエスチョン マーク ( ?)

スラッシュ ( / )

円 記 号 ( バック スラッシュ ) ( \ )

より小 さい ( < )

より大 きい ( > )

縦 棒 ( |)

セミコロン ( ;)

空 白 スペース
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アンパサンド ( & )

英 語 以 外 のすべての文 字

重 要 ：複 数 のサーバの複 数 のクラウド ベース デバイスを 1 つのク

ラウド フォルダに同 時 にリンクさせることはできません。データの破

損 を引 き起 こす場 合 があります。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

ナビゲーション バーから、［管 理 ］を展 開 し、［デバイス環 境 設 定 ］

をクリックして［デバイス環 境 設 定 ］を開 きます。

2 . ［デバイス環 境 設 定 へようこそ］ダイアログ ボックスで、［クラウド

ベース デバイス環 境 設 定 ］オプションを選 択 し、［次 へ］をクリック

します。

3 . ［ログオン サーバ］ダイアログ ボックスで、プライマリ サーバに必 要

な ログイン認 証 情 報 を入 力 し、［次 へ］をクリックします。

4 . 次 の［ログオン サーバ］ダイアログ ボックスで、ログインするサーバを

選 択 し、［次 へ］をクリックして［クラウド ベース デバイス環 境 設

定 ］ダイアログ ボックスを開 きます。［クラウド ベース デバイス環 境

設 定 ］ダイアログ ボックスには、デバイスとそれぞれのデバイスに対

応 するクラウド 情 報 のリスト が表 示 されます。

注 ：クラウド ベース デバイスを作 成 する前 に、クラウド 接 続 を作

成 します。詳 細 については、「クラウド 接 続 環 境 設 定 の作 成 」を

参 照 してください。

5 . ［追 加 ］をクリックします。

新 しいブランク デバイスが追 加 されます。
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6 . ［クラウド ベース デバイス環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの以 下 の

フィールド に入 力 します。

デバイス名 -- デバイスの名 前 を入 力 するか、デフォルト のま

まにします。

説 明 -- デバイスの説 明 を入 力 するか、デフォルト のままにし

ます。

接 続 名 -- ド ロップダウン リスト からクラウド の接 続 名 を選 択 し

ます。

クラウド フォルダ -- クラウド ベース デバイスが配 置 されている

フォルダの名 前 を入 力 するか、フィールド の横 にある矢 印 ボタ

ンをクリックして新 しいウィンド ウを開 き、特 定 のクラウド ベー

ス デバイスのクラウド フォルダを参 照 します。

注 ：［デバイス マネージャ］画 面 から既 存 のクラウド フォルダ

を直 接 参 照 することも できます。詳 細 については、「クラウド

フォルダの参 照 」を参 照 してください。

クラウド フォルダ パスワード -- ( オプション ) 不 正 な アクセスか

らクラウド フォルダを保 護 し、クラウド ベース デバイスを作 成

するためのパスワード を入 力 します。

グループ名 -- ( オプション ) グループの名 前 を入 力 します。

7 . ［次 へ］をクリックして、デバイスを追 加 します。

環 境 設 定 が完 了 すると、クラウド ベース デバイスのリスト がクラウ

ド 接 続 のステータスと共 に表 示 されます。
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注 ：［クラウド ベース デバイス環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスは、デ

バイス マネージャまたはデバイス環 境 設 定 から開 くことも できま

す。

デバイス マネージャ

ツールバーの［クラウド ベース デバイスの管 理 ］ボタンをクリック

します。

デバイス環 境 設 定

1 . マネージャ コンソ ールから、［ナビゲーション バー］をク

リックし、［管 理 ］メニューを展 開 します。

2 . ［デバイス環 境 設 定 ］をクリックします。

デバイス環 境 設 定 の［ようこそ］画 面 が表 示 されます。

3 . ［クラウド ベース デバイスの環 境 設 定 ］オプションを選

択 します。
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クラウド フォルダの参 照

A rcse rve Ba cku p では、［デバイス マネージャ］ホーム画 面 から既

存 のクラウド フォルダを直 接 参 照 できます。

［クラウド フォルダの参 照 ］をクリックすると、特 定 のクラウド 接 続 の

クラウド フォルダを参 照 するためのウィンド ウが開 きます。

クラウド フォルダを参 照 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーから［管 理 ］を展 開 し、［デバイス マネージャ］

をクリックします。

デバイス マネージャ ウィンド ウが開 きます。

3 . デバイス マネージャでは、［クラウド フォルダの参 照 ］機 能 を呼 び

出 す方 法 が 3 つあります。

［サーバ］ディレクト リ ツリーで特 定 のサーバを右 クリックし、

［クラウド フォルダの参 照 ］を選 択 します。

ツールバーの［クラウド フォルダの参 照 ］ボタンをクリックしま

す。

または

サーバの詳 細 セクションの［クラウド フォルダの参 照 ］リンクをク

リックします。
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［クラウド フォルダの参 照 ］ウィンド ウが表 示 されます。

4 . ［クラウド 接 続 名 ］を選 択 すると、クラウド ベース デバイスが配 置

されているクラウド フォルダのリスト が表 示 されます。

［クラウド フォルダ］には、クラウド ベース デバイスのテープ名 、およ

びクラウド フォルダの圧 縮 サイズとファイル サイズが表 示 されます。

以 下 の点 に注 意 してください。

クラウド ベース デバイスを作 成 するときも クラウド フォルダを

参 照 できます。詳 細 については、「クラウド ベース デバイスの

作 成 」を参 照 してください。
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［クラウド ベース デバイス環 境 設 定 ］画 面 では、クラウド

ベース デバイスとしてマウント するクラウド フォルダを選

択 できます。選 択 したら、［OK］をクリックします。

削 除 するフォルダまたはファイルは右 クリックできます。これに

より、クラウド 内 に作 成 された A rcse rve Ba cku p オブジェクト を

管 理 しやすくな ります。
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クラウド ベース デバイスのフォーマット

A rcse rve Ba cku p ではマイグレーション ジ ョブの実 行 時 にブランク

デバイスが自 動 的 にフォーマット されますが、このオプションを使 用

すると、クラウド ベース デバイスを手 動 でフォーマット することがで

きます。クラウド ベース デバイスをフォーマット すると、デバイスの

先 頭 に新 しいラベルが書 き込 まれ、デバイスに保 存 されている既

存 のすべてのデータを簡 単 に破 棄 できます。

注 ：このオプションは慎 重 に使 用 してください。クラウド ベース デバ

イスをフォーマット した後 、A rcse rve Ba cku p はデバイスに関 連 付 け

られているデータやジョブ セッシ ョンをリスト アできな くな ります。

クラウド ベース デバイスをフォーマット する方 法

1 . デバイス マネージャを開 き、［サーバ］ディレクト リ ツリーで特 定 の

クラウド ベース デバイスを選 択 します。

2 . クラウド ベース デバイスを右 クリックしてコンテキスト メニューの

［フォーマット ］をクリックするか、ツールバーの［フォーマット ］をクリッ

クします。

［フォーマット ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . フォーマット するクラウド ベース デバイスに新 しいメディア名 を割 り

当 てます。

4 . ［OK］をクリックします。

［フォーマット ］ダイアログ ボックスが閉 じ、以 下 のメッセージが表 示

されます。

「フォーマット すると、メ ディアからすべてのデータが消 去 されます。メ ディア

をフォーマット しますか?」

5 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

フォーマット 処 理 を開 始 するには、［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p がクラウド ベース デバイスをフォーマット しま

す。

フォーマット 処 理 をキャンセルするには、［キャンセル］をクリッ

クします。

A rcse rve Ba cku p はクラウド ベース デバイスをフォーマット しま

せん。
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クラウド ベース デバイスの消 去

このオプションを使 用 すると、一 度 に 1 つのクラウド ベース デバイ

スを消 去 できます。また、消 去 するクラウド ベース デバイスの内

容 に対 する参 照 がある場 合 、A rcse rve Ba cku p はそれも すべて

データベースから消 去 します。クラウド ベース デバイスを再 フォー

マット するとき、物 理 的 な 履 歴 ( 読 み取 りパスと書 き込 みパス ) は
保 持 されます。

消 去 オプションを使 用 する前 に、正 しいクラウド ベース デバイスが

選 択 されていることを確 認 してください。いったん消 去 したデータは

復 元 できません。クラウド ベース デバイスを消 去 するときに選 択

できるオプションは、以 下 のとおりです。

クイック消 去 -- クラウド ベース デバイスを簡 単 に消 去 します。

デバイス ラベルを上 書 きすることで、場 合 によっては数 時 間 を

要 するロング消 去 と比 較 して、非 常 に短 時 間 で終 了 します。

A rcse rve Ba cku p 内 に履 歴 は残 るため、それらをト ラッキングの

目 的 で使 用 できます。

クイック消 去 プラス -- このオプションでは、クイック消 去 と同 じ処

理 が行 われ、バーコード とシリアル番 号 も 消 去 されます。バー

コード ラベルとシリアル番 号 の詳 細 については、「［マウント /マ
ウント 解 除 ］オプション」を参 照 してください。

注 ：消 去 対 象 のクラウド ベース デバイスにシリアル番 号 または

バーコード が設 定 されていな い場 合 、このオプションは［クイック

消 去 ］オプションと同 様 に動 作 します。

［クイック消 去 プラス］オプションで消 去 したクラウド デバイスは、

A rcse rve Ba cku p でト ラッキングできな くな り、有 効 期 限 な どの

情 報 も 保 持 されません。

クラウド ベース デバイスを消 去 する方 法

1 . デバイス マネージャを開 き、［サーバ］ディレクト リ ツリーで特 定 の

クラウド ベース デバイスを選 択 します。

2 . クラウド ベース デバイスを右 クリックしてコンテキスト メニューの［消

去 ］をクリックするか、ツールバーの［消 去 ］をクリックします。

［消 去 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 消 去 方 式 を選 択 し、［OK］ボタンをクリックし、確 認 メッセージの

［OK］ボタンをクリックして処 理 を実 行 します。

A rcse rve Ba cku p はクラウド ベース デバイスを消 去 します。
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クラウド ベース デバイスのオンラインおよび

オフライン

デバイス マネージャからクラウド ベース デバイスをオフラインまたは

オンラインに設 定 するには、デバイスを右 クリックし、そのデバイス

の現 在 の状 態 に応 じて、［オフライン］または［オンライン］を選 択 し

ます。

この機 能 を活 用 して、障 害 が発 生 したデバイスをオフラインに設

定 すれば、デバイスが修 復 されてオンライン状 態 にな るまで、

A rcse rve Ba cku p による使 用 を中 止 することができます。

クラウド ベース デバイスをオンラインまたはオフラインにする方 法

1 . デバイス マネージャを開 き、オンラインまたはオフラインにするクラウ

ド ベース デバイスを含 むライブラリに接 続 しているサーバを参 照 し

ます。

2 . ライブラリを展 開 し、クラウド ベース デバイスを右 クリックして、コン

テキスト メニューの［オンライン］または［オフライン］を選 択 します。

デバイスのステータスがオフラインまたはオンラインに変 わります。

注 ：［オフライン］が選 択 されると、無 効 の状 態 として表 示 されま

す。
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クラウド スト レージ を管 理 する方 法

クラウド ベース デバイスでの圧 縮 の指 定

A rcse rve Ba cku p では、クラウド ベース デバイスに保 存 されている

バックアップ データを圧 縮 できます。

注 ：以 下 の手 順 では、圧 縮 のオン /オフを切 り替 える方 法 につい

て説 明 します。

クラウド ベース デバイスで圧 縮 を指 定 する方 法

1 . デバイス マネージャを開 き、［サーバ］ディレクト リ ツリーで特 定 の

クラウド ベース デバイスを選 択 します。

デバイスが圧 縮 をサポート している場 合 、A rcse rve Ba cku p で［圧

縮 ］ツールバー ボタンが有 効 にな ります。デバイスで圧 縮 がサポー

ト されているかどうかを確 認 するには、デバイスを選 択 した状 態 で

［詳 細 ］タブを選 択 します。

2 . クラウド ベース デバイスを右 クリックしてコンテキスト メニューの［圧

縮 ］をクリックするか、ツールバーの［圧 縮 ］をクリックします。

3 . ［OK］ボタンをクリックし ､［圧 縮 モード ］が［オン］にな っている場 合

は［オフ］に、［オフ］にな っている場 合 は［オン］に切 り替 えます ｡
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クラウド スト レージ を管 理 する方 法

ステージ ング バックアップ ジ ョブでのクラウド

スト レージ へのデータのマイグレート

ステージング バックアップ ジ ョブをセット アップする過 程 では、ス

テージング デバイスにデータを保 持 する期 間 を指 定 できます。

A rcse rve Ba cku p では、セッシ ョンの保 持 期 間 が終 了 した後 、ス

テージング デバイスからデータをパージするか、最 終 的 な デスティ

ネーション デバイスにデータをマイグレート できます。最 終 的 な デ

スティネーション デバイスにはクラウド スト レージを使 用 できます。

ステージング バックアップ ジ ョブでクラウド スト レージにデータをマイ

グレート する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［スタート ］タブで、［標 準 バックアップ］および［ステージングを有 効

にする］をクリックします。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

［サーバ］ディレクト リ ツリーから、バックアップするデータを指 定 しま

す。

4 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックして、ステージング サーバ オブ

ジェクト を展 開 します。

a . このバックアップ ジ ョブのステージング グループとして選 択 するグ

ループをブラウスして選 択 します。

注 ：クラウド グループをステージング グループとして選 択 することは

できません。

b . ［ポリシー］タブをクリックし、コピー ポリシーを指 定 します。

c. ジョブに必 要 な フル、差 分 、および増 分 バックアップのステージング

ポリシーを指 定 します。

5 . ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバ オブジェクト を展 開

します。

a . このバックアップ ジ ョブの最 終 的 な デスティネーションとして使

用 するクラウド グループを参 照 して選 択 します。

注 ：クラウド ベース デバイスの作 成 方 法 の詳 細 については、

「クラウド ベース デバイスの作 成 」を参 照 してください。
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クラウド スト レージ を管 理 する方 法

b . ［クラウド パージ ポリシー］をクリックして、［クラウド パージ ポリ

シー］ダイアログ ボックスを開 きます。

c. ジョブに必 要 な バックアップ用 のクラウド パージ ポリシーを指

定 します。

d . ［OK］をクリックします。

6 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

7 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

8 . ジョブに適 用 するグローバル オプションを指 定 し、［OK］をクリックし

ます。

注 ：グローバル オプションの詳 細 については、「グローバル バック

アップ オプション」を参 照 してください。

9 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。

10 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスの必 須 フィールド に入 力

し、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

詳 細 情 報 ：

バックアップ ジ ョブのサブミット

グローバル バックアップ オプション

ディスク ステージング バックアップのコピーおよびパージ ポリシーの

指 定
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クラウド スト レージ を管 理 する方 法

E u c a lyp tu s ベース クラウド メディアへのス

ループット の設 定

A rcse rve Ba cku p が Eu ca lyp tu s ベース クラウド スト レージ メディア

にマイグレート するデータのブロック サイズを定 義 することができま

す。この機 能 は、お使 いのネット ワーク機 能 に適 したブロック サイ

ズを定 義 できる点 で役 に立 ちます。たとえば、ネット ワーク帯 域 幅

が高 いときは、より大 きいブロック サイズを定 義 します。反 対 に、

ネット ワーク帯 域 幅 が低 いときは、より小 さいブロック サイズを定

義 します。ソ ース サーバと Eu ca lyp tu s ベース クラウド スト レージ

メディアとの通 信 に障 害 が発 生 した場 合 、通 信 が再 開 した後 、

A rcse rve Ba cku p は以 前 に転 送 されたデータのチャンクを再 転 送

するという点 に注 意 が必 要 です。

デフォルト チャンク サイズは 10 M B です。チャンク サイズの値 は、1
M B から 50 M B の間 で定 義 できます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバ上 で以 下 の .in i ファイルを開 きます。

$ A R C S E R V E _ H O M E \C C I\C o n fig \C C IC o n fig .in i

2 . C C IC o n fig.in i ファイル内 で以 下 のセクションを探 します。

[E u ca lyp tu s_ C o n fig ]
C h u n kS ize = 1 0 4 8 5 7 6

3 . 必 要 な チャンク サイズの値 ( バイト ) を指 定 します。

例 :

5 M B = 5242880 バイト

25 M B = 26214400 バイト

4 . C C IC o n fig.in i ファイルを閉 じます。
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第 8章 : バックアップ サーバの管 理

このセクシ ョンでは、A rcse rve Ba cku p サーバの運 用 、管 理 、保 守

において使 用 できる情 報 を提 供 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcserve B ackup エンジ ンの動 作 804

A rcserve B ackup エンジ ンの設 定 816

その他 のサーバ管 理 機 能 848

A rcserve B ackup サービス、コンポーネント およびアプリケーションの
認 証 レベル 857

A rcserve B ackup ド メ イン 872

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 し たユーザ プロファイルの
管 理 898

A rcserve B ackup ジ ョブ キューのリスト ア 904

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 し た A rcserve サーバの管 理 907

A rcserve B ackup によるド メイン コント ローラ サーバ上 での Active
D irectory データの保 護 方 法 934

A rcserve B ackup サーバ ベース オプションのインスト ールおよびアン
インスト ール 947

検 出 設 定 949

A rcserve B ackup メンテナンス通 知 960

A rcserve B ackup> コンポーネント ライセンスの適 用 964

ファイアウォールの管 理 966
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

A rc se rve B a c ku p エンジ ンの動 作

A rcse rve Ba cku p サーバは、以 下 の 3 つのエンジンで構 成 されて

います。

ジョブ エンジン -- このエンジンは、指 定 された日 時 にジョブを処

理 します。ジョブ キュー内 で実 行 予 定 のジョブをスキャンし、適

切 な ハンド ラに送 信 します。

テープ エンジン -- このエンジンは、スト レージ デバイスと通 信

し、デバイスを制 御 します。テープ エンジンは、ジョブに必 要 な

デバイスを選 択 します。

データベース エンジン -- このエンジンは以 下 の履 歴 を保 持 しま

す。

A rcse rve Ba cku p によって処 理 されるジョブに関 する情 報

( ジョブの種 類 、最 終 結 果 、開 始 時 刻 と終 了 時 刻 、送

信 者 、および説 明 な ど ) 。

A rcse rve Ba cku p によって使 用 されるメディア ( その種 類 、

名 前 、最 初 にフォーマット された日 付 、有 効 期 限 、およ

びセッシ ョンな ど ) 。

A rcse rve Ba cku pによってバックアップ、リスト ア、またはコ

ピーされたファイル、ディレクト リ、ド ライブ、およびマシン。

これらA rcse rve Ba cku pの各 エンジンは、サーバ管 理 を使 用 して制

御 されます。個 別 のエンジンに関 する情 報 を参 照 するには、ホー

ム ページ上 のナビゲーション バーで［クイック スタート ］メニューから

［サーバ管 理 ］を開 きます。A rcse rve ド メイン ディレクト リ ツリー

で、エンジンのステータス情 報 を取 得 するプライマリ サーバ、メン

バ サーバ、またはスタンド アロンを選 択 します。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p エンジンを管 理 および設 定 するには、

ca ro o t パスワード または A rcse rve Ba cku p 管 理 者 アカウント を使

用 して A rcse rve Ba cku p にログインする必 要 があります。

ジョブ エンジン -- サブミット されたジョブに関 する情 報 を表 示 し

ます ( たとえば、ジョブの総 数 、アクティブ、レディ、ホールド 、完

了 の各 ジョブ数 な ど ) 。スキャンされているキュー、およびスキャ

ン間 隔 も 表 示 されます。

テープ エンジン -- テープ エンジンを使 用 するジョブに関 する情

報 を表 示 します ( ジョブの種 類 、サブミット したユーザな ど ) 。メ

ディア グループに関 する情 報 も 表 示 されます。
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

［データベース エンジン］-- A rcse rve データベースに関 連 する廃

棄 処 理 情 報 を表 示 します。
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

A rc se rve B a c ku p 操 作 に対 するエンジ ン ス

テータスの影 響

「停 止 しているエンジン」とは、「完 全 にオフラインにな っているエン

ジン」と同 義 です。エンジンはエラーで停 止 される場 合 、手 動 で

停 止 される場 合 、および新 規 インスト ール時 の要 件 として停 止 さ

れる場 合 があります。エンジンが停 止 されている場 合 、サービスを

利 用 することはできません。

A rcse rve Ba cku p エンジンは、相 互 に独 立 して稼 働 するように設

計 されています。たとえばテープ エンジンを停 止 しても 、データ

ベース エンジンおよびジョブ エンジンは影 響 を受 けず、設 定 され

たサービスの提 供 を継 続 します。データベース エンジンによって、

A rcse rve Ba cku pに関 連 する情 報 のデータベースへの記 録 が継 続

され、ジョブ エンジンによって、必 要 に応 じてジョブ キューがスキャ

ンされジョブが開 始 されます。ただし、ジョブがスト レージ デバイス

を必 要 とする場 合 、ジョブ エンジンによってジョブは開 始 されます

が、テープ エンジンがスト レージ デバイスと通 信 できな いため、そ

のジョブは失 敗 します。続 いてデータベース エンジンがこの情 報 を

ログ出 力 します。

注 ： A rcse rve Ba cku p は、いずれかのエンジンが実 行 されていな く

ても 動 作 しますが、A rcse rve Ba cku p ですべての機 能 を完 全 に動

作 させるには、3 つのエンジンすべてを同 時 に実 行 しておく必 要 が

あります。
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

サービスの状 態 アイコン

A rcse rve Ba cku p マネージャの上 部 にあるツールバーには、各 バッ

クエンド サービス ( ジョブ エンジン、テープ エンジン、およびデータ

ベース エンジン ) のアイコンが表 示 されます。

各 アイコンの色 は、以 下 の状 態 を示 しています。

緑 -- サービスが実 行 中 であることを示 します。

赤 -- サービスが実 行 中 でな いことを示 します。

グレー -- サービスに接 続 できな いか、不 明 な 状 態 であることを

示 します。

青 -- サービスが一 時 停 止 していることを示 します。
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

A rc se rve B a c ku p サービスの停 止 と開 始

以 下 のセクションでは、プライマリ サーバ、スタンド アロン サーバ、

およびメンバ サーバの A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 および開

始 する方 法 を説 明 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

バッチ ファイルを使 用 したすべての A rcse rve Ba cku p サービスの停

止 と開 始

コマンド ラインを使 用 した個 別 サービスの停 止 と開 始

サーバ管 理 を使 用 した A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 と開 始
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

バッチ ファイルを使 用 したすべての A rc se rve
B a c ku p サービスの停 止 と開 始

ジョブ エンジン、テープ エンジン、データベース エンジンな どの

A rcse rve Ba cku p サービスを手 動 で停 止 および開 始 する方 法 は 2
つあります。

csto p と csta rt の各 コマンド を使 用 すると、A rcse rve Ba cku p の他

のサービスに対 する依 存 関 係 に応 じて、A rcse rve Ba cku p の全

サービスのシャット ダウンおよび再 起 動 を順 に行 うことができます。

この操 作 を行 うことによって、サービスのシャット ダウン中 のデータ

損 失 を防 ぐことができ、また、システムの再 起 動 時 に A rcse rve
Ba cku p の全 サービスを正 し く実 行 できます。

コマンド 1 つで A rcse rve Ba cku p の全 サービスを停 止 または実 行

するには、A rcse rve Ba cku p のホーム ディレクト リにあるファイル

csto p .b a t または csta rt .b a t を使 用 します。

csto p .b a t

csto p .b a t を実 行 すると、A rcse rve Ba cku p では以 下 の順 序 で

サービスを停 止 します。

1 . A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n (G lo b a l)

2 . A rcse rve Da sh b o a rd Syn c Se rv ice

3 . A rcse rve C en tra l R em o t in g Se rve r

4 . A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n

5 . A rcse rve M an agem en t Se rv ice

6 . A rcse rve Tap e En gin e

7 . A rcse rve Jo b En gin e

8 . A rcse rve Da tab a se En gin e

9 . A rcse rve メ ッセージ エンジン

10 . A rcse rve D isco ve ry Se rv ice

11 . A rcse rve ド メイン サーバ

12 . A rcse rve Se rv ice C o n tro lle r

13 . A rcse rve Po rtM ap p er

14 . A le rt N o t ifica t io n Se rve r

15 . A rcse rve U n ive rsa l A gen t
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A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

csta rt.b a t

csto p .b a t を実 行 すると、A rcse rve Ba cku p では以 下 の順 序 で

サービスを開 始 します。

1 . A le rt N o t ifica t io n Se rve r

2 . A rcse rve D isco ve ry Se rv ice

3 . A rcse rve Po rtM ap p er

4 . A rcse rve Se rv ice C o n tro lle r

5 . A rcse rve ド メイン サーバ

6 . A rcse rve Da tab a se En gin e

7 . A rcse rve メ ッセージ エンジン

8 . A rcse rve Tap e En gin e

9 . A rcse rve Jo b En gin e

10 . A rcse rve M an agem en t Se rv ice

11 . A rcse rve U n ive rsa l A gen t

12 . A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n

13 . A rcse rve C en tra l R em o t in g Se rve r

14 . A rcse rve Da sh b o a rd Syn c Se rv ice

15 . A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n (G lo b a l)

以 下 の動 作 は、A rcse rve Ba cku p G lo b a l Da sh b o a rd サービスの

停 止 および開 始 に関 係 があるので注 意 が必 要 です。

A rcse rve Ba cku p G lo b a l Da sh b o a rd は、セント ラル プライマリ

サーバ設 定 用 に以 下 のサービスを必 要 とします。

A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n (G lo b a l)

A rcse rve Da sh b o a rd Syn c Se rv ice

A rcse rve C en tra l R em o t in g Se rve r

A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n

A rcse rve Ba cku p G lo b a l Da sh b o a rd は、ブランチ プライマリ

サーバ設 定 用 に以 下 のサービスを必 要 とします。

A rcse rve Da sh b o a rd Syn c Se rv ice

A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n

csto p .b a t と csta rt を実 行 する場 合 、A rcse rve Ba cku p はインス

ト ールしたプライマリ サーバの種 類 ( セント ラル プライマリ サー
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バまたはブランチ プライマリ サーバ ) に対 応 するサービスを停 止

および開 始 します。

第 8章 : バックアップ サーバの管 理 811



A rc se rve Bac kup エンジ ンの動 作

コマンド ラインを使 用 した個 別 サービスの停

止 と開 始

1 つまたは 2 つの A rcse rve Ba cku p サービスのみを停 止 /開 始 した

い場 合 があります。A rcse rve Ba cku p では、コマンド ラインを使 用

してサービスを個 別 に停 止 させることができます。

コマンド ラインを使 用 して A rcse rve B a ck u p サービスの停 止 と開

始 を行 う方 法

1 . W in d ow s のコマンド ラインを起 動 します。

2 . コマンド ラインが開 いたら、以 下 のコマンド のいずれかを入 力 しま

す。

NET STA RT [エンジン名 ]

N ET STOP [エンジン名 ]

［エンジン名 ］には以 下 の中 から 1 つを代 入 してください。

A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n (G lo b a l)

A rcse rve C o m m u n ica tio n F o u n d a tio n (G lo b a l)

A rcse rve Da sh b o a rd Syn c Se rv ice

C A D a sh b o a rd S yn c

A rcse rve C en tra l R em o t in g Se rve r

A rcse rve _ R e m o tin g S e rve r

A rcse rve C omm un ica t io n Fo u n d a t io n

A rcse rve C o m m u n ica tio n F o u n d a tio n

A rcse rve M an agem en t Se rv ice

C A S M g m tS vc

A rcse rve Tap e En gin e

C A S T a p e E n g in e

A rcse rve Jo b En gin e

C A S Jo b E n g in e

A rcse rve Da tab a se En gin e

C A S D b E n g in e

A rcse rve メ ッセージ エンジン

C A S M e ssa g e E n g in e
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A rcse rve D isco ve ry Se rv ice

C A S D isco ve ry

A rcse rve ド メイン サーバ

C a sU n ivD o m a in S vr

A rcse rve Se rv ice C o n tro lle r

C a sS vcC o n tro lS vr

A rcse rve Po rtM ap p er

C A S p o rtm a p

注 ：A rcse rve コマンド ライン ( または［コンピュータの管 理 ］コン

ソ ール ) を使 用 して Rem o te Pro ced u re C a ll サービス

( C A Sp o rtm ap ) を手 動 で停 止 および再 起 動 する場 合 、サー

ビスはその割 り当 てポート と正 し く通 信 できません。この場

合 、ca ro o t と同 等 の権 限 を持 つユーザ アカウント は

A rcse rve Ba cku p ド メインにログインできません。A rcse rve
Ba cku p ド メインにログインできるようにするには、csto p コマン

ド を実 行 してから、csta rt コマンド を実 行 します。これでサー

ビスが正 し く通 信 でき、ca ro o t と同 等 の権 限 を持 つユーザ ア

カウント が A rcse rve Ba cku p ド メインにログインできるようにな り

ます。

A le rt N o t ifica t io n Se rve r

"A le rt N o tifica tio n S e rve r"

注 ：このサービスについては、引 用 符 を付 ける必 要 がありま

す。

A rcse rve U n ive rsa l A gen t

C A S U n ive rsa lA g e n t

注 ：この手 順 を繰 り返 して、各 A rcse rve Ba cku p サービスを開 始

および停 止 します。
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サーバ管 理 を使 用 した A rc se rve B a c ku p
サービスの停 止 と開 始

サーバ管 理 を使 用 すると、プライマリ、スタンド アロン、およびメン

バ サーバ上 で動 作 している個 々 の A rcse rve Ba cku p サービスを

停 止 および開 始 できます。

短 期 間 で 1 つまたは 2 つの A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 する

必 要 がある場 合 は、この方 法 を使 用 してください。たとえば、新 し

くインスト ールされたライブラリを検 出 できるように、プライマリ サー

バ上 でテープ エンジンを停 止 および開 始 する必 要 がある場 合 な

どです。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 および開 始 する必 要 が

ある場 合 は、csto p と csta rt バッチファイルを使 用 する必 要 があり

ます。これらのバッチ ファイルを使 用 すると、他 の A rcse rve Ba cku p
サービスとの依 存 関 係 を考 慮 したうえで、すべての A rcse rve
Ba cku p サービスを適 切 な 順 序 で停 止 および開 始 できます。詳

細 については、「バッチ ファイルを使 用 したすべての A rcse rve
Ba cku p サービスの停 止 と開 始 」を参 照 してください。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 する場 合 は、以 下 の

動 作 に注 意 してください。

サーバ管 理 を使 用 してすべてのサービスを停 止 した場 合 、

サービス ステータスは「不 明 」と表 示 されます。

［すべてのサービスを停 止 ］オプションを使 用 すると、A rcse rve
Se rv ice C o n tro lle r サービス以 外 のすべての A rcse rve Ba cku p
サービスを停 止 できます。A rcse rve Se rv ice C o n tro lle r サービス

が A rcse rve Ba cku p サービスの開 始 を制 御 しているため、

A rcse rve Ba cku p はこのように動 作 します。

サーバ管 理 を使 用 した A rcse rve B a ck u p サービスの停 止 および

開 始 方 法

1 . ホーム画 面 のナビゲーション バーにある［クイック スタート ］メニュー

から、［サーバ管 理 ］をクリックします。

［サーバ管 理 ］が開 きます。

2 . ド メイン ディレクト リ ツリーを展 開 し、A rcse rve Ba cku p サービスを

停 止 または開 始 するサーバを選 択 します。

サーバ管 理 ウィンド ウに、A rcse rve Ba cku p サービスの名 前 、ス

テータス、稼 働 時 間 、および説 明 が表 示 されます。
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3 . 停 止 または開 始 するサービスを選 択 します。

ステータスが［実 行 ］の場 合 は、ツールバーの［停 止 ］をクリッ

クします。

ステータスが［停 止 ］の場 合 は、ツールバーの［開 始 ］をクリッ

クします。

A rcse rve Ba cku p がサービスを停 止 または開 始 します。

4 . ( オプション ) A rcse rve Ba cku p サーバ上 で実 行 されているすべての

A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 するには、サーバを右 クリックし、

コンテキスト メニューから［すべてのサービスを停 止 ］を選 択 しま

す。サーバ上 のすべての A rcse rve Ba cku p サービスを再 起 動 する

には、サーバを右 クリックし、コンテキスト メニューから［すべての

サービスを開 始 ］をクリックします。

5 . ( オプション ) ド メイン内 のすべての A rcse rve Ba cku p サーバ上 で実

行 されているすべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 するには、

ド メインを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ド メイン内 のすべ

てのサービスを停 止 ］を選 択 します。( オプション ) ド メイン内 のす

べてのサーバ上 のすべてのサービスを再 起 動 するには、ド メインを

右 クリックし、コンテキスト メニューから［ド メイン内 のすべてのサー

ビスを開 始 ］を選 択 します。
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A rc se rve B a c ku p エンジ ンの設 定

A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 では、各 エンジンの環 境 をユーザの

ニーズに応 じて設 定 できます。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p エンジンを管 理 および設 定 するには、

ca ro o t パスワード または A rcse rve Ba cku p 管 理 者 アカウント を使

用 して A rcse rve Ba cku p にログインする必 要 があります。

A rcse rve B a ck u p エンジンを環 境 設 定 する方 法

1 . ［クイック スタート ］メニューの［サーバ管 理 ］をクリックして、

［A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 ］を開 きます。

［サーバ管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ツールバーの［環 境 設 定 ］をクリックします。

サーバ管 理 の環 境 設 定 ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 目 的 のエンジンのタブを選 択 し、必 要 に応 じた設 定 を指 定 しま

す。

詳 細 情 報 ：

ジョブ エンジンの環 境 設 定

テープ エンジンの環 境 設 定

A le rtの環 境 設 定
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ジ ョブ エンジ ンの環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p ジョブ エンジンは、ジョブ キュー内 のジョブの実 行

日 時 を制 御 します。定 期 的 にジョブ キューをスキャンし、実 行 日

時 にな ったジョブを開 始 します。A rcse rve Ba cku pには、以 下 のジョ

ブ エンジン オプションがあります。

［ジョブ キューのスキャン間 隔 ( 秒 ) ］-- ジョブ エンジンは、常

に、実 行 するジョブのジョブ キューをスキャンします。デフォルト

では、10秒 に1回 スキャンされます。間 隔 を変 更 するには、

1～ 9999の数 値 を指 定 します。

［終 了 ジョブの保 持 期 間 ( 時 間 ) ］-- このフィールド に指 定 され

た時 間 のジョブ キューに、最 終 ステータスが「終 了 」にな ってい

るジョブが残 ります。デフォルト では、A rcse rve Ba cku p はジョブ

ステータス マネージャから削 除 されるまで 「終 了 」ジ ョブを 24
時 間 保 持 します。時 間 を変 更 するには、0～ 999 の数 値 を指

定 します。

注 ：ジョブのマイグレーション フェーズが完 了 し、このオプション

のために指 定 した時 間 が経 過 したら、1 度 のみ発 生 するス

テージング ジョブ ( d isk to d isk to ta p e と d isk to ta p e to ta p e )
は、ジョブ キューから削 除 されます。

［データベース ポーリング間 隔 ( 分 ) ］-- ジョブ エンジンは定 期

的 に A rcse rve Ba cku p データベースをポーリングして、ステージ

ング対 応 デバイス上 のコピーおよびパージされたセッシ ョンを検

知 します。このフィールド で指 定 した値 によって、ポーリング間

隔 が決 まります。このフィールド のデフォルト 値 は 5 分 で、最 小

値 は 1 分 です。

［アクティビティ ログのメッセージの種 類 ］-- アクティビティ ログに

は、A rcse rve Ba cku p の全 アクティビティの情 報 が含 まれていま

す。デフォルト では、注 意 、警 告 、およびA rcse rve Ba cku pの実

行 中 に発 生 したエラーがアクティビティ ログに表 示 されます。

メ ッセージの種 類 を変 更 するには、以 下 のいずれかのオプショ

ンを選 択 します。

な し

メッセージを表 示 しません。

エラー
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A rcse rve Ba cku p を起 動 中 に発 生 するエラーのみが表 示 され

ます。

警 告 、エラー

A rcse rve Ba cku p の実 行 中 に発 生 した警 告 とエラーを表 示 し

ます。

注 意 、警 告 、エラー ( デフォルト )

A rcse rve Ba cku p の実 行 中 に発 生 する注 意 、警 告 、およびエ

ラーがすべて含 まれます。

デバッグ

デバッグ情 報 、および A rcse rve Ba cku p の実 行 中 に発 生 する

すべての注 意 、警 告 、およびエラーがすべて含 まれます。

［ネット ワーク共 有 ］--デフォルト で、A rcse rve Ba cku p はブラウザ

で［すべての共 有 を使 用 ］を開 きます。これにより、デフォルト

共 有 およびユーザ共 有 を、ジョブのソ ースまたはデスティネー

ションとして選 択 できます。ブラウザに表 示 する共 有 の種 類 を

変 更 するには、以 下 のいずれかを選 択 します。

［デフォルト 共 有 のみを使 用 ］

管 理 共 有 のみを使 用 できます。

［ユーザ共 有 のみを使 用 ］

ユーザが具 体 的 に設 定 した共 有 のみが表 示 されます。

［バッファ サイズ ( K B ) ］-- A rcse rve Ba cku p で使 用 されるバッ

ファ サイズを定 義 します。

デフォルト 値 ：256 KB

コンピュータによって動 作 は異 な ります。動 作 に影 響 する要 因

として、バックアップ サーバのハード ウェア、バックアップ ジ ョブの

総 サイズ、バックアップ ジ ョブが生 成 する子 ジョブの数 な どに関

連 したも のがあります。バッファのサイズを増 加 または減 少 させ

て、バックアップ実 行 中 のシステムのパフォーマンスを最 適 化 で

きます。

バッファ サイズを増 減 しても 、バックアップおよびリスト アのパ

フォーマンスを向 上 できるとは限 りません。たとえば、大 量 のメ

モリ、高 速 ネット ワークへのアクセス、高 速 ディスク I/O な どの

豊 富 な システム リソ ースがバックアップ サーバにあれば、バッ

ファ サイズが増 えるため、システムのバックアップおよびリスト ア
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のパフォーマンスが向 上 する場 合 があります。反 対 に、バック

アップ サーバのシステム リソ ースが限 られている場 合 に、バッ

ファ サイズを減 らすとシステムのバックアップおよびリスト アのパ

フォーマンスが向 上 する場 合 があります。

注 ：典 型 的 な サーバにおける最 善 策 は、バッファ サイズのデ

フォルト 値 を適 用 することです。

［バックアップ］-- バックアップ ジ ョブで以 下 のように追 加 のオプ

ションをカスタマイズできます。

NTFS ボリュームのハード リンクを記 録 する

ハード リンク ファイルをバックアップする場 合 、デフォルト で

はこの情 報 を格 納 し、保 存 します。

デフォルト 値 ：オン

メディアの上 書 きを確 認 する

メディアを上 書 きする場 合 は常 に、A rcse rve Ba cku p に

よって上 書 きの実 行 を確 認 するプロンプト を表 示 します。

デフォルト では、この機 能 はオフにな っています。このチェッ

ク ボックスをオンにすると、確 認 メッセージが表 示 されま

す。5分 以 内 に確 認 メッセージに応 答 しな いと、ジョブが

キャンセルされます。

デフォルト 値 ：オフ

マシン全 体 が選 択 されたら、レジスト リ キーの詳 細 をバックアッ

プする

このチェック ボックスがオンにな っていると、ターゲット マシン

のレジスト リ キーの詳 細 がバックアップされます。

デフォルト 値 ：オフ

M ed ia M ax im iza t io n 機 能 を有 効 にする

G FS ジョブおよびローテーション ジ ョブでディスクおよびテー

プの使 用 率 を最 適 化 します。詳 細 については、「M ed ia
M ax im iza t io n 機 能 」を参 照 してください。

この値 をメンバ サーバから変 更 することはできません。メン

バ サーバは、このオプションに指 定 された値 を A rcse rve
Ba cku p プライマリ サーバから継 承 します。

デフォルト 値 ：オン
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［ジョブ エンジンの再 起 動 後 、クラッシュ ジ ョブを再 試 行 する］-
- このオプションは、チェックポイント のメカニズムです。このチェッ

ク ボックスをオンにすると、A rcse rve Ba cku p はクラッシュしたジ ョ

ブの再 起 動 を試 みます。クラスタ環 境 でフェールオーバを設 定

した場 合 にのみ、このチェック ボックスをオンにします。

［ホールド でメークアップ ジ ョブをサブミット する］-- このオプショ

ンを使 用 すると、ジョブのステータスがレディではな くホールド に

な ります。

［データ マイグレーション ジ ョブの完 了 時 にポップアップを表 示

しな い］-- ステージング マイグレーション ジ ョブが終 了 すると、

ポップアップ メッセージが表 示 され、ジョブの成 功 、失 敗 な どを

通 知 します。マイグレーション ジ ョブが終 了 した後 のポップアッ

プ メッセージを表 示 したくな い場 合 は、このオプションを指 定 し

ます。

［ジョブの完 了 時 にポップアップを表 示 しな い］-- ジョブが終 了

すると、ポップアップ メッセージが表 示 され、ジョブの成 功 、失

敗 な どを通 知 します。ジョブが終 了 した後 のポップアップ メッ

セージを表 示 したくな い場 合 は、このオプションを指 定 します。

［アーカイブ C SV ファイルを有 効 にする］-- このオプションをオン

にして、アーカイブ済 みファイル用 の C SV ファイルを作 成 しま

す。デフォルト では、この機 能 はオフにな っています。

［アーカイブ C SV ファイルのフォルダ］-- このフィールド では、アー

カイブ C SV ファイルを保 存 するフォルダを指 定 することができま

す。デフォルト では、A rcse rve Ba cku p では BA B_
HOM E\A rch ived fi le s にアーカイブ C SV ファイルが保 存 されま

す。

以 下 の点 に注 意 してください。

1 . ［アーカイブ C SV ファイルを有 効 にする］オプションが

指 定 されている場 合 のみ、［アーカイブ C SV ファイル

のフォルダ］フィールド が有 効 にな ります。

2 . 指 定 するフォルダは A rcse rve Ba cku p サーバ上 にある

ことが必 要 です。

3 . A rcse rve Ba cku p には、A rcse rve Ba cku p データベース

保 護 ジョブを含 む C SV ファイルのフォルダが含 まれま

す。

4 . A rcse rve Ba cku p では、グローバル バックアップ オプ

ションとして指 定 された場 合 に、A rcse rve Ba cku p カタ

ログ データベースが含 まれるあらゆるバックアップ ジ ョ
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ブで C SV ファイルのフォルダをバックアップします。詳

細 については、「バックアップ マネージャの操 作 オプ

ション」を参 照 してください。

5 . A rcse rve Ba cku p は、NTFS プラット フォームでは C SV
ファイルを圧 縮 します。

詳 細 情 報 ：

ジョブ ステータスの種 類
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テープ エンジ ンの環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p テープ エンジンは、システムに接 続 されているす

べてのバックアップ デバイスを識 別 します。また、たとえばハード

ウェアやテープ エンジン固 有 の問 題 をト ラブルシューティングする

場 合 に、テープ エンジンのログ ( テープ ログ ) のデフォルト 設 定 を

変 更 できます。

以 下 のセクションで説 明 するオプション、設 定 、パラメータを変 更

するには、A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 を起 動 し、［テープ エンジ

ン］タブを選 択 します。

テープ エンジン メッセージのログ オプション

テープ エンジンのログ オプションの指 定

テープ エンジンの全 般 オプション

イベント ログの環 境 設 定 ( W in d ow s サーバ )

テープ エンジン ログの代 替 パス

循 環 ログ記 録

デスクト ップとの対 話 の有 効 化

テープ エンジンのパフォーマンス向 上 のための仮 想 メモリ割 り

当 ての増 加
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テープ エンジ ン メ ッセージ のログ オプション

以 下 のリスト は、テープ エンジン メッセージのログ オプションを示 し

ています。

レベル -- デフォルト ( サマリ) を保 持 する場 合 、他 のオプションを

指 定 する必 要 はありません。使 用 可 能 な 値 は以 下 のとおりで

す。

な し -- 情 報 はログ記 録 されません。テープ エンジンのログ

が停 止 され、テープ エンジン ログはジョブ ステータス マ

ネージャに表 示 されません。

サマリ( デフォルト ) -- 重 要 な メッセージを記 録 し、不 要 な

情 報 を除 外 することによりテープ ログのサイズを削 減 しま

す。このオプションでは、Tap e .lo g がジョブ ステータス マ

ネージャに存 在 します。デフォルト では Tap e .lo gファイルが

生 成 され、A rcse rve Ba cku pホームディレクト リ内 のLo gディ

レクト リに保 存 されます。ログのパスを変 更 する必 要 があ

る場 合 は、レジスト リ ファイル内 に別 のログ パス エント リを

作 成 します。別 のログ パス エント リの作 成 の詳 細 につい

ては、「テープ エンジン ログの代 替 パス」を参 照 してくださ

い。

［詳 細 ］--接 続 したバックアップ デバイスに対 して A rcse rve
Ba cku p から送 信 されたコマンド が、すべてログに記 録 され

ます。読 み取 り /書 き込 みおよびテスト ユニット レディ コマ

ンド は除 外 されます。テープ エンジン固 有 の情 報 も 記 録

されます。これは、バックアップおよびリスト アに関 する問

題 のト ラブルシューティングのために A rcse rve サポート に

よって使 用 される可 能 性 があります。Tap e .lo g ファイル

は、デフォルト では A rcse rve Ba cku p \Lo g フォルダに生 成 お

よび格 納 されます。ログのパスを変 更 する必 要 がある場

合 は、レジスト リ ファイル内 に別 のログ パス エント リを作

成 します。

このオプションに対 する Tap e .lo g ファイルを参 照 するには、

ジョブ ステータス マネージャで［テープ ログ］タブにアクセス

します。

［詳 細 ( 読 み込 み /書 き込 み ) ］--接 続 したバックアップ デ

バイスに対 して A rcse rve Ba cku p から送 信 されたコマンド

が、すべてログに記 録 されます。［詳 細 ］オプションとは異
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な り、このオプションには読 み取 り /書 き込 みコマンド およ

びテスト ユニット レディ コマンド が含 まれます。テープ エン

ジン固 有 の情 報 も 記 録 されます。これは、バックアップお

よびリスト アに関 する問 題 のト ラブルシューティングのため

に A rcse rve サポート によって使 用 される可 能 性 がありま

す。Tap e .lo g ファイルは、デフォルト では A rcse rve
Ba cku p \Lo g フォルダに生 成 および格 納 されます。ログのパ

スを変 更 する必 要 がある場 合 は、レジスト リ ファイル内 に

別 のログ パス エント リを作 成 します。

別 のログ パス エント リの作 成 の詳 細 については、「テープ

エンジン ログの代 替 パス」を参 照 してください。このオプショ

ンに対 する Tap e .lo g ファイルを参 照 するには、ジョブ ス

テータス マネージャで［テープ ログ］タブにアクセスします。

注 ：読 み取 り /書 き込 み機 能 により、ログ ファイルのサイ

ズが大 きくな る可 能 性 があります。読 み取 り /書 き込 みの

ログ記 録 を行 うと、マシン上 のパフォーマンスが低 下 する

可 能 性 があります。

出 力 -- ［サマリ］、［詳 細 ］、または［詳 細 ( 読 み取 り /書 き込

み ) ］のいずれかを指 定 した場 合 、メ ッセージの送 信 先 を定 義

できます。以 下 のいずれかを指 定 します。

画 面 およびファイル -- メ ッセージは、テープ エンジン ログ

と、DOS ボックス ( テープ エンジン メッセージ ウィンド ウ) の
両 方 に記 録 されます。

画 面 のみ -- メ ッセージは、テープ エンジン メッセージ ウィ

ンド ウにのみ送 信 されます。

ファイルのみ -- ( デフォルト ) メ ッセージは、テープ エンジン

ログにのみ記 録 されます。テープ エンジン ログはジョブ ス

テータス マネージャで参 照 できます。

重 要 ：［画 面 およびファイル］オプションと ［画 面 のみ］オプショ

ンのいずれかを選 択 した場 合 は、デスクト ップとやり取 りして

テープ ログの内 容 を DOS ウィンド ウに表 示 できるよう、テープ

エンジン サービスの環 境 設 定 を行 う必 要 があります。A rcse rve
詳 細 については、「デスクト ップとの対 話 の有 効 化 」を参 照 して

ください。
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テープ エンジ ンのログ オプションの指 定

サーバ管 理 の環 境 設 定 ダイアログ ボックスの［テープ エンジン］タ

ブにある［ログ サイズ制 限 ］セクシ ョンでは、テープ エンジンのログ

ファイルを A rcse rve Ba cku p で制 御 する方 法 を指 定 できます。

テープ エンジンのログ オプションを指 定 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ インターフェースから、ホーム画 面 のナ

ビゲーション バーにある［クイック スタート ］メニューから［サーバ管

理 ］を選 択 します。

［サーバ管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ド メイン /サーバ ディレクト リ ツリーから、環 境 設 定 するサーバを選

択 します。

3 . ［環 境 設 定 ］ツールバー ボタンをクリックします。

［環 境 設 定 - サーバ名 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ［テープ エンジン］タブを選 択 します。

［ログ サイズ制 限 ］セクシ ョンに、要 件 に応 じて、以 下 のオプション

を指 定 します。

［最 大 ログ サイズ］-- ［最 大 ログ サイズ］チェック ボックスをオ

ンにして、循 環 ログを有 効 にします。［最 大 ログ サイズ］フィー

ルド に、分 割 されたすべての TA PE .LOG ファイルの最 大 合 計

サイズとして指 定 したい値 を入 力 します。

［最 大 ログ サイズ］の値 を［最 大 ログ ファイル数 ］の値 で割 っ

た値 が、分 割 されたすべてのログ ファイルの最 大 サイズで

す。たとえば、［最 大 ログ サイズ］の値 として 100 M B、［最 大

ログ ファイル数 ］の値 として 10 を指 定 した場 合 、A rcse rve
Ba cku p は 10 M B ( 100/10 = 10) に達 したとき TA PE .LOG を

チャンクします。

［最 大 ログ サイズ］オプションのデフォルト 値 は 100 M B で、指

定 できる値 の範 囲 は 1～ 2000 M B です。

循 環 ログを無 効 にするには、［最 大 ログ サイズ］チェック ボッ

クスをオフにします。

［古 いログの廃 棄 間 隔 ］-- A rcse rve Ba cku p がログファイルを

廃 棄 するまでの経 過 日 数 を指 定 します。

［古 いログの廃 棄 間 隔 ］オプションのデフォルト 値 は 100 日

で、指 定 できる値 の範 囲 は 1～ 365 日 です。
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［ログ ファイルの分 割 基 準 ］-- このセクシ ョンのオプションは、

A rcse rve Ba cku p がどのようにログ ファイルを分 割 するかを定

義 します。

［最 大 ログ ファイル数 ］-- A rcse rve Ba cku p で保 持 する

チャンク ログ ファイルの数 を指 定 します。

［最 大 ログ ファイル数 ］のデフォルト 値 は 10 で、指 定 で

きる値 の範 囲 は 3～ 32 です。

注 ：この設 定 は［ログ サイズ制 限 ］オプションが指 定 さ

れているときにのみ変 更 できます。

［1 つのログ ファイルの最 大 サイズ］-- このオプションは

［古 いログの廃 棄 間 隔 ］オプションととも に使 用 します。

［1 つのログ ファイルのサイズ］と［古 いログの廃 棄 間 隔 ］

オプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p は、TA PE .LOG
が最 大 サイズに達 したら循 環 ログ機 能 に切 り替 えて、エ

イジが［古 いログの廃 棄 間 隔 ］オプションで指 定 した値

を超 えたらチャンク ログ ファイル削 除 します。

［1 つのログ ファイルの最 大 サイズ］オプションのデフォルト

値 は 10000 KB で、指 定 できる値 の範 囲 は 1～ 100000
KB です。

注 ：この設 定 は［古 いログの廃 棄 間 隔 ］オプションが指

定 されているときにのみ変 更 できます。

5 . ［OK］をクリックして、テープ エンジン ログのオプションを適 用 しま

す。

テープ エンジンのログ オプションが適 用 されます。

注 ：変 更 を破 棄 する場 合 は、［キャンセル］をクリックします。
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テープ エンジ ンの全 般 オプション

A rcse rve Ba cku p では以 下 の一 般 オプションを指 定 できます。

［グローバル再 利 用 セット を使 用 する］-- A rcse rve Ba cku p がグ

ローバル再 利 用 セット を使 用 します。このオプションはデフォル

ト で有 効 にな っています。

グローバル再 利 用 セット では、すべてのメディア プールにあるす

べての再 利 用 可 能 な メディアが、1つの大 きな 再 利 用 セット と

して処 理 されます。これにより、該 当 するメディア プール内 で

再 利 用 テープが使 用 できな くても 、バックアップ ジ ョブに失 敗 す

ることはな くな ります。

このオプションを有 効 にすると、メディア プール マネージャでそ

れぞれのメディア プールの保 存 セット だけが表 示 される ( 再 利

用 セット は表 示 されな い ) ようにな りますが、「グローバル再 利

用 セット 」と呼 ばれるオブジェクト が追 加 されます。このオブジェ

クト は、使 用 中 の全 メディア プールの再 利 用 セット で使 用 可

能 な メディアすべてが含 まれます。グローバル再 利 用 セット を

右 クリックして［メディアの割 り当 て］を選 択 すると、メディア プー

ルに割 り当 てられていな いメディアを、グローバル再 利 用 セット

に移 動 できます。

グローバル再 利 用 セット でメディアを選 択 すると、右 上 のペイン

の列 見 出 しと右 下 のペインにある［プロパティ］タブ内 に、［メ

ディア タイプ］および［メディア プール］という 2 つのプロパティが

追 加 で表 示 されます。右 上 のペインの列 見 出 しをクリックする

と、その列 を基 準 にしてリスト を並 べ替 えることができます。グ

ローバル再 利 用 セット で選 択 したメディアがオフサイト ロケー

ションに保 管 されている場 合 、メディアは別 の色 で表 示 されま

す。これは、このメディアがアクティブでな いことを表 します。

注 ：グローバル再 利 用 セット を有 効 にし、特 定 のメディア プー

ルを使 用 してバックアップ ジ ョブをサブミット すると、A rcse rve
Ba cku p では、指 定 したメディア プールのグローバル再 利 用 セッ

ト にあるメディアが最 初 に検 索 されます。使 用 可 能 な メディア

がな い場 合 は、グローバル再 利 用 セット のメディアが使 用 され

ます。またメディア プールを使 用 して、複 数 のテープにスパンす

るバックアップ ジ ョブをサブミット すると、グローバル再 利 用 セッ

ト にあるメディアが使 用 されます。

［ジョブ ステータス マネージャにテープ ログを表 示 する］-- ジョ

ブ ステータス マネージャにテープ ログを表 示 するには、このオプ
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ションを選 択 します。このオプションを有 効 にしたときにアクティ

ビティ ログを開 いていた場 合 は、［更 新 ］をクリックしてマネー

ジャを更 新 する必 要 があります。

注 ：このオプションはW in d ow sコンピュータでのみ利 用 できま

す。

［T a p e A le rt を使 用 する］-- A rcse rve Ba cku p がテープ ド ライブ

およびライブラリからアサート される Tap eA le rt フラグの検 出 およ

びレポート 作 成 を行 います。Tap eA le rt 関 連 のメッセージが表

示 されな いようにするには、このオプションを無 効 にします。

このオプションを有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p は、

A rcse rve Ba cku p に接 続 されているすべてのデバイスに対

して 1 分 間 隔 で Tap eA le rt フラグを照 会 します。A rcse rve
Ba cku p は Tap eA le rt フラグを検 出 すると、フラグのリアルタ

イム詳 細 をアクティビティ ログと Tap e .lo g ファイルで報 告 し

ます。

このオプションを無 効 にすると、A rcse rve Ba cku p では、

Tap eA le rt フラグの検 出 と報 告 のためのスレッド 照 会 メカニ

ズムを個 別 に管 理 しません。その結 果 、A rcse rve Ba cku p
は、ジョブが実 行 されて SC SI エラーが発 生 するまでは

Tap eA le rt フラグを照 会 しません。A rcse rve Ba cku p はジョ

ブの実 行 中 に Tap eA le rt フラグを検 出 すると、フラグの詳

細 をアクティビティ ログと Tap e .lo g ファイルで報 告 します。
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イベント ログの環 境 設 定 ( W in d o w s サー

バ )

［ログ］タブを使 用 して、イベント ログに書 き込 むメッセージを指 定

することができます。デフォルト では、すべてのメッセージが書 き込

まれる設 定 にな っています。特 定 のメッセージを書 き込 まな いよう

にするには、以 下 に示 すフィールド を選 択 してください。

［イベント ログでメッセージ ログを有 効 にする］A rcse rve Ba cku p
- デフォルト では、メ ッセージはすべて のアクティビティ ログのみ

に記 録 されます。このチェック ボックスをオンにすると、以 下 のオ

プションが選 択 できるようにな ります。

［ログからメッセージ タイプを除 外 ］チェック ボックス - イベント ロ

グから除 外 するメッセージ タイプを選 択 するには、これらの

チェック ボックスを使 用 します。

［メ ッセージ ログを除 外 ］A rcse rve Ba cku pチェック ボックス - 特
定 の モジュールからすべてのメッセージを除 外 するには、これら

のチェック ボックスを使 用 します。
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A rc se rve B a c ku p が W in d o w s イベント

ビューアでイベント を記 録 する方 法

イベント ビューアは、アプリケーション、セキュリティ、およびシステム

ログに関 連 するイベント を監 視 するための W in d ow s の管 理 ツー

ルです。イベント ビューアに格 納 される情 報 は、環 境 におけるコン

ピュータの役 割 およびコンピュータ上 で実 行 されているアプリケー

ションによって異 な ります。

注 ：イベント ビューアを開 くには、W in d ow s ツール バーから［スター

ト ］-［プログラム］-［管 理 ツール］-［イベント ビューア］を選 択 しま

す。

サーバ管 理 によって、イベント ビューアに記 録 する A rcse rve
Ba cku p のイベント 情 報 の種 類 を指 定 できます。詳 細 について

は、「イベント ログの環 境 設 定 」を参 照 してください。

以 下 に、W in d ow s イベント ビューアに表 示 される A rcse rve
Ba cku p 情 報 、警 告 、およびエラー イベント のイベント コード を示

します。

5 0 0 --ほとんどの情 報 イベント およびエージェント 情 報 イベント

6 0 0 --A gen t 警 告 イベント

7 0 0 --A gen t エラー イベント

9 0 0 -- 監 査 イベント

固 有 イベント コード --メ ッセージのリソ ース ID

以 下 の図 に、W in d ow s イベント ビューアの A rcse rve Ba cku p イベ

ント を示 します。
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詳 細 情 報 ：

イベント ログの環 境 設 定 ( W in d ow s サーバ )
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テープ エンジ ン ログの代 替 パス

大 きな 空 き領 域 を持 つボリュームにログを移 動 する場 合 な どは、

デフォルト のテープ ログのパスを変 更 できます。代 替 パスを作 成

するには、W in d ow s レジスト リの設 定 を変 更 します。以 下 のキー

の下 に「 Lo gPa th 」という名 前 の文 字 列 値 を作 成 します。

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \A rcse rve
B a cku p \B a se \T a p e E n g in e \D e b u g

この値 に、新 しいログ ファイルの場 所 として使 用 するローカル ド ラ

イブのパス ( D :\ tem p \ lo g な ど ) を指 定 します。設 定 したログ パス

は、テープ エンジンを再 起 動 するか、前 述 したいずれかのログ オ

プションを変 更 すると有 効 にな ります。テープ ログのパスをデフォル

ト に戻 すには、「 Lo gPa th 」の値 を削 除 して、テープ エンジンを再

起 動 します。

注 ：マップされたド ライブにはログをリダイレクト できな いため、代

替 パスとして指 定 できるのはローカル ド ライブのパスのみです。
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循 環 ログ記 録

循 環 ログ記 録 により、テープ エンジン ログ ファイルのサイズと動 作

を制 御 できます。この機 能 を使 用 すると、ログ ファイルがユーザ指

定 のサイズ上 限 を超 えた場 合 に、A rcse rve Ba cku p がそのログ ファ

イルを小 さな サイズのファイル チャンクに分 割 するためのサイズの

制 限 を設 定 できます。また、ログ ファイルの保 持 期 間 や合 計 数

を指 定 することも できます。保 存 期 間 を超 えると、A rcse rve
Ba cku p はチャンク ログ ファイルを削 除 します。

テープ エンジンのログ ファイルは、TA PE .LOG という名 前 でテープ エ

ンジンのログ ファイルは、CA \A RC se rve Ba cku p \LOG ディレクト リに

あります。

循 環 ログを設 定 して使 用 するには、A rcse rve Ba cku p ホーム画 面

の［クイック スタート ］メニューから［サーバ管 理 ］を起 動 します。詳

細 については、「循 環 ログ設 定 の指 定 」を参 照 してください。

ログ ファイル名

循 環 ログの設 定 を指 定 しな い場 合 は、A rcse rve Ba cku p では、デ

フォルト のファイル名 TA PE .LOG が使 用 されます。設 定 した場 合 も

TA PE .LOG は生 成 されますが、小 さな サイズの複 数 チャンクに分

割 され、以 下 のフォーマット を使 用 して各 ファイルに名 前 が付 けら

れます。

T A P E .L O G .# # # #

ここで、#### は特 定 の日 に作 成 された連 続 ログ番 号 を表 しま

す。

ログ ファイル名 の例

たとえば、ある日 、テープ エンジンが 100 M B というファイル サイズ

の上 限 に基 づいて 3 つのログ ファイルを生 成 したとします。この場

合 、ログ ファイルの名 前 は、以 下 のようにな ります。

T A P E .L O G
T A P E .L O G .0 0 0 1
T A P E .L O G .0 0 0 2
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A rc se rve B a c ku p によるログ ファイルのラベル

づけ

A rcse rve Ba cku p は以 下 のロジックを使 用 してログ ファイルを管 理

します。

1 . TA PE .LOG が指 定 した値 に達 すると、A rcse rve Ba cku p は

TA PE .LOG を TA PE .LOG .0001 に名 前 変 更 し、新 しい TA PE .LOG
ファイルを作 成 します。

2 . TA PE .LOG が指 定 した値 に 2 度 目 に達 すると、A rcse rve Ba cku p
は TA PE .LOG .0001 を TA PE .LOG .0002 に、TA PE .LOG を

TA PE .LOG .0001 に名 前 変 更 し、新 しい TA PE .LOG ファイルを作 成

します。

3 . TA PE .LOG が指 定 した値 に 3 度 目 に達 すると、A rcse rve Ba cku p
は TA PE .LOG .0002 を TA PE .LOG .0003 に、TA PE .LOG .0001 を

TA PE .LOG .0002 に、そして TA PE .LOG を TA PE .LOG .0001 に名 前 変

更 し、新 しい TA PE .LOG ファイルを作 成 します。

このプロセスが循 環 的 に繰 り返 されます。A rcse rve Ba cku pでは、

最 新 の 3 つのログ ファイルが常 に保 持 されます。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p では、［ログ サイズの制 限 ］オプションと［ロ

グ ファイル数 ］オプションで指 定 した値 に基 づいて、新 しいログ ファ

イル作 成 に使 用 される値 が計 算 されます。たとえば、500 M B とい

うログ サイズ制 限 と 10 というログ ファイル数 を指 定 した場 合 、現

在 のログ サイズが 50 M B ( 500 を 10 で割 った値 ) を超 えると、

A rcse rve Ba cku p は新 しいログ ファイルを作 成 します。
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循 環 ログ記 録 設 定 の指 定

循 環 ログ記 録 機 能 を使 用 すると、テープ エンジンによって生 成 さ

れるログ ファイルの特 徴 をカスタマイズできます。

循 環 ログ記 録 の設 定 を指 定 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 で、［クイック スタート ］メニューから

［サーバ管 理 ］を選 択 します。

［A rcse rve Ba cku pサーバ管 理 ］画 面 が表 示 されます。

2 . ［管 理 ］メニューの［環 境 設 定 ］を選 択 します。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［テープ エンジン］タブを選 択 します。

4 . 循 環 ログを有 効 にするには、ダイアログ ボックスの［ログ サイズ制

限 ］セクシ ョンの［最 大 ログ サイズ］オプションをクリックし、最 大 サ

イズを MB で指 定 します。この値 は、すべてのログ ファイルを合 計

した最 大 サイズを表 します。

5 . ［ログ ファイル数 ］フィールド で、A rcse rve Ba cku p で保 持 するログ

ファイルの数 を選 択 します。この値 は、A rcse rve Ba cku p によって

保 持 される TA PE .LOG ファイルの最 大 数 を表 します。

6 . ［OK］ボタンをクリックして、設 定 を適 用 します。

注 ：ログ ファイルの数 が［ログ ファイル数 ］オプションを使 用 して指

定 した数 を超 えると、A rcse rve Ba cku p によって最 も 古 いログ ファ

イルが削 除 されます。

ログ ファイルの廃 棄

ログ ファイルの廃 棄 だけを指 定 する方 法

1 . ［最 大 ログ サイズ］オプションを無 効 にします。

2 . ［古 いファイルを廃 棄 ］オプションをクリックして、A rcse rve Ba cku p が

ログ ファイルの廃 棄 を実 行 する間 隔 を日 数 で指 定 します。

3 . ( オプション ) ［1 つのログ ファイルのサイズ］フィールド に、ログ ファイ

ル 1 つあたりのサイズ制 限 を KB 単 位 で入 力 します。［単 一 のログ

ファイル サイズ］フィールド に値 を指 定 しな い場 合 、A rcse rve
Ba cku p はデフォルト 値 である 10 ,000 KB を各 ログ ファイルのサイズ

制 限 として使 用 します。

4 . ［OK］ボタンをクリックして、設 定 を適 用 します。
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重 要 ：［ログ サイズ制 限 ］の両 方 のオプション ( ［最 大 ログ サイズ］

と［古 いログの廃 棄 間 隔 ］) を有 効 にすると、は、ログ ファイル数

が［ログ ファイル数 ］を超 えたか、ログ ファイルの日 数 が［古 いログ

の廃 棄 間 隔 ］オプションの指 定 日 数 を超 えた場 合 に、ログ ファイ

ルの廃 棄 処 理 を行 います。A rcse rve Ba cku p［1 つのログ ファイル

のサイズ］は指 定 できません。A rcse rve Ba cku p では、ログ サイズ

の合 計 サイズをログ ファイルの総 数 で割 って、各 ログ ファイルのサ

イズ設 定 が計 算 されます。
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デスクト ップとの対 話 の有 効 化

このセクシ ョンでは、A rcse rve Ba cku p テープ エンジンでのデスクト ッ

プとの対 話 を有 効 にする方 法 を説 明 します。ただし、これらの手

順 は、A rcse rve Ba cku p のいずれかのサービスまたはエンジンを、

デスクト ップと対 話 できるようにする場 合 にのみ使 用 できます。

デスクト ップとの対 話 を有 効 にするには、以 下 の手 順 に従 いま

す。

1 . W in d ow s で［スタート ］-［プログラム］( または［すべてのプログラ

ム］) -［管 理 ツール］-［コンポーネント サービス］を選 択 します。

［コンポーネント サービス］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . オブジェクト ツリーから、［サービス ( ローカル ) ］オブジェクト を選 択

します。

3 . サービスのリスト で、たとえば A rcse rve Tap e En gin e を右 クリック

し、コンテキスト メニューから［プロパティ］を選 択 します。

［( ローカル コンピュータ ) A rcse rve Tap e En gin e のプロパティ］ダイ

アログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［ログオン］タブを選 択 します。

5 . [ローカル システム アカウント ］の［デスクト ップとの対 話 をサービス

に許 可 ］チェック ボックスを選 択 して［適 用 ］をクリックします。

6 . ［OK］をクリックして［( ローカル コンピュータ ) A rcse rve Tap e En gin e
のプロパティ］ダイアログ ボックスを閉 じます。

7 . A rcse rve Tap e En gin e サービスを停 止 して再 起 動 します。

テープ エンジンが、デスクト ップと対 話 できるようにな りました。

8 . W in d ow s の［コンポーネント サービス］ダイアログ ボックスを閉 じま

す。
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テープ エンジ ンのパフォーマンス向 上 のため

の仮 想 メモリ割 り当 ての増 加

テープ エンジンは、データのバックアップ、リスト ア、回 復 に関 する

すべてのジョブを制 御 する A rcse rve Ba cku p コンポーネント です。

大 規 模 な バックアップ環 境 では、以 下 のような 条 件 においてテー

プ エンジンのパフォーマンスに悪 影 響 がある場 合 があります。

同 時 実 行 されているバックアップ ジ ョブが多 数 ある。

デデュプリケーションを使 用 するバックアップ ジ ョブが多 数 ある

( 同 時 実 行 の場 合 も そうでな い場 合 も ) 。

多 数 のスト リームが指 定 されたマルチ スト リーミング ジョブ、マ

ルチプレキシング ジョブ、またはその両 方 が同 時 実 行 されてい

る。

テープ エンジンのパフォーマンス低 下 は、オペレーティング システム

によってアプリケーションに割 り当 てられている仮 想 メモリの量 が原

因 である場 合 があります。デフォルト では、W in d ow s 32 ビット オ

ペレーティング システムは、アプリケーション用 に 2G B の仮 想 メモリ

を割 り当 てます。32 ビット オペレーティング システムでのこのデフォ

ルト 割 り当 てでは、3 G B 以 上 の RAM を持 つコンピュータがすべて

の RAM を使 用 できな い可 能 性 があります。

注 ：W in d ow s 64 ビット オペレーティング システムでは、仮 想 メモリ

を 4G B まで割 り当 てることができます。

W in d ow s オペレーティング システムでは、アプリケーションに割 り当

てる仮 想 メモリの量 を増 加 させることができます。大 規 模 な バック

アップ環 境 で、お使 いのバックアップ サーバのパフォーマンスが低

い場 合 、アプリケーションに利 用 できる仮 想 メモリの量 を増 加 させ

てテープ エンジンのパフォーマンスを向 上 させることができます。

注 ：仮 想 メモリを増 加 させるのは、W in d ow s 32 ビット オペレー

ティング システムがインスト ールされ、2 .5 G B 以 上 の RAM を持 つ

バックアップ サーバのみにしてください。

以 下 のセクションでは、W in d ow s Se rve r 2003 と W in d ow s Se rve r
2008 の 32 ビット 版 を実 行 するコンピュータで仮 想 メモリの割 り当

てを増 加 させる方 法 について説 明 します。

3 2 ビット W in d o w s Se rve r 2 0 0 3 システムで仮 想 メモリの割 り当 て

を増 加 させる方 法
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1 . デスクト ップから［マイ コンピュータ］を右 クリックして、ポップアップ メ

ニューの［プロパティ］を選 択 します。

［システムのプロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［システムのプロパティ］ダイアログ ボックスの［詳 細 設 定 ］タブをク

リックします。

詳 細 設 定 のプロパティが表 示 されます。

3 . ［起 動 と回 復 ］の［設 定 ］をクリックします。

［起 動 と回 復 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［起 動 と回 復 ］ダイアログ ボックスで、［起 動 システム］の［編 集 ］を

クリックします。

W in d ow s の b o o t .in i ファイルがメモ帳 で開 きます。

5 . 以 下 のように、［o p era t in g system s］の起 動 文 字 列 の最 後 に

「 /3G B」を追 加 します。

[o p e ra tin g sys te m s]
m u lti(0 )d isk (0 )rd isk (0 )p a rtitio n (1 )\W IN D O W S = "W in d o w s S e rve r
2 0 0 3 , E n te rp rise " /n o e xe cu te = o p to u t /fa s td e te c t sw itch : /3 G B

6 . メモ帳 を閉 じます。

変 更 を保 存 するかどうか尋 ねられたら、［はい］をクリックします。

7 . 開 いているダイアログ ボックスをすべて閉 じて、コンピュータを再 起

動 します。

3 2 ビット W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システムで仮 想 メモリの割 り当 て

を増 加 させる方 法

1 . コマンド プロンプト を開 きます。

2 . コマンド プロンプト で以 下 のコマンド を実 行 します。

B C D E D IT /S e t In c re a se U se rV a 3 0 7 2

3 . コマンド の実 行 後 、コンピュータを再 起 動 します。
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データベース エンジ ンの環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p データベース エンジンでは、処 理 された全 ジョブ

の以 下 の統 計 情 報 が保 存 されます。

バックアップ、コピー、およびリスト アされたファイルとディレクト リ

A rcse rve Ba cku p が処 理 したジョブ

A rcse rve Ba cku p の処 理 で使 用 したスト レージ デバイスとメディ

ア

A rcse rve Ba cku pには、以 下 のデータベース エンジン オプションがあ

ります。

［自 動 廃 棄 処 理 を有 効 にする］-- データベースの廃 棄 が有 効

にな ると、セッシ ョンでバックアップまたはコピーされたファイルと

ディレクト リの情 報 が削 除 されます。デフォルト では、データ

ベース ファイルの容 量 を抑 えるために、オンに設 定 されていま

す。このオプションをオフにして詳 細 な 情 報 を記 録 すると、リス

ト ア作 業 時 には便 利 ですが、廃 棄 処 理 を行 わな いとデータ

ベースのサイズが非 常 に大 きくな る可 能 性 があります。

［廃 棄 処 理 の実 行 時 刻 ］-- このフィールド は、［自 動 廃

棄 処 理 を有 効 にする］オプションがオンにな っているときに

のみ有 効 です。データベース レコード を廃 棄 する時 刻 を

指 定 できます。

デフォルト 値 ：有 効 な 場 合 、処 理 は正 午 12 時 に実 行 さ

れます。

［古 いデータベース レコード 廃 棄 間 隔 ］-- このフィールド

は、［自 動 廃 棄 処 理 を有 効 にする］オプションがオンの場

合 にのみ有 効 です。このオプションでは、A rcse rve Ba cku p
によってジョブのレコード が廃 棄 される前 に、データベース

でそれらのレコード を保 持 する期 間 を指 定 できます。

デフォルト 値 ：破 棄 が有 効 の場 合 は、180 日 間 にな って

います。

範 囲 ：1 ～ 999 日 間

［その他 の古 いデータベース レコード 廃 棄 間 隔 ］-- この

フィールド は、［自 動 廃 棄 処 理 を有 効 にする］オプションが

オンの場 合 にのみ有 効 です。このオプションでは、

A rcse rve Ba cku p によってその他 のレコード ( たとえばセッ
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ション詳 細 レコード ) が廃 棄 される前 に、データベースでそ

れらのレコード を保 持 する期 間 を指 定 できます。

デフォルト 値 ：破 棄 が有 効 の場 合 は、30 日 間 にな ってい

ます。

範 囲 ：1 ～ 999 日 間

［再 フォーマット または消 去 されたメディア関 連 データベース レ

コード を廃 棄 処 理 時 に削 除 する］-- メディアの再 フォーマット

時 または消 去 時 に、A rcse rve Ba cku p は、そのメディアに関 連

するデータベース内 でレコード も 削 除 します。ただし、この余 分

な 処 理 の実 行 には時 間 がかかります。これらのレコード の削

除 を、廃 棄 処 理 の実 行 時 まで延 期 するには、このオプション

を選 択 します。

［古 いアクティビティ ログ廃 棄 間 隔 ］-- A rcse rve Ba cku p がアク

ティビティ ログを削 除 するまで、データベースに保 持 する期 間

を指 定 します。

デフォルト 値 ：14 日 間

範 囲 ：1 ～ 999 日 間

［古 いカタログ ファイル廃 棄 間 隔 ］-- A rcse rve Ba cku p がカタロ

グ ファイルを削 除 するまで、データベースに保 持 する期 間 を指

定 します。

デフォルト 値 ：60 日 間

範 囲 ：1 ～ 9999 日 間 .

［データベースのメンテナンス処 理 ］-- 以 下 のオプションは、

A rcse rve Ba cku p データベースで実 行 できるメンテナンス処 理 に

適 用 されます。

以 下 のオプションを有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p は、データ

ベース廃 棄 ジョブが次 回 実 行 する際 に、指 定 したタスクを行

います。データベース廃 棄 ジョブが毎 日 実 行 するようにスケ

ジュールされている場 合 、指 定 した処 理 は、廃 棄 ジョブの実

行 時 に行 われます。データベース廃 棄 ジョブとは関 係 な くデー

タベース メンテナンス処 理 の実 行 をスケジュールするには、

［ジョブ スケジューラ ウィザード ］を使 用 して、ca _d bm gr コマンド

ライン ユーティリティを使 用 してデータベース メンテナンス処 理

を支 援 する個 々 のジョブを作 成 できます。
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注 ：詳 細 については、「ジ ョブ スケジューラ ウィザード を使 用 し

たジョブのスケジュール方 法 」または「コマンド ライン リファレンス

ガイド 」を参 照 してください。

［統 計 を更 新 する］-- このオプションにより、A rcse rve
Ba cku p は、テーブルおよびインデックスの統 計 情 報 を更

新 します。正 確 かつ最 新 の統 計 情 報 により、SQL Se rve r
および SQL Se rve r 2014 Exp re ss は照 会 のための最 善 の

実 行 計 画 を決 定 できるため、これにより照 会 パフォーマン

スが改 善 されます。

統 計 情 報 は、毎 日 更 新 する必 要 があります。

［インデックスをリビルド する］-- このオプションでは、

A rcse rve Ba cku p が断 片 化 を削 除 し ( 指 定 された、または

既 存 の調 整 要 素 の設 定 に基 づいたページの圧 縮 によ

る ) 、連 続 したページでインデックスの行 の順 序 を入 れ替

えます。その結 果 、A rcse rve Ba cku p では照 会 のパフォー

マンスが改 善 され、ディスク容 量 を再 利 用 できるようにな

ります。

インデックスは、週 次 に再 構 築 する必 要 があります。

［D B の整 合 性 をチェックする］-- このオプションにより、

A rcse rve Ba cku p は、割 り当 て、および A rcse rve データ

ベースのすべてのオブジェクト の構 造 上 の論 理 的 な 整 合

性 をチェックします。

データベースの整 合 性 は週 次 にチェックし、このタスクの実

行 に十 分 な 時 間 を割 り当 てる必 要 があります。

［D B サイズを低 減 する］-- このオプションにより、A rcse rve
Ba cku p は A rcse rve データベース内 のデータ ファイルのサイ

ズを低 減 して、システムのディスク容 量 を再 利 用 します。

必 要 に応 じてデータベースのサイズを軽 減 する必 要 があ

ります。

［廃 棄 ジョブのサブミット ］- このオプションを選 択 すると、廃 棄

ジョブが直 ちにサブミット されます。

［A rcse rve D B 保 護 ジョブのサブミット ］-- このオプションにより、

オリジナルのジョブが削 除 されたために、A rcse rve Ba cku p デー

タベース保 護 ジョブを再 作 成 できます。詳 細 については

「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの再 作 成 」を参 照 し

てください。
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カタログ データベース

［カタログ データベース フォルダ］-- このオプションでは、

A rcse rve Ba cku p カタログ データベース フォルダの場 所 を

指 定 できます。省 略 記 号 ボタンをクリックして参 照 し、異

な る場 所 を選 択 してカタログ データベース フォルダを検 索

します。

デフォルト で、カタログ データベース フォルダは、次 のプライ

マリ サーバの場 所 にあります。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \C A T A L O G .D B \

［以 下 のメンバ サーバからの転 送 前 にカタログ ファイルを

圧 縮 する］-- このオプションでは、データがメンバ サーバか

らプライマリ サーバへ転 送 されると、A rcse rve Ba cku p はカ

タログ情 報 を圧 縮 できます。

プライマリ サーバに、関 連 するメンバ サーバがある場 合

は、［以 下 のメンバ サーバからの転 送 前 にカタログ ファイ

ルを圧 縮 する］フィールド が有 効 にな り、メンバ サーバの

名 前 を表 示 します。

デフォルト では、この機 能 はオフにな っています。このオプ

ションを無 効 にすると、A rcse rve Ba cku p は、メンバ サーバ

からプライマリ サーバへ転 送 されるカタログ情 報 を圧 縮 し

な くな ります。

［最 小 ディスク空 き容 量 しきい値 ］-- このオプションでは、

A rcse rve Ba cku p がカタログ ファイルを検 出 するときに、空

きディスク容 量 の最 小 のパーセント を指 定 できます。

デフォルト 値 ：10 %

範 囲 ：1 ～ 99 %

注 ：A rcse rve Ba cku p は定 期 的 に、カタログ データベース

フォルダがある場 所 のボリュームの、空 きディスク容 量 の

パーセント をチェックします。検 出 される空 き容 量 が指 定

したパーセント より少 な い場 合 は、警 告 メッセージがアク

ティビティ ログに送 信 され、検 出 される空 き容 量 のパーセ

ント がしきい値 の設 定 より大 きくな るまで、自 動 的 にディ

スクから、カタログ データベース ファイル ( 最 短 が 7 日 間 で

最 も 古 いも のから開 始 ) の削 除 を開 始 します。
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例 ：検 出 される空 き容 量 が 10 % より少 な い場 合 は、警

告 メッセージがアクティビティ ログに送 信 され、検 出 される

空 き容 量 のパーセント が 10 % より大 き くな るまで、自 動

的 にディスクから、カタログ データベース ファイル ( 最 短 が 7
日 間 で最 古 のも のから開 始 ) の削 除 を開 始 します。

［メディア プールのメンテナンスを有 効 にする］-- このオプション

を選 択 すると、メディア プールの保 存 セット から再 利 用 セット に

移 動 するようにスケジュールされたすべてのメディアが、廃 棄

ジョブの実 行 時 にいつでも 自 動 的 に移 動 されます。

［最 大 データベース サーバ メモリ］- これは M icro so ft SQL
Exp re ss のみに適 用 されます。M icro so ft SQL Exp re ss のメモリ

使 用 量 のサイズはこの制 限 以 下 とな ります。

デフォルト 値 ：1024 M B

範 囲 ：256 M B ～ 1024 M B

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p データベースを保 護 する方 法

カタログ データベースの動 作
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A le rtの環 境 設 定

A le rt は、さまざまな 通 信 媒 体 を使 用 して組 織 内 の人 員 にメッ

セージを送 信 する、通 知 システムです。A le rt は自 身 でメッセージ

を生 成 しません。送 信 する情 報 と送 信 先 を A le rtで指 定 する必

要 があります。

サーバ管 理 からA le rtの環 境 設 定 を行 うと、テープ エンジンの開

始 や停 止 な ど、ジョブに関 連 しな いイベント のA le rt通 知 を生 成 で

きるようにな ります。そのためには、必 要 な メッセージを入 力 して

［追 加 ］をクリックします。このメッセージは、ここで入 力 したとおりの

形 式 で、そのままアクティビティ ログから抽 出 されます。

また、アクティビティ ログ メッセージをすべて送 信 する場 合 は、アス

タリスク ( * ) を入 力 して［追 加 ］をクリックします。A le rt により生 成 さ

れた通 知 メッセージが、設 定 された受 信 者 に送 信 されます。

A le rt 通 知 の受 信 者 の選 択 および送 信 方 法 の設 定 の詳 細 につ

いては、「 A le rt マネージャの使 い方 」を参 照 してください。
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A le rt 通 知 の追 加 と削 除

A rcse rve Ba cku p では、サーバ管 理 マネージャを使 用 して、ジョブ

に関 連 しな いイベント ( たとえば、テープ エンジンの開 始 と停 止

や、操 作 の正 常 な 完 了 ) の A le rt 通 知 を設 定 できます。

以 下 の手 順 は、ジョブ以 外 のイベント に関 連 する A le rt 通 知 を追

加 する方 法 を示 したも のです。

A le rt 通 知 を追 加 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 マネージャを開 きます。

2 . ディレクト リ ツリーの A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタ

ンド アロン サーバをクリックし、ツールバーの［環 境 設 定 ］ボタンをク

リックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［A le rt］タブをクリックします。

4 . ［A le rt］一 覧 フィールド に、A le rt 通 知 を受 信 する対 象 のイベント

のテキスト を入 力 します。

語 句 全 体 でも 一 部 分 のみ ( 1 つのキーワード も 使 用 可 能 ) でも

入 力 できます。A le rt エンジンにより、指 定 したキーワード または語

句 と一 致 するイベント テキスト が検 索 されます。ただし、不 要 な

A le rt が通 知 されな いように、条 件 は可 能 な 限 り詳 し く指 定 しま

す。

例 :

テープ エンジンが開 始 したときに A le rt 通 知 を受 信 するに

は、［A le rt］一 覧 に「エンジン」と入 力 すれば、A le rt によってこ

のイベント が検 出 されます。ただし、この場 合 、「エンジン」を

含 む他 のイベント ( たとえば「データベースエンジンを起 動 しま

した。」な ど ) も 通 知 を受 信 します。

すべてのアクティビティのログ メッセージに関 する A le rt 通 知 を

受 け取 るには、「 *」と入 力 します。

監 査 ログ イベント に関 する A le rt 通 知 を受 け取 るには、

［A le rt］一 覧 フィールド に以 下 を入 力 します。

[A u d it lo g]-- すべての監 査 ログ イベント に関 する A le rt
通 知 を送 信 します。
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[A u d it lo g][Su ccess ]-- 成 功 した監 査 ログ イベント に関 す

る A le rt 通 知 を送 信 します。

[A u d it lo g][Fa ilu re ]-- 失 敗 した監 査 ログ イベント に関 す

る A le rt 通 知 を送 信 します。

注 ：監 査 ログ イベント 用 のキーワード は、必 ず、大 文 字 と小

文 字 を区 別 し、角 かっこを付 けます。

5 . ［追 加 ］ボタンを押 して検 索 文 字 列 を登 録 します。

6 . ［OK］をクリックします。

イベント のテキスト が入 力 したキーワード のうちのいずれかと一 致

すると、A le rt エンジンにより A le rt 通 知 が生 成 され、前 も って

A le rt マネージャで設 定 された受 信 者 全 員 に通 知 が送 られます。

以 下 の手 順 は、A le rt 通 知 を削 除 する方 法 を示 したも のです。

A le rt 通 知 を削 除 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 マネージャを開 きます。

2 . ディレクト リ ツリーの A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタ

ンド アロン サーバをクリックし、ツールバーの［環 境 設 定 ］ボタンをク

リックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［A le rt］タブをクリックします。

4 . ［A le rt］一 覧 から、受 信 する必 要 のな くな った A le rt 通 知 のイベン

ト をクリックし、［削 除 ］ボタンをクリックします。

A le rt 通 知 が削 除 されます。

注 ：［A le rt］一 覧 からすべての A le rt 通 知 を削 除 する場 合 は、

［すべて削 除 ］ボタンをクリックします。

5 . ［OK］をクリックして［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスを閉 じます。
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その他 のサーバ管 理 機 能

サーバ管 理 を使 用 して、以 下 の機 能 を実 行 できます。

システム アカウント の変 更

マルチネット ワーク カード の設 定

ライセンスの一 元 管 理

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcse rve Ba cku p システム アカウント の変 更

ノード 層 の割 り当 ての再 設 定

A rcse rve Ba cku p コンポーネント ライセンスの管 理

サーバからのライセンスの解 放

複 数 のネット ワーク インターフェース カード の環 境 設 定
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A rc se rve B a c ku p システム アカウント の変 更

A rcse rve Ba cku p サーバでは、ホスト W in d ow s マシンの有 効 な シ

ステム アカウント が必 要 にな ります ( インスト ール時 に最 初 に入 力

したも の ) 。システム アカウント のログイン認 証 情 報 は、サーバ管

理 を使 用 していつでも 変 更 できます。

A rcse rve Ba cku p サーバのシステム アカウント の認 証 情 報 として

W in d ow s ド メイン ユーザ アカウント を使 用 している場 合 は、

W in d ow s ド メイン パスワード を変 更 したときに、A rcse rve Ba cku p
を新 しいパスワード で更 新 する必 要 があります。

A rcse rve B a ck u p システム アカウント を変 更 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p > ホーム画 面 で、［クイック スタート ］メニューから

［サーバ管 理 ］を選 択 して、［サーバ管 理 ］を開 きます。

［A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ［管 理 ］メニューから［A rcse rve Ba cku p システム アカウント ］を選 択

します。

［A rcse rve Ba cku p システム アカウント ］ダイアログ ボックスが表 示

されます。

3 . 必 要 に応 じて、以 下 のフィールド に入 力 します。

サーバ

ユーザ名

パスワード

ド メイン

4 . ［OK］をクリックします。

注 ：A rcse rve Ba cku p データベースをホスト するために M icro so ft
SQL Se rve r のリモート 展 開 を使 用 し、A rcse rve Ba cku p システム ア

カウント のログイン認 証 情 報 ( ユーザ名 とパスワード ) がリモート

SQL Se rve r アカウント のログイン認 証 情 報 と同 一 の場 合 、メ ッセー

ジが表 示 され、システム アカウント のログイン認 証 情 報 を変 更 す

ると、リモート SQL Se rve r アカウント のログイン認 証 情 報 も 変 更 さ

れることが通 知 されます。リモート SQL Se rve r アカウント のログイン

認 証 情 報 を変 更 しても 問 題 な い場 合 は、［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p システム アカウント のログイン認 証 情 報 が変 更 さ

れます。
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ノード 層 の割 り当 ての再 設 定

A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 またはセント ラル エージェント 管 理 を

使 用 して、A rcse rve Ba cku p ノード に割 り当 てられた優 先 度 の分

類 を変 更 できます。これらの層 を使 用 して、A rcse rve Ba cku p
Da sh b o a rd に表 示 される情 報 が、監 視 されるノード の優 先 度 レ

ベルによってフィルタされます。

［ノード 層 の設 定 ］ダイアログ ボックスには 3 つの優 先 度 カテゴリ

( 高 優 先 度 、中 優 先 度 、低 優 先 度 ) が含 まれ、ノード がシステム

に追 加 されたときや参 照 されたときに自 動 的 に挿 入 されます。デ

フォルト では、高 優 先 度 層 はすべての A rcse rve Ba cku p サーバ

( プライマリおよびメンバ ) および A rcse rve Ba cku p アプリケーション

エージェント がインスト ールされているすべてのノード ( O ra cle、
M icro so ft E x ch an ge Se rve r、M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft
Sh a rep o in t Se rve r な ど ) が含 まれるように設 定 され、低 優 先 度 層

は他 のすべてのノード ( ファイル システム エージェント がインスト ー

ルされている ) が含 まれるように設 定 されます。中 優 先 度 層 はど

のノード も 含 まれな いように設 定 され、カスタマイズの用 途 に利 用

できます。

各 層 に対 するノード 割 り当 ては、個 別 のニーズを満 たすように再

構 成 やカスタマイズが可 能 です。それには［ノード 層 の環 境 設

定 ］ダイアログ ボックス ( A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 からアクセス

可 能 ) 、バックアップ マネージャ ( ［ソ ース］タブの W in d ow s システ

ム上 で右 クリック ) 、セント ラル エージェント 管 理 ( W in d ow s システ

ムを右 クリック ) のいずれかを使 用 します。

ノード 層 の割 り当 てを再 設 定 する方 法

1 . ホーム画 面 の［クイック スタート ］メニューで［サーバ管 理 ］をクリック

して、［A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 ］を開 きます。

［サーバ管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ド メイン ディレクト リ ツリーを展 開 し、ノード 層 の割 り当 てを表 示 ま

たは再 設 定 するサーバを選 択 します。

3 . ［管 理 ］メニューから［ノード 層 の設 定 ］オプションを選 択 します。

［ノード 層 の環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 き、各 層 カテゴリ

( 高 優 先 度 、中 優 先 度 、低 優 先 度 ) に割 り当 てられたノード が

表 示 されます。
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4 . 別 の層 カテゴリに再 割 り当 てするノード を 1 つ以 上 選 択 し、対 応

する矢 印 アイコンをクリックすると、選 択 したノード が別 の層 カテゴ

リに移 動 します。

注 ：層 の割 り当 てでノード を複 数 選 択 するには、C trl キーまたは

Sh ift キーの組 み合 わせを使 用 します。

選 択 したノード のみを移 動 するには、単 一 矢 印 のアイコンをク

リックします。

層 にあるノード をすべて移 動 するには、二 重 矢 印 のアイコンを

クリックします。

5 . 終 了 したら、［OK］ボタンをクリックします。

ニーズにあわせてノード 層 の割 り当 てが変 更 されました。
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A rc se rve B a c ku p コンポーネント ライセンス

の管 理

A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 を使 用 すると、以 下 のライセンス管

理 タスクを実 行 できます。

A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のプライマリ サーバ、スタンド アロン

サーバ、メンバ サーバ、およびエージェント サーバにインスト ー

ルされている A rcse rve Ba cku p 製 品 を表 示 する。

A rcse rve Ba cku p ド メイン内 の各 コンポーネント に適 用 されてい

るライセンスの総 数 、およびアクティブな ライセンス数 を特 定 す

る。

A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のコンポーネント ライセンスを使 用

しているサーバの名 前 を表 示 する。

サーバからライセンスを解 放 して、ド メイン内 のほかのサーバが

ライセンスを利 用 できるようにする。

注 ：サーバからのライセンスの解 放 については、「サーバからの

ライセンスの解 放 」を参 照 してください。

A rcse rve B a ck u p コンポーネント ライセンスを管 理 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールで、［クイック スタート ］メ

ニューから［サーバ管 理 ］をクリックして開 きます。

［サーバ管 理 ］が開 きます。

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバおよびそのメンバ サーバは、以

下 のようにディレクト リ ツリー構 造 で表 示 されます。

2 . プライマリ サーバおよびメンバ サーバにインスト ールされている

A rcse rve Ba cku p 製 品 を表 示 するには、ディレクト リ ツリーでサー

バを選 択 します。

選 択 したサーバのコンポーネント およびライセンスが、以 下 のように

プロパティ ビューで表 示 されます。
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3 . A rcse rve Ba cku p ド メインのコンポーネント およびライセンス関 係 を

表 示 するには、プライマリ サーバを右 クリックして、コンテキスト メ

ニューから［ライセンスの管 理 ］を選 択 します。

［ライセンス管 理 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

［ライセンス管 理 ］ダイアログ ボックスには、以 下 の情 報 が表 示 さ

れます。

バージョン -- 選 択 したコンポーネント のライセンスのリリース番

号 を指 定 します。

アクティブな ライセンス数 -- 選 択 したコンポーネント 用 に現 在

アクティブな 数 ライセンスを指 定 します。合 計 には購 入 済 み

ライセンスと試 用 ライセンスが含 まれます。

利 用 可 能 な ライセンス数 -- 選 択 したコンポーネント を使 用

するために利 用 可 能 な ライセンスの数 を指 定 します。合 計

には購 入 済 みライセンスのみが含 まれます。

ライセンス総 数 -- 選 択 したコンポーネント 用 に購 入 されたラ

イセンスの総 数 を指 定 します。

必 要 な ライセンス数 -- 選 択 したコンポーネント を使 用 するた

めに必 要 とする追 加 のライセンスの数 を指 定 します。

例 :

あるコンポーネント の購 入 済 みライセンスと試 用 ライセン

スを 1 件 ずつ使 用 しているとします。この場 合 、
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A rcse rve Ba cku p は、選 択 したコンポーネント の使 用 が

中 断 されな いようにするため、試 用 ライセンスを購 入 済

みライセンスで置 き換 えることを推 奨 します。

C lien t A gen t fo r W in d ow s を使 用 して、6 つの W in d ow s
コンピュータを保 護 しています。C lien t A gen t fo r
W in d ow s のライセンスは 4 件 購 入 済 みです。これまで

に、ライセンスの数 が不 足 しているためにバックアップが

完 全 に実 行 されな かった可 能 性 があります。A rcse rve
Ba cku p は C lien t A gen t fo r W in d ow s の使 用 が中 断 さ

れな いようにするため、2 件 のライセンスの追 加 購 入 を

推 奨 します。

ライセンスされているマシン -- 選 択 したコンポーネント のアク

ティブな ライセンスを使 用 しているコンピュータの名 前 を指 定

します。

例 :

以 下 のダイアログ ボックスには、Tap e Lib ra ry Op t io n の

アクティブな ライセンスが 10 件 あり、使 用 可 能 な ライセ

ンスは 0 件 であることが示 されています。［ライセンスされ

ているマシン］フィールド には、Tap e Lib ra ry Op t io n ライセ

ンスを使 用 しているコンピュータのホスト 名 が表 示 されて

います。

詳 細 情 報 ：

セント ラル ライセンス管 理
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サーバからのライセンスの解 放

A rcse rve Ba cku p のライセンスはカウント ベース方 式 で機 能 しま

す。カウント ベースのライセンス管 理 では、1 つの包 括 的 な ライセ

ンスが付 与 され、ライセンス プール内 でアクティブな ライセンス権

限 の数 が事 前 に定 義 されます。ライセンスを使 用 するサーバは、

使 用 可 能 な ライセンス数 の上 限 に達 するまで、先 着 順 にプール

からアクティブ ライセンスが供 与 されます。すべてのアクティブ ライ

センスが適 用 された後 で、ライセンスを別 のメンバ サーバに追 加

する必 要 がある場 合 は、いずれかのメンバ サーバからライセンス

権 限 を削 除 してカウント を減 らし、別 のメンバ サーバがそのライセ

ンスを使 用 できるようにする必 要 があります。

サーバからライセンスを解 放 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールで、［クイック スタート ］メ

ニューから［サーバ管 理 ］をクリックして開 きます。

［サーバ管 理 ］が開 きます。

2 . サーバ ディレクト リ ツリーから、プライマリ サーバを右 クリックして、

コンテキスト メニューから［ライセンスの管 理 ］を選 択 します。

［ライセンス管 理 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［ライセンス ステータス］セクシ ョンから、解 放 するライセンスを含 む

コンポーネント を選 択 します。

ライセンスを使 用 するマシンが［ライセンスされているマシン］フィー

ルド に表 示 されます。

4 . 解 放 するライセンスを持 つマシンの名 前 の隣 にあるチェック ボック

スをオフにし、［適 用 ］をクリックします。

選 択 したサーバからアクティブ ライセンスが解 放 されます。これ

で、ご使 用 の A rcse rve ド メイン内 で A rcse rve Ba cku p 製 品 を実

行 している他 のサーバがライセンスを利 用 できるようにな ります。

注 ：［適 用 ］ボタンをクリックすると、選 択 したマシンは［ライセンス

されているマシン］フィールド に表 示 されな くな ります。
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複 数 のネット ワーク インターフェース カード

の環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p サーバで複 数 のネット ワーク接 続 が行 われてい

る場 合 、特 定 の N IC ( n e two rk in te rfa ce ca rd、ネット ワーク イン

ターフェース カード ) を使 用 してバックアップとリスト アを実 行 するよ

うに、A rcse rve Ba cku p を環 境 設 定 できます。このように A rcse rve
Ba cku p を環 境 設 定 すると、システムに接 続 されている他 の N IC
からの干 渉 を防 ぐことができます。

A rcse rve Ba cku p では複 数 の N IC を単 一 のセット として使 用 で

き、マルチ スト リーミング バックアップ時 の効 率 を向 上 させることが

できます。また、クライアント エージェント への接 続 時 に、セット 化

された N IC の中 から適 切 な カード を使 用 するように A rcse rve
Ba cku p を設 定 することも できます。

複 数 のネット ワーク インターフェース カード を環 境 設 定 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p > ホーム画 面 で、［クイック スタート ］メニューから

［サーバ管 理 ］を選 択 して、［サーバ管 理 ］を開 きます。

［A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ［サーバ管 理 ］メニューから、［複 数 のネット ワーク カード ］を選 択

します。

［複 数 のネット ワーク カード の設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 され

ます。

3 . 以 下 のオプションから 1 つを選 択 します。

使 用 するネット ワーク カード の選 択 を O S に任 せる ( デフォル

ト ) -- 使 用 するネット ワーク インターフェース カード の選 択 を

オペレーティング システムに任 せることができます。

使 用 するネット ワーク カード の指 定 -- 使 用 するネット ワーク

インターフェース カード をリスト から指 定 することができます。

この方 法 で設 定 した場 合 、A rcse rve Ba cku p が実 行 するす

べてのジョブで、最 初 に設 定 されたネット ワーク インターフェー

ス カード がデフォルト として使 用 されます。マルチ スト リーミン

グの使 用 中 、複 数 のプロセスが作 成 されると、後 続 する各

プロセスで、順 次 設 定 されているネット ワーク インターフェー

ス カード が使 用 されます。

4 . ［OK］をクリックします。

ネット ワーク カード の設 定 が適 用 されます。
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A rc se rve B a c ku p サービス、コンポーネント お

よびアプリケーションの認 証 レベル

さまざまな A rcse rve Ba cku p サービス、コンポーネント 、およびアプ

リケーションを実 行 するには、管 理 者 アカウント または最 高 レベル

の権 限 を持 つアカウント を使 用 して W in d ow s V is ta、W in d ow s
Se rve r 2008、および W in d ow s Se rve r 2012 システムにログインする

必 要 があります。これらのサービス、コンポーネント およびアプリ

ケーションに関 係 しているバイナリは A rcse rve Ba cku p 固 有 の機

能 を含 み、基 本 ユーザ アカウント には利 用 が許 可 されていませ

ん。このため、W in d ow s はパスワード の指 定 または管 理 者 権 限

を持 つアカウント の使 用 を促 し、権 限 を確 認 した後 で作 業 を完

了 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

管 理 者 権 限 を必 要 とする A rcse rve Ba cku p サービス、コンポーネ

ント およびアプリケーション

最 上 位 の権 限 を必 要 とする A rcse rve Ba cku p サービス、コンポー

ネント 、およびアプリケーション
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管 理 者 権 限 を必 要 とする A rc se rve
B a c ku p サービス、コンポーネント およびアプ

リケーション

管 理 者 プロファイルまたは管 理 者 権 限 を持 つアカウント は、すべ

ての W in d ow s リソ ースおよびシステム リソ ースに対 する読 み取 り

権 限 、書 き込 み権 限 および実 行 権 限 を付 与 されています。

以 下 の表 は、管 理 者 権 限 を必 要 とする A rcse rve Ba cku p サービ

ス、コンポーネント およびアプリケーションを示 したも のです。

コンポーネント 説 明

_HTM SETU P.EXE
セット アップ中 に htm l ページ

を表 示 します。

<CD_
ROO T>\Inte lN T \E xchange .DBA\SETU P.EXE

Arc se rve B a ckup で以 下 の

実 行 可 能 ファイルを起 動 し

ます。

n In te lN T \E xch an ge .DBA -
\E x ch an ge .DBA \SETU P-
.EXE -- データベース レ

ベルのバックアップ用 に

A gen t fo r M icro so ft
E x ch an ge をインスト ー

ルします。

n In te lN T \E xch an ge .DBA -
\E x ch an geD .DBA \SETU -
P.EXE -- ド キュメント レ

ベルのバックアップ用 に

A gen t fo r M icro so ft
E x ch an ge をインスト ー

ルします。

<CD_ROO T>\Inte lN T \EO \SETU P.EXE

Arc se rve B a ckup で

MSIEXEC .EXE という名 前 の

W indow s Insta lle r を起 動 し

て、MSI パッケージをインス

ト ールします。

<CD_ROO T>\SETU P.EXE

Arc se rve B a ckup をインスト ー

ルまたはアップグレード できる

ように、Arc se rve B a ckup で

CD ブラウザを起 動 します。

AGEN TDEPLO Y .EXE Agent Deploym ent アプリケー
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ション。

AG IFPRO B .EXE

Da shboa rd SRM ( Stora ge
R esource M anagem ent) の
バックエンド サービスで、

Da shboa rd のエージェント ス

ト レージ リソース情 報 を収

集 します。

AGPKIMON .EXE

W indow s ノード 上 で実 行 さ

れているエージェント から

SRM 情 報 を収 集 する

Da shboa rd SRM クライアント

コンポーネント です。

ALADM IN .EXE A le rt 管 理 アプリケーション。

ARC SERVEC FG .EXE サーバ環 境 設 定 ウィザード 。

ASDB Inst.e xe

インスト ール プロセス中 に

M ic rosoft SQ L Se rve r E xpre ss
Edition を指 定 すると、

M ic rosoft SQ L Se rve r E xpre ss
Edition をインスト ールしま

す。

ASRECOVERDB .EXE
Arc se rve B a ckup データベー

スの回 復 に使 用 するユー

ティリティ。

ASREM SVC .EXE
リモート システム用 の

Arc se rve B a ckup インスト ー

ラ。

AU THSETU P.EXE
認 証 セット アップ コマンド ラ

イン ユーティリティ。

BABHA.EXE

Arc se rve B a ckup を高 可 用

性 に対 応 した設 定 にしま

す。このコンポーネント は一

般 に、M ic rosoft C luste r
Se rv ic e のインスト ールに使

用 されます。

BAC KIN T .EXE
Agent for SAP R /3 for O ra c le
バックアップ統 合 モジュール。

BAC KIN TCON FIG .EXE
Agent for SAP R /3 for O ra c le
環 境 設 定 ユーティリティ。

BCON FIG .EXE

BDELO B J.EXE

アンインスト ール プロセス中

に、Arc se rve B a ckup をアンイ

ンスト ールするシステムから

一 時 ファイルと動 的 ファイル
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を削 除 します。アンインス

ト ール プロセスで、ターゲット

システムにこのアプリケーショ

ンがコピーされます。

BDELO B J_BAB .EXE

インスト ール プロセス中 に、

旧 リリースから Arc se rve
B a ckup をアップグレード する

システムから一 時 ファイルと

動 的 ファイルを削 除 します。

アンインスト ール プロセスで、

ターゲット システムにこのアプ

リケーションがコピーされて置

き換 えられます。

BRAN CHC FG .EXE
［ブランチ管 理 ］ウィンド ウが

開 きます。

BRAN CHSERV IC E .EXE

Arc se rve B a ckupG loba l
D a shboa rd。ブランチ サイト と

セント ラル サイト との間 の通

信 を可 能 にします。

C :\Program File s (x86 )\M ic rosoft SQ L
Se rve r\100\Se tup
Bootstra p\R e lea se \se tup.exe

M ic rosoft SQ L Se rve rのインス

ト ール ファイル。この実 行 可

能 ファイルは Arc se rve バイナ

リ ファイルではありません。

C :\Program File s (x86 )\M ic rosoft SQ L
Se rve r\100\Se tup Bootstra p\U pda te
C a che\KB968369\Se rv ic ePa ck\se tup.exe

M ic rosoft SQ L Se rve r パッチの

インスト ール ファイル。この実

行 ファイルは Arc se rve バイナ

リ ファイルではありません。

C :\Program File s (x86 )\M ic rosoft SQ L
Se rve r\100\Se tup Bootstra p\U pda te
C a che\KB968369\Se rv ic ePa ck\x86\se tup\1 -
033\pfile s\sqlse rvr\100\se tup\re lea se \se tu-
p.exe

M ic rosoft SQ L Se rve r パッチの

インスト ール ファイル。この実

行 ファイルは Arc se rve バイナ

リ ファイルではありません。

CA.ARC se rve .C ommunica tionFounda tion.W i-
ndow sSe rv ic e .exe

Arc se rve B a ckup G loba l
D a shboa rd が使 用 するデー

タを提 供 します。

CABATCH .EXE
caba tch コマンド ライン ユー

ティリティ。

C adRestore .exe

Arc se rve Ac tive D ire c tory オ

ブジェクト レベル リスト ア

ユーティリティ .N TDS AD DB
ファイルを参 照 し、Ac tive
D ire c tory オブジェクト を現 在

の Ac tive D ire c tory にリスト ア
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します。

CAL IC ESE .EXE

Arc se rve B a ckup のライセンス

アプリケーションで、オプション

ごとのライセンス アカウント 番

号 を監 視 します。

CAL icnse .exe
Arc se rve ライセンスのチェック

アプリケーション。

CARU N JO B .EXE
ローカル バックアップおよびリ

スト ア ユーティリティ。

C EN TRALSERV IC E .EXE

CHGTEST .EXE
テスト チェンジャ ユーティリ

ティ。

DBACON FIG .EXE

以 下 のエージェント のインス

ト ール プロセス中 に Arc se rve
B a ckup でデータベース インス

タンスを設 定 します。

n A gen t fo r M icro so ft
SQL Se rve r

n A gen t fo r O ra cle

n A gen t fo r SA P R /3 fo r
O ra cle

n A gen t fo r In fo rm ix

n A gen t fo r Syb a se

n A gen t fo r Lo tu s N o tes
以 下 のエージェント のインス

ト ール プロセスが完 了 した

後 で、データベース インスタ

ンスを設 定 できます。

n A gen t fo r M icro so ft
SQL Se rve r

n A gen t fo r O ra cle

n A gen t fo r SA P R /3 fo r
O ra cle

n A gen t fo r In fo rm ix

n A gen t fo r Lo tu s N o tes

DELETEM E .EXE

インスト ール プロセス中 に、リ

モート システムでの Arc se rve
B a ckup コンポーネント のイン

スト ール時 に、リモート シス

テムから一 時 ファイルを削 除
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します。このコンポーネント

は、ローカル システムとリモー

ト システムで稼 働 します。

DEPLO YDUMMY .EXE
Agent Deploym ent アプリケー

ションのプリロード モジュー

ル。

DSCON FIG .EXE
ディスカバリ環 境 設 定 ユー

ティリティ。

dosboot.e xe 惨 事 復 旧 ユーティリティ。

EM CON FIG .EXE
Ente rprise M odule 環 境 設

定 ユーティリティ。

ETPKI_SETU P.EXE
ETPKI の暗 号 化 /復 号 化 ラ

イブラリ インスト ール ユーティ

リティ。

HDVSSCOM .exe
VSS ハード ウェアのバックアッ

プ ジョブでメ タデータをイン

ポート します。

jucheck.exe
アップグレード をチェックする

Ja va アプリケーション。

L andingPa ge .exe

M ic rosoft SQ L Se rve r 2014
Expre ss Edition のインスト ー

ル ファイル。この実 行 ファイル

は Arc se rve バイナリ ファイル

ではありません。

L IC CHEC K.EXE

Arc se rve B a ckup Agent for
Lotus Dom ino および

Arc se rve B a ckup Agent for
Inform ix でライセンスのス

テータスを確 認 します。

MASTER SETU P.EXE

インスト ール プロセス中 に

W indow s Insta lle r 3 .1 および

VC 8 SP1 再 配 布 パッケージを

起 動 します。

MASTER SETU P_MAIN .EXE

Arc se rve B a ckup のインスト ー

ル時 に、インスト ール プロセ

スでインスト ール ウィザード の

ダイアログ ボックスの表 示 、

個 々 の製 品 の設 定 と呼 び

出 しを行 います。

MED IASVR .EXE
テープ エンジン通 信 のプロキ

シ。

Merge Ingre s2Sql.e xe Arc se rve B a ckup が Ingre s
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データベースを SQ L データ

ベースにマージするための

ツール。UN IX または L inux の

サーバを Da ta M over サーバ

にアップグレード する場 合 、

Arc se rve B a ckup でこのツー

ルを使 用 して、Ingre s データ

ベースから M ic rosoft SQ L
Se rve r データベースにデータ

ベース データをマイグレート し

ます。

ORAU PGRADE .EXE

O ra c le Agent をアップグレード

します。Arc se rve B a ckup の

旧 バージョンを現 在 のバー

ジョンにアップグレード すると

きに使 用 されます。

qphmbavs.exe

M ic rosoft SQ L Se rve r 2014
Expre ss Edition のインスト ー

ル ファイル。この実 行 ファイル

は Arc se rve バイナリ ファイル

ではありません。

RAIDTEST .EXE

W indow s コマンド ライン ユー

ティリティからの、RAID デバイ

スの設 定 とテスト を可 能 にし

ます。実 際 の RAID ではな

く、テープ RAID デバイスと

テープ チェンジャ RAID デバイ

スを設 定 し、記 録 できます。

rdbgse tup.exe

M ic rosoft SQ L Se rve r 2014
Expre ss Edition のコンポーネ

ント 。この実 行 ファイルは

Arc se rve バイナリ ファイルで

はありません。

RM L IC .EXE
ライセンス モジュールをアンイ

ンスト ールするモジュール。

SDO Inst.e xe

SDO を使 用 して Arc se rve
B a ckup を展 開 する場 合 、

前 提 条 件 コンポーネント をイ

ンスト ールします。

SETU P.EXE インスト ール ウィザード 。

se tup100 .exe
M ic rosoft SQ L Se rve r 2014
Expre ss Edition のインスト ー

ル ファイル。この実 行 ファイル
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は Arc se rve バイナリ ファイル

ではありません。

SETU PFW .EXE
W indow s ファイアウォール環

境 設 定 ユーティリティ。

SETU PSQ L .EXE

SETU PSQ L_EXP.EXE

SIL EN T .EXE
Arc se rve B a ckup ライセンス

アプリケーション。

SIM U LATE .EXE

Arc se rve B a ckup で仮 想 SC SI
デバイス ( たとえば、テープ ド

ライブとテープ ライブラリ) をそ

のファイル システムに基 づい

て設 定 します。この Arc se rve
B a ckup コンポーネント はコマ

ンド ライン ユーティリティで

す。

SM PLEMON .EXE

Da shboa rd コンポーネント 。

エージェント ノード でスト レー

ジ リソースの使 用 状 態 を収

集 します。

SPS012U PGRADE .EXE

Arc se rve B a ckup で、Agent
for M ic rosoft Sha rePoint
Se rve r の旧 バージョンを現 在

のバージョンにアップグレード

します。

SPADM IN .EXE
Agent for M ic rosoft
Sha rePoint Se rve r 2003 のイ

ンスト ール ウィザード 。

SQ LAGEN TRM T IN ST .EXE
Agent for M ic rosoft SQ L
Se rve r のインスト ール ウィ

ザード 。

SQ LCON FIG .EXE
Agent for M ic rosoft SQ L
Se rve r 環 境 設 定 ユーティリ

ティ。

SQ Ldia g.exe

M ic rosoft SQ L Se rve r 2014
Expre ss Edition のインスト ー

ル ファイル。この実 行 ファイル

は Arc se rve バイナリ ファイル

ではありません。

SqlW tsn.exe
M ic rosoft SQ L Se rve r 2014
Expre ss Edition のインスト ー

ル ファイル。この実 行 ファイル
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は Arc se rve バイナリ ファイル

ではありません。

TAPEEN G .EXE
Arc se rve B a ckup Tape
Engine .

TAPETEST .EXE
テープ ド ライブのテスト ユー

ティリティ。

U ninsta ll.e xe
Arc se rve B a ckup をアンインス

ト ールするためのユーティリ

ティ。

UN IN STAL LER .EXE
ETPKI コンポーネント をアンイ

ンスト ールするアプリケーショ

ン。

U PDATEC FG .EXE
アップグレード 中 に環 境 設

定 ファイルを保 存 します。

U PDATEC FG .EXE

旧 リリースからアップグレード

する際 に、Arc se rve B a ckup
で以 前 の Arc se rve B a ckup
のインスト ールからレジスト リ

エント リとファイル エント リを

バックアップします。
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最 上 位 の権 限 を必 要 とする A rc se rve
B a c ku p サービス、コンポーネント 、およびア

プリケーション

システムで最 上 位 の権 限 を持 つアカウント パワーユーザは、管 理

者 としての実 行 権 限 を持 つ基 本 ユーザ アカウント とパワーユーザ

です。

以 下 の表 は、最 も 高 い権 限 のアカウント が必 要 な A rcse rve
Ba cku p サービス、コンポーネント 、およびアプリケーションを示 した

も のです。

コンポーネント 説 明

ADM IN .EXE
Arc se rve B a ckup Agent 管 理 ユーティ

リティ。

adra sr.e xe 惨 事 復 旧 ユーティリティ。

AdrLogV iew er.exe 惨 事 復 旧 ユーティリティ。

adrm a in.exe 惨 事 復 旧 ツール。

adrsta rt.e xe 惨 事 復 旧 ユーティリティ。

AgPkiM on.exe

Arc se rve B a ckup でエージェント PKI
( パフォーマンス キー インジケータ ) を
収 集 およびモニタするための SRM コ

ンポーネント 。たとえば C PU、メ モリ、

N IC、ディスク情 報 な どです。

ALER T .EXE Arc se rve B a ckup A le rt サービス .

AR C SERVEMGR .EXE
Arc se rve B a ckup マネージャ コンソー

ル .
ASW AN SYN C .EXE

ATLC FG .EXE
IBM 3949 ライブラリのボリューム環 境

設 定 ユーティリティ。

BAO FCON FIGM IGRAT ION .EXE

Agent for O pen File s の以 前 のバー

ジョンの環 境 設 定 を現 在 のバージョ

ンにマイグレート するアップグレード

ツール ( U nicode 形 式 ) 。
BDAEMON 2.EXE R a im a DB デーモン アプリケーション。

CA_AU TH .EXE
ca _auth コマンド ライン ユーティリ

ティ。

CA_BAC KU P.EXE
ca _ba ckup コマンド ライン ユーティリ

ティ。

CA_DBMGR .EXE
ca _dbm gr コマンド ライン ユーティリ

ティ。
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CA_DEVMGR .EXE
ca _devm gr コマンド ライン ユーティリ

ティ。

CA_ JO B SECMGR .EXE
ca _ jobsecm gr コマンド ライン ユーティ

リティ。

CA_LOG .EXE ca _ log コマンド ライン ユーティリティ。

CA_M ERGE .EXE
ca _m erge コマンド ライン ユーティリ

ティ。

ca _m svmpopula tedb.exe Arc se rve Hype r-V 環 境 設 定 ツール。

CA_QMGR .EXE
ca _qm gr コマンド ライン ユーティリ

ティ。

ca _ recove rdb.exe
ca _ recove rdb コマンド ライン ユーティ

リティ。Arc se rve B a ckup データベース

を回 復 します。

CA_RESTO RE .EXE
ca _ re store コマンド ライン ユーティリ

ティ。

CA_SCAN .EXE
ca _scan コマンド ライン ユーティリ

ティ。

CAADVREPO RTS.EXE
ca advreports コマンド ライン ユーティリ

ティ。

CAAGSTART .EXE

データベース エージェント を起 動 する

プロセスを U nive rsa l Agent で開 始 し

ます。これは、エンド ユーザには表 示

されな い内 部 ユーティリティです。

CAAU THD .EXE 認 証 サービス。

CAC LU R ST .EXE ca c lurst ユーティリティ。

CAD IAG IN FO .EXE

診 断 ウィザード で、Arc se rve B a ckup
に関 する診 断 情 報 をリモート システ

ムから収 集 します。このユーティリティ

により、収 集 された診 断 データが、

ファイル拡 張 子 が .c a z のファイルに保

存 されます。

CAD IAGSU PPO RT .EXE

Arc se rve サポート 担 当 者 とエンド

ユーザは、診 断 データ ( .c a z) ファイル

に保 存 された診 断 情 報 を開 いて、

確 認 することができます。

CAD IAGW IZ.EXE
CAD ISCO VD .EXE ド メ イン サーバ アプリケーション。

CADVW IZ.EXE デバイス環 境 設 定 ウィザード 。

CADVW IZE .EXE
デバイスを設 定 するデバイス ウィザー

ド 。

CAL ICN SE .EXE ライセンス チェック アプリケーション。

CAM IN FO .EXE ライセンス情 報 表 示 アプリケーショ
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ン。

CAREPO RTS.EXE
ca reports レポート ライタ コマンド ライ

ン ユーティリティ。

CASDSC SVC .EXE D iscove ry Se rv ic e .
C ASERVED .EXE サービス コント ローラ。

CASISCHK.EXE
シングル インスタンスのサポート アプリ

ケーション。

CAT IR PC .EXE Arc se rve Portm apper。

CAVER .EXE

Arc se rve B a ckup のグラフィカル ユーザ

インターフェースに、Arc se rve B a ckup
ベース製 品 のバージョンとビルド 番 号

の詳 細 が表 示 されます。

CDBM ERGELOG .EXE

CON FIGBAF.EXE

BAF( B right Agent Fram e) 環 境 設 定

ユーティリティ。インスト ール ウィザード

によって、U nive rsa l Agent で使 用 され

る環 境 設 定 ファイルにエージェント を

登 録 するためのこのユーティリティが

起 動 します。

CON FIGEN CR .EXE 暗 号 化 環 境 設 定 ユーティリティ。

C STM SGBO X.EXE

Arc se rve B a ckup にメ ッセージ ボックス

が表 示 されます。これは、エンド ユー

ザには表 示 されな い内 部 ユーティリ

ティです。

DBAC FG .EXE
Arc se rve B a ckup でデータベース エー

ジェント に関 するアカウント の詳 細 を

設 定 します。

DBEN G .EXE Arc se rve B a ckup Da taba se Engine .

DB TO SQ L .EXE

Arc se rve B a ckup で Ra im a VLDB デー

タベース情 報 とデータを M ic rosoft SQ L
Se rve r データベースにマイグレート しま

す。

DBTO SQ L_EXP.EXE

Arc se rve B a ckup で Ra im a VLDB デー

タベース情 報 とデータを M ic rosoft SQ L
Se rve r 2014 Expre ss Edition データ

ベースにマイグレート します。

drc rea te .exe

Arc se rve B a ckup で惨 事 復 旧 用 ブー

ト キット を作 成 します。たとえば MSD
( M achine Spec ific D isk) およびブート

可 能 メ ディアな どです。

DUMPDB .EXE
Arc se rve B a ckup で、セッションをダン

プしたり、データベースに格 納 されて
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いるセッション パスワード を指 定 され

たターゲット ファイルにエクスポート し

たり、ファイルに格 納 されているセッ

ション パスワード をデータベースにイン

ポート したりします。

DVCON FIG .EXE デバイス環 境 設 定 ユーティリティ。

E LO C onfig.e xe
Arc se rve B a ckup で SAN ( Stora ge
Area N etw ork) O ption を設 定 しま

す。

ERRBO X.EXE
カスタム ポップアップ エラー表 示 アプリ

ケーション。

EXPTO SQ L .EXE
M ic rosoft SQ L Se rve r 2014 Expre ss
Edition から M ic rosoft SQ L Se rve r への

変 換 ユーティリティ。

GROU PCON FIG .EXE
デバイス グループ環 境 設 定 ユーティリ

ティ。

IM PO RTN ODE IN FO .EXE
アップグレード 中 にノード 情 報 を

Arc se rve B a ckup データベースにイン

ポート します。

IN STAL LALER T .EXE
A le rt モジュールのインスト ールに使 用

されます。

JO B EN G .EXE Arc se rve B a ckup Job Engine .

JO BW IN DOW .EXE
ジョブ ウィンド ウ環 境 設 定 ユーティリ

ティ。

JO BW IN U T IL .EXE ジョブ ウィンド ウ。

JO BW IZARD .EXE 一 般 ジョブ スケジューラ ウィザード 。

LDB SERVER .EXE
データベース エンジンの照 会 を処 理

するための ON CRPC サービス。

L IC 98LOG .EXE ライセンス サービス。

L IC 98SERV IC E .EXE ライセンス サービス。

L IC 98VER SION .EXE ライセンス サービス。

L IC DEBU G .EXE
ライセンス アプリケーションのデバッグ

を有 効 にします。

L IC RCMD .EXE
ライセンス アプリケーションのリモート

でのコマンド 実 行 を有 効 にします。

LOGW ATN T .EXE
ライセンスのイベント ログ管 理 機 能 を

備 えたライセンス アプリケーション。

LQ SERVER .EXE
ジョブ キューの照 会 を処 理 するため

の ON CRPC サービス。

MERGECAL IC .EXE ライセンス管 理 コンポーネント 。

MERGECAT .EXE マージ カタログ ユーティリティ。
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A rc se rve Bac kup サービス、コンポーネント およびアプリケーシ ョンの認 証 レベル

MERGEO LF.EXE ライセンス管 理 コンポーネント 。

MERGERO LF.EXE ライセンス管 理 コンポーネント 。

MMOADM IN .EXE
メ ディア管 理 機 能 のユーザ インター

フェース。

MSGEN G .EXE Arc se rve B a ckup メ ッセージ エンジン .
O fa nt.e xe Agent for O pen File s サービス。

ofaw in.exe
Agent for O pen File s コンソール ユー

ティリティ。

PFC .EXE プレフライト チェック ユーティリティ。

RMAN C FG .EXE
Agent for O ra c le を使 用 して保 護 する

O ra c le データベースを設 定 できます。

SERVERM IGRAT ION .EXE

Arc se rve B a ckup で B rightStor
ARC se rve B a ckup r11 .x データベース

情 報 を現 在 のデータベース環 境 設

定 にマイグレート します。

Se rve rM igra tionDR .exe
Arc se rve B a ckup で、惨 事 復 旧 情 報

をプライマリ サーバにマイグレート しま

す。

SETM AN PC .EXE 惨 事 復 旧 ユーティリティ。

SETU PRD .EXE
RAID 環 境 設 定 コマンド ライン ユー

ティリティ。

SETU PSQ L .EXE

Arc se rve B a ckup データベースを構 築

します ( O DBC 接 続 を作 成 し、データ

ベースでそのデータベースのユーザとパ

スワード を設 定 し、データベースの

テーブルを作 成 します ) 。

SQ LC LEAN .EXE

Arc se rve B a ckup で M ic rosoft SQ L
Se rve r データベース内 の失 われたメ

ディア情 報 をすべてクリーニングしま

す。このコンポーネント は、SQ L Se rve r
データが格 納 されたメ ディアをフォー

マット または消 去 した後 に実 行 され

ます。

SQ LC LEAN _EXP.EXE

メ ディアがフォーマット または消 去 され

た場 合 に、Arc se rve B a ckup で

M ic rosoft SQ L Se rve r 2014 Expre ss
Edition データベース内 の失 われたメ

ディア情 報 をすべてクリーニングしま

す。

SQ LTO SQ L .EXE

Arc se rve B a ckup で B rightStor
Arc se rve B a ckup r11 .x と旧 バージョン

の M ic rosoft SQ L Se rve r データベース

のデータベース情 報 を現 在 のリリース
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A rc se rve Bac kup サービス、コンポーネント およびアプリケーシ ョンの認 証 レベル

にマイグレート します。

TAPECOM P.EXE
テープ比 較 コマンド ライン ユーティリ

ティ。

TAPECO PY .EXE
ta pecopy コマンド ライン ユーティリ

ティ。

UN IVAGEN T .EXE Arc se rve B a ckup U nive rsa l Agent.

U PGRADEU T IL .EXE

インスト ール プロセス中 に、Arc se rve
B a ckup で環 境 設 定 ファイルとレジス

ト リ エント リをバックアップしてリスト ア

します。このコンポーネント は、アップ

グレード を作 成 するためのビルド の実

行 時 に実 行 されます。

vm dbupd.exe
A rcserv e VMw are の自 動 読 み込 み

ユーティリティ。

VSERV IC E .EXE

Exchange Se rve r 2003 システムに

Arc se rve B a ckup Agent for M ic rosoft
E xchange Se rve r をインスト ールする

場 合 、Arc se rve B a ckup でカスタマの

アクセス権 限 を検 証 します。

注 ：VSERVICE .EX E はエンド ユーザには

表 示 されな い内 部 アプリケーションで

す。

W 95AGEN T .EXE
W indow s 95 および W indow s 98 での

C lient Agent for W indow s。
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A rc se rve B a c ku p ド メ イン

A rcse rve Ba cku p ド メインは、A rcse rve Ba cku p ド メイン プライマリ

サーバとメンバ サーバの論 理 的 な グループで、A rcse rve Ba cku p の

サーバおよびユーザの管 理 を容 易 にすることができます。複 数 の

A rcse rve Ba cku p サーバにシングル サインオンできるほか、同 一

ユーザがすべてのサーバで同 じアクセス レベル ( 権 限 ) を持 つよう

にできます。

A rcse rve Ba cku p ド メインは、1 つのプライマリ サーバおよび 1 つま

たは複 数 のメンバ サーバの集 合 で、名 前 を 1 つ持 ちます。このた

め、A rcse rve Ba cku p の各 サーバにそのつどログインしな くても 、

A rcse rve Ba cku p ド メインを通 じてすべてのサーバを管 理 し、デー

タベースの管 理 、テープとデバイスの管 理 、バックアップ ポリシーと

スケジュールの管 理 な どを実 行 できます。

プライマリ サーバは、A rcse rve Ba cku p ド メインのメンバ サーバに対

してジョブやタスクに関 する指 示 を出 します。プライマリ サーバが、

一 定 の期 間 無 効 にな るまたは利 用 できな くな ると、メンバ サーバ

上 でのスケジュールされたジョブの実 行 やライセンスの認 証 な ど

は、正 し く機 能 しな くな ります。

各 ド メインは、1 つの名 前 、プライマリ サーバ 1 台 ( 必 須 ) 、および

1 台 以 上 のメンバ サーバ ( 任 意 ) を持 ちます。プライマリ サーバか

らは、ド メインに属 する任 意 のメンバ サーバ上 で A rcse rve Ba cku p
サービスを開 始 および停 止 できます。

ド メインにプライマリ サーバおよびメンバ サーバを設 定 する場 合 、

ド メイン上 のすべてコンピュータで同 じ A rcse rve Ba cku p ド メイン名

を使 用 する必 要 があります。A rcse rve Ba cku p ド メイン名 は、プラ

イマリ サーバのインスト ール時 に定 義 する必 要 があります。サーバ

環 境 設 定 ウィザード を使 用 してド メイン メンバシップを変 更 して、

ド メイン名 を再 設 定 することも できます。このウィザード によって、

すべてのド メインの A rcse rve Ba cku p ド メイン名 が設 定 されます。

注 ：A rcse rve Ba cku p サーバ名 と A rcse rve Ba cku p ド メイン名 は、

15 バイト 以 内 である必 要 があります。合 計 15 バイト の名 前 は、

およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。
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A rc se rve Bac kup ド メイン

c a _ a u th コマンド ライン ユーティリティを使 用

したド メ イン ユーザとグループの管 理

A rcse rve Ba cku p では、ca _au th というコマンド ライン ユーティリティ

を使 用 して、ド メイン ユーザとグループを管 理 します。

ド メイン ユーザの管 理 の詳 細 については、コマンド プロンプト で

「 ca _au th 」と入 力 するか、「コマンド ライン リファレンス ガイド 」を参

照 してください。
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A rc se rve Bac kup ド メイン

c a ro o t 同 等 権 限 の作 成

デフォルト の場 合 、A rcse rve Ba cku p では、セット アップ中 に、プラ

イマリ ド メイン サーバ、すべてのメンバ ド メイン サーバの管 理 者 に

ca ro o t と同 等 の権 限 が与 えられます。ただし、メンバ ド メイン

サーバの管 理 者 以 外 のユーザと、その他 のド メイン メンバのユー

ザには、ca ro o t と同 等 の権 限 は与 えられません。したがって、

A rcse rve Ba cku p ド メインでコマンド ライン ユーティリティを使 用 す

るには、あらかじめ ca ro o t と同 等 の権 限 を設 定 しておく必 要 があ

ります。

ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合 わせて

指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。合 計 15
バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。

同 等 の権 限 のリスト を作 成 すると、ド メインにログインしな くても す

べてのクライアント がA rcse rve Ba cku pを使 用 できます。A rcse rve
Ba cku pで、現 在 のユーザにド メインへの同 等 のアクセス権 限 があ

るかどうかが検 証 されます。オペレーティング システムに対 するアク

セス権 によって、A rcse rve Ba cku p ド メインに対 する特 定 のアクセス

レベルが保 証 されます。

同 等 権 限 の作 成 の詳 細 については、「コマンド ライン リファレンス

ガイド 」にある ca _au th についてのセクシ ョンを参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

A rcse rve Ba cku p と同 等 の権 限 の動 作

同 等 の権 限 およびシステム アカウント
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A rc se rve Bac kup ド メイン

ジ ョブ ステータス マネージ ャを使 用 した複 数

ド メインの管 理 方 法

A rcse rve Ba cku p では、ジョブ ステータス マネージャを使 用 して、1
つ以 上 の A rcse rve Ba cku p を管 理 できます。これにより、企 業 内

のすべての A rcse rve Ba cku p ド メインに関 連 するジョブ キューを監

視 および管 理 できます。

A rcse rve Ba cku p ド メインは、以 下 の環 境 設 定 で構 成 されます。

1 つ以 上 のメンバ サーバに接 続 されているプライマリ バックアッ

プ サーバ。

単 一 のスタンド アロン バックアップ サーバ。

ジョブ ステータス マネージャを最 初 に開 いた場 合 、以 下 の画 面 に

示 すように、現 在 ログインしている A rcse rve Ba cku p ド メインがド メ

インのディレクト リ ツリーに表 示 されます。

それ以 外 の場 合 は、ジョブ ステータス マネージャでド メインを追 加

および削 除 できます。
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A rc se rve Bac kup ド メイン

ジョブ ステータス マネージャでド メインを追 加 した後 、以 下 のタス

クを実 行 できます。

ジョブ ステータスの管 理 -- ［レディ］、［ホールド ］、［即 実 行 ］、

［ジョブの停 止 ］な どのジョブのステータスを変 更 し、ジョブの

データを更 新 します。

ジョブ保 護 の管 理 -- ジョブのユーザ名 および暗 号 化 パスワード

を変 更 します。

ジョブ メンテナンスの管 理 -- ジョブに関 してスケジュールの変

更 、追 加 、削 除 、プレフライト チェック、クイック検 索 、ログの

生 成 、ジョブ情 報 の印 刷 を行 います。

これらのタスクの実 行 は、指 定 したド メイン内 でアカウント に割 り

当 てられた役 割 により制 限 を受 けます。

例 ：役 割 の割 り当 て

現 在 の A rcse rve Ba cku p ド メインはド メイン A です。ユーザ

「 A rcse rve ユーザ」が、ド メイン B およびド メイン C という 2 つの

A rcse rve Ba cku p ド メインを追 加 します。各 ド メインの役 割 は以 下

のとおりです。

ド メイン A：ca ro o t ユーザ

ド メイン B：Ba cku p Op era to r
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A rc se rve Bac kup ド メイン

ド メイン C：M on ito r Op era to r

A rcse rve ユーザは、各 A rcse rve Ba cku p ド メインで以 下 のタスクを

実 行 できます。

ド メイン A：ド メイン内 のすべてのジョブの変 更 、削 除 、停 止 。

ド メイン B：A rcse rve ユーザ アカウント を使 用 してサブミット され

たジョブの制 御 。

ド メイン C：このド メイン内 のジョブのジョブ情 報 の表 示 。
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A rc se rve Bac kup ド メイン

ジ ョブ ステータス マネージ ャへのド メ インの

追 加

A rcse rve Ba cku p では、ジョブ ステータス マネージャに A rcse rve
Ba cku p ド メインを追 加 できます。

ジョブ ステータス マネージャへのド メインの追 加 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーで［クイック スタート ］を展 開 し、［ジョブ ステー

タス］をクリックします。

ジョブ ステータス マネージャが表 示 されます。

3 . A rcse rve Ba cku p ド メインを右 クリックし、コンテキスト メニューから

［ド メインの追 加 ］を選 択 します。

［デフォルト サーバ情 報 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ ド ロップダウンから、追 加 する

A rcse rve Ba cku p ド メインを選 択 します。

以 下 を指 定 します。

認 証 の種 類 -- ド ロップダウン リスト で、［A rcse rve Ba cku p 認

証 ］または［W in d ow s 認 証 ］を選 択 します。

ユーザ -- A rcse rve Ba cku p サーバへのログインに必 要 な アカウ

ント を指 定 します。

パスワード -- ユーザ アカウント のパスワード を指 定 します。

( オプション ) この情 報 を保 存 する -- A rcse rve Ba cku p にユー

ザ名 とパスワード を記 憶 させます。

5 . ［OK］をクリックします。

指 定 した A rcse rve Ba cku p ド メインは、ジョブ ステータス マネー

ジャで A rcse rve Ba cku p ド メインの下 に表 示 されます。
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A rc se rve Bac kup ド メイン

ジ ョブ ステータス マネージ ャからのド メ インの

削 除

A rcse rve Ba cku p では、ジョブ ステータス マネージャからド メインを

削 除 できます。

ジョブ ステータス マネージャからのド メインの削 除 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーで［クイック スタート ］を展 開 し、［ジョブ ステー

タス］をクリックします。

ジョブ ステータス マネージャが表 示 されます。

3 . ド メイン ディレクト リ ツリーで A rcse rve Ba cku p ド メインを展 開 し、

削 除 するド メインを見 つけます。

4 . そのド メインを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ド メインの削

除 ］を選 択 します。

A rcse rve Ba cku p ド メインはジョブ ステータス マネージャから削 除 さ

れます。
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A rc se rve ド メ インでコンピュータ名 の変 更 を

処 理 する方 法

A rcse rve Ba cku p はプライマリ サーバおよびメンバサーバのコン

ピュータ名 を使 用 し、サーバ間 の通 信 を確 立 します。A rcse rve
Ba cku p は、プライマリ サーバのコンピュータ名 を D isco ve ry .cfg 環

境 設 定 ファイルに指 定 します。D isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイル

は、プライマリ サーバおよびメンバ サーバ上 に存 在 します。

注 ：A rcse rve ド メイン名 およびプライマリ サーバのコンピュータ名

は、それぞれ異 な る名 前 を指 定 できます。ただし、両 方 の名 前

が 15 バイト を超 えることはできません。合 計 15 バイト の名 前 は、

およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。

プライマリ サーバまたはメンバ サーバのコンピュータ名 を変 更 する

と、サーバが A rcse rve ド メイン内 で互 いに通 信 できな くな ります。

A rcse rve ド メインで、A rcse rve サーバのコンピュータ名 を変 更 する

場 合 は、以 下 の手 順 が使 用 できます。

A rcse rve ド メイン内 のプライマリ サーバのコンピュータ名 が変 更

されました。

プライマリ サーバとメンバ サーバが確 実 に通 信 できるようにす

るには、「プライマリ サーバ上 でのプライマリ サーバのコンピュー

タ名 の変 更 」、および「メンバ サーバ上 でのプライマリ サーバの

コンピュータ名 の変 更 」を参 照 してください。

A rcse rve ド メイン内 のメンバ サーバのコンピュータ名 が変 更 さ

れました。

A rcse rve ド メイン内 でメンバ サーバが確 実 に通 信 できるように

するには、「 メンバ サーバ上 でのコンピュータ名 の変 更 」を参 照

してください。

スタンド アロン サーバのコンピュータ名 が変 更 されました。

A rcse rve ド メイン内 でスタンド アロン サーバが確 実 に通 信 でき

るようにするには、「スタンド アロン サーバ上 でのコンピュータ名

の変 更 」を参 照 してください。

マネージャ コンソ ールを実 行 しているサーバのコンピュータ名 が

変 更 されました。

A rcse rve ド メイン内 でマネージャ コンソ ールを実 行 しているサー

バが確 実 に通 信 できるようにするには、「マネージャ コンソ ール
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を実 行 しているサーバ上 でのコンピュータ名 の変 更 」を参 照 し

てください。

詳 細 情 報 ：

ディスカバリ .cfg 環 境 設 定 ファイル
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プライマリ サーバでのプライマリ サーバのコン

ピュータ名 の変 更

プライマリ サーバのコンピュータ名 を変 更 した後 で、A rcse rve ド メイ

ン内 のプライマリ サーバとメンバ サーバが通 信 できるようにするに

は、以 下 の手 順 を実 行 します。

これらの手 順 を完 了 する前 に、プライマリ サーバのコンピュータ名

を変 更 する必 要 があります。

注 ：この手 順 は、スタンド アロン サーバのコンピュータ名 を変 更 す

るときに使 用 できます。

A rcse rve Ba cku p で M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss のみを使

用 し、他 の SQL インスタンスをインスト ールしていな い場 合 は、以

下 の手 順 も 実 行 する必 要 があります。

M icro so ft SQL Se rve r M an agem en t Stu d io E xp re ss ( SSM SE ) が
同 じマシンにインスト ールされていな い場 合 は、インスト ールし

ます。SSM SE は、SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n を管 理 する

グラフィック ツールで、SQL Se rve r 2005 のいずれかのバージョン

で作 成 された SQL Se rve r Da ta b a se En gin e も 管 理 します。詳

細 については、M icro so ft ダウンロード センター W eb サイト の

「M icro so ft SQL Se rve r M an agem en t Stu d io E xp re ss」を参 照 し

てください。

コマンド プロンプト から T ra n sa ct-SQL 文 、システム手 順 、スクリ

プト ファイルを入 力 するのに使 用 される sq lcm d ユーティリティ

についてよく理 解 しておく必 要 があります。詳 細 については、

M icro so ft Deve lo p e r N e two rk W eb サイト の 「 Sq lcm d ユーティ

リティ」を参 照 してください。

M icro so ft SQL Se rve r データベースをホスト するシステムの名 前 変

更 の詳 細 については、M icro so ft Deve lo p e r N e two rk W eb サイト

の以 下 のト ピックを参 照 してください。

SQL Se rve r 2005 スタンド アロン インスタンスをホスト するコン

ピュータの名 前 を変 更 する方 法

SQL Se rve r 2005 仮 想 サーバの名 前 を変 更 する方 法

SQL Se rve r のインスト ール ( SQL Se rve r 2000)

サーバーの名 前 の変 更

以 下 の手 順 に従 います。
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1 . ターゲット システムを再 起 動 して、W in d ow s コンピュータ名 の変

更 処 理 を完 了 します。

2 . プライマリ サーバにログインします。

注 ：マネージャ コンソ ールを開 いたり、A rcse rve Ba cku p にログイン

しな いでください。

3 . W in d ow s コマンド ラインを開 き、ディレクト リを以 下 のディレクト リ

に変 更 します。

% A R C S E R V E _ H O M E %

4 . 以 下 のコマンド を実 行 して、すべての A rcse rve サービスを停 止 し

ます。

cs to p

すべての A rcse rve サービスが停 止 します。

注 ：W in d ow s コマンド ラインは閉 じな いでください。

5 . メモ張 な どのテキスト 編 集 アプリケーションを使 用 して、プライマリ

サーバの以 下 のディレクト リにある d isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイル

を開 きます。

% A R C S E R V E _ H O M E % \co n fig \d isco ve ry .c fg

PR IM A RY フィールド で、環 境 に応 じて、プライマリ サーバの名 前 を

変 更 します。

重 要 ：d isco ve ry .cfg 設 定 ファイル内 の ド メイン名 を変 更 しな いでく

ださい。A rcse rved isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイルで A rcse rve ド メイ

ン名 を変 更 する場 合 、ca ro o t アカウント のパスワード が削 除 され

ます。d isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイルは、プライマリ サーバ、メン

バ サーバ、およびスタンド アロン サーバのホスト 名 を変 更 する目

的 でのみ使 用 してください。

ファイルを閉 じ、変 更 内 容 を保 存 します。

詳 細 については、「 D isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイル」を参 照 してく

ださい。

6 . すでに開 いている W in d ow s コマンド ラインから、以 下 のコマンド を

実 行 して、すべての A rcse rve サービスを開 始 します。

cs ta rt

すべての A rcse rve サービスが開 始 します。

注 ：W in d ow s コマンド ラインは閉 じな いでください。
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7 . W in d ow s の［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 き、［オプションの選 択 ］ダイアロ

グ ボックスが表 示 されます。

8 . ［オプションの選 択 ］ダイアログ ボックスから、［データベースの選

択 ］オプションをクリックして、［次 へ］をクリックします。

［ca ro o t の確 認 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

9 . ［次 へ］をクリックします。

重 要 ：このタスクを完 了 するには、ca ro o t のパスワード を指 定 する

必 要 があります。

［システム アカウント ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

10 . ［システム アカウント ］ダイアログ ボックスで以 下 のフィールド に入

力 して、［次 へ］をクリックします。

［ユーザ名 ］-- プライマリ サーバへのログインに必 要 な

W in d ow s ユーザ名 を指 定 します。

［ド メイン］-- 新 しいプライマリ サーバの W in d ow s ド メイン名

またはホスト 名 を指 定 します。

［パスワード ］-- プライマリ サーバへのログインに必 要 な

W in d ow s ユーザ名 のパスワード を指 定 します。

11 . ［データベース オプションの選 択 ］ダイアログ ボックスからフィールド

に入 力 して、現 在 のデータベース インスト ールに必 要 な 場 合 、プ

ロンプト に従 い、［次 へ］をクリックします。

次 に表 示 されるダイアログ ボックスについては、ご使 用 の環 境 で

M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss のどちら

を実 行 しているかによって異 な ります。

(m iss in g o r b ad sn ip p e t)

重 要 ：［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］により、既 存 の _DB インスタ

ンスの上 書 きメッセージが表 示 されます。このオプションは、デフォ

ルト では有 効 です。A rcse rveジョブ履 歴 、アクティビティ ログな ど以

前 のデータを保 持 するには、［既 存 の "A rcse rve_DB " を上 書 きし

ます］インスタンス オプションのチェック マークを外 します。

12 . ［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が更 新 を完 了 したら、［完 了 ］をク

リックします。
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13 . すでに開 いている W in d ow s コマンド ラインから、以 下 のコマンド を

実 行 して、すべての A rcse rve サービスを停 止 および再 開 します。

cs to p
cs ta rt

すべての A rcse rve サービスを停 止 および再 開 します。プライマリ

サーバは、新 しいコンピュータ名 を使 用 して機 能 します。

注 ：W in d ow s コマンド ラインは閉 じな いでください。

14 . ここで、ca ro o t ユーザ アカウント と同 等 の権 限 を作 成 する必 要 が

あります。

15 . W in d ow s コマンド ラインから、以 下 の構 文 を使 用 して、ca _au th
コマンド を実 行 します。

注 ：山 かっこ <> は引 数 に含 めな いでください。

ca _ a u th -ca h o s t <新 しいプライマリ サーバのホスト 名 > -e q u iv a d d <ユー

ザ名 > <新 しいプライマリ サーバのホスト 名 > ca ro o t ca ro o t <パスワード >

同 等 の権 限 が、ca ro o t ユーザ アカウント に適 用 されます。

16 . A rcse rve ド メインがメンバ サーバで構 成 されている場 合 、「 メンバ

サーバ上 でのプライマリ サーバのコンピュータ名 の変 更 」の手 順 を

完 了 します。

17 . A rcse rve Ba cku p データベースとして M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss を実 行 している場 合 は、SQL Exp re ss が名 前 付 きインスタ

ンスとしてインスト ールされていることに注 意 してください。

M icro so ft のド キュメント M S143799 に記 述 されているように、

SSM SE で以 下 のコマンド を実 行 して、名 前 付 きインスタンスを新

しいコンピュータ名 にリンクさせます。

sp _ d ro p se rve r < o ld _ n a m e \in s ta n ce n a m e >
G O
sp _ a d d se rve r < n e w _ n a m e \in s ta n ce n a m e > ,lo ca l
G O
S Q L S e rve r インスタンスを再 起 動 します。

18 . 以 下 のいずれかの条 件 が満 たされる場 合 は、M icro so ft SQL
A gen t アカウント 環 境 設 定 ユーティリティを使 用 して ODBC 通 信

設 定 を更 新 します。

サーバがプライマリ サーバであり、A rcse rve Ba cku p データベー

スがローカルにインスト ールされている。

サーバがスタンド アロン サーバであり、A rcse rve Ba cku p データ

ベースがローカルにインスト ールされている。
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サーバがプライマリ サーバ、スタンド アロン サーバ、またはメン

バ サーバであり、かつ A rcse rve Ba cku p データベースまたは

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r が同 じマシンにインスト ールさ

れている。

19 . M icro so ft SQL A gen t アカウント 環 境 設 定 ユーティリティを起 動 す

るには、W in d ow s タスクバーの［スタート ］メニューから［すべてのプ

ログラム］- ［A rcse rve］- ［A rcse rve Ba cku p］- ［M icro so ft SQL
A gen t アカウント 環 境 設 定 ］の順 に選 択 します。

ユーティリティを起 動 したら、プロンプト に従 い、すべてデフォルト の

設 定 を選 択 します。

20 . 名 前 の変 更 を確 認 します。

名 前 の変 更 が正 常 に行 われたかどうかを確 認 するには、

@@ serve rn am e または sys .se rve rs からの情 報 を選 択 します。

@@ serve rn am e は新 しい名 前 を返 し、sys .se rve rs では表 に新 し

い名 前 が表 示 されます。

注 ：コンピュータ名 を変 更 した後 、以 前 のコンピュータ名 を使 用 し

ていた接 続 は、変 更 後 の名 前 を使 用 して接 続 するようにする必

要 があります。

21 . 以 前 のプライマリ サーバに登 録 されていたすべての A rcse rve
Ba cku p ライセンスを解 放 します。

注 ：詳 細 については、「サーバからのライセンスの解 放 」を参 照 し

てください。

22 . A rcse rve Ba cku p システム アカウント を更 新 します。そのためには、

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 き、サーバ管 理 マネー

ジャを開 きます。

A rcse rve Ba cku p サーバを選 択 し、以 下 のように［A rcse rve Ba cku p
システム アカウント ］をクリックします。
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［A rcse rve Ba cku p システム アカウント ］ダイアログ ボックスが表 示

されます。

23 . 以 下 のフィールド に入 力 します。

M icro so ft W in d ow s ユーザ アカウント

パスワード

M icro so ft W in d ow s ド メイン

24 . ［OK］をクリックします。

25 . ジョブ ステータス マネージャを起 動 し、以 下 の手 順 を実 行 しま

す。

データベース廃 棄 ジョブを削 除 し、再 作 成 します。

注 ：詳 細 については 「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョ

ブの再 作 成 」を参 照 してください。

名 前 を変 更 したサーバで実 行 するように設 定 されているデー

タベース保 護 ジョブと他 のバックアップ ジ ョブをすべて変 更 し、

ステージングおよびデスティネーションの場 所 を更 新 します。

注 ：詳 細 については、「カスタム データベース保 護 ジョブの変

更 または作 成 」を参 照 してください。

26 . A rcse rve Ba cku p データベースのフル バックアップを実 行 します。
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メ ンバ サーバでのプライマリ サーバのコン

ピュータ名 の変 更

プライマリ サーバのコンピュータ名 を変 更 した後 で、A rcse rve ド メイ

ンのプライマリ サーバおよびメンバ サーバが通 信 できるようにする

には、以 下 の手 順 を実 行 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

この作 業 を完 了 する前 に、プライマリ サーバのコンピュータ名 を

変 更 する必 要 があります。

注 ：詳 細 については、「プライマリ サーバでのプライマリ サーバ

のコンピュータ名 の変 更 」を参 照 してください。

この作 業 は A rcse rve ド メイン内 のすべてのメンバ サーバ上 で

完 了 する必 要 があります。

この作 業 を完 了 するときに、サーバ環 境 設 定 ウィザード によ

り、以 下 のメッセージが表 示 されることがあります。

A rcse rve Ba cku p が以 前 のプライマリ サーバに接 続 できな

いという警 告 。［続 行 ］をクリックして、このメッセージを消

去 できます。

A rcse rve Ba cku p がメンバ サーバを登 録 解 除 できな いとい

う警 告 。［はい］をクリックして、このメッセージを消 去 でき

ます。

メンバ サーバでプライマリ サーバのコンピュータ名 を変 更 する方 法

1 . メンバ サーバにログインします。

注 ：この作 業 を完 了 するために A rcse rve Ba cku p を起 動 する必

要 はありません。

2 . メンバ サーバ上 の W in d ow s の［スタート ］から、［すべてのプログラ

ム］-［A rcse rve］-［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］

の順 に選 択 します。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

3 . ［オプションの選 択 ］ダイアログ ボックスで［このサーバを他 の

A rcse rve Ba cku p ド メインに移 動 する］をクリックし、［次 へ］をクリッ

クします。

［ca ro o t の確 認 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ca ro o t アカウント のパスワード を指 定 して、［次 へ］をクリックしま

す。
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5 . ［別 の A rcse rve Ba cku p ド メインに追 加 する］ダイアログ ボックス

で、プライマリ サーバの新 しいホスト 名 を指 定 し、ca ro o t アカウン

ト のパスワード を指 定 して、［次 へ］をクリックします。

［システム アカウント ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

6 . ［システム アカウント ］ダイアログ ボックスで、以 下 のフィールド を入

力 します。

［ユーザ名 ］-- プライマリ サーバへのログインに必 要 な

W in d ow s ユーザ名 を指 定 できます。

［ド メイン］-- 新 しいプライマリ サーバの W in d ow s ド メイン名

またはホスト 名 を指 定 できます。

［パスワード ］-- プライマリ サーバへのログインに必 要 な

W in d ow s ユーザ名 のパスワード を指 定 できます。

7 . ［次 へ］をクリックして、画 面 の指 示 に従 い、設 定 を完 了 します。

8 . A rcse rve ド メイン内 のすべてのメンバ サーバについて、手 順 1 ～

6 を繰 り返 します。
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D isc o ve ry .c fg 環 境 設 定 ファイル

以 下 の例 に示 すように、d isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイルは、

A rcse rve ド メインの名 前 とプライマリ サーバのコンピュータ名 を指

定 します。

d isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイルはプライマリ サーバおよびメンバ

サーバの以 下 のディレクト リにあります。

% A R C S E R V E _ H O M E % \co n fig \d isco ve ry .c fg

重 要 ：d isco ve ry .cfg 設 定 ファイル内 の ド メイン名 を変 更 しな いでく

ださい。A rcse rved isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイルで A rcse rve ド メイ

ン名 を変 更 する場 合 、ca ro o t アカウント のパスワード が削 除 され

ます。d isco ve ry .cfg 環 境 設 定 ファイルは、プライマリ サーバ、メン

バ サーバ、およびスタンド アロン サーバのホスト 名 を変 更 する目

的 でのみ使 用 してください。
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メ ンバ サーバでのコンピュータ名 の変 更

メンバ サーバのコンピュータ名 を変 更 した後 で、A rcse rve Ba cku p
ド メインのメンバ サーバがプライマリ サーバと通 信 できるようにする

には、以 下 の手 順 を実 行 します。

以 下 の手 順 を完 了 する前 に、メンバ サーバのコンピュータ名 を変

更 する必 要 があります。

メンバ サーバのコンピュータ名 の変 更 する方 法

1 . メンバ サーバにログインします。

注 ：マネージャ コンソ ールを開 いたり、A rcse rve Ba cku p にログイン

しな いでください。

2 . W in d ow s コマンド ラインを開 き、ディレクト リを以 下 のディレクト リ

に変 更 します。

% A R C S E R V E _ H O M E %

以 下 のコマンド を実 行 し、すべての A rcse rve サービスを停 止 して

再 開 します。

cs to p
cs ta rt

すべての A rcse rve サービスを停 止 および再 開 します。

注 ：csta rt コマンド が完 了 した後 、さまざまな A rcse rve Ba cku p
サービスが開 始 されません。これは、この手 順 に悪 影 響 を及 ぼさ

な いために予 期 された動 作 です。

W in d ow s コマンド ラインは閉 じな いでください。

3 . W in d ow s の［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 き、［オプションの選 択 ］ダイアロ

グ ボックスが表 示 されます。

4 . ［このサーバを他 のド メインに移 動 する］オプションを選 択 して、

［次 へ］をクリックします。

［別 の A rcse rve Ba cku p ド メインに追 加 する］ダイアログ ボックスが

開 きます。

5 . ［別 の A rcse rve Ba cku p ド メインに追 加 する］ダイアログ ボックス

で、以 下 のフィールド に入 力 して、［次 へ］をクリックします。
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［プライマリ サーバ名 ］-- プライマリ サーバの名 前 を指 定 しま

す。

［パスワード ］-- ca ro o t ユーザ アカウント のパスワード を指 定

します。

［システム アカウント ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

6 . ［システム アカウント ］ダイアログ ボックスで、以 下 のフィールド に入

力 します。

［ユーザ名 ］-- メンバ サーバへのログインに必 要 な W in d ow s
ユーザ名 を指 定 します。

［ド メイン］-- 新 しいメンバ サーバの W in d ow s のド メイン名 ま

たはホスト 名 を指 定 します。

［パスワード ］-- メンバ サーバへのログインに必 要 な W in d ow s
ユーザ名 のパスワード を指 定 します。

7 . ［次 へ］をクリックします。

注 ：この時 点 で、ポップアップ メッセージが表 示 され、さまざまな

A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 しな いことが通 知 される場 合 が

あります。これは、この手 順 に悪 影 響 を及 ぼさな いために予 期 さ

れた動 作 です。

8 . ［OK］をクリックします。

［A rcse rve Ba cku p データ マイグレーション］ダイアログ ボックスが開

きます。

9 . ［A rcse rve Ba cku p データ マイグレーション］ダイアログ ボックスで、

［次 へ］をクリックします。

［サーバ データのマイグレーション］ダイアログ ボックスが開 きます。

10 . ［サーバ データのマイグレーション］ダイアログ ボックスで、［開 始 ］

をクリックします。

データ マイグレーション プロセスが開 始 して完 了 すると、［完 了 ］ダ

イアログ ボックスが開 きます。

11 . ［完 了 ］ダイアログ ボックスで［完 了 ］をクリックします。

注 ：この時 点 で、ジョブは新 しいメンバ サーバに転 送 されません。

新 しいメンバ サーバにジョブを転 送 するには、次 の手 順 に進 みま

す。

12 . ジョブ ステータス マネージャを表 示 します。

古 いメンバ サーバに関 連 付 けられたジョブを見 つけます。
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ジョブを右 クリックし、コンテキスト メニューから［ジョブの修 正 ］を選

択 します。

［バックアップ マネージャ］で、［デスティネーション］タブをクリックしま

す。

ジョブのデスティネーションとして新 しいメンバ サーバを指 定 しま

す。

ホールド ステータスでジョブをサブミット します。

バックアップ マネージャを閉 じます。

注 ：ジョブのソ ース データが、古 いメンバ サーバ上 に存 在 する場

合 、ジョブの変 更 および転 送 はできません。その場 合 、この環 境

設 定 のジョブを削 除 し、新 しいメンバ サーバ上 で再 作 成 する必

要 があります。

13 . メンバ サーバ名 の変 更 が完 了 すると、古 い ( 無 効 な ) メンバ サー

バ名 は A rcse rve Ba cku p M an age r 内 に残 ります。M an age r から無

効 な メンバ サーバ名 を削 除 するには、以 下 の手 順 を実 行 しま

す。

a . コマンド ライン ウィンド ウを開 けて、A rcse rve Ba cku p インス

ト ール ディレクト リを参 照 します。

b . 以 下 のコマンド を実 行 します。

b a b -ca h o s t <プライマリ サーバ > -re m o ve h o s t <無 効 な メ ンバ サー

バ >

例 ：以 下 の構 文 は、A という名 のプライマリ サーバおよび B
という名 の無 効 な メンバ サーバを表 わしています。

b a b -ca h o s t A -re m o ve h o s t B

注 ：使 用 している A rcse rve Ba cku p の実 装 に 2 つ以 上 の無

効 な メンバ サーバが含 まれる場 合 は、この手 順 ( b ) を各 メン

バ サーバに対 して繰 り返 します。

c. プライマリ サーバ、または A rcse rve Ba cku p データベースをホ

スト するサーバにログインし、A rcse rve Ba cku p データベースの

ステータスを確 認 します。

( オプション ) M icro so ft SQL Se rve r M an agem en t Stu d io を開

き、W in d ow s 認 証 を使 用 して A rcse rve Ba cku p データベース

インスタンスにアクセスします。

たとえば、M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss Ed it io n データベース

へのパスは以 下 のとおりです。
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<サーバ名 > \A R C S e rve _ D B

W in d o w s 認 証 が必 要 な 場 合 - - W in d ow s 認 証 を使 用 し て、

A rcserve Backu p データベースにログインする必 要 がある場 合

は、以 下 のコマンド を実 行 し ます ( M ic ro so ft SQ L Server と
M icro so ft SQ L Server Exp ress Ed itio n データベースに適 用 ) 。

osq l -S <サーバ名 [¥インスタンス名 ]> -E -d asdb -Q "de le te from
ashost w here rhostnam e = '<メ ンバ サーバ名 > '"

例 ：以 下 の構 文 は、a sd b という名 の A rcserve Backu p データ

ベースを表 わし 、このデータベースには W indow s 認 証 が必 要

です。

osq l -S A -E -d asdb -Q "de le te from ashost w here rhostnam e =
'B ' "

W in d o w s 認 証 が必 要 で な い場 合 - - A rc serve Backu p データ

ベースにログインするのに W indow s 認 証 が必 要 な い場 合

は、以 下 のコマンド を実 行 し ます ( M ic ro so ft SQ L Server データ

ベースにのみ適 用 ) 。

osq l -S <サーバ名 [¥インスタンス名 ]> -U <ログイン ユーザ> -d asdb
-Q "de le te from ashost w here rhostnam e = '<メ ンバ サーバ名 > '"

例 ：以 下 の構 文 は、a sd b という名 の A rcserve Backu p データ

ベース、B という名 の無 効 な メンバ サーバ、M icro so ft SQ L
Server ユーザ名 sa およびパスワード 123 を表 し ます。

osq l -S A -U sa -d asdb -Q "de le te from ashost w here rhostnam e
= 'B ' " passw ord : 123

注 ：実 装 されている A rcserve Backu p に、複 数 の無 効 な メン

バ サーバが含 まれている場 合 、この手 順 ( c ) を各 メンバ サー

バに対 し て繰 り返 し ます。

インスタンスの詳 細 を表 示 できる場 合 、データベースは正 常

に機 能 しています。M icro so ft SQL Se rve r M an agem en t
Stu d io を閉 じて、次 の手 順 に進 みます。

M icro so ft SQL Se rve r M an agem en t Stu d io でポップアップ メッ

セージが表 示 された場 合 、データベース インスタンスは正 常

に機 能 していません。ポップアップ メッセージで示 された問 題

を解 決 してから、A rcse rve Ba cku p データベースのステータス

を確 認 する必 要 があります

上 記 のコマンド が正 常 に完 了 した場 合 、以 下 のメッセージが表

示 されます。

n 行 処 理 され ました
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上 記 のコマンド が正 常 に完 了 しな かった場 合 は、サーバ名 、

A rcse rve Ba cku p にログインするユーザ名 、およびデータベース名

が正 しいことを確 認 し、この手 順 を繰 り返 します。

14 . 変 更 を確 認 するには、マネージャ コンソ ールを開 き、バックアップ

マネージャを開 いて、［ソ ース］タブを選 択 します。

［ソ ース］ディレクト リ ツリーで W in d ow s システム オブジェクト を展

開 します。

メンバ サーバが、W in d ow s システム オブジェクト の下 に、新 しいホ

スト 名 で表 示 されます。
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スタンド アロン サーバ上 でのコンピュータ名

の変 更

スタンド アロン サーバとは、A rcse rve ド メインにあり、メンバ サーバ

を管 理 しな い A rcse rve サーバのことです。

スタンド アロン サーバのコンピュータ名 を変 更 する手 順 は、プライ

マリ サーバのコンピュータ名 を変 更 するのと同 じです。

注 ：詳 細 については、「プライマリ サーバでのプライマリ サーバのコ

ンピュータ名 の変 更 」を参 照 してください。
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マネージ ャ コンソールを実 行 しているサーバ

のコンピュータ名 の変 更

マネージャ コンソ ールを実 行 しているサーバのコンピュータ名 を変

更 する場 合 、プライマリ サーバ、スタンド アロン サーバ、メンバ

サーバ、またはマネージャ コンソ ールを実 行 しているサーバに対 し

て変 更 を行 う必 要 はありません。
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ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 したユーザ プロファイルの管 理

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 した

ユーザ プロファイルの管 理

A rcse rve Ba cku p ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 すると、

A rcse rve Ba cku p 管 理 者 が、A rcse rve Ba cku p へのユーザ アクセス

を制 御 できるようにな ります。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 ったユーザの追 加

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 ったユーザの削 除

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 ったユーザ パスワード の変 更

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 ったユーザへの役 割 の割 り

当 て

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 ったユーザの使 用 停 止
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ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 したユーザ プロファイルの管 理

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 った

ユーザの追 加

A rcse rve Ba cku p をインスト ールすると、デフォルト ユーザが作 成 さ

れます。デフォルト のユーザ名 は「 ca ro o t」です。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 してユーザを追 加 する方

法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］-［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］の順 に選 択 しま

す。

ユーザ プロファイル ユーティリティが開 きます。

3 . ツールバーで［追 加 ］をクリックします。

［ユーザの追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ［一 般 ］タブをクリックします。

5 . ［ユーザ名 ］フィールド にユーザの名 前 を入 力 します。

以 下 のオプションから 1 つを選 択 します。

W in d o w s 認 証 -- A rcse rve Ba cku p へのログインに使 用 する

W in d ow s ユーザ名 を指 定 します。

A rcse rve B a ck u p 認 証 -- A rcse rve Ba cku p へのログインに使

用 する W in d ow s 以 外 のユーザ名 を指 定 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p 認 証 を指 定 した場 合 、以 下 のフィール

ド に情 報 を入 力 する必 要 があります。

パスワード

パスワード の確 認

6 . ［OK］をクリックします。

ユーザが追 加 されます。
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ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 したユーザ プロファイルの管 理

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 った

ユーザの削 除

ユーザ プロファイル ユーティリティでは、A rcse rve Ba cku p ユーザを

削 除 することができます。

注 ：デフォルト の A rcse rve Ba cku p ユーザ名 ( ca ro o t) は削 除 でき

ません。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 してユーザを削 除 する方

法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］-［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］の順 に選 択 しま

す。

ユーザ プロファイル ユーティリティが開 きます。

3 . 削 除 するユーザを選 択 し、ツールバーの［削 除 ］ボタンをクリックし

ます。

4 . ［OK］をクリックして、ユーザ プロファイルの削 除 を確 定 します。

ユーザが削 除 されます。

900 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 したユーザ プロファイルの管 理

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 った

ユーザ パスワード の変 更

ユーザ プロファイル ユーティリティでは、A rcse rve Ba cku p ユーザの

パスワード を変 更 することができます。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 してユーザ パスワード を

変 更 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］-［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］の順 に選 択 しま

す。

ユーザ プロファイル ユーティリティが開 きます。

3 . 変 更 するユーザを選 択 し、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリッ

クします。

［ユーザ プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［一 般 ］タブをクリックします。

以 下 のフィールド に入 力 します。

パスワード

パスワード の確 認

5 . ［OK］をクリックします。

ユーザのパスワード が変 更 されます。
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ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 したユーザ プロファイルの管 理

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 った

ユーザへの役 割 の割 り当 て

ユーザ プロファイル ユーティリティでは、A rcse rve Ba cku p ユーザに

A rcse rve Ba cku p の役 割 を割 り当 てることができます。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 してユーザに役 割 を割 り

当 てる方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］-［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］の順 に選 択 しま

す。

ユーザ プロファイル ユーティリティが開 きます。

3 . 変 更 するユーザを選 択 し、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリッ

クします。

［ユーザ プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［役 割 ］タブをクリックします。

5 . ユーザに割 り当 てる A rcse rve Ba cku p の役 割 の横 にあるチェック

ボックスをオンにします。

注 ：詳 細 については、「役 割 と権 限 」を参 照 してください。

6 . ［OK］をクリックします。

役 割 がユーザに適 用 されます。
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ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 したユーザ プロファイルの管 理

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 った

ユーザの使 用 停 止

ユーザ プロファイル ユーティリティでは、ユーザが A rcse rve Ba cku p
にログインしたり、使 用 するのを一 時 的 に中 止 することができま

す。

ユーザ プロファイル ユーティリティを使 用 してユーザを使 用 停 止 に

する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］-［管 理 ］-［ユーザ プロファイル］の順 に選 択 しま

す。

ユーザ プロファイル ユーティリティが開 きます。

3 . 変 更 するユーザを選 択 し、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリッ

クします。

［ユーザ プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［一 般 ］タブをクリックします。

5 . ［ステータス］フィールド で［使 用 停 止 ］をクリックします。

6 . ［OK］をクリックします。

ユーザが使 用 停 止 にな ります。

注 ：ユーザを再 度 使 用 可 能 にするには、上 記 の手 順 を実 行 し、

［ステータス］フィールド で［アクティブ］をクリックします。
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A rc se rve Bac kup ジ ョブ キューのリスト ア

A rc se rve B a c ku p ジ ョブ キューのリスト ア

ジョブ キューを保 護 するには、以 下 の方 式 を使 用 してバックアップ

します。

データベース保 護 ジョブを使 用 してジョブ キューをバックアップし

ます。

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ

をバックアップし、A rcse rve Ba cku p データベースが含 まれるディ

レクト リをバックアップに含 めます。

データをバックアップし、［グローバル オプション］ダイアログ ボッ

クスの［操 作 ］セクシ ョンでジ ョブ スクリプト オプシ ョンを指 定 しま

す。

これらの方 法 のいずれでも 、ジョブ キューは、ジョブ実 行 中 にバッ

クアップされる最 後 のオブジェクト の 1 つです。データベース保 護

ジョブを使 用 するか、A rcse rve Ba cku p データベースを同 じバック

アップ ジ ョブに含 めた場 合 、A rcse rve Ba cku p データベースおよび

ジョブ キューは、同 じバックアップ メディア上 に存 在 し、ジョブ

キュー セッシ ョンは、A rcse rve Ba cku p データベースの前 の 1 ～ 6
のセッシ ョンにな ります。

A rcse rve Ba cku p ジョブ キューが破 損 しているか、エラーで削 除 さ

れた場 合 、以 下 の手 順 を使 用 してジョブ キューを最 後 のバック

アップにリスト アします。

A rcse rve B a ck u p ジョブ キューをリスト アする方 法

1 . 影 響 を受 ける A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のすべての A rcse rve
Ba cku p サーバ上 で実 行 中 のジョブがな いことを確 認 します。

2 . リスト ア マネージャを開 き、リスト ア方 式 のド ロップダウン リスト から

［ツリー単 位 ］を選 択 します。

3 . W in d ow s システム オブジェクト を展 開 し、A rcse rve Ba cku p サー

バ、または A rcse rve Ba cku p データベースが存 在 するリモート サー

バを特 定 します。

4 . A rcse rve Ba cku p サーバを展 開 し、A rcse rve Ba cku p データベース

を選 択 してクリックします。

5 . リスト ア マネージャ ウィンド ウのプロパティで、A rcse rve Ba cku p デー

タベースに対 するメディア名 、ID、セッシ ョン番 号 を確 認 および記

録 します。
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6 . リスト ア方 式 のド ロップダウン リスト から［セッシ ョン単 位 ］を選 択 し

ます。

セッシ ョンのディレクト リ ツリーが表 示 されます。

7 . セッシ ョン ディレクト リ ツリーで、A rcse rve Ba cku p データベースの

バックアップ データを含 むバックアップ メディアを展 開 します。

A rcse rve Ba cku p データベースを含 むセッシ ョンを選 択 し、そこから

上 に向 かって検 索 を開 始 します。ジョブ キューのバックアップ セッ

シ ョンのセッシ ョン パスは 00000001 .QSD で終 わり、セッシ ョンの種

類 は A rcse rve ジョブ キューです。以 下 に示 すように、ジョブ キュー

のバックアップ セッシ ョンが含 まれるセッシ ョンを特 定 します。

ジョブ キューのバックアップ セッシ ョンを含 むセッシ ョンの横 のチェック

ボックスをクリックします。

8 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

9 . ［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］チェックボックスをオフにし、ジョブ

キューのバックアップ セッシ ョンをリスト アする別 の場 所 を指 定 しま

す。
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注 ：C lien t A gen t fo r W in d ow s は、別 のリスト ア先 を含 むシステム

にインスト ールする必 要 があり、そのリスト ア先 は空 のディレクト リ

( C :\Tem p な ど ) である必 要 があります。A rcse rve Ba cku p プライマ

リ サーバまたはスタンド アロン サーバ上 のディレクト リを指 定 するこ

とをお勧 めします。

ジョブをサブミット します。

10 . リスト ア マネージャ ウィンド ウを閉 じます。

11 . リスト ア ジ ョブが完 了 したら、サーバ管 理 を開 き、以 下 の手 順 に

従 ってすべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 します。

a . プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバを見 つけて選 択

します。

b . A rcse rve Ba cku p サーバを右 クリックし、コンテキスト メニュー

から［すべてのサービスを停 止 ］を選 択 します。

すべてのサービスがプライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ上

で停 止 します。

12 . ジョブ キューのバックアップ セッシ ョンをリスト アしたディレクト リに移

動 します。

リスト アしたフォルダの下 のすべてのジョブ キュー ファイルを以 下 の

ディレクト リにコピーします。

A R C S E R V E _ H O M E \0 0 0 0 0 0 0 1 .q sd

注 ：<A RC SERVE_HOM E> は、A rcse rve Ba cku p をインスト ールした

ディレクト リを表 します。デフォルト では、A rcse rve Ba cku p は以 下

に続 くディレクト リにインスト ールされます。

C :\P ro g ra m F ile s \A rcse rve \A rcse rve B a cku p

13 . サーバ管 理 を開 き、以 下 の手 順 に従 ってすべての A rcse rve
Ba cku p サービスを再 開 します。

a . プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバを見 つけて選 択

します。

b . A rcse rve Ba cku p サーバを右 クリックし、コンテキスト メニュー

から［すべてのサービスを開 始 ］を選 択 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスがプライマリ サーバまたはスタン

ド アロン サーバ上 で再 開 します。

ジョブ キュー マネージャを開 くと、ジョブ キューが元 の状 態 にリスト

アされていることがわかります。A rcse rve Ba cku p ジョブ キューがリス

ト アされ、通 常 の操 作 を再 開 することができます。
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した

A rc se rve サーバの管 理

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］では、A rcse rve Ba cku p サーバの動

作 を管 理 できます。［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 すると、

以 下 のタスクを実 行 できます。

A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のサーバの役 割 を管 理 します。た

とえば、以 下 の操 作 を実 行 することができます。

A rcse rve Ba cku p メンバ サーバを A rcse rve Ba cku p プライマ

リ サーバに昇 格 します。

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバを A rcse rve Ba cku p メン

バ サーバに降 格 します。

メンバ サーバを A rcse rve Ba cku p ド メインから分 離 して、

別 の A rcse rve Ba cku p ド メインに所 属 できるようにします。

A rcse rve Ba cku p データベースの管 理 に使 用 するアプリケーショ

ンを選 択 します。

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss をインスト ールする場 合 、

データベースは、プライマリ サーバにインスト ールされている必

要 があります。リモート データベース通 信 が必 要 な 場 合 は、

M icro so ft SQL Se rve r を使 用 して A rcse rve データベースをホス

ト する必 要 があります。

A rcse rve Ba cku p データベースを他 のシステムに移 動 するか、

現 在 の環 境 の別 の SQL Se rve r データベース インスタンスを使

用 します。

プライマリ サーバおよびメンバ サーバへの A rcse rve データベー

ス接 続 を修 復 します。

メンバ サーバを A rcse rve Ba cku p ド メイン プライマリ サーバに登

録 します。

メンバ サーバをド メイン プライマリ サーバに登 録 するには、有

効 な 認 証 情 報 ( たとえば、ユーザ名 やパスワード ) を提 供 する

必 要 があります。A rcse rve Ba cku p が認 証 情 報 を認 証 すると、

メンバ サーバは、A rcse rve Ba cku p データベースに登 録 されま

す。

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p のインスト ール時 に、

メンバ サーバを A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバに登 録 でき

ます。A rcse rve Ba cku p のインスト ール時 に登 録 プロセスが失
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敗 すると、セット アップ中 にエラーが発 生 したことを通 知 するメッ

セージが表 示 されます。

プライマリ サーバの A rcse rve Ba cku p ド メイン管 理 者 ( ca ro o t)
パスワード を指 定 します。

インスト ール問 題 を修 正 します。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールする際 に、以 下 のような 状 況

では、インスト ール処 理 に失 敗 する可 能 性 があります。

A rcse rve Ba cku p が A rcse rve Ba cku p データベースと通 信

できません、または適 切 に認 証 できません。

A rcse rve Ba cku p が ca ro o t アカウント またはシステム アカ

ウント を認 証 できません。

データベース通 信 エラーまたはユーザ認 証 エラーが発 生 する場

合 は、インスト ール ウィザード にエラー メッセージが表 示 されま

す。この問 題 を回 避 するには、［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］

を実 行 します。
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 して実

行 できるタスク

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 すると、以 下 のタスクを実 行

できます。

プライマリ サーバおよびスタンド アロン サーバのタスク

プライマリ サーバおよびスタンド アロン サーバでは以 下 のタ

スクを実 行 できます。

A rcse rve Ba cku p ド メイン管 理 者 ( ca ro o t) アカウント のパ

スワード を変 更 します。

ca ro o t アカウント のパスワード を使 用 すると、A rcse rve
Ba cku p マネージャ コンソ ールにログインして管 理 タスクを

実 行 できます。

A rcse rve Ba cku p データベースをホスト するために使 用 す

るアプリケーションを指 定 します。

A rcse rve Ba cku p データベースを異 な るシステムまたはイン

スタンス、あるいはこれら両 方 に移 動 します。

メンバ サーバとのデータベース通 信 を修 復 します。

A rcse rve Ba cku p データベースを再 初 期 化 します。

SQL Se rve r 照 合 順 序 を指 定 して、Un ico d e ベースの文 字

が含 まれているバックアップ データを検 索 および並 べ替 え

できるようにします。

インスト ール問 題 を修 正 します。

プライマリ サーバをメンバ サーバに降 格 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、複 数 の A rcse rve Ba cku p ド メイン

から単 一 の A rcse rve Ba cku p ド メインへの A rcse rve Ba cku p
データベース情 報 のマイグレーションはサポート されていませ

ん。プライマリ サーバを降 格 し、それを別 の A rcse rve Ba cku p ド

メインに所 属 させることはできますが、別 のド メインに所 属 させ

ると、降 格 したプライマリ サーバのバックアップ ジ ョブ履 歴 が失

われ、降 格 したサーバのリスト ア マネージャでメディアおよび

セッシ ョンの詳 細 を表 示 できません。詳 細 については、

「 A rcse rve Ba cku p ド メイン内 でのデータ マイグレーションの制

限 」を参 照 してください。

メンバ サーバ タスク：
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メンバ サーバでは以 下 のタスクを実 行 できます。

メンバ サーバを異 な る A rcse rve Ba cku p ド メインに割 り当

てます。

メンバ サーバをプライマリ サーバまたはスタンド アロン サー

バに昇 格 します。

注 ：昇 格 されたサーバ上 で一 元 管 理 機 能 を有 効 にする

には、昇 格 プロセスの完 了 後 に、Cen tra l M an agem en t
Op t io n を新 しいプライマリ サーバにインスト ールする必 要

があります。

データベース接 続 を修 復 します。

インスト ール問 題 を修 正 します。

A rcse rve Ba cku p ド メイン メンバ サーバとして仮 想 クラスタ

を登 録 します。

注 ：サーバ管 理 マネージャを使 用 して、プライマリ サーバおよ

びメンバ サーバ上 の A rcse rve Ba cku p システム アカウント を変

更 します ( ユーザ名 やパスワード な ど ) 。詳 細 については、

「 A rcse rve Ba cku p システム アカウント の変 更 または修 正 」を参

照 してください。
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A rc se rve B a c ku p ド メ インのデータ マイグ

レーションの制 限 事 項

サーバ環 境 設 定 ウィザード では、A rcse rve ド メインにおけるサーバ

の役 割 を定 義 し、A rcse rve データベース インスタンスをホスト する

ために使 用 するアプリケーションを指 定 できます。

A rcse rve Ba cku p では、以 下 のシナリオで説 明 されるとおり、

A rcse rve データベース インスタンスのデータをマイグレート できま

す。

シナリオ 1:

A rcse rve ド メイン内 のプライマリ サーバおよびメンバ サーバのロー

ルを交 換 します。以 下 の条 件 のも とでは、データを正 常 にマイグ

レート できます。

元 のプライマリ サーバが M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss
Ed it io n を使 用 して A rcse rve データベース インスタンスをホスト

しており、新 しいプライマリ サーバも M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss Ed it io n を使 用 して A rcse rve データベース インスタンス

をホスト している。

元 のプライマリ サーバが M icro so ft SQL Se rve r を使 用 して

A rcse rve データベース インスタンスをホスト しており、新 しいプラ

イマリ サーバが M icro so ft SQL Se rve r を使 用 して A rcse rve デー

タベース インスタンスをホスト しています。

重 要 ：元 のプライマリ サーバが M icro so ft SQL Se rve r を使 用 して

A rcse rve データベースをホスト しており、新 しいプライマリ サーバが

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n を使 用 して A rcse rve
データベースをホスト している場 合 は、A rcse rve Ba cku p でデータ

のマイグレーションがサポート されません。

データのマイグレーションを正 常 に完 了 するには、以 下 の手 順 に

従 います。

1 . 降 格 するプライマリ サーバで、データベース保 護 ジョブを使 用 して

A rcse rve データベースをバックアップします。

注 ：データベース保 護 ジョブが終 了 してから続 行 します。

2 . メンバ サーバをプライマリ サーバに昇 格 します。

3 . 元 のプライマリ サーバを降 格 し、新 しいプライマリ サーバのド メイン

に追 加 できるようにします。
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4 . 新 しいプライマリ サーバの［リスト ア オプション］ダイアログ ボックス

で、以 下 のオプションを指 定 します。

現 在 の A rcse rve データベースを元 の場 所 として使 用 する

現 在 の A rcse rve ド メイン メンバシップを残 しておく

5 . 元 の A rcse rve データベースを新 しいプライマリ サーバにリスト アす

る

シナリオ 2：

A rcse rve データベースをホスト しているアプリケーションを M icro so ft
SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n から M icro so ft SQL Se rve r へ変

更 します。

注 ：A rcse rveこのシナリオは、プライマリ サーバおよび スタンド アロ

ン サーバのインスト ールに該 当 します。A rcse rve

データのマイグレーションを正 常 に完 了 するには、以 下 の手 順 に

従 います。

1 . プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ上 でサーバ環 境 設

定 ウィザード を実 行 し、［データベースの選 択 ］オプションを指 定 し

ます。

データベースのマイグレーションおよび環 境 設 定 のプロセスが完 了

すると、サーバ環 境 設 定 ウィザード によって、古 いデータベース イ

ンスタンスから新 しいデータベース インスタンスへデータをマイグ

レーションするように求 められます。

2 . M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n インスタンスから

M icro so ft SQL Se rve r インスタンスへデータをマイグレーションしま

す。

3 . A gen t fo r A rcse rve Da tab a se をアンインスト ールします。

4 . 以 下 の実 行 可 能 ファイルを使 用 して、A gen t fo r A rcse rve
Da tab a se を再 インスト ールし、新 しいデータベース インスタンスを

作 成 します。

< A rcse rve _
H O M E > \P a cka g e s \A S D B S Q L A g e n t\S Q L A g e n tR m tIn s t.e xe

5 . M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n の A RC SERVE_DB イン

スタンスをアンインスト ールします。

シナリオ 3:

A rcse rve ド メイン内 のプライマリ サーバおよびメンバ サーバのロー

ルを交 換 します。元 のプライマリ サーバが M icro so ft SQL Se rve r
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2014 Exp re ss Ed it io n を使 用 して A rcse rve データベース インスタン

スをホスト しており、新 しいプライマリ サーバが M icro so ft SQL
Se rve r を使 用 して A rcse rve データベース インスタンスをホスト して

います。

注 ：A rcse rveこのシナリオでは、データベース インスタンスをバック

アップする前 に、降 格 するプライマリ サーバ上 で データを

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n インスタンスから

M icro so ft SQL Se rve r インスタンスへ変 換 する必 要 があります。

A rcse rve

データのマイグレーションを正 常 に完 了 するには、以 下 の手 順 に

従 います。

1 . プライマリ サーバ上 でサーバ環 境 設 定 ウィザード を実 行 し、［デー

タベースの選 択 ］オプションを指 定 します。

データベースのマイグレーションおよび環 境 設 定 のプロセスが完 了

すると、サーバ環 境 設 定 ウィザード によって、古 いデータベース イ

ンスタンスから新 しいデータベース インスタンスへデータをマイグ

レーションするように求 められます。

2 . M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n インスタンスから

M icro so ft SQL Se rve r インスタンスへデータをマイグレーションしま

す。

3 . 降 格 するプライマリ サーバで、データベース保 護 ジョブを使 用 して

A rcse rve データベースをバックアップします。

注 ：データベース保 護 ジョブが終 了 してから続 行 します。

4 . メンバ サーバをプライマリ サーバに昇 格 します。

5 . 元 のプライマリ サーバを降 格 し、新 しいプライマリ サーバのド メイン

に追 加 できるようにします。

6 . 新 しいプライマリ サーバの［リスト ア オプション］ダイアログ ボックス

で、以 下 のオプションを指 定 します。

現 在 の A rcse rve データベースを元 の場 所 として使 用 する

現 在 の A rcse rve ド メイン メンバシップを残 しておく

7 . 元 の A rcse rve データベースを新 しいプライマリ サーバにリスト アす

る
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

サーバ環 境 設 定 ウィザード の開 始

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］では、A rcse rve Ba cku p サーバの動

作 を管 理 できます。

サーバ環 境 設 定 ウィザード を開 始 する方 法

1 . W in d ow s の［スタート ］メニューから、［プログラム ( または［す

べてのプログラム］) ］- ［A rcse rve］- ［A rcse rve Ba cku p］-
［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 します。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . 実 行 するタスクを選 択 して［次 へ］をクリックし、画 面 上 の手

順 に従 って環 境 設 定 を完 了 します。
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メ ンバ サーバのプライマリ サーバへの昇 格

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 すると、A rcse rve Ba cku p メン

バ サーバを A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバに昇 格 できます。

メンバ サーバをプライマリ サーバに昇 格 する前 に、以 下 を確 認 し

ます。

アップグレード プロセスを開 始 する前 に、メンバ サーバのすべ

てのジョブが停 止 している必 要 があります。A rcse rve Ba cku p
は、［レディ］状 態 のすべてのジョブを検 出 して、［ホールド ］状

態 にします。実 行 中 のプロセスがある場 合 、A rcse rve Ba cku p
はメッセージを表 示 し、実 行 中 のすべてのジョブが完 了 するま

でアップグレード プロセスは一 時 停 止 します。

昇 格 したプライマリ サーバを G lo b a l Da sh b o a rd ド メインのセン

ト ラル サーバとして設 定 し、旧 セント ラル サーバから収 集 した

グループ環 境 設 定 および登 録 ブランチ情 報 を引 き続 き使 用

する場 合 、プライマリ サーバへの昇 格 後 にこれらのダッシュボー

ド 情 報 をインポート する必 要 があります。ダッシュボード 情 報 の

インポート 方 法 については、「 Dashboard ユーザ ガイド 」を参 照

してください。

アップグレード プロセス中 、A rcse rve Ba cku p データベース アプ

リケーションを指 定 するプロンプト が表 示 されます。M icro so ft
SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n または M icro so ft SQL Se rve r
を指 定 できます。

M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss インスト ール

データベースをプライマリ サーバのローカルにインスト ール

する必 要 があります。

M icro so ft SQ L Se rve r インスト ール

A rcse rve Ba cku p データベースをプライマリ サーバのローカ

ルまたはリモート にインスト ールできます。

M icro so ft SQL Se rve r は、A rcse rve Ba cku p が NEC
C LU STERPRO 環 境 にインスト ールされている場 合 、ローカ

ル インスト ールをサポート しません。

リモート M icro so ft SQL Se rve r データベース インスト ールの

場 合 、プライマリ サーバには、SQL Se rve r で正 し く認 証 さ

れ、アップグレード プロセスの開 始 前 に ODBC を介 して通

信 するシステム アカウント が必 要 です。
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

ODBC 通 信 を指 定 するには、以 下 の手 順 を実 行 します。

1 . W in d ow s の［コント ロール パネル］を開 き、［管 理

ツール］-［データ ソ ース ( ODBC ) ］-［システム DSN］の

順 に選 択 します。

2 . 以 下 のラベルのシステム データ ソ ースを追 加 しま

す。

名 前 : A S N T
サーバ : M a ch in e N a m e \In s ta n ce N a m e

3 . 画 面 の指 示 に従 ってテスト し、環 境 設 定 を完 了 し

ます。

一 元 管 理 機 能 を有 効 にするには、昇 格 プロセスの完 了 後

に、Cen tra l M an agem en t Op t io n を新 しいプライマリ サーバに

インスト ールする必 要 があります。

注 ：昇 格 プロセスが完 了 したら、サーバ管 理 を使 用 し

て、Cen tra l M an agem en t Op t io n な どの A rcse rve Ba cku p
オプションを新 しいプライマリ サーバにインスト ールします。

詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p サーバ ベース オプ

ションのインスト ールおよびアンインスト ール」を参 照 してく

ださい。

メンバ サーバのプライマリ サーバへの昇 格

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［このサーバをプライマリ サーバに昇 格 する］オプションをクリックし

て、［次 へ］をクリックします。

3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。

注 ：Un ico d e ベースの東 アジア言 語 文 字 ( JIS2004 な ど ) を含 む

データを保 護 する必 要 がある場 合 は、データ検 索 および並 べ替

えを可 能 にするために SQL 照 合 順 序 を有 効 にする必 要 がありま

す。このためには、［SQL Se rve r E xp re ss インスタンス］ダイアログ

ボックスで［言 語 サポート オプション］をクリックし、画 面 の指 示 に

従 って設 定 を完 了 します

( A rcse rve Ba cku p データベースを M icro so ft SQL Se rve r でホスト し

ている場 合 は、［データベースのインスト ール パスを選 択 してくださ

い］ダイアログ ボックスで［言 語 サポート オプション］をクリックしま
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

す ) 。

環 境 設 定 が完 了 したら、A rcse rve Ba cku p データベースをホスト す

るシステムに A rcse rve Ba cku p データベース保 護 エージェント をイン

スト ールする必 要 があります。

4 . A rcse rve データベース保 護 エージェント をインスト ールするには、

以 下 のいずれかを実 行 します。

SQL Se rve r データベースが A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ

にインスト ールされている場 合 、W in d ow s エクスプローラを開

いて、以 下 のディレクト リを参 照 します。

C :\P ro g ra m F ile s \A rcse rve \A rcse rve
B a cku p \P a cka g e s \A S D B S Q L A g e n t

SQL Se rve r データベースが A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ

にインスト ールされていな い場 合 、W in d ow s エクスプローラを

開 いて、以 下 のディレクト リを参 照 します。

C :\P ro g ra m F ile s \A rcse rve \A rcse rve
B a cku p \P a cka g e s \A S D B S Q L A g e n t

SQL Se rve r データベース インスト ールをホスト するシステムの

任 意 の場 所 に、A SDBSQLA gen t ディレクト リの内 容 をコピーし

ます。

5 . A SDBSQLA gen t ディレクト リで、以 下 のファイルをダブルクリックしま

す。

S Q L A g e n tR m tIn s t.e xe
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［A rcse rve B a ck u p A ge n t fo r SQ L セット アップ］ダイアログ ボックスが

表 示 されます。

6 . 現 在 のインスト ールに合 うように、以 下 のフィールド に入 力 しま

す。

SQL インスタンス名

保 護 する SQL インスタンスの名 前 を指 定 します。

認 証 モード

エージェント が A rcse rve データベースとの通 信 およびその保

護 に使 用 する認 証 モード を指 定 します。

［SQL 認 証 ］を認 証 モード に指 定 する場 合 、以 下 のフィール

ド に入 力 します。

［SQL SA 名 ］

SQL システム アカウント 名 を指 定 します。

［SQL SA パスワード ］

SQL システム アカウント パスワード を指 定 します。

7 . ［インスト ール］をクリックし、画 面 の指 示 に従 ってインスト ールを完

了 します。
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ

のメンバ サーバへの降 格

サーバ設 定 ウィザード を使 用 すると、A rcse rve Ba cku p プライマリ

サーバと A rcse rve Ba cku p スタンド アロン サーバを A rcse rve
Ba cku p メンバサーバに降 格 させることができます。

降 格 プロセスでは、プライマリ サーバと関 連 メンバ サーバおよび

Da ta M o ver サーバのジョブ、メディア、デバイスな どに関 連 するす

べての A rcse rve Ba cku p データベース情 報 を別 の A rcse rve Ba cku p
ド メインに転 送 できます。

プライマリ サーバをメンバ サーバに降 格 する前 に、以 下 の考 慮 事

項 およびベスト プラクティスを確 認 してください。

降 格 プロセスを開 始 する前 に、プライマリ サーバのすべての

ジョブが停 止 している必 要 があります。A rcse rve Ba cku p は、

［レディ］状 態 のすべてのジョブを検 出 して、［ホールド ］状 態 に

します。進 行 中 のプロセスがある場 合 、メ ッセージが表 示 さ

れ、進 行 中 のすべてのジョブが完 了 するまで降 格 プロセスは

一 時 停 止 します。A rcse rve Ba cku p

降 格 したプライマリ サーバを別 のプライマリ サーバのド メインに

追 加 するには、A rcse rve Ba cku p 認 証 情 報 を指 定 する必 要 が

あります ( 例 ：caroot および A rcse rve Ba cku p パスワード ) 。メン

バ サーバを A rcse rve Ba cku p ド メインに追 加 できるようにする

処 理 では、W in d ow s 認 証 が使 用 できません。

降 格 するプライマリ サーバにメンバ サーバの関 係 または Da ta
M o ver サーバの関 係 、またはその両 方 が含 まれている場 合 、

サーバ環 境 設 定 ウィザード は、プライマリ サーバが管 理 してい

るサーバのリスト と以 下 のオプションを表 示 します。

プライマリ サーバを降 格 します。

プライマリ サーバを降 格 し、そのプライマリ サーバが管 理

しているメンバ サーバおよび Da ta M o ver サーバが新 しい

ド メインに所 属 できるようにします。

ベスト プラクティスとして、プライマリ サーバを降 格 する前 に、メ

ンバ サーバを別 の A rcse rve Ba cku p ド メインに移 動 し、Da ta
M o ver サーバを別 のプライマリ サーバに登 録 します。必 要 な

場 合 は、メンバ サバをプライマリ サーバまたはスタンド アロン
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A rcse rve Ba cku p サーバに昇 格 できます。同 様 に、メンバ サー

バの昇 格 はプライマリ サーバを降 格 する前 に行 います。

降 格 するプライマリ サーバに Da ta M o ver サーバ関 係 が含 まれ

ている場 合 、プライマリ サーバを降 格 し、Da ta M o ver サーバを

別 のプライマリ サーバに登 録 した後 に、Da ta M o ver サーバの

ファイル システム デバイス設 定 を再 設 定 する必 要 がありま

す。

降 格 するプライマリ サーバが G lo b a l Da sh b o a rd ド メインのセン

ト ラル Da sh b o a rd サーバとしても 設 定 されており、このサーバの

グループ環 境 設 定 および登 録 ブランチ情 報 を保 持 する場 合

は、新 しいセント ラル Da sh b o a rd サーバを設 定 するまで、この

Da sh b o a rd 情 報 を一 時 的 な 場 所 にエクスポート する必 要 が

あります。Da sh b o a rd 情 報 のエクスポート 方 法 については、

「 Dashboard ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

降 格 するプライマリ サーバが、M icro so ft SQL Se rve r データベー

スのリモート インスト ールを実 行 している A rcse rve Ba cku p ド メ

インに所 属 し、さらに W in d ow s 認 証 を使 用 して SQL Se rve r
データベースと通 信 している場 合 、降 格 プロセスを開 始 する

前 に、W in d ow s 認 証 を使 用 し、さらに ODBC を介 して通 信 す

るシステム アカウント を新 しいメンバ サーバに設 定 する必 要 が

あります。

登 録 されているすべてのライセンスは、降 格 したプライマリ サー

バから削 除 されます。

降 格 前 に別 の ca ro o t ユーザ アカウント を使 用 してジョブを設

定 していた場 合 、新 し くメンバ サーバを追 加 するド メインのプラ

イマリ サーバ上 では、マイグレート 済 みジョブを管 理 する際

に、すべてのマイグレート 済 みジョブの所 有 者 として元 の

ca ro o t アカウント およびパスワード を使 用 する必 要 がありま

す。

以 下 の表 は、データベース マイグレーションの各 シナリオに基

づき、降 格 したプライマリ サーバから、新 しいメンバ サーバ ( 降
格 したプライマリ サーバ ) が加 わるド メインに A rcse rve Ba cku p
がマイグレート するデータの種 類 を示 しています。

降 格 し

たプライ

マリ サー

バ上 の

データ

新 しいプ

ライマリ

サーバ

上 の

データ

デー

タ

ベー

ス

デー

ジョブおよびジョブ履 歴 データのマ

イグレーション

認

証

デー

タの

マイ
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［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

ベース ベース

タの

マイ

グ

レー

ション

グ

レー

ショ

ン

M ic rosoft
SQ L
Se rve r

M ic rosoft
SQ L
Se rve r
E xpre ss
Edition

x x x

M ic rosoft
SQ L
Se rve r
E xpre ss
Edition

M ic rosoft
SQ L
Se rve r
E xpre ss
Edition

x x x

M ic rosoft
SQ L
Se rve r

M ic rosoft
SQ L
Se rve r

○

○

注 ：降 格 前 に別 の ca root ユーザ アカ

ウント を使 用 してジョブを設 定 していた

場 合 、新 しくメ ンバ サーバを追 加 する

ド メ インのプライマリ サーバ上 では、マイ

グレート 済 みジョブを管 理 する際 に、

すべてのマイグレート 済 みジョブの所 有

者 として元 の ca root アカウント およびパ

スワード を使 用 する必 要 があります。

x

M ic rosoft
SQ L
Se rve r
E xpre ss
Edition

M ic rosoft
SQ L
Se rve r

○

○

注 ：降 格 前 に別 の ca root ユーザ アカ

ウント を使 用 してジョブを設 定 していた

場 合 、新 しくメ ンバ サーバを追 加 する

ド メ インのプライマリ サーバ上 では、マイ

グレート 済 みジョブを管 理 する際 に、

すべてのマイグレート 済 みジョブの所 有

者 として元 の ca root アカウント およびパ

スワード を使 用 する必 要 があります。

x

プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバをメンバ サーバに降

格 する方 法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［このサーバをメンバ サーバに降 格 する］をクリックして、［次 へ］を

クリックします。
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3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。

4 . ( オプション ) 環 境 設 定 が完 了 したら、以 下 の手 順 を実 行 して、

降 格 したサーバから A rcse rve データベース保 護 エージェント をアン

インスト ールできます。

W in d ow s の［コント ロール パネル］から、［プログラムの追 加 と

削 除 ］を開 きます。

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft SQL を参 照 および選 択

します。

［削 除 ］ボタンをクリックして、エージェント をアンインスト ールし

ます。

［エージェント のアンインスト ール］メ ッセージ ボックスが表 示 されま

す。

5 . ［A gen t fo r A rcse rve Da tab a se］オプションを選 択 して、［OK］をク

リックします。

画 面 の指 示 に従 い、アンインスト ールを完 了 します。

6 . ( オプション ) 降 格 したプライマリ サーバの A rcse rve ライセンスを別

の A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバに移 動 するには、以 下 の手

順 を実 行 します。

a . 降 格 したプライマリ サーバで、以 下 のディレクト リにある ca .o lf
というラベルのファイルを探 します。

c :\p ro g ra m file s \ca \S h a re d C o m p o n e n ts \ca _ lic

b . ca .o lf を ca .o ld という名 前 で保 存 します。

c. 降 格 したプライマリ サーバから他 のプライマリ サーバにある以

下 のディレクト リに ca .o ld をコピーします。

c :\p ro g ra m file s \ca \S h a re d C o m p o n e n ts \ca _ lic

d . 他 の A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバで、コマンド ライン

ウィンド ウを開 いて、以 下 のユーティリティを開 きます。

c :\p ro g ra m file s \ca \S h a re d C o m p o n e n ts \ca _ lic \m e rg e o lf.e xe

M ergeO LF コマンド の使 用 の詳 細 については、「コマンド ライ

ン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。

7 . 降 格 したプライマリ サーバから A rcse rve Ba cku p サーバ ベース オ

プションをアンインスト ールします。

サーバ管 理 マネージャを使 用 すると、降 格 したプライマリ サーバか

ら以 下 のサーバ ベース オプションをアンインスト ールできます。
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C en tra l M an agem en t Op t io n

Tap e Lib ra ry Op t io n

Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N ) Op t io n

注 ：詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p サーバ ベース オプション

のインスト ールおよびアンインスト ール」を参 照 してください。

W in d ow s の［プログラムの追 加 と削 除 ］を使 用 して、降 格 したプラ

イマリ サーバのその他 のオプション ( G lo b a l Da sh b o a rd な ど ) をすべ

て削 除 する必 要 があります。

注 ：A rcse rve Ba cku p サーバにインスト ールできる A rcse rve Ba cku p
サーバ ベース オプションの詳 細 については、実 装 ガイド の

「 A rcse rve Ba cku p サーバ インスト ールのタイプ」を参 照 してくださ

い。

8 . メンバ サーバ ( プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバから降

格 ) が加 えられたド メインのプライマリ サーバを再 起 動 します。この

手 順 により、メンバ サーバのバックアップ データに関 する正 確 な 情

報 がプライマリ サーバ上 で維 持 されます。
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メ ンバ サーバを異 な る A rc se rve B a c ku p ド メ

インに割 り当 て

サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して、メンバ サーバを異 な る

A rcse rve Ba cku p ド メインに移 動 できます。

メンバ サーバを異 な る A rcse rve Ba cku p ド メインに移 動 する前 に、

以 下 を確 認 します。

移 動 プロセスを開 始 する前 に、メンバ サーバのすべてのジョブ

が停 止 している必 要 があります。A rcse rve Ba cku p は、［レディ］

状 態 のすべてのジョブを検 出 して、［ホールド ］状 態 にします。

進 行 中 のジョブがある場 合 、A rcse rve Ba cku p はメッセージを

表 示 し、進 行 中 のすべてのジョブが完 了 するまで移 動 プロセ

スは一 時 停 止 します。

メンバ サーバが別 の A rcse rve Ba cku p ド メインに参 加 した後 、

以 前 のド メインに関 連 付 けられたジョブは新 しいド メインにマイ

グレート されます。ただし、メンバ サーバに関 連 するすべての

データベース情 報 は、以 前 のド メインに残 ります。

メンバ サーバを異 な る A rcse rve B a ck u p ド メインに移 動 する方 法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［このサーバを他 の A rcse rve B a ck u p ド メインに移 動 する］オプショ

ンを選 択 して、［次 へ］をクリックします。

3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。
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A rc se rve B a c ku p ド メ イン管 理 者 ( c a ro o t)
アカウント のパスワード の変 更

ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合 わせて

指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。合 計 15
バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。［サー

バ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 して、A rcse rve Ba cku p ド メイン管

理 者 ( ca ro o t) アカウント のパスワード を変 更 できます。ド メイン管

理 者 アカウント では、A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールにログ

インして、管 理 タスクを実 行 できます。

ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合 わせて

指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。合 計 15
バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 します。

A rcse rve Ba cku p システム アカウント のパスワード を変 更 するに

は、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバにログインする必 要 がありま

す。

注 ：［サーバ管 理 ］を使 用 して、メンバ サーバのシステム アカウン

ト のパスワード を変 更 してください。詳 細 については、「 A rcse rve
Ba cku p システム アカウント の変 更 または修 正 」を参 照 してくださ

い。

A rcse rve B a ck u p ド メイン管 理 者 ( ca ro o t) アカウント のパスワード

を変 更 する方 法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［バックアップ サーバのログオン /管 理 パスワード ］オプションをクリッ

クして、［次 へ］をクリックします。

3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。
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A rc se rve B a c ku p 設 定 の修 復

インスト ール エラーは、プライマリ サーバまたはメンバ サーバ上

で、A rcse rve Ba cku p をインスト ールまたは以 前 のリリースからアッ

プグレード する際 に発 生 することがあります。たとえば、インスト ー

ルが不 完 全 であったとします。

インスト ール ウィザード がエラーを検 出 した場 合 は、［サーバ環 境

設 定 ウィザード ］によって、インスト ール エラーを修 正 するよう指 示

するメッセージが表 示 されます。

以 下 の手 順 では、A rcse rve Ba cku p 設 定 の修 正 方 法 を説 明 しま

す。

A rcse rve B a ck u p 設 定 を修 復 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p をインスト ール、または以 前 のリリースから

A rcse rve Ba cku p をアップグレード します。

インスト ール ウィザード がプライマリ サーバでインスト ール エラーを

検 出 した場 合 は、以 下 の画 面 のような ［A rcse rve Ba cku p 環 境

設 定 修 復 モード ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。
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インスト ール ウィザード がメンバ サーバでインスト ール エラーを検

出 した場 合 は、以 下 の画 面 のような ［A rcse rve Ba cku p 環 境 設

定 修 復 モード ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

サーバ環 境 設 定 ウィザード が修 復 モード で開 始 します。

メ ッセージに従 い、続 いて表 示 されるダイアログ ボックスで必 要 な

フィールド への入 力 を完 了 し、A rcse rve Ba cku p 設 定 を修 復 しま

す。
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プライマリ サーバ上 での A rc se rve データ

ベース接 続 の修 復

このタスクによって、プライマリ サーバと M icro so ft SQL Se rve r でホ

スト されている A rcse rve データベース インスタンスの間 の ODBC
( Op en Da tab a se C o n n ect iv ity ) 通 信 を修 復 でき、メンバ サーバを

プライマリ サーバに登 録 できます。

［データベース接 続 を修 復 する］オプションは、スタンド アロン サー

バでのインスト ールの場 合 、または M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss Ed it io n を使 用 して A rcse rve データベースをホスト してい

る場 合 は無 効 です。

ODBC は、ネット ワークを通 じて通 信 する M icro so ft SQL Se rve r イ

ンスタンスとデータベース エンジンが通 信 する場 合 の最 も 効 率 的

な 方 法 です。場 合 によっては、ネット ワーク通 信 の問 題 、

M icro so ft SQL Se rve r 通 信 設 定 の問 題 、またはその両 方 によっ

て、データベース エンジンが、RPC ( Rem o te Pro ced u re C a ll、リモー

ト プロシージャ コール ) 通 信 を使 用 して A rcse rve データベース イ

ンスタンスと通 信 することがあります。その結 果 、RPC 通 信 は

A rcse rve データベースのパフォーマンスに悪 影 響 を与 えます。

この問 題 を解 決 するには、SQL Se rve r C o n figu ra t io n M an age r を

使 用 して通 信 のト ラブルシューティングと修 復 を行 ってから、［サー

バ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 してデータベース エンジンと

A rcse rve データベース インスタンスの間 の ODBC 通 信 を修 復 しま

す。

プライマリ サーバ上 で A rcse rve データベース接 続 を修 復 する方

法

1 . A rcse rve Ba cku p がインスト ールされているプライマリ サーバまたは

スタンド アロン サーバにログインします。

注 ：マネージャ コンソ ールを開 かな いでください。

2 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

3 . ［メンバ サーバのデータベース接 続 を修 復 する］オプションを選 択

して、［次 へ］をクリックします。
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4 . メ ッセージに従 い、続 いて表 示 されるダイアログ ボックスで必 要 な

フィールド への入 力 を完 了 し、データベース接 続 を修 復 します。

注 ：A rcse rve メンバ サーバを管 理 するプライマリ サーバ上 でデータ

ベース接 続 を修 復 する場 合 、［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］で

は、 ド メインにあるすべてのメンバ サーバのデータベース接 続 の修

復 を試 みます。
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メ ンバ サーバ上 での A rc se rve データベース

接 続 の修 復

このタスクによって、メンバ サーバと M icro so ft SQL Se rve r でホスト

されている A rcse rve データベース インスタンスの間 の Open
Da tab a se C o n n ect iv ity ( ODBC ) 通 信 を修 復 できます。

ODBC は、ネット ワークを通 じて通 信 する M icro so ft SQL Se rve r イ

ンスタンスとデータベース エンジンが通 信 する場 合 の最 も 効 率 的

な 方 法 です。場 合 によっては、ネット ワーク通 信 の問 題 、

M icro so ft SQL Se rve r 通 信 設 定 の問 題 、またはその両 方 によっ

て、データベース エンジンが、リモート プロシージャ コール ( R PC ) 通
信 を使 用 して A rcse rve データベース インスタンスと通 信 することが

あります。その結 果 、RPC 通 信 は A rcse rve データベースのパフォー

マンスに悪 影 響 を与 えます。

この問 題 を解 決 するには、SQL Se rve r C o n figu ra t io n M an age r を

使 用 して通 信 のト ラブルシューティングと修 復 を行 ってから、［サー

バ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 してデータベース エンジンと

A rcse rve データベース インスタンスの間 の ODBC 通 信 を修 復 しま

す。

メンバ サーバ上 で A rcse rve データベース接 続 を修 復 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p がインスト ールされているメンバ サーバにログイン

します。

注 ：マネージャ コンソ ールを開 かな いでください。

2 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

3 . ［データベース接 続 の修 復 ］オプションを選 択 して、［次 へ］をクリッ

クします。

4 . メ ッセージに従 い、続 いて表 示 されるダイアログ ボックスで必 要 な

フィールド への入 力 を完 了 し、データベース接 続 を修 復 します。

930 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

A rc se rve B a c ku p ド メ イン メンバ サーバとし

ての仮 想 クラスタの登 録

A rcse rve Ba cku p では、仮 想 クラスタをド メイン メンバ サーバとして

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバに登 録 できます。バックアップと

リスト アの処 理 で以 下 の要 件 があるとき、仮 想 クラスタをド メイン

メンバ サーバとして登 録 できます。

M icro so ft C lu ste r Se rve r ( M SC S) 環 境 で、クラスタに対 応 した

仮 想 設 定 をサポート するアプリケーションを保 護 する

( M icro so ft SQL Se rve r な ど ) 。

M SCS に登 録 されるサービスまたはアプリケーションの仮 想 名 を

使 用 して、アプリケーション データ ( バックアップ ジ ョブとリスト ア

ジ ョブのサブミット ) を保 護 する。

バックアップ マネージャの［ソ ース］タブと［デスティネーション］タ

ブに、サービスまたはアプリケーションの仮 想 名 を追 加 する。

ローカル エリア ネット ワーク ( LA N ) ではな く、スト レージ エリア

ネット ワーク ( SA N ) で、バックアップ ジ ョブとリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する。

注 ：この種 類 のバックアップをサブミット するためには、M SCS ク

ラスタ内 の物 理 ノード が SAN と共 有 テープ ライブラリに接 続 さ

れている必 要 があります。

このタスクを実 行 するためには、仮 想 クラスタとメンバ サーバが同

じ物 理 マシンに配 置 されていな ければな りません。また、このタス

クの実 行 中 、仮 想 クラスタとメンバ サーバがオンライン状 態 である

必 要 があります。

このタスクは、以 下 のいずれかの W in d ow s オペレーティング シス

テムに M SCS がインスト ールされているクラスタ環 境 で実 行 できま

す。

W in d ow s Se rve r2003

W in d ow s Se rve r 2008

W in d ow s Se rve r 2008 R2

W in d ow s Se rve r2012

このタスクを実 行 する前 に、前 提 条 件 とな る以 下 のタスクが完 了

していることを確 認 してください。

第 8章 : バックアップ サーバの管 理 931



［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 した A rc se rve サーバの管 理

プライマリ サーバに登 録 するノード に M SCS がインスト ールされ

ている。

A rcse rve Ba cku p メンバ サーバ コンポーネント およびアプリケー

ション エージェント が、クラスタ内 のすべてのノード にインスト ー

ルされている。

プライマリ サーバに登 録 する仮 想 クラスタに含 まれている物 理

ノード が、SAN と共 有 ライブラリに接 続 されている。

仮 想 クラスタを A rcse rve B a ck u p ド メイン メンバ サーバとして登 録

する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p メンバ サーバにログインします。

2 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

サーバ環 境 設 定 ウィザード が開 き、［オプションの選 択 ］ダイアログ

ボックスが表 示 されます。

3 . ［A rcse rve Ba cku p ド メイン メンバ サーバとして仮 想 クラスタを登

録 ］をクリックし、［次 へ］をクリックします。

［ca ro o t の確 認 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ca ro o t パスワード を指 定 し、［次 へ］をクリックします。

［クラスタ ノード のチェック］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . プライマリ サーバに登 録 する仮 想 名 の横 のチェック ボックスをオン

にし、［次 へ］をクリックします。

6 . 登 録 が正 常 に完 了 すると、［完 了 ］ダイアログ ボックスが表 示 され

ます。

［完 了 ］をクリックしてサーバ環 境 設 定 ウィザード を終 了 します。

注 ：登 録 処 理 で 1 つ以 上 の仮 想 クラスタを登 録 できな かった場

合 、ウィザード ではプライマリ サーバに登 録 されな かったノード のリ

スト が表 示 されます。

7 . バックアップ マネージャを開 き、［デスティネーション］タブをクリックし

ます。

注 ：このタスクの実 行 中 にバックアップ マネージャが開 いていた場

合 は、A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールをいったん閉 じ、も う

一 度 開 いてください。

サーバ ディレクト リ ツリーが表 示 されます。
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8 . プライマリ サーバに登 録 したノード を右 クリックし、コンテキスト メ

ニューの［更 新 ］をクリックします。

仮 想 ノード に正 しいステータスが表 示 されます。

注 ：メンバ サーバにデータをバックアップできるように、十 分 な 数 の

A rcse rve Ba cku p サーバ コンポーネント ライセンスを持 っているかど

うか確 認 することをお勧 めします。メンバ サーバ ( 仮 想 クラスタ ) に
ジョブをサブミット するためには、メンバ サーバに A rcse rve Ba cku p
サーバ コンポーネント ライセンスを適 用 する必 要 があります。ライ

センス数 は、A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のメンバ サーバとして登

録 した仮 想 クラスタの数 に基 づいて使 用 されます。
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A rc se rve B a c ku p によるド メ イン コント ローラ

サーバ上 での A c tive D ire c to ry データの保

護 方 法

A ct ive D ire cto ry は、ド メイン コント ローラ サーバに保 存 されている

階 層 的 な データベースです。A ct ive D ire cto ry には、コンピュータ

ユーザ、グループ、プリンタ、コンピュータ ネット ワーク環 境 設 定

データな どに関 する静 的 な 情 報 が含 まれています。

A rcse rve Ba cku p では、W in d ow s Se rve r 2003、W in d ow s Se rve r
2008、および W in d ow s Se rve r 2012 システム上 で A ct ive D ire cto ry
全 体 をバックアップおよびリスト アできます。W in d ow s Se rve r
2003、W in d ow s Se rve r 2008、および W in d ow s Se rve r 2012 システ

ムでは、オブジェクト レベルの単 位 で A ct ive D ire cto ry をリスト アで

きます。

A ct ive D ire cto ry ファイル ( * .d it とログ ファイル ) は、以 下 の条 件 を

満 たすすべてのド メイン コント ローラ サーバにリスト アできます。

C lien t A gen t fo r W in d ow s がド メイン コント ローラ サーバにイン

スト ールされている。

ド メイン コント ローラ サーバが、バックアップを取 得 したサーバと

同 じ ド メインに存 在 する。

ド メイン コント ローラ サーバ上 で動 作 するオペレーティング シス

テムのバージョン、リリース、サービス パックが、バックアップを取

得 したサーバと同 じである。

A rcse rve Ba cku p では、以 下 の方 法 で A ct ive D ire cto ry を保 護 で

きます。

システム状 態 を元 の場 所 にリスト ア -- A rcse rve Ba cku p では、

A ct ive D ire cto ry 内 のすべてのオブジェクト を含 むシステム状 態

を、バックアップしたサーバにリスト アできます。この方 法 では、

A ct ive D ire cto ry 内 のすべてのオブジェクト を上 書 きします。

A ct ive D ire cto ry 全 体 を以 前 の状 態 にリスト アする必 要 がある

場 合 に、この方 法 を使 用 します。

A ctive D ire cto ry を別 の場 所 にリスト ア -- A rcse rve Ba cku p で

は、A ct ive D ire cto ry を別 の場 所 にリスト アできます。この方 法

では、W in d ow s Se rve r 2003、W in d ow s Se rve r 2008、および

W in d ow s Se rve r 2012 システム上 の A ct ive D ire cto ry データ
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を、2 段 階 のプロセスでリスト アします。この方 法 では、最 初 に

リスト ア マネージャを使 用 して A ct ive D ire cto ry を別 の場 所 に

リスト アし、次 に、A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル

リスト ア ユーティリティを使 用 して A ct ive D ire cto ry オブジェクト

をリスト アします。

リスト ア先 とな る場 所 は、ド メイン コント ローラ サーバとして機

能 していな いサーバ上 に配 置 できます。ただし、最 善 の方 法

は、A ct ive D ire cto ry をバックアップ元 のサーバ上 にある別 の場

所 にリスト アすることです。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、読 み取 り専 用 ド メイン コント ローラ

として機 能 する W in d ow s Se rve r 2008 および W in d ow s Se rve r
2012 システム上 の A ct ive D ire cto ry オブジェクト を、オブジェク

ト レベルの単 位 でリスト アすることはできません。

例 ：Act ive D irecto ry をオブジェクト レベルの単 位 でリスト アするケース

システム管 理 者 が、ユーザのグループ、グループまたはオブジェ

クト を A ct ive D ire cto ry から誤 って削 除 してしまった。

注 ：A ct ive D ire cto ry のデータを保 護 するために、ド メイン コント

ローラ サーバで A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r W in d ow s のライ

センスを登 録 しておく必 要 があります。

A rcse rve Ba cku p では、以 下 の A rcse rve Ba cku p リリースを使 用 し

てバックアップされた A ct ive D ire cto ry データをリスト アします。

A rcse rve Ba cku p r12 .G en e ra l A va ila b il ity ( G A ) リリースと最 新

のサービス パックがすべて含 まれます。

A rcse rve Ba cku p r12 .5。G en era l A va ila b il ity リリースと最 新 の

サービス パックがすべて含 まれます。

A rcse rve Ba cku p のこのリリース。

A rcse rve A ct ive D ire cto ry Ob ject Leve l R esto re ユーティリティを使

用 して、以 下 の A ct ive D ire cto ry オブジェクト をリスト アします。

部 門

ユーザ

グループ

コンピュータ

連 絡 先

接 続

共 有 フォルダ
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プリンタ

サイト

サイト コンテナ

サイト リンク

サイト リンク ブリッジ

サイト 設 定

サブネット コンテナ

信 頼 ド メイン

環 境 設 定 クラス

Lo sta n d fo u n d クラス

Bu ilt in d om a in クラス

Dn szo n e クラス

ド メイン クラス

Dom a in d n s クラス

Dm d クラス

組 織 単 位 クラス

Co n ta in e recifie rs クラス

A rcse rve A ct ive D ire cto ry Ob ject Leve l R esto re ユーティリティは以

下 の A ct ive D ire cto ry オブジェクト をリスト アできません。

システム スキーマ

グローバル ポリシー オブジェクト ( G PO )

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A ct ive D ire cto ry のバックアップ

A ct ive D ire cto ry オブジェクト のリスト ア

A ct ive D ire cto ry を回 復 した後 、M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2010
のメールボックスがレガシー メールボックスとして表 示 される

A ct ive D ire cto ry 回 復 後 の M icro so ft E x ch an ge Se rve r ユーザ パス

ワード のリセット
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A c tive D ire c to ry のバックアップ

コンピュータのシステム状 態 をバックアップするには、複 数 の方 法

があります。

他 のバックアップ ジ ョブを作 成 するようにバックアップ ジ ョブを作

成 し、ジョブのソ ース選 択 でコンピュータのシステム状 態 オブ

ジェクト を含 めます。

コンピュータのシステム状 態 のみを含 むバックアップ ジ ョブを作

成 します。

注 ：以 下 の手 順 では、通 常 のバックアップ ジ ョブをサブミット する

方 法 について説 明 します。ステージング バックアップとデデュプリ

ケーション バックアップ ジ ョブのサブミット の詳 細 については、「デー

タのバックアップ」を参 照 してください。

A ctive D ire cto ry のバックアップ方 法
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1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 き、［スタート ］タブを選 択

します。

バックアップ ジ ョブの種 類 が表 示 されます。

2 . ［標 準 バックアップ］をクリックして、通 常 のバックアップ ジ ョブを指

定 します。

注 ：バックアップ ジ ョブの種 類 の詳 細 については、「データのバック

アップ」を参 照 してください。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ ソ ースのディレクト リ ツリーが表 示 されます。

4 . バックアップするコンピュータを参 照 します。

サーバに含 まれるボリュームを展 開 し、システム状 態 オブジェクト

を表 示 します。

5 . システム状 態 の隣 のチェック ボックスをクリックします。

注 ：バックアップ マネージャでは、A ct ive D ire cto ry のみを選 択 す

ることはできません。

6 . ［スケジュール］タブをクリックし、システム状 態 をバックアップするタ

イミングと頻 度 を指 定 します。

注 ：ジョブのスケジューリングの詳 細 については、「ジ ョブのカスタマ

イズ」を参 照 してください。

7 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

利 用 可 能 な デバイス グループがディレクト リ ツリーに表 示 されま

す。

8 . バックアップ データを保 存 するデバイス グループを選 択 します。

9 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックし、ジョブのバックアップ オ

プションを指 定 します。

注 ：バックアップ オプションの詳 細 については、「データのバックアッ

プ」を参 照 してください。

10 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

ジョブがサブミット されます。
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A c tive D ire c to ry オブジ ェクト のリスト ア

A rcse rve Ba cku p では、オブジェクト レベルの単 位 で A ct ive
D ire cto ry をリスト アできます。ただし、A ct ive D ire cto ry オブジェクト

をリスト アする前 に、A ct ive D ire cto ry をマシンのシステム状 態 の

一 部 としてバックアップしておく必 要 があります。

A ct ive D ire cto ry オブジェクト の回 復 プロセスは 2 段 階 で構 成 され

ます。

リスト ア マネージャを使 用 して、A ct ive D ire cto ry バックアップ

データを別 の場 所 にリスト アします。リスト ア先 の場 所 は、シス

テム状 態 をバックアップしたサーバ上 に配 置 する必 要 がありま

す。

A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア ユーティリ

ティを使 用 して、現 在 の A ct ive D ire cto ry に A ct ive D ire cto ry オ

ブジェクト を回 復 します。

A ct ive D ire cto ry を元 の場 所 にリスト アすると、その A ct ive
D ire cto ry に含 まれているすべてのオブジェクト がリスト アされます。

A ct ive D ire cto ry を元 の場 所 にリスト アするプロセスは、ファイル、

ディレクト リな どをリスト アするプロセスと同 じです。詳 細 について

は、「データのリスト ア」を参 照 してください。

A ctive D ire cto ry オブジェクト のリスト ア方 法

1 . ［リスト ア マネージャ］ウィンド ウを開 いて、［ソ ース］をクリックし、リ

スト アする A ct ive D ire cto ry を含 むサーバおよびシステム状 態 を

展 開 します。

2 . 以 下 の画 面 が示 すように、［A ct ive D ire cto ry］の隣 のチェック ボッ

クスをクリックします。
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3 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

4 . ［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］オプションをオフにします。

5 . ［場 所 ］フィールド で、別 の場 所 のパスを指 定 します。

例 :

\\1 7 2 .3 1 .2 5 5 .2 5 4 \E :\A c tive D ire c to ry のリスト ア デスティネーション

6 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

7 . ［サブミット ］ダイアログ ボックスで必 要 な フィールド に入 力 し、

［OK］をクリックします。

リスト アが完 了 した後 、回 復 されたデータが指 定 した別 の場 所 に

表 示 されます。

8 . ( オプション ) A ct ive D ire cto ry を代 替 サーバにリスト アするために、

前 の手 順 で指 定 したリスト ア デスティネーションから代 替 サーバに

ファイルをコピーします。

注 ：A ct ive D ire cto ry をリスト アしているマシン上 に代 替 ディレクト

リを指 定 することをお勧 めします。ただし、A ct ive D ire cto ry を代 替

サーバにリスト アする必 要 がある場 合 は、代 替 サーバからソ ース

サーバ、またはソ ース サーバと同 じ ド メイン内 にある他 の任 意 のド

メイン コント ローラにリスト アされた A ct ive D ire cto ry ファイルをコ

ピーできます。この機 能 に対 する制 限 は以 下 のとおりです。

C lien t A gen t fo r W in d ow s が代 替 サーバにインスト ールされ

ている必 要 があります。
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代 替 サーバ上 で動 作 するオペレーティング システムは、バッ

クアップがとられたサーバのオペレーティング システムと同 じ

バージョン、リリース、およびサービス パックである必 要 があり

ます。

9 . リスト アまたはコピーされた A ct ive D ire cto ry データを含 むド メイン

コント ローラ サーバにログインします。

以 下 の手 順 に従 い、A rcse rve Ba cku p A gen t 管 理 を起 動 します。

W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

A rcse rve Ba cku p［ A gen t 管 理 ］が開 きます。

注 A rcse rve Ba cku p：［ A gen t 管 理 ］が開 くには、ド メイン管 理 者

権 限 があるアカウント を使 用 してサーバにログインしている必 要 が

あります。

10 . ［A rcse rve Ba cku p A gen t 管 理 ］ダイアログ ボックスの［オプション］メ

ニューで、［AD オブジェクト レベル リスト ア ユーティリティ］をクリック

します。

［A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア］ダイアログ

ボックスが開 きます。

11 . ［A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア］ユーティリ

ティで［開 く］をクリックします。

［A ct ive D ire cto ry ファイルを開 く］ダイアログ ボックスが開 きます。

A ct ive D ire cto ry バックアップのリスト ア ポイント がリスト ア ポイント

リスト に表 示 されます。

( オプション ) 他 のリスト ア ポイント を参 照 するには、省 略 記 号 をク

リックします。

リスト ア ポイント を選 択 し、［OK］をクリックします。

左 ペイン -- 選 択 された A ct ive D ire cto ry n td s .d it データベー

ス ファイル内 に含 まれたオブジェクト をすべて表 示 できます。

右 ペイン -- 左 ペイン中 で選 択 された項 目 に関 連 する属 性 お

よび子 オブジェクト を表 示 できます。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、［A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェク

ト レベル リスト ア］ダイアログ ボックスに表 示 される A ct ive
D ire cto ry オブジェクト のみをリスト アすることができます。A rcse rve
Ba cku p は、システム関 連 オブジェクト をリスト アできません。
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12 . ( オプション ) ［リスト ア オプション］ダイアログ ボックスを開 くには、

ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p では、リスト アする A ct ive D ire cto ry オブジェクト

をフィルタし、リスト ア処 理 用 のログ レベルを指 定 することができま

す。

a . 必 要 な リスト ア オプションを指 定 します。

名 前 変 更 済 みオブジェクト をリスト アする -- 現 在 の

A ct ive D ire cto ry 内 で名 前 を変 更 されたオブジェクト をリ

スト アできます。

移 動 済 みオブジェクト をリスト アする -- 別 の場 所 に移 動

されたオブジェクト をリスト アできます。

完 全 に削 除 されたオブジェクト をリスト アする -- 現 在 の

A ct ive D ire cto ry から完 全 に削 除 されたオブジェクト をリ

スト アします。

b . 必 要 な ログ レベル オプションを指 定 します。

デバッグ レベル -- デバッグ ログに必 要 な 詳 細 レベルを

指 定 します。

デフォルト 値 ：0

範 囲 ：0 ～ 3

0 -- エラー メッセージをログ ファイルに出 力 します。
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1 -- エラーおよび警 告 メッセージをログ ファイルに出 力 し

ます。

2 -- エラー、警 告 、および情 報 メッセージをログ ファイル

に出 力 します。

3 -- エラー、警 告 、情 報 、およびデバッグ メッセージをロ

グ ファイルに出 力 します。

注 ：レベル 3 は最 も 詳 細 な 情 報 をログに記 録 します。

A ct ive D ire cto ry ファイルをリスト アする際 に問 題 が発 生

した場 合 、レベル 3 を指 定 してから、A rcse rve サポート

にログ ファイルを送 信 するようにしてください。

A ct ive D ire cto ry リスト ア処 理 では、以 下 のログ ファイルが生 成 さ

れます。

ad re sto rew .lo g

C ad Resto re .exe .trc

A rcse rve Ba cku p では、以 下 のディレクト リにログ ファイルが保 存 さ

れます。

C :\P ro g ra m F ile s \A rcse rve \A rcse rve B a cku p C lie n t A g e n t fo r
W in d o w s

［OK］をクリックして、［リスト ア オプション］ダイアログ ボックスを閉 じ

ます。

13 . ( オプション ) ［フィルタ設 定 ］ダイアログ ボックスを開 くには、ツール

バーの［フィルタ］ボタンをクリックします。

注 ：特 定 のオブジェクト を検 索 する際 には、フィルタを使 用 するこ

とを推 奨 します。

以 下 のいずれかのフィルタ設 定 を指 定 します。

すべての種 類 のオブジェクト を表 示 する -- ［CA A ct ive
D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア］ダイアログ ボックスにす

べてのオブジェクト を表 示 します。

( オプション ) 子 ノード の数 を制 限 するには、各 親 ノード の

［ノード の最 大 総 数 ］をクリックし、テキスト ボックスで制 限 を

指 定 します。

以 下 の種 類 のオブジェクト のみを表 示 する -- ［CA A ct ive
D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア］ダイアログ ボックスに特

定 の種 類 のオブジェクト のみを表 示 します。
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以 下 の名 前 のオブジェクト のみを表 示 する -- ［CA A ct ive
D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア］ダイアログ ボックスに特

定 の名 前 のオブジェクト のみを表 示 します。

注 ：マシンの A ct ive D ire cto ry には大 量 のブジェクト が含 まれ

ている場 合 があります。最 善 の方 法 としては、［以 下 の名 前

のオブジェクト のみを表 示 する］フィルタを使 用 してオブジェク

ト をフィルタし、リスト アするオブジェクト の名 前 を指 定 するこ

とをお勧 めします。

14 . ［OK］をクリックして［フィルタ設 定 ］ダイアログ ボックスを閉 じます。

15 . ［CA A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア］ダイアログ ボック

スで A ct ive D ire cto ry ツリーを展 開 し、リスト アするオブジェクト の

隣 にあるチェック ボックスをクリックします。

ツールバーの［リスト ア］ボタンをクリックし、指 定 したオブジェクト を

リスト アします。

A rcse rve Ba cku p によって、A ct ive D ire cto ry オブジェクト が現 在 の

A ct ive D ire cto ry にリスト アされます。

リスト アの完 了 後 、［リスト ア ステータス］メ ッセージ ボックスが開 き

ます。

注 ：［リスト ア ステータス］メ ッセージ ボックスには、ジョブの結 果 の

説 明 が表 示 されます。

16 . ［OK］をクリックして、メ ッセージ ボックスを閉 じます。

A ct ive D ire cto ry オブジェクト がリスト アされています。

17 . ( オプション ) リスト アのステータスを確 認 するためにツールバーの

［レポート ］をクリックします。

注 ：A rcse rve Ba cku p によってオブジェクト をリスト アすることができ

な かったことが報 告 された場 合 は、ジョブ レポート を確 認 してくだ

さい。
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A c tive D ire c to ry を回 復 した後 、M ic ro so ft
E x c h a n ge Se rve r 2 0 1 0 のメールボックスがレ

ガシー メールボックスとして表 示 される

M icro so ft E xch a n ge Se rve r 2 0 1 0 を実 行 中 の W in d o w s プラット

フォームで有 効

現 象

A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア ユーティリ

ティを使 用 して A ct ive D ire cto ry を回 復 した後 、M icro so ft
E x ch an ge Se rve r 2010 ユーザ アカウント の受 信 者 の種 類 の属 性

が、「ユーザ メールボックス」ではな く「レガシ メールボックス」と表

示 されます。また、回 復 が完 了 した後 、回 復 したユーザ アカウン

ト が無 効 にな ります。

解 決 策

この動 作 は、M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2010 ユーザ アカウント に

A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア ユーティリ

ティで回 復 できな い受 信 者 の種 類 に関 する属 性 が含 まれている

ために発 生 します。そのため、受 信 者 の種 類 が「ユーザー メール

ボックス」ではな く「レガシ メールボックス」と表 示 されます。

この問 題 を解 決 するには、以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve A ct ive D ire cto ry オブジェクト レベル リスト ア ユーティリ

ティを使 用 して、A ct ive D ire cto ry を回 復 します。

2 . M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2010 システムにログインします。

3 . W in d ow s PowerSh e ll を開 きます。

4 . 以 下 のコマンド を実 行 します。

S e t-M a ilb o x -id [ユーザ名 またはメ ールボックスのエイリアス ] -
A p p lyM a n d a to ryP ro p e rtie s
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A c tive D ire c to ry 回 復 後 の M ic ro so ft
E x c h a n ge Se rve r ユーザ パスワード のリセット

A rcse rve Ba cku p では、ド メイン コント ローラ サーバ上 に A ct ive
D ire cto ry を回 復 することができます。A ct ive D ire cto ry には

W in d ow s ユーザ アカウント に関 連 するデータが含 まれますが、

W in d ow s では、ユーザ アカウント のパスワード は A ct ive D ire cto ry
に保 存 されません。そのため、A ct ive D ire cto ry 回 復 処 理 中 に

ユーザのパスワード をリスト アすることはできません。A ct ive
D ire cto ry を回 復 した後 にユーザのパスワード をリセット するには、

以 下 のガイド ラインに従 ってください。

A ct ive D ire cto ry を回 復 する前 にユーザのアカウント が A ct ive
D ire cto ry に存 在 した場 合 、ユーザ アカウント のパスワード をリ

セット する必 要 はありません。

ユーザ アカウント が A ct ive D ire cto ry 存 在 しな かった場 合 ( 例 ：

削 除 した場 合 ) 、ユーザ アカウント のパスワード をリセット する

必 要 があります。
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A rc se rve B a c ku p サーバ ベース オプションの

インスト ールおよびアンインスト ール

プライマリおよびスタンド アロン A rcse rve Ba cku p サーバから、［サー

バ管 理 ］を使 用 して、以 下 の A rcse rve Ba cku p オプションをインス

ト ールおよびアンインスト ールできます。

A rcse rve Ba cku p C en tra l M an agem en t Op t io n

A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n

A rcse rve Ba cku p Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N ) Op t io n

A rcse rve Ba cku p サーバ ベース オプションをインスト ールおよびアン

インスト ールする前 に、以 下 を確 認 します。

オプションのインスト ールおよびアンインスト ールは、プライマリ

サーバまたはスタンド アロン A rcse rve Ba cku p サーバでのみ実

行 できます。

［オプションのインスト ール /アンインスト ール］ダイアログ ボックス

に表 示 される A rcse rve Ba cku p オプションは、設 定 している

A rcse rve Ba cku p サーバのタイプにより異 な ります。

サーバ ベース オプションをインスト ールする場 合 、すべての外

部 デバイス ( ライブラリな ど ) が、環 境 内 のプライマリ サーバ、メ

ンバ サーバ、および SAN に接 続 されていることを確 認 してくだ

さい。A rcse rve Ba cku p は、サポート されているデバイスを自 動

的 に検 出 し、テープ エンジンの開 始 時 にこれらが自 動 的 に使

用 できるように設 定 します。

A rcse rve Ba cku p が自 動 的 に検 出 しな いデバイスは手 動 で設

定 する必 要 があります。

A rcse rve B a ck u p サーバ ベース オプションをインスト ールおよびアン

インスト ールする方 法

1 . ホーム画 面 のナビゲーション バーにある［クイック スタート ］メニュー

から、［サーバ管 理 ］をクリックします。

［サーバ管 理 ］が開 きます。

2 . ド メイン ディレクト リ ツリーを展 開 し、オプションをインスト ールまた

はアンインスト ールするプライマリ サーバまたはスタンド アロン サー

バをクリックします。

ド メイン ディレクト リ ツリーは、以 下 のように表 示 されます。
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3 . オプションをインスト ールまたはアンインスト ールするサーバを右 ク

リックし、ポップアップ メニューから［オプションのインスト ール /アンイ

ンスト ール］を選 択 します。

［オプションのインスト ール /アンインスト ール］ダイアログ ボックスが

開 きます。

4 . ［オプションのインスト ール /アンインスト ール］ダイアログ ボックスの

［製 品 名 ］リスト から、インスト ールするオプションの横 にチェック

マークを付 け、アンインスト ールするオプションの横 のチェック マーク

を外 します。

5 . ［OK］をクリックして、画 面 の指 示 に従 い、インスト ールまたはアン

インスト ール、あるいはこれらの両 方 を完 了 します。
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検 出 設 定

ディスカバリ環 境 設 定 とは、ユーザのネット ワーク環 境 でコンピュー

タを定 期 的 に検 索 し、新 し く追 加 されたりアップグレード された

A rcse rve Ba cku p ソ フト ウェアを検 出 できるサービスです。ディスカ

バリ サーバは、企 業 ネット ワーク全 体 で A rcse rve 製 品 と一 緒 にイ

ンスト ールされている他 のすべてのディスカバリ サーバから情 報 を

収 集 するバックグラウンド プロセスとして実 行 されます。

ディスカバリ環 境 設 定 では、検 出 されたネット ワーク ターゲット 情

報 をリモート サーバに配 布 できます。この機 能 により、W in d ow s
ド メインまたはサブネット の IP アド レスを検 出 するためにディスカバ

リ サーバによって生 成 されるネット ワーク ト ラフィックの負 荷 を削 減

することができます。

ディスカバリ環 境 設 定 を使 用 して、以 下 のタスクを実 行 できま

す。

ディスカバリ サービスの開 始 または停 止

検 出 されたネット ワーク ターゲット が記 録 されたテーブルの配

布

ディスカバリ環 境 設 定 によって作 成 された 3 つのテーブル ( IP サ

ブネット 、IP サブネット マスク、W in d ow s ド メイン ) での情 報 の

追 加 、削 除 、または変 更

ディスカバリ環 境 設 定 パラメータの設 定 または変 更

ディスカバリ環 境 設 定 は、コマンド ラインまたは W in d ow s エクスプ

ローラから開 くことができます。

コマンド ライン -- d sco n fig.e xe を以 下 のディレクト リから開 始 し

ます。

C :\P ro g ra m F ile s \A rcse rve \S h a re d C o m p o n e n ts \A rcse rve
B a cku p \C A D S

W in d o w s エクスプローラ -- A rcse rve Ba cku p 共 有 コンポーネン

ト ディレクト リにある d sco n fig.e xe をダブルクリックします。例 ：

C :\P ro g ra m F ile s \A rcse rve \S h a re d C o m p o n e n ts \A rcse rve
B a cku p \C A D S
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ディスカバリ サービスの機 能

ディスカバリ サーバは、W in d ow sのサービスとして実 装 されます。

ディスカバリ サーバは、起 動 するとすぐに製 品 のリスト を確 認 し、

動 作 マスクを作 成 します。このマスクに基 づいて、ディスカバリ

サーバは以 下 の必 要 な コンポーネント を初 期 化 します。

Lis ten /Se ria l ize コンポーネント が最 初 に初 期 化 され、特 定 の

ポート ( またはメール スロット ) に対 する Lis tenを開 始 し、他 の

ディスカバリ サーバからの受 信 パケット ( メ ッセージ ) を受 信 しま

す。メ ッセージを受 信 すると、ディスカバリ サーバはデータ ( 存
在 する場 合 ) をリポジト リ( レジスト リな ど ) に書 き込 み、

Query/A d ve rt ise コンポーネント に通 知 します。

Query/A d ve rt ise コンポーネント は、Lis ten /Se ria l ize コンポーネ

ント から受 信 したメッセージ ( 製 品 リスト によって用 意 されます )
を、データの要 求 元 であるディスカバリ サーバに直 接 送 信 しま

す。ネット ワーク ターゲット ( IPサブネット またはW in d ow sド メイン

のリスト ) を手 動 で初 期 化 または実 行 した場 合 、コンポーネン

ト は、それらのターゲット に対 してメッセージをブロード キャスト

メッセージとして送 信 することも できます。この処 理 は、ネット

ワーク全 体 で他 のディスカバリ サーバを照 会 し、自 らが保 有 す

る A rcse rve Ba cku p 製 品 のリスト をアド バタイズするために行 わ

れます。
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ディスカバリ サービスの環 境 設 定 オプション

設 定 用 のオプションをニーズに合 わせて選 択 することで、照 会 を

ブロード キャスト する際 に使 用 する転 送 プロト コルを指 定 できま

す。そのためには、ディスカバリ環 境 設 定 で［環 境 設 定 ］ボタンを

クリックします。

［ネット ワーク］タブでは、検 出 するプロト コルを選 択 したり、TC P/ IP
サブネット スイープを定 義 したりできます。ディスカバリ サービスか

ら、指 定 した間 隔 で照 会 を繰 り返 しブロード キャスト させるには、

A rcse rve Ba cku p 製 品 のディスカバリを有 効 にします。

ディスカバリ サーバに、W in d ow sの新 規 ド メインまたは IPサブネット

のディスカバリ プロセスを実 行 させるには、ネット ワーク ディスカバ

リを有 効 にします。デフォルト では、ディスカバリ サービスが再 起 動

された場 合 にのみ、ディスカバリ サーバによってこのプロセスが実

行 されます。ネット ワーク環 境 の状 況 や規 模 に応 じて、実 行 間

隔 を調 整 できます。

注 ：このオプションを使 用 すると照 会 が継 続 的 にブロード キャスト

され、ネット ワーク ト ラフィックが増 加 する可 能 性 があるので、この

オプションを常 用 することはお勧 めしません。

ディスカバリ サービスの起 動 時 に、ディスカバリ環 境 設 定 アプリ

ケーションのテーブルをクリーニングする指 定 ができます。ディスカ

バリーのテーブルには、A rcse rve Ba cku p 製 品 がインスト ールされた

コンピュータについての情 報 が記 録 されています。このオプションを

有 効 にすると、ディスカバリ サービスはデータをテーブルからパージ

して、A rcse rve Ba cku p 製 品 がインスト ールされたコンピュータを検

出 し、テーブルを現 在 の正 確 な データに更 新 します。

重 要 ：［起 動 ］オプションの［ディスカバリ テーブルのクリーンアップ］

はデフォルト で有 効 に設 定 されています。このオプションを無 効 に

して、各 環 境 内 でシステムから A rcse rve Ba cku p アプリケーション

をアンインスト ールすると、ディスカバリ サービスの起 動 時 に、これ

らのコンピュータに関 する情 報 がテーブルに残 されたままにな りま

す。
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検 出 設 定

［ディスカバリ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックス

［ディスカバリ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスを使 用 すると、以 下 の

タスクを実 行 できます。

クエリーをブロード キャスト するために使 用 されるト ランスポート

プロト コルを指 定 します。

A rcse rve Ba cku p 製 品 のディスカバリを有 効 にすることにより、

実 行 間 隔 を指 定 して、DS ( D isco ve ry Se rv ice、ディスカバリ

サービス ) で繰 り返 し照 会 をブロード キャスト できるようにな りま

す。

この処 理 はネット ワーク ト ラフィックに負 担 をかけることがあるた

め、実 行 する際 には注 意 が必 要 です。

［ネット ワーク ディスカバリを有 効 にする］は、新 しい W in d ow s
ド メインおよび IP サブネット の検 出 処 理 をディスカバリ サービス

に実 行 させます。

デフォルト では、ディスカバリ サービスが再 起 動 されたときにの

み、この処 理 を実 行 するよう設 定 されています。ネット ワーク

環 境 の状 況 や規 模 に応 じて、実 行 間 隔 を調 整 できます。

ネット ワーク タブ

［ネット ワーク］タブでは、以 下 のオプションを設 定 できます。

検 出 に使 用 するプロト コルの指 定

返 信 に使 用 するプロト コルの指 定

A rcse rve Ba cku p 製 品 のディスカバリを有 効 にする

TC P/ IP サブネット スイープを使 用 したディスカバリを有 効 にする

ネット ワーク ディスカバリを有 効 にし、間 隔 を指 定 する

ディスカバリ サービスの起 動 時 にディスカバリ テーブルのクリー

ニングを実 行 するよう指 定 する

［アダプタ］タブ

ディスカバリを実 行 する IP アド レスを選 択 する
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検 出 設 定

IP サブネット /W in d o w s ド メ インの検 出

ディスカバリ環 境 設 定 は、Query/A d ve rt iseを実 行 するために、ブ

ロード キャスト するネット ワーク ターゲット のリスト を必 要 とします。

たとえば、TC P/ IP 対 応 ネット ワーク上 の単 一 の IP サブネット に存

在 する A rcse rve Ba cku p 製 品 か、物 理 的 に国 内 に存 在 するサブ

ネット のリスト に記 載 されている製 品 のディスカバリを実 行 する必

要 がある場 合 があります。

または、企 業 ネット ワーク全 体 を調 査 し、使 用 しているサブネット

すべてを検 出 してから、それらの一 部 をフィルタで除 外 する必 要

がある場 合 があります。ディスカバリ プロセスはバックグラウンド で

動 作 し、W in d ow sネット ワークのリソ ースを調 査 します。そして、

メールスロット ブロード キャスト 用 のW in d ow sド メインのリスト や、

UDPブロード キャスト 用 の IPサブネット のリスト が作 成 されます。

注 ：ユーザのネット ワーク環 境 の規 模 によって、この処 理 にかかる

時 間 が異 な ります。IPサブネット /W in d ow sド メインのディスカバリ

は、ネット ワークのト ラフィックが少 な い時 間 帯 に実 行 してくださ

い。
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検 出 設 定

T C P / IP サブネット スイープによるディスカバリ

の有 効 化

リモート またはローカル サブネット スイープを使 用 するように設 定

することができます。デフォルト の設 定 は、ローカル サブネット で

す。

ディスカバリ サービスによってブロード キャスト が実 行 され、ローカ

ルのサブネット マシン、手 動 で定 義 されたサブネット 、および手 動

で定 義 されたマシンに関 する情 報 をすべて取 得 します。

マシン名 ( IP アド レス ) を手 動 で追 加 する方 法
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検 出 設 定

1 . ディスカバリを開 始 し、［W in d ow s ド メイン］タブ上 で［追 加 ］ボタン

をクリックします。

2 . 該 当 するマシンの IP アド レスを入 力 し、［OK］をクリックします。

ディスカバリ サービスにより、指 定 されたマシンを p in g したり、その

マシンに製 品 リスト をパブリッシュしたり、そのマシンの製 品 リスト を

取 得 することができます。

注 ：自 動 検 出 マシンまたは W in d ow s ド メインを無 効 にして検 出

範 囲 を制 限 すると、ネット ワーク ト ラフィックを抑 えることができま

す。既 存 のマシンまたは W in d ow s ド メインの場 合 は、［無 効 ］

チェック ボックスをオンにします。

リモート サブネット を追 加 する方 法

1 . ディスカバリを開 始 し、［サブネット ］タブ上 で［追 加 ］ボタンをクリッ

クします。

［サブネット の追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . ［サブネット ］と［サブネット マスク］に値 を入 力 して［OK］をクリックし

ます。

すると、ディスカバリ サービスによってその製 品 リスト が各 マシンお

よび特 定 のサブネット に発 行 され、該 当 するサブネット 内 の各 マ

シンの製 品 情 報 が取 得 されます。

注 ：自 動 検 出 マシンまたは W in d ow s ド メインを無 効 にして検 出

範 囲 を制 限 すると、ネット ワーク ト ラフィックを抑 えることができま

す。既 存 のマシンまたは W in d ow s ド メインの場 合 は、［無 効 ］

チェック ボックスをオンにします。

特 定 のサブネット で別 のサブネット マスクを使 用 する場 合 は、ディ

スカバリを開 始 し、［サブネット マスク］タブで［追 加 ］ボタンをクリッ

クすることにより、サブネット マスクを手 動 で追 加 できます。以 下

のような 、［サブネット マスクの追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。
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検 出 設 定

オート ディスカバリの実 行 を選 択 すると、p in g、［ディスカバリ環 境

設 定 ］の［サブネット ］タブに指 定 された各 サブネット 内 の各 マシン

への製 品 リスト のパブリッシュ、およびリモート マシンからの製 品 情

報 の取 得 がディスカバリ サービスにより実 行 されるようにな りま

す。

3 . そのためには、ディスカバリを開 始 し、［サマリ］タブで［設 定 ］ボタン

をクリックします。以 下 のような ［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが

開 きます。

ディスカバリ サーバによって、リモート サブネット の IP アド レスのス

イープが開 始 されます。その際 、自 動 検 出 されたサブネット 、サブ
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検 出 設 定

ネット マスク、マシン、またはド メインが、手 動 で設 定 されたサブ

ネット 、サブネット マスク、マシン、または W in d ow s ド メインと共 に

使 用 されます。ネット ワークの規 模 によっては、このオプションを選

択 するとネット ワーク ト ラフィックが増 加 し、オプションの実 行 に時

間 がかかる場 合 があります。このオプションは、ネット ワーク ト ラ

フィックが少 な い時 間 帯 に実 行 してください。

注 ：リモート サブネット 内 の A rcse rve Ba cku p 製 品 を検 出 する場

合 、ディスカバリ サービスは UDP ブロード キャスト を使 用 しな いで

リモート インスタンスの場 所 を検 出 します。サブネット のサイズと、

サブネット マスクを使 用 する IP アド レスの範 囲 に関 する情 報 が

必 要 にな ります。
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検 出 設 定

SA N O p tio nのディスカバリ環 境 設 定

SAN環 境 で使 用 するサーバのディスカバリ サービスの環 境 設 定 を

行 う場 合 、すべてのサーバを検 出 できるようにするには、追 加 の

設 定 変 更 が必 要 にな ります。確 実 にすべての SAN サーバでディ

スカバリを有 効 にするには、以 下 のいずれかの方 法 があります。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの［TC P/ IP サブネット スイープ

を使 用 したディスカバリを有 効 にする］フィールド で、［すべての

自 動 検 出 済 みサブネット ( ネット ワーク ト ラフィックが増 加 する

可 能 性 があります ) ］オプションを選 択 します。

［W in d ow sド メイン］タブで、別 のリモート のSANマシンの名 前 ま

たは IPアド レスを追 加 します。

注 ：正 確 な ディスカバリを行 うには、リモート のSANサーバの設 定

が互 いに一 貫 している必 要 があります。1つのSANサーバのみを設

定 すると、他 のサーバのディスカバリが失 敗 する場 合 があります。
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検 出 設 定

デフォルト の IP アド レスでな いクライアント

エージ ェント システムのディスカバリ

クライアント エージェント ノード にデフォルト 以 外 の IP アド レスを選

択 した場 合 、ノード の追 加 /インポート /エクスポート を使 用 してマ

シンを追 加 できるよう、以 下 の手 順 で IP アド レスを新 しいアド レ

スに更 新 する必 要 があります。

デフォルト の IP アド レスでな いクライアント エージェント システムを

検 出 する方 法

1 . エージェント マシンで、d sco n fig.e xe を使 用 してディスカバリ サービ

スを再 起 動 します。

2 . ベース サーバのバックアップ マネージャから、古 いマシン オブジェク

ト を削 除 します。

3 . ［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］をクリックして、必 要 な

ノード を追 加 またはインポート します。

注 ：詳 細 については、「ユーザ インターフェースを使 用 したノード の

追 加 、インポート 、エクスポート 」を参 照 してください。

4 . スケジュールされたジョブがキューにある場 合 は、正 し く機 能 する

よう、ジョブをいったん削 除 してから再 度 作 成 します。
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A rc se rve Bac kup メンテナンス通 知

A rc se rve B a c ku p メ ンテナンス通 知

A rcse rve Ba cku p では、W in d ow s システム ト レイの近 くにメンテナ

ンス通 知 メッセージを表 示 します。このメッセージから A rcse rve
Ba cku p の最 新 のバージョンを実 行 していることを確 認 できます。

A rcse rve Ba cku p のインスト ールまたは更 新 を実 行 してから 9 月

後 に、メンテナンス通 知 メッセージが表 示 されます。

以 下 の画 面 に示 すように、メンテナンス通 知 メッセージは、コン

ピュータのデスクト ップの W in d ow s システム ト レイ領 域 の近 くに表

示 されます。

メンテナンス オプション

A rcse rve B a ck u p メンテナンス契 約 を更 新 する -- A rcse rve
Ba cku p を更 新 するには、メンテナンス通 知 メッセージをクリック

します。

メンテナンス通 知 メッセージをクリックした後 、A rcse rve Ba cku p、
A rcse rve メンテナンス プログラムの W eb サイト が表 示 されま

す。A rcse rve メンテナンス プログラムの W eb サイト では、製 品

の拡 張 機 能 や更 新 を取 得 したり、A rcse rve Ba cku p の新 しい

リリースをインスト ールすることができます。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールしてから 9 か月 経 過 すると、メ

ンテナンス通 知 メッセージと A rcse rve ト レイ アイコンが A rcse rve
Ba cku p メンテナンス契 約 を更 新 するまで 30 日 間 隔 で表 示 さ

れます。

注 ：A rcse rve Ba cku p をインスト ールしてから 12 か月 経 過 する

と、メンテナンス メッセージは 6 か月 間 隔 で表 示 されます。

A rcse rve B a ck u p メンテナンス契 約 を更 新 しな い -- A rcse rve
Ba cku p をこの時 期 に更 新 しな い場 合 、メンテナンス通 知 メッ

セージの上 部 左 隅 にある X をクリックすると、メ ッセージが閉 じ
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A rc se rve Bac kup メンテナンス通 知

られます。メ ッセージを表 示 しな いようにする場 合 、メンテナン

ス通 知 メッセージを無 効 化 する必 要 があります。

A le rt オプション

A rcse rve Ba cku p では、W in d ow s システム ト レイ内 にある

A rcse rve Ba cku p アイコンを使 用 すると、メンテナンス通 知 メッセー

ジを無 効 化 または有 効 化 することができます。
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A rc se rve Bac kup メンテナンス通 知

メ ンテナンス通 知 メ ッセージ の無 効 化

A rcse rve Ba cku p では、W in d ow システム ト レイの近 くに表 示 され

るメンテナンス通 知 メッセージを無 効 にすることができます。

メンテナンス通 知 メッセージを無 効 にする方 法

W in d ow s システム ト レイで、A rcse rve Ba cku p アイコンを右 クリック

し、コンテキスト メニューの［アラート の無 効 化 ］を選 択 します。

メンテナンス通 知 メッセージが無 効 にな ります。
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A rc se rve Bac kup メンテナンス通 知

メ ンテナンス通 知 メ ッセージ の有 効 化

A rcse rve Ba cku p では、メンテナンス通 知 メッセージが無 効 に設 定

されている場 合 、W in d ow システム ト レイの近 くに表 示 されるメン

テナンス通 知 メッセージを有 効 にすることができます

メンテナンス通 知 メッセージを有 効 にする方 法

1 . W in d ow s レジスト リ エディタ を開 き、以 下 のレジスト リ キーを探

します。

x8 6 プラット フォーム：

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A A R C se rve
B a cku p \B a se \A d m in \M e ssa g e E n g in e \M o n th sP a sse d In L a s tM a i-
n te n a n ce

x6 4 プラット フォーム：

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \W o w 6 4 3 2 N o d e \C o m p u te rA sso c ia te s \-
C A A R C se rve
B a cku p \B a se \A d m in \M e ssa g e E n g in e \M o n th sP a sse d In L a s tM a i-
n te n a n ce

2 . M on th sPa ssed In La stM a in ten an ce を右 クリックして、コンテキスト

メニューの［変 更 ］をクリックします。

［DW ORD 値 の編 集 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［値 のデータ］フィールド で、0 ( ゼロ ) を指 定 します。

4 . ［OK］をクリックします。

5 . W in d ow s レジスト リ エディタを閉 じます。

メンテナンス通 知 メッセージが有 効 にな ります。メンテナンスが推

奨 される場 合 、A rcse rve Ba cku p メンテナンス通 知 アイコンが

W in d ow s システム ト レイに表 示 されます。
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A rc se rve Bac kup> コンポーネント ライセ ンスの適 用

A rc se rve B a c ku p > コンポーネント ライセンス

の適 用

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p をインスト ールした後 に、

コンポーネント ライセンスを適 用 することができます。以 下 の状 況

下 で、コンポーネント ライセンスを適 用 します。

ト ライアル ライセンスを使 用 して A rcse rve Ba cku p コンポーネン

ト をインスト ールし、そのコンポーネント にライセンス キーを適 用

する場 合 。

追 加 のライセンスを取 得 して、バックアップ環 境 の拡 大 をサ

ポート する場 合 。

A rcse rve B a ck u p コンポーネント ライセンスを適 用 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［ヘルプ］メニューから、A rcse rve Ba cku p の［バージョン情 報 ］をク

リックします。

A rcse rve Ba cku p の［バージョン情 報 ］の画 面 が開 きます。

3 . A rcse rve Ba cku p の［バージョン情 報 ］の画 面 で、［ライセンスの追

加 /参 照 ］をクリックします。

［Licen se Verifica t io n ( ライセンス確 認 入 力 ) ］ダイアログ ボックス

が表 示 されます。

重 要 ：ライセンス キーを適 用 する際 には必 ず、［ライセンスの確

認 ］ダイアログ ボックスを使 用 します。

［ライセンスの確 認 ］ダイアログ ボックスのリスト ボックスに、［コン

ポーネント 名 ］と［インスト ール タイプ］が表 示 されます。インスト ー

ルのタイプは、［ト ライアル ( 未 登 録 ) ］または［ライセンス取 得 済

み］のいずれかにな ります。

4 . コンポーネント のリスト で、以 下 の手 順 を実 行 します。

a . コンポーネント をクリックします。

b . ［ライセンス キーを使 用 ］をクリックします。

c. 表 示 されるフィールド にライセンス キーを入 力 します。

5 . ［追 加 ］をクリックします。

注 ：アップグレード ライセンス キーを A rcse rve Ba cku p の新 しいコ

ンポーネント インスト ールに適 用 する場 合 、アップグレード の確 認

ダイアログ ボックスが開 きます。アップグレード ライセンス キーを適
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A rc se rve Bac kup> コンポーネント ライセ ンスの適 用

用 するには、以 前 のインスト ールのライセンス キーを入 力 する必

要 があります。

( オプション ) 他 の A rcse rve Ba cku p コンポーネント にライセンス キー

を適 用 するには、この手 順 を繰 り返 します。

6 . 作 業 が終 了 したら、［続 行 ］をクリックします。

［ライセンスの確 認 ］ダイアログ ボックスが閉 じ、ライセンス キーが

A rcse rve Ba cku p コンポーネント に適 用 されます。
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ファイアウォールの管 理

ファイアウォールの管 理

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcse rve Ba cku p サービスとアプリケーションの W in d ow s ファイア

ウォールを通 じた通 信 の許 可

通 信 を最 適 化 するためのファイアウォールの設 定 方 法
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ファイアウォールの管 理

A rc se rve B a c ku p サービスとアプリケーション

の W in d o w s ファイアウォールを通 じた通 信

の許 可

インスト ールまたはアップグレード 処 理 中 に、インスト ール ウィザー

ド では、A rcse rve Ba cku p サービスとアプリケーションが正 し く通 信

できるように W in d ow s ファイアウォールを設 定 します。A rcse rve
Ba cku p をインスト ールしたときに W in d ow s ファイアウォール状 態 が

「オン」だった場 合 のみ、インスト ール ウィザード は環 境 設 定 タスク

を実 行 します。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールしたときに W in d ow s ファイアウォー

ルがオフの状 態 で、A rcse rve Ba cku p をインスト ールした後 にオンに

した場 合 、A rcse rve サービスとアプリケーションは W in d ow s ファイ

アウォールを通 じて通 信 することができません。

以 下 の手 順 に従 って、A rcse rve Ba cku p をインスト ールしたときに

W in d ow s ファイアウォールがオフの状 態 だった場 合 に A rcse rve
Ba cku p サービスとアプリケーションが通 信 できるようにすることがで

きます。

A rcse rve B a ck u pサービスとアプリケーションが W in d o w s ファイア

ウォールを介 して通 信 できるようにする方 法

1 . W in d ow s コマンド ラインを開 き、以 下 のディレクト リに移 動 しま

す。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \S h a re d C o m p o n e n ts \A R C se rve B a cku p \

2 . 以 下 のコマンド を実 行 します。

se tu p fw .e xe /IN S T A L L

A rcse rve Ba cku p サービスとアプリケーションが W in d ow s ファイア

ウォールの例 外 リスト に追 加 されます。A rcse rve Ba cku pこれで、

サービスおよびアプリケーションが W in d ow s ファイアウォールを介 し

て通 信 できるようにな りました。

第 8章 : バックアップ サーバの管 理 967



ファイアウォールの管 理

通 信 を最 適 化 するためのファイアウォールの

設 定 方 法

A rcse rve Ba cku p 通 信 を最 適 化 するためのファイアウォールの設

定 方 法 については、「実 装 ガイド 」を参 照 してください。
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第 9章 : データベースの管 理 とレポート

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

データベースとレポート の管 理 方 法 970

データベース マネージ ャ 971

A rcserve B ackup データベースを保 護 する方 法 981

カタログ データベースの動 作 1042

A rcserve B ackup データベースとし ての M icrosoft SQL Server の
使 用 1052

A rcserve B ackup データベース アプリケーションの指 定 1060

A rcserve B ackup ログとレポート 1068

A rcserve B ackup 診 断 ユーティリティ 1093

A rcserve B ackup Infrastructure V isualization 1099
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データベースとレポート の管 理 方 法

データベースとレポート の管 理 方 法

システム上 で実 行 されたジョブ、メディア、およびデバイスに関 する

情 報 は、A rcse rve Ba cku pデータベースにより管 理 されます。

A rcse rve Ba cku p では、以 下 の種 類 の情 報 がデータベースに保 存

されます。

すべてのジョブに関 する詳 細 情 報

すべてのバックアップ ジ ョブに関 するセッシ ョン詳 細

すべてのバックアップ ジ ョブでの使 用 メディアに関 する情 報

リスト アを実 行 するときの、メディアにバックアップされた各 ファイ

ルやディレクト に関 する詳 細 情 報

特 定 のファイルをリスト アする際 、そのファイルが格 納 されてい

るメディアをデータベースで確 認 できます。

メディア プールおよびメディアの場 所 に関 する詳 細 情 報

データベースの情 報 は、さまざまな 種 類 のレポート を生 成 する際

にも 使 用 されます。
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データベース マネージ ャ

データベース マネージ ャ

データベース マネージャを使 用 すると、以 下 のタスクを実 行 できま

す。

メディアの保 管 場 所 を記 録 する

バックアップのセッシ ョン番 号 を確 認 する

メディアの交 換 が必 要 かどうかを判 断 する

実 行 したジョブに関 するログ情 報 の表 示

データベースからの古 いレコード の削 除

データベースのサイズとディスクの空 き領 域 を視 覚 的 に比 較 す

る

注 ：データベースに M icro so ft SQL Se rve r を使 用 している場

合 、A rcse rve Ba cku p のデータベース マネージャによってレポー

ト されるデータベースの総 サイズは、データ デバイスのサイズで

す。M icro so ft SQL Se rve r En te rp rise M an age r をブラウズして、

詳 細 情 報 を表 示 できます。
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データベース マネージ ャ

データベース ビュー

データベース マネージャを開 くと、左 側 のペインに以 下 のオプション

が表 示 されます。

サマリ -- ハード ディスク上 のデータベースのサイズ、データベース

のタイプ、およびその他 の各 種 設 定 情 報

ジョブ レコード -- A rcse rve Ba cku p の処 理 したジョブ

メディア レコード -- A rcse rve Ba cku p の使 用 したメディア

デバイス レコード -- A rcse rve Ba cku p の使 用 したデバイス
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データベース マネージ ャ

並 べ替 え順

［ジョブ レコード ］、［メディア レコード ］、［デバイス レコード ］のレ

コード の順 序 を並 べ替 えるには、対 象 のフィールド 名 をクリックしま

す。
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データベース マネージ ャ

データベースの廃 棄 処 理

古 いレコード をデータベースから削 除 するようにA rcse rve Ba cku pを
設 定 できます。詳 細 については、「バックアップ サーバの管 理 」を

参 照 してください。
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データベース マネージ ャ

SQ L インデックスを再 構 築 する必 要 がある

場 合

注 ：以 下 の説 明 は、A rcse rve Ba cku p のデータベースとして

M icro so ft SQL Se rve r を使 用 する場 合 にのみ適 用 されます。

インデックスを管 理 可 能 な サイズに保 持 し、最 適 な パフォーマンス

を確 保 するには、SQL Se rve r インデックスを定 期 的 に再 構 築 する

必 要 があります。ベスト プラクティスとして、1 か月 に 1 回 か 2 回 、

または A rcse rve データベースの実 行 が遅 い場 合 はインデックスを

再 構 築 することをお勧 めします。

SQL Se rve r インデックスの更 新 処 理 には時 間 がかかる可 能 性 が

あります。すべてのインデックスを更 新 する時 間 がな い場 合 は、

キー インデックス ( IX_a stp d a t_1、IX_a stp d a t_2、X_a stp d a t_3、K_
p a th n am e、および PK_ fi len am e) を更 新 します。これらのインデッ

クスは、重 要 な 役 割 を果 たし、リスト ア マネージャおよびデータ

ベース マネージャでの操 作 速 度 に影 響 します。

SQL Se rve r インデックスを再 構 築 する方 法 の詳 細 については、

M icro so ft SQL Se rve r のマニュアルを参 照 してください。
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データベース マネージ ャ

レポート されるエラーの種 類

データベースには、以 下 のエラー情 報 が記 録 されます。

［メディア エラー］-- メディア内 のデータが破 損 し、読 み書 きの

操 作 を正 常 に完 了 できな いことを示 します。

［ソ フト 読 み取 りエラー］-- メディアの読 み取 り中 にエラーが発

生 しました。A rcse rve Ba cku p によってリアルタイムに問 題 の修

正 が試 行 されました。ソ フト 読 み取 りエラーが頻 発 する場 合

は、メディアの障 害 が考 えられます。この場 合 は、以 後 のバッ

クアップを実 行 する前 にメディアを交 換 しておく必 要 がありま

す。

［ソ フト 書 き込 みエラー］-- バックアップ中 に書 き込 みエラーが

発 生 しました。A rcse rve Ba cku p によってリアルタイムでメディア

の問 題 を修 正 中 です。ソ フト 書 き込 みエラーが頻 発 する場 合

は、以 後 のバックアップを実 行 する前 にメディアを交 換 しておく

必 要 があります。現 在 のバックアップ セッシ ョンが正 常 に完 了

した後 で、ド ライブのヘッド が適 切 にクリーニングされているかど

うかを確 認 してください。
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デバイス エラー レコード

デバイス レコード にエラー ログが記 録 された場 合 は、［デバイス レ

コード ］には情 報 が記 録 され、ド ライブで致 命 的 な エラーが発 生

したことが示 されます。［エラー］タブに以 下 の情 報 が記 録 されま

す。

［時 刻 ］-- エラーが発 生 した時 間

［センス］-- SC SI エラー コード

［メディア］-- ジョブの実 行 中 に発 生 したメディア エラーの数

［ソ フト 書 き込 みエラー］-- ソ フト ウェア書 き込 みエラーの数

［ソ フト 読 み込 みエラー］-- ジョブの間 に発 生 したソ フト 読 み込

みエラーの数

［メディア使 用 ］-- ジョブの実 行 中 にメディアが使 用 された時 間

数

［書 き込 み ( M B ) ］-- ジョブの処 理 中 にメディアに書 き込 まれた

データの量 です。

［フォーマット 回 数 ］-- メディアがフォーマット された回 数
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前 回 の A rc se rve B a c ku p データベース バッ

クアップに関 する情 報

A rcse rve Ba cku p データベースが正 常 にバックアップされるたびに、

バックアップ メディア情 報 は A SDBBa cku p s .tx t および

A SDBBa cku p s .n .tx t という一 連 のログ ファイルに保 持 されます。ロ

グ ファイルは A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リ内 に格 納 されま

す。

これらのログ ファイルにはそれぞれ、A rcse rve Ba cku p データベース

の完 了 済 みバックアップの履 歴 に関 する詳 細 情 報 が含 まれてい

ます。たとえば、以 下 の項 目 について詳 細 情 報 が記 録 されます。

注 ：このリスト がすべてを網 羅 しているわけではありません。

テープ名 、シリアル番 号 、およびシーケンス番 号

セッシ ョン GU ID、セッシ ョン ID、セッシ ョン タイプ

バックアップ方 式 ( フル、増 分 、差 分 な ど )

バックアップ日 付

データベースのタイプ

インスタンスのパス

注 ：ログ ファイルは説 明 テキスト またはコメント を含 みません。

A rcse rve Ba cku p データベースをリスト アする必 要 がある場 合 、

データベースは使 用 できな い状 態 にあるか破 損 しているため、

A rcse rve Ba cku p はログ ファイルを参 照 します。A rcse rve Ba cku p
D isa ste r R eco ve ry Op t io n および A rcse rve データベース回 復 ウィ

ザード は、A SDBBa cku p s .tx t を参 照 して、最 新 の A rcse rve Ba cku p
データベース バックアップ データを含 むメディアを識 別 します。

A rcse rve Ba cku p は以 下 のロジックを使 用 してログ ファイルを管 理

します。

1 . A rcse rve Ba cku p データベースの最 新 のフル、増 分 および差 分

バックアップに関 する情 報 は常 に A SDBBa cku p s .tx t という名 前 の

ファイルに格 納 されます。

2 . A rcse rve Ba cku p データベースの 2 回 目 のフル バックアップが終 了

した後 で、A SDBBa cku p s .tx t の名 前 は A SDBBa cku p s .1 .tx t に変 更

され、新 しい A SDBBa cku p s .tx t が作 成 されます。
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データベース マネージ ャ

3 . 3 回 目 のフル バックアップが終 了 した後 で、A SDBBa cku p s .1 .tx t の

名 前 は A SDBBa cku p s .2 .tx t に、A SDBBa cku p s .tx t の名 前 は

A SDBBa cku p s .1 .tx t に変 更 されて、新 しい A SDBBa cku p s .tx t が作

成 されます。

4 . ログ ファイルの名 前 の変 更 と作 成 の処 理 は A rcse rve Ba cku p が

A SDBBa cku p s .10 .tx t という名 前 のログ ファイルを作 成 するまで続

きます。

5 . フル バックアップが終 了 した後 で A SDBBa cku p s .10 .tx t という名 前

のログ ファイルが存 在 する場 合 、A rcse rve Ba cku p によって、

A SDBBa cku p s .10 .tx t は削 除 され、古 いログ ファイルの名 前 が変

更 されて、新 しい A SDBBa cku p s .tx t ログ ファイルが作 成 されます。

A SDBBa cku p s .tx t が破 損 している場 合 、A SDBBa cku p s .n .tx t という

名 前 のいずれかのファイルの名 前 を A SDBBa cku p s .tx t に変 更 し、

名 前 変 更 したログ ファイルを使 用 して A rcse rve Ba cku p データ

ベースを回 復 できます。
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メディア プールのメンテナンスの有 効 化

［メディア プールのメンテナンスを有 効 にする］オプションを使 用 す

ると、メディア プールのメンテナンスが日 単 位 で実 行 されます。

A rcse rve Ba cku pでは、メディア プールのメンテナンス作 業 は廃 棄

ジョブのスケジュールに従 って行 われます。

メディア プールのメンテナンスを有 効 化 する方 法

1 . ［サーバ管 理 マネージャ］を開 き、［環 境 設 定 ］のツールバーのボ

タンをクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［データベース エンジン］タブを選 択 します。

［データベース エンジン］ダイアログ ボックスが表 示 され、ダイアログ

ボックスの下 部 に［メディア プール メンテナンス］オプションが現 わ

れます。

3 . ［メディア プールのメンテナンスの有 効 化 ］- ［OK］をクリックします。

［メディア プールのメンテナンスが有 効 化 されます。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

A rc se rve B a c ku p データベースを保 護 する

方 法

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku p データベースをバックアッ

プおよびリスト アする方 法 を説 明 します。

A rcse rve Ba cku p データベースの保 護 方 法

A gen t fo r A rcse rve Da tab a se

データベース保 護 ジョブの動 作

A rcse rve Ba cku p データベースのバックアップ方 法

カスタム データベース保 護 ジョブの変 更 、作 成 、またはサブ

ミット

A rcse rve Ba cku p データベース用 の M icro so ft SQL Se rve r
2014 Exp re ss バックアップ オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p データベース用 の M icro so ft SQL Se rve r バッ

クアップ オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの開 始

アクセス要 件

A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの削 除

A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの再 作 成

A rcse rve Ba cku p データベースのリスト ア方 法

A rcse rve データベース回 復 ウィザード を使 用 した A rcse rve
Ba cku p データベースの回 復

A rcse rve Ba cku p データベースの再 初 期 化

ca _ reco ve rd b コマンド を使 用 した A rcse rve Ba cku p データ

ベースの回 復

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n および M icro so ft
SQL Se rve r データベースのリスト ア オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p データベースのリスト ア ( 異 な るド メイン )

A rcse rve データベースをホスト している SQL Se rve r インスタン

スが機 能 しな い場 合 に A rcse rve データベースを回 復 する方

法

A rcse rve データベース回 復 ウィザード の動 作
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A ge n t fo r A rc se rve D a ta b a se

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r A rcse rve Da tab a se は、A rcse rve
Ba cku p A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r の一 形 態 です。このエー

ジェント は、A rcse rve Ba cku p をインスト ールするときに自 動 的 にイ

ンスト ールされるか、または A rcse rve Ba cku p データベースの場 所

が変 更 された後 、またはクラスタの複 数 のノード にインスト ールす

る場 合 には、特 別 な ユーティリティを使 用 して手 動 でインスト ール

されます。

SQLA gen tRm tIn st .e xe という名 前 のこのユーティリティは、A rcse rve
Ba cku p のインスト ール時 に、A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リ

の Pa cka ges サブフォルダ内 にある「 A SDBSQLA gen t」というフォルダ

に格 納 されます。A rcse rve Ba cku p サーバでな いコンピュータにこの

エージェント をインスト ールする場 合 は、エージェント をインスト ー

ルするシステムに A SDBSQLA gen t フォルダをコピーして、そのマシン

で SQLA gen tRm tIn st .e xe ユーティリティを実 行 します。

A gen t fo r A rcse rve Da tab a se では、A rcse rve Ba cku p データベース

自 体 をバックアップし、リスト アできます。また、A rcse rve Ba cku p
データベースを含 む M icro so ft SQL Se rve r インスタンスから、システ

ム データベースや惨 事 復 旧 エレメント をバックアップし、リスト アで

きます。A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r と共 にインスト ールする

と、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r で A rcse rve Ba cku p データベー

スの存 在 を認 識 できるようにな ります。さらに、A rcse rve Ba cku p と

連 携 して、A rcse rve Ba cku p データベースに適 用 できる特 別 な 復

旧 方 式 が提 供 されます。

A rcse rve Ba cku p を前 のリリースからアップグレード する場 合 、

A gen t fo r A rcse rve Da tab a se をアップグレード する必 要 がありま

す。これは、A rcse rve Ba cku p データベースの現 在 のバージョンが、

エージェント の現 在 のバージョンによって保 護 されることを保 証 す

るためです。そのため、［コンポーネント ］ダイアログ ボックスの製 品

選 択 ツリーでは、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r の横 のチェック

ボックスをオフにすることはできません。
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A gen t fo r A rcse rve Da tab a se は A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r の

一 種 な ので、システムにインスト ールされているプログラムのリスト

では、A rcse rve Ba cku p A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r として表 示

されます。A gen t fo r A rcse rve Da tab a se と A gen t fo r M icro so ft SQL
Se rve r の両 方 が存 在 する場 合 、1 つのエント リのみが表 示 されま

す。いずれか 1 つをアンインスト ールする必 要 がある場 合 は、どち

らを削 除 するか選 択 するメッセージが表 示 されます。

以 下 のいずれかの状 況 では、A gen t fo r A rcse rve Da tab a se をイン

スト ールするスタンド アロンのユーティリティを使 用 できます。

A rcse rve Ba cku p データベースを移 動 した場 合

誤 ってエージェント を削 除 してしまったために、再 インスト ールす

る場 合

クラスタの追 加 ノード にエージェント をインスト ールする場 合

A rcse rve Ba cku p インスト ーラで直 接 リモート コンピュータにエー

ジェント をインスト ールできな い場 合
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セント ラル エージ ェント 管 理 を使 用 した

A ge n t fo r M ic ro so ft SQ L Se rve r のバックアッ

プおよびリスト アのパラメータの設 定

セント ラル エージェント 管 理 を使 用 して、サポート 対 象 バージョン

の M icro so ft SQL Se rve r について、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r
のバックアップおよびリスト ア用 パラメータの設 定 を行 います。これ

らのパラメータには、M icro so ft VD I ( V irtu a l Dev ice In te rfa ce ) オブ

ジェクト の設 定 およびリモート 通 信 の設 定 な どがあります。

セント ラル エージェント 管 理 を使 用 した A ge n t fo r M icro so ft SQ L
Se rve r のバックアップおよびリスト アのパラメータの設 定 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p > ［クイック スタート ］メニューから、［管 理 ］- ［セ
ント ラル エージェント 管 理 ］選 択 します。

セント ラル エージェント 管 理 が開 きます。

2 . ［W in d ow s システム］ツリーで、エージェント がインスト ールされてい

るサーバを展 開 し、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r を選 択 しま

す。

3 . ツールバーの［環 境 設 定 ］をクリックします。

オプションの環 境 設 定 用 ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . 左 側 のリスト で A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r をクリックします。

対 応 する SQL Se rve r 設 定 が表 示 されます。

5 . ［エージェント ログ設 定 ］の下 の「同 期 記 録 」を以 下 のように指 定

します。

同 期 記 録 -- このオプションを有 効 にすると、ログ メッセージが転

送 されるたびにアクティビティ ログに自 動 的 に書 き込 まれます。こ

のオプションを無 効 にすると、複 数 のメッセージを取 得 して、グ

ループとしてまとめて書 き込 むことによって、負 荷 の高 いシステムで

のパフォーマンスを改 善 できます。

6 . A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r の設 定 を変 更 するインスタンス

( A RC SERVE_DB ) またはインスタンス名 を選 択 します。

7 . ［仮 想 デバイス環 境 設 定 ］で、パラメータを以 下 のとおり設 定 しま

す。

スト ライプ数 -- バックアップに使 用 する CPU の数 を指 定 しま

す。この値 をデータベース サーバに搭 載 されている CPU の数

にすると、一 般 的 には最 高 のバックアップ パフォーマンスが得
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られます。デフォルト 設 定 は 1 で、最 大 値 は 32 です。

バッファ数 -- バックアップとリスト アに使 用 する VD I バッファの

総 数 ( 最 大 転 送 サイズのも の ) です。デフォルト 設 定 は 1 で

す。この数 は、スト ライプの数 未 満 にはできません。

データ ブロック サイズ ( バイト データ ) -- すべてのデータ転 送 サ

イズは、この値 の倍 数 にな ります。値 は、512バイト 以 上 64
KB以 下 の値 で、2のn乗 である必 要 があります。デフォルト 設

定 は 65536 ( 64 KB ) です。

最 大 転 送 サイズ -- M icro so ft SQL Se rve rからデバイスに送 ら

れる最 大 入 出 力 要 求 サイズです。これは、バッファのデータ

部 分 です。このパラメータ値 は、64 KBの倍 数 である必 要 が

あります。値 の範 囲 は 64 KBから4 M Bまでです。デフォルト 設

定 は 2097152 ( 2 M B ) です。

最 大 V D I 待 機 時 間 - バックアップ ( ミリ秒 ) -- 仮 想 デバイス

オブジェクト がバックアップ処 理 中 に M icro so ft SQL Se rve r か

らの応 答 を待 つ時 間 をミリ秒 単 位 で示 します。この設 定 は

また、一 部 のリスト ア処 理 な どにおいて、並 行 処 理 が同 期

するのを待 つ場 合 やバックグラウンド 処 理 が完 了 するのを待

つ場 合 に、エージェント によって使 用 されます。デフォルト 設

定 は、600000 ミリ秒 ( 10 分 間 ) です。

最 大 V D I 待 機 時 間 - リスト ア ( ミリ秒 ) -- 仮 想 デバイス オブ

ジェクト がリスト ア中 に M icro so ft SQL Se rve r からの応 答 を待

つ時 間 をミリ秒 単 位 で示 します。リスト アされるデータベース

のデータベース ファイルが大 容 量 の場 合 、この値 を大 きくしま

す。デフォルト 設 定 は、9000000 ミリ秒 ( 2 .5 時 間 ) です。

8 . ［名 前 付 きパイプ環 境 設 定 ］で、リモート 接 続 に失 敗 した場 合

に、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r が名 前 付 きパイプを閉 じるま

で待 機 する時 間 ( 最 大 接 続 待 機 時 間 ) をミリ秒 単 位 で指 定 しま

す。デフォルト 設 定 は、400 ミリ秒 です。

9 . ［リスト ア後 の処 理 待 機 時 間 ］のパラメータは、以 下 のとおり設 定

します。

ポーリング間 隔 ( 秒 ) -- データベース ステータスの確 認 を行 う

間 の待 ち時 間 です。デフォルト 設 定 は、60 秒 ( 1 分 間 ) で
す。

最 大 タイムアウト 待 機 時 間 ( 分 ) -- 待 機 プロセスを終 了 する

までの待 ち時 間 です。タイムアウト 待 機 時 間 が経 過 しても 、

リスト アするト ランザクシ ョン ログ セッシ ョンがジョブにある場
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合 、SQL Se rve r の準 備 ができていな いため、それらのセッシ ョ

ンは失 敗 する可 能 性 があります。デフォルト 設 定 は、180 分

( 3 時 間 ) です。

10 . ［複 数 への適 用 ］をクリックすると、追 加 の SQL Se rve rs を選 択 す

るダイアログ ボックスが表 示 されます。［OK］をクリックし、設 定 を

適 用 して環 境 設 定 に戻 ります。

11 . ［OK］をクリックして環 境 設 定 を終 了 します。
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B a c ku p A ge n t 管 理 を使 用 した A ge n t fo r
M ic ro so ft SQ L Se rve r のバックアップおよびリ

スト アのパラメータの設 定

Ba cku p A gen t 管 理 を使 用 して、サポート 対 象 バージョンの

M icro so ft SQL Se rve r について、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r の

バックアップおよびリスト ア用 パラメータの設 定 を行 います。これら

のパラメータには、M icro so ft VD I ( V irtu a l Dev ice In te rfa ce ) オブ

ジェクト の設 定 およびリモート 通 信 の設 定 な どがあります。

B a ck u p A ge n t 管 理 を使 用 した A ge n t fo r M icro so ft SQ L Se rve r の

バックアップおよびリスト アのパラメータの設 定 方 法

1 . A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r がインスト ールされているコン

ピュータにログインします。

2 . W in d ow s の［スタート ］メニューから、［すべてのプログラム］-
［A rcse rve］- ［A rcse rve Ba cku p］- ［Ba cku p A gen t 管 理 ］を選 択 し

ます。

A rcse rve Ba cku p［ A gen t 管 理 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ド ロップダウン リスト から A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r を選 択

し、環 境 設 定 アイコンをクリックします。

該 当 する環 境 設 定 ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［共 通 設 定 ］タブで、［エージェント ログ設 定 ］の下 の［詳 細 レベ

ル］と［同 期 記 録 ］を以 下 のとおり指 定 します。

詳 細 レベル -- エージェント のアクティビティ ログとデバッグ ログ

に記 録 される詳 細 レベルを指 定 します。アクティビティ ログの

設 定 では、詳 細 レベルに「通 常 ( 0 ) 」を指 定 すると、エージェ

ント アクティビティに関 する基 本 情 報 がログに含 まれます。

「詳 細 ( 1 ) 」を指 定 すると、エージェント アクティビティに関 す

るより詳 細 な 情 報 が含 まれます。「デバッグ ( 2 ) 」の場 合 は、

適 度 に詳 細 な レベルでデバッグ ログに記 録 できます。「 ト

レース ( 3 ) 」の場 合 は、非 常 に詳 細 な レベルでデバッグ ログ

に記 録 できます。アクティビティ ログは、参 照 のためにローカラ

イズされています。デバッグ ログは、A rcse rve サポート が使 用

することを想 定 しているので、複 数 の言 語 では使 用 できませ

ん。

同 期 記 録 -- このオプションを有 効 にすると、ログ メッセージが

転 送 されるたびにアクティビティ ログに自 動 的 に書 き込 まれ
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ます。このオプションを無 効 にすると、複 数 のメッセージを取

得 して、グループとしてまとめて書 き込 むことによって、負 荷 の

高 いシステムでのパフォーマンスを改 善 できます。

5 . ［適 用 ］をクリックして共 通 設 定 を適 用 します。

6 . ［インスタンス設 定 ］タブで、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r の設

定 を変 更 するインスタンス ( A RC SERVE_DB ) またはインスタンス名 を

選 択 します。

7 . ［仮 想 デバイス環 境 設 定 ］で、パラメータを以 下 のとおり設 定 しま

す。

スト ライプ数 -- バックアップに使 用 する CPU の数 を指 定 しま

す。この値 をデータベース サーバに搭 載 されている CPU の数

にすると、一 般 的 には最 高 のバックアップ パフォーマンスが得

られます。デフォルト 設 定 は 1 で、最 大 値 は 32 です。

バッファ数 -- バックアップとリスト アに使 用 する VD I バッファの

総 数 ( 最 大 転 送 サイズのも の ) です。デフォルト 設 定 は 1 で

す。この数 は、スト ライプの数 未 満 にはできません。

データ ブロック サイズ ( バイト データ ) -- すべてのデータ転 送 サ

イズは、この値 の倍 数 にな ります。値 は、512バイト 以 上 64
KB以 下 の値 で、2のn乗 である必 要 があります。デフォルト 設

定 は 65536 ( 64 KB ) です。

最 大 転 送 サイズ -- M icro so ft SQL Se rve rからデバイスに送 ら

れる最 大 入 出 力 要 求 サイズです。これは、バッファのデータ

部 分 です。このパラメータ値 は、64 KBの倍 数 である必 要 が

あります。値 の範 囲 は 64 KBから4 M Bまでです。デフォルト 設

定 は 2097152 ( 2 M B ) です。

最 大 V D I 待 機 時 間 - バックアップ ( ミリ秒 ) -- 仮 想 デバイス

オブジェクト がバックアップ処 理 中 に M icro so ft SQL Se rve r か

らの応 答 を待 つ時 間 をミリ秒 単 位 で示 します。この設 定 は

また、一 部 のリスト ア処 理 な どにおいて、並 行 処 理 が同 期

するのを待 つ場 合 やバックグラウンド 処 理 が完 了 するのを待

つ場 合 に、エージェント によって使 用 されます。デフォルト 設

定 は、60000 ミリ秒 ( 10 分 間 ) です。

最 大 V D I 待 機 時 間 - リスト ア ( ミリ秒 ) -- 仮 想 デバイス オブ

ジェクト がリスト ア中 に M icro so ft SQL Se rve r からの応 答 を待

つ時 間 をミリ秒 単 位 で示 します。リスト アされるデータベース

のデータベース ファイルが大 容 量 の場 合 、この値 を大 きくしま

す。デフォルト 設 定 は、9000000 ミリ秒 ( 2 .5 時 間 ) です。

988 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

8 . ［名 前 付 きパイプ環 境 設 定 ］で、リモート 接 続 に失 敗 した場 合

に、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r が名 前 付 きパイプを閉 じるま

で待 機 する時 間 ( 最 大 接 続 待 機 時 間 ) をミリ秒 単 位 で指 定 しま

す。デフォルト 設 定 は、400 ミリ秒 です。

9 . ［リスト ア後 の処 理 待 機 時 間 ］のパラメータは、以 下 のとおり設 定

します。

ポーリング間 隔 ( 秒 ) -- データベース ステータスの確 認 を行 う

間 の待 ち時 間 です。デフォルト 設 定 は、60 秒 ( 1 分 間 ) で
す。

最 大 タイムアウト 待 機 時 間 ( 分 ) -- 待 機 プロセスを終 了 する

までの待 ち時 間 です。タイムアウト 待 機 時 間 が経 過 しても 、

リスト アするト ランザクシ ョン ログ セッシ ョンがジョブにある場

合 、SQL Se rve r の準 備 ができていな いため、それらのセッシ ョ

ンは失 敗 する可 能 性 があります。デフォルト 設 定 は、180 分

( 3 時 間 ) です。

10 . ［適 用 ］をクリックしてインスタンス設 定 を適 用 します。

11 . ［OK］をクリックして環 境 設 定 を終 了 します。
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データベース保 護 ジ ョブの動 作

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p データベースに M icro so ft
SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n または M icro so ft SQL Se rve r を使

用 できます。M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n は、

M icro so ft SQL Se rve r の無 料 の簡 易 バージョンです。これらのアプ

リケーションは、アーキテクチャおよびスケーラビリティという点 でそれ

ぞれまったく異 な りますが、A rcse rve Ba cku p のデフォルト の［データ

ベース保 護 ジョブ］を使 用 して、いずれかのバージョンを簡 単 に保

護 できます。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールすると、［データベース保 護 ジョブ］

のステータスはホールド のままにな ります。A rcse rve Ba cku p データ

ベースを保 護 するには、［データベース保 護 ジョブ］のステータスを

［ホールド ］から［レディ］に変 更 する必 要 があります。詳 細 につい

ては「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの開 始 」を参 照 し

てください。

デフォルト のデータベース保 護 ジョブを使 用 する場 合 、ジョブ スケ

ジュールには以 下 の値 が含 まれます。

［スケジュール名 ］-- 週 5 日 : 増 分 バックアップ、金 曜 日 にフル

バックアップ

［実 行 時 間 ］-- 11 :00AM

［ローテーション ルール］-- メディアへ追 加

［使 用 メディア プール］-- A SDBPROT JOB

注 ：デフォルト の 6 日 間 の保 存 日 数 を使 用 すると、少 な くとも

1 週 間 の復 旧 ポイント が確 保 されます。それ以 上 の復 旧 ポイ

ント が必 要 な 場 合 、A SDBPROT JOB という名 前 のメディア プー

ルの保 存 日 数 を手 動 で増 やすことができます。

重 要 ：データベース保 護 ジョブを開 始 すると、テープ エンジンは検

出 された最 初 のグループの空 のメディアに接 続 し、A SDBPRO JOB と

いう名 前 のメディア プールを割 り当 てます。テープ エンジンが、5
分 以 内 に最 初 のグループの空 のメディアに接 続 できな い場 合 、

テープ エンジンは、他 のグループの空 のメディアに接 続 を試 みま

す。テープ エンジンが、任 意 のグループの空 のメディアに接 続 でき

な い場 合 、ジョブは失 敗 します。
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A rc se rve B a c ku p データベースのバックアップ

方 法

A rcse rve Ba cku p データベースをバックアップする方 法 は 2 種 類 あ

ります。

他 のバックアップ ジ ョブを作 成 するようにバックアップ ジ ョブを作

成 し、A rcse rve Ba cku p データベース オブジェクト にジ ョブのソ ー

ス選 択 を含 めます。

この方 法 では、ご使 用 の環 境 で SQL Se rve r 2014 Exp re ss また

は SQL Se rve r のどちらを実 行 中 かを認 識 している必 要 があり

ます。各 データベース タイプに必 要 な メタデータおよび関 連 項

目 をバックアップするには、これを認 識 した上 で、ジョブの新 し

いソ ース選 択 およびグローバル バックアップ操 作 オプションを指

定 する必 要 があります。

この方 法 では、バックアップ ジ ョブの完 了 時 に、影 響 を受 ける

データベースまたはファイル、あるいは両 方 をバックアップできま

す。

既 存 の A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブを変 更 しま

す。

既 存 のデータベース保 護 ジョブを変 更 すると、A rcse rve Ba cku p
により、環 境 で実 行 しているデータベースのタイプが検 出 され

ます。

この方 法 では、各 データベース タイプに必 要 な メタデータおよ

び関 連 項 目 をバックアップするために、A rcse rve Ba cku p が正 し

いソ ース選 択 を行 い、必 要 な グローバル バックアップ操 作 オプ

ションを指 定 します。

重 要 ：データベースを使 用 しているド メインに存 在 しな い複 数 の

バックアップ サーバを使 用 して データベースを保 護 しな いようにし

てください。A rcse rveA rcse rve
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カスタム データベース保 護 ジ ョブの変 更 、

作 成 、またはサブミット

このセクシ ョンでは、カスタム データベース保 護 ジョブを、既 存 の

データベース保 護 ジョブから変 更 または作 成 する方 法 について説

明 します。このタスクを行 うことによって、A rcse rve Ba cku p データ

ベースを確 実 にバックアップおよび保 護 できるようにな ります。

前 提 条 件 タスク

手 順 を実 行 する前 に、以 下 の必 須 タスクが完 了 していることを

確 認 します。

テープ エンジンが、ご使 用 の環 境 で、少 な くとも 1 つのデバイ

スを検 出 できることを確 認 します。メディア プールの詳 細 につ

いては、「デバイスとメディアの管 理 」を参 照 してください。

デフォルト のデータベース保 護 ジョブが、ジョブ キューにあること

を確 認 します。データベース保 護 ジョブがジョブ キューにな い場

合 、再 作 成 する必 要 があります。詳 細 については「 A rcse rve
Ba cku p データベース保 護 ジョブの再 作 成 」を参 照 してくださ

い。

カスタム データベース保 護 ジョブを変 更 、作 成 、サブミット する方

法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［クイックスタート ］メニューから［ジョ

ブ ステータス］をクリックします。

［ジョブ ステータス マネージャ］ウィンド ウが表 示 されます。

3 . ［ジョブ キュー］タブをクリックします。

4 . データベース保 護 ジョブを検 索 し、選 択 します。

注 ：データベース保 護 ジョブがな い場 合 、再 作 成 する必 要 があり

ます。詳 細 については「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブ

の再 作 成 」を参 照 してください。

5 . データベース保 護 ジョブを右 クリックし、コンテキスト メニューから

［変 更 ］を選 択 します。

［バックアップ マネージャ］ウィンド ウが開 き、［スタート ］、［デスティ

ネーション］、および［スケジュール］タブが表 示 されます。

注 ：データベース保 護 ジョブを変 更 すると、A rcse rve Ba cku p によ

り、環 境 ( SQL Exp re ss 2008 または SQL Se rve r) で実 行 している
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データベースのタイプが検 出 され、データベースの保 護 に必 要 な

データベース オブジェクト が指 定 されます。

6 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ データを

保 存 する場 所 またはメディア、あるいは両 方 を指 定 します。

詳 細 については、「バックアップ マネージャの［デスティネーショ

ン］タブで指 定 できるオプション」を参 照 してください。

［スタート ］タブをクリックして、［ステージングを有 効 にする］

チェック ボックスをオンにします。

［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タブが表 示 されます。

［ステージングの場 所 ］タブをクリックして、バックアップ データ

をステージングする場 所 を指 定 します。ステージング ジョブの

使 い方 の詳 細 については、「バックアップ ステージング方 法 」

を参 照 してください。.

7 . ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブのスケジュールを指 定 しま

す。詳 細 については、「ローテーション スキーム」を参 照 してくださ

い。

8 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

9 . ［操 作 ］タブをクリックします。

A rcse rve Ba cku p データベースに必 須 の［ジョブ終 了 時 に追 加 する

A rcse rve Ba cku p データのバックアップ］オプションを指 定 します。

SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss E d it io n -- 必 須 オプション

SQL Se rve r 2014 Exp re ss データベースでは、以 下 のオプション

は必 須 で、事 前 に選 択 されています。

［A rcse rve B a ck u p データベース］-- このオプションを使 用

すると、ジョブの完 了 後 に、A rcse rve Ba cku p データベー

スがバックアップされます。

［ジョブ スクリプト ］-- このオプションを使 用 すると、ジョブ

の完 了 後 に、新 し く更 新 されたジョブ スクリプト がバック

アップされます。

［A rcse rve B a ck u p データベース用 SQ L Se ve r 惨 事 復 旧

エレメント ］-- このオプションでは、ジョブの完 了 後 に、惨

事 からの SQL サーバ データベースの回 復 が必 要 な エレ

メント がバックアップされます。
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SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss E d it io n -- 任 意 オプション

SQL Se rve r 2014 Exp re ss データベースでは、以 下 のオプション

は任 意 です。

［カタログ ファイル］-- このオプションを使 用 すると、バック

アップ ジ ョブの完 了 後 に、カタログ ファイルがバックアップ

されます。

SQ L Se rve r--必 須 オプション

SQL Se rve r データベースでは、以 下 のオプションは必 須 で、

事 前 に選 択 されています。

［A rcse rve B a ck u p データベース］-- このオプションを使 用

すると、ジョブの完 了 後 に、A rcse rve Ba cku p データベー

スがバックアップされます。

［ジョブ スクリプト ］-- このオプションを使 用 すると、ジョブ

の完 了 後 に、新 し く更 新 されたジョブ スクリプト がバック

アップされます。

SQ L Se rve r--任 意 のオプション

SQL Se rve r データベースでは、以 下 のオプションは任 意 です。

［A rcse rve B a ck u p データベース用 SQ L Se ve r 惨 事 復 旧

エレメント ］-- このオプションでは、ジョブの完 了 後 に、惨

事 からの SQL サーバ データベースの回 復 が必 要 な エレ

メント がバックアップされます。

［カタログ ファイル］-- このオプションを使 用 すると、バック

アップ ジ ョブの完 了 後 に、カタログ ファイルがバックアップ

されます。

10 . ［OK］をクリックします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが閉 じ、［操 作 ］オプショ

ンが適 用 されます。

11 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

12 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスに、ジョブの説 明 を入 力 し、

［OK］をクリックします。

データベース保 護 ジョブがサブミット されます。
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A rc se rve B a c ku p データベース用 の

M ic ro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E x p re ss バック

アップ オプションの指 定

A rcse rve Ba cku p は、M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss データ

ベースのバックアップ時 に、フルおよび差 分 バックアップ方 式 を使

用 できます。この機 能 を使 用 すると、A rcse rve Ba cku p データベー

スのバックアップ時 に、ローテーション スキームまたはスケジュール

を使 用 できます。また、A rcse rve Ba cku p では、バックアップ ジ ョブ

の開 始 前 、またはバックアップ ジ ョブの完 了 後 に、データベースの

整 合 性 をチェックできます。

M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss バックアップ オプションを指 定

する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 いて、［ソ ース］タブを選 択

します。次 に、W in d ow s システム オブジェクト を展 開 して、

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバを探 します。

2 . プライマリ サーバを展 開 し、A rcse rve Ba cku p データベース オブジェ

クト を右 クリックして、コンテキスト メニューから［エージェント オプ

シ ョン］を選 択 します。

［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

3 . ［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスから、デー

タベースの保 護 に必 要 な オプションを指 定 します。

以 下 のいずれかのバックアップ方 式 を指 定 します。

［グローバルまたはローテーション オプションを使 用 ］-- グ

ローバル ジョブ方 式 またはローテーション フェーズに基 づ

いてフルまたは差 分 バックアップを実 行 するには、このオ

プションを選 択 します。増 分 ジョブ方 式 またはローテー

ション フェーズは、結 果 的 に差 分 バックアップにな りま

す。

注 ：これは、デフォルト のバックアップ オプションです。

［フル］-- ジョブが実 行 されるたびにフル バックアップを実

行 するには、このオプションを選 択 します。フル バックアッ

プを実 行 すると、A rcse rve Ba cku p によって 3 つのシステ

ム データベースおよび 24 の A rcse rve データベースのフル

バックアップが実 行 され、同 期 化 チェックポイント が記 録
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されます。A rcse rve Ba cku p では、2 つのバックアップ セッ

シ ョンが作 成 されます。1 つは、惨 事 復 旧 エレメント を

含 むセッシ ョンです。も う 1 つは、A rcse rve Ba cku p データ

ベースのリスト アに必 要 な すべてのデータを含 むセッシ ョ

ンです。

［差 分 ］-- ジョブが実 行 されるたびに差 分 バックアップを

実 行 するには、このオプションを選 択 します。差 分 バック

アップを実 行 すると、A rcse rve Ba cku p によって 24 の

A rcse rve データベースの差 分 バックアップが実 行 され、

同 期 化 チェックポイント が記 録 されます。A rcse rve
Ba cku p は、A rcse rve Ba cku p データベースのリスト アに必

要 な すべてのデータを含 む 1 つのバックアップ セッシ ョン

を作 成 します。

必 要 な ［データベースの整 合 性 チェック］( DBCC ) オプションを

指 定 します。DBCC オプションは、指 定 されたデータベース内

の全 オプジェクト の割 り当 ておよび構 造 の整 合 性 を確 認 しま

す。

［バックアップ前 ］-- バックアップの開 始 前 にデータベース

の整 合 性 をチェックするには、このオプションを選 択 しま

す。

［バックアップ後 ］-- バックアップの開 始 後 にデータベース

の整 合 性 をチェックするには、このオプションを選 択 しま

す。

［D B C C が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 する］--
バックアップ前 のチェックが失 敗 しても バックアップを続 行

するには、このオプションを選 択 します。

［インデックスをチェックしな い］-- システム テーブルのみ

をチェックするには、このオプションを選 択 します。

［データベースの物 理 的 な 整 合 性 をチェックする］-- 破
損 ページおよび一 般 的 な ハード ウェア障 害 を検 出 する

には、このオプションを選 択 します。また、ページとレコー

ド ヘッダの物 理 構 造 の整 合 性 、およびページのオブジェ

クト ID とインデックス ID 間 の整 合 性 も チェックします。

例 ：D B C C オプションの仕 組 み

以 下 の例 は、DBCC オプションが［エージェント バックアップ オ

プション］ダイアログ ボックスの［グローバル オプションより優 先

させる］との組 み合 わせで、どのように動 作 するのかを示 して
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います。

［グローバル オプションより優 先 させる］を指 定 した場

合 、データベース レベルで選 択 する DBCC オプションが、

適 用 される唯 一 の DBCC オプションにな ります。

［グローバル オプションより優 先 させる］を指 定 しな かった

場 合 、データベースに対 して指 定 したすべての DBCC オ

プションとグローバル オプションで選 択 したすべての DBCC
オプションが共 に適 用 されます。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスの［エージェント オ

プシ ョン］タブで、以 下 の DBCC オプションを指 定 します。

バックアップ後

インデックスをチェックしな い

［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスで、

［グローバル オプションより優 先 させる］を選 択 せず、以 下 の

DBCC オプションを指 定 します。

バックアップ前

DBCC が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 する

バックアップ ジ ョブをサブミット すると、A rcse rve Ba cku p によっ

て、指 定 した DBCC オプションが論 理 的 な 順 序 で適 用 されま

す。つまり、バックアップを開 始 する前 に、DBCC を実 行 しま

す。DBCC が失 敗 した場 合 でも 、バックアップを実 行 します。

バックアップの完 了 後 は、インデックスをチェックしません。

［グローバル オプションより優 先 させる］-- 指 定 したデータ

ベースのみ、［グローバル オプション］の［エージェント オプシ ョ

ン］タブのチェック ボックスで指 定 されたオプションが、エージェ

ント によってすべて無 視 されます。

注 ：バックアップ方 式 は、個 別 に無 視 できるため、このオプ

ションによる影 響 を受 けません。このオプションは、データベー

ス単 位 でのみ利 用 できます。

4 . ［OK］をクリックします。
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A rc se rve B a c ku p データベース用 の

M ic ro so ft SQ L Se rve r バックアップ オプション

の指 定

A rcse rve Ba cku p では、フル、増 分 、および差 分 バックアップ方 式

を使 用 して A rcse rve Ba cku p データベースを保 護 できます。この

機 能 では、ローテーション スキーマおよびスケジュールを使 用 して

データベースを保 護 できます。また A rcse rve Ba cku p では、ト ラン

ザクシ ョン ログのみをバックアップし、バックアップ ジ ョブの開 始 前 ま

たは完 了 後 にデータベースの整 合 性 を確 認 できます。

注 ：A rcse rve Ba cku p データベースとして機 能 しな い M icro so ft
SQL Se rve r データベースを保 護 する方 法 の詳 細 については、

「 A gent for M icrosoft SQ L Se rve r ユーザ ガイド 」を参 照 してくださ

い。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウを開 いて［ソ ース］タブを選 択 し

ます。次 に、W in d ow s システム オブジェクト を展 開 して、A rcse rve
Ba cku p データベースをホスト するサーバを探 します。

A rcse rve Ba cku p データベースをホスト するサーバは、プライマリ

サーバ、メンバ サーバ、またはリモート システムです。M icro so ft
SQL Se rve r データベースをホスト するサーバがバックアップ マネー

ジャ ディレクト リに表 示 されていな い場 合 、続 行 する前 に、

W in d ow s システム オブジェクト の下 のディレクト リ ツリーにサーバを

追 加 する必 要 があります。詳 細 については、「 リモート サーバの

バックアップ」を参 照 してください。

注 ：SQL Se rve r バックアップ オプションを指 定 するには、W in d ow s
または SQL Se rve r 認 証 情 報 を使 用 して認 証 する必 要 がありま

す。

2 . サーバを展 開 し、A rcse rve Ba cku p データベース オブジェクト を右

クリックして、コンテキスト メニューから［エージェント オプシ ョン］を

選 択 します。

［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

3 . ［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスから、デー

タベースの保 護 に必 要 な オプションを指 定 します。
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以 下 のバックアップ方 式 が提 供 されています。

［グローバルまたはローテーション オプションを使 用 する］--
ジョブのグローバルまたはローテーション フェーズのバックアップ

方 式 を使 用 して、選 択 したデータベースをバックアップしま

す。グローバルまたはローテーション オプションは、以 下 のオプ

ションを提 供 します。

フル ジョブ方 式 は、データベースのフル バックアップにな

ります。

差 分 ジョブ方 式 は、このデータベースでフル バックアップ

を行 っていな い限 り、データベースの差 分 バックアップに

な ります。

増 分 ジョブ方 式 は、データベースがまだフル バックアップ

されていな い場 合 を除 き、完 全 または一 括 ログ復 旧 モ

デルを使 用 しているデータベースではト ランザクシ ョン ロ

グ バックアップ ( 切 り捨 てあり ) を、単 純 復 旧 モデルを使

用 しているデータベースでは差 分 バックアップを実 行 しま

す。

3 つのメイン システム データベースは、グローバルまたは

ローテーション ジ ョブ方 式 から除 外 されます。データベー

ス［m aste r］、［m ode l］、または［m sdb］にこのオプション

に選 択 すると、フル バックアップにな ります。

［フル］-- フル バックアップが実 行 されます。データベース サブ

セット に含 まれているファイルは、ファイル全 体 がバックアップさ

れます。

［差 分 ］-- 前 回 のフル バックアップ以 降 に変 更 されたデータ

をバックアップします。たとえば、日 曜 日 の夜 にデータベース

全 体 のバックアップを行 った場 合 、月 曜 日 の夜 に差 分 バック

アップを行 い、月 曜 日 に変 更 されたデータのみをバックアップ

します。このオプションは、［m aste r］データベースでは使 用 で

きません。

［ト ランザクシ ョン ログ］-- ト ランザクシ ョン ログのみをバックアッ

プします。このオプションは、フルおよび一 括 ログ復 旧 モデル

を使 用 したデータベースのみで使 用 できます。

以 下 のデータベース サブセット オプシ ョンが提 供 されます。

データベース サブセット は、データベースで選 択 されたファイルを

バックアップします。データベースのサイズやパフォーマンス要 件 に
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より、データベースのフル バックアップを実 行 できな い場 合 は、この

オプションでファイルまたはファイル グループをバックアップします。

注 ：データベース サブセット オプシ ョンは、［バックアップ方 式 ］で

［ト ランザクシ ョン ログ］が選 択 されている場 合 は無 効 にな ります。

［データベース全 体 ］-- データベース全 体 をバックアップしま

す。

［ファイルとファイル グループ］-- 選 択 したファイルをデータベー

スにバックアップします。データベースのサイズやパフォーマンス

要 件 によっては、データベースのフル バックアップを行 うのが

現 実 的 でな い場 合 があります。このような 場 合 は、このオプ

ションでファイルまたはファイル グループを選 択 し、バックアップ

を行 います。このオプションは、フルおよび一 括 ログ復 旧 モデ

ルを使 用 したデータベースのみで使 用 できます。

［データベースの一 部 ］-- プライマリ ファイル グループ、および

その他 の任 意 の読 み取 り /書 き込 みファイル グループがバック

アップされます。読 み取 り専 用 データベースの場 合 、プライマ

リ ファイル グループのみがバックアップされます。このオプション

を使 用 するには、SQL Se rve r 2005 以 降 のバージョンが必 要

です。

［データベースの後 にト ランザクシ ョン ログをバックアップする］-
- データベースがバックアップされた後 で、ト ランザクシ ョン ログ

がバックアップされます。これにより、同 じジョブで、フルまたは

差 分 バックアップ、およびト ランザクシ ョン ログ バックアップを

実 行 できます。このオプションは、フルおよび一 括 ログ復 旧 モ

デルを使 用 したデータベースのみで使 用 できます。

以 下 のログ切 り捨 てオプションが提 供 されます。

［バックアップ後 に、アクティブでな いエント リをト ランザクシ ョン

ログから削 除 する］-- ト ランザクシ ョン ログからアクティブでな

いエント リを削 除 します。デフォルト では、このオプションが選

択 されています。

［バックアップ後 に、アクティブでな いエント リをト ランザクシ ョン

ログから削 除 しな い］-- アクティブでな いログ エント リはバック

アップ後 も 保 持 されます。これらのエント リは、次 回 のト ラン

ザクシ ョン ログのバックアップに含 まれます。

［ログの末 尾 をバックアップし、データベースは復 元 中 の状 態

にする］-- ログの末 尾 がバックアップされ、データベースは読

み取 り専 用 およびスタンバイ モード のままにな ります。このオ
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プションは、M icro so ft SQL Se rve r 2000 以 降 で使 用 できま

す。前 回 のバックアップ以 降 のアクティビティをバックアップし

て、リスト アのためにデータベースをオフラインにするには、この

オプションを使 用 します。

重 要 ：A rcse rve データベースのバックアップの際 に、ログ切 り

捨 てオプションの［ログの末 尾 をバックアップし、データベース

は復 元 中 の状 態 にする］を使 用 しな いでください。このオプ

ションを使 用 してバックアップを実 行 すると、データベースがオ

フラインの状 態 にな り、リスト アを行 い、データベースをオンラ

インに戻 すための A rcse rve データベースのバックアップを検 索

できな くな ります。このオプションを使 用 して、A rcse rve データ

ベースのバックアップを実 行 する場 合 、A rcse rve データベース

回 復 ウィザード を使 用 して A rcse rve Ba cku p データベースを

回 復 し、オンラインに戻 すことができます。

以 下 のデータベース整 合 性 オプションが提 供 されます。

DBCC では、データベースの物 理 的 および論 理 的 な 整 合 性 がテ

スト されます。DBCC には、以 下 のオプションがあります。

［バックアップ前 ］-- バックアップの開 始 前 にデータベースの整

合 性 をチェックするには、このオプションを選 択 します。

［バックアップ後 ］-- バックアップの開 始 後 にデータベースの整

合 性 をチェックするには、このオプションを選 択 します。

［D B C C が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 する］-- バック

アップ前 のチェックが失 敗 しても バックアップを続 行 するには、

このオプションを選 択 します。

［リスト ア後 ］-- データベースのリスト ア後 に DBCC を行 いま

す。

［インデックスをチェックしな い］-- ユーザ定 義 のテーブル用 イ

ンデックスをチェックせずにデータベースの整 合 性 をチェックす

るには、このオプションを選 択 します。

注 ：システム テーブルのインデックスは、このオプションの選 択

に関 係 な くチェックされます。

［データベースの物 理 的 な 整 合 性 をチェックする］-- 破 損

ページおよび一 般 的 な ハード ウェア障 害 を検 出 するには、こ

のオプションを選 択 します。また、ページとレコード ヘッダの物

理 構 造 の整 合 性 、およびページのオブジェクト ID とインデック

ス ID 間 の整 合 性 も チェックします。
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例 ：D B C C オプションの仕 組 み

以 下 の例 は、DBCC オプションが［エージェント バックアップ オ

プション］ダイアログ ボックスの［グローバル オプションより優 先

させる］との組 み合 わせで、どのように動 作 するのかを示 して

います。

［グローバル オプションより優 先 させる］を指 定 した場

合 、データベース レベルで選 択 する DBCC オプションが、

適 用 される唯 一 の DBCC オプションにな ります。

［グローバル オプションより優 先 させる］を指 定 しな かった

場 合 、データベースに対 して指 定 したすべての DBCC オ

プションとグローバル オプションで選 択 したすべての DBCC
オプションが共 に適 用 されます。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスの［エージェント オ

プシ ョン］タブで、以 下 の DBCC オプションを指 定 します。

バックアップ後

インデックスをチェックしな い

［エージェント バックアップ オプション］ダイアログ ボックスで、

［グローバル オプションより優 先 させる］を選 択 せず、以 下 の

DBCC オプションを指 定 します。

バックアップ前

DBCC が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 する

バックアップ ジ ョブをサブミット すると、A rcse rve Ba cku p によっ

て、指 定 した DBCC オプションが論 理 的 な 順 序 で適 用 されま

す。つまり、バックアップを開 始 する前 に、DBCC を実 行 しま

す。DBCC が失 敗 した場 合 でも 、バックアップを実 行 します。

バックアップの完 了 後 は、インデックスをチェックしません。

そのほかに、以 下 のオプションが提 供 されます。

［SQ L Se rve r によって生 成 されたチェックサムを含 める］--
M icro so ft SQL Se rve r からのエラー確 認 情 報 を含 めます。こ

の情 報 を使 用 して、バックアップされたデータの整 合 性 をリス

ト アの際 に検 証 できます。このオプションを使 用 するには、

SQL Se rve r 2005 以 降 のバージョンが必 要 です。

DBCC 中 に生 成 されたすべてのエラー メッセージは、A gen t
fo r M icro so ft SQL Se rve r のログ ファイル sq lp a g.lo g に記 録 さ

れます。このログ ファイルはバックアップ エージェント のディレク

ト リに格 納 されています。
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［グローバル オプションより優 先 させる］-- このオプションを有

効 にすると、選 択 したデータベースに関 連 するグローバル オ

プションの設 定 よりも 優 先 されます。

注 ：［バックアップ方 式 ］および［ト ランザクシ ョン ログ切 り捨 て

オプション］は、これ とは別 に優 先 されるため、このオプション

の影 響 を受 けません。このオプションは、データベース単 位 で

のみ利 用 できます。

［SQ L Se rve r によるバックアップ圧 縮 ］-- このオプションは SQL
Se rve r 2008 ( En te rp rise ) 以 降 のバージョンにのみ適 用 しま

す。このオプションを有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p によって

SQL Se rve r データベース バックアップ圧 縮 設 定 が使 用 され、

より少 な いセッシ ョン数 での高 速 バックアップが可 能 にな りま

す。

4 . ［OK］をクリックします。

エージェント バックアップ オプションが適 用 されます。
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A rc se rve B a c ku p データベース保 護 ジ ョブの

開 始

システム上 で実 行 されたジョブ、メディア、およびデバイスに関 する

情 報 は、A rcse rve Ba cku pデータベースにより管 理 されます。

A rcse rve Ba cku p をインスト ールすると、［データベース保 護 ジョブ］

のステータスはホールド のままにな ります。［データベース保 護 ジョ

ブ］を使 用 して A rcse rve Ba cku p を保 護 するには、［データベース

保 護 ジョブ］のステータスを［ホールド ］から［レディ］に変 更 する必

要 があります。

A rcse rve B a ck u p データベース保 護 ジョブの開 始 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［クイックスタート ］メニューから［ジョ

ブ ステータス］をクリックします。

［ジョブ ステータス マネージャ］ウィンド ウが表 示 されます。

3 . ［ジョブ キュー］タブを選 択 して、［データベース保 護 ジョブ］を探 し

ます。

注 ：データベース保 護 ジョブが削 除 された場 合 、「 A rcse rve
Ba cku p データベース保 護 ジョブの再 作 成 」の手 順 を使 用 してジョ

ブを再 作 成 できます。

4 . ［データベース保 護 ジョブ］を右 クリックし、ポップアップ メニューから

［レディ］を選 択 します。

［データベース保 護 ジョブ］のステータスを［ホールド ］から［レディ］

に変 更 します。データベースのフル バックアップは、指 定 された次

の実 行 時 間 に実 行 されます。

5 . ( オプション ) ［データベース保 護 ジョブ］を今 すぐ開 始 するには、

［データベース保 護 ジョブ］を右 クリックしてポップアップ メニューから

［即 実 行 ］を選 択 します。

データベース保 護 ジョブがすぐに開 始 されます。

重 要 ：データベース保 護 ジョブを開 始 すると、テープ エンジンは検

出 された最 初 のグループの空 のメディアに接 続 し、A SDBPRO JOB と

いう名 前 のメディア プールを割 り当 てます。テープ エンジンが、5
分 以 内 に最 初 のグループの空 のメディアに接 続 できな い場 合 、

テープ エンジンは、他 のグループの空 のメディアに接 続 を試 みま

す。テープ エンジンが、任 意 のグループの空 のメディアに接 続 でき

な い場 合 、ジョブは失 敗 します。
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アクセス要 件

リモート の W in d ow s データベース サーバが含 まれるジョブをサブ

ミット する場 合 、A rcse rve Ba cku p では、データベースが存 在 する

システムのユーザ名 とパスワード が要 求 されます。A rcse rve
Ba cku p は、このユーザ名 とパスワード を使 用 してリモート サーバに

アクセスします。

データベース サーバにアクセスするには、M icro so ft SQL Se rve r の

ネイティブ ユーザ名 とパスワード も 必 要 です。ユーザ ID とパスワー

ド を要 求 された場 合 は、M icro so ft SQL Se rve r のシステム管 理 者

( sa ) 用 のユーザ ID とパスワード 、または同 等 のアクセス権 を持 つ

ユーザ ID とパスワード を入 力 します。セキュリティ設 定 によっては、

このユーザは W in d ow s ユーザの場 合 も あります。

エージェント で使 用 できるデータ転 送 メカニズムは 2 種 類 あり、必

要 な 権 限 がそれぞれ異 な るので注 意 してください。名 前 付 きパイ

プを使 用 したバックアップでは、バックアップされる特 定 のデータ

ベースの Ba cku p Op era to r 権 限 のみが必 要 で、データベースを

バックアップするには、Da tab a se C rea to r の役 割 が必 要 です。ただ

し、仮 想 デバイスを使 用 したバックアップでは、System
A dm in is tra to r の役 割 が必 要 です。

注 ：バックアップ オペレータ グループに属 するユーザには、

A rcse rve Ba cku p データベースにアクセスする権 限 がありません。そ

のため、バックアップ マネージャでメンバ サーバはユーザに表 示 さ

れません。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

A rc se rve B a c ku p データベース保 護 ジ ョブの

削 除

以 下 の手 順 を実 行 して、デフォルト の A rcse rve Ba cku p データ

ベース保 護 ジョブを削 除 します。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p データベースは常 にバックアップしてくださ

い。バックアップを行 わな い場 合 は、バックアップ データを回 復 で

きな くな ります。

A rcse rve B a ck u p データベース保 護 ジョブを削 除 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［クイックスタート ］メニューから［ジョ

ブ ステータス］をクリックします。

ジョブ ステータス マネージャが表 示 されます。

3 . ［ジョブ キュー］タブを選 択 して、データベース保 護 ジョブを探 しま

す。

4 . データベース保 護 ジョブを右 クリックし、コンテキスト メニューから

［削 除 ］を選 択 します。

警 告 メッセージが表 示 されます。

5 . データベース保 護 ジョブを削 除 する場 合 、［OK］をクリックします。

データベース保 護 ジョブが削 除 されます。

注 ：A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブを再 作 成 する方 法

については、「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの再 作 成 」

を参 照 してください。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

A rc se rve B a c ku p データベース保 護 ジ ョブの

再 作 成

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブ

が意 図 的 に、または誤 って削 除 された場 合 でも そのジョブを再 作

成 できます。

A rcse rve B a ck u p データベース保 護 ジョブを再 作 成 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［クイックスタート ］メニューから

［サーバ管 理 ］をクリックします。

［サーバ管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

3 . ［環 境 設 定 ］ツールバー ボタンをクリックします。

［環 境 設 定 - <Se rve r nam e>］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . ［データベース エンジン］タブを選 択 して、以 下 の手 順 を実 行 しま

す。

a . ［A rcse rve DB 保 護 ジョブのサブミット ］チェック ボックスをオンに

します。

b . ［サーバ］フィールド で、データベース保 護 ジョブを実 行 する

A rcse rve Ba cku p サーバの名 前 を指 定 します。データベース

保 護 ジョブを再 作 成 するド メインから、A rcse rve プライマリ

サーバまたは A rcse rve メンバ サーバを指 定 できます。

c. ［グループ］フィールド で、データベース保 護 ジョブ データを保

存 するデバイス グループの名 前 を指 定 します。

5 . ［OK］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p により、データベース保 護 ジョブが再 作 成 されま

す。

6 . A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブを開 始 します。

注 ：詳 細 については「 A rcse rve Ba cku p データベース保 護 ジョブの

開 始 」を参 照 してください。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

A rc se rve B a c ku p データベースをリスト アする

方 法

A rcse rve Ba cku p データベースのリスト アに使 用 できる方 式 はいく

つかあります。以 下 のリスト では、これらの方 式 について説 明 し、

方 式 に関 連 する特 別 な 考 慮 事 項 または制 限 についても 説 明 し

ます。

重 要 ：M icro so ft SQL Se rve r データベース アーキテクチャおよび

A rcse rve Ba cku p セッシ ョンは、M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss
のも のとまったく異 な ります。M icro so ft SQL Se rve r データを

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss バックアップ セッシ ョンでリスト

アしようとした場 合 、または逆 に、M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss を M icro so ft SQL Se rve r バックアップ セッシ ョンでリスト アし

ようとした場 合 、惨 事 復 旧 処 理 によりデータが破 壊 されることが

あります。

通 常 のリスト ア - データベースを使 用 する A rcse rve B a ck u p ド

メインでのバックアップ -- このリスト ア方 式 は、以 下 の状 況 で使

用 できます。

A rcse rve Ba cku p データベースが、データベースを使 用 する

A rcse rve Ba cku p ド メインでバックアップされた場 合 。

A rcse rve Ba cku p データベースがオンラインで、かつ正 常 に

機 能 している場 合 。

A rcse rve Ba cku p データベースを特 定 の時 点 の状 態 にリス

ト アする場 合 。

注 ：A rcse rve Ba cku p データベースは、元 の場 所 または別

の場 所 にリスト アできます。

通 常 のリスト ア - 別 の A rcse rve B a ck u p ド メインでのバックアッ

プ -- このリスト ア方 式 は、以 下 の状 況 で使 用 できます。

データベースを使 用 する A rcse rve Ba cku p ド メインとは異

な る A rcse rve Ba cku p ド メインに、データベースがバックアッ

プされた場 合 。

A rcse rve Ba cku p データベースがオンラインで、かつ正 常 に

機 能 している場 合 。

A rcse rve Ba cku p データベースを特 定 の時 点 の状 態 にリス

ト アする場 合 。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

注 ：SQL Se rve r 2014 Exp re ss のインスト ールの場 合 は、

A rcse rve Ba cku p データベースを元 の場 所 にリスト アする

必 要 があります。SQL Se rve r のインスト ールの場 合 は、

A rcse rve Ba cku p データベースを元 の場 所 または別 の場

所 にリスト アすることができます。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

A rc se rve データベース回 復 ウィザード を使

用 した A rc se rve B a c ku p データベースの回

復

A rcse rve データベース回 復 ウィザード は自 己 プロテクト ユーティリ

ティであり、障 害 が発 生 した A rcse rve Ba cku p データベースが、そ

のデータベースを使 用 している A rcse rve Ba cku p ド メインによって

バックアップされている場 合 にデータベースを回 復 できます。ウィ

ザード を使 用 して、最 近 のフル バックアップまたは差 分 バックアッ

プからデータベースを回 復 できます。また、バックアップ サーバに接

続 されたデバイスに保 存 されているフル バックアップ セッシ ョンから

データベースを回 復 できます。

重 要 ：A rcse rve データベース回 復 ウィザード では、別 の A rcse rve
Ba cku p ド メインの中 でバックアップおよび使 用 されていた A rcse rve
Ba cku p データベースは回 復 できません。

A rcse rve データベース回 復 ウィザード を使 用 する場 合 は、お使 い

のシステムが以 下 の前 提 条 件 を満 たしていることを確 認 してくだ

さい。

A gen t fo r A rcse rve Da tab a se が、A rcse rve Ba cku p データベー

スをホスト しているコンピュータにインスト ールされている。

ユーザが、A rcse rve Ba cku p データベースをホスト しているコン

ピュータに対 して、( ローカル管 理 者 または管 理 グループのユー

ザとして ) 管 理 者 権 限 のある W in d ow s アカウント を有 してい

る。

プライマリ バックアップ サーバまたはスタンド アロン バックアップ

サーバ上 でこのウィザード を実 行 する。

テープ エンジンが A rcse rve Ba cku p サーバ上 で実 行 中 である。

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールが A rcse rve Ba cku p サー

バ上 で実 行 中 ではな い。

A rcse rve Ba cku p サーバ環 境 設 定 ウィザード が A rcse rve
Ba cku p サーバ上 で実 行 中 ではな い。

A rcse rve Ba cku p サーバをクラスタ対 応 に設 定 すると、すべての重

要 な A rcse rve Ba cku p ベース関 連 サービス ( エージェント 関 連 サー

ビス以 外 ) が適 切 な クラスタ サービス ( M SC S または NEC
C LU STERPRO ) によって監 視 されます。A rcse rve Ba cku p ベース関

連 のサービスが失 敗 するか、またはシャット ダウンする必 要 がある
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

場 合 は、クラスタ サービスは自 動 的 にその再 起 動 を行 い、再 起

動 に失 敗 するとフェールオーバをト リガします。このタスクを実 行 す

るには、A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 する必 要 があります。た

だし、クラスタ対 応 の環 境 では、まずはクラスタ サービスを手 動 で

停 止 して、サービスのモニタが続 行 されな いようにし、自 動 再 起

動 またはフェールオーバが実 行 されな いようにする必 要 がありま

す。クラスタ サービスによって HA サービスのモニタリングを停 止 す

る方 法 については、「M SCS による HA サービス モニタリングの停

止 」または「NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r による HA サービス

モニタリングの停 止 」を参 照 してください。

A rcse rve データベース回 復 ウィザード を使 用 した A rcse rve B a ck u p
データベースの回 復 方 法

注 ：A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 に設 定 されていな い

場 合 は、手 順 4 から開 始 します。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 に設 定 されている場 合

は、以 下 の A rcse rve Ba cku p リソ ースをオフラインにします。

A rcse rve A SDB

A rcse rve HA

A rcse rve レジスト リ

2 . A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 に設 定 されている場 合 、

SQL Se rve r サービス ( A RC SERVE_DB ) および A rcse rve Ba cku p デー

タベース エンジンを開 始 します。

3 . W in d ow s の［スタート ］メニューから、［スタート ］-［プログラム］-
［A rcse rve］-［A rcse rve Ba cku p］-［データベース回 復 ウィザード ］の

順 に選 択 します。

［認 証 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . 以 下 のシナリオに従 い、サーバへのログインに必 要 な 認 証 情 報 を

指 定 します。

M icro so ft SQL Se rve r または M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss
Ed it io n が A rcse rve Ba cku p と同 じコンピュータにインスト ール

されている -- A rcse rve Ba cku p サーバの W in d ow s ド メイン ア

カウント およびパスワード を指 定 します。

M icro so ft SQL Se rve r がリモート サーバにインスト ールされて

いる -- M icro so ft SQL Se rve r データベースをホスト している

サーバの W in d ow s ド メイン アカウント およびパスワード を指

定 します。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

SQL Se rve r 認 証 を使 用 している -- ［SQL Se rve r 認 証 ］をクリッ

クし、SQL Se rve r データベースへのログインに必 要 な ログイン

ID とパスワード を指 定 します。

5 . ［次 へ］をクリックします。

［リスト ア ポイント ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：［ca ro o t 認 証 ］ダイアログ ボックスは、W in d ow s アカウント を

使 用 して A rcse rve Ba cku p にログインし、A rcse rve データベース回

復 ウィザード を開 始 した場 合 にのみ開 きます。［ca ro o t 認 証 ］ダイ

アログ ボックスで、［ca ro o t パスワード ］フィールド にパスワード を入

力 し、［OK］をクリックします。

6 . ［リスト ア ポイント ］ダイアログ ボックスは、A rcse rve Ba cku p データ

ベース バックアップ ログ ファイルから利 用 可 能 な バックアップ セッ

シ ョンに関 する情 報 を取 得 します。

7 . その他 のバックアップ セッシ ョンを取 得 するには、［その他 の復 旧 ポ

イント ］をクリックします。

［メディアのスキャン］ダイアログ ボックスが開 きます。

8 . ［リスト ア ポイント ］ダイアログ ボックスに現 在 表 示 されているセッ

シ ョンを使 用 して A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 するには、

回 復 するセッシ ョンを選 択 し、［次 へ］をクリックして手 順 8 に進 み

ます。

9 . ［メディアのスキャン］ダイアログ ボックスで、以 下 の手 順 を実 行 し

ます。

a . バックアップ サーバを指 定 し、［接 続 ］をクリックします。

指 定 したサーバに接 続 されたデバイスが、デバイス リスト に

表 示 されます。

b . バックアップ デバイスを指 定 し、［スキャン］をクリックします。

指 定 したバックアップ デバイス上 に保 存 された利 用 可 能 な

復 旧 ポイント が、リスト 表 示 されます。

c. 復 旧 するセッシ ョンを指 定 し、［リスト に追 加 ］をクリックしま

す。

指 定 した復 旧 ポイント が、選 択 された復 旧 ポイント のリスト

に表 示 されます。

注 ：その他 の復 旧 ポイント を取 得 するには、別 のデバイスを選 択

し、手 順 b および c を繰 り返 します。
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

その他 のオプション

イジェクト -- デバイスから、テープおよびリムーバブル ハード

ディスク ( RDX) メディアをイジェクト します。

注 ：このオプションは、スタンド アロン テープ ド ライブおよび

RDX メディア デバイス上 でのみ機 能 します。

更 新 -- バックアップ デバイス リスト を更 新 します。デバイスに

新 しいテープまたは RDX メディアを挿 入 した後 、［更 新 ］をク

リックする必 要 があります。

注 ：バックアップ セッシ ョンが複 数 のメディアにわたる場 合 、関 連 メ

ディアを挿 入 するようにウィザード から要 求 されます。

10 . ［OK］をクリックします。

［リスト ア ポイント ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

11 . ［リスト ア ポイント ］ダイアログ ボックスで、リスト アするセッシ ョンを

選 択 し、［次 へ］をクリックします。

指 定 したセッシ ョンが暗 号 化 されているか、パスワード 保 護 されて

いる場 合 、［セッシ ョン パスワード ］ダイアログ ボックスが開 きます。

12 . ［セッシ ョン パスワード ］ダイアログ ボックスの［パスワード ］フィールド

にパスワード を入 力 し、［OK］をクリックします。

［A rcse rve データベースの回 復 ］ダイアログ ボックスが開 き、回 復

処 理 が開 始 されます。

重 要 ：正 しいセッシ ョン パスワード を指 定 する機 会 は 3 回 与 えら

れます。正 しいパスワード の入 力 に 3 回 失 敗 すると、回 復 は失

敗 します。その場 合 は、［戻 る］をクリックして手 順 5 を繰 り返 し、

別 の復 旧 ポイント を指 定 します。

注 ：A rcse rve ［ データベースの回 復 ］ダイアログ ボックスの［メ ッセー

ジ］フィールド には、回 復 の結 果 に関 する重 要 な 情 報 が含 まれて

います。回 復 に関 する詳 細 情 報 を表 示 するには、以 下 のログ

ファイルを参 照 します。

A R C S E R V E _ H O M E \L o g \A S re co ve ryD B .lo g

13 . 回 復 が完 了 したら、［完 了 ］ボタンをクリックします。

A rcse rve Ba cku p データベース回 復 ウィザード は A rcse rve Ba cku p
データベースを回 復 し、必 要 な A rcse rve Ba cku p サービスおよびエ

ンジンをすべて再 起 動 します。

14 . A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 に設 定 されている場 合

は、以 下 の A rcse rve Ba cku p リソ ースをオンラインに戻 します。
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A rcse rve A SDB

A rcse rve HA

A rcse rve レジスト リ
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A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

A rc se rve B a c ku p データベースの再 初 期 化

以 下 の手 順 では、A rcse rve Ba cku p データベースを再 度 初 期 化

する方 法 について説 明 します。A rcse rve Ba cku p データベースは、

以 下 のシナリオでは初 期 化 されな いことがあります。

A rcse rve データベース回 復 ウィザード を使 用 して A rcse rve
Ba cku p データベースを復 旧 できな かった場 合

さまざまな 理 由 により A rcse rve Ba cku p データベースを起 動 で

きな かった場 合

以 下 の手 順 を実 行 すると、サーバ環 境 設 定 ウィザード により既

存 の A rcse rve Ba cku p データベース インスタンスが上 書 きされ、

A rcse rve Ba cku p データベースを再 度 初 期 化 できるようにな りま

す。

重 要 ：再 初 期 化 を行 うと、A rcse rve Ba cku p データベースが上 書

きされ、バックアップ データは失 われます。このタスクを実 行 する

前 に、A rcse rve Ba cku p データベースが破 損 していることを確 認 し

てください。

このタスクは M icro so ft SQL Se rve r データベースおよび M icro so ft
SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n データベースで実 行 できます。

A rcse rve B a ck u p データベースを再 初 期 化 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p プライマリまたはスタンド アロン サーバから、サー

バ環 境 設 定 ウィザード を起 動 します。

注 ：サーバ環 境 設 定 ウィザード を起 動 するには、［スタート ］-［す
べてのプログラム］-［A rcse rve］-［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境

設 定 ウィザード ］の順 にクリックします。

サーバ環 境 設 定 ウィザード が開 き、［オプションの選 択 ］ダイアログ

ボックスが表 示 されます。

2 . ［データベースの選 択 ］を選 択 し、［次 へ］をクリックします。

［ca ro o t の確 認 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ca ro o t パスワード を指 定 し、［次 へ］をクリックします。

［システム アカウント ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . システム アカウント 情 報 を指 定 し、［次 へ］をクリックします。

［データベースの選 択 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［データベースの選 択 ］ダイアログ ボックスで、デフォルト のオプショ

ンを受 け入 れ、［次 へ］をクリックします。
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マイグレーションされな い情 報 があることを警 告 するメッセージが

表 示 されます。

6 . ［OK］をクリックし、メ ッセージをクリアします。

7 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

A rcse rve Ba cku p データベースが M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss Ed it io n データベースの場 合 、次 の手 順 に進 みま

す。

A rcse rve Ba cku p データベースが M icro so ft SQL Se rve r データ

ベースの場 合 、［SQL データベース システム アカウント ］ダイア

ログ ボックスが開 きます。［SQL データベース システム アカウン

ト ］ダイアログ ボックスのデフォルト のオプションを受 け入 れ、

［次 へ］をクリックします。

8 . ［データベースのインスト ール パスを選 択 してください］ダイアログ

ボックスで、［データベースの上 書 き］オプションが有 効 にな っている

ことを確 認 します。

注 ：データベースの再 初 期 化 には、このオプションを有 効 にするこ

とが不 可 欠 です。

9 . ［次 へ］をクリックします。

A rcse rve Ba cku p データベースが再 初 期 化 されます。

10 . ［完 了 ］ボタンをクリックします。

注 ：A rcse rve 再 初 期 化 プロセスの完 了 後 、ジョブ キュー内 のすべ

てのスケジュール済 みジョブ (  データベース廃 棄 ジョブ、データベー

ス保 護 ジョブな ど ) のステータスはホールド にな ります。A rcse rveジョ

ブのスケジュールを再 開 するには、各 ジョブのステータスをホールド

からレディに変 更 する必 要 があります。ジョブ ステータスを変 更 す

るには、ジョブ ステータス マネージャを開 き、ジョブを右 クリックして

コンテキスト メニューの［レディ］をクリックします。
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c a _ re c o ve rd b コマンド を使 用 した A rc se rve
B a c ku p データベースの回 復

バックアップ ジ ョブを実 行 するたびに、バックアップされたマシン、

ディレクト リ、およびファイルの情 報 がA rcse rve Ba cku pデータベース

に記 録 されます。また、そのジョブに使 用 したメディアに関 する情

報 も 記 録 されます。これにより、ファイルをリスト アする必 要 がある

ときに、簡 単 にそのファイルの場 所 を特 定 できます。データベース

回 復 コマンド ( ca _ reco ve rd b ) は自 己 プロテクト 機 能 であり、

A rcse rve Ba cku p データベースが失 われた場 合 、そのデータベース

を使 用 している A rcse rve Ba cku p ド メインによってバックアップされ

ている場 合 にデータベースを回 復 できます。

ca _ reco ve rd b ユーティリティは、ca _ re sto re コマンド を起 動 して、

データベース回 復 機 能 を実 装 します。ca _ reco ve rd b ユーティリティ

は、A rcse rve Ba cku p データベースが SQL Se rve r データベースか

SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n インスタンスかを自 動 的 に判 断

し、ca _ re sto re コマンド に適 切 な パラメータを提 供 します。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 した後 に実 行 する最 初

のジョブは、ジョブ ステータス マネージャ上 に、その A rcse rve
Ba cku p データベースのリスト ア ジ ョブと同 じジ ョブ ID で表 示 さ

れます。A rcse rve Ba cku p のこの動 作 は、A rcse rve Ba cku p デー

タベースがリスト アされた後 、その A rcse rve Ba cku p データベー

スのリスト ア ジ ョブに割 り当 てられたジョブ ID が失 われるために

発 生 します。

ディスク ステージング環 境 で A rcse rve Ba cku p データベースをリ

スト アする場 合 、A rcse rve Ba cku p では過 去 にステージング デ

バイスからパージされているデータをパージしようとする場 合 が

あります。警 告 メッセージが表 示 されますが、パージ ジョブは

正 常 に完 了 します。

注 ：ca _ reco ve rd b の構 文 およびオプションの詳 細 については、

「構 文 」および「オプシ ョン」を参 照 してください。

クラスタ対 応 実 装 でのデータベースの回 復

A rcse rve Ba cku p サーバをクラスタ対 応 に設 定 すると、すべての重

要 な A rcse rve Ba cku p ベース関 連 サービス ( エージェント 関 連 サー

ビス以 外 ) が適 切 な クラスタ サービス ( M SC S または NEC
C LU STERPRO ) によって監 視 されます。A rcse rve Ba cku p ベース関
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連 のサービスが失 敗 するか、またはシャット ダウンする必 要 がある

場 合 は、クラスタ サービスは自 動 的 にその再 起 動 を行 い、再 起

動 に失 敗 するとフェールオーバをト リガします。このタスクを実 行 す

るには、A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 する必 要 があります。た

だし、クラスタ対 応 の環 境 では、まずはクラスタ サービスを手 動 で

停 止 して、サービスのモニタが続 行 されな いようにし、自 動 再 起

動 またはフェールオーバが実 行 されな いようにする必 要 がありま

す。クラスタ サービスによって HA サービスのモニタリングを停 止 す

る方 法 については、「M SCS による HA サービス モニタリングの停

止 」または「NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r による HA サービス

モニタリングの停 止 」を参 照 してください。

クラスタ対 応 環 境 内 で ca _ reco ve rd b コマンド を使 用 して、

A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 するには、以 下 の手 順 を実

行 します。

1 . 以 下 の A rcse rve Ba cku p リソ ースをオフラインにします。

A rcse rve A SDB

A rcse rve HA

A rcse rve レジスト リ

2 . SQL Se rve r サービス ( A RC SERVE_DB ) を開 始 します。

3 . csta rt .b a t バッチ ファイルを使 用 して、すべての A rcse rve Ba cku p
サービスを開 始 します。

注 ：csta rt .b a t バッチ ファイルは A rcse rve Ba cku p ホーム インス

ト ール ディレクト リに保 存 されています。

4 . ca _ reco ve rd b .exe を実 行 します。

注 ：詳 細 については、「構 文 」および「オプシ ョン」を参 照 してくださ

い。

5 . 以 下 の A rcse rve Ba cku p リソ ースをオンラインに戻 します。

A rcse rve A SDB

A rcse rve HA

A rcse rve レジスト リ
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c a _ re c o ve rd b -構 文

ca _ reco ve rd b のコマンド ラインの構 文 は、以 下 のような 形 式 で

す。

ca _ re co ve rd b [ -ca h o s t < h o s tn a m e > ]

[-i [n ]]
-u se rn a m e < u se rn a m e > [-p a ssw o rd < p a ssw o rd > ]
[-d b u se rn a m e < d a ta b a se u se rn a m e > [-d b p a ssw o rd < d a ta b a se
p a ssw o rd > ] ] [-se ss io n p a ssw o rd [se ss io n p a ssw o rd ] -se ss io n
p a ssw o rd [se ss io n p a ssw o rd ]...]
[-w a itF o rjo b s ta tu s < p o llin g in te rva l> ]
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c a _ re c o ve rd b -オプション

ca _ reco ve rd b は、消 失 した A rcse rve Ba cku p データベースを回 復

するためのさまざまな オプションを提 供 します。

ca _ reco ve rd b コマンド には、以 下 のオプションが含 まれます。

ca h o st < h o stn a m e >

デフォルト のホスト を、バックアップ ログから cah o st が指 定 するホ

スト へリダイレクト します。

例 ：

Ho stA - ca _ re sto re の中 で使 用 される、バックアップ ログに存 在 す

るデフォルト ホスト 。

Ho stB - 指 定 するホスト 。

この例 では、cah o st スイッチを指 定 しな いと、ca _ reco ve rd b ユー

ティリティによって起 動 された ca _ re sto re コマンド は以 下 のようにな

ります。

ca _ re s to re -ca h o s t H o s tA

パラメータ Ho stB を使 用 して cah o st スイッチを指 定 すると、ca _
reco ve rd b ユーティリティによって起 動 された ca _ re sto re コマンド は

以 下 のようにな ります。

ca _ re s to re -ca h o s t H o s tB

-i [n ]

対 話 モード を使 用 するように指 定 します。このスイッチを含 める

と、ベースラインとして使 用 するバックアップを選 択 することで、

A rcse rve Ba cku p のデータベース回 復 を実 施 する時 点 を指 定 でき

ます。対 話 モード が起 動 されると、ca _ reco ve rd b は、ログ ファイル

を持 つ A rcse rve Ba cku p シーケンスのリスト を表 示 します。それぞ

れのログ ファイルは、まずフル データベース バックアップで始 まり、

リスト アするフル バックアップに依 存 するその他 のすべてのバック

アップを含 みます ( フル バックアップは、各 セッシ ョンに対 して「依 存

チェーン」のルート とな ります ) 。

パラメータ n を使 用 して、選 択 対 象 の最 新 のバックアップ ログ

セット ( 依 存 チェーン ) の数 を指 定 します。n の値 の範 囲 は、1 ～

99 で、デフォルト 値 は 10 です。

フル バックアップ シーケンスを選 択 すると、リスト ア ポイント として、

どのセッシ ョンを使 用 するかを選 択 するように求 められます。セッ
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ション選 択 後 、ca _ reco ve rd b ユーティリティがそのシーケンスの依

存 チェーンを判 断 し、ca _ re sto re を使 用 して各 セッシ ョン向 けにリ

スト ア ジ ョブをサブミット します。

-i スイッチを含 めな いと、ca _ reco ve rd b ユーティリティは最 新 のバッ

クアップを指 定 した選 択 として自 動 的 に使 用 し、そのセッシ ョン用

に依 存 チェーンを構 築 します。これは、バックアップの最 新 の状 態

に復 旧 する場 合 に便 利 です。ただし、最 新 のバックアップが消 失

または破 損 している場 合 、対 話 モード を使 用 して古 いセッシ ョン

からリスト アし、テープをマージして最 新 の情 報 を再 統 合 すること

ができます。

-u se rn a m e < u se rn a m e > [-p a ssw o rd < p a ssw o rd > ]

実 際 のリカバリ ジ ョブを実 行 する、データベース エージェント 用 の

認 証 情 報 を指 定 します。p a sswo rd オプションを含 めな いと、デ

フォルト でパスワード 不 要 に設 定 されます。

-d b u se rn a m e < d a ta b a se u se rn a m e > [-d b p a ssw o rd < d a ta b a se
p a ssw o rd > ]

データベース用 の認 証 情 報 を指 定 します。d a tab a se u se rn am e
およびそれに対 応 する d a tab a se p a sswo rd を含 めな い場 合 、認

証 用 にデフォルト で 「 d b u se rn am e」および「 d b p a sswo rd 」に設 定 さ

れます。

[-se ss io n p a ssw o rd [se ss io n p a ssw o rd ] -se ss io n p a ssw o rd [se ss io n
p a ssw o rd ] ...]

セッシ ョン用 の認 証 情 報 を認 証 パスワード に設 定 するように指 定

します。

[-w a itFo rJo b Sta tu s < p o llin g in te rva l> ]

ca _ reco ve rd b がジョブの完 了 まで待 機 し終 了 するまでの時 間 間

隔 ( 秒 数 ) を指 定 します。その際 、ジョブが正 常 に終 了 したのか、

または失 敗 したのかを表 すコード が返 されます。

<p o ll in g in te rva l> の値 は、ca _ reco ve rd b ユーティリティがキュー

サービスに対 してジョブ ステータスをチェックする間 隔 ( 秒 数 ) を定

義 します。デフォルト のポーリング間 隔 は 60 秒 です。
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M ic ro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E x p re ss E d itio n
および M ic ro so ft SQ L Se rve r データベースの

リスト ア オプションの指 定

［エージェント リスト ア オプション］ダイアログ ボックスを使 用 する

と、M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n および M icro so ft
SQL Se rve r データベース インスタンスのリスト ア方 法 を指 定 できま

す。

M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss E d it io n および M icro so ft SQ L
Se rve r データベースのリスト ア オプションの指 定 方 法

1 . ホーム画 面 のナビゲーション バーにある［クイック スタート ］メニュー

から、［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ［リスト ア方 式 ］ド ロップ ダウン リスト から、［ツリー単 位 ］を選 択 し

ます。

サーバ ツリーから、A rcse rve データベース インスタンスをホスト して

いるシステムを選 択 して展 開 します。

3 . A rcse rve Ba cku p データベース オブジェクト を右 クリックし、コンテキ

スト メニューから［エージェント オプシ ョン］を選 択 します。

［エージェント リスト ア オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

4 . A rcse rve データベース インスタンスの必 須 フィールド に入 力 しま

す。

詳 細 情 報 ：

エージェント リスト ア オプション - M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss
Ed it io n - リスト ア オプション

エージェント リスト ア オプション - M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss
Ed it io n - データベース ファイルのリスト ア オプション

エージェント リスト ア オプション - M icro so ft SQL Se rve r - データベー

ス ファイル オプション
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エージ ェント リスト ア オプション - M ic ro so ft
SQ L Se rve r E x p re ss E d itio n - リスト ア オプ

ション

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss Ed it io n のリ

スト ア オプションおよびリスト ア場 所 を指 定 することができます。

［リスト ア オプション］タブで、データベースの回 復 方 法 を選 択 でき

ます。このタブには、以 下 のオプションがあります。

A rcse rve B a ck u p セッシ ョンの自 動 選 択

必 要 な すべてのセッシ ョンおよびオプションを自 動 的 に選 択 で

きます。デフォルト では、すべてのリスト ア ジ ョブでこのオプション

が有 効 にな っており、選 択 されたオプションを自 動 的 に選 択 さ

れたセッシ ョンに適 用 します。

その他

リスト アで強 制 的 に既 存 ファイルまたはデータベースに上 書 き

このオプションを使 用 すると、リスト アしているデータベースの

一 部 ではな いと認 識 されたファイルが M icro so ft SQL Se rve r
により上 書 きされます。「W ITH REPLA C E」オプシ ョンを使 用 す

ることを求 めるメッセージが M icro so ft SQL Se rve r から表 示 さ

れた場 合 のみ、このオプションを使 用 します。このオプション

は、リスト ア コマンド の「W ith Rep la ce」パラメータを使 用 する

場 合 と同 じ機 能 を実 行 します。

現 在 の A rcse rve データベースを元 の場 所 として使 用 する

現 在 の A rcse rve Ba cku p データベースを元 の場 所 として使 用

する場 合 は、このオプションを有 効 にします。

回 復 完 了 状 態

以 下 のオプションは、リスト ア ジ ョブが完 了 した時 点 でのデータ

ベースの状 態 を決 定 します。

データベースを操 作 可 能 な 状 態 にする

このオプションを選 択 すると、コミット されていな いト ランザク

シ ョンがリスト ア操 作 でロールバックされます。データベースは

回 復 処 理 後 に使 用 できます。

注 A rcse rve Ba cku p：［セッシ ョンの自 動 選 択 ］オプションを使

用 している場 合 は、［回 復 完 了 状 態 ］オプションを手 動 で選

択 する必 要 はありません。により、セッシ ョンと必 要 な オプ
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ションが自 動 的 に選 択 されます。［セッシ ョンの自 動 選 択 ］オ

プションを使 用 しな い場 合 は、M icro so ft SQL Se rve rのリスト

アの流 れに関 するルールに従 う必 要 があります。詳 細 につい

ては、M icro so ft SQL Se rve rのマニュアルを参 照 してください。

データベースをオフラインにし、差 分 をリスト アできる状 態 にす

る

リスト ア処 理 で、コミット されていな いト ランザクシ ョンをロール

バックしな いようにします。また、データベースが別 のファイルと

ファイルグループ、差 分 、またはト ランザクシ ョン ログのリスト ア

を受 け入 れられる状 態 にします。これは通 常 、手 動 リスト ア

の実 行 時 に選 択 されます。

データベースの整 合 性 チェック

リスト ア後

バックアップの完 了 後 にデータベースの整 合 性 をチェックする

には、このオプションを有 効 にします。このオプションを選 択 す

るには、［データベースを操 作 可 能 な 状 態 にする］も 選 択 す

る必 要 があります。このオプションを選 択 すると、以 下 のオプ

ションが有 効 にな ります。

インデックスをチェックしな い

このオプションを有 効 にすると、ユーザ定 義 のテーブル用 イン

デックスをチェックせずに、整 合 性 をチェックします。

データベースの物 理 的 な 整 合 性 をチェックする

このオプションを有 効 にすると、破 損 ページおよび一 般 的 な

ハード ウェア障 害 がな いかどうかデータベースをチェックしま

す。また、ページとレコード ヘッダの物 理 構 造 の完 全 性 、お

よびページのオブジェクト ID とインデックス ID 間 の整 合 性 も

チェックします。このオプションによって、標 準 のデータベースの

整 合 性 チェックで通 常 行 われるデータ有 効 性 のテスト をバイ

パスし、物 理 的 な 整 合 性 に関 連 するテスト のみを実 行 しま

す。インデックス チェックは、［インデックスをチェックしな い］を

選 択 して明 示 的 に無 効 にしな い限 り、物 理 的 な 整 合 性

チェックの一 部 として行 われます。
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エージ ェント リスト ア オプション - M ic ro so ft
SQ L Se rve r E x p re ss E d itio n - データベース

ファイルのリスト ア オプション

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss Ed it io n のリ

スト ア オプションおよびリスト ア場 所 を指 定 することができます。

［データベース ファイルのリスト ア方 法 ］タブで、データベースを回

復 する場 所 を指 定 できます。このタブには、以 下 のオプションがあ

ります。

元 の場 所 にリスト アする

データベースを元 の場 所 にリスト アし、現 在 のバージョンを上

書 きします。

データベース移 動 ルール

データベースを新 しいド ライブまたはディレクト リに復 旧 します。
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エージ ェント リスト ア オプション - M ic ro so ft
SQ L Se rve r - リスト ア オプション

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL Se rve r のリスト ア オプション

およびリスト ア場 所 を指 定 することができます。

［リスト ア オプション］タブで、データベースの回 復 方 法 を選 択 でき

ます。このタブには、以 下 のオプションがあります。

A rcse rve B a ck u p セッシ ョンの自 動 選 択

必 要 な すべてのセッシ ョンおよびオプションを自 動 的 に選 択 できま

す。デフォルト では、すべてのリスト ア ジ ョブでこのオプションが有

効 にな っており、選 択 されたオプションを自 動 的 に選 択 されたセッ

シ ョンに適 用 します。

リスト ア

データベース

データベース全 体 をリスト アします。

ファイルとファイル グループ

データベースのサイズやパフォーマンスによっては、データベー

ス全 体 のリスト アを行 うのが実 質 的 に不 可 能 な ことがありま

す。このような 場 合 は、ファイルまたはファイル グループをリス

ト アします。

部 分 的 にリスト ア

注 ：このオプションは、M icro so ft SQL Se rve r 2000 および

M icro so ft SQL Se rve r 2005 でのみ使 用 できます。

破 損 または消 失 したデータを元 のデータベースにコピーできる

ように、データベースの一 部 を別 の場 所 にリスト アします。

［部 分 的 にリスト ア］処 理 での処 理 の最 小 単 位 は、データ

ベース ファイル グループです。プライマリ ファイルおよびファイ

ル グループは、ユーザが指 定 したファイルおよびそれらに対 応

するファイル グループ群 ととも に、毎 回 リスト アされます。結

果 としてそのデータベースのサブセット が作 成 されます。リスト

アされな かったファイル グループは、オフラインとしてマークされ

アクセスできません。

破 損 ページ修 正 - オンライン

1026 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup データベースを保 護 する方 法

データベース全 体 のリスト アの実 行 を必 要 とせずに、データ

ベースを修 正 します。この処 理 は、数 ページのみが破 損 し、

すぐに修 復 することが急 務 の場 合 にお勧 めします。

まず、データベースをオフラインにします。そのためには、ログ

末 尾 のオプションでト ランザクシ ョン ログをバックアップします。

その際 は、［データベースの整 合 性 チェック］の［バックアップ

前 ］および［DBCC が失 敗 した場 合 も バックアップを続 行 す

る］オプションをオンにすることをお勧 めします。これにより、認

識 されていな い破 損 ページを特 定 し、同 じプロセスを繰 り返

さな ければな らな い事 態 を未 然 に防 ぎます。このオプション

は、M icro so ft SQL Se rve r 2005 のすべてのエディシ ョンで使 用

できます。次 に、［破 損 ページ修 正 ］を、そのデータベースの

最 新 のフル バックアップまたは差 分 バックアップ セッシ ョンに

基 づいて実 行 します。自 動 選 択 オプションが選 択 されてい

れば、ファイルとファイルグループのリスト アの場 合 と同 様 に、

連 続 するト ランザクシ ョン ログ セッシ ョンのすべてが特 定 され

ます。差 分 セッシ ョンが選 択 された場 合 、対 応 するフル バッ

クアップ セッシ ョンも 自 動 的 に選 択 されます。リスト アが完 了

するまで、データベースはオフラインのままにな ります。

注 ：M icro so ft は、緊 急 手 段 としてのみこの方 法 を推 奨 して

います。破 損 ページ修 正 は、緊 急 時 において、破 損 した

データベースを使 用 できる状 態 に戻 すために使 用 できます。

ただし、その後 データベースをできるだけ早 く新 しいディスクに

マイグレート して、さらな るエラーを防 ぐようにすることをお勧

めします。

破 損 ページ修 正 - オフライン

このオプションでは、M icro so ft SQL Se rve r 2005 の En te rp rise
Ed it io n が必 要 です。［ト ランザクシ ョン ログのバックアップ］で

［切 り捨 てな い］オプションを選 択 して、破 損 ページに適 用 す

る必 要 がある最 新 のト ランザクシ ョン情 報 を取 得 します。こ

れまで見 つかっていな い破 損 ページがな いかどうかを調 べ、

処 理 を繰 り返 す必 要 性 を防 ぐためには、［データベース整 合

性 チェック］の［バックアップ前 ］を選 択 し、［DBCC が失 敗 した

場 合 も バックアップを続 行 ］オプションをオンにすることをお勧

めします。次 に、破 損 ページ修 正 を、そのデータベースの最

新 のフル バックアップまたは差 分 バックアップ セッシ ョンに基 づ

いて実 行 します。自 動 選 択 オプションが選 択 されていれば、

ファイルとファイルグループのリスト アの場 合 と同 様 に、連 続 す

るト ランザクシ ョン ログ セッシ ョンのすべてが特 定 されます。差
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分 セッシ ョンが選 択 された場 合 、対 応 するフル バックアップ

セッシ ョンも 自 動 的 に選 択 されます。データベースは、処 理

の最 初 から最 後 までオンラインのままにな り、破 損 ページによ

る影 響 を受 けていな いテーブルにアクセスすることができま

す。

注 ：場 合 によっては、ト ランザクシ ョン ログのバックアップを追

加 で実 行 し ( ［切 り捨 てな い］オプションを使 用 ) 、自 動 選 択

オプションを指 定 しな いでそのバックアップをリスト アして、修

正 したテーブルを完 全 に復 旧 させることが必 要 にな る場 合 が

あります。これは通 常 、処 理 の開 始 時 点 でそのような バック

アップが行 われていな かった場 合 に必 要 にな ります。

破 損 ページ修 正 では、［回 復 完 了 状 態 ］オプションで選 択

できるのは［データベースは操 作 可 能 状 態 ］オプションのみに

な ります。［データベースの整 合 性 チェック］の［リスト ア前 ］オ

プションは、［破 損 ページ修 正 - オンライン］を使 用 する場 合

のみ有 効 にな ります。その場 合 のみ、データベースがリスト ア

中 にオンラインにな るためです。最 後 のト ランザクシ ョン ログの

バックアップ前 にデータベースの整 合 性 チェックが実 行 されな

かった場 合 、このオプションを指 定 して、M icro so ft SQL Se rve r
で他 にも 破 損 ページがあるかどうか確 認 することができます。

注 ：M icro so ft は、緊 急 手 段 としてのみこの方 法 を推 奨 して

います。破 損 ページ修 正 は、緊 急 時 において、破 損 した

データベースを使 用 できる状 態 に戻 すために使 用 できます。

ただし、その後 データベースをできるだけ早 く新 しいディスクに

マイグレート して、さらな るエラーを防 ぐようにすることをお勧

めします。

その他

リスト アで強 制 的 に既 存 ファイルまたはデータベースに上 書 き

このオプションを使 用 すると、リスト アしているデータベースの

一 部 ではな いと認 識 されたファイルが M icro so ft SQL Se rve r
により上 書 きされます。「W ITH REPLA C E」オプシ ョンを使 用 す

ることを求 めるメッセージが M icro so ft SQL Se rve r から表 示 さ

れた場 合 のみ、このオプションを使 用 します。このオプション

は、リスト ア コマンド の「W ith Rep la ce」パラメータを使 用 する

場 合 と同 じ機 能 を実 行 します。

リスト ア後 、ユーザのアクセスを制 限 する
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このオプションを選 択 すると、［元 の場 所 へリスト アする］オプ

ションは、このセッシ ョンにバックアップされるデータベースでは

な く、現 在 の A rcse rve データベースを上 書 きします。このオプ

ションは、1 つの A rcse rve ド メインから別 のド メインへセッシ ョン

およびログ情 報 をマイグレート する場 合 に使 用 します。

レプリケーションの設 定 を保 持 する

パブリッシュされたデータベースを、それが作 成 された場 所 で

はな いサーバにリスト アする際 に、レプリケーション設 定 を維

持 します。その結 果 、M icro so ft SQL Se rve r では、データベー

スやログのバックアップがウォーム スタンバイ サーバにリスト ア

されても 、レプリケーションの設 定 がリセット されな くな ります。

ログ配 布 と共 に動 作 するようレプリケーションを設 定 する場

合 に、［レプリケーションの設 定 を保 持 する］オプションを使 用

します。

［データベースは操 作 不 可 状 態 。別 のト ランザクシ ョン ログの

リスト アは可 能 ］オプションを指 定 してリスト アする場 合 、この

オプションを選 択 することはできません。このオプションは、

［データベースは操 作 可 能 状 態 。別 のト ランザクシ ョン ログの

リスト アは不 可 ］］オプションと共 に使 用 する必 要 がありま

す。

現 在 の A rcse rve データベースを元 の場 所 として使 用 する

このオプションを選 択 すると、［元 の場 所 へリスト アする］オプ

ションは、このセッシ ョンにバックアップされるデータベースでは

な く、現 在 の A rcse rve データベースを上 書 きします。このオプ

ションは、1 つの A rcse rve ド メインから別 のド メインへセッシ ョン

およびログ情 報 をマイグレート する場 合 に使 用 します。

現 在 の A rcse rve ド メイン メンバシップを残 しておく

このオプションを選 択 すると、A rcse rve ド メインについての現

在 の情 報 ( A rcse rve ド メイン名 、プライマリ サーバ ID、および

メンバ サーバ ID な ど ) が、リスト アの開 始 前 にデスティネー

ション データベースから取 得 され、リスト アの完 了 後 に再 度

書 き込 まれます。これにより、これらの情 報 はリスト ア後 も 保

持 されます。このオプションは、「自 動 選 択 」、「データベース

を操 作 可 能 な 状 態 にする」、および「現 在 の A rcse rve デー

タベースを元 の場 所 として使 用 する」のオプションがすべて選

択 されている場 合 に有 効 で、有 効 にな っている場 合 にはデ

フォルト で選 択 されています。
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A rcse rve Ba cku p の本 リリースでは、A rcse rve Ba cku p データ

ベース内 の暗 号 化 された情 報 が保 持 されます。暗 号 化 され

た情 報 には、セッシ ョン パスワード およびユーザ プロファイル

情 報 を含 めることができます。これらはすべて A rcse rve
Ba cku p ド メインに関 連 付 けられます。このオプションを使 用

すると、上 書 きされたデータベースで保 持 された A rcse rve
Ba cku p ド メインとこの情 報 を関 連 付 けることができるかどうか

が、エージェント によって判 断 されます。リスト アしたデータ

ベースと上 書 きされたデータベースに同 じド メインが含 まれて

いる場 合 は、それに応 じて関 連 付 けが再 び確 立 されます。

リスト アしたデータベースと上 書 きされたデータベースに同 じド

メインが含 まれていな い場 合 は、エージェント によって以 下 の

表 に基 づいた処 理 が行 われます。リスト アされたド メインで、

保 持 されたド メインのいずれにも マップできな いも のは、

Dum pDB ユーティリティを使 用 して、このデータベースを使 用

している A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタンド アロ

ン サーバでキーをエクスポート する必 要 があります。

リスト ア

された

A rcse rv-
e データ

ベース

上 書 き

された

A rcse rv-
e データ

ベース

エージェント によ

るアクシ ョン
手 動 によるフォロー アップ

1 つの

Arc se rve
B a ckup ド

メ イン

1 つの

Arc se rve
B a ckup ド

メ イン

n A rcse rve
Ba cku p ド メイ

ン キーが転

送 され、セッ

シ ョン パス

ワード および

ユーザ プロ

ファイルが再

び関 連 付 け

られます。

n リスト アされた

A rcse rve
Ba cku p デー

タベースから

のサーバ情

報 は保 持 さ

れません。

データベースをリスト アした後 に

最 初 にマネージャ コンソールを開

くと、リスト アされたド メ インから

ca root パスワード を入 力 するよう

求 められます。これによって、

Arc se rve B a ckup ド メ イン キーの

転 送 が完 了 します。
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1 つの

Arc se rve
B a ckup ド

メ イン

複 数 の

Arc se rve
B a ckup ド

メ イン

n A rcse rve
Ba cku p ド メイ

ン キーが伝

播 されます。

n セッシ ョン パ

スワード およ

びユーザ プロ

ファイルは再

度 関 連 付 け

られません。

n リスト アされた

A rcse rve
Ba cku p デー

タベースから

のサーバ情

報 が保 持 さ

れます。

n リスト アされた

データに一 覧

表 示 される

サーバの各

サーバ名 、ド

メイン名 、プ

ライマリ サー

バ名 にド ル記

号 ( 「 $」 ) が
付 加 されま

す。

n データベースをリスト アした

後 に各 A rcse rve Ba cku p
で最 初 にマネージャ コン

ソ ールを開 くと、リスト アさ

れたド メインから ca ro o t パ

スワード を入 力 するよう求

められます。これによって、

A rcse rve Ba cku p ド メイン

キーのマイグレーションが

完 了 します。

n キーを受 け取 る A rcse rve
Ba cku p プライマリ サーバま

たはスタンド アロン サーバ

上 で、Dum pDB ユーティリ

ティを使 用 して手 動 でセッ

シ ョン パスワード のエクス

ポート およびインポート を

行 う必 要 があります。

注 ：DumpDB ユーティリティを使

用 してセッション パスワード をイン

ポート する前 に、各 Arc se rve
B a ckup ド メ インのプライマリ サー

バで c stop および c sta rt を実 行 し

て、キーのマイグレーションを完 了

する必 要 があります。

複 数 の

Arc se rve
B a ckup ド

メ イン

任 意 の

数 の

Arc se rve
B a ckup
データ

ベース

n A rcse rve
Ba cku p ド メイ

ン キーは伝

播 されませ

ん。

n セッシ ョン

キーおよび

ユーザ プロ

ファイルは再

度 関 連 付 け

られません。

n 保 持 された A rcse rve
Ba cku p ド メインのプライマ

リ サーバまたはスタンド アロ

ン サーバの A rcse rve
Ba cku p サービスが再 起 動

されたとき、そのド メイン用

の新 しいド メイン キーが作

成 されます。

n キーを受 け取 る A rcse rve
Ba cku p プライマリ サーバま

たはスタンド アロン サーバ
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n リスト アされた

A rcse rve
Ba cku p デー

タベースから

のサーバ情

報 が保 持 さ

れます。

n リスト アされた

データに一 覧

表 示 される

サーバの各

サーバ名 、ド

メイン名 、プ

ライマリ サー

バ名 にド ル記

号 ( 「 $」 ) が
付 加 されま

す。

上 で、Dum pDB ユーティリ

ティを使 用 して手 動 でセッ

シ ョン パスワード のエクス

ポート およびインポート を

行 う必 要 があります。

注 ：DumpDB ユーティリティを使

用 してセッション パスワード をイン

ポート する前 に、各 Arc se rve
B a ckup ド メ インのプライマリ サー

バで c stop および c sta rt を実 行 す

る必 要 があります。

注 ：Dum pDB ユーティリティを実 行 する前 に、上 書 きされた

A rcse rve Ba cku p データベースを使 用 する各 ド メイン内 のすべての

サーバで csto p および csta rt を実 行 する必 要 があります。

Dum pDB ユーティリティの使 用 の詳 細 については、「コマンド ライン

リファレンス ガイド 」を参 照 してください。

時 刻 を指 定 してリスト ア

ログ マークの前 で停 止 する

ユーザが特 定 の日 時 を指 定 できるフィールド があります。この

オプションでは、指 定 されたマークの状 態 までデータベースを

復 旧 しますが、そのマークを伴 うト ランザクシ ョンは復 旧 しま

せん。［指 定 した日 時 以 降 ］チェック ボックスをオンにしていな

い場 合 は、指 定 したマークを伴 う最 初 のト ランザクシ ョンの前

で回 復 が停 止 します。［指 定 した日 時 以 降 ］チェックボックス

をオンにしておくと、指 定 された日 時 以 降 にある、指 定 され

た名 前 の最 初 のマークで復 旧 が停 止 します。

注 ：このオプションは、M icro so ft SQL Se rve r 2000 および

M icro so ft SQL Se rve r 2005 でのみ使 用 できます。

ログ マークで停 止 する
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ユーザが特 定 の日 時 を指 定 できるフィールド があります。この

オプションでは、指 定 されたマークの状 態 までデータベースを

復 旧 し、さらにそのマークを伴 うト ランザクシ ョンも 復 旧 しま

す。［指 定 した日 時 以 降 ］チェック ボックスをオンにしていな い

場 合 は、指 定 したマークを伴 う最 初 のト ランザクシ ョンの前 で

回 復 が停 止 します。［指 定 した日 時 以 降 ］チェックボックスを

オンにしておくと、指 定 された日 時 以 降 にある、指 定 された

名 前 の最 初 のマークで復 旧 が停 止 します。

注 ：このオプションは、M icro so ft SQL Se rve r 2000 および

M icro so ft SQL Se rve r 2005 でのみ使 用 できます。

特 定 の日 時 で停 止 する

ユーザが特 定 の日 時 を指 定 できるフィールド があります。この

オプションは、指 定 された日 時 の状 態 までデータベースを復

旧 します。デフォルト では、このオプションが選 択 されていま

す。

回 復 完 了 状 態

以 下 のオプションは、リスト ア ジ ョブが完 了 した時 点 でのデータ

ベースの状 態 を決 定 します。

データベースを操 作 可 能 な 状 態 にする

このオプションを選 択 すると、コミット されていな いト ランザク

シ ョンがリスト ア操 作 でロールバックされます。データベースは

回 復 処 理 後 に使 用 できます。

注 A rcse rve Ba cku p：［セッシ ョンの自 動 選 択 ］オプションを使

用 している場 合 は、［回 復 完 了 状 態 ］オプションを手 動 で選

択 する必 要 はありません。により、セッシ ョンと必 要 な オプ

ションが自 動 的 に選 択 されます。［セッシ ョンの自 動 選 択 ］オ

プションを使 用 しな い場 合 は、M icro so ft SQL Se rve rのリスト

アの流 れに関 するルールに従 う必 要 があります。詳 細 につい

ては、M icro so ft SQL Se rve r のマニュアルを参 照 してください。

データベースをオフラインにし、差 分 をリスト アできる状 態 にす

る

リスト ア処 理 で、コミット されていな いト ランザクシ ョンをロール

バックしな いようにします。また、データベースが別 のファイルと

ファイルグループ、差 分 、またはト ランザクシ ョン ログのリスト ア

を受 け入 れられる状 態 にします。これは通 常 、手 動 リスト ア

の実 行 時 に選 択 されます。

データベースの整 合 性 チェック
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リスト ア後

バックアップの完 了 後 にデータベースの整 合 性 をチェックする

には、このオプションを有 効 にします。このオプションを選 択 す

るには、［データベースを操 作 可 能 な 状 態 にする］も 選 択 す

る必 要 があります。このオプションを選 択 すると、以 下 のオプ

ションが有 効 にな ります。

インデックスをチェックしな い

このオプションを有 効 にすると、ユーザ定 義 のテーブル用 イン

デックスをチェックせずに、整 合 性 をチェックします。

データベースの物 理 的 な 整 合 性 をチェックする

このオプションを有 効 にすると、破 損 ページおよび一 般 的 な

ハード ウェア障 害 がな いかどうかデータベースをチェックしま

す。また、ページとレコード ヘッダの物 理 構 造 の完 全 性 、お

よびページのオブジェクト ID とインデックス ID 間 の整 合 性 も

チェックします。このオプションによって、標 準 のデータベースの

整 合 性 チェックで通 常 行 われるデータ有 効 性 のテスト をバイ

パスし、物 理 的 な 整 合 性 に関 連 するテスト のみを実 行 しま

す。インデックス チェックは、［インデックスをチェックしな い］を

選 択 して明 示 的 に無 効 にしな い限 り、物 理 的 な 整 合 性

チェックの一 部 として行 われます。

チェックサムでエラーが発 生 しても リスト アを続 行 する

整 合 性 チェックが失 敗 した場 合 でも リスト アを続 行 します。
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エージ ェント リスト ア オプション - M ic ro so ft
SQ L Se rve r - データベース ファイル オプション

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL Se rve r のリスト ア オプション

およびリスト ア場 所 を指 定 することができます。

［データベース ファイル］オプション タブには、データベースをリスト ア

できる場 所 を制 御 するオプションがあります。

ファイルまたはファイル グループ

リスト アするファイルまたはファイルグループをツリーから選 択 し

ます。

データベース ファイルのリスト ア方 法

元 の場 所 にリスト アする

データベースを元 の場 所 にリスト アします。データベース レベ

ルで適 用 可 能 です。ド ライブ文 字 、パス、およびファイル名 へ

の変 更 をクリアします。変 更 を有 効 にするには、このオプショ

ンを選 択 後 、［適 用 ］ボタンをクリックする必 要 があります。

元 の場 所 へリスト アする。ただし、以 下 を適 用 する

データベース、ファイル グループとト ランザクシ ョン ログ、および

ファイル レベルで適 用 可 能 です。バックアップが実 行 された

時 のファイルの格 納 場 所 に基 づいて、リクエスト された変 更

を、ド ライブ文 字 、パス、およびファイル名 に適 用 します。

ド ライブへ移 動 する

［ド ライブへ移 動 する］チェック ボックスをオンにし、隣 のフィー

ルド に別 のド ライブ文 字 を入 力 します。

ディレクト リへ移 動 する

［ディレクト リへ移 動 する］チェック ボックスをオンにし、隣 の

フィールド に異 な るディレクト リ パスを入 力 します。

ファイル名 パターンの変 更

［ファイル名 パターンの変 更 ］チェック ボックスをオンにし、デー

タベース全 体 、ファイル グループ、またはト ランザクシ ョン ログ

のファイル名 を変 更 します。名 前 を変 更 するファイル名 に一

致 するワイルド カード のパターンを以 下 のフィールド に入 力

し、変 更 後 の名 前 とな るワイルド カード のパターンを［変 更

後 ］フィールド に入 力 します。
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たとえば、G ro u p で始 まるすべてのファイルを M em ber に変

更 する場 合 は、フィールド に G ro u p * と入 力 し、［変 更 後 ］

フィールド に M em ber* と入 力 します。

注 ：ワイルド カード のパターンを使 用 してファイル名 を変 更 す

る場 合 で、元 のファイル名 のパターンが適 用 先 のファイルの

少 な くとも 1 つに一 致 しな い場 合 は、ダイアログ ボックスの最

下 部 に黄 色 のインジケータが表 示 されます。これは、ツリー

内 で、影 響 の及 ぶファイルおよびルールが適 用 されるオブ

ジェクト の隣 の横 にも 表 示 されます。

［ファイル名 を変 更 する］チェック ボックスをオンにし、異 な る

ファイル名 を入 力 して単 一 のファイルの名 前 を変 更 します。

［適 用 ］をクリックして、変 更 を有 効 にします。
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A rc se rve B a c ku p データベースのリスト ア ( 異

な るド メ イン )

このセクシ ョンでは、A rcse rve Ba cku p データベースをリスト アする

方 法 と、異 な る A rcse rve Ba cku p ド メインに存 在 する A rcse rve
サーバを使 用 して、どのようにデータベースがバックアップされるか

について説 明 します。以 下 のシナリオの場 合 に A rcse rve データ

ベースをリスト アできます。

A rcse rve データベースが機 能 している

A rcse rve データベースは機 能 しな いが、A rcse rve データベース

をホスト しているインスタンスは機 能 している

これらのシナリオでは、A rcse rve データベースをバックアップしたシス

テム上 でバックアップ マネージャを使 用 して A rcse rve データベース

をリスト アできます。

重 要 ：実 行 中 のジョブがある場 合 には、データベースをリスト アで

きません。A rcse rveリスト アの進 行 中 に A rcse rve データベースにア

クセスを試 みたジョブは失 敗 します。

異 な る A rcse rve B a ck u p ド メインでバックアップされた A rcse rve
B a ck u p データベースのリスト ア方 法

1 . csto p バッチ ファイルを使 用 して、ド メインのプライマリ サーバおよ

びメンバ サーバで実 行 中 のすべての A rcse rve Ba cku p サービスを

停 止 します。

注 ：詳 細 については、「すべての A rcse rve Ba cku p サービスの停 止

と開 始 」を参 照 してください。

2 . リスト アするデータベースのバックアップ データを含 む A rcse rve ド メ

インにログインします。

3 . ［リスト ア マネージャ］ウィンド ウを開 き、［ソ ース］タブをクリックし

て、［ツリー単 位 ］方 式 を選 択 します。次 に、W in d ow s システム

オブジェクト を展 開 し、リスト アするデータベースに関 連 したプライ

マリ サーバを参 照 します。

4 . リスト アするサーバを展 開 します。

5 . ご使 用 の環 境 で実 行 しているデータベースの種 類 に基 づいて、

以 下 のデータベース オブジェクト を選 択 します。

M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss
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サーバ オブジェクト を展 開 し、以 下 のオブジェクト を選 択 しま

す。

A rcse rve Ba cku p データベース オブジェクト

M icro so ft SQL Se rve r の惨 事 復 旧 のエレメント

注 ： A rcse rve Ba cku p が、クラスタ対 応 の環 境 にインスト ール

されている場 合 、リスト ア ジ ョブをサブミット する前 に、

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss サービスの状 態 をメンテナ

ンス モード にする必 要 があります。

M icro so ft SQ L Se rve r

サーバ オブジェクト 、M icro so ft SQL Se rve r オブジェクト の順 に

展 開 し、以 下 のオブジェクト 用 に個 別 のリスト ア ジ ョブをサブ

ミット します。

システム データベース：[m a ste r]、[m sd b ]、および

[m o d e l]

a sd b データベース オブジェクト

6 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックします。

［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

7 . ［操 作 ］タブを選 択 し、［データベースに記 録 しな い］オプションをオ

ンにして、［OK］をクリックします。

データベース リスト ア オプションが適 用 されます。

8 . ［デスティネーション］タブをクリックし、［ファイルを元 の場 所 にリスト

ア］オプションを選 択 します。

重 要 ：A rcse rve Ba cku p データベースが M icro so ft SQL Se rve r 2014
Exp re ss インスタンスであり、A rcse rve Ba cku p がクラスタ対 応 の環

境 にインスト ールされている場 合 、リスト ア ジ ョブをサブミット する

前 に、SQL Se rve r サービスをクラスタ メンテナンス モード にする必

要 があります。

9 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：実 行 中 のジョブがある場 合 、A rcse rve Ba cku p は A rcse rve
データベースを別 の場 所 にリスト アするようにメッセージを表 示 しま

す。A rcse rve データベースを別 の場 所 にリスト アできな い場 合 、す
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べての実 行 中 のジョブを完 了 させてから、A rcse rve データベースを

リスト アします。

10 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスでフィールド に入 力 して、

［OK］をクリックします。

リスト ア ジ ョブが完 了 したら、以 下 のタスクを行 います。

a . cs ta rt コマンド を使 用 して、ド メイン内 のプライマリ サーバとメ

ンバ サーバのすべてのサービスを開 始 します。

注 ：詳 細 については、「すべての A rcse rve Ba cku p サービスの

停 止 と開 始 」を参 照 してください。

b . マージ ユーティリティを使 用 して、すべてのバックアップ メディ

アをマージします。

c. A rcse rve データベースのフル バックアップを実 行 します。

以 下 の動 作 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p データベースのリスト ア後 、データベース保 護

ジョブのジョブ履 歴 はジョブが未 完 了 であることを示 し、アクティ

ビティ ログは不 明 ステータスのジョブが実 行 中 であることを示 し

ます。この動 作 は、アクティビティ ログとデータベース保 護 ジョブ

のデータが A rcse rve Ba cku p データベースに格 納 され、そのデー

タがバックアップの実 行 中 に不 完 全 だったために発 生 します。

さらに、データベース保 護 ジョブのステータス ( 完 了 ) は、リスト

ア ジ ョブをサブミット する前 と同 じにな ります。この動 作 は、ジョ

ブ キューがデータベース保 護 ジョブのステータスを A rcse rve
Ba cku p データベースではな くジ ョブ スクリプト から取 得 するため

に発 生 します。

A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 した後 に実 行 する最 初

のジョブは、ジョブ ステータス マネージャ上 に、その A rcse rve
Ba cku p データベースのリスト ア ジ ョブと同 じジ ョブ ID で表 示 さ

れます。この動 作 は、A rcse rve Ba cku p データベースがリスト ア

された後 、その A rcse rve Ba cku p データベースのリスト ア ジ ョブ

に割 り当 てられたジョブ ID が失 われるために発 生 します。

ディスク ステージング環 境 で A rcse rve Ba cku p データベースをリ

スト アする場 合 は、ステージング デバイスからすでにパージされ

ているデータが A rcse rve Ba cku p によってパージされる場 合 があ

ります。警 告 メッセージが表 示 されますが、パージ ジョブは正

常 に完 了 します。
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A rc se rve データベースをホスト している SQ L
Se rve r インスタンスが機 能 しな い場 合 に

A rc se rve データベースを回 復 する方 法

通 常 、惨 事 復 旧 は以 下 の手 順 で行 います。

1 . 必 要 に応 じて W in d ow s を再 インスト ールします。

2 . 必 要 に応 じて、A rcse rve Ba cku p を再 インスト ールします。

3 . 必 要 に応 じて、A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r および C lien t
A gen t fo r W in d ow s を再 インスト ールします。( C l ien t A gen t は

M icro so ft SQL Se rve r 惨 事 復 旧 エレメント をリスト アするのに必 要

です。)

4 . 状 況 に応 じて以 下 のいずれかの手 順 を実 行 します。

M icro so ft SQL Se rve r 惨 事 復 旧 エレメント セッシ ョンがある場

合 は、リスト アします。

オフライン バックアップが存 在 する場 合 は、リスト アします。

オフライン バックアップまたは惨 事 復 旧 エレメント セッシ ョンが

存 在 しな い場 合 、M icro so ft SQL reb u ildm .exe ユーティリティ

があれば、このユーティリティを使 用 して m aste r および m ode l
データベースを再 作 成 します。詳 細 については、M icro so ft の

ド キュメント を参 照 してください。

オフライン バックアップまたは惨 事 復 旧 エレメント のバックアッ

プが存 在 しな い場 合 、M icro so ft SQL reb u ildm .exe ユーティリ

ティがな ければ、M icro so ft SQL Se rve r または M SDE ベース ア

プリケーションを再 インスト ールします。

5 . [m a ste r] データベースをリスト アします。

6 . M icro so ft SQL Se rve r を通 常 のマルチユーザ モード で再 起 動 しま

す。

7 . [m sd b ] データベースをリスト アします。

8 . レプリケーション データベース以 外 のすべてのデータベースとト ラン

ザクシ ョン ログをリスト アします。

9 . レプリケーションが使 用 されている場 合 、レプリケーション データ

ベースをリスト アします。
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A rc se rve データベース回 復 ウィザード の動

作

バックアップ ジ ョブを実 行 するたびに、バックアップされたマシン、

ディレクト リ、およびファイルの情 報 がA rcse rve Ba cku pデータベース

に記 録 されます。また、そのジョブに使 用 したメディアに関 する情

報 も 記 録 されます。これにより、ファイルをリスト アする必 要 がある

ときに、簡 単 にそのファイルの場 所 を特 定 できます。A rcse rve デー

タベース回 復 ウィザード は自 己 プロテクト ユーティリティであり、障

害 が発 生 した A rcse rve Ba cku p データベースが、そのデータベース

を使 用 している A rcse rve Ba cku p ド メインによってバックアップされ

ている場 合 にデータベースを回 復 できます。

A rcse rve データベース回 復 ウィザード は、A rcse rve Ba cku p A gen t
fo r M icro so ft SQL Se rve r を使 用 して、データベースを回 復 しま

す。ウィザード を使 用 して、M icro so ft SQL Se rve r および M icro so ft
SQL Se rve r E xp re ss Ed it io n によってホスト される A rcse rve Ba cku p
データベースを回 復 することができます。

A rcse rve データベース回 復 ウィザード では、以 下 のソ ースから

A rcse rve Ba cku p データベースを回 復 できます。

A SDBBa cku p s ログ ファイルから取 得 したセッシ ョン。このソ ース

から取 得 したセッシ ョンは、フル バックアップ、増 分 バックアップ

および差 分 バックアップから構 成 されている場 合 があります。

バックアップ サーバに接 続 されているスキャン デバイスで取 得

したセッシ ョン。このソ ースから取 得 したセッシ ョンは、フル バック

アップのみから構 成 されます。

注 ：A rcse rve データベース回 復 ウィザード が作 成 するジョブは、ジョ

ブ キューに表 示 されません。
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カタログ データベースの動 作

作 成 する情 報 とデータ量 が増 大 するにつれ、セキュリティを保 証

するために使 用 するバックアップ ジ ョブも また増 大 します。その結

果 、この情 報 を解 析 または分 析 するための時 間 が膨 大 にな り、

システムのパフォーマンスおよび拡 張 性 にマイナス影 響 を及 ぼす

場 合 があります。

この問 題 を解 決 するため、A rcse rve Ba cku p では、バックアップ実

行 時 にすべてのジョブ、セッシ ョン、メディアの情 報 をデータベース

にロード すると同 時 に、カタログデータベース フォルダの下 にカタロ

グ ファイルを別 途 作 成 します。このファイルには、各 セッシ ョンを適

切 に説 明 した情 報 のみが格 納 されます。さらに、2 つの対 応 する

カタログ インデックス ファイル ( .a b d と .a b f) も 生 成 され、カタログ

ファイル内 のディレクト リとファイルのインデックス ツリー構 造 を表 示

します。これらのカタログ インデックス ファイルは、ディスクに保 持 さ

れ、カタログ ファイルのセッシ ョンの内 容 をすばやく参 照 し、必 要 に

応 じて情 報 を検 索 するために使 用 できます。

詳 細 情 報 ：

カタログ データベースの設 定
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カタログ参 照

リスト アするディレクト リやファイルのチェック、復 旧 ポイント の特

定 、または検 索 の実 行 が必 要 な とき、A rcse rve Ba cku p はデータ

ベース全 体 の内 容 を照 会 する代 わりに、カタログ インデックスを

使 用 してカタログ ファイルだけの照 会 を実 行 します。このカタログ

参 照 で、特 定 セッシ ョンのカタログ データベース フォルダの詳 細 が

検 索 される場 合 、A rcse rve Ba cku p データベースは検 索 されませ

ん。ただし、見 つからな い場 合 には、A rcse rve Ba cku p データベー

スの検 索 が試 みられます。な お、カタログ データベース フォルダお

よび A rcse rve Ba cku p データベースの双 方 におけるセッシ ョンの詳

細 が見 つからな い場 合 は、マージ プロセスが、カタログ データベー

ス フォルダにカタログ ファイルを再 作 成 できる、またはテープ セッ

シ ョンの内 容 から A rcse rve Ba cku p データベースに詳 細 を再 生 成

できるように、再 びセッシ ョンをマージするかどうかを選 択 するように

促 されます。

注 ：SQL Se rve r、In fo rm ix、Ora cle、M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r、
Lo tu s N o tes な どの M icro so ft E x ch an ge Se rve r を除 くすべてのアプ

リケーション エージェント のセッシ ョンは、カタログ参 照 をサポート せ

ずに、これらのセッシ ョンからの詳 細 が、A rcse rve Ba cku p データ

ベースに挿 入 されます。
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カタログ データベースの廃 棄

A rcse rve Ba cku p を使 用 して情 報 とデータをバックアップする場 合

は必 ず、カタログ データベース フォルダに保 存 されている説 明 情

報 ( カタログ ファイルおよびインデックス ファイル ) の量 が増 加 しま

す。一 切 制 御 しな い場 合 、やがてカタログ データベース フォルダ

のサイズが増 加 し、最 終 的 にバックアップ ディスク全 体 を占 有 す

るようにな り、不 十 分 な 空 きディスク容 量 のためにバックアップ エ

ラーが発 生 します。

この問 題 を解 決 するには、A rcse rve Ba cku p を使 用 して、カタログ

データベース廃 棄 しきい値 を指 定 します。廃 棄 しきい値 ( または

最 小 ディスク空 き容 量 しきい値 ) の設 定 は、サーバ管 理 マネー

ジャの［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスからアクセスできます。選 択

可 能 な このしきい値 の範 囲 は、1 % ～ 99 % で、デフォルト 値 は

10 % に設 定 されています。また、検 出 された空 きディスク容 量 の

パーセント の値 に基 づいています。

注 ：A rcse rve Ba cku p は定 期 的 に、カタログ データベース フォルダ

がある場 所 のボリュームの、空 きディスク容 量 のパーセント をチェッ

クします。検 出 される空 き容 量 が指 定 したパーセント より少 な い

場 合 は、警 告 メッセージがアクティビティ ログに送 信 され、検 出 さ

れる空 き容 量 のパーセント がしきい値 の設 定 より大 きくな るまで、

自 動 的 にディスクから、カタログ データベース ファイル ( 最 短 が 7
日 間 で最 も 古 いも のから開 始 ) の削 除 を開 始 します。
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セント ラル カタログ データベースの動 作

A rcse rve Ba cku p を一 元 管 理 環 境 ( 1 つのプライマリ サーバと 1 つ

以 上 のメンバ サーバ ) で運 用 する場 合 、すべてのカタログ ファイル

はプライマリ サーバで一 元 管 理 されます。その結 果 、バックアップ

ジ ョブ時 にメンバ サーバで作 成 されるカタログ データベース ファイ

ルは、関 連 のあるプライマリ サーバにあるカタログ データベース

フォルダに転 送 されます ( バックアップの完 了 時 ) 。このように、プラ

イマリ サーバに常 にローカルであるカタログ ファイルのマージおよび

参 照 のパフォーマンスは大 幅 に改 善 され、タスクの廃 棄 および

バックアップな どのカタログ データベースのメンテナンスは簡 素 化 さ

れ、プライマリ サーバからのみ実 施 されます。

A rcse rve Ba cku p のセント ラル カタログ データベースは、エンタープ

ライズレベルの、マルチサーバ環 境 を管 理 するのに役 立 ちます。メ

ディア情 報 をブラウズしたり、複 数 のサーバのレポート を同 時 に生

成 したりできます。ネット ワークのメンバ サーバは、自 身 のデータ

ベースからのメディア セッシ ョン情 報 および詳 細 情 報 を使 用 して、

A rcse rve Ba cku p のセント ラル カタログ データベースを更 新 しま

す。セント ラル カタログ データベースは、一 元 化 されたカタログ

データベースを管 理 するマシン上 にローカルに設 定 されます。企

業 内 のすべての A rcse rve Ba cku p マシンのメディア セッシ ョン情 報

は、このデータベースに保 持 されます。
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カタログ データベースの設 定

カタログ データベース オプションを設 定 し、データベースおよび関

連 する一 元 化 されたカタログの場 所 とパフォーマンスをカスタマイ

ズします。

カタログ データベースを設 定 する方 法

1 . ［サーバ管 理 マネージャ］を開 き、［環 境 設 定 ］のツールバーのボ

タンをクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

2 . ［データベース エンジン］タブを選 択 します。

［データベース エンジン］ダイアログ ボックスが表 示 され、ダイアログ

ボックスの下 部 に［カタログ データベース］オプションが現 われま

す。

3 . 以 下 のフィールド に入 力 します。

［カタログ データベース フォルダ］-- カタログ データベースを保

存 する場 所 を定 義 します。カタログ データベース フォルダに

は、関 連 するカタログ ファイルおよびカタログ インデックス ファ

イルがすべて含 まれています。［...］( 省 略 記 号 ) ボタンをクリッ

クし、カタログ データベース フォルダの異 な る場 所 を参 照 して

選 択 します。

デフォルト では、カタログ データベース フォルダはプライマリの

スタンド アロン サーバの以 下 のディレクト リに保 存 されます。

C:\Program File s\CA \A RCse rve Backup\CA TA LOG .DB \

注 ：プライマリ サーバからカタログ データベース フォルダだけを

修 正 できます。

［以 下 のメンバ サーバからの転 送 前 にカタログ ファイルを圧

縮 する］-- データがメンバ サーバからプライマリ サーバへ転 送

されたときに、A rcse rve Ba cku p はカタログ情 報 を圧 縮 しま

す。

プライマリ サーバに、関 連 するメンバ サーバがある場 合 は、

［以 下 のメンバ サーバからの転 送 前 にカタログ ファイルを圧

縮 する］フィールド が有 効 にな り、メンバ サーバの名 前 を表

示 します。

デフォルト では、この機 能 はオフにな っています。このオプショ

ンを無 効 にすると、A rcse rve Ba cku p は、メンバ サーバからプ
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ライマリ サーバへ転 送 されるカタログ情 報 を圧 縮 しな くな りま

す。

［最 小 ディスク空 き容 量 しきい値 ］-- A rcse rve Ba cku p がカタ

ログ ファイルを削 除 するときの空 きディスク容 量 の最 小 の

パーセント を指 定 できます。

デフォルト 値 ：10 %

範 囲 ：1 ～ 99 %

注 ：A rcse rve B a ck u p は定 期 的 に、カタログ データベース フォ

ルダがある場 所 のボリュームの、空 きディスク容 量 のパーセン

ト をチェックします。検 出 される空 き容 量 が指 定 したパーセン

ト より少 な い場 合 は、警 告 メッセージがアクティビティ ログに

送 信 され、検 出 される空 き容 量 のパーセント がしきい値 の

設 定 より大 きくな るまで、自 動 的 にディスクから、カタログ

データベース ファイル ( 最 短 が 7 日 間 で最 も 古 いも のから開

始 ) の削 除 を開 始 します。

例 ：検 出 される空 き容 量 が 10 % より少 な い場 合 は、警 告

メッセージがアクティビティ ログに送 信 され、検 出 される空 き

容 量 のパーセント が 10 % より大 き くな るまで、自 動 的 にディ

スクから、カタログ データベース ファイル ( 最 短 が 7 日 間 で最

古 のも のから開 始 ) の削 除 を開 始 します。

4 . ［OK］をクリックします。

カタログ データベース オプションが適 用 されます。
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別 の場 所 への A rc se rve B a c ku p カタログ

データベースの移 動

このト ピックでは、A rcse rve Ba cku p カタログ データベースを別 の場

所 に移 動 する方 法 について説 明 します。以 下 の状 況 のいずれか

に該 当 するときは、カタログ データベースを別 の場 所 に移 動 する

ことをお勧 めします。

カタログ データベース全 体 のサイズが大 幅 に増 えた。たとえば、

カタログ データベースのサイズが 1 G B ( ギガバイト ) から 30 G B
に増 えた場 合 な ど。

リスト ア データを取 得 するときに大 幅 な タイム ラグがある。

データベース保 護 ジョブの完 了 にかかる時 間 が 8 時 間 を越 え

る。

データベース廃 棄 ジョブの完 了 にかかる時 間 が 4 時 間 を越 え

る。

カタログ データベースが C :\ ド ライブで大 量 のディスク容 量 を消

費 しており、W in d ow s p a ge fi le .sys ファイルに必 要 な ディスク容

量 に影 響 する。

A rcse rve Ba cku p のト ランザクシ ョンとオーバーヘッド が増 え、専

用 の SQL Se rve r システムがな いため、M icro so ft SQL Se rve r の

パフォーマンスが低 下 する。

データベース全 体 のサイズが原 因 で、M icro so ft SQL Se rve r
ユーティリティ使 用 して A rcse rve Ba cku p データベースをフラット

ファイルにエクスポート できな い。

A rcse rve Ba cku p データベースの現 在 の設 定 を変 更 し、サマリ

情 報 が A rcse rve Ba cku p データベースに記 録 され、詳 細 情 報

がカタログ データベースに記 録 されるようにしたい。

推 奨 事 項

A rcse rve Ba cku p カタログ データベースを別 の場 所 に移 動 する前

に、以 下 の推 奨 事 項 を検 討 してください。

デフォルト では、カタログ データベースは以 下 のディレクト リにイ

ンスト ールされます。

C :\P ro g ra m F ile s または P ro g ra m F ile s (x8 6 )\C A \A R C se rve
B a cku p \C A T A L O G .D B
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カタログ データベースを移 動 する必 要 がある場 合 は、A rcse rve
Ba cku p サーバ上 の場 所 またはローカルに通 信 できる場 所 に

移 動 することをお勧 めします。

注 ：カタログ データベースは、NA S( N e two rk A tta ch ed
Sto ra ge ) デバイスや割 り当 てられたネット ワーク ド ライブ上 のリ

モート ディスクに移 動 しな いでください。これらの場 所 は、デバ

イスにアクセスするために認 証 が必 要 な 場 合 があります。

A rcse rve Ba cku p で使 用 されるアプリケーションは、カタログ

データベースの場 所 とは関 係 がありません。ただし、以 下 の通

信 で使 用 されるプロト コルについては検 討 する必 要 がありま

す。

O D B C / R P C -- プライマリ サーバ上 のカタログ データベースと

メンバ サーバとの間 で使 用 される通 信 プロト コル、および

プライマリ サーバ上 のカタログ データベースと M icro so ft
SQL Se rve r との間 で使 用 される通 信 プロト コル。

カタログ データベースが SAN デバイス上 にある構 成 では、

A rcse rve Ba cku p サーバとスト レージ デバイス間 の通 信 に対 応

するために、A rcse rve Ba cku p サーバに SC SI コント ローラまたは

HBA カード を追 加 でインスト ールすることを検 討 する必 要 があ

ります。

注 ：以 下 の手 順 は、M icro so ft SQL Se rve r または M icro so ft SQL
Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n を使 用 して A rcse rve Ba cku p データ

ベースをホスト する A rcse rve Ba cku p サーバに該 当 します。

A rcse rve B a ck u p カタログ データベースを別 の場 所 に移 動 する方

法

1 . 以 下 のタスクを完 了 します。

データベース保 護 ジョブやデータベース廃 棄 ジョブな ど、すべ

てのジョブが［ホールド ］状 態 にあることを確 認 します。

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールが、プライマリ サーバま

たはスタンド アロン サーバを除 き、A rcse rve Ba cku p ド メインの

すべてのサーバで閉 じられていることを確 認 します。

2 . A rcse rve Ba cku p ド メインにメンバ サーバがある場 合 は、すべての

メンバ サーバで C sto p を実 行 してすべての A rcse rve Ba cku p サー

ビスを停 止 します。

注 ：C sto p の詳 細 については、「バッチ ファイルを使 用 したすべて

の A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 と開 始 」を参 照 してください。
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3 . A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバ上 で

C sto p を実 行 して、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 しま

す。

4 . すべてのサービスが停 止 したら、カタログ データベースの新 しい場

所 をオンラインにします。

5 . カタログ データベースの新 しい場 所 で、パスを作 成 します。

例 ：

F :\A R C se rve \ca ta lo g .d b

6 . すべてのフォルダを元 の場 所 から新 しい場 所 にコピーします。

例 ：

元 の場 所

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \C A T A L O G .D B

新 しい場 所

F :\A R C se rve \ca ta lo g .d b

7 . 新 しい場 所 にカタログ ファイルをコピーした後 、プライマリまたはス

タンド アロンの A rcse rve Ba cku p サーバで C sta rt を実 行 して、すべ

ての A rcse rve Ba cku p サービスを再 起 動 します。

注 ：C sta rt の詳 細 については、「バッチ ファイルを使 用 したすべて

の A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 と開 始 」を参 照 してください。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 されたことを確 認 するに

は数 分 かかります。

8 . サーバ管 理 マネージャを開 きます。

サーバ ディレクト リ ツリーで A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバまた

はスタンド アロン サーバをクリックします。

ツールバーの［環 境 設 定 ］をクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

9 . ［データベース エンジン］タブをクリックします。

10 . ［カタログ データベース フォルダ］フィールド で、カタログ データベー

スへの新 しいパスを指 定 します。

例 ：

F :\A R C se rve \ca ta lo g .d b

または、省 略 記 号 をクリックして、カタログ データベースの新 しい

場 所 を参 照 することも できます。
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［OK］をクリックします。

［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが閉 じます。

11 . 単 純 な バックアップ ジ ョブをプライマリまたはスタンド アロン サーバ

からサブミット します。

12 . 単 純 な バックアップ ジ ョブが完 了 したら、単 純 な リスト ア ジ ョブをプ

ライマリまたはスタンド アロン サーバからサブミット します。

13 . プライマリまたはスタンド アロン サーバ上 で単 純 な バックアップ ジ ョ

ブとリスト ア ジ ョブが完 了 したら、A rcse rve Ba cku p がジョブ サマリと

詳 細 情 報 をカタログ データベースの新 しい場 所 に書 き込 んでいる

ことを確 認 します。

14 . A rcse rve Ba cku p ド メインにメンバ サーバがある場 合 、メンバ サー

バの 1 つで C sta rt を実 行 します。すべての A rcse rve Ba cku p サー

ビスが開 始 されたことを確 認 するには数 分 かかります。

15 . 単 純 な バックアップ ジ ョブをメンバ サーバからサブミット します。

16 . 単 純 な バックアップ ジ ョブが完 了 したら、単 純 な リスト ア ジ ョブをメ

ンバ サーバからサブミット します。

17 . メンバ サーバ上 で単 純 な バックアップ ジ ョブとリスト ア ジ ョブが完

了 したら、A rcse rve Ba cku p がジョブ サマリと詳 細 情 報 をプライマリ

サーバ上 のカタログ データベースの新 しい場 所 に書 き込 んでいる

ことを確 認 します。

18 . A rcse rve Ba cku p ド メインの残 りのメンバ サーバ上 で C sta rt を実

行 します。SAN、LA N、および A rcse rve Ba cku p RPC の更 新 を最 小

限 にするために、C sta rt の実 行 間 隔 を 5 分 空 ける必 要 がありま

す。

注 ：カタログ データベースを別 の場 所 に移 動 した後 、リスト ア ジ ョ

ブ、および同 じバックアップ ジ ョブのサマリ データと詳 細 データがカ

タログ データベースに反 映 されな い場 合 があります。この問 題 を

回 避 するには、［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 して［データ

ベース接 続 を修 復 する］を実 行 します。詳 細 については、「プライ

マリ サーバ上 での A rcse rve データベース接 続 の修 復 」を参 照 して

ください。
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A rc se rve B a c ku p データベースとしての

M ic ro so ft SQ L Se rve r の使 用

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

M icro so ft SQL Se rve r データベースに関 する考 慮 事 項

リモート データベースの考 慮 事 項

リモート データベース設 定 での ODBC 通 信 の指 定

必 要 な SQL 接 続 の数 を計 算 する方 法

M icro so ft SQL Se rve r データベースで TC P/ IP 通 信 を有 効 にする方

法

データベースの整 合 性 チェック
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M ic ro so ft SQ L Se rve r データベースに関 する

考 慮 事 項

A rcse rve Ba cku p データベースに M icro so ft SQL Se rve r を使 用 する

ことを検 討 している場 合 は、以 下 の情 報 を確 認 してください。

本 リリースへのアップグレード を予 定 していて、現 在 A rcse rve
Ba cku p データベースとして M icro so ft SQL Se rve r を実 行 してい

る場 合 は、引 き続 き M icro so ft SQL Se rve r を A rcse rve Ba cku p
データベースとして使 用 する必 要 があります。

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL 7 .0 を A rcse rve Ba cku p
データベースとしてサポート していません。

デフォルト では、A rcse rve Ba cku p は単 純 復 旧 モデルを使 用 し

て A rcse rve Ba cku p データベース ( A SDB ) を作 成 します。このモ

デルを、正 しい操 作 のために維 持 する必 要 があります。

M icro so ft SQL Se rve r は、ローカルおよびリモート の通 信 をサ

ポート します。この機 能 により、A rcse rve Ba cku p データベース

を A rcse rve Ba cku p サーバにローカルまたはリモート で実 行 する

ように設 定 できます。

注 ：詳 細 については、「 リモート データベースの考 慮 事 項 」を

参 照 してください。

デフォルト では、A rcse rve Ba cku p はバックアップ ファイルとディレ

クト リに関 する情 報 をカタログ データベースに保 存 します。その

ため、カタログ データベースは A rcse rve Ba cku p データベースよ

りも 速 いペースでサイズが大 きくな ります。この動 作 と組 織 の

ニーズを考 慮 しな がら、カタログ データベースの拡 張 に備 えて

十 分 な 空 きディスク領 域 を確 保 するように計 画 してください。

G lo b a l Da sh b o a rd については、セント ラル プライマリ サーバ

A rcse rve Ba cku p データベース ( A SDB ) に M icro so ft SQL Se rve r
2005 以 降 がインスト ールされている必 要 があります ( M icro so ft
SQL Se rve r 2008 Exp re ss Ed it io n、または M icro so ft SQL Se rve r
2000 はデータベースとしてサポート していません ) 。

注 ：ブランチ プライマリ サーバについては、A rcse rve Ba cku p プ

ライマリ サーバ用 の最 小 要 件 以 外 に必 要 とされる追 加 のハー

ド ウェアやソ フト ウェアはありません。
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M icro so ft SQL Se rve r をサポート する A rcse rve Ba cku p を正 常

にインスト ールするには、デバイスを作 成 する権 限 を持 つ sa ア

カウント のような 管 理 アカウント が必 要 にな ります。

M icro so ft SQL Se rve r をサポート する A rcse rve Ba cku p をインス

ト ールする際 に、A rcse rve Ba cku p データベース ( SQL) システム

アカウント の入 力 が求 められた場 合 は、sa アカウント を使 用 す

る必 要 があります。

SQL En te rp rise M an age r で、データベースのセキュリティ モード

を SQL セキュリティに設 定 します。これは SQL セキュリティを認

証 モード として使 用 し、バックアップするシステムが W in d ow s ド

メインの内 側 または外 側 に存 在 する場 合 に適 用 されます。

セット アップ中 に M icro so ft SQL Se rve r 2000、M icro so ft SQL
Se rve r 2005、M icro so ft SQL Se rve r 2008、または M icro so ft SQL
Se rve r 2012 を A rcse rve Ba cku p データベースとして指 定 する

と、W in d ow s 認 証 または SQL Se rve r 認 証 を使 用 して

M icro so ft SQL データベースと通 信 することができます。

M icro so ft SQL Se rve r のアカウント が変 更 された場 合 は、サー

バ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して対 応 する変 更 を行 う必 要 が

あります。

A rcse rve Ba cku p データベース エンジンは、M icro so ft SQL
Se rve r データベースのステータスを定 期 的 にポーリングします。

M icro so ft SQL Se rve r が正 常 に応 答 しな い場 合 、データベース

エンジンはその M icro so ft SQL Se rve r が使 用 不 能 でありシャッ

ト ダウンされていると判 断 します ( データベース エンジンのアイコ

ンが赤 色 で表 示 されます ) 。この問 題 を回 避 するには、以 下

のレジスト リ キーの値 をより大 きな 値 に変 更 して、A rcse rve
Ba cku p データベース エンジンの待 機 時 間 を延 長 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \
A rcse rve B a cku p \B a se \D a ta b a se \M S S Q L \S Q L L o g in T im e o u t

A rcse rve Ba cku p は、NEC C LU STERPRO 環 境 においては、

M icro so ft SQL Se rve r を A rcse rve Ba cku p サーバにローカル イン

スト ールすることはできません。NEC C LU STERPRO 環 境 では、

A rcse rve Ba cku p データベース インスタンスをリモート システム

にインスト ールする必 要 があります。

ODBC ド ライバを設 定 できる場 合 、［ODBC データ ソ ース アド ミ

ニスト レータ］ダイアログ ボックスの［システム DSN］タブにあるシ

ステム データ ソ ース「 A SN T」で、クライアント 設 定 により TC P/ IP
通 信 を使 用 できるようにする必 要 があります。
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リモート データベースの考 慮 事 項

リモート データベースを使 用 すると、ローカル マシン上 のデータ

ベースと同 じような 感 覚 で、単 一 のデータベースをシンプルかつ透

過 的 な 方 法 で共 有 することができます。この設 定 を使 用 した場

合 、情 報 はすべてリモート データベースに保 存 されるので、ローカ

ル マシンにはデータベースが必 要 ありません。この設 定 は、以 下

のような 状 況 に最 適 です。

データベースに使 用 できる十 分 な ディスク容 量 が、ローカルに

存 在 しな い場 合 。

組 織 としての要 件 がな く、データベースを 1 箇 所 に集 約 して管

理 を容 易 にする場 合 。

A rcse rve Ba cku p サーバではな いマシンを、M icro so ft SQL
Se rve r 専 用 マシンとして使 用 する場 合 。

クラスタ対 応 環 境 で SQL Se rve r インスタンスを保 護 するために

は、すべてのクラスタ ノード に A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r
を手 動 でインスト ールする必 要 があります。

注 ：M icro so ft SQL Se rve r データベースのバックアップとリスト ア

の詳 細 については、「 A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r ユーザ ガ

イド 」を参 照 してください。

サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して、リモート A rcse rve デー

タベースと A rcse rve プライマリ サーバまたはスタンド アロン サー

バの間 の ODBC 通 信 を設 定 します。このウィザード を使 用 する

と、特 に、使 用 中 の環 境 に複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバが

ある場 合 、サーバ間 で効 率 の良 い通 信 を設 定 できます。

A rcse rve データベース インスタンスをホスト しているシステムと

A rcse rve Ba cku p が通 信 できるようにするには、SQL Se rve r デー

タベース インスタンスと A rcse rve サーバ間 の TC P/ IP 通 信 を有

効 にする必 要 があります。

注 ：詳 細 については、「M icro so ft SQL Se rve r データベースで

TC P/ IP 通 信 を有 効 にする方 法 」を参 照 してください。

重 要 ：M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss Ed it io n は、リモート

データベース通 信 をサポート していません。
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リモート データベース設 定 での O D B C 通 信

の指 定

別 のA rcse rve Ba cku pサーバがM icro so ft SQL Se rve rをデータベース

として使 用 している場 合 は、そのサーバにローカル データベースを

リダイレクト できます。A rcse rve Ba cku pでは、ODBCを使 用 して

M icro so ft SQL Se rve rに接 続 できます。サーバに SQL がインスト ー

ルされており、A rcse rve Ba cku p SQL データベースが正 し くセット アッ

プされている場 合 、そのサーバに ODBC データ ソ ースをリダイレクト

できます。この場 合 、ローカル サーバのユーザがリモート サーバで

認 証 を受 けている必 要 があります。

リモート データベース設 定 で O D B C 通 信 を指 定 する方 法

1 . W in d ow s の［コント ロール パネル］を開 き、［管 理 ツール］-［データ

ソ ース ( ODBC ) ］-［システム DSN］の順 に選 択 します。

2 . 以 下 のラベルのシステム データ ソ ースを追 加 します。

名 前 : A S N T
サーバ : M a ch in e N a m e \In s ta n ce N a m e

3 . 画 面 の指 示 に従 ってテスト し、環 境 設 定 を完 了 します。
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A rc se rve Bac kup データベースとしての M ic ro so ft SQ L Se rve r の使 用

必 要 な SQ L 接 続 の数 を計 算 する方 法

実 行 するジョブごとに、2 つの SQL 接 続 が必 要 です。SQL Se rve r
に十 分 な 接 続 数 ( またはライセンス数 ) が設 定 されていることを確

認 します。デフォルト の SQL 接 続 を判 断 するには、SQL A rcse rve
マネージャから［サーバ］-［SQL Se rve r］を選 択 します。［環 境 設

定 ］タブから参 照 すると、ユーザの接 続 を表 示 できます。これらの

値 を適 切 な ユーザ設 定 に指 定 します。たとえば「レコード を更 新

できません」または「ログインできませんでした」な どのエラー メッ

セージが表 示 された場 合 、接 続 数 が不 足 している可 能 性 があり

ます。オープン オブジェクト を 2000 に増 やす必 要 があります。
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A rc se rve Bac kup データベースとしての M ic ro so ft SQ L Se rve r の使 用

M ic ro so ft SQ L Se rve r データベースで T C P / IP
通 信 を有 効 にする方 法

M icro so ft SQL Se rve r 2000 以 降 を使 用 して A rcse rve データベース

インスタンスをホスト していて、A rcse rve Ba cku p データベースがリ

モート システムにある場 合 、インスト ール ウィザード がリモート シス

テム上 のデータベースと通 信 できな い場 合 があります。

インスト ール ウィザード がリモート ホスト と通 信 できるようにするに

は、A rcse rve Ba cku p をインスト ールする前 に、A rcse rve Ba cku p
サーバと A rcse rve Ba cku p データベースをホスト するサーバの間 の

TC P/ IP 通 信 を有 効 にする必 要 があります。

M icro so ft SQL Se rve r 2000 -- M icro so ft SQL Se rve r 2000 システ

ムで TC P/ IP 通 信 を有 効 にするには、SQL Se rve r N e two rk ユー

ティリティを実 行 し、TC P/ IP が有 効 な プロト コルとして表 示 され

ることを確 認 します。TC P/ IP が有 効 な プロト コル リスト に表 示

されな い場 合 、TC P/ IP をリスト に追 加 して［OK］をクリックしま

す。TC P/ IP 通 信 を適 用 するには、すべての M icro so ft SQL
Se rve r サービスを再 起 動 します。

M icro so ft SQL Se rve r 2005 以 降 -- M icro so ft SQL Se rve r 2005
以 降 のシステムで TC P/ IP 通 信 を有 効 にするには、SQL Se rve r
C o n figu ra t io n M an age r を実 行 し、SQL Se rve r インスタンスに対

して TC P/ IP 通 信 を有 効 にします。TC P/ IP 通 信 を適 用 するに

は、すべての M icro so ft SQL Se rve r サービスを再 起 動 します。

注 ：M icro so ft SQL Se rve r 2008 では、SQL Se rve r N a t ive C lien t
10 .0 ド ライバを使 用 する必 要 があります。
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A rc se rve Bac kup データベースとしての M ic ro so ft SQ L Se rve r の使 用

データベースの整 合 性 チェック

データベースのサイズが大 きく動 作 が遅 い場 合 は、データベースの

整 合 性 チェックを実 行 することをお勧 めします。この処 理 には時

間 を要 しますが、 SQL データベースが十 分 な 機 能 を発 揮 している

かどうかを判 定 するために必 要 な 作 業 です。詳 細 については、

M icro so ft SQL Se rve rのマニュアルを参 照 してください。

重 要 ：ログ サイズを定 期 的 に確 認 するようにしてください。ログが

いっぱいにな っていると、データベースは動 作 しません。デフォルト

で［チェックポイント 時 のログ切 り捨 て］が設 定 されていても 、大 量

のレコード を保 存 する場 合 は、ログ ファイルのサイズをデータベー

ス サイズの 50% に増 やす必 要 があります。
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

A rc se rve B a c ku p データベース アプリケーショ

ンの指 定

以 下 のセクションでは、データベースを基 礎 にした A rcse rve
Ba cku p として M icro so ft SQL Se rve r および M icro so ft SQL Se rve r
2014 Exp re ss を設 定 する方 法 を説 明 します。

A rcse rve Ba cku p データベースとしての M icro so ft SQL Se rve r
の設 定

A rcse rve Ba cku p データベースを異 な るシステムまたはインス

タンスに移 動

A rcse rve Ba cku p データベースとしての M icro so ft SQL Se rve r
2014 Exp re ss の設 定
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

A rc se rve B a c ku p データベースとしての

M ic ro so ft SQ L Se rve r の設 定

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 して、M icro so ft SQL Se rve r
を A rcse rve Ba cku p データベースとして設 定 できます。

M icro so ft SQL Se rve r を A rcse rve Ba cku p データベースとして設 定

する前 に、以 下 を確 認 します。

このタスクの開 始 前 に、A rcse rve Ba cku p データベースをホスト

するシステムに M icro so ft SQL Se rve r をインスト ールする必 要

があります。

A rcse rve Ba cku p を設 定 して M icro so ft SQL Se rve r を A rcse rve
データベースとして使 用 するようにした後 、［サーバ環 境 設 定

ウィザード ］は exp to sq l.e xe というラベルのコマンド ユーティリティ

を開 きます。このコマンド ユーティリティは、M icro so ft SQL
Se rve r 2014 Exp re ss データベースのコア テーブルと詳 細 テーブ

ルを、新 し く設 定 した M icro so ft SQL Se rve r データベースにマイ

グレート します。

この手 順 を使 用 して、A rcse rve Ba cku p M icro so ft SQL Se rve r
データベースを別 のサーバに移 動 できます。

注 ：M icro so ft SQL Se rve r を A rcse rve Ba cku p データベースとして

使 用 する方 法 の詳 細 については、「M icro so ft SQL Se rve r の

A rcse rve Ba cku p データベースとしての使 用 法 」を参 照 してくださ

い。

M icro so ft SQ L Se rve r を A rcse rve B a ck u p データベースとして設 定

する方 法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［CA］-［A rcse rve
Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 します。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［データベースの選 択 ］オプションを選 択 し、［次 へ］をクリックしま

す。

3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。

注 ：Un ico d e ベースの東 アジア言 語 文 字 ( JIS2004 な ど ) を含 む

データを保 護 する必 要 がある場 合 は、データ検 索 および並 べ替

えを可 能 にするために SQL 照 合 順 序 を有 効 にする必 要 がありま

す。このためには、［データベースのインスト ール パスを選 択 してく
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

ださい］ダイアログ ボックスで［言 語 サポート オプション］をクリック

し、画 面 の指 示 に従 って設 定 を完 了 します

4 . 環 境 設 定 が終 了 したら、サーバ環 境 設 定 ウィザード はコマンド ラ

イン ウィンド ウを開 き、exp to sq l.e xe を起 動 し、SQL Se rve r 2014
Exp re ss のコア テーブルと詳 細 テーブルを、SQL Se rve r の新 規 デー

タベースにマイグレート します。

exp to sq l.e xe が起 動 しな い場 合 は、コマンド ライン ウィンド ウを開

き、exp to sq l.e xe を起 動 します。

注 ：デフォルト では、exp to sq l.e xe は以 下 のディレクト リにインス

ト ールされます。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p

以 下 のコマンド を実 行 します。

a . e xp to sq l.e xe co re

これは必 須 手 順 です。引 数 co re は、SQL Se rve r 2014
Exp re ss データベースから SQL Se rve r データベースに、コア

テーブルをマイグレート します。

重 要 ：このコマンド は、SQL Se rve r の環 境 設 定 が完 了 したら

ただちに実 行 する必 要 があります。
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

b . e xp to sq l.e xe d e ta il

この手 順 は省 略 可 能 です。引 数 d e ta il は、SQL Se rve r 2014
Exp re ss データベースから SQL Se rve r データベースに、詳 細

テーブルをマイグレート します。このコマンド は、コア テーブル

のマイグレーション プロセスが完 了 した後 であれば、いつでも

実 行 できます。

注 ：SQL Se rve r 2014 Exp re ss データベースのサイズに応 じて、詳

細 テーブルのマイグレーション プロセスでは完 了 までにかな りの時

間 がかかる場 合 があります。
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

A rc se rve B a c ku p データベースを異 な るシス

テムまたはインスタンスに移 動

サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して、A rcse rve Ba cku p データ

ベースを異 な るシステムまたはインスタンスに移 動 します。

注 ：このオプションは、M icro so ft SQL Se rve r のインスト ールのみに

適 用 されます。

A rcse rve Ba cku p データベースを異 な るシステムまたはインスタンス

に移 動 する前 に、以 下 の点 に注 意 してください。

サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して、現 在 の M icro so ft SQL
Se rve r 環 境 設 定 を以 下 の種 類 の設 定 に変 更 できます。

クラスタ対 応

リモート

Lo ca l

新 しい SQL Se rve r のインスト ールにアクセスするには、認 証 方

法 を指 定 する必 要 があります。以 下 のいずれかの認 証 方 法

を使 用 できます。

W in d ow s セキュリティ

SQL Se rve r セキュリティ

SQL Se rve r 認 証 を使 用 するリモート の SQL Se rve r インスト ール

の場 合 、リモート サーバの管 理 者 アカウント 用 のログイン ID お

よびパスワード を提 供 する必 要 があります。

A rcse rve B a ck u p データベースを異 な るシステムまたはインスタンス

に移 動 する方 法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［CA］-［A RC se rve
Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 します。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［データベースの選 択 ］オプションを選 択 し、［次 へ］をクリックしま

す。

3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。

注 ：Un ico d e ベースの東 アジア言 語 文 字 ( JIS2004 な ど ) を含 む

データを保 護 する必 要 がある場 合 は、データ検 索 および並 べ替

えを可 能 にするために SQL 照 合 順 序 を有 効 にする必 要 がありま

す。このためには、［データベースのインスト ール パスを選 択 してく
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

ださい］ダイアログ ボックスで［言 語 サポート オプション］をクリック

し、画 面 の指 示 に従 って設 定 を完 了 します

環 境 設 定 が完 了 したら、SQL Se rve r データベースをホスト するシ

ステムに A rcse rve Ba cku p データベース保 護 エージェント をインス

ト ールする必 要 があります。

4 . A rcse rve データベース保 護 エージェント をインスト ールするには、

以 下 のいずれかを実 行 します。

SQL Se rve r データベースが A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ

にインスト ールされている場 合 、W in d ow s エクスプローラを開

いて、以 下 のディレクト リを参 照 します。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve
B a cku p \P a cka g e s \A S D B S Q L A g e n t

SQL Se rve r データベースが A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ

にインスト ールされていな い場 合 、W in d ow s エクスプローラを

開 いて、以 下 のディレクト リを参 照 します。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve
B a cku p \P a cka g e s \A S D B S Q L A g e n t
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

SQL Se rve r データベースをホスト するシステムの任 意 の場 所

に、A SDBSQLA gen t ディレクト リの内 容 をコピーします。

5 . A SDBSQLA gen t ディレクト リで、以 下 のファイルをダブルクリックしま

す。

S Q L A g e n tR m tIn s t.e xe

［A rcse rve Ba cku p A gen t fo r SQL セット アップ］ダイアログ ボックスが

表 示 されます。

6 . 現 在 のインスト ールに合 うように、以 下 のフィールド に入 力 しま

す。

SQL インスタンス名

保 護 する SQL インスタンスの名 前 を指 定 します。

認 証 モード

A rcse rve Ba cku p がデータベースとの通 信 およびその保 護 に

使 用 する認 証 モード を指 定 します。

［SQL 認 証 ］を認 証 モード に指 定 する場 合 、以 下 のフィール

ド に入 力 します。

［SQL SA 名 ］

SQL システム アカウント 名 を指 定 します。

［SQL SA パスワード ］

SQL システム アカウント パスワード を指 定 します。

7 . ［インスト ール］をクリックし、画 面 の指 示 に従 ってインスト ールを完

了 します。
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A rc se rve Bac kup データベース アプリケーシ ョンの指 定

A rc se rve B a c ku p データベースとしての

M ic ro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E x p re ss の設 定

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］を使 用 して、M icro so ft SQL Se rve r
2014 Exp re ss を A rcse rve Ba cku p データベースとして設 定 できま

す。

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss を A rcse rve Ba cku p データベー

スとして設 定 する前 に、以 下 の考 慮 事 項 と制 限 事 項 を確 認 しま

す。

M icro so ft SQL Se rve r 2014 Exp re ss を使 用 中 の環 境 に展 開 す

るには、M icro so ft .N ET Fram ewo rk 2 .0 および M icro so ft Da ta
A ccess C om pon en ts ( M DA C ) 2 .8 Se rv ice Pa ck 2 をプライマリ

サーバにインスト ールする必 要 があります。［サーバ環 境 設 定

ウィザード ］でこれらのいずれかのアプリケーションが検 出 されな

い場 合 、ウィザード はこれらを自 動 的 にインスト ールします。

M icro so ft SQL Se rve r 2008 Exp re ss はリモート インスト ールをサ

ポート していません。A rcse rve データベースは A rcse rve Ba cku p
プライマリ サーバにインスト ールする必 要 があります。

M icro so ft SQL Se rve r データベースのインスト ールから M icro so ft
SQL Se rve r 2008 Exp re ss データベースのインスト ールに、データ

ベース情 報 をマイグレート することはできません。

A rcse rve B a ck u p データベースとしての M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4
E xp re ss の設 定 方 法

1 . W in d ow s の ［スタート ］-［すべてのプログラム］-［A rcse rve］-
［A rcse rve Ba cku p］-［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］の順 に選 択 しま

す。

［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［データベースの選 択 ］オプションを選 択 し、［次 へ］をクリックしま

す。

3 . 画 面 の指 示 に従 い、環 境 設 定 を完 了 します。

注 ：Un ico d e ベースの東 アジア言 語 文 字 ( JIS2004 な ど ) を含 む

データを保 護 する必 要 がある場 合 は、データ検 索 および並 べ替

えを可 能 にするために SQL 照 合 順 序 を有 効 にする必 要 がありま

す。このためには、［SQL Se rve r E xp re ss インスタンス］ダイアログ

ボックスで［言 語 サポート オプション］をクリックし、画 面 の指 示 に

従 って設 定 を完 了 します
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A rc se rve Bac kup ログとレポート

A rc se rve B a c ku p ログとレポート

A rcse rve Ba cku pには、ログおよびレポート を表 示 するために、以

下 のオプションが用 意 されています。

［アクティビティ ログ］--すべての A rcse rve Ba cku p アクティビティ

のログを記 録 します

テープ ログ --すべてのメディア アクティビティを記 録 します ( デ
バッグ用 ) 。

ジョブ ログ - 特 定 のジョブに関 連 したアクティビティを記 録 しま

す。

［レポート マネージャ］A rcse rve Ba cku p --印 刷 または表 示 用

に、データベースからレポート を生 成 します。
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A rc se rve Bac kup ログとレポート

アクティビティ ログ データ

アクティビティ ログには、A rcse rve Ba cku pで実 行 された操 作 の包

括 的 な 情 報 が記 録 されます。これは、実 行 されたすべてのジョブ

に対 するすべてのA rcse rve Ba cku pアクティビティの監 査 記 録 とな り

ます。このログを毎 日 チェックすることで、ジョブの実 行 中 にエラー

が発 生 していな いかどうかを調 べることができます。特 定 のセッシ ョ

ンをリスト アするときには、このログを使 用 してセッシ ョン番 号 を調

べることも できます。アクティビティ ログは［ジョブ ステータス］マネー

ジャからアクセスできます。

このログには、それぞれのジョブについて、以 下 の情 報 が含 まれま

す。

ジョブの開 始 日 時 と終 了 日 時

ジョブの種 類

データの平 均 スループット

処 理 ( バックアップ、コピーな ど ) したディレクト リとファイルの総

数

ジョブ セッシ ョン番 号 とジ ョブ ID

ジョブの結 果

ジョブの実 行 中 に発 生 したエラーと警 告

すべての子 ジョブは親 ジョブの下 に説 明 付 きで表 示 されていま

す。

アクティビティ ログでは、フィルタ、メ ッセージ グループ、またはメッ

セージの送 信 日 な どを基 準 に、ログを並 べ替 えることができます。

アクティビティ ログの詳 細 については、「ジ ョブのカスタマイズ」を参

照 してください。

第 9章 : データベースの管 理 とレポート 1069



A rc se rve Bac kup ログとレポート

テープ ログ

テープ ログには、バックアップ デバイスからA rcse rve Ba cku pに送 信

されたメッセージが記 録 されます。このログは、通 常 の操 作 では

生 成 されません。デバッグする場 合 にのみ作 成 されます。テープ

ログを有 効 にするには、サーバ管 理 の環 境 設 定 メニューを使 用 し

てください。

注 ：クロスプラット フォーム環 境 では、テープ ログにはW in d ow s以
外 のサーバの情 報 は表 示 されません。GU Iで確 認 できるのは、

W in d ow sサーバのテープ エンジン情 報 だけです。
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ジ ョブ ログ

A rcse rve Ba cku p で実 行 された各 ジョブに対 して、ジョブ ログが生

成 されます。ジョブをサブミット する前 にログ オプションを選 択 する

と、ログの詳 細 レベルを指 定 できます。ジョブ ログの詳 細 について

は、「ジ ョブのカスタマイズ」を参 照 してください。
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レポート マネージ ャ

レポート マネージャを使 用 すると、A rcse rve Ba cku pデータベースに

保 存 されている情 報 に基 づいて、さまざまな レポート を生 成 でき

ます。レポート をプレビューしたり、プリンタまたはファイルに出 力 し

たり、レポート の作 成 をスケジューリングすることができます。

詳 細 情 報 ：

レポート マネージャを使 用 したレポート の生 成
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レポート マネージ ャを使 用 したレポート の生

成

レポート マネージャを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p アクティビティ

に関 するレポート を生 成 できます。

プライマリ サーバ、スタンド アロン サーバ、およびメンバ サーバから

即 実 行 するレポート を生 成 できます。レポート はプライマリ サーバ

とスタンド アロン サーバで特 定 の時 間 に実 行 されるようにスケ

ジュールできます。レポート をメンバ サーバからスケジュールする

と、レポート はプライマリ サーバから実 行 され、プライマリ サーバの

マネージャ コンソ ールに表 示 されます。その後 、<A RC SERVE_
HOM E>/Rep o rts ディレクト リに保 存 されます。

レポート マネージャに関 する注 意 事 項

［今 すぐ作 成 ］機 能 で生 成 されたレポート はすべて、レポート

マネージャのウィンド ウまたは In te rn e t E xp lo re r な どのブラウザ

アプリケーションで表 示 できます。

スケジュール設 定 により生 成 されたレポート はすべて、レポート

マネージャ ウィンド ウで表 示 する必 要 があります。

レポート マネージャを使 用 したレポート の生 成 方 法

1 . ホーム画 面 のナビゲーション バーにある［モニタとレポート ］メニュー

から、［レポート ］をクリックします。

レポート マネージャが開 き、さまざまな カテゴリのレポート のビュー

を含 む、展 開 可 能 な ツリーが表 示 されます。

2 . レポート カテゴリ ビューで、一 覧 からレポート テンプレート を選 択

します。

右 ペインにレポート テンプレート の一 覧 が表 示 されます。

3 . 生 成 するレポート を選 択 して右 クリックします。ポップアップ メ

ニューから次 のいずれかのオプションを指 定 します。

スケジュール

レポート を特 定 の時 間 に実 行 するようにスケジュールできま

す。

このオプションを指 定 すると、［スケジュール レポート ］ダイアロ

グ ボックスが表 示 されます。［スケジュール レポート ］ダイアロ

グ ボックスで、プロンプト の指 示 に従 って、必 須 フィールド に

入 力 してレポート をスケジュールします。
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今 すぐ作 成

今 すぐ実 行 するレポート を生 成 できます。

このオプションを指 定 すると、［レポート の作 成 ］ダイアログ

ボックスが表 示 されます。［レポート の作 成 ］ダイアログ ボック

スで、プロンプト の指 示 に従 って、必 須 フィールド に入 力 して

今 すぐレポート を作 成 します。

A rcse rve Ba cku p がレポート を作 成 すると、以 下 の図 に示 すよう

に、レポート の結 果 が、レポート コンテンツ ビュー ペインに表 示 さ

れます。

注 ：レポート マネージャでは、レポート を削 除 することも できま

す。削 除 オプションを使 用 して、レポート ファイル全 体 を削 除 する

か、日 付 に基 づいてレポート を削 除 します。
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レポート マネージ ャのレポート

レポート マネージャを使 用 して、以 下 の 3 種 類 のレポート を生 成

できます。

標 準

カスタム

拡 張

これらのレポート について、このセクシ ョンで詳 細 に説 明 します。各

レポート および種 類 の概 要 については、「レポート カテゴリ」を参

照 してください。
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標 準 レポート

A rcse rve Ba cku pには、バックアップおよびリスト アに関 する全 般 的

な 情 報 を表 示 する、数 種 類 の標 準 レポート が用 意 されていま

す。レポート には、ジョブの実 行 、メディアのバックアップ、および

バックアップ デバイス エラーな どのアクティビティが表 示 されます。

レポート フィルタを使 用 して、レポート に含 めるバックアップ メディ

アを選 択 できます。標 準 レポート はカスタマイズしたり、スケジュー

ルを設 定 することはできません ( プレフライト チェック レポート とG FS
メディア予 測 レポート を除 く ) 。

注 ：A rcse rve Ba cku p がスケジュールを介 してレポート を生 成 する

場 合 、A rcse rve Ba cku p は、レポート マネージャ内 のプレフライト

チェック レポート および G FS メディア予 測 レポート を表 示 できませ

ん。
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カスタム レポート

カスタム レポート は、特 定 のニーズに合 わせてカスタマイズできま

す。レイアウト は標 準 レポート と似 ていますが、カスタム レポート

はテンプレート を使 用 して作 成 され、.XM L 形 式 で保 存 されます。

注 ：レポート 列 の幅 を変 更 してカスタム レポート のレイアウト を調

整 できます。W in d ow s のメモ帳 を起 動 し、調 整 するレポート を検

索 します。レポート テンプレート で、FIE LD タグの W IDTH 属 性 を

追 加 または変 更 します。

カスタム レポート は、今 すぐ、または時 刻 や間 隔 を指 定 して作 成

できます。スケジュールは、プライマリ サーバまたはメンバ サーバか

ら指 定 できます。また、作 成 したカスタム レポート を電 子 メールで

自 分 宛 に送 信 するように指 定 することも できます。

カスタム レポート には以 下 の 2 種 類 があります。

定 義 済 み -- A rcse rve Ba cku p と共 にインスト ールされるレポー

ト で、7 つのカテゴリに分 けられています。定 義 済 みレポート に

は基 本 レポート データの見 出 しが含 まれていますが、レポート

ライタを使 用 するとこれらの見 出 しを必 要 に応 じて変 更 できま

す。

ユーザ作 成 -- レポート ライタを使 用 すると、テンプレート を使

用 せずにレポート を作 成 できます。作 成 したレポート を

A rcse rve Ba cku p レポート ディレクト リに保 存 しておくと、そのレ

ポート のタイト ルがレポート マネージャの［マイ レポート ］フォル

ダに表 示 されるようにな ります。

注 ：レポート のスケジュールはプライマリ サーバおよびメンバ

サーバから指 定 できますが、レポート の生 成 は A rcse rve
Ba cku p によってプライマリ サーバから実 行 されます。ユーザ作

成 のカスタム レポート をプライマリ サーバからスケジュールどおり

に実 行 するには、ユーザ作 成 レポート テンプレート をプライマリ

サーバのレポート ディレクト リにコピーする必 要 があります。プラ

イマリ サーバのデフォルト のレポート テンプレート ディレクト リ

は、以 下 のとおりです。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \te m p la te s \re p o rts
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拡 張 レポート

拡 張 レポート は、A rcse rve 環 境 内 の現 在 のデータ保 護 ステータ

スの概 要 を提 供 します。拡 張 レポート は事 前 に定 義 されており、

A rcse rve Ba cku p をインスト ールするとさまざまな 種 類 で利 用 可 能

にな ります。レポート に含 まれるデータ見 出 しは、特 定 のニーズに

合 わせて変 更 することができます。

レポート を実 行 するには、レポート の種 類 と、生 成 されたレポート

が保 存 されるファイルのパスを指 定 する必 要 があります。

拡 張 レポート は、すぐに実 行 されるよう指 定 するか、指 定 した時

刻 または繰 り返 し間 隔 で実 行 されるようスケジュールできるという

点 で、カスタム レポート に似 ています。生 成 された拡 張 レポート

を電 子 メールで送 信 することも できます。
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レポート カテゴリ

レポート マネージャに表 示 されるレポート カテゴリは、A rcse rve
Ba cku pのホーム ディレクト リにある外 部 XM Lスキーマ ファイル

( ca tego rie s .xm l) で定 義 されています。ca tego rie s .xm l ファイルを

編 集 して、レポート カテゴリの表 示 順 を変 更 できます。

以 下 の表 では、標 準 レポート とカスタム レポート で使 用 できるカ

テゴリと種 類 を説 明 します。

ステータス レポート ( 日 単 位 )

このレポート カテゴリには、24 時 間 以 内 に実 行 されたすべての

ジョブのステータスが表 示 されます。これには、24 時 間 以 内 に

バックアップとメディアの書 込 みに失 敗 したすべてのクライアント

を表 示 するレポート が含 まれます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

ジョブ ステータス レポート ( 日 単 位 )

バックアップ ステータス レポート ( 日 単 位 )

バックアップ エラー レポート ( 日 単 位 )

最 近 の書 き込 みメディア レポート

注 ：バックアップ ステータス レポート ( 日 単 位 ) には、［圧 縮 率 ］

フィールド が含 まれます。圧 縮 率 は、デデュプリケーション後 に

実 際 にディスクに書 き込 まれたデータ量 を示 します。このフィー

ルド は、デデュプリケーション デバイス グループにバックアップされ

たセッシ ョンについてのみ有 効 にな ります。

ジョブ レポート

このレポート カテゴリには、週 単 位 で実 行 されたレポート ジ ョ

ブのステータス情 報 が表 示 されます。これにはすべての失 敗 し

たバックアップと今 後 実 行 が予 定 されているレポート ジ ョブのス

テータスを表 示 するプレフライト チェック レポート が表 示 されま

す。

以 下 のレポート を選 択 できます。

ジョブ レポート ( 標 準 )

エンタープライズ ジョブ ステータス レポート ( 標 準 )

ジョブ ステータス レポート ( 7 日 間 )

バックアップ ステータス レポート ( 7 日 間 )
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バックアップ エラー レポート

プレフライト チェック レポート

メディア レポート

このレポート カテゴリには、作 成 されたメディア エラーのリスト を

含 む、バックアップされたセッシ ョンの詳 細 な メディア情 報 が表

示 されます。G FS ジョブの今 後 のメディア スケジュールも 表 示 さ

れます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

バックアップ メディア エラー レポート ( 標 準 )

セッシ ョン詳 細 レポート ( 標 準 )

セッシ ョン レポート ( 標 準 )

A rcse rve Ba cku p fo r La p to p s an d Deskto p s セッシ ョン詳 細 レ

ポート ( 標 準 )

G FS メディア予 測 レポート ( 標 準 )

メディア使 用 率 の比 較 レポート

メディア使 用 レポート

データ回 復 の必 須 メディア レポート

メディア使 用 履 歴 レポート ( 7 日 間 )

デバイス内 の再 利 用 セット メディア レポート ( 標 準 )

注 ：メディア使 用 、セッシ ョン詳 細 、およびセッシ ョンの各 レポー

ト には、［デデュプリケーション セッシ ョン用 圧 縮 率 ］というフィー

ルド が追 加 されました。この比 率 は、デデュプリケーション後 に

実 際 にディスクに書 き込 まれたデータ量 を示 します。このフィー

ルド は、デデュプリケーション デバイス グループにバックアップされ

たセッシ ョンについてのみ有 効 にな ります。このフィールド は、レ

ポート マネージャだけでな く、［レポート ライタ］-［ファイル］-［開
く］-［A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リ］-［テンプレート ］-［レ
ポート ］で表 示 することができます。

メディア プール レポート

このレポート カテゴリには、再 利 用 セット および G FS ローテー

ション プロファイルでのメディアのステータスを含 む、詳 細 な メ

ディア プール関 連 情 報 が表 示 されます。

以 下 のレポート を選 択 できます。
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メディア プール レポート ( 標 準 )

メディア プール ロケーション レポート ( 標 準 )

G FS ローテーション プロファイル レポート ( 標 準 )

詳 細 メディア プールレポート

再 利 用 セット 内 メディア レポート

デバイス レポート

このレポート カテゴリでは、デバイスでバックアップ中 に発 生 す

るエラー数 を含 む、 A rcse rve Ba cku p で使 用 するバックアップ

デバイスについての情 報 が表 示 されます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

バックアップ デバイス レポート ( 標 準 )

バックアップ クライアント レポート

このレポート カテゴリでは、データベースとクライアント エージェ

ント のデータ サイズを含 むバックアップ クライアント 情 報 が表 示

されます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

バックアップ クライアント データ サイズ レポート

バックアップ クライアント およびジョブ関 連 レポート

詳 細 メディア使 用 率 レポート ( バックアップ クライアント 別 )

注 ：バックアップ クライアント データ サイズ レポート には、［圧 縮

率 ］というフィールド が追 加 されました。この比 率 は、デデュプリ

ケーション後 に実 際 にディスクに書 き込 まれたデータ量 を示 しま

す。このフィールド は、デデュプリケーション デバイス グループにバッ

クアップされたセッシ ョンについてのみ有 効 にな ります。このフィール

ド は、レポート マネージャだけでな く、［レポート ライタ］-［ファイ

ル］-［開 く］-［A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リ］-［テンプレート ］-
［レポート ］で表 示 することができます。

リソ ースの使 用 量 履 歴 レポート

このレポート カテゴリでは、履 歴 データに基 づいて予 測 される

使 用 量 情 報 が表 示 されます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

メディア使 用 履 歴 レポート ( 7 日 間 )

メディア使 用 レポート
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メディア使 用 率 の比 較 レポート

バックアップ ウィンド ウとスループット の比 較 レポート

ステージング レポート

このレポート カテゴリは、ステージングを使 用 してファイル シス

テム デバイスにバックアップされたデータの分 析 と管 理 に使 用

できる情 報 を提 供 します。

ステージング レポート では、マイグレーション セッシ ョン、

Sn ap Lo ck セッシ ョン、およびステージング デバイスからパージし

な かったセッシ ョンについてのステータス情 報 を表 示 できます。

サマリ レポート では、ユーザが指 定 した日 付 範 囲 に基 づいて

特 定 のジョブやジョブ グループについての情 報 を表 示 できま

す。

以 下 のレポート を選 択 できます。

ステージング マイグレーション レポート

ステージング パージ エラー レポート

ステージング Sn ap Lo ck レポート

ステージング サマリ レポート

監 査 ログ レポート

このレポート カテゴリでは、サービス開 始 と停 止 、パスワード の

変 更 な どの既 存 のアクティビティ ログ情 報 に監 査 フィールド が

追 加 されます。これによって、だれがどのマシンからどのアプリ

ケーションを使 用 してアクシ ョンを実 行 したかを特 定 できます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

監 査 ログ レポート

統 計 レポート

このレポート カテゴリには、現 在 のデータ保 護 ステータスの概

要 が用 意 されています。レポート には、バックアップおよびリスト

ア ステータスの情 報 が含 まれています。ただし、その出 力 は指

定 するフィルタ の組 合 せに基 づきます。

以 下 のレポート を選 択 できます。

バックアップ試 行 成 功 率 ：サマリ レポート ( 詳 細 )

バックアップ試 行 成 功 率 ：個 別 のクライアント レポート ( 詳 細 )

リスト ア試 行 成 功 率 レポート ( 詳 細 )

ド ライブ スループット レポート ( 詳 細 )

1082 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup ログとレポート

バックアップ エラー レポート ( 詳 細 )

バックアップの失 敗 回 数 が多 いクライアント のレポート ( 詳 細 )

バックアップに連 続 して失 敗 した回 数 が多 いクライアント のレ

ポート ( 詳 細 )

部 分 バックアップの回 数 が多 いクライアント のレポート ( 詳 細 )

フル バックアップ期 間 ( 詳 細 )

前 回 のバックアップ ステータス レポート ( 詳 細 )

ボールト レポート ( 詳 細 )

マイ レポート

このレポート カテゴリには、以 下 のディレクト リに保 存 された、

ユーザ作 成 レポート が表 示 されます。

CA \A RCse rve Backup\Tem plate s\R eports
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統 計 レポート

統 計 レポート では、さまざまな レポート フィルタを受 け入 れて解 析

できます。ただし、すべてのレポート にすべてのフィルタが必 要 な わ

けではありません。生 成 中 のレポート のタイプに基 づいて、その指

定 されたレポート によって必 要 とされるフィルタ、およびサポート さ

れるフィルタのみが使 用 されます。

詳 細 レポート を実 行 するには、少 な くとも レポート タイプと生 成 さ

れたレポート の保 存 先 パスを指 定 する必 要 があります。

対 応 するサポート されるフィルタと一 緒 に、統 計 レポート カテゴリ

を使 用 して、以 下 のレポート タイプを生 成 できます。

バックアップ試 行 成 功 率 ：サマリ

このレポート は、成 功 したバックアップ試 行 の比 率 を示 します。

未 完 了 および失 敗 のバックアップ試 行 の比 率 も 示 します。

サポート されるフィルタ：

開 始 日

終 了 日

ジョブ コメント

バックアップ試 行 成 功 率 ：個 別 クライアント

このレポート は、成 功 したバックアップ試 行 の比 率 に関 する情

報 をノード 単 位 で示 します。

サポート されるフィルタ：

開 始 日

終 了 日

ジョブ コメント

リスト ア試 行 成 功 率

このレポート は、全 リスト ア試 行 での成 功 率 を示 します。

サポート されるフィルタ：

開 始 日

終 了 日

ド ライブ スループット

このレポート は、システムのテープ ド ライブで観 察 された、平 均

スループット に関 する情 報 を示 します。このレポート で取 得 さ
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れるスループット は、ド ライブのネイティブ スループット と比 較 す

ることができます。このレポート の出 力 は、ド ライブ シリアル番

号 を指 定 して、特 定 のド ライブにフィルタできます。

バックアップ エラー

このレポート は、レポート 期 間 中 にバックアップ ジ ョブに関 連 し

て発 生 した、各 バックアップ パスでのエラーおよび警 告 の件 数

を示 します。これは、最 大 エラー数 を持 つクライアント の決 定

を助 けます。

サポート されるフィルタ：

開 始 日

終 了 日

ジョブ コメント

失 敗 したバックアップ試 行

このレポート は、レポート 期 間 中 にバックアップ試 行 が多 く失

敗 したクライアント を示 します。

サポート されるフィルタ

開 始 日

終 了 日

ジョブ コメント

最 初 のカウント ( 最 初 の「 n 」クライアント のみに出 力 を制 限 )

連 続 して失 敗 したバックアップ試 行

このレポート は、レポート 期 間 中 にバックアップ試 行 に連 続 し

て失 敗 したクライアント を示 します。

サポート されるフィルタ

開 始 日

終 了 日

最 初 のカウント ( 最 初 の「 n 」クライアント のみに出 力 を制 限 )

部 分 バックアップ

このレポート は、部 分 バックアップ回 数 の多 いクライアント を示

します。このレポート は、重 要 な ファイルを特 定 してリスト アす

るのを助 けます。

サポート されるフィルタ
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開 始 日

終 了 日

最 初 のカウント ( 最 初 の「 n 」クライアント のみに出 力 を制 限 )

フル バックアップ期 間

このレポート は、レポート 期 間 でのすべてのバックアップ パスに

ついて、フル バックアップの平 均 バックアップ時 間 、平 均 バック

アップ データ量 、平 均 スループット を示 します。

サポート されるフィルタ

開 始 日

終 了 日

前 回 のバックアップ ステータス レポート

このレポート は、キューにある全 バックアップ ジ ョブの前 回 の実

行 ステータスを示 します。ジョブがまだアクティブである場 合 は、

実 行 中 ジョブの現 在 のステータスが示 されます。このレポート

は、レポート 生 成 時 におけるキュー内 のジョブのステータスのみ

を示 します。

サポート されるフィルタ

な し

ボールト レポート

このレポート は、レポート 日 にボールト に入 るまたはボールト か

ら外 れるテープのリスト を示 します。

サポート されるフィルタ

な し
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カスタム レポート ジ ョブのスケジ ュール

カスタム レポート の実 行 をスケジュールするには、レポート マネー

ジャを使 用 する方 法 と、ジョブ スケジューラ ウィザード を使 用 する

方 法 があります。レポート マネージャを使 用 する場 合 は、2種 類

の標 準 レポート ( プレフライト チェック レポート とG FSメディア予 測 レ

ポート ) 、およびレポート カテゴリに表 示 されるカスタム レポート

( 定 義 済 みレポート とユーザ作 成 レポート ) のスケジュールを設 定

できます。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

レポート マネージャを使 用 したカスタム レポート のスケジュー

リング

ジョブ スケジューラ ウィザード を使 ったカスタム レポート のスケ

ジューリング
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レポート マネージ ャを使 用 したカスタム レ

ポート のスケジ ューリング

レポート マネージャからカスタム レポート をスケジュールする方 法

1 . レポート リスト ツリーからスケジュールするレポート を見 つけます。

2 . レポート の説 明 の横 にある左 側 のパネル ペインで［スケジュール］

をクリックします。

3 . レポート の名 前 とフォーマット タイプ ( .xm l または .csv ) を指 定 しま

す。

4 . ( オプション ) レポート が電 子 メールで送 られると通 知 されるように

するには、［A le rt オプション］ボックスを選 択 し、［次 へ］をクリックし

ます。

5 . レポート をすぐに実 行 するオプションか、特 定 の時 刻 に実 行 する

オプションを選 択 し、［次 へ］をクリックします。

6 . ［ジョブ サマリ］ページで選 択 内 容 を確 認 し、必 要 に応 じてジョブ

の説 明 を入 力 します。

7 . ［サブミット ］をクリックして、レポート ジ ョブを実 行 します。
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ジ ョブ スケジ ューラ ウィザード を使 ったカスタ

ム レポート のスケジ ューリング

ジョブ スケジューラ ウィザード からカスタム レポート をスケジュール

する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p Rep o rt W rite r を使 用 してレポート テンプレート

を作 成 し、それをファイルに保 存 します。

2 . ［ウィザード ］メニューまたは A rcse rve Ba cku pホームのナビゲーション

バーからジョブ スケジューラ ウィザード を起 動 します。

3 . ［実 行 するプログラム］コンボ ボックスで、［CA Rep o rts］を選 択 し、

レポート テンプレート 名 、レポート データを保 存 する出 力 ファイル

名 、およびパラメータとしてサイレント モード ( -s ) を入 力 します。

注 ：リモート ライタがサポート する全 コマンド ラインについては、「コ

マンド ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。
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レポート ライタ ユーティリティによるカスタム

レポート の作 成

カスタム レポート を作 成 するには、A rcse rve Ba cku p のユーティリ

ティであるレポート ライタを使 用 します。レポート ライタには、クイッ

ク スタート 、［モニタとレポート ］メニュー、または A rcse rve Ba cku p
ホーム画 面 の［モニタとレポート ］セクシ ョンからアクセスすることが

できます。

注 ：レポート ライタを使 って作 成 したレポート は、レポート マネー

ジャでプレビュー、印 刷 、またはスケジューリングできます。

レポート ライタ ユーティリティを使 用 したカスタム レポート の作 成

方 法

1 . ［クイック スタート ］メニューから［モニタとレポート ］を選 択 し、［レ

ポート ライタ］をクリックします。

［A rcse rve Ba cku p レポート ライタ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . 定 義 済 みレポート を生 成 する場 合 は、［ファイル］メニューから［開

く］を選 択 して目 的 のレポート を見 つけます。ユーザ定 義 のレポー

ト を生 成 する場 合 は、手 順 3に進 みます。

3 . ［レポート タイト ル］テキスト ボックスに、レポート の名 前 を入 力 し

ます。［説 明 ］テキスト ボックスに、レポート の説 明 を入 力 すること

も できます。

4 . ［使 用 可 能 クエリ］テーブルで、レポート で使 用 する情 報 の収 集

元 とな るソ ースを選 択 します。ソ ース ( メディアやメディア プールな

ど ) を強 調 表 示 すると、［使 用 可 能 列 ］テーブルに、選 択 したソ ー

スから収 集 できるデータの種 類 が示 されます。たとえば、［使 用 可

能 クエリ］テーブルでジョブを選 択 した場 合 、ジョブの種 類 、ジョブ

の所 有 者 、ジョブの開 始 時 刻 な どの情 報 を収 集 できます。

レポート に含 める項 目 を選 択 するには、［使 用 可 能 列 ］テーブル

で項 目 を強 調 表 示 し、［追 加 ］をクリックします。項 目 はレポート

列 のテーブルに移 動 します。

注 ：複 数 のソ ースから収 集 した情 報 で構 成 されたレポート を作

成 できます。たとえば、ジョブの種 類 、テープ名 、およびソ ース ホ

スト についてのレポート を作 成 できます。

5 . ［次 へ］ボタンをクリックして、［レポート 選 択 基 準 ］画 面 に移 動 し

ます。この画 面 から、以 下 の方 法 でレポート をカスタマイズできま
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す。

［並 べ替 えの方 向 ］- レポート の列 内 のレコード ( つまり行 ) を
昇 順 または降 順 にソ ート します。デフォルト では、レコード は

昇 順 に並 んでいます。

［列 順 の設 定 ］-［レポート 列 ］リスト の最 上 部 にある列 がレ

ポート の最 初 の ( 一 番 左 の ) 列 として表 示 されます。列 の位

置 を変 更 するには、［レポート 列 ］テーブルでその列 を強 調

表 示 し、上 下 の矢 印 ボタンをクリックします。

［フィルタの設 定 ］- レポート のレコード は、定 義 した特 定 の

基 準 でフィルタ処 理 されます。［演 算 子 ］および［条 件 ］の各

ド ロップダウン メニューととも に、［値 ］フィールド を使 用 して、レ

ポート の各 レコード タイプ ( ［レポート 列 ］テーブルに一 覧 表

示 されるレコート タイプ ) に条 件 を指 定 します。フィルタを指

定 したら、［選 択 基 準 の追 加 ］をクリックして、［クエリ選 択 基

準 ］テーブルに追 加 します。

たとえば、ジョブ ID が 150 ～ 250 のジョブのみをレポート に含 める

場 合 、以 下 のようにします。

a . ［レポート 作 成 ］テーブルの［ジョブ ID］をクリックします。

b . ［演 算 子 ］ド ロップダウン メニューから［>=］を選 択 し、［値 ］

フィールド に「 150」を入 力 し、［条 件 ］ド ロップダウン メニューか

ら［an d］を選 択 し、［選 択 基 準 の追 加 ］をクリックします。

c. ［演 算 子 ］ド ロップダウン メニューから［<=］を選 択 し、［値 ］

フィールド に「 250」を入 力 します。［選 択 基 準 の追 加 ］をク

リックします。［クエリ選 択 基 準 ］テーブルに、入 力 した条 件 が

反 映 されます。

6 . レポート を実 行 するには、［レポート 作 成 ］をクリックします。

注 ：レポート ライタを使 用 して事 前 定 義 ディスク ステージング レ

ポート を生 成 する場 合 、［追 加 ］と［削 除 ］ボタンは使 用 できませ

ん。
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複 数 の A rc se rve B a c ku p サーバのレポート

の生 成

CA Rep o rts コマンド ライン ユーティリティで -m スイッチを指 定 する

と、A rcse rve Ba cku p サーバのレポート をいつでも 生 成 できます。

複 数 のA rcse rve Ba cku pサーバのレポート を生 成 する場 合 は、レ

ポート テンプレート をいずれか1つのサーバ上 で作 成 して保 存 し、

リモート サーバをデータ ソ ースとして使 用 することをお勧 めしま

す。カスタマイズしたレポート テンプレート を、A rcse rve Ba cku pサー

バごとに更 新 する必 要 はありません。テンプレート の更 新 すべて

が一 般 ジョブとしてバッチ処 理 されるように、各 サーバに -mスイッチ

を指 定 します。

注 ： C A Rep o rtsコマンド ライン ユーティリティで -aスイッチを指 定 す

ると、ファイルの自 動 命 名 機 能 を有 効 にして、日 単 位 のレポート

を生 成 できます。
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A rc se rve B a c ku p 診 断 ユーティリティ

A rcse rve Ba cku p 診 断 ウィザード ユーティリティは、さまざまな

A rcse rve Ba cku p およびシステム ログを収 集 してパッケージ化 する

便 利 な ツールです。これらの情 報 は、ト ラブルシューティングに必

要 とな る場 合 があります。

診 断 ウィザード は、以 下 の A rcse rve Ba cku p エージェント に関 する

情 報 を収 集 します。

A gen t fo r In fo rm ix

A gen t fo r Lo tu s Dom in o

A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge Se rve r

A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

A gen t fo r O ra cle

A gen t fo r Syb a se

C lien t A gen t fo r W in d ow s

N etwo rk A tta ch ed Sto ra ge A gen t( NDM P NA S Op t io n )

U n ive rsa l A gen t

注 ：診 断 ユーティリティはデフォルト でインスト ールされます。
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診 断 ユーティリティのコンポーネント

診 断 ユーティリティには、以 下 の 2 つのコンポーネント があります。

診 断 ウィザード

診 断 レポート マネージャ

診 断 ウィザード は、A rcse rve Ba cku pプログラム グループから起 動

できます。診 断 ウィザード を使 用 して、生 成 するレポート とログの

種 類 を設 定 できます。

以 下 の2種 類 のレポート 生 成 モード のいずれかを実 行 できます。

高 速 モード -- ローカル マシンに関 する情 報 を収 集 します。詳

細 な デバッグ情 報 は含 まれません。

拡 張 モード -- ローカル マシンまたはリモート マシンに関 する情

報 を収 集 し、より詳 しいデバック情 報 を含 むレポート を生 成 し

ます。このモード を選 択 すると、関 連 するジョブを再 実 行 する

ように要 求 されます。これにより、新 規 に選 択 したデバッグのフ

ラグがジョブ中 に処 理 され、レポート に出 力 されます。

また診 断 ウィザード では、生 成 されたログをハード ディスク上 のどこ

に保 存 するのかを指 定 できます。診 断 ウィザード が終 了 すると、

ファイルが作 成 されます。このファイルは、診 断 レポート マネージャ

から表 示 できます。また、A rcse rve Ba cku pプログラム グループから

も アクセスできます。

注 ：診 断 ウィザード を詳 細 モード で実 行 するには、［診 断 の種 類

を選 択 ］画 面 で［詳 細 ］オプションを選 択 し、画 面 に表 示 される

指 示 に従 います。

以 下 のセクションでは、高 速 モード のレポート の実 行 と表 示 につ

いて説 明 します。

W in d ow s V is ta および W in d ow s 7 オペレーティング システム

を実 行 しているコンピュータを設 定 して、診 断 ウィザード と通

信 させる

高 速 モード 診 断 ユーティリティを使 用 したレポート の作 成

拡 張 モード 診 断 ユーティリティを使 用 したレポート の作 成

診 断 レポート マネージャを使 用 したレポート の表 示

1094 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup 診 断 ユーティリティ

W in d o w s V ista および W in d o w s 7 オペレー

ティング システムを実 行 しているコンピュータ

を設 定 して、診 断 ウィザード と通 信 させる

デフォルト では、診 断 ウィザード は、W in d ow s V is ta および

W in d ow s 7 オペレーティング システムを実 行 するコンピュータに関

する診 断 情 報 を収 集 できません。したがって、診 断 ウィザード と

通 信 するためには、これらのオペレーティング システムを実 行 する

コンピュータを設 定 する必 要 があります。

W in d o w s V ista および W in d o w s 7 オペレーティング システムを実

行 するコンピュータを設 定 して、診 断 ウィザード と通 信 させる方 法

1 . R em o te Regis try Se rv ice が W in d ow s サービス マネージャで実 行

していることを確 認 します。

2 . W in d ow s オペレーティング システムで TC P ポート 445 による

W in d ow s ファイアウォールを介 した通 信 が可 能 であることを確 認

します。
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高 速 モード 診 断 ユーティリティを使 用 したレ

ポート の作 成

A rcse rve 診 断 ウィザード を使 用 して、ローカル サーバの診 断 情 報

を集 めたレポート を生 成 できます。

注 ：高 速 モード では、ローカル サーバの詳 細 な デバック情 報 は収

集 されません。

高 速 モード 診 断 ユーティリティを使 用 したレポート の作 成 方 法

1 . 診 断 ウィザード を開 くには、［スタート ］- ［プログラム］- ［A rcse rve］
- ［A rcse rve Ba cku p］の順 に選 択 し、［診 断 ウィザード ］をクリックし

ます。

A rcse rve［ 診 断 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

［診 断 の種 類 を選 択 ］ウィンド ウが開 きます。

このダイアログ ボックスでは、診 断 ログをローカルまたはリモート の

どちらのサーバから収 集 するか、およびレポート に詳 細 な デバッグ

情 報 を含 めるかどうかを指 定 できます。

3 . デバッグ情 報 を含 めずにローカル ログを収 集 するには、［高 速 ］タ

イプを選 択 します。

4 . ［次 へ］をクリックします。

ログを収 集 するマシンの属 性 を選 択 できます。

5 . ［次 へ］をクリックします。

6 . ［診 断 情 報 ファイル名 ］フィールド の診 断 情 報 ファイルを保 存 する

場 所 を指 定 し、［次 へ］をクリックします。

収 集 するログのサマリが表 示 されます。

7 . ［開 始 ］をクリックします。

このプロセスは、システム、および要 求 する情 報 量 によって時 間

がかかる場 合 があります。

8 . 処 理 が完 了 したら、［OK］をクリックして［完 了 ］をクリックします。

ファイルが作 成 された後 に、そのファイルを A rcse rve テクニカル サ

ポート に送 信 するよう求 められる場 合 があります。
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拡 張 モード 診 断 ユーティリティを使 用 したレ

ポート の作 成

A rcse rve 診 断 ウィザード を使 用 して、ローカル サーバの詳 細 な デ

バッグ情 報 を収 集 したレポート を生 成 できます。

拡 張 モード 診 断 ユーティリティを使 用 したレポート の作 成 方 法

1 . 診 断 ウィザード を開 くには、［スタート ］- ［プログラム］- ［A rcse rve］
- ［A rcse rve Ba cku p］- ［診 断 ウィザード ］の順 に選 択 します。

A rcse rve［ 診 断 ウィザード ］が開 きます。

2 . ［次 へ］をクリックします。

［診 断 の種 類 を選 択 ］ウィンド ウが開 きます。

このウィンド ウでは、診 断 ログをローカルまたはリモート のどちらの

サーバから収 集 するか、およびレポート での詳 細 な デバッグ情 報

を選 択 できます。

3 . デバッグ情 報 を含 めずにローカル ログを収 集 するには、［拡 張 ］タ

イプを選 択 します。

4 . ［次 へ］をクリックします。

［A rcse rve Ba cku p ジョブを選 択 ］ウィンド ウが開 きます。

5 . A rcse rve ジョブを選 択 します。

6 . ［次 へ］をクリックします。

ログを収 集 するマシンの属 性 を選 択 できます。

7 . ［次 へ］をクリックします。

デバッグ モード を選 択 します。

8 . ［次 へ］をクリックします。

［診 断 情 報 ファイル名 ］フィールド の診 断 情 報 ファイルを保 存 する

場 所 を指 定 し、［次 へ］をクリックします。

収 集 するログのサマリが表 示 されます。

9 . ［開 始 ］をクリックします。

このプロセスは、システム、および要 求 する情 報 量 によって時 間

がかかる場 合 があります。

10 . 処 理 が完 了 したら、［OK］をクリックして［完 了 ］をクリックします。

ファイルが作 成 された後 に、そのファイルを A rcse rve テクニカル サ

ポート に送 信 するよう求 められる場 合 があります。
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診 断 レポート マネージ ャを使 用 したレポー

ト の表 示

情 報 の収 集 が完 了 したら、その情 報 を診 断 レポート マネージャ

で表 示 できます。

診 断 レポート を表 示 する方 法

1 . ［スタート ］-［プログラム］-［］-［A rcse rve］-［A rcse rve Ba cku p］をポイ

ント し、A rcse rve Ba cku pプログラム グループから［診 断 レポート マ

ネージャ］を選 択 して診 断 レポート マネージャを開 きます。

［診 断 レポート マネージャ］が開 きます。

2 . ［ファイル］メニューから［開 く］を選 択 します。

3 . 保 存 されているログ ファイルを検 索 し、［開 く］をクリックします。

コンソ ールが開 き、左 側 のペインにログのリスト が表 示 されます。

左 側 のペインで項 目 を選 択 すると、右 下 のペインに詳 細 な 情 報

が表 示 されます。

4 . ( オプション ) また、左 側 ペインでベース製 品 とオプション ノード を選

択 すると、製 品 ログを表 示 できます。

すべての製 品 ログのリスト が、テープ ログおよびジョブ ログと共 に

右 側 ペインに表 示 されます。

診 断 レポート マネージャの［ファイル］メニューから、選 択 したログ

ファイルをエクスポート 、保 存 、および印 刷 することも できます。
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A rc se rve B a c ku p In fra stru c tu re
V isu a liza tio n

A rcse rve Ba cku p In fra stru ctu re V isu a liza t io n では、A rcse rve
Ba cku p 環 境 が視 覚 的 に表 現 されるので、バックアップ ステータス

や、サーバ、ノード 、デバイス間 の関 係 を素 早 く確 認 できます。

A rcse rve Ba cku p In fra stru ctu re V isu a liza t io n では、組 織 図 に似

た階 層 形 式 で各 A rcse rve Ba cku p サーバが表 示 されます。プライ

マリおよびメンバ サーバは、A rcse rve ド メインの下 にある階 層 の最

上 位 に表 示 されます。ミニマップ機 能 はビューの縮 小 版 として機

能 し、グラフ全 体 の各 部 を移 動 できます。ノード 名 またはノード

層 によってフィルタリングすることにより、In fra stru ctu re
V isu a liza t io n をカスタマイズできます。また、ビューの内 容 を印 刷

することも できます。特 定 のサーバ、ノード 、またはデバイスをダブ

ルクリックするとその詳 細 が表 示 され、対 応 する Da sh b o a rd レ

ポート にアクセスできます。

例 ：In f rastructu re V isualizat ion の使 用 方 法

環 境 内 の各 A rcse rve Ba cku p サーバによってバックアップされた

ノード のバックアップ ステータスを確 認 したいとします。そのために、

In fra stru ctu re V isu a liza t io n を開 き、［ノード ］ビューに切 り替 え、

サブネット 別 にノード をグループ化 します。すべての A rcse rve
Ba cku p サーバと、サブネット 別 にグループ化 されたバックアップ

ノード を示 すグラフが表 示 されます。各 サブネット グループの最 上

部 のバーには、定 義 済 みの色 スキーマに基 づいてサブネット 内 の

すべてのノード の最 新 バックアップ ステータスが示 されます。

バーの全 体 が赤 い場 合 、そのサブネット 内 のすべてのノード の

バックアップが正 常 に実 行 されていません。

バーの一 部 が黄 色 で残 りが緑 の場 合 は、一 部 のノード のバッ

クアップは未 完 了 ですが、残 りは正 常 に完 了 しています。

ノード をクリックすると詳 細 ウィンド ウが開 き、そのノード 固 有 のバッ

クアップ情 報 が表 示 されます。CPU、OS およびメモリのような マシ

ン情 報 を確 認 できます。関 連 する Da sh b o a rd レポート を起 動 す

ると、さらに詳 細 な 情 報 を確 認 できます。Da sh b o a rd Rep o rt を起

動 するには、グループ内 の項 目 をダブルクリックし、必 要 な レポー

ト を開 きます。
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In fra stru c tu re V isu a liza tio n のソフト ウェア要

件

A rcse rve Ba cku p In fra stru ctu re V isu a liza t io n には M icro so ft .N ET
Fram ewo rk 3 .5 SP1 が必 要 です。

注 ：.N ET Fram ewo rk 3 .5 SP1 が Ita n ium ベースのシステムでサ

ポート されていな いため、In fra stru ctu re V isu a liza t io n は Ita n ium
ベースのシステムではサポート されません。

In fra stru ctu re V isu a liza t io n は A rcse rve Ba cku p サーバのインス

ト ール時 にインスト ールされます。追 加 のライセンスは不 要 です。

G lo b a l In fra stru ctu re V isu a liza t io n を表 示 するには、A rcse rve
Ba cku p プライマリ/スタンド アロン サーバのインスト ール中 に G lo b a l
Da sh b o a rd コンポーネント をインスト ールおよび設 定 する必 要 があ

ります。G lo b a l Da sh b o a rd のインスト ールおよび設 定 の詳 細 につ

いては、「 A rcse rve Ba cku p Da sh b o a rd ユーザ ガイド 」を参 照 してく

ださい。
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In fra stru c tu re V isu a liza tio n の操 作

フィルタ、ズーム制 御 、およびミニマップ ナビゲーションな どのビルト

イン操 作 により、ユーザの環 境 のバックアップ ステータスを容 易 に

確 認 できます。

フィルタ -- ノード 名 やノード 層 でフィルタすることができます。パ

ターンの使 用 も 可 能 です ( 例 ：パターン「 PA Y」を指 定 してノード

名 に「 PA Y」を含 むすべてのマシンをフィルタ ) 。フィルタは、使 用

するたびに保 存 できます。

印 刷 -- ビュー全 体 を印 刷 できます。ミニマップ、ズーム スライ

ダ、ツールバーのボタンは印 刷 されません。また、特 定 の領 域

を拡 大 して印 刷 できます。

ズーム制 御 -- スライダ バーで In fra stru ctu re V isu a liza t io n のス

ケールを変 更 して、表 示 倍 率 を変 更 できます。

ミニマップ ナビゲーション -- ミニマップでは、( 現 在 表 示 してい

る ) ビュー全 体 を縮 小 した高 レベルの概 要 を表 示 します。規

模 の大 きい環 境 の場 合 、ビューをズームアウト して、ミニマップ

ビュー内 でマウスをド ラッグして境 界 ボックスを移 動 させることが

できます。メイン ディスプレイは、境 界 ボックスに含 まれる部 分

を表 示 するように更 新 されます。

ツールバーの一 部 のコント ロール ( ［更 新 ］や［印 刷 ］な ど ) は、す

べての In fra stru ctu re V isu a liza t io n ビューに共 通 です。それ以 外

のビューには、固 有 のツールバーがあります。

ノード ビュー -- ツールバーには、ノード のグループ化 方 法 (  サブ

ネット /エージェント ) 、ノード 名 フィルタ、およびノード 層 フィルタ

コント ロールが表 示 されます。

仮 想 マシン ビュー -- ツールバーには、仮 想 マシンの種 類

( VM wa re/Hyp e r-V ) 、ノード 名 フィルタ、およびノード 層 フィルタ

コント ロールが表 示 されます。

デバイス ビュー -- このビューに固 有 のコント ロールはありませ

ん。
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In fra stru c tu re V isu a liza tio n の色 スキーマ

色 バーを以 下 の色 スキーマ キーと照 合 することによって、グループ

内 のすべてのノード の最 新 バックアップ ステータスを調 べることがで

きます。

赤 -- 失 敗 したジョブを示 します。

オレンジ -- キャンセルされたジョブを示 します。

黄 色 -- 未 完 了 のジョブを示 します。

青 -- 試 行 されていな いジョブを示 します。

緑 -- 成 功 したジョブを示 します。

色 バーの全 体 が 1 色 である場 合 は、グループ内 のすべてのノード

の最 新 バックアップ ステータスが同 じです。ステータスが異 な る場

合 、バーには比 率 に応 じた色 が付 けられます。
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A rc se rve B a c ku p In fra stru c tu re
V isu a liza tio n のビュー

In fra stru ctu re V isu a liza t io n は、関 連 項 目 のグループを表 示 す

る、以 下 のビューから構 成 されています。各 ビューには、特 定 の

目 的 および機 能 があります。ビューは、画 面 最 上 部 のビューのボ

タンをクリックして簡 単 に切 り替 えることができます。

ノード ビュー

仮 想 マシン ビュー

デバイス ビュー
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ノード ビュー

ノード ビューはデフォルト のビューで、ノード のバックアップ関 係 を

表 わします。ツールバーの 2 つのラジオ ボタン ( ［サブネット ビュー］

と［エージェント ビュー］) を使 用 してノード ビューをフィルタリングで

きます。

サブネット ビューでは、A rcse rve Ba cku p がバックアップするノー

ド がサブネット でグループ化 されて表 示 されます。サーバはすべ

てト ップに表 示 されます。また、それらのサーバによってバック

アップされたノード はすべてサブネット によってグループ化 されて

表 示 されます。それらの下 にあるノード を持 つサーバは、サマリ

項 目 および展 開 記 号 ( + ) で表 示 されます。サブネット グルー

プを表 示 するには記 号 をクリックします。サマリ項 目 にはステー

タス バーが表 示 され、事 前 定 義 された色 スキーマに基 づく

パーセント 形 式 のノード 総 数 、およびテキスト 形 式 の詳 細 ( 合
計 ノード 数 、サブネット グループ数 、および色 ステータスごとの

ノード 数 ) が示 されます。

エージェント ビューでは、A rcse rve Ba cku p がバックアップする

ノード が、インスト ールしたエージェント でグループ化 されます。

サーバはすべてト ップに表 示 されます。また、それらのサーバに

よってバックアップされたノード はすべてそのサーバにインスト ー

ルされたエージェント ごとにグループ化 されて表 示 されます。

ノード に複 数 のエージェント がインスト ールされている場 合 は、
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それは複 数 エージェント グループの下 に表 示 されます。最 新

のバックアップ ステータスはエージェント 特 有 ではな いので、ス

テータス バーは灰 色 です。
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仮 想 マシン ビュー

仮 想 マシン ビューでは、A rcse rve Ba cku p ド メイン内 の仮 想 マシン

環 境 ( VM wa re および Hyp er-V 仮 想 マシン ) を参 照 することができ

ます。仮 想 マシン ビューでは、A rcse rve Ba cku p によってバックアッ

プされたすべての VM が、VMwa re ESX/ESXi または Hyp er-V Se rve r
別 にグループ化 されます。以 下 のように、仮 想 マシンごとにビュー

をフィルタできます。

V M w a re

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r V irtu a l M a ch in es を使 用 してバック

アップされた VMwa re ESX/ESXi Se rve r VM を表 示 します。スタ

ンド アロンの VMwa re ESX/ESXI Se rve r を使 用 して、VM がバッ

クアップされた場 合 、それは、バックアップ サーバ、VMwa re
Pro xy、VMwa re ESX/ESXi Se rve r、VM という階 層 で表 示 されま

す。VMwa re vC en te r Se rve r を使 用 して、VM がバックアップさ

れた場 合 、それは、バックアップ サーバ、VMwa re Pro xy、
VMwa re vC en te r Se rve r、VMwa re ESX/ESXi Se rve r、VM という

階 層 で表 示 されます。

H yp e r-V

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r V irtu a l M a ch in es を使 用 してバック

アップされた M icro so ft Hyp e r-V VM が、バックアップ サーバ、

Hyp er-V ホスト サーバ、VM という階 層 で表 示 されます。
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各 VM のバックアップ ステータスはテキスト と視 覚 的 な インジケー

タで示 されます。VMwa re ESX/ESXi および Hyp er-V サーバはグ

ループのように表 示 され、それらの下 にある VM の全 体 的 な バック

アップ ステータスを示 すためのステータス バーが上 部 にあります。

灰 色 は VM がバックアップされていな いことを示 します。これは、

VM が VM データ入 力 ユーティリティによって A rcse rve データベース

に入 力 されたがまだバックアップされていな い場 合 に発 生 する場

合 があります。

VMwa re プロキシまたは Hyp er-V Se rve r とバックアップ サーバが線

で接 続 されている場 合 、そのノード 下 の少 な くとも 1 つの VM がそ

のサーバによってバックアップされたことを示 します。
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デバイス ビュー

このビューでは、A rcse rve ド メイン内 のそれぞれの A rcse rve
Ba cku p サーバに接 続 されたバックアップ デバイスを参 照 すること

ができます。デバイスはデバイスの種 類 別 にグループ化 されていま

す。

デバイスをクリックすると、［詳 細 ］ウィンド ウが開 き、デバイスに関

する詳 細 な 情 報 が表 示 されます。たとえば、テープ ライブラリにつ

いては、［詳 細 ］ウィンド ウには、ド ライブの数 およびスロット の数 が

表 示 されます。テープ ド ライブおよびライブラリと同 様 、ファイル シ

ステムおよびデデュプリケーション デバイスについても 、デバイスの

種 類 はそれぞれアイコンで示 されます。
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注 ：クラスタの環 境 で実 行 されている A rcse rve Ba cku p について

は、ビューには現 在 アクティブな ノード の情 報 が表 示 されます。
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G lo b a l In fra stru c tu re V isu a liza tio n

G lo b a l Da sh b o a rd をインスト ールし、バックアップ サーバ上 にセン

ト ラル プライマリ サーバとして設 定 している場 合 、In fra stru ctu re
V isu a liza t io n では表 示 モード を指 定 できます。グローバル モード

の場 合 、In fra stru ctu re V isu a liza t io n では個 別 のブランチ サイト を

選 択 し、そのブランチに関 する視 覚 化 ビューを表 示 できます。プラ

イマリ サーバをセント ラル サイト として設 定 する詳 細 については、

「 A rcse rve Backup Dashboard ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

セント ラル プライマリ サーバ ( またはセント ラル サイト )

セント ラル プライマリ サーバ ( およびこれに関 連 付 けられた

A rcse rve Ba cku p データベース ) は、同 期 によってブランチ プライ

マリ サーバから取 得 したダッシュボード 関 連 情 報 を格 納 する、

中 心 的 な ハブ インターフェースです。A rcse rve Ba cku p 環 境 内

でセント ラル プライマリ サーバとして設 定 できるプライマリ サー
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バは 1 台 のみで、ブランチ プライマリ サーバは 1 台 のセント ラ

ル プライマリ サーバに対 してのみレポート が可 能 です。関 連

付 けるすべてのブランチ プライマリ サーバをセント ラル プライマ

リ サーバに登 録 し、ネット ワーク通 信 を有 効 にする必 要 があり

ます。通 信 は常 に、ブランチ サイト からセント ラル サイト への一

方 向 通 信 です。

ブランチ プライマリ サーバ ( またはブランチ サイト )

A rcse rve Ba cku p 環 境 内 にあるプライマリ サーバ ( またはスタン

ド アロン サーバ ) は、どれでも ブランチ プライマリ サーバとして設

定 できます。ブランチ プライマリ サーバは、指 定 されたセント ラ

ル プライマリ サーバとダッシュボード 関 連 情 報 を同 期 します。

すべてのデータが、ブランチ プライマリ サーバから関 連 付 けられ

たセント ラル プライマリ サーバに送 信 されます。A rcse rve
Ba cku p 環 境 内 には、ブランチ プライマリ サーバは複 数 設 定 で

きますが、セント ラル プライマリ サーバは 1 台 しか設 定 できま

せん。また、ブランチ プライマリ サーバがレポート を送 信 できる

のは、1 台 のセント ラル プライマリ サーバに対 してのみです。プ

ライマリ サーバをブランチ プライマリ サーバとして設 定 し、関 連

付 けられたセント ラル プライマリ サーバに登 録 すると、対 応 す

るダッシュボード データが自 動 的 にセント ラル プライマリ サーバ

と同 期 されます。

同 期

データ同 期 は、ブランチ サイト のデータベースからセント ラル サ

イト のデータベースにダッシュボード 関 連 情 報 を送 信 する処 理

で、これにより、登 録 済 みの各 ブランチ データベースと同 じ情

報 がセント ラル データベースに格 納 ( およびレポート ) されま

す。G lo b a l Da sh b o a rd では、最 初 のデータ同 期 は常 にフル

データ同 期 として実 行 されます。その後 のデータ同 期 は、すべ

て増 分 データ同 期 とな ります。増 分 同 期 では、前 回 の同 期

以 降 に変 更 、削 除 、または追 加 されたデータが同 期 されま

す。同 期 されたデータは、最 小 サイズに圧 縮 されてから送 信 さ

れます。

サーバがブランチ サイト として設 定 されている場 合 、グローバル

モード スイッチは画 面 上 に表 示 されません。

ローカル モード は、セント ラル サイト に対 してのみ In fra stru ctu re
V isu a liza t io n ビューを表 示 します。
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注 ：各 ブランチ サイト からデータの最 終 更 新 ステータスを確 認 す

るには、G lo b a l Da sh b o a rd ウィンド ウ内 のセント ラル マネージャ イ

ンターフェースを確 認 してください。詳 細 については、「 A rcse rve
Backup Dashboard ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

ブランチ サイト がバージョン r12 .5 で、セント ラル サイト が現 在 のリ

リースにアップグレード された場 合 は、G lo b a l V isu a liza t io n におけ

る以 下 の動 作 に注 意 してください。

ブランチに関 するデバイス ビューが空 です。

仮 想 マシン ビューには、バックアップされた VM のみが表 示 され

ます。
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バックアップ ステータスを表 示 する方 法

In fra stru ctu re V isu a liza t io n では、関 連 項 目 のグループが表 示 さ

れ、バックアップ環 境 を確 認 できます。［ノード ］ビューでは、以 下

を表 示 できます。

サブネット またはエージェント によるノード のグループ化

ノード 単 位 のバックアップ ステータスの表 示

エージェント 単 位 のバックアップ ステータスの表 示

In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 するには、ナビゲーション バー

から［モニタとレポート ］をクリックし、［In fra stru ctu re V isu a liza t io n］
を選 択 します ( デフォルト ではサブネット 単 位 ノード 表 示 がロード

されます ) 。

In fra stru ctu re V isu a liza t io n には、最 新 のバックアップ ステータス

のみが表 示 されます。特 定 のノード が複 数 のサーバによってバック

アップされる場 合 、そのノード は直 前 にバックアップを実 行 したサー

バの下 にのみ表 示 されます。各 グループの上 部 の色 で、ステータ

スを識 別 できます。
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バックアップ サーバの最 新 バックアップ ステー

タスの検 出

In fra stru ctu re V isu a liza t io n を使 用 すると、SRM での意 思 決 定 に

必 要 な 情 報 を素 早 く見 つけることができます。

バックアップ サーバの最 新 バックアップ ステータスを検 出 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャを起 動 し、プライマリ サーバに接 続 し

ます。

2 . ナビゲーション バーから In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 しま

す。

3 . バックアップ ステータスを取 得 するサブネット グループを見 つけま

す。グループ上 部 のバーには、そのサブネット に属 するすべての

ノード の失 敗 の割 合 が表 示 されます。

4 . プラス記 号 をクリックして、グループを展 開 し、バックアップの詳 細

を表 示 します。

5 . グループ内 のサーバをクリックすると、［詳 細 ］画 面 が開 きます。

第 9章 : データベースの管 理 とレポート 1115



A rc se rve Bac kup In fra s truc tu re V isua liza tio n

6 . ［関 連 レポート ］をクリックし、起 動 するレポート 項 目 を選 択 しま

す。レポート では、報 告 されているエラーの原 因 を判 定 してト ラブ

ルシューティングに役 立 てることができます。
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サブネット またはエージ ェント によるノード の

グループ化

In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 すると、デフォルト によってバッ

クアップ ステータスがノード 表 示 に表 示 されます。ノード 表 示 で

は、以 下 の 2 通 りの方 法 を使 用 して情 報 の表 示 方 法 をさらに細

かく指 定 できます。

サブネット でグループ化 -- ［サブネット グループ］では、すべての

サーバと、それらのサーバがバックアップするすべてのノード が表

示 されます。デフォルト では、ノード は折 り畳 まれていますが、

展 開 し、サブネット の一 覧 と所 属 しているノード を表 示 できま

す。マシンが複 数 のネット ワーク カード を持 っていて、複 数 のサ

ブネット に所 属 している場 合 、そのマシンは複 数 回 表 示 されま

す。

注 ：サブネット でグループ化 する場 合 、Da ta M o ver ノード は IP
アド レスな しで表 示 されます。

エージェント グループでグループ化 -- ［エージェント グループ］で

は、すべてのサーバと、各 マシンにインスト ールされているエー

ジェント に従 ってそれらのサーバがバックアップするすべてのノー

ド が表 示 されます。マシンに複 数 のエージェント がインスト ール

されている場 合 、そのマシンは複 数 回 表 示 されます。

注 ：ノード をクリックすると、Da sh b o a rd レポート へのリンクを含 む

バックアップの詳 細 を取 得 できます。
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ノード 単 位 のバックアップ ステータスの表 示

A rcse rve Ba cku p でバックアップされた各 ノード は、サブネット または

インスト ールされているエージェント 単 位 で表 示 およびグループ化

されます。ノード に、異 な るサブネット に属 する複 数 のネット ワーク

インターフェース カード が存 在 する場 合 、そのノード は複 数 のサブ

ネット グループの中 に表 示 されます。

UN IX/Lin u x Da ta M o ver がインスト ールされている場 合 は、単 一

のノード を示 す特 別 な バックアップ サーバとして表 示 されます。こ

れは、Da ta M o ver が Da ta M o ver 自 体 しかバックアップしな いため

です。

注 ：ノード 単 位 表 示 では、直 前 のバックアップ ステータスのみが

表 示 されます。あるマシンが 2 つのサーバによってバックアップされ

た場 合 、そのマシンは直 前 にバックアップを実 行 したサーバの下 に

のみ表 示 されます。

ノード 単 位 でバックアップ ステータスを表 示 する方 法

1 . ナビゲーション バーから［モニタとレポート ］をクリックして、

In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 します。

In fra stru ctu re V isu a liza t io n でノード ビュー ( デフォルト ) が開 き、

最 上 位 にすべての A rcse rve Ba cku p サーバが表 示 されます。デ

フォルト のグループ化 はサブネット 単 位 です。

2 . グループはデフォルト では展 開 されていません。+ 記 号 をクリックし

てグループを展 開 し、バックアップの詳 細 を表 示 します。

サブネット 内 のノード の数 、各 ノード のバックアップ サーバの名

前 、およびバックアップ ステータスが表 示 されます。
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仮 想 マシンのバックアップ ステータスの表 示

In fra stru ctu re V isu a liza t io n の仮 想 マシン表 示 では、VMwa re
Pro xy、VMwa re vC en te r Se rve r システム、VMwa re ESX/ESXi ホス

ト システム、および M icro so ft Hyp e r-V システムがすべて表 示 され

ます。仮 想 マシンは、入 力 時 またはバックアップ時 に存 在 したサー

バの下 に表 示 されます。つまり、VMwa re ESX/ESXi ホスト システム

は、入 力 またはバックアップの方 法 によって、VMwa re vC en te r
Se rve r システムまたは VMwa re バックアップ プロキシ システムのい

ずれかの下 に表 示 されます。VMwa re vC en te r Se rve r は VMwa re
バックアップ プロキシ システムの下 に表 示 されます。

特 定 の VMwa re vC en te r Se rve r システムのユーザ クレデンシャル

を入 力 した場 合 、A gen t fo r V irtu a l M a ch in es は対 応 する

ESX/ESXi サーバを検 出 し、In fra stru ctu re V isu a liza t io n のグラフに

各 仮 想 マシンの ESX/ESXi サーバ情 報 を表 示 します。

仮 想 マシンのバックアップ ステータスを表 示 する方 法

1 . In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 します。

2 . ［仮 想 マシン］をクリックして表 示 を変 更 します。

3 . 環 境 内 にある希 望 する種 類 の仮 想 マシンを表 示 するために

VMwa re または Hyp er-V オプションを選 択 します。

4 . ノード をダブルクリックすると、Da sh b o a rd レポート を含 むバックアッ

プの詳 細 を取 得 できます。
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ノード 名 によるビューのフィルタ

ノード 表 示 と仮 想 マシン表 示 では、［ノード 名 ］フィールド を使 用

できます。バックアップ情 報 を表 示 するノード がわかっている場 合

は、これを使 用 します。また、ワイルド カード 「 *」を使 用 して、類

似 した名 のノード のグループを検 索 できます。

ノード 名 でビューをフィルタする方 法

1 . In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 します。

2 . ノード 表 示 がアクティブであることを確 認 します。

3 . 表 示 ツールバーで、［ノード 名 ］フィールド に表 示 したいノード の名

前 を入 力 します。たとえば、「 PA Y」と入 力 すると、文 字 列 に PA Y
を含 むすべてのノード 名 が検 索 されます。
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ノード 層 によるビューのフィルタ

A rcse rve Ba cku p ではノード 層 でノード または仮 想 マシン ビューを

フィルタできます。

ノード 層 でビューをフィルタする方 法

1 . In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 します。

2 . ノード 表 示 がアクティブであることを確 認 します。

3 . 表 示 ツールバーで、ノード 層 リスト からフィルタを選 択 します。

高 優 先 度

中 優 先 度

低 優 先 度
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環 境 内 のデバイスおよび SA N の表 示

デバイス ビューでは、A rcse rve ド メイン内 の各 A rcse rve Ba cku p
サーバに接 続 されているバックアップ デバイスを参 照 できます。

テープ ド ライブ、ライブラリ、およびデバイス ( ファイル システム、デ

デュプリケーション デバイスな ど ) は、その種 類 を表 す固 有 のアイコ

ンで表 示 されます。

デバイス ビューには、Da ta M o ver サーバも 表 示 できます。Da ta
M o ver サーバに接 続 されているデバイスは、Da ta M o ver サーバの

下 に表 示 されます。Da ta M o ver サーバに接 続 できるのは、ファイ

ル システム デバイスまたは SAN デバイスのみです。

共 有 デバイスは、初 期 状 態 ではプライマリ サーバの下 にのみ表

示 されます。他 のすべての A rcse rve Ba cku p サーバがオンラインに

な ると、デバイスは SAN 内 に表 示 されます。

環 境 内 のデバイスおよび SA N を表 示 する方 法

1 . In fra stru ctu re V isu a liza t io n を起 動 します。

2 . ［デバイス］をクリックして表 示 を変 更 します。

In fra stru ctu re V isu a liza t io n が更 新 され、バックアップ サーバに接

続 されているすべてのデバイスが表 示 されます。

3 . ( オプション ) デバイスをクリックすると、特 定 のデバイスの詳 細 を取

得 できます。
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D a sh b o a rd と In fra stru c tu re V isu a liza tio n の

統 合

In fra stru ctu re V isu a liza t io n で選 択 した項 目 について、

Da sh b o a rd レポート を実 行 することができます。たとえば、ノード を

ダブルクリックすると［詳 細 ］ウィンド ウが開 き、選 択 したノード に関

する詳 細 情 報 と、関 連 する Da sh b o a rd レポート のリスト が表 示 さ

れます。レポート の項 目 をクリックして開 きます。レポート は

In fra stru ctu re V isu a liza t io n 内 で表 示 されますが、印 刷 、保 存 、

電 子 メールな ど、Da sh b o a rd で開 いた場 合 と同 じ機 能 を使 用 で

きます。

In fra stru ctu re V isu a liza t io n からアクセスできるレポート は以 下 の

とおりです。

ド メイン レポート

注 ：アスタリスク ( * ) が付 いているレポート は、スト レージ リソ ー

ス管 理 ( SRM ) レポート です。SRM レポート を使 用 すると、スト

レージ環 境 全 体 を一 目 でモニタし、関 連 するすべてのリソ ース

のステータスを測 定 できます。

ノード サマリ レポート *

ボリューム レポート *

ディスク レポート *

ネット ワーク レポート *

CPU レポート *

メモリ レポート *

OS レポート *

SC SI/ファイバ カード レポート *

エージェント 分 布 レポート

ライセンス レポート

ノード 層 レポート

ノード バックアップ ステータス レポート

バックアップに失 敗 した上 位 ノード レポート

最 近 のバックアップに失 敗 したノード レポート

ジ ョブ バックアップ ステータス レポート
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バックアップ サーバ レポート ( プライマリ サーバ、メンバ サーバ、

および Da ta M o ver サーバ )

バックアップ データの場 所 レポート

ジ ョブ バックアップ ステータス レポート

ノード および VM ノード レポート

ノード バックアップ ステータス レポート

ノード 惨 事 復 旧 ステータス レポート

ノード 暗 号 化 ステータス レポート

ノード 復 旧 ポイント レポート

ノード サマリ レポート
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第 1 0章 : A le rt マネージ ャの使 い方

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A lert マネージ ャの動 作 1126

A lertマネージ ャのコンポーネント 1128

A lert の設 定 1129

A lert マネージ ャの環 境 設 定 1131
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A le rt マネージ ャの動 作

A le rt マネージャは、さまざまな 通 信 媒 体 を使 用 して組 織 内 の人

員 にメッセージを送 信 する通 知 システムです。たとえば、オフィスの

内 外 にいるシステム管 理 者 やハード ウェア技 術 者 な どに A le rt を

送 信 できます。また、ネット ワークの別 のセグメント にいるグループ

のユーザにも 送 信 できます。

A le rtマネージャ自 体 はメッセージを生 成 しません。送 信 する情 報

と送 信 先 をマネージャで設 定 する必 要 があります。送 信 する情

報 を A le rtで指 定 するには、バックアップ マネージャの［A le rt］オプ

ションか、またはサーバ管 理 マネージャのA le rt設 定 を使 用 しま

す。情 報 の送 信 方 法 と送 信 先 を指 定 するには、A le rtマネージャ

またはバックアップ マネージャの［A le rt］オプションを使 用 します。

バックアップ マネージャで送 信 方 法 や送 信 先 を指 定 する方 法 の

詳 細 については、「データのバックアップ」を参 照 してください。

A le rtを介 して送 信 される情 報 を「イベント 」と呼 びます。イベント

はアクティビティ ログに表 示 される単 語 や語 句 です。事 前 定 義 済

みのジョブ関 連 イベント 「ジ ョブが完 了 したとき 」または「ジ ョブが未

完 了 のとき 」な どを選 択 できます。エラー、警 告 、または通 知 用

コード な ど、ジョブ関 連 イベント をカスタマイズすることも できます。

さらに、テープ エンジンの開 始 と停 止 な ど、ジョブに関 連 しな いイ

ベント を指 定 することも できます。

以 下 の A rcse rve Ba cku p マネージャおよびユーティリティからアラー

ト をセット アップできます。

バックアップ マネージャ

リスト ア マネージャ

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ

比 較 ユーティリティ

パージ ユーティリティ

コピー ユーティリティ

マージ ユーティリティ

カウント ユーティリティ

ジ ョブ関 連 のイベント を選 択 するには、これらのマネージャまたは

ユーティリティを開 き、［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、

［オプション］ダイアログ ボックスで［A le rt］タブを選 択 します。
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ジョブ関 連 のイベント は、任 意 の［ユーティリティ］メニューの［オプ

ション］をクリックして、入 力 することも できます。ジョブに関 連 しな

いイベント は、サーバ管 理 の［環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの

［A le rt］タブで入 力 します。

イベント を入 力 し、アクティビティ ログにイベント が表 示 されると、

A le rtで通 知 メッセージが生 成 され、該 当 する受 信 者 に送 信 され

ます。A le rt を使 用 して送 信 する情 報 の選 択 の詳 細 については、

ジョブに関 連 するイベント であれば「データのバックアップ」を、ジョ

ブに関 連 しな いイベント であれば「バックアップ サーバの管 理 」をそ

れぞれ参 照 してください。

A le rtは以 下 の方 法 で送 信 できます。

ブロード キャスト -- 特 定 のコンピュータへポップアップ メッセージ

を送 信 します。

Lo tu s N o te s -- Lo tu s N o tes を使 用 して電 子 メール メッセージを

送 信 します。

M icro so ft E xch a n ge -- M icro so ft E x ch an ge を使 用 して電 子

メール メッセージを送 信 します。

W in d o w s イベント ログ -- ローカル マシンおよびリモート コン

ピュータのイベント ログにイベント 情 報 を記 録 します。

ポケット ベル -- 文 字 型 のポケット ベル メッセージを送 信 しま

す。

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語 バー

ジョンでサポート されていません。

SM T P ( Sim p le M a il T ra n sfe r P ro to co l) -- インターネット の標 準

の電 子 メール プロト コルを使 用 して、電 子 メール メッセージを

送 信 します。

SN M P ( Sim p le N e tw o rk M a n a ge m e n t P ro to co l) -- HP
Op enV iew な どの SNM P マネージャにメッセージを送 信 します。

ト ラブル チケット -- ネット ワーク上 の任 意 のプリント キューを通

じて文 書 を印 刷 します。

注 ：ト ラブル チケッの定 義 では、プリンタ名 、ユーザ名 、および

パスワード として指 定 される値 は 48 バイト 以 下 である必 要 が

あります。
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A le rtマネージ ャのコンポーネント

A le rtは以 下 のコンポーネント で構 成 されています。

A le rt マネージャ -- A le rt によるメッセージの送 信 方 法 と送 信 先

を設 定 します。

A le rt サービス ( ［A le rt 通 知 サーバ］サービス ) -- A le rt メ ッセー

ジの受 信 、処 理 、および配 信 を行 います。

A LB U ILD .D LL -- A le rt とその他 のアプリケーションの間 のチャネル

としての役 割 を担 う DLL です。このファイルは A le rtのホーム ディ

レクト リに格 納 されています。

* .C FG -- アプリケーション プロファイルのファイルは弊 社 の製 品

別 に提 供 されます。このファイルがW in d ow sのインスト ール ディ

レクト リに存 在 することで、アプリケーションにより生 成 されるメッ

セージを A le rtで処 理 できるようにな ります。
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A le rt の設 定

A rcse rve Ba cku p では、電 子 メール、SNM P、ブロード キャスト 、イ

ベント ログ、Un icen te r N e two rk an d System s M an agem en tの
ビューな ど、さまざまな 方 法 でイベント を通 知 できます。Un icen te r
がインスト ールされている場 合 は、A rcse rve Ba cku p およびメディア

のステータスをモニタし、バックアップ ジ ョブのステータスをレポート

できます。

A lert 通 知 の例

以 下 のように、バックアップ ジ ョブが正 常 に完 了 した場 合 にメッ

セージをブロード キャスト するように、A le rt を設 定 することができま

す。

A le rt を設 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］ウィンド ウで、［オプション］ツールバー ボタ

ンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . ［A le rt］タブをクリックします。

A le rt オプションが表 示 されます。

3 . ［環 境 設 定 ］ボタンをクリックして、送 信 方 法 を指 定 します。

［受 信 者 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ［受 信 者 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスで［新 規 ］をクリックしま

す。

［環 境 設 定 名 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

5 . ［環 境 設 定 名 ］フィールド に環 境 設 定 の名 前 を入 力 し、［OK］ボ
タンをクリックします。

6 . ［ブロード キャスト ］方 式 を選 択 し、［追 加 ］ボタンをクリックしま

す。

［ブロード キャスト の受 信 者 を追 加 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

7 . ［グループ /マシン］フィールド で、使 用 しているマシンをネット ワーク

から選 択 し、［追 加 ］ボタンをクリックして［受 信 者 ］フィールド に追

加 します。

または、マシン名 がわかっている場 合 は、マシン名 を受 信 者 フィー

ルド に直 接 入 力 します。
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8 . ［OK］をクリックし、も う一 度 ［OK］をクリックして、環 境 設 定 を保 存

します。

9 . ［受 信 方 式 と受 信 者 ］ド ロップダウン メニューから、保 存 した環 境

設 定 を選 択 します。

10 . ［イベント ］ド ロップダウン メニューからイベント を 1 つ選 択 し、［追

加 ］ボタンをクリックします。

これで A le rt のセット アップが完 了 し、バックアップを開 始 できま

す。

11 . ［OK］をクリックします。

12 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

13 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、実 行

するジョブを選 択 します。

14 . ユーザ名 とパスワード が表 示 されな い場 合 は、［セキュリティ］ボタ

ンをクリックし、適 切 な ユーザ名 とパスワード を入 力 します。

15 . セキュリティ情 報 を確 認 して［OK］ボタンをクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ画 面 が開 きます。

16 . 必 要 に応 じて、バックアップ ジ ョブの詳 細 を入 力 し、［OK］ボタンを

クリックしてジ ョブをサブミット します。

17 . ジョブ ステータス ウィンド ウの［ジョブ キュー］タブに、現 在 アクティブ

な ジ ョブが表 示 されます。アクティブな ジ ョブでは、［ジョブ キュー］

タブでそのジョブをダブルクリックして［ジョブ モニタ］を表 示 すると、

そのジョブのステータスを確 認 できます。

ジョブが完 了 すると、A le rt により指 定 した方 法 で通 知 が行 われ

ます。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

A le rt 通 知 システムを使 用 する前 に、サービス アカウント を確 立

する必 要 があります。このためには、A le rt マネージャを開 き、

［サービス］メニューで、［サービス アカウント の設 定 ］を選 択 しま

す。

注 ： A le rt マネージャが以 前 に別 の A rcse rve 製 品 とインスト ールさ

れている場 合 、A rcse rve Ba cku p ディレクト リには再 インスト ールさ

れません。以 前 インスト ールされたディレクト リにそのまま残 りま

す。

アラート は、多 くの通 信 手 段 またはアプリケーションを使 用 して送

信 することができます。アラート を呼 び出 すアプリケーションは、クリ

ティカル、警 告 、または情 報 ( 注 意 ) の 3 つのイベント 優 先 度 のい

ずれかを指 定 します。

A le rtを呼 び出 すアプリケーションのリスト を表 示 するには、A le rtマ
ネージャを開 き、左 側 のペインで［環 境 設 定 ］を展 開 してから、

［デフォルト ］または［A rcse rve Ba cku p］を展 開 します。A le rt サービ

スを使 用 するすべてのアプリケーションによって使 用 されるアラート

のデフォルト 設 定 を使 用 するか、またはアプリケーションごとに環

境 設 定 情 報 を入 力 することができます。後 者 の場 合 、これらの

環 境 設 定 はデフォルト のアラート 環 境 設 定 より優 先 されます。

以 下 のセクションでは、利 用 可 能 な それぞれの通 信 手 段 を設 定

する方 法 について説 明 します。設 定 を開 始 するには、まず［環 境

設 定 ］を展 開 してから、［A rcse rve Ba cku p］を展 開 します。以 下 で

は、ここで表 示 されるオプションについて説 明 します。

ポート オプション

A le rt のブロード キャスト

電 子 メール通 知

W in d ow s イベント ログの通 知

A le rtマネージャのポケット ベル オプション

SM TP 通 知 の設 定

SNM P 通 知

ト ラブル チケット

イベント 優 先 度
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メ ッセージのテスト

A le rtアクティビティの詳 細
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ポート オプション

［ポート ］オプションには通 信 ポート のプロファイルが含 まれていま

す。これらのプロファイルは、シリアル ポート にアクセスする機 能 や

ポケット ベルで使 用 されます。設 定 を行 うには、［ポート ］を右 ク

リックして［新 規 項 目 ］を選 択 します。以 下 の情 報 を入 力 しま

す。

［ポート ］-- ポケット ベル メッセージのブロード キャスト 元 にす

る、通 信 ポート の名 前

［ビット レート ］-- モデムが使 用 するデータ ビット 数 ( 7 または

8)

［ボー レート ］-- モデムが使 用 するボー レート

［パリティ］-- モデムのパリティ設 定 ( パリティな し、奇 数 、または

偶 数 )

［スト ップ ビット ］-- モデムが使 用 するスト ップ ビット 数 ( 1 また

は 2)

これらの設 定 を、シリアル ポート にアクセスする機 能 に適 用 するに

は、［デフォルト として使 用 ］チェック ボックスをオンにします。ポート

情 報 の設 定 が終 わったら、［OK］をクリックします。

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語 バー

ジョンでサポート されていません。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

A le rt のブロード キャスト

特 定 のネット ワーク ユーザやグループに対 して情 報 を送 信 する方

法 として、A le rtブロード キャスト を使 用 できます。

［A le rt のブロード キャスト ］を使 用 するには、W in d ow s XP および

W in d ow s Se rve r 2003 システム上 の W in d ow s M essen ge r サービ

スを有 効 にする必 要 があります。M essen ge r サービスは、

W in d ow s XP および W in d ow s Se rve r 2003 システム上 ではデフォ

ルト で無 効 にな っています。

注 ：W in d ow s V is ta および W in d ow s Se rve r 2008 以 降 のバージョ

ンは M essen ge r サービスをサポート していません。そのため、これら

のプラット フォームでは［A le rt のブロード キャスト ］がサポート されま

せん。

ブロード キャスト オプシ ョンの設 定 を行 うには、［ブロード キャスト ］

を右 クリックして［新 規 項 目 ］を選 択 します。

［ブロード キャスト 出 力 先 ］ダイアログ ボックスが表 示 されたら、

A le rt メ ッセージの送 信 先 とするネット ワークの全 マシン名 を入 力

するか、ダイアログ ボックス左 側 のツリーを展 開 して選 択 し、［追

加 ］をクリックします。
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電 子 メール通 知

Lo tu s N o tes、M icro so ft E x ch an ge、または SM TP を使 用 して、特

定 のユーザに電 子 メール通 知 メッセージを送 信 することができま

す。

重 要 ：設 定 データをセット アップしてメッセージを送 信 するには、

Lo tu s N o tes または M icro so ft E x ch an ge のクライアント をインスト ー

ルする必 要 があります。電 子 メール アカウント の設 定 方 法 につい

ては、W in d ow s のド キュメント を参 照 してください。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

L o tu s N o te s

Lo tu s N o tesの環 境 設 定 を行 うには、［Lo tu s N o tes］を右 クリックし

てから［Lo tu s N o tesの設 定 ］を選 択 します。［Lo tu s N o tesの設 定 ］

ダイアログ ボックスが表 示 されたら、以 下 の情 報 を入 力 します。

［Lo tu s N o te s インスト ール］-- 正 しいインスト ール パスを入 力

します。

［パスワード ］- パスワード を入 力 します。

［アカウント を指 定 する］-- A le rt で別 のユーザ ID に切 り替 える

場 合 には、このチェック ボックスをオンにし、以 下 のフィールド に

情 報 を入 力 します。

［ID ファイル］-- 例 ：jo eu se r.id な ど

［メール サーバ］-- 例 ：No tesSe rve r/N o tesDom a in

［メール ファイル］-- 例 ：m a il/ jo eu se r.n s f

Lo tu s N o tesの環 境 設 定 が終 了 したら、［Lo tu s N o tes］を右 クリッ

クし、［新 規 項 目 ］または［メ ッセージの属 性 ］を選 択 します。

［新 規 項 目 ］を選 択 すると、A le rtがLo tu s N o tesサーバと接 続 さ

れ、アド レス帳 が表 示 されます。A le rtの送 信 先 ユーザを選 択 しま

す。

［メ ッセージの属 性 ］を選 択 すると、電 子 メールのA le rtにファイルを

添 付 できます。件 名 を入 力 し、［ファイルの追 加 ］をクリックして添

付 するファイルを選 択 し、［OK］ボタンをクリックします。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

M ic ro so ft E x c h a n ge

M icro so ft E x ch an geの環 境 設 定 を行 うには、右 クリックして以 下 の

いずれかを選 択 します。

［新 規 項 目 ］-- 電 子 メールの受 信 者 を選 択 します。

［メ ッセージの属 性 ］-- 電 子 A le rt にファイルを添 付 できます。

件 名 を入 力 し、［ファイルの追 加 ］をクリックして添 付 するファイ

ルを選 択 し、［OK］ボタンをクリックします。

［M S E xch a n ge の設 定 ］-- ［サービス ログオン設 定 ］ダイアログ

ボックスが表 示 されます。このダイアログ ボックスは、サービス ア

カウント をセット アップする際 と同 じも のです。A le rtサービスが

使 用 するド メイン、ユーザ名 、パスワード を入 力 します。入 力

したアカウント とユーザに、ユーザ権 利 として［サービスとしてログ

オン］が割 り当 てられていること、およびそれらのアカウント が

M icro so ft E x ch an geサーバのアカウント であることを確 認 する必

要 があります。M icro so ft E x ch an geクライアント がインスト ールさ

れている場 合 は、サーバ名 とメールボックス名 も 入 力 する必 要

があります。メールボックス名 では大 文 字 と小 文 字 が区 別 され

ます。このメールボックスが有 効 にな っていることを確 認 してくだ

さい。

注 ： M icro so ft Ou t lo o k を使 用 している場 合 は、［M icro so ft
Ou t lo o k］アイコンを右 クリックして［プロパティ］を選 択 します。

［M icro so ft E x ch an ge Se rve r］を選 択 して［プロパティ］をクリックし、

入 力 するサーバ名 とメールボックス名 を確 認 します。

第 10章 : A le rt マネージ ャの使 い方 1137



A le rt マネージ ャの環 境 設 定

電 子 メールによるジ ョブ ログの送 信

Lo tu s N o tesやM icro so ft E x ch an geを使 用 すると、電 子 メールの通

知 メッセージを送 信 するだけでな く、ジョブ ログを電 子 メールに添

付 して送 信 することも できます。そのためには、新 規 のアイテムを

作 成 し、受 信 者 を選 択 します。ジョブをサブミット する前 に、バッ

クアップ マネージャで［オプション］アイコンをクリックするか、［バック

アップ］メニューから［オプション］を選 択 します。［グローバル オプ

ション］ダイアログ ボックスが表 示 されたら［A le rt］タブをクリックし、

［ジョブ ログの添 付 ］チェック ボックスをオンにして、［OK］をクリックし

ます。ジョブをサブミット すると、ジョブ ログが指 定 した受 信 者 に送

信 されます。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

W in d o w s イベント ログの通 知

イベント ログの送 信 先 を設 定 して、選 択 したサーバのイベント ロ

グに送 信 させることができます。

イベント ログの送 信 先 を設 定 するには、［W in d ow s イベント ログ］

を右 クリックして［新 規 項 目 ］を選 択 します。［イベント ログ出 力

先 ］ダイアログ ボックスが表 示 されたら、A le rtメ ッセージの送 信 先

とするネット ワークのマシン名 を［出 力 先 ］に入 力 するか、ダイアロ

グ ボックス左 側 のツリーを展 開 して選 択 し、［追 加 ］ボタンをクリッ

クします。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

A le rtマネージ ャのポケット ベル オプション

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語 バー

ジョンでサポート されていません。

ポケット ベル オプションを使 用 すると、英 数 字 で書 かれたメッセー

ジを使 用 して情 報 を送 信 できます。ポケット ベルの受 信 者 を追

加 する前 に、通 信 ポート を設 定 する必 要 があります。

注 ：ポート の設 定 の詳 細 については、「ポート オプシ ョン」を参 照

してください。

ポケット ベルの環 境 設 定 を行 うには、［ポケット ベル］を右 クリックし

て［新 規 項 目 ］を選 択 します。［ポケット ベルの設 定 ］ダイアログ

ボックスが表 示 されたら、以 下 の情 報 を入 力 します。

［所 有 者 名 ］-- ポケット ベル受 信 者 の名 前 を入 力 します。

［ポケット ベルの種 類 ］-- 文 字 型 ポケット ベルを選 択 します。

数 値 型 ポケット ベルはサポート されていません。

［ポケット ベル番 号 ］-- 24 文 字 まで入 力 可 能 です。外 線 発

信 のために9な どを使 用 する必 要 がある場 合 、その数 字 も この

フィールド に指 定 します。

カンマ ( ,) は 1秒 間 のポーズを表 します。1秒 を超 えるポーズが

必 要 な 場 合 、複 数 のカンマを入 力 します。

ダッシュ ( -) を入 力 して数 字 を区 切 ることも できますが、ダッシュ

自 体 には何 の機 能 も ありません ( ただし、モデムの機 種 によっ

てはダッシュに機 能 が割 り当 てられている場 合 があるため、使

用 しているモデムのマニュアルを確 認 してください ) 。

［ID ］-［ポケット ベル］-- A le rt を受 信 するポケット ベルを識 別 す

る数 字 を最 大 8 桁 で入 力 します。

［ID ］-［サイト ］-- A le rt が発 生 した場 所 を示 す最 大 4 桁 の数

字 を入 力 します。この IDはポケット ベルへのメッセージに含 まれ

ることにな るので、ID番 号 が4桁 未 満 の場 合 は、先 頭 に0を付

けて 4桁 にしてください。

［遅 延 ］-［接 続 ］-- ポケット ベル会 社 との接 続 が確 立 するまで

の待 ち時 間 ( 秒 数 ) を入 力 します。この値 はポケット ベル会

社 、場 所 、時 間 帯 、電 話 機 器 、電 話 のト ラフィックな どによっ

て異 な ります。接 続 の確 立 に時 間 がかかって、接 続 が確 立 さ

れる前 にA le rtが送 信 されてしまう可 能 性 がある場 合 は、この

秒 数 を長 く指 定 することで問 題 を回 避 できます。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

［遅 延 ］-［メ ッセージ］-- 接 続 が確 立 されてから A le rt メ ッセー

ジが送 信 されるまでの待 ち時 間 ( 秒 数 ) を入 力 します。

［ポート 設 定 ］-- 適 切 な ポート 設 定 を選 択 します。新 しいポー

ト プロファイルの作 成 方 法 の詳 細 については、「ポート オプシ ョ

ン」を参 照 してください。

注 ：文 字 型 のポケット ベルにメッセージを送 信 する場 合 の適 切 な

モデム設 定 については、ポケット ベル会 社 にお問 い合 わせくださ

い。A le rtサービスで文 字 型 のポケット ベル メッセージを送 信 する

には、TA Pプロト コルが必 要 です。
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ポケット ベル メ ッセージ オプション

文 字 型 ポケット ベルには、以 下 のリスト にある各 種 メッセージを送

信 できます。［ ］で囲 まれた部 分 は実 際 の情 報 で置 き換 えてくだ

さい。

Bo o t V iru s De tected

M an age r De tected a V iru s [v irusnam e ] in [path ]

In fe cted File [se rve rnam e /path ] De tected

In fected File [path ] A cce ssed b y u se r n am e a t wo rksta t io n
ad d ress

注 ：ポケット ベル オプションは、A rcse rve Ba cku p の日 本 語 バー

ジョンでサポート されていません。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

SM T P 通 知 の設 定

SM TP を使 用 して、インターネット を使 用 した電 子 メール メッセー

ジの送 信 ができます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［SM TP］を右 クリックし、［SM TP の設 定 ］を選 択 して［SM TP の設

定 ］画 面 を開 きます。

2 . ［SM TP の設 定 ］画 面 で以 下 のフィールド を入 力 します。

送 信 者 のアド レス -- アラート 電 子 メールがメールボックスで

表 示 する送 信 者 の名 前 。

件 名 -- アラート 電 子 メールがメールボックスで表 示 する件

名 。

SM T P サーバ -- SM TP サーバの名 前 。例 ：

m a il.yo u rcom p an y.com

3. ［OK］をクリックします。

4 . SM TP の設 定 後 、SM TP 右 クリックし、［新 規 項 目 ］を選 択 して

［SM TP 受 信 者 ］画 面 を開 きます。

5 . ［SM TP 受 信 者 ］画 面 で以 下 のフィールド を入 力 します。

アド レス -- 受 信 者 の電 子 メール アド レス。たとえば、

jo h n sm ith@ b igcom p an y.com のように入 力 します。

表 示 名 -- 受 信 者 の名 前 。

6 . ［OK］をクリックします。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

SN M P 通 知

SNM P を使 用 して SNM P ト ラップを SNM P マネージャに送 信 できま

す。SNM P マネージャの例 には、HP Op enV iew、IBM NetV iew な ど

があります。

SNM P 環 境 を設 定 するには、SNM P を右 クリックし、新 規 項 目 を

選 択 します。［SNM P 受 信 者 ］ページが表 示 されたら、以 下 の情

報 を入 力 します。

マネージャ名 -- SNM P マネージャの名 前 を入 力 します。

送 信 手 段 -- 以 下 のオプションからいずれかを選 択 します。

IPX -- これを選 択 した場 合 、SNM P マネージャが存 在 する

マシンの 8 バイト のネット ワーク アド レスを入 力 します。次

に、SNM P マネージャが存 在 するマシンの 12 バイト のノー

ド アド レスを入 力 します。このフィールド は、No ve ll ネット

ワークに対 して使 用 します。

IP -- これを選 択 した場 合 、SNM P マネージャが存 在 する

マシンの IP アド レスを入 力 します。TC P/ IP スタックを実 行

している場 合 は、このフィールド を使 用 します。
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ト ラブル チケット

ト ラブル チケット を使 用 すると、プリンタに情 報 を送 信 して出 力 で

きます。

ト ラブル チケット の設 定 を行 うには、［ト ラブル チケット ］を右 クリッ

クしてから［新 規 項 目 ］を選 択 します。［ト ラブル チケット 出 力 先 ］

ダイアログ ボックスが表 示 されたら、以 下 の情 報 を入 力 します。

［会 社 名 ］-- 会 社 名 を入 力 します。

［所 在 地 ］-- 適 切 な 場 所 を入 力 します。

［ト ラブル チケット のヘッダ］-- 各 ト ラブル チケット の最 上 部 に

表 示 する情 報 を入 力 します。

受 信 者 を選 択 するには、プリンタを選 択 して［追 加 ］をクリックしま

す。プロンプト が表 示 されたら、プリンタ デバイスに接 続 するため

のユーザ名 とパスワード を入 力 します。

ト ラブル チケット を使 用 すると、印 刷 用 に通 知 メッセージを送 信

するだけでな く、ジョブ ログを送 信 することも できます。そのために

は、新 規 のアイテムを作 成 し、受 信 者 を選 択 します。ジョブをサ

ブミット する前 に、バックアップ マネージャで［オプション］アイコンを

クリックするか、［バックアップ］メニューから［オプション］を選 択 しま

す。［グローバル オプション］ダイアログ ボックスが表 示 されたら

［A le rt］タブをクリックし、［ジョブ ログの添 付 ］チェック ボックスをオン

にして、［OK］をクリックします。ジョブをサブミット すると、ジョブ ログ

が指 定 した受 信 者 に送 信 されます。
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A le rt マネージ ャの環 境 設 定

イベント 優 先 度

A le rtを呼 び出 すアプリケーションには、必 ず以 下 のいずれかのイ

ベント 優 先 度 を指 定 する必 要 があります。

クリティカル

警 告

情 報
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メ ッセージ のテスト

A le rtメ ッセージ機 能 をテスト する場 合 は、ツールバーの［テスト

メッセージの送 信 ］を選 択 します。設 定 を行 った場 合 は、必 ずテ

スト を実 行 してください。

その際 には無 用 な 混 乱 を避 けるため、A le rtの受 信 者 全 員 にあら

かじめテスト を実 施 する旨 を知 らせておいてください。
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A le rtアクティビティの詳 細

A le rtアクティビティをレビューするには、アクティビティ グループを展

開 して、以 下 のいずれかを選 択 します。

A le rt サマリ情 報 -- A le rt のステータスが表 示 されます。

A le rt イベント ログ -- A le rt によって生 成 されたすべてのメッセー

ジを保 存 します。特 定 のイベント が発 生 した日 付 と時 刻 、

A le rtを送 信 したアプリケーション、およびイベント を生 成 したア

プリケーションが表 示 されます。

A le rt アクティビティ ログ -- A le rt の履 歴 リスト を保 存 します。

これらのログは、表 示 、印 刷 、または削 除 できます。
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第 1 1章 : セント ラル エージ ェント 管 理 を使

用 したエージ ェント の管 理

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

A rcserve B ackup セント ラル エージ ェント 管 理 の仕 組 み 1150

エージ ェント の管 理 1151

エージ ェント の設 定 1156

コンピュータの追 加 1157

ノード の追 加 1158

エージ ェント ログの管 理 1160

SRM PK I の環 境 設 定 1162

SRM 除 外 パスの環 境 設 定 1164

ノード 層 の設 定 1165
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A rc se rve Bac kup セ ント ラル エージ ェント 管 理 の仕 組 み

A rc se rve B a c ku p セント ラル エージ ェント 管

理 の仕 組 み

セント ラル エージェント 管 理 は、エージェント マシンの管 理 、エー

ジェント ログの表 示 、イベント ログの表 示 、1 つ以 上 のエージェン

ト のデバッグ レベル設 定 レジスト リの表 示 、および、エージェント

オプシ ョンの設 定 を行 うためのセント ラル ユーティリティです。また、

セント ラル エージェント 管 理 を使 用 すると、エージェント の変 更 な

どの基 本 的 な ノード 管 理 タスクを実 行 できます。ノード のセキュリ

ティ情 報 の追 加 や修 正 を、バックアップ マネージャを開 かずに実

行 できます。さらに、セント ラル エージェント 管 理 では、ノード 層 の

設 定 や A gen t Dep lo ym en t を実 行 できます。

セント ラル エージェント 管 理 は A rcse rve マネージャの一 部 です。

セント ラル エージェント 管 理 は、［管 理 ］メニューまたは A rcse rve
ホーム画 面 から開 始 できます。

注 ：クライアント エージェント と共 に以 前 のエージェント 管 理 も イン

スト ールされ、従 来 の機 能 でローカルの環 境 設 定 を行 います。

セント ラル エージェント 管 理 を開 始 すると、登 録 されているすべて

のエージェント ノード の情 報 を取 得 し、これらのエージェント をツ

リー表 示 します。エージェント ノード を展 開 すると、そのマシンにイ

ンスト ール済 みの、サポート されているエージェント が表 示 されま

す。また、リモート のエージェント マシンのレジスト リから取 得 した、

エージェント のプロパティおよび環 境 設 定 情 報 が右 側 ペインの上

部 と下 部 に表 示 されます。

注 ：セント ラル エージェント 管 理 は現 在 、C lien t A gen t、A gen t fo r
Op en File s、A gen t fo r SQL Se rve r、A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge
Se rve r、A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r および A gen t fo r
O ra cle をサポート しています。
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エージ ェント の管 理

エージ ェント の管 理

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、エージェント 情

報 の修 正 、エージェント の環 境 設 定 、エージェント サービスの管

理 な どのエージェント 管 理 タスクを行 うことができます。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

エージェント の変 更

エージェント セキュリティの設 定

エージェント サービスの起 動 または停 止

セント ラル エージェント 管 理 からの A gen t Dep lo ym en t の開

始
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エージ ェント の管 理

エージ ェント の変 更

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、バックアップ マ

ネージャと似 たインターフェースで、エージェント を追 加 、修 正 、お

よび削 除 できます。

エージェント の修 正 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム オブジェクト をクリックし、リモート マシンを選 択

します。

3 . リモート マシンを右 クリックし、［エージェント の修 正 ］を選 択 しま

す。

［エージェント の修 正 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ホスト 名 、IP アド レスな どのエージェント の詳 細 情 報 を入 力 しま

す。

5 . ［OK］ボタンをクリックして、変 更 を確 定 します。
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エージ ェント の管 理

エージ ェント セキュリティの設 定

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、バックアップ マ

ネージャと似 たインターフェースで、エージェント セキュリティを設 定

できます。

エージェント セキュリティの設 定 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム オブジェクト をクリックし、リモート マシンを選 択

します。

3 . リモート マシンを右 クリックし、［セキュリティ］を選 択 します。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ユーザ名 とパスワード を入 力 します。

5 . ( オプション ) 同 じセキュリティ設 定 を適 用 または削 除 する、1 つ以

上 のマシンを選 択 または選 択 解 除 します。

6 . ［OK］をクリックし、エージェント セキュリティの設 定 を終 了 します。
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エージ ェント の管 理

エージ ェント サービスの起 動 または停 止

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 を使 用 すると、エー

ジェント サービスを起 動 または停 止 できます。

エージェント サービスを起 動 または停 止 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム オブジェクト をクリックし、リモート マシンを選 択

します。

3 . リモート マシンを右 クリックし、［サービスの開 始 /停 止 ］を選 択 しま

す。

［Ba cku p A gen t サービス マネージャ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

4 . ［サービスの開 始 ］または［サービスの停 止 ］をクリックし、エージェン

ト サービスを起 動 または終 了 します。

5 . ( オプション ) システムの起 動 と共 にサービスが開 始 されるように設

定 するには、［システムの起 動 時 に Ba cku p A gen t サービスを開 始

する］を選 択 します。
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エージ ェント の管 理

セント ラル エージ ェント 管 理 からの A ge n t
D e p lo ym e n t の開 始

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、A gen t
Dep lo ym en t を使 用 して、A rcse rve Ba cku p エージェント をリモート

システムに展 開 することができます。

セント ラル エージェント 管 理 から A ge n t D e p lo ym e n t を開 始 する

方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に

選 択 します。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

3 . W in d ow s システム オブジェクト を展 開 します。

4 . リモート システムを特 定 します。

5 . リモート システムを右 クリックし、コンテキスト メニューで［A gen t
Dep lo ym en t］をクリックします。

A gen t Dep lo ym en t が開 始 されます。

注 ：詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p A gen t Dep lo ym en t」を参

照 してください。
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エージ ェント の設 定

エージ ェント の設 定

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、中 央 の場 所

から以 下 の A rcse rve Ba cku p エージェント を設 定 できます。

C lien t A gen t fo r W in d ow s

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

エージェント の設 定 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . サーバ上 のエージェント を選 択 します。

3 . エージェント を右 クリックし、［環 境 設 定 ］を選 択 します。

設 定 可 能 な エージェント の一 覧 が表 示 された、［環 境 設 定 ］ダイ

アログ ボックスが開 きます。

4 . 設 定 するエージェント を選 択 し、設 定 を更 新 します。

5 . (オプション ).同 じ環 境 設 定 を複 数 のエージェント マシンに適 用 す

るには、［複 数 への適 用 ］をクリックします。

6 . ［OK］をクリックし、エージェント の環 境 設 定 を終 了 します。

デバッグ レベル レジスト リの設 定 方 法

1 . サーバ上 のエージェント を選 択 します。

2 . エージェント を右 クリックし、コンテキスト メニューから［デバッグ レベ

ルの設 定 ］を選 択 します。

［デバッグ レベルの設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［標 準 ］、［詳 細 ］、［デバッグ］、［ト レース］から適 切 な デバッグ レ

ベルを設 定 し、［OK］をクリックします。

これで、エージェント のデバッグ レベル レジスト リの設 定 は完 了 で

す。
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コンピュータの追 加

コンピュータの追 加

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、バックアップ マ

ネージャと同 様 の方 法 で、1 つ以 上 のリモート コンピュータを追 加

できます。

コンピュータを追 加 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム オブジェクト をクリックし、［マシン /オブジェクト の

追 加 ］を選 択 します。

［エージェント の追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［エージェント の追 加 ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に

入 力 して、［追 加 ］をクリックします。

セント ラル エージェント 管 理 の左 側 ペインに、追 加 されたコン

ピュータが表 示 されます。
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ノード の追 加

ノード の追 加

ノード の追 加 /インポート /エクスポート 機 能 を使 用 して、次 のいず

れかの方 法 で複 数 のノード やエージェント をシステムに追 加 でき

ます。

ユーザ インターフェースを使 用 して複 数 のノード やエージェント を

追 加 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム オブジェクト を右 クリックし、［ノード の追 加 /イン

ポート /エクスポート ］を選 択 します。

［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが表

示 されます。

3 . 追 加 するノード の名 前 を入 力 し、［追 加 ］をクリックします。また、

左 側 ペインのリスト から 1 つ以 上 のノード を選 択 し、［追 加 ］また

は［すべて追 加 ］をクリックします。

4 . ( オプション ) 左 側 ペインで任 意 のノード を選 択 し、［プロパティ］を

クリックします。

［サーバ プロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 され、サーバの詳 細

と、そのサーバにインスト ールされている製 品 のリスト が表 示 されま

す。［OK］をクリックします。

5 . ( オプション ) 右 側 ペインで任 意 のノード を選 択 し、［セキュリティ］

をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが表 示 され、ノード にユーザ名 お

よびパスワード を設 定 できます。複 数 のノード に同 じユーザ名 とパ

スワード を適 用 できます。［OK］をクリックします。

6 . ［OK］をクリックします。

セント ラル エージェント 管 理 に追 加 されたノード とエージェント が表

示 されます。

.csv ファイルおよび .txt ファイルを使 用 して複 数 のノード やエージェ

ント を追 加 する方 法

1 . W in d ow s システム オブジェクト を右 クリックし、［ノード の追 加 /イン

ポート /エクスポート ］を選 択 します。
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ノード の追 加

［ノード の追 加 /インポート /エクスポート ］ダイアログ ボックスが表

示 されます。

2 . ［インポート ］をクリックし、.csv または .tx t ファイルが保 存 されている

場 所 に移 動 します。

3 . .csv または .tx t ファイルの名 前 をユーザ インターフェースから指 定 し

ます。

ノード とエージェント の名 前 は .csv ファイルまたは .tx t ファイルから

インポート され、システムに追 加 されます。

4 . ［OK］をクリックします。

セント ラル エージェント 管 理 に追 加 されたノード とエージェント が表

示 されます。
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エージ ェント ログの管 理

エージ ェント ログの管 理

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、エージェント ロ

グを表 示 、エクスポート 、削 除 できます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . サーバ上 のエージェント を選 択 します。

ログ ファイル名 、サイズ、エージェント の種 類 な どのエージェント ロ

グ ファイル詳 細 が右 側 ペインの上 部 に表 示 されます。

3 . エージェント ログ ファイルを右 クリックし、コンテキスト メニューから

［指 定 期 間 のログを表 示 ］をクリックします。

［ログ取 得 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . 以 下 のいずれかを選 択 し、［OK］をクリックします。

［すべてのログ ファイルを取 得 する］-- 完 全 な ログ ファイル情

報 を取 得 します。

注 ：W in d ow s Se rve r 2008 以 降 のシステムは、A rcse rve
Ba cku p マネージャ コンソ ールからのイベント ログの直 接 表 示

をサポート していません。W in d ow s Se rve r 2008 以 降 のシス

テムでイベント ログを表 示 するには、イベント ログ ファイルを

エクスポート し、メモ帳 な どのテキスト エディタを使 用 してエク

スポート されたド キュメント を開 く必 要 があります。

［エラー時 刻 に従 ってログ ファイルを取 得 する］-- 開 始 時 刻

と終 了 時 刻 を指 定 してログ ファイル情 報 を取 得 します。

エージェント ログ ファイルが、メモ帳 な どのテキスト エディタで表 示

されます。

エージェント ログをエクスポート する方 法

1 . サーバ上 のエージェント を選 択 します。

ログ ファイル名 、サイズ、エージェント の種 類 な どのエージェント ロ

グ ファイル詳 細 が右 側 ペインの上 部 に表 示 されます。

2 . エージェント ログ ファイルを右 クリックし、［ファイルへのログのエクス

ポート ］をクリックします。
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エージ ェント ログの管 理

［ログ取 得 環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . 以 下 のいずれかを選 択 し、［OK］をクリックします。

［すべてのログ ファイルを取 得 する］-- 完 全 な ログ ファイル情

報 を取 得 します。

［エラー時 刻 に従 ってログ ファイルを取 得 する］-- 開 始 時 刻

と終 了 時 刻 を指 定 してログ ファイル情 報 を取 得 します。

［名 前 を付 けて保 存 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

4 . ログ ファイルをエクスポート または保 存 するデスティネーション フォ

ルダを指 定 し、［OK］をクリックします。

エージェント ログ ファイルが指 定 した場 所 にエクスポート されま

す。

エージェント ログを削 除 する方 法

1 . サーバ上 のエージェント を選 択 します。

ログ ファイル名 、サイズ、エージェント の種 類 な どのエージェント ロ

グ ファイル詳 細 が右 側 ペインの上 部 に表 示 されます。

2 . 削 除 するエージェント ログ ファイルを右 クリックし、［選 択 したログ

の削 除 ］をクリックします。

3 . エージェント ログを削 除 するかどうを確 認 するメッセージが表 示 さ

れるので、確 定 します。

エージェント ログ ファイルがエージェント ログ リスト から削 除 されま

す。
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SRM PKI の環 境 設 定

SR M P K I の環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 には、SRM PKI という

名 前 のユーティリティが含 まれています。SRM PKI ( パフォーマンス

キー インジケータ ) を使 用 すると、お使 いのバックアップ環 境 で実

行 されているエージェント のパフォーマンスをモニタすることができま

す。

SRM PKI は、以 下 のパフォーマンス指 標 を測 定 します。

CPU 使 用 率

メモリ使 用 率

ディスク スループット

ネット ワーク入 出 力

A rcse rve Ba cku p では、SRM PKI を有 効 または無 効 にすることがで

きます。また、インジケータに対 するデフォルト またはカスタムの値

を指 定 し、指 定 した値 をインジケータが超 えた場 合 にアラート メッ

セージが生 成 されるようにすることができます。

SR M P K I を設 定 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム ノード を右 クリックし、［SRM PKI の環 境 設 定 ］

を選 択 します。

［SRM PKI の環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 き、［ポリシー］タブ

が表 示 されます。

3 . 各 エージェント について、必 要 な オプションを指 定 します。

［デフォルト ポリシーを使 用 する］-- 各 パフォーマンス インジ

ケータに対 するデフォルト 値 を指 定 できるようにします。イン

ジケータに対 してカスタムの値 を指 定 する場 合 は、［デフォル

ト ポリシーを使 用 する］の横 のチェック マークを外 します。

注 ：［ブロード キャスト ステータス］タブをクリックすると、エー

ジェント ごとに修 正 されたしきい値 のステータスを表 示 するこ

とができます。
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SRM PKI の環 境 設 定

［P K I を有 効 にする］-- A rcse rve Ba cku p エージェント が SRM
PKI レポート 用 に時 間 単 位 の PKI 値 をプライマリ サーバに送

信 できるようにします。

注 ：SRM PKI レポート の詳 細 については、「 Dashboard ユーザ

ガイド 」を参 照 してください。

［アラート を有 効 にする］-- エージェント のパフォーマンスが事

前 定 義 された PKI 値 を超 えた場 合 、A rcse rve Ba cku p によっ

てアラート マネージャにアラート メッセージが生 成 されるように

します。

4 . 必 要 に応 じて、［ポリシー］タブにリスト されている 1 つ以 上 のエー

ジェント に変 更 を加 えます。

5 . ( オプション ) 同 じ環 境 設 定 を複 数 のエージェント マシンに適 用 す

るには、［複 数 への適 用 ］をクリックします。

［複 数 への適 用 ］をクリックすると、［複 数 への適 用 ］ダイアログ

ボックスが開 きます。

同 じ設 定 を複 数 のエージェント に適 用 するには、個 別 にエージェ

ント を選 択 するか、［すべて選 択 ］または［すべて選 択 解 除 ］をク

リックして、［OK］をクリックします。

6 . ［SRM PKI の環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスで［適 用 ］をクリックし、

次 に［OK］をクリックします。

［SRM PKI の環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが閉 じ、PKI 値 が適 用

されます。
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SRM 除 外 パスの環 境 設 定

SR M 除 外 パスの環 境 設 定

A rcse rve Ba cku p セント ラル エージェント 管 理 では、SRM 除 外 パス

を設 定 できます。

SR M 除 外 パスの設 定 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。［クイック ス

タート ］-［管 理 ］-［セント ラル エージェント 管 理 ］の順 に選 択 しま

す。

［セント ラル エージェント 管 理 ］ウィンド ウが開 きます。

2 . W in d ow s システム オブジェクト を右 クリックし、［SRM 除 外 パスの

設 定 ］を選 択 します。

［SRM 除 外 パスの設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . SRM 除 外 パスを入 力 し、［OK］をクリックします。

4 . ( オプション ) ［追 加 ］または［削 除 ］を使 用 して、1 つ以 上 のパスを

追 加 または削 除 できます。

注 ：Da sh b o a rd の「未 変 更 ファイル数 の多 い上 位 ノード レポー

ト 」では、SRM 除 外 パス リスト を使 用 して、レポート の生 成 時 に

どのファイルを除 外 すべきかを判 断 します。このレポート では、セン

ト ラル エージェント 管 理 で指 定 された SRM 除 外 パスにあるすべて

のファイルが除 外 されます。
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ノード 層 の設 定

ノード 層 の設 定

A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 またはセント ラル エージェント 管 理 を

使 用 して、A rcse rve Ba cku p ノード に割 り当 てられた優 先 度 の分

類 を変 更 できます。これらの層 を使 用 して、A rcse rve Ba cku p
Da sh b o a rd に表 示 される情 報 が、監 視 されるノード の優 先 度 レ

ベルによってフィルタされます。

［ノード 層 の設 定 ］ダイアログ ボックスには 3 つの優 先 度 カテゴリ

( 高 優 先 度 、中 優 先 度 、低 優 先 度 ) が含 まれ、ノード がシステム

に追 加 されたときや参 照 されたときに自 動 的 に挿 入 されます。デ

フォルト では、高 優 先 度 層 はすべての A rcse rve Ba cku p サーバ

( プライマリおよびメンバ ) および A rcse rve Ba cku p アプリケーション

エージェント がインスト ールされているすべてのノード ( O ra cle、
M icro so ft E x ch an ge Se rve r、M icro so ft SQL Se rve r、M icro so ft
Sh a rep o in t Se rve r な ど ) が含 まれるように設 定 され、低 優 先 度 層

は他 のすべてのノード ( ファイル システム エージェント がインスト ー

ルされている ) が含 まれるように設 定 されます。中 優 先 度 層 はど

のノード も 含 まれな いように設 定 され、カスタマイズの用 途 に利 用

できます。

各 層 に対 するノード 割 り当 ては、個 別 のニーズを満 たすように再

構 成 やカスタマイズが可 能 です。それには［ノード 層 の環 境 設

定 ］ダイアログ ボックス ( A rcse rve Ba cku p サーバ管 理 からアクセス

可 能 ) 、バックアップ マネージャ ( ［ソ ース］タブの W in d ow s システ

ム上 で右 クリック ) 、セント ラル エージェント 管 理 ( W in d ow s システ

ムを右 クリック ) のいずれかを使 用 します。

ノード 層 を設 定 する方 法

1 . W in d ow s システム オブジェクト を右 クリックし、［ノード 層 の環 境

設 定 ］を選 択 します。

［ノード 層 の環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 き、各 層 カテゴリ

( 高 優 先 度 、中 優 先 度 、低 優 先 度 ) に割 り当 てられたノード が

表 示 されます。
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ノード 層 の設 定

2 . 別 の層 カテゴリに再 割 り当 てするノード を 1 つ以 上 選 択 し、対 応

する矢 印 アイコンをクリックすると、選 択 したノード が別 の層 カテゴ

リに移 動 します。

注 ：層 の割 り当 てでノード を複 数 選 択 するには、C trl キーまたは

Sh ift キーの組 み合 わせを使 用 します。

選 択 したノード のみを移 動 するには、単 一 矢 印 のアイコンを

クリックします。

層 にあるノード をすべて移 動 するには、二 重 矢 印 のアイコン

をクリックします。

3 . 終 了 したら、［OK］ボタンをクリックします。

ニーズにあわせてノード 層 の割 り当 てが変 更 されました。

ローカル コンピュータの接 続 の表 示 方 法

1 . W in d ow s システム オブジェクト 下 の A rcse rve Ba cku p マネージャ

コンソ ールを開 き、展 開 して詳 細 を表 示 できるコンピュータを選 択

します。

2 . ［接 続 ］をクリックします。

そのコンピュータの接 続 の詳 細 が右 ペインに表 示 されます。

デバッグ レベルの環 境 設 定 方 法
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ノード 層 の設 定

1 . W in d ow s システム オブジェクト の下 の任 意 のコンピュータを選 択

し、展 開 して詳 細 を表 示 します。

2 . U n ive rsa l A gen t を右 クリックし、コンテキスト メニューから［デバッグ

レベルの設 定 ］を選 択 します。

［デバッグ レベルの設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［標 準 ］、［詳 細 ］、［デバッグ］、［ト レース］から適 切 な デバッグ レ

ベルを選 択 し、［OK］をクリックします。

これで、コンピュータのデバッグ レベルの環 境 設 定 は完 了 です。

SR M クライアント を有 効 化 または無 効 化 する方 法

1 . W in d ow s システム オブジェクト の下 の任 意 のコンピュータを選 択

し、展 開 して詳 細 を表 示 します。

2 . U n ive rsa l A gen t を右 クリックし、［SRM クライアント の無 効 化 ］を選

択 して、SRM クライアント を無 効 にします。SRM クライアント を無

効 化 した場 合 、［SRM クライアント の有 効 化 ］を選 択 すると、有

効 化 できます。

3 . ［OK］をクリックし、SRM クライアント の有 効 化 または無 効 化 を確

定 します。

第 11章 : セ ント ラル エージ ェント 管 理 を使 用 したエージ ェント の管 理 1167





第 1 2章 : デデュプリケーションの使 用

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

データ デデュプリケーションの動 作 1170

デデュプリケーション デバイス ファイルのバックアップ 1173

デデュプリケーション インスト ールを計 画 する方 法 1175

デデュプリケーションの注 意 事 項 1177

データ デデュプリケーション デバイスの作 成 1181

デデュプリケーション デバイス グループの環 境 設 定 1185

データ デデュプリケーション デバイスのデバイス コマンド 1186

デデュプリケーションを使 用 し たデータ バックアップ 1187

デデュプリケーション データの回 復 1207

デデュプリケーション レポート 1221
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データ デデュプリケーシ ョンの動 作

データ デデュプリケーションの動 作

データ デデュプリケーションは、1 つの物 理 メディアに収 まるバック

アップ量 の増 加 、バックアップの保 持 期 間 の延 長 、データ回 復 の

高 速 化 を実 現 するテクノロジです。デデュプリケーションでは、バッ

クアップのために送 信 されるデータ スト リームが解 析 され、重 複 す

る「チャンク」が検 索 されます。ディスクには、チャンクが 1 回 のみ

保 存 されます。重 複 は、特 別 な インデックス ファイルでト ラッキン

グされます。

A rcse rve Ba cku p では、デデュプリケーションはバックアップ サーバの

単 一 のセッシ ョンで実 行 されるインライン プロセスです。2 つの異

な るコンピュータのルート ディレクト リで実 行 されたバックアップ ジ ョ

ブ間 の冗 長 性 を識 別 するには、グローバル デデュプリケーションを

使 用 します。

最 初 のバックアップでは、以 下 の操 作 を実 行 します。

A rcse rve Ba cku p は、受 け取 ったデータをスキャンしてチャンクに

分 割 します。このプロセスは、テープ エンジンの SIS レイヤで行

われます。

A rcse rve Ba cku p は、各 データ チャンクに一 意 の値 を割 り当

て、ハッシュ ファイルにその値 を保 存 するハッシング アルゴリズ

ムを実 行 します。

A rcse rve Ba cku p は、ハッシュ値 を比 較 します。重 複 が見 つ

かった場 合 、データは一 度 だけディスクに書 き込 まれ、最 初 に

識 別 されたデータ チャンクのインスタンスの格 納 場 所 をポイント

する参 照 が参 照 ファイルに追 加 されます。

以 下 の図 では、このデータ スト リームをバックアップするために必

要 な ディスク容 量 は、通 常 のバックアップ ジ ョブよりも デデュプリ

ケーション バックアップのほうが小 さくな っています。
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データ デデュプリケーシ ョンの動 作

デデュプリケーションでは、各 バックアップ セッシ ョンに対 して、以 下

の 3 つのファイルが作 成 されます。

インデックス ファイル ( メタデータ ファイル )

ハッシュ ファイル -- 余 分 な 各 データ チャンクに割 り当 てら

れるマーカーを格 納 します。

参 照 ファイル -- ハッシュをカウント し、各 ハッシュに対 応 す

るデータ ファイルにアド レスを格 納 します。

データ ファイル -- バックアップしたデータの一 意 のインスタンスを

格 納 します。

2 つのインデックス ファイルは、データ スト ア全 体 のほんの数 パーセ

ント を使 用 するだけな ので、これらのファイルを格 納 するド ライブの

サイズは、処 理 速 度 に比 べればそれほど問 題 ではありません。処

理 速 度 を上 げるには、優 れたシーク タイムの半 導 体 ディスクまた

はそれに類 するデバイスを検 討 してください。

その後 のバックアップで、以 下 の操 作 を実 行 します。
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データ デデュプリケーシ ョンの動 作

A rcse rve Ba cku p は、受 け取 ったデータをスキャンしてチャンクに

分 割 します。

A rcse rve Ba cku p は、ハッシング アルゴリズムを実 行 してハッ

シュ値 を割 り当 てます。

A rcse rve Ba cku p は、新 しいハッシュ値 を前 の値 と比 較 して重

複 を探 します。重 複 が見 つかると、データはディスクに書 き込

まれません。代 わりに、データ チャンクの元 のインスタンスの格

納 場 所 を使 用 して、参 照 ファイルが更 新 されます。

注 ：スループット を高 め、CPU 使 用 率 を軽 減 するためには、最 適

化 を使 用 します。最 適 化 を有 効 にすると、A rcse rve Ba cku p は

ファイル属 性 をスキャンしてファイル ヘッダ レベルの変 更 を検 索 し

ます。変 更 されていな い場 合 、これらのファイルにハッシュ アルゴリ

ズムは実 行 されず、ファイルはディスクにコピーされません。ハッ

シュ アルゴリズムは、前 回 のバックアップから変 更 されているファイ

ルのみに実 行 されます。最 適 化 を有 効 にするには、［デデュプリ

ケーション デバイスの設 定 ］画 面 の［デデュプリケーション バックアッ

プでの最 適 化 を許 可 する］オプションをオンにします。最 適 化 は、

W in d ow s ボリュームでのみサポート されます。SQL VD I、Exch an ge
DB レベル、Ora cle、VMwa re イメージ レベルのバックアップな どのス

ト リーム ベースのバックアップではサポート されません。

デデュプリケーション データをリスト アする必 要 がある場 合 、

A rcse rve Ba cku p はまずインデックス ファイルを参 照 し、次 に元 の

データ スト リームを再 構 築 するために必 要 な 各 データ チャンクを

探 します。
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デデュプリケーシ ョン デバイス ファイルのバックアップ

デデュプリケーション デバイス ファイルのバッ

クアップ

バックアップ ジ ョブの実 行 中 に、デデュプリケーション デバイス デー

タとインデックス ファイルを含 める手 順 は、デバイスがローカルまた

はリモート のどちらで A rcse rve Ba cku p サーバに接 続 されていても

同 じです。

注 ：データをデデュプリケーション デバイスにバックアップする場 合

や、A rcse rve Ba cku p がデデュプリケーション デバイスを別 のデバイ

スにバックアップする場 合 、デデュプリケーション デバイスにバック

アップされるデータは他 のデバイスでは不 完 全 である可 能 性 があ

ります。デデュプリケーション デバイスを完 全 にバックアップする場

合 は、他 のジョブで使 用 されていな いときにデデュプリケーション デ

バイスをバックアップする必 要 があります。

デデュプリケーション デバイス ファイルをバックアップする方 法

1 . 使 用 中 のファイルも バックアップできるように、A rcse rve Ba cku p
A gen t fo r Op en File s のライセンスが登 録 されていることを確 認 し

ます。デデュプリケーション デバイスがローカルでバックアップ サーバ

に接 続 されている場 合 は、そのバックアップ サーバ上 でライセンス

を発 行 する必 要 があります。

2 . デデュプリケーション デバイスが接 続 されているマシンが VSS をサ

ポート していることを確 認 します。

3 . 通 常 どおりにバックアップ ジ ョブ オプションを設 定 します。

a . バックアップするデバイスのデデュプリケーション データ フォルダ

とインデックス フォルダを選 択 します。推 奨 に従 ってこれらの

フォルダが異 な るフォルダに存 在 する場 合 は、2 つの異 な る

セッシ ョンにバックアップされます。

注 ：A rcse rve B a ck u p では、データ ファイルとインデックス ファ

イルが異 な るコンピュータに存 在 する場 合 にデデュプリケー

ション データを保 護 できます。この方 法 を使 用 している場 合

は、バックアップ マネージャの［ソ ース］タブで適 切 な ソ ース

ノード が指 定 されていることを確 認 します。

b . ［グローバル オプション］の［操 作 ］タブから、デデュプリケーショ

ン デバイス データ /U DP RPS データスト ア データのバックアップ

を有 効 にします。
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c. ［グローバル オプション］の［ボリューム シャド ウ コピー サービ

ス］タブから、［VSS を使 用 する］を有 効 に、［VSS 失 敗 時 、標

準 バックアップに戻 る］を無 効 にします。この手 順 を実 行 しな

い場 合 、このオプションは、バックアップ ジ ョブの実 行 時 にバッ

クアップ ジ ョブにより自 動 的 に有 効 にされます。

4 . 通 常 どおりにバックアップ ジ ョブを保 存 および実 行 します。詳 細 に

ついては、「データのバックアップ」を参 照 してください。

注 ：ca _b a cku p コマンド ライン ユーティリティでは、デデュプリケー

ション デバイスに属 するデータのバックアップ プロセスはサポート さ

れません。
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デデュプリケーション インスト ールを計 画 する

方 法

データ デデュプリケーションは A rcse rve Ba cku p サーバで実 行 され

るので、環 境 内 で実 行 されるすべての A rcse rve Ba cku p エージェ

ント で動 作 します。

バックアップ ジ ョブの実 行 中 にデータ デデュプリケーションを行 うに

は、通 常 どおりにジョブをセット アップし、適 切 に設 定 されたデデュ

プリケーション デバイスを、D isk to D isk to Tap e バックアップ ジ ョブ

のバックアップ先 またはステージング場 所 として選 択 します。デデュ

プリケーション デバイスを設 定 するには、「デデュプリケーション デ

バイスの管 理 」のト ピックを参 照 してください。デデュプリケーション

デバイス グループを追 加 する場 所 を決 定 する場 合 は、以 下 の点

を考 慮 してください。

バックアップするデータの変 更 頻 度

バックアップ間 で比 較 的 変 更 されずに安 定 しているデータのデ

デュプリケーションを考 慮 します。バックアップ間 のデータの変 更

が少 な ければ少 な いほど、多 くの重 複 が特 定 されます。

バックアップ イメージを保 持 する期 間

長 期 間 保 持 する必 要 があるデータのデデュプリケーションを考

慮 します。デデュプリケーションによって、より多 くのバックアップ

を同 じ物 理 メディアに収 めることができます。

デデュプリケーションに適 しているデータの種 類

データの種 類 に制 限 はありません。

データのサイズ

大 規 模 な バックアップ データ スト リームは、デデュプリケーション

に適 しています。

可 能 な バックアップ ウィンド ウ

デデュプリケーションはバックアップ サーバで実 行 されるので、

データがネット ワーク経 由 で転 送 されてからデデュプリケーション

が実 行 されます。

デデュプリケーション バックアップ ジ ョブの実 行 時 のバックアップ

サーバのシステム要 件

第 12章 : デデュプリケーシ ョンの使 用 1175



デデュプリケーシ ョン インスト ールを計 画 する方 法

この質 問 の答 えはバックアップに必 要 な データ量 によって異 な

り、バックアップ スト リームごとに約 110M B のデータが必 要 で

す。以 下 は推 奨 されるガイド ラインです。

500 G B 未 満 の場 合 は CPU 1 基

500 G B ～ 2 TB の場 合 は CPU 2 基

2TB を超 える場 合 はデュアル コア CPU 2 基

例 ：デデュプリケーション インスト ールを計 画 する方 法

25 TB のディスクに 10 TB をバックアップするとします。この場 合 、1
週 間 分 のフル バックアップしか格 納 できません。データ デデュプリ

ケーションを使 用 すると、最 初 のフル バックアップに必 要 な 容 量 は

8 TB のみにな ります。さらに、データ デデュプリケーションを使 用 し

て実 行 されるその後 のバックアップに必 要 な 容 量 は、最 大 でも

800 G B のみにな ります ( 従 来 の必 要 容 量 の約 10% ) 。したがっ

て、同 じディスクに 20 のフル バックアップ ( 約 5 か月 分 のバックアッ

プ ) を格 納 できます。

この例 では、以 下 のとおりバックアップ イメージを保 持 できます。

デデュプリケーションを使 用 しな い場 合 は 2 週 間

デデュプリケーションを使 用 する場 合 は 20 週 間
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デデュプリケーションの注 意 事 項

以 下 にデータ デデュプリケーションの特 性 および注 意 事 項 をいくつ

か示 します。

データ デデュプリケーション デバイスを通 常 のバックアップ ジ ョブ

のデスティネーションとして指 定 できます。

データ デデュプリケーション デバイスをステージング デバイス、

最 終 的 な デスティネーション デバイス、またはその両 方 として

指 定 できます。ただし、ステージング デスティネーションと最 終

的 な デスティネーションの両 方 に対 して同 じデデュプリケーション

デバイスを選 択 することはできません。

同 じデデュプリケーション デバイスを使 用 する異 な るジョブに対

して、異 な る保 持 スケジュールを指 定 できます。

前 回 のバックアップ以 降 に変 更 されたファイルに対 してのみデ

デュプリケーションを実 行 することによって、データ デデュプリ

ケーションを最 適 化 してスループット 向 上 させることができま

す。ただし、最 適 化 できな いスト リーム ベースのファイル ( SQL、
Sh a rePo in t、Exch an ge、Ora cle のデータな ど ) は除 きます。最

適 化 はデフォルト で有 効 にな っています。

デデュプリケーション デバイスは NTFS ボリュームでのみ作 成 で

きます。

デデュプリケーション グループは * グループを使 用 するジョブか

らは除 外 されます。

デデュプリケーション デバイスでは暗 号 化 や圧 縮 は使 用 できま

せん。

デデュプリケーション デバイスの使 用 時 に最 終 的 な デスティ

ネーションのパージ ポリシーを指 定 できます。これは通 常 の

FSD を使 用 した場 合 には指 定 できません。

フル、増 分 、差 分 のバックアップがすべて同 じデバイスにサブ

ミット されるデデュプリケーション デバイスに対 して G FS ローテー

ションを指 定 できます。一 方 、FSD に対 する G FS ジョブでは、

日 単 位 、週 単 位 、および月 単 位 のメディアを作 成 します。

Ora cle RM AN バックアップ セッシ ョンのヘッダ データが読 み込 ま

れる方 法 が原 因 で、デデュプリケーション プロセスが重 複 する

Ora cle RM AN バックアップ セッシ ョンを検 出 できず、冗 長 セッ

シ ョンのデデュプリケーションを実 行 できません。ただし、グロー

バル デデュプリケーション プロセスでは、Ora cle RM AN バック
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アップ セッシ ョンが A rcse rve Ba cku p によって検 査 および処 理 さ

れます。詳 細 については、「グローバル デデュプリケーション」を

参 照 してください。

ベスト プラクティスとして、エージェント バックアップに関 連 す

る、W in d ow Serve r 2012 が実 行 されているサーバ上 のデータ

をバックアップする場 合 (A gen t fo r O ra cle な ど ) 、バックアップ

データ圧 縮 率 が予 想 より低 いときに NTFS デデュプリケーション

を有 効 にします。NTFS デデュプリケーションを A rcse rve デデュプ

リケーションと共 に使 用 した場 合 、バックアップ データの圧 縮 率

は高 くな ります。

ただし、A rcse rve のバックアップ圧 縮 率 が比 較 的 高 い ( 70% を

超 える ) 場 合 、A rcse rve デデュプリケーションと NTFS デデュプリ

ケーションを組 み合 わせたときの全 体 的 な 圧 縮 率 は向 上 しな

い場 合 があります。
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サポート されている機 能

以 下 の表 は、データ デデュプリケーションでサポート される機 能 を

示 しています。

機 能
サポート 対

象

サポー

ト 対 象

外

圧 縮 1 X

デバイスのフォーマット X
デバイスの消 去 X

W indow s、UN IX/L inux、Mac エージェ

ント ( r12 .5 より前 ) でのデデュプリ

ケーション

X

W indow s、UN IX/L inux、Mac ( r12 .5
以 降 ) でのデデュプリケーション

X

暗 号 化 2 X

イメ ージのバックアップ X
マイグレーション ( ポリシーのコピー ) X

最 大 しきい値 X
最 小 しきい値 X

マルチ スト リーミング X
複 数 同 時 スト リーム X
マルチプレキシング3 X

デデュプリケーションでの最 適 化 X
ステージングの保 持 ( ポリシーのパー

ジ )
X

スキャン ジョブ X
SnapLock X

* グループを使 用 したジョブによって

使 用
X

メ ディア プールで使 用 X
GFS ローテーションで使 用 X

ステージングの場 所 として使 用 X
最 終 的 な デスティネーションの場 所

として使 用
X

1 エージェント またはサーバでの圧 縮 はサポート されていません

2 エージェント またはサーバでの暗 号 化 はサポート されていません

3 マルチプレキシングの代 わりに、複 数 同 時 スト リームを使 用 でき

ます
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デデュプリケーションのライセンス要 件

データ デデュプリケーションの実 行 に追 加 ライセンスは必 要 ありま

せん。この機 能 は A rcse rve Ba cku p ベース製 品 に組 み込 まれてい

ます。ただし、以 下 の点 を考 慮 する必 要 があります。

デデュプリケーション デバイスは、D isk to D isk to Tap e または

D isk to Tap e to Tap e ( ステージング ) 操 作 で使 用 できます。た

だし、ステージング機 能 と 3 つ以 上 のバックアップ データ スト

リームを使 用 するには、A rcse rve Ba cku p En te rp rise M od u le の

ライセンスを登 録 する必 要 があります。

デデュプリケーションの実 行 には、W in d ow s、UN IX/Lin u x、およ

び MAC 用 のクライアント エージェント を A rcse rve Ba cku p r12 .5
以 降 にアップグレード する必 要 があります。

デデュプリケーション デバイス ファイルをバックアップするには、

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s のライセンスが必 要 で

す。W in d ow s 2003、2008、および 2012 システムでは、A gen t
fo r Op en File s のライセンスのみが必 要 で、エージェント をインス

ト ールする必 要 はありません。

デデュプリケーション デバイス自 体 の保 護 の詳 細 については、「デ

デュプリケーション デバイスをバックアップする方 法 」を参 照 してくだ

さい。

1180 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



データ デデュプリケーシ ョン デバイスの作 成

データ デデュプリケーション デバイスの作 成

データのデデュプリケーションを実 行 するには、バックアップ先 として

デデュプリケーション デバイス グループを作 成 し、選 択 します。新

しいデデュプリケーション デバイスを作 成 すると、各 デバイスが

A rcse rve Ba cku p によって新 しいデデュプリケーション デバイス グ

ループに自 動 的 に割 り当 てられます。

デデュプリケーション デバイスは、ローカルまたはリモート で作 成 で

きます。リモート デデュプリケーション デバイスを作 成 する場 合 、

以 下 の手 順 のように、［デバイス環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスの

［セキュリティ］ボタンをクリックし、手 動 でセキュリティ認 証 情 報 を

指 定 する必 要 があります。そうでな い場 合 、A rcse rve Ba cku p は、

システム アカウント の使 用 を試 みます。

［デバイス環 境 設 定 ］では、1 つ以 上 のデバイスを追 加 できます。

［デバイス環 境 設 定 ］によって、すべてのデバイスに指 定 された情

報 の有 効 性 が確 認 され、検 証 に失 敗 したデバイスがある場 合 は

警 告 が表 示 されます。

データ デデュプリケーション デバイスを作 成 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーから、［管 理 ］を展 開 し、［デバイス環 境 設 定 ］

をクリックします。

［デバイス環 境 設 定 ］画 面 が表 示 されます。

3 . ［ディスク ベース デバイス］を選 択 し、［次 へ］をクリックします。

［ログオン サーバ］画 面 が表 示 されます。

4 . プライマリ サーバ名 、認 証 の種 類 、ユーザ名 、およびパスワード を

指 定 し、［次 へ］ボタンをクリックします。

5 . デデュプリケーション デバイスを作 成 するサーバを指 定 し、［次 へ］

ボタンをクリックします。ローカル サーバ ( デフォルト ) では、パスの

参 照 や選 択 が可 能 です。リモート サーバを指 定 する場 合 は、そ

のサーバに対 する管 理 者 権 限 が必 要 で、パスを手 動 で入 力 す

る必 要 があります。

［ディスク ベース デバイス環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

6 . ［追 加 ］をクリックして［デデュプリケーション デバイス］リスト にアクセ

スします。
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［デバイス名 ］列 のエント リをクリックして編 集 するか、デフォル

ト を使 用 します。

［詳 細 ］列 のエント リをクリックして編 集 するか、デフォルト を

使 用 します。

［データ ファイルの場 所 ］列 のエント リをクリックして、パスを指

定 します。

注 ：パスを手 動 で指 定 するか、または既 存 のパスを検 索 し

て選 択 できます。リモート の場 所 を入 力 するには、マシン名

または IP アド レスに続 いて共 有 名 を指 定 する必 要 がありま

す。以 下 の形 式 を使 用 して指 定 します。

\\マシン名 \共 有 名 または \\IP アド レス \共 有 名

［インデックス ファイルの場 所 ］列 のエント リをクリックして、パス

を指 定 します。エラーを回 避 するには、［データ ファイルの場

所 ］に指 定 された形 式 を使 用 してリモート の場 所 を入 力 す

るか、矢 印 をクリックして既 存 のパスを参 照 します。

［グループ名 ］列 をクリックし、名 前 を入 力 します。これを空 の

ままにしておくと、自 動 的 に名 前 が指 定 されます。この名 前

は［グループ環 境 設 定 ］で変 更 できます。この名 前 は、デ

デュプリケーション デバイスを使 用 するバックアップ ジ ョブをサ

ブミット するときに選 択 する名 前 です。

以 下 の点 に注 意 してください。

［データ ファイルの場 所 ］および［インデックス ファイルの

場 所 ］フィールド は、デフォルト では空 です。A rcse rve
Ba cku p では、デデュプリケーション デバイスの作 成 時

に、指 定 したパスを作 成 することができます。パスが存

在 しな い場 合 には、存 在 するパスを参 照 することができ

ます。

NTFS ボリューム上 にあるインデックス ファイルの場 所 と

データ ファイルの場 所 について別 々 のパスを指 定 する必

要 があります。また、その場 所 には、他 のアプリケーショ

ンのデータを含 めな いでください。最 高 のパフォーマンス

を実 現 するために、インデックス ファイルの場 所 は、たと

えばソ リッド ディスクな ど、高 速 のシークタイムを備 えた

ディスク上 に存 在 している必 要 があります。
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インデックス ファイルの場 所 とデータ ファイルの場 所 が

ローカルのコンピュータにある場 合 、ユーザ認 証 情 報 を

指 定 する必 要 はありません。

インデックス ファイルとデータ ファイルが別 のリモート コン

ピュータに存 在 する場 合 は、A rcse rve Ba cku p が同 じ認

証 情 報 のセット を使 用 して、リモート コンピュータにアク

セスできるようにします。この方 法 を使 用 する理 由 は、

データ デデュプリケーション デバイスを設 定 するときに

A rcse rve Ba cku p では 1 セット の認 証 情 報 しか指 定 でき

な いためです。

最 初 のフル バックアップ ジ ョブで断 片 化 を抑 える方 法

バックアップの最 初 に、テープ エンジンは、あらかじ

めデータ ファイルに 1 G B ( レジスト リ内 で設 定 可

能 ) を割 り当 てます。

バックアップが実 行 され、データ ファイルの終 わりに

到 達 する前 に、さらに 1 G B を割 り当 てることによ

り、データ ファイルのサイズを増 加 させます。

デデュプリケーション プロセスの完 了 後 、データ ファ

イルが実 際 の圧 縮 済 みセッシ ョン サイズを占 めるよ

うに、最 後 の 1 G B のデータ チャンクが切 り捨 てられ

ます。

必 要 に応 じて追 加 のデバイスを指 定 し、この手 順 を繰 り返 しま

す。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、総 計 255 の FSD および DDD の設 定

をサポート します ( 接 続 された物 理 デバイスが 0 の場 合 ) 。

7 . ( オプション ) リモート パスの場 所 を指 定 する場 合 、［セキュリティ］

をクリックして、ログイン認 証 情 報 を入 力 します。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

注 ：A rcse rveセキュリティ フィールド を有 効 にするため、［ システム

アカウント を使 用 ( A ) ( デフォルト ) ］オプションをクリアする必 要 が

あります。

8 . ［セキュリティ］ダイアログ ボックスで必 要 な フィールド に入 力 し、

［OK］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが閉 じます。
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データ デデュプリケーシ ョン デバイスの作 成

9 . ［ディスク ベース デバイス環 境 設 定 ］ダイアログ ボックス上 で［次

へ］をクリックして続 行 します。

A rcse rve Ba cku p は、リスト 中 のすべてのデバイスに指 定 された情

報 を検 証 します。その情 報 が有 効 な 場 合 、デデュプリケーション

デバイスがリスト に追 加 されます。情 報 が有 効 でな い場 合 、リス

ト 内 の失 敗 したデバイスは、［失 敗 ］ステータスで赤 くマークされま

す。それぞれのエラーの原 因 を判 断 し、それを解 決 するために

は、対 応 する［失 敗 ］ステータスをクリックします。すべてのデバイ

スが検 証 を通 過 すると、サマリ画 面 が表 示 されます。

10 . ［次 へ］をクリックして［デバイス環 境 設 定 へようこそ］に戻 るか、

［終 了 ］をクリックして［デバイス環 境 設 定 ］を終 了 します。

重 要 ：デデュプリケーション デバイスを作 成 すると、パージ ポリシー

が自 動 的 に 4 週 間 に設 定 されます。そのデフォルト のパージ ポリ

シーは、デバイスに設 定 するすべてのジョブに引 き継 がれます。4
週 間 を越 えてバックアップを保 持 する場 合 は、バックアップ ジ ョブ

のサブミット 時 にパージ時 間 を調 整 する必 要 があります。

詳 細 情 報 ：

ディスク ステージング バックアップのコピーおよびパージ ポリシーの

指 定
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デデュプリケーシ ョン デバイス グループの環 境 設 定

デデュプリケーション デバイス グループの環

境 設 定

データ デデュプリケーション デバイスは、グループに割 り当 てる必

要 があります。独 自 のグループを指 定 しな い場 合 は、新 しいデ

フォルト グループが作 成 され、作 成 時 にデデュプリケーション デバ

イスがそのグループに自 動 的 に割 り当 てられます。複 数 のデデュ

プリケーション デバイスを同 じグループに割 り当 てることはできませ

ん。

デデュプリケーション グループの名 前 を変 更 したり、グループからデ

デュプリケーション デバイスを削 除 したり、空 のグループにデデュプ

リケーション デバイスを割 り当 てたりすることができます。

デデュプリケーション グループをステージング グループに変 換 するこ

とや、ステージング グループをデデュプリケーション グループに変 換

することはできません。

ステージング グループとデータ デデュプリケーション デバイス グルー

プとの主 な 違 いの一 部 を以 下 に挙 げます。

ステージング グループは、フォーマット や消 去 を行 うことはでき

ません。デデュプリケーション グループは、フォーマット や消 去 が

可 能 です。

ステージング グループは、バックアップ先 として使 用 できませ

ん。デデュプリケーション グループは、バックアップ先 として使 用

可 能 です。
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データ デデュプリケーシ ョン デバイスのデバイス コマンド

データ デデュプリケーション デバイスのデバイ

ス コマンド

データ デデュプリケーション デバイスに対 して、以 下 のデバイス コ

マンド を使 用 できます。

フォーマット -- デバイスからセッシ ョンを削 除 し、ヘッダ ファイルを

新 しいテープ名 で書 き換 えます。

消 去 -- セッシ ョンを削 除 し、デバイスに空 のヘッダ ファイルを書

き込 みます。
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デデュプリケーションを使 用 したデータ バック

アップ

データをバックアップしてデデュプリケーションを実 行 するには、以

下 の 2 つの方 法 があります。

通 常 のバックアップ ジ ョブ -- デデュプリケーション デバイス グ

ループをバックアップ先 として選 択 します。

ステージング バックアップ ジ ョブ -- デデュプリケーション デバイス

グループを、ステージングの場 所 、最 終 的 な バックアップ先 、ま

たはその両 方 として選 択 します。ただし、両 方 の場 合 はそれぞ

れに異 な るデデュプリケーション デバイス グループを指 定 しま

す。

第 12章 : デデュプリケーシ ョンの使 用 1187



デデュプリケーシ ョンを使 用 したデータ バックアップ

デデュプリケーションを使 用 した通 常 のバッ

クアップ ジ ョブの仕 組 み

バックアップ ジ ョブ実 行 時 にデータのデデュプリケーションを行 う際

の操 作 は、バックアップ先 にデデュプリケーション デバイス グループ

を選 択 する以 外 は、通 常 のバックアップ ジ ョブと同 じです。

バックアップ マネージャの［スタート ］タブで［デデュプリケーション

バックアップ］を選 択 します。

「圧 縮 /暗 号 化 ］オプション以 外 は、通 常 どおりにローカル バッ

クアップ オプションを指 定 します。デデュプリケーションでは、圧

縮 および暗 号 化 をサポート していません。A rcse rve Ba cku p が

暗 号 化 セッシ ョンを検 出 すると、デデュプリケーションはスキップ

され、ジョブは通 常 のバックアップ ジ ョブとして実 行 されます。

詳 細 については、「デデュプリケーションによる圧 縮 および暗 号

化 」セクシ ョンを参 照 してください。

バックアップ ソ ースを選 択 します。

デデュプリケーション デバイスを通 常 のバックアップ ジ ョブのバッ

クアップ先 として選 択 します。詳 細 については、「デデュプリケー

ション デバイスの管 理 」を参 照 してください。

必 要 に応 じて、G FS ローテーションな どのスケジュールを設 定 し

ます。詳 細 については、「デデュプリケーション デバイス上 での

G FS ローテーション」を参 照 してください。

パージ ポリシーを指 定 します。詳 細 については、「デデュプリ

ケーション デバイスのコピー ポリシーとパージ ポリシーの指 定 に

関 する考 慮 事 項 」を参 照 してください。

注 ：バックアップ ジ ョブのサブミット については、「バックアップ ジ ョブ

のサブミット 」を参 照 してください。
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ステージ ングを使 用 するためのデデュプリ

ケーション グループの設 定

通 常 の FSD グループをステージング用 に設 定 するには、バックアッ

プ マネージャの［デバイスのプロパティ］セクシ ョンにある［ステージン

グ グループの環 境 設 定 ］オプションを使 用 します。このオプション

は、デデュプリケーション デバイス グループには適 用 されません。

データ デデュプリケーション デバイスをステージング用 に設 定 する

方 法 は、以 下 の手 順 のみです。

ステージングを使 用 するためのデデュプリケーション デバイス グ

ループの設 定 方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーにある［保 護 と回 復 ］メニューから、［バックアッ

プ］をクリックします。

バックアップ マネージャが開 きます。

3 . ［スタート ］タブで、［デデュプリケーション バックアップ］および［ス

テージングを有 効 にする］をクリックします。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

4 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックして、ステージング サーバ オブ

ジェクト を展 開 します。

5 . このバックアップ ジ ョブのステージング グループとして選 択 するデ

デュプリケーション グループを参 照 および選 択 します。

6 . ［ポリシー］タブをクリックし、デデュプリケーション ステージング ポリ

シーを指 定 します。

ジョブに必 要 な フル、差 分 、および増 分 バックアップのステージング

ポリシーを指 定 します。

詳 細 情 報 ：

バックアップ ステージング方 式
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ステージ ング ジ ョブがデデュプリケーションで

機 能 する仕 組 み

D isk to D isk to Tap e のバックアップ操 作 では、デデュプリケーション

デバイス グループをステージングの場 所 、最 終 的 な バックアップ デ

スティネーション、またはその両 方 として指 定 できます。ただし、同

じデデュプリケーション デバイス グループを両 方 のタブで選 択 する

ことはできません。

［ステージングの場 所 ］タブで、デデュプリケーション デバイス グ

ループを選 択 し、ステージングを有 効 にして、ステージング ポリ

シーを指 定 します。

［デスティネーション］タブで別 のデデュプリケーション デバイス グ

ループを選 択 し、パージ ポリシーを指 定 します。パージ ポリ

シーを指 定 しな い場 合 、デデュプリケーション デバイスの作 成

から、フル バックアップの場 合 はデフォルト 値 の 4 週 間 、増 分 /
差 分 バックアップの場 合 は 2 週 間 が引 き継 がれます。

［スケジュール］タブで、必 要 に応 じてローテーションまたは G FS
スケジュールを設 定 します。

詳 細 については、「ディスク ステージングを使 用 したデータのバック

アップ」を参 照 してください。
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デデュプリケーシ ョンを使 用 したデータ バックアップ

ステージ ング バックアップ ジ ョブでデデュプリ

ケーションを使 用 したデータのバックアップ

該 当 するタブでデデュプリケーション デバイス グループを選 択 する

ことによって、ディスク ステージング バックアップ ジ ョブのステージン

グ フェーズ、マイグレーション フェーズ、またはその両 方 のフェーズ

で、データのデデュプリケーションを実 行 できます。

ステージング バックアップ ジ ョブでデデュプリケーションを使 用 して

データをバックアップする方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［スタート ］タブで、［デデュプリケーション バックアップ］および［ス

テージングを有 効 にする］をクリックします。

バックアップ マネージャに［ステージングの場 所 ］タブと［ポリシー］タ

ブが表 示 されます。

3 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックして、ステージング サーバ オブ

ジェクト を展 開 します。

a . このバックアップ ジ ョブのステージング グループとして選 択 する

デデュプリケーション グループを参 照 して選 択 します。

b . ［ポリシー］タブをクリックし、デデュプリケーション ステージング

ポリシーを指 定 します。

c. ジョブに必 要 な フル、差 分 、および増 分 バックアップのステー

ジング ポリシーを指 定 します。

4 . ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバ オブジェクト を展 開

します。

a . このバックアップ ジ ョブの最 終 的 な デスティネーションとして使

用 するグループを参 照 および選 択 します。

注 ：通 常 のデバイス グループを選 択 することも 別 のデデュプ

リケーション グループを選 択 することも できますが、ステージン

グ デスティネーションとして指 定 したのと同 じデデュプリケー

ション グループを選 択 することはできません。

b . ポリシーをクリックして、［デデュプリケーション パージ ポリシー］

ダイアログ ボックスを開 きます。

c. ［フル バックアップ］タブをクリックして、ジョブに必 要 な フル バッ

クアップのパージ ポリシーを指 定 します。
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d . ［差 分 /増 分 バックアップ］タブをクリックして、ジョブに必 要 な

増 分 /差 分 バックアップのパージ ポリシーを指 定 します。

以 下 に指 定 した時 間 後 にパージ -- 処 理 が終 了 してからジョ

ブ セッシ ョンをパージするまでの週 数 、日 数 、時 間 数 、およ

び分 数 を指 定 します。

注 ：デフォルト の削 除 ポリシーは 4 週 間 に設 定 されているた

め、デデュプリケーション ステージング ポリシーを必 ず表 示 し

てください。4 週 間 よりも 長 くバックアップを保 持 する場 合 は、

手 動 でポリシーを調 整 する必 要 があります。

e . ［その他 ］タブをクリックし、目 的 のオプションを選 択 します。

キャンセルされたセッシ ョンをディスクからパージ -- ユーザ

によってキャンセルされたセッシ ョンをすべてデデュプリケー

ション デバイスから削 除 します。

失 敗 したセッシ ョンをディスクからパージ -- 失 敗 したセッ

シ ョンをすべてデデュプリケーション デバイスから削 除 しま

す。

f. ［OK］をクリックします。

5 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：［ローテーション スキーマ］や［G FS を有 効 化 ］を選 択 した場

合 は、デデュプリケーション デバイス グループで［メディア プール］

フィールド は無 効 にな ります。

6 . ツール バーの［オプション］ボタンをクリックし、［グローバル オプショ

ン］ダイアログ ボックスを開 きます。通 常 どおりに［グローバル オプ

ション］を設 定 します。

7 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、通 常 どおりにジョブを

サブミット します。

詳 細 情 報 ：

バックアップ ジ ョブのサブミット

グローバル バックアップ オプション

ディスク ステージング バックアップのコピーおよびパージ ポリシーの

指 定
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デデュプリケーシ ョンを使 用 したデータ バックアップ

デデュプリケーション デバイスのコピー ポリ

シーとパージ ポリシーの指 定 に関 する考 慮

事 項

デデュプリケーション デバイスのコピー ポリシーとパージ ポリシーを

指 定 する場 合 について、以 下 のような シナリオを考 慮 する必 要 が

あります。

ステージングされな いバックアップ ジ ョブのデスティネーションとし

てデデュプリケーション デバイスを使 用 する場 合 は、パージ ポリ

シーを設 定 できます。デデュプリケーション ポリシーをクリックし

ます。ポリシーはデフォルト で有 効 にな っています。

［フル バックアップ］および［差 分 /増 分 バックアップ］タブ

で、必 要 に応 じて、パージ ポリシーを指 定 します。デフォ

ルト 設 定 は、フル バックアップでは 4 週 間 で、増 分 /差 分

バックアップでは 2 週 間 です。

［その他 ］タブで、目 的 のオプションを選 択 します。

キャンセルされたセッシ ョンをディスクからパージ -- この

オプションは、デスティネーション デバイスへのバック

アップがキャンセルされた場 合 に、デスティネーション

デバイスからセッシ ョンを削 除 します。

失 敗 したセッシ ョンをディスクからパージ -- このオプショ

ンは、デスティネーション デバイスへのバックアップが

失 敗 した場 合 に、デスティネーション デバイスからセッ

シ ョンを削 除 します。

両 方 のオプションとも 、ディスク領 域 を速 やかに再 利 用 す

ることができます。

ステージング ジョブでステージング デバイスとしてデデュプリケー

ション デバイスを使 用 する場 合 は、［ポリシー］タブをクリックし

て、コピー ポリシーとパージ ポリシーの両 方 を指 定 できます。

詳 細 については、「ディスク ステージング バックアップのコピーお

よびパージ ポリシーの指 定 」を参 照 してください。

ステージング場 所 とデスティネーションの両 方 にデデュプリケー

ション デバイスを使 用 するステージング ジョブでは、2 つのパー

ジ ポリシーを指 定 できます。

パージ ポリシーは常 に有 効 にな ります。パージを無 効 にすることは

できませんが、パージ スケジュールを調 整 することはできます。
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詳 細 情 報 ：

ステージング バックアップ ジ ョブでデデュプリケーションを使 用 した

データのバックアップ
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デデュプリケーション使 用 時 の暗 号 化 と圧

縮 の動 作

デデュプリケーション デバイスを使 用 しているときは、圧 縮 および

暗 号 化 はサポート されません。ただし、ステージング ジョブにおい

ては、圧 縮 および暗 号 化 は、ステージング フェーズではサポート さ

れませんが、マイグレーション フェーズでは最 終 的 な デスティネー

ションに非 デデュプリケーション デバイスが指 定 されている場 合 の

みサポート されます。以 下 の表 に、指 定 したデバイス別 に利 用 可

能 な オプションを挙 げます。

注 ：A rcse rve Ba cku p の暗 号 化 および圧 縮 オプションの詳 細 ( 制
限 や考 慮 事 項 な ど ) については、「バックアップ マネージャの暗 号

化 /圧 縮 オプション」を参 照 してください。

ステー

ジング

の場

所

最 終

的 な

バック

アップ

先

利 用 可 能 な 圧 縮 /暗 号 化 オプション

非 デ

デュプリ

ケーショ

ン デバ

イス

非 デ

デュプリ

ケーショ

ン デバ

イス

すべてのオプションが利 用 可 能 です。

非 デ

デュプリ

ケーショ

ン デバ

イス

デデュプ

リケー

ション デ

バイス

［データの暗 号 化 ］オプションは使 用 できま

せん

［データの圧 縮 ］オプションは使 用 できません

デデュプ

リケー

ション デ

バイス

非 デ

デュプリ

ケーショ

ン デバ

イス

［データの暗 号 化 ］オプション：マイグレーショ

ン中 にバックアップ サーバで処 理

［データの圧 縮 ］オプション：バックアップ サー

バで処 理

注 ：圧 縮 は、暗 号 化 オプションの［マイグ

レーション中 にバックアップ サーバで処 理 ］と

一 緒 に指 定 する必 要 があります。

デデュプ

リケー

ション デ

バイス

デデュプ

リケー

ション デ

バイス

［データの暗 号 化 ］オプションは使 用 できま

せん［データの圧 縮 ］オプションは使 用 できま

せんこれ らのオプションは選 択 できますが、エ

ラー メ ッセージが表 示 されます。
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デデュプリケーション後 の圧 縮 結 果 の表 示

デデュプリケーションを使 用 したバックアップ ジ ョブの完 了 後 の圧

縮 率 は、アクティビティ ログで参 照 できます。圧 縮 は、比 率 または

パーセント で表 示 されます。この情 報 は A rcse rve Ba cku p データ

ベースにも 格 納 されるため、セッシ ョン レベル、ジョブ レベル、およ

びノード レベルのジョブ履 歴 で表 示 できます。

リスト ア マネージャで、セッシ ョン レベルの圧 縮 率 情 報 を表 示

できます。

バックアップ マネージャ、リスト ア マネージャ、デバイス マネー

ジャで、デバイス /テープ レベルの圧 縮 率 を表 示 できます。

レポート マネージャで、セッシ ョン詳 細 およびセッシ ョン レポート

のセッシ ョン圧 縮 率 を表 示 できます。Da sh b o a rd レポート で、

デバイス レベルまたはノード レベルの圧 縮 率 を表 示 できます。

圧 縮 率 は、格 納 される実 際 のデータ量 を、デデュプリケーション

後 に格 納 されたデータ量 で割 った結 果 で、比 率 またはパーセント

で表 されます。
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デデュプリケーション デバイスをバックアップす

る方 法

デデュプリケーション バックアップ ジ ョブで生 成 されるインデックス

ファイルとデータ ファイルは、デデュプリケーション データのリスト アに

不 可 欠 です。これらのファイルが破 損 すると、A rcse rve Ba cku p
は、デデュプリケーション データが完 全 であっても 、元 のデータ スト

リームを再 構 築 するために必 要 な データ チャンクを探 して再 構 築

できな くな ります。デデュプリケーション デバイス ファイルはバック

アップが可 能 ですが、最 初 に理 解 しておく必 要 のある重 要 な 注

意 事 項 があります。

デデュプリケーション デバイス ファイルは、ローカル バックアップ

ジ ョブでは通 常 はスキップされます ( デデュプリケーション デバイ

スと A rcse rve Ba cku p は同 じマシンにあります ) 。ただし、［グ

ローバル オプション］を開 き、［操 作 ］タブの［デデュプリケーショ

ン デバイス データ /U DP RPS データスト ア データをバックアップす

る］を有 効 にすることによって、強 制 的 にローカル バックアップ

ジ ョブに含 めることができます。

デデュプリケーション デバイス ファイルは、通 常 はリモート バック

アップ ジ ョブに含 まれます ( デデュプリケーション デバイスと

A rcse rve Ba cku p は異 な るマシンにあります ) 。また、データ デ

デュプリケーション ファイルは、同 じリモート コンピュータに置 くこ

とも 、異 な るリモート コンピュータに置 くことも できます。バック

アップでは、データの整 合 性 を維 持 するために複 数 のコン

ピュータ上 にあるデデュプリケーション デバイスからデータを収 集

しません。しかし、デデュプリケーション デバイスがバックアップさ

れているときにそのデデュプリケーション デバイスに対 する他 の

バックアップ ジ ョブが同 時 に実 行 されている場 合 は、データ ファ

イルとインデックス ファイルが同 期 されな い可 能 性 があります。

そのため、A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s のライセンスを

取 得 し、VSS をサポート するマシンでデデュプリケーション デバ

イスを使 用 する必 要 があります。詳 細 については、「デデュプリ

ケーション デバイス ファイルのバックアップ」を参 照 してください。

デデュプリケーション デバイス ファイルをバックアップするには、

A gen t fo r Op en File s のライセンスを適 用 する必 要 があります。

デデュプリケーション デバイスをリスト アする方 法 の詳 細 について

は、「デデュプリケーション デバイス ファイルのリスト ア」を参 照 してく

ださい。
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A rc se rve R e p lic a tio n でデデュプリケーション

デバイスをレプリケート する方 法

デデュプリケーション デバイスは多 数 のデータソ ースからのデータを

格 納 できるので、これらのデバイスの保 護 が特 に重 要 にな りま

す。A rcse rve Rep lica t io n を使 用 してデデュプリケーション デバイス

のデータをレプリケート することにより、A rcse rve Ba cku p 環 境 での

保 護 を一 層 強 化 できます。

A rcse rve Rep lica t io n によってデデュプリケーション デバイスをレプリ

ケート するには、マスタ サーバとレプリカ サーバの両 方 に A rcse rve
Rep lica t io n エンジンをインスト ールする必 要 があります。

レプリケート 対 象 のデデュプリケーション デバイスをホスト する

ローカル サーバは、マスタ サーバとして指 定 します。

W in d ow s Se rve r 2003 以 降 を実 行 しているサーバは、レプリカ

サーバとして指 定 します。

注 ：マスタ サーバとレプリカ サーバの両 方 に A rcse rve Rep lica t io n
エンジンをインスト ールした後 、保 護 するデデュプリケーション デバ

イスの A rcse rve Rep lica t io n シナリオを作 成 および設 定 する必 要

があります。デデュプリケーション デバイスで障 害 が発 生 した場 合

は、A rcse rve Rep lica t io n で生 成 された VSS スナップシ ョット を使

用 してデータをリスト アできます。

詳 細 情 報 ：

デデュプリケーション デバイス用 の A rcse rve Rep lica t io n シナリオの

作 成

A rcse rve Rep lica t io n デデュプリケーション デバイス シナリオに関 す

る環 境 設 定 の考 慮 事 項

A rcse rve Rep lica t io n VSS スナップシ ョット を使 用 するデデュプリケー

ション デバイスのリスト ア
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デデュプリケーション デバイス用 A rc se rve
R e p lic a tio n シナリオの作 成

以 下 の手 順 では A rcse rve Rep lica t io n シナリオの中 でも 、特 に

A rcse rve Rep lica t io n ファイル サーバ シナリオを使 用 して、デデュプ

リケーション デバイスをレプリケート する方 法 を示 します。

重 要 ：マスタ サーバは、レプリケート するデデュプリケーション デバ

イスのローカル ホスト です。

デデュプリケーション デバイス用 A rcse rve R e p lica tio n シナリオの作

成 方 法

1 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、［シナリオ］-［新 規 ］を選 択 す

るか、ツールバーの［新 規 シナリオ］ボタンをクリックして、シナリオ

作 成 ウィザード を起 動 します。

2 . ［ようこそ］の画 面 で［新 規 シナリオの作 成 ］を選 択 し、適 切 な グ

ループを指 定 して［次 へ］をクリックします。

3 . ［サーバおよび製 品 タイプの選 択 ］画 面 で、［ファイル サーバ］、

［レプリケーションおよびデータ リカバリ シナリオ ( DR ) ］、および［ア

シュアード リカバリ( A R ) のための整 合 性 テスト ( A R ) ］を指 定 しま

す。［アシュアード リカバリ( A R ) のための整 合 性 テスト ( A R ) ］オプ

ションは、回 復 に失 敗 したデデュプリケーション デバイス用 に VSS
スナップシ ョット を生 成 するために選 択 する必 要 があります。［次

へ］をクリックして続 行 します。

4 . ［マスタおよびレプリカ ホスト ］画 面 では、シナリオ名 を指 定 しま

す。例 ：DDD。マスタ サーバとレプリカ サーバのホスト 名 または IP
アド レスと、ポート 番 号 を入 力 します。［次 へ］をクリックして続 行

します。

5 . エンジンの検 証 が完 了 するまで待 ちます。必 要 に応 じて［インス

ト ール］をクリックして一 方 または両 方 のサーバでエンジンをアップ

グレード し、［次 へ］をクリックして続 行 します。

6 . ［マスタ ルート ディレクト リ］画 面 では、デデュプリケーション デバイ

スのデータ ファイル フォルダおよびインデックス ファイル フォルダを選

択 します。［次 へ］をクリックして続 行 します。
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7 . ［レプリカ ルート ディレクト リ］画 面 では、レプリカ サーバ上 のデー

タ ファイル フォルダを選 択 します。VSS スナップシ ョット のサイズを考

慮 し、同 じボリューム上 にレプリケート するデデュプリケーション デ

バイスのインデックスとデータ ファイルを配 置 することをお勧 めしま

す。［次 へ］をクリックして続 行 します。
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8 . ［シナリオのプロパティ］画 面 では、デフォルト の設 定 をそのまま受

け入 れ、［次 へ］をクリックして続 行 します。

9 . ［マスタとレプリカのプロパティ］画 面 では、デフォルト の設 定 をその

まま受 け入 れ、［次 へ］をクリックして続 行 します。

10 . シナリオの検 証 が完 了 するまで待 ちます。エラーや警 告 が表 示 さ

れた場 合 は、続 ける前 にそれらを解 決 します。［次 へ］をクリックし

て続 行 します。

11 . ［シナリオの実 行 ］画 面 では、［完 了 ］をクリックします。

シナリオを実 行 する前 に、デデュプリケーション デバイス用

A rcse rve Rep lica t io n シナリオの設 定 を完 了 しておく必 要 がありま

す。
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A rc se rve R e p lic a tio n デデュプリケーション デ

バイス シナリオに関 する環 境 設 定 の考 慮

事 項

A rcse rve Rep lica t io n を使 用 してデデュプリケーション デバイスをレ

プリケート するため、検 討 すべき 2 つの設 定 方 法 があります。

オンライン レプリケーション タイプ -- デデュプリケーション デバイ

スがレプリカ サーバにリアルタイムでレプリケート されます。これ

はデバイスのパフォーマンスに影 響 を与 える可 能 性 がありま

す。別 のハード ディスクでシナリオ スプールを設 定 することで対

処 することができます。

スケジュールされたレプリケーション タイプ -- スケジュールした時

間 にデデュプリケーション デバイスがレプリカ サーバにレプリケー

ト されます。ジョブが実 行 されていな い期 間 を指 定 すると、デ

バイスへの影 響 が最 小 化 されます。
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デデュプリケーション デバイス用 オンライン

A rc se rve R e p lic a tio n レプリケーション シナリ

オの設 定

A rcse rve Ba cku p では、デデュプリケーション デバイスに A rcse rve
Rep lica t io n レプリケーション シナリオを設 定 できます。

オンライン レプリケーション用 シナリオの設 定 方 法

1 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、デデュプリケーション デバイス

のレプリケート 用 に作 成 したシナリオを選 択 します。

a . このシナリオの［プロパティ］タブをクリックします。

b . ［レプリケーション］-［モード ］プロパティを［オンライン］に設 定 し

ます。

2 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、デデュプリケーション デバイス

をローカルで接 続 するマスタ サーバを選 択 します。

a . このサーバの［プロパティ］タブをクリックします。

b . ［スプール］-［スプール ディレクト リ］プロパティを、デデュプリ

ケーション デバイスとは別 のハード ディスクのフォルダに設 定 し

ます。これにより、パフォーマンスが向 上 します。

3 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、［レプリカ サーバ］を選 択 しま

す。

a . このサーバの［プロパティ］タブをクリックします。

b . ［スケジュール タスク］-［アシュアード リカバリを使 用 したレプリ

カ整 合 性 テスト ］-［テスト 成 功 時 のアクション］-［シャド ウ コ

ピーの作 成 ( VSS) ］プロパティをオンに設 定 します。

c. 必 要 に応 じて子 プロパティを設 定 します。

保 存 されるスナップシ ョット 数 -- 例 として「 10」が設 定 さ

れています。必 要 に応 じてこの値 を増 減 します。

シャド ウ スト レージ ボリューム -- デフォルト

ボリュームごとの最 大 スト レージ サイズ -- 無 制 限

d . スケジュール タスク］-［アシュアード リカバリを使 用 したレプリ

カ整 合 性 テスト ］-［スケジューラ］プロパティを設 定 します。

4 . 変 更 を保 存 します。
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デデュプリケーション デバイスのレプリケーション シナリオを実 行 し

ます。
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デデュプリケーション デバイス用 のスケジ ュー

ルされた A rc se rve R e p lic a tio n レプリケーショ

ンのシナリオの設 定

デデュプリケーション デバイス レプリケーション シナリオ用 にスケ

ジュールされたレプリケーションを使 用 する場 合 、デバイスの障 害

発 生 時 にデータをリスト アするには VSS スナップシ ョット を手 動 で

生 成 する必 要 があります。

スケジュールされたレプリケーションのシナリオを設 定 する方 法

1 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、デデュプリケーション デバイス

のレプリケート 用 に作 成 したシナリオを選 択 します。

a . このシナリオの［プロパティ］タブをクリックします。

b . ［レプリケーション］-［モード ］プロパティを［スケジュール］に設

定 します。

c. レプリケーションのスケジュール時 間 を毎 日 0 : 00 に設 定 しま

す。

2 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、［レプリカ サーバ］を選 択 しま

す。

a . このサーバの［プロパティ］タブをクリックします。

b . ［スケジュール タスク］-［アシュアード リカバリを使 用 したレプリ

カ整 合 性 テスト ］-［テスト 成 功 時 のアクション］-［シャド ウ コ

ピーの作 成 ( VSS) ］プロパティをオンに設 定 します。

3 . 変 更 を保 存 します。

4 . デデュプリケーション デバイスのレプリケーション シナリオを実 行 し

ます。

5 . VSS スナップシ ョット を手 動 で生 成 します。

a . 作 成 したデデュプリケーション デバイス レプリケーション シナリ

オ用 のレプリカ サーバを選 択 します。

b . A rcse rve Rep lica t io n マネージャのツールバーで、［レプリカの

整 合 性 テスト ］ボタンをクリックします。

c. ［アシュアード リカバリを使 用 したレプリカ整 合 性 テスト ］ダイ

アログ ボックスが開 いたら、［OK］をクリックして開 始 します。
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デデュプリケーシ ョンを使 用 したデータ バックアップ

グローバル デデュプリケーションを使 用 した

データのバックアップ

グローバル デデュプリケーションは、同 じデデュプリケーション デバイ

スにパックアップされる異 な るマシン間 で、C :\ ド ライブのバックアッ

プ セッシ ョン内 の重 複 を見 つけます。一 般 に、マシンの C :\ ド ライ

ブはオペレーティング システム ファイルを保 持 しているため、多 くの

重 複 が存 在 します。システム ボリュームに加 えて、グローバル デ

デュプリケーションでは Ora cle RM AN セッシ ョンも 処 理 されます。

グローバル デデュプリケーションは、6 時 間 ごとに実 行 されますが、

バックアップ ジ ョブとパージ ジョブがアクティブな ときには実 行 でき

ず、両 方 のジョブが同 じセッシ ョン ファイルにアクセスする場 合 には

中 断 されます。

グローバル デデュプリケーションを実 行 するには、通 常 どおりにバッ

クアップ ジ ョブを設 定 し、［デデュプリケーション デバイス グループの

環 境 設 定 ］の［グローバル デデュプリケーションを有 効 にする］オプ

ションをオンにしていることと、バックアップ ソ ースとして指 定 された

別 のマシンの C :\ ド ライブを選 択 していることを確 認 します。

グローバル デデュプリケーションを使 用 してデータをバックアップす

る方 法

1 . ［デデュプリケーション デバイス グループの環 境 設 定 ］から、［グ

ローバル デデュプリケーションを有 効 にする］オプションが設 定 され

ていることを確 認 します ( デフォルト 設 定 では有 効 にな っていま

す ) 。

2 . バックアップ マネージャから、通 常 どおりにバックアップ ジ ョブを設

定 します。

3 . ［ソ ース］タブで、別 のマシンの W in d ow s C :\ ボリューム ディレクト リ

を選 択 します。

4 . ( オプション ) ステージングを使 用 する場 合 は、［ステージングの場

所 ］タブをクリックし、デデュプリケーション デバイス グループを選 択

します。

5 . ［デスティネーション］タブで、デデュプリケーション デバイス グループ

を選 択 します。

6 . 通 常 どおりにジョブ設 定 の選 択 を完 了 します。

7 . ジョブを実 行 します。
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デデュプリケーション データの回 復

デデュプリケーションが実 行 されたデータのリスト アは、通 常 のリス

ト ア ジ ョブと同 じ手 順 で行 います。D isa ste r R eco ve ry はデデュプリ

ケーションをサポート しており、通 常 の惨 事 復 旧 と同 じ手 順 で行

います。

A rcse rve Ba cku p ユーティリティも デデュプリケーション デバイスをサ

ポート しています。

注 ：パージ ユーティリティに割 り当 てられる優 先 度 は、バックアッ

プ、リスト ア、マージ、およびスキャンよりも 低 くな ります。アクティブ

な バックアップ、リスト ア、マージ、またはスキャン ジ ョブが同 じデ

デュプリケーション デバイスで動 作 している場 合 、パージはスキップ

されます。パージ セッシ ョンがすでに進 行 中 のデデュプリケーション

デバイスの場 合 、バックアップ、リスト ア、マージ、およびスキャン

ジ ョブが優 先 され、パージ セッシ ョンは停 止 されます。
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デデュプリケーション データのリスト ア

デデュプリケーション デバイスに保 存 されたデータのリスト ア処 理

は、通 常 の FSD の場 合 と同 じです。ステージング ジョブの一 環 と

してデータをテープへマイグレート している場 合 でも 、リスト アは

ディスクから実 行 する必 要 があります。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

デデュプリケーション デバイスでのセッシ ョン単 位 のリスト ア

デデュプリケーション デバイス ファイルのリスト ア

A rcse rve Rep lica t io n VSS スナップシ ョット を使 用 するデデュプ

リケーション デバイスのリスト ア
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デデュプリケーション デバイスでのセッシ ョン

単 位 のリスト ア

デデュプリケーション デバイスに多 数 のセッシ ョンが含 まれている場

合 は、「過 去 n 日 間 」のオプションを使 用 して結 果 をフィルタでき

ます。デバイスを展 開 すると、プログレス バーが表 示 されます。プ

ログレス バーをキャンセルするとシ ョート カット メニューが表 示 さ

れ、展 開 されたデバイスからリスト アするターゲット セッシ ョンを選

択 できます。ショート カット メニューの［さらに表 示 ］オプションを使

用 して、残 りのセッシ ョンを展 開 することも できます。
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デデュプリケーション デバイス ファイルのリス

ト ア

デデュプリケーション デバイスのデータ ファイルとインデックス ファイ

ルも 明 示 的 にバックアップしている場 合 は、デデュプリケーションを

実 行 したデータをリスト アできます。デデュプリケーション デバイス

ファイルをリスト アするには、以 下 の手 順 を実 行 します。

バックアップしたインデックス ファイルが格 納 されているノード に

移 動 します

正 しいセッシ ョンを選 択 します

リスト アするインデックス ファイルまたはデータ ファイルを選 択 し

ます

別 の場 所 にリスト アする

競 合 を避 けるために、元 のデデュプリケーション デバイスを削

除 します

リスト アされたインデックス フォルダとデータ フォルダを使 用 する

新 しいデデュプリケーション デバイスを作 成 します

テープ エンジンを停 止 してから再 開 し、バックアップを開 始 した

ときに実 行 されていたすべての操 作 を無 効 にします

レコード が物 理 デバイスに一 致 するように、新 しいデデュプリ

ケーション デバイスをマージします

注 ：バックアップ デデュプリケーション デバイスにアクティブな セッ

シ ョンが存 在 すると、マージ処 理 は完 了 しな いか、失 敗 します。
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A rc se rve R e p lic a tio n /V SS スナップシ ョット を

使 用 するデデュプリケーション デバイスのリス

ト ア

レプリケート したデデュプリケーション デバイスで障 害 が発 生 した

場 合 は、VSS スナップシ ョット を使 用 して、デバイスに保 存 したデー

タを回 復 できます。

障 害 が発 生 したデデュプリケーション デバイスの回 復 方 法

1 . A rcse rve Rep lica t io n マネージャで、レプリケーション シナリオを停

止 します。

2 . VSS スナップシ ョット を公 開 します。

a . ［スナップシ ョット ビュー］をクリックし、リスト アに使 用 するス

ナップシ ョット を選 択 します。

b . ［ド ライブ文 字 として公 開 ］を選 択 し、リスト ア プロセスを開

始 します。

3 . レプリカ サーバにログオンし、公 開 したド ライブを開 き、公 開 したイ

ンデックスおよびデータ ファイルを別 の場 所 にコピーします。
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デデュプリケーシ ョン データの回 復

4 . A rcse rve Ba cku p デバイス マネージャから、障 害 が発 生 したデデュ

プリケーション デバイスを削 除 します。テープ名 、ランダム ID、およ

びシーケンス番 号 が同 一 の 2 つのデバイスによる競 合 を避 けるた

め、このデバイスは削 除 する必 要 があります。

5 . A rcse rve Ba cku p デバイス マネージャで、コピーしたインデックスお

よびデータ ファイルのパスを使 用 して、新 しいデデュプリケーション

デバイスを作 成 します。詳 細 については、「デデュプリケーション デ

バイスの作 成 」を参 照 してください。

6 . テープ エンジンを停 止 してから再 開 し、バックアップを開 始 したとき

に実 行 されていた操 作 を無 効 にします。

7 . DB テープ レコード が更 新 され、物 理 デデュプリケーション テープに

一 致 するように、新 しいデデュプリケーション デバイスをマージしま

す。これを実 行 するには、［データベース］メニューの［データベー

ス］オプションで、［セッシ ョン ヘッダのみマージする］オプションを使

用 します。バックアップ デデュプリケーション デバイスにアクティブな

セッシ ョンが存 在 すると、マージ処 理 は完 了 しな いか、失 敗 しま

す。

新 しいデデュプリケーション パスをレプリケート するために、新 しい

A rcse rve Rep lica t io n シナリオの作 成 が必 要 な 場 合 があります。
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デデュプリケーシ ョン データの回 復

既 存 のシナリオを使 用 するために、スナップシ ョット を前 のデデュプ

リケーション パスに戻 すことができます。ただし、まず、そこに保 存

してあるすべてのファイルを削 除 する必 要 があります。
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デデュプリケーシ ョン データの回 復

デデュプリケーションを使 用 したジ ョブのス

キャン

デデュプリケーションを使 用 したスキャン ジ ョブの実 行 プロセスは、

通 常 のスキャン ジ ョブと同 じです。必 要 に応 じて、［メディア検 証 ］

ボタンをクリックして［メディア検 証 オプション］にアクセスし、［メディ

ア検 証 を有 効 にする］オプションをクリックして選 択 します。

メディア検 証 は、すべてのメディアの種 類 で機 能 しますが、数 百 の

セッシ ョンが格 納 されているデデュプリケーション デバイスでは、基

準 を満 たすセッシ ョンをランダムにサンプリングして、データが回 復

可 能 であることを確 認 します。

フィルタの設 定 オプションと同 様 に、すべてのデータ ( デフォルト ) を
スキャンすることも セッシ ョン ヘッダのみをスキャンすることも できま

す。1 つのノード を指 定 することも 、複 数 のノード を指 定 することも

できます。複 数 のノード を指 定 する場 合 は、所 定 のフィールド で

カンマを使 用 して名 前 を区 切 ります。デデュプリケーションのメディ

ア検 証 スキャン ジ ョブでは、* グループを指 定 することはできませ

んが、特 定 のグループの * テープを指 定 したり、特 定 のテープを

選 択 したりすることはできます。このジョブは、選 択 基 準 を満 たす

セッシ ョンをスキャンし、削 除 されるまで定 期 的 に繰 り返 します。

注 ：メディア検 証 は、1 つのグループのみのスキャンをサポート して

おり、同 じメディアを対 象 とする他 のジョブによって中 断 されます。

中 断 されると、「 E3708 グループ <グループ名 > を <分 > 分 内 に予

約 できません。」というエラー メッセージが表 示 されます。

詳 細 情 報 ：

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ
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デデュプリケーションを使 用 したジ ョブのマー

ジ

デデュプリケーションを使 用 したマージ ジョブの実 行 プロセスは、通

常 のマージ ジョブと同 じです。詳 細 については、「マージ ユーティリ

ティ」を参 照 してください。
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デデュプリケーション デバイスでの G F S ロー

テーション ジ ョブ

デデュプリケーション デバイスはメディア プールに割 り当 てることが

できな いため、これらのデバイス上 で G FS またはローテーション ス

キーマを設 定 するときは以 下 を検 討 します。

G FS またはローテーション ジ ョブで、ステージング処 理 のデスティ

ネーション デバイスとしてデデュプリケーション デバイスを選 択 し

た場 合 、メディア プール名 を指 定 できません。メディア プール

を使 用 しな ければ、G FS またはローテーション スキーマをサブ

ミット できます。

G FS またはローテーション ジ ョブで、ステージング処 理 以 外 のデ

スティネーション デバイスとしてデデュプリケーション デバイスを

選 択 した場 合 、メディア プールは使 用 されず、メディアが上 書

きされることも ありません。デデュプリケーション デバイス グルー

プに、フォーマット されたメディアが存 在 する場 合 、データはその

メディアに書 き込 まれます。フォーマット されたメディアが存 在 し

な い場 合 は、空 のメディアが現 在 の日 時 でフォーマット されま

す。

G FS またはローテーション ジ ョブで、ステージング処 理 のデスティ

ネーション デバイスとしてデデュプリケーション デバイスを選 択 し

た場 合 、ステージング フェーズの動 作 は変 更 されませんが、マ

イグレーション フェーズでメディア プールは使 用 されず、メディア

が上 書 きされることも な くな ります。デデュプリケーション デバイ

ス グループに、フォーマット されたメディアが存 在 する場 合 、

データはそのメディアに追 加 されます。フォーマット されたメディ

アが存 在 しな い場 合 は、空 のメディアが現 在 の日 時 でフォー

マット されます。

G FS ローテーションまたは通 常 のローテーションで、［メディアへ

追 加 ］を選 択 しても しな くても 、デデュプリケーション デバイスに

保 存 されたバックアップ ジ ョブは同 様 に動 作 します。

注 ：G FS ローテーションの詳 細 については、「ローテーション スキー

マ」を参 照 してください。
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デデュプリケーション デバイスのパージ

デデュプリケーション デバイスのパージは、ステージング FSD のパー

ジとは異 な ります。ステージング FSD をパージする場 合 、A rcse rve
Ba cku p によってセッシ ョン ファイルがただちに削 除 されます。一

方 、デデュプリケーション セッシ ョンのパージでは、セッシ ョン ハッ

シュ ファイルの名 前 が A rcse rve Ba cku p によって .h a sh _To Pu rge に

変 更 され、参 照 カウンタが更 新 されます。つまり、パージされた「し

るし 」がセッシ ョンに付 けられるだけで、実 際 には削 除 されません。

これは、オリジナル データを参 照 するセッシ ョンがほかにあるかも し

れな いためです。

インデックス ファイルに保 存 された参 照 カウンタが減 らされます。参

照 カウンタが 0 にな ると、元 のデータを参 照 するハッシュは存 在 し

な くな り、データ チャンクが「穴 」とみな されるようにな ります。

A rcse rve Ba cku p が 25% を超 える穴 を持 つデータ ファイルを検 出

すると、そのディスク領 域 は 6 時 間 ごとに実 行 されるパージ スレッ

ド によって再 利 用 されます。
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ディスクの断 片 化

ディスクの断 片 化 を抑 えるために、セッシ ョンの初 めてのバックアッ

プでは必 ず、セッシ ョンが終 わるまで、ディスク容 量 の割 り当 てが 1
G B 単 位 で行 われます。4 つのスト リームを書 き込 み中 の場 合 、

各 スト リームはディスク領 域 上 の事 前 に割 り当 てられたチャンクを

使 用 します。

デデュプリケーション プロセスの完 了 後 、データ ファイルが実 際 の

圧 縮 済 みセッシ ョン サイズを占 めるように、最 後 の 1 G B のデータ

チャンクが切 り捨 てられます。この方 法 により、ディスクが 1G B 単

位 で断 片 化 されます。

この処 理 が実 施 されるのは、バックアップ先 がデデュプリケーション

デバイスであり、かつ、単 一 のデバイス上 の単 一 のルート ディレク

ト リを初 めてバックアップする場 合 のみです。

2 回 目 のバックアップやその後 のジョブでは、ディスクに物 理 的 に

書 き込 まれるデータの量 は小 さくな ることが予 想 されます。
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デデュプリケーション バックアップ セッシ ョンの

削 除

A rcse rve Ba cku p は、ユーザがバックアップ ジ ョブのサブミット 時 に

指 定 したパージ ポリシー ( 保 存 期 間 ) に基 づいて、デデュプリケー

ション バックアップ セッシ ョンをデデュプリケーション デバイスから削

除 します。ただし、指 定 した保 存 期 間 内 に、デデュプリケーション

バックアップ セッシ ョンが古 くな るか不 要 にな る場 合 も あり得 ます。

A rcse rve Ba cku p データベースから古 くな った、または不 要 な セッ

シ ョン情 報 を削 除 してディスク容 量 を解 放 できるように、A rcse rve
Ba cku p では、デデュプリケーション バックアップ セッシ ョンを削 除 で

きます。

デデュプリケーション バックアップ セッシ ョンを削 除 する場 合 、

A rcse rve Ba cku p は以 下 のように動 作 します。

削 除 されたセッシ ョンが他 のデデュプリケーション バックアップ

セッシ ョンから参 照 されている場 合 、セッシ ョンに関 する情 報 は

A rcse rve Ba cku p データベースからただちに削 除 されます。しか

し、削 除 されたセッシ ョンが他 のデデュプリケーション バックアッ

プ セッシ ョンによって参 照 されな くな るまで、A rcse rve Ba cku p は

ディスク容 量 を再 利 用 できません。

削 除 されたセッシ ョンが他 のデデュプリケーション バックアップ

セッシ ョンから参 照 されていな い場 合 は、セッシ ョンに関 する情

報 は A rcse rve データベースから削 除 され、ディスク容 量 が即

座 に解 放 されます。

重 要 ：デデュプリケーション バックアップ セッシ ョンの削 除 は、不 可

逆 的 な プロセスです。削 除 したデデュプリケーション バックアップ

セッシ ョンは回 復 できません。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p ホーム画 面 の［クイックスタート ］メニューから［リス

ト ア］をクリックします。

2 . リスト ア マネージャの［ソ ース］タブをクリックします。

ド ロップ ダウン メニューから［セッシ ョン単 位 ］を選 択 します。

セッシ ョン ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

3 . セッシ ョンを展 開 して、バックアップ セッシ ョンが保 存 されているデ

バイスを表 示 します。
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4 . 削 除 するセッシ ョンが保 存 されているデデュプリケーション デバイス

を参 照 します。

デデュプリケーション デバイスを展 開 して、そのデバイスに保 存 され

たデデュプリケーション バックアップ セッシ ョンを表 示 します。

5 . 削 除 するセッシ ョンを選 択 します。

削 除 するセッシ ョンを右 クリックし、コンテキスト メニューから［選 択

したセッシ ョンの削 除 ］を選 択 します。

メ ッセージが表 示 されたら、［はい］をクリックし、選 択 したセッシ ョン

を削 除 します。

セッシ ョンが削 除 されます。
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デデュプリケーション レポート

A rcse rve Ba cku p レポート は、デデュプリケーションの統 計 を含 むよ

うに変 更 されました。詳 細 については、「レポート カテゴリ」を参 照

してください。
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第 1 3章 : 物 理 ディスク /ボリュームの ra w バッ

クアップおよびリスト ア

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

raw バックアップおよびリスト アの概 要 1224

raw バックアップの動 作 1226

raw バックアップおよびリスト アの有 効 化 1231

物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップ 1232

raw バックアップのリスト ア 1235
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raw バックアップおよびリスト アの概 要

ra w バックアップおよびリスト アの概 要

A rcse rve Ba cku p では、ファイル システムの有 無 にかかわらず、物

理 ディスクおよび物 理 ボリュームをバックアップおよびリスト アできま

す。たとえば、この機 能 を使 用 して以 下 をバックアップできます。

Ora cle データベース スナップシ ョット

W in d ow s 以 外 のファイル システムのパーティシ ョン

名 前 のな いパーティシ ョンまたはボリューム ( ド ライブ文 字 のな い

ボリューム )

クライアント システムにディスクとしてマウント された任 意 のス

ナップシ ョット
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raw バックアップおよびリスト アの概 要

物 理 ディスクおよびボリュームの ra w バック

アップのライセンス要 件

物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップ機 能 を使 用 するには、

以 下 のライセンスが必 要 です。

A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t のライセンス ( この機 能 を使 用 す

る各 サーバで必 要 )

A rcse rve Ba cku p En te rp rise M od u le のライセンス ( クライアント

エージェント をバックアップする各 サーバで必 要 )

例 ：物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップのライセンス要 件

サーバ A、B、および C で物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアッ

プ機 能 を使 用 する場 合 、3 つのサーバすべてに A rcse rve Ba cku p
C lien t A gen t のライセンスをインスト ールする必 要 があります。さら

に、これら 3 つのサーバをバックアップするバックアップ サーバで、

En te rp rise M od u le のライセンスを 1 つ登 録 する必 要 があります。
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ra w バックアップの動 作

A rcse rve Ba cku p は、物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップを

実 行 するために、デバイスへの排 他 的 アクセスを取 得 します。こ

れにより、A rcse rve Ba cku p は一 貫 したバックアップ イメージを取

得 できます。A rcse rve Ba cku p は、データをブロック単 位 でシーケン

シャルに読 み取 り、次 に、ステージング デバイスまたは A rcse rve
Ba cku p サーバにイメージをコピーします。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

サポート されている機 能

raw バックアップおよびリスト ア処 理 の実 行 に対 する制 限 事

項

物 理 ディスクおよびボリュームの命 名 規 則
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サポート されている機 能

raw バックアップおよびリスト アでは、以 下 の A rcse rve Ba cku p 機

能 を使 用 できます。

バックアップの推 定

圧 縮

暗 号 化
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ra w バックアップおよびリスト ア処 理 の実 行

に対 する制 限 事 項

物 理 ディスクおよび物 理 ボリュームの raw バックアップを実 行 する

際 は、以 下 の制 限 事 項 を考 慮 してください。

A rcse rve Ba cku p は、増 分 および差 分 の raw バックアップをサ

ポート していません。そのような バックアップ ジ ョブをサブミット し

ようとすると、A rcse rve Ba cku p によって自 動 的 にフル バックアッ

プ ジ ョブに変 更 されます。

A rcse rve Ba cku p は、VSS ( Vo lum e Sh ad ow Cop y Se rv ice、ボ

リューム シャド ウ コピー サービス ) スナップシ ョット テクノロジを

使 用 したバックアップは実 行 しません。

A rcse rve Ba cku p では、物 理 ディスクまたは物 理 ボリュームによ

るクラスタのバックアップおよびリスト アはサポート されていませ

ん。そのため、これらのデバイスは、バックアップ マネージャの

［ソ ース］タブ内 のクラスタ仮 想 ノード の下 に表 示 されません。

A rcse rve Ba cku p では、物 理 ディスクまたは物 理 ボリュームによ

るリムーバブル メディアのバックアップおよびリスト アはサポート さ

れていません。そのため、これらのデバイスは、バックアップ マ

ネージャの［ソ ース］タブに表 示 されません。

A rcse rve Ba cku p がデバイスに排 他 的 にアクセスできな い場

合 、バックアップ ジ ョブが失 敗 する場 合 があります。

W in d ow s 2003、W in d ow s 2008、W in d ow s V is ta 環 境 で raw
バックアップを実 行 する場 合 、物 理 ボリュームが開 かれたまま

であると、バックアップ ジ ョブは失 敗 します。

ダイナミック物 理 ディスクを別 の物 理 ディスクにリスト アする場

合 、A rcse rve Ba cku p はデスティネーションの物 理 ディスクにパー

ティシ ョン情 報 をコピーしません。従 って、ソ ースの物 理 ディスク

のボリュームおよびパーティシ ョンは、リスト ア後 、デスティネー

ションの物 理 ディスクに反 映 されません。つまり、ダイナミック

ディスクは、元 の場 所 にしかリスト アできません。また、複 数 の

ダイナミック ディスクがある場 合 は、ボリュームのパーティシ ョン

分 割 を元 の状 態 に戻 すために、これらすべてのダイナミック ディ

スクを元 の場 所 にリスト アする必 要 があります。

ダイナミック ディスクを元 の場 所 にリスト アする理 由 は以 下 のと

おりです。
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ボリューム情 報 はダイナミック ディスク データベースに保 存 され

ているため、ダイナミック ディスクのパーティシ ョン テーブルには、

ディスク上 の各 ボリュームのエント リが含 まれません。システム

の各 ダイナミック ディスクには、このダイナミック ディスク データ

ベースのレプリカが含 まれます。データベースの場 所 は、ディス

クのパーティシ ョン スタイルによって決 定 されます。

マスタ ブート レコード ( M BR ) ディスク上 では、このデータ

ベースはディスクの最 後 の 1 メガバイト ( M B ) に含 まれてい

ます。

G PT ( G lo b a lly U n iq u e Id en t ifie r Pa rt it io n Tab le ) ディスク

では、このデータベースは、LDM ( 論 理 ディスク マネージャ )
メタデータ パーティシ ョンと呼 ばれる、1M B の予 約 済 み

( 非 表 示 ) パーティシ ョンに含 まれています。

従 って、リスト ア中 にこのデータベースがディスクに書 き込 まれ

な い場 合 、パーティシ ョン情 報 はリスト アできません。複 数 のダ

イナミック ディスクがあるシステムについては、各 ディスクにデー

タベースのコピーが含 まれているため、すべてのディスクを元 の

場 所 にリスト アする必 要 があります。また、元 のパーティシ ョン

情 報 をリスト アするには、データベースのコピーが同 一 である必

要 があります。

システム /ブート ボリュームに相 当 する物 理 ボリュームと、これら

の物 理 ボリュームが存 在 するディスクは、バックアップ マネー

ジャの［ソ ース］タブには表 示 されません。

［フィルタ］オプションは、物 理 ディスクとボリュームの raw バック

アップおよびリスト アには利 用 できません。
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物 理 ディスクおよびボリュームの命 名 規 則

raw バックアップおよびリスト アを有 効 にすると、バックアップ マネー

ジャの［ソ ース］タブに、エージェント に接 続 されている物 理 ディスク

およびボリュームが表 示 されます。以 下 の図 に、物 理 ボリュームを

表 示 している［ソ ース］タブのセクシ ョンを示 します。

P h ysica lD isk _ <ディスク ID >：

物 理 ディスクを示 します。<ディスク ID> は、ディスクの識 別 タグ

です。A rcse rve Ba cku p および W in d ow s ディスク管 理 では、同

じ方 法 で <ディスク ID> を表 示 します。

物 理 ボリューム_ <ディスク ID > _ <ボリューム ID >

物 理 ボリュームを示 します。<ボリューム ID> はド ライブ文 字 ま

たは GU ID です。GU ID は、ボリュームに名 前 が付 いていな い

( ド ライブ文 字 が関 連 付 けられていな い ) 場 合 にのみ表 示 され

る 16 進 数 です。たとえば「物 理 ボリューム_ディスク 2_E」は、

ディスク 2 上 のボリューム E を表 します。
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ra w バックアップおよびリスト アの有 効 化

物 理 ディスクおよびボリュームの raw バックアップおよびリスト アを

実 行 する機 能 は、デフォルト では無 効 にな っています。各 エージェ

ント のオプションを有 効 にする必 要 があります。

物 理 ディスク /ボリュームの ra w バックアップおよびリスト アを有 効

にする方 法

1 . W in d ow s で ［スタート ］-［プログラム］-［A rcse rve Ba cku p］-
［A rcse rve ］-［Ba cku p A gen t 管 理 ］を選 択 します。

［A rcse rve Ba cku p A gen t 管 理 ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ［オプション］-［環 境 設 定 ］をクリックします。

［環 境 設 定 ］ウィンド ウが表 示 されます。

3 . ［物 理 ディスク /ボリュームのバックアップおよびリスト アを有 効 にす

る］をクリックします。

4 . ［OK］をクリックします。

raw バックアップおよびリスト アの機 能 がエージェント で有 効 化 され

ます。
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物 理 ディスク /ボリュームの ra w バックアップ

以 下 のいずれかの方 法 で、物 理 ディスク /ボリュームの raw バック

アップを実 行 できます。

通 常 のバックアップ -- 通 常 のデバイス グループをバックアップ先

として指 定 します。

デデュプリケーション バックアップ -- デデュプリケーション デバイス

グループをバックアップ先 として指 定 します。

ステージング バックアップ -- 通 常 のデバイス グループまたはデ

デュプリケーション デバイス グループを、ステージング場 所 また

は最 終 デスティネーション メディア、またはその両 方 として指 定

します。

注 ：デデュプリケーション バックアップでは、ステージング場 所 およ

び最 終 デスティネーション メディアとして、同 じデデュプリケーション

デバイス グループを指 定 しな いでください。

物 理 ディスク /ボリュームの ra w バックアップを実 行 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーで、［クイック スタート ］-［バックアップ］をクリック

します。

バックアップ マネージャが開 きます。

3 . バックアップのタイプを指 定 します。

4 . ( オプション ) ［ステージングを有 効 にする］チェック ボックスを選 択 し

ます。

5 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップする物 理 ディスク /ボリューム

を指 定 します。

6 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブのスケジュール

を定 義 します。

7 . ( オプション ) ［ステージングの場 所 ］タブ］をクリックし、ステージング

デバイス グループを指 定 します。

注 ：［ステージングの場 所 ］タブが表 示 されるのは、［スタート ］タ

ブの［ステージングを有 効 にする］チェック ボックスをオンにした場 合

だけです。

8 . ( オプション ) ［ポリシー］タブをクリックし、ジョブのテープ ステージン

グ ポリシーとコピー ポリシーを指 定 します。
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注 ：［ポリシー］タブが表 示 されるのは、［スタート ］タブの［ステー

ジングを有 効 にする］チェック ボックスをオンにした場 合 だけです。

9 . ［デスティネーション］タブをクリックし、バックアップ データを保 存 す

るデバイス グループを選 択 します。

10 . ［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

注 ：A rcse rve Ba cku p では、バックアップ ジ ョブを実 行 するサーバ

上 に En te rp rise M od u le の有 効 な ライセンスがあるかどうかが確

認 されます。A rcse rve Ba cku p によって必 要 な ライセンスが検 出 さ

れた場 合 、バックアップ ジ ョブはサブミット されます。A rcse rve
Ba cku p によって必 要 な ライセンスが検 出 されな かった場 合 、バッ

クアップ ジ ョブはサブミット されません。
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ノード 全 体 のバックアップ

ノード 全 体 をバックアップする場 合 、A rcse rve Ba cku p は W in d ow s
ファイル システム ボリュームに対 応 する物 理 ボリュームの raw バッ

クアップを実 行 しません。これらのボリュームは、C lien t A gen t fo r
W in d ow s が従 来 の方 法 でバックアップします。さらに、A rcse rve
Ba cku p は重 複 データのバックアップを避 けるため、ファイル システ

ム ボリュームの任 意 の一 部 をホスト している物 理 ディスク上 では

バックアップを実 行 しません。
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raw バックアップのリスト ア

ra w バックアップのリスト ア

物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップ データは、以 下 の方 法

でリスト アできます。

バックアップ データをバイナリ ファイルとして別 の場 所 にリスト ア

する。

バックアップ データを元 の場 所 にリスト アする。

バックアップ データを別 の物 理 ディスク /ボリュームにリスト アす

る。
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raw バックアップのリスト ア

別 の場 所 にファイルとしてリスト ア

A rcse rve Ba cku p では、物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップ

データをバイナリ ファイルとして別 の場 所 にリスト アできます。すべ

てのファイルの上 書 き、ファイル名 の変 更 、既 存 ファイルのスキッ

プ、新 しいファイルのみ上 書 き、な どのオプションを選 択 できます。

ra w バックアップ データをバイナリ ファイルとして別 の場 所 にリスト

アする方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーで、［クイック スタート ］-［リスト ア］をクリックしま

す。

リスト ア マネージャが開 きます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

4 . ソ ースの物 理 ディスク /ボリュームを参 照 し、選 択 します。

5 . ［デスティネーション］タブをクリックし、物 理 ディスク /ボリューム上 の

フォルダを選 択 します。

注 ：リスト ア先 は、［ソ ース］タブで指 定 したソ ース ディレクト リとは

別 の場 所 に指 定 する必 要 があります。

6 . ［スケジュール］タブをクリックして、リスト ア ジ ョブのスケジュールを

定 義 します。

7 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

リスト ア ジ ョブがサブミット され、A rcse rve Ba cku p は raw バックアッ

プ データをバイナリ ファイルとして別 の場 所 へリスト アします。
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raw バックアップのリスト ア

元 の場 所 へリスト ア

A rcse rve Ba cku p では、物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップ

データを、バックアップ元 の場 所 にリスト アできます。

ra w バックアップ データの元 の場 所 へのリスト ア方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーで、［クイック スタート ］-［リスト ア］をクリックしま

す。

リスト ア マネージャが開 きます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

4 . ソ ースの物 理 ディスク /ボリュームを参 照 し、選 択 します。

5 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］オプションがオンにな っていることを

確 認 します。

6 . ［スケジュール］タブをクリックして、リスト ア ジ ョブのスケジュールを

定 義 します。

7 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

リスト ア ジ ョブがサブミット され、A rcse rve Ba cku p は raw バックアッ

プ データを元 の場 所 へリスト アします。
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raw バックアップのリスト ア

別 の物 理 ディスク /ボリュームへのリスト ア

物 理 ディスク /ボリュームの raw バックアップ データを、別 の物 理

ディスク /ボリュームにリスト アできます。物 理 ディスクの raw バック

アップは、別 の物 理 ディスクにリスト アできますが、物 理 ボリューム

にはリスト アできません。同 様 に、物 理 ボリュームの raw バックアッ

プは、別 の物 理 ボリュームにリスト アできますが、物 理 ディスクには

リスト アできません。

ra w バックアップ データを別 の物 理 ディスク /ボリュームにリスト アす

る方 法

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ナビゲーション バーで、［クイック スタート ］-［リスト ア］をクリックしま

す。

リスト ア マネージャが開 きます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、ソ ースの物 理 ディスク /ボリュームを選 択

します。

4 . ［デスティネーション］タブをクリックし、ソ ースとして選 択 したも のと

は異 な る物 理 ディスク /ボリュームを選 択 します。

5 . ［スケジュール］タブをクリックし、リスト ア プロセスの開 始 時 刻 を指

定 します。

6 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

リスト アが開 始 されるか、またはスケジュールした時 刻 に実 行 する

ために保 存 されます。

注 ：ターゲット デバイスに書 き込 む前 に、A rcse rve Ba cku p は、

ターゲット デバイスのサイズと、リスト アに選 択 した、バックアップ

セッシ ョンのデバイスのサイズとを比 較 します。ターゲット デバイス

のサイズのほうが小 さい場 合 、A rcse rve Ba cku p によるリスト ア ジ ョ

ブは失 敗 します。
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第 1 4章 : D 2 D /U D P データのバックアップと回

復

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

D2D /UDP バックアップ オプションの指 定 1240

A rcserve B ackup による暗 号 化 済 み D2D /UDP バックアップ セッ
ションの処 理 方 法 1241

D2D /UDP ノード のバックアップ ジ ョブのサブミット 1242

プロキシ サーバを介 し た UDP ノード のバックアップ ジ ョブのサブ
ミット 1244

UDP データが含 まれる静 的 バックアップ ジ ョブのサブミット 1247

D2D /UDP データが含 まれる動 的 バックアップ ジ ョブのサブミット 1250

RPS ( R ecovery Poin t Server、復 旧 ポイント サーバ ) を使 用 し た
A rcserve UDP データスト アのバックアップ ジ ョブのサブミット 1252

ファイル レベルでの D2D /UDP データの回 復 1254

アプリケーション レベルでの D2D /UDP データの回 復 1257

D2D /UDP 復 旧 ポイント からのファイルとフォルダの回 復 1264

raw セッションからの D2D /UDP データの回 復 1266

A rcserve B ackup メディアからの A rcserve UDP データスト アの回
復 1269

D2D /UDP カタログ ファイルを生 成 するための A rcserve B ackup の
設 定 1271
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D 2D /UD P バックアップ オプシ ョンの指 定

D 2 D /U D P バックアップ オプションの指 定

バックアップ マネージャから、D2D/UDP のホーム ページを開 いて、

D2D/UDP のバックアップ オプションを指 定 できます。バックアップ オ

プションでは、以 下 のような 処 理 を指 定 します。

バックアップ ソ ースおよびバックアップ デスティネーション

バックアップの種 類 ごとのスケジュール

バックアップ ジ ョブの詳 細 設 定

バックアップの実 行 前 および実 行 後 の処 理

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューから、［バックアップ］ボタンをクリックしま

す。

バックアップ マネージャ ウィンド ウが開 きます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ツリーが表 示 されます。

4 . D2D/UDP サーバ オブジェクト を展 開 します。

5 . 設 定 する D2D/UDP サーバを右 クリックし、ポップアップ メニューの

［D2D/UDP バックアップ設 定 の変 更 ］をクリックします。

［D2D/UDP バックアップ設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

6 . D2D/UDP のバックアップに必 要 な バックアップ設 定 を指 定 します。

注 ：D2D/UDP バックアップ設 定 の指 定 方 法 の詳 細 については、

［バックアップ設 定 ］ダイアログ ボックスの［ヘルプ］をクリックしてくだ

さい。
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A rc se rve Bac kup による暗 号 化 済 み D 2D /UD P バックアップ セ ッシ ョンの処 理 方 法

A rc se rve B a c ku p による暗 号 化 済 み

D 2 D /U D P バックアップ セッシ ョンの処 理 方

法

D2D/UDP では、データ暗 号 化 を使 用 して、機 密 性 の高 いデータ

を保 護 することができます。データは、バックアップのサブミット 時 に

指 定 する暗 号 化 パスワード を使 用 して保 護 されます。D2D/UDP
データを回 復 するには、リスト アのサブミット 時 にパスワード を指 定

します。

D2D/UDP セッシ ョンを A rcse rve Ba cku p メディアにバックアップする

には、バックアップのサブミット 前 に、［バックアップ マネージャ］ソ ー

ス ディレクト リ ツリーに D2D/UDP サーバを追 加 します。ソ ース ツ

リーに D2D/UDP サーバを追 加 するには、D2D/UDP のコンピュータ

名 および認 証 情 報 ( ユーザ名 とパスワード ) の指 定 が必 要 です。

A rcse rve Ba cku p では、D2D/UDP 認 証 情 報 を使 用 して D2D/UDP
暗 号 化 パスワード の取 得 、データの復 号 化 、A rcse rve Ba cku p メ

ディアへのデータのバックアップを行 います。その結 果 、A rcse rve
Ba cku p は復 号 化 された形 式 で A rcse rve Ba cku p メディア上 に

D2D/UDP バックアップ セッシ ョンを保 存 します。

A rcse rve Ba cku p メディアから D2D/UDP データを回 復 するには、パ

スワード は必 要 ありません。A rcse rve Ba cku p メディア上 で

D2D/UDP データを暗 号 化 したい場 合 は、ジョブのサブミット 時 に

A rcse rve Ba cku p 暗 号 化 オプションを指 定 します。暗 号 化 オプショ

ンの詳 細 については「管 理 者 ガイド 」の「バックアップ マネージャの

圧 縮 /暗 号 化 オプション」を参 照 してください。
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D 2D /UD P ノード のバックアップ ジ ョブのサブミット

D 2 D /U D P ノード のバックアップ ジ ョブのサブ

ミット

A rcse rve Ba cku p では、D2D/UDP セッシ ョンを A rcse rve Ba cku p メ

ディアにバックアップできます。A rcse rve Ba cku p メディアは、ファイル

システム デバイス、テープ メディア、NA S デバイス、および SAN 上

のデバイスです。D2D/UDP データをバックアップするプロセスは、

ファイル、フォルダ、ノード 、サーバな どのバックアップに必 要 な 手

順 と同 じです。

このバックアップ方 式 では、A rcse rve Ba cku p はフルおよび増 分

D2D/UDP バックアップ セッシ ョンからフル バックアップ セッシ ョンを合

成 できます。合 成 されたバックアップ セッシ ョンを使 用 すると、ファ

イル レベル、フォルダ レベル、およびアプリケーション レベルで

D2D/UDP データを回 復 し、D2D/UDP サーバのフル システム復 旧

( ベア メタル復 旧 な ど ) を実 行 できます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . バックアップ マネージャで、［スタート ］、［ソ ース］、［デスティネー

ション］、および［スケジュール］タブを選 択 し、ジョブに必 要 な オプ

ションを指 定 します。

注 ：マルチ スト リーミングを使 用 して <D2D/UDP> セッシ ョンをバッ

クアップするには、［デスティネーション］タブで［マルチ スト リーミン

グ］オプションをクリックし、ジョブに対 して許 可 するスト リームの最

大 数 を指 定 します。

2 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な バック

アップ オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

3 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

4 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。

5 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。［即 実 行 ］を

選 択 して今 すぐジョブを実 行 するか、［実 行 日 時 指 定 ］を選 択 し

てジョブを実 行 する日 時 を選 択 します。
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D 2D /UD P ノード のバックアップ ジ ョブのサブミット

注 ：［即 実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タ

ブ」を参 照 してください。

6 . ジョブに対 して、ジョブ名 を入 力 します。

7 . 複 数 のソ ースのバックアップを選 択 した場 合 に、ジョブ セッシ ョンの

開 始 順 序 を設 定 するには、［ソ ース優 先 度 ］をクリックします。

［一 番 上 へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用

して、ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。優 先 順 位 付 けが

終 わったら、［OK］をクリックします。

8 . ジョブを A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト として保 存 するには、

［ジョブの保 存 ］ボタンをクリックします。

9 . ジョブ テンプレート を保 存 するには、［テンプレート の保 存 ］ボタン

をクリックします。

10 . ジョブのプレフライト チェックを実 行 するには、［プレフライト チェッ

ク］ボタンをクリックします。プレフライト チェックが失 敗 した場 合

は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブの設 定 を変 更 してくださ

い。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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プロキシ サーバを介 した UD P ノード のバックアップ ジ ョブのサブミット

プロキシ サーバを介 した U D P ノード のバック

アップ ジ ョブのサブミット

A rcse rve Ba cku p では、プロキシ サーバを介 して UDP セッシ ョンを

A rcse rve Ba cku p メディアにバックアップできます。プロキシ サーバ

に A rcse rve Ho st-B a sed VM Ba cku p がインスト ールされている場

合 、Ho st-B a sed VM Ba cku p プロキシ サーバを介 してバックアップ

ジ ョブをサブミット できます。A rcse rve Ba cku p メディアは、ファイル

システム デバイス、テープ メディア、NA S デバイス、および SAN 上

のデバイスです。

プロキシ サーバを介 して UDP サーバをバックアップする場 合 、

A rcse rve Ba cku p は、プロキシ サーバによって保 護 されるすべての

UDP サーバのすべての D2D/UDP バックアップ セッシ ョンを取 得 しま

す。プロキシ サーバに A rcse rve Ho st-B a sed VM Ba cku p がインス

ト ールされている場 合 、A rcse rve Ba cku p は、プロキシ サーバに

よって保 護 されるすべての UDP 仮 想 マシンのすべての UDP バック

アップ セッシ ョンを取 得 します。

このバックアップ方 式 では、A rcse rve Ba cku p はフルおよび増 分

UDP バックアップ セッシ ョンからフル バックアップ セッシ ョンを合 成 で

きます。合 成 されたバックアップ セッシ ョンを使 用 すると、ファイル

レベル、フォルダ レベル、およびアプリケーション レベルで UDP デー

タを回 復 し、UDP サーバのフル システム復 旧 ( ベア メタル復 旧 な

ど ) を実 行 できます。

プロキシ サーバを介 して UDP をバックアップするプロセスは、ファイ

ル、フォルダ、ノード 、サーバな どのバックアップに必 要 な 手 順 とほ

とんど同 じです。

障 害 が発 生 した UDP サーバ上 の UDP ノード をプロキシ サーバを

介 してバックアップする場 合 、UDP サーバでの障 害 発 生 時 に少 な

くとも 1 つのバックアップが実 行 されていれば、その UDP サーバは

引 き続 きサポート およびバックアップされます。UDP デスティネー

ションからの詳 細 がキャッシュされ、UDP サーバで障 害 が発 生 した

ときに以 後 のバックアップで使 用 されます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］から、［スタート ］タブをクリックし、サブミッ

ト するバックアップ ジ ョブの種 類 を指 定 します。

2 . ［ソ ース］タブをクリックし、UDP ノード およびプロキシ サーバを表 示

します。
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プロキシ サーバを介 した UD P ノード のバックアップ ジ ョブのサブミット

以 下 の画 面 に示 すように、バックアップするノード を含 んでいるプ

ロキシ サーバを指 定 します。

3 . ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ データを保 存

する場 所 を指 定 します。

注 ：マルチ スト リーミングを使 用 して UDP セッシ ョンをバックアップ

するには、［デスティネーション］タブで［マルチ スト リーミング］オプ

ションをクリックし、ジョブに対 して許 可 するスト リームの最 大 数 を

指 定 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブの実 行 日 時 および頻 度 を

指 定 します。

5 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な バック

アップ オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

6 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

7 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。

8 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。［即 実 行 ］を

選 択 して今 すぐジョブを実 行 するか、［実 行 日 時 指 定 ］を選 択 し

てジョブを実 行 する日 時 を選 択 します。

注 ：［即 実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タ

ブ」を参 照 してください。

9 . ジョブに対 して、ジョブ名 を入 力 します。

10 . 複 数 のソ ースのバックアップを選 択 した場 合 に、ジョブ セッシ ョンの

開 始 順 序 を設 定 するには、［ソ ース優 先 度 ］をクリックします。

［一 番 上 へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用
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して、ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。優 先 順 位 付 けが

終 わったら、［OK］をクリックします。

11 . ジョブを A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト として保 存 するには、

［ジョブの保 存 ］ボタンをクリックします。

12 . ジョブ テンプレート を保 存 するには、［テンプレート の保 存 ］ボタン

をクリックします。

13 . ジョブのプレフライト チェックを実 行 するには、［プレフライト チェッ

ク］ボタンをクリックします。プレフライト チェックが失 敗 した場 合

は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブの設 定 を変 更 してくださ

い。

14 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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U D P データが含 まれる静 的 バックアップ ジ ョ

ブのサブミット

［静 的 バックアップを有 効 にする］オプションを使 用 すると、ソ ース

グループおよびコンピュータのスケジュールされたバックアップをサブ

ミット し、ソ ース ボリュームの静 的 な セット を保 持 することができま

す。静 的 バックアップの場 合 、UDP データのステージングとデデュプ

リケーションのバックアップをサブミット できます。

静 的 な バックアップ ジ ョブは、UDP 復 旧 ポイント サーバ オブジェク

ト の下 に表 示 される UDP 復 旧 ポイント サーバのみへサブミット で

きます。これには UDP のエージェント ベースのサーバおよび UDP
エージェント レス VM ノード な どがあります。

静 的 バックアップは、ジョブをサブミット したときに指 定 されたソ ース

グループまたはコンピュータの直 下 にあるオブジェクト のみに影 響 し

ます。これ以 降 のバックアップには、バックアップをサブミット した後

にソ ース グループまたはコンピュータに追 加 されたオブジェクト およ

びボリュームは含 まれません。A rcse rve Ba cku p では、オリジナル

ソ ース ボリュームを動 的 にバックアップします。これ以 降 に実 行 す

るジョブには、オリジナル ソ ース ボリューム内 に含 まれているファイ

ルおよびフォルダに対 する変 更 のみが含 まれます。

注 ：詳 細 については、「静 的 な ジョブのパッケージ 」を参 照 してくだ

さい。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

バックアップ タイプが表 示 されます。

2 . ［標 準 バックアップ］を選 択 し、次 に［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

3 . ド ロップダウン リスト から［クラシック ビュー］を選 択 します。

UDP 復 旧 ポイント サーバ オブジェクト を展 開 し、バックアップする

UDP 復 旧 ポイント サーバを参 照 します。

a . U DP 復 旧 ポイント サーバ名 の横 のチェック ボックスをクリックし

ます。

b . U DP 復 旧 ポイント サーバを右 クリックし、ポップアップ メニュー

で［静 的 バックアップを有 効 にする］をクリックします。
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以 下 に示 すように、静 的 バックアップ オプションがコンピュータに適

用 されます。

注 ：このオプションを無 効 にするまで、静 的 バックアップ オプション

は指 定 したコンピュータに継 続 して適 用 されます。静 的 バックアッ

プを無 効 にするには、この手 順 を繰 り返 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

5 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループ ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

6 . バックアップ データの保 存 に使 用 するグループを指 定 します。

スト レージ グループが適 用 されます。

7 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

8 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル バックアップ オプション」を参 照

してください。

［OK］をクリックします。

バックアップ オプションが適 用 されます。

9 . ( オプション ) コンピュータのコンテンツを展 開 します。

コンピュータに含 まれるド ライブまたはボリュームを選 択 します。
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指 定 のド ライブまたはボリュームにバックアップ オプションを適 用 す

るには、前 の 2 つの手 順 を繰 り返 します。

( オプション ) コンピュータのすべてのド ライブまたはボリュームに対 し

て、この手 順 を繰 り返 します。

10 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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D 2 D /U D P データが含 まれる動 的 バックアッ

プ ジ ョブのサブミット

A rcse rve Ba cku p では、D2D/UDP データを動 的 にバックアップする

ことができます。動 的 な パッケージとは、選 択 内 容 がジョブの実 行

時 に決 定 されるという意 味 です。

たとえば、ソ ース グループまたはサーバのバックアップを選 択 し、そ

のソ ース グループまたはサーバにリスト されているノード またはボ

リュームが、ジョブをスケジュールして実 際 にジョブを実 行 するまで

の間 に変 更 された場 合 、ジョブ実 行 時 の、変 更 後 のノード および

ボリュームがバックアップされます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

バックアップ タイプが表 示 されます。

2 . ［標 準 バックアップ］を選 択 し、次 に［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

3 . ド ロップダウン リスト から［クラシック ビュー］を選 択 します。

D2D/UDP 復 旧 ポイント サーバ オブジェクト を展 開 し、バックアップ

する D2D/UDP エージェント ベースのノード またはエージェント レス

ノード が含 まれるプロキシ サーバを参 照 します。

4 . バックアップする D2D/UDP ノード を含 む D2D/UDP 復 旧 ポイント

サーバの横 にあるチェック ボックスをオンにします。

5 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

6 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループ ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

7 . バックアップ データの保 存 に使 用 するグループを指 定 します。

スト レージ グループが適 用 されます。

8 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

9 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

1250 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



D 2D /UD P データが含 まれる動 的 バックアップ ジ ョブのサブミット

注 ：詳 細 については、「グローバル バックアップ オプション」を参 照

してください。

10 . ［OK］をクリックします。

バックアップ オプションが適 用 されます。

11 . ( オプション ) コンピュータのコンテンツを展 開 します。

12 . コンピュータに含 まれるド ライブまたはボリュームを選 択 します。

13 . 指 定 のド ライブまたはボリュームにバックアップ オプションを適 用 す

るには、前 の 2 つの手 順 を繰 り返 します。

( オプション ) コンピュータのすべてのド ライブまたはボリュームに対 し

て、この手 順 を繰 り返 します。

14 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

15 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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R P S ( R e c o ve ry P o in t Se rve r、復 旧 ポイント

サーバ ) を使 用 した A rc se rve U D P データス

ト アのバックアップ ジ ョブのサブミット

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve UDP ( U n ified Da ta Pro tect io n )
データスト アを A rcse rve Ba cku p メディアにバックアップすることがで

きます。A rcse rve UDP データスト ア バックアップ プロセスは、

A rcse rve Ba cku p 側 の A rcse rve UDP RPS のノード のバックアップに

必 要 な 手 順 とほぼ同 じです。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］から、［スタート ］タブをクリックし、サ

ブミット するバックアップ ジ ョブの種 類 を指 定 します。

2 . ［ソ ース］タブをクリックし、A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ

を表 示 します。

注 ：A rcse rve Ba cku p は RPS のリモート /共 有 データ スト アを

サポート していません。

以 下 の画 面 に示 すように、バックアップするデータスト アが含

まれている RPS を指 定 します。

3 . ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ データを

保 存 する場 所 を指 定 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブの実 行 日 時 および頻

度 を指 定 します。

5 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な

バックアップ オプションを指 定 します。

1252 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



RPS ( Re c o ve ry Po in t Se rve r、復 旧 ポイント サーバ ) を使 用 した A rc se rve UD P

注 ：: A rcse rve Ba cku p は、RPS データスト アについて、増 分 お

よび差 分 ジョブをサポート していません。
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ファイル レベルでの D 2 D /U D P データの回 復

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p メディアからファイル レベ

ルで D2D/UDP バックアップ データを回 復 することができます。

A rcse rve Ba cku p メディアから D2D/UDP サーバに個 別 のファイル、

フォルダ、ディレクト リな どを回 復 するには、以 下 の手 順 に従 いま

す。

以 下 の回 復 を実 行 する方 法 について、以 下 に手 順 を説 明 しま

す。

D2D/UDP サーバを介 してバックアップされた D2D/UDP データを

ファイル レベルで回 復 します。

D2D/UDP Cen tra l Ho st-B a sed VM Ba cku p プロキシ サーバを介

してバックアップされた D2D/UDP 仮 想 マシン データをファイル レ

ベルで回 復 します。

注 ：以 下 の手 順 では、セッシ ョン単 位 方 式 でリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する方 法 について説 明 します。ツリー単 位 方 式 で D2D/UDP
データおよび D2D/UDP 仮 想 マシン データをリスト アするプロセス

は、他 のすべての種 類 のデータの場 合 と同 じです。ツリー単 位 方

式 の詳 細 については、「データのリスト ア」を参 照 してください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

3 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

バックアップ セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。

4 . セッシ ョン ツリーで［セッシ ョン］を展 開 し、回 復 する D2D/UDP サー

バを特 定 します。

回 復 するサーバを展 開 し、ファイル レベル単 位 でデータを回 復 す

るセッシ ョンを特 定 します。

5 . 次 に、以 下 の画 面 に示 すように、回 復 するファイル、フォルダ、ま

たはディレクト リのチェック ボックスをオンにします。
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6 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションが表 示 されます。

7 . ［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］オプションが指 定 されていることを

確 認 し、［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

8 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

9 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な グローバル

オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル リスト ア オプション」を参 照 して

ください。

10 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［リスト ア メディア］ダイアログ ボックスが開 かれ、操 作 の実 行 に必

要 な メディアのリスト が表 示 されます。

11 . 必 要 な メディアが複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバに配 置 されてい

る場 合 は、ド ロップダウン リスト をクリックし、ジョブを実 行 するバッ

クアップ サーバを指 定 し、［OK］をクリックします。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

12 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、セッ

シ ョンへのアクセスに必 要 な ユーザ名 とパスワード を編 集 または確

認 し、［OK］をクリックします。
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［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

13 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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アプリケーション レベルでの D 2 D /U D P データ

の回 復

A rcse rve Ba cku p では、D2D/UDP から A rcse rve Ba cku p メディアに

バックアップされた M icro so ft SQL Se rve r および M icro so ft
E x ch an ge Se rve r のデータベース オブジェクト を回 復 できます。

データベース オブジェクト をアプリケーション レベル単 位 で回 復 で

きます。

以 下 の回 復 を実 行 する方 法 について、以 下 に手 順 を説 明 しま

す。

アプリケーション レベルで D2D/UDP 復 旧 ポイント サーバを介 し

てバックアップされた D2D/UDP ノード を復 旧 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft E x ch an ge Se rve r データは

メールボックス レベルでのみ回 復 できます。メ ッセージ レベルで

データを回 復 するには、データを一 時 的 な 場 所 に回 復 し、次

に、D2D/UDP を使 用 して G ran u la r R eco ve ry Tech n o lo gy
( G RT ) レベルで回 復 します。詳 細 については、「 D2D/UDP ユー

ザ ガイド 」を参 照 してください。

以 下 の手 順 では、セッシ ョン単 位 方 式 でリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する方 法 について説 明 します。ツリー単 位 方 式 で

D2D/UDP データ ノード をリスト アするプロセスは、他 のすべての

種 類 のデータの場 合 と同 じです。ツリー単 位 方 式 の詳 細 につ

いては、「データのリスト ア」を参 照 してください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . D2D/UDP デスティネーション サーバに以 下 のいずれかの条 件 が存

在 することを確 認 します。

D2D/UDP デスティネーション サーバにログインしている。

D2D/UDP サービスは D2D/UDP デスティネーション サーバ上 で

実 行 されている。

2 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

3 . ［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

4 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

バックアップ セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。
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5 . セッシ ョン ツリーから［セッシ ョン］を展 開 し、回 復 する D2D/UDP
ノード を特 定 します。

回 復 するサーバを展 開 し、アプリケーション レベル単 位 で

M icro so ft データベース データを回 復 するセッシ ョンを特 定 しま

す。

6 . 次 に、以 下 の画 面 に示 すように、回 復 するオブジェクト のチェック

ボックスをオンにします。

7 . ( オプション ) このリスト ア ジ ョブだけに影 響 するオプションを指 定 す

るには、選 択 したオブジェクト を右 クリックし、コンテキスト メニュー

の［ローカル オプション］を選 択 して、以 下 のいずれかまたは両 方

のオプションを実 行 します。

M icro so ft SQ L Se rve r データベース -- ［D 2 D / U D P SQ L Se rve r オプ

ション］ダイアログ ボックスの以 下 のフィールド に入 力 します。

ファイルを元 の場 所 へリスト ア -- このオプションを使 用 すると、

バックアップ イメージがキャプチャされた元 の場 所 にデータをリ

スト アできます。

ファイルのみをダンプする -- このオプションを使 用 すると、

A rcse rve Ba cku p は選 択 した M icro so ft SQL データベース ファ

イルを指 定 したフォルダにダンプすることができます。また、ダ

ンプ ファイルのリスト ア先 とな るフォルダを指 定 または参 照 す

ることも できます。
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別 の場 所 へリスト アする -- このオプションを使 用 すると、別 の

場 所 にデータをリスト アできます。

バックアップをネット ワーク上 の場 所 にコピーできるので、複 数

の SQL サーバ インスタンスを使 用 できます。複 数 のデータ

ベースのリスト アは、インスタンス レベルで ( 同 時 に ) 実 行 でき

ます。このリスト からデータベース インスタンスを選 択 し、新 し

いデータベース名 およびデータベースのリスト ア先 とな る別 の

場 所 を指 定 できます。また、データベースのリスト ア先 とな る

別 の場 所 を参 照 することも できます。

M icro so ft E xch a n ge Se rve r データベース -- ［D2D/UDP Exch an ge オ

プション］ダイアログ ボックスの以 下 のフィールド に入 力 します。

元 の場 所 にリスト アする -- このオプションを使 用 すると、バッ

クアップ イメージがキャプチャされた元 の場 所 にデータをリスト

アできます。

注 ：ログ フォルダを元 の場 所 にリスト アする場 合 、ログ フォル

ダ内 にあるファイルはスキップされます。

ファイルのみをダンプする -- このオプションを使 用 すると、ダン

プ ファイルのみをリスト アできます。このオプションの場 合 、

A rcse rve Ba cku p は M icro so ft E x ch an ge データベース ファイル

を指 定 のフォルダにリスト アし、回 復 が完 了 するまで

Exch an ge データベースをオンラインにしません。次 に、このファ

イルを別 のサーバに移 動 し、Exch an ge サーバにマウント し

て、ファイル内 に含 まれているデータを表 示 できます。

注 ：回 復 用 メールボックス データベースが存 在 し、［ファイル

のみをダンプする］オプションを使 用 した場 合 、リスト アは失

敗 します。

データベースでログを再 生 する -- このオプションを使 用 する

と、データベース ファイルをデスティネーション フォルダにダンプ

する際 に、すべての Exch an ge ト ランザクシ ョン ログ ファイルの

再 生 および適 用 を行 い、それらをデータベースにコミット する

ように指 定 できます。

注 ：このオプションは M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2003 データ

ベースには該 当 しません。

回 復 用 スト レージ グループにリスト アする ( E xch a n ge 2 0 0 7 ) /
回 復 用 データベースにリスト アする ( E xch a n ge 2 0 1 0 / 2 0 1 3 ) --
データベースを回 復 用 スト レージ グループ ( R SG ) または回 復

用 データベースにリスト アします。
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RSG は、回 復 用 に使 用 できるスト レージ グループです。回

復 用 スト レージ グループでは、バックアップから M icro so ft
E x ch an ge Se rve r メールボックス データベースをリスト アし、そこ

からデータを抽 出 して回 復 することができます。その際 、エン

ド ユーザがアクセスしている実 稼 働 データベースに影 響 を及

ぼすことはありません。

1 つのスト レージ グループ、または同 じスト レージ グループの

データベース ( パブリック フォルダ データベース以 外 ) がリスト ア

に選 択 された場 合 、デフォルト のリスト ア デスティネーション

は、［回 復 用 スト レージ グループにリスト アする］( または［回

復 用 データベースにリスト アする］) です。

複 数 のスト レージ グループ、または複 数 のスト レージ グルー

プのデータベースがリスト アに選 択 された場 合 、Exch an ge は

元 の場 所 にリスト アするか、または［ダンプ ファイルのみ］オプ

ションでリスト アする必 要 があります。デフォルト のリスト ア デ

スティネーションは［元 の場 所 にリスト アする］です。

Exch an ge 2007 データベースを回 復 用 スト レージ グループに

リスト アするには、回 復 用 スト レージ グループ、および同 じ名

前 のメールボックス データベースを作 成 しておく必 要 がありま

す。

例 :

第 1 スト レージ グループから M a ilb o xDa tab a se1 を回 復 用 ス

ト レージ グループにリスト アする場 合 、回 復 用 スト レージ グ

ループを作 成 し、データベース「M a ilb o xDa tab a se1」をその回

復 用 スト レージ グループに追 加 する必 要 があります。

注 ：このオプションは M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2003 では適

用 されません。

データベースをマウント 解 除 する -- このオプションを使 用 する

と、リスト ア前 にデータベースをマウント 解 除 し、リスト ア後 に

マウント できます。

通 常 、M icro so ft E x ch an ge は、リスト アの前 にいくつかの

チェックを実 行 して以 下 を確 認 します。

リスト アされるデータベースが「マウント 解 除 済 み 」ステー

タスにある。

データベースが予 期 せずリスト アされることがな い。
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M icro so ft E x ch an ge 実 稼 働 データベースが予 期 せずリ

スト アされるのを防 ぐため、リスト ア処 理 中 にデータベー

スへの上 書 きを許 可 するためのスイッチが追 加 されてい

ます。このスイッチが設 定 されていな いと、M icro so ft
E x ch an ge ではデータベースのリスト アを拒 否 します。

D2D/UDP では、これらの 2 つのオプションは、［リスト ア

前 にデータベースのマウント を解 除 し、リスト ア後 にデー

タベースをマウント する］オプションによって制 御 されま

す。このオプションを使 用 することで、D2D/UDP では、手

動 操 作 な しでリスト ア プロセスを自 動 的 に起 動 できま

す。( データベースを手 動 でマウント 解 除 /マウント するよ

う指 定 することも できます ) 。

オンに設 定 した場 合 、回 復 処 理 によってリスト アの実 行

前 に自 動 的 に M icro so ft E x ch an ge データベースがマウ

ント 解 除 され、リスト アが完 了 した後 マウント されます。

また、このオプションをオンにすると、リスト ア中 に

M icro so ft E x ch an ge データベースへの上 書 きが可 能 に

な ります。

オフに設 定 した場 合 、回 復 処 理 で M icro so ft E x ch an ge
データベースを回 復 前 に自 動 的 にマウント 解 除 すること

はな く、回 復 後 にマウント することも ありません。

その場 合 、M icro so ft E x ch an ge 管 理 者 は手 動 で一 部

の操 作 を実 行 する必 要 があります。たとえば、

M icro so ft E x ch an ge データベースのマウント 解 除 、データ

ベース上 での「上 書 きを許 可 」フラグの設 定 、M icro so ft
E x ch an ge データベースのマウント な どです。( 回 復 手 順

は、データベースのマウント 中 に Exch an ge によって実 行

されます。)

また、このオプションをオフにすると、リスト ア中 の

M icro so ft E x ch an ge データベースへの上 書 きはできな く

な ります。

8 . ［OK］をクリックします。

9 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションが表 示 されます。

10 . ［デスティネーション］タブで、以 下 のいずれかを行 います。

［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］チェック ボックスをオンにしま

す。このオプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p によって、
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バックアップが行 われた場 所 にデータがリスト アされます。

［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］チェック ボックスをオフにしま

す。このオプションを指 定 しな い場 合 は、別 の場 所 を指 定 す

る必 要 があります。また、A rcse rve Ba cku p は、データベース

に対 して指 定 されたローカル リスト ア オプションを使 用 して、

別 の場 所 にデータをリスト アします。

例 ：マシン A に以 下 のデータベースが含 まれます。

C :\P ro g ra m F ile s \S Q L S e rve r\e xa m p le .d a t

［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］オプションを指 定 すると、

A rcse rve Ba cku p はデータベースをマシン A 上 の元 のパスにリ

スト アします。［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］の隣 のチェック

ボックスをオフにし、別 の場 所 としてマシン B を指 定 し、デー

タベースに対 してローカル リスト ア オプション［元 の場 所 にリス

ト ア］が指 定 されている場 合 、A rcse rve Ba cku p はデータベー

スをマシン B 上 の元 のパス ( C :\Pro gram File s\SQL
Se rve r\exam p le .d a t) にリスト アします。

11 . ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

12 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

13 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な グローバル

オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル リスト ア オプション」を参 照 して

ください。

14 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［リスト ア メディア］ダイアログ ボックスが開 かれ、操 作 の実 行 に必

要 な メディアのリスト が表 示 されます。

15 . 必 要 な メディアが複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバに配 置 されてい

る場 合 は、ド ロップダウン リスト をクリックし、ジョブを実 行 するバッ

クアップ サーバを指 定 し、［OK］をクリックします。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

16 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、セッ

シ ョンへのアクセスに必 要 な ユーザ名 とパスワード を編 集 または確

認 し、［OK］をクリックします。
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［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

17 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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D 2 D /U D P 復 旧 ポイント からのファイルとフォ

ルダの回 復

D2D/UDP では、バックアップが正 常 に完 了 するたびに、日 時 指 定

のスナップシ ョット イメージが作 成 されます。A rcse rve Ba cku p から

D2D/UDP を開 くことができるので、ファイルとフォルダを検 索 し、

D2D/UDP のリスト ア ジ ョブをサブミット できます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューから、［バックアップ］ボタンをクリックしま

す。

バックアップ マネージャ ウィンド ウが開 きます。

3 . ［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ツリーが表 示 されます。

4 . D2D/UDP サーバ オブジェクト を展 開 し、リスト アする D2D/UDP
サーバを特 定 します。

注 ：D2D/UDP サーバがプロキシ サーバに割 り当 てられている場 合

は、D2D/UDP プロキシ サーバ オブジェクト を展 開 してサーバー特

定 します。

5 . 復 旧 する D2D/UDP サーバを右 クリックし、［D2D リスト ア］を指 定

して、ポップアップ メニューの［リスト アするファイル /フォルダの検

索 ］をクリックします。

［リスト アするファイル /フォルダの検 索 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。
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6 . リスト アをサブミット するには、プロンプト に従 って、［リスト アする

ファイル /フォルダの検 索 ］ダイアログ ボックスの必 須 フィールド に入

力 します。

注 ：リスト アをサブミット する方 法 の詳 細 については、［リスト アす

るファイル /フォルダの検 索 ］ダイアログ ボックスの［ヘルプ］をクリック

してください。
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ra w セッシ ョンからの D 2 D /U D P データの回

復

A rcse rve Ba cku p では、D2D/UDP 復 旧 ポイント をバックアップし、

データを A rcse rve Ba cku p メディアに保 存 することができます。

D2D/UDP 復 旧 ポイント は、raw セッシ ョンとして A rcse rve Ba cku p
メディアに保 存 されます。

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL Se rve r と M icro so ft
E x ch an ge Se rve r のアプリケーションに関 して、ファイル、フォルダお

よびアプリケーションのレベルで A rcse rve UDP データを回 復 するこ

とができます。ただし、Exch an ge G RT が有 効 な バックアップのメー

ルボックスから個 別 の電 子 メール メッセージを回 復 する場 合 は、

raw セッシ ョンを D2D/UDP サーバに回 復 し、次 に、D2D/UDP を使

用 して、個 別 電 子 メール メッセージを D2D/UDP サーバの

Exch an ge G RT セッシ ョンから回 復 します。個 別 の電 子 メール メッ

セージを回 復 するには、D2D/UDP ホーム ページを開 いて回 復 さ

れた raw セッシ ョンを参 照 し、回 復 するオブジェクト を見 つけま

す。

raw セッシ ョンは D2D/UDP サーバのベア メタル復 旧 ( BM R ) の実

行 にも 使 用 できます。raw セッシ ョンを使 用 した BM R プロセスは 2
段 階 から構 成 されます。

1 . 失 敗 したサーバが BM R 中 にアクセスできる別 の場 所 またはデバ

イスに raw セッシ ョンを回 復 します。

2 . D2D/UDP BM R メディアを使 用 して、回 復 するサーバを起 動 してか

ら、raw セッシ ョンを回 復 した場 所 を参 照 します。次 に、画 面 の

指 示 に従 って BM R プロセスを完 了 します。

注 ：ファイルやフォルダの回 復 、および D2D/UDP サーバ上 での

BM R の実 行 の詳 細 については、D2D/UDP のマニュアルを参 照 し

てください。

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p は、D2D/UDP バックアップ デスティネーション

と同 じディレクト リ構 造 を使 用 して raw セッシ ョンを回 復 しま

す。

例 ：E :\ re sto re は別 の場 所 です。

A rcse rve Ba cku p では、以 下 のパターンを使 用 して raw
セッシ ョンを回 復 します。
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E :\re s to re \V S T O R E \< o rig in a l se ss io n n u m b e r> \

A rcse rve Ba cku p では、以 下 のパターンを使 用 して raw
セッシ ョンのカタログ ファイルを回 復 します。

E :\re s to re \C A T A L O G \< o rig in a l se ss io n n u m b e r> \

A rcse rve Ba cku p では、raw セッシ ョンは別 の場 所 へのリスト

アのみが可 能 です。元 の場 所 へはリスト アできません。

以 下 の回 復 を実 行 する方 法 について、以 下 に手 順 を説 明 しま

す。

raw セッシ ョンからの D2D/UDP ノード の回 復

注 ：以 下 の手 順 では、セッシ ョン単 位 方 式 でリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する方 法 について説 明 します。ツリー単 位 方 式 で D2D/UDP
のエージェント ベースのノード またはエージェント レス ノード をリスト

アするプロセスは、他 のすべての種 類 のデータの場 合 と同 じで

す。ツリー単 位 方 式 の詳 細 については、「データのリスト ア」を参

照 してください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

3 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。

4 . 回 復 する raw セッシ ョンが含 まれる D2D/UDP サーバを見 つけま

す。

5 . raw セッシ ョンの横 のチェック ボックスをクリックします。

6 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションが表 示 されます。
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7 . ［デスティネーション］タブで［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］の横 の

チェック ボックスをオフにし、データをリスト アする別 の場 所 を指 定

します。

8 . ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

9 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

10 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な グローバル

オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル リスト ア オプション」を参 照 して

ください。

11 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［リスト ア メディア］ダイアログ ボックスが開 かれ、操 作 の実 行 に必

要 な メディアのリスト が表 示 されます。

12 . 必 要 な メディアが複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバに配 置 されてい

る場 合 は、ド ロップダウン リスト をクリックし、ジョブを実 行 するバッ

クアップ サーバを指 定 し、［OK］をクリックします。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

13 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、セッ

シ ョンへのアクセスに必 要 な ユーザ名 とパスワード を編 集 または確

認 し、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

14 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

リスト ア ジ ョブの完 了 後 、別 の場 所 にリスト アしたセッシ ョンを使

用 して D2D/UDP データを回 復 します。
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A rc se rve Bac kup メディアからの A rc se rve UD P データスト アの回 復

A rc se rve B a c ku p メディアからの A rc se rve
U D P データスト アの回 復

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p メディアから A rcse rve UDP
データスト アをバックアップすることができます。データ スト アに raw
セッシ ョンが含 まれている場 合 、A rcse rve UDP サーバに回 復 を実

行 し、A rcse rve UDP を使 用 して、A rcse rve UDP サーバから個 別 の

セッシ ョンを回 復 を実 行 することができます。

また、A rcse rve UDP 上 で回 復 したデータ スト アを使 用 することも

できます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

2 . ［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

3 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。

4 . 回 復 する A rcse rve UDP データスト ア セッシ ョンを見 つけま

す。

5 . データ スト アを含 むセッシ ョンを選 択 します。

6 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］タブが表 示 されます。

第 14章 : D 2D /U D P データのバックアップと回 復 1269



A rc se rve Bac kup メディアからの A rc se rve UD P データスト アの回 復

7 . ［別 の場 所 にデータスト アをリスト ア］チェックボックスをオフに

します。

8 . ［スケジュール］タブをクリックします。

［スケジュール］タブが表 示 されます。

9 . 必 要 に応 じてスケジュールするオプションを指 定 し、［サブミッ

ト ］をクリックします。
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D 2D /UD P カタログ ファイルを生 成 するための A rc se rve Bac kup の設 定

D 2 D /U D P カタログ ファイルを生 成 するため

の A rc se rve B a c ku p の設 定

A rcse rve Ba cku p が D2D/UDP バックアップ セッシ ョンをバックアップ

する場 合 、バックアップ処 理 で D2D/UDP セッシ ョンのカタログ ファイ

ルは生 成 されません。カタログ ファイルの生 成 処 理 は時 間 がかか

るタスクであるため、D2D/UDP バックアップ セッシ ョンのバックアップ

に必 要 な 時 間 ( バックアップ ウィンド ウ) が増 える場 合 があります。

バックアップ ウィンド ウを減 らすために、A rcse rve Ba cku p はデフォル

ト でカタログ ファイルを生 成 しません。

A rcse rve Ba cku p では、ファイル レベル、フォルダ レベル、およびア

プリケーション レベルの単 位 で D2D/UDP バックアップ セッシ ョンを

回 復 するにはカタログ ファイルが必 要 とな ります。ファイル レベル、

フォルダ レベル、およびアプリケーション レベルの単 位 で D2D/UDP
バックアップ セッシ ョンを回 復 する必 要 がある場 合 、バックアップ処

理 中 に D2D/UDP バックアップ セッシ ョン用 のカタログ ファイルを生

成 するように A rcse rve Ba cku p を設 定 できます。

以 下 の手 順 では、A rcse rve Ba cku p を設 定 して、バックアップ処

理 中 にカタログ ファイルを生 成 するようにする方 法 および生 成 し

な いようにする方 法 について説 明 します。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . D2D/UDP 復 旧 ポイント サーバにログインし、W in d ow s のレジスト

リ エディタを開 きます。

重 要 ：バックアップ マネージャ ソ ース ツリーで、D2D/UDP 復 旧 ポイ

ント サーバを使 用 してノード をバックアップする際 に、D2D/UDP 復

旧 ポイント サーバにログインします。

注 ：D2D/UDP 復 旧 ポイント サーバを使 用 して D2D/UDP ノード 上

でバックアップを実 行 する場 合 、D2D/UDP 復 旧 ポイント サーバが

利 用 可 能 な 場 合 にのみカタログ ファイルの生 成 がサポート されま

す。D2D/UDP 復 旧 ポイント サーバが利 用 可 能 でな い場 合 、カタ

ログ ファイルの生 成 は失 敗 します。

2 . 以 下 のキーを参 照 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \C lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \G e n e ra te C a ta lo g

3 . G en e ra teC a ta lo g の REG _DW ORD タイプのキー値 を以 下 のように

定 義 します。
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G en era te ca ta lo gs：1

(De fa u lt ) Do n o t gen e ra te ca ta lo gs：0

4 . W in d ow s レジスト リ エディタを閉 じます。
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第 1 5章 : 復 旧 ポイント サーバ からの

A rc se rve U D P ノード のバックアップおよび回

復

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

復 旧 ポイント サーバ を使 用 し た、A rcserve UDP ノード のバック
アップ ジ ョブのサブミット 1274

A rcserve UDP データが含 まれる静 的 バックアップ ジ ョブのサブミッ
ト 1277

A rcserve UDP データが含 まれる動 的 バックアップ ジ ョブのサブミッ
ト 1280

ファイル レベルでの A rcserve UDP データの回 復 1282

アプリケーション レベルでの A rcserve UDP データの回 復 1285

raw セッションからの A rcserve UDP データの回 復 1292
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復 旧 ポイント サーバ を使 用 した、A rc se rve UD P ノード のバックアップ ジ ョブのサブミッ

復 旧 ポイント サーバ を使 用 した、A rc se rve
U D P ノード のバックアップ ジ ョブのサブミット

A rcse rve Ba cku p では、プロキシ サーバによって A rcse rve Ba cku p
メディアへの RPS データ スト アで保 護 されている A rcse rve UDP
( U n ified Da ta Pro tect io n ) セッシ ョンをバックアップできます。

A rcse rve Ba cku p メディアは、ファイル システム デバイス、テープ メ

ディア、NA S デバイス、および SAN 上 のデバイスです。

A rcse rve UDP RPS ( R eco ve ry Po in t Se rve r、復 旧 ポイント サーバ )
を使 用 して A rcse rve UDP サーバをバックアップすると、A rcse rve
Ba cku p は、A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ データ スト アで保

護 されているすべての A rcse rve UDP サーバのすべての A rcse rve
UDP バックアップ セッシ ョンを取 得 します。

このバックアップ方 式 では、A rcse rve Ba cku p はフルおよび増 分

A rcse rve UDP バックアップ セッシ ョンからフル バックアップ セッシ ョン

を合 成 できます。合 成 されたバックアップ セッシ ョンを使 用 すると、

ファイル レベル、フォルダ レベル、およびアプリケーション レベルで

A rcse rve UDP データを回 復 し、A rcse rve UDP サーバのフル システ

ム復 旧 ( ベア メタル復 旧 な ど ) を実 行 できます。

復 旧 ポイント サーバ を介 して A rcse rve UDP をバックアップするプ

ロセスは、ファイル、フォルダ、ノード 、サーバな どのバックアップに

必 要 な 手 順 とほとんど同 じです。

復 旧 ポイント サーバ によって A rcse rve UDP ノード をバックアップす

ると、ダウンしていて動 作 していな い A rcse rve UDP ノード または

A rcse rve UDP サービスも バックアップできます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］から、［スタート ］タブをクリックし、サブミッ

ト するバックアップ ジ ョブの種 類 を指 定 します。

2 . ［ソ ース］タブをクリックし、A rcse rve UDP ノード および復 旧 ポイント

サーバを表 示 します。

以 下 の画 面 に示 すように、バックアップするノード を含 んでいる復

旧 ポイント サーバを指 定 します。
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3 . ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ データを保 存

する場 所 を指 定 します。

注 ：A rcse rve UDPマルチ スト リーミングを使 用 して <> セッシ ョンを

バックアップするには、［デスティネーション］タブで［マルチ スト リーミ

ング］オプションをクリックし、ジョブに対 して許 可 するスト リームの

最 大 数 を指 定 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブの実 行 日 時 および頻 度 を

指 定 します。

5 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な バック

アップ オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

6 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

注 ：A rcse rve UDP セッシ ョンが A rcse rve UDP セッシ ョン パスワード

によって保 護 されている場 合 は、以 下 のメッセージが表 示 され、

A rcse rve Ba cku p 暗 号 化 を有 効 にできます。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

7 . ［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスで、ジョブ

のセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または確 認 して、

［OK］をクリックします。
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8 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。［即 実 行 ］を

選 択 して今 すぐジョブを実 行 するか、［実 行 日 時 指 定 ］を選 択 し

てジョブを実 行 する日 時 を選 択 します。

注 ：［即 実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タ

ブ」を参 照 してください。

9 . ジョブに対 して、ジョブ名 を入 力 します。

10 . 複 数 のソ ースのバックアップを選 択 した場 合 に、ジョブ セッシ ョンの

開 始 順 序 を設 定 するには、［ソ ース優 先 度 ］をクリックします。

［一 番 上 へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用

して、ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。優 先 順 位 付 けが

終 わったら、［OK］をクリックします。

11 . ジョブを A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト として保 存 するには、

［ジョブの保 存 ］ボタンをクリックします。

12 . ジョブ テンプレート を保 存 するには、［テンプレート の保 存 ］ボタン

をクリックします。

13 . ジョブのプレフライト チェックを実 行 するには、［プレフライト チェッ

ク］ボタンをクリックします。プレフライト チェックが失 敗 した場 合

は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブの設 定 を変 更 してくださ

い。

14 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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A rc se rve UD P データが含 まれる静 的 バックアップ ジ ョブのサブミット

A rc se rve U D P データが含 まれる静 的 バック

アップ ジ ョブのサブミット

［静 的 バックアップを有 効 にする］オプションを使 用 すると、ソ ース

グループおよびコンピュータのスケジュールされたバックアップをサブ

ミット し、ソ ース ボリュームの静 的 な セット を保 持 することができま

す。静 的 バックアップの場 合 、A rcse rve UDP データのステージング

とデデュプリケーションのバックアップをサブミット できます。

静 的 な バックアップ ジ ョブは、A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ

オブジェクト の下 に表 示 される A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ

のみへサブミット できます。これには A rcse rve UDP のエージェント

ベースのサーバおよび A rcse rve UDP エージェント レス VM ノード な

どがあります。

静 的 バックアップは、ジョブをサブミット したときに指 定 されたソ ース

グループまたはコンピュータの直 下 にあるオブジェクト のみに影 響 し

ます。これ以 降 のバックアップには、バックアップをサブミット した後

にソ ース グループまたはコンピュータに追 加 されたオブジェクト およ

びボリュームは含 まれません。A rcse rve Ba cku p では、オリジナル

ソ ース ボリュームを動 的 にバックアップします。これ以 降 に実 行 す

るジョブには、オリジナル ソ ース ボリューム内 に含 まれているファイ

ルおよびフォルダに対 する変 更 のみが含 まれます。

注 ：詳 細 については、「静 的 な ジョブのパッケージ 」を参 照 してくだ

さい。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

バックアップ タイプが表 示 されます。

2 . ［標 準 バックアップ］を選 択 し、次 に［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

3 . ド ロップダウン リスト から［クラシック ビュー］を選 択 します。

A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ オブジェクト を展 開 し、バック

アップする A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバを参 照 します。

a . A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ名 の横 のチェック ボックス

をクリックします。

b . A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバを右 クリックし、ポップアッ

プ メニューで［静 的 バックアップを有 効 にする］をクリックしま

す。
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以 下 に示 すように、静 的 バックアップ オプションがコンピュータに適

用 されます。

注 ：このオプションを無 効 にするまで、静 的 バックアップ オプション

は指 定 したコンピュータに継 続 して適 用 されます。静 的 バックアッ

プを無 効 にするには、この手 順 を繰 り返 します。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

5 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループ ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

6 . バックアップ データの保 存 に使 用 するグループを指 定 します。

スト レージ グループが適 用 されます。

7 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

8 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル バックアップ オプション」を参 照

してください。

9 . ［OK］をクリックします。

バックアップ オプションが適 用 されます。

10 . ( オプション ) コンピュータのコンテンツを展 開 します。

コンピュータに含 まれるド ライブまたはボリュームを選 択 します。
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指 定 のド ライブまたはボリュームにバックアップ オプションを適 用 す

るには、前 の 2 つの手 順 を繰 り返 します。

( オプション ) コンピュータのすべてのド ライブまたはボリュームに対 し

て、この手 順 を繰 り返 します。

11 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

12 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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A rc se rve U D P データが含 まれる動 的 バック

アップ ジ ョブのサブミット

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve UDP データを動 的 にバックアップ

することができます。動 的 な パッケージとは、選 択 内 容 がジョブの

実 行 時 に決 定 されるという意 味 です。

たとえば、ソ ース グループまたはサーバのバックアップを選 択 し、そ

のソ ース グループまたはサーバにリスト されているノード またはボ

リュームが、ジョブをスケジュールして実 際 にジョブを実 行 するまで

の間 に変 更 された場 合 、ジョブ実 行 時 の、変 更 後 のノード および

ボリュームがバックアップされます。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

バックアップ タイプが表 示 されます。

2 . ［標 準 バックアップ］を選 択 し、次 に［ソ ース］タブをクリックします。

ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

3 . ド ロップダウン リスト から［クラシック ビュー］を選 択 します。

A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバ オブジェクト を展 開 し、バック

アップする A rcse rve UDP エージェント ベースのノード またはエー

ジェント レス ノード が含 まれるプロキシ サーバを参 照 します。

バックアップする A rcse rve UDP ノード を含 む A rcse rve UDP 復 旧 ポ

イント サーバの横 にあるチェック ボックスをオンにします。

4 . ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップ ジ ョブに使 用 するス

ケジュールを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「ローテーション スキーム」および「カスタム

スケジュール」を参 照 してください。

5 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループ ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

6 . バックアップ データの保 存 に使 用 するグループを指 定 します。

スト レージ グループが適 用 されます。

7 . ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログ ボックスが開 きます。

8 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。
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注 ：詳 細 については、「グローバル バックアップ オプション」を参 照

してください。

［OK］をクリックします。

バックアップ オプションが適 用 されます。

9 . ( オプション ) コンピュータのコンテンツを展 開 します。

コンピュータに含 まれるド ライブまたはボリュームを選 択 します。

指 定 のド ライブまたはボリュームにバックアップ オプションを適 用 す

るには、前 の 2 つの手 順 を繰 り返 します。

( オプション ) コンピュータのすべてのド ライブまたはボリュームに対 し

て、この手 順 を繰 り返 します。

10 . ツールバーの［サブミット ］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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ファイル レベルでの A rc se rve U D P データの

回 復

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve Ba cku p メディアからファイル レベ

ルで A rcse rve UDP バックアップ データを回 復 することができます。

A rcse rve Ba cku p メディアから A rcse rve UDP ノード へ個 別 のファイ

ル、フォルダ、ディレクト リな どを回 復 するには、以 下 の手 順 に従

います。

以 下 の回 復 を実 行 する方 法 について、以 下 に手 順 を説 明 しま

す。

A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバを介 してバックアップされた

A rcse rve UDP データをファイル レベルで回 復 します。

注 ：以 下 の手 順 では、セッシ ョン単 位 方 式 でリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する方 法 について説 明 します。ツリー単 位 方 式 で A rcse rve
UDP データ ノード をリスト アするプロセスは、他 のすべての種 類 の

データの場 合 と同 じです。ツリー単 位 方 式 の詳 細 については、

「データのリスト ア」を参 照 してください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

バックアップ セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。

3 . セッシ ョン ツリーから［セッシ ョン］を展 開 し、回 復 する A rcse rve
UDP ノード を特 定 します。

回 復 するノード を展 開 し、ファイル レベル単 位 でデータを回 復 す

るセッシ ョンを特 定 します。

次 に、以 下 の画 面 に示 すように、回 復 するファイル、フォルダ、ま

たはディレクト リのチェック ボックスをオンにします。
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4 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションが表 示 されます。

5 . ［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］オプションが指 定 されていることを

確 認 し、［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

注 ：別 の場 所 では、M icro so ft W in d ow s ネット ワークをデスティ

ネーションとして使 用 することはできません。リスト アする必 要 があ

る場 合 、それらのマシン上 に A gen t fo r W in d ow s をインスト ール

し、さらな るリスト アのため、C lien t A gen t fo r W in d ow s ツリーに追

加 します。

6 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

7 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な グローバル

オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル リスト ア オプション」を参 照 して

ください。

8 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［リスト ア メディア］ダイアログ ボックスが開 かれ、操 作 の実 行 に必

要 な メディアのリスト が表 示 されます。
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9 . 必 要 な メディアが複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバに配 置 されてい

る場 合 は、ド ロップダウン リスト をクリックし、ジョブを実 行 するバッ

クアップ サーバを指 定 し、［OK］をクリックします。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

10 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、セッ

シ ョンへのアクセスに必 要 な ユーザ名 とパスワード を編 集 または確

認 し、［OK］をクリックします。

A rcse rve UDP セッシ ョンがセッシ ョン パスワード によって保 護 される

場 合 、A rcse rve UDP セッシ ョン パスワード が必 要 です。( A rcse rve
UDP セッシ ョン パスワード は、テープにバックアップされた各

A rcse rve UDP セッシ ョンの 復 旧 ポイント サーバ プランで指 定 され

たパスワード です ) 。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

11 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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アプリケーション レベルでの A rc se rve U D P
データの回 復

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve UDP から A rcse rve Ba cku p メディ

アにバックアップされた M icro so ft SQL Se rve r および M icro so ft
E x ch an ge Se rve r のデータベース オブジェクト を回 復 できます。

データベース オブジェクト をアプリケーション レベル単 位 で回 復 で

きます。

以 下 の回 復 を実 行 する方 法 について、以 下 に手 順 を説 明 しま

す。

A rcse rve UDP 復 旧 ポイント サーバを介 してバックアップされた

A rcse rve UDP ノード をアプリケーション レベルで回 復 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft E x ch an ge Se rve r データは

メールボックス レベルでのみ回 復 できます。メ ッセージ レベルで

データを回 復 するには、データを一 時 的 な 場 所 に回 復 し、次

に、A rcse rve UDP を使 用 して G RT ( G ran u la r R eco ve ry
Tech n o lo gy) レベルで回 復 します。詳 細 については、「 A rcse rve
UDP ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

以 下 の手 順 では、セッシ ョン単 位 方 式 でリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する方 法 について説 明 します。ツリー単 位 方 式 で

A rcse rve UDP ノード データをリスト アするプロセスは、他 のすべ

ての種 類 のデータの場 合 と同 じです。ツリー単 位 方 式 の詳 細

については、「データのリスト ア」を参 照 してください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve UDP デスティネーション サーバに以 下 のいずれかの条 件

が存 在 することを確 認 します。

A rcse rve UDP デスティネーション サーバにログインしている。

A rcse rve UDP サービスが A rcse rve UDP デスティネーション

サーバ上 で実 行 されている。

2 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

3 . ［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

4 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

バックアップ セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。
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5 . セッシ ョン ツリーから［セッシ ョン］を展 開 し、回 復 する A rcse rve
UDP ノード を特 定 します。

回 復 するサーバを展 開 し、アプリケーション レベル単 位 で

M icro so ft データベース データを回 復 するセッシ ョンを特 定 しま

す。

6 . 次 に、以 下 の画 面 に示 すように、回 復 するオブジェクト のチェック

ボックスをオンにします。

7 . ( オプション ) このリスト ア ジ ョブだけに影 響 するオプションを指 定 す

るには、選 択 したオブジェクト を右 クリックし、コンテキスト メニュー

の［ローカル オプション］を選 択 して、以 下 のいずれかまたは両 方

のオプションを実 行 します。

M icro so ft SQ L Se rve r データベースA rcse rve U D P -- ［ SQ L Se rve r オ

プション］ダイアログ ボックスの以 下 のフィールド に入 力 します。

ファイルを元 の場 所 へリスト ア -- このオプションを使

用 すると、バックアップ イメージがキャプチャされた

元 の場 所 にデータをリスト アできます。

ファイルのみをダンプする -- このオプションを使 用 す

ると、A rcse rve Ba cku p は選 択 した M icro so ft SQL
データベース ファイルを指 定 したフォルダにダンプす

ることができます。また、ダンプ ファイルのリスト ア先

とな るフォルダを指 定 または参 照 することも できま

す。

別 の場 所 へリスト アする -- このオプションを使 用 す

ると、別 の場 所 にデータをリスト アできます。
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バックアップをネット ワーク上 の場 所 にコピーできる

ので、複 数 の SQL サーバ インスタンスを使 用 できま

す。複 数 のデータベースのリスト アは、インスタンス

レベルで ( 同 時 に ) 実 行 できます。このリスト から

データベース インスタンスを選 択 し、新 しいデータ

ベース名 およびデータベースのリスト ア先 とな る別 の

場 所 を指 定 できます。また、データベースのリスト ア

先 とな る別 の場 所 を参 照 することも できます。

M icro so ft E xch a n ge Se rve r データベースA rcse rve U D P -- ［ 
E xch a n ge オプション］ダイアログ ボックスの以 下 のフィールド に入 力

します。

元 の場 所 にリスト アする -- このオプションを使 用 すると、バッ

クアップ イメージがキャプチャされた元 の場 所 にデータをリスト

アできます。

注 ：ログ フォルダを元 の場 所 にリスト アする場 合 、ログ フォル

ダ内 にあるファイルはスキップされます。

ファイルのみをダンプする -- このオプションを使 用 すると、ダン

プ ファイルのみをリスト アできます。このオプションの場 合 、

A rcse rve Ba cku p は M icro so ft E x ch an ge データベース ファイル

を指 定 のフォルダにリスト アし、回 復 が完 了 するまで

Exch an ge データベースをオンラインにしません。次 に、このファ

イルを別 のサーバに移 動 し、Exch an ge サーバにマウント し

て、ファイル内 に含 まれているデータを表 示 できます。

注 ：回 復 用 メールボックス データベースが存 在 し、［ファイル

のみをダンプする］オプションを使 用 した場 合 、リスト アは失

敗 します。

データベースでログを再 生 する -- このオプションを使 用 する

と、データベース ファイルをデスティネーション フォルダにダンプ

する際 に、すべての Exch an ge ト ランザクシ ョン ログ ファイルの

再 生 および適 用 を行 い、それらをデータベースにコミット する

ように指 定 できます。

注 ：このオプションは M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2003 データ

ベースには該 当 しません。

回 復 用 スト レージ グループにリスト アする ( E xch a n ge 2 0 0 7 ) /
回 復 用 データベースにリスト アする ( E xch a n ge 2 0 1 0 / 2 0 1 3 ) --
データベースを回 復 用 スト レージ グループ ( R SG ) または回 復

用 データベースにリスト アします。
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RSG は、回 復 用 に使 用 できるスト レージ グループです。回

復 用 スト レージ グループでは、バックアップから M icro so ft
E x ch an ge Se rve r メールボックス データベースをリスト アし、そこ

からデータを抽 出 して回 復 することができます。その際 、エン

ド ユーザがアクセスしている実 稼 働 データベースに影 響 を及

ぼすことはありません。

1 つのスト レージ グループ、または同 じスト レージ グループの

データベース ( パブリック フォルダ データベース以 外 ) がリスト ア

に選 択 された場 合 、デフォルト のリスト ア デスティネーション

は、［回 復 用 スト レージ グループにリスト アする］( または［回

復 用 データベースにリスト アする］) です。

複 数 のスト レージ グループ、または複 数 のスト レージ グルー

プのデータベースがリスト アに選 択 された場 合 、Exch an ge は

元 の場 所 にリスト アするか、または［ダンプ ファイルのみ］オプ

ションでリスト アする必 要 があります。デフォルト のリスト ア デ

スティネーションは［元 の場 所 にリスト アする］です。

Exch an ge 2007 データベースを回 復 用 スト レージ グループに

リスト アするには、回 復 用 スト レージ グループ、および同 じ名

前 のメールボックス データベースを作 成 しておく必 要 がありま

す。

例 :

第 1 スト レージ グループから M a ilb o xDa tab a se1 を回 復 用 ス

ト レージ グループにリスト アする場 合 、回 復 用 スト レージ グ

ループを作 成 し、データベース「M a ilb o xDa tab a se1」をその回

復 用 スト レージ グループに追 加 する必 要 があります。

注 ：このオプションは M icro so ft E x ch an ge Se rve r 2003 では適

用 されません。

データベースをマウント 解 除 する -- このオプションを使 用 する

と、リスト ア前 にデータベースをマウント 解 除 し、リスト ア後 に

マウント できます。

通 常 、M icro so ft E x ch an ge は、リスト アの前 にいくつかの

チェックを実 行 して以 下 を確 認 します。

リスト アされるデータベースが「マウント 解 除 済 み 」ステー

タスにある。

データベースが予 期 せずリスト アされることがな い。
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M icro so ft E x ch an ge 実 稼 働 データベースが予 期 せずリ

スト アされるのを防 ぐため、リスト ア処 理 中 にデータベー

スへの上 書 きを許 可 するためのスイッチが追 加 されてい

ます。このスイッチが設 定 されていな いと、M icro so ft
E x ch an ge ではデータベースのリスト アを拒 否 します。

A rcse rve UDP では、これらの 2 つのオプションは、［リスト

ア前 にデータベースのマウント を解 除 し、リスト ア後 に

データベースをマウント する］オプションによって制 御 され

ます。このオプションを使 用 することで、A rcse rve UDP で

は、手 動 操 作 な しでリスト ア プロセスを自 動 的 に起 動

できます。( データベースを手 動 でマウント 解 除 /マウント

するよう指 定 することも できます ) 。

オンに設 定 した場 合 、回 復 処 理 によってリスト アの実 行

前 に自 動 的 に M icro so ft E x ch an ge データベースがマウ

ント 解 除 され、リスト アが完 了 した後 マウント されます。

また、このオプションをオンにすると、リスト ア中 に

M icro so ft E x ch an ge データベースへの上 書 きが可 能 に

な ります。

オフに設 定 した場 合 、回 復 処 理 で M icro so ft E x ch an ge
データベースを回 復 前 に自 動 的 にマウント 解 除 すること

はな く、回 復 後 にマウント することも ありません。

その場 合 、M icro so ft E x ch an ge 管 理 者 は手 動 で一 部

の操 作 を実 行 する必 要 があります。たとえば、

M icro so ft E x ch an ge データベースのマウント 解 除 、データ

ベース上 での「上 書 きを許 可 」フラグの設 定 、M icro so ft
E x ch an ge データベースのマウント な どです。( 回 復 手 順

は、データベースのマウント 中 に Exch an ge によって実 行

されます。)

また、このオプションをオフにすると、リスト ア中 の

M icro so ft E x ch an ge データベースへの上 書 きはできな く

な ります。

8 . ［OK］をクリックします。

9 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションが表 示 されます。

10 . ［デスティネーション］タブで、以 下 のいずれかを行 います。

［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］チェック ボックスをオンにしま

す。このオプションを指 定 すると、A rcse rve Ba cku p によって、
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バックアップが行 われた場 所 にデータがリスト アされます。

［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］チェック ボックスをオフにしま

す。このオプションを指 定 しな い場 合 は、別 の場 所 を指 定 す

る必 要 があります。また、A rcse rve Ba cku p は、データベース

に対 して指 定 されたローカル リスト ア オプションを使 用 して、

別 の場 所 にデータをリスト アします。

例 ：マシン A に以 下 のデータベースが含 まれます。

C :\P ro g ra m F ile s \S Q L S e rve r\e xa m p le .d a t

［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］オプションを指 定 すると、

A rcse rve Ba cku p はデータベースをマシン A 上 の元 のパスにリ

スト アします。［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］の隣 のチェック

ボックスをオフにし、別 の場 所 としてマシン B を指 定 し、デー

タベースに対 してローカル リスト ア オプション［元 の場 所 にリス

ト ア］が指 定 されている場 合 、A rcse rve Ba cku p はデータベー

スをマシン B 上 の元 のパス ( C :\Pro gram File s\SQL
Se rve r\exam p le .d a t) にリスト アします。

11 . ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

12 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

13 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な グローバル

オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル リスト ア オプション」を参 照 して

ください。

14 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［リスト ア メディア］ダイアログ ボックスが開 かれ、操 作 の実 行 に必

要 な メディアのリスト が表 示 されます。

15 . 必 要 な メディアが複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバに配 置 されてい

る場 合 は、ド ロップダウン リスト をクリックし、ジョブを実 行 するバッ

クアップ サーバを指 定 し、［OK］をクリックします。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

16 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、セッ

シ ョンへのアクセスに必 要 な ユーザ名 とパスワード を編 集 または確

認 し、［OK］をクリックします。
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［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

17 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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ra w セッシ ョンからの A rc se rve U D P データの

回 復

A rcse rve Ba cku p では、A rcse rve UDP 復 旧 ポイント をバックアップ

し、データを A rcse rve Ba cku p メディアに保 存 することができます。

A rcse rve UDP 復 旧 ポイント は、raw セッシ ョンとして A rcse rve
Ba cku p メディアに保 存 されます。

A rcse rve Ba cku p では、M icro so ft SQL Se rve r と M icro so ft
E x ch an ge Se rve r のアプリケーションに関 して、ファイル、フォルダお

よびアプリケーションのレベルで A rcse rve UDP データを回 復 するこ

とができます。ただし、Exch an ge G RT が有 効 な バックアップのメー

ルボックスから個 別 の電 子 メール メッセージを回 復 する場 合 は、

raw セッシ ョンを A rcse rve UDP サーバに回 復 し、次 に、A rcse rve
UDP を使 用 して、個 別 電 子 メール メッセージを A rcse rve UDP
サーバの Exch an ge G RT セッシ ョンから回 復 します。個 別 の電 子

メール メッセージを回 復 するには、A rcse rve UDP ホーム ページを

開 いて回 復 された raw セッシ ョンを参 照 し、回 復 するオブジェクト

を見 つけます。

raw セッシ ョンは A rcse rve UDP サーバの BM R ( b a re m eta l
re co ve ry、ベア メタル復 旧 ) の実 行 にも 使 用 できます。raw セッ

シ ョンを使 用 した BM R プロセスは 2 段 階 から構 成 されます。

1 . 失 敗 したサーバが BM R 中 にアクセスできる別 の場 所 またはデバ

イスに raw セッシ ョンを回 復 します。

2 . A rcse rve UDP BM R メディアを使 用 して、回 復 するサーバを起 動 し

てから、raw セッシ ョンを回 復 した場 所 を参 照 します。次 に、画 面

の指 示 に従 って BM R プロセスを完 了 します。

注 ：ファイルやフォルダの回 復 、および A rcse rve UDP サーバ上 で

の BM R の実 行 の詳 細 については、A rcse rve UDP のマニュアルを

参 照 してください。

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p は、A rcse rve UDP バックアップ デスティネーショ

ンと同 じディレクト リ構 造 を使 用 して raw セッシ ョンを回 復 しま

す。

例 ：E :\ re sto re は別 の場 所 です。

A rcse rve Ba cku p では、以 下 のパターンを使 用 して raw
セッシ ョンを回 復 します。
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E :\re s to re \V S T O R E \< o rig in a l se ss io n n u m b e r> \

A rcse rve Ba cku p では、以 下 のパターンを使 用 して raw
セッシ ョンのカタログ ファイルを回 復 します。

E :\re s to re \C A T A L O G \< o rig in a l se ss io n n u m b e r> \

A rcse rve Ba cku p では、raw セッシ ョンは別 の場 所 へのリスト ア

のみが可 能 です。元 の場 所 へはリスト アできません。

以 下 の回 復 を実 行 する方 法 について、以 下 に手 順 を説 明 しま

す。

raw セッシ ョンからの A rcse rve UDP ノード の回 復

注 ：以 下 の手 順 では、セッシ ョン単 位 方 式 でリスト ア ジ ョブをサブ

ミット する方 法 について説 明 します。ツリー単 位 方 式 で A rcse rve
UDP エージェント ベースのノード およびエージェント レス ノード をリ

スト アするプロセスは、他 のすべての種 類 のデータの場 合 と同 じで

す。ツリー単 位 方 式 の詳 細 については、「データのリスト ア」を参

照 してください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールを開 きます。

［クイック スタート ］メニューの［リスト ア］をクリックします。

［リスト ア マネージャ］ウィンド ウが開 きます。

2 . ド ロップダウン リスト の［セッシ ョン単 位 ］をクリックします。

セッシ ョンがセッシ ョン ツリーに表 示 されます。

3 . 回 復 する raw セッシ ョンが含 まれる A rcse rve UDP サーバを見 つけ

ます。

raw セッシ ョンの横 のチェック ボックスをクリックします。

［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーション オプションが表 示 されます。
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4 . ［デスティネーション］タブで［ファイルを元 の場 所 へリスト ア］の横 の

チェック ボックスをオフにし、データをリスト アする別 の場 所 を指 定

します。

［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュール オプションが表 示 されます。

5 . ジョブに必 要 な スケジュール オプションを指 定 します。

6 . ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必 要 な グローバル

オプションを指 定 します。

注 ：詳 細 については、「グローバル リスト ア オプション」を参 照 して

ください。

7 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［リスト ア メディア］ダイアログ ボックスが開 かれ、操 作 の実 行 に必

要 な メディアのリスト が表 示 されます。

8 . 必 要 な メディアが複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバに配 置 されてい

る場 合 は、ド ロップダウン リスト をクリックし、ジョブを実 行 するバッ

クアップ サーバを指 定 し、［OK］をクリックします。

［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスが開 きま

す。

9 . ［セッシ ョン ユーザ名 およびパスワード ］ダイアログ ボックスで、セッ

シ ョンへのアクセスに必 要 な ユーザ名 とパスワード を編 集 または確

認 し、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

10 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

リスト ア ジ ョブの完 了 後 、別 の場 所 にリスト アしたセッシ ョンを使

用 して A rcse rve UDP データを回 復 します。個 別 の A rcse rve UDP
ファイルおよびフォルダを回 復 する方 法 、および A rcse rve UDP サー

バ上 で BM R 操 作 を実 行 する方 法 の詳 細 については、A rcse rve
UDP のマニュアルを参 照 してください。

注 ：ファイルやフォルダの回 復 、および A rcse rve UDP サーバ上 で

の BM R の実 行 の詳 細 については、A rcse rve UDP のマニュアルを

参 照 してください。
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このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。
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合 成 フル バックアップの概 要

合 成 フル バックアップ ( SFB ) では、前 回 のフル セッシ ョンとその後 の

増 分 セッシ ョンを 1 つのフル セッシ ョンに合 成 することができます。

合 成 フル バックアップ オプションを使 用 すると、以 下 の操 作 を行 う

ことができます。

合 成 フル バックアップを有 効 にして、合 成 スケジュールを選 択

できます。

増 分 セッシ ョンを合 成 して新 しい合 成 フル バックアップ セッシ ョ

ンを作 成 できます。

データを保 証 するため、合 成 スケジュール基 づいてリアル フル

バックアップを生 成 できます。

スケジュール済 みフル バックアップの実 行 を待 機 せずに、次 の

フル バックアップ実 行 日 にリアル フル バックアップを実 行 できま

す。

スケジュール済 みデータ合 成 ジョブの開 始 を待 機 せずに、オン

デマンド 合 成 フル バックアップをサブミット できます。

合 成 フル バックアップ セッシ ョンのスキャンを許 可 してデータを

検 証 できます。

D2D2T を使 用 して、合 成 フル バックアップ セッシ ョンを、テー

プ、クラウド 、およびディスク デバイスにマイグレート できます。

Po in t-in -T im e リスト アを実 行 できます。

惨 事 復 旧 プロセスおよび Po in t-in -T im e リスト アを使 用 して

データを回 復 できます。A rcse rve Ba cku p では、以 前 のフル

セッシ ョンまたは増 分 セッシ ョンを参 照 することな く、合 成 フル

バックアップ セッシ ョンを使 用 して惨 事 復 旧 を実 行 することがで

きます。

SFB は以 下 のアプリケーションおよびプラット フォームでサポート され

ています。

クライアント エージェント - A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s C lien t
A gen t がサポート するすべてのプラット フォーム。SFB は、r16 以

降 の W in d ow s C lien t A gen t ( UN IX/Lin u x ではな い ) だけに適

用 可 能 です。

サーバ - A rcse rve Ba cku p サーバがサポート するすべてのプラッ

ト フォーム。合 成 フル バックアップは、任 意 の A rcse rve Ba cku p
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r17 サーバ、プライマリ サーバ、メンバ サーバ、またはスタンド ア

ロン サーバでサブミット できる「ジ ョブの種 類 」です。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップ

するコンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s を

インスト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。
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合 成 フル バックアップの仕 組 み

A rcse rve Ba cku p を使 用 して、合 成 フル バックアップを実 行 できま

す。合 成 フル バックアップでは、以 前 のフル セッシ ョンとその後 の

増 分 セッシ ョンを、W in d ow s C lien t A gen t 用 の 1 つのフル セッシ ョ

ンに合 成 できます。

合 成 フル バックアップでは、以 下 のタスクを実 行 できます。

増 分 セッシ ョンを合 成 して新 しい合 成 フル バックアップ セッシ ョ

ンを作 成 できます。

データを保 証 するため、合 成 スケジュールに基 づいたリアル フ

ル バックアップを生 成 できます。

スケジュール済 みフル バックアップの実 行 を待 機 せずに、次 の

フル バックアップ実 行 日 にリアル フル バックアップを実 行 できま

す。

スケジュール済 みデータ合 成 ジョブの開 始 を待 機 せずに、オン

デマンド 合 成 フル バックアップをサブミット できます。

合 成 フル バックアップ セッシ ョンのスキャンを許 可 してデータを

検 証 できます。

D2D2T を使 用 して、合 成 フル バックアップ セッシ ョンを、テー

プ、クラウド 、およびディスク デバイスにマイグレート できます。

Po in t-in -T im e リスト アを実 行 できます。

惨 事 復 旧 プロセスおよび Po in t-in -T im e リスト アを使 用 して

データを回 復 できます。A rcse rve Ba cku p では、以 前 のフル

セッシ ョンまたは増 分 セッシ ョンを参 照 することな く、合 成 フル

バックアップ セッシ ョンを使 用 して惨 事 復 旧 を実 行 することがで

きます。

合 成 フル バックアップを有 効 にして、合 成 スケジュールを選 択

できます。

注 ：サーバ上 のオブジェクト をバックアップ ソ ースに含 めるには、ま

ずサーバをクライアント データベースに入 力 する必 要 があります。

サーバをこのデータベースに追 加 するには、A rcse rve Ba cku p ソ フ

ト ウェアが実 行 されている必 要 があります。

合 成 フル バックアップは、以 下 のアプリケーションおよびプラット

フォーム上 で実 行 できます。
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クライアント エージェント - A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s C lien t
A gen t がサポート するすべてのプラット フォーム。SFB は、r16 以

降 の W in d ow s C lien t A gen t ( UN IX/Lin u x ではな い ) だけに適

用 可 能 です。

サーバ - A rcse rve Ba cku p サーバがサポート するすべてのプラッ

ト フォーム。合 成 フル バックアップは、任 意 の A rcse rve Ba cku p
r16 サーバ、プライマリ サーバ、メンバ サーバ、またはスタンド ア

ロン サーバでサブミット できる「ジ ョブの種 類 」です。

以 下 の図 では、A rcse rve Ba cku p がどのように合 成 フル バックアッ

プ セッシ ョンを作 成 するかを示 します。

ジョブの環 境 設 定 を行 うには、［ソ ース］、［スケジュール］、［ポリ

シー］、および［デスティネーション］の各 タブで適 切 な 選 択 を行

い、ツールバーの［オプション］をクリックしてバックアップ ジ ョブのその

他 のプロパティを設 定 します。ステージング ジョブを選 択 した場 合

は、ステージングの場 所 を指 定 する必 要 も あります。完 了 した

ら、［サブミット ］をクリックしてジ ョブをサブミット します。

以 下 の制 限 に注 意 してください。

SFB は、ディスク ステージング デバイスおよびデデュプリケーショ

ン デバイス上 でのみサポート されています。D2D2T を使 用 する

と、テープ、クラウド 、およびディスク デバイスに SFB セッシ ョンを

マイグレート できます。
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SFB では、A rcse rve Ba cku p r16 ( またはそれ以 降 ) W in d ow s ク

ライアント エージェント のみがサポート されます。ただし、同 じ

ジョブのバックアップ ソ ースに他 のエージェント が存 在 する場 合

は ( データベース エージェント や r16 より前 の W in d ow s C lien t
A gen t な ど ) 、合 成 フル バックアップの実 行 日 に、A rcse rve
Ba cku p は他 のエージェント についてスケジュールされたバック

アップの元 の方 法 を使 用 します。A rcse rve Ba cku p では、

A rcse rve Ba cku p r16 ( またはそれ以 降 ) W in d ow s クライアント

エージェント のみが合 成 されます。

合 成 のフル バックアップに関 する詳 細 情 報 は、Da sh b o a rd の

ジョブ バックアップ ステータス レポート 、ノード バックアップ ス

テータス レポート 、および保 護 サイズ合 計 レポート で見 ること

ができます。

合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップする

コンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s をイン

スト ールしてライセンス登 録 します。

合 成 フル バックアップ ジ ョブを変 更 した場 合 、以 下 のように動

作 します。

ジョブに適 用 する暗 号 化 または圧 縮 オプションの値 を変

更 した場 合 、リアル フル バックアップ ジ ョブは、フル バック

アップ ジ ョブがスケジュールされた日 の翌 日 に実 行 されま

す。

合 成 バックアップ ジ ョブのスケジュールまたはパージ ポリ

シーの値 を変 更 すると、関 連 するすべてのセッシ ョンの

パージ時 刻 が更 新 されます。リアル フル バックアップ ジ ョ

ブは実 行 されません。

合 成 バックアップ ジ ョブにノード またはディスクを追 加 する

と、リアル フル バックアップ ジ ョブは追 加 されたノード およ

びディスクに対 してのみ実 行 されます。そのジョブでは、リ

アル フル バックアップ ジ ョブは実 行 されません。

バックアップ デスティネーションのデバイス ( グループまたはテー

プ ) を変 更 した場 合 、以 下 のように動 作 します。

バックアップ ジ ョブのデスティネーション デバイスがデータ デ

デュプリケーション デバイスの場 合 、リアル フル バックアッ

プ ジ ョブは、フル バックアップ ジ ョブがスケジュールされた

日 の翌 日 に実 行 されます。
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バックアップのデスティネーション デバイスがテープにマイグ

レート するファイル システム デバイスまたはデータ デデュプ

リケーション デバイスで、ステージングの場 所 を変 更 した

場 合 、リアル フル バックアップ ジ ョブは、フル バックアップ

ジ ョブがスケジュールされた日 の翌 日 に実 行 されます。

バックアップのデスティネーション デバイスがテープにマイグ

レート するファイル システム デバイスまたはデータ デデュプ

リケーション デバイスで、デスティネーション テープを変 更

した場 合 、ジョブは、そのジョブのスケジュールに基 づいて

実 行 されます。( リアル フル バックアップは、ジョブの実 行

がスケジュールされた日 の翌 日 に実 行 されません。)
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合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］オプションを使 用 すると、ソ ース グ

ループおよびソ ース コンピュータのスケジュールされたバックアップを

サブミット することができます。合 成 フル バックアップでは、標 準

バックアップと共 に、ステージングとデデュプリケーションのバックアッ

プをサブミット できます。ステージングとデデュプリケーションのバック

アップは、最 初 の ( 親 ) フル バックアップと、それ以 降 に行 われたす

べての増 分 バックアップが 1 つのセッシ ョンに結 合 されたも のから構

成 されます。

注 ：合 成 フル バックアップが W in d ow s C lien t A gen t でサポート さ

れるのは r16 以 降 です。r16 より前 のバージョンの W in d ow s
C lien t A gen t、データベース エージェント 、またはアプリケーション

エージェント では、合 成 フル バックアップはサポート されません。

r16 以 降 の W in d ow s C lien t A gen t、r16 より前 の W in d ow s C lien t
A gen t、データベース エージェント 、またはアプリケーション エージェ

ント をまとめて 1 つのジョブにバックアップするために合 成 フル バック

アップ ジ ョブをサブミット する場 合 は、r16 以 降 の W in d ow s C lien t
A gen t だけが合 成 されます。合 成 フル バックアップをサポート して

いな いエージェント およびアプリケーション エージェント の場 合 、標

準 のバックアップ方 式 が代 わりに使 用 されます。

例 ：合 成 フル バックアップの仕 組 み

合 成 フル バックアップ ( SFB ) を使 用 すると、以 前 のフル セッシ ョンと

その後 の増 分 セッシ ョンを、W in d ow s C lien t A gen t 用 の 1 つのフル

セッシ ョンに合 成 できます。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップする

コンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s をインス

ト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。エージェント のイン

スト ールおよびライセンス取 得 を行 わな い場 合 、A rcse rve Ba cku p
は合 成 フル バックアップを通 常 のバックアップに変 換 し、アクティビ

ティ ログに警 告 メッセージを作 成 します。

SFB に対 応 したバックアップ ジ ョブをサブミット します。

ジョブが起 動 するとき、最 初 の実 行 はリアル フル バックアップ

で、以 降 のバックアップは増 分 バックアップにな ります。フル セッ

シ ョンは最 初 の親 のフル セッシ ョンにな ります。以 降 の増 分 バッ

クアップは、定 義 した増 分 バックアップ ポリシーに基 づいて実 行

されます。

1302 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブの実 行 時 には、変 更 されたファ

イルと未 変 更 のファイルのすべてがクライアント エージェント に

対 して照 会 されます。最 後 の増 分 バックアップの後 に、データ

合 成 ジョブが作 成 されます。

データ合 成 ジョブでは、最 後 のフル セッシ ョン ( 親 セッシ ョン ) とそ

れ以 降 の増 分 セッシ ョンを 1 つの SFB セッシ ョンに合 成 します。

新 しい SFB セッシ ョンは、次 の SFB ジョブの親 のフル セッシ ョンに

な ります ( SFB セッシ ョンの後 にリアル フル バックアップ セッシ ョン

が実 行 される場 合 を除 く ) 。

合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［標 準 バックアップ］または［デデュプリケーション バックアップ］のい

ずれかを選 択 し、［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択 します。

注 ：［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択

すると、［ステージングを有 効 にする］がデフォルト で選 択 されま

す。［ステージングを有 効 にする］を無 効 にすると、［合 成 フル バッ

クアップ有 効 化 ］オプションを選 択 することができな くな ります。

3 . ［ソ ース］、［スケジュール］、［ポリシー］、および［デスティネーショ

ン］の各 タブを選 択 し、ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。ス

テージング ジョブを選 択 した場 合 は、ステージングの場 所 を指 定

する必 要 も あります。

4 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な グロー

バル オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

5 . ［サブミット ］ツールバー ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

6 . ジョブについてのセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または

確 認 して、［OK］をクリックします。

7 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが開 きます。［即 実 行 ］を

選 択 して今 すぐジョブを実 行 するか、［実 行 日 時 指 定 ］を選 択 し

てジョブを実 行 する日 時 を選 択 します。

注 ：［即 実 行 ］オプションの詳 細 については、「［ジョブ キュー］タ

ブ」を参 照 してください。
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8 . ジョブの説 明 を入 力 します。

9 . 複 数 のソ ースのバックアップを選 択 した場 合 に、ジョブ セッシ ョンの

開 始 順 序 を設 定 するには、［ソ ース優 先 度 ］をクリックします。

［一 番 上 へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用

して、ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。優 先 順 位 付 けが

終 わったら、［OK］をクリックします。

10 . ジョブを A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト として保 存 するには、

［ジョブの保 存 ］ボタンをクリックします。

11 . ジョブ テンプレート を保 存 するには、［テンプレート の保 存 ］ボタン

をクリックします。

12 . ジョブのプレフライト チェックを実 行 するには、［プレフライト チェッ

ク］ボタンをクリックします。プレフライト チェックが失 敗 した場 合

は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブの設 定 を変 更 してくださ

い。

13 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

注 ：ディスク ステージング ( D2D2T ) およびテープ ステージング

( D2T2T ) を使 用 してバックアップ操 作 を管 理 する方 法 について

は、「 Ba cku p to D isk to Tap e の動 作 」を参 照 してください。
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合 成 フル バックアップの合 成 スケジ ュールの

指 定

A rcse rve Ba cku p では、合 成 フル バックアップの合 成 スケジュール

を指 定 することができます。合 成 スケジュールを使 用 すると、合

成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するタイミング、およびリアル フル

バックアップ ジ ョブのスケジュールを指 定 するためのオプションを定

義 できます。

合 成 フル バックアップの合 成 スケジュールを指 定 する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

［スタート ］タブで、［標 準 バックアップ］または［デデュプリケーション

バックアップ］のいずれかを選 択 し、［ステージングを有 効 にする］

および［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択 します。

2 . ［スケジュール］タブをクリックします。

3 . ジョブの必 要 性 に応 じて、以 下 の合 成 スケジュール オプションを

指 定 します。

バックアップ ジ ョブ後 に合 成

最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブの後 、A rcse rve Ba cku p が合

成 フル バックアップ ( リアル フル バックアップではな く ) を実 行

する前 までの経 過 時 間 を時 間 および分 単 位 で指 定 しま

す。

合 成 スケジュール

合 成 スケジュールを指 定 します。合 成 フル バックアップが実

行 される前 に何 週 間 または何 か月 経 過 すべきか、および、

合 成 フル バックアップを実 行 する曜 日 を指 定 します。スケ

ジュールの種 類 に基 づいて、合 成 フル バックアップを実 行 す

る曜 日 と週 を指 定 できます。

フル バックアップを実 行 する

リアル フル バックアップ ( 合 成 フル バックアップではな く ) を実

行 するかどうか、およびこのバックアップの頻 度 を指 定 しま

す。

注 ：リアル フル バックアップを指 定 すると、バックアップ方 式

( 増 分 /差 分 ) がリアル フル バックアップに変 更 されます。
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ローテーシ ョン スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

ローテーション スキーマを使 用 した D 2 D 2 T
合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

バックアップ マネージャでは、スケジュール オプションやローテーショ

ン スキーマを使 用 して、自 動 バックアップの計 画 を立 てることがで

きます。環 境 に適 したローテーション スキーマを使 用 して、D2D2T
の合 成 フル バックアップ ジ ョブを指 定 できます。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップする

コンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s をインス

ト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。エージェント のイン

スト ールおよびライセンス取 得 を行 わな い場 合 、A rcse rve Ba cku p
は合 成 フル バックアップを通 常 のバックアップに変 換 し、アクティビ

ティ ログに警 告 メッセージを作 成 します。

ローテーション スキーマを使 用 して D 2 D 2 T 合 成 フル バックアップ

ジ ョブをサブミット する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択 しま

す。［ステージングを有 効 にする］オプションがデフォルト で選 択 さ

れます。

以 下 の点 に注 意 してください。

［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択

すると、［ステージングを有 効 にする］がデフォルト で選 択 され
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ローテーシ ョン スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

ます。これは、合 成 フル バックアップを有 効 にできるのが、［ス

テージングを有 効 にする］オプションを使 用 した標 準 バックアッ

プに限 られるためです。データは、テープ、クラウド 、および

ディスク デバイスにマイグレート できます。

［デデュプリケーション バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有

効 化 ］を選 択 すると、［ステージングを有 効 にする］はデフォル

ト で選 択 されません。これは、合 成 フル バックアップでは、

［ステージングを有 効 にする］オプションを使 用 しな いデデュプ

リケーション デバイスへのサブミット をサポート しているためで

す。ただし、［ステージングを有 効 にする］オプションを使 用 し

て、デデュプリケーション デバイスに合 成 フル バックアップ ジ ョ

ブをサブミット することも できます。

合 成 フル バックアップは、Un ix /Lin u x Da ta M o ver バックアップ

をサポート していません。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップ ソ ースを選 択 します。

注 ：合 成 フル バックアップでは、r16 以 降 の W in d ow s C lien t
A gen t だけがサポート されます。また、混 合 ジョブをサブミット する

ために r16 以 降 の W in d ow s C lien t A gen t と共 に、他 のエージェン

ト ( r16 より前 の W in d ow s C lien t A gen t、データベース エージェン

ト 、アプリケーション エージェント な ど ) を選 択 することも できます。

この混 合 ジョブでは、合 成 フル バックアップをサポート しな いエー

ジェント のバックアップ方 式 を変 更 しません。

4 . ［スケジュール］タブをクリックし、［ローテーション スキーマ］オプショ

ンを選 択 して、［週 5 日 : 増 分 バックアップ、金 曜 日 にフル バック

アップ］を選 択 します。
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注 ：選 択 する日 単 位 バックアップ方 式 が何 であれ、最 初 の日 、

および、［フル バックアップを実 行 する］スケジュールに一 致 する日

以 外 に、ファイル システム エージェント の増 分 バックアップが実 行

されます。［フル バックアップを実 行 する］スケジュールに一 致 する

日 は、ファイル システム エージェント のフル バックアップが実 行 され

ます。

5 . 合 成 スケジュールを設 定 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

バックアップ ジ ョブ後 に合 成 ：最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブ

を完 了 すると、データ合 成 ジョブが実 行 日 時 指 定 のジョブと

して生 成 されます。複 数 のジョブによる CPU /ディスク リソ ース

の競 合 を回 避 するため、最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブの完

了 後 にデータ合 成 ジョブを開 始 するタイミングを選 択 できま

す。

合 成 スケジュール：合 成 フル バックアップ セッシ ョンの生 成 の

ためにデータ合 成 ジョブを実 行 する時 間 の長 さを設 定 しま

す。このオプションが選 択 されていな い場 合 、合 成 スケジュー

ルは 1 週 間 ごと ( デフォルト ) に設 定 されます。このシナリオの

場 合 、データ合 成 ジョブは毎 週 金 曜 日 に実 行 されます。

［合 成 スケジュール］チェック ボックスをオンにして、合 成 スケ

ジュールを n 週 間 ごとに設 定 することも できます。
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ローテーシ ョン スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

フル バックアップを実 行 する：データを保 証 するための標 準

のフル バックアップをどれ くらいの期 間 実 行 するかについて、

スケジュールを設 定 できます。

［フル バックアップを実 行 する］オプションを有 効 にした場 合 は、［フ

ル バックアップを実 行 する］のスケジュールが［合 成 スケジュール］

より長 くな っていることを確 認 してください。そうしな いと、データ合

成 ジョブが実 行 されな い可 能 性 があります。［SFB スケジュールの

詳 細 ］では、データ合 成 ジョブ、フル バックアップ ジ ョブ、増 分 バッ

クアップ ジ ョブの実 行 予 定 日 時 を確 認 することができます。

6 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックし、ジョブのステージング場 所

を選 択 します。

7 . ［ポリシー］タブをクリックし、マイグレーション ポリシーを設 定 しま

す。

8 . ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてテー

プを選 択 し、メディア プール名 を指 定 します。
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9 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な グロー

バル オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

10 . ［サブミット ］ツールバー ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

11 . ジョブについてのセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または

確 認 して、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

12 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

今 すぐ実 行

ジョブを即 座 に実 行 するよう指 定 します。

実 行 日 時 指 定

ジョブを実 行 する日 付 と時 刻 を指 定 し、ジョブの説 明 を入

力 します。合 成 フル バックアップのジョブ名 は「合 成 バックアッ

プ」で始 まります。

ソ ース優 先 度

バックアップの対 象 として複 数 のソ ースを選 択 した場 合 、ジョ

ブ セッシ ョンを開 始 する優 先 順 位 を指 定 します。［一 番 上
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へ］、［上 へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用 して、

ジョブが処 理 される順 序 を変 更 します。

ジョブの保 存

A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト としてジ ョブを保 存 します。

テンプレート の保 存

ジョブ テンプレート を保 存 します。

プレフライト チェック

ジ ョブのプレフライト チェックを行 うことを指 定 します。プレフラ

イト チェックに失 敗 した場 合 は、［キャンセル］ボタンをクリック

してジ ョブの設 定 を変 更 します。

13 . 設 定 が終 わったら、［OK］をクリックします。

ジョブがジョブ キューにサブミット されます。

注 ：マイグレーション ジ ョブと同 様 、最 後 の増 分 バックアップが完

了 した後 は、新 しいデータ合 成 ジョブが作 成 され、マスタ ジ ョブ下

のジョブ キューに追 加 されます。データ合 成 ジョブに失 敗 した場

合 は、メークアップ ジ ョブが作 成 され、ジョブ キューに追 加 されま

す。
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G FS スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップジ ョブのサブミット

G F S スキーマを使 用 した D 2 D 2 T 合 成 フル

バックアップジ ョブのサブミット

G FS ( G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ) ローテーション計 画 では、日 、週 、

月 の単 位 でバックアップをメンテナンスすることができます。この計

画 を使 用 して、D2D2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブを指 定 できま

す。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップする

コンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s をインス

ト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。エージェント のイン

スト ールおよびライセンス取 得 を行 わな い場 合 、A rcse rve Ba cku p
は合 成 フル バックアップを通 常 のバックアップに変 換 し、アクティビ

ティ ログに警 告 メッセージを作 成 します。

G FS スキーマを使 用 して、D 2 D 2 T 合 成 フル バックアップ ジ ョブをサ

ブミット する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択 しま

す。［ステージングを有 効 にする］オプションがデフォルト で選 択 さ

れます。
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G FS スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップジ ョブのサブミット

以 下 の点 に注 意 してください。

［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択

すると、［ステージングを有 効 にする］がデフォルト で選 択 され

ます。これは、合 成 フル バックアップを有 効 にできるのが、［ス

テージングを有 効 にする］オプションを使 用 した標 準 バックアッ

プに限 られるためです。データは、テープ、クラウド 、および

ディスク デバイスにマイグレート できます。

［デデュプリケーション バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有

効 化 ］を選 択 すると、［ステージングを有 効 にする］はデフォル

ト で選 択 されません。これは、合 成 フル バックアップでは、

［ステージングを有 効 にする］オプションを使 用 しな いデデュプ

リケーション デバイスへのサブミット をサポート しているためで

す。ただし、［ステージングを有 効 にする］オプションを使 用 し

て、デデュプリケーション デバイスに合 成 フル バックアップ ジ ョ

ブをサブミット することも できます。
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合 成 フル バックアップは、Un ix /Lin u x Da ta M o ver バックアップ

をサポート していません。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップ ソ ースを選 択 します。

注 ：合 成 フル バックアップでは、r16 以 降 の W in d ow s C lien t
A gen t だけがサポート されます。また、混 合 ジョブをサブミット する

ために r16 以 降 の W in d ow s C lien t A gen t と共 に、他 のエージェン

ト ( r16 より前 の W in d ow s C lien t A gen t、データベース エージェン

ト 、アプリケーション エージェント な ど ) を選 択 することも できます。

この混 合 ジョブでは、合 成 フル バックアップをサポート しな いエー

ジェント のバックアップ方 式 を変 更 しません。

4 . ［スケジュール］タブをクリックし、［ローテーション スキーマ］オプショ

ンを選 択 して、［週 5 日 : 増 分 バックアップ、金 曜 日 にフル バック

アップ (G FS 有 効 )］を選 択 します。

注 ：選 択 する日 単 位 バックアップ方 式 が何 であれ、最 初 の日 、

および、［フル バックアップを実 行 する］スケジュールに一 致 する日

以 外 に、ファイル システム エージェント の増 分 バックアップが実 行

されます。［フル バックアップを実 行 する］スケジュールに一 致 する

日 は、ファイル システム エージェント のフル バックアップが実 行 され

ます。
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G FS スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップジ ョブのサブミット

5 . 合 成 スケジュールを設 定 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

バックアップ ジ ョブ後 に合 成 ：最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブ

を完 了 すると、データ合 成 ジョブが実 行 日 時 指 定 のジョブと

して生 成 されます。複 数 のジョブによる CPU /ディスク リソ ース

の競 合 を回 避 するため、最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブの完

了 後 にデータ合 成 ジョブを開 始 するタイミングを選 択 できま

す。

合 成 スケジュール：［G FS を有 効 化 ］が選 択 されている場

合 、このオプションは使 用 できません。つまり、G FS ジョブにつ

いて合 成 スケジュールを n 週 間 ごとに設 定 することはでき

ず、合 成 スケジュールは 1 週 間 ごとに設 定 されることにな りま

す。このシナリオの場 合 、データ合 成 ジョブは毎 週 金 曜 日 に

実 行 されます。

フル バックアップを実 行 する：データを保 証 するための標 準

のフル バックアップをどれ くらいの期 間 実 行 するかについて、

スケジュールを設 定 できます。

［フル バックアップを実 行 する］オプションを有 効 にした場 合 は、［フ

ル バックアップを実 行 する］のスケジュールが［合 成 スケジュール］
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より長 くな っていることを確 認 してください。［SFB スケジュールの詳

細 ］では、合 成 ジョブ、フル バックアップ ジ ョブ、増 分 バックアップ

ジ ョブの実 行 予 定 日 時 を確 認 することができます。

6 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックし、ジョブのステージング場 所

を選 択 します。

7 . ［ポリシー］タブをクリックし、マイグレーション ポリシーを設 定 しま

す。

8 . ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてテー

プを選 択 し、メディア プール名 を指 定 します。

9 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な グロー

バル オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

10 . ［サブミット ］ツールバー ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

11 . ジョブについてのセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または

確 認 して、［OK］をクリックします。
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G FS スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップジ ョブのサブミット

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

12 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

今 すぐ実 行

ジョブを即 座 に実 行 するよう指 定 します。

実 行 日 時 指 定

ジョブを実 行 する日 付 と時 刻 を指 定 し、ジョブの説 明 を入 力 しま

す。合 成 フル バックアップのジョブ名 は「合 成 バックアップ」で始 ま

ります。

ソ ース優 先 度

バックアップの対 象 として複 数 のソ ースを選 択 した場 合 、ジョブ

セッシ ョンを開 始 する優 先 順 位 を指 定 します。［一 番 上 へ］、［上

へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用 して、ジョブが処 理

される順 序 を変 更 します。

ジョブの保 存

A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト としてジ ョブを保 存 します。

テンプレート の保 存

ジョブ テンプレート を保 存 します。

プレフライト チェック

第 16章 : 合 成 フル バックアップの使 用 1317



G FS スキーマを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップジ ョブのサブミット

ジョブのプレフライト チェックを行 うことを指 定 します。プレフライト

チェックに失 敗 した場 合 は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブ

の設 定 を変 更 します。

13 . 設 定 が終 わったら、［OK］をクリックします。

ジョブがジョブ キューにサブミット されます。

注 ：マイグレーション ジ ョブと同 様 、最 後 の増 分 バックアップが完

了 した後 は、新 しいデータ合 成 ジョブが作 成 され、マスタ ジ ョブ下

のジョブ キューに追 加 されます。データ合 成 ジョブに失 敗 した場

合 は、メークアップ ジ ョブが作 成 され、ジョブ キューに追 加 されま

す。

1318 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2 D 2 T 合

成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

バックアップ マネージャでは、スケジュール オプションやローテーショ

ン スキーマを使 用 して、自 動 バックアップの計 画 を立 てることがで

きます。環 境 に適 したカスタム バックアップ スケジュールを使 用 し

て、D2D2T の合 成 フル バックアップ ジ ョブを指 定 できます。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップする

コンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s をインス

ト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。エージェント のイン

スト ールおよびライセンス取 得 を行 わな い場 合 、A rcse rve Ba cku p
は合 成 フル バックアップを通 常 のバックアップに変 換 し、アクティビ

ティ ログに警 告 メッセージを作 成 します。

カスタム スケジュールを使 用 して D 2 D 2 T 合 成 フル バックアップ ジ ョ

ブをサブミット する方 法

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［スタート ］タブをクリックします。

2 . ［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択 しま

す。［ステージングを有 効 にする］オプションがデフォルト で選 択 さ

れます。
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カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

以 下 の点 に注 意 してください。

［標 準 バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］を選 択

すると、［ステージングを有 効 にする］がデフォルト で選 択 され

ます。これは、合 成 フル バックアップを有 効 にできるのが、［ス

テージングを有 効 にする］オプションを使 用 した標 準 バックアッ

プに限 られるためです。データは、テープ、クラウド 、および

ディスク デバイスにマイグレート できます。

［デデュプリケーション バックアップ］と［合 成 フル バックアップ有

効 化 ］を選 択 すると、［ステージングを有 効 にする］はデフォル

ト で選 択 されません。これは、合 成 フル バックアップでは、

［ステージングを有 効 にする］オプションを使 用 しな いデデュプ

リケーション デバイスへのサブミット をサポート しているためで

す。ただし、［ステージングを有 効 にする］オプションを使 用 し

て、デデュプリケーション デバイスに合 成 フル バックアップ ジ ョ

ブをサブミット することも できます。
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カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

合 成 フル バックアップは、Un ix /Lin u x Da ta M o ver バックアップ

をサポート していません。

3 . ［ソ ース］タブをクリックし、バックアップ ソ ースを選 択 します。

注 ：合 成 フル バックアップでは、r16 以 降 の W in d ow s C lien t
A gen t だけがサポート されます。また、混 合 ジョブをサブミット する

ために r16 以 降 の W in d ow s C lien t A gen t と共 に、他 のエージェン

ト ( r16 より前 の W in d ow s C lien t A gen t、データベース エージェン

ト 、アプリケーション エージェント な ど ) を選 択 することも できます。

この混 合 ジョブでは、合 成 フル バックアップをサポート しな いエー

ジェント のバックアップ方 式 を変 更 しません。

4 . ［スケジュール］タブをクリックし、［カスタム スケジュール］オプション

を選 択 して、［繰 り返 し方 法 ］を指 定 します。

注 ：選 択 する日 単 位 バックアップ方 式 が何 であれ、最 初 の日 、

および、［フル バックアップを実 行 する］スケジュールに一 致 する日

以 外 に、ファイル システム エージェント の増 分 バックアップが実 行

されます。［フル バックアップを実 行 する］スケジュールに一 致 する

日 は、ファイル システム エージェント のフル バックアップが実 行 され

ます。

5 . 合 成 スケジュールを設 定 します。
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カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

以 下 の点 に注 意 してください。

バックアップ ジ ョブ後 に合 成 ：最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブ

を完 了 すると、データ合 成 ジョブが実 行 日 時 指 定 のジョブと

して生 成 されます。複 数 のジョブによる CPU /ディスク リソ ース

の競 合 を回 避 するため、最 後 の増 分 バックアップ ジ ョブの完

了 後 にデータ合 成 ジョブを開 始 するタイミングを選 択 できま

す。

合 成 スケジュール：合 成 フル バックアップ セッシ ョンの生 成 の

ために合 成 ジョブを実 行 する時 間 の長 さを設 定 します。この

オプションが選 択 されていな い場 合 、合 成 スケジュールは 1
日 ごと ( デフォルト ) に設 定 されます。このシナリオでは、デー

タ合 成 ジョブは、各 バックアップの日 に増 分 バックアップが完

了 した後 に実 行 されます。［合 成 スケジュール］チェック ボック

スをオンにして、合 成 スケジュールを n 週 間 ごとに設 定 するこ

とも できます。

フル バックアップを実 行 する：データを保 証 するための標 準

のフル バックアップをどれ くらいの期 間 実 行 するかについて、

スケジュールを設 定 できます。

［フル バックアップを実 行 する］を有 効 にした場 合 は、［フル バック

アップを実 行 する］のスケジュールが［合 成 スケジュール］より長 く

な っていることを確 認 してください。そうしな いと、データ合 成 ジョブ

が実 行 されな い可 能 性 があります。［SFB スケジュールの詳 細 ］で
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カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

は、合 成 ジョブ、フル バックアップ ジ ョブ、増 分 バックアップ ジ ョブの

実 行 予 定 日 時 を確 認 することができます。

6 . ［ステージングの場 所 ］タブをクリックし、ジョブのステージング場 所

を選 択 します。

7 . ［ポリシー］タブをクリックし、マイグレーション ポリシーを設 定 しま

す。

8 . ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてテー

プを選 択 し、メディア プール名 を指 定 します。

9 . ［オプション］ツールバー ボタンをクリックして、ジョブに必 要 な グロー

バル オプションを指 定 します。詳 細 については、「グローバル バッ

クアップ オプション」を参 照 してください。

10 . ［サブミット ］ツールバー ボタンをクリックしてジ ョブをサブミット しま

す。

［セキュリティおよびエージェント 情 報 ］ダイアログ ボックスが表 示 さ

れます。

11 . ジョブについてのセキュリティおよびエージェント 情 報 を編 集 または

確 認 して、［OK］をクリックします。
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カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

12 . ジョブに必 要 な オプションを指 定 します。

今 すぐ実 行

ジョブを即 座 に実 行 するよう指 定 します。

実 行 日 時 指 定

ジョブを実 行 する日 付 と時 刻 を指 定 し、ジョブの説 明 を入 力 しま

す。合 成 フル バックアップのジョブ名 は「合 成 バックアップ」で始 ま

ります。

ソ ース優 先 度

バックアップの対 象 として複 数 のソ ースを選 択 した場 合 、ジョブ

セッシ ョンを開 始 する優 先 順 位 を指 定 します。［一 番 上 へ］、［上

へ］、［下 へ］、［一 番 下 へ］の各 ボタンを使 用 して、ジョブが処 理

される順 序 を変 更 します。

ジョブの保 存

A rcse rve Ba cku p ジョブ スクリプト としてジ ョブを保 存 します。

テンプレート の保 存

ジョブ テンプレート を保 存 します。

プレフライト チェック

1324 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



カスタム スケジ ュールを使 用 した D 2D 2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブのサブミット

ジョブのプレフライト チェックを行 うことを指 定 します。プレフライト

チェックに失 敗 した場 合 は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジ ョブ

の設 定 を変 更 します。

13 . 設 定 が終 わったら、［OK］をクリックします。

ジョブがジョブ キューにサブミット されます。

注 ：マイグレーション ジ ョブと同 様 、最 後 の増 分 バックアップが完

了 した後 は、新 しいデータ合 成 ジョブが作 成 され、マスタ ジ ョブ下

のジョブ キューに追 加 されます。データ合 成 ジョブに失 敗 した場

合 は、メークアップ ジ ョブが作 成 され、ジョブ キューに追 加 されま

す。
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次 のフル バックアップ実 行 日 にリアル フル バックアップを実 行

次 のフル バックアップ実 行 日 にリアル フル

バックアップを実 行

スケジュールされているリアル フル バックアップの実 行 日 でな くて

も 、リアル フル バックアップを実 行 して、フル バックアップ セッシ ョン

を生 成 できます。

次 のフル バックアップ実 行 日 にリアル フル バックアップを実 行 する

方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 き、［ジョブ キュー］タブをクリックし

ます。

2 . 変 換 する合 成 ジョブを右 クリックし、［次 のフル バックアップ実 行 日

にリアル フル バックアップを実 行 ］オプションを選 択 します。

リアル フル バックアップは次 のフル バックアップ実 行 日 に実 行 され

ます。フル バックアップ実 行 日 は、合 成 スケジュールではな く元 の

スケジュールに基 づいてフル バックアップを実 行 する日 です。

たとえば、月 曜 日 に、［週 5 日 : 増 分 バックアップ、金 曜 日 にフル

バックアップ］ローテーション SFB ジョブで、合 成 スケジュールを 4 週

間 ごとに設 定 してサブミット し、最 初 の木 曜 日 にそのジョブを右 ク

リックして［次 のフル バックアップ実 行 日 にリアル フル バックアップを

実 行 ］オプションを選 択 すると、A rcse rve Ba cku p は最 初 の金 曜

日 にリアル フル バックアップを実 行 します。

同 様 に、SFB ジョブを変 更 すると、次 のフル バックアップ実 行 日 に

リアル フル バックアップが実 行 されます。
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オンデマンド の合 成 フル バックアップのサブミット

オンデマンド の合 成 フル バックアップのサブ

ミット

［Po in t-in -T im e リスト アを有 効 にする］オプションを選 択 して合 成

フル バックアップ ジ ョブをサブミット する際 、オンデマンド 合 成 フル

バックアップ ジ ョブをサブミット することで、スケジュールされた合 成

フル バックアップ実 行 日 以 外 であっても 、増 分 セッシ ョンとそのフル

セッシ ョンを合 成 して新 しいフル セッシ ョンを作 成 することができま

す。

オンデマンド の合 成 フル バックアップをサブミット する方 法

1 . ジョブ ステータス マネージャを開 き、［ジョブ キュー］タブをクリックし

ます。

2 . すぐに実 行 したい合 成 ジョブを右 クリックし、［今 すぐ合 成 ］を選 択

します。

合 成 ジョブがサブミット されます。
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合 成 フル バックアップ セ ッシ ョンのみのスキャン

合 成 フル バックアップ セッシ ョンのみのスキャ

ン

すべての合 成 フル バックアップ セッシ ョンをスキャンするだけの目 的

で、別 個 のメディア検 証 ジョブをサブミット できます。

SFB セッシ ョンをスキャンするためにメディア検 証 ジョブをサブミット

する方 法

1 . メディア検 証 とスキャン マネージャを開 きます。

2 . 合 成 フル バックアップ セッシ ョンが含 まれるテープを選 択 し、［メ

ディア検 証 ］をクリックします。

3 . ［メディア検 証 を有 効 にする］オプションと［合 成 フル バックアップ

セッシ ョンのみをスキャン］オプションを選 択 し、［OK］をクリックしま

す。

4 . ［サブミット ］をクリックします。

メディア検 証 ジョブがサブミット されます。ジョブによって、以 前 にス

キャンされな かったテープ上 の合 成 フル バックアップ セッシ ョンがす

べてスキャンされます。
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合 成 フル バックアップで パージ ポリシ ーとデータベース廃 棄 ジ ョブが機 能 する仕 組 み

合 成 フル バックアップでパージ ポリシーと

データベース廃 棄 ジ ョブが機 能 する仕 組 み

合 成 が保 留 されているセッシ ョンのテープ データ、A SDB 情 報 、お

よびカタログ ファイルは、ジョブ エンジンおよびデータベース廃 棄

ジョブでパージできません。合 成 が保 留 されているセッシ ョンの最

小 データ保 持 期 間 を取 得 するためには、以 下 のアルゴリズムが

使 用 されます。

M A X (  M IN (  合 成 サイクル期 間 * 2 , リアル フル サイクル期 間 ) , パージ ポ

リシーのセッション保 持 期 間 )

これによって、少 な くとも 1 回 のフル バックアップ ( リアル フル バック

アップまたは合 成 フル バックアップにかかわらず ) セッシ ョンと、それ

以 降 のすべての増 分 セッシ ョンが常 に行 われます。A rcse rve
Ba cku p ではこのような セッシ ョンのカタログ ファイルが廃 棄 されな い

ので、ディスク領 域 が CA TA LOG .DB フォルダによって消 費 される場

合 があります。フォルダのサイズはバックアップ ソ ースとパージのポリ

シーによって異 な ります。

A rcse rve Ba cku p は、1 つのフル バックアップ ( リアル フル バックアッ

プまたは合 成 フル バックアップにかかわらず ) セッシ ョンと、それ以

降 のすべての増 分 セッシ ョンを、次 回 の合 成 ジョブで使 用 される

一 意 のセッシ ョン セット として扱 います。したがって、フル バックアッ

プと増 分 バックアップについて別 のパージ ポリシーを設 定 したとして

も 、フル バックアップ セッシ ョンと、それ以 降 のすべての増 分 セッ

シ ョンでは、同 じパージ ポリシーが適 用 されます。A rcse rve Ba cku p
は、フル セッシ ョンだけについてのパージ時 刻 を計 算 し、それ以 降

のすべての増 分 セッシ ョンについて同 じパージ時 刻 を適 用 します。

合 成 関 連 のセッシ ョンのパージ時 刻 を確 認 するには、アクティビ

ティ ログのマスタ ジ ョブ ログを表 示 します。
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合 成 フル バックアップでメークアップ ジ ョブが

機 能 する仕 組 み

合 成 フル バックアップの実 行 日 に増 分 セッシ ョンの中 に完 了 した

も のと失 敗 したも のがある場 合 、失 敗 したクライアント エージェン

ト に対 して標 準 のメークアップ ジ ョブがサブミット されます。完 了 し

たセッシ ョンをすべて合 成 するデータ合 成 ジョブも サブミット されま

す。失 敗 したクライアント エージェント 用 のメークアップ ジ ョブが完

了 すると、失 敗 したクライアント エージェント 用 の増 分 セッシ ョンが

作 成 され、失 敗 したクライアント エージェント 用 の別 のデータ合 成

ジョブがサブミット されます。
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P o in t-in -T im e リスト ア

合 成 フル バックアップで、Po in t-in -T im e リスト ア ( P IT リスト ア ) を有

効 にすることができます。

P o in t-in -T im e リスト アを有 効 にする方 法

1 . ［スタート ］タブで［合 成 フル バックアップ有 効 化 ］オプションを選 択

します。

2 . ［オプション］ボタンをクリックし、［拡 張 ］パネルをクリックします。

3 . ［Po in t-in -T im e リスト ア ( P IT リスト ア ) を有 効 にする］オプションを

選 択 します。

注 ：［Po in t-in -T im e リスト ア ( P IT リスト ア ) を有 効 にする］オプショ

ンが有 効 にな っていると、選 択 する日 単 位 バックアップ方 式 が何
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であれ、最 初 の日 、および、［フル バックアップを実 行 する］スケ

ジュールに一 致 する日 以 外 に、ファイル システム エージェント の

Po in t-in -T im e 増 分 バックアップが実 行 されます。［フル バックアッ

プを実 行 する］スケジュールに一 致 する日 は、ファイル システム

エージェント のフル バックアップが実 行 されます。

アクティビティ ログ内 の［バックアップ方 式 ］および［セッシ ョン単 位 ］

ウィンド ウ内 のセッシ ョン方 式 は、「増 分 」から「 Po in t-in -T im e 増

分 」に変 更 されます。しかし、バックアップ GU I 上 のバックアップ方

式 は「増 分 」のままです。

Po in t-in -T im e 増 分 バックアップ方 式 については、C lien t A gen t は

通 常 の増 分 バックアップの日 に未 変 更 のカタログ情 報 を送 信 しま

す。その後 、m e rgcat .e xe により、変 更 されたカタログ ファイルおよ

び未 変 更 のカタログ ファイルの両 方 について、フル ファイル システ

ム構 造 にインデックスが作 成 されます。インデックス作 成 後 、
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Po in t-in -T im e リスト ア ジ ョブを実 行 することができます。ただし、こ

れにはより多 くのディスク容 量 および CPU が必 要 にな ります。

［Po in t-in -T im e リスト ア ( P IT リスト ア ) を有 効 にする］オプションを

無 効 にすると、日 単 位 バックアップ方 式 は増 分 にな ります。これ

は SFB ジョブのデフォルト の設 定 です。

増 分 バックアップ方 式 については、C lien t A gen t は通 常 の増 分

バックアップの日 に未 変 更 のカタログ ファイルを送 信 しません。

C lien t A gen t は合 成 日 にのみ未 変 更 のカタログ情 報 を送 信 しま

す。M ergcat .e xe は、未 変 更 のカタログ ファイルについてインデック

スを作 成 しません。これにより、ディスク容 量 および CPU が少 な く

て済 みます。

Po in t-in -T im e リスト ア ジ ョブをサブミット するには、ソ ース ツリーか

らノード を選 択 して復 旧 ポイント の日 付 を選 択 します。関 連 する

セッシ ョン バージョンが［復 旧 ポイント ］ド ロップダウン リスト に表 示
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されます。復 旧 ポイント を選 択 した後 は、関 連 するセッシ ョン情

報 がツリー表 示 とリスト 表 示 で更 新 されます。
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合 成 フル バックアップに関 する考 慮 事 項

合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット するときは、以 下 の点 に注

意 してください。

合 成 フル バックアップでは、r16 の W in d ow s C lien t A gen t だけ

がサポート されます。r16 より前 の W in d ow s C lien t A gen t、デー

タベース エージェント 、およびアプリケーション エージェント はサ

ポート されません。ただし、混 合 のソ ース ( r16 以 降 の

W in d ow s C lien t A gen t、r16 より前 の W in d ow s C lien t A gen t、
データベース エージェント 、アプリケーション エージェント を含

む ) をバックアップするために、合 成 フル バックアップ ジ ョブをサ

ブミット することはできます。合 成 フル バックアップでサポート さ

れていな いエージェント の場 合 は、事 前 に指 定 する日 単 位

バックアップ方 式 が使 用 されます。

合 成 フル バックアップでは、ディスク ステージング デバイスとデ

デュプリケーション デバイスだけがサポート されます。D2D2T を

使 用 すると、テープ、クラウド 、およびディスク デバイスに合 成 フ

ル バックアップ セッシ ョンをマイグレート できます。

合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット するとき、データを保 証

するため、バックアップ マネージャの［スケジュール］タブにある

［フル バックアップを実 行 する］オプションを定 義 してください。

既 存 の合 成 フル バックアップ ジ ョブを変 更 した場 合 、従 来 のフ

ル バックアップは、フル バックアップがスケジュールされた日 の翌

日 に実 行 されます。この動 作 を無 効 にするには、以 下 のレジ

スト リ キーを変 更 します。

a . バックアップ サーバの以 下 のキーを開 きます。

H K E Y _ C U R R E N T _ U S E R \S o ftw a re \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve B a cku p \B a se \A S M g r

b . 以 下 の値 名 を指 定 します。

(D W O R D ) S F B C h e cke d R e a lF u ll

c. 以 下 の値 を指 定 します。

1

値 1 を指 定 すると、この動 作 は無 効 にな ります。

注 ：ジョブに特 定 の変 更 を加 えると、常 に従 来 のフル バック

アップ ジ ョブが実 行 されます。特 に、バックアップ ソ ース、合 成

スケジュール、ディスク ステージング場 所 、暗 号 化 /圧 縮 オプ
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ションを変 更 した場 合 がこれに該 当 します。これにより、ジョブ

にこれら特 定 の変 更 を行 った場 合 、合 成 バックアップがスケ

ジュールされた日 に、合 成 バックアップを確 実 に行 うことができ

ます。

合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット すると、A rcse rve
Ba cku p ユーザ インターフェースに 90 日 間 の詳 細 合 成 スケ

ジュールが参 照 用 に表 示 されます。しかし、既 存 の合 成 フル

バックアップ ジ ョブを変 更 した場 合 、ユーザ インターフェースに

表 示 される詳 細 合 成 スケジュールが実 際 のスケジュールと一

致 していな い場 合 があります。

合 成 フル バックアップ ジ ョブのスケジュール時 、［SFB スケジュー

ルの詳 細 ］フィールド にはデフォルト 開 始 日 として現 在 の日 付

が表 示 されます。しかし、［ジョブのサブミット ］画 面 の［実 行 日

時 指 定 ］で日 付 を選 択 すると、合 成 フル バックアップ ジ ョブは

指 定 された日 付 に基 づいてスケジュールされます。

合 成 フル バックアップでは、一 週 より長 い時 間 枠 を使 用 して、

合 成 フル バックアップをスケジュールすることができます。この

設 定 を使 用 する際 、ローテーション スキーマ用 のメディア プー

ルのデフォルト 保 存 期 間 ( 6 日 間 ) によって、必 要 な データの

上 書 きが妨 げられることはありません。そのため、ローテーション

スキーマおよび 1 週 間 より長 い合 成 スケジュールを持 つ

D2D2T 合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット する場 合 、メ

ディア プールの保 存 期 間 が合 成 スケジュールより長 いこと ( より

大 きな メディアが必 要 ) を確 認 する必 要 があります。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップ

するコンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s を

インスト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。
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合 成 フル バックアップの使 用

以 下 の情 報 は、合 成 フル バックアップの仕 組 みに関 する一 般 的

な 質 問 への回 答 です。

合 成 フル バックアップでは、どのような 種 類 のエージェント がサポー

ト されますか。

合 成 フル バックアップでは、r16 以 降 の W in d ow s C lien t A gen t だ

けがサポート されます。r16 より前 の W in d ow s C lien t A gen t、デー

タベース エージェント 、またはアプリケーション エージェント はサポー

ト されません。

注 ：合 成 フル バックアップ ジ ョブを実 行 するには、バックアップする

コンピュータ上 に A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s をインス

ト ールしてライセンス登 録 する必 要 があります。

［合 成 フル バックアップ］オプションでは、どのバックアップ方 式 をサ

ブミット できますか。

合 成 フル バックアップでは 3 種 類 のバックアップをサブミット できま

す。

［ステージングを有 効 にする］を使 用 した標 準 バックアップ

［ステージングを有 効 にする］を使 用 したデデュプリケーション

バックアップ

デデュプリケーション バックアップ

合 成 フル バックアップでは、どの種 類 のデバイスがサポート されま

すか。

合 成 フル バックアップは、ディスク ステージング デバイスとデデュプ

リケーション デバイスをサポート しています。ただし、D2D2T を使 用

すると、テープ、クラウド 、および FSD に合 成 フル バックアップ セッ

シ ョンをマイグレート できます。

合 成 フル バックアップ ジ ョブでは、サポート されているエージェント

とサポート されていな いエージェント をバックアップできますか。

はい。合 成 フル バックアップでは r16 以 降 の W in d ow s C lien t
A gen t だけがサポート されますが、混 合 のソ ースをバックアップする

ために合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット することはできます。

混 合 のソ ースには、r16 以 降 の W in d ow s C lien t A gen t、r16 より

前 の W in d ow s C lien t A gen t、データベース エージェント 、またはア

プリケーション エージェント が含 まれます。混 合 のソ ースを含 む合

成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット するときは、r16 以 降 の
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W in d ow s C lien t A gen t だけが合 成 されます。合 成 フル バックアッ

プをサポート していな いエージェント とアプリケーション エージェント

の場 合 、標 準 のバックアップ方 式 が代 わりに使 用 されます ( 合 成

フル バックアップをサポート していな いエージェント 用 のバックアップ

方 式 は変 わりません ) 。

1 週 間 にわたる混 合 の合 成 フル バックアップ ジ ョブのための日 単

位 バックアップ方 式 は何 ですか。

r16 の W in d ow s C lien t A gen t、r15 の W in d ow s C lien t A gen t、お

よび SQL 2008 エージェント をまとめて月 曜 日 にバックアップするた

めに、［週 5 日 : 増 分 バックアップ、金 曜 日 にフル バックアップ］方

式 を使 って合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット するとします。

エージェント 用 の1 週 間 の日 単 位 バックアップ方 式 は以 下 のとお

りです。

月 曜

日

火 曜

日

水 曜

日

木 曜

日
金 曜 日

r 16 の W in d o w s
C l ien t A g en t

フル 増 分 増 分 増 分
増 分 + 合 成 フル

バックアップ

r 15 の W in d o w s
C l ien t A g en t

フル 増 分 増 分 増 分 フル

S Q L 2008 エージ ェント フル 増 分 増 分 増 分 フル

G FS スキーマを選 択 すると、合 成 スケジュールは無 効 にな ります。

データ合 成 ジョブはいつ行 われますか。

G FS スキーマを使 った合 成 フル バックアップ ジ ョブの場 合 、データ

合 成 ジョブはフル バックアップの実 行 日 に行 われます。たとえば、

［週 5 日 : 増 分 バックアップ、金 曜 日 にフル バックアップ (G FS 有

効 )］方 式 を選 択 した場 合 、データ合 成 ジョブは毎 週 金 曜 日 に行

われます。［週 7 日 : 増 分 バックアップ、日 曜 日 にフル バックアップ

(G FS 有 効 )］方 式 を選 択 した場 合 、データ合 成 ジョブは毎 週 日

曜 日 に行 われます。

合 成 フル バックアップ ジ ョブのパージ ポリシーは何 ですか。

ステージングを有 効 にして合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット

する場 合 、2 つのパージ ポリシーがあります。1 つはマイグレーショ

ン ポリシー用 、も う 1 つは合 成 ポリシー用 です。合 成 フル バック

アップ ジ ョブのステージングでは、ステージング デバイス上 での合

成 に関 連 するセッシ ョンは、合 成 パージ ポリシーに基 づいてパージ

されます。ステージング デバイス上 での合 成 に関 連 しな いセッシ ョ

ンは、マイグレーション パージ ポリシーに基 づいてパージされます。
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標 準 のデデュプリケーション合 成 ジョブの場 合 、デデュプリケーショ

ン デバイス上 での合 成 に関 連 するセッシ ョンは、合 成 パージ ポリ

シーに基 づいてパージされます。デデュプリケーション デバイス上 で

の合 成 に関 連 しな いセッシ ョンは、デデュプリケーション ポリシー内

のパージ設 定 に基 づいてパージされます。

注 ：合 成 パージ ポリシーは、以 下 の式 で計 算 できます。

M A X (M IN (合 成 サイクル期 間 * 2 , リアル フル サイクル期 間 ), パージ ポリ

シーのセッション保 持 期 間 )

リアル フル バックアップ ジ ョブはいつ実 行 されますか。

リアル フル バックアップは、以 下 の任 意 の条 件 のときに行 われま

す。

スケジュールされているリアル フル バックアップの実 行 日 。

合 成 フル バックアップ ジ ョブが変 更 された場 合 、リアル フル

バックアップは次 のスケジュール済 みフル バックアップ日 に行 わ

れます。

合 成 の実 行 日 に最 後 のデータ合 成 ジョブに失 敗 した場 合 、リ

アル フル バックアップは次 の合 成 の実 行 日 に行 われます。

合 成 の実 行 日 にデータ合 成 ジョブが行 われるときに親 のフル

バックアップ セッシ ョンが見 つからな い場 合 、データ合 成 ジョブ

はリアル フル バックアップに変 換 されます。
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第 1 7章 : S to ra ge A re a N e tw o rk での

A rc se rve B a c ku p の使 用

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

S torage A rea N etw ork ( SAN ) Option のライセンスを登 録 する方
法 1342

SAN 環 境 1344

SAN Option のインスト ール 1351

SAN Option の使 用 法 1358
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Sto ra ge A re a N e tw o rk ( SA N ) O p tio n のライ

センスを登 録 する方 法

A rcse rve Ba cku p SAN ( Sto ra ge A rea N etwo rk) Op t io n のライセン

スを登 録 するには、以 下 のインスト ール要 件 を満 たす必 要 があり

ます。

オプションをインスト ールし、ライセンスを登 録 して、SAN で共

有 されるライブラリにバックアップ処 理 を実 行 する必 要 がありま

す。

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバにオプションをインスト ールす

る必 要 があります。

プライマリ サーバに対 してすべてのライセンスを登 録 する必 要

があります。

実 行 環 境 をサポート するために必 要 な 数 の Sto ra ge A rea
N etwo rk ( SA N ) Op t io n ライセンスがあることを確 認 してくださ

い。

C en tra l M an agem en t Op t io n は Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N )
Op t io n の前 提 条 件 のコンポーネント です。

Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N ) Op t io n はカウント ベースのライセ

ンスです。別 の A rcse rve サーバとライブラリを共 有 している

A rcse rve サーバすべてに対 して 1 つのライセンスを登 録 する必

要 があります。

例 ：S torage A rea Netw ork ( SAN ) O pt ion のライセンスを登 録 する方 法

以 下 の例 は、Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N ) Op t io n とカウント ベー

スのライセンス登 録 の関 連 を説 明 しています。

1 つのプライマリ サーバと 3 つのメンバ サーバで構 成 された環

境 があると仮 定 します。これら 1 つのプライマリ サーバと 3 つの

メンバ サーバは、SAN の 1 つの複 数 ド ライブのライブラリを共 有

しています。このような 設 定 の場 合 、プライマリ サーバで 4 つの

Sto ra ge A rea N etwo rk Op t io n ( SA N ) ライセンスを登 録 する必

要 があります。A rcse rve ド メイン内 のサーバはすべてライブラリ

を共 有 しています。

1 つのプライマリ サーバと 3 つのメンバ サーバで構 成 された環

境 があると仮 定 します。2 つのメンバ サーバは 1 つの複 数 ド ラ

イブ ライブラリを共 有 し、3 番 目 のメンバ サーバにはローカルに

接 続 された複 数 ド ライブ ライブラリが設 定 されています。このよ
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うな 設 定 の場 合 、プライマリ サーバで 4 つの Tap e Lib ra ry
Op t io n ライセンスと 3 つの Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N )
Op t io n ライセンスを登 録 する必 要 があります。A rcse rve ド メイ

ンのすべてのサーバに、1 つの複 数 ド ライブ ライブラリに対 する

アクセス権 があります。ただし、3 つの A rcse rve サーバは 1 つの

ライブラリを共 有 しています。
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SA N 環 境

SAN グループのサーバには、1 つのプライマリ SAN サーバと 1 つ以

上 の SAN に接 続 されたメンバ サーバが含 まれます。プライマリ

SAN サーバは最 も 重 要 な サーバです。これは、プライマリ サーバ

が SAN 上 のテープ ライブラリを初 期 化 するまで、タスクを一 切 実

行 できな いためです。

プライマリ SAN サーバには、以 下 の役 割 があります。

SAN上 の共 有 デバイスの初 期 化 、管 理 、および維 持

また、SANのサーバ間 での共 有 ライブラリ リソ ースの使 用 を調

整 することで、2つのサーバが1つのデバイスまたはメディアを同

時 に割 り当 てようとした場 合 の競 合 を回 避 します。

プライマリ サーバには、任 意 の A rcse rve Ba cku p SAN サーバを指

定 できます。ただし、プライマリ SAN サーバは SAN 上 の共 有 デバ

イスを管 理 および初 期 化 するので、最 も 信 頼 性 の高 いサーバを

SAN プライマリ サーバとして使 用 してください。
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SA N 環 境 での A rc se rve B a c ku p の動 作

A rcse rve Ba cku p のインスト ール中 に、指 定 されたプライマリ SAN
サーバと関 連 付 けられたメンバ SAN サーバで SAN ド メインを作 成

します。SAN 環 境 では、すべてのサーバは 次 のいずれかのグルー

プに分 けられます。プライマリ SAN サーバ、SAN に接 続 されたメン

バ サーバ、または SAN メンバ以 外 のサーバです。

ド メイン内 のプライマリ サーバは 1 つのみであり、SAN に接 続 され

た各 メンバ サーバは 1 つのプライマリ SAN サーバにしかレポート で

きません。また、1 つのプライマリ SAN サーバは 1 つのド メインにし

か所 属 することができません。

以 下 の図 は、A rcse rve Ba cku p および SAN Op t io n がインスト ール

されているプライマリ サーバを使 用 した SAN 構 成 を示 していま

す。
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ジョブの実 行 準 備 が整 うと、デバイスとメディアが予 約 されます。

予 約 されたデバイスとメディアは、どのSANサーバも 他 のジョブに使

用 することはできません。

SAN Op t io n により、仮 想 リングを作 成 することで、A rcse rve
Ba cku p サーバ間 で 1 つ以 上 のテープ ライブラリを共 有 できるよう

にな ります。このOp tio nがインスト ールされたサーバ上 のバックアッ

プまたはリスト ア ジ ョブは、ローカル ジョブとして実 行 されます。

バックアップの進 行 に伴 い、A rcse rve Ba cku p は、データを LA N
ケーブル経 由 ではな く、SAN ハード ウェア経 由 で、スト レージ用 の

テープ ライブラリに送 信 します。これにより、速 度 がさらに増 加 し、

ネット ワーク ト ラフィックが低 減 し、バックアップとリスト アの処 理 量

は最 大 化 されます。
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SA N でのサーバ管 理

SAN Op t io n を使 用 しても 、A rcse rve Ba cku p サーバの管 理 方 法

は変 わりません。バックアップ マネージャまたはリスト ア マネージャ

を使 用 して、SAN Op t io n の各 サーバに接 続 し、バックアップ ジ ョブ

とリスト ア ジ ョブのスケジュール設 定 、および A rcse rve Ba cku p デー

タベースの管 理 を行 います。
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バックアップ計 画

ご使 用 の SAN の環 境 設 定 に適 したバックアップ方 法 を計 画 する

必 要 があります。複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバによる単 一 デバ

イスの共 有 による影 響 を考 慮 する必 要 があります。たとえば、

バックアップ デバイスに 2 台 のテープ ド ライブが含 まれ、メディア ラ

イブラリを共 有 する 5 台 のオプション サーバがある場 合 、それらす

べてのサーバでバックアップ ジ ョブが同 時 に開 始 されるような スケ

ジュールは設 定 しな いでください。そのようにスケジュールを設 定 す

ると、5 つのバックアップ ジ ョブのうち、最 初 に実 行 する 2 つのジョ

ブがこのオプションによって決 定 されてしまいます。そうではな く、

バックアップ計 画 に合 うようにジ ョブの開 始 時 間 についてよく考 慮

してスケジュールし、スケジュールの順 番 を自 分 でコント ロールす

るようにしてください。

注 ：スケジュールされた各 バックアップ ジ ョブは、そのバックアップで

テープ ド ライブが使 用 可 能 にな るまで待 機 します。
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オプションを使 用 する利 点

SAN Op t io n には、以 下 の利 点 があります。

コスト の軽 減 - サーバ間 で 1 つ以 上 のテープ ライブラリを共 有

できます。

バックアップおよびリスト ア速 度 の向 上 - ローカル エリア ネット

ワーク ( LA N ) を通 じてリモート バックアップを行 う必 要 がな くな り

ます。

効 率 化 - ハード ウェアおよびメディアのバックアップを一 元 管 理

します。

柔 軟 性 - デバイスの障 害 が発 生 した場 合 、リダイレクト または

再 設 定 により最 大 限 の柔 軟 性 を提 供 します。
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用 語 集

以 下 は、SAN 環 境 で使 用 される用 語 です。

Sto ra ge A rea N etwo rk( SA N ) - 接 続 されたテープ ライブラリを

共 有 するために設 計 された高 速 ネット ワーク。

SAN サーバ グループ - Sto ra ge A rea N etwo rk 上 の一 連 のテー

プ ライブラリを共 有 できる A rcse rve Ba cku p サーバのグループ。

プライマリ SAN サーバ - 共 有 テープ ライブラリを初 期 化 する

A rcse rve Ba cku p サーバ。使 用 状 況 を制 御 し、ライブラリ デバ

イスのステータスの変 更 を検 出 します。

SAN に接 続 されたメンバ サーバ - プライマリ サーバの管 理 下 に

おかれ、共 有 テープ ライブラリを使 用 する SAN 環 境 内 のサー

バ。

共 有 デバイス - SA N サーバ グループが使 用 する、SAN 上 のデ

バイス。
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SA N O p tio n のインスト ール

この章 では、プライマリ SAN サーバと SAN に接 続 されたメンバ

サーバの両 方 で SAN Op t io n をインスト ールおよび環 境 設 定 する

方 法 について説 明 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

オペレーティング システムの互 換 性

インスト ールの前 提 条 件

SAN Op t io n のインスト ール

Sto ra ge A rea N etwo rk Op t io n の環 境 設 定
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オペレーティング システムの互 換 性

オペレーティング システムの互 換 性 に関 する情 報 については、リン

クを参 照 してください。
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インスト ールの前 提 条 件

SAN Op t io n をインスト ールする前 に、以 下 の前 提 条 件 を検 証 し

てください。

注 ： A rcse rve Ba cku p では、1 つのド ライブで構 成 されたライブラリ

のみサポート します。ライブラリが複 数 のド ライブを搭 載 している

場 合 は、A rcse rve Ba cku p Tap e Lib ra ry Op t io n のライセンスを取

得 して、複 数 ド ライブを使 用 できるようにする必 要 があります。

Op tio n をインスト ールするシステムが、インスト ールの条 件 を

満 たしていること。インスト ール要 件 の詳 細 については、「実 装

ガイド 」を参 照 してください。

システムが A rcse rve Ba cku p および A rcse rve Ba cku p Tap e
Lib ra ry Op t io n ( 必 要 に応 じて ) のインスト ールに必 要 な ハード

ウェアとソ フト ウェアの最 小 要 件 を満 たしていること。

ファイバ チャンネル アダプタに接 続 されたデバイスへのアクセス

に必 要 な 、アダプタのすべての SAN ハード ウェア デバイス ド ラ

イバをインスト ールしていていること。

注 ：A rcse rve Ba cku p SANハード ウェアおよびド ライバの詳 細 につ

いては、 fo r W in d ow sの認 定 デバイス リスト を参 照 してくださ

い。認 定 デバイス リスト には、A rcse rve Ba cku p のホーム画 面

からアクセスできます。

オプションをインスト ールするコンピュータに A rcse rve Ba cku p お

よび Cen tra l M an agem en t Op t io n をインスト ールしてあること。

さらに、マルチド ライブのライブラリがある場 合 、Tap e Lib ra ry
Op t io n も インスト ールしてある必 要 があります。そのコンピュー

タは、ローカル コンピュータまたはリモート コンピュータのどちらか

にな ります。

注 ：これらアプリケーションがインスト ール済 みでな い場 合 は、

SAN Op t io n のインスト ール時 にインスト ールする必 要 がありま

す。

これらのオプション ( C en tra l M an agem en t Op t io n、SAN
Op t io n、および Tap e Lib ra ry Op t io n ) はすべて、プライマリ

サーバにのみインスト ールされています。

プライマリ サーバと各 SAN メンバ サーバに関 して、次 のよ

うな ライセンス数 の設 定 があります。Cen tra l M an agem en t
Op t io n は SAN 全 体 につき 1 ライセンス、SAN Op t io n およ

び Tap e Lib ra ry Op t io n は SAN 内 の各 サーバ ( プライマリ
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サーバおよび関 連 するすべての SAN メンバ サーバ ) につき

1 ライセンスとな っています。

デフォルト のインスト ール パスが記 録 されている。

このオプションをインスト ールするコンピュータにソ フト ウェアをイ

ンスト ールするための管 理 者 権 限 を持 っている。

注 ：A rcse rve Ba cku p適 切 な 権 限 の割 り当 てを依 頼 する場

合 、または情 報 が必 要 な 場 合 は、の管 理 者 に問 い合 わせて

ください。

プライマリ SAN サーバと SAN に接 続 されたメンバ サーバのユー

ザ名 、パスワード 、および IP アド レスを知 っている。

すべての SAN ハード ウェアと関 連 のデバイス ド ライバがインス

ト ールされている。

W in d ow s バックアップ サーバが、メディア チェンジャやテープ ド

ライブな ど、必 要 な すべての SAN デバイスを認 識 できる。

各 サーバを名 前 で p in g するか、各 サーバの IP アド レスを表 示

サーバ名 スイッチで p in g して、Sto ra ge A rea N etwo rk 内 での

SAN サーバ間 の通 信 が可 能 である。

SAN を構 成 するすべてのサーバ間 で、IP 接 続 の確 立 と名 前

解 決 を行 う必 要 があります。IP接 続 の確 立 と名 前 解 決 を確

実 に行 うには、各 サーバ上 の IPホスト ファイルを更 新 して、他

のすべてのサーバの IPホスト ファイルに各 サーバの名 前 と IPアド

レスが設 定 された状 態 にする必 要 があります。各 サーバ上 の

IP ホスト ファイルは、\w in d ow s\system 32\d rive rs\e tc フォルダ

にあります。
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SA N O p tio n のインスト ール

SAN Op t io n は、A rcse rve Ba cku p のシステム コンポーネント 、エー

ジェント 、およびオプションの標 準 的 な インスト ール手 順 に従 ってイ

ンスト ールします。se tu p .exeを実 行 してすべてのインスト ール セッ

シ ョンを開 始 します。

A rcse rve Ba cku p のベース製 品 、エージェント 、オプションはすべ

て 1 回 のセッシ ョンでインスト ールできます。

最 初 に A rcse rve Ba cku p のベース製 品 をインスト ールし、その

後 、エージェント とオプシ ョンを個 別 にインスト ールします。

Sto ra ge A rea N etwo rk ( SA N ) Op t io n は、プライマリ SAN サー

バ ( のみ ) にインスト ールできます。

インスト ールの詳 細 については、「実 装 ガイド 」を参 照 してくださ

い。

インスト ールにはさまざまな 方 法 があり、 A rcse rve Ba cku pのさまざ

まな コンポーネント 、エージェント 、オプションな どを 1回 のセッシ ョン

でインスト ールするか、複 数 回 のセッシ ョンに分 けてインスト ールす

るかを選 択 できます。理 想 的 な 方 法 は、すべてのコンポーネント

を 1回 のインスト ール セッシ ョンでインスト ールすることですが、各 コ

ンポーネント を個 別 のセッシ ョンで順 番 にインスト ールするか、また

は特 定 のコンポーネント を 1回 のセッシ ョンでインスト ールしてから

残 りのコンポーネント を個 別 セッシ ョンでインスト ールしていくことも

できます。

インスト ールを開 始 する前 に、このセッシ ョンでインスト ールする

A rcse rve Ba cku p のコンポーネント 、エージェント 、およびオプション

を決 定 します。次 に、インスト ールするエージェント やオプションの

前 提 条 件 とな る情 報 を収 集 します。これらの情 報 は、各 エージェ

ント およびオプションのマニュアルや Readm eに記 載 されています。

最 適 な インスト ール セッシ ョンの組 み合 わせを選 択 してください。

たとえば、A rcse rve Ba cku p サーバ、Tap e Lib ra ry Op t io n および

A gen t fo r SQL Se rve r をインスト ールする場 合 、以 下 のインスト ー

ル セッシ ョンの組 み合 わせを使 用 できます。

同 じインスト ール セッシ ョンにサーバ、オプション、およびエー

ジェント をインスト ールする。

3 回 のインスト ール セッシ ョンに分 けて、それぞれを個 別 にイン

スト ールする。1 回 目 のセッシ ョンでサーバをインスト ールし、2
回 目 のセッシ ョンでオプションをインスト ールし、3 回 目 のセッ
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ションでエージェント をインスト ールします。

2回 のインスト ール セッシ ョンを個 別 に実 行 する。2 回 の個 別

の セッシ ョンを使 用 する場 合 、次 のようにコンポーネント をグ

ループ化 することができます。サーバをあるセッシ ョンでインス

ト ールし、オプションとエージェント を別 のセッシ ョンでインスト ー

ルするか、サーバとオプションをあるセッシ ョンでインスト ールし、

エージェント を別 のセッシ ョンでインスト ールするか、またはサー

バとエージェント をあるセッシ ョンでインスト ールし、オプションを

別 のセッシ ョンでインスト ールすることができます。
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Sto ra ge A re a N e tw o rk O p tio n の環 境 設 定

Sto ra ge A rea N etwo rk( SA N ) Op t io n は、プライマリ サーバおよびス

タンド アロン サーバ ベースでインスト ールされるオプションです。

サーバ ベースのオプションをアンインスト ールするには、サーバ管

理 を使 用 する必 要 があります。詳 細 については、「 A rcse rve
Ba cku p サーバ ベース オプションのインスト ールおよびアンインス

ト ール」を参 照 してください。
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SA N O p tio n の使 用 法

ここでは、SAN Op t io n の使 用 に必 要 な 情 報 について説 明 しま

す。特 に、オプションを使 用 して以 下 のタスクを実 行 する方 法 につ

いて説 明 します。

共 有 デバイス グループの作 成

データのバックアップおよびリスト ア

デバイスの管 理

メディアの管 理

ジョブ ステータスのモニタ

ジ ョブの実 行 時 期 の制 御

レポート およびログの作 成

仮 想 ライブラリの使 用
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Sto ra ge A re a N e tw o rk( SA N ) 環 境 設 定

SAN ( Sto ra ge A rea N etwo rk) の環 境 設 定 ユーティリティを使 用 し

て、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバとメンバ サーバ間 の環 境 設

定 を行 うことができます。すべてのサーバに SAN Op t io n がインス

ト ールされたら、任 意 のサーバから SAN 環 境 設 定 ユーティリティを

実 行 できます。

SAN 環 境 設 定 ユーティリティ用 の実 行 可 能 ファイルは、バックアッ

プ サーバ上 の A rcse rve Ba cku p インスト ール ディレクト リに格 納 さ

れています。例 ：

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \E L O C o n fig .e xe

SAN 環 境 設 定 ユーティリティを開 始 するには、上 記 のディレクト リ

にアクセスし、E LOCo n fig.e xe という名 前 のファイルをダブルクリック

します。
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SAN O p tio n の使 用 法

共 有 デバイス グループの作 成

デバイスのグループ化 機 能 は、A rcse rve Ba cku p の柔 軟 性 と効 率

性 に不 可 欠 です。

注 ：共 有 デバイス グループの変 更 、作 成 、削 除 は、プライマリ

サーバからのみ可 能 です。

共 有 デバイス グループの作 成 方 法

1 . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウで、プロパティ ペインから［デバイス

グループ環 境 設 定 ］を選 択 します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが表 示 されま

す。

2 . ［新 規 ］をクリックします。

［新 しいグループ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［種 類 ］フィールド でデバイス グループの種 類 を選 択 し、デバイス

グループの名 前 を［名 前 ］フィールド に入 力 します。［OK］をクリック

します。

［デバイス グループ環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスに新 規 デバイス

グループが表 示 されます。
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SAN O p tio n の使 用 法

SA N 環 境 でのデータのバックアップとリスト ア

SAN 環 境 においてバックアップ ジ ョブまたはリスト ア ジ ョブを設 定 、

サブミット するには、バックアップ マネージャまたはリスト ア マネー

ジャを使 用 する必 要 があります。これらのバックアップ ジ ョブおよび

リスト ア ジ ョブは、SAN Op t io n がインスト ールされているサーバで

ローカルに実 行 されます。データは、LA N ケーブル経 由 ではな く、

SAN ハード ウェア経 由 でライブラリに送 信 されます。このため、ジョ

ブの処 理 速 度 が向 上 し、イーサネット ト ラフィックは緩 和 されま

す。メディア表 示 を使 用 する場 合 、SANサーバにより実 行 される

バックアップの情 報 はデータベースから使 用 できます。

このOp tio nでは、バックアップおよびリスト ア オプション、フィルタ、ス

ケジューリングな ど豊 富 な 機 能 も 提 供 します。詳 細 については、

「データのバックアップ」と「データのリスト ア」を参 照 してください。

SAN に接 続 されたライブラリ内 のテープにあるデータのリスト ア ジ ョ

ブをサブミット するには、［リスト ア メディア］ポップ アップに表 示 さ

れる、そのテープにアクセス可 能 な すべての SAN サーバのリスト を

含 むド ロップ ダウン メニューを使 用 できます。ここで選 択 するサー

バは、リスト ア操 作 が実 行 されるサーバであり、バックアップを実

行 したサーバである必 要 はありません。
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SAN O p tio n の使 用 法

デバイス管 理

デバイス マネージャを使 用 して、SANサーバ グループに接 続 され

ているスト レージ デバイス、スト レージ デバイス内 のメディア、およ

びスト レージ デバイスのステータスに関 する情 報 を表 示 できま

す。デバイス管 理 マネージャでは、SAN サーバ グループに接 続 さ

れている共 有 デバイスがすべて表 示 されます。

デバイスを管 理 する際 には、以 下 の点 を考 慮 してください。

SAN サーバ グループ内 の、A rcse rve Ba cku p SAN Op t io n がイン

スト ールされた各 サーバには、SAN に接 続 されているデバイス

の同 じビューが表 示 されます。

プライマリ サーバのデバイス環 境 設 定 を変 更 した場 合 ( たとえ

ば、ライブラリを RA ID として再 設 定 したり、ライブラリにド ライブ

を追 加 するな ど ) 、すべての SAN サーバ ( プライマリおよびすべ

てのメンバ ) のテープ エンジン サービスを停 止 した後 、最 初 に

プライマリ サーバのテープ エンジンを起 動 する必 要 がありま

す。プライマリ サーバの Tap e En gin e が起 動 した後 、SAN に接

続 された各 メンバ サーバを起 動 し、新 しい環 境 設 定 を正 常

に確 認 することができます。

デバイスの管 理 の詳 細 については、「デバイス マネージャ」を参 照

してください。
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SAN O p tio n の使 用 法

メディア管 理

メディアを管 理 する際 には、以 下 の点 を考 慮 してください。

SAN サーバはメディアを共 有 しているので、再 利 用 セット からメ

ディアを選 択 する場 合 は注 意 が必 要 です。メディアが使 用 で

きな くな ると、スケジュール済 みのジョブに影 響 する可 能 性 が

あります。

すべてのメディア プールを管 理 する 1人 の管 理 者 が、SAN サー

バ グループを管 理 する必 要 があります。

保 存 セット 内 のテープは、再 利 用 セット に移 動 しな い限 り、破

棄 ( フォーマット または消 去 ) できません。

メディア プールの管 理 の詳 細 については、「 メディア プール マネー

ジャ」を参 照 してください。
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SAN O p tio n の使 用 法

メディア プール

メディア プールは、SAN 内 でユニット として管 理 および共 有 され

る、メディアの集 合 です。各 メディア プールにはそれぞれ名 前 が割

り当 てられ、メディアにはシリアル番 号 が付 いています。メディア

プールを管 理 するには、［メディア プール マネージャ］アイコンをク

リックして、A rcse rve Ba cku p ［メディア プール マネージャ］ウィンド ウ

を開 きます。

メディア プールの詳 細 は、「 メディア プールの働 き 」を参 照 してくだ

さい。
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SAN O p tio n の使 用 法

ジ ョブの実 行 時 の制 御

A rcse rve Ba cku p では、SAN に接 続 された異 な るサーバ上 にある

デバイスでも 、それがジョブによって使 用 されているかどうかを判 別

できます。そのため、デバイスが解 放 されてから別 のジョブを開 始

することができます。

同 じ共 有 デバイスを使 用 する待 機 中 のジョブが多 数 ある場 合 、

どのジョブを次 に実 行 するかを決 定 することはできません。優 先

度 が重 要 な 場 合 は、前 のジョブの所 要 時 間 を推 測 し、それをも

とに開 始 時 刻 を設 定 します。同 じ時 刻 に複 数 のジョブが開 始 し

な いように、開 始 時 刻 は慎 重 に設 定 してください。

注 ：スケジューリング、ジョブの管 理 、ジョブ ステータス マネージャ

の詳 細 については、「ジ ョブ ステータス マネージャを使 用 して実 行

できるタスク」を参 照 してください。
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SAN O p tio n の使 用 法

レポート とログ

A rcse rve Ba cku pには、ログおよびレポート を表 示 するために、以

下 のオプションが用 意 されています。

アクティビティ ログ - A rcse rve Ba cku p で実 行 された操 作 の包

括 的 な 情 報 が記 録 されます。アクティビティ ログには、実 行 さ

れた各 ジョブを含 むすべてのバックアップ アクティビティの監 査

記 録 が含 まれ、セッシ ョンのリスト アに必 要 な セッシ ョン番 号 も

表 示 します。

アクティビティ ログは、ジョブ ステータス マネージャから表 示 でき

ます。

テープ ログ ( TA PE .LOG ) - テープ エンジン関 連 のすべてのメッ

セージが記 録 されます。

ジョブ ログ - 特 定 のジョブに関 連 したアクティビティが記 録 され

ます。

レポート マネージャ - 印 刷 または表 示 用 に、A rcse rve Ba cku p
データベースからレポート を生 成 します。［クイック アクセス］メ

ニューからレポート マネージャを起 動 して、ジョブ レポート 、バッ

クアップ メディア エラー レポート 、セッシ ョン レポート 、バックアッ

プ デバイス レポート 、およびメディア プール レポート な どの各

種 レポート を表 示 できます。

レポート の詳 細 については、「 A rcse rve Ba cku p のログおよびレポー

ト 」を参 照 してください。
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SAN O p tio n の使 用 法

A rc se rve 仮 想 ライブラリ

Tap e Lib ra ry Op t io n は、A rcse rve 仮 想 ライブラリと共 に使 用 さ

れ、幅 広 いスト レージ要 件 に対 処 するために汎 用 的 な ツールを

使 用 できるようにします。A rcse rve 仮 想 ライブラリは、Tap e Lib ra ry
Op t io n 上 でシームレスに動 作 し、物 理 ライブラリをより小 さな 仮

想 ( 論 理 ) ライブラリに設 定 することができます。これらの仮 想 化 さ

れたライブラリでは、同 じロボット およびインポート /エクスポート ス

ロット を使 用 でき、これによりド ライブおよびスト レージのスロット を

グループ化 することが可 能 にな ります。

A rcse rve 仮 想 ライブラリを使 用 する場 合 は、以 下 の制 限 に注 意

してください。

共 有 テープ ライブラリに対 する A rcse rve 仮 想 ライブラリの設 定

は、プライマリ サーバのみで実 行 できます。

プライマリ サーバのデバイス環 境 設 定 を変 更 した場 合 ( たとえ

ば、ライブラリを複 数 の A rcse rve 仮 想 ライブラリに設 定 し直 す

な ど ) 、すべての SAN サーバ ( プライマリおよびすべてのメンバ )
のテープ エンジン サービスを停 止 した後 、最 初 にプライマリ

サーバのテープ エンジンを起 動 する必 要 があります。プライマリ

サーバの Tap e En gin e が起 動 した後 、SAN に接 続 された各 メ

ンバ サーバを起 動 し、新 しい環 境 設 定 を正 常 に確 認 すること

ができます。

A rcse rve 仮 想 ライブラリの詳 細 については、「仮 想 ライブラリ環 境

設 定 オプション」を参 照 してください。
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第 1 8章 : ト ラブルシューティング

このセクシ ョンでは、A rcse rve Ba cku p の使 用 中 に発 生 する可 能

性 がある問 題 について、問 題 の特 定 と解 決 に役 立 つト ラブル

シューティング情 報 を提 供 します。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ログイン関 連 1370

認 証 関 連 1380

バックアップおよびリスト ア関 連 1393

メディア関 連 1414

SAN 環 境 設 定 関 連 1428

クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連 1436

その他 1442
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ログイン関 連

ログイン関 連

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ca ro o t パスワード の変 更 後 ログインできな い

メディアがフルの場 合 のメークアップ ジ ョブの作 成

コンピュータ名 の変 更 後 に A rcse rve Ba cku p にログインできな い

A rcse rve Ba cku p サーバの IP アド レスが変 更 された後 、A rcse rve
Ba cku p で通 信 上 の問 題 が発 生 する
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ログイン関 連

c a ro o t パスワード の変 更 後 ログインできな

い

W in d o w s プラット フォームで有 効

症 状 ：

ca ro o t アカウント のパスワード を変 更 しました。それ以 後 、

A rcse rve Ba cku p にログインしようとすると、無 効 な パスワード であ

ると表 示 されるのはな ぜですか。

解 決 策 :

パスワード がセット アップ時 に変 更 されな かったためです。これには

さまざまな 原 因 が考 えられます ( マシン名 が拡 張 文 字 を含 んでい

たり、マシン名 が英 語 以 外 の言 語 であるな ど ) 。この場 合 は、調

査 用 のログを A rcse rve テクニカル サポート に送 信 するために、以

下 のデバッグ認 証 コマンド を実 行 します ( A B_M ACHIN E は使 用 し

ているマシン名 で置 き換 えてください ) 。

注 ：ca ro o t パスワード は、任 意 の英 数 字 と特 殊 文 字 を組 み合

わせて指 定 できますが、15 バイト を超 えな いようにしてください。

合 計 15 バイト のパスワード は、およそ 7 ～ 15 文 字 に相 当 しま

す。

1 . マシン名 で p in g コマンド を実 行 します。例 ：

p in g .e xe A B _ M A C H IN E

A B_M ACHIN E は使 用 しているマシン名 です。上 記 のコマンド がう

まく行 かな い場 合 は、e tc/h o sts ファイルまたは DN S を変 更 して、

IP アド レスによる名 前 解 決 を有 効 にします。

2 . 以 下 のコマンド を実 行 します。

ip co n fig /a ll > ip co n fig .lo g

3 . 以 下 のコマンド を入 力 し、マシン上 で Po rtm ap p er が実 行 中 であ

るかどうかを、A rcse rve テクニカル サポート にお知 らせください。

n e ts ta t -n a > n e ts ta t.lo g

4 . 以 下 のコマンド を実 行 し、クライアント マシン上 で実 行 している

rp c サーバで、どの A rcse rve Ba cku p サービスが登 録 されているか

を、A rcse rve テクニカル サポート にお知 らせください。

rp c in fo .e xe -p A B _ M A C H IN E > rp c in fo .lo g

A B_M ACHIN E は使 用 しているマシン名 です。

5 . 以 下 のコマンド を入 力 します。
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ログイン関 連

rp c in fo .e xe -t A B _ M A C H IN E 3 9 5 6 4 8 1 > ca a u th d .tx t

A B_M ACHIN E は使 用 しているマシン名 です。

注 ：「 >」を使 用 すると、出 力 結 果 を画 面 に表 示 する代 わりに、

ファイルに出 力 します。

6 . レジスト リ キーを以 下 のように設 定 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve  B a cku p \B a se \L o g A R C se rve \[D W O R D ]D e b u g L o g s = = 1

A rcse rve Ba cku p のホーム ディレクト リ内 の lo gs ディ レクト リ内 に、

ファイル「 rp c.lo g」が作 成 されます。
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ログイン関 連

メディアがフルの場 合 のメークアップ ジ ョブの

作 成

W in d o w s 6 4 ビット オペレーティング システムに該 当

現 象

C lien t A gen t fo r W in d ow s を使 用 してテープへのバックアップを実

行 中 に、A rcse rve によってメディアがフルであることが検 出 されまし

た。検 出 から 20 分 以 内 にメディアを交 換 する必 要 があります。

20 分 が経 過 してからメディアを交 換 した場 合 は、以 下 のイベント

が発 生 します。

エラー E3392 ( バックアップ サーバの TC P 再 接 続 タイムアウト で

す ) がアクティビティ ログに記 録 されます。

ジョブは正 常 に完 了 しますが完 了 ステータスは「失 敗 」にな り

ます。

A rcse rve はメークアップ ジ ョブを作 成 します。

解 決 策

この問 題 の修 復 方 法 は以 下 のとおりです。

ジョブは正 常 に完 了 しますが、エラー E3392 によってジョブは失

敗 と表 示 されます。A rcse rve が失 敗 したジョブを検 出 したの

で、メークアップ ジ ョブが作 成 されました。つまり、メークアップ

ジ ョブは削 除 しても 問 題 ありません。

以 下 のレジスト リ キーを変 更 することにより、待 機 時 間 のタイ

ムアウト 値 を増 やすことができます。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S o ftw a re \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve B a cku p \C lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \S e n d T im e O u t

デフォルト ：1200( 秒 )

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S o ftw a re \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve B a cku p \C lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \R e ce ive T im e O u t

デフォルト ：1200( 秒 )

例 ：待 ち時 間 を 60 分 に増 やすには、上 記 の DW ORD 値 を

3600 に変 更 します。
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ログイン関 連

コンピュータ名 の変 更 後 に A rc se rve B a c ku p
にログインできな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

症 状 ：

A rcse rve Ba cku pをインスト ールしたマシン名 を変 更 し、このマシン

を再 起 動 しました。それ以 後 、A rcse rve Ba cku p マネージャ コン

ソ ールにログインできな いのはな ぜですか。

解 決 策 :

コンピュータ名 は、ネット ワークまたはド メインで自 分 自 身 を特 定

するためにコンピュータが使 用 する名 前 です。一 元 化 された管 理

環 境 では、A rcse rve ド メインはプライマリ サーバと 1 つ以 上 のメン

バ サーバ、またはスタンド アロンのサーバから構 成 されています。

A rcse rve Ba cku p はプライマリ サーバおよびメンバサーバのコン

ピュータ名 を使 用 し、サーバ間 の通 信 を確 立 します。

A rcse rve ド メインでコンピュータ名 の変 更 を処 理 する方 法 の詳 細

については、「 A rcse rve ド メインでコンピュータ名 を変 更 する方 法 」

を参 照 してください。
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A rc se rve B a c ku p サーバの IP アド レスが変

更 された後 、A rc se rve B a c ku p で通 信 上 の

問 題 が発 生 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

概 要

A rcse rve Ba cku p サーバの IP アド レスは、いくつかの理 由 によって

変 更 される場 合 があります。一 般 的 な 理 由 としては以 下 が挙 げ

られます。

A rcse rve Ba cku p サーバで、N IC ( n e two rk in te rfa ce ca rd、ネッ

ト ワーク インターフェース カード ) が交 換 された場 合 。コンピュー

タがネット ワークに再 接 続 すると、以 前 のネット ワーク カード と

は異 な る IP アド レスが使 用 されます。

A rcse rve Ba cku p サーバが DHCP サーバを介 して IP アド レスを

取 得 し、A rcse rve Ba cku p サーバが別 の DHCP サーバに接 続 し

た場 合 。

症 状

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールをホスト するプライマリ サー

バ、スタンド アロン サーバ、またはシステムで IP アド レスが変 更 さ

れると、A rcse rve Ba cku p で以 下 の問 題 が発 生 します。

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールをホスト するメンバ サー

バおよびシステムにおいて、マネージャ コンソ ールの［デフォルト

サーバとセキュリティ］フィールド でド メインの値 が「な し 」と表 示

される。

メンバ サーバでナビゲーション バーの［バックアップ］リンクをク

リックすると、エラー メッセージが表 示 される。たとえば、「プライ

マリ サーバに接 続 しています 」というポップアップ メッセージが表

示 されます。

メンバ サーバからコマンド ラインを通 じてプライマリ サーバに対

する PING を実 行 すると、「 リクエスト がタイムアウト しました」と

いうメッセージが返 される。

プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバで、A rcse rve
Ba cku p コマンド ライン ユーティリティを使 用 してタスクを実 行 す

ると、権 限 に関 するエラーが発 生 する。たとえば、以 下 のいず

れかのメッセージが表 示 されます。
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N tuser は右 記 にある認 証 サーバで検 証 されていません：H ostnam e
同 等 の権 限 を作 成 しますか ( デフォルト : y ) ?

メンバ サーバで IP アド レスが変 更 されると、A rcse rve Ba cku p で以

下 の問 題 が発 生 します。

メンバ サーバにおいて、マネージャ コンソ ールの［デフォルト

サーバとセキュリティ］セクシ ョンでド メインの値 が「な し 」と表 示

される。

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールをホスト するプライマリ

サーバまたはシステムからメンバ サーバにログインできな い。

プライマリ サーバからコマンド ラインを通 じてメンバ サーバに対

する PING を実 行 すると、「 リクエスト がタイムアウト しました」と

いうメッセージが返 される。

メンバ サーバで、A rcse rve Ba cku p コマンド ライン ユーティリティ

を使 用 してタスクを実 行 すると、権 限 に関 するエラーが発 生 す

る。たとえば、以 下 のいずれかのメッセージが表 示 されます。

N tuser は右 記 にある認 証 サーバで検 証 されていません：H ostnam e
同 等 の権 限 を作 成 しますか ( デフォルト : y ) ?

ソ リューション

通 信 上 の問 題 を解 決 するには、IP アド レスが変 更 された

A rcse rve Ba cku p サーバの種 類 に応 じた対 応 策 を実 施 してくださ

い。

プライマリ サーバ /スタンド アロン サーバで IP アド レスが変 更 された

場 合

重 要 ：プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバの IP アド レス

を変 更 した場 合 、そのサーバから実 行 される基 本 的 な バックアッ

プ ジ ョブおよびリスト ア ジ ョブは、正 常 に完 了 できます。また、プラ

イマリ サーバの A rcse rve Ba cku p マネージャには、メンバ サーバの

ホスト 名 が正 し く表 示 されます。ただし、メンバ サーバにおいて

バックアップ ジ ョブおよびリスト ア ジ ョブを確 実 に成 功 させるために

は、タスクを完 了 する前 にメンバ サーバで下 記 の手 順 1 を必 ず

実 行 する必 要 があります。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバがプライマリ サーバの場 合 、以 下 のコマン

ド を使 用 して A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 と再 起 動 を行 いま

す。

csto p

csta rt
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2 . A rcse rve Ba cku p ド メイン内 にメンバ サーバがある場 合 、メンバ

サーバで W in d ow s コマンド ラインを開 きます。

ip co n fig コマンド を、/ flu sh d n s スイッチを使 用 して実 行 します。

例 ：

c :\d o cu m e n ts a n d se ttin g s \w in d o w s u se r n a m e > ip co n fig /flu sh d n s

注 ：A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のすべてのメンバ サーバでこの手

順 を繰 り返 す必 要 があります。

3 . プライマリ サーバまたはスタンド アロン サーバで、ca _au th コマンド

を使 用 して、同 等 の権 限 を作 成 します。構 文 は以 下 のようにな

ります。

ca _ a u th [-ca h o s t H O S T -N A M E ] -e q u iv a d d n tu se r H O S T -N A M E
A R C se rve B a cku p U se r [ca ro o t_ u se rn a m e ] [ca ro o t_ p a ssw o rd ]

注 ：ca _au th コマンド の使 用 に関 する詳 細 については、「コマンド

ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。

メンバ サーバで IP アド レスが変 更 された場 合

1 . メンバ サーバで ca _au th コマンド を使 用 して同 等 の権 限 を作 成

します。構 文 は以 下 のようにな ります。

ca _ a u th [-ca h o s t H O S T -N A M E ] -e q u iv a d d n tu se r H O S T -N A M E
A R C se rve B a cku p U se r [ca ro o t_ u se rn a m e ] [ca ro o t_ p a ssw o rd ]

注 ：ca _au th コマンド の使 用 に関 する詳 細 については、「コマンド

ライン リファレンス ガイド 」を参 照 してください。

2 . プライマリ サーバで W in d ow s コマンド プロンプト を開 きます。

ip co n fig コマンド を、/ flu sh d n s スイッチを使 用 して実 行 します。

例 ：

c :\d o cu m e n ts a n d se ttin g s \w in d o w s u se r n a m e > ip co n fig /flu sh d n s

A rcse rve マネージャ コンソ ールをホスト するサーバで IP アド レスが

変 更 された場 合

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールをホスト するサーバで IP ア

ド レスが変 更 された場 合 は、何 も 行 う必 要 はありません。通 信

上 の問 題 が発 生 することな く、引 き続 きその他 の A rcse rve
Ba cku p サーバを管 理 できます。

エージェント システムで IP アド レスが変 更 された場 合

以 下 のいずれかの対 応 策 を選 択 します。
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エージェント システムをバックアップする A rcse rve Ba cku p サー

バで W in d ow s コマンド ラインを開 きます。

ip co n fig コマンド を、/ flu sh d n s スイッチを使 用 して実 行 します。

例 ：

c :\d o cu m e n ts a n d se ttin g s \w in d o w s u se r n a m e > ip co n fig /flu sh d n s

エージェント システムをプライマリ サーバ、メンバ サーバ、また

はスタンド アロン サーバに追 加 した際 、エージェント システムの

ホスト 名 ではな く IP アド レスを参 照 している場 合 、A rcse rve
Ba cku p サーバにログインし、エージェント システムの IP アド レス

を手 動 で変 更 できます。そのためには、以 下 の手 順 に従 いま

す。

a . A rcse rve Ba cku p サーバにログインし、バックアップ マネージャを

開 いて W in d ow s システム オブジェクト を展 開 します。

b . エージェント システムを右 クリックし、ポップアップ メニューから

［エージェント の修 正 ］を選 択 します。

［エージェント オプシ ョン］ダイアログ ボックスが開 きます。

c. ［IP アド レス］フィールド に変 更 後 の IP アド レスを入 力 して

［OK］をクリックします。

新 しい IP アド レスがエージェント システムに適 用 されます。

静 的 IP アド レスを使 用 するシステムで IP アド レスが変 更 された

場 合

以 下 のいずれかの対 応 策 を選 択 します。

静 的 IP アド レスを使 用 している場 合 、新 しい静 的 IP アド レス

を DN S サーバに登 録 できます。サーバの種 類 ( プライマリ サー

バやメンバ サーバな ど ) に応 じて、前 述 の ip co n fig コマンド タ

スクを使 用 して、ローカル DN S クライアント をリフレッシュしま

す。

この操 作 により、ホスト 名 と IP アド レス間 の新 しい関 係 を確

立 するためのキャッシュを解 決 できます。

新 しい静 的 IP アド レスを DN S サーバに登 録 しな い場 合 は、

サーバ上 の Ho sts ファイルを修 正 して、アド レスの変 更 を反 映

させる必 要 があります。

このシナリオを解 決 するには、以 下 の手 順 に従 います。

a . W in d ow s エクスプローラから、メモ帳 な どのテキスト 編 集

アプリケーションを使 用 して、次 のファイルを開 きます。
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C :\W IN D O W S \sys te m 3 2 \d rive rs \e tc \h o s ts

b . 以 下 の画 面 に示 すように、システムの静 的 IP アド レスと

ホスト 名 を指 定 します。

c. ファイルを閉 じ、変 更 内 容 を保 存 します。

注 ：この解 決 法 を使 用 する場 合 、IP アド レスを変 更 するとき

に Ho sts ファイルを修 正 し、動 的 IP アド レスに戻 すときに指 定

された情 報 を削 除 する必 要 があります。
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認 証 関 連

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

認 証 セキュリティ設 定

制 限 されたユーザがアクティビティ ログと監 査 ログにアクセスできな

い

CA p o rtm ap p er サービスの停 止 および開 始 時 に認 証 エラーが発

生 する

クラウド 接 続 での認 証 情 報 に関 する問 題

レポート ライタを開 くことができな い

レポート マネージャからレポート を作 成 できな い

ca _ jo b secm gr を使 用 したパスワード の更 新 が成 功 しな い
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認 証 セキュリティ設 定

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku p を使 用 する際 の認 証 お

よびセキュリティ関 連 の問 題 に対 処 するのに役 立 つ方 法 を説 明

します。セキュリティ関 連 問 題 の症 状 は状 況 に応 じて変 わるた

め、このセクシ ョンには考 えられる解 決 策 のみが含 まれています。

考 えられる解 決 策

以 下 に、セキュリティ関 連 の問 題 に対 処 するのに役 立 つ解 決 策

を示 します。

A rcse rve Ba cku p で ca ro o t アカウント が適 切 に認 証 されたこと

を確 認 します。この認 証 を実 行 するにはサーバの環 境 設 定

ウィザード を使 用 します。［バックアップ サーバのログオン /管 理

パスワード ］オプションを選 択 し、ca ro o t アカウント とパスワード

を設 定 します。

A rcse rve Ba cku p フォルダが以 下 と共 有 されていることを確 認 し

ます。

管 理 者 -- フル コント ロール

A rcse rve Ba cku p システム アカウント -- フル コント ロール

バックアップ オペレータ -- 変 更 と読 み取 り

バックアップ アカウント に必 要 な 権 限 がわからな いという一 般

的 な 問 題 がある場 合 は、以 下 の情 報 を考 慮 してください。

ローカルのA rcse rve Ba cku pサーバのみをバックアップする場 合

は、インスト ール時 に設 定 されたA rcse rve Ba cku pシステム アカ

ウント に、充 分 な 権 限 ( A dm in is tra to rsおよび Ba cku p Op era to r
の権 限 ) が付 与 されています。

C lien t A gen t fo r W in d ow sまたは A rcse rve Ba cku pのネット ワーク

機 能 を使 用 して、ド メイン内 のリモート データをバックアップす

る場 合 は、バックアップ アカウント に追 加 の権 限 が必 要 です。

強 力 な バックアップ アカウント に必 要 な 共 通 の権 限 の概 要 を

以 下 に示 します。バックアップ アカウント はニーズに合 わせてカ

スタマイズできます。一 部 の権 限 が環 境 によっては不 要 にな る

可 能 性 があります。

注 :スト レージ関 連 機 能 に対 するセキュリティ要 件 は、アクセス

するリソ ースに応 じて異 な ります。W in d ow s セキュリティのルー

ルおよび要 件 は、常 に考 慮 する必 要 があります。
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バックアップ アカウント には、以 下 のグループ権 限 が必 要 で

す。

A dm in is tra to r

B a cku p Op era to r

注 ：バックアップ オペレータ グループに属 するユーザには、

A rcse rve Ba cku p データベースにアクセスする権 限 がありま

せん。そのため、バックアップ マネージャでメンバ サーバは

ユーザに表 示 されません。

Dom a in A dm in is tra to r

バックアップ アカウント には、以 下 の拡 張 権 限 が必 要 です。

オペレーティング システムの一 部 として機 能

ローカル ログオン

サービスとしてログオン

A rcse rve Ba cku p によってド メイン内 のセキュリティを入 力 するよ

う指 示 された場 合 は、コンテキスト として常 に「ド メイン \ユーザ

名 」を使 用 します。

1 つのログイン /パスワード セッシ ョンで 2 つのコンピュータ間 の

接 続 を確 立 した場 合 、同 じログイン /パスワード セッシ ョンで 2
番 目 の接 続 を確 立 しようとすると、セッシ ョン認 証 情 報 の競 合

が発 生 する可 能 性 があります。すでにどのような セッシ ョンを確

立 しているのか、またそのセッシ ョンがA rcse rve Ba cku pのリソ ー

スへのアクセス機 能 にどのような 影 響 を与 えるのかを考 慮 して

ください。

W in d ow s セキュリティ アカウント 情 報 がオペレーティング システ

ム レベルで変 更 された場 合 、A rcse rve Ba cku p ジョブに入 力 さ

れたセキュリティは静 的 で、動 的 に更 新 されません。A rcse rve
Ba cku p ジョブにパッケージされているアカウント 情 報 を変 更 す

る場 合 は、ジョブを変 更 し、適 切 な セキュリティ情 報 で再 パッ

ケージ化 する必 要 があります。

A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r W in d ow s を通 じてリモート の

レジスト リおよびシステム状 態 情 報 をバックアップする必 要 があ

ります。

csto p コマンド と csta rt コマンド を使 用 せずに CA Rem o te
Pro ced u re C a ll サービス ( C A Sp o rtm ap ) を手 動 で停 止 し、再

度 開 始 した場 合 、サービスはそのポート 割 り当 てと適 切 に通
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信 できません。この場 合 、ca ro o t と同 等 の権 限 を持 つユーザ

アカウント は A rcse rve Ba cku p ド メインにログインできません。

A rcse rve Ba cku p ド メインにログインできるようにするには、csto p
コマンド を実 行 してから、csta rt コマンド を実 行 します。これで

サービスが正 し く通 信 でき、ca ro o t と同 等 の権 限 を持 つユーザ

アカウント が A rcse rve Ba cku p ド メインにログインできるようにな

ります。
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制 限 されたユーザがアクティビティ ログと監

査 ログにアクセスできな い

W in d o w s Se rve r 2 0 0 3、W in d o w s V ista、および W in d o w s Se rve r
2 0 0 8 システムで有 効 。

現 象

W in d ow s 認 証 および制 限 された権 限 ( B a cku p Op era to r や

Rem o te Deskto p U se r な ど ) を持 つ W in d ow s アカウント を使 用 し

て A rcse rve Ba cku p にログインした場 合 、A rcse rve Ba cku p アクティ

ビティ ログおよび監 査 ログにアクセスできません。

注 ：SQL Se rve r 認 証 を使 用 して A rcse rve Ba cku p データベースで

認 証 するように A rcse rve Ba cku p を設 定 する場 合 、この問 題 は

発 生 しません。

解 決 策

この問 題 を解 決 するには、アクティビティ ログおよび監 査 ログにア

クセスする必 要 があるすべての W in d ow s アカウント に対 して、

M icro so ft SQL Se rve r 認 証 を使 用 して SQL Se rve r に接 続 する権

限 を付 与 します。

M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 0 0 で権 限 を付 与 する方 法

1 . M icro so ft SQL Se rve r を W in d ow s ファイアウォール例 外 リスト に追

加 して通 信 できるようにします。

2 . 制 限 された W in d ow s アカウント が SQL インスタンス グループまた

は sysa dm in グループのメンバとして通 信 することを許 可 します。

M icro so ft SQ L Se rve r 2 0 1 4 E xp re ss E d it io n および M icro so ft SQ L
Se rve r 2 0 0 5 以 降 で権 限 を付 与 する方 法

1 . M icro so ft SQL Se rve r を W in d ow s ファイアウォール例 外 リスト に追

加 して通 信 できるようにします。

2 . 制 限 された W in d ow s アカウント が SQL インスタンス グループまた

は sysa dm in グループのメンバとして通 信 することを許 可 します。

3 . 以 下 を行 うことにより、M icro so ft SQL Se rve r に制 限 された

W in d ow s アカウント を追 加 します。

a . M icro so ft SQL Se rve r 管 理 ツールを開 きます。

オブジェクト エクスプローラを開 きます。

以 下 の画 面 に示 すように、A rcse rve Ba cku p サーバ、セキュリ

ティ、ログインの順 に展 開 します。
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b . 新 し く作 成 された A rcse rve Ba cku p インスタンスを右 クリックし

て、ポップアップ メニューの［プロパティ］をクリックします。

以 下 の画 面 に示 すように、［ログインのプロパティ］ダイアログ

ボックスが表 示 されます。
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c. ［ユーザ マッピング］をクリックします。

d . ［このログインにマップされたユーザ］フィールド で、［マップ］

チェックボックスをクリックして、マップするデータベースを選 択

します。

e . ［データベース ロール メンバシップ］フィールド で、選 択 した

データベースについてこのユーザに適 用 するロールを選 択 して

［OK］をクリックします。
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C A p o rtm a p p e r サービスの停 止 および開 始

時 に認 証 エラーが発 生 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

認 証 エラーが発 生 し、CA p o rtm ap p er サービスの停 止 および再 開

後 にマネージャ コンソ ールを開 けません。

解 決 策

この条 件 は、以 下 のイベント のシーケンス下 でのみ発 生 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが実 行 中 です。

Net Sto p コマンド を使 用 するか、W in d ow s の［コンピュータの管

理 ］コンソ ールからサービスを停 止 して、CA p o rtm ap p er サービ

スを停 止 します。

CA p o rtm ap p er サービスを再 起 動 します。

重 要 ：CA p o rtm ap p er サービスを停 止 および開 始 するには、csto p
コマンド または csta rt コマンド を使 用 します。これらのコマンド を使

用 すると、他 の A rcse rve Ba cku p サービスとの依 存 関 係 を考 慮 し

たうえで、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを適 切 な 順 序 で停

止 および開 始 できます。

詳 細 情 報 ：

バッチ ファイルを使 用 したすべての A rcse rve Ba cku p サービスの停

止 と開 始
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クラウド 接 続 での認 証 情 報 に関 する問 題

W in d o w s Se rve r 2 0 0 3、W in d o w s Se rve r 2 0 0 8、および W in d o w s
Se rve r 2 0 1 2 システムで有 効 。

現 象

デバイス マネージャにログインして、クラウド 接 続 を作 成 します。

認 証 情 報 を入 力 すると、入 力 した認 証 情 報 が正 しいかどうかの

情 報 が渡 されます。入 力 した認 証 情 報 が無 効 である可 能 性 が

あるため、クラウド にアクセスしても 接 続 に失 敗 します。

解 決 策

発 生 したエラーがプロキシ エラーである場 合 は、プロキシのパラ

メータが正 しいかどうかを確 認 する必 要 があります。たとえば、IP
アド レスや、ユーザ名 とパスワード を確 認 します。

発 生 したエラーがネット ワーク エラーである場 合 は、ベンダ サイト

が利 用 可 能 かどうかを確 認 する必 要 があります。
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レポート ライタを開 くことができな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

マネージャ コンソ ールから［レポート ライタ］を開 くとき、以 下 のメッ

セージが表 示 されます。

レポート ライタを開 くには、管 理 者 権 限 のあるアカウント で W in d o w s にロ

グインしている必 要 があります。詳 細 については、A rcse rve B a cku p のド

キュメ ント を参 照 してください。

解 決 策

この問 題 は、管 理 グループのメンバでな いド メイン ユーザ アカウン

ト を使 用 して A rcse rve Ba cku p サーバにログインした場 合 に発 生

します。このアカウント に ca ro o t と同 等 の権 限 を適 用 すると、マ

ネージャ コンソ ールを開 くことはできますが、レポート ライタを開 くこ

とはできません。

この問 題 を解 決 するには、ド メイン ユーザ アカウント を管 理 グ

ループに参 加 させます。しかし、ユーザ アカウント を管 理 グループ

に参 加 させたくな い場 合 は、以 下 の手 順 を実 行 してください。

1 . W in d ow s 管 理 者 アカウント を使 用 して A rcse rve Ba cku p サーバに

ログインします。

2 . W in d ow s レジスト リ エディタを開 き、以 下 のキーを探 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S o ftw a re \M ic ro so ft\In te rn e t E xp lo re r

3 . 以 下 の手 順 を実 行 して、このキーの権 限 を編 集 します。

a . In te rn e t E xp lo re r を右 クリックして、ポップアップ メニューの［ア

クセス許 可 ］をクリックします。

In te rn e t E xp lo re r の［アクセス許 可 ］ダイアログ ボックスが開

きます。

b . ユーザ アカウント を追 加 して、このキーにフル コント ロールを

許 可 します。

c. ダイアログ ボックスをすべて閉 じ、ログオフします。

4 . ド メイン ユーザ アカウント を使 用 して A rcse rve Ba cku p サーバにロ

グインします。

5 . マネージャ コンソ ールを開 きます。
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6 . レポート ライタを開 きます。

レポート ライタが開 きます。
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レポート マネージ ャからレポート を作 成 でき

な い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

レポート マネージャからレポート を作 成 しようとすると、以 下 のメッ

セージが表 示 されます。

A rcse rve B a cku p は、指 定 のディレクト リに書 き込 めな いか、A rcse rve
B a cku p エンジンと通 信 できません。

解 決 策

この問 題 は、以 下 の状 況 で発 生 する可 能 性 があります。

ユーザに、指 定 されたディレクト リへの書 き込 み権 限 がな い。

この状 態 を解 決 するには、ユーザに指 定 されたディレクト リへの

書 き込 み権 限 があることを確 認 します。

指 定 されたパスが正 し くな い。

この状 態 を解 決 するには、指 定 されたパスが正 しいことを確

認 します。

レポート マネージャが A rcse rve テープ エンジン、A rcse rve デー

タベース エンジン、またはその両 方 と通 信 できていな い。

この状 態 を解 決 するには、テープ エンジン サービスおよびデー

タベース エンジン サービスがバックアップ サーバ上 で実 行 され

ていることを確 認 します。
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c a _ jo b se c m gr を使 用 したパスワード の更 新

が成 功 しな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

ca _ jo b secm gr コマンド は、変 更 ( ユーザ名 およびパスワード ) を特

定 の A rcse rve Ba cku p サーバに適 用 するか、または現 在 の

A rcse rve Ba cku p ド メインのすべてのバックアップ サーバに適 用 する

かを指 定 する方 法 を提 供 します。ca _ jo b secm gr -s を使 用 したパ

スワード の更 新 では、パスワード の更 新 処 理 が完 了 しな い場 合

があります。

解 決 策

この動 作 を修 正 するには、以 下 の手 順 に従 います。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバにログインします。

2 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［ソ ース］タブをクリックしてソ ース

ディレクト リ ツリーを表 示 させます。

3 . ［バックアップ］メニューから［ソ ース コンテキスト メニュー］をクリック

し、［セキュリティ］をクリックして［セキュリティ］ダイアログ ボックスを

開 きます。

4 . ［セキュリティ］ダイアログ ボックスで必 要 な 情 報 を入 力 し、［OK］を
クリックします。

5 . ( オプション ) スケジュールされていな いジョブについては、失 敗 した

ジョブを再 サブミット します。
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バックアップおよびリスト ア関 連

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ジョブが、スケジュール通 りに開 始 されな い

オープン ファイルをバックアップできな い

C itr ix サーバのリスト ア ジ ョブが失 敗 する

圧 縮 または暗 号 化 を使 用 してバックアップされたデータのローカル

リスト アに失 敗 する

A rcse rve Ba cku p がファイル アクセス時 刻 に基 づいてデータを回 復

しな い

A ct ive D ire cto ry のリスト ア モード で GU I がフリーズする

エージェント コンピュータのログイン認 証 情 報 を変 更 した後 、スケ

ジュールされたバックアップ ジ ョブが失 敗 する

SFB ジョブで以 前 にバックアップされたソ ースに対 してフル バックアッ

プ ( アーカイブ ビット をクリア ) または増 分 バックアップを実 行 する

と、データの損 失 が発 生 する

オンデマンド の合 成 フル バックアップを実 行 できな い

リスト ア ジ ョブのアクティビティ ログ エラー

A rcse rve D2D バックアップ ジ ョブがバックアップ マネージャからサブ

ミット されるとバックアップ ジ ョブが失 敗 する

移 動 または名 前 変 更 されたファイルが A rcse rve Ba cku p によって

バックアップされな い

A rcse rve Ba cku p で、SM B 共 有 上 にあるデータを含 む Hyp er-V
バックアップ ジ ョブを実 行 できな い

A rcse rve Ba cku p で、SM B 共 有 上 にあるデータを含 む Hyp er-V
W rite r または SQL VSS W rite r バックアップ ジ ョブを実 行 できな い

W in d ow s 2008 SP2 および W in d ow s 2008 R2 サーバ上 のリモート

FSD からのデータ リスト ア時 にメモリ使 用 率 が増 加 する

MAC エージェント のリスト ア ジ ョブの失 敗
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ジ ョブが、スケジ ュール通 りに開 始 されな い

W in d o w s、U N IX、および Lin u x プラット フォームで有 効

現 象

スケジュールしたジョブが、スケジュール通 りに開 始 されません。

この問 題 は、一 般 に一 元 管 理 環 境 に複 数 の A rcse rve Ba cku p
サーバが存 在 しており、A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバ、メンバ

サーバ、A rcse rve コンソ ールが異 な るタイム ゾーンに存 在 する場

合 に発 生 します。

解 決 策

この問 題 を解 決 するには、プライマリ サーバのシステム時 刻 と、そ

の A rcse rve Ba cku p ド メインに含 まれる全 メンバ サーバのシステム

時 刻 を同 期 させます。

これを行 うには、W in d ow s T im e Se rv ice を使 用 します。

注 ：W in d ow s T im e Se rv ice を使 用 して時 刻 を同 期 する方 法 につ

いては、W in d ow s の［ヘルプとサポート ］を参 照 してください。
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オープン ファイルをバックアップできな い

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku pを使 用 する際 のオープン

ファイルに関 する問 題 に対 処 する方 法 を説 明 します。

発 生 する可 能 性 がある問 題 と考 えられる解 決 策

バックアップしている特 定 のリソ ースがロックされている場 合 や、オ

ペレーティング システムで使 用 中 の場 合 には、以 下 のエラーが発

生 する可 能 性 があります。これらのエラーには、W 3404というエ

ラー コード が表 示 される場 合 があります。

注 ：A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s を使 用 すると、オープ

ン ファイルで一 般 的 に発 生 する多 くのエラーを解 決 できます。この

エージェント を使 用 していな い場 合 は、導 入 を検 討 してください。

また、A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r W in d ow sを使 用 したリ

モート バックアップの実 行 も お勧 めします。

エラー

コード
原 因 および解 決 策

SHAR IN G
V IO LAT ION

原 因 ：ファイル共 有 違 反 のエラーです。Arc se rve
B a ckup でバックアップ ジョブを実 行 したときに、別 のプ

ロセス ( アプリケーション サービスな ど ) でターゲット ファ

イルが使 用 され ていました。

解 決 策 ：ターゲット ファイルを使 用 しているすべての

サービスおよびアプリケーションを終 了 させて、バック

アップを再 実 行 します。

ACC ESS
DEN IED

原 因 ：Arc se rve B a ckup バックアップ ジョブのターゲット

ファイルにアクセスできませんでした。または、でバック

アップ ジョブを実 行 したときに、別 のプロセス ( アプリ

ケーション、サービスな ど ) でターゲット ファイルが使 用

され ていました。

解 決 策 ：ターゲット ファイルに対 する充 分 な アクセス

権 限 がユーザ アカウント に付 与 されていることを確 認

します。また、バックアップ ジョブを再 実 行 する前 に、

ターゲット ファイルを使 用 するすべてのサービスおよび

アプリケーションを終 了 します。

FIL E N O T
FOU N D

原 因 ：ターゲット ファイルが削 除 されているか、バック

アップ ジョブが送 信 されて実 行 されるまでの間 に、別

の場 所 へ移 動 され ました。

解 決 策 ：ジョブを修 正 および再 パッケージしてから再

試 行 します。

PATH NO T
FOU N D

原 因 ：ターゲット ファイルのパスが削 除 されているか、

バックアップ ジョブが送 信 されて実 行 されるまでの間
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に変 更 され ました。

解 決 策 ：ジョブを修 正 および再 パッケージしてから再

試 行 します。

BAD N ET
PATH

原 因 ：リモート マシンにバックアップ ジョブがサブミット

され ましたが、パスが見 つからな いか、またはネット

ワーク プロト コルの遅 延 により、ターゲット のネット ワー

ク パスが検 出 され ませんでした。

解 決 策 ：ネット ワーク環 境 を確 認 し、バックアップ ジョ

ブを再 試 行 します。
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C itr ix サーバのリスト ア ジ ョブが失 敗 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

C itr ix を実 行 しているサーバで、リスト アジ ョブに失 敗 します。

C itr ix サーバの環 境 は以 下 のとおりです。

C itr ix 4 .0

M icro so ft SQL Se rve r ( C it r ix データベース インスタンスをホス

ト )

C l ien t A gen t fo r W in d ow s

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

解 決 策

C itr ix 4 .0 サーバをリスト アすると、C itr ix データベース インスタンス

をホスト している M icro so ft SQL Se rve r インスタンスがリスト アジ ョブ

の完 了 後 に起 動 しな いため、ジョブが失 敗 します。

この問 題 を解 決 するには、C itr ix データベース インスタンスを手 動

で再 起 動 します。
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圧 縮 または暗 号 化 を使 用 してバックアップ

されたデータのローカル リスト アに失 敗 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

圧 縮 または暗 号 化 を使 用 しているバックアップでは、ファイルのサ

イズが増 加 します。ローカル リスト アを実 行 した場 合 、ジョブは完

了 できずエラー E3453( スト リーム データを書 き込 めません ) が発

生 します。

解 決 策

1 . R esto reDC ENDa taB yW riteF ile という DW ORD 値 を以 下 のレジスト

リ キーに作 成 し、値 を 1 に設 定 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E
\S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \B a se \T a sk \R e s to re

2 . リスト アに失 敗 したファイルを選 択 し、デスティネーションを設 定 し

て、新 しいリスト ア ジ ョブをサブミット します。
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A rc se rve B a c ku p がファイル アクセス時 刻 に

基 づいてデータを回 復 しな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

前 回 ファイル アクセス時 刻 に基 づいてフィルタした場 合 、A rcse rve
Ba cku p はデータを回 復 しません

解 決 策

リスト ア マネージャおよび ca _ re sto re コマンド ライン ユーティリティ

を使 用 すると、前 回 アクセス時 刻 に基 づいてファイルを回 復 でき

ます。しかし、A rcse rve Ba cku p は前 回 ファイル アクセス時 刻 を

バックアップ レコード に格 納 しません。そのため、A rcse rve Ba cku p
は前 回 ファイル アクセス時 刻 に基 づいてデータを回 復 できませ

ん。

この問 題 を解 決 するには、エージェント コンピュータの以 下 のレジ

スト リ キーを修 正 して、バックアップをサブミット します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \C lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \F ile A cce ssT im e F la g

値 ：1
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A c tive D ire c to ry のリスト ア モード で G U I が
フリーズする

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

W in d ow s が A ct ive D ire cto ry リスト ア モード で開 始 されると

A rcse rve Ba cku p マネージャがフリーズするので、W in d ow s が

A ct ive D ire cto ry リスト ア モード の場 合 に A ct ive D ire cto ry をリスト

アできません。

解 決 策

この動 作 は、W in d ow s を A ct ive D ire cto ry リスト ア モード で起 動

した場 合 、M icro so ft SQL Se rve r E xp re ss Ed it io n および M icro so ft
SQL Se rve r が機 能 しな いために発 生 します。この問 題 を解 決 する

には、W in d ow s の標 準 モード で A ct ive D ire cto ry リスト ア ジ ョブを

サブミット し、W in d ow s を再 起 動 後 、A ct ive D ire cto ry リスト ア

モード を使 用 して A ct ive D ire cto ry リスト ア ジ ョブを実 行 します。

1400 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



バックアップおよびリスト ア関 連

エージ ェント コンピュータのログイン認 証 情

報 を変 更 した後 、スケジ ュールされたバック

アップ ジ ョブが失 敗 する

すべてのオペレーティング システムで有 効

現 象

エージェント コンピュータ用 のログイン認 証 情 報 ( ユーザ名 、パス

ワード 、またはその両 方 ) を変 更 した後 、スケジュールされたバック

アップ ジ ョブが失 敗 します。

解 決 策

これは正 常 な 動 作 です。

A rcse rve Ba cku p では、エージェント コンピュータのログイン認 証 情

報 に関 する情 報 を A rcse rve Ba cku p データベースに保 存 します。

スケジュールされたバックアップ ジ ョブが実 行 されると、A rcse rve
Ba cku p はデータベースからログイン認 証 情 報 を取 得 します。これ

により、A rcse rve Ba cku p がエージェント にログインし、スケジュール

されたバックアップ ジ ョブを処 理 できるようにな ります。エージェント

コンピュータのログイン認 証 情 報 を変 更 し、データベースを更 新 し

ていな い場 合 、A rcse rve Ba cku p はジョブを処 理 するためにエー

ジェント にログインできな いため、ジョブは失 敗 します。

ベスト プラクティスとして、エージェント コンピュータのログイン認 証

情 報 を変 更 した場 合 は、新 しいログイン認 証 情 報 で A rcse rve
Ba cku p データベースをすぐに更 新 するようにしてください。

新 しいログイン認 証 情 報 で A rcse rve Ba cku p データベースを更 新

するには、以 下 の手 順 を実 行 します。

1 . ［バックアップ マネージャ］を開 き、［ソ ース］タブをクリックします。

バックアップ ソ ース ディレクト リ ツリーが表 示 されます。

注 ：［表 示 ］メニューから、［クラシック ビュー］または［グループ

ビュー］のいずれかを選 択 できます。

2 . 対 象 のエージェント コンピュータを見 つけます。

3 . エージェント コンピュータを右 クリックして、コンテキスト メニューの

［セキュリティ］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが開 きます。
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4 . エージェント コンピュータへのログインに必 要 な 新 しいユーザ名 、パ

スワード 、またはその両 方 を指 定 し、［OK］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログ ボックスが閉 じます。A rcse rve Ba cku p
データベースはエージェント コンピュータの最 新 のログイン認 証 情

報 で更 新 されます。
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SF B ジ ョブで以 前 にバックアップされたソース

に対 してフル バックアップ ( アーカイブ ビット を

クリア ) または増 分 バックアップを実 行 する

と、データの損 失 が発 生 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

合 成 フル バックアップ ジ ョブでバックアップされたソ ースをバックアッ

プするためにフル バックアップ ( アーカイブ ビット をクリア ) または増

分 バックアップを実 行 すると、データが損 失 します。

これは、合 成 バックアップを有 効 にしてバックアップ ジ ョブをサブミッ

ト し、バックアップ ソ ースとしてフォルダとファイルを選 択 すると発 生

します。そのバックアップ ソ ース内 のデータが変 更 された場 合 、ス

ケジュールされた次 のフル バックアップ ジ ョブの前 に標 準 のフル

バックアップ ( アーカイブ ビット をクリア ) または増 分 バックアップをサ

ブミット すると、変 更 されたデータは次 回 の日 時 指 定 増 分 バック

アップで失 われます。その理 由 は、フォルダ内 の変 更 されたファイ

ルに対 してアーカイブ ビット がクリアされるためです。最 終 的 に、

変 更 されたファイルは次 回 の合 成 フル バックアップ セッシ ョンで失

われることにな ります。A rcse rve Ba cku p から警 告 メッセージが表

示 されます：W 29893 失 敗 ファイル XXX。このファイルは別 のジョブ

でバックアップされる可 能 性 があります。A rcse rve Ba cku p では、

次 の合 成 日 にリアル フル バックアップが実 行 されます。

解 決 策

同 じソ ースを合 成 フル バックアップ ジ ョブとしてバックアップするた

めに標 準 のフル バックアップ ジ ョブをサブミット する場 合 は、標 準

のフル ( アーカイブ ビット を維 持 ) バックアップ ジ ョブを使 用 すること

をお勧 めします。
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オンデマンド の合 成 フル バックアップを実 行

できな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

オンデマンド の合 成 フル バックアップ ジ ョブをサブミット するとき、そ

のジョブは実 行 されず、合 成 フル バックアップが実 行 されな かった

理 由 を示 すメッセージ ダイアログ ボックスが表 示 されます。

以 下 の 4 つのメッセージのうちのいずれかが表 示 されます。

1 . このジョブは変 更 されたので、合 成 ジョブをサブミット できません。

合 成 フル バックアップ ジ ョブは変 更 されているため、リアル フル

バックアップおよび増 分 ジョブは行 われません。

2 . データ合 成 ジョブをサブミット できません。または合 成 の必 要 があ

るセッシ ョンが存 在 しません。

合 成 できる適 切 な セッシ ョンがな いため、合 成 フル バックアップ

ジ ョブでフル セッシ ョンを合 成 できません。これは以 下 の 2 つのシ

ナリオで発 生 する可 能 性 があります。

このジョブがサブミット される前 にセッシ ョンはすでに合 成 され

ていました。したがって、再 度 それらを合 成 する必 要 はありま

せん。

前 の増 分 セッシ ョンが正 常 にバックアップされませんでした。

3 . データ合 成 ジョブは正 常 にサブミット されました。

4 . データ合 成 ジョブは正 常 にサブミット されました。

失 敗 した n 個 のセッシ ョンはスキップされました

一 部 のセッシ ョンはフル セッシ ョンに合 成 されたも のの、スキップま

たは失 敗 したセッシ ョンも ありました。これは以 下 の 2 つのシナリオ

で発 生 する可 能 性 があります。

このジョブがサブミット される前 にセッシ ョンはすでに合 成 され

ていました。したがって、再 度 それらを合 成 する必 要 はありま

せん。

前 の増 分 セッシ ョンが正 常 にバックアップされませんでした。

解 決 策

1 . 何 も 行 う必 要 はありません。次 の合 成 日 にリアル フル バックアッ

プが実 行 されます。
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2 . 失 敗 したセッシ ョンがある場 合 は、前 の増 分 セッシ ョンを確 認 し、

バックアップが正 常 に行 われるように必 要 な 調 整 を行 ってくださ

い。

3 . 何 も 行 う必 要 はありません。

4 . 失 敗 したセッシ ョンがある場 合 は、前 の増 分 セッシ ョンを確 認 し、

バックアップが正 常 に行 われるように必 要 な 調 整 を行 ってくださ

い。
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リスト ア ジ ョブのアクティビティ ログ エラー

現 象

リスト ア ジ ョブのサブミット 時 に接 続 できな いクラウド デバイスがあ

る場 合 、リスト ア ジ ョブは正 常 に完 了 しますが、リスト ア ジ ョブの

アクティビティ ログに以 下 のエラーが表 示 される場 合 があります。

E 6 0 0 8 ［サーバ名 ］［日 時 ］

デバイスの通 信 障 害 です。［クラウド デバイス［クラウド デバイス

名 ］：［クラウド ライブラリ内 部 エラーです。]]

E 6 1 1 2 ［サーバ名 ］［日 時 ］

テープのヘッダの読 み取 りに失 敗 しました。( ［シリアル番 号 ］=
［］)

解 決 策

リスト ア ジ ョブの実 行 時 、タスクによってテープ名 、ランダム ID、お

よびシーケンス番 号 を、デバイスがあるグループの検 索 に使 用 す

るテープ エンジンに送 信 します。グループが見 つかったら、テープ

エンジンはグループをすべて列 挙 し、グループ内 のデバイスを開

き、テープ ヘッダを読 み取 り、それから、読 み取 りテープ名 、ランダ

ム ID およびシーケンス番 号 を入 力 と比 較 します。それらがすべて

等 しいな ら、グループが見 つかったことにな ります。リスト ア ジ ョブが

クラウド デバイスを開 いてテープ ヘッダを読 み取 ろうとすると、上

記 2 つのエラーのうち 1 つが再 度 表 示 されます。これは、クラウド

デバイスが必 要 かどうかをテープ エンジンが認 識 していな いためで

す。このことは実 際 のリスト ア ジ ョブには影 響 せず、ジョブは正 常

に終 了 します。

1406 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



バックアップおよびリスト ア関 連

A rc se rve D 2 D バックアップ ジ ョブがバックアッ

プ マネージ ャからサブミット されるとバックアッ

プ ジ ョブが失 敗 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

バックアップ マネージャから A rcse rve D2D バックアップをサブミット す

るとき、過 去 に A rcse rve Ba cku p によってバックアップされた

A rcse rve D2D セッシ ョンがソ ース データに含 まれていると、ジョブは

失 敗 します。アクティビティ ログにエラー メッセージ AW 0813 が表

示 されます。

解 決 策

これは正 常 な 動 作 です。過 去 にバックアップされた A rcse rve D2D
セッシ ョンからバックアップ ジ ョブが構 成 されている場 合 、A rcse rve
Ba cku p ではそのジョブが失 敗 し、アクティビティ ログにエラー メッ

セージ AW 0813 がレポート されます。この動 作 は、A rcse rve D2D
データの冗 長 バックアップを防 ぐために設 計 されたも のです。

過 去 にバックアップされた A rcse rve D2D セッシ ョンを A rcse rve
Ba cku p でバックアップできるように動 作 を変 更 するには、以 下 の

手 順 を実 行 します。

1 . バックアップ対 象 の A rcse rve D2D サーバ ( ノード ) から W in d ow s レ

ジスト リ エディタを開 きます。

2 . 次 のキーを開 きます。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve
B a cku p \C lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \A llo w R e d u n d a n tD 2 D B a cku p s

3 . A llowRed u n d an tD2DBa cku p s の DW ORD 値 を 1 に変 更 します。

注 ：バックアップ対 象 のノード に上 記 のレジスト リ キーが存 在 しな

い場 合 は、キーを作 成 する必 要 があります。

4 . W in d ow s レジスト リ エディタを閉 じます。
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移 動 または名 前 変 更 されたファイルが

A rc se rve B a c ku p によってバックアップされな

い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

ファイル システム バックアップの実 行 時 、前 回 のバックアップの完

了 後 にノード 上 で移 動 または名 前 変 更 されたファイルが A rcse rve
Ba cku p によってバックアップされません。A rcse rve Ba cku p では、ア

クティビティ ログにエラーまたは警 告 メッセージが表 示 されません。

解 決 策

これは正 常 な 動 作 です。C lien t A gen t fo r W in d ow s では、前 回

のバックアップが完 了 した後 にファイルが変 更 された場 合 のみ、

ファイルをバックアップすることができます。C lien t A gen t fo r
W in d ow s では、変 更 されたファイルの場 合 とは異 な り、移 動 また

は名 前 変 更 されたファイルを識 別 することができません。

この動 作 の発 生 を防 ぐには、A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en
File s のインスト ールおよびライセンス取 得 を行 い、ノード 上 でファイ

ルの移 動 または名 前 変 更 を行 う前 に、CA U n ive rsa l A gen t サービ

スがバックアップ環 境 で実 行 されていることを確 認 します。CA
U n ive rsa l A gen t サービスにより、エージェント ノード 上 で変 更 また

は移 動 されたファイルおよびディレクト リが A rcse rve Ba cku p で検

出 できるようにな ります。ファイルが移 動 されたり、名 前 変 更 され

たり、あるいはその両 方 が行 われた際 に Un ive rsa l A gen t サービス

が実 行 中 でな い場 合 、A rcse rve Ba cku p がすべてのファイルを確

実 にバックアップするように、A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s
がインスト ールおよびライセンス取 得 済 みであることを確 認 し、

ノード のフル バックアップをサブミット します。

ファイルまたはフォルダを移 動 したり名 前 変 更 する際 、オブジェクト

のアーカイブ ビット は更 新 されません。その結 果 、次 に増 分 バック

アップ ジ ョブを実 行 するときに A rcse rve Ba cku p ではファイルまたは

フォルダがバックアップされません。移 動 または名 前 変 更 されたファ

イルが Un ive rsa l A gen t によって検 出 およびバックアップされるよう

にするため、Un ive rsa l A gen t は特 定 の間 隔 でノード に存 在 する

すべての修 正 済 みボリュームを列 挙 します。その後 、Un ive rsa l
A gen t は、移 動 または名 前 変 更 されたファイルおよびフォルダがあ
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るかどうかボリュームをモニタします。ファイルまたはフォルダが検 出

された場 合 、オブジェクト のアーカイブ ビット が更 新 されます。

CA U n ive rsa l A gen t サービスのこの機 能 は、有 効 または無 効 にす

ることができます。デフォルト ではこの機 能 は有 効 にな っています。

デフォルト の動 作 を変 更 するには、以 下 の手 順 を実 行 します。

1 . W in d ow s のレジスト リ エディタを開 きます。

2 . 以 下 のレジスト リ キーを参 照 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve B a cku p \U n ive rsa lC lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \V o lC h a n g e M g r

3 . Vo lC h an geM gr に必 要 な 値 を変 更 します。

デフォルト 値 -- 1 有 効

オプションの値 -- 0 無 効

4 . W in d ow s レジスト リ エディタを閉 じます。

5 . CA U n ive rsa l A gen t サービスを再 開 します。

ボリューム列 挙 のデフォルト 間 隔 は 1 時 間 です。デフォルト の動

作 を変 更 するには、以 下 の手 順 を実 行 します。

1 . W in d ow s のレジスト リ エディタを開 きます。

2 . 以 下 のレジスト リ キーを参 照 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C se rve
B a cku p \U n ive rsa lC lie n tA g e n t\P a ra m e te rs \R e fre sh V o lE n u m

3 . R esfre sh Vo lEn um に必 要 な 値 を指 定 します。

デフォルト 値 -- 3600000 ( 1 時 間 のミリ秒 による表 記 )

注 ：1 分 は 60000 ミリ秒 です。

4 . W in d ow s レジスト リ エディタを閉 じます。

5 . CA U n ive rsa l A gen t サービスを再 開 します。
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A rc se rve B a c ku p で、SM B 共 有 上 にある

データを含 む H yp e r-V バックアップ ジ ョブを

実 行 できな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

仮 想 マシンのディスクまたは環 境 設 定 ファイルがリモート SM B
( Se rve r M essa ge B lo ck) 共 有 上 にある場 合 、Hyp er-V バックアップ

ジ ョブをサブミット すると、バックアップ ジ ョブが失 敗 する。

解 決 策

この動 作 は、ファイル サーバ VSS エージェント サービスがファイル

サーバ上 で有 効 化 されていな いために発 生 します。ファイル サー

バ VSS エージェント サービスを有 効 にするには、サーバ マネージャ

にログインし、次 のメニュー オプションを選 択 します：［サーバの役

割 ］-［ファイル サービスおよびスト レージ サービス］-［ファイルおよび

iSC SI サービス］-［ファイル サーバ VSS エージェント サービス］。
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バックアップおよびリスト ア関 連

A rc se rve B a c ku p で、SM B 共 有 上 にある

データを含 む H yp e r-V W rite r または SQ L
V SS W rite r バックアップ ジ ョブを実 行 できな

い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

アプリケーションに、リモート SM B ( サーバ M essa ge ブロック ) 共 有

上 のデータがある場 合 、Hyp er-V W rite r または SQL VSS W rite r
バックアップ ジ ョブをサブミット すると、バックアップ ジ ョブが失 敗 す

る。

解 決 策

この動 作 は、ファイル サーバ VSS エージェント サービスがファイル

サーバ上 で有 効 化 されていな いために発 生 します。ファイル サー

バ VSS エージェント サービスを有 効 にするには、サーバ マネージャ

にログインし、次 のメニュー オプションを選 択 します：［サーバの役

割 ］-［ファイル サービスおよびスト レージ サービス］-［ファイルおよび

iSC SI サービス］-［ファイル サーバ VSS エージェント サービス］。
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バックアップおよびリスト ア関 連

W in d o w s 2 0 0 8 SP 2 および W in d o w s 2 0 0 8
R 2 サーバ上 のリモート F SD からのデータ リス

ト ア時 にメモリ使 用 率 が増 加 する

すべてのオペレーティング システムで有 効

現 象

メモリ使 用 量 が増 加 するため、システム レスポンスが非 常 に遅 く

な ります。これが発 生 するのは W in d ow s オペレーティング システ

ムの動 作 が原 因 であり、システム ファイル キャッシュが物 理 RAM
のほとんどを消 費 するためです。

解 決 策

この問 題 を解 決 するには、以 下 の M icro so ft のリンクにあるナレッ

ジ ベース記 事 の回 避 策 に従 います。

h ttp :/ /su p p o rt .m icro so ft .com /kb /976618/ ja -jp .
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バックアップおよびリスト ア関 連

M A C エージ ェント のリスト ア ジ ョブの失 敗

M a cin to sh オペレーティング システムにのみ有 効 です。

現 象

複 数 の MAC セッシ ョンからのリスト アを単 一 のリスト ア ジ ョブの一

部 として試 みると、MAC エージェント のリスト ア ジ ョブが失 敗 しま

す。

解 決 策

この問 題 を解 決 するには、「 /e tc/sysct l .co n f」ファイルに移 動 し、

「 ke rn .sysv .shm a ll」パラメータを 「 ke rn .sysv .shm a ll=4096」に変 更 し

ます。変 更 後 、コンピュータを再 起 動 します。
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メディア関 連

メディア関 連

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

データのバックアップまたはリスト ア中 にテープ エラーが発 生 する

A rcse rve Ba cku p が x64 プラット フォーム上 で RSM 制 御 デバイスを

検 出 できな い

A rcse rve Ba cku p がクリーニング テープを検 出 しな い

ハード ウェアが予 期 したように機 能 しな い

オート ローダとチェンジャがオフラインであるかのように表 示 される

カタログ データベースのログ ファイルが大 量 のディスク容 量 を消 費

する

認 識 できな いボールト がメディア管 理 マネージャ内 に表 示 される
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メディア関 連

データのバックアップまたはリスト ア中 にテー

プ エラーが発 生 する

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku pを使 用 する際 のテープ エ

ラーに関 する問 題 に対 処 する方 法 を説 明 します。

発 生 する可 能 性 がある問 題

いずれかのテープで障 害 が発 生 していることを示 すエラーが表 示

されたら、データを安 全 に保 護 するために、一 刻 も 早 く対 策 を講

じる必 要 があります。ただしテープを交 換 する前 に、障 害 の原 因

が間 違 いな くテープであり、システムの他 の部 分 に起 因 するも の

ではな いことを確 認 する必 要 があります。障 害 がテープ以 外 に起

因 していな いことを確 認 するには、以 下 の手 順 に従 います。

アクティビティ ログの履 歴 をチェックして、エラーの原 因 とな って

いるタスクを確 認 します。メディア エラーが記 録 されているだけ

では、メディアが障 害 の原 因 である確 実 な 証 拠 にはな りませ

ん。それ以 前 に発 生 した別 のエラーが原 因 で、メディア エラー

が発 生 した可 能 性 があるからです。

たとえば、バックアップ ジ ョブの最 中 にSC SIポート エラーが表 示

され、その後 テープやド ライブに問 題 があることを示 すエラーが

表 示 される場 合 がありますが、テープやド ライブのエラーは SC SI
ポート で発 生 したエラーに起 因 している可 能 性 があります。し

たがって、テープの障 害 を示 すエラーが表 示 されるまでに表 示

されたメッセージおよびエラーすべてを、アクティビティ ログで確

認 する必 要 があります。これにより、テープ自 体 に問 題 がある

のか、またはテープのエラーが別 のエラーに起 因 しているのかを

判 断 できます。

ライブラリ ロボット をモニタします。ライブラリ ロボット が正 し く動

作 していな いと、テープ エラーが表 示 される場 合 があります。

ロボット によるテープの挿 入 /排 出 に問 題 がな いことを確 認 して

ください。

テープ ド ライブに機 械 的 な 問 題 が発 生 している可 能 性 がな い

かどうかを確 認 します。そのためには、以 下 のいずれかを試 し

てください。

テープ ド ライブをクリーニングしてから、同 じタスクを再 び実

行 します。
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メディア関 連

テープ ド ライブをクリーニングしても テープで障 害 が発 生 す

る場 合 は、正 し く動 作 することがわかっているド ライブにこ

のテープを移 動 し、同 じタスクを再 び実 行 します。それで

も 同 じエラーが表 示 される場 合 は、テープに問 題 があると

考 えられます。

注 ： ド ライブがライブラリ内 部 にある場 合 、別 のド ライブで

テープを試 すには、問 題 のド ライブをオフラインにする必

要 があります。メディア エラーを検 出 した際 に A rcse rve
Ba cku p が自 動 的 にド ライブをオフラインのステータスに設

定 しな い場 合 は、ライブラリを右 クリックし、コンテキスト メ

ニューから［オフライン］を選 択 します。

同 じド ライブで別 のテープを使 って同 じタスクを実 行 しま

す。同 じエラーが表 示 された場 合 、問 題 の原 因 はテープ

自 体 ではな く、ド ライブやその他 のシステム コンポーネント

に問 題 があると考 えられます。

考 えられる解 決 策

テープに障 害 ( テープの一 部 を読 み取 れな い、テープが物 理 的 に

損 傷 しているな ど ) があることを確 認 したら、一 刻 も 早 くそのテープ

を交 換 する必 要 があります。ただしその前 に、障 害 のあるテープ

のデータを、信 頼 できるテープにバックアップする必 要 があります。

この時 点 では、以 下 の2つの選 択 肢 があります。

データを新 しいテープにコピーする

新 しいバックアップ テープを作 成 する
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メディア関 連

新 しいテープへのデータのコピー

テープからデータを読 み取 れる場 合 は、以 下 の手 順 に従 いま

す。データをまったく読 み取 れな い場 合 は、「新 しいバックアップ

テープの作 成 」を参 照 して、新 しいバックアップ テープを作 成 して

ください。

データを新 しいテープにコピーする方 法

1 . 正 し く動 作 していることがわかっているド ライブにテープを移 動 しま

す。事 前 にド ライブのクリーニングを実 行 しておくことをお勧 めしま

す。

2 . T ap eco p y ユーティリティを使 用 して、障 害 のあるテープから新 しい

テープにデータをコピーします。

注 ：障 害 のあるテープがライブラリの一 部 である場 合 、今 後 この

テープが使 用 されな いようにライブラリからエクスポート してくださ

い。
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メディア関 連

新 しいバックアップ テープの作 成

障 害 のあるテープからデータをまったく読 み取 れな い場 合 は、以

下 の手 順 に従 って、新 しいバックアップ テープを作 成 してくださ

い。

新 しいバックアップ テープを作 成 する方 法

1 . 障 害 のあるテープを取 り除 きます。このテープがライブラリの一 部

である場 合 はエクスポート します。

2 . 新 しいテープを挿 入 し、バックアップ ジ ョブを再 びサブミット しま

す。
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メディア関 連

A rc se rve B a c ku p が x 6 4 プラット フォーム上

で R SM 制 御 デバイスを検 出 できな い

W in d o w s Se rve r 2 0 0 3 x6 4 プラット フォーム上 で有 効

現 象

A rcse rve Ba cku p が W in d ow s Se rve r 2003 x64 システムにインス

ト ールされています。デバイス マネージャで、A rcse rve Ba cku p が、

RSM ( Rem o vab le Sto ra ge M an age r、リムーバブル記 憶 域 マネー

ジャ ) によって制 御 されるデバイスを検 出 できず、そのデバイスを

有 効 /無 効 にすることができません。

解 決 策

A rcse rve Ba cku p マネージャ コンソ ールは、x86 アーキテクチャを使

用 して設 計 されています。マネージャ コンソ ールは、W in d ow s 64
ビット プラット フォームで RSM が制 御 するデバイスを検 出 できませ

ん。この問 題 を回 避 するために、コンピュータの管 理 ユーティリティ

の RSM を使 用 して、RSM が制 御 するデバイスを有 効 /無 効 にで

きます。
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メディア関 連

A rc se rve B a c ku p がクリーニング テープを検

出 しな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

ライブラリにクリーニング テープがありますが、A rcse rve Ba cku p はク

リーニング テープを検 出 しません。

解 決 策

この問 題 を解 決 するには、A rcse rve Ba cku p はクリーニング テープ

の場 所 ( スロット ) を検 出 する必 要 があります。A rcse rve Ba cku p
がクリーニング テープの場 所 ( スロット ) を検 出 できるようにするに

は 2 つの方 法 があります。

方 法 1 -- A rcse rve Ba cku p がクリーニング テープの場 所 ( スロッ

ト ) を発 見 できるようにします。そのためには、以 下 の手 順 に従

います。

a . クリーニング テープをライブラリ内 の使 用 可 能 な 任 意 のスロット

に挿 入 します。

b . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 き、ライブラリを右 クリックし

て、ポップアップ メニューから［インベント リ］を選 択 します。

A rcse rve Ba cku p はスロット 内 のメディアをインベント リ処 理 しま

す。インベント リ処 理 が終 了 すると、A rcse rve Ba cku p はクリー

ニング テープの存 在 を検 出 します。クリーニング テープが存 在

するスロット はクリーニング スロット にな ります。

方 法 2 -- クリーニング テープの場 所 ( スロット ) を手 動 で指 定 し

ます。そのためには、以 下 の手 順 に従 います。

a . ［デバイス マネージャ］ウィンド ウを開 き、ライブラリを右 クリックし

て、ポップアップ メニューから［プロパティ］を選 択 します。

［ライブラリ プロパティ］ダイアログ ボックスが開 きます。

b . ［クリーニング］タブをクリックします。

クリーニング オプションが表 示 されます。

c. ［利 用 可 能 な スロット ］リスト から、利 用 可 能 な スロット をクリッ

クし、［追 加 ］ボタンをクリックします。

利 用 可 能 な スロット が［クリーニング対 象 スロット ］リスト に移 動

します。
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メディア関 連

d . ［OK］をクリックします。

e . クリーニング テープを指 定 されたスロット に挿 入 します。
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メディア関 連

ハード ウェアが予 期 したように機 能 しな い

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku pを使 用 する際 のハード

ウェアに関 する問 題 に対 処 する方 法 を説 明 します。

発 生 する可 能 性 がある問 題

A rcse rve Ba cku p でハード ウェアに関 する問 題 が発 生 した場 合

は、以 下 のような 兆 候 が見 られることがあります。

A rcse rve Ba cku p のアクティビティ ログに、「 E6300 W in d ow s N T
SC SI ポート エラー」が表 示 される。

スロット に正 しいステータスが表 示 されな いか、または正 し く更

新 されな い。

A rcse rve Ba cku p デバイス管 理 マネージャにデバイスが正 し く表

示 されな い。

A rcse rve Ba cku p のアクティビティ ログに、重 大 な ハード ウェアの

エラーが表 示 される。

テープ デバイスを適 切 に環 境 設 定 できな い。

日 常 的 に使 用 している A rcse rve Ba cku pの機 能 において、ハー

ド ウェアの動 作 が不 安 定 にな る。

考 えられる解 決 策

以 下 に、ハード ウェア関 連 の問 題 に対 処 するための解 決 策 を示

します。

オペレーティング システムでデバイスが正 し く認 識 されているこ

とを確 認 します。オペレーティング システムでデバイスが正 し く

認 識 されていな いと、A rcse rve Ba cku pが正 し く動 作 しな い場

合 があります。

A rcse rve Ba cku p に最 新 のデバイス パッチがインスト ールされて

いることを確 認 します。

A rcse rve Ba cku p の認 定 デバイス リスト を参 照 し、デバイスの

ファームウェアに互 換 性 があることを確 認 します。

適 切 な SC SIド ライバがSC SIアダプタにロード されていることを確

認 します。

別 のテープを使 用 して、エラーの原 因 がメディアではな いことを

確 認 します。

デバイスの物 理 的 な 接 続 状 態 および SC SIケーブルに異 常 がな

いことを確 認 します。物 理 的 な 問 題 が原 因 ( SC SIケーブルのコ
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メディア関 連

ネクタのピンが曲 がっているな ど ) でエラーが発 生 する場 合 も あ

ります。

A rcse rve Ba cku p を W in d ow s プラット フォームで実 行 している

場 合 は、［環 境 設 定 ］メニューの［デバイス環 境 設 定 ］を選 択

して、［デバイス環 境 設 定 ］を実 行 します。［デバイスの有 効 /
無 効 ( R SM対 応 ) ］を選 択 します。［対 象 デバイス］ウィンド ウの

リスト にデバイスが表 示 されていることを確 認 し、そのデバイス

のチェック ボックスがオンにな っていることを確 認 します。これに

より、デバイスが A rcse rve Ba cku p によって専 有 的 に制 御 され

るようにな り、W in d ow s のリムーバブル スト レージ マネージャ

サービスによるデバイスへの干 渉 を回 避 できます。

デバイスをモニタまたは制 御 しているサード パーティ製 品 の

サービスが実 行 中 かどうかを確 認 します。それらのサービスが、

A rcse rve Ba cku pのデバイス制 御 機 能 と競 合 している場 合 があ

ります。必 要 に応 じて、サード パーティ製 品 のサービスを無 効

にしてください。

ライブラリのクイック初 期 化 を使 用 している場 合 、ハード ウェア

およびデバイスのト ラブルシューティングを行 うときには必 ずこの

オプションを無 効 にしてください。ト ラブルシューティングの終 了

後 にライブラリのクイック初 期 化 オプションを適 用 できます。

注 ：ライブラリのクイック初 期 化 オプションは、［ライブラリ プロパ

ティ］ダイアログ ボックスの［一 般 ］タブにあります。
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メディア関 連

オート ローダとチェンジ ャがオフラインであるか

のように表 示 される

すべての W in d o w s プラット フォームで有 効 .スタンド アロン ライブラ

リおよびチェンジャに影 響 。

現 象

デバイス マネージャで、デバイスがオフラインであるかのように表 示

されます。デバイスと関 連 付 けられたジョブが失 敗 します。テープ

エンジンは動 作 しています。

解 決 策

テープ エンジンがデバイスに関 する問 題 を検 出 すると、A rcse rve
Ba cku p はデバイスのステータスをオフラインに設 定 し、以 下 のよう

な メッセージをアクティビティ ログに生 成 します。

[ライブラリ エラー : 手 動 での操 作 が必 要 です。 [デバイス :5 ][Io m e g a R E V
L O A D E R ]]

この問 題 を解 決 するには、以 下 の手 順 に従 います。

1 . テープ エンジンを停 止 します。

2 . デバイスを切 断 し、デバイスに関 する問 題 を修 正 します。

注 ：デバイスのト ラブルシューティングの詳 細 については、デバイス

製 造 元 のマニュアルを参 照 してください。

3 . A rcse rve Ba cku p にデバイスを接 続 します。

4 . テープ エンジンを開 始 します。

デバイスが正 常 に動 作 していれば、A rcse rve Ba cku p はデバイスを

検 出 し、ステータスをオンラインとして設 定 します。
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メディア関 連

カタログ データベースのログ ファイルが大 量

のディスク容 量 を消 費 する

W in d o w s Se rve r 2 0 0 3、W in d o w s Se rve r 2 0 0 8、および W in d o w s
Se rve r 2 0 1 2 システムで有 効 。

現 象

A rcse rve Ba cku p によって多 くのカタログ データベース ログ ファイル

が生 成 され、A rcse rve Ba cku p サーバ上 の大 量 のディスク空 き容

量 を消 費 しています。

解 決 策

A rcse rve Ba cku p は、デバッグ目 的 で使 用 できるカタログ データ

ベース ログ ファイルを生 成 します。このログ ファイルは、A rcse rve
Ba cku p サーバ上 の以 下 のディレクト リに保 存 されます。

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \L O G

デフォルト では、A rcse rve Ba cku p はログ ファイルを 3 つまで生 成 し

ます。各 ログ ファイルの全 体 のサイズは最 大 300M B です。ただ

し、A rcse rve Ba cku p では、ログ ファイルの数 およびサイズを制 御

するレジスト リ キーを作 成 することにより、ログ ファイルの動 作 をカ

スタマイズできます。

必 要 な オプションのキーを作 成 し、ログ ファイルの数 およびサイズ

に高 い値 を指 定 した場 合 、ログ ファイルはバックアップ サーバ上 の

大 量 のディスク容 量 を消 費 する可 能 性 があります。

カタログ データベース ログ ファイルの数 およびサイズを制 御 するに

は、以 下 の手 順 を実 行 します。

1 . W in d ow s のレジスト リ エディタを開 きます。

2 . 次 のキーを開 きます。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \D a ta b a se

3 . 以 下 の値 を変 更 します。

D e b u gLo gFile Size

範 囲 ：1 M B ～ 1024 M B ( 1 GM )

推 奨 される値 ：300 M B

注 ：カタログ データベースのログ作 成 アクティビティによって、

現 在 のログ ファイルのサイズが指 定 された値 を超 えた場 合 、

A rcse rve Ba cku p は新 しいログ ファイルを生 成 します。
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メディア関 連

Lo gFile N u m

範 囲 ：1 ～ 1023

推 奨 される値 ：3

以 下 の点 に注 意 してください。

A rcse rve Ba cku p は、ここで指 定 された数 のログ ファイル

を保 持 します。

カタログ データベースのログ作 成 アクティビティによって、

現 在 のログ ファイルの数 が指 定 された最 大 数 を超 えた

場 合 、A rcse rve Ba cku p は、ログ ファイルの数 が指 定 さ

れた数 と等 し くな るまで、最 も 古 いも のからログ ファイル

を削 除 します。
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メディア関 連

認 識 できな いボールト がメディア管 理 マネー

ジ ャ内 に表 示 される

D a ta M o ve r サーバを管 理 する W in d o w s バックアップ サーバ上 で

有 効

現 象

TM SDB と OVERFLOW という名 前 の認 識 できな い 2 つのボールト

がメディア管 理 マネージャ ( MM Adm in ) に表 示 されます。どちらの

ボールト も 設 定 していません。以 下 のような ボールト が表 示 され

ます。

解 決 策

これは正 常 な 動 作 です。UN IX/Lin u x Da ta M o ver をインスト ール

し、プライマリ サーバに Da ta M o ver サーバを登 録 して、以 前 の

A rcse rve Ba cku p インスト ールからメディア管 理 マネージャ データを

マイグレート すると、A rcse rve Ba cku p では、関 連 するメディアのな

い 2 つのデフォルト ボールト を作 成 します。認 識 できな いボールト

は、バックアップおよびスト レージの操 作 には影 響 しません。
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SAN 環 境 設 定 関 連

SA N 環 境 設 定 関 連

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

デバイスを共 有 できな い

デバイスを共 有 できな いが、テープエンジンは動 作 している

共 有 デバイスが使 用 不 可 またはオフラインとマークされる

共 有 IBM デバイスが使 用 不 可 またはオフラインとマークされる

バックアップ ジ ョブに失 敗 する
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SAN 環 境 設 定 関 連

デバイスを共 有 できな い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

A rcse rve ( SA N ) プライマリ サーバに接 続 されたデバイスが、

A rcse rve Ba cku p の GU I 上 で 「共 有 」とマークされていな いか、ス

ロット が表 示 できませんでした。

デバイスが「共 有 」かどうかは、動 的 に決 定 されるようにな りまし

た。A rcse rve Ba cku p メンバ サーバは、「共 有 」デバイスを検 出 し、

検 出 した「共 有 」デバイスを A rcse rve Ba cku p ( SAN ) プライマリ

サーバへ報 告 する役 割 を担 います。したがって、A rcse rve Ba cku p
テープ エンジン サービスが、SAN に接 続 されたどのメンバ サーバで

も 実 行 中 でな い場 合 、「共 有 」は発 生 せず、「共 有 」と表 示 され

るデバイスも ありません。

解 決 策

A rcse rve Ba cku p テープ エンジン サービスが SAN に接 続 されたメン

バ サーバの少 な くとも 1 台 で開 始 されていることを確 認 します。

必 要 に応 じて、1 台 またはすべての SAN メンバ サーバでテープ エ

ンジン サービスを開 始 します。
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SAN 環 境 設 定 関 連

デバイスを共 有 できな いが、テープエンジ ン

は動 作 している

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のテープ エンジン サービスが起 動 さ

れ、すべての SAN メンバ サーバで実 行 されているが、デバイスは

A rcse rve Ba cku p G U I で 「共 有 」とマークされません。SAN に接 続 さ

れたデバイスは、すべての SAN メンバ サーバによって正 し く検 出 さ

れるわけではありません。

解 決 策

SAN に含 まれるすべてのサーバで SAN で 「共 有 」されているすべ

てのデバイスが認 識 できることを確 認 するため、SAN ゾーニングの

分 析 が必 要 にな る場 合 があります。そのためには、以 下 をチェック

する必 要 があります。

各 サーバで W in d ow s の［デバイス マネージャ］を確 認 し、「共

有 」デバイスがオペレーティング システムで認 識 されていること

を確 認 します。

「共 有 」デバイスが W in d ow s で認 識 されていな い場 合

は、SAN ゾーニングを再 度 チェックして、このサーバが含 ま

れていることを確 認 します。含 まれている場 合 は、サーバ

を再 起 動 して W in d ow s でデバイスを検 出 させます。

W in d ow s でデバイスを検 出 できたら、そのマシンでテープ

エンジンを再 起 動 できます。

デバイスの認 識 に問 題 があるサーバがプライマリ サーバの

場 合 は、A rcse rve Ba cku p テープ エンジン サービスをこの

サーバで再 開 してから、そのド メイン内 にある SAN メンバ

サーバすべてで再 開 します。

A rcse rve Ba cku p ［デバイス マネージャ］で、各 サーバの下 を確

認 し、「共 有 」デバイスが A rcse rve Ba cku p によって認 識 されて

いるかを確 認 します。

「共 有 」デバイスが A rcse rve Ba cku p で認 識 できな い場 合

で、W in d ow s では認 識 されている場 合 は、テープ エンジ

ン サービスを再 開 する必 要 があります。

デバイスの認 識 に問 題 があるサーバがプライマリ サーバの

場 合 は、A rcse rve Ba cku p テープ エンジン サービスをこの
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SAN 環 境 設 定 関 連

サーバで再 開 してから、そのド メイン内 にある SAN メンバ

サーバすべてで再 起 動 する必 要 があります。
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SAN 環 境 設 定 関 連

共 有 デバイスが使 用 不 可 またはオフライン

とマークされる

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

SAN に接 続 したメンバ サーバ上 の共 有 デバイスが使 用 不 可 また

はオフラインとマークされます。

これは、ド メインで A rcse rve Ba cku p テープ エンジン サービスが開

始 された順 序 が原 因 で発 生 する可 能 性 があります。

A rcse rve Ba cku p メンバ サーバのテープ エンジン サービスが、プ

ライマリ サーバのテープ エンジンの初 期 化 完 了 の前 に開 始 さ

れた場 合 、メンバ サーバはしばらくの間 プライマリ サーバを待

機 しますが、最 終 的 には、デバイスを 「共 有 」できな いまま開

始 します。

A rcse rve Ba cku p メンバ サーバのテープ エンジン サービスが、プ

ライマリ サーバのテープ エンジンの開 始 前 に開 始 された場 合 、

メンバ サーバはしばらくの間 プライマリ サーバを待 機 しますが、

最 終 的 には、デバイスを 「共 有 」できな いまま開 始 します。

解 決 策

A rcse rve Ba cku p アクティビティ ログを参 照 して、サービスがいつ、

どの順 序 で開 始 されたかを確 認 します。A rcse rve Ba cku p プライマ

リ サーバ上 のすべてのデバイスが初 期 化 されたことを確 認 してか

ら、メンバ サーバ上 のテープ エンジン サービスを再 開 します。

重 要 ：SAN の一 部 である A rcse rve Ba cku p ド メイン内 でテープ エ

ンジン サービスを開 始 する場 合 は常 に、メンバ サーバ上 のテープ

エンジン サービスを起 動 する前 に、まずプライマリ サーバのサービ

スを起 動 し、完 全 に初 期 化 しておくことが重 要 です。

1432 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



SAN 環 境 設 定 関 連

共 有 IB M デバイスが使 用 不 可 またはオフラ

インとマークされる

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

SAN に接 続 したメンバ サーバ上 の共 有 IBM テープ デバイスが使

用 不 可 またはオフラインとマークされます。

IBM U ltr ium /LTO テープ ド ライブの場 合 、A rcse rve Ba cku p プライ

マリ サーバがデバイスを開 く際 に、IBM LTO テープ ド ライバ

( W in d ow s Se rve r 2003) が SC SI R ese rve コマンド をテープ デバイス

に発 行 する場 合 があります。これはプライマリ サーバの問 題 では

ありませんが、SAN 接 続 メンバ サーバがこれらのテープ デバイスに

アクセスしようとすると、このアクセスは失 敗 し、そのテープ デバイ

スがそのサーバから使 用 できな くな ります。

解 決 策

メンバ サーバの A rcse rve Ba cku p アクティビティ ログでは、A rcse rve
Ba cku p テープ エンジン サービスが開 始 された時 点 、およびこれら

のド ライブにアクセスしようとした時 点 で、SC SI ポート エラーが示 さ

れていることがあります。

以 下 の手 順 を実 行 して、IBM テープ ド ライバが SC SI R ese rve コマ

ンド を発 行 しな いように設 定 することができます。

1 . レジスト リ エディタで、以 下 のレジスト リ キーにアクセスします。

\H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S Y S T E M \C u rre n tC o n tro lS e t\S e rv ice s \

2 . IBM テープ ド ライバがインスト ールされている場 合 、サービス キー

の下 で、IBM tap e ド ライバのファイル名 と同 じキー名 を検 索 しま

す。

たとえば、IBM tap e ド ライバの名 前 が ibm tp 2k3 .sys の場 合 、キー

名 は ibm tp 2k3 です。

キーを選 択 し、「 D isa b leRese rveU p o nOp en 」という DW ORD 値 を

追 加 し、「 1」に設 定 します。

3 . レジスト リ エディタを終 了 して、サーバを再 起 動 します。
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SAN 環 境 設 定 関 連

バックアップ ジ ョブに失 敗 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

バックアップを実 行 しようとしているサーバの A rcse rve Ba cku p
SAN ライセンスの有 効 期 限 が切 れています。

SAN 接 続 サーバそれぞれに SAN ライセンスが必 要 です。ライセ

ンスはすべて、対 応 する A rcse rve Ba cku p ド メインでプライマリ

サーバに適 用 されます。

バックアップを実 行 しようとしているサーバの A rcse rve Ba cku p
T LO ライセンスの有 効 期 限 が切 れています。

複 数 のド ライブ ライブラリを共 有 している SAN メンバ サーバそ

れぞれに T LO ライセンスが必 要 です。ライセンスはすべて、対

応 する A rcse rve Ba cku p ド メインでプライマリ サーバに適 用 され

ます。

A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバのテープ エンジン サービスは

使 用 できな くな っています。

解 決 策

1 . SA N ライセンス エラーについては、A rcse rve Ba cku p アクティビティ

ログを確 認 します。

必 要 に応 じて、適 用 できる SAN ライセンスを追 加 します。

2 . T LO ライセンス エラーについては、A rcse rve Ba cku p アクティビティ ロ

グを確 認 します。

必 要 に応 じて、適 用 できる T LO ライセンスを追 加 します。

3 . A rcse rve Ba cku p プライマリ サーバのテープ エンジン サービスのス

テータスを確 認 します。

a . A rcse rve Ba cku p G U I で、［サーバ管 理 ］画 面 にアクセスし

て、テープ エンジン サービスのステータスを確 認 します。

b . A rcse rve Ba cku p アクティビティ ログで、プライマリ サーバの

テープ エンジンの停 止 イベント を確 認 します。

c. W in d ow s システムの［イベント ビューア］で、プライマリ サーバ

のテープ エンジンの停 止 イベント または例 外 を確 認 します。

問 題 が、停 止 しているプライマリ テープ エンジン サービスに関 連

している場 合 は、再 開 して再 試 行 します。
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問 題 が解 決 しな い場 合 は、A rcse rve サポート にアクセスして、オ

ンラインのテクニカル サポート を得 るか、またはサポート の所 在

地 、主 な 受 付 時 間 、電 話 番 号 をご確 認 ください。
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クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連

クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関

連

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ジョブのエラー防 止

リモート マシンでのM SCSノード のバックアップ

クラスタ環 境 での A rcse rve Ba cku p データベースのバックアップ

ジ ョブの失 敗 ：メディアがマウント されていな い
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クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連

ジ ョブのエラー防 止

W in d o w s プラット フォームで有 効

症 状 ：

フェールオーバを発 生 させずに、クラスタ ノード で A rcse rve Ba cku p
サービスを停 止 させる方 法 はありますか。

解 決 策 :

A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 として環 境 設 定 されている

場 合 、すべての重 要 な A rcse rve Ba cku p サービスはクラスタ アプリ

ケーション ( M SC S または NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r) により

モニタされます。サービスの一 部 が失 敗 すると、クラスタ アプリケー

ションはそのサービスの再 起 動 を試 みるか、または再 起 動 の試 み

が失 敗 した場 合 フェールオーバをト リガします。これは、A rcse rve
Ba cku p サーバ管 理 を使 用 してサービスを停 止 できな くな ることを

意 味 します。A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 を試 行 すると、停

止 が許 可 されていな いことを示 すポップアップ メッセージが表 示 さ

れます。

A rcse rve Ba cku p を別 のノード にフェールオーバさせずに、保 守 や

環 境 設 定 のために A rcse rve Ba cku p サービスをシャット ダウンする

には、以 下 の手 順 に従 います。

M SCS クラスタについては、「W in d ow s Se rve r 2003 システム上 の

A rcse rve Ba cku p サービスの M SCS によるモニタの停 止 」を参 照

してください。

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r クラスタについては、「NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r による HA サービス モニタリングの

停 止 」を参 照 してください。

第 18章 : ト ラブルシ ューティング 1437



クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連

リモート マシンでの M SC S ノード のバックアッ

プ

W in d o w s プラット フォームで有 効

症 状 ：

リモート マシンにインスト ールされている A rcse rve Ba cku p を使 用

して M SCS ノード を確 実 にバックアップするにはどうすればよいです

か。

クラスタの回 復 の詳 細 については、「 A rcse rve Backup D isaste r
R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

解 決 策 :

クラスタの各 ノード にA rcse rve Ba cku p W in d ow s File System A gen t
をインスト ールしておく必 要 があります。

重 要 な 点 は、クラスタ共 有 ディスクが別 のディスクへフェールオーバ

した場 合 でも 、共 有 ディスクが確 実 にバックアップされるように設

定 することです。そのためには以 下 の手 順 に従 います。

1 . ローカル ディスクとシステム状 態 を使 用 して各 ノード をバックアップ

します。バックアップ ジ ョブをサブミット するときには各 ノード のホス

ト 名 を使 用 します。

注 ：共 有 ディスクは、バックアップ中 に各 ノード 間 を移 動 する可 能

性 があり、バックアップ中 に共 有 ディスクを所 有 することにな るノー

ド を確 実 に予 測 する手 段 はな いので、共 有 ディスクのバックアップ

時 にはマシンのホスト 名 を使 用 しな いでください。

2 . 共 有 ディスクをバックアップします。バックアップ ジ ョブをサブミット す

るときにはクラスタの仮 想 サーバ名 を使 用 します。共 有 ディスクが

特 定 のノード から別 のノード にフェールオーバすると、クラスタの仮

想 名 も フェールオーバするので、A rcse rve Ba cku pによって常 にクラ

スタ共 有 ディスクがバックアップされることにな ります。これを確 実 に

行 うには、クラスタ名 とクラスタ共 有 ディスクが同 時 にフェールオー

バするように、クラスタの依 存 関 係 を設 定 します。

注 ：クラスタ ノード を惨 事 から保 護 するには、各 ノード を完 全 に
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バックアップする必 要 があります。
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クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連

クラスタ環 境 での A rc se rve B a c ku p データ

ベースのバックアップ

W in d o w s プラット フォームで有 効

症 状 ：

クラスタ環 境 で A rcse rve Ba cku p データベース ( A SDB ) を効 率 的 に

バックアップするには、どうすればよいでし ょうか ( re co ve rd b 操 作 を

使 用 して回 復 できるように ) 。

解 決 策 :

バックアップされた A SDB セッシ ョンが re co ve rd b 操 作 で使 用 でき

るようにするには、セット アップ中 に設 定 するネット ワーク名 を使 用

して A SDB をバックアップする必 要 があります。

例 ：

1 . M S SQL Se rve r 2014 Exp re ss については、A rcse rve Ba cku p を展 開

した仮 想 名 を使 用 する必 要 があります。

2 . M S SQL Se rve r 2005 クラスタについては、SQL Se rve r C lu ste r を展

開 した仮 想 名 を使 用 する必 要 があります。( この場 合 、A rcse rve
Ba cku p のインスト ール時 に SQL Se rve r クラスタの正 しい仮 想 名 を

設 定 してください ) 。SQL Se rve r C lu ste r 仮 想 名 を確 認 するには、

SQL Se rve r クラスタのド キュメント を参 照 してください。
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クラスタベースのバックアップおよびリスト ア関 連

ジ ョブの失 敗 ：メディアがマウント されていな

い

W in d o w s プラット フォームで有 効

症 状 ：

あるクラスタ ノード から別 のクラスタ ノード にジ ョブがフェールオーバ

すると、「 メディア XYZ、1234 をマウント してください」な どのメッセー

ジが表 示 されます。この問 題 を解 決 するにはどうすればよいでしょ

うか。

解 決 策 :

バックアップ ジ ョブをサブミット するときに、バックアップ マネージャの

［デスティネーション］タブでバックアップ メディアを選 択 すると、ジョ

ブはこの選 択 されたメディアにのみバックアップされます。複 数 のク

ラスタ ノード でこのバックアップ デバイスが共 有 されていな い場

合 、このメディアはフェールオーバ後 に使 用 できません。その結

果 、バックアップ処 理 は失 敗 します。この問 題 を解 決 するには、

バックアップ ジ ョブをサブミット するときに、バックアップ マネージャで

［任 意 のグループ］を選 択 します。

共 有 デバイスにバックアップしている場 合 、この問 題 は発 生 しませ

ん。

第 18章 : ト ラブルシ ューティング 1441



その他

その他

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

ディスカバリ サービスが正 し く機 能 しな い

A rcse rve Ba cku p サーバとエージェント サーバが互 いに通 信 できな

い

SRM PKI アラート がデフォルト で有 効 にな る

ジョブ キューのログ ファイルが大 量 のディスク容 量 を消 費 する

データベースのパージ後 にローテーション バックアップのすべての

ジョブ ログを表 示 できな い
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ディスカバリ サービスが正 し く機 能 しな い

以 下 のセクションでは、A rcse rve Ba cku pを使 用 する際 のディスカ

バリ サービスに関 する問 題 に対 処 する方 法 を説 明 します。

現 象

特 定 のマシンで、A rcse rve Ba cku p アプリケーションの検 出 時 に問

題 が発 生 する場 合 があります。検 出 対 象 のマシンが、ディスカバ

リ サービスを実 行 中 のマシンと同 じサブネット 内 に存 在 していな い

可 能 性 があります ( ディスカバリ サービスはデフォルト ではローカル

サブネット を使 用 します ) 。

解 決 策

［環 境 設 定 ］ウィンド ウで［サブネット スイープ］オプションを選 択

し、ディスカバリ サービスを再 起 動 します。または、該 当 するサブ

ネット 名 あるいはマシン名 ( IPアド レス ) を追 加 してから、ディスカバ

リ サービスを再 起 動 するという方 法 も あります。
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A rc se rve B a c ku p サーバとエージ ェント サー

バが互 いに通 信 できな い

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 R 2 および W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システムで

有 効 。

現 象

W in d ow s Se rve r 2008 R2 のファイアウォール接 続 の設 定 を変 更 し

た場 合 、A rcse rve Ba cku p サーバ、A rcse rve Ba cku p エージェント

サーバ、またはその両 方 が互 いに通 信 できな くな る可 能 性 があり

ます。

解 決 策

W in d ow s Se rve r 2008 R2 を実 行 する A rcse rve Ba cku p プライマリ

サーバ、メンバ サーバ、およびスタンド アロン サーバで、W in d ow s
Se rve r 2008 R2 を実 行 する A rcse rve Ba cku p 上 に存 在 するデータ

の参 照 、バックアップ、リスト アを確 実 に実 行 できるようにするに

は、バックアップ サーバおよびエージェント サーバ上 の A rcse rve
Ba cku p アプリケーションが、以 下 の W in d ow s ネット ワーク ロケー

ション タイプの 1 つを使 用 して通 信 できるようにします。

W in d ow s ド メイン

W in d ow s プライベート ネット ワーク

W in d ow s パブリック ネット ワーク

上 記 の W in d ow s ネット ワークロケーション タイプを使 用 してアプリ

ケーションが通 信 できるようにする方 法 については、W in d ow s
Se rve r 2008 R2 ド キュメント を参 照 してください。
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SR M P K I アラート がデフォルト で有 効 にな る

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

A rcse rve Ba cku p には、SRM PKI ( パフォーマンス キー インジケー

タ ) という名 前 のオプションが含 まれています。これは、お使 いの

バックアップ環 境 で実 行 されているエージェント のパフォーマンスを

モニタするために使 用 できます。セント ラル エージェント 管 理 を使

用 して A rcse rve Ba cku p を設 定 し、エージェント のパフォーマンスが

事 前 定 義 済 みのパフォーマンス キー インジケータを下 回 った場

合 にアラート メッセージが生 成 されるようにすることができます。

注 ：アラート メッセージは、アラート マネージャの設 定 方 法 に基 づ

いて、アラート マネージャ上 に表 示 されます。詳 細 については、

「 A le rt マネージャの使 い方 」を参 照 してください。

A rcse rve Ba cku p の新 規 インスト ールを実 行 すると、以 下 のダイア

ログ ボックスに示 されるとおり、［アラート を有 効 にする］オプション

はデフォルト で無 効 にな ります。

ただし、A rcse rve Ba cku p の以 前 のバージョンからアップグレード す

る場 合 、［アラート を有 効 にする］オプションはデフォルト で有 効 に

な ります。特 定 のシナリオに基 づいて、［アラート を有 効 にする］オ

プションを無 効 にするためのアクシ ョンとして、以 下 に解 決 策 を説

明 します。

解 決 策 ：
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［アラート を有 効 にする］オプションを無 効 にするには、以 下 のいず

れかを実 行 します。

解 決 策 1 :

現 在 バックアップ環 境 に存 在 するすべてのエージェント に対 して

［アラート を有 効 にする］オプションを無 効 にする場 合 。

1 . セント ラル エージェント 管 理 を開 きます。

W in d ow s システム オブジェクト を右 クリックし、コンテキスト メ

ニューの［SRM PKI の環 境 設 定 ］をクリックします。

［SRM PKI の環 境 設 定 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

2 . エージェント ツリー ( 左 ペイン ) でエージェント をクリックします。

［アラート を有 効 にする］の横 のチェック マークを外 します。

［複 数 への適 用 ］をクリックします。

［複 数 への適 用 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

3 . ［複 数 への適 用 ］ダイアログ ボックスで、個 別 にエージェント を選

択 するか、［すべて選 択 ］または［すべて選 択 解 除 ］をクリックし

て、［OK］をクリックします。

［アラート を有 効 にする］オプションが無 効 にな ります。

解 決 策 2 :

現 在 バックアップ環 境 に存 在 するすべてのエージェント 、および新

し く追 加 されたエージェント に対 して［アラート を有 効 にする］オプ

ションを無 効 にする場 合 。

注 ：以 下 の手 順 は、A rcse rve Ba cku p データベースに M icro so ft
SQL Se rve r 2005 を使 用 している場 合 に A rcse rve Ba cku p サーバに

対 して実 行 します。

1 . M icro so ft SQL Se rve r 管 理 コンソ ールを使 用 して、A rcse rve
Ba cku p データベース インスタンスを開 きます。

2 . ［接 続 ］をクリックし、a sd b、ta b le s、d b o .tb l_w cf_p k iA le rtC ft を開

きます。

3 . va lid a le rt フィールド で、値 を 1 ( アラート を有 効 にする ) から 0 ( ア
ラート を無 効 にする ) に変 更 します。

4 . W in d ow s のコマンド ラインを開 きます。

M icro so ft SQL Se rve r のインスト ール ディレクト リに変 更 します。

例 ：
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C :\ P ro g ra m F ile s \M ic ro so ft S Q L S e rve r\9 0 \T o o ls \B in n

5 . 以 下 のコマンド を実 行 して、va lid a le rt フィールド の値 を変 更 しま

す。

S Q L C M D .e xe -S < S e rve r_ N a m e > \< A R C se rve _ In s ta n ce _ N a m e > -d
a sd b

以 下 のコマンド を実 行 して、va lid a le rt の値 を確 認 します。

S E L E C T va lid a le rt F R O M tb l_ w c f_ p k iA le rtC fg ;
g o

以 下 のコマンド を実 行 して、va lid a le rt の値 を変 更 します。

U P D A T E tb l_ w c f_ p k iA le rtC fg S E T va lid a le rt= 0 w h e re va lid a le rt= 1 ;
g o

［アラート を有 効 にする］オプションが無 効 にな ります。
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ジ ョブ キューのログ ファイルが大 量 のディスク

容 量 を消 費 する

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

ジョブ キューのログ ファイルが、A rcse rve Ba cku p サーバ上 で大 量

のディスク空 き容 量 を消 費 しています。

解 決 策

A rcse rve Ba cku p では、Jo bQu eu e .lo g という名 前 の 1 つ以 上 のロ

グ ファイルにジョブ キューに関 するデバッグ情 報 が格 納 されます。

このログ ファイルは、A rcse rve Ba cku p サーバ上 の以 下 のディレクト

リに保 存 されます。

% H O M E % \L O G

例 :

C :\P ro g ra m F ile s \C A \A R C se rve B a cku p \L O G \Jo b Q u e u e .lo g

指 定 されたサイズ ( たとえば 300M B ) にログ ファイルが達 すると、

A rcse rve Ba cku p はログ ファイルの名 前 を変 更 し、新 しいジョブ

キュー ログ ファイルを作 成 します。

以 下 の条 件 によっては、ジョブ キュー ログ ファイルがバックアップ

サーバ上 の大 量 のディスク容 量 を消 費 する可 能 性 があります。

保 護 しているエージェント およびノード の数

スケジュールされたジョブの数

A rcse rve B a ck u p では、以 下 を実 行 することにより、ジョブ キュー

ログ ファイルのサイズおよび数 をユーザが制 御 できます。

1 . A rcse rve Ba cku p サーバで、W in d ow s レジスト リ エディタを開 きま

す。

2 . A rcse rve Ba cku p で生 成 されるログ ファイルのサイズを制 限 するに

は、以 下 のレジスト リ キーを開 きます。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \Q u e u e S ys te m \D e b u g F ile S ize
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必 要 に応 じて値 を変 更 します。

デフォルト ：100000000 バイト ( 約 100 M B )

範 囲 ：10000000 バイト ( 約 10 M B ) から 1000000000 バイト

( 約 1 G B )

推 奨 される値 ：100000000 バイト ( 約 100 M B )

3 . A rcse rve Ba cku p で保 持 されるログ ファイルの数 を制 限 するには、

以 下 のレジスト リ キーを開 きます。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \T a sk \C o m m o n \Jo b Q u e u e M a xF ile s

必 要 に応 じて値 を変 更 します。

デフォルト ：10

範 囲 ：5 ～ 30

推 奨 される値 ：10

4 . ( オプション ) デバッグの詳 細 レベルを下 げるため、以 下 のレジスト

リ キーを作 成 します。

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \Q u e u e S ys te m \D e b u g L e ve l

このキーの値 は以 下 のとおりです。

範 囲 ：1 ～ 5

推 奨 される値 ：3

注 ：値 を大 きくすると、デバッグの詳 細 レベルが上 がります。

1 または 2 の値 を指 定 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

値 が低 すぎる場 合 -- A rcse rve Ba cku p で、問 題 をデバッグす

るために十 分 な レベルの情 報 を提 供 できな い可 能 性 がありま

す。

値 が高 すぎる場 合 -- ログ ファイルが、バックアップ サーバ上 の

ディスク空 き容 量 を大 量 に消 費 する可 能 性 があります。
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データベースのパージ 後 にローテーション

バックアップのすべてのジ ョブ ログを表 示 でき

な い

W in d o w s プラット フォームで有 効

現 象

ローテーション ジ ョブと繰 り返 しジ ョブに関 するジョブ ログをすべて

表 示 させたい場 合 でも 、最 も 最 近 のジョブ実 行 のログしか表 示 で

きません。

解 決 策

A rcse rve Ba cku p データベース廃 棄 ジョブが実 行 されると、廃 棄

ジョブは、最 新 のログ ファイルを除 き、特 定 のジョブのジョブ ログを

すべて削 除 します。この動 作 により、繰 り返 しジ ョブおよびロー

テーション スケジュールで定 義 されたジョブに関 するログ ファイルが

ユーザに表 示 されな くな ります。データベース廃 棄 ジョブを設 定 し

て、繰 り返 しジ ョブおよびローテーション ジ ョブに関 するすべての

ジョブ ログを保 持 するようにするには、以 下 の手 順 に従 います

1 . バックアップ サーバから、W in d ow s レジスト リ エディタを使 用 して

以 下 のキーを開 きます。

x86 オペレーティング システムの場 合

H K E Y _ L O C A L _ M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \D a ta b a se

x64 オペレーティング システムの場 合

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \W o w 6 4 3 2 N o d e \C o m p u te rA sso c ia te s \C A
A R C S e rve B a cku p \B a se \D a ta b a se

2 . 以 下 のキーワード を作 成 します。

D o N o tP ru n e R e ce n tJo b L o g s

3 . キーワード に対 する DW ORD ( 32 ビット ) 値 を 1 に定 義 します。

以 下 の点 に注 意 してください。

このキーワード を作 成 した後 、A rcse rve Ba cku p はデータベース

エンジンの［古 いアクティビティ ログ廃 棄 間 隔 ］オプションで定

義 された値 に基 づいてジョブ ログを廃 棄 します。詳 細 について

は、「データベース エンジンの環 境 設 定 」を参 照 してください。
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その他

この動 作 はジョブ ログのみに適 用 されます。A rcse rve Ba cku p
では、最 近 実 行 されたジョブのアクティビティ ログは廃 棄 されま

せん。

ジョブ キュー、ジョブ履 歴 、およびデータベース マネージャ内 の

ジョブ ログを表 示 できます。
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第 1 9章 : クラスタ対 応 環 境 での A rc se rve
B a c ku p の使 用

以 下 のト ピックでは、クラスタ環 境 でデータをバックアップおよび回

復 するための A rcse rve Ba cku p クラスタ サポート の概 要 について

説 明 します。さらに、高 可 用 性 機 能 を持 つクラスタ対 応 バックアッ

プ サーバとして A rcse rve Ba cku p を設 定 する方 法 についても 説 明

します。

ジョブ フェールオーバ機 能 を持 つクラスタ環 境 での A rcse rve
Ba cku p のインスト ールは、以 下 のクラスタ プラット フォームに対 し

てサポート されています。

M icro so ft C lu ste r Se rve r ( M SC S) ( x86/x64 )

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 2 .1 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .0 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .1 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .2 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .3 fo r W in d ow s

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

クラスタ対 応 環 境 への A rcse rve Ba cku p のインスト ール

クラスタの概 要

A rcse rve Ba cku p によるクラスタの保 護
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クラスタ対 応 環 境 への A rc se rve Bac kup のインスト ール

クラスタ対 応 環 境 への A rc se rve B a c ku p の

インスト ール

クラスタ対 応 環 境 での A rcse rve Ba cku p のインスト ールおよびアッ

プグレード 方 法 については、「実 装 ガイド 」を参 照 してください。
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クラスタの概 要

クラスタの概 要

コンピュータ クラスタは、密 接 に連 係 して動 作 する接 続 されたコン

ピュータのグループで、多 くの点 で 1 台 のコンピュータであるかのよ

うに認 識 されます。クラスタには HA ( 高 可 用 性 ) クラスタと高 性 能

クラスタの 2 種 類 があります。HA クラスタ内 では、アクティブ /アク

ティブまたはアクティブ /パッシブの 2 つの動 作 モード があります。現

在 、A rcse rve Ba cku p はアクティブ /パッシブ HA モード でのみ展 開

できます。

クラスタ内 の 1 つのサーバ ( またはノード ) が失 敗 するかオフライン

にな った場 合 、クラスタの主 要 な 役 割 が発 生 します。クラスタ環

境 では、クラスタ内 にある別 のノード が、障 害 の発 生 したサーバの

操 作 を引 き継 ぎます。A rcse rveサーバ リソ ースを使 用 する マネー

ジャでは動 作 の中 断 がほとんど、またはまったくありません。これ

は、リソ ース機 能 がアクティブ ノード から障 害 の発 生 したノード に

透 過 的 にマイグレート されるためです。

クラスタ環 境 内 のサーバは、ケーブルによって物 理 的 に接 続 され

ているだけでな く、クラスタリング ソ フト ウェアによってプログラム的 に

も 接 続 されています。この接 続 により、クラスタ化 されたサーバ

は、スタンド アロン サーバのノード では利 用 できな い機 能 ( フォー

ルト ト レランスおよび負 荷 分 散 な ど ) を活 用 することができます。

クラスタ化 されたサーバは、クラスタ化 されたデータベースな ど、重

要 な 情 報 が含 まれるディスク ド ライブも 共 有 できます。

たとえば、ノード A とノード B がクラスタ化 された A rcse rve Ba cku p
HA サーバを構 成 しているとします。A rcse rve Ba cku p クラスタ サー

バは、アクティブ /パッシブ モード でのみ動 作 するため、結 果 とし

て、同 時 に実 行 されるのは 1 つの A rcse rve Ba cku p インスタンスの

みにな ります。この環 境 では、A rcse rve マネージャは、どのノード

がアクティブで、現 在 サーバを管 理 しているのかを知 らな くても 、

A rcse rve Ba cku p サーバ A S1 または A rcse rve Ba cku p サーバ A S2
に接 続 できます。仮 想 サーバ名 および IP アド レスにより、サーバ

の場 所 が A rcse rve Ba cku p アプリケーションに対 して透 過 的 にな り

ます。A rcse rve マネージャからは、A rcse rve Ba cku p サーバは C L1
と呼 ばれる仮 想 サーバ上 で動 作 しているように見 えます。

第 19章 : クラスタ対 応 環 境 で の A rc se rve Bac kup の使 用 1455



クラスタの概 要

ソ フト ウェアまたはハード ウェア リソ ースのいずれかが失 敗 するか

シャット ダウンした場 合 、フェールオーバが発 生 します。リソ ース

( 例 ：アプリケーション、ディスク、または IP アド レス ) は、障 害 の発

生 したアクティブ ノード からパッシブ ノード にマイグレート されます。

パッシブ ノード は、A rcse rve Ba cku p サーバのリソ ース グループを

引 き継 ぎ、代 わりにサービスを提 供 します。

ノード A が失 敗 した場 合 、ノード B は自 動 的 にアクティブな ノード

の役 割 を引 き受 けます。A rcse rve マネージャ側 からは、ノード A
の電 源 がオフにな って、すぐにオンにな ったかのように見 えます。ク

ラスタ ( C L1 ) 内 のアクティブな ノード ( A または B ) の場 所 は

A rcse rve Ba cku p に透 過 的 です。
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クラスタの概 要
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クラスタの概 要

フェールオーバの仕 組 み

フェールオーバは、使 用 できな いノード から使 用 できるノード にクラ

スタ リソ ースをマイグレート ( つまり転 送 ) するプロセスです。フェー

ルオーバは、クラスタ ノード の 1 つに障 害 が検 出 されると自 動 的

に開 始 されます。クラスタはリソ ースを監 視 して、障 害 がいつ発 生

したかを特 定 し、クラスタ化 されたリソ ースをクラスタ内 の別 のノー

ド に移 動 することによって障 害 から復 旧 するための処 理 を実 行 し

ます。

A rcse rve Ba cku p HA クラスタ環 境 では、A rcse rve Ba cku p は各 クラ

スタ ノード にインスト ールされていますが、1 つのインスタンスのみ

が動 作 します。このクラスタでは、アクティブ ノード が自 動 的 にバッ

クアップ リソ ースを制 御 し、バックアップ サーバと呼 ばれます。パッ

シブ ノード 内 で管 理 されているその他 の A rcse rve Ba cku p のイン

スタンスは、スタンバイ ( またはフェールオーバ ) サーバと呼 ばれ、

フェールオーバの際 にはその中 の 1 つのみがクラスタ システムに

よって有 効 化 されます。アクティブ ノード に障 害 が発 生 すると、す

べてのバックアップ リソ ースがパッシブ ノード にマイグレート され、こ

のパッシブ ノード が新 しいアクティブ ノード とな ります。新 しいアク

ティブ ノード はバックアップ サーバとしての機 能 を開 始 し、元 の

バックアップ操 作 を続 行 し、ジョブ スケジューリングおよびメディア

管 理 サービスが保 持 されます。

A rcse rve Ba cku p には、以 下 の 2 種 類 のフェールオーバ保 護 が用

意 されています。

予 定 されているフェールオーバ -- 予 定 されているフェールオー

バは、クラスタ内 のアクティブ ノード のメンテナンスを実 行 するた

めに必 要 な 場 合 、および A rcse rve Ba cku p を使 用 してクラスタ

リソ ースをクラスタ内 のアクティブ ノード からパッシブ ノード にマイ

グレート する場 合 に実 行 されます。予 定 されているフェール

オーバの例 としては、システム メンテナンス、惨 事 復 旧 テスト 、

ト レーニングな どが挙 げられます。予 定 されているフェールオー

バは、ジョブが実 行 されておらず、プライマリおよびメンバ バック

アップ サーバの両 方 でその他 の A rcse rve Ba cku p 関 連 サービ

ス ( メディア操 作 、レポート な ど ) が発 生 していな い場 合 にの

み、実 行 することができます。

予 定 されていな いフェールオーバ -- 予 定 されていな いフェール

オーバは、ハード ウェアまたはソ フト ウェアの障 害 によって発 生

します。クラスタ内 のアクティブな ノード に障 害 が発 生 した場

合 、障 害 が発 生 したサーバからジョブが移 管 され、重 要 な
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クラスタの概 要

データ ( ジョブ情 報 な ど ) は共 有 ディスクに保 存 されます。フェー

ルオーバが発 生 すると、クラスタ システムは共 有 ディスクをパッ

シブ ノード に移 動 し、そのノード 内 の A rcse rve Ba cku p インスタ

ンスを有 効 化 します。A rcse rve Ba cku p サービスがフェールオー

バ サーバ内 で再 開 された後 、前 のサーバで失 敗 したすべての

ジョブは新 しいアクティブな クラスタ ノード で再 実 行 されます。

チェックポイント 情 報 がフェールオーバが発 生 する前 にジョブに

よって作 成 されていた場 合 、再 起 動 されたジョブはそのチェック

ポイント から再 開 されます。
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クラスタの概 要

リソース グループ

クラスタ リソ ースは、複 数 のクラスタ ノード 間 で物 理 的 に共 有 で

きる物 理 的 または論 理 的 コンポーネント ですが、同 時 に 1 つのア

クティブ ノード によってしかホスト ( 所 有 ) されません。仮 想 IP アド

レス、仮 想 コンピュータ名 、共 有 ディスクに加 え、アプリケーション

も がクラスタ リソ ースと見 な されます。クラスタ システムでは、これ

らのリソ ースを特 定 の機 能 を目 的 とした「グループ」として分 類 で

きます。これらのリソ ース グループは、リソ ースの「コンテナ」として

扱 うことができます。クラスタ リソ ース グループはアプリケーション展

開 のための論 理 ユニット です。つまり、クラスタ対 応 アプリケーショ

ンをグループにインスト ールして、そのグループに関 連 付 けられてい

るリソ ースとアプリケーション自 らをバインド させる必 要 があります。

リソ ース グループはフェールオーバのための最 小 単 位 です。
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クラスタの概 要

仮 想 名 と仮 想 IP アド レス

仮 想 サーバ名 は、仮 想 サーバが動 作 している物 理 サーバの名 前

には依 存 せず、サーバからサーバにマイグレート できます。クラスタ

環 境 では、アクティブ ノード は物 理 ホスト 名 と IP アド レスではな く

常 にクラスタ仮 想 名 と IP アド レスを使 用 してサービスを提 供 しま

す。クラスタを使 用 して、別 のサーバにジョブが引 き継 がれる場 合

でも サービスが継 続 して利 用 できるように仮 想 サーバを作 成 しま

す。仮 想 名 と IP アド レスは A rcse rve Ba cku p とリンクされていま

す。同 様 に、その他 のクラスタ対 応 アプリケーション ( SQL/E xch an ge
C lu ste r) でも 、高 可 用 性 を目 的 として、インスト ール中 に専 用 の

仮 想 名 と仮 想 IP アド レスが作 成 されることがよくあります。

物 理 サーバとは異 な り、仮 想 サーバは特 定 のコンピュータに関 連

付 けられていな いため、1 つのサーバから別 のサーバにフェール

オーバできます。仮 想 サーバをホスト するサーバに障 害 が発 生 し

た場 合 でも 、クライアント は同 じ仮 想 サーバ名 を使 用 してそのリ

ソ ースにアクセスできますが、クラスタ内 の別 のサーバにリダイレク

ト されることにな ります。
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クラスタの概 要

共 有 ディスク

共 有 ディスクは、クラスタ対 応 アプリケーションがデータを保 存 する

共 有 の場 所 です。クラスタ対 応 アプリケーションは、フェールオーバ

が原 因 で別 のノード で実 行 される場 合 がありますが、共 有 ディス

クによって、論 理 ボリュームが各 ノード にローカルに存 在 する場 合

と同 様 に、一 貫 した方 法 でそれらにアクセスすることができるよう

にな ります。各 仮 想 共 有 ディスクは、実 際 にはいずれか 1 つの

ノード にローカルに存 在 する論 理 ボリュームに相 当 し、サーバまた

はプライマリ ノード と呼 ばれます。クラスタ内 の各 ノード がクラスタ

内 で動 作 するためには、共 有 ディスクへのアクセス権 が必 要 です

クラスタ システムは、アクティブ ノード のみがいつでも 共 有 ディスク

にアクセスできるように構 成 されています。

詳 細 情 報 ：

ミラー ディスク

クォーラム ディスク
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クラスタの概 要

ミラー ディスク

ミラーディスクは、クラスタ対 応 アプリケーションがデータを保 存 する

共 有 の場 所 です。ミラーディスク ( N EC クラスタのみに適 用 可 能 )
は、物 理 的 にホスト に接 続 されている別 のディスク デバイスです

が、論 理 的 には単 一 のデバイスのように動 作 します。ミラー ディス

クには、ミラーリングするディスクとまったく同 じ複 製 が含 まれます。

データはローカル ディスクとそのリモート ミラー ディスクの両 方 に書

き込 むことで 2 回 保 存 されます。ディスクに障 害 が発 生 しても

データを再 構 築 する必 要 がありません。ミラー ディスクから置 換

ディスクにデータをコピーすることで簡 単 に復 旧 できます。シングル

ポイント ディスク障 害 によって両 方 のデータが共 に破 損 することの

な いように、ミラー ディスクは別 のディバイスに配 置 することをお勧

めします。ミラー ディスクの主 な 欠 点 は、有 効 な スト レージ容 量

がディスクの全 容 量 の半 分 のみという点 です。これはすべてのデー

タが 2 回 書 き込 まれるためです。クラスタ システムは、アクティブな

ノード のみがミラー ボリュームにアクセスでき、異 な る 2 つの物 理

ディスク間 でデータを同 期 できるように設 定 されています。

詳 細 情 報 ：

共 有 ディスク

クォーラム ディスク
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クラスタの概 要

クォーラム ディスク

各 クラスタ対 応 アプリケーション用 に作 成 されたリソ ース グループ

に加 えて、クラスタにはクラスタのクォーラムを表 すリソ ース グループ

が必 ず存 在 します。このリソ ース グループはクラスタの作 成 時 に

作 成 され、デフォルト で 「クラスタ グループ」という名 前 が付 けられ

ます。共 有 ディスク クォーラムでは、クォーラム リソ ースを含 むディ

スクはクォーラム ディスクと呼 ばれ、デフォルト のクラスタ グループの

メンバである必 要 があります。クォーラム ディスクはクラスタ環 境 設

定 データベースのチェックポイント とログ ファイルを保 存 するために

使 用 され、クラスタの管 理 や整 合 性 の保 持 に役 立 ちます。クォー

ラム リソ ースは、どのノード がクラスタを構 成 しているかを決 定 する

ために使 用 されます。クラスタ環 境 設 定 はクォーラム ディスク リ

ソ ースで保 持 されるため、クラスタ内 のいずれのノード も クラスタ内

のノード にアクセスでき、通 信 できる必 要 があります。

注 ：クォーラム ディスクは M icro so ft C lu ste r Se rve r ( M SC S) 環 境

のみに適 用 されます。
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クラスタの概 要

A rc se rve B a c ku p H A サーバによるジ ョブ

フェールオーバのサポート

クラスタ A rcse rve Ba cku p サーバでは、仮 想 名 でサービスを提 供

し、バックアップ ジ ョブ フェールオーバ機 能 をサポート します。クラス

タ内 のアクティブな A rcse rve Ba cku p サーバに障 害 が発 生 した場

合 、これらのバックアップ ジ ョブが、障 害 が発 生 したサーバから同

じクラスタにある別 の A rcse rve Ba cku p サーバに移 管 されます。別

のクラスタ ノード で A rcse rve Ba cku p サービスが再 開 されると、前

のサーバで失 敗 したすべてのジョブが、新 しいクラスタ ノード で再

実 行 されます。

A rcse rve Ba cku p HA サーバは、予 定 されたフェールオーバおよび

予 定 されていな いフェールオーバの 2 種 類 のフェールオーバをサ

ポート します。

予 定 されているフェールオーバ

予 定 されているフェールオーバは、クラスタ内 のアクティブ ノード

のメンテナンスを実 行 する場 合 に、A rcse rve Ba cku p を使 用 し

てクラスタ リソ ースをクラスタ内 のアクティブ ノード からパッシブ

ノード にマイグレート する場 合 に発 生 します。予 定 されている

フェールオーバの例 としては、システム メンテナンス、惨 事 復 旧

テスト 、ト レーニングな どが挙 げられます。

予 定 されているフェールオーバが発 生 すると、別 のノード で

A rcse rve Ba cku p が復 旧 し、スケジュール ジョブはすべて保 持

されます。

予 定 されていな いフェールオーバ

予 定 されていな いフェールオーバは、ハード ウェアまたはソ フト

ウェアの障 害 によって発 生 します。予 定 されていな いフェール

オーバが発 生 すると、A rcse rve Ba cku p は別 のノード で復 旧

し、A rcse rve Ba cku p ジョブ キューから失 敗 したジョブを取 り出

し、失 敗 したポイント からそのジョブを再 開 します。フェールオー

バが発 生 した場 合 、以 下 のような チェックポイント メカニズムに

基 づいてジョブが再 開 されます。

ローカルのバックアップ ジ ョブでは、フェールオーバ後 、ジョ

ブはボリューム レベルで再 開 します。

たとえば、2 つのボリューム ( C と D) を含 むバックアップ ジ ョ

ブがあり、ボリューム C のバックアップの終 了 後 、ボリューム
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D のバックアップの進 行 中 にフェールオーバが発 生 したとし

ます。フェールオーバ後 、バックアップ ジ ョブが再 開 される

と、ボリューム C のバックアップはスキップされ、ボリューム D
のバックアップが継 続 されます。

リモート のバックアップ ジ ョブでは、ジョブはホスト レベルで

再 開 します。

たとえば、Ho st1 と Ho st2 を含 むバックアップ ジ ョブがあり、

Ho st1 のバックアップの終 了 後 、まだ Ho st2 のバックアップ

が終 了 していな いときにフェールオーバが発 生 したとしま

す。フェールオーバ後 、バックアップ ジ ョブが再 開 されると、

Ho st1 のバックアップはスキップされ、Ho st2 のバックアップ

が継 続 されます。( この場 合 、Ho st2 のバックアップにおい

て、フェールオーバ前 にバックアップされた可 能 性 のあるボ

リュームはいずれも スキップしません ) 。

ド メインの HA サーバ以 外 のバックアップ サーバで実 行 中 のジョブ

は、フェールオーバによって影 響 を受 けることはほとんどありませ

ん。たとえば、プライマリ サーバが HA サーバの場 合 、フェールオー

バしても 、メンバ サーバで実 行 中 のジョブは 1 つの状 況 を除 いて

影 響 を受 けません。HA プライマリ サーバを使 用 している場 合 、

HA プライマリ サーバで予 定 されていな いフェールオーバが発 生 す

ると、メンバ サーバ上 で実 行 しているジョブは失 敗 することがあり

ます。( 失 敗 は、フェールオーバが発 生 してメンバ サーバのジョブが

終 了 する場 合 のみ発 生 します )

注 ：A rcse rve Ba cku p エージェント を使 用 してクラスタのアクティブ

ノード または仮 想 ノード をバックアップする場 合 、予 定 されていな

いフェールオーバが発 生 すると ( アクティブ ノード が停 止 する ) 、ジョ

ブは未 完 了 とな ります。これらのノード をフェールオーバ後 にバック

アップできるようにするには、メークアップ ジ ョブを作 成 するジョブを

設 定 する必 要 があります。

1466 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

A rc se rve B a c ku p によるクラスタの保 護

クラスタ環 境 に展 開 されているミッシ ョンクリティカルな アプリケー

ションについては、データが最 も 価 値 ある投 資 であり、このデータ

の保 護 は不 可 欠 です。クラスタ環 境 には常 に複 数 の物 理 ノー

ド 、仮 想 名 /仮 想 IP アド レス、およびクラスタ固 有 のアプリケーショ

ンが含 まれ、これらはすべてバックアップとリスト アの複 雑 さが増 す

要 因 とな っています。これらの複 雑 さに対 応 するため、A rcse rve
Ba cku p にはクラスタ環 境 内 で動 作 するサーバ向 けのバックアップ

とリスト アの機 能 が複 数 用 意 されています。

注 ：A rcse rve B a ck u p は M SCS ( M icro so ft C lu ste r Se rve r) と NEC
C lu ste r Se rve r ( C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r) 向 けのクラスタ環 境

をサポート しています。

以 下 の図 は、一 般 的 な アクティブ /パッシブ クラスタ環 境 を示 して

います。このクラスタ内 のアクティブ ノード は、2 つの名 前 と IP アド

レスに関 連 付 けられています。これらの名 前 のうち 1 つはマシンの

物 理 名 であり、も う 1 つはクラスタ自 身 によって、またはクラスタ対

応 アプリケーションによって作 成 された仮 想 名 です。パッシブ ノー

ド に関 連 付 けられている名 前 は 1 つのみで、マシンの物 理 名 で

す。クラスタを完 全 に保 護 するには、これらの物 理 ノード の両 方 に

A rcse rve Ba cku p エージェント をインスト ールする必 要 があります。

これらの各 インスタンスでは、保 護 対 象 に合 わせて A rcse rve
Ba cku p が展 開 され、物 理 ノード と仮 想 ノード のいずれかを使 用

したクラスタの保 護 とデータのバックアップが実 行 されます。
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物 理 ノード を使 用 したデータの保 護

各 クラスタ ノード のシステム状 態 とローカル アプリケーション

データを保 護 するには、マシンの物 理 名 /物 理 IP アド レスに基

づいてバックアップ ジ ョブをスケジュールする必 要 があります。ア

クティブ ノード ( 1 ) については、ローカル ディスクや共 有 ディスク

な ど、接 続 されているすべてのディスクをバックアップできます。

パッシブ ノード ( 2 ) については、ローカル ディスクのみをバック

アップできます。ただし、物 理 名 のみに基 づいて共 有 ディスクを

バックアップすることはお勧 めできません。クラスタ環 境 では、

各 ノード の役 割 ( アクティブとパッシブ ) は、フェールオーバの状

態 によって動 的 に変 化 する可 能 性 があります。障 害 の発 生 し

たノード の物 理 名 を指 定 した場 合 、バックアップは失 敗 し、共

有 ディスクに存 在 するデータはバックアップされません。

仮 想 ノード を使 用 したデータの保 護

クラスタ対 応 アプリケーション ( SQL Se rve r クラスタまたは M S
Exch an ge クラスタ ) では、すべてのデータが共 有 ディスクに保 存
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され、HA 機 能 を提 供 します。このデータをバックアップするため

に、A rcse rve Ba cku p エージェント ( 各 物 理 ノード にインスト ール

されている ) は、クラスタ ( 3 ) の仮 想 名 と仮 想 IP アド レスを介 し

てデータを共 有 ディスクにアーカイブします。通 常 の状 態 では、

A rcse rve Ba cku p はアクティブ ノード の物 理 名 と物 理 IP アド レ

スではな く、クラスタの仮 想 名 と仮 想 IP アド レスを使 用 して共

有 ディスクからデータをソ ースとしてバックアップします。この方

法 の利 点 は、アクティブ ノード に障 害 やシャット ダウンが生 じた

場 合 に、クラスタのフェールオーバ機 構 によってパッシブ ノード

が新 しいアクティブ ノード にな り、A rcse rve Ba cku p が自 動 的 に

共 有 ディスクからのバックアップを続 行 するという点 です。結 果

として、アクティブな クラスタ ノード が何 であれ、ローテーション

バックアップ ジ ョブをスケジュールして共 有 ディスクに配 置 されて

いるデータを保 護 できます。

注 ：アプリケーション指 定 のデータ ( SQL Se rve r データベースな

ど ) をバックアップするには、対 応 する A rcse rve Ba cku p エージェ

ント を展 開 し、このクラスタ対 応 アプリケーションに関 連 付 けら

れた仮 想 名 を使 用 してバックアップを実 行 する必 要 がありま

す。
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M SC S の保 護

M icro so ft C lu ste r Se rve r( M SC S) ソ フト ウェアは、個 々 のコンポーネ

ント に障 害 が発 生 していても 、サーバベースのアプリケーションの

高 用 性 を保 つクラスタ化 テクノロジを提 供 します。M SCS には、

バックアップによる保 護 を必 要 とする 2 種 類 の基 本 対 象 タイプが

あります。クラスタそのも の ( メタデータと構 成 情 報 ) が保 護 される

クラスタ自 身 の保 護 とクラスタ化 アプリケーションの保 護 です。
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A rc se rve B a c ku p を M SC S と統 合 する方 法

A rcse rve Ba cku p はフォールト ト レラント な アプリケーションで、クラ

スタ環 境 でのフェールオーバをサポート しています。A rcse rve
Ba cku p は、共 有 ディスク、クォーラム リソ ース、ディスク シグネ

チャ、およびクラスタ レジスト リ ハイブな ど、クラスタに固 有 のリソ ー

スをバックアップしてリスト アすることで、クラスタ ノード を保 護 しま

す。M icro so ft C lu ste r Se rv ice ( M SC S) を使 用 すると、W in d ow s上
で稼 働 する複 数 のサーバを相 互 に接 続 し、可 用 性 の高 い単 一

のシステムとしてネット ワーク クライアント に認 識 させることができま

す。

A rcse rve Ba cku p で提 供 される M SCS サポート を使 用 すると、以

下 の事 柄 が可 能 にな ります。

M SCSノード のバックアップとリスト ア

以 下 のような M SCS高 可 用 性 機 能 の実 行 と活 用

クラスタ上 にある特 定 のA rcse rve Ba cku pノード から別 の

ノード への、ジョブのフェールオーバの対 応

クラスタ上 にある特 定 のノード から別 のノード への、

A rcse rve Ba cku pサービスの自 動 フェールオーバによる高

可 用 性 の提 供

A rcse rve Ba cku p を SAN プライマリ サーバとしてアクティブ /
パッシブ クラスタにインスト ール。これにより、フェールオー

バ時 にメンバ サーバのバックアップを継 続 して実 行 可 能

クラスタ管 理 ツールによる管 理 の簡 易 化

A rcse rve Ba cku p D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 した M SCS
ノード 保 護 の提 供 。詳 細 については、「 D isaste r R e cove ry
O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してください。

A rcse rve Ba cku p A gen t を使 用 して M SCS クラスタにインスト ー

ルされた、M icro so ft SQL Se rve r や M icro so ft E x ch an ge Se rve r
な どのアプリケーションのバックアップおよびリスト ア。使 用 可 能

な エージェント の詳 細 については、「実 装 ガイド 」を参 照 してく

ださい。
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M SC S クラスタ自 身 の保 護

M SCS の場 合 、すべてのクラスタ環 境 設 定 情 報 はクラスタ データ

ベースに保 存 されています。クラスタ データベースは、各 クラスタ

ノード の W in d ow s レジスト リに格 納 されており、クラスタ オブジェク

ト 、そのプロパティ、およびクラスタ構 成 データな どの、クラスタ内 の

すべての物 理 要 素 および論 理 要 素 に関 する情 報 が記 録 されて

います。クラスタ データベースにはクラスタ状 態 データがあり、この

データがノード 間 でレプリケート されるので、クラスタに含 まれるす

べてのノード の構 成 が、整 合 性 が維 持 された状 態 とな ります。ク

ラスタ データベースのレジスト リは%W IND IR% \C LU STER \C LU SDBに
あります。

クラスタ データベースはシステム状 態 の一 部 です。バックアップす

るシステム状 態 を選 択 すると、クラスタ データベースも 自 動 的 に

バックアップされます。したがって、クラスタ データベースがシステム

状 態 のバックアップに含 まれるのは、ノード がクラスタの一 部 とな っ

ており、しかも クラスタ サービスがそのノード ( アクティブ ノード ) で
実 行 中 の場 合 に限 られます。クラスタ サービスが実 行 中 でな い

場 合 は、クラスタ データベースはバックアップされません。

クラスタ ノード 自 身 を保 護 し、偶 発 的 な ノード 障 害 によって引 き

起 こされる潜 在 的 な リスクを軽 減 するために、ノード の物 理 名 を

使 用 して以 下 のデータをバックアップする必 要 があります。

W in d ow s ブート /システム パーティシ ョンに含 まれるローカル

ディスクのすべてのデータ

システム状 態 データ

リスト ア処 理 中 には、まず問 題 の重 大 度 を決 定 する必 要 があり

ます。ノード をまったく起 動 できな い場 合 は、「 A rcse rve Backup
D isaste r R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」の「クラスタの復 旧 」を参

照 してください。オペレーション システムを起 動 でき、クラスタ デー

タベースのみが損 傷 している場 合 、クラスタ データベース単 体 を

明 示 的 にリスト アすることはできません。システム状 態 セッシ ョンの

リスト アの一 部 としてリスト アする必 要 があります。

注 ：クラスタ データベースのバックアップやリスト アには、クラスタ

サービスが実 行 されているノード のシステム状 態 のバックアップ /リ
スト アで対 応 できます。クラスタ ノード がディレクト リ サービス復 元

モード にある場 合 は、クラスタ サービスのユーザ アカウント のログオ

ン プロパティは、［管 理 者 ］に設 定 する必 要 があります。これは、
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W in d ow s をセーフ モード で実 行 した状 態 で、A rcse rve Ba cku p に

アクセスできるようにするためです。
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M SC S クラスタのアプリケーションの保 護

A rcse rve Ba cku pは、クラスタにインスト ールされたM icro so ft SQL
Se rve rやM icro so ft E x ch an ge Se rve rな どのアプリケーションを迅 速

にバックアップおよびリスト アするための、優 れた機 能 が備 わってい

ます。利 用 可 能 な エージェント の最 新 のリスト については、リンク

を参 照 してください。クラスタにインスト ールされたアプリケーション

のバックアップとリスト アについては、A rcse rve Ba cku p マニュアル選

択 メニューから該 当 する A rcse rve Ba cku p A gen t のユーザ ガイド を

参 照 してください。たとえば、M icro so ft SQL Se rve rのバックアップと

リスト アについては、「 A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve rユーザ ガイ

ド 」を参 照 してください。

詳 細 情 報 ：

共 有 ディスク

ミラー ディスク
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W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム上 の M SC S
による A rc se rve B a c ku p サービスのモニタの

停 止

A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 として環 境 設 定 されている

場 合 、すべての重 要 な A rcse rve Ba cku p サービスは M SCS によっ

てモニタされます。サービスの一 部 が失 敗 すると、M SCS はその

サービスの再 起 動 を試 みるか、または再 起 動 の試 みが失 敗 した

場 合 フェールオーバをト リガします。これは、A rcse rve Ba cku p サー

バ管 理 を使 用 してサービスを停 止 できな くな ることを意 味 します。

A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 を試 行 すると、以 下 のメッセージ

が表 示 されます。

A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 する必 要 がある場 合 も ありま

す。たとえば、ハード ウェアのメンテナンスのためにいくつかのサービ

スを停 止 したい場 合 な どです。

注 ：W in d ow s Se rve r 2003 システムでこのタスクを実 行 する方 法

の詳 細 については、「W in d ow s Se rve r 2003 システム上 の

A rcse rve Ba cku p サービスの M SCS によるモニタの停 止 」を参 照 し

てください。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム上 の A rcse rve B a ck u p サービスの

M SC S によるモニタを停 止 する方 法

1 . フェールオーバ クラスタ マネージャにアクセスします。

［クラスタ アド ミニスト レータ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：クラスタ アド ミニスト レータは M icro so ft が提 供 するユーティリ

ティであり、M SCS がインスト ール済 みのサーバにインスト ールされ

ています。クラスタ アド ミニスト レータでは、クラスタに関 連 したほと

んどの環 境 設 定 および管 理 タスクを実 行 できます。
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2 . A rcse rve サービスが展 開 されている A rcse rve Ba cku p サーバを選

択 し、適 切 な A rcse rve リソ ースを探 します。A rcse rve サービスま

たはアプリケーションを右 クリックして、コンテキスト メニューの［プロ

パティ］をクリックします。

［A rcse rve HA のプロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［ポリシー］タブをクリックします。

4 . ［リソ ースが失 敗 状 態 にな った場 合 は、再 起 動 しな い］オプション

をクリックし、［OK］をクリックします。

このオプションを指 定 すると、M SCS は A rcse rve Ba cku p サービスを

自 動 的 に再 起 動 したり、フェールオーバ プロセスを開 始 したりしま

せん。

注 ：すべての A rcse rve Ba cku p サービスは A rcse rve HA リソ ースに

より制 御 されます。ただし、テープ エンジン サービスおよび A SDB
サービスは、別 のリソ ースによっても 制 御 されます。以 下 のテーブ

ルを参 照 し、各 A rcse rve Ba cku p サービス用 に変 更 する必 要 が

あるリソ ースを特 定 します。該 当 する各 リソ ースについて、［拡 張 ］

タブで［再 起 動 しな い］を選 択 する必 要 があります。

サービス名 制 御 リソ ース

Tape Engine
Arc se rve HA

Arc se rve レジスト リ

ASDB ( SQ L2014 Expre ss のみ )

Arc se rve ASDB

Arc se rve HA

Arc se rve レジスト リ

その他 ( DB エンジン、ジョブ エンジンな ど ) Arc se rve HA

5 . W in d ow s サービス マネージャを使 用 して該 当 する A rcse rve
Ba cku p サービスを停 止 し、必 要 な メンテナンスを実 行 できるよう

にします。

6 . メンテナンスが完 了 したら、すべての設 定 を元 に戻 します。
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W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システム上 の M SC S
による A rc se rve B a c ku p サービスのモニタの

停 止

A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 として環 境 設 定 されている

場 合 、すべての重 要 な A rcse rve Ba cku p サービスは M SCS によっ

てモニタされます。サービスの一 部 が失 敗 すると、M SCS はその

サービスの再 起 動 を試 みるか、または再 起 動 の試 みが失 敗 した

場 合 フェールオーバをト リガします。これは、A rcse rve Ba cku p サー

バ管 理 を使 用 してサービスを停 止 できな くな ることを意 味 します。

A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 を試 行 すると、以 下 のメッセージ

が表 示 されます。

A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 する必 要 がある場 合 も ありま

す。たとえば、ハード ウェアのメンテナンスのためにいくつかのサービ

スを停 止 したい場 合 な どです。

注 ：W in d ow s Se rve r 2003 システムでこのタスクを実 行 する方 法

の詳 細 については、「W in d ow s Se rve r 2003 システム上 の

A rcse rve Ba cku p サービスの M SCS によるモニタの停 止 」を参 照 し

てください。

以 下 の手 順 に従 います。

1 . フェールオーバ クラスタ マネージャにアクセスします。

［クラスタ アド ミニスト レータ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：クラスタ アド ミニスト レータは M icro so ft が提 供 するユーティリ

ティであり、M SCS がインスト ール済 みのサーバにインスト ールされ

ています。クラスタ アド ミニスト レータでは、クラスタに関 連 したほと

んどの環 境 設 定 および管 理 タスクを実 行 できます。
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2 . A rcse rve クラスタ役 割 が展 開 されている A rcseve Ba cku p サーバを

選 択 し、適 切 な A rcse rve リソ ースを探 します。A rcse rve RHA リ

ソ ースを右 クリックし、ポップアップ メニューで［プロパティ］をクリック

します。

［A rcse rve HA のプロパティ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

3 . ［ポリシー］タブをクリックします。

4 . ［リソ ースが失 敗 状 態 にな った場 合 は、再 起 動 しな い］オプション

をクリックし、［OK］をクリックします。

このオプションを指 定 すると、M SCS は A rcse rve Ba cku p サービスを

自 動 的 に再 起 動 したり、フェールオーバ プロセスを開 始 したりしま

せん。

注 ：すべての A rcse rve Ba cku p サービスは A rcse rve HA リソ ースに

より制 御 されます。ただし、テープ エンジン サービスおよび A SDB
サービスは、別 のリソ ースによっても 制 御 されます。以 下 のテーブ

ルを参 照 し、各 A rcse rve Ba cku p サービス用 に変 更 する必 要 が

あるリソ ースを特 定 します。該 当 する各 リソ ースについて、［拡 張 ］

タブで［再 起 動 しな い］を選 択 する必 要 があります。

サービス名 制 御 リソ ース

Tape Engine
Arc se rve HA

Arc se rve レジスト リ

ASDB ( SQ L2014 Expre ss のみ )

Arc se rve ASDB

Arc se rve HA

Arc se rve レジスト リ

その他 ( DB エンジン、ジョブ エンジンな ど ) Arc se rve HA

5 . W in d ow s サービス マネージャを使 用 して該 当 する A rcse rve
Ba cku p サービスを停 止 し、必 要 な メンテナンスを実 行 できるよう

にします。

6 . メンテナンスが完 了 したら、すべての設 定 を元 に戻 します。
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クラスタ リソースの手 動 での再 構 築

ほとんどの場 合 、必 要 な HA クラスタ リソ ースはインスト ール中 に

自 動 作 成 されます。ただし、これらのクラスタ リソ ースを手 動 で作

成 する必 要 がある場 合 があります。

新 しいリソ ースを手 動 で作 成 する前 に、A rcse rve Ba cku p が展 開

されているグループからすべての既 存 のクラスタ リソ ースを停 止

し、削 除 する必 要 があります。クラスタ リソ ースを削 除 する方 法

の詳 細 については、「クラスタ リソ ースの削 除 」を参 照 してくださ

い。

クラスタ リソ ースを手 動 で再 構 築 する方 法

1 . コマンド コンソ ールを開 き、現 在 のディレクト リを %bab _h om e% に

変 更 します ( % b ab _h om e% は、実 際 の A rcse rve Ba cku p インス

ト ール パスを表 します ) 。

2 . "b ab h a .exe -p o stse tu p " ユーティリティを実 行 し、新 しい A rcse rve
クラスタ リソ ースをセット アップします。

クラスタ対 応 のインスト ールが正 常 に終 了 すると、セット アップ後

のポップアップ画 面 が表 示 され、HA リソ ースを作 成 するオプション

が示 されます。

3 . ［M SCS 用 HA リソ ースを作 成 する］オプションを選 択 して［OK］をク

リックすると、新 しいクラスタ リソ ースが作 成 されます。

注 ：このオプションは、クラスタの最 終 ノード で A rcse rve Ba cku p の

インスト ールを完 了 するまで指 定 しな いでください。

以 下 の新 しい A rcse rve クラスタ リソ ースが作 成 されます。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 -- W in d ow s Se rve r 2008 システムで、

以 下 のクラスタ リソ ースが作 成 されます。

A rcse rve HA

A rcse rve A SDB

A rcse rve レジスト リ

A rcse rve 共 有

W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 -- W in d ow s Se rve r 2012 システムで、

以 下 のクラスタ リソ ースが作 成 されます。

A rcse rve HA

A rcse rve A SDB
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A rcse rve レジスト リ

W in d o w s Se rve r 2 0 1 6 -- W in d ow s Se rve r 2016 システムで、

以 下 のクラスタ リソ ースが作 成 されます。

A rcse rve HA

A rcse rve A SDB

A rcse rve レジスト リ

1480 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

A rc se rve B a c ku p クラスタ リソースの削 除

新 しいクラスタ リソ ースを作 成 する前 に、A rcse rve Ba cku p が展 開

されているグループからすべての既 存 のクラスタ リソ ースをすべて

削 除 する必 要 があります。

利 用 可 能 な M SCS クラスタ リソ ースは以 下 のとおりです。

W in d ow s Se rve r 2008 システム

A rcse rveハイ アベイラビリティ

A rcse rve データベース

A rcse rve レジスト リ

W in d ow s Se rve r 2012 システム

A rcse rveハイ アベイラビリティ

A rcse rve データベース

A rcse rve レジスト リ

以 下 の手 順 に従 います。

1 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム :

フェールオーバ クラスタ マネージャを開 きます。

サービスまたはアプリケーション名 を右 クリックし、［このサービ

スまたはアプリケーションをオフラインにする］をクリックします。

A rcse rve クラスタ リソ ースの状 態 がオンラインからオフラインに変 更

されます。

W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システム :

フェールオーバ クラスタ マネージャを開 きます。

クラスタ役 割 および停 止 役 割 を右 クリックします。

A rcse rve クラスタ リソ ースの状 態 がオンラインからオフラインに変 更

されます。

2 . 使 用 する W in d ow s サーバ システムに基 づいて、以 下 のいずれか

のオプションを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システムの場 合

A rcse rve サーバが展 開 される A rcse rve グループを選 択 しま

す。
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W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システムの場 合

A rcse rve サーバが展 開 される A rcse rve クラスタ役 割 を選 択

します。

3 . 対 応 する A rcse rve クラスタ リソ ースを見 つけます。

4 . 各 A rcse rve クラスタ リソ ースを右 クリックし、コンテキスト メニュー

の［削 除 ］をクリックします。

選 択 した A rcse rve クラスタ リソ ースが削 除 されます。
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M SC S クラスタ内 の A rc se rve B a c ku p クラス

タ サーバの管 理

サーバ環 境 設 定 ウィザード では、クラスタ環 境 での A rcse rve
Ba cku p サーバの動 作 を指 定 するさまざまな 管 理 タスクを実 行 す

ることができます。クラスタ環 境 では、これらの管 理 タスクはアク

ティブ ノード に対 してのみ実 行 可 能 であり、クラスタ内 のすべての

ノード に対 して行 われる必 要 があります。これらの管 理 タスクを以

下 に示 します。

データベースの変 更

メンバ サーバからプライマリ サーバへの昇 格

プライマリ サーバからメンバ サーバへの降 格 。

M SC S クラスタ内 の A rcse rve B a ck u p クラスタ サーバを管 理 する方

法

1 . すべてのクラスタ リソ ースを削 除 します。詳 細 については、

「 A rcse rve Ba cku p クラスタ リソ ースの削 除 」を参 照 してください。

すべての A rcse rve Ba cku p クラスタ リソ ースが削 除 されます。

2 . A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リから、csta rt .b a t ユーティリティ

を実 行 し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを開 始 します。

3 . ［スタート ］メニューからサーバ環 境 設 定 ウィザード にアクセスし、ア

クティブな ノード に対 して A RC se rveC fg.exe ユーティリティを実 行

し、必 要 な 変 更 を行 います。サーバ環 境 設 定 ウィザード の最 後

の画 面 で［最 後 のクラスタ ノード ］チェック ボックスはオンにしな い

でください。

データベースの変 更 に関 する詳 細 については、「 A rcse rve
Ba cku p データベース アプリケーションの指 定 」を参 照 してくだ

さい。

注 ：NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r を使 用 して A rcse rve
Ba cku p を高 可 用 性 にしている場 合 、ローカルの SQL Se rve r
はサポート されません。

メンバ サーバからプライマリ サーバへの昇 格 に関 する詳 細 に

ついては、「 メンバ サーバからプライマリ サーバへの昇 格 」を

参 照 してください。
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プライマリ サーバからメンバ サーバへの降 格 に関 する詳 細 に

ついては、「プライマリ サーバからメンバ サーバへの降 格 」を

参 照 してください。

注 ：このユーティリティがクラスタ内 の最 初 のノード で実 行 される場

合 、通 常 モード で実 行 されます。

最 初 の「アクティブ」な クラスタ ノード が新 しいプロパティに対 して設

定 され、新 しい a rcse rvecfg.IC F 環 境 設 定 ファイルが作 成 されま

す。

4 . A rcse rve ホーム ディレクト リから、csto p .b a t ユーティリティを実 行

し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが停 止 されます。

5 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム :

フェールオーバ クラスタ マネージャを開 きます。

サービスまたはアプリケーション名 を右 クリックし、コンテキスト

メニューの［このサービスまたはアプリケーションを別 のノード に

移 動 ］をクリックします。

W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システム :

フェールオーバ クラスタ マネージャを開 きます。

A rcse rve クラスタ役 割 名 を右 クリックし、ポップアップ メニュー

で［この役 割 を別 のノード に移 動 ］をクリックします。

元 のノード の状 態 は、「パッシブ」 に変 更 され、クラスタ内 の次 の

ノード の状 態 は 「アクティブ」 に変 更 されます。

6 . ［スタート ］メニューから［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］にアクセスし、

新 しいアクティブ ノード に対 して A rcse rveC fg.exe ユーティリティを

実 行 し、必 要 に応 じて変 更 を加 えます。

注 ：このユーティリティが、引 き続 き同 じクラスタ内 のいずれかの

ノード で再 び実 行 される場 合 、a rcse rvecfg.IC F 設 定 ファイルが検

出 され、ユーティリティをクラスタ モード で自 動 的 に実 行 します。

次 の「アクティブ」な クラスタ ノード が新 しいプロパティに設 定 されま

す。

7 . クラスタの残 りのすべてのノード に対 して、手 順 5 ～ 6 を繰 り返 し

ます。この環 境 設 定 手 順 をクラスタ内 の最 後 のノード で実 行 する
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場 合 、サーバ環 境 設 定 ウィザード の最 後 の画 面 で 「最 後 のノー

ド 」チェック ボックスをオンにします。

クラスタ内 のすべてのノード に新 しいプロパティが設 定 されました。

8 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム :

フェールオーバ クラスタ マネージャを開 きます。

サービスまたはアプリケーション名 を右 クリックし、コンテキスト

メニューの［このサービスまたはアプリケーションを別 のノード に

移 動 ］をクリックします。

W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システム :

フェールオーバ クラスタ マネージャを開 きます。

A rcse rve クラスタ役 割 名 を右 クリックし、ポップアップ メニュー

で［この役 割 を別 のノード に移 動 ］をクリックします。

最 後 のノード のステータスは「パッシブ」 に変 更 され、クラスタ内 の

元 のノード のステータスは「アクティブ」に戻 されます。

9 . すべての A rcse rve Ba cku p クラスタ リソ ースを手 動 で作 成 します。

詳 細 については、「クラスタ リソ ースの手 動 での再 構 築 」を参 照 し

てください。

新 しい A rcse rve クラスタ リソ ースが作 成 されます。

10 . 以 下 のいずれかを実 行 します。

W in d o w s Se rve r 2 0 0 8 システム -- フェールオーバ クラスタ マネー

ジャで、サービスまたはアプリケーション名 を右 クリックし、コンテキ

スト メニューの［このサービスまたはアプリケーションをオンラインに

する］をクリックします。

W in d o w s Se rve r 2 0 1 2 システム --A rcse rve Fa ilo ve r C lu ste r
M an age r から クラスタ役 割 名 を右 クリックし、ポップアップ メニュー

で［開 始 ］役 割 をクリックします。

新 しい A rcse rve クラスタ リソ ースの状 態 がオフラインからオンライン

に変 更 されます。
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M SC S クラスタでの A rc se rve B a c ku p ド メ イン

の変 更

M SCS クラスタ環 境 では、異 な る A rcse rve Ba cku p ド メインにメンバ

サーバを移 動 できます。クラスタ環 境 でのド メインの変 更 は、アク

ティブ ノード に対 してのみ実 行 可 能 であり、クラスタ内 のすべての

ノード について行 われる必 要 があります。

M SC S クラスタ内 の A rcse rve B a ck u p ド メインを変 更 する方 法

1 . すべてのクラスタ リソ ースを削 除 します。詳 細 については、

「 A rcse rve Ba cku p クラスタ リソ ースの削 除 」を参 照 してください。

すべての A rcse rve Ba cku p クラスタ リソ ースが削 除 されます。

2 . A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リから、csta rt .b a t ユーティリティ

を実 行 し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを開 始 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 されます。

3 . ［スタート ］メニューから［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］にアクセスし、

アクティブ ノード に対 して A RC se rveC fg.exe ユーティリティを実 行

し、新 しい A rcse rve Ba cku p ド メインを指 定 します。ド メインの変

更 の詳 細 については、「別 の A rcse rve Ba cku p ド メインへのメンバ

サーバの移 動 」を参 照 してください。

最 初 の「アクティブ」な クラスタ ノード が新 しいド メインに設 定 され

ます。

4 . A rcse rve ホーム ディレクト リから、csto p .b a t ユーティリティを実 行

し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが停 止 されます。

5 . クラスタ アド ミニスト レータでグループ名 を右 クリックし、ポップアップ

メニューで［グループを移 動 ］を選 択 してアクティブな ノード を変 更

します。

元 のノード の状 態 は、「パッシブ」 に変 更 され、クラスタ内 の次 の

ノード の状 態 は 「アクティブ」 に変 更 されます。

6 . A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リから、csta rt .b a t ユーティリティ

を実 行 し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを開 始 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 されます。

7 . A rcse rve ホーム ディレクト リから、csto p .b a t ユーティリティを実 行

し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが停 止 されます。
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8 . クラスタの残 りのすべてのノード に対 して、ステップ 5 ～ 7 を繰 り返

します。

クラスタ内 のすべてのノード が新 しいド メインに変 更 されました。

9 . クラスタ アド ミニスト レータでグループ名 を右 クリックし、ポップアップ

メニューで［グループを移 動 ］を選 択 してアクティブな ノード を元 の

ノード に戻 します。

最 後 のノード のステータスは「パッシブ」 に変 更 され、クラスタ内 の

元 のノード のステータスは「アクティブ」に戻 されます。

10 . すべての A rcse rve Ba cku p クラスタ リソ ースを手 動 で作 成 します。

詳 細 については、「クラスタ リソ ースの手 動 での再 構 築 」を参 照 し

てください。

注 ：A rcse rve 新 しい データベース タイプに基 づいてクラスタ リソ ー

スを作 成 する必 要 があります。

新 しい A rcse rve クラスタ リソ ースが作 成 されます。

11 . クラスタ アド ミニスト レータでグループ名 を右 クリックし、ポップアップ

メニューで［グループを移 動 ］を選 択 して［オンラインにする］を選 択

します。

新 しい A rcse rve クラスタ リソ ースの状 態 がオフラインからオンライン

に変 更 されます。
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N E C C L U ST E R P R O /E x p re ssC lu ste r の保 護

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r は、迅 速 な 惨 事 復 旧 と高 い信

頼 性 を提 供 し、重 要 な アプリケーションとデータの可 用 性 を最 大

化 する高 可 用 性 クラスタ ソ リューションです。NEC クラスタはアプリ

ケーションとデータの統 合 された保 護 を提 供 することで、重 要 な シ

ステムの迅 速 で容 易 な 復 旧 および継 続 性 を実 現 します。

NEC クラスタでは、W in d ow s ベースの複 数 のサーバを相 互 に接

続 し、可 用 性 の高 い単 一 のシステムとしてネット ワーク クライアン

ト に認 識 させることができます。A rcse rve Ba cku p は以 下 をサポー

ト します：

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 2 .1 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .0 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .1 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .2 fo r W in d ow s

N EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .3 fo r W in d ow s

N EC クラスタには、バックアップによる保 護 を必 要 とする 2 種 類 の

基 本 対 象 タイプがあります。クラスタそのも の ( メタデータと構 成 情

報 ) が保 護 されるクラスタ自 身 の保 護 とクラスタ化 アプリケーション

の保 護 です。
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A rc se rve B a c ku p を N E C C L U ST E R P R O と統

合 する方 法

A rcse rve Ba cku pはフォールト ト レラント な アプリケーションで、クラ

スタ環 境 でのフェールオーバを扱 い、データを常 駐 させるバックアッ

プおよびリスト ア機 能 を提 供 しています。

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r では、W in d ow s ベースの複 数

のサーバを相 互 に接 続 し、可 用 性 の高 い単 一 のシステムとして

ネット ワーク クライアント に認 識 させることができます。A rcse rve
Ba cku p は、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 2 .1 fo r
W in d ow s、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .0 fo r W in d ow s、
および NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r X 3 .1 fo r W in d ow s をサ

ポート しています。M SCS と同 様 に、クラスタそのも の、およびこれら

のクラスタ化 アプリケーションを保 護 する必 要 があります。

A rcse rve Ba cku pN EC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste rのサポート に

は、以 下 の利 点 があります。

以 下 のような NEC C LU STERRPO /Exp re ssC lu ste r の実 行 サポー

ト および高 可 用 性 機 能 の活 用

クラスタ上 にある特 定 のノード から別 のノード への、

A rcse rve Ba cku p サービスの自 動 フェールオーバ

A rcse rve Ba cku p のフェールオーバが発 生 した場 合 に、クラ

スタ上 にある特 定 の A rcse rve Ba cku p ノード から別 のノー

ド へのジョブを失 敗 させる機 能

フェールオーバ後 にジョブを再 開 できる

SAN プライマリ サーバとしてアクティブ /パッシブ クラスタに

A rcse rve Ba cku p をインスト ールし、これにより、フェール

オーバ後 にメンバ サーバのバックアップを継 続 して実 行 可

能

NEC クラスタ管 理 ツールを使 用 できる

NEC クラスタ ノード のデータ バックアップおよびリスト ア機 能

D isa ste r R eco ve ry Op t io n を使 用 した NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r ノード の惨 事 保 護 機 能 詳 細 につ

いては、「 D isaste r R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」を参 照 してく

ださい。
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N E C C lu ste r Se rve r 自 身 の保 護

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r では、すべてのクラスタ環 境 設

定 情 報 は通 常 のファイルとしてファイル システムに保 存 されていま

す。

クラスタ ノード 自 身 を保 護 し、偶 発 的 な ノード 障 害 によって引 き

起 こされる潜 在 的 な リスクを軽 減 するために、ノード の物 理 名 を

使 用 して以 下 のデータをバックアップする必 要 があります。

W in d ow s ブート /システム パーティシ ョンに含 まれるローカル

ディスクのすべてのデータ

システム状 態 データ

リスト ア処 理 中 には、まず問 題 の重 大 度 を決 定 する必 要 があり

ます。ノード をまったく起 動 できな い場 合 は、「 A rcse rve Backup
D isaste r R e cove ry O pt ion ユーザ ガイド 」の「NEC クラスタの復 旧 」

を参 照 してください。オペレーティング システムを起 動 でき、破 損

しているのが NEC クラスタ ファイルのみである場 合 は、適 切 な

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r のド キュメント を参 照 し、NEC ク

ラスタに関 連 付 けられている環 境 設 定 ファイルを手 動 でリスト アし

てください。
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N E C C L U ST E R P R O /E x p re ssC lu ste r アプリケー

ションの保 護

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r には、ネイティブのクラスタ対 応

であるアプリケーションはほとんどありません。ネイティブのクラスタ

対 応 とは、クラスタ環 境 で動 作 することを認 識 しているアプリケー

ションを指 します。HA をサポート し、設 計 段 階 でクラスタ環 境 が

特 別 配 慮 されています。

NEC クラスタについては、クラスタ対 応 として設 計 されているアプリ

ケーションはほとんどな く、多 くが NEC の仮 想 名 /仮 想 IP アド レス

を認 識 しません。しかしな がら、より一 般 的 な アプリケーションにつ

いては、これらのアプリケーションを 「クラスタ対 応 」として設 定 し、

ジョブのバックアップおよびリスト アを実 行 できるように展 開 するた

めの特 定 ド キュメント が NEC から提 供 されています。サポート され

ているアプリケーションの一 覧 、およびクラスタ対 応 として設 定 する

方 法 の詳 細 については、NEC の W eb サイト を参 照 してください。

これらのサポート されているアプリケーションのいずれかをすでに展

開 している場 合 は、クラスタ サポート でバックアップとリスト アを行

う方 法 の詳 細 について、対 応 する NEC のド キュメント を参 照 して

ください。
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N E C C L U ST E R P R O /E x p re ssC lu ste r による H A
サービス モニタリングの停 止

A rcse rve Ba cku p サーバがクラスタ対 応 として環 境 設 定 されている

場 合 、すべての重 要 な A rcse rve Ba cku p サービスは NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r によってモニタされます。サービスの

一 部 が失 敗 すると、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r はそのサー

ビスの再 起 動 を試 みるか、または再 起 動 の試 みが失 敗 した場 合

はフェールオーバをト リガします。これは、A rcse rve Ba cku p サーバ

管 理 を使 用 してサービスを停 止 できな くな ることを意 味 します。

A rcse rve Ba cku p サービスの停 止 を試 みると、以 下 のような ポップ

アップ メッセージが表 示 されます。

しかし、A rcse rve Ba cku p サービスのを停 止 したい状 況 も 考 えられ

ます。たとえば、ハード ウェアのメンテナンスのためにテープ エンジン

を停 止 したい場 合 な どです。

注 ：このセクシ ョンには、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r バー

ジョン 8 .0 に対 応 する画 像 が含 まれています。より最 新 の NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r を実 行 している場 合 は、NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r のド キュメント を参 照 してください。

N E C C LU ST E R P R O / E xp re ssC lu ste r による A rcse rve B a ck u p サービ

スのモニタを停 止 する方 法

1 . タスク マネージャにアクセスします。

［タスク マネージャ］ウィンド ウが表 示 されます。

注 ：モニタリング サービスは、アクティブ ノード からのみ停 止 するこ

とができます。パッシブ ノード でこのタスクの実 行 を試 みた場 合 、

タスク マネージャのアプリケーション /サービス名 リスト は空 にな りま

す。
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2 . 適 切 な A rcse rve サービスを見 つけて選 択 します。サービスを右 ク

リックし、ポップアップ メニューで［モニタの停 止 ］を選 択 します。選

択 したサービスのモニタを停 止 する確 認 画 面 が表 示 されます。

［OK］をクリックします。

選 択 した A rcse rve Ba cku p サービスは NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r によりモニタされな くな りました。
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N E C C L U ST E R P R O /E x p re ssC lu ste r での

A rc se rve B a c ku p ド メ インの変 更

NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r クラスタ環 境 で、メンバ サーバ

を異 な る A rcse rve Ba cku p ド メインに移 動 することができます。クラ

スタ環 境 でのド メインの変 更 は、アクティブ ノード に対 してのみ実

行 可 能 であり、クラスタ内 のすべてのノード について行 われる必 要

があります。

N E C クラスタで A rcse rve B a ck u p ド メインを変 更 する方 法

1 . クラスタ グループを停 止 します。詳 細 については、「NEC クラスタ

グループの停 止 」を参 照 してください。

注 ：グループを停 止 して、グループ プロパティを編 集 する必 要 が

あります。

2 . レジスト リ syn c を削 除 し、s ta rt .b a t および s to p .b a t スクリプト を

編 集 して、インスト ール中 に追 加 された A rcse rve Ba cku p スクリプ

ト を無 効 にします。詳 細 については、「NEC クラスタ スクリプト での

A rcse rve Ba cku p の無 効 化 」を参 照 してください。

3 . A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リから、csta rt .b a t ユーティリティ

を実 行 し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを開 始 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 されます。

4 . ［スタート ］メニューから［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］にアクセスし、

アクティブ ノード に対 して A RC se rveC fg.exe ユーティリティを実 行

し、新 しい A rcse rve Ba cku p ド メインを指 定 します。ド メインの変

更 の詳 細 については、「別 の A rcse rve Ba cku p ド メインへのメン

バー サーバの移 動 」を参 照 してください。

最 初 の「アクティブ」な クラスタ ノード が新 しいド メインに設 定 され

ます。

5 . A rcse rve ホーム ディレクト リから、csto p .b a t ユーティリティを実 行

し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが停 止 されます。

6 . クラスタ マネージャでグループ名 を右 クリックし、ポップアップメ

ニューで［グループを移 動 ］を選 択 してアクティブな ノード を変 更 し

ます。

オリジナルのノード のステータスは、オフライン ( パッシブ ) に変 更 さ

れ、クラスタ内 の次 のノード のステータスは オンライン ( アクティブ )
に変 更 されます。
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7 . A rcse rve Ba cku p ホーム ディレクト リから、csta rt .b a t ユーティリティ

を実 行 し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを開 始 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが開 始 されます。

8 . A rcse rve ホーム ディレクト リから、csto p .b a t ユーティリティを実 行

し、すべての A rcse rve Ba cku p サービスを停 止 します。

すべての A rcse rve Ba cku p サービスが停 止 されます。

9 . クラスタの残 りのすべてのノード に対 して、ステップ 6 ～ 8 を繰 り返

します。

クラスタ内 のすべてのノード が新 しいド メインに変 更 されました。

10 . クラスタ マネージャでグループ名 を右 クリックし、ポップアップメ

ニューで［グループを移 動 ］を選 択 してアクティブな ノード を元 の

ノード に変 更 します。

最 後 のノード の状 態 がオフライン ( パッシブ ) に変 更 され、クラスタ

内 の元 のノード の状 態 がオンライン ( アクティブ ) に変 更 されます。

11 . N EC クラスタ スクリプト およびレジスト リ Syn c を再 構 築 します。詳

細 については、「NEC クラスタ スクリプト での A rcse rve Ba cku p の有

効 化 」を参 照 してください。

新 規 の NEC HA スクリプト が作 成 され、レジスト リが同 期 化 されま

す。

12 . クラスタ グループを開 始 します。
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N E C C L U ST E R P R O /E x p re ssC lu ste r における

A rc se rve B a c ku p クラスタ サーバの管 理

サーバ環 境 設 定 ウィザード では、クラスタ環 境 での A rcse rve
Ba cku p サーバの動 作 を指 定 するさまざまな 管 理 タスクを実 行 す

ることができます。クラスタ環 境 では、これらの管 理 タスクはアク

ティブ ノード に対 してのみ実 行 可 能 であり、クラスタ内 のすべての

ノード に対 して行 われる必 要 があります。これらの管 理 タスクを以

下 に示 します。

データベースの変 更

メンバ サーバからプライマリ サーバへの昇 格

プライマリ サーバからメンバ サーバへの降 格 。

N E C C LU ST E R P R O / E xp re ssC lu ste r で A rcse rve B a ck u p クラスタ

サーバを管 理 する方 法

1 . A rcse rve Ba cku p が展 開 されたフェールオーバ グループを停 止 し、

クラスタ グループを中 断 します。

詳 細 については、「NEC クラスタ グループの停 止 」を参 照 してくださ

い。

注 ：グループを停 止 して、グループ プロパティを編 集 する必 要 が

あります。

2 . レジスト リ syn c を削 除 し、s ta rt .b a t および s to p .b a t スクリプト を

編 集 して、インスト ール中 に追 加 された A rcse rve Ba cku p スクリプ

ト を無 効 にします。詳 細 については、「NEC クラスタ スクリプト での

A rcse rve Ba cku p の無 効 化 」を参 照 してください。

3 . クラスタを再 開 し、フェールオーバ グループを開 始 します。

4 . ［スタート ］メニューからサーバ環 境 設 定 ウィザード にアクセスし、ア

クティブな ノード に対 して A RC se rveC fg.exe ユーティリティを実 行

し、必 要 な 変 更 を行 います。サーバ環 境 設 定 ウィザード の最 後

の画 面 で［最 後 のクラスタ ノード ］チェック ボックスはオンにしな い

でください。

データベースの変 更 に関 する詳 細 については、「 A rcse rve
Ba cku p データベース アプリケーションの指 定 」を参 照 してくだ

さい。

注 ：NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r を使 用 して A rcse rve
Ba cku p を高 可 用 性 にしている場 合 、ローカルの SQL Se rve r
はサポート されません。
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メンバ サーバからプライマリ サーバへの昇 格 に関 する詳 細 に

ついては、「 メンバ サーバからプライマリ サーバへの昇 格 」を

参 照 してください。

プライマリ サーバからメンバ サーバへの降 格 に関 する詳 細 に

ついては、「プライマリ サーバからメンバ サーバへの降 格 」を

参 照 してください。

注 ：このユーティリティがクラスタ内 の最 初 のノード で実 行 される場

合 、通 常 モード で実 行 されます。

最 初 の「アクティブ」な クラスタ ノード が新 しいプロパティに対 して設

定 され、新 しい a rcse rvecfg.IC F 環 境 設 定 ファイルが作 成 されま

す。

5 . ［スタート ］メニューから［サーバ環 境 設 定 ウィザード ］にアクセスし、

新 しいアクティブ ノード に対 して A rcse rveC fg.exe ユーティリティを

実 行 し、必 要 に応 じて変 更 を加 えます。

注 ：このユーティリティが、引 き続 き同 じクラスタ内 のいずれかの

ノード で再 び実 行 される場 合 、a rcse rvecfg.IC F 設 定 ファイルが検

出 され、ユーティリティをクラスタ モード で自 動 的 に実 行 します。

次 の「アクティブ」な クラスタ ノード が新 しいプロパティに設 定 されま

す。

6 . クラスタの残 りのすべてのノード に対 して、手 順 4 ～ 5 を繰 り返 し

ます。この環 境 設 定 手 順 をクラスタ内 の最 後 のノード で実 行 する

場 合 、サーバ環 境 設 定 ウィザード の最 後 の画 面 で 「最 後 のノー

ド 」チェック ボックスをオンにします。

クラスタ内 のすべてのノード に新 しいプロパティが設 定 されました。

7 . クラスタ マネージャでグループ名 を右 クリックし、ポップアップメ

ニューで［グループを移 動 ］を選 択 してアクティブな ノード を元 の

ノード に変 更 します。

最 後 のノード の状 態 がオフライン ( パッシブ ) に変 更 され、クラスタ

内 の元 のノード の状 態 がオンライン ( アクティブ ) に変 更 されます。

8 . A rcse rve Ba cku p サーバが展 開 されたフェールオーバ グループを停

止 し、クラスタ グループを中 断 します。

NEC クラスタ スクリプト およびレジスト リ Syn c を再 構 築 します。詳

細 については、「NEC クラスタ スクリプト での A rcse rve Ba cku p の有

効 化 」を参 照 してください。

新 規 の NEC HA スクリプト が作 成 され、レジスト リが同 期 化 されま

す。
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9 . クラスタを再 開 し、フェールオーバ グループを開 始 します。
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N E C クラスタ グループの停 止

グループ プロパティを編 集 する必 要 がある場 合 ( たとえば、

s ta rt .b a t/s to p .b a t ファイルを編 集 したり、レジスト リ syn c を削 除 /
追 加 するため ) は、先 にグループを停 止 する必 要 があります。さら

に、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r から A rcse rve Ba cku p を削

除 する必 要 がある場 合 も 、グループを停 止 する必 要 があります。

注 ：このセクシ ョンには、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r バー

ジョン 8 .0 に対 応 する画 像 が含 まれています。より最 新 の NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r を実 行 している場 合 は、NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r のド キュメント を参 照 してください。

N E C クラスタ グループの停 止 方 法

1 . クラスタ マネージャにアクセスします。

［クラスタ マネージャ］ウィンド ウが表 示 されます。

2 . ツリーから A rcse rve グループを右 クリックし、ポップアップ メニューで

［グループの停 止 ］を選 択 します。

確 認 のポップアップ画 面 が表 示 されます。

3 . ［OK］をクリックします。

選 択 したグループが停 止 します。
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N E C クラスタ スクリプト での A rc se rve B a c ku p
の無 効 化

クラスタ スクリプト とレジスト リ キーは、NEC のセット アップ後 プロセ

スの際 に挿 入 されます。前 のリリースからアップグレード する場 合

は、クラスタ スクリプト を無 効 にし、レジスト リ キーを削 除 する必

要 があります。

注 ：このセクシ ョンには、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r バー

ジョン 8 .0 に対 応 する画 像 が含 まれています。より最 新 の NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r を実 行 している場 合 は、NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r のド キュメント を参 照 してください。

N E C クラスタ スクリプト で A rcse rve B a ck u p を無 効 化 する方 法

1 . クラスタ マネージャにアクセスします。

［クラスタ マネージャ］ウィンド ウが表 示 されます。

注 ：クラスタ マネージャは NEC のユーティリティで、NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r をインスト ールしたサーバにインス

ト ールされています。クラスタ マネージャから、クラスタに関 連 した

ほとんどの環 境 設 定 および管 理 タスクを実 行 できます。

2 . ［運 用 モード ］のクラスタを一 時 停 止 し、ド ロップダウン リスト から

［設 定 モード ］を選 択 します。
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3 . ［グループ］フォルダから、［フェールオーバ］を選 択 し、スクリプト を

右 クリックして［プロパティ］をクリックします。

4 . ［スクリプト ］リスト で、s ta rt .b a t を選 択 して［編 集 ］をクリックしま

す。s ta rt .b a t スクリプト が表 示 されたら、REM SET プロセス スクリプ

ト を見 つけて ( 2 か所 ) 値 を以 下 のようにゼロに設 定 します。

S E T p ro ce ss= 0

注 ：s ta rt .b a t ファイルでは、REM SET プロセス スクリプト は

NORM A L の後 と FA ILOVER の後 にあります。

s ta rt .b a t スクリプト が変 更 されます。

5 . ［スクリプト ］リスト で、s to p .b a t を選 択 して［編 集 ］をクリックしま

す。s to p .b a t スクリプト が表 示 されたら、REM SET プロセス スクリプ

ト を見 つけて ( 2 か所 ) 値 を以 下 のようにゼロに設 定 します。

S E T p ro ce ss= 0

注 ：s to p .b a t ファイルでは、REM SET プロセス スクリプト は

NORM A L の後 と FA ILOVER の後 にあります。

s to p .b a t スクリプト が変 更 されます。

6 . ［グループ プロパティ］ダイアログ ボックスで、［レジスト リ］タブを選

択 します。

［レジスト リ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

第 19章 : クラスタ対 応 環 境 で の A rc se rve Bac kup の使 用 1501



A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

7 . レジスト リ キー リスト で、既 存 のレジスト リ キーを選 択 して［削

除 ］をクリックします。

レジスト リ キーが削 除 されます。
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N E C クラスタ スクリプト での A rc se rve B a c ku p
の有 効 化

クラスタ スクリプト とレジスト リ キーは、NEC のセット アップ後 プロセ

スの際 に挿 入 されます。アップグレード 処 理 中 、クラスタ スクリプト

は無 効 にな り、レジスト リ キーは削 除 されます。アップグレード が

終 了 すると、これらのクラスタ スクリプト を有 効 化 してレジスト リ

キーをリビルド する必 要 があります。

注 ：このセクシ ョンには、NEC C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r バー

ジョン 8 .0 に対 応 する画 像 が含 まれています。より最 新 の NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r を実 行 している場 合 は、NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r のド キュメント を参 照 してください。

N E C クラスタ スクリプト で A rcse rve B a ck u p を有 効 化 する方 法

1 . クラスタ マネージャにアクセスします。

［クラスタ マネージャ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

注 ：クラスタ マネージャは NEC のユーティリティで、NEC
C LU STERPRO /Exp re ssC lu ste r をインスト ールしたサーバにインス

ト ールされています。クラスタ マネージャから、クラスタに関 連 した

ほとんどの環 境 設 定 および管 理 タスクを実 行 できます。

2 . ［運 用 モード ］のクラスタを一 時 停 止 し、ド ロップダウン リスト から

［設 定 モード ］を選 択 します。

第 19章 : クラスタ対 応 環 境 で の A rc se rve Bac kup の使 用 1503



A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

3 . ［グループ］フォルダから、［フェールオーバ］を選 択 し、スクリプト を

右 クリックして［プロパティ］をクリックします。

4 . ［スクリプト ］リスト で、s ta rt .b a t を選 択 して［編 集 ］をクリックしま

す。s ta rt .b a t スクリプト が表 示 されたら、REM SET プロセス スクリプ

ト を見 つけて ( 2 か所 ) 値 を以 下 のように 1 に設 定 します。

S E T p ro ce ss= 1

注 ：s ta rt .b a t ファイルでは、REM SET プロセス スクリプト は

NORM A L の後 と FA ILOVER の後 にあります。

s ta rt .b a t スクリプト が変 更 されます。

5 . ［スクリプト ］リスト で、s to p .b a t を選 択 して［編 集 ］をクリックしま

す。s to p .b a t スクリプト が表 示 されたら、REM SET プロセス スクリプ

ト を見 つけて ( 2 か所 ) 値 を以 下 のように 1 に設 定 します。

S E T p ro ce ss= 1

注 ：s to p .b a t ファイルでは、REM SET プロセス スクリプト は

NORM A L の後 と FA ILOVER の後 にあります。

s to p .b a t スクリプト が変 更 されます。

6 . ［グループ プロパティ］ダイアログ ボックスで、［レジスト リ］タブを選

択 します。［レジスト リ］ダイアログ ボックスが開 いたら［追 加 ］をク

リックします。

［レジスト リ キーの追 加 /変 更 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

1504 A rc se rve Bac kup 管 理 者 ガイド



A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

7 . お使 いのコンピュータのアーキテクチャに一 致 するレジスト リ キーを

追 加 します。

x8 6 プラット フォーム

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \C o m p u te rA sso c ia te s \C A A R C S e rve
B a cku p \B a se

x6 4 プラット フォーム

H K E Y _ L O C A L _
M A C H IN E \S O F T W A R E \W o w 6 4 3 2 N o d e \C o m p u te rA sso c ia te s \-
C A A R C S e rve B a cku p \B a se

8 . ［OK］をクリックします。

レジスト リ キーが［グループ プロパティ］ダイアログ ボックスのレジス

ト リ キー リスト に追 加 されます。
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N e tA p p N A S クラスタの保 護

NetA p p クラスタは、ノード の構 成 に基 づき、各 ノード が Da ta
ON TA P オペレーティング システムを実 行 しています。このセクシ ョン

では、Da ta ON TA P 8 .2 を実 行 する NetA p p クラスタに対 する

A rcse rve Ba cku p NDM P NA S Op t io n のサポート について説 明 しま

す。

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

NDM P バージョン 4 クラスタ対 応 バックアップ拡 張 インター

フェース

NetA p p クラスタのバックアップ、リスト ア、およびサポート され

ているモード

A rcse rve Ba cku p の設 定

制 限 事 項
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N D M P バージ ョン 4 クラスタ対 応 バックアップ

拡 張 インターフェース

NDM P クラスタ対 応 バックアップ拡 張 ( C A B ) インターフェースは、

NDM P v4 の拡 張 性 を活 用 し、NetA p p クラスタ上 のファイル シス

テムの効 率 的 な バックアップを可 能 にするためのメカニズムおよび

プロト コルを定 義 します。詳 細 については、「NDM P の仕 様 」を参

照 してください。
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N e tA p p クラスタのバックアップ、リスト ア、お

よびサポート されているモード

以 下 の図 は、NetA p p NA S クラスタのローカル バックアップおよび 3
ウェイ バックアップを示 しています。

Da ta ON TA P 8 .2 を実 行 する NetA p p クラスタで使 用 可 能 な

NDM P モード は 2 つあります。

N D M P ノード スコープ モード ：

Da ta ON TA P 8 .x リリース ファミリの Da ta ON TA P 8 .2 以 前 のバー

ジョンがノード 上 で実 行 されている場 合 、クラスタは混 在 状 態

にあり、NDM P はノード スコープ モード で動 作 します。この

NDM P の動 作 は Da ta ON TA P 8 .2 にアップグレード した後 でも

続 行 されます。

ノード スコープ NDM P モード では、テープ バックアップおよびリ

スト ア処 理 をノード レベルで実 行 できます。

NDM P オプションおよびコマンド を使 用 することにより、NDM P を

ノード レベルで管 理 できます。テープ バックアップおよびリスト

ア処 理 を実 行 するためにスト レージ システムにアクセスするに

は、NDM P 固 有 の認 証 情 報 を使 用 する必 要 があります。

ノード スコープ NDM P モード を管 理 するコマンド については、

以 下 のリンクから NetA p p ド キュメント を参 照 してください。

h ttp s :/ / l ib ra ry .n e ta p p .com /ecm /ecm _d own lo ad _
fi le /ECM P1196817
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V se rve r 対 応 N D M P モード ：

新 し くインスト ールされたクラスタで、すべてのノード が Da ta
ON TA P 8 .2 を実 行 している場 合 、NDM P はデフォルト で

Vse rve r 対 応 モード にな ります。

テープ バックアップおよびリスト ア処 理 を Vse rve r 対 応 モード で

実 行 する場 合 は、ノード スコープ NDM P モード を無 効 にする

ことをお勧 めします。NetA p p ド キュメント から、ノード スコープ

NDM P モード を無 効 にするためのコマンド を使 用 してください。

管 理 者 は、Vse rve r のクラスタ内 の異 な るノード にわたってホス

ト されるすべてのボリュームをバックアップおよびリスト アできま

す。
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A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

環 境 設 定 A rc se rve B a c ku p

A rcse rve Ba cku p を設 定 して、NDM P 制 御 接 続 をクラスタ内 の LIF
( 論 理 インターフェース ) タイプに対 して確 立 できます。Vse rve r 対

応 NDM P モード では、これらの LIF タイプおよびクラスタ対 応 バック

アップ ( C lu ste r Awa re Ba cku p：CA B ) 拡 張 のステータスに基 づい

て、バックアップおよびリスト ア処 理 の対 象 のボリュームとテープ デ

バイスの使 用 可 否 を判 断 できます。

以 下 の表 は、NDM P 制 御 接 続 LIF タイプに対 するボリュームおよ

びテープ デバイスの使 用 可 否 を、ノード スコープ モード および

Vse rve r モード の場 合 の両 方 で示 しています ( A rcse rve Ba cku p
M an age r から設 定 された場 合 ) 。

バックアップ管 理 者 は、NetA p p NA S クラスタをバックアップするた

め、A rcse rve Ba cku p によってサポート される以 下 の LIF のいずれ

かを選 択 できます。管 理 者 は、バックアップおよびリスト アをサブ

ミット するためにこれらの LIF を設 定 できます。

ノード スコープ モード

N D M P 制 御

接 続 タイプ

バックアップまたはリスト

アに使 用 可 能 な ボ

リューム

バックアップまたはリスト ア

に使 用 可 能 な テープ デバ

イス

ノード 管 理

L IF
ノード によってホスト される

全 ボリューム

ノード 管 理 L IF をホスト する

ノード に接 続 されたテープ デ

バイス

V se rve r モード ( C A B 拡 張 のサポート )

N D M P 制 御

接 続 タイプ

バックアップまたはリスト ア

に使 用 可 能 な ボリューム

バックアップまたはリスト ア

に使 用 可 能 な テープ デ

バイス

ノード 管 理

L IF
ノード によってホスト される

全 ボリューム

ノード 管 理 L IF をホスト する

ノード に接 続 されたテープ デ

バイス

データ L IF
データ L IF をホスト する

Vse rve r に属 するすべてのボ

リューム

な し

クラスタ管 理

L IF
クラスタ内 のすべてのボ

リューム

クラスタ内 のすべてのテープ

デバイス
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A rc se rve Bac kup によるクラスタの保 護

制 限 事 項

NetA p p C lu ste red Da ta ON TA P® 8 .2 では、スト レージ システムの

システム メモリ サイズに基 づく NDM P セッシ ョンに対 する拡 張 性

制 限 が導 入 されました。詳 細 については、以 下 のリンクから

C lu ste red Da ta ON TA P® 8 .2 ド キュメント を参 照 してください。

h ttp s :/ / l ib ra ry .n e ta p p .com /ecm do cs/ECM P1196874/h tm l/G U ID -
479784EB -7101-4F16-9580-37FFF7C 6D040 .h tm l

デバイスがノード 管 理 LIF を使 用 してバックアップされた場 合 、

A rcse rve Ba cku p は NA S ノード 当 たり最 大 7 個 までの NA S デバイ

スのみサポート できます。NA S デバイスはチェンジャまたはテープ ド

ライブの場 合 があります。

Vse rve r 対 応 NDM P モード では、デバイスがクラスタ管 理 LIF を使

用 してバックアップされた場 合 、A rcse rve Ba cku p はクラスタ当 たり

最 大 7 個 までの NA S デバイスのみサポート できます。NA S デバイ

スはチェンジャまたはテープ ド ライブの場 合 があります。

詳 細 については、次 のド キュメント を参 照 して NDM P セッシ ョン数

を増 やす方 法 を確 認 してください：NetA p p C lu ste red Da ta
ON TA P® 8 .2 C omm and s: M an u a l Pa ge Re fe ren ce：
h ttp s :/ / l ib ra ry .n e ta p p .com /ecm /ecm _d own lo ad _
fi le /ECM P1196817
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第 2 0章 : A rc se rve B a c ku p での JIS2 0 0 4
U n ic o d e 文 字 の使 用

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

JIS2004 U n ico d e 文 字 の概 要

JIS2004 U n ico d e 用 の環 境 設 定 要 件

JIS2004 U n ico d e 文 字 をサポート するプラット フォーム

A rcse rve Ba cku p で JIS2004 U n ico d e 文 字 を使 用 して実 行 できる

タスク

JIS2004 U n ico d e 文 字 をサポート する A rcse rve Ba cku p アプリケー

ション

A rcse rve Ba cku p における JIS2004 U n ico d e 文 字 の使 用 に関 する

制 限
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JIS2004 U n ic o de 文 字 の概 要

JIS2 0 0 4 U n ic o d e 文 字 の概 要

さまざまな W in d ow s プラット フォームが、Un ico d e 文 字 を使 用 し

て、データの処 理 およびテキスト と記 号 の表 示 を行 う機 能 をサ

ポート しています。A rcse rve Ba cku p は、以 下 の W in d ow s システ

ム属 性 に関 連 する JIS2004 U n ico d e 文 字 を表 示 する機 能 をサ

ポート します。

クライアント エージェント システム上 で、A rcse rve Ba cku p は

JIS2004 U n ico d e 文 字 を使 用 して、フォルダ名 、ファイル名 、お

よびレジスト リ文 字 列 を表 示 します。

アプリケーション エージェント をホスト するシステムで、A rcse rve
Ba cku p は JIS2004 U n ico d e 文 字 を使 用 して、データベース

名 、テーブル名 、およびデータベース インスタンス名 を表 示 しま

す。
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JIS2004 U n ic o de 用 の環 境 設 定 要 件

JIS2 0 0 4 U n ic o d e 用 の環 境 設 定 要 件

以 下 の要 件 は、A rcse rve Ba cku p 環 境 で JIS2004 U n ico d e 文 字

のサポート が必 要 な 場 合 に適 用 されます。

A rcse rve Ba cku p ド メイン内 のすべてのサーバ ( プライマリ サー

バおよびメンバ サーバ ) で、本 リリースの A rcse rve Ba cku p が実

行 され、同 じ言 語 パックがインスト ールされている必 要 がありま

す。

A rcse rve Ba cku p r16、r16 .5、および r17 エージェント と A rcse rve
Ba cku p r17 .5 ベースの製 品 は、同 じコンピュータ上 に共 存 でき

ません。ただし、A rcse rve Ba cku p r17 ベースの製 品 は同 じネッ

ト ワーク内 のこれらのエージェント と共 存 できます。

JIS2004 U n ico d e 文 字 がサポート されている環 境 で M icro so ft
E x ch an ge Se rve r および M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r のデータ

をバックアップおよびリスト アするには、A rcse rve カタログ データ

ベースを有 効 にする必 要 があります。

単 一 の M icro so ft SQL Se rve r データベースを共 有 するすべての

A rcse rve Ba cku p サーバは、同 じバージョンの A rcse rve Ba cku p
にアップグレード する必 要 があります。

1 つの M icro so ft SQL Se rve r データベースを共 有 するすべての

A rcse rve Ba cku p ド メインで、同 じ SQL Se rve r 照 合 順 序 設 定

が指 定 されている必 要 があります。SQL Se rve r 照 合 順 序 設 定

は、プライマリ サーバおよびスタンド アロン サーバからサーバ環

境 設 定 ウィザード を使 用 して指 定 できます。
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JIS2004 U n ic o de 文 字 をサポート するプラット フォーム

JIS2 0 0 4 U n ic o d e 文 字 をサポート するプラッ

ト フォーム

以 下 の W in d ow s オペレーティング システムは JIS2004 U n ico d e 文

字 をサポート します。

W in d ow s Se rve r 2008、日 本 語 バージョン。

W in d ow s Se rve r 2008 R2、日 本 語 バージョン。

W in d ow s V is ta、日 本 語 バージョン。

W in d ow s Se rve r 2003、日 本 語 バージョン、日 本 語 フォント

パッチ付 き。

注 ：詳 細 については、M icro so ft の W eb サイト を参 照 してくだ

さい。

W in d ow s XP 日 本 語 バージョン、日 本 語 フォント パッチ付 き。

注 ：詳 細 については、M icro so ft の W eb サイト を参 照 してくだ

さい。

W in d ow s 7、日 本 語 バージョン。

W in d ow s 8、日 本 語 バージョン。

W in d ow s Se rve r 2012、日 本 語 バージョン。
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A rc se rve Bac kup で JIS2004 U n ic o de 文 字 を使 用 して実 行 で きるタスク

A rc se rve B a c ku p で JIS2 0 0 4 U n ic o d e 文 字

を使 用 して実 行 できるタスク

A rcse rve Ba cku p を JIS2004 U n ico d e 文 字 ベースのオペレーティン

グ システムで実 行 するときに、以 下 のタスクを実 行 できます。

A rcse rve Ba cku p マネージャにおけるシステムおよびボリューム

情 報 の参 照 と表 示 、ログの表 示 、および未 認 識 テキスト の表

示 を伴 わな いレポート の生 成 。

A rcse rve Ba cku p エージェント をホスト するシステムのバックアッ

プ。

ファイル、フォルダ、データベース、テーブル、インスタンス、およ

び M icro so ft E x ch an ge メ ッセージのバックアップ。

ツリー、セッシ ョン、照 会 、およびメディア単 位 のデータのリスト

ア。

ジョブ ステータス マネージャにおけるジョブ詳 細 およびアクティビ

ティ ログの表 示 。

JIS2004 文 字 の使 用 によるローカル フィルタとグローバル フィル

タの指 定 。

JIS2004 U n ico d e テキスト 添 付 ファイル ( たとえば、ジョブ ログな

ど ) を A le rt マネージャ電 子 メール メッセージの生 成 。

以 前 のリリースの A rcse rve Ba cku p で作 成 されたスクリプト を使

用 したジョブ スクリプト の実 行 。

JIS2004 文 字 を使 用 した A rcse rve Ba cku p のコマンド ラインから

の操 作 実 行 。
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A rc se rve Bac kup JIS2004 U n ic o de 文 字 をサポート するアプリケーシ ョン

A rc se rve B a c ku p JIS2 0 0 4 U n ic o d e 文 字 をサ

ポート するアプリケーション

以 下 の A rcse rve Ba cku p アプリケーションは JIS2004 U n ico d e 文 字

をサポート します。

x86 および x64 システム上 の、A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice
Pa ck 1 から本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p ベース製 品 のす

べてのリリース。

注 ：Un ico d e サポート は、ローカル バックアップ、リスト ア、およ

び比 較 操 作 にのみ適 用 されます。

x86 および x64 システム上 の、A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice
Pa ck 1 から本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r
W in d ow s のすべてのリリース。

x86 および x64 システム上 の、A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice
Pa ck 1 から本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p A gen t fo r
M icro so ft E x ch an ge Se rve r のすべてのリリース。

x86 および x64 システム上 の、A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice
Pa ck 1 から本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p A gen t fo r
M icro so ft SQL Se rve r のすべてのリリース。

x86 および x64 システム上 の、A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice
Pa ck 1 から本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p A gen t fo r
M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r 2007 のすべてのリリース。

VCB Pro xy システム上 の A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice Pa ck 1 か

ら本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p A gen t fo r V irtu a l
M a ch in es のすべてのリリース。

x86 および x64 システム上 の、A rcse rve Ba cku p r12 Se rv ice
Pa ck 1 から本 リリースまでの A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en
File s のすべてのリリース。

注 ：Un ico d eサポート は VSS ベースのバックアップおよびリスト ア

操 作 にのみ適 用 されます。

A rcse rve RHA x86 および x64 システム上 の エージェント 。

A rcse rve Ba cku p D isa ste r R eco ve ry Op t io n のすべてのリリー

ス。

注 ：A rcse rve Ba cku p ベース製 品 を W in d ow s オペレーティング シ

ステムにインスト ールすると、英 語 以 外 の一 部 言 語 の文 字 が文
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A rc se rve Bac kup JIS2004 U n ic o de 文 字 をサポート するアプリケーシ ョン

字 化 けすることがあります。この制 限 は、バックアップ ジ ョブおよび

リスト ア ジ ョブの結 果 には影 響 しません。
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A rc se rve Bac kup における JIS2004 U n ic o de 文 字 の使 用 に関 する制 限

A rc se rve B a c ku p における JIS2 0 0 4 U n ic o d e
文 字 の使 用 に関 する制 限

A rcse rve Ba cku p において JIS2004 U n ico d e 文 字 を使 用 するときに

は以 下 の制 限 が適 用 されます。

オペレーティング システム

以 下 のエージェント が保 護 するオペレーティング システムは

JIS2004 U n ico d e 文 字 をサポート しません。

C lien t A gen t fo r UN IX

C lien t A gen t fo r Lin u x

C lien t A gen t fo r M ac OS X

A rcse rve B a ck u p エージェント およびオプション

以 下 の A rcse rve Ba cku p エージェント およびオプションは

JIS2004 U n ico d e 文 字 をサポート しません。

この制 限 に対 処 するには、JIS2004 文 字 を含 むパスではな く、親

レベルのパスのデータをバックアップしてリスト アします。

重 要 ：AN SI 文 字 ベースのエージェント を正 し く表 示 するには、

A rcse rve Ba cku p をインスト ールする前 に、そのエージェント が置 か

れているシステムのロケールおよび製 品 言 語 オプションを、

A rcse rve Ba cku p データベースが置 かれているシステムのロケール

および言 語 オプションと同 じ値 に設 定 する必 要 があります。

A gen t fo r In fo rm ix：サポート されているすべてのリリースおよび

サービス パック

A gen t fo r Lo tu s Dom in o：サポート されているすべてのリリースお

よびサービス パック

W in d ow s Se rve r 2008 上 の A gen t fo r M icro so ft E x ch an ge
Se rve r 2007 Se rv ice Pa ck 1

A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r 2003：サポート されてい

るすべてのリリースおよびサービス パック

A gen t fo r M icro so ft Sh a rePo in t Se rve r 2007

A gen t fo r M icro so ft SQL Se rve r

A gen t fo r Op en File s

A gen t fo r O ra cle
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A rc se rve Bac kup における JIS2004 U n ic o de 文 字 の使 用 に関 する制 限

A gen t fo r Syb a se：サポート されているすべてのリリースおよび

サービス パック

C lien t A gen t fo r W in d ow s

En te rp rise Op t io n fo r SA P R3 fo r O ra cle：サポート されているす

べてのリリースおよびサービス パック

NDM P NA S Op t io n：サポート されているすべてのリリースおよび

サービス パック

注 ：EM C /C e le ra ファイラおよび NetA p p NA S ファイラは JIS2004
U n ico d e 文 字 をサポート しません。

Im a ge Op t io n ベースのバックアップおよびリスト ア：サポート され

ているすべてのリリースおよびサービス パック

注 ：A rcse rve Ba cku p En te rp rise M od u le は、Im a ge Op t io n の

前 提 条 件 のコンポーネント です。

A rcse rve B a ck u p コンポーネント

以 下 の A rcse rve Ba cku p コンポーネント は JIS2004 U n ico d e 文

字 をサポート しません。

A le rt マネージャ

以 下 の A rcse rve Ba cku p マネージャおよびユーティリティで、

A le rt オプションはグローバル オプションとして指 定 されていま

す。

バックアップ マネージャ

リスト ア マネージャ

メディア検 証 とスキャン ユーティリティ

マージ ユーティリティ

カウント ユーティリティ

パージ ユーティリティ

BCo n fig.e xe

注 ：このコンポーネント は、A rcse rve Ba cku p のインスト ールまた

はアップグレード を行 う際 に A rcse rve Ba cku p サーバを設 定 でき

るようにします。

DBA Co n fig.e xe

注 ：このコンポーネント は、インスト ール時 に A rcse rve Ba cku p
でデータベース インスタンスを設 定 できるようにします。

第 20章 : A rc se rve Bac kup で の JIS2004 U n ic o de 文 字 の使 用 1521



A rc se rve Bac kup における JIS2004 U n ic o de 文 字 の使 用 に関 する制 限

検 出 設 定

ライセンス管 理 ダイアログ ボックス

注 ：このコンポーネント で A rcse rve Ba cku p ライセンスを管 理 で

きます。［ライセンス管 理 ］ダイアログ ボックスは、［ヘルプ］-
［A rcse rve Ba cku p のバージョン情 報 ］ダイアログ ボックスの［ライ

センスの管 理 ］からアクセスできます。

レポート ライタ

サーバ環 境 設 定 ウィザード

サーバ マイグレーション コンポーネント

Se tu p SQL.exe

注 ：A rcse rve Ba cku p をインスト ールする、または A rcse rve
Ba cku p を前 のリリースからアップグレード するときに、このコン

ポーネント により、インスト ール ウィザード で M icro so ft SQL
Se rve r を使 用 した A rcse rve Ba cku p データベースを作 成 できま

す。

A rcse rve B a ck u p タスク

A rcse rve Ba cku p は以 下 のタスクの実 行 をサポート しません。

A gen t Dep lo ym en t を使 用 して、リモート システム上 で A rcse rve
Ba cku p エージェント をインスト ールする。A gen t Dep lo ym en t で

は、ホスト 名 、ユーザ名 、およびパスワード に JIS2004 U n ico d e
文 字 を使 用 できません。

A rcse rve Ba cku p インスト ール時 の［ユーザ情 報 ］ダイアログ ボッ

クスで、Un ico d e JIS2004 文 字 を使 用 したユーザ情 報 を指 定 す

る。

JIS2004 U n ico d e ベースのエージェント マシン名 、ユーザ名 、お

よびパスワード を参 照 する。

A rcse rve Ba cku p ホスト 名 、プライマリ サーバ名 、スタンド アロン

サーバ名 、およびメンバ サーバ名 に JIS2004 U n ico d e ベースの

名 前 を指 定 する。

A rcse rve Ba cku p または任 意 の A rcse rve Ba cku p コンポーネント

のインスト ール パス、ファイル システム デバイス パス、カタログ

データベース パスな どに、JIS2004 U n ico d e ベースのディレクト リ

パスを指 定 する。

リモート システムで A rcse rve Ba cku p、エージェント 、およびオプ

ションをインスト ールしてアップグレード する場 合 、Un ico d e 文 字
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A rc se rve Bac kup における JIS2004 U n ic o de 文 字 の使 用 に関 する制 限

を含 むファイル名 でテキスト ファイルからホスト リスト をインポー

ト する。

Rem o te A gen t Dep lo ym en t を実 行 している場 合 、Un ico d e 文

字 を含 むファイル名 でテキスト ファイルからホスト リスト をイン

ポート する。

A rcse rve 固 有 オブジェクト において JIS2004 U n ico d e ベースの名

前 を指 定 する。たとえば、ジョブ名 、デバイス グループ名 、メ

ディア プール名 、メディア名 、場 所 名 、暗 号 化 用 のセッシ ョン

パスワード な ど。

メディア管 理 マネージャを使 用 したボールト スケジュールの作

成 条 件 として、JIS2004 U n ico d e 文 字 を使 用 してファイル名 およ

びファイル パスを指 定 する。

ネット ワーク ディレクト リおよびファイル共 有 において JIS2004
U n ico d e 文 字 を指 定 する。

A rcse rve Ba cku p サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して ca ro o t
パスワード に、JIS2004 U n ico d e 文 字 を指 定 する。サーバ環 境

設 定 ウィザード では Un ico d e 文 字 はすべて「 ?」として認 識 さ

れ、ca ro o t パスワード の有 効 な 文 字 として扱 われます。ただ

し、サーバ環 境 設 定 ウィザード を使 用 して ca ro o t パスワード を

設 定 すると、その ca ro o t パスワード をマネージャ コンソ ールから

変 更 することはできません。

添 付 ファイルが Un ico d e 文 字 で構 成 される名 前 のディレクト リ

に格 納 されている場 合 に、その添 付 ファイルを含 む A le rt 電 子

メールを送 信 する。

注 ：添 付 ファイル自 体 には、Un ico d e 文 字 を含 むことができま

す。

レポート テンプレート ファイル内 の XM L コンテンツを、JIS2004
U n ico d e 文 字 を使 用 して名 前 変 更 および編 集 する。生 成 さ

れたレポート は正 し く表 示 されません。レポート テンプレート

ファイルは、以 下 のディレクト リに格 納 されています。

A R C se rve _ H o m e \te m p la te \re p o rts

A rcse rve B a ck u p レポート

A rcse rve Ba cku p は、A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s r15 を実

行 中 の A rcse rve サーバを使 用 して、A rcse rve Ba cku p fo r
W in d ow s を実 行 中 の A rcse rve サーバにリモート 接 続 する場

合 、以 下 のレポート 作 成 はサポート しません。
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A rc se rve Bac kup における JIS2004 U n ic o de 文 字 の使 用 に関 する制 限

7 d a ys Ba cku p Sta tu s Rep o rt .xm l

7 d a ys Jo b Sta tu s Rep o rt .xm l

7 d a ys M ed ia U sa ge H is to ry Rep o rt .xm l

B a cku p C lien t Da ta S ize Rep o rt .xm l

B a cku p C lien ts A n d Jo b A sso cia t io n s Rep o rt .xm l

B a cku p W in d ow A nd Th ro u gh p u t C om p a riso n Rep o rt .xm l

Da ily B a cku p Sta tu s Rep o rt .xm l

Da ily Fa iled Ba cku p s Rep o rt .xm l

Da ily Jo b Sta tu s Rep o rt .xm l

De ta iled M ed ia Po o l R ep o rt .xm l

De ta iled M ed ia U sa ge By Ba cku p C lien ts R ep o rt .xm l

Fa iled Ba cku p s Rep o rt .xm l

M ed ia Req u ired Fo r Da ta Reco ve ry Rep o rt .xm l

Sta gin g M igra t io n Rep o rt .xm l

Sta gin g Pu rge Fa iled Rep o rt .xm l

Sta gin g Sn ap Lo ck Rep o rt .xm l

Sta gin g Summ a ry Rep o rt .xm l

カスタム レポート ( 新 規 レポート )
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第 2 1章 : H yp e r-V V SS W rite r を使 用 した

H yp e r-V システムの保 護

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

Hyp er-V VS W rite r を使 用 した Hyp er-V VM の保 護 の概 要

Hyp er-V VSS ライタ保 護 用 の前 提 条 件 コンポーネント

Hyp er-V VM を保 護 するための A rcse rve Ba cku p の環 境 設 定

保 存 済 み状 態 を使 用 したバックアップ機 能

子 パーティシ ョン スナップシ ョット を使 用 したバックアップ機 能

Hyp er-V VSS W rite r を使 用 した Hyp er-V VM のバックアップ

元 の場 所 へのデータのリスト ア
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Hype r-V V S W rite r を使 用 した Hype r-V VM の保 護 の概 要

H yp e r-V V S W rite r を使 用 した H yp e r-V V M
の保 護 の概 要

A rcse rve Ba cku p によって、A rcse rve VSS ( Vo lum e Sh ad ow Cop y
Se rv ice、ボリューム シャド ウ コピー サービス ) エージェント を使 用 し

て Hyp er-V VM を保 護 できます。ボリューム シャド ウ コピー サービ

ス テクノロジを使 用 し、VSS W rite r によって M icro so ft Hyp e r-V
データを保 護 することができます。

以 下 のセクションでは、Hyp er-V VSS W rite r を使 用 して Hyp er-V
VM を設 定 、バックアップ、およびリスト アする方 法 を説 明 します。

制 限 事 項 および考 慮 事 項

raw ( フル VM ) バックアップ データからファイル レベルの単 位 で

データをリスト アできません。

週 単 位 の raw ( フル VM ) バックアップと日 単 位 のファイル モード

バックアップから構 成 された混 在 モード バックアップを実 行 する

ことはできません。

A rcse rve Hyp e r-V 環 境 設 定 ツールを実 行 する際 に、電 源 オフ

状 態 の Hyp er-V VM を保 護 できます。
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Hype r-V V SS ライタ保 護 用 の前 提 条 件 コンポーネント

H yp e r-V V SS ライタ保 護 用 の前 提 条 件 コン

ポーネント

Hyp er-V VSS W rite r 保 護 の前 提 条 件 コンポーネント は、標 準 的

な VSS ライタ要 件 のも のと同 一 です。A rcse rve Ba cku p 環 境 内 に

Hyp er-V VSS テクノロジを展 開 するには、以 下 のアプリケーションが

必 要 です。

A rcse rve Ba cku p fo r W in d ow s ベース製 品 の本 リリース

A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r W in d ow s の本 リリース

A rcse rve Ba cku p C lien t A gen t fo r W in d ow s は、Hyp er-V Se rve r
マシンのパーティシ ョン ゼロ ( 0 ) にインスト ールする必 要 がありま

す。マシンのパーティシ ョン ゼロ ( 0 ) は、ホスト オペレーティング

システムおよびそのアプリケーション用 として予 約 されています。

パーティシ ョン 1、2 な どのほかのパーティシ ョンは、仮 想 マシン

( VM ) の子 パーティシ ョンとして予 約 されています。

A rcse rve Ba cku p A gen t fo r Op en File s fo r W in d ow s の本 リリー

ス

Hyp er-V ホスト システム用 の A gen t fo r Op en File s のライセンス

を A rcse rve Ba cku p サーバに登 録 する必 要 があります。

注 ：オプションとして、W in d ow s 上 で A gen t fo r Op en File s fo r
V irtu a l M a ch in es 用 のライセンス キーを使 用 して、A gen t fo r
Op en File s のライセンスを登 録 できます。

第 21章 : Hype r-V V SS W rite r を使 用 した Hype r-V シ ステムの保 護 1527



Hype r-V VM を保 護 するための A rc se rve Bac kup の環 境 設 定

H yp e r-V V M を保 護 するための A rc se rve
B a c ku p の環 境 設 定

Hyp er-V VSS W rite r を使 用 してマシンでバックアップ処 理 およびリ

スト ア処 理 を実 行 するには、Hyp er-V Se rve r を検 出 するように

A rcse rve Ba cku p を設 定 する必 要 があります。

H yp e r-V V M を検 出 するよう A rcse rve B a ck u p の環 境 設 定 を行 う

方 法

1 . バックアップ環 境 の環 境 設 定 に基 づいて、以 下 のアクションのいず

れかを実 行 してから、次 の手 順 に進 みます。

A rcse rve Ba cku p サーバ コンポーネント が Hyp er-V Se rve r シス

テムにインスト ールされている場 合 は、ローカルの Hyp er-V
Se rve r をバックアップ マネージャに追 加 します。

A rcse rve Ba cku p サーバ コンポーネント が Hyp er-V Se rve r シス

テムにインスト ールされていな い場 合 は、以 下 の手 順 を実 行

して、リモート の Hyp er-V Se rve r をバックアップ マネージャに追

加 します。

a . バックアップ マネージャの［ソ ース］ツリーから［W in d ow s システ

ム］オブジェクト を右 クリックし、コンテキスト メニューから［マシ

ン /オブジェクト の追 加 ］を選 択 します。

［エージェント の追 加 ］ダイアログ ボックスが開 きます。

b . ［エージェント の追 加 ］ダイアログ ボックスの［ホスト 名 ］に

Hyp er-V Se rve r の名 前 を入 力 、または［IP アド レス］フィール

ド に IP アド レスを入 力 し、［追 加 ］ボタンをクリックします。

Hyp er-V サーバ システムを Ba cku p

M an age r に追 加 した後 、以 下 の画 像 で示 すように、Hyp er-V サー
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Hype r-V VM を保 護 するための A rc se rve Bac kup の環 境 設 定

バを展 開 して、M icro so ft Hyp e r-V VSS W rite r を表 示 します。
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保 存 済 み状 態 を使 用 したバックアップ機 能

保 存 済 み状 態 を使 用 したバックアップ機 能

保 存 済 み状 態 を使 用 したバックアップ機 能 は、バックアップが実

行 される前 に VM を保 存 された状 態 にして行 うバックアップ操 作

です。この状 態 を使 用 すると、ゲスト オペレーティング システムの

Po in t-in -T im e バックアップを実 行 することができます。これは、処

理 状 態 を把 握 できる、データに一 貫 性 のな いバックアップです。

保 存 済 み状 態 を使 用 したバックアップ機 能 では、VM バックアップ

において以 下 のような 制 限 があります。

バックアップの仮 想 ハード ディスクは、オフラインでマウント して

特 定 のファイルを取 得 することはできません。

VM のアプリケーションは、バックアップされたデータをリスト アす

る場 合 に、バックアップ、リスト ア、またはその両 方 が行 われて

いることを認 識 しません。

注 ：これらの制 限 の詳 細 については、M icro so ft の W eb サイト を

参 照 してください。
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子 パーティシ ョン スナップシ ョット を使 用 したバックアップ機 能

子 パーティシ ョン スナップシ ョット を使 用 した

バックアップ機 能

子 パーティシ ョン スナップシ ョット を使 用 したバックアップ機 能 は、

VSS W rite r を使 用 して VM のゲスト オペレーティング システムから

データのスナップシ ョット をとることができるバックアップ操 作 です。こ

のバックアップのタイプでは、VSS をサポート する VM をバックアップ

し、統 合 コンポーネント をインスト ールして有 効 にすることができま

す。これは、処 理 状 態 を把 握 しな い、データに一 貫 性 のあるバッ

クアップです。

子 パーティシ ョン スナップシ ョット を使 用 したバックアップ機 能 では、

VM バックアップにおいて以 下 のような 利 点 があります。

仮 想 ハード ディスクをこのバックアップからオフラインでマウント し

て特 定 のファイルを取 得 できます。

VM にある VSS 対 応 アプリケーションは、VM のバックアップまた

はリスト アが行 われることを検 出 し、そのバックアップまたはリス

ト ア プロセスに参 加 してアプリケーション データに一 貫 性 がある

ことを確 認 します。

注 ：詳 細 については、M icro so ft の W eb サイト を参 照 してくださ

い。
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Hype r-V V SS W rite r を使 用 した Hype r-V VM のバックアップ

H yp e r-V V SS W rite r を使 用 した H yp e r-V
V M のバックアップ

Hyp er-V VSS W rite r を使 用 して、オンライン状 態 およびオフライン

状 態 の VM をバックアップできます。これらの処 理 は、A rcse rve
Ba cku p に対 して透 過 的 に行 われます。

注 ：Hyp er-V VSS W rite r は、フル バックアップのみをサポート しま

す。

以 下 の手 順 で、Hyp er-V VSS W rite r を使 用 して Hyp er-V VM を

バックアップする方 法 について説 明 します。VSS W rite r を使 用 した

バックアップの詳 細 については、「 A rcse rve Backup for W indow s
M icrosoft Vo lum e Shadow Copy Se rv ice ユーザ ガイド 」を参 照 して

ください。

H yp e r-V V SS W rite r を使 用 して H yp e r-V V M をバックアップする方

法

1 . バックアップ マネージャを開 き、［ソ ース］タブ -［M icro so ft Hyp e r-V
VSS W rite r］オブジェクト を選 択 します。

すべての Hyp er-V 設 定 および仮 想 マシンがバックアップ対 象 に指

定 されます。一 部 の VM のみをバックアップする場 合 は、

［M icro so ft Hyp e r-V VSS W rite r］オブジェクト を展 開 して ( すべての

サーバを表 示 して ) 、バックアップする必 要 のな いサーバの隣 にあ

るチェック マークを外 します。

2 . ( オプション ) ［M icro so ft Hyp e r-V VSS W rite r］オブジェクト を右 クリッ

クし、コンテキスト メニューから［ライタ オプシ ョン］を選 択 します。

3 . ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ用 のデスティ

ネーションを指 定 します。

4 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。
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元 の場 所 へのデータのリスト ア

元 の場 所 へのデータのリスト ア

この方 式 を使 用 して、Hyp er-V 環 境 設 定 、VM 環 境 設 定 、およ

びバックアップ データを、元 の場 所 にリスト アできます。現 在 の

Hyp er-V 環 境 設 定 および VM 環 境 設 定 とデータは、バックアップ

されたときの状 態 にリスト アされます。

制 限 事 項 および考 慮 事 項

リスト ア処 理 中 は、Hyp er-V Se rve r がオンライン状 態 でも オフラ

イン状 態 でも かまいません。

Hyp er-V VSS W rite r によって、バックアップ データの元 の場 所 へ

の適 切 な リスト アが確 実 に行 われます。

リスト ア処 理 中 やリスト ア処 理 の完 了 後 に、追 加 的 な 手 順 を

行 う必 要 はありません。

リスト ア完 了 後 すぐに VM を使 用 できます。

A rcse rve Ba cku p を使 用 して Hyp er-V Se rve r データをリスト アする

と、以 下 のシナリオでデータを回 復 できます。

Hyp er-V Se rve r バックアップ データを元 の場 所 にリスト アできま

す。

VM バックアップ データを元 の場 所 にリスト アできます。

VM 内 のゲスト オペレーティング システムを元 の場 所 に復 旧 で

きます。

注 ：VSS W rite r の使 用 の詳 細 については、「 A rcse rve Backup for
W indow s M icrosoft Vo lum e Shadow Copy Se rv ice ユーザ ガイド 」を

参 照 してください。

元 の場 所 にデータをリスト アする方 法

1 . リスト ア マネージャを開 き、以 下 のいずれかを実 行 します。

ド ロップダウン リスト から［ツリー単 位 ］方 式 を選 択 し、

［W in d ow s システム］オブジェクト を展 開 して M icro so ft
Hyp e r-V VSS W rite r を参 照 し、リスト アする VM を 1 つ以 上

指 定 します。
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元 の場 所 へのデータのリスト ア

ド ロップ ダウン リスト から［セッシ ョン単 位 ］を選 択 し、リスト ア

するセッシ ョンを参 照 して選 択 します。

2 . ［デスティネーション］タブをクリックします。

3 . ［ファイルを元 の場 所 にリスト ア］オプションをクリックします。

4 . ツールバーの［サブミット ］ボタンをクリックし、ジョブをサブミット しま

す。

［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスが表 示 されます。

5 . ［ジョブのサブミット ］ダイアログ ボックスで入 力 必 須 フィールド に入

力 して、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミット されます。

注 ：リスト アが終 了 すると、リスト アされた VM は「保 存 済 み 」の

状 態 にな ります。つまり、オンラインのリスト アでは、リスト アが完

了 すると、VM はオフライン状 態 にな ります。このため、VM を再 度

オンラインにするには、手 動 で VM を起 動 する必 要 があります。
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第 2 2章 : 用 語 集

このセクシ ョンには、以 下 のト ピックが含 まれます。

アーカイブ ジ ョブのスケジ ュール 1536

アーカイブ マネージ ャ 1537

クラウド ベース デバイス 1538

クラウド 接 続 環 境 設 定 1539

クラウド スト レージ 1540

D ata M over サーバ 1541

データ デデュプリケーション 1542

G randfather-Father-Son ローテーション 1543

メディア プール 1544

メンバ サーバ 1545

マルチプレキシング 1546

プライマリ サーバ 1547

マルチ スト リーミング 1548

ステージ ング 1549

合 成 フル バックアップ 1550

仮 想 テープ ライブラリ 1551

ライタ 1552
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アーカイブ ジ ョブのスケジ ュール

アーカイブ ジ ョブのスケジ ュール

アーカイブ ジ ョブのスケジュールでは、アーカイブ マネージャの［ス

ケジュール］タブにある［繰 り返 し方 法 ］を使 用 して、アーカイブ

ジ ョブを設 定 できます。スケジュールによって、アーカイブ ジ ョブを

繰 り返 し実 行 できます。
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アーカイブ マネージ ャ

アーカイブ マネージ ャ

アーカイブ マネージャでは、フィルタを使 用 し、オプションを指 定

し、スケジュールを設 定 して、アーカイブ ジ ョブをカスタマイズでき

ます。
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クラウド ベース デバイス

クラウド ベース デバイス

クラウド ベース デバイスは、仮 想 の A rcse rve Ba cku p デバイスであ

り、A rcse rve Ba cku p クラウド 接 続 に関 連 して作 成 できます。クラ

ウド ベース デバイスを使 用 すると、A rcse rve Ba cku p クラウド 接 続

によって指 定 されるクラウド ベンダーにデータを保 存 するように

A rcse rve Ba cku p に指 示 することができます。
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クラウド 接 続 環 境 設 定

クラウド 接 続 環 境 設 定

クラウド 接 続 は、指 定 されたクラウド ベンダーと通 信 するために

A rcse rve Ba cku p が必 要 とする情 報 を含 むユーザ定 義 の設 定 で

す。クラウド 接 続 によって、クラウド ベンダに作 成 したアカウント を

使 ってバックアップ データが保 存 されます。
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クラウド スト レージ

クラウド スト レージ

クラウド スト レージはユーザのクラウド デバイスが保 存 される最 終

デスティネーションです。
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D a ta Mo ve r サーバ

D a ta M o ve r サーバ

A rcse rve Ba cku p Da ta M o ver サーバは、ローカル スト レージ デバ

イスへのデータの転 送 を容 易 にします。スト レージ デバイスには、

共 有 ライブラリとファイル システム デバイスがあります。Da ta M o ver
サーバは、UN IX または Lin u x オペレーティング システムでサポート

されています。A rcse rve Ba cku p では、プライマリ サーバから複 数

の Da ta M o ver サーバを一 元 管 理 します。A rcse rve Ba cku p Da ta
M o ver サーバの動 作 はメンバ サーバと似 ています。
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データ デデュプリケーシ ョン

データ デデュプリケーション

データ デデュプリケーションは、1 つの物 理 メディアに収 まるバック

アップ量 の増 加 、バックアップの保 持 期 間 の延 長 、データ回 復 の

高 速 化 を実 現 するテクノロジです。
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G rand fa the r-Fa the r-So n ローテーシ ョン

G ra n d fa th e r-F a th e r-So n ローテーション

G ran d fa th e r-Fa th e r-So n ( G FS) ローテーションは、日 単 位 ( So n ) 、
週 単 位 ( Fa th e r) 、および月 単 位 ( G ra n d fa th e r) のバックアップ メ

ディア セット ( テープ ) を使 用 するバックアップ スケジュール ポリシー

です。
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メディア プール

メディア プール

メディア プールは、特 定 のジョブ用 に設 けられたバックアップ メディ

ア ( テープ ) の集 合 体 で、1 つのユニット として管 理 されます。
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メンバ サーバ

メ ンバ サーバ

メンバ サーバは、プライマリ サーバの実 行 サーバとして機 能 しま

す。メンバ サーバはプライマリ サーバによって割 り当 てられたジョブ

を処 理 します。プライマリ サーバおよびメンバ サーバを使 用 する

と、環 境 内 の複 数 の A rcse rve Ba cku p サーバを一 元 管 理 できる

ようにな ります。プライマリ サーバ上 のマネージャ コンソ ールを使 用

して、そのメンバ サーバを管 理 できます。
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マルチプレキシ ング

マルチプレキシング

マルチプレキシングとは、複 数 のソ ースからのデータが、同 じメディ

ア ( テープ ) に同 時 に書 き込 まれるプロセスのことです。
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プライマリ サーバ

プライマリ サーバ

プライマリ サーバはマスタ サーバとして機 能 し、自 分 自 身 および 1
つ以 上 のメンバ サーバおよび Da ta M o ver サーバを制 御 します。

プライマリ サーバを使 用 すると、プライマリ サーバ、メンバ サーバ、

および Da ta M o ver サーバ上 で実 行 されるバックアップ、リスト ア、

およびその他 のジョブを管 理 およびモニタできます。プライマリ サー

バ、メンバ サーバ、および Da ta M o ver サーバを使 用 することで、

環 境 内 にある複 数 の A rcse rve Ba cku pサーバを一 元 管 理 できま

す。この環 境 では、マネージャ コンソ ールを使 用 してプライマリ

サーバを管 理 できます。
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マルチ スト リーミング

マルチ スト リーミング

マルチ スト リーミングは、同 時 に実 行 する複 数 のサブジョブ ( スト

リーム ) ごとにバックアップ ジ ョブを分 割 し、デスティネーション メディ

ア ( テープ デバイスまたはファイル システム デバイス ) にデータを送

信 できるプロセスです。
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ステージ ング

ステージ ング

ステージングは、データを一 時 格 納 場 所 にバックアップし、次 に、

選 択 したポリシー オプションに基 づいて最 終 デスティネーション メ

ディアへデータをマイグレート ( コピー ) してデータを保 護 する方 式

です。

ディスク ステージング方 式 は、ディスクをステージング領 域 として使

用 し、一 般 的 に「 Ba cku p to D isk to Tap e」 ( D2D2T ) と呼 ばれま

す。

テープ ステージング方 式 は、テープ ライブラリまたは A rcse rve
Ba cku p 仮 想 テープ ライブラリをステージング領 域 として使 用 し、

一 般 的 に「 Ba cku p to Tap e to Tap e」 ( D2T2T ) と呼 ばれます。
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合 成 フル バックアップ

合 成 フル バックアップ

合 成 フル バックアップ ( SFB ) は、W in d ow s C lien t A gen t のための

バックアップです。このバックアップは、ステージング オプションを

使 った標 準 バックアップ、ステージング オプションを使 ったデデュプリ

ケーション バックアップ、または初 期 セッシ ョンとそれ以 降 の増 分

バックアップを 1 つのセッシ ョンに合 成 する ( 組 み合 わせる ) デデュ

プリケーション バックアップの一 部 として実 行 されます。それぞれの

合 成 フル セッシ ョンは、次 回 の SFB ジョブの親 のフル セッシ ョンに

な ります ( SFB セッシ ョンの後 にリアル フル バックアップ セッシ ョンを

実 行 する場 合 を除 く ) 。
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仮 想 テープ ライブラリ

仮 想 テープ ライブラリ

仮 想 テープ ライブラリ( VT L) はテープ ライブラリのように動 作 するよ

うに設 定 されるハード ディスクです。A rcse rve Ba cku p を使 用 し

て、ハード ディスクを設 定 する必 要 があります。
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ライタ

ライタ

ライタは、A rcse rve Ba cku p にアプリケーション ベースのデータのシャ

ド ウ コピーを作 成 させる、アプリケーション固 有 のソ フト ウェアで

す。ボリューム シャド ウ コピーは、特 定 の時 点 でボリューム内 に存

在 するデータのコピーです。
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